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一 本卷 は、 明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) 九月 『聖書 之 硏究』 創刊よ， - 昭和 五 年 ( 一 

九 三 〇 年) 四月 其の 終刊に 到る までの 三十 年間に 於いて、 同誌 上に (少數 の 例外 を 除 

/、) 發 表せられ たる 著者の 比較的 長き 短文 を、 年代順に 集輯 したる ものである。 其の 

一部分 は、 著者 自らに より、 嘗て 『感想 十 年』 として 單 行せられ たる ものである。 

一 ^ほ 著者の 文に して 此れに 類す る もの は、 他に ii くない。 本 卷所收 以前の 時代 

の ものに 就きて は 『初期の 著作 下』 を、 同時代の ものに 就きて は 特に 『維』 を、 參照 

せられん こと を 望む。 

一 本 卷は卷 末に 「第 十三 卷 内容 年譜」 を附 し、 『感想 十 年』 及び 其の 他の 諸 書と 

本卷 との 關係を 明に した。 
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明治 三十 三年 二 九 〇〇 年) 

東京 獨立雜 誌廢刊 の眞因 

東京 獨立雜 誌が 廢刊 になつ たれば とて 種々 の 臆說を 立てる 新聞記者 や 雑誌 記者が あった、 余輩 は區 

區 たる 此小雜 誌の 魔 刊が斯 くも 世間の 評判の 種と なりし を 見て 實は 意外 千 萬に 感じた、 余輩 は 此雜誌 

が斯 くも 廣 くせ 間に 知れ渡って 居った と は 自分で も 知らなかった、 匿れ たる 者に して 顯 はれざる はな 

しとの 事で、 角 害 村の 隅から 出て 居った 斯雜誌 も 世間に 多少の 勢力 を 持って 居った 事 は 其廢刊 を俟っ 

て 始めて 知る 事が 出来た。 

然し 余輩の 見 且つ 聞いた 所では 未だ 一 人 も 其 廢刊に 至りし 理由 を 明白に 述べた 者 はない と 思 ふ、 成 

程 夫れ に は 種々 込 入た る 事情 もあった に 相違ない、 或は 其 廢刊に 多少の 惡 感情の 附隨 して 居った に 相 

違な い 、 然しな が ら 15! 々たる 私情が 其 原因 でな か つ た 事 は 能く 解か つて 居る、 雜 誌の 1  ぼ刊 になる の は 

國の 亡びる のと 同じ 事で 是は彼 人の 罪、 是 人の 罪と 云 ふので はなく して、 之に は 超人 爲 的の 理由が あ 

るので ある、 我等 は 物 を判斷 する に 常に 此觀念 を 以てせねば ならない。 

東京 獨立雜 誌 は 積極的 眞理の 不足の 故 を 以て 廢刊 に歸 したので ある、 勿論 其 記者 は 心に 此 種の 眞理 
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を蓄 へない 者ではなかった、 彼等 は 破壞を 以て 一 種の 積極的 事業で あると 今でも 信じて 居る 者で ある、 

然し ながら 此雜誌 の 起り し 時が 消極的 眞理 の 必要の 時であった、 卽ち 公平なる 態度 を以 て 社會 の 暗黑 

的 半面に 鐵槌を 加へ ねばならぬ 時であった、 其 多少 世に 歡迎 せられし は 全く 此 時勢の 必要に 應じ たか 

ら であった、 然しながら 如何に 日本 國の 社會 なれば とて 之 は立留 りの 社會 ではない、 日本 國の 社會で 

も 多少 は 進歩す る、 多少 どころではない、 せ界廣 しと 雖も 日本の 社會 ほど 劇變 する 社會 はない、 日本 

に 於け る 三年 は 支那 や 英國に 於け る 三十 年の 變動 を呈 する ことがある、 明治 三十 三年の 日本 は 同 三十 

年の 日本と は 大分 違て 來た。 

眞理は 勿論 時勢と 共に 變遷 する 者で はない、 然れ ども 其應 用に 至て は 時と 場合と に 依て 異なる 者で 

ある、 惡を責 むる 時 も あれば 善 を獎勵 する 時 も ある、 美術 を獎勵 すべき レナ センス 時代 も あれば、 之 

を破壞 すべき 淸黨 時代 もあった、 同一 の 眞理が 或は 殺し、 或は 活かす 事 ある は 何人も 能く 知って 居る 

所で ある。 

東京 獨立雜 誌 は 世の 暗黑 時代に 生れた 雜 誌であった 故に、 少しく 光明の せに 顯 はれ 來 りし 時に 至て 

は 其^ 在の 理由 は それ 丈け 減少して 來る譯 である、 勿論 月 や 星 は 晝が來 ると 共に 不用に 成るべき もの 

ではない、 夜 は 亦 遠から すして 來る もので あれば 東京 獨立 雜誌 の 必要 も 亦 遠から すして 來る もので あ 

ると 思 ふ、 然しながら 梟ば かりが 神の 造り 玉 ひし 鳥で はなく して 鳥類の 中には 雲雀 も あれば 鶴 も ある、 

そして 我等 詩人た る 者 (雜誌 記者 は 詩人な り) は 夜 は 梟の 眼 を 以て 見、 晝は 雲雀の 聲を 以て 囀るべき 

者と 自 から 信す る ものである。 

日本の 社會は 殆ど 失望の 極に 達して 今 は X 布 を 要する 時代と なれり、 其 罪 惡は摘 指せられ て全體 一 


點の眞 生命 を 留めざる 耶の感 あるに 至れり、 日本の 社會を 憎みし 余 聚も今 は 深く 之れ を憐 むに 至れり、 

彼に 對 する 余輩の 感は 哲人 トイ フ H ルス ドロ ックの 罪人に 對 する 感 あるに 至れり。 

他の 眼 を 以て 余 は 亦 余の 同胞 を 見る を 得べ し、 無限の 愛 を 以て、 無限の 憐偶を 以て、 憐 むべき 迷 

へる 人類よ、 汝も亦 我の 如く 試みられ 且 鞭打た る k 者なら す や、 汝の 王た ると 乞食た ると に關は 

らす、 常に 疲れ 且つ 重荷 を 負へ る 者なら す や、 而 して 汝の 有する 唯一 の 休息の 床 は 地下の 墓場の 

みならす や、 鳴 呼 我 兄弟よ、 我が 兄： S よ、 何故に 我 は汝を 我が 懐に 匿し、 汝の 眼より 凡ての 淚を 

拭 ひ 得ざる 乎。 

我の 日本の 社會を 鞭し は 之 を 殺さん が爲 めにあら すして、 之を活 さんが 爲め なりき、 我の 憤怒 は 我 

の 愛 心に 基せ しなり、 我 は 元 情夫が 其 愛人に 於け る 愛 心 を 以て 我が 日本 を 愛せし 者な り、 而 して 我 は 

今日より 我が 愛人 を 慰めん と 欲する 者な り、 我が 一一 =11 ひ 難き の 艱難 を 忍び、 友に 誤解せられ、 或は 篤詈 

せられ、 骨肉に 迄で 捨てられても 再び 東京 獨立雜 誌 を 今日に 於て 復活し 能 は ざり し は 我が 衷 にある 愛 

心が 憤怒の 情に 勝ちて、 我 をして 再び 夜叉たり 開 魔た る を 得 ざら しめしに 因るな り、 今 は 我が 衷に存 

する 女性 は 性を壓 せり、 我 は 今 は 愛し 得て 惜み 得ざる に 至れり、 泣き 得て 怒り 得ざる に 至れり、 我 

は 今 は 我が 民 の 傷 を 癒さ 5^ れば息 ひ 能 はざる に 至れり。 

是れ 東京 獨立雜 誌 廢刊の 理由な り、 而 して 是 れ亦此 『聖書 之 研究』 雜 誌の 發刊の 理由な り、 其 之に 

伴 ひし 外面の 出来事 は 細事の み。 (九月) 
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誤解と 疑 察 

誤解に 誤解に 誤解に 誤解、 國は國 を 誤解し、 政" 肘 は 政" きを 誤解し、 父 は 子 を 誤解し、 子 は 父 を 誤解 

し、 兄、 め 相 誤解し、 友人 相 誤解し、 此美 はしき 宇 {€ に 棲息しながら 誤解の 暗 霧の 中に 彷惶 して 憂愁の 

屮に 日月 を 送る、 I にもし 誤解て ふ ものな かりせば 此 f は 如何に 好きせ なる ぞ かし。 

疑 察に 疑 察に 疑 察に 疑 察、 己れ の 心 を 以て 他人 を 測り、 他の 缺點を 舉げて 自己の 潔 ，H を 装 はんと 欲 

す、 疑 鬼 は 國家を 亡し、 社會を 毒し、 友人 を 離間し、 家庭 を紊亂 し、 樂阅 をして 地獄たら しむる の 力 

を 有す、 軍隊 恐る k に 足らす、 疾病 恐る &に 足らす、 恐るべき は實に 吾人の 心に 疑 察 念 を釀す 疑^な 

り、 若し 此 せより 全然 疑 鬼 を 排除す る を 得ん か、 其 淸淨は 期して 俟 つべき なり、 

誤解 は 辨明を 以て 解く る ものに 非す、 疑 察 は 疑 察 を 以て 應 すべき ものに 非す、 誤解 は 行爲を 以ての 

み 解き 得る もの、 疑 察 は 信任 を 以ての み應 すべき ものな り、 誤解と 疑 察と を 以て 苦しむ 日本の 社會は 

勇敢なる 行爲と 確乎たる 自信 を 要する ゃ大 なり。 

篤く 祌を 信す るが 故に 人の 誤解す る處 となりて 懼れ す、 人に 善性の 存 する を 信す るが 故に 其 惡を視 

て 彼 を 捨てす、 誤解 を 正す に 正 行 を 以てし、 疑 察に 酬 るお 信任 を 以てす、 神 を 信じ 基督 を 信じて 吾人 


は 容易に 誤解と 疑 察との 夭 霧を排 する を 得るな り。 (九お) 

怕 ろしい 世の中 

雨曹は 世に 在て は 患難 を 受けん、 然れ ども 懼る k 勿れ、 我 既にせ に 勝てり (約 翰傳 十六 章卅三 節) 

世に 何が 怕 ろしい と 云て 人世 ほど 怕 ろしい ものはありません、 能く 考 へて 御覽 なさい、 昨日の 友人 

は 今日の 敵です、 昨日まで は 膝 を 組んで 心事 を 語りし 人が 今日は 響 敵と なって、 我が 愆を箅 へ 立つ る 

に 至る のであります、 せに 何が 怕 ろしい とて 斯ん な怕ぃ 事はありません、 人 は 亦 他人 は 他人で 兄弟 は 

兄弟、 親戚 は^ 物で あると 巾し ます けれども、 それ は必 すし もそう ではありません、 せに 兄弟 txH- 嘩な 

る ものが あるば かりではありません、 我る 時 は 兄弟が 相 合して 敵 人と 共に 私共 を 攻め 立つ る 事が あり 

ます、 預言者 H レ ミヤの 兄弟が アナ トテの 人達と 合して 彼 を 攻め立て ましたの も 此 一 例であります、 

戰 ^なる ものが あって、 人類が 互に 相 屠り、 死^なる ものが あって、 最愛の 父子 夫婦 も 永遠に 相 分れ 

ねばなら ぬと 思へば、 人せ に：^ んな 好い 事が あっても、 人 f ほど 怕 ろしい もの は 他に あり やう 害 は あ 

りません。 

然し 是が 人世であります、 是を 信任 慈愛の せの 中と 見た のが 我々 の 誤謬であった のであります、 人 

の 信任なる もの は 朝の 雲の 如き ものでありまして、 是は 東風の 吹く と共に 消え 失する ものであります. 

骨肉の 慈愛 すら 利 愁の魔 鬼の 襲 ふ 所と なり ますれば 忽ちに して 憎惡の 牙を顯 はす ものであります、 賴 

るべ からざる は 人の 心でありまして、 是を 思へば 我等 此 世に 在て 實に 淋しく 感ぜざる を 得ません。 
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然しながら 世が 斯 くも 怕 ろしい 世で あれば こそ、 神 は 無限の 愛 を 以て 之 を 愛し 玉 ひ、 神の 獨子を 降 

し 玉 ひて まで も 世 を 救 はんと 爲し玉 ふので あります、 故に 私共 は 世の 怕 ろしい の を 知れば 知る 程、 神 

の 愛すべき を 悟る のであります、 私共 は 今日より はせ の怕 ろしい の を 歎くべき ではなく して、 其斯の 

如き 世なる が 故に 祌が 一 曆 深く 其 愛を顯 はし 玉 ひし 事 を 感謝すべき であります、 實に神 を 知らす して 

此せを 渡る の は 悲哀 慘谵の 極であります。 

亦 神 を 識て賴 む ベ からざる 人の 心 も 稍 々賴 むに 足る や う になります、 我れ 神 を 信じ て 自身 を 信す る 

益 々 篤くなる と 同時に 亦 他人 を 信す る こと も 益 々 深くな ります、 他人の 亦 我に 對 する こと も！： じ やう 

になり まして 眞 正の 相互 的 信任なる ものが 起り ます、 人間の 關係 にして 實は 罪を赦 されて 祌の 子と な 

りし 者の 如き 深き 篤き 關係 はない のであります、 神 を 信じて 始めて 人せ は 稍々 耐え 易き ものと なる の 

であります。 

それであります から 我々 は 益々 俾 道の 必要 を感 する のであります、 我々 は 何も 我々 の 弟子 を 作らん 

とて 傳道を 致しません、 我々 は祌 無しの 人世の 如何に 怕 ろしい ものである 乎 を 知ります から 少したり 

とも 其 苦痛 を 減殺 せんとて 俾 道に 從^ する のであります。 

斯んな 耐え 難いせ の 中に 生れ 来まして 愛なる 祌を 知らない 事 は 不幸の 極で あると 思 ひます、 私共 は 

餘 りに 世の 辛 さ を 感じ ますれば 祌に 依て 之 を 救 はんとの 念 を 起す のであります。 (九月) 

公 開演 說の效 力 


或る 月曜日の 午後、 研究所 生徒 二 名と 饅頭 會を 開き、 席上 左の 如き 談話 ありたり。 

〇 宗敎は 個人と 〔：^ 庭と の ^sl に し て 政 治 は國 〔！^ と國 民と の 事な り、 其侧人 の 事なる が 故に 深く して 難し」 

其國 家の まなる が 故に 淺く して し、 世に 政： B を談 する 者 多くして、 宗敎 を 學ぶ者 徵 き は 是が爲 めな 

.00 

〇 政治 は是 を高壞 一より 述るを 得べ し、 宗 敎は餘 りに 神聖なる が 故に 之 を 多くの 俗人 を雜 えたる 公衆の 

前 に 語り 得べき ものに あらす、 公開 演說な る ものが 宗 敎傳播 法と して^ん ど 全く 無效 なる は その 宗敎 

の 本性に 甚だ 不相應 なる が 故な り、 余の 實驗に 依れば < 水 は 余の 公開 演說に 依て 一 人の 人に 新生 命 を 注 

人せ し 事 ある を 知らす、 盖し雄 辯 術なる もの は 技藝の 一種に して、 之 を 以て 精神 上の 莨なる 宗教 を 

述 るに 至て は、 之 を 多少 演劇 化せざる を 得ざる が 故なる べし、 重に 高壤 より 述べ られし 日 木 今日の 基 

督敎が 今日の 赛態を 現 はすに 至りし は 決して 怪しむ に 足らす。 

〇 宗 敎は靈 魂の 翳 術な り。 故に 之 を 施す に當て 普通 醫 術の 法に 傚 はざる ベから す、 肉體の 醫師は 百で 

人 を 一 堂に 集めて 同時に 之に 醫療を 施さん とせす、 然るに 簾 魂の 醫師 たるべき 傳道師 は 各種の 忠者を 

悉く 一 堂に 會 して 之れ に 同 一 様の 療法 を 施さん とす、 後^の 事業の 前者の それに 遠く 及ばざる は此常 

識に 於て 缺 くる 所 あるが 故な り、 若し 鎏 魂の 醫師 にして 肉體の 醫師の 如く 一  々其忠 者の 疾病 を 診察し 

其 病に 應 じて 適當の 藥を投 ぜんか、 傳道師 の 必要 は社會 一般の 認 むる 所と なり、 彼 は 其 尊敬と 歡迎と 

を 受けて 彼の 境遇 は 今日の 如く ッ マ ラナ キ ものなら ざるべ し。 

〇 愛國 心に 勵 まされた る 時に 余に 大雄 辯發 す、 然れ ども 神に 於け る大 信仰の 起る 時に 余に 韻文 あり、 

淚 ありて、 之 を 衆人の 前に 述べ 立る の 大演說 なし、 能辯 術 は 元是れ 政治に 適用すべき 者な り、 ぺ リク 
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リス、 シセ n、 リエ ンジ、 グ ラッド スト— ンが 能辯 を 揮 ひし は 政治に 於て 在て 宗敎に 於て あらす、 ボ 

ス H - の 能辯が 彼の 宗教 をして 單 に佛國 王室の 一 装飾品た らしめ、 近く は タル メ ー ジの 能辯が 彼の 敎 

會 をして 「21 曜日の 夕 劇場」 (Sunday  evening-  theatre) の 名 を 得る に 至らし めし は 人の 均しく 知る 

所な り、 最も 眞 面目なる 宗敎は 辯 術に 依て 其 威 嚴を失 ふ 甚だし。 

〇 余 は 未だ 曾て 高 壇より 述べ 傳 へし 余の 說敎 にして、 余を滿 足せし もの ある を覺 えす、 聽 衆の 上に 立 

っ數 段に して 余に 旣に余 は聽衆 以上の ものた るの 感 あり、 吾人 は 同等の 地位に 立ての み 始めて 人と 同 

情 推察の 情に 入る を 得べ し、 然るに 高 壇の 上に 立ち、 聽衆を 下瞰して、 吾人に 平民 以上 (貴族) たる 

の感 ありて、 此 位地に 立て 平民の 宗敎た る 基督 敎は 容易に 述 ベ 得べき ものに あら す。 

〇 ャ コブの 井 戶の邊 に キリス 卜が サ マリヤの 婦人と 語りし 時に 最も 完全なる 說敎は 述べられ しなり、 

漁 舟に 退きて 海濱の 砂上に 立ちし 人々 に 天國の 福音が 述べ 傅 へられし 時に 最も 力 强き說 敎は爲 されし 

なり、 最も 效カ ある 說敎は 座談な り、 二人 相對 して 語る 事な り、 各 說敎師 にして 此法を 執る に 至らん 

か、 世 は 遠から すして 基督の 王國 となるべし。 (十 ガ) 

久し振りの 日曜  , 

夏の 初より 今日に 至る まで 日曜ら しき 日曜 を 持った 事がない、 いつも； 汲說 だと か說敎 だと か、 さな 

くば 來客 だと かにて 靜 かに 心 を 養 ひし nz は 目ッ駄 になかった、 然し 今日 初秋の 0 曜日、 暴風の 時期 は 

旣に 過ぎ去て、 秋の 空 はいと 淸く、 庭の 木の葉 は 枯れ 初めて 若し 基督の 恩 化 を 受け ざり しなら ば 何と 


なく 心 淋しく 感 する 頃、 愛する 家族と 友人と に圍 まれ、 心靜 かに 此ー 日 を 守る の 嬉し さ、 今朝 身を淸 

めんと 屋外に 出し 時に 頭の 上に 一 羽の 椋鳥が 聲 鋭く 鳴き 渡りし 時 は 身 は 何となく 此せ 以外に ありし や 

うに 感ぜられた。 

我等に 取て は 夏 は 成育の 時期であって、 秋 は 豊熟の 時で ある、 夏は此 苦しき 人世 を 代表す る もので 

あって、 秋 は 彼の 樂 しき 天 國を寫 した ものである、 嫉妬の 苦熱、 疑 察の 炎 風が 我等 を悔 まし、 此身は 

或は 鎔け やしまい かと 疑 はる k 許りの 辛酸 を 嘗め 盡 した 後に、 此靜 かなる、 涼き 快き 秋の 至る を 思 ふ 

て 我等 は 思 はす も 眼 を 天外の 彼方に 遣り、 彼處に 我等の 友 を 思 ひ、 人せ の 苦しき 夏 も 何時までも 續く 

ものに あらざる を 思 ふて、 服に 感淚を 1^ えざる を 得ない。 

嗚呼 信仰 き 我よ、 我 何が 故に 人世の 苦を惱 むぞ、 縱令我 を 離れ 去る の 友 あれば とて 我に 猶ほ 全人 

類の 我が 同情 を 表すべき あるに あらす や、 縦し 世 は 擧て我 を 捨て去る も 我に 我が 神との 切ても 切れぬ 

關係 あるに あらす や、 我 は 我が 靈に 於て 我が 神を拜 す、 我の 生命 は實は 我靈に 在て 其 以外に なせす、 

故に 我が 肉、 我が 情に 繁 がる k もの 悉く 我 を 去 も 我の 生命 は 依然として 存 すべき ものな り、 祌が 時々 

我に 殆んど 忍び 難き の 艱難 を 下し、 我に 我が身 を燒 かる k の 思 あらしめ 給 ふ は 我 をして 我が 靈 以外に 

我が 生命 を 有た しめ ざらん が爲 めなら ざるべ からす、 故に 燒 けよ 我が 神よ、 鍊 へよ 救 主よ、 我に して 

猶ほ 友に 頼る あらば 我より 友 を 取り去れよ、 我に して 若し 我の 有する 些少の 財に 賴る あらば、 我より 

之 を も 取り去れよ、 我 をして 汝 のみ を 以て 生存し 得る に 至る まで は 我に 於け る汝の 試鍊を 止む る 勿れ 0 

然 ども 神は大 なり、 祌は 世の 總 ての 惡 人よりも 大 なり、 神、 我 を 守り 給 ふ 間 は 神の 許可な くして 危 

窖の 我が身に 及ぶべき あるな し、 我の 心配 は 無益な り、 我れ 我が 祌を 支柱と して、 神 は 我が 足 を 磨の 
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足の 如くし、 我 を 我が 高き 處に 立た せ 給 ふ (詩篇 第 十， 八篇 三十 三 節)、 我 は 自身 我が 敵に 勝つ 能 はす 

と雖 も、 祌は 我が 仇の 前に 我がた めに 筵 を 設け、 我が 首に 油 を 魔ぎ 給 ふ、 故に 我が 感謝の 杯 は 溢る、 

なり (仝 第二 十三 篇 五節)、 此靜 かなる 貴き 安息日、 我 は 之 を 天 國の前 味と 稱 ばん。 (十月) 

クリスマス 

クリスマス は來 りぬ、 我等の 友 を 記憶すべき 時 は 来りぬ。 

我 は 先づ我 を棄て 去りし 我が 友 を 記憶 せん、 我 は 彼等が 我に 加へ し 凡ての 苦痛 を 我が 記憶の 外に 撤 

せん、 我 は 彼等の 善き 事 を 我が 記憶に 留めて 彼等の 惡き事 を 凡て 忘れ去らん、 我 は 我が 神の 祝福が 豐 

かに 彼等の 上に 宿らん こと を 祈らむ。 

我 は 次に 旣に此 * を 去りし 我が 友 を 記憶 せん、 我に 多少の 善き 事 有る は 我が 彼等と 共に 在る 事 を 得 

たれば なり、 我 は實に 彼等の 一部分に して、 我 は 彼等に 對 しても 善 を 爲し義 に 勇む の 犬なる 責任 を搀 

ふ、 嗚呼 新 英洲の 岡に 眠る 師ょ、 嗚呼べ ン洲の 森の 屮に 永き 休息に 就きし 者よ、 鳴 呼 北辰の 輝く 下に 

我の 希 を 埋めし 者よ、 我 は 今 獨り此 荒野に されて 寂寞の 情に 堪え難き 感 あり、 幸福なる 者 は汝等 

にして 我に 非す、 我 は 今尙ほ 嫉妬の 里に あり、 怨恨の 國 にあり、 我 は 今年 も 幾 囘か汝 等の 家なる 地下 

の サイレンス を 想 へ り。 

我 は 又 今年 神が 新たに 我に 賜 ひに し 友に 就て 記憶 せん、 我 は 實にー を 失って 十 を 得たり、 我 は實に 

失 ふべき 者 を 失 ふて 得べき 者 を 得たり、 卽ち我 は 友なら ざる 友 を 失 ふて 友た るべき 友 を 得たり、 北 は 


宗谷、 知 床より 南は臺 南、 鳳 山まで 我が 爲 めに 祈る 者 は 新たに 與 へられたり、 願く は 佳節の 祝福 彼等 

の 上に あれよ。 

終に 我 は 我が 永久の 友に 就て 記憶 せん、 彼等 はせ の 我 を 疑 ふ 時に 我 を 信じ、 敵の 我 を 殺さん とせし 

時に 我 を 活かせし 者な り、 彼等 は 我の 有する 最も 貴き 寶 なり、 彼等 在る が 故に 世 は 我に 取て 全くの 暗 

夜たら ざるな り、 彼等の 信任 は 金銀 積んで 山 をな す も購ひ 得ざる ものな り、 鳴 呼 貴き、 愛すべき、 敬 

すべき 彼等、 我 は 特训に 彼等の 爲 めに 祈り 且つ 感謝 せん。 (十二月：！ 


明治 三十 四 年 二 九 〇 一年) 

疑惑の 聲 

〇 或 時 は 基督 信者た るの 生涯が 詰らなく 見える、 他人に 撲られ ても默 つて 耐えて 居らねば ならす、 他 

人に 彼の 思 ふ 存分に 惡ロを 言 はれても 彼の 惡 事に 就て は 一 言 も 語って はならない、 實に或 時 は 基督 信 

者た るの 生涯 は意氣 地の ない 生涯の やうに 見えて、 我ながら 我が 擇 びし 宗教の 我の 活動 を 束縛す る も 

の & やうに 感ぜられる 事が ある。 

〇 人、 汝の 右の 頰を擊 たば 亦 ほかの 頰 をも轉 らして 之に 向けよ、 爾を訟 へて 裏 衣 を 取ん とする 者に は 

明治 三十 四 年  11= 


感想  一 四 

外 服 を も 亦 取らせよ、 と、 爾 うして 斯の 如き 者が 終に は 地 を嗣ぐ こと を 得べ しとの 基督の 敎訓 は眞理 

であるで あら ふか、 斯 くしつ、 あれば 我が 些少の 財 も 我が 名譽 も、 終に は 我が 生命まで も 持ち 掠 はる 

るので は あるまい か、 又 斯く爲 さねば 基督 信者た る を 得ない と 云 ふなら ば 基督 信者と は 何處に 居る 者 

であら ふか、 我が 見る 所の 基督 信者なる 者 は 其敎師 たると 普通の 信者た ると を 問 はす 大抵 は 「目に て 

目 を 惯ひ齒 にて 齒を惯 ふ」 人達で あるで はない か、 彼等 は 世の 探偵と 異る ことなく、 他人の 祕密を 嗅 

ぎ 出し、 是に 就て 彼是 語り合 ふ を 以て 無上の 快樂 となし， 且つ 其 躓く を 見れば 直に 走て 彼の 面に 唾し、 

以 て 萬 歳 を 叫 ぶ 人達で はない 乎、 然る を 忍耐に 忍耐 を 加 ふ る を 以て 基督 信徒の 生涯で あるな ど &思ふ 

て眞面 ほに 聖書 の 言辭其 儘を實 行し やうと 努め る の は 是れ實 に 時代 後れ の 事で は あるまい 乎、 我は赏 

に 或る時 は 基督 敎の 敎訓に 就て 疑な き 能 はす だ。 

〇 斯く疑 ふて 見る と 基督 敎は 根本的に 忌になる、 叉 基督 敎其物 は 一 つの 倫现 組織と して 貴ぶべき もの 

として 藍ても 之 を傳播 し、 之 を 以て 我が 同胞 を 救 はんな どす る こと は 全く 忌になる、 何にも 傳道を 職 

とする もので はなく、 叉 何れの 敎會 又は 敎師 より 傳 道の 免許 を 得た 者で はない から、 今 口 直に 之 を歇， 

めた 所が 誰も 我を責 むる 者 はない、 我 は 何 を 好んで 此 無益の 業に 從審 して 居る ので あら ふか、 傳道は 

傳道 本職の 傳道師 に 委ねて 我 は 農な り 漁な りへ 歸 つた 方が 我に 取っても 大 利益で ある 許りでなく、 偉 

道 師達も 犬に 喜ばる k に 相違ない、 我れ が 我が 國 人に 向て 基督 を 紹介 せんと 努めるな どと は 抑 も越權 

の 事で は あるまい か。 

〇 嗚呼、 我は祌 學を專 問に 研究した 者で はない、 傅 道 は 我の 免許 を 受けた 仕事で はない、 亦 我の 餘り 

好む 所の もので はない、 我の 特 愛の 仕事 は 天然 物の 硏究 である、 詩歌の 詣誦 である、 之 を 究め 之を誦 


きま  すて 

すれば 我も樂 しく 人 も 喜ぶ に定 つて 居る、 然るに 之 を 棄て傳 道に 從事 するな ど. -は 抑々 物好きの 極で 

はない か、 嗚呼 我 は 何が 爲 めに 斯んな 事業 を擇ん だので あるか。 

〇 「鳴 呼 H ホバ 汝， 我 を 欺き 給へ り」 と豫言 者耶利 米亞は 叫んだ、 我 も實に 同一 の 叫 號の聲 を 發せざ 

る を 得ない、 我 は 神に 欺かれて 傳道 事業に 入り 亦宗敎 文學を 我が ものと 爲 した、 「汝は その 目に 見る 

ところの 事に よりて 心 狂 ふに 至らん」 と 申命記の 二十 八 章 三十 g: 節に 書いて あるが 我 も 基督 敎の美 を 

見て 心 狂 ふに 至った ので は あるまい か、 何れに し ろ 基督 敎 に 接せ し は 我に 取て は大 不幸 幅 の 事で あつ 

た、 我 は 之 を 信じた 故に 我が 親戚 古 友 を 敵と して 有つ に 至り、 去りと て 亦 牧師 宣敎師 を も 友と なすに 

至らなかった、 我 は實に 基督 敎を 信す るに 由て 總てを 失 ふて 何に 一 つ を 得なかった ではない 乎。 

〇 親戚と は 際 離し、 國 人に は 嫌がられ、 亦 同宗 敎の 人にまで 誹 難憎惡 せらる k と は 如何なる 因 菜の 報 

ひで ある 乎、 之が 基督 敎 であると ならば 之 を f 人に 傅 ふるの は 無慈悲の 絶頂で はない か、 是れ實 に 世 

人が 謂 ふ 基督 敎が 邪敎 であるの 所以で はない 乎、 嗚呼 我 は 今日に 至って 基督教 を 信じた るを悔 ゆと 曰 

ふ ベ きで はない 乎、 我 は 或 時 は 此事を 思 ふて 實に 堪え 1^、 る ほど 苦しく あ る 。 

斯く思 ひ 詰めて 我 は 叉 聖書 を 開い て 見る、 繭う すると 中に 斯んな 事が 書いて ある" 

つた  わ トー 

われ 爾曹を 遣す は 羊 を 狼の 中に 人る が 如し、 …… 兄弟 は 兄弟 を 死に 付し、 父 は 子 を 付し、 子 は； S 

0  Co  OOO0C0OOC  00000  ©鲁番0*©> 

親 を訴へ …… 又 爾前曰 我 名の 爲に 凡ての 人に 憎まれん、 然れど 終まで 忍ぶ 者 は 救 はるべし (馬 太协 

十 章 十六 節より 一 一士 一節まで)。 

我が 兄弟よ、 若爾曹备樣の試誘に遇は^-之を喜ぶべき^^-とすべし、 蓋爾曹 の受る 信仰の 試 鍊は爾 
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曹 をして 忍耐.^ 生ぜし むる と 知れば なり (雅各 書 一章 二、 三 節 )o 

爾曹の 信仰 を 試みら る k は壞る 金の 火に 試みら る、 よりも 貴く して 爾曹ィ H ス キリス トの顯 はれ 

袷 はん 時に 稱 讚と 尊貴と 榮光を 得る に 至らん (彼 得 前書 一 章 七 節) 

我は是 等の i 目 詞を讀 んで淚 を 呑んで 忍ぶ、 我れ 若し 我が 忍耐 を續 くるならば 神 は その 聖 意に 適 ふ 時に 

我に 此 試練の 理由 を 示し 給 ふ 事な らんと 信じ、 我 は淚の 中に も、 悲痛の 中に も、 疑惑の 中に も、 我が 

信仰 を櫃綾 せんとす るの 決心 を 起す。 C 四月) 

眞 正の 忠孝 

基督の 曰 はれた 言辭の 中に 「凡そ 我に 来りて その 父母 妻子 兄弟 姉妹 また 己の 生命 を も 憎む 者に 非れ 

ば 我 弟子と 爲る こと を 得す」 とい ふ ことがある、 是は實 に强ぃ  一一 一 5 辭 であって、 或は 之 を 書き記せし 者 

の 誤謬に 出し もので は あるまい 乎と 疑 はれる ことがある、 然し 能く 考 へ て 見る と斯 くも 明 おに 曰 はれ 

たれば こそ 基督の 基督たり し 事が 能く 分る ので あると 思 ふ、 吾等 は實に 吾等の 父母 妻子 兄弟 姉妹 を 憎 

むに あら ざれば 基督の 善き 弟子と なること が 出来ない のみなら す、 亦眞 正に 吾等の 父母 妻子 兄弟 姉妹 

を も 愛する ことが 出來 ない ので ある、 憎む と は 情 實の覊 粋 を斷っ 事で ある、 卽ち 最も 乾燥なる 眼を以 

て 彼等の 利害 を 看る ことで ある、 卽ち 彼等の X 布愁の 成されん こと を 望ます して 彼等に 關 する 祌の聖 意 

の 就らん こと を 欲する ことで ある、 斯 くなら なくて は眞 正の 孝子と なること は 出来ない、 斯 くなら な 

くて は眞 正の 父で もなければ 夫で も 兄弟で も 姉妹で もない、 君 父の 命と ならば 何事 にても 從 はんと 欲 


す る 支那 的 の 忠孝 は 基 だ 不實な る 忠孝 である、 若し 東洋人 の 忠孝な る ものが 國と 家と を與 した る こと 

が ありと すれば 同じ 忠孝に 由て 滅びた 國と 家と は澤山 あら ふと 思 ふ、 毒物と 知りつ、 老父の 欲する 酒 

を勸 めて 彼 を 死に 至らし めし 孝子 も あら ふ、 毒婦と 知りつ，^ 主君の 愛する 妾婢を 彼に 許して 彼と 彼の 

家と を轉 覆せし めし 忠臣 も あら ふ、 時に 由て は 君 を 鞭つ 位の 臣 でなければ 眞 正の 忠臣と 云 ふこと は 出 

來 ない、 東洋の 天地に 大 忠臣と 大牵 子の 出来な いのは 其 道德の 甚だ 淺 薄なる に 由る ので あると 言 はな 

ければ ならない。 (五月〕 

今の 基督 信者 

今の 日本の 某： 誓 信者 ほど 當に ならない 者 はない、 彼等 は 何に が 故に 自身 を 基督 信者な りと 稱 ぶので 

あるか 少しも 分らない、 或る 敎會で 洗禮を 受ければ 夫れ で 基督 信者と 成った と 思 ふ は 間違で ある、 亦 

或は 人道 を唱 へ、 慈善事業に 從事 すれば とて それで 基督 信者で あると は 云 はれない、 善人 は 誰でも 基 

督 信者 であると 云 ふの は 甚だ 寬 ぃ說の やうに 聞え るが 然し それ は 精密 を缺け る 思想 であると 思 ふ、 基 

督敎に 一 一三 或は 五六の 明 ほなる 敎義が ある、 そうして 之 を 信じない 者 は 善人で ある 乎 も 知れない が然 

し 基督 信者で あると 稱 ふこと は 出来ない。 

吾等 は 勿論 酒 を飮む 人、， 煙草 を 吸 ふ 人 は キリス ト 信者で ない と は 云 はない、 吾等 は 芝居 を 見に 行く 

キリス ト 信者が あると 聞いても^ 段に 驚かない、 吾等 は 亦 キリスト 信者 なれば とて 此 弱き 肉體に 宿る 

間 は 完全 無缺の 人で あると は 思 はない、 然し キリスト 信者 は キリスト 信者であって、 彼 は儒敎 信者で 
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もなければ 佛敎 信者で もない、 彼 は 亦 コ ム トの 如き ヒ ュ ー マ II タリ ャ ン でもなければ、 ゲ ー テの 如き 修 

養家で もない、 キリス ト 信者と は 其 名の 通り 聖書に 明， 日に 示して ある 主 耶蘇 基督 を 信す る 者で ある、 

卽ち其 根本的 敎義に 於て バウ a  、 ぺテ 11、 ヨハネと 信仰 を 共に する 者で ある、 然るに 日本に 於て キリ 

スト 信者と 稱 へらる.^ 人々 の 中には 基督 を 以て 一 の 大人物の やうに 見做て 居る 者が 澤山 ある、 然しな 

がら 某： # を 以て 釋迦の 更に 大 なる 者で あると 思 ふ 者 は 未だ 聖書に 明白に 示して ある 基督 を 解らない 者 

であると 云 はなければ ならない、 基督 はヒ ュ ー マー 一 チ ー の 首で あるが、 然し 我 倚 キリス ト 信者の 云 ふ 

ヒュ— マ 一一 チ ー なる 者 は 基督より 出た ヒ ュ ー マ 一一 チ ー であつ て 基督 は ヒュ 1- マ 二 チ ー より 出た もので 

は，^ い、 成程 基督 を 以て 全能 全智の 神で あると 云 ふの は 大分 困難で ある 乎 も 知れない • 然しながら 以 

弗 所 書の 第一 章 一 一十 一 節に ある やうな 「諸ての 政と 描 威と 宰治、 また 此せ のみなら す來 らんと する せ 

にも 凡て 稱 ふる 所の 名の 上に 置」 かれしと 云 ふ 基督 は 人間以上の 者であって 叉 天の 使 以上の もので あ 

る こと は 聖書に 依て 明かで ある、 爾 うして 吾等 キリ ス ト 信者 は 斯う 云 ふ 基督 を 信す る 者で ある。 

吾等 は 殊に 儒敎と 基督 敎 との 大 151； 別を認 むる ので ある、 勿論 一 一 者 孰れ も 善 を 勸め惡 を懲す 者た るに 

相違ない、 然しながら 儒敎 はドコ まで も此 世の 宗敎 であって (それ故に 儒 敎を宗 敎と稱 ふること は 出 

來 ない)、 基督 敎は ドコ まで も 天の 宗敎 である、 彼なる 者 は 地より 出しが 故に 土に つき、 是 なる 者 は 

天より 出た るが 故に 天に 屬 くもので ある、 儒敎を 以て 養 はれし 人 は 到底 政略 的た る を 免 かれない、 彼 

の 胸中に は 大度が ある やうに 見 ゆれ ども 然し 之 は 基督 敎 で 云 ふ寬容 (toleration) なる 者と は 全く 训物 

である、 儒敎 に誠實 がない と は 云 はれない、 然し 祌を 信ぜす 永生 を 信じない 敎に 基督教で 云 ふやうな 

誠實 (sincerity) が あら ふと は 思 はれない、 然るに 日本 今日の キリスト 信者と 稱 ふる 者の 屮には 基督 


敎の神 を 支那 人の 神明と 同視し、 來 世の 事 を 語る を 以て 何やら 恥 かしく 思 ふて 居る 者が ある、 吾等 は 

勿論 儒敎 信者 なれば とて 惡人 であると は 云 はない、 然しながら 其 人生 觀は 全く 儒敎 的で あるに も關は 

らす 基督 敎の 多少の 感化 を 受け たれば とて 自 から 基督 信者 を 以て 稱 する 者 ある を 見て 基督教の 爲 めに 

甚だ 迷惑に 感 する 者で ある。 

斯く云 へば 人 は 余輩 獨 りが キリ ス ト 信者 を 氣 取りて 他 は 皆な 悉く 之 を 排斥す る やうに 思 ふなれ ども 

それ は 決してそう ではない、 余輩が 若し 自身 を 指して キリ ス ト信 者で あると 云 ふなら ば是れ 決して 余 

輩の 高德を 誇て 云 ふので はない、 キリス ト 信者と は 名譽の 名の やうに 思 ふて 居る のが 抑々 眞 正の キリ 

ス ト 信者で ない 一 番 よい 證據 である、 キリ ス ト 信者 は 罪人の 一 種で ある * 自身の 罪深き を 認めて 神の 

赦免 を 乞 はんがた めに 基督の 十字架に 縫る 者で ある、 今で こそ パゥ Q が 信者で あり、 ぺ テロが 信者で 

あつたと 聞けば 如何にも 彼等の 名譽 でありし やうに 思 ふなれ ども 其當 時に 於て は是は 彼等に 取て 社交 

的に は大 不名譽 の 事であった ので ある、 人の 前に 自分の 罪人なる を 表白し 得ない I？ は 決して キリス ト 

•  «••••  厶 AAA 厶 △<: 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 <:<4<3<" 厶厶 △△△△<"<: 厶厶 A 厶厶 A  A 厶 

信者で はない、 然る を キリス ト 信者と なりし とて 文明 的 君子と なりし やうに 思 ふ 人 は 未だ 基督 敎の初 
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步をも 知らない 人で あると 云 はなければ ならない。 

思想 の 漠然た る 日本の 今日に 在て は 吾等 は 明， ：！： に 孔子の 弟子と 基督 の 弟子と を區 別す る の 必要が あ 

ると 思 ふ、 雨う して 今の 日本の 基督 敎界 より 其 儒敎的 分子 を 取り去ったならば 殘る 所の もの は 實に微 

微弱々 實に憐 むべ きもので あると 思 ふ、 然しながら 斯くー 一 者の 判 训が附 いてから でなくて は 我 國に於 

け る 基督 敎 の 健全なる 進歩 を 望む こ と は 出来な い、 今日の 處 では 日本に 於て は 基督 敎は有 つて 無い や 

うな もの である。 (五月) 
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信仰の 勝利 

〇 祌は活 きて 居られます、 神 は 働て 居られます、 神 は 善人 を援 けつ k あります、 彼 は 惡人を 亡し つ- - 

あります、 惡 人の 奸計 は 祌の聖 意の 實行を 妨げる 事 は 出来ません、 故に 私共 は 安心して 善と 意 ふこと 

を爲 すべきであります。 

〇 此 世に 在て 最も 强 いもの は 清い 良心であります。 世に 之に 勝つ の 勢力はありません、 政府 も 敎會も 

各 其 全力 を盡 して 之を滅 さんと 致しましても 減す こと は 出来ません、 私共 何人 を 敵に 持ても 宜ぅ 御座 

います、 信仰の 上に 立つ 良 心 は 全 宇宙 の 勢力 を擧げ て も 之を逐 ひ 退け る こ と は 出來ま せ ん 。 

〇 な？ 'の 人 は 基督 信者まで が 頻りに 「勢力」 とい ふこと に 就て 語ります、 彼等 は 信仰 以外に 何に か 勢力 

なる ものが ある やうに 思 ふて、 議會に 多數を 有つ から 勢力が あると か、 政府の 有力 家の 贊成を 得た か 

ら 勢力が 附 いたと か、 外國 人の 援助 を 得た から 事業の 成功 は 疑 ひない とか 申しまして、 善を爲 すに も 

惡を爲 すに も 是非共 勢力なる ものが 必要で ある やうに 思 ふて 居ります、 然し 私共 キリ ス トを 信す る 者 

に 取て は キリス ト 以外に は 別に 何にも 勢力の あるべ き 害はありません、 私共の 友人と 贊成 家と は キリ 

ストの みでありまして、 私共 キリ スト を 主と 仰で せの 贊成家 は 一 人 も.^ ら ない 害であります。 

〇 「運動」、 「運動」、 私共 は此 二字 を 甚だ 嫌 ふ 者であります、 是は祌 を 信ぜす して 自己の 謀略に 頼る 

者の 爲す 仕事であります、 其 人達 は祌は 眠て 居 給 ふて、 私共 人間が 勸く にあら ざれば 何事 を も 爲し給 

はざる 者の やうに 思 ふて 居ます、 然し 私共 キリスト を 信す る 者 は 「運動」 を 致しません、 私共 は 神 は 


休息な く 活動し 給 ふと 信じます、 故に 私共 は靜 かに 神の 命 を 待ち、 彼 をして 私共の， 裏に 攝か しめて 私 

共から 先に 手 を して 神の 事業 を 助く る や ふな こと を 致しません、 此點に 於て は 私共 は 今の 敎界の 諸 

君と は 大分 信 を 異にして 居ります。 

〇 私共 は此 宇宙 はそんな 込 入った る 宇宙で はない と 思 ひます、 是は祌 が 創造り 給 ふた 宇宙であります 

から、 私共 は 其 中に 棲息して 唯 だ 神 を 信 すれば それで 宜 いのであります、 さう すれば 萬 事 悉く 私共の 

善の ために 働き、 私共の 腦 中に 智慧 も 湧いて 來、 私共の 肉體も 健康に なり、 私共に 纏綿す る總 ての 情 

實も 解けて 祌の榮 光を顯 はすに 至る のであります、 私共 はせ に傳道 策で あると か、 政治 策で あると か 

云 ふ 事 を 講じて 居る 人の 多い の を 見て、 其 人達 は 何のた めに 宗敎を 信じた ので あるかと 甚だ 怪， 呀に堪 

えない 者であります。 

〇 嗚呼、 偸 快なる は 信仰の 生涯であります、 私共 は 何物 を も 恐る &に 及びません、 私共 は 何にも 心配 

する に 及びません、 私共の 全生涯 は 勝利 を 以て 終る に 相違ありません、 多くの 人 は 起て 私共 を 毀た う 

と 致します る、 彼等 はせ の 力 ある もの \ 乎 を 借り 來て 私共 を 潰さう と 致します る、 然し 祌は 大國 家よ 

り も 大敎會 よりも 强 くあります、 私共 は 神に 頼て 私共に 勝つ 勢力の 世に 一 つもない こと を 信じます る、 

私共 は 詩篇の 言葉 を 引いて 巾し ます。 

何 なれば 諸の 國人 はさ わぎた ち 

諸 民 は 虚しき こと を 謀る や 

地の 諸の 王 はたち かまへ 

群 伯 は 共に 議り 
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H ホ バ と 其 受膏者 にさから ひてい ふ 

我 儕 その 械を 毀ち 

その 繩を 捨てん と 

天 に^する 者 笑 ひ 玉 はん 

主、 かれら を 嘲りた まふべ し 云々 0  (六月) 

國の爲 めに 祈る 

我に 思想な しァ、 神よ、 我に 能力な し、 我 は 如何にして 雨と 我が 國 とに 事 ふべき 耶を 知らす、 願く 

は 我を惠 むに 爾の 光明と 大 能と を 以てせよ。 

善なる もの は 我が 裡に 一 として 居らざる のみなら す、 亦 我の 屬 する 此社 會此國 家に 我の 仰ぐべき 且 

つ むべき 者 あるな し、 彼等と 雖も亦 我に 等しく 眞理と 希 とに 渴 する 者， 我れ 如何に 彼等に 迫る と 

も 彼等 は 己れ に 有せざる もの を 以て 我の 要求に 應 する 能 はざる なり。 

願く は 我 をして 我が 同胞 を 憎む ことなく、 返て 彼等 を润 ましめ よ、 願く は 我 をして 彼等の 貧 を責む 

る ことなく、 返て 其 空 乏を補 はしめ よ、 願く は 爾先づ 我を惠 みて、 我 を 彼等の 屮に遣 はして 雨の 祝福 

を頒 たしめ よ。 


我 は 知る 彼等 は 倨傲の 民なる を、 然れ ども 爾の 恩惠は 彼等の 剛愎なる 心 を 挫く に 足る、 彼等 は虚榮 

を^むの 民な り、 然れ ども 爾の 誠實を 以てする にあら ざれば 何物 か 彼等の 虚偽の 舊慣を 破る を 得ん 耶、 

若し 雨に して 雨の 正義と 憐恤と を 以て 彼等 を 惠み給 ふに あら ざれば 彼等 は竞に 死灰と 化して 地の 表面 

より 拭 ひ 去られん のみ、 爾 願く は 彼等 を澗 めよ。 

我 は 知る 彼等 は爾に 向て 大罪 を 犯せる 者なる を、 彼等 は 虚偽の 政府 を 戴て 羞ざ りし、 彼等 は 其 誘惑 

に 杭す る こと 能 はすして、 不義の 師を 起して、 海の 彼方に 無辜の 同胞 を 屠りたり、 彼等 は 彼等の 中に 

起り し 義人 を i おめたり、 彼等 は 兇漢 を迎 へて 以て 彼等 を鞫 かしめ たり、 若し 彼等の 罪 を 悉く 擧 げんに 

は萬卷 の 書 も 之 を 載せ 盡す こと 能 はざる なり。 

故に 爾は 多くの 刑罰 を 以て 彼等 を 見舞 ひたり、 其爲政 者の 激變、 産業の 不振、 道心の 壞額、 一 つと 

して 彼等に 對 する 爾の聖 憤 を 表さざる はなし、 而も 彼等 は 之 を 以て 爾の 激怒に 出し ものと なさす、 唯 

彼等の 計 策の 足らざる 爲 めに 此等 大患の 彼等の 上に 臨めり と 思 ふ、 彼等 は 今や 死に顔し つ k あるに 死 

を 意 はす、 今 尙榮光 開發を 夢想して 雨の 眞理を 索め ざるな り。 

願く は 神よ、 今日に 至て 此國民 を 捨て 給 ふ 勿れ、 爾は 驚くべき 攝理を 以て 過去 二 千年間に 此國民 を 

導き 給へ り、 繭 は 幾： i; か 淸士潔 人 を 此國に 下し、 暴 を 挫き、 猛を 矯め 給へ り、 其 民の 自由の 消え失せ 
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ん とする 時に 爾は泰 時 正 成の 如き 自由と 正義との 戰士を 賜へ り、 我 は 一 一十せ 紀の 今日に 至て 爾が 終に 

此美 はしき 國を見 棄て給 ふと 信す る 能 はす。 

-: や  * 

仰ぎ 願く は祌 よ、 吾等の 中に も 雨が 他の 國 民に 賜 ひしが 如き 今日に 應す るた めの 偉人 を 下せよ、 吾 

等はル ー テルの 如き 者 を 要す、 吾等 は コ n ムゥ M ル の 如き 者を渴 望す、 吾等 は ワシントンの 如き 者 を 

要する 切なり、 吾等に レム ブラントの 如き 平民の 理想 を畫 くた めの 畫師を 下せよ、 吾等 は オル ヅォス 

の 如き 貧者の 心 を 歌 ふ 詩人 を 要す、 吾等 はジラ ー ドの 如き 孤兒 のために 富を蓄 へて 之 を 擧げて 其救濟 

の 用に 供せ し 慈善家 を 要す、 吾等 は 奴 僕の 自由の ために 生命 を 犠牲に 供せ し リン コ ル ンの 如き 政治家 

を 要す、 祌ょ 我等の 爾 より 要求す る 所 は 實に斯 の 如く 大 なり。 

祌ょ我 は爾が 富貴 を 以て 我が 國民を 惠み給 はんこと を 願 はす、 彼等 は旣に 有り 餘 るの 富 を 有す、 見 

よ、 彼等 は 隣邦の 支那 人より 其 辜な き 餹兵を 屠りし 價値 として 二 億 萬の 金 を 奪へ り、 然れ ども 彼等 は 

早 や 旣に之 を 使用し 罄 くして 债を增 す こと 更に 數惊 萬に 及びたり、 而 して 尙ほ之 を 以て 足らす して、 

今や 彼等の 寶庫は 空乏を 告げて 國民擧 て 悲鳴 を 揚げつ-. あり、 此上 彼等に 金銀 を 給す る も 全く 無益な 

り、 富 は 彼等 を 甚だしく 墮 落せし めたり、 而 して 愛なる 祌は 尙ほ此 上に 罪 惡の料 を 彼等に 給して 墮落 

の 上に 墮落を 加へ 給 はざる べし、 然り 神よ、 若し 聖 意なら ば 彼等の 上に 幾 髓をド し 給 ふ も 可な り、 彼 

等の 茶と 蠶と をして 黴菌の 腐蝕す る 所と ならしむ る も 可な り、 若し 止むな くんば 新 火山 を 起して 灰 粉 

を 全國に 散布せ しむる も 可な り、 只 神よ、 此國 民の 靈魂を 潔め 給へ、 其方 法の 如何に 就て は 偏に 之 を 


雨の 聖旨に 任 かす、 唯 願ふ祌 よ、 此國に 精神的 大 革命 を 有らし めよ、 此國 をして 眞 正の 聖人 國 たらし 

めよ、 日本 をして 十七せ 紀の 英國の 如き ものと 成らし めよ。 

祌ょ、 我 は 或る時 は此國 民に 就て は 全く 失 §11.: するな り、 而 して 失 t おの 極 我 は 我國の 將來に 就て は 全 

く 思念 を絕 たんと するな り、 然れ ども 神よ、 是れ爾 が 我に 賜 ひし 阈 なり、 其 亡ぶ る は 我れ 自身の 死す 

るな り、 然り 神よ、 我 は 我れ 自身 を 愛する よりも 我國を 愛するな り、 我 も 時には 我は詛 はる k とも 我 

阈の救 はれん こと を 欲するな り、 我 は 我れ 獨り救 はれて 爾の國 に 到らん と は 欲せざる なり。 

ネ  ホ 

山の 紫えん 限り 雨の 祝福 をして 此 邦土の 上に あらしめ よ、 河の 流れん 限り 雨の 恩惠 をして 朝の 露の 

如くに 此 國を霑 さしめ よ、 此國を 以て 未来の 人類に 亡 國の實 例 を 示し 給 ふこと なく、 爾の 限りなき 慈 

愛の ために 吾等の 衷に爾 の 精霊 を 下し、 死者 は 甦 て 爾の大 能を唱 へ、 罪 者 は 其 罪を悔 ひて 永久に 爾 

の 聖名を 讚 へん こと を、 ァ ー メン 。(六月) 

敵と 味方 

〇 友人に 愛せら る k 事に 次いで 最も 幸福なる こと は 敵 人に 憎まる k 事で ある、 f に 不幸なる 事 は澤山 

あるが、 誤て 敵 人に 愛せら る k 事 は 其 最も 大 なる もの \ 一  つで ある。 

〇 基督 信者に は 敵と 稱 ふべき 者 は 無い とい ふの は 間違いで ある、 若し 爾 うならば キリスト は 吾等に 敎 
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へて 「爾曹 の 敵 を 愛せよ」 と は 曰 ひ 給 は ざり しならん、 せに 敵 もな く 味方 もな く、 憎 愛の 念の 更に 判 

然しない 者が あるが 基督 信者 は 決して 雨ん な 者で はない、 有名なる 博士 ジ ヨン ソ ンは 善く 憎まない 人 

をば 彼の 友人の 中に 加へ なかった そうだ. - 

〇 吾等の 敵と は 何う 云 ふ 者で ある 乎と 云 ふに、 勿論 吾等 を 尊敬し ない 人、 多くの場合に 於て は 吾等 を 

激しく 愴む 人達で ある、 吾等の 敵と は必 しも 吾等と 宗敎 上の 信仰 を 異にする 者で はない、 否な、 多く 

の 場合に 於て は 吾等の 最も 激烈 なる 敞は 吾等と 同宗 敎 の 人で ある、 吾人の 害 を 計る に 最も 陰險で 、 吾 

等の 肉體 計りで なく、 吾人の 靈 魂まで を も 殺さん と 計りし 人 を 吾等 は 基督 信者と 稱 する 人の 中に 見た 

是 は 甚だ 奇態 な 事で あるが、 然し 是は 誤りな き事實 である。 

〇 吾等に も 敵が ある、 澤山 ある、 然し 敵 なれば とて 吾等 は 彼等 を $3 まない (基督の 敎訓に 順て)、 吾 

等 は 吾等の 友人 を 憎む ことがある、 友人と あれば 吾等 は 彼等の 行爲に 就て 怒る ことがある、 吾等 は 吾 

等 の 友人 を 詰責す るに！^ 躇 しない、 友人の 論駁と なら ば ifjn 等 は 熱心 に反駿 する、 然れ ども： i 人に 對し 

て は 吾等 は 之と 全く 正 反對の 態度に 屮 Z る、 敵 人が 吾等に 加 ふる 害に 就て は 吾等 は 決して 怒らない、 其 

嘲弄、 侮辱に 對 して 吾等 は 唯 好意 感謝 を 表する のみで ある、， 吾等 は 敵 人の 攻撃に 對 して は 吾等の 主ィ 

H ス キリス 卜の 例に 較ひ 努めて 沈默を 守ら ふとす る、 敵 人に 毆らる k 時には 吾等 は 彼が 吾等に 對 ふて 

揚げし 手の 上に 祌の 祝福の 下らん こと を 祈る、 敵 人に 對 して は 吾等に 寬裕と 忍耐と 宥恕と あるの みで 

あ る 、 吾等 は 友人 を 憎む こと ある も 敵 人 は絕對 的に 之 を 愛す るの みで ある。 

〇 然り 吾等 は 敵 なれば こそ 彼 を 愛する ので ある、 友な らんに は 彼 を 憎む こと も あら ふ、 吾等 は 彼 を 全 

く 憎まざる に 至て、 彼 は 全く 吾等の 屬 にあらざる を 知る、 「爾の 敵 を 愛せよ」 との 敎訓は 「雨の 敵な 


れば こそ 之れ を 愛せよ」 との 敎訓 でなくて はならない。 (六月) 

〇 我は獨 りで ある、 我の 行くべき の敎會 はない、 我 を敎ぇ 導くべき 敎師も 牧師 もない、 我と 哀樂を 共 

にす るの 會友 もない、 我 は 至て 淋しき 者で ある。 

〇 然し 我 は 獨り ではない、 祌は 我と 共に 在る (約 翰 傳八章 二十 九 節)、 彼 は 時々 彼の 聖靈を 以て 我 を 

見舞 ひ、 彼の 偉大なる 奥義 を 我に 示し、 我れ 獨り 在る も 萬 有 をして 我の 侶伴たら しむ、 神 は 松 通を以 

て 我と 語り、 飛 蝶 を 以て 我と 談す、 我 は獨り 彼の 默 示に 接して 萬 有の 我と 武歩を 共に する を 感じ、 之 

を 心に 念 ひて 感淚數 行 我が 兩頰を 濕 す ことがある。 - 

〇 我 は 亦孤獨 ではない、 我に は 天下 數 萬の 孤獨の 朋友が ある、 孤獨 なる は 我れ 獨り ではない、 基督 も 

i しま  もと.'、 

孤獨で 在した、 又 多くの 基督の 弟子 は孤獨 である， 人類 は 素々 孤獨の 動物で ある、 彼 は 社交的 動物な 

りと 云 ふたの は 彼の 靈性を 指して 云 ふたので はない、 *1 界 十一 一億の 人口 を 我が 朋友と した 所が 我が 靈 

性の 要求 を充 たす 事 は出來 ない、 我が 靈を滿 たす 者は祌 のみで ある、 せに 賴 みなき ものと て 友人の 如 

き はない、 彼等 は 如何に 富む とも、 如何に 賢く とも 我 儕の 死 を 妨げる 事 は 出来ない、 我 儕 は 各 獨り此 

世に 來て獨 り 此せを 逝る 者で ある、 孤 獨は我 儕の 本性であって、 交友と は 我 儕が 存命中 暫時の！ 1 の 事 

である。 

〇 我 は孤獨 である、 然し 孤獨 ではない、 我に も 我の 友が ある、 然り我 は孤獨 であれば こそ、 斯 くも 多 
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くの 友 を 有つ ので ある、 孤 獨とは 何んで ある 乎、 孤 獨とは 心 を 友と する 事で ある、 爾 うして 心 を 友と 

する 者 は 天下 宇 內總て 心 を 友と する 者 を 友と する 者で ある、 世の 交際 場 裡に友 を 求む る 者は會 場に 容 

る \ に 足る 丈け の 人 を 友と する に過ぎない、 然し 心に 友 を 探る 者 は 之 を廣き 宇宙に 探る 者で ある、 總 

て 我と 共に 悲む 者、 我と 理想 を 共に する 者、 我が 祌を拜 する 者、 我の 救 主に 救 はれし 者、 是れ 皆な 我 

の 友で ある、 未来の 交友 は心靈 的でなくて はならない、 「今より 後 我 儕 肉體に 依て 人 を識る まじ」 と 

保 羅は云 ふた、 人と 面の あたり 談 じたり 語たり 爲 なければ 友で ないやう に 思 ふの は 未だ 基督に 於け る 

友の 何たる 乎 を 知らないから である。 

〇 此 せで は孤獨 でも 宜ぃ、 孤獨の 方が 宜ぃ、 眞 正の 友人と 偽 はりの 友人と を 判^し難い 此 せに 於て は 

多く 友 を 索め るの は 多くの 危險を 冒す 事で ある、 我 儕 は 何人に 對ても 深切 を盡 すべきで ある、 我 儕 は 

敵 人まで も 愛すべき である、 或る 意味から 云へば 我 儕に 取りて は ra 海 皆な 友人であって、 我 儕が 惡意 

を 表すべき 人と ては廣 きせ 界に 一人 もない 害で ある、 然し 友と して 我 倚の 心情 を 打 明かし * 苦 樂を頒 

ち、 事業 を 共に すべき 者は此 虚偽の 世の中に 於て は 容易に 見當 るべき 者で はない、 此 せに 我 倚の 友人 

は 多く 在る に 相違ない、 然し 麥が稗 子と 混じて 居る やうに 眞の 友人 は 偽 はりの 友人と 混じて 居る、 爾 

うして 若し 急いで 眞の 友人 を 得ん とすれば 過って 偽 はりの 友人 を 取り 納れる 事が 度々 ある、 「牧穫 ま 

で麥、 稗 子 *  二つながら 長て 置け、 我れ 牧穫の 時 先 づ稗子 を拔き 集めて 焚かん ために 之 を 束ね、 麥を 

ば 我が 倉に 牧 めん」 と 基督 は 曰 ひ 給 ふた (馬 太傳 十三 章 三十 節 ：>、 麥 なる 眞 正の 友人と 稗 子なる 偽 は 

りの 友人との 判然^る & 時は來 る、 「火 は 之 を 試め さん」 と 保 羅は曰 ふた、 其 時まで 我等 は 待って 居 

れば宜 い。 


〇 友人、 支 人、 せの 謂 ふ 友人と は 何んで ある 乎、 遊戯 を 闘 はすの 友人、 時せ を 共に 談す るの 友人、 事 

業 を 共に する の 友人、 I ：… 然れ ども 是れ 我等の 特^に 要求す る 友人で はない、 我等 は 眞理を 交換す る 

の 友人が 欲しい、 我等 は 之に 接觸 して 我が 全 性に 新 光明 を傳受 する の 友人が 欲しい、 我等 は 救 はれん 

ための 眞理を 探求 せんた めに 常に 神と 角鬪 しつ.^ ある 友人が 欲しい、 我等 は 運動の 友 は 欲しくない、 

運動の 友は戰 場の 友と 同じであって、 只 僅に 我等に 外面の 勇 氣を附 ける 丈け である、 一人と して は 何 

事 を も爲し 得ざる 惡徒も 五 人 十 人 或は 百 人と 相 合すれば 如何なる 惡事 をも爲 して 揮から ない、 運動に 

組して 我等に 勇 锻を加 ふる 者は惡 徒と 組 すれば 同盟 罷ェを 起して 資本家に 無 禮を加 へ て 快 を 貪る 者で 

あるか も 知れない、 我等の 欲する 友 は r 獨 りで 强き 者」 である、 卽ち 神に 賴 むが 故に 運動に 加 はらす 

して 獨 りで 活動す る ものである、 卽ち 完成せ る 個人で ある、 卽ち友 を 求めざる 人で ある、 4! れ 我等の 

索むべき 賴 むべき 友 九で ある。 • 

〇 然るが 故に 我 は 孤獨を 以て 滿足 する、 我 は 友に 圍 まれて 居る 者で あるから 獨り である も 少しも 淋し 

くない、 基督 は 天に 在り、 聖靈は 我が 心に 宿り、 數 萬の 我が 眞友は 我と 共に 信仰の 戰 ひを戰 ひつ &ぁ 

ると へば iji- に, R て は 此せは 實に賑 かなる 處 である、 「13^ るべき 麓の 途は多 けれど 同じ 高嶺 の 月 を 見 

るかな」、 我等 主の 再来 をび 1- む 者 は 神の 聖國 に詭譎 なき 聖き 交際 を樂 まんと て獨り 孤獨を 忍びつ" 此 

世の 淋しき 旅途を fl り 行く 者で ある。 (七月) 
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祌を 信す ると は 讀んで 字の 如く 神 を 信す る 事な り、 人に 頼て 神 を 信す ると いふ 者 は 偽 はり を 云 ふ 者 

なり、 祌を 信す るに 策略 を講 する の 必要 あるな く、 神 を 信ぜん と 欲せば 全く 彼 を 信ぜざる ベから す、 

半ば 祌を 信じて 半ば 世と 己と に赖 るが 如き は 祌を瀆 す こと i 云 はざる ベから す。 

神 は 直に 吾等と 語り 得るな り、 或 時 は 明白なる 事實を 以て、 又 或 時 は 明瞭に して 誤るべからざる 良 

心の 聲を 以て、 而 して 吾等 は 之 を識認 する に 只 信仰の 力 を 要する のみ、 此カを 有して 吾等 は 宇宙の 造 

主と 直に 語る を 得るな り。 

我に 文 (かざりと 訓む) あるな し、 我に 單だ 信仰 (神の 恩惠に 依て 得し) あるの み、 我 は 我が 信仰 

の 有の 儘 を 語るな り、 而 して 之が 文を爲 して 世の 惱 める 者 を 慰む るな り、 我 は 文を學 ばんと せす して 

信仰 を 追 ひ 求む。 

ホ  * 

ぺテ 0 跛 者に 曰 ひける は 金銀 は 我に なし、 惟 われに 有る もの を 爾に與 へんと (使徒 行 傳三章 六 節)、 

吾等より 富 を 求む る 者 ある も 吾等 は 之 を 有た ざれば 之を與 ふるに 由な し、 吾等に 智略なければ 之 を 吾 

等より 要求す る も 無益な り、 一 つの 權威を も 有たざる 吾等 は 亦た * の 便利 を 人に 供す る 能 はす、 世に 


無力なる 者 多し と雖も 蓋し 吾等 基督に 頼る 者の 如き は あら じ。 

然.. - ども 吾等に 亦 有る もの あり、 ナザレの ィ H ス是 なり、 彼の 名に 依て 吾等 は艱 める 者に 慰め を與 

へ 得るな り、 彼の 福 昔 を 以て 吾等 は 罪人に 心の 平和 を與へ 得るな り、 彼の 復活の 希 tSlii を說て 吾等 は 死 

せんとす る 者に 歡喜を 供し 得るな り、 吾等に 有る もの は 唯是れ のみ、 而 して 吾等 は 全く 無力なる 者な 

りと は 思 はす。 

*  *  *  * 

*1 の 所謂 改革者 は 世の 罪 惡を责 めて 之 を 矯めん と 欲し、 吾等 基督 を 信す る 者 は f の 悲痛 を 癒して 之 

を 救 はんと 欲す、 人 は 罰せん と 欲し、 神は赦 さんと 欲す、 吾等 祌の 子供と 稱 へらる &者は 裁判官たら 

ん こと を 欲せす して 天使た らんこと を 希 ふべき なり。 

平^の 民た らんこと を 希 ふべ し、 革命の 民た らんこと を 求む ベから す、 平和の 白旗 を 翻す 者 は 正義 

の 劍を挪 ふ 者よりも 幅な り。 (九月) 

傳 道 

傳首 ，- と は 神の 道を傳 ふる 事で ある、 故に 之 は 重に 舌と 筆と を 以て 爲 さる、 仕事で ある、 ゼ队に 一見す 

X ば 至 て 容易なる 且 つ. i{ 相 の 仕事の やうで ある、 卽ち米 を 作り 衣 を^る に 比 ベ て 不生産的の 仕事の や 

うに 見える。 
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成程 傅 道 は 重に 言葉 の傅播 であるに 相違ない、 然し 言葉と て 必 しも 音聲ば かりで はない、 首 葉 に も 

色々 の 種類が ある、 意味の ある 一一 一一 口 葉が ある、 意味の ない 言葉が ある、 重い 言葉， が ある、 輕ぃ 言葉が あ 

る、 飴の 如き 言葉が ある、 劍の 如き 言葉が ある、 同じ 舌 を 以て 語る 言葉に 責 きも あれば 卑しき も ある" 

人 を 活かす もの も あれば 殺す もの も ある、 世に 一一 一一 口 葉 ほど 安價 くして 言葉 ほど 高價 きもの はない。 

傳道は 言葉の 仕事で ある、 卽ち 信仰 (確信) を發 表する 言葉の 仕事で ある、 言葉と は 「事の 端」 で 

あって 我が 衷に 大事 實の存 する にあら ざれば 出る もので はない、 「夫れ 心に 充 るより 口に 言 はる \ 也」 

と 聖書に 書いて ある、 吾等 は 心に 溢れて， 語る ので ある、 言葉 は 信仰の 溢 出で ある。 

佛國 革命 者の 一人なる モンテ，' ンと いふ 人 は 曰 ふた 「言葉 は 物で ある」 と、 傳道師 は 言葉 を 賣る者 

であるから 彼 はせ に 供す るに 惟 空 を 以てする ものである、 と 思 ふの は大問 違で ある、 傳道師 の 言葉 は 

空で はない 物で ある、 實物 である、 彼 は 決して 社會の 無用 物で はない。 

せに 實は 言葉 ほど 貴い もの はない、 シ H ク ス ピャの 劇 曲 は 印度 帝國 よりも 貴い と は *1 に 能く 知れ渡 

つた 力 ー ライルの 言で ある、 伊太利 國 第一 の 所有た る ダンテの 神曲 も 矢張り 言葉で ある、 露西亞 皇帝 

の 所有に 係る Codex  Sinaiticus と稱 へて 何千 萬の 富 を 積む とも 獲る ことの 出来ない 聖書の 寫本も 矢 

張り 一一 一一 口 葉で ある、 若し 獨 逸に ル ー テルの 言葉がなかったならば、 縱令 百の ビスマルク、 千の モルトケ 

があって も 令 日の 獨 逸はなかった に 相違ない、 マン チェ スタ ー の 製造 や 濠洲の 牧畜業の みが 今日の 英 

國を 作った ので はない、 ゥ H スレ ー、 ヰッ トフ ィ ー ルドの 說 敎の言 葉 は 英國に 取て はョ ー クの 鐵山ラ 

ン カス タ ー の 炭鑛に 優る の 富 源で ある、 國に眞 正の 言葉が な いために 其 亡びた 例 は澤山 ある、 國 家の 

不幸と て 實は言 葉の 饉饑の 如き はない (loi 麼士書 八 章 十 一 節參考 )。 


故に 保羅は 「殊に 慕 ふべき は 預言す る 察な り」 と 云 ふて 居る、 神の 言葉 を 語る 事 (預言) ほど 世に 

貴い 仕事 はない * 人 も國家 も實は 之に 由て 起つ のであって、 金 や 銀 ゃ劍ゃ 軍艦で 建つ ので はない、 風 - 

よりも 輕き言 葉の 中に 生命 與 奪の 權が 籠って 居る。 

傅 道師と 成れよ， 靑 年よ、 傳逍師 と 成って 人と 國とを 救へ よ。 (九月〕 

聖 貧 

〇 も 有たざる に K たれ ども 凡の 物 を 有て り」 と は 基督 信者の 事で ある、 我等に 土地 一 寸も なけれ 

もり  ち よ へ  ，rt.-、，》, 力 

ども 宇宙 萬 物 は 凡て 我等の 屬 である、 我等の 家 は 雨 を 漏らし、 風に 險 きも 我等 は ザ 代 終し 岩を隱 家と 

なす 者で ある、 我等 を 養 ふに 美味 はな けれども 我等 は 天の 靈を 呼吸して 生きる 者で ある、 せに 實は我 

等に 優る 富者 はない ので ある。 

〇 我等 は 貧者で ある、 然れ ども 貧に 就て 泣き 且つ 世に 訴 ふる 者で はない、 我等 は 貧 を 喜び 且 貧に 就て 

神に 感謝す る 者で ある、 我等の 主ィ H ス キリスト は 殊更に 貧 を 揮び 給 ふた 者で ある、 是れ 何にも 必し 

も 貧者に 向て 同情 を 表せん ため 計りで はない、 キリ ストの 如き 人に 取て は 貧 は 生涯の 必要で あつたか 

ら である。 

〇贫 は 自由の 侶伴で ある、 束縛 は 富に 伴 ふ 者で ある、 富 を 獲る の 心配、 之 を 保^す るの 心配、 之 を 消 

費す るの 心配、 是れ 聖者の 甚だ 厭 ふ 所の ものである、 富 は 人の 作った 者で ある、 故に 富んで 人世の 束 

縛より 離る.^ 事 は 甚だ 難い、 贫 者の 一 つの 幸 幅 は 世が 彼の 交際 を 要求し ない 事で ある、 貧せ ざれば 精 
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祌の獨 立なる 者 を 得る は 甚だ 難い。 

〇 世より 獨 立す るに 容易なる が 故に 貧者 は 天然と 交る 益々 深いので ある、 貧と は 勿論 貧窮の 意味で は 

ない、 貧と は 人の 作った 富に 依らす して 神の 與へ給 ふ 恩惠に 依る ことで ある、 故に 貧と は 空の 鳥 や 野 

の 百合 花の やうに 成る ことで ある、 卽ち R 光を樂 み、 淸 風に 浴し、 勞 めす、 憂 ひ 慮 はざる やうに 成る 

ことで ある、 天然の 快樂 なる もの は實に 貧せ ざれば 得られない ものである、 詩人 オル ヅォ ス の やうに 

「高き 思想」 を樂 まんと 欲すれば 彼の 如くに 「低き 生涯」 に 甘 じなければ ならない。 

〇 貧窮 は 懶惰の 結 ra^ であって、 貧 は 反て 勤勉の 結 ra^ である、 我等 は 勞働を 愛する が 故に 富ま ざらん と 

欲する ので ある、 倉 靡に 百年の 糧を蓄 へ、 侍べ るに 許 多の 婢僕 ありて 我等 働かん と 欲する も 能 はす、 

故に 聖人 は餘 計の 富 を 有すれば 故ら に 之 を 散 じて 身の 自. e を 計る ので ある、 ^も 輕氣 球に 乘る 者が 天 

に 向て 昇らん と 欲する 時に 其 重量 を 減す るが 如きで ある、 金錢 の快樂 は、 自由 IC 力 働の 快樂に 及ばざる 

だ 遠い、 勞働を 愛する 者 は 時には 返て 金錢を IE む 者で ある。 

〇 子孫の ために 計る と稱 して 蓄財に 汲々 たる 者 はせ に 多い、 然し 是れ 亦餘 計の 心配で あると 思 ふ、 子 

孫 も祌が 吾等に 給 ふた 者で あるから、 吾等 神に 忠實に 事へ て 祌は必 す 吾等の 子孫の 氣附を 取り 給 ふと 

思 ふ. 且金錢 計りが 子孫への 遣產 ではない、 品性 も 遺産で あれば 獨立心 も遣產 である、 若し 世に kn 人 

の 財 魔 を 子孫に 遣す 者が あれば 一 人の 神聖なる 父母の 記憶 を 彼等に 遺す 者 はない、 g め-貧者の 最も 犬な 

る 遣 產- は 彼が 神に 在て 冇 たる 希望と 歡 喜と 信仰と で あ る。 

〇 若し 「病んだら ば」 とて 心配す る 者が ある- 然り、 働かざる 者に は 病氣の 危險が 多い、 然しながら 

卿く 者に は 病氣の 危險は 至て 齢い、 彼 は 第一 メッタ に 病まない、 第二に 病む 前に は應 分の 用意が 爲て 


ある、 第三に は 友人 同士の 同情が ある、 f に實は 正直に して 働く 者の 如き 安心なる 者 はない、 貯蒂も 

保險も 神聖 なる 勞働 ほどの 保險 ではない 

〇 故に 働く のみで ある、 死ぬ まで 働く のみで ある、 働かざる 者 は 最も 大 なる 罪 惡を 犯しつ & ある 者で 

ある、 贫を 歎す る 者 は實は 働かない 者で ある、 善く 働く 者で 社會に 向て 貧を訴 ふる 者 はない 害で ある、 

聖貧 の 快 樂を知 て 吾等 は 世の 富豪なる 者 を憫む ベ き で あ る 、 貧 は 自由の 侶伴な りと 知つ て 吾等 は 喜ん 

で 貧て ふ 花嫁 を迎 ふべき である。 (十月) 

我等の 基督 敎 

私共の 基督 敎は 第一 に 福 昔 的であります、 卽ち 基督 を拜 すべき 神な りと 信じ、 奇鑌を 信じ 罪の 晴ひ 

を 信す る 基督 敎 であります、 私共 は 神の， 有ち 給 ふ 天然 以上の 能.. 力 を 信じます、 私共 は 神の 聖 3in に 適 ふ 

て 私共の せに 於て 爲す ことの 出来ない 事 は 一 つもない と 信じます。 

*  -X- 

私共の 基督 敎は 第二に 常識に 適 ふた 基督教であります、 卽ち 奇績を 信す ると 同時に： 大然 常道の 遂行 

を 信す る 基督 敎 であります、 神に 於て 爲し能 はざる 事 は 一 つもありません、 然し 神 は 容易に 奇竊を 行 

ひ 給 ひません、 奇績は 非常の 場合に 於て 神が 取り 給 ふ 非常の 手段であります、 神が 取り 給 ふ 普通の 手 

段 は 天然 自然. の 方法であります、 私共 は 普通の 場合に 於て は樹が 一 夜の 中に 生長して 實を 結ぶ に 至ら 

ない と 信じます やうに、 一度の 說敎 にて 不信者が 改悔 の實を 結ぶ に 至る と は 信じません、 私共 は總て 
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の 物に 順序が あると 信じて 居ます やうに、 人の 信仰に も 成長の 順序が あると 信じます、 故に 私共 は 世 

によく 有る リバ ィバ ル なる 者 を 信じません、 亦 リバ ィバ リ ストと 稱へ て 常に 神の 奇績に 由ての み 人 を 

感化 せんと 試みつ K ある 人 を 信じません。 

*  * 

*  * 

第三に 私共の 基督教 は愛國 的であります、 愛 國とは 勿論 外 國人を 嫌 ふと 云 ふ 事ではありません. 愛 

國とは其國の天職を信じて之を總ての事業に現はさぅとする_5^-でぁると思ひます、 日本 國 はせ 界 人類 

に對 して 大 なる 天職 を帶 びて 居ります、 日本人 は 西洋人の 露 似を爲 して それで 足る 者ではありません. 

日本人 は歐米 人の 文明に 更に 一 歩の 改善 を 加へ なければ なりません、 私共 は 外 國直輸 の 基督教 を 以て 

滿 足して 居て はなり ません、 私共 は歐 米より 讓り 受けし 基督 敎の 上に 更に ー歷の 光輝 を 加へ なければ 

なりません、 やれ メソヂ スト だの、 やれ 監督 だの、 やれ 長老 (今の 「日本 基督」) だの、 やれ 組合 だの 

と稱 へ て 西洋に 於ても 旣に困 じ 2K て 居る 宗派 を 日本に 於て まで 蕃殖な さしめ て はなり ません、 日本人 

の 基督 敎は 一 致 和合の 某： 督敎 でなくて はなり ません、 日本に 於て は 宗派 は 根 絡し に爲 さなければ なり 

ません。 

愛國 的の 基督 敎 であれば 獨立は 勿論であります、 外國 人から 金 を 貰 ふの は罪惡 ではあります まい、 

然 し國を 愛する 者が 外國 の 補助 を 避けん とする の は 當然 で あります、 私共の 基督 敎が 全く 外國 宣敎師 

より 離れた 者で あるの は 私共が 日本 國の 天職 を 重す るからで あります、 外國 人に 親る 敎會が 何時まで 

待っても 健全なる 成長 を爲 さない の は 全く 此 一 事 を 忘れて 居る からであります。 C. 十 一 お：) 


クリス マ ス雜感 

聖な るかな 聖、 萬 軍の 神 H ホパ よ、 爾の榮 光 は 全地に 滿っ、 天 も 地 も 爾を容 るに 足らす、 誰か 爾に 

就て 完全に 語り 得ん や、 我 は據れ たる 脊の 民の 中に 住みて 據れ たる 替 9 者なる に、 我れ 如何で か イス 

ラエルの 聖き 者に 就て 語り 得ん や、 來れ セラ ピム、 聖壇の 上より 其 熱 炭 を 携へ來 り 我が 心に 觸れて そ 

の惡を 除き、 我が 眼 をして 我が 救 主 を 彼の 榮 光に 於て 見る こと を 得さし めよ (以赛 亞書六 章)。 

*  *  *  * 

神が 此 世に 降り 給 ひしと よ、 嗚呼 是れ 如何なる 報知 ぞ、 餘り 善き に 過ぎて 我 は 之 を 信す る に^だ 苦 

むな り、 然れ ども 是れ 事實 なりし なり、 事實 ならざる ベから ざるな り、 我 倚が 之 を 信じ 得ざる は 我 倚 

が 我 倚 自身 を 知らざる に 由るな り、 神の 降臨 は 人類 最大の 希望な り、 若し 此事 微かり せば 人生 は 絶ばで- 

なりし なり。 

*  *  *  * 

若し キリスト にして せに 降り 給 は ざり せば 如何、 若し 世に 孔子 あり、 莊子 あり、 釋迦 あり、 モハメ 

ット あり、 プラト ー あり、 ァレキ サン ダ— あり、 シ ー ザ —ありし も、 若し キリスト 微 せば 如何、 鳴 呼 

イエ スなき 我 は 一 士 たる を 得て 戰 場に 屍 を 露す を 得しな らん、 壯士 たる を 得て 國賊を 刺す を 得しなら 

ん、 隱士 たる を 得て 世 を 歎 を 得しな らん、 學者 たる を 得て 宇宙の 妙理を 探り 得しな らん、 或は 慈善家 

たる を 得て 貧者の ために 我が身 を予 ふる を 得しな らん、 然れ ども 罪を牘 はる-の 感謝、 神の 子た る を 
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得しの 歡喜、 Sn の 己に 死して 神に 生きる の 快樂、 復活の 希望、 永生の 約束、 鳴 呼 是れィ H スな くして 我 

が受 くる を 得し 天の 賜に あらす。 

*  * 

若し キリスト にして 生れ ざり せば 此 I は 如何、 シ ー ザ ー、 ァレキ サン ドルの 徒 は 尙ほ陸 緩と して 世 

に顯 はれした らん、 君 一人の ために 屍 を 共 馬 前に 暴ら すの 忠臣 義士 は 出しな らん、 然れ ども 下民の 爲 

めに 劍を拔 きし コ ロム ゥ エル、 ワシントン の 如き 武人 は 出 ざり しならん、 ル ー テル、 サ ボナ 51 1- ラの 

如き 所謂 社 會的勇 4^ なる 者 は 生れ ざり しならん、 ホレス、 ヴァ ー ジルの 如き 宮廷に 媚を呈 する の 詩人 

は 出で しならん、 然れ ども ダンテ、 ミルトンの 如き 平民 的 詩人 は 出 ざり しならん、 キリストの 生れ ざ 

るせ 界は 貴族 帝王の 世界な り、 人 を 奉て 神と し 仰ぎ、 一人の 榮光を 致さん が爲 めに 萬 民の 枯死す る 世 

界 なり、 キリストに 依て 筆 も 劍も腦 も 腕も贵 族の 用を爲 さすして 平民の 用を爲 すに 至れり。 

キリス 卜 を 見 ざり し 前に 我に 驕慢 ありたり、 我 は m 心へ り. 我 は淸淨 潔， H の士、 俯仰； 大地に 恥る 所な 

しと、 然れ ども キリス 卜 を 見て 我 は 我の 汚濁 を 悟れり、 我 は 罪人の 頭と なれり、 我 は 世を责 むる より 

も 我を責 むる に嚴 たる 者と なれり、 我 は キリストの 奴 僕と 成れり、 而 して 見よ、 我 は 始めて 自由の 人 

となりたり。 

キリス 卜 を 見 ざり し 前に 我は絕 望の 人な りし、 我 は 思へ り、 我 は 貧家の 兒、 世に 我 を 顧る の 權者豪 

族 あるな し、 我は此 世に 於て 何 を爲し 得ん やと、 然れ ども キリスト を 見て 我 は 大膽有 の 者と なれり、 


我 は 小蔡の 反て 大事た る を 悟れり、 我 は隱れ たる 善事の 顯 はれた る 偉業に 優る 者なる を 知れり 我 は 

祌こ 依て 人類 全體を 益す る を 得る を 解せ り、 我 は 世の 權 者に 依る ことなくして f に 大事 を爲し 得る を 

曉れ り、 我 は キリストの 弟子と なりて、 始めて せと 自身と に 勝つ を 得たり。 

譽 むべき かな、 ィ H ス キリスト、 吾等の 總 ての 善き 事は爾 にあり、 貧に して 富む の 術、 弱くして 勝 

つの 法、 總てを 捨て- -總て を 得る の途， 是れ 皆な 爾の藏 し 給 ふ もの、 雨 は 心の 謙遜る 者に 總て是 等の 

寶.. 物 を 與へ給 ふ。 (十二 5 

. 我 儕の 確信 

〇 令 や 社 會を憒 る 者 は 甚だ 多くして、 之 を 愛し 之 を 偶む 者 は 甚だ 凝い、 一時 はせ 界 唯一の 君子 國と思 

はれし 日本 國は 今や 何人に も咒詛 される 者と たった〕 

〇 今や M 人 も社會 改良の 必要 を說く なれ ども 如 M にして 之を爲 さん 乎、 何に 依て 之 を 遂げん 乎と 云 ふ 

事に 就て 確信し 居 る 者に 出會 ふた 事がない、 彼等 は 政治 の 萬 能を說 きな が ら 政治 を 篤 る 、 彼等 は宗敎 

の 必要 を 叫びながら 宗敎を 信じない。 

〇 吾等 は 迷信家で ある 乎 も 知ない、 然しながら 吾等 は 彼等と 異 つて 一 つの 確信 を 有って 居る と 思 ふ、 

「雨 曹の拜 する 者 を 爾曹は 知らす、 我 倚の 拜 する 者 を 我 儕 は 知る」 と キリスト はサ マリヤの 婦 に吿げ 

給 ふた、 吾等 は少 くと も、 我 倚が 爲 さんと 欲する こと を 知って 居る。 
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o 彼等 は 多くの 疑問 を 提出す る、 然れ ども 彼等に 確信と て は 一 つも 無い、 彼等 は 唯 疑 ふ 許りで あり、 

悲み 憤る 許りで ある、 國家も 社會も 彼等 如き 懐疑 者に 依て 改良され る 者で はない。 

〇 吾等 は 神 を 信す る、 亦 祌が此 世に 遣され し 彼の 獨子 にして 世の 救 主なる キリスト を 信す る、 我 儕 は 

亦 神の 福 昔 を 信す る、 又 福音の 至大なる 能力 を 信す る、 雨う して 我等 は 一 一千 年間の 文明 諸國の 實驗を 

經し此 福音 を 以て 我 邦 今日の 腐敗 を 救 はんと 欲する 者で ある、 我 倚 は 空 氣を擊 つが 如き 目的の ない 事 

業に 從事 する 者で はない、 我 倚の 事業 を證 明す るに 文明 國ニ 千年間に 涉る 歷史が ある、 亦 我 倚の 心の 

奥底に 於 て 我 儕が 實驗 せし 救靈 の 事實が ある、 我 儕 は： 大 然と 歷史と の 贊成を 得 て 我 儕の 事業に 從 事す 

る 者で あるり 

〇 我 倚 は 新奇の 事業に 從 事す るので はない、 我 儕の 爲 さんと 欲する 所 は 古代の 偉人が 彼等の 時代に 處 

して 幾 か效を 奏した る 者で ある、 我 倚の 同志 者 は 偉人 保羅 である、 聖ァゥ ガス チンで ある、 アム ブ 

01 ス である、 聖 フランシス である、 サボ ナロ ー ラ である、 詩人 ダンテで ある、 ル ー テルで ある、 コ 

n ムゥ H ルで ある、 ゥ H スレ— である、 グラッドストン である、 彼等 は 日本の 今日よりも 更に 甚だし 

き 腐敗に 處 して キリストの 福音 を以 て敕濟 上の 大勝 利 を 得た、 我 儕 も 同じ 武器 を以 て 日本の 今日 を 救 

ふと 欲 ふので ある。 

〇 今や 新 宗敎ゃ 新 神 學ゃ新 敎會ゃ 新 運動 を 企る の 必要 はない、 日本人 も 歐米人 も 其 人 問た るの 弱點に 

於て は 全く 同じで ある、 日本人 は 日本 獨特の 宗敎を 要す るな ど k 稱 へて 佛敎某 督敎の 混和 を唱 ふる 如 

き は 過去 一 一 干 年 問の 文明 國の 歷史を 攻究した 事の ない 人の 爲す 所で あると 思 ふ、 勿論 世の 進歩と 共に 

外形に 於て も 多少 の 進歩 の あ る は當然 である、 然しながら 人 を 罪の 鶴雜 より 救ひ屮 I す原现 に 於て 古今 


東西 變 るべき 害 はない。 

〇 我齊は 儒教と 基督 敎とを 混じて 日本 國を救 ふと は爲 さない、 我 倚 は 儒 敎を用 ふる 乎 も 知ない、 然れ 

ども， と 人と を 罪より 救 ふ もの は 基督 敎 のみで ある、 然り、 世に 基督 敎を 除いて 罪て ふ もの k 何たる 

乎を敎 ふる 者 は 他 にないと 思 ふ、 せの 外形の 風儀 位 ひ は 儒敎を 以て 革め る 事が 出来る 乎 も 知ない、 然 

し 罪 を 根本的に 拭 ひ 去る 者 は 基督 敎 のみで ある。 

〇 故に 吾等 はせ の 改革 事業に は 孰れ も 贊成を 表する が、 然し 吾等の 唯一 の救濟 事業と は キリストの 福 

音の 傳播 である、 我 倚 は外國 宣教師 などの 贊 成反對 等に は 少しも 意 を 留めす して 此 事業に 從事 する、 

我 齊は我 倚の 愛國 心に 評へ て (それの みで はない が) 此 事業に 從事 する、 伊太利に 於ても 獨 逸に 於て 

も、 英國に 於ても、 和 蘭に 於ても 其 最大なる 愛 國者は 基督 敎の傳 道 者で はない 乎、 我 倚 は 日本の サボ 

ナロ ー ラ とならん と 欲する ので ある、 ル ー テル、 ノックス、 ウェス レ ー、 ジョナ サン エド ヮ ー. ト とな 

らんと 欲する ので ある、 我憐は 日本 國を 心靈 的に 救 ふて 之 を 世界 第一 の國 となさん と 欲する ので ある 

故に 倚 は 耶蘇 坊主の 名 を 以て 恥と 爲 ない、 我 儕は大 政治家と は 成りた くないが、 忠實 なる キリスト 

の 弟子と 成りたい、 • 我 儕 は 大哲學 者と は 成りた く はない が、 大 傳道師 (敎會 や 傳道會 社に 賴ら ざる) 

となりたい、 我 儕 は此我 倚の 愛する 日本 國を救 はない 間 は 休まない 積り である、 我 跨は大 希望 を 抱い 

て 我 倚の 戰 場に 臨む 者で ある。 (十二月) 
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聖靂の 要求 

或る時 は 神が 見えなくなる、 或る時 は キリストが 貴くなくなる、 或る時 は 歡喜も 希 §lf: も 我が 心より 

失せて 我 は 普通の 肉の 人と なる、 其 時には 我 は 我が 心に 卑しく 想 はれて、 何のた めに 此 I に 生存して 

居る か 、く 解ら なくなる。 

*  * 

*  * 

聖書 を 讀むも 熱心 は 我に 還らぬ、 祈 禱を續 け る も聖靈 は 我が 心に 降らない、 天 を 仰ぎ 地に 伏す も、 

我 は 我 自身 を 救へ ない、 其 時に 我 は 思 ふ、 我 は 祌に棄 てられし かと、 或は 神は存 せざる 乎と、 我 は 我 

の 仰なる もの は總て 皆な さ 想な りし 乎と、 是れ 我に 取て 最も 辛ら い 時で ある。 

*  * 

我が 生涯 は 斯くて 終る 者で は あるまい か、 我が 信仰 は 一時的の ものであって、 我が 世 を 去らん とす 

る 時に 我 を 去る もので は あるまい か、 我は虚空の上に希は^^：を築ぃた者ではぁるまぃか、 我 は 懐疑 を以 

て 終る 者で は あるまい か、 我 は 如何して 往時の 熱心 を 恢復し やう 乎、 其 時に 我 は 詩人と 偕に 祌に 叫ん 


で：：： ふ、 「我が 靈魂は 塵に つきぬ、 汝の 言に 從 ひて 我 一 を 活かしめ 給へ」 と (詩篇 第 百 十九 篇ニ丘 節)。 

我に 智識がない ので はない、 我 は 三十 年の 長き 學 問に 從 事した 者で ある、 我 は 少しく 天然に 就て 知 

る >  聖書の 智識 も 我の 全く 有たない もので はない、 然れ ども 神の 聖靈 我が 心より 失せて 我が 智識 は 反 

て 我の 苦痛で ある、 不消化物の 我が 胃 中に 存 して 我に 苦痛 を 感ぜし むる が 如くに、 靈 化されざる 智識 

は 我が 腦裡 に存 して 我を換 殺せん とする。 

我に 亦濟 せの 意志がない ではない * 我 は國を 愛し 民 を 思 ふ、 然しながら 靈火 我の 心に 熄 へて、 我 は 

のた め を 思 ふて 彼等の ために 何事 を も爲す ことが 出来ない、 我 は 唯 世 を 慷慨す る 計りで、 之 を濟ふ 

の 能力 を 有たない、 祌の靈 を 奪 はれし 我 は 精神的の 不具者で ある、 世に 齒瘦き 事と て 欲 ふて 爲し能 は 

ざるが 如き 事 はない。 

来れよ、 聖靈、 來て 再た び 我が 心 を 俘 慮に せよ、 我が 口に 新ら しき 歌 を 置け よ、 我が 心の 堅き 氷 を 

解いて、 其 中に 喜びの 花 を. かせよ、 我が 眼 をして 我が 主 を其榮 光に 於て 見る を 得さし めよ、 我が 愛 

心に 能力 を 添へ よ、 我 をして 單に學 の 人た るの みならす 亦勸ら きの 人たら しめよ、 f は汝の 降臨 を 要 

する 切なり、 我 をして 先 づ汝の 光に 擊 たれし めよ、 『我れ 此所 にあり、 我 を 遣し 給へ』 (以赛 亞六章 八 

節 )0  (一月) 
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海濱 の祈禱 

明治 I 五 年 一月 卄 九日 余れ 筆硯の 業に 倦み、 讀ま 3 父 興味 を 失し、 寒風 戶を 叩きて 身 も 心と 共に 凍 

えんと したりければ、 春を湘 南の 地に 探らば やと 欲 ひ、 獨り 杖を曳 いて 三 浦 半島に 遊ぶ、 橫須賀 

に 下車し、 米ケ 濱を俾 うて 浦賀に 達し、 久比里 坂 を 越えて 八幡に 屮 r つ、 此處 を距る 八丁に して 海 

濱 白砂の 上に 屹立 する 者 を 米 國水師 提督 伯理 上陸 紀念 碑と なす、 余 此處に 至り、 碑 を 仰ぎ 瞻て後 

其臺 石の 上に 蹿り、 獨り 今昔の 感に打 たれぬ、 余の 面前に 横た はる は 浦 賀海峽 の 水、 其 彼岸に 壁 

を 築く は 銀山な り、 手 作 川 は 余の 左方に 於て 海に 注ぎ、 千 駄崎は 余の 右方に 於て 海に 突出し 其懷 

に 久里濱 の 村落 を 抱く、 余の 其 時の 立脚地 は卽ち 四十 九 年の 昔、 水師 提督べ ルリが 始めて 彼のお 

を 印せ し處 なりと 思へば 千 思萬考 交々 余の 胸裡に 浮び 来りて 余 は 暫くの 間 其 處に默 想に 沈みたり、 

余に して 若し 詩人な らん 乎、 余 は 直に 詩を賦 して 余の 此 時の 感を 述べし ならん、 余に して 若し It 

人な らん 乎、 余 は 立 に 樂譜を 組んで 余の 當 時の 情を寫 せし ならん、 然れど 詩人なら す、 樂 人な 

ら ざる 余 は 余の 萬 感を發 表する の 術に 乏しく、 依て 獨り臺 石の 上に 立ち、 海に 面し、 石碑 を 背に 

して 獨り 左の 如き 祈禱を 余の 神に 捧げぬ、 余 は 信す、 余の 當 日の 此 祈願の 聲を 聞きし 者 は 惟り 濱 

の眞 砂と 磯 打つ 波の みに あら ざり しこと を。 

因に 記す、 提督べ ルリ 久里濱 上陸の 當日 彼の 旗艦に 在て 神に 感謝の 祈禱を 捧げし と 云 ふ。 

歷史の 神よ、 爾は、 水く 此國を 鎖し 給 ひて 此年此 日 (嘉永 六 年 六月 九日) に 爾の僕 ペルリ を 遣して 此 


國を 開き 給へ り、 余 は 信す 是れ爾 の 深き 攝理 に存 せし 車な りし を、 爾は此 美 はしき 山と 丘と を 造り、 

此 海と 河と を備へ 給へ り、 是れ 皆な 悉く： 爾の聖 名を稱 へん ためなり、 予は今 獨り此 湾に 臨み、 かの 山 

に對 して 復 たび 雨の 聖業を 讚め 稱 ふ。 

余 は 信す 余の 神よ、 雨は滅 さん 爲 めに 此美 はしき 國土を 造り 給 は ざり し を、 余 は 信す、 此國は 是れ 

此國 のために のみ 造られし 者に あらざる を、 爾が爾 の 僕 を 遣して、 始めて 此 所に 我等 を 世界の 民に 紹 

介し 給 ひし 時 は 是れ爾 が 我等の 肩 上に 大 なる 責任 を 置き 給 ひし 時に して、 雨の 聖 意が 玆 に開展 の 一歩 

を 進め、 亞細 亞の傥 兆が 爾の 聖3 曰 を 受けん ための 鬥戶が 更に 玆に 開かれし 時なる こと を、 此年 此日ァ 

ァ祌 よ、 大 革命 は 此國に 臨みたり、 此國 のみなら す、 此年此 H 亞細亞 の 暗夜 は爾の 光輝 を 望みたり、 

願く は 神よ、 永久に 此嘉永 六 年 六月の 九日 を 祝し 給へ。 

而 して i 取 も微き 我の 運命 も此ー 日の出 來 事に 關 はれり、 若し 此 日な かりせば 我 は此 せに 遣され しも 

爾の聖 額を拜 する こと 能 は ざり しならん、 我 は 異敎の 民と して 一生 を 送り、 f の 功名 利 達の 外に 我の 

希^11^|を繁ぐも の なく、 平和な き歡 喜な きも のとして 塵より 出で、 塵に 歸 りし ならん。 

然れ ども 此 祝すべき 日 は 我に 天の 希お 1- を持來 せり、 我 は此日 ありし に， ffl りて 我國に 臨みし 都ての 恩 

惠に 就て 爾に 感謝す、 今日 我等の 享有す る 自由、 今日 我等に 便益 を 供す る 都ての 利器、 かの 海に 浮ぶ 

の 汽船、 かの 山に 轟く の 汽車、 かの 市を繁 ぐの 電線、 余 は 皆な 是 等に 就て 雨に 感謝す。 

然れ ども 雨 は 此日是 等に も 優る 者 を 吾等に 與へ 給へ り、 爾は 雨の 福音 を 以て 此國 を惠み 給へ り、 民 

を 活かす の 能力 を 以て 我等 を 見舞 ひ 給へ り、 ァ 、余が 今日 余の 微 さき 心の中に 感 する 救 濟の大 能 …… 

世に 何物 か 之に 優る の恩惠 あらん や、 是 ありての み 余に 生命 あり、 是 なくして 我 國人は 死滅な り、 生 
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命の 祌ょ、 爾此 日の 爾の 誓約 を 覺ぇ給 ひ て 此國民 を 化し て 悉く 爾の 民と なし 給 ふまで は 休み 給 は ざれ。 

余 は今此 石碑の 下に 跪きて 余の 愛する 此 rn 本國 のために 祈るな り、 余 は 亦 朝鮮の 爲 めに 祈るな り、 

支那の ために 祈るな り、 逼羅、 安 南、 印度の ために 祈るな り、 此 石碑 は是れ 菜洋 救-科の 紀元 を紀 念す 

る爲 めに 建てられし 者、 日本 國の 大任 を 此處に 印す る 者な り、 神よ、 五十 餘年 前に 此 地に 揚 りし 繭の 

讚美 の聲 をして 遠く 大陸の 山河にまで 響き渡ら しめよ。 

雨う して 神よ、 亦此 所に 跪く 此微き 雨の 僕 を 惠み給 ひて 彼の 從事 する 小なる 事業の 上に 雨の 祝福 を 

垂れ 給へ、 願く は 之 をし も 祐け給 ひて、 之 をし も亦此 地球の 半面に 於け る爾の 偉業 を輔 くるた めの 一 

小器 具と ならしめ よ。 

余 は 余の 力 弱き を 知る と 雖も亦 爾に賴 て 大事 を爲し 得る を 信す、 余 は 雨の 俾道師 たらん こと を 求 ふ、 

余 は 東洋 全體を 余の 祈 禱の區 域と なすべし、 余の 神よ、 余が 面に 在て 懊く 所の 余の 此大 を 許せよ。 

願く は爾の 聖靈裕 かに 此國 民の 上に 降り、 其 社き の 日々 に墮 落し 行く に 係 はらす、 爾は 雨の 大圖の 

ために 此民を 省み 給 ひて、 爾の大 能 を 以て 人力の 及ばざる 事 を 就し、 雨の 聖 名が 水が 大洋 を掩 ふが 如 

くに 此 全土 を 掩 ふに 至り、 多くの 義人 此 地に 生れ、 多くの 聖徒 此 土に 起り、 世界の 創造の 始 より 雨が 

此國に 就て 企て 給 ひし 爾の聖 業の 必す此 民に 依て 開始 めら れんこと を、 余 は 此國の 天職 を 思 ふ 毎に 其 

滅亡 を 聞く こと ある も 未だ 之 を 信す る こと 能 はす、 爾は爾 の 聖業を 蔑め 給 はす、 爾は必 す 此國を 救 ひ 

給 ふなり、 若し 此國 のために あらす とする も、 -亞 細： 亞 億兆の ために、 人類 全 體の爲 めに、 此處に 始め 

て 上陸して 爾に 祈願 を 捧げし 者の ために、 また 此 小なる 僕の 祈禱 のために も 爾は必 す 此圃を 救 ひ 給 ふ 

ベ し、 願く は爾の 恩惠余 の 足下に 積る 濱 の 眞砂 の 如くに 數 限り あら ざれ、 願く は爾 の 慈愛 余 の 目の前 


に暖 はる 海の 如く 深 かれ、 願く は 雨の 約束 海の 彼方に 堅城 を 築く 山の 如くに 動か ざれ。 

都て 是 等の 感謝と 祈 禱とを 余の 救主ィ ヱ ス キリストの 聖 名に 依て 聽き給 ヘア ー メン。 (三 月) 

古歌と 信仰 

ことしより 春し り， むる 樱花 

散る とい ふ こ と はなら は ざら な む  貰 之 

今年より 信仰 を 起せし 基督 信者よ、 汝等は 今日までの 信者と 異り墮 落とい ふ 事 は 習 は ざらん こと を- 

汝等は 永久に 汝 等の 信仰 を 保ち、 社會の 勢力に 壓 せらる、 ことなく、 せの 益な き權 能に 惑 はさる i こ 

となく、 終結まで 汝 等の 信仰 を 維持 せんこと を、 「千 人 は汝の 左に 斃れ、 萬 人 は汝の 右に 仆る とも」 

(詩篇 第 九十 ー篇七 節)、 汝等は 永久まで も斃れ ざら むこと を、 今年より 基督 を識り 初む る 者よ、 我 

は 切に 汝 等に 願 ふ、 汝等 今日までの {旦 敎師的 基督 敎 徒に 做 ふこと なく、 散る とい ふこと を、 墮 落とい 

ふ こと は 決して 習 は ざらん こと を。 

山 高み 人 も 賞^ぬ 樱花 

甚くな わび そ 我れ 見 はやさむ  よみ 人 しらす 

汝の 思想 餘り 高き に 達して 人の 汝の 眞價を 悟る 者 あるな く、 汝は 朋友 親戚に 疎ぜ られ、 汝の 父母 妻 

子まで も汝の 信仰 を 賞 讚す る ことなしと 雖も、 汝 深く 之 を 憂 ふる 勿れ、 汝を識 る 者は存 するな り、 キ 
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リスト は汝を 知り 給 ふなり、 キリスト は汝の 信仰の 花 を 賞で 給 ふ、 世が 汝を 賞し 得ざる は汝が 高き に 

昇りし 故な り、 汝、 天の 人となり たれば せ は汝を 解し 得すな りしな り。 「我れ 見 はやさむ」、 我も汝 

と 經驗を 偕に する 者、 我 も汝の 如くに 誤解され、 嫌ら はれ、 遠 けられ、 疎ぜ られ、 責められ たれば 我 

は 女， を 解し H 守るな り、 汝が 信仰 高く 棲まり て I の汝を 賞^す るな きが 故に 我 は 殊更に 汝を戀 慕 ふなり、 

gig に 高く 淸き眞 如の 月光 を受 くる 者よ、 汝の 孤獨を 歎す る 勿れ、 せに 汝を 愛づ るお あり、 汝、 俗人 

に 賞^ら れんた めに 高き を 去て 卑 きに 就く 勿れ。 

t 常 盤なる 松の 綠も舂 来れば 

今 一 しほの 色 まさりけ り  源の むね ゆきの 朝臣 

神に 依る 者 は 春來ら ざれば とて 其綠の 色を變 へす、 彼の 境遇 は 永久の 冬を呈 する も 彼の 心に 不朽の 

^在りて ir;. す、 彼は必 しも 春の 來るを 待た す、 * が 以て 逆境と なす もの は 彼に 取て は必 しも 逆境に 非 

す、 彼 は 彼の 牧者と 共に 休息の 水 濱に逍 ぶ 者、 彼の 衷心 は 常に 靑々 として 園 中の 葵の 如し。 

然， e ども 彼 も 亦 人な り、 春 を 好まざる に 非す、 而 して 彼の 信念 能く 霜雪の 猛威 を 凌ぎ、 地 凍 水 氷 も 

彼の 志 を 奪 ふ 能 はざる に 及んで、 春陽 彼のた めに 將 さに 動かん とする や、 彼の 發 する 光輝に 世に 儔 ひ 

すべき 者 あるな し、 松の 綠は桃 櫻の 紅に 優る、 彼 は 信仰の 褒美と して 之 を 得たり、 彼は榮 光の 上に 更 

に 榮光を 衣 せらる、 是れ 彼の 特色の 一 しほ 他に 優る 所以な り、 千 林 百 草 赛を歡 ぶ は 一 なりと 雖も、 松 

の 之を迎 ふるや、 彼に 溢る k の 感謝 あり、 松 たれよ 我が 友、 松と なりて 嚴 冬に 耐えよ、 而 して 春陽 若 

し汝に 臨む こと あらば 萬 物に 擾 るの 光輝 を 放って 天に 在す 汝の 父の 榮光 を顯 はせ。 (三月〕 


〇 余の 總 ての 歡びは 聖書の 研究に ある、 余 は古哲 エラス マスの；？ を 繰り返して 云 ふ 「余 は 堅く 聖書の 

硏究を 以て 余の 一生 を 終らん と 決心せ り、 余の 總 ての 歡 喜と 余の 總 ての 平和と は其屮 にせす」 と。 

0 余に 取りて は 架 書の 研究 は苦勞 ではない、 否な I 之 を 研究し ない 事が 却て 大 なる 苦 勞 である、 此世 

に 在て 其 良風に 身 を 露ら し、 其 無情、 反逆、 冷酷に 接して、 聖書に 目 を 曝ら し-斗 を 傾けない 事 は實に 

不幸の 極で ある、 余 は戀 人よりの 書を讀 むの 心 を 以て §^1 書 を 研究す る、 S お-書 は實に 曾て 聖ァ ゥガ ス チ 

ンが唱 へし 如く 神より 人類に 贈られし 戀 文で ある。 

〇ssi の 何たる か を 知らない 人 は 時々 余 を 嘲り 乂  つて 云 ふ 「偽善者よ」 「世 を 欺く^」 よと、 彼等 

は 聖書と は讀ん で 字 の 如く § や， き 書で あって、 之 を. 學び 之を說 くも の は *1 の 謂 ゆ る 人 で なく て はなら 

ない..」 想 ふて ：15 る、 然れども|^書の|^1の字は加め；人の聖の字とは全く意味を異にする、 此  一 ^*を知るた 

め にも 彼等 は 少しく 架 書 を 研究す る の 必要が ある。 

Q 聖書の 聖の字 (hagios;- は 撰^ を 意味す る、 或は 聖別と 譯 せられて、 神に 依て せより 分別 せらる、 

の 意で ある、 故に I ち， 書 一名 之 を 特別の 書と 稱ふ 事が 出來 る、 卽ち 人間の 思想 以外に 涉る 事を傳 ふる 書 

であるとの 意で ある。 聖書の § や； 書た る 所以 は淸淨 無垢の 聖人に あら ざれば 之 を^く 事が 出来ない 力ら 

ではなく して、 却て 罪人に あら ざれ ば 之 を 解す る ことが 出来な いからで ある 

0 故に 或る 點 から 云へば 樂書 を愛讀 するとい ふこと は 決して 名譽の 事で はない、 ！ れは自 ビ は 罪人で 
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あると 一 K ふこと を 告白す る ことであって、 淸淨 潔，！：、 俯仰 天地に 恥る 所な きせの 義人 等の 大に 忌み^ 

ふ 所で あるに 相違ない、 衞生 論に 深く 注意す るお は必す 病人で ある、 罪の 赦免 を傳 ふる を 以て 其 第一 

の 目的と して 居る 聖書に 渾身の 注意 を 拂ふ者 は 神の 前に 立て 罪人の 首 を 以て 自 から 任す る 者でなくて 

はならない、 自己 は 聖人な りと 想 ふ 人 は 書 研究の ための 第一 の 素を缺 いて 居る 人で ある。 

〇 余 は 余の 罪深き を感 する 者で ある、 故に 余に 曰 研究の 必要が あるので ある、 「爾曹 の 罪 は 緋の如 

く 赤く ある も： 掌の 如く C くな らん」 (以赛 _亞 書 第一章 十八 節) との 言 辭を讀 んで余 は 無上の 慰藉 を感 す 

る 者で ある- 余 は 無智の 者で ある、 故に 余に 聖書 を 研究す るの 必要が あるので ある、 「祌の 愚 は 人よ 

りも慧 し」 とか、 又は 「神 は 智者 を愧 かし めん ためにせ の 愚かなる 者 を 選び 給へ り」 などい ふ 架 書の 

首 辭を讀 んで余 は 余の 無智 不學に 就て 絶び 1^- せざる に 至る ので ある、 余 は 亦 弱き者で ある、 富な く、 友 

なく、 世の 稱 する 權 力と て は 一として 有たざる 者で ある、 此時に方っ て余は^^書に於て 「是 は權 勢に 

.m らす、 能力に 由ら す、 我靈 に. S るな り」 (撒 加 利 .fci 書 第 四 章 六 節) など 云 ふ 如き 首辭を 讀んで 余の 消 

えなん とする 希 tiW を囘復 する 者で ある、 罪を感 する^で あれば こそ、 無智 不學の 者で あれば こそ、 無 

能 無力の 者で あれば こそ， 余 は 聖書に 鎚 るので ある。 

〇 斯くて 聖書の 研究 は苦勞 でない 斗り でな くして、 快樂 である、 慰藉で ある、 平安で ある、 歡喜 であ 

る、 世に r 敎役」 なる 文字が あって、 傳 道の 業 を勞 役の やうに 想 ふて 居る 人が あるが、 余に 取て は 幅 

音¥簿 は 無上の 喜樂 であって、 余 は 他事 を 拾て k も 身 を 全く 此 一事に 委ねた く 欲 ふ 者で ある。 (五 力〕 


在米. の ：！：  h  t; に 答 ふ 

余の 聖書 は 矢張り 舊ぃ 古い 基督 敎の 聖書で ある、 おは 五 年 問 之 を 讀み續 けた、 雨う して 人？' 日尙ほ 

未だ 之 を てるの 理由 を發 見し ない。 

八： -もダ ー ウィン を讀ん だ、 彼の 「原 極論」 の 如き は幾遍 となく 練り 返して 讀ん だ、 爾 うして 余が 今 

尙ほ此 書に 負 ふ 所 は 甚だ 多い、 余 は ライ H ルの 「地質 學の 原理」 を讀ん だ、 之はダ ー ウィン 氏 をして 

其 志 を 立 てし めた 書で ある さう だ、 實に 地質 上の 齊血ハ とも 稱す ベ き 書で ある こと は 疑 ふべ くもない、 

余 は 叉 古代史に 於て は 多く  口 ー リン ソ ンを讀 む 者で ある、 彼 G 著に して 余の 讀 まない 者 は 甚だ 稀で あ 

ると ふ、 セ イス の 著書 は 亦 余の 好讀 物の 中に 募へ られる もの である、 宗敎學 に 於て は 余 は マ クスム 

ラ ー の 著書 は 川來得 る 丈け 讀ん だ、 A 水 を し て 比 較 宗敎學 の 快味 を覺 らしめ た 者 は實に 彼で ある、 余 を 

人類 學の 初歩に 導いた 者 は コ ー トラ ファ ー ジ である、 亦タ イラ ー とル ポクと は此 事に 就て 多く < ぶ に敎 

へた、 余 は ルコント を讀ん だ、 余の 地質 學の敎 科 書 は 彼の 「地質 原論」 であった、 彼の 「宗敎 と 科學」 

と は 余の 宗敎 上の 信仰 を 確かめる ために 大に 力の あった 書で ある、 余 は ギボン を 護んだ、 彼の 「羅馬 

衰亡 史」 は 史學を 志す 者 の 何人も 讀ま ざ る ベ か ら ざ る 書 で あって、 未だ 此書を 讀んだ ことのない 人 は 

史學 の 批評に 嫁 を 容れる の 资格を 有た な い 人 で あると 思 ふ、 地學に 於て はレ クラス、 デ ビス は 余の 先 

生 (勿論 書籍 上での) である、 余 は ハク スレ ー を讀， な だ、 彼の 「有 脊椎動物 解剖 論」 は 余の 腦を 甚く 
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痛めた る 書の 一 つで ある、 余 はスぺ ンサ， 'を 多く 好む 者で はない、 然しながら 彼の 論 & の何處 にある 

乎 位ゐを 知る 丈け は 彼の 著書 並に 雜 誌に 屮 Z たる 彼の 論文 を 讀んだ 積り である、 余 は マ ル チ ンの 生理 書 

を讀ん だ、 フ ホン ランケと モム セン と は 未だ 其大 著述 を 善く 味 ふたと は 言 へない、 然し 前者の 閥大な 

ると 後者の 深遠なる と を 隙る 丈け までに は 其 著に 接した 積り である、 ： 大文學 に 於て は 余 は a クャ ー、 

プロ クタ ー、 フラマリオン 等を屮 M 來 得る 丈け 讀んだ 積り である、 一一 ュ ー コム は 未だ 多く 讀 まない、 然 

し 遠 か ら すして 其大 天文 書 は 八ん の 机上に 在る であらう。 

余 は無學 であるから 未だ 余の 友人 河上淸 君が 指名され た 著書 を盡 く讀ん だと 云 ふこと を 愛に 表白す 

る ことの 出來な い の を 甚だ 淺念 に 思 ふ、 然し 河 上 君が 指名され ない 書で 余の 讀んだ # は^に 隨分ぁ る 

と E ざ は爱 ！. す 水と して ブン セン、 モット レ ー、 ウイラ リを 指名され ない、 社， _ ^乎 者と して キッド 

ナッシュ、 ドモ —ラン を 指名され ない、 天文 學者 として ホ ー ル、 キル- ンョフ が^れて 3i5 る、 然し 薄學 

な る 余 も 多少 是等 の 著書 に 眼 を 曝ら した 積り である。 

然しながら 余 は 未だ 是 等の 書 を 以て 基督教の 聖書に 優る の 書で あると は W 心へ ない、 否な、 若し 河 上 

^にして 深く マ クスム ラ ー の： を讀 まる 、ならば 彼 は に 告げて せに バ ィ ブル に 優る 書 はない と 曰 ふ 

こと を發 見せら る、 であらう、 余 は & 1 リン ソンの 著書と は 常に 首 引き をして 居る 者で あるが、 彼の 

-^, き は クドく 敷い 程 余に バイブルの 考古學 上 第一 の證 典た るを說 いて 止まない、 セ イス も 亦 同じで 

0-0  0  0  0  0  0  0  00  OOOO0OO0O0O00OOO0O0OO000OOOOOO 

ある、 セ イスの 著書 を 「新聚 書」 の 中に 算 へらる、 人で 基督教の I も： 書 を 聖書で ない と 云 はる & 人は自 

{ 豕撩 着の 幾 を 免 かれまい と 思 ふ、 フ ホン ランケ を師 とする 人で、 バイブルが 歐洲 文明の 進歩の 上に 及 

ぼした る 明白なる 事 實を疑 ふ 者 はない 害で あ る、 キッ ド の 如き 社 會學者 は歐洲 文明 の 基礎 は 基督 敎の 


他愛 主義に あると 云 ふて る、 若し 河 上 君に して ナッシュの 著書 を讀 まれたならば、 君 は 基督 敎の まも 

誓な くして 今日 吾人が 稱 する 自由、 獨 立なる もの \ せに 決して： i かった 事 を 了ら れる であらう。 

^  氺 

聚書 の 聖書た る 所以 は 何にも これに 宇 {.E 萬 物 の 詳細 に 就て 示す 所が あるから ではない、 若し 魚類 學 

を 研究し やうと m 心 ふなら ば 我等 はァ ル ベ ル トク ン テルの 大著に 行くべき であって 基督教の gffin へ 行く 

ベ き で はない、 縱< ^リ 古代史 を 究め んと 欲する に 方 て も 吾等 は 聖書 を 以て 決して 史的 事赏の 採掘 所と 

做して はならない、 近頃 發刊 になり し 口 ー ジャ ス の.、 ハ ビ n ン 並に 了 ッ シ リャ史 こそ 架 書に 優る の 史的 

11$ ほ 典で あると 云 はなければ ならない、 近世の 經ー庹 學を學 ばんと して マ ー シャル を 捨て 書に 行く 者 は 

狂 人 で ぁ る 、 は 餘 り に 明 ，：：： な る 柄 で ぁ つ て 、 聖 書 に H 本 產 の 魚 類 の 名 が 示 し て な い か ら 之 は 架 ff 

と稱 する に 足らない など 云 ふ 人が あれば、 彼 は 確かに 常識 を缺 いて 居る 人で ある。 

書の 書た る 所以 は 之に 人生の 原现が 示して あるから で ある、 人生と は 何んで あ る 乎、 死 は 萬 事 

を 終る ものである 乎、 競爭は * して 社會 進歩の 原理で ある 乎、 勝つ は 5^ して 勝利で ある 乎、 1^: する こ 

とが 却て 勝利で は あるまい 乎、 人 は 愛すべき 乎、 »E むべき 乎、 絕對 的の 愛 心 は Ei^ して 道義の 絕頃 では 

ない 乎、 是 等の 事に 關 して：； おも 明白なる、 最> ？滿 足なる 解答 を與 へて れる 者が 聖 一書 である、 余と 雖 

も 勿論 聖書 は 知； i の 進步に M 等の 關係を 有たない 者で あると は 言 はない、 知識と 道 德とは 相互に 極く 

深い、 極く 密接なる^ 係 を 有つ 者で あるから、 高い 淸ぃ道 德を傳 ふる 者 は 人 を 直ちに 深い 博い 知識に 

導く 者で ある、 聖書 は 道德の 書であって、 知識 を 其 源に 於て 司る ものである。 

架 書が 斯の 如き 書で ある こと を 知て、 何人が ライ 一一 ルの 「地質 學の 原理」 が 書で あると 云 ふ 者が 
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ほ お  KM 

あ ら う ぞ、 -吾人 は 此書 を學ん で 地静 構造 に關 する こと を 知る こと が 出來る が 人生 の M 者た るか を 此れ 

より 學 ぶこと は出來 ない、 人 は 死に 瀕して 地質 學を 讀んで 心に 慰藉 を 得る こと は出來 ない、 ハク スレ 

•1 の 著書 を 讀んで 罪人が 其 罪を悔 ひて 正道に 還った と 云 ふ 例 を 聞いた 事 はない、 ギボ ン の 作 如 3： に大 

なりと 雖 ども E だれ 決し て せの 貧す る者虐 遇さる K 者の ために 吾人 の 身命 を 犠牲に 供 せんと 欲す る 心 を 

吾人に 起さし むる 者で はない、 ギボ ン の li 馬 衰亡 史を 聖書で あると 云 ふの は史學 の專門 家が 暗 比 的に 

之 を 云 ふのに. i- つて、 世界の 萬 民が 之 を 聖書と 認める から 雨う 稱 ふので ない。 

聖書が 聖書た るの は 其が 萬 民の 書で あるから でなくて はならない、 河 上 君の 如き 學者 のみが 以て 之 

を 書と 做す にル まらす して、 コ ー トラフ ァ ー ジ であると か、 ヘルムホルツ であると か 云 ふ 名 を 耳に 

する も 其の 3： んの 名で ある 乎 少しも 解らない 者に も 能く 解る 書 でなくて はならない. 此 標準 を 以て ：！： 

上 君が 指名され し 著者の 著作 を 評すれば 其 中に 一 として 聖書と 稱 すべき 書の 無い ことが 分る、 河 上 君 

が 書 を 寄せられし 理想 團員屮 に は 農夫 も澤山 ある、 商人 も 職工 も澤山 ある、 然るに 河 上 君 は 彼等に 勸 

めて 基督 敎の I も _ 書の 如き 古い 詰らない 書 を 菜て. 口 ックャ ー の； 大 文書 や、 n  ,1 リン ソン の 古代. に ま 

れと 一一 一 一口 はる、 ので ある、 河 上 君よ、 君 は 未だ 曾て 余が 目下 從 事し っ& あるが 如き 傳 道の 業に は從事 

せられし ことなしと E 心 はる、 若し 然 らんに は 君 は 決して 君の 圃 人に クイ ラ ー の 「原人 論」 や、 プロ ク 

ク I の 他界 論の 如き 書 を 其 聖書と し て 推薦し 給 は ないで あ ら う 。 

如 M にして 貧 ^ 5^ に處 せん 乎、 如 3： にし て此 不公平 極まる^^ 政府 の 下に 立って 歡喜滿 足 の 生涯 を 

送らん 乎、 如何にして 「ホ ー ム」 なる 者 を 有せざる 此 日本の 社會 におて 純潔なる Hh: 年 時代 を經過 せん 

か、 是れ實 に の 故國に 於て 多數の 人の 遭遇す る實際 上の 大 問題で ある、 然るにお はサ レ ー ゃリボ ー 


の 心理 學書 位ゐを 以て 此窮民 を 救 はんと せらる. -か、 余 は 君に 吿ん とす、 余の 廿 年間に 涉 るの 實驗に 

|^すれば此窮民を救ふに方て君が棄て以て聖書にぁらすと做せし舊ぃ古ぃ基督敎の|^^,書に5^てカぁる 

書の 他に 一 つもな き 事 を。 

河 上 君 は 云 ふ 「余 は 大膽に 公言す、 基督教の 紫 書 は 決して 令 ョ に 於て 紫 書の 名 を-: g する 者に 非す」 

と、 余 は 君に 言 はんと 欲す、 「£!i- れ 非常の 斷 言な り、 君は斯 かる 公言 をな：' 日に 於て なされし こと を 後 

日 必す悔 ひ 給 ふこと あるべし」 と" 

君 は 基督教の 聖書の 屮 にある ョッブ の 書を讀 まれし か、 之 を 攻究せられ しか、 力 ー ライル は 此書を 

以て 世界の 文學中 最上 位 を 占むべき 著作な りと 云 ひしが、 我が 河 上^ は 力 ー ライルの 此 一一 一一 〔を肯 す る 

能 はざる に 至る までに 此大敍 事 詩 を 研究され しか、 君 は亦パ ゥ 口の： 1 1 マ 人に 贈りし 書翰 を 考究 せら 

れ しか、 是れは 詩人に して 哲學 者な りし コ レリ ッヂが 人類に 依て 書かれし 最大 文字と 評されし 省なる 

が、 我が 河 上 君 はコレ リツ ヂの此 言に 不同意 を 表せら る、 までに & 1 マ 書の 研究 を 積まれし か、 君 は 

理想的 社 會を畫 きし ものにして 默示錄 の 終りの 二 章に 優る もの を發 見せられ しか、 若し 發見 せられし 

とならば 之 を 余に 示されよ、 ィ H スの 山上の垂訓なる もの は 道義の 極點に 達せし ものな りと は 米國第 

1 流の 政治家 ゥ H ブス タ ー の唱へ て4^まざりし所、 我が 河 上 君はゥ H ブ スタ ー の 此證首 に 反對を 表せ 

ざる を 得ざる までに マ タイ 一 i 音 書 を 味 はれし や、 嗚呼 我が 友よ、 斷 言す るに 遲 かれ、 斷 一一 一一 c する は：！^ し、 

之 を撤囘 する は 難し、 君の 政治 學の 研究の 其 絶頂に 達した らん 時に 君 は ィザャ の 預言 書に 優る の 政治 

書の他に存在するたきを發15^レ給ふならん、 君の 社 會學の 研究の 其 極處に 達した らん 時に 君はョ ハネ 
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の傳 へし 愛の 福 昔 書に 依らす して、 人 を 人に 結び 附け、 社會の 病原 を 其 根^に 於て 絶つ の途 なき こと 

を 發昆し 給 ふならん、 莉は紫 書の 事に 就て. 再び 思 ひ を 運ら して 可な り。 

君 は 祈 禱を廢 せられし と 云 ふ、 余 は 亦 此事を 聞て 界の爲 めに： K だ悲 む、 1J« はん， n まで 感 IE を 以ての 

み宇^5の主權ぉに迫りしか、 若し 然ら ば^は 未だ 眞 正の 祈禱の M なる を 知り 給 は ざり しなり、 祈禱は 

祈願に 非す、 祈禱は 一 つの 道理 的實在 物が 他のより 高き 道 现的賁 在 物に 其 心 靈の奥 殿に 於て 接する こ 

となり.、 必す しも ァ ー メンと 叫ぶ を須ゐ す、 必 しも ァ、 祌 よと 言 ふ を 要せす、 然しながら 深き 淸き感 

情 を 以て 此 至誠の 祈禱を 宇宙 の靈に 捧げ 得ざる 者の 狀態 を 余 は 甚だ 憐む なり、 而 うして 余 は 信じて 疑 

はす、 吾等 をして 此聖き 高き 祈禱を 捧げし むる 者 は赏に 基督教の 書なる を、 君が基督敎の！^窨を棄 

つると 同時に 祈禱を 魔せられ しと 聞い て、 余 は 君が 01 下 不信の 流行す る米國 西部の 地に 在て 心 靈上非 

常に 危險 なる 地位 に^り 給 ひし こと を 君の ために 歎ぜ すん ば あらす、 ^よ、 君 は 余の 迷信 を 嗤ひ給 ふ 

ならん、 然れども，.ポにして若し^のために余が角害村の|^林のドに^,ィ立して、 或は 信 濃なる 天 龍：！： の 

邊に於て^のQrに祈ることぁらば^は余に向て不同意を^^し給ふゃ、 余 は 信じて 疑 はす、 君 は 甚んで 

余に 此事を 許し 給 ふ を、 君よ、 析：： 學 者べ— コンの 如く あれよ、 卽ち 深く 學 ぶと；：！； 時に 益す 深く 信じ、 

君が 大 知識と なりて、 故 鄕に歸 へらる、 時 は 君が 小 H 几の 如くな りて- 天の 神に 向て アバ 父よ の 聲を發 

し^る 時な らんこと を。 (明治 卅五年 六月 十三 日 信 州 天 龍峽に 向て 發 足せん とする 準備中、 束 京 市外 

^^：^村に於て)。 (六月) 


最も 有益なる 學問 

〇 書 を讀む こと 斗り が學 問で はない、 生涯の 苦しき 經驗も 亦錄も 有益なる 擊 問 である、 學 問の 目的 は 

祌を 知る にある、 爾 うして 人生の 苦しき 實驗 ほど 善く 神の 聖 33 を 我等に 知らす る もの はない、 故に 贲 

驗は讀 書 に 優る の學 問で ある。 

〇 我等 或 時 は 思 ふ、 「書 を 請まざる こと 爱に數 旬、 せの 小事の 爲に 忙殺され、 貴重なる 時 問 は 貴重な 

ら ざる 事柄の ために 吸收 され、 我 は 我 身に！ 3： 復 すべから ざる 损耗を 招け り」 と、 然れ ども 神に 轔る我 

等 は 書 を讀 ますし て 書を讀 むに 優る の 利益 を 得る 者で ある-神 は 我等が 空費せ しと 思 ひし 時に 於て よ 

,  さきのひ  *  * 

り 明かに 我等の 心に 顯 はれ 給 ひて 我等 をして 曩 日に 優りて より 近く 彼に 近づく こと を 得さし め 給 ふ、 

書 を讀ん で 益し、 書を讀 ますし て 益す、 基督 信者 の 生涯 は 如何なる 場合に 處す る も 利益と 進歩 との 生 

ならざる を 得ない。 

〇 斯くて 我等 は 智識より 智識へ と絕 えす 進み 行く 者で ある、 せの 人に 憎まれつ \ 兄弟、 親戚、 友人に 

まで 嫌 はれつ、、 肉に 屬 ける 凡ての 物 を 失 ひつ &、 我等 は 時々 刻々 と 天の 快樂に 向て 進み 行く 者で あ 

る、 キリ ス トを；；；^する我等に取ては捐失とては實は 一 つもない、 我等に 來る もの は 皆な 利益 而已 であ 

る、 我等 は此 *t を棄 て； 大國を 得、 人 を 去て 祌に 到る 者で ある、 *L に 羨むべき 地位と て 我等 キリスト を 

信す る 者の 地位の 如き はない。 (六月) 
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我が 神 は 萬 事 を 爲し得 袷 ふ、 彼 は. 億 萬の 星 を 空間に 懸け、 之に 盡 きざる 光輝 を 放た しめて、 萬せ を 

照 さしめ 給 ふ、 彼 は 山 を 造り、 之 を 地の li? 石の 上に 築きて、 陸 を 水上に 支 ゑ 給 ふ、 彼 は 亦 我が 惡 しき 

心を變 へて 善き 心と 爲し得 給 ふ、 彼 は 人の 爲し 得ざる 事 を 爲し得 給 ふ.. 彼 は 我 に^き 心を與 へて 我 を 

彼に 救 ひ 5^: 給 ふ、 •  幼むべき 哉。 

我が 神 は 善き 人なら では 之 を 救 ひ 得ざる が 如き 神に 非す、 彼は惡 人に 善き 心を與 へて 之 をし も 救 ひ 

得 給 ふ 神たり、 意志の 改造、 是れ 神なら では 爲す こと 能 はざる 事業な り、 然れ ども 彼 は 基督に 緣 りて 

此 最大 奇跡 を 爲し得 給 ふ、 此事を 爲し得 給 ふが 故に 吾等 は 彼 を 無限の 愛、 大 能の 神と は稱し 奉るな り- 

日を與 へて 喪の 光と なし、 月と 星と を，： えめて 夜の 光と なし、 海 を 激して その濤 を嗚 らしむ る 者、 卽 

ち 萬 軍の H ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ、 我れ イスラ H ルの家 (全人 類の 代表者) に 立ん 所の 契約 は 此れな り、 

卽ち 我れ 我が 律法 を 彼等の 衷に 置き、 之 を その 心の 上に 錄 さん、 我 は 彼等の 神と なり、 彼等 は 我の 民 

となるべし、 我れ 彼等の 不義 を赦 し、 その 罪 を 再び 思 はざる べし (耶利 米 is. 書^ 一章 三 三、 三 四、 一二 

丘 節)、 偉大なる かな 此恩 惠、 奇跡 屮の大 奇跡、 然れ ども 祌は此 事 を 吾等 罪人の 心に 爲し能 ふなり。 


H テオ ピャ. <- は 其 膚の黑 色 を 變へ能 はす、 豹 は 其 斑紋 を 變へ能 はす- 惡 に惯れ たる 我等 も自 からお 

めて 祌を歡 ばす に 足る の 善人と なる 能 はす (耶利 米亞書 十三 章廿三 節.)、 然かは あれ ど 全能の 神は此 

事 を 爲し能 ふたり、 彼 は 我等の 衷に 新たなる 淸き心 を 創造り 得るな り (詩篇 五十 一 篇十 節)、 彼は此 

奇跡 を 吾等の 卜-に 施して 我等 を 救 ひ 給 ふなり。 

我れ にして fi: から 悔改 むる にあら ざれば 神 は 我 を 救 ふ 能 はすと は 僞豫言 者と 偽 牧師の 厦 々我等に 吿 

げし 所な り、 然り、 我は悔 改め ざれば 救 はれざる べし、 然れ ども 祌は其 聖靈を 以て 我を悔 改めし め 給 

ふ、 我れ 獨 りおから 意志の 努力 を 以て 悔 改めし に 非す、 是れ 到底 我の 爲し 得ざる 業な り、 然れ ども 祌 

我に 宿り、 我が 意志 を 以て 彼の 意志と なし、 而 して 彼の 意志 の 能力 を 以て 我 をし て悔改 め しめ 給 ふ 、 

我れ 獨カを 以て 悔改 めしに 非す、 而 かも 祌は之 を 我が 悔改 として 受け 納れ給 ふ、 嗚呼、 祌祕 中の 神秘 

と は 神と 意志との 祌. W なり、 而 かも 賵 罪の 神 祕は此 神 祕の屮 に^す、 吾等 は哲學 的に 之を說 明し 能 は 

ざらん、 而 かも 最も 確實 なる 事實 として. 吾等 は 此事を 知るな り、 蓋 吾等の 意志に 關 する 事實は 吾等が 

最も 確實に 知り 得る 事實 な. ルば なり。 

祌、 我に 在て 我 を 救 ひ、 而 かも その 功 を 己れ に 牧め給 はすして 之 を 我に 歸し給 ふ、 神の 謙遜なる こ 

と 實に斯 の 如し、 神 は 神に. ffl て 我 を 救 ひ 給 ひしに、 彼 は それが 爲に我 を 功な き 者と なし 給 はす、 却て 

彼の 善き 子供と して 我 を 受け 給 ふ、 4£ かも 父が 物 を 其 子に 與 へて、 彼が 彼に 其 物を獻 する を 見て 彼よ 

り 新たに 之 を 受けし が 如くに 感じて 喜ぶ が 如し、 神 は 自己の 善行 を 我等に 移し、 彼が 我等に 緣て之 を 
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爲し給 ふに 係 はらす、 之が 爲 めに 我等 を 賞め 給 ふ、 嗚呼 無限なる 天父の 愛、 而 かも 是れ 我等の 解し 得 

ざる 愛に 非す。 

晴 罪と は カル バリ ー 山上、 某督の 十字架 上の 死 を 以て 完成され しものに あらす、 是れ 僅かに 續 罪の 

端緒な り IC み、 其の 完成 は 今 1= 吾等の 心に 於て 遂行され つ、 あるな り、 聖 父と 聖 子と が 其^ 靈を以 

て 吾等の 心に 降り、 此 所に 吾等の ために 苦み、 此 所に 吾等に R はり (卽ち 我等と 成りて) 悔改 の實を 

舉げ 終に 我等 をし て 罪な き 者と なりて 祌に 受け 納れら れ しめ 給 ふに 至 て 賤罪 の 實 行は擧 がりし なり、 

罪 は 二.^ 年 前の 過去に 於て 有し 事に あらす、 贖罪 は 今日 吾等の 心の 衷に 於て 行され つ、 ある ことな 

り. 晴罪は 祌學說 にあら す、 贖罪は我が目前の^5^-業なり、 我が 心中の 實驗 なり。 

ホ  .： 小 

「某 督 我が 衷に 在り」、 我が 側に あるに 非す、 我と 偕に 在る に 非す、 亦 に 我が 攻に 宿て 我が 心の 

客た るに 非す、 * 督 我が 衷に 在りと は 我が： ti: 在の 中心に 在り 給 ふとの 意なら ざるべ からす、. § ち 彼れ 

我が 意志と なり、 我がべ ルソナ となり、 我 をして 彼と 我と を 判 训し能 は ざら しむる に 至る ことなら ざ 

るべ からす、 此 時に 於け る 彼と 我との 和合 は 親密なる 夫婦の和 合に もい や 愈り て、 彼れ 我なる 乎、 我 

れ 彼なる 乎、 之 を 判^す る こと 能 はざる ものな り、 二心 M 體に 宿る 之 を 友；？！ i と 云 ふと、 然れ ども、 キ 

リ ストと キリ ステ アンとの 一 致 は 一 一心の 抱 合なる に 止まらで、 一 一個の ペルソ ナの相 流 合して 一 となり 

しもの なり. 此 故に 二者 は 永久に 相 離るべき ものに 非す、 生 も 死 も 高き も 深き も 今 ある 者 も 後に ある 

^も 我 倚 を 我が 主ィ H ス キリストに 頼れる 神の愛より 絶ら する こと 能 はす (羅馬 書 八 章 末節 )0  (十") j 


抑愁 の祕訣 

爾曹靈 に 由り て 行む ベ し、 然 らば 肉の 慾 を 成す こ と莫 らん (加 拉太書 五 章 十六 節〕。 

r 靈」 は聖靈 なり、 「由り て」 は 在りて と 請むべし、 「行む」 は 常に 行 ふの 意な り、 「成す」 は完 

成な り、 一一： 一 c ふ 意 は 我が 意志の 所在 を 我が 衷に 宿り 給 ふ 神の 聖霊の 屮に おめて 常に 之より 離れ ざらん こ 

とを勉 めんに は 我 は 肉の 不正なる 要求 (S に應ぜ ざる を 得て 終に 靈的 人物た る を 得ん となり、 潔く 

して 主を悅 ばす 者た るの 祕訣 は兹 にあり、 肉 愁に抗 し、 之 を 抑壓 し5^ て 然 る 後 に 戴 の 人 と 成 る に 非す. 

靈の 人と 成りて 然る 後に 肉の 要求 を 担絕し 得る に 至るな り、 我等 はた 意志の 方. M を轉 すれば 足れり- 

然 らば 我等 は 信仰より 信仰に 進み、 恩寵に 恩寵 を 加 へ、 終に 全然 肉の 鶴 It より 脫 する を 得る に 至らん „ 

(十一月，) 

歌に 就 て 

〇 人は感 iiE 的 動物で ある、 雨う 云 ふの は 彼 は 感情の みの、 或は 主として 感情的の 動物で あると 云 ふの 

ではない、 彼に 最も. 肝要なる もの は道现 である、 確信で ある、 仰で ある、 感情 は 彼の 情 性 中 最も 劣 

等なる ものである。 

〇 然しながら 彼 は 彼の 道现と 確信 を感 に 現 はさんと 欲する 者で ある、 美と は 眞现が 感情に 現 はれた 
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る 者であって、 感情に 包まれて 眞现は 始めて 其體 的と なる ので ある。 

〇 歌は靈 魂の 聲 であると 云 ふ、 完全なる 歌 は il と樂 とより 成る. 歌の 詞、 卽ち 韻文 は其理 であって、 

樂は其 情で ある、 飼の みで は 歌に ならす、 亦樂 のみで も 歌に ならない、 感ぜられ たる 道理、 是れが 歌 

である。 

0 故に 歌と は輕佻 浮雜の もので はない、 歌 は 祈：： 现 よりも 深い ものである、 折：： 理の 大部分 は頭腦 丈け で 

も稽 ふる こと は？ Z 來 るが、 眞现が 歌と なりて 顯 はる、 に は 全心 全 體の赞 同 を 得なければ ならない、 歌 

は 實に眞 现の粹 である、 始めに 科學 あり、 次に 祈 I： 理 あり、 終に 詩歌が あるので ある、 故に 未來の 天^ 

に 於て は 眞理は 皆な 歌で あると 云 ふの は、 M にも 天 國に 於て は 誰れ も 今の 基督 敎 の 食堂に 於け るが 如 

くに 大聲を 揚げて 歌 を ふて 居る とい ふ 事で はなく して 、理想の 國に 於て は眞 现は旣 に探考 思念の 

度を經 過して、 詩歌と 云 ふ 眞理の 精 要の み存 ると 云 ふこと である。 

〇 夫れ であるから 歌の 無い 處には 理想 はない、 科學 ばかりで は 歌 は 出ない、 歌と ならない 哲學は 僞祈" 

學 である、 國民の 歌 ふ 歌に 依て 其 文明の 程度 は 能く 分る、 彼 は 理想の！ 1^ である 乎、 は 邪 慾の 民で あ 

る 乎、 是れは 其 軍艦と 軍隊と、 責 族と 博士と 豪商と を 見て は 分らない、 其國 民の 常に 歌 ふ 歌が 其道德 

の 標準で ある、 鳴 呼、 我が 日本 S よ、 汝は如 M たる 歌 を 歌 ひつ k ある 乎。 

C 歌 は國尺 理想の 表示で あ る、 夫れ と 同時に 义 歌は國 民に 理想 を 供す る 者で あ る 、 *t に 理想 の 如く 

染 的の もの はない、 竹舉 おが 大部の 書 を 著 はして 年 か、 つても 爲す ことの 出來 ない 事 を、 詩人 は 一 

篇の歌 を 作って 一瞬^に 爲す ことが 屮 I 來る、 多くの 國 1- の歷史 は 歌の 歷史 である. 你蘭西 人の 『マル 

セ ー ュ』 の 如き、 蘇 格 蘭人の 一 「ヮ I、 ワット、 ビ ー、 ゼ、 トレ ー ト ー ス、 ネ ー ゾ」 の 如き、 米國 人の 


『ヘイル、 コ ロム ビヤ』 の 如き、 國民 精神の 鼓舞 者と して は： 白の！^ 艦、 萬の 軍隊に 擾 るの 勢力で ある、 

「我に 一 小歌 を 作らし めよ、 然 らば 我 は 全 國民を 動かさん」 と は歐米 人の 諺で ある、 實に國 Di- の 理想 

を 表 はす 一 小歌 を 作る 者 は 其國の 大恩 人であって、 亦大 軍人、 大政 治. に 勝る の權 者で ある。 

〇 孰れの 國 にも 國 歌なる ものがなくて はならない、 然し 我 日本に はま だ是 がない、 「君が代」 は國歌 

.、：：、 ： .：  ； 1 に、：  .  00000O00O0OO0OO0O  0000  0 

ではない 是は 天子の 德を 讚へ るた めの 歌で ある、 圃 歌と は 其 平； の 心 を 歌 ふたものでなくて はなら 

ない、 國は實 は 其 平： li- の 所有であって、 貴族の 所有で はない から、 國の 理想 は 其 平民の 中に 在って 责 

族の 中にはない、 平民の 心 を 慰め、 其^ を 高う し、 之に 自尊 自重の 精祌を 供す る 歌が、 日本 國；^ の 八：' 

ほ 最も 要求す る 所の ものであると E 心 ふ。 

〇 平民 的 なれば と て 勿論 野卑で あ つて はならない、 平民 は國の 天然 的 貴族で あるから、 彼の 现 想が 高 

尙 なる 丈け、 夫れ 丈け 彼の 歌 は 高潔でなくて はならない、 然れ ども 高 倚なる と は 優美なる との 意で は 

ない、 優美と は 貴族の 令嬢な ど を 形容す る 一一-一 c 辭 であって、 是は 實果を 貴ぶ 平民の 理想で はない、 平民 

は强 緒でなくて はならない、 楊の やうな * 牡丹の やうな 美は贵 族の 美であって、 平- の 美で はない、 

平：^ の 美 は 松で ある、 搬 である、 楠で ある、 暴風に 打 たれても 仆れ ない 美で ある、 故に 平民 歌なる も 

の は大嶽 と、 大洋と. 大河と、 亦 蒼 空 と を 歌った ものでなくて はならない。 

0 平民 歌で あるから 勞働 歌でなくて はならない、 歌 は奴樂 のた めで はなく して 勞働 を按け 促が す もの 

でなくて はたらない、 或 人が 歌って 

執らん 此筆、 國 のために 

投げん 此斧、 人の ために 
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架たん 此 5r 道の ために 

爲 さん 萬 事 を、 神の ために 

と 首 ひ し 如き は 能く 平民 歌 の 主意に 適った ものであると 思 ふ、 世の 懶族 貴族 輩 に 卑しと 思 はる \ 勞働 

を高贵 ならしむ る ものが 平 歌で ある、 高尙 にして 優美なら す、 通俗に して 野卑なら す、 詩人 ホヰッ 

チ ャ ー が 或る 下婢の 乞 ひに 應 じて 

御身が 手に 把る 赛を 以て 

せ界の 一 部 を 潔く せられよ 

と 書きし が 如き は 平：^ 歌の 一 例で あると 思 ふ。 (， 十  一 ) 

基督 敎的ホ I ム 

淚 なしと 云 ふに 非す、 苦痛な しと 云 ふに 非す、 憂慮な しと 云 ふに 非す、 {仝 乏は 常な り、 敵 人 嘲罵の 

聲は屢 々我等の. 斗に 達す、 然れ ども 是れ 地上の 小樂阐 なり、 朝と 夕と に 祈禱の 聲は揚 るな り、 聖書 は 

常に 研究 せらる、 なり、 暴 一一：  一 n は M 人の U よりも 出ざる なり、 淫 話の 如き は脣に 上る を さへ 許されざる 

なり、 時には 讚美の 整の ゆる こと あり、 談話の 重なる 題目 は 慈善な り、 勞呦は 非常に 重 ぜらる X な 

り、 節儉は 殿く 守らる k なり、 不平 不滿 のん は 一 人 もな きなり、 感謝 は 我等の 平常の 狀態 なり、 人に 

疑 察せら る」 も 人 を 疑 察せ ざらん とおむ るな り、 我等 は總て 人な り、 欺かれ n.? き 者の 中の 最も 欺か 

れ： 《f! き 者な り、、 然れ ども 我等 贩 くも 仆れ ざるな り、 我等 は 主に 援 けられつ. - 今日に-, I ヒれ り、 我等 は 主 


に 縫る より 他に 世に 處す るの 途を 知らざる なり、 或る 意味に 於て は 我等 は 赤子の 圑體 なり、 我等 は 正 

直の ために 失敗せ り、 而 して 斯く唱 へて 偽善者な りと 稱 へらる、 者な り、 貧に して 貧たら す、 愚に し 

て 愚なら す、 只 驢馬の 如き 忍耐 を 以て 信仰の 馳場を 走らん と 欲す、 美 はしき は キリス 卜の 寓り 給ふホ 

1 ム なり、 我等 は 其 類 を 世の 人の 中に 見す、 罪を悔 ゆる^ 人、 赦 されし 罪人、 十字架に 釘 けられし 者 

を 主と し 仰ぎ、 之に 事へ、 之に 神と しての 崇拜を 奉る、 偽善の 如くに 見え、 迷信の 如くに 見 ゆ、 而か 

も 正義 を唱 へて 懼れ す、 深き 趣味 を 以て 哲理 を講 す、 信仰と 道 德とを 主 座に？ id くも、 智識 を 磨く こと 

に 於て は 人の 後に 出で ざらん と 欲す、 キリストの 寓り給 ふ 所 は 此の 如し、 而 して 我等 之に » りて 樂し 

き 所 を 地上に 見す。 (， 十二 „^) 

敎界 近時の 弊害 

方法 は澤 山に 講ぜら る、 然れ ども 精神 は 只 僅かの み 修養され、 §^書は只淺くのみ究めらる、 未だ 信 

仰 の 勇者な き に 靑 年萬國 同盟き の 大會 は 明年 を 期し て 東京 に 於て 開かる &と云 ひ、 粗？！ 極ま る 湘も 書 の 

翻 譯には 少しも 注意せ すし て 聖書 會社 は晝 となく 夜と なく 其 印刷 販賫 に，. 忙 はし、 曾て 力 ー ライルが 唱 

へし 如く 十九 世紀 文明 は (二十 *t 紀は 更に 然り) 方策 的 文明な り、 深く 考 ふるの 暇な くして！ 3 ハ 奔走に 

疲 かる. 'の 文明な り、 事業 を稱 して 運動と 云へ る は 能く も 云へ り， 傳迢も 運動の 一種な り、 傳 道の 事 

業の 成功 は 救 はれし 靈 魂の 多寡に 依て 量られす して 傳道師 の 旅行せ し 哩數に 依て 示さる、 二む 世紀の 

傅 道 は 多く は 足と 汽車との 事業な り、 心を勞 する 至て く、 思考 を 要する 至て @1 きも 成功 を 見る に 難 
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.. からざる 事業な り、 然れ ども 是れ贵 むべき 事業に 非ざる は瞭 かなり。 

事務 {|、 書記、 理事 員、 一 人の 傅道師 に十數 人の 事 称 〔象 は附隨 す、 演說場 は あれ ども 演說 〔¥ はなし 

福 昔の 必要 は 喇叭 を以 て 吹 is せらる、 も； i 音 其 物 を 説 く^なし. 人 は 皆な 聖書に 就て 語る も 聖書 其 物 

は 究められす、 基督 敎論は 盛に 唱 へらる、 も 基督 敎其物 は， に 供せられ す、 旗 職と 喇叭と はありて 戰 

トは 無し、 而 かも 策士の 列を脫 して 戰士 たらん と 欲する 者 は 更にな し。 

彼等 は $： な 一様に 孤 獨を怕 る、 彼等 は獨り 立つ 能 はす、 故に 事を爲 すに は必す 合同して 爲 さんと 欲 

す、 獨り 世界に 對 して 戰 はんとす るの 信仰な きが 故に、 他と 相 協同して 所謂 ffl 體の 精神 を藉 りて 群 ei- 

的に 事を爲 さんと 欲す、 故に 會は會 に 次ぎ、 週の 始めより 其 終まで 會 合の なき ：11 とて はなき なり、 往 

昔の 基督 信者 は獨り 神と 交際る 事 多くして、 人と， 接する こと 勘 かりし も、 今の 基督 信者 は 人と 接する 

, 事 多くして、 神と 偕なる 事 甚だ 龄し、 故に 信仰の 藏蓄 甚だ 紗 くして、 常にせ に 供す るに 稀薄 極まる ほハ 

理を 以てす、 一 一十 世紀の 某 督敎は 會合的 其督敎 なり、 故に 是は靈 魂の ffi 傷 を 癒す 力 を 有せざる 基将敎 

なり リ 

吾等 は 彼等に 傚 は ざ る ベ し、 吾等 は 神と 交際 はる こと 〔"i 々 多くして、 人と 交際 はる こと 割合に 斟 か 

るべ し、 吾等の 交 は狹き 深き 交際なる べし、 吾等 は 多く 旅行せ ざるべし、 然れ ども 吾等の 足の 跖を 

印す る 所に は 一 i 昔の 種 を植附 けす して は 4- まざる ベ し、 吾等 は 多く の 演說會 を 開か ざ る ベ し ， 然れ 


も SI く 時には 其處に 吾等の 深 所 を 吐露し 大 感動 を與へ ざれば おまざる ベ し、 吾等 は會 衆に 賴ら. すして 

神に 顿る べし、 吾等の 宗敎は 贵族的 階級 的なら ざる は 勿論 なれ ども、 义 群集 的なら ざるべし、 吾等 は 

エノ クに效 ふて 獨り祌 と 歩むべし、 而 して 神と 偕に 人の 屮に 降りて 人と 交際 はり、 人 を 救 はんこと を 

努む べし、 吾等 は斯 かる 方針 を 吾等の 聚 書の 屮 より 學 ベり。 (十二 ガ) 

午後 七 時 

今 は 善き 習慣と なりて 此時は 最も 聖き 時と なれり、 此時我 は 主の 前に 我が 凡ての 重荷 をド し、 人に 

見えざる の 苦痛 を 凡て 主に 訴へ、 彼の 指導 を 仰ぎ 援助 を 乞 ひ 求む、 我 は 亦 主が 多くの 靈 魂の 兄弟 姊妹 

を全國 に、 然り 全世界に 於て、 我に 下し 給 ひし を 球； 謝し、 思念 を 北 は 北 見の 宗谷 稚內 より 市 は 辜： 南 (女 

平まで、 東 は 北米 諸 州より 西 は 楊子 江河 岸にまで 走らせ、 彼等 各自の 上に、 其 場合と 境遇， こに 循ひ聖 

意に 適 ふ 恩惠を 下し 給 はんこと を 祈る、 此時 我の 小さき 居室 は 神の 聖 殿の 一と 化し、 其 書棚に 港む 蔷 

も 其 机上に 橫 たはる 圖畫も 我が 祈禱の 聲に應 じて ァ ー メンの 聲を發 する が 如くに 覺ゅ、 ァ 、美 はしき 

かな 祈る 此時、 此 時亦數 多の 祈禱が 我が 爲に 捧げられつ & ありと へば、 我 は 何となく： 入 使に 圍繞せ 

られつ、 あるが 如くに 感じて、 邪念 劣 想 は 我が 心に 起らん と 欲する も 得ざる なり、 我 は 我が 友に 來ハゃ 

七：^ まで 此聖き 時 を 守らん こと を 約したり、 然れ ども 我 は 今 は 決せり、 我 は 此時を 永久 守らん 事 を、 

然り此 銷き舌 は 墓に 人り 聲を 放ち 得すなる も 我 は 我が 生ける 靈に 於て 永久に イン マス H ル の 名 を 唱え 

ん。 (十二：^〕 
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明治 三十 六 年 二 九 〇 三年) 

神の 裁判 

〇 誰が 善人であって 誰が 惡人 であるか は祌 のみが 知り 給 ふ 所であって、 人の 知る 所ではない、 人が； g 

て 以て 善人と なす 所の 者 は 神の 目の前に は 多くの場合に 於て は惡ん である、 故に 我等 は此 世に 在る 問 

は 決して 人の 善惡を 判斷し て はならない (羅馬書十^！^：ぃ^：節〕。 

〇 聖書に 神が 人を義 とし 給 ふとい ふ 事が ある (以賽 亜 書 w 十五 章 一 一十 五節)、 是には 種々 の 意味が あ 

るが、 其 一 つ は 確に 祌が此 世に 於ても 終に は 善人 を 善人と して 顯 はし 給 ふとの 繂 であるに 相違ない、 

祌は 善人に 惡 人の 死 を 賜 ふ^は あるが、 然し 永久に 善人に 惡 人の 名を附 けて は 置き 給 はない、 神 は 終 

に は 善人の 業を昌 へ しめ 給 ひて 世 をして 終に 善人 を 善人と して 認む るに 至らし め 給 ふ、 故に 我等 は自 

から 進んで 己れ を雜 とせんと 努 むべき ではない、 神 は事實 的に、 又歷 史的に 義人 を義 とし 給 ふべ けれ 

ば、 我等 は 護んで 神の 命 を 守り、 神が 我等 を義 とし 給 ふの 時を俟 つべき である (詩篇 第三" 七篇七 筋)。 

〇 祌は 事實を 以て 我等 を 狗き給 ふ、 彼 は # の 批評家の 如くに 言 を 以て 我等の 善 惡を判 斷し給 はない、 

こと： ^し  こ II  こと. S 

人の 首 は 「事の 端」 である、 IsSH 莨 其 もので はない、 神の 言の みが 眞现 である、 事實 である、 (約 翰傳 


十七 章 十七 節)、 神の 一 百の みが 事實 となりて 世に 操 はる、 ものであるから、 我等が神の言を：^^じ之を 

行 ひさへ すれば、 祌は終に^？？寳を以て我等を義とし給ふに相違なぃ (；^5太傅トニ^1牟三十三節)。 ( 一 月) 

勞 役 後の 感謝 

〇 最も 苦し い 事 は 書 を 作る ことで、 卽ち 思想 を 出す ことで ある、 之 に 反 して ：：_ おも I 水し い 事 は 書 を讀む 

ことであって、 卽ち 思想 を 得る ことで ある、 然しながら 此 苦しみが あつ て此樂 しみが あるので あるか 

ら、 我 は 忍んで 此 苦しい 業に 當 るので ある。 

〇 我の 此 世に 於け る 極 樂とは 我れ が 神の 業と；^ する 事 を 終て 後に 來る、 我 は 其 時祌が 我に： fli り 給 ふ を 

よ ろ こび 

聞く、 「あ t# 且つ 忠なる 僕よ 、雨の 主人の 歡樂に 入れよ」 と (馬 太 傅 卄五窣 廿三 節)、 其 時 新たに 

自由が 我に 與 へられし やうな 感 があって， 野 も 小川 も聲を 揚げて 我 を歡迎 する やうに はれる、 斯る 

歡樂が 毎月 數囘 我に 來る、 我 は 神が 我に ドし給 ふ 賞贊の 一一 一一 〔葉 を 以て 我の 此 世に 於け る總 ての 艱苦 を 忘 

れる。  . 

〇 艱苦に 薛 いて 歡 樂に穫 る、 神に 在て 勸 いて 收 穫は播 稀に 數十百 估す る、 我等の i 穫る. - もの は 人の 

靈魂 である、 感謝の 心で ある、 我等の 名 を 口にして 死に 就て れる 者が ある、 我等が 敎 へし 子供の 改 

心 を 見て 心を改 むる 親が ある、 夫 は 酒 を 魔め る、 妻は悅 ぶ、 其 飼 ふ 所の 犬と 猫まで が 神の 祝 幅に 與か 

る、 勞働は 凡て 快樂の ものであるが、 神の 一 i 昔 を 說く勞 働に 優る 快樂 はない。 

〇 然し 牧穫 の總 額は此 世で 分かる もので はない、 我れ 此妝に 於け る 我が 業 を 終へ て 聖國に 人る とき 我 
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を迎 へに 來る者 は 詩人の 想像に 畫 かれし 现想 美人に あらす して、 神が 我 を 使役して 救 ひ 給 ひし 人の 靈 

魂で あると 思へば、 我の 歡喜 は實に 口に も 筆に も 述べ 靈 されぬ 程で ある、 喧、 其 時の 嬉し さは 如何許 

りで あら ふぞ、 我に 由り て 救 はれし 靈魂 とよ、 我は此 世に 在て は 最も 微 さき 者、 富な く 位な く、 塵埃 

に 等しき 者で は あるが、 未だ 見ぬ 國に 人る 時には 其處に 我が 語りし 言葉に 依て 救 はれし 人 を 見る を 得 

ると は、 我の 特權 も亦大 なる もので はない 乎、 斯る 富の 蓄積 を爲 しつ、 ある 我 なれば 少しの 苦痛 

は 決して 脈 ふべき ではない、 我 は 感謝して， 然り 感謝して、 感謝して、 感謝し. て 我が 日毎の 業に 從事 

すべきで ある。 ( 一 ガ) 

信仰の 意 義 

〇 吾等 基督 信者で あると 云って、 ：！： にも 吾等の，？ 2 力 を 以て 基督 は 神で ある、 救 主で あると 信す るから 

爾ぅ云 ふので はない。 何にも 亦 吾等 は 吾等であって 基督 は 基督で あり、 爾 うして 吾等が 基督に 對 して 

心から の 敬 E へ-を 奉る が 故に 吾等 は 基督 信者で あ ると 云 ふので もない、 「信す る」 と い ふ 動詞 は 自動詞 

である 故に 基督 信者と 云 へ ば 3- にか 我より 進んで 基督 を 信す る 者の やうに 思 ふの は大 なる 間違で ある。 

〇 基督 信者と は 勿論 基督 を 信す る 者で ある、 然し 彼 は 寳は自 から 信じて 信者と なった ので はなく して 

神に 信ぜ しめられて 信者と 成った ので ある、 彼の 信仰 は 救 濟の結 であって、 信仰が 救濟の 原因で は 

ない， 「爾曹 の 信す る は 神の 大 なる 能の 感動に， S る」 なりと は^ 書が 力 を 籠め て宜傅 ふ 所であって、 

吾等 は 信仰に 出 て 救 はる、 と は 云 ふ もの & 其^ 仰 其 物が 神の 特训な る 恩賜で あ る こ と を； 等 は 決して 


忘れて はならない (以弗 所 書 二 章 八 節し リ 

〇 基督 信者と は 基督 御自身の 吾等に 顯 はれ 給 ふた 者で ある、 始めて アン テ オケに 於て 彼等が 異邦人よ 

り キリス テ ヤン の 名 を 受けた 時に も、 彼等 は此 意味 を 以て 喜んで 此名を 受領した ので ある、 獨逸 語に 

於て は 今 で も 基督 信者 の 事 を單に キリストと 稱ぶ の は是れ 彼の 何た る 乎 を 能く 示した る 言 辭 であると 

思 ふ。 

〇 爾ぅ云 ふて 我等が 基督と 成った と 云 ふので はたい、 吾等 は 矢張り 吾等で ある、 然し 基督の 基将 たる 

はは 彼 は 吾等た る を 得て それと 同時に 亦 御自身の 神格 (Divine  personality) を 失 はれない 事で あ 

る、 彼が 吾等に 宿り 給 ふて 吾等の 生命と なり 給 ふから 吾等 は 救 はれる ので ある、 故に 實 際から 云へば 

是れは 神が 神 御自身 を 救 ひ 給 ふので あると 云 ふ 事 も 出来る、 而 かも 神 は爾 うは 欲 召さない、 神 は 矢 張 

り 吾等の を 以て 吾等が 救 はれた やうに 吾等 を极 つて 下さる、 祌 は先づ 吾等 を 小 基督と 化し、 而 して 

基督と してに 非す して 矢張り 吾等と して 吾等 を 救って 下さる ので ある、 量 る ベ からざる 愛と は此 事で 

あ る 、 贖罪 の 敎義 も玆に 至 て 確か む る 事の 屮 I 來 る^ 實 となり て 吾等の 目前に 顯 はれる、 何 と 感謝す ベ 

きで はない 乎。 (二 A) 

. 評判 的 基督 敎 

す -、 ひ ぁ づ 

0 せに 評判 的 基督 敎と稱 すべ きものが ある、 是れは M にも^に キリス トを 信じて 其 救 濟に與 力る と， > 

ふこと ではた くして、 宗敎界 の 人物 誰れ 彼れ を 批評して、 それで 敎會 通、 ち 今の所 謂る 基督 信者で 
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あると 思 ふこと である、 雨う して 斯 かる 信者 は 決して 難く はたい のであって、 我 倚 は 彼等に 遭 ふ 度び. 

毎に 彼等の ため、 亦 某督敎 のために 常に 慨歎に 堪 へない ので ある U 

〇 彼等の 某督 敎に關 する 智識と 云へば 至て 淺ぃ ものである、 彼等の 多く は キリストなる 贵き名 稱の何 

の 意味で あるか さへ も 知らない、 彼等 は キリストに 關し、 救 極に 關 し、 復活に 關し、 、水生に 關 して 一 

つの 確 M; たる 意見 を 有たない、 彼等 は 未だ ー囘も if 書 を通讀 した こと もない、 彼等に 若し 歷代志 略な 

る 書の 特種の 天啓で ある こと を 語る 者 あれば、 彼等 は 驚い て n ふ 「余 は斯 かる 書の §sl 曰の 屮に ありし 

を 間き しか ども 未だ 是に 特別の 意味^り と は 知ら ざり し、 余は是 れは唯 猶太 歷史 の縯 編で あるとの み 

思へ り」 と、 彼等 は 預言者の 名 さへ も 知らす、 何 两阿 とか、 約 耳と か、 哈巴 谷と か 云 ふ 名 は 彼等の 絮 

書に は 有て 無き が 如き ものである。 

〇 斯 くも^ 書に は 至 て 暗ら い 彼等 は敎现 に 就て 云々 する ことに は 甚だ 功 者で ある、 彼等 は舊 思想 の 3： 

たる 乎 を 知らないで、 頻りに 之 を 排斥す る、 § も 書 さへ 碌に 讀 みし 事な き 彼等の ことなれば カン 卜 やへ 

1、 ゲ ル の 書と て は 之を观 きしこ ともなき に、 頻りに 其 名を稱 へ て總 ての 哲學と 宗敎と を 批評す る、 然 

しながら 若し 人 ありて 「然らば；_?^は何を：11^じ給ふゃ」 と 問 ふ 者 あれば 彼等 は 之に 對 して 確 岡た る 答 辯 

△  △ ん厶 A 厶厶厶  <1 厶厶 △ 厶厶 A 厶厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

を爲す ことが 出来ない、 彼等 は實に 未だ 懷 疑の 中に 迷 ふ 者であって 確信の 域に 達した 者で ない、 故に 

彼等 は 他 を 批評す る こと を 知つ て 自己 を 表，； Z する こと を 知らない、 彼等 はた 、で 慎んで 自己 を 匿く し、 

<",::<:厶ム<3厶厶厶<厶厶厶厶厶厶<"厶."<  厶厶 

他人の 評判に 自己の 不信 を蔽 はんとす る 者で ある。 

〇 彼等 は自 から 稱 して 丼」 督 信者で あると 云 ふ、 彼等 は 32 席すべき 敎會を 有って， 居る、 彼等 は 洗 禮を受 

けた、 聖餐の 式に 列す る、 彼等 は 敎勢擴 張に 就て 多くの 意見 を 有する、 彼等 は敎 勢の 不振 を 以て 凡て 


厶 A 厶 <3A 厶厶 A<3 厶  <1A<1\1AA 厶厶厶 厶厶厶 A ュ  <1<3厶<1<:<"<1 

之 を敎^ 者の 無能に 歸 する、 然れ ばと て 彼等 は 決して 自身 其 任に 當 らんと は爲 ない、 彼等 は唯傳 道の 

厶 <3<:<1<"^<"厶<3<" 厶  A 厶厶 △<! ム厶ム △< 厶 <"<|<3<ム<3<3<1<1<1<"<1<"<1<!<-<-1<1<3,"<1 、一 

策士た らんとの み 欲する、 確實 なる 信仰の 萌芽 だ も 有たない 彼等 は 勿論 不信の せと 戰 つて キリストの 

名 を 揚げん とする 勇氣の 如き は 毛頭 持たない。 

〇 彼等の 重なる 宗敎 は敎界 人物の 批評で ある、 是を爲 すが 故に 彼等 は 基督 信者で あると 思 ふて 居る、 

護 は 辯 は 好い が 思想が 低い とか、 誰 は 辯は惡 いが 筆が立つ とか、 誰れ の 某 督敎 は儒敎 的で あると か、 

誰れ の は 力 ー ライル 的で 過激で あると か、 其 他 なる 信者の 〔7 ぶ 事の 細密に 至る まで 之 を 探り出し、 之 

を 評し 之 を 語る を 以て、 是れが 基督 信者の 能 ie^ であると 思 ふて 居る。 斯 かる 悪習に 就て 書が 何ん と 

敎 へて あるか、 それ は 彼等の 少しも 意に 留める 所ではない、 彼等 は 未だ 以弗所 書に 天 岡の^; の 憲法 

を 索った こ となく、 啡立 比 書に 歡喜 の 福 昔を學 ばす、 哥羅西 書に 宏遠なる 基督 論 を 究めた こと はない 

ので あるから、 谊 忍と か久耐 とか 云 ふことの 某： 督敎 の 肝要なる 敎訓 で あ る ことな どに は 少しも 目 を 注 

がない、 彼等 は 安心して 聖書の 敎訓に 反いて 兄弟の 批評 (審判) を爲 して 居る、 兄：？ の 批評 は 實に彼 

等の 基督教であって、 是を取 除いて 實は 彼等に 基督 敎 なる 者 はない ので ある。 

〇 然しながら 是れは 彼等の ために 甚だ 不幸なる ことで ある、 彼等が 此 事を爲 しつ i ある 間 は 彼等 は 何 

時まで も 宗教の 何たる 乎 を 知る こと は 出来ない、 彼等 は 書 を 手に して 在りながら 兄弟の 批評に のみ 

しに ，、ちび る  つ ケ  のぞ 

彼等の 古と 替とを 使用って 居る 故に、 書の 屮 にある 深い 清い 眞现 を观 くこと が出來 すして、 彼等の 

心 は 常に 不安 を 以て 滿 たされ、 更らに 兄弟の 缺點 でも 探る にあら ざれば、 飢 たる 彼等の 靈魂を 養 ふこ 

00000  0  C つ ooooooocor-ooooooc-oo  oooooooooo 

とが 出来ない、 彼等の 批評の 習慣なる もの は 實に破 壞性を 有する 者であって、 是れ は先づ 彼等 自身の 

000O00  000  OOOOO0OOO0O0000O00  OOO0O0C-OOO00-00  OO 

信仰 を破壞 し、 次に 彼等が 批 li^ する 彼等の 兄弟の 信仰 を破壞 し、 終に は 彼等が 組織す る 彼等の 敎食ま 
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感 想  七 四 

でも 破壞 する、 我 儕 は { 茂に： 判 的 基督 敎の悲 むべき 結 菜と して 破 憤れた 敎會を 幾茵も 知って 居る。 

〇宗敎は11典面目の_5^-でぁって冗談ではなぃ、 れは 沈思 默考 すべき ことであって、 談笑 語すべき，. P 

とで はない、 ； t 判 的 基督 敎が 化して 研究 的 * 督敎と 成る にあら ざれば 其 運命 は 至て 短い 者で ある、 f 

は 多くの 基督 信者に 向って ni ふ、 「評判 は 全く 無益な り、 直に 之を廢 せよ、 之に 更 ふるに 感謝 を 以て- 

せよ、  深き 聖書の 研究 を 以てせよ、 然 らば 〔i する 者 は 諸君の みに 止まらす して、 キリストの 敎 會は脊 

陽の 和氣に 接する を 5：: ん」 と。 (二月) 

純傳 道の 必耍 

基督 信徒 は政ュ E に 干 與せざ る ベから すと 說く者 あり、 余輩 も 深く 其 說を贊 す、 然れども§^,書に 暗く， 

信仰 薄き 者が 政治に 千與 せん 乎、 彼 は 政治の 吞む 所と ならむ、 而ぅして旣に政治の^！^む所となりし基 

督 信者 多し、 後進の 徒 は 前者の 覆 徹を踐 まざる やう 用心す ベ し。 

政治に^ まれし 者、 慈善に 1;^ まれし お、 實業に吞まれし^^、 文學、 哲學、 科學に 1^ まれし 者- 卽ち 

世 を濟度 せんと 欲して 返て せに： t 度され し 者、 个 =1 の 所謂る 敎界の 名士なる 者 は 概ねせ な是 ならざる 

はなし、 未だ 天 國に某 礎 を It はく こと^だ 淺 きが 故に、 地に 降り 來れ ば忽 にして- 将び 地の 人と なる、 基 

督敎 徒の 俗 了 は 多く は 基 督敎 の 應用を 4. ふぐより 來る、 豈 愼ま ざるべ けんや U 


百年 を 全く 純傳 道の ために 消費す る も 未だ 以 て， 水し と稱 すべから す、 歐洲に 於て 某脊敎 が社會 的. K 

勢力と 成りて 顯 はる、 までに は 干 g: 百年 間の 傳播 と：， i 養と 成長と を 要せり、 三十 年の 時日、 能く 日本 

に 健全 强间 なる 基 誓敎を 培養し 得ん や、 然るに 旣に其 應用を 絶叫して.^ ます、 其旣に 枯死の 狀態 をー不 

す に 至 り し は 敢 て ^lii む に 足 ら ざ る 也 。 

*  *  *  * 

#1 師 たる 者 は 主として 一 i 音の宜 傳に從 事すべし、 彼 は 多く 慈善、 又は 敎育、 叉 は 政治 等の 副業に 

彼の 精力 を楚 はるべ からす、 世の 彼より 最も 要求す る 所の もの は 彼の 蒐め 得る 金銀に あらす して、 彼 

の專 ふべき キリ ストの 一 i 音な りと す、 然るに 彼 はこれ を傳 へす して かれ を頒 たんと 欲す、 彼の 傳道亊 

業の 榮 えざる 豈宜 ベ た らす や。 

日 木國の 今日 最も 要する 者 は 純 傳道師 なり、 卽 ちパゥ 口 の 如く、 ぺ テ 口 の 如く、 ァボ 口 の 如く、 バ 

レナ バの 如く、 傅 道の 外 殆んど 何^ をも爲 さぐる 者な り、 傅 道 を 以て 最も 犬なる 事業と 見做す 能 はす 

して、 傅 道 以外に 他に 世 道 感化の 途を講 する 者 は 未だ 傳道師 の 资格を 供へ ざる 者な り、 彼 は 牛傳道 M 

なり、 卽ち幅 昔 を も ii, 卞へ 5£ す、 H (豕を も ひ 得す、 終に 何^ を も爲し 得すして 一生 を 終る 者な り。 

(五月 >  , 
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敎 役者の 無情 

今の 宗敎 界の敎 役： li< ；と稱 する 人達 は 傅 道と 云 ひ 活動と 云へば 必す高 境の 上に 現 はれ 辯 舌 を 以て 人 を 

動かす 事で あると m 心 ひ、 1^ かに 筆 を 執り、 詩 を 作り、 文 を. 綠り、 以て 人の 心 を 根本的に 訓 化せん とす 

る 者の 勞 働の 如何に 困難なる ものである 乎 を 知らない、 彼等 は 矢張りせ の 俗人と 同様に 文人と 云 ひ 詩 

人と 云へば！^ を 眺めな がら 悠 々 と 閑日月 を 接る 紫 式部 ゃ大伴 の 黑主 の 如き 者で あると 思 ふて 居る、 そ 

れ 故に 彼等 敎 役者と 稱す る 人達の 我等 筆 を 執る 者に 對 して つ 同情 は 至て 薄い もので あ つ て 、 彼等 は 

我等 を 高 擅 の 上に 引き出して 彼等 を扶け し む る 事 は 幾度 で も ぁ る が 、 彼等が筆を 執 て 我等 の 一?^ 梁を 抉 

けて 吳れる ことの 如き は 滅多にない、 然しながら 彼等 は 能く 考ふ 可き である、 若し 我等が 筆 を 執らな 

くな つたならば 如何で あら ふ、 若し 我等が 文 を 以て 社會の 根底にまで 基督教の 露现を 注入して かな 

いならば 彼等の 口 を 以てする 傳道は 如何なる であら ふ、 我等 文 を 以て 道を傳 ふる 者 は 彼等の 說敎に 新 

たなる^ 衆 を 供給し、 叉 彼等の 導きし 信者の 信仰 を 養い 行く 者で は あるまい 乎、 然る を 我等 文士 は 何 

をも爲 ない 樂隱 居の 如き 者で ある やうに m〈l ふの は大 な る 間 違 では あるまい 乎、 首 ふ ま で もな く 我等 執 

筆者に は 彼等 辯 舌 者の 知らない 苦鬪が ある、 我等に は 彼等が 有つ やうな 敎會の 同情 も 袖 助 もない、 我 

等 は 唯 だ 頭の 上に 祌を 戴き、 心の中に 勇 I, 湫を藏 め、 惟り 神に のみ 線りながら 寂漠 しき 道 を 獨 り s!^ んで 

進み 行く 者で ある-若し 扶^ を 要する 者が あるならば 實は 彼等で はなく して 我等で あると 思 ふ、 我等 

は S に む、 せの 敎^ 者 諸氏が 若し 自 から 進んで 我等 如き 勞働者 を 助く る ことが 出来ないならば、 我 


等 を 引出して 我等の 好まざる 辯 舌 を 以て 諸氏の 事業 を扶 けしめ 給 は ざらん こと を、 是れ 我等 力 諸氏に 一 

對 して 偏に 望む 所で ある。 (六")  一 

一 

三年 前の 今日  一 

明 台 三十 三年 七：；！： 十二 日、 此 曰 は是れ 余に 取て は 終生 忘る ベ からざる 日で ある、 此日舊 _ ^京 獨立雜 _ 

誌 は 患れ た、 此 nz 余が 友人 は 袖 を 連ねて 余 を獨り 遣し 去った、 余 は 其 時に 余の 心血 を 絞って 泣いた、 

然し 余 を 去りし 余の 友人 は 余の 心の 苦痛 を 見て 悅んだ U  一 

然しながら 今に 至りて 之 を 思へば、 是れ 余に 取りての 大 なる 恩惠の 日であった、 此 H に 余は勞 多く  i 

して 益少 き社會 改良 事業なる ものに 暇を吿 げた、 爾 うして それと 同時に 余の 傳道 事業 は 始まった、 此ー 

n に 「t4_ 書 之 研究」 は 生れた、 余 は 或 意味から S へば 此 日に 於て 更らに 新たに 救 はれた る 者で ある、 

かも^より 脫 出る 如くに 救 はれた る 者で ある (コ リン 卜 前書 三の 十五)。 

0 う して 神の 恩惠 に 由て 「研究」 雜誌 の 誕生 は 多く の 靈魂 が 神にまで 新たに 生れ 來 るの 機餘 となつ 

た、 神は此 小さき 器械 を 川 ひ 給 ひて 多くの 人に： 大國の 幅 音 を 傅へ 給 ふた、 若し 未来の 裁判の 日に 於て. 

「研究」 誌 を 機械に 永遠の 救扬に 人り し 者が あるならば、 其 人 は 必す此 誌と 七月 トー 一日と を 記憶す る； 

であら ふ。 

記憶すべき 七月 十二 口よ、 汝に關 する 總 ての 辛ら き 記憶 は 今 は 忘れ去て、 汝 より 屮 I し總 ての 喜悅と 

恩惠と は 我 儕に：：^ れり、 余 は 永久に 汝を 記憶 せん、 而 かも 些少の 怨恨と 忿怒な くして 汝を 記憶 せん. 
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1、 く は 恩寵 永 へ に 其 日に 痛く 余 を 泣かしめ し舊友 諸氏の 上に あらん こと を。 明治 三 —六 年 七：：： -4-1  一 u、 

角 害の 古 S 茶に 於て 誌す。 

Joy  com? い お l.lef  g.ces,  -vve  know  not  liow; 

Everything,  is  happy  now, 

Hverythil お- is  upward  striving  ； 

r IS  px  easy  now  for  tlie  heart  to  be  true 

As  for  g.mss  to 15  greeu  or  skies  to  be  Tblue,ll 

*T IS  the  natural  way  cf livin に- : 

.WIS  Isows  the  clouds  have  f-ed  ? 

In  the  un.^cplTecl  lieaven  they  lea\^e  no  Willie 

Auu  the  eyes  fcrg-et  the  teill.s  thev  have  s】 さ- 1, 

"The  heart  fol.g.ets  its  sorrow  and  aclie  ； 

Tlie  soul  partakes  the  season ノ s  vontll. 

And  tlie  sulphm-ous  lifts  of  pn-ssioll  and  woe 

JLle  deep  *u き. -til a  silence  fsre  and  smooth. 

Lake  oiiriu-out  craters  liealed  メ v.itll  snow. 

Jtvcm  "  The  .visicn  cf  Sir  L  umfal." 

歡 喜は來 り、 悲哀 は 去る， 何故か 我等 は 知らす、 


萬 事 は 今 は喜悅 なり、 

萬 事 は 令 は 向上な り、 

今や 誠實 ならん とする は 

そら 

やと 空と が靑 からん よりも H,c^ し、 

是れ 人生の 常道な り、 

誰か 雲の 行路 を 知らん や、 • 

霽れし {4- に其迹 なし。 

眼 は 其 流せし 淚を 忘れ、 

身 は 其 痛みと 悲 みと を 忘る、 

心 は 春の 壯 時に 還り、 

11^ 怒と 仇 恨の 瘡瘦は 深く、 

雪 もて 蔽 はれし 火山の 如くに、 

靜 けき 過去の： 卜に 葬らる。 

(ラッセル、 " ー H ル作 『ラウ ンフ ウル 公の 夢』 の 一節， 意 譯〕。 (七 =0 

余の 感謝と 祈禱 

:t 樣、 アナ タ はん；' 曰まで 私の 身體の 事に 就て は 甚だ 冷淡で あり 給 ひました、 ^は 度 々食に 迫り まし 
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たが、 アナ タは其 時に 金 を 以て 私 を 助け 給 ひませんでした、 私 は 或 時 思 ひました、 あし 斯 かる 時に ァ 

十 タが何 かの 方法 を 以て 私に 正しき 金 を 賜 ひましたならば 私 は 確かに ァ チタの 實 在と 恩 惠とを 信す る 

ことが 出來て 私の 信仰 は撫 かし 堅くなる であら ふと、 然しながら アナ タは斯 かる 恩惠を 私に 下し 給 ひ 

ませんで、 私 をして 失び S せしめ 給 ひました、 アナ タは亦 私に 斯 世の 善き 友 を 賜 はす、 私 は 至る所に 嫌 

はれ、 爲 めに 私は此 世に 在て 常に 不利益の 地位に 立ちました、 叉 或 時 は 私の 國人 を驅て 私に 逆 はしめ、 

义或時 は 私の 友 や？ 子 をして 私 を 私の 敵に 渡た さしめ 給 ひました、 それの みではありません、 アナ タ 

は 私の 骨肉まで を 起し 給 ひて 私の 敵と 與 して 私 を责 めしめ 給 ひました、 私 は實に 或る時 は 思 ひました、 

ァ 十 タは實 は 在さない ので は あるまい 乎、 若しお すと すれば 人の 祈禱を 聞かれない 者で は あるまい 乎 

と、 私 は 或 時 は アナ タに 祈禱 が出來 なくなりました、 私 は ロを嚓 みました、 私 は アナ タを 信じた 事に 

就て 恥る に-至りました、 然しながら 神様、 私の 身體の 事に 就て は斯 くも 冷淡なる が 如くに 昆ぇ給 ひし 

アナ クは 私の 靈 魂の 事に 就て は 特^に 聖 慮を乖 れられ ました、 私 が^の 困難 失敗の ために 度々 アナ タ 

を 離れん と 致しました 時に ァ ナ タ は思掛 なき 時に 私の 霊魂に アナ タ の 聲を吹 人れ 給 ひまして， アナ タ 

の 深き 御 心 を 私に 示し 給 ひました、 アナ タは 私の 身の 境遇 をば 善く して は 下さりません でした が、 然 

し 私の 靈魂 をば 艱難 を經る 毎に 强く 且つ 健かにな して 下さいました、 身の 夜 は 常に 心の 朝と なりて 明 

け ました、 貧 も-低 獨も も 私の 靈魂を 殺す こと は 出来ませんでした、 私 は 外より i めら る、 と 同時 

に 段々 と 中に 富める 者と なりました、 鳴 呼、 祌樣、 私が 始めて 母の 胎內を 出し 時より アナ タは 私の 靈 

魂に アナ タ の^を 注いで 居って 下さった の であります、 ァ ナ タは 今日 私に ァ ナタの 聖靈を 注 いで アナ 

ク P. 自身 を 私に 顯 はし、 ァ ナクの 深き 奥義 を 示さん がた めに 今 曰まで 私の 身體の 事に 就て は 冷淡で あ 


り 給 ふたので あります、 雨う して 今、 稍 や 明かに アナ タの聖 額を拜 する を 得る に 至て 私 は アナ タに對 

つ て 唯 感謝の 辭が あるの みであります、 私 は 今 は 確かに キリ ス トが 私の 救 主で ある こと を 信す る こと 

が 出来ます、 私 は 聖書が 少 しづ、 段々 と 分って 来ました、 雨う して 之れ 決して 血肉が 私に 敎 へたので 

はありません、 アナ タ 御自身が 直接に 私 を 敎へ給 ひつ、 あり 耠ふ のであります。 

鳴 呼、 無限の 愛、 私 は 自分で 自分 を 信す る 事が 屮 I 来ません、 何の 價値 もない 私、 而 かも 罪に 沈み、 

ァ ナタの 正と 義とを 見る の 力 を 失 ひし 私、 …； 若し アナ タが アナ タの聖 意の 儘に 特別の 愛 を 以て 私 を 

擇び給 ひませんでしたならば、 私に 此_5^ が 少しな りと も 判り やう 害はありません、 此事を 思 ふ 時には 

私の 心に は 唯 だ 感謝が あるの みでありまして、 私 は 唯 私の 力 あらんかぎり アナ タを 讚美し やうと 欲 ふ 

のみであります。 

私の 身 體を敵 人に 付して 私 Q 靈魂 を惡 魔の 手より 奪 ひ 給 ひし 祌樣、 .ドー ゾ此 末と も 私の 身の 境遇 を 

安樂に なし 給 ふ 事な く、 叉 私の 靈 魂の 痩せ 衰 へない やうに アナ クの御 恩 惠を續 けられん こと を、 偏に 

救主ィ H ス キリストの 聖 名に 由り て 願 上 奉る、 ァ ー メン。 (八月) 

奮起 を 促が す 

我 倚のう ち 己の 爲 めに 生き、 己の ために 死ぬ る 者な し、 そ は 我 儕 生く る も 主の ために 生き、 死ぬ 

る も 主の ために 死ぬ、 この 故に 或は 生き 或は 死ぬ る も 我 儕 は 皆な 主の ものな り (羅馬 書 十四 章 七 

八ぎ」 
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我れ 觀 しに 一 疋の 白馬 を 見たり、 之に 乘れる もの 弓を携 ふ、 且 冕を與 へられたり、 彼れ 常に 勝て 

り、 义勝を 得ん とて 屮 I 行けり (默示 錄六章 二 節〕。 

諸君、 救 濟の第 一 期 は 自己 を 救 ふこと であります、 其 第一 一期 は 世 を 救 ふこと であります、 自己 を 救 

はすして 他人 を 救 はんとす る は 無益の 勞 である こと は 言 ふまで もありません、 然しながら 何時までも 

自己の 救濟の 事に のみ 心配して 他人 を 救 はんとせ ざる 者 は 終に は自 巳の 救濟 まで をも危 くす る もので 

あります、 救齊は 永久の 事業であります、 是れは 萬 民が 救 はれる まで は 止むべき ものではありません、 

我 は 救 はれ たれば 安心な りと て 萬 の 救 齊に心 を 配らざる 者 は、 其 人の 救濟は 半ばに して 盡き、 彼 は 

矢^り 救 はれ ざり し 時と！： じ やうに 沈淪に 行く 者であります、 私 は 微力で あるから、 他人の 救 濟にま 

で 迚も 與 かる ことが 出来ない と 云 ふ 人 は 誰であります か、 神 は 其 様な 人 は 一 人 も 造り 給 はない 害で あ 

ります、 私 は 岡く 信じて 疑 ひません、 神 は 私共 丈け を 救 はんがた めに 私共に 其 救濟を 垂れ 給 は ざり し 

どくせん 

こと を、 祌は 私共 を 以て 世 を 救 はんがた めに 私共 を 救 ひ 給 ふたので あります、 神の 恩 惠を獨 占 せんと 

する ものより は 神 は その 曾て 下し 給 ひし 恩 藩 を も 取 返し 給 ひます。 

諸君 は 諸君が 神より 賜 ひし 恩惠に 就て 包み隠す ことなく 之 を I の 人に 向て 吿白 する ことが 53 來 ます、 

多くの 人 は是れ だけの 事 を さへ 爲 ません、 彼等 は 沈默を 守りて 謙遞を 飾らん とします、 彼等 は 宗教 を 

以て 己 自身の 事な りと し、 之 を 他人に 頒け與 へんと は爲 ません、 斯 かる 人の 信仰が 日々 に衰へ 行きて、 

終に は 有る 乎、 無き 乎、 判らない やうになる の は现の 最も 睹 易い 事であります。 

多くの 人 は、 然り、 多くの 基督 信者 は. 金 は 誘惑で あると 言 ひます、 實に金 は 誘惑であります、 然 

しなが ら其 誘惑な る 现由は 之 を廣く 自由に 祌 のために 使 はない からで あり ます、 金 は IS 敗 物で ありま 


す、 是は肉 や 野菜と 同じく 使用す して 永く 溜め 置けば 直に 靈魂を 腐らせる ものであります、 或は 災の 

身に 来らん こと を 懼れ、 或は 事業の 無限の 擴張を 謀って、 神の 賜 ひし 金 を 傅 道 叉 は 慈善の ために 使 は 

i ろぼ  かねもち 

ない 者 は 再び 金の 滅す 所と なります、 私共 は 富豪と なる まで 待って はなり ません、 私共 何人も 今日 * 

今より、 神が 私共 各人に 賜 ひし 富に 應 じて 金 を 以て も 亦 他人の 救 濟に與 からなければ なりません。 

勿論. 善行 は 金の みに 止り ません、 智識 も、 權カ も、 健康 も、 男子の 腕力 も、 婦人の 美貌 も、 是れ 

皆な 神の ために 世の 人の 救濟 のために 使 ふべき ものであります、 亦 私共 自身の 幸福から 考 へ て 見 まし 

て も * 神と 人類の ために 此 身と 所有 を 使 ふこと 位 愉快な ことはありません、 た 蓄 へる 許りで 消費な 

い 人 は S おも 不幸なる 人であります、 彼等が 常に 憂 II) に 沈み 易く、 除かん と 欲しても 除く ことの 出来な 

い 心の srt 痛を感 する の は 彼等が 他人の 救 濟に與 からない からであります。 

今や 我 日本 國は傳 道 上 叉と 復 たび 得難き 好 時機に 際して 居ります、 「田 は 熟き て穫 時に なれり」 と 

は實に 日本の 今日の 如き を 云 ふので あら ふと 思 ひます、 私共 何の 幸福 か此時 此國に 生れ 來 りまして、 

た 私共 自身の 安全 をのみ 計畫 つて 此國を 神に 捧げん ための 大事 業に 干與 すに 居られ ませう 乎、 全國 

の 同志 諸君、 今、 若し 諸君と 共に 働き ますれば 私共 は 確かに 日本 は 勿論 東洋 全體 の救濟 のために 玆に 

ながす  お h ひ  つう. 

新 期限 を 開く ことが 出来ます、 私共 は旣に 長過ぎる 程 思考と 時と 金と を 私共 自身の 安全の ために 費 ひ 

ました、 今より は 「*1 界の 人」 (世俗の 人に あらす) となり、 小 は 小なる 丈け に 其 全力 を盡 して 此國 

と 同胞と を 神に 導かう ではありません 乎、 其方 法 等に 就て は 再び 誌上に 於て 中 上げ やうと 思 ひます。 

(八 H0 
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〇曾 て 米國に 在りし 時に 彼國の 或る 友人が 余に 向って 「君 は 夏 休 課 を 利用し 資金 募集に 從 事して は 如 

何」 と 云 ひて 余に 注意して 吳れた ことがある、 其 時 余 は 「i^ な、 余 は 其 やうな 事 を爲さ るべ し」 と 

答へ た、 十る と 其 友人 は 「君の 國 人なる 新 島 襄君は 此國に 在りし 時は此 事に 從攀 せり、 君 奚んぞ 彼に 

傚 はざる」 と 曾 ふた、 其 時 余 は 亦た 答へ て 「新 島 君は爲 したりし ならん も 余 は爲さ るべ し、 新 島 君 

は 新 島 君に して 余 は 余な り」 と 言 ふた、 それより 其 友人 は 決して 余に 资金 募集 を勸め なくなった。 

〇 亦た 或 時の 事であった、 彼 地の 或る 組合 敎會の 牧師が 余に 向って 「君 は 米國に 在る 間によ く 我等の 

敎會を 視察し、 國に歸 つて 後に は 之に 類す る 敎會の 設立 を 謀られよ」 と 言って 余に 勸吿 した、 余 は 其 

時 彼に 答へ て 「否な、 余 は米國 人の 敎會 を眞 似ざる べし、 余 は 國に歸 つてより 米國 人の 模範と なる ベ 

き眞 個の 獨立 敎會を 建てん と 欲す」 と 言 ふた、 すると 其 牧師 先生 は 非常に 驚いて 傍らに 在りし 彼の 妻 

君に 向って 「汝 は今此 日本の 靑 年が 何ん と 言 ひし か を 聞きし か」 と 言 ひて 暫 らく 余の 面 を 見詰めて 居 

かんがへ 

つた、 此^^^に關しては余は今と雖も少しも其時の思考を變へなぃ積りでぁる" 

〇 近顷 或る 書店の 主人が 余に 告げて 言 ふた、 「近頃 聖書の 寶れる こと は 非常な り、 然るに 其 割合に 敎 

會員は 少しも 增加 せす」 と、 余 は 其 時 彼に 答へ て 雷 ふた、 「是れ 確かに 神が 敎會 以外に 於て 日本 國を 

救 ひつ k ある 證據 なり」 と、 基^ 敎は 確かに 敎會 以外に 於て 非常の 速力 を 以て 此國に 勢力 を增 しつ、 

ある、 我 儕が 敎會と 云 ふ 一種の 藩閥 政" に 目 を 注ぐ こと を廢 めて、 日本 全國を 神に 導かん とすれば、 


我 倚の 事業の 成功 は 最も 確實 である、 今より 後 は實に 無敎會 信者の f の 中で ある。 (八月) 

祈 禱の決 心 

神様、 私共 は 荏 弱き 罪人であります、 私共 は 自身に 何の 價梳 もない 者であります、 然しながら 私共 

にも 祈禱の 心が あります、 雨う して 此 心の 存 する 問 は 私共 は アナ タにー つの 事 を 祈て 止みません、 卽 

ち 日本画の 救 はれん 事であります、 此國民 は 今や 殆ん ど墮 落の 極に 達して 居ります、 之 を 人間の 服 か 

ら 見まして 其 滅亡 は 確かであります、 然しながら アナ クの御 能力 を 以てし ますれば 此國 民と 雖も救 へ 

ない 理由はありません、 ィ H ス キリストに 於て 現 はれた る アナ タの御 功 德は此 國民を さへ 救 ふて 尙ほ 

餘 りあります、 夫れ 故に 祌樣、 私共 は アナ タが 必す此 日本 國を救 ひ 給 ふと 间く 信じて 私共の 事業に 就 

きます、 私共 はモ ハヤ 此國の 滅亡に 就て は考 へまい と 決心 致しました、 勿論 私共 アナ タを 信す る 者 は 

此國が 先天的に 滅びない 特權を 有って 居る と は 信じません、 然しながら アナ タが 私共に 「求めよ 然ら 

ば與 へられん」 と吿 げられ ましたから、 私共 は アナ クの御 約束 を 信じ、 私共に 生命の あらん 限り、 此 

日本 國の 救濟を アナ タに 求めまして 終に アナ タに 是非共 此國を 救 ふていた だく 決心であります、 祈禱 

は 天地 を 動かす に 足る の 力で あると 私共 は 聞きました、 故に 此カを 以て アナ タの 御座に 迫らん と 致し 

まする、 私共 は ヤコ ブの 如くに アナ タに 鍵って 申します 「汝、 日本 國を 祝せ すば 去らし めす」 と (創 

世記卅 二の：^ 六)、 私共 は 私共の 祈禱の 切なる と 短 はしき と を 以て アナ タを 動かし、 アナ タ をして 終 

に 日本 國を救 はざる を 得 ざら しめんと する 決心であります。 
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ァ 、天の 父 様、 アナ タは アナ タの子 輩の 切なる 懇 求に 抗 する こと は出來 ません、 アナ タ 御自身が 私 

共に アナ タを励 かすの 祕訣を 敎へ給 ひました、 アナ タは キット 私共の 祈 禱に應 へ て 此國を 救 ふて 下さ 

ります、 故に 私共 は 八 r 玆に此 決心 を アナ タの 前に 表白す ると 同時に * アナ タが旣 に 私共の 切願 を 聞 上 

げられ ましたと；^ じ， 前以て アナ タに 御禮. e. 上ます、 只ド ー ゾ此 祈禱の 決心の 私共の 心より 消えざる 

やう 聖靈の 力 を 私共に 添へ 給 はんこと を 偏に 願 上 奉ます、 ァ ー メン。 (九月〕 

クリス マ ス述懷 

かな  よろこ は 

クリス マス は 役た 來 りました、 悲しく もあります、 喜し くもあります。 

先づ 悲し  レ こと 力ら. ST しませうならば  I る 年の クリ フ マ スに vi^4i  ノと 1^ を 合せて 偕 に 士じ を -せ m り し 

私共の 友人に して 今は斯 せに 其 影 を 留めない 者 は 幾人 もあります、 私共 は 彼等の 事 を 想 ひ 出しまして 

時には 斷 腸の 念に 堪 へません、 友人と は 私共に 數 限な く與 へられる 者ではありません、 私共 は 一 人の 

いつほん ゆび  とり かへ し 

友人 を 失 ひまして、 一本の 指 を 失った やうな ものであります、 之 は 取 返の 附く 者ではありません、 私 

共 は 友 を 失って 永久に 彼 を 失った のであります、 爾 うして せに は 何 億 萬と いふ 人が-居りましても、 其 

中の 極の 少數 のみが 私共の 友人で あるので ありまして、 此せ界 が 私共に 貴 いのは 其 幾 億 萬の 人口の た 

めで はなく して、 其 中の 十 か 二十の 私共の 友人の ためであります、 然るに 其 貴重なる 懂少の 友人が 歳 

と共に 追々 と 減り 行く の を 見まして、 此せは 追々 と 私共に は價 値の 無い 者と なります、 年毎の クリス 

マ スの 辛ら い 事の 第一 は此 佳節に 巡り 會 ひまして 友誼 を 交すべき 友人の 歳と 共に 少 くなる ことで あり 


Joy- 

然し 世 を 逝った 友人 は 諦める ことが a,: 來 ます、 諦めん と 欲して 諦める ことの 中： 來 ない 者 は 未だ 世に 

存 する も、 ，1 時の 僅少の 誤解の ために 我等 を叛き 去った 友人であります、 同じ 地球の 空 を 呼吸して 

居ながら、 前の 友人が 今の 響 敵で あり、 前に は 我等 を 友と 呼び、 師と仰ぎし 者が、 今 は 我等に 就て 總 

ての 惡 しき 念 を 抱く 者で あると 忍 へば 世に 人 程 恐し いもの は 無い ことが 感ぜられまして、 花 は ゆ、 き、 

鳥の 囀 づる此 美 はしき 世界 も M んと なく 住み 甲斐の 無い 處 となります、 平和の 君が 世に 臨み 給 ひしと 

云ふ此 時に 私共 は 舊怨は 總て之 を 私共の 心より 燒き拂 はんと は 努めます るが、 去りと て、 叉 此世は 矢 

張り 淚の 谷でありまして、 悲哀 を 混へ ない 歡喜 とて は 無い 所で あると 思 ひま すれば、 クリス マスの 喜 

樂の 中に も 亦た 言ひ盡 されぬ 深い 悲歎が あります。 

勿論 キリ ス ト 信者と して 私共 は 齢の 加 はるの は餘り 深く 氣に 懸けません、 然しながら 齢の 加 はると 

同時に 事業の 擧ら ない こと は 是れ亦 悲歎の 種であります、 過る 歳に 我等 は 何を爲 した 乎と 考 へて 見 ま 

^ぃ せつ  おどろ  まな  す* 、な  わか  V えき 

すれば 實に其 零 屑なる に 驚かざる を 得ません、 學び 得し こと 掛 く、 頒ち 得し 事 更らに 夥 く、 唯 無益に 

地上に 棲息て 居て 無益に 呼吸し、 無益に 衣食した ので はない 乎と 思 ひま すれば、 私共 は 心に 一種、 言 

ふべ からざる の悲 を 感じまして、 「主よ、 此益 なき 僕 を赦し 給へ」 との 祈 禱を思 はす！；！ より 發 する 

に 至ります、 殊に 私共の 信仰の 進歩の 遲々 たりし こと は 我れ ながら 驚く 許であります、 或は 私共の 理 

想 は 前年に 優って 高くな つた かも 知れません、 然しながら 理想 は 信仰の 標準ではありません、 我等の- 

信仰の 誤謬な き 指針 は 我等の 日常の 行 狀 であります、 爾 うして 理想に 由ら すして 行爲に 由て 私共の 

信仰の 進歩 を 量り ますれば、 私共 は此 永の 月日、 同じ 所 を 彷徨て 居った ので はない 乎との 疑 を^ かざ 
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感 想  八 八 

る を 得ません、 若し 聖書が 示す 如く、 人世 は實に 非常に 大切なる ものであって、 私共が 斯 世に 於て 爲 

した ことで、 私共の 永遠の 運命が 定まる のであります ならば、 無益に 歳月 を 消費した こと は 無益に 好 

蓄金を 消費した るに 勝る こと 數&！ 倍の 厄難であります、 眞 面目に 過去 を 顧 まして、 クリス マス は實 

に 喜悅の 時で はなく して 悲歎 後悔 か 期であります。 

以上 は 悲哀 の 半面 で あります、 然し 私共 の 歡喜 の 半面 を 一一 一一 II ひますならば、 夫れ は 言 ひ盡 される もの 

ではありません、 キリス トの降 世と 生涯と 死と に 依りまして 死と は 私共に は 無き ものと なりました、 

死 は 私共 に は 辛ら い 嬉し い 事 であります、 私共 はせ の なき 人の やうに 永眠れ る 私共 の 友人に 就て 憂 

戚 きません、 何故 なれば 私共 はィ H スの 死て 庭り し 事 を 信じます る 故に、 ィ H スに 由る 所の 旣に 寢れ 

る 者 を 神、 彼と 偕に 携" へ 來り給 ふ 事 を 信す るからで あります (テサ n 一一  力 前書 四 章 十三、 十四 節〕、 

世は此 信仰 を 迷信で あると 曰 ひます、 然し 此 「迷信」 を懷く 私共 は 世の 人が 死者に 就て 懷 SJ^^l かパふ 

を懷 きません、 私共の 淚は イエスの 奇跡 力に 依て 眞珠と 化せられました、 私共 は 死者に 就て 思 ふて 淚 

を こぼし ますが、 然し 其淚は 希望と 感謝の 淚 であります。 

淚 にも 溫ぃ淚 と 冷い 淚 との 二つの 種類が あります、 雨う して 私共 は 溫ぃ淚 を 流す 者であります、 せ 

の 冷 刻なる 政治家 は 笑 ひます が、 然し 私共 は 時には 自 から 求めて 淚を 食と する 者であります、 卽ち失 

せし 友の こと を 念 ふて 祌の 約^せられ し 希望 を以 て 私共の 心を歡 ばす 者であります。 

せの 人 は 私共の 交際の 至て 狹 きを 見て 私共 を 憐れみます、 然しながら 彼等 は 私共の 交際の 無限 |< いな 

る こと を 知りません、 縱令 私共 は此 せに 在て 單獨 となりましても、 其れで 寂寞 を感 する 者で はあり ま 

せん、 私共 は の 人の やうに 寂寞に 堪えす して 友 を 外に 求む る 者ではありません、 私共 は キリスト 


に 依て 獨 りで 居る ことが 屮 I 來る 者と なりました、 爾 うして 此神を 知らざる 世に 在て 私共 は 社會の 中に 一 

在る と は 巾し まする もの &、 實は獨 りで 沙漠の 中に 居る が 如き 者であります、 然しながら 私共 は 其れ 一 

がた めに 少しも 寂寞 を 感じません、 米國の 詩人 ホイト マ ンの 一一 一一 II ひました 「大 なる 友人」 (Great  0!om- 一 

rado) は 私共の 友人であります、 彼 は 私共が 獨り 杖を曳 いて 散步 する 時の 唯一 の 談話 相手であります、 

てう りん は た  き-..' りよ. つ  そしょく  かんけつ こ ザ ゑ  _ 

湖 林に 葉 絶えて、 丘陵 爲 めに 粗 色を呈 する 時に、 寒月 梢の 上に 懸 りて、 氷の 如き 光 を. 送ります る 時に ハ 

私共 は獨り 小川の ^1$ 一に 立て 「我が 父よ」 と 呼び、 「我が 友よ」 と喊 びます、 蘭う して 暮色 蒼然と して 

獨り 我が家に 近づきます 頃 は、 私共の 心の中 は燦爛 きば かりにな りまして、 空 天に 輝く 星まで が 私共 

のために 讚美歌 を唱 へて 吳れ ます、 せに 斯んな 友 を 持つ 者 は 他に 何處に 在ります か、 せの 英雄と 云 ひ 

交際家と 云 ふ 者 は 皆な 獨り では 居られす して、 衆に 接し、 或は 衆を壓 して、 心の中の 堪え難き 寂寞の 

念を滅 さんと する 者ではありません か、 獨 りで 在て 悅ぶ ことが 出來 ると は 是れ大 なる 幸福であります？ 

是れは 幾多の 英雄 が 得ん と 欲して 得る ことの 出來 なかった 快樂 であります、 然るに キリス 卜に 依つ ： 

て 此快樂 が 私共の も のとな つたの であります、 私共 は實 にせの 中で 最も 幸福なる もの であります。 

勿論 私共に も 人なる 友人の ある こと は 言 ふまで もありません、 私共に 靈なる 友人が あります、 卽ち 

同國の 民で もな く、 同敎 會の會 員で もな く、 又は 同 政 黨の黨 員で もな く、 只 同じ 救 主に. S て 靈魂を 救 一 

はれた 眞 個の 深い 友人が あります、 其 様な 友人 は 世の 人に は 一人 も 有りません、 利益 を 追 ふて りし 

友人 や、 不平 を 以て 結びし 友人 は 名 は 友人で はあります るが、 然し 實は 「同所に 立つ」 丈け の 人で あ 

りまして、 葡萄の 枝が 其 幹に 由て 繁 がる やうな、 そんな 深い 生きた る 友人ではありません、 如何です 

か、 午後の 七 時が 鳴ります る 時に、 北 は 北 見の 稚內 より 南 は 臺灣の 極に 至ります るまで， 數 干の 靈の - 
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兄弟が 父の 前に 跪い て 相互の ために 祈つ て 居る その 狀態 をせ の 人 は 想像す る ことが 出来ます か、 f は 

日々 に 冷酷に 赴くな どと 言 ひて 歎つ 者 は 此快樂 を 知りません、 五 人 や 十 人の 舊き 友人が 私共 を 去った 

とて 何んでも ありません、 神が 私共に 與へ給 ふた 友人 は 私共が 自分で 作った 友人と は 全く 違って、 如 

何なる 事が あっても 私共 を叛き 去る やうな 友人ではありません、 神 は 永久の 生命 を 私共に 與 へ 給 ひし 

と 同時に 亦 永久の 友人 を 私共に 賜 ひました。 

過 去 を 顧みて 歎く の は 人情の 常であります、 然し 神 は 私共に 命じて 「過去 を視る 勿れ」 と宜 ひま 

した (ルカ 俾 九の 六十 二、 ピリ ピ書 三の 十三)、 之に 引換へ て 神 は 私共に 「我 を 仰ぎ 瞻ょ、 然 らば 救 

はれん」 と宣 ひました (ィ ザャ書 四十 五の 卄 二)、 「日に 三た び 自己 を 省る」 と は儒敎 の敎訓 です、 

r 汝自巳 を 見る 勿れ、 我 を 見よ」 と は キリストの 敎訓 であります、 私共 は イクラ 自己の 衷を 探って 見 

ましても 其 中に 何の 善い 事 を も發見 致しません、 若し 自省が 人類 救濟の 唯一 の 方法であります るなら 

ば、 人類に 救濟の 希望 は 無い と 思 ひます、 爾 うして 世の 道德 家の 憐 さの 一 っは此 自省の 辛く して 益な 

きこと であると m 心 ひます、 彼等 は n 々に 後れた る 自己に おみて 只 歎 を發 しての み 居ります、 歳の 終 

りが 来ります 度 毎に 彼等 は此歎 聲を發 しまして、 然 らば 歳が 新たに なつたならば 其穢れ たる 心 を淸め 

る ことが 出來 るかと 言 ふに 決して 屮 I 来ません、 彼等 は 毎年 同じ 事 を 繰返して 居ります、 彼等 は 據き自 

己に 省みて 據き 生涯 を繼 けて 居ります。 

然しながら 私共に は 私共 を 潔む る 者が 與 へられました、 それ は 自省の 心ではありません、 キリスト 

の 十字架であります、 是れを 看れば 眞 正に 罪が 潔 まるので あります、 之 を 仰げば 新たなる 心が 私共に 

與 へられる のであります、 之に 縫って 私共に 新たなる 希望が 生す るので あります、 私共の 功 は 凡て 此 


十字架に 在る のであります、 是れが 基督 信者の 最大の 寶 であります、 キリストの 十字架が 私共の 所有 

となりました 時に、 私共 は 世と 全く 離れて 神の 屬とな つたので あります。 

夫れ であり ますから 過去 は 最早 私共 を 責めません、 私共 は 私共が 此 せに 於て 爲 せし 事業 を循に 取て 

の聖 前に 出 でんと する 者ではありません から、 事業の 足りない こと を 以て 良心 を 苦しめません、 私 

共の 基督 敎は 「現 f 的 基督 敎」 でもなければ 亦 「事業 的 基督 敎」 でもありません、 若し 一 言に して 私 

共の 基督 敎の 何たる 乎 を 述べん としま すれば 之 を 「十字架 的 基督 敎」 と稱 ふの が 最も 適當 であると 思 

ひます。 

爾 うして 斯 かる 奇なる、 斯 かる 廣大 なる 幸福 を 私共に 與 へ て 下さりました 者 は キリ ストで ありま 

す、 キリスト なくして 私共 はせ に 生れて 來た 甲斐の ない 者であります、 若し 「主命 あっての 物 極」 と 

の 諺が 眞理 であります るなら ば 「キリスト あっての 生命」 と は 之に 優る の眞理 であります、 キリスト 

を識ら すして 實に活 きて 活き 甲斐の ない 者であります。 

全國に 在る 兄弟 姉妹よ、 私共 は 今日 特刖に 喜ぶべき であります、 私共 は 今 は 全國に 散在して 面と 面 

とを會 する こと は 出来ません が、 然し、 此 特^の 神の 恩惠に 由て 心の奥の 聖 殿に 於て、 手 を 取て 同情 

を 交 はす 者であります、 兹に 諸君が 永遠にまで 主より 離れ ざらん こと を 祈り、 諸君と 共に 感謝 を 以て 

奮き 歳 を 送りて、 希望と 歡 喜と 勇， 氣とを 以て 新き 歳を迎 へやう と 欲 ひます。 (十二月) 
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明治 三十 七 年 二 九 〇 四 年) 

基督教と 基督 信徒 

基督 敎は 基督の 敎へ給 ふた 道德 ではない、 亦 基督の 建て 給 ふた 敎會 でもない、 亦 基督 敎の 聖書の 中 

に 含まれて 居る 所の 人生 哲學 でもない、 基督 敎は亦 慈善事業 ではない、 社會 改良で はない、 傳道、 政 

治、 敎育 ではない、 是等は 皆な 外面に 顯 はれた る 基督 敎の 諸方 面で は あるが、 然 かし 基督 敎其 物で は 

ない。 

基督 敎は 基督で ある、 父の 右に 坐して 宇宙 を 統べ 給ふ活 きたる 基督で ある、 彼の 神性、 彼の 神 能. 

彼の 神智其 物で ある、 基督 は靈的 宇宙で ある、 彼れ 御自身が 基督 敎の 本源であって 亦 其 終局で ある. 

其 外面であって 亦 其內容 である、 其 祭司であって、 亦其禮 物で ある、 其 律法であって、 亦其實 行で あ 

る、 彼に 在て 究 全なる 宗敎は 在る、 彼れ 御自身が 祌 であって、 亦 神を拜 する ための 唯一 の 神殿で ある _ 

基督 敎は 基螫 である、 故に 基督 敎的 道德を 守る 者必 しも 某督 信徒で はない、 基将敎 會の會 員、 是れ 

亦必 しも 基督 信徒で はない、 慈善 (豕、 敎育 家、 I のぼ 謂る 敎 役者、 彼等 も亦必 しも 基督 信徒で あると 

は S ^ら ない、 基督 を 外より 視る 者、 彼 を行爲 的に 眞 似る 者、 彼 を 遠方より 拜 する 者、 彼 を 理想す る 者- 


努力して 彼の 模範に 傚 はんとす る 者、 是等は 来 だ 基督 信徒と 稱す るに 足らない。  . 

基督に 同化され し 者、 基督の 活ける 體の 一 部分と なりし 者、 其 困苦と 歡 喜と、 其 恥辱と 榮 光と、 其 

死と 復活と を、 彼の 中に 在て 彼と 偕に 父なる 神より 分與 せられし 者、 是れが 基督 信徒で ある、 「信す 

る」 とは此 場合に 於て は 智識 的に 是認す る ことで はない、 亦 感情的に 信頼す る ことで もない、 基督 を 

信す ると は 彼の 神格の 中に 我が 人格 を 投入す る ことで ある、 爾 うして 我 を 無き 者と して 彼 をして 我に 

代って 我が 裏に あらしむ る ことで ある、 是れ が卽ち 信の 極であって、 基督 は 我 倚より 斯 かる 信仰 を 要 

求し 給 ふので ある、 基督が 祌 であり、 靈の 宇宙で あり、 我 儕が 其 靈界の 一部分と なる を 得て、 始めて 

我 倚の 聖化 も滿 足に 行 はれ、 亦 基督の 光 は 我 儕 を 透して 世に 顯 はれ、 亦 我 倚 彼の 中に 在る 者 は、 何等 

の條 令に 縛らる \ ことなしに、 眞の 兄弟たり、 姉妹たり 得る に 至る ので ある。 (五月〕 

懷 疑 

〇 基督 信者に 懷 疑なる ものが ある、 彼 は是れ がた めに 時には 非常に 苦しむ、 然しながら 是れ あるが た 

めに 彼 は 基督 信者で あるので ある、 不信者に は懊 疑なる もの はない、 懐疑 は 神が 見えな くな つた 時の 

苦痛で ある、 雨う して 祌を 見た ことのない 者、 叉 は 神 を 見ん と 欲せざる 者に 此 苦痛の 有り やう 害 はな 

い、 懷疑は 幽暗に 光明 を 求む る 赤 兒の聲 である、 現在に 神の 存在の 實證を 探ぐ る 信者の 叫號 である。 

〇 懷疑は 難問題 を 解釋し 得ない 時の 智 性の 困苦で はない、 神 を 感得し 得ない 時の 靈 性の 苦痛で ある、 

正義が 失 耽して 不義が 成效 する 時、 誠實 なる 祈 禱が聽 かれざる 時、 神の 加法 名が 瀆 される 時、 我 倚の 靈 
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性に 於て 感 する 言 ひ盡 されぬ 不調で ある。 視ょ、 彼等 は惡 しき 者なる に 常に 平安に して その 富 增し加 

はれり、 誠に 我 は 徒らに 心 を 潔め 罪 を 犯さず して 手 を 洗 ひたり (詩篇 七十 三篇 十二、 十三 節) とは懷 

疑 者の 聲 である、 懷疑は 智識 的で はない、 道德 的で ある、 宇宙と 人性と を道德 的に 解し 得ない より 起 

る 心霊の 苦悶で ある、 故に 是れは 智者の 說明を 待て 解ける 者で はない、 聖徒の 靈 化に 接して 初めて 散 

する 者で ある- 懷 疑は靈 性の 懦弱より 來る ものであって、 智能の 足らざる より 來る もので はない。 

〇 懷疑は 人生の 謎で はない、 故に 之れ は 智識 を 磨いて 解ける もので はない、 懷疑は 心靈の 疾病で ある、 

故に 之れ は 新生 命 を 心に 注がれて 始めて 痊 ゆる ものである、 爾 うして キリスト は 懐疑の 最良の 治療 者 

である、 彼 は 生ん 叩の 理由 を說 かざる も、 生命 其 物 を 供して 懷疑を 消散す る 者で ある、 我 儕 は キリスト 

に 由て 哲學 者と はならない、 然れ ども 祌を 信す る 者と なる、 卽ち 神の 攝理を 疑 はざる 者と なる、 キリ 

スト は 苦痛に 勝の 能力 を 供して、 我 儕 をして 苦痛に 就て 思 は ざら しめ 給 ふ。 (五 力) 

完全なる キリスト 

キリスト は 基督教の 中心で ある 許りで はない、 彼 は 其總體 である、 キリスト は 基督 敎の 始めで あつ 

て 亦 其 終で ある、 故に 我 儕茶督 信者と して は キリスト 以外に 何の 求む る 所があって はならない、 キリ 

ス トは實 に 基督 信者が 其れに 賴 りて 生き また 動き また 存る こと を 得る ものである (行條 十七 〇 什 八〕。 

然るに 基督 敎を斯 く 解せ すして、 是も亦 他の ものと 均しく 進步發 達する 者で あると 思 ひ、 人類と 天 

然と の 發 育を完 うして 然る 後 に 始め て 完全 なる * 督 敎は顯 はる & ものである やうに 思 ふの は 基督 敎に 


對 して 甚だ 忠實 である やうに 見えて、 實は其 誤解で あると 思 ふ、 少しく 逆 說に涉 る やうで は あるが、 

然 かし 一 つの 完全 は 或る 他の 完全に 由る にあら ざれば 之に 達する ことの 出来る もので はない、 其れ 自 

身に て 完全なる 基督 敎 があって、 始めて 不完全なる 此 f が 其 完全に 向て 進む ことが 出來 るので ある、 

我 倚 は 未だ 自身 充分に 救 はれす して 他人 を 救 ふこと は 出来ない、 我 倚 は 他人と 同時に 自身 救 はる、 こ 

と は 出来ない、 我 儕が キリ ストに 於て 充分なる 救 濟を發 見す るまで は 我情 は 勢力 ある 傳道師 となる こ 

と は出來 ない。 (八 刀) 

日本人と 基督 敎 

日本人が 基督 敎を 信す るの は 容易で はない、 何故 なれば 日本人 は 凡て 愛國 者であって、 多少 は 凡て 

政治家で あるから である、 日本人に 取て は 日本 國を 離れて は宗敎 もなければ 哲學 もない、 日本人 は 惟 

ひたすらに 眞理を 以て 日本 國を 利益し やうとの み 欲 ふ、 然るに 基督 敎は 日本 國の もので ない のみなら 

す、 亦斯 せの 屬 でない、 基督 敎は此 世に 使 はれん と 欲する 者で たくして、 此世を 其 用に 供 せんとす る 

者で ある、 我 倚 若し 基督教に 行か ざれば 基督 敎は我 儕の 所へ 来らない、 基督 敎は 日本が 其屬 となる ま 

では、 日本 國を益 せんと はしない、 玆に 至て 所謂る r 宗敎と 教育との 衝突」 なる ものが 起って 來 るの 

である、 爾 うして 日本人に して 此 衝突に 耐え 得る もの は 滅多にない。 

故 に 最も 多く の 場合 に 於て は 日本人 は 基督 敎を 日本化 せんと 努めて、 日本 を 基督教 化せ んと はしな 

い、 雨う して 日本化し たる 基督 敎を 受けて、 自 から 基督 敎徒 なりと 稱 する、 而 かも 其 純 梓の 基督教で 
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ない こと は 直に 判 分かる、 日本化され たる 基督 敎は 俗化した る 基督 敎と 成りて 終 はる、 雨う して 其 信 

者 は 遠から すして 基督 信者と して^ はなく して、 普通の ほ 本人と して 世に立つ に 至る、 雨う して 斯か 

る變體 を經た 日本の 基督 信者 は澤山 ある。 

然しながら 此事は 基督教の 不幸で はなく して、 日本の 不幸で ある、 斯 かる 愛國的 老婆心 を 以てして 

は 到底 基督 敎を 以て 日本 を 救 ふこと は 出来ない、 我 儕 は 思 切って 我倚间 有の 愛國 心を脫 却し、 政治 〔\ ぶ 

の 根性 を斷 絶し、 全く 天の 腸と なって、 神の 聖德 を此國 に持來 さなければ ならない。 (八月〕 

必要なる もの 二つ 

(信仰と 常 識) 

其 第一 は 信仰で ある、 信仰の ない 者に は鞏 岡なる 所がない、 信仰 は靈 魂の 生命で ある、 是ー ありて 詩 

も あれば 熱望 も あるので ある， 信仰な くして 人せ は 一 つの 機械に 過ぎない、 詰らない、 味の ない、 意 

味の ない 者と て、 信仰の ない 生涯の 如き はない。 

必要なる ものの 第二 は 常識で ある、 常識な くして は 折角の 信仰 も 迷信と 成り 《 ^く ある、 若し 信仰 は 

吾人の 頭腦を 雲の上にまで 引き 上ぐ る 者であるなら ば、 常識 は 吾人の 歩 程 を 地上に 確かなら しむる も 

ので ある、 信仰 は 吾人 をして 卑しき 思想 を懷 かざらし め、 常識 は 吾人 をして 常道 以外の 事 を 信ぜ ざら 

しむ、 熱せし むる は 信仰であって、 靜 かなら しむる は 常識で ある、 信仰 は 善き 心 を 生じ、 常識 は慧き 

思考 を 起す、 信仰 は 精神であって、 常識 は 方法で ある、 雨う して 常識 は 信仰 を實 行す るた めの 唯一 の 


方法で ある、 世に 恐るべき 事と て 常識に 由ら すして 信仰 を實行 せんとす るが 如き はない。 

信仰に 入る に 最も 善き 方法 は 聖書の 研究で ある、 聖書 は 殊に 信仰の 書で ある、 アブラハムより 使徒 

等に 至る まで 彼等 は 皆な 特^に：^ 仰の 人であった、 故に、 人に 信仰の 必要の ある 問 は 聖書 は 決して 廢 

ら ない、 基督 敎 の 聖書 は 健全なる 信仰 を敎 ふるため の 最上の 敎科 書で ある。 

常識 を昏 成す るに 最も 善き 途は 天然の 研究で ある、 天然 は 神が 事 を 爲し給 ふ 時の 方法で ある、 之に 

順序が ある、 之 は 亦、 時間 を 要する、 之に 技術が ある、 亦 優美 を缺 かない、 天然 は單に 正直 一方で は 

ない、 亦 理想の みで はない、 天然 は奸策 をば 弄しない が、 然し 適當 なる 方法 を講 する、 天然 は 理想的 

なると 同時に 亦 甚だ 實際 的で ある、 天然 は 極端に 走らない、 聖 くして 慧く ある、 天然 は 刺激す るの み 

ならす 訓導す る、 彼 は 若し 預言者で ないならば 忍耐強き 敎師 である、 我 儕 は 完全に 神に 事 へんと 欲し 

て靈 のバブ テス マの みならす、 亦 天然 を 以てする 實 物的 敎育を 要する。 

架 書の み を 研究して 狂人に 成った 者が ある、 天然の みに 眼 を 注いで、 俗人に 成 了った 者が ある、 然 

れ ども. 架， 書と 天然と を 研究して 我 倚 は 高き 慧き 者と なること が屮 I 来る、 余 は 特に 聖書の 研究に 從事 

する 者で あるが、 然 かし 其れと 同時に 天然の 研究 を 怠らない、 宗敎. 冢 であれば とて、 信仰の み を 養な 

つて、 天然に 由て 常識、 卽ち 神の 智慧 を學ば ざれば、 彼 は 終に 现性 喪失に 成り 了る の 溜れが ある。 

(十月 〕 
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歳末の 感謝と 祈禱 

祌樣、 歳將に 暮れん とします る、 私 は 感謝に 堪えません、 此歳も 亦た 恩惠の 一年で ありました、 然 

り、 私に 曾て 在りし 最も 顯 著しき 恩惠の 一年で ありました、 貴 神 は 令 年 も 亦た 多くの 苦難 を 私に 降し 

給 ひました、 然しながら 苦難 を 降し 給 ふ 前に 預め 恩惠を 降し 置き 給 ひまして、 私 をして 容易し く 苦難 

を 過ぎる こと を 得さし め 給 ひました、 私 は 信じます、 貴 神が 私 を 導き 給 ふに 常に 此 法に 出り 給 ふこ 

と を、 貴 神 は 私が 負 ひ 切れぬ 程の 直 荷 を 負 はしめ 給 はざる のみなら す、 亦た 必す 重荷 を 食 はしめ 給 ふ 

前に 預め 之れ に 耐えて 尙ほ餘 り あるの 能力 を 降 し^き 給 ふこと を、 貴祌は 誠に 恩惠の 神であります。 

神様、 私 は 何 を 恐るべきで ありませ う、 私 は 只 貴 神に 勝って.， 戴けば おいので あります、 私が 勝つ の 

ではありません、 贵祌が 私に 在て 勝ち 給 ふので あります、 私 は 只、 貴 神が 勝ち 給 ふの を 傍より 拜 見し 

て 居れば 宜 いのであります、 ォ 、、 勝ち 給へ、 我が 手 を 以て、 或 ひ は 我が 心 を 以て、 或 ひ は 我 を 以て 

ではなく、 然り、 我が 敵 を 以て 擬ち 給へ、 私 は 今日まで、 置 次 私の 力の 不足 を 歎じました、 然しな が 

たりす  .11 びく 

ら、 今に 至て 知りました、 私の 失敗の 多く は 私の 力の 足 過ぎた るより 來 りました こと を、 私 は 度々 勝 

たんと 欲して 負けました、 然しながら 今に 至て 稍々 少しく 勝利の 祕訣を 知りました、 卽ち 私の 力 を 潜 

めて 贵祌に 私に 代って 勝って 戴く ことであります。 

私 は 私の 將來を 知りません、 亦 私の 愛する 國の 將來を 知りません、 然しながら 唯一 つの こと を 知つ 

て 吾り ます、 卽ち惡 しき ことの 貴 神 を 信す る 者の 上に 決して 來ら ざる こと を、 私共 は 私共の 將來に 就 


て 心配す るの 必要はありません、 私共 は 唯 贵神を 信じて 居れば 宜 いのであります、 願く は 常に 此安、 七 

を 我に 降し 給へ。 

a-  -  ,,  *  -, -- しち、  ひと. at  しろしめ 

私 は 殊に 此 卑しき 貴祌の 僕に 由て 貴祌を 信す るに 至りし 人 等の ために 祈ります、 貴 神の 知 食す 如く 

私に 取りて 最も 辛ら きこと は 彼等が 貴 祌を棄 去る に 至る ことであります、 貴祌は 此國に 在て 貴 祌を信 

する ことの 如何に 困難なる 乎 を 知 食し ます、 願く は 貴 祌の大 能 を 以て 彼等 を 貴 神に 引 留め 給へ、 願く 

は 私の 彼等に 封す る 誠實の 足らない ことが 彼等が 責 神を棄 去る の 原因と ならざる やう 彼等と 私と を 助 

け 給へ、 ドウ ゾ、 我等が 肉に 於て 一 致せす して、 贵 神に 在て 靈に 於て 一 致す る やう 我等 を 導き 給へ、 

ドウ ゾ、 我等 をして キリストの 血に 緣る 血緣の 者たら しめ 給へ、 雨う して 肉の 血 緣に優 さる 深き 親し 

き 血緣の 者たら しめ 給へ。  かへ りみ 

殊に 我等 一 同 をして 活 きたる キリ ストに 接する 者たら しめ 給 へ.、 我等 をして 過去の キリス トを 省る 

ことなくして、 今の キリスト を 仰ぐ こと を 得しめ 給へ、 ドウ ゾ 私共 をして 宗敎 を樂む 者たら しめ 給 は 

すして、 貴 神の 眞现 のために 鬪ふ 者たら しめ 給へ、 愛の 祌樣を 己れ 一人に て專用 せんと 欲する ことな 

く、 せ界の 人と 共に 之に 事 へんと 欲する の 心 を 我等の 衷に 起し 給へ、 ドウ ゾ 私共に、 貴祌は 全世界の 

人と 共に 拜 する にあら ざれば 完全に 拜 する ことの 出来ない 祌樣 である こと を 悟らし め 給へ、 雨う して 

此心を 以て 私共 をして 新年と 共に  一 の 熱心 を 以て 喜ばしき 傳 道に 從 事す る こと を 得しめ 給へ。 

此 感謝と 祈禱を キリストの 聖 名に 託り て 受け 給へ、 ァ ー メン。 (十二"〕 
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新年の 感 

:. ろ 

私 は 今年、 取て 滿西 十四 歳であります、 雨う して 神の 御惠 みに 由り まして. 齢 を 重お ると 同時に 種 

m の 新ら しき 智識 を 得ます、 今玆に 今年の 始めに 於き まして、 私が 特に 感じました ことの 二三 を 述べ 

ませう。 

一、 ハ、； t§s:&§ii&.&<^(J,^.^ きじ，^. f^、 私 は 基督 敎を 信じて 以來玆 に 二十 有 七 年に なり 

ますが、 然 かし、 今日まで は 神の 存在が 何やら 朦朧と して 居りまして、 理論 上で は 充分に 之 を 認め ま 

したが、 然 かし 實 際の 生涯に 於て 此 信仰 を 基礎と して 萬 事 を處理 する こと は 出来ませんでした、 然る 

に 幸 ひに して 近頃に 至りまして、 神の 存在 を 私の 實驗 に照らして 信す る ことが 出来る やうに なり、 隨 

て處 せの 恐怖なる もの も 追々 と 其 跡を絕 つに 至りました、 神の^ 在 は 凡ての 宗敎 (佛敎 を 除き) の 信 

仰の 初歩であります るが、 然 かし 之 を 確實に 信す るの は 一生涯の 事業であります、 我 倚に 父 を 示し 給 

，つ ♦ ；.！ うば 足れり と 使徒 ピリ ボは 一一 =11 ひました が、 實に其 通りでありまして、 若し 天に 父の 神の 在して 

我齊を 守り 導き 給 ふこと さへ 確資に 判が り ますれば、 それで 人生の 凡ての 願望 は 叶 ふので あります。 


二、 次に 私 は 益々 神の 裁判の 確かなる を 感じます、 天道 是耶 非耶 との 歎 聲は私 は 令は殆 んど發 しな 

くな りました、 天道 は 誠に 是で あります、 祌は 罰すべき 者 をば 必ず 赦す こと を 爲し給 ひません (出 埃 

及 記 三十 章 七 節〕、 神 は何處 まで も 罪人 を 追 窮め 給 ひまして 其 罪 を 亂し給 ひます、 私 は 神が 私の 罪 

を 斯く钆 し 給 ふの を實驗 しました、 私 は 亦 私に 向って 罪 を 犯した 人の 罪 を 神が 斯く^し 給 ふの を 目撃 

しました、 叉大 にして は國民 又は 人類の 罪 を も斯く 礼し 給 ふの を實 見し ます、 祌は 誠に 恐るべき 者で 

あります、 彼 を 欺く こと は 決して 出来ません、 神 は 巳 を 盲人の やうに a せかけ 給 ひまして、 實は 太陽 

に 伴し き 眼 を 開いて 我 倚の 行 爲と心 忍と を 看り 給 ひます、 虚言 は 何う しても 立ちません、 偽善 は 何う 

しても 行 はれません、 世に Hg かなる 者と て 策略 を講 する 者の 如きはありません、 義者 を惡き 道に 惑す 

者は自 から 自己の 穿リし 阱に陷 らん、 然れど 質 直なる 者 は 福祉 を つぐべし (箴言 二十 八 章 十 節)、 誠 

に此 通りであります、 此 世界 は是れ 智者の 欲 ふ 通りになる， 界 であると 思 ふ 程、 愚かなる こと はない 

と 信じます。 

O0OO0O0OO0OOOOO0OO0OOOOO0OO 

三、 私 は 叉 信仰の 生涯の 最も 安全なる 生. まで ある こと を 感じます、 私 は 昨年まで は 未だ 全く 此 生涯 

を 試みませんでした、 私 は 心に は 信仰的 生涯の 美 を 認め ましたが、 然 かし 私の 全身 全家 を 擧げて 之 を 

祌の 御手に 任 かし 奉る の 勇氣を 有ち ませんで した、 私 は 何やら 信仰の 生涯に 就て 不安 を 懐きました、 

硬貨の 我が 手に 在る 乎、 或 ひ は 給金の 我に 約束 せらる \ に 非ら ざれば、 進んで 大膽に 神の 福 昔 を唱ふ 

るの； mf; 载を 有ち ませんで した、 故に 昨年までの 私の 獨立傳 道なる もの は實 は半獨 立の 俾 道で ありまし 

た、 私 は外國 傳道會 社に は賴 りませんでした けれども、 矢張り 或る人に 賴て、 私の 俾道 を繼 けました、 

然るに 昨年に 至りまして、 或る 事情の ために、 全く 世と 關係を 絶つ に 至りまして、 私 は 純然たる 獨立 
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傳道師 となりました、 私 は 私と 私の 家族と を 全く 神に 任 かし 奉りまして、 大膽に 聖書の 研究 を 繼けま 

した、 然るに 事實は 全く 豫 想の 外で ありました、 世と 絕ち てより 神 は 私に より 近くな り 給 ひました、 

彼 は 私の 信仰に 準じて 私に 多くの 物 を 賜 ひました、 私 は 3： の 缺乏を も 感じません のみなら す、 此 せに 

生れ 來て 以來、 始めて 餘裕 なる もの を 感じました、 神に 任 かし 奉る まで は祌は 私共の 安全に 就て 責任 

を 負 ひ 給 ひません、 然 かし 一 且 彼に 任 かし 奉れば 彼 は 其 約束 を 守り 給 ふに 於て 非常に 忠實 であり 給 ひ 

ます、 彼 は 日に日に、 月に 月に、 奇跡 を 以て 私共 を 養 ひ 給 ひます、 ケリテ 川の 岸に 於け る 豫言者 エリ 

ャの 實驗は 遠き 往昔の ことではありません (列 王 紀略上 十七 章 を 見られよ)、 是れは 今日 も 尙ほ祌 に 

信賴 する 總 ての 人の 實驗 であります、 奇跡 は 決して 昔し 在て 今ない 事ではありません、 奇跡 は 人の 信 

仰に 對 する 神の 報 賞であります、 二十せ 紀の 今日、 私共 は 神に 信 親して 確かに 奇跡 を 私共の 身に 於て 

實驗す る ことが 出来ます。 

此他まだ私が新年に人って感じた^；！-は澤山ぁります、 然 かし 以上の 三つ は 私が 殊に 强く 感じる 所で 

あります、 信仰の 進歩と は其擴 がる ことではありません- 其 深くなる ことであります、 私共 は 歳が 邁 

むに 隨ひ、 私共の 幼時の 信仰 を 益々 深く 感す るので あります。 (一月) 

神の 發兑法 三 則 

〇 我等 は 神 を 上天の 至高 所に 探て、 其 處に彼 を 求め 得すして 悲む、 然れ ども 祌を 求む るに 天の 一 S きに 

昇る の必 はない、 祌は 地上に も 在し 給 ふ、 彼 は 我が" M にも 在し 給 ふ、 我が 近隣の 森に も 在し 給 ふ、 


我が 逍洋 する 野に も 在し 給 ふ、 我が 膝に 纏 ふ小兒 にも 在し 給 ふ、 然り、 彼 は 我が 心の 衷 にも 在し 給 ふ、 

我等 は 神 を 遠き に 求めす して、 之 を 近き に 探て 容易に 彼に 接する ことが W 來る。 

〇 我等 は祌 は^ 人で あると 思 ふて 彼より 遠る、 然り神 は 偉人で ある、 偉人で あるから こそ 彼 は 嬰兒の 

我に 来る こと を 禁ずる 勿れと 言 ひ 給 ふたので ある、 若し 祌は 小人であるなら ば、 我等 は 彼の^ 傲 猛威 

を 權れて 彼より 遠 かるべき である、 然れ ども 彼 は 偉人で ある 故に 我等 は 其 恩惠を 受けん た めに 憚らず 

して 恩寵の 座に 来るべき である (希 怕來書 四 章 末節)。 

〇 神 は 思想で あると 解して 我等 は 祌の解 釋 を 折" 學者 に 譲る、 然り祌 は 思想で ある、 然 れ ども 思想 で あ 

るより は 寧ろ 實行 である、 贲 行であって 愛で ある、 故に§^1書は愛なき者は神を識らずと云ひ (約 翰 IS 

壹書 ra-;! 雄 八 節)、 又 世の 人 は 己の 智慧 を恃 みて 神 を識ら ずと 敎 へて 居る (コ リン ト 前書 一 章廿 一 節)、 

祌は ^撃^の 識認す べきお ではない、 善人の 發 見す べき 者で ある、 我等 祌 を識 らんと 欲せば 折；： 學謦を 

涉獵 せす して、 小なる 隱れ たる 善を爲 すべきで ある。 (六月) 

正當 なる 祈願 

ォ ー 神よ、 奇跡の 神よ、 天然 力 以上の こと を 我に 爲し能 ふ 神よ、 願く は 我が 衷に存 せざる 能力 を 我 

に與へ 給へ、 我が 學 びし ことなき 智識 を 我に 下し 給へ、 我に 於て 原因 以上の 結 51- を 現 はし 給へ、 我 を 

して 數理的 計算に ia- 縛 せらる、 ことなくして、 數现 以外の 犬なる 事を爾 より 求めし め 給へ、 天然 的の 

我 は 此無邊 の 宇宙に 在りて 塵埃〉 よりも 小なる 者な り、. 然れ ども 信仰的の 我 は 天地 を も 動かす に 足る 能 

W 治 三十 八 年  |〇 三 


0  m  一  〇sl 

力 を附與 せらる k の 资格を 有する 者な り、 ォ ー 奇跡の 神よ、 我 をして 天然に 超越せ しめ 給へ、 我が 衷 

になき 智慧と 力と を 雨より 龥び 求めし め 給へ、 我 は 罪人 なれ ども 我 をして 美德の 人たら しめよ、 我 は 

暗 港-なれ ども 聰明なら しめよ、 我 は 微弱 なれ ども 天使の 力 を 揮 はしめ よ、 而 して 全能 全智の 爾 は此奇 

跡 を 我が 上に 施す を 得るな り、 雨 萬 物の 造 主に 取りて は 天然の 法則 あるな し、 世の 帝王に 國法 なきが 

如く、 帝王の 帝王なる 爾に 何等の 法則 あるな し、 我等 人類 は爾 より 離れて 天然の 子供と なりて 其 法則 

の 縛る 所と なりたり、 故に 我 は 今、 雨に 還り、 再び 神の 子の 自由に 入らん こと を 希 ふ、 ォ ー 父よ、 我 

も汝の 如くに なりて、 天然の 法則 以外に 立て 之 を 支配す る 者たら しめよ、 ァ ー メン。 (六月) 

せん しり を  こと；：^ 

錢魔を 斥く る の辭 

錢 魔よ、 錢 魔よ、 汝に 金銀 あり、 土地 あり、 家屋 あり、 銀行 あり、 政黨 あり、 敎會 あり、 {;=: 敎. 師ぁ 

り、 傅 道會社 あり、 而し てまた 幸 一 i なる 家庭 も、 子女の 敎育 も汝の 手に 存 すると 稱す、 汝は此 世に 於 

て 多くの 臣下 を 有す、 政治家 は 皆な 汝に 事へ、 宗敎 家の 多く も 亦 汝の頃 使す る 所たり、 而 して 文士 も 

學者も 博士 も 今や 汝に膝 を 屈せざる 者 は 甚だ 稀な りと 云 ふ、 而して此世 に於ける^^在上多少の金錢の 

必要なる より 汝は ffi 々我に も 迫り 來り、 我に 利害 を說 き、 子女の 將 來を說 き、 我 を もして 汝に 事へ し 

めんと 計る、 爾は爾 の 父なる サタンの 言 を藉 りて 我に 一 百 ふ、 繭 若し 俯伏して 我を拜 せば 此等を 悉く 爾 

に與 ふべ しと (馬 太 傳四章 九 節)。 

爾は 商人の 口 を 以て、 官吏の 口 を 以て、 時に 或 ひ は宗敎 家の 口 を 以て、 我 を 脅して 曰 ふ、 爾 若し 我 


に 事へ すば 爾の 妻子 は 餓死すべし、 汝の 信仰す らも 危殆に 迫る こと あらんと、 ^, ... -こ は汝の 聲を閱 

い て戰傈 へ、 時に 或 ひ は 一 步 なりと も 汝に讓 らんと する こと あり。 

然れ ども 錢 魔よ、 爾は 確かに 惡 魔の 族な り、 時には 慈善の 名を藉 りて 天使の 形を裝 ふと 雖も 爾は爾 

の眞 性に 於て 純然たる 地獄の 子た るな り、 汝、 何故に 我を詐 はる ぞ、 汝、 何故に 正義と 宗敎と 道.？； 4 の 

名を藉 りて 我 を 誑かさん とする ぞ、 我 は爾の なる を 知る、 卽ち 底な き坑の 使者なる アポ リオン (默 

示 錄九章 十一 節)、 サタンと 呼ばる i 者、 全世界 を 惑 はす 老蛇 (同 十二 章 九 節) なり- 汝に 由て 地..^ 

に 落ちし 政治家 は擧 げて數 ふべ からざる にあら す や、 汝に誘 はれて 天才 を消龜 し、 廢 人となりて 了り 

し 文士 は數 多し きに 非す や、 而 して 汝は祌 の 敎會を も 侵し、 其 宣敎師 を 毒し、 其 監督、 牧. 師、 役僧 辈を 

害な ひ、 神の 都 城なる 新 エルサレム をして 幾度び かソ ドムと ゴ モラたら しめしに 非す や、 故こ聖 なる 

使徒 パゥ t: は 其 弟子 テモ テを誡 めて； W く、 錢を 愛する は 諸の 惡 事の 根な り、 或 人 之 を 慕 ひて 迷 ひて 信 

仰の 道 を 離れ、 多くの 苦痛 を 以て 自 から 己 を 刺せ リと (提摩 太 前書 六 章 十 節)、 是れ まことに 祌の言 

なり、 以て 汝を 斥く るに 足る、 汝を 愛し、 汝を慕 ひて 恥辱の 淵に 沈み、 身と 靈と兩 つながら を 失 ひし 

者は擧 げて數 ふべ からす。 

ァ、 錢 魔よ、 我 は汝を 恐れ、 汝を 憎む、 我 は汝に 近づか ざるべし、 我 は 酉が 何人の ロを藉 りて 我 こ 

近づかん とする も、 汝を 斥くべし、 若し 雨の 使者に して 商人な らん 乎、 余 は 其 商人と 絶つべし、 若し 

大臣 叉 は 富者な らん 乎、 我 は 其 大臣、 富者と 絶つべし、 若し 宣敎師 其 他の 人々 ならん 乎、 我 は 彼等の 

面の 前に 我家の 門戶 を閉づ べし、 我 は 爾と爾 の 使者との 我が 鬥內に 入る を 許さ るべ し、 iji- は 我が 主 

の 言 を 以て 汝を 斥くべし、 サタンよ 我が 後に 退けと。 
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0  想  一 〇 六 

願く は、 我主ィ H スょ、 雨の 能に. S り 我 をして 此 『二十世紀の 惡魔』 に 勝つ を 得しめ 給へ、 願く は 

我 をして、 縦 令、 我が 愛する 家族と 共に 餓死せ ざる を 得ざる こと あると も、 爾の 許さぐ る錢 とて は 一 

分  一 111； たりと も 之を受 くる ことなく、 以て 終生 雨の 忠實 なる 僕た る を 得て、 憎むべき、 賤 むべき 此錢 

魔の 奴 ft たら ざら しめ 給へ、 ァ ー メン。 (六月) 

雨中 閑話 

平和の 到來 〇 爭爾の 繼錢〇 惡 魔の インス ビレ ー ショ ン〇戰學熱の傳染〇不平病0其絕滅と治^^法〇遣傳性 

の 不平 患者 〇 暗ら い 宗敎と 明かる ぃ宗敎 0 罪惡 としての 憤怒 〇 義務と し て の 歡喜 〇 美術と して の 生涯 〇 審 

美學の 一章と しての 倫理 學 〇 雨期の 利用 

〇 平和 は 軍人の 武勇に 由て 来りません、 叉 外交 家の 手腕に 由て 来りません、 平和 は 天の 神が 其 愛 を 人 

の 心に 注ぎ 給 ふに 出て 来ります、 平和の 恩惠は 他の 恩惠と 等しく 常に 案外の 所より 來 ります、 祌は遠 

からすして 此恩惠 を 我等に 下し 給 ひまして， 彼が 軍人 以上、 政治家 以上で あり 給 ふこと を 全せ 界に示 

し 給 ふと 思 ひます。 

〇 人 は 人 を 殺す ことが 出来ます、 然 かし 人 を 活かす の は 神の 能であります、 人 は 平和 を 破る ことが 35 

來 ます、 然 かし 平和 を 恢復す るの は 神の 事業であります、 毀つ は 建つ るな りとの 人の 言 は 偽 はりで あ 

ります、 彼 は 毀つ のみで 建つ る こと は 出来ません、 彼 は 死にた る蟲 一疋 を も 活かす こと は 出来ません- 

況して 破れし 平和 を やです、 彼は爭 鬪を績 けて 平和 をして 益々 困難なら しめつつ あります。 


〇 內に 平和が 無い ものであります から、 外に 爭鬪を 求める のであります、 さう して 內に 平和がない 間 

は、 勝利に 勝利が 綾いても、 外の 爭鬪は 止みません、 爭鬪の 原因 を 自己 以外に 求める のがせの 人の 常 

であります- 然しながら 是を 自己の 衷に發 見して 外の 平和 も來 るので あります、 世に 憐 むべき 者と て 

人類の 如きはありません、 彼 は 中なる 病 を 癒さん とて 敵に も あらぬ 者 を 敵と して 攻めつ k あるので あ 

ります、 天の 祌は 人類の 此狀態 を 見 そな はして 嘸 かし 泣いて 居られる であら ふと 思 ひます。 

〇 世に は惡 魔の イン スピレ ー ショ ン なる 者が あります、 之に. m て 全せ 界が 修羅の 街と なる ことがあり 

>. „,.\  --, 、ふ  きようす. 0 び やう  -s--?,!- さつ &っ 

ます、 愛が^ 及す る やうに 憎惡も 波及し ます、 かも 恐水病が 犬の 間に 傳染 する やうに、 憎惡 殺伐の 

精神 も 人類 間に 傳染 する ものであります、 せに 所謂る 同盟 罷ェ なる 者 も 多くの場合に 於て は此 種の 傅 

染、 此 極の インス ピレ ー シ ヨンに 由て 起る ものであります * 深き 理由 は 知らす して、 叉 深く 现， E を究 

めすして、 唯、 何ん となく 雇主が 憎くな り、 そして 同盟に 加 はる 者が 澤 山あります、 世に謀叛^？^-業が 

成功す るの は、 大抵 は惡 魔の 此 援助に 由る のであります、 恐るべく 警 むべき は實 に此惡 魔の インス ピ 

レ ー シ ヨン であります。 

〇 戰爭病 は 恐水病と 同じ やうに 祌經 病の 一種で はありますまい 乎、 爾 うして 恐水病が パス チ ー ル 液の 

注射に 由て 治る やうに、 戰爭 病に も 何 か 適 常の 治療法 はありますまい 乎、 何れに しろ 戰爭 熟の 傳染す 

る こと 丈け は 確かであります、 其 避くべく、 恐るべき はお もに 此傳染 に 由る と 思 ひます、 その 產を盡 

し、 命 を 損する の 害は此 害に 較 ぶれば 小なる ものであります。 

〇 此 意味から して 不平 家 は 一 家 又は 一 國 より 何よりも 早く 何 かの 方法 を 以て 絕 つべ きで あると 思 ひま 

す、 勿論 不平に 高尙 なると 下等なる と 貴むべき と賤 むべき とがあります、 然し 乍ら 世に 謂 ふ 不平 家な 
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感想  一 〇 八 

る 者 は 多く は 確實な る 不平の 理由 を 有せざる 不平 家であります、 卽ち 性來の 不平 家と でも 稱 すべき 者 

であります、 卽ち 不平 は 其身體 構造の 中に 存 して 居って、 天下 何物 を 以てしても 之 を 除く ことの 出來 

ない 質の 者であります、 雨う して 新 かる 人の 危險 なる は 彼が 不平の 王なる 惡 魔の イン スピレ ー ショ ン 

に 揺りて、 彼の 不平 性 を 他人に 傅へ 易い からであります、 ，に 同情 を 寄すべき 人と て 赏は此 天性の 不 

平家の 如きはありません、 彼 は 治す に 最も 困難なる 病 を 以て 生れた 者であります、 我等 は 彼等 を 憎ん 

ではなり ません、 我等 は 彼等 を 成るべき 丈 刺戟の 掛ぃ 境遇に 置い て 彼等の 全癒 を 計るべき であります。 

〇 さう して 不平 家 を 癒す の途は あると 思 ひます、 尙ほ 他に も あるか も 知れません が、 然し 基督の 福音 

が 最も 難症と 思 はる i 不平 家 を 癒した 贲 例は澤 山あります、 或 ひ は 私自身 も此恩 惠に與 かった 者の 一 

人で あるか も 知れません、 基督の 一 i 昔は恰 かも 消 石 散が 體內の 病 塊 を 解 去る やうに、 除かん と 欲して 

除く 能 は ざり し 不平の 凝 岡 をぎ 時の まに か 解 去ります、 または 曠野の メー に 於て 水 苦く して 飲む こと 

を 得 ざり し 時に モ— ゼが 神に 示されし 一 本の 木 を 其 中に 投じて 之 を 甘く したやう に (出 埃 及 記 十五 章 

はんこく  ん じふ 

廿三 節以ド )、 * 督の愛 を 以てして 數 滴なら ぬ 萬 斛の膽 汁な りと 雖も、 忽ちに して 之 を 甘露 水と 化す 

る ことが 屮： 來 ます、 基督に 由て 癒されし 瞽者 も ありま すれば 跛 者 もあります るが、 然 かし 近世に 至て 

彼の 奇跡的 治癒に 與 りし 不平 病忠 者は數 限りない 程で あると 思 ひます。 

〇 さう して 日本人 總體 が遺傳 性の 不平 病忠 者で は あるまい 乎と 思 ひます、 國は 小さし、 氣候は 蒸 暑し、 

之に 加 へ て 支那 風の 壓制的 道德を 採用した ことであります から、 其 結 架と して 不平 病 は 日本人の 屮に 

昂進せ ざらん と 欲する も 得す、 國民 全體が 終に 腹 立蟲の やうに なりて、 僅かの ことに 悲憤慷慨し、 上 

を 恨み" 下を责 め、 政府 を 怒り、 社 會を愤 るに 至った のであります まい 乎、 何れに しろ 日本人 程 感謝、 


感 s:- 、滿 足、 歡 一ぶ t の 念に 缺 乏して 居る 國民は 多く は あるまい と 思 ひます、 不平 は 確かに 日本人の 國 

的病疾 であると 思 ひます、 殊に 近来に 至て、 西洋の 社會 制度の 輸入され てより  一？ ぎ を 增し來 つ 

たで は あるまい 乎と 思 ひます。 

〇 我等 は 望んで 國の 面積 を擴 める こと は 出来ません、 叉 好んで 氣 候を變 li する こと は屮： 来ません、 或 

ひ は 不平 病の 確かに 一大 原因なる 米食 を廢 して、 直に 胃弱 症 を 絶つ こと は 出来ません、 然しながら 支 

那 風の 道 德は 今日 直に 之 を廢棄 する ことが 出来ます、 悲的 天然 觀は に 之 を 去って 之に 代 ふるに 詩人 

オル ヅォス が 持った やうな 喜： S.fK 然觀を 以てする ことが 出来ます、 又宗敎 にも 暗い ものと 明るい 者と 

があります、 薄暗い 寺院の 宗 敎と靑 天に 惰を脫 して 祌を拜 する 天然の 宗敎 とがあります、 爾 うして 我 

等 は 今日より 線ォは 臭い 古い 暗い 宗敎 を廢 めて、 野 花の香 淸，々 たる 新ら しい f るい 宗敎を 信じなければ 

なりません。 

〇 人は盜 むこと、 姦淫す る こと、 殺す こと 等の 罪 惡を唱 へます、 是れ 勿論 罪惡 たるに 相違ありません、 

然しな がら 彼等 は 怒る こと、 憤る こと、 理由な くして 悲 むこと 等の 同じく 罪惡 である こと を 知り ませ 

ん、 我等 は劍を 以ての み 能く 人 を 殺す を 得べ しと 思 ふて はなり ません、 幾 萬の 妻、 幾 萬の 子 は 思慮な 

き 夫 や 父の 憤怒の ために 其 生命 を 縮めつつ あります、 一 人の常に_;|„<.^^ーを懷くが故に、 一家 i つて 、慰，?' 

として 常に 樂 まざる 家庭 は澤 山あります、 憤怒 は 確に 大 なる 罪惡 であります、 亦 y& の t&? 

あります、 之に 反して 歡 喜は大 なる 義務であります、 常に 喜ばざる 者 は 自己 を 造りし 祌を、 し、 自 

己と 偕た る 人 を 虐待 酷遇す る 者であります。 

〇 美術と は 鎗畫、 音樂、 彫刻 等に 限りません、 人生 又、 美術の 一 つであります、 然 かり、 々生 は 最も 
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大 なる 美術であります、 美術の 目的 は 自他 を 喜ばす にあります、 人 を 喜ばして 己れ も 喜ぶ のが， 美術 

の 特性であります、 爾 うして 我等 は 我等の 生涯 をして 最大 美術と なすこと が 出来ます、 卽ち 常に 微笑 

を 含み、 常に 滿足を 表 はし、 詩人が 曾て 歌 ひしゃうな 美術的 生： 涯を 送る ことが 出来ます。 

我 も かの 純潔の 域に 達し、 

憂に 沈む 者の 力の！^ となり、 

熱き 情を傳 へ、 淸き愛 を 授け、 

惡意を 交へ ざる 微笑 を^ かせ、 

至る所に 温良の 香 を 放ち、  . 

放って 益々 心に 芳し からん こと を、 

斯くて 世に 喜 び の 音 を 奏す る 、 

天上の 樂に我 も 和 せんこと を。 

Q 愛吟』 七十 五 頁— 本 全集 第 十二 卷八ニ 〇 页 ー を 見よ) 

音を發 せざる も 調和 を發 し、 色を呈 はさざる も 愛を呈 はし、 我等の 一 擧ー動 をして ラフ ハ H ルの 畫、 

ミケル . アン ゼロ ー の 彫刻に も 優る 大 美術と なすこと が 出来ます。 

〇 人に 备々 其 野 心が あります、 大政 治 家と なる の 野心、 大文學 者と なる の 野心、 大 美術家と なる の 

野心が あります、 然 かし 何故に 歡ば しき 人と なる の 野心が ありません 乎、 何故に 獨り自 から 樂み、 到 

る處に 人を樂 まさん とする 人生の 大技 術に 熟達 せんとす るの 野心が 起り ません 乎、 是れ は才氣 充ち滿 

ちた る靑 年男 女が 全力 を 注いで 獲得す る價 値の ある 藝術 ではありません 乎、 倫理 學は薪 美學の 一章で 


ありまして、 其 最上 位に 位 ひする 者であります、 倫理 學は活 きたる 「マドナ」、 活 きたる 「モ ー ゼ」 

を iS き 叉 刻まん ための 學 科であります、 是に優 さりて 面白き、 是に 優りて 眞 面目なる、 亦 是に優 さり 

て、 有益なる 學 科はありません。 

〇 雨 は 降り 鑌 きます、 爾 うして 雨中に 靳 かる こと を談 じます るの は 何にも 困難ではありません、 只、 

思 ひ やられる の は 農夫であります、 麥 の牧穫 如何であります、 半年の 勞勸の 半分が 無益に 歸 するとの 

ことであります、 我等 は 彼等 可憐の 農夫の ために 何を爲 しませう か、 農業 改良 論を唱 へませ う 乎、 舆 

論に 反對 しても 非戰 論を唱 へませ う 乎、 或 ひは國 人の 忌諱に 觸れて も キリ ストの 福音 を傳 へませ う 乎 

, 、わん； t き 

鳴 呼、 爲 すべき こと は澤 山あります、 只、 此時 を小說 の樂讀 のために 消費して はなり ません、 觀.^ の 

遊惰に 過ごして はなり ません、 雨 晴れて 後の 窮民 救濟 のた めの 準備に 此霖 雨の 時 を 用 ひたければ なり 

ません、 サョ ナラ。 (七月) 

の 至 來 

三 大事 業の 設計 

秋は來 ました、 心地好き 樂 しき 秋は來 ました、 秋 は 事業の 年度の 替 目であります、 私供 は 秋に 於て 

一年の 事業の 計畫を 立つ るので あります、 此 一年間に 何を爲 さう 乎、 是れ 今日 私共が 己に 問 ふて 己に 

答 ふ ベ き 問題 で あ り ます。 

0CC0OO0COO00OC-0OCOOOOOOW もつ 00  ,1  .  r  - - , 

私は此 一 年間 更らに 進んで 私の 新 信仰 を唱 へやう と 欲 ひます、 新 信仰と 云 ひて 何にも 在來の 基督 敎 
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を棄て 何に か 別に 新ら しい 主義 信仰 を唱 へやう と 云 ふので はありません、 私が 今より 更 らに唱 へんと 

す る 基督 敎 は 矢張り 古い 奮い 基督 敎 であります、 然しながら 基督 敎 の 基督 敎た る 所以 は 其 永久に 新ら 

しい ことであります、 私の 今年の 基督 敎は 昨年の それよりも 新ら しく あると 思 ひます、 基 将敎は 生命 

であり ますから 新鮮で なければ 死んだ ものであります、 固定せ,^ 基督 敎は 基督 敎 ではありません、 爾 

うして 有難い ことに は 私に もまた 今年に なりまして から、 此 秋に 入りまして から、 古い 舊ぃ基 瞀敎が 

また 新ら しくな つて 示された と 思 ひます、 私 は 新たなる 熱心 を 以て また 其 研究に 入る ことが 出来ます. 

私 は 今より 二十 九 年 前に 始めて それに 接した 時と 同じ 感覺を 以て、 然 かり、 之に 優 さる 數曆 倍の 輿 味 

を 以て 聖書 を 手に する ことが 出来ます、 始めて 石 狩 河の 邊の處 女 林に 入った 時の やうな 心地に て、 其 

預ー 一一 一口 謦、 其 福 昔 書、 其 使徒 行傳 等の 研究に 入る ことが 屮 I 來 ます * 其 事 それ 自身が 聖書が 哲學ゃ 歷史の 

書で ない ことの 最も 好い f ほ據 であると 思 ひます、 祌の 一一 一一 口で あり、 其 中に 深い 人生の 原理が 示して あり 

ますから、 斯 くもぎ 時まで も 面. G いので あると 思 ひます、 聖書 を文學 的ゃ歷 史的に 研究して 其 興味 は 

直に 盡 きて 了い ますが、 然し 之 を心靈 的に、 卽 ちめ ゃ靈 的に 研究して、 其 意味 は 深長に して、 永久に 盡 

きません、 雨う して 私 は 秋風 到り、 燈火 親むべき 時に 際しまして、 又此樂 しき 研究 を績け やうと 思 ひ 

ます、 勿論 私は總 ての 方面より 聖書 を 研究し ます、 歷 史的 方面より、 考古學 的 方面より、 文法的 方面 

より、 科學的 方面より、 孰れの 方面よりも 此硏究 を 綾け ます、 然しながら 之 を 導く に 神様 御自身の 聖 

靈の光 を 以てしませんならば、 それ は 唯 道 樂の學 問と なりて 終ります、 活 きたる 靈に 導かれて のみ、 

古い 聖書 は活 きたる 書と なります、 爾 うして 此活 きたる 書 を學ん で、 其 研究の 結 raK を獨り 己に 藏 つて 

置く こと は 出来ません、 活 きたる 書の 研究 は 吾人 を活 きたる 人の 問に 逐 ひやり ます、 書齋の 研究 は ESj 


胞 間の 傳 道と ならす して は 止みません、 神の 靈に？ Jl^ かれて 爲す 聖書の 研究 は 決して 人 を 「本 蝕 ひ蝨」 

とは爲 しません、 研究生 は遲 かれ 早 かれ 傳道師 となりて 顯 はれます、 是れ此 研究の 固有 性の 一 ッ であ 

oooooooooooooooooooooooooooo 

私 は 叉 今より 平和主義の 研究 並に 其 唱道 を 緩け やうと 思 ひます。 私 は 今まで 色々 の 慈善事業 を 研究 

し、 又 之に 手 を 3,1 して 見ました が、 然か し戰爭 廢止を 目的と する 平和主義に 優 さりて 善 ft つ 犬なる 慈 

善事 業 を思附 くこと は 出来ません、 是に 絞べ て 見 ますれば、 孤 兒救濟 事業 も、 惡 少年 感化 事業 も、 動 

物 虐待 防止 事業 も、 其 他 有りと 凡ゆる 慈善事業 は 至て 小なる 事業で あると 思 ひます、 戰爭廢 止 を 一年 

000  0  000000000000000-.-0000000000 

早くす る こと は 孤 兒萬人 を 救 ふに 優 さる 慈善事業 であると 思 ひます、 社 會は其 根柢より 今日の 所謂る 

固 際 的戰爭 なる 者に 由て 其 安寧秩序 を破壞 されつ k あり ます、 凡ての 惡 事の 母 は 金錢を 愛する ことで 

あると 云 ふより は (提摩 多 前書 六窣十 節參考 )、 今日の 所では 戰爭 であると 言 はなければ なりません、 

禁酒 を說 きな が ら戰 爭を贊 成す るな ど k は 笑止 干 萬であります、 戰-爭 の 害に 較べて 見て 酒 や 煙草の 害 

など は 語る に 足りません、 動物 を 虐待して はならない と 言 ひながら 人と 馬と を 同穴に 雜 むる 戰 爭を贊 

成す ると は 何の 事 やら 少しも 分かりません、 人類の 罪 惡が其 極 頂に 達した る ものが 戰爭 であります、 

戰举 が此 世から 絶 たれる まで は此 せに 文明が 臨んだ と は 一一 一一 1: はれません、 一 日に 三 萬と か 五 萬と か 云 ふ 

人が 何の 天災に 根った ので もな くして ぎの 如くに 死ぬ るの を 見て、 之れ でも 文明が あると 云 ふなら ば、 

文明と 野蠻 との 間に 何の 差^も ありません、 幸福の 增 進が 文明の 目的で あると ならば、 何故に 人類 は 

全力 を W ふて、 幸福の 此 大破 壌なる 戰爭を 取 除 やうと 致しません 乎、 私 は戰爭 を贊 成す る 基督 敎の俾 

道なる もの k 何んで ある 乎 少しも 分かりません、 私 は廢娼 禁酒に 熱心 にして 戰爭廢 止 を 冷笑す る 多く 
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の 基督 信者の 心事に 就て 深き 疑念 を 懐かざる を 得ません、 兩眼を 打 貫かれて 盲目と なり、 それが ため 

に 失 §1^1 して 自殺 を 企てた 人の あるの を 聞きながら、 戰爭 のこと と 一一 一 II へば 大 熱心と なりて、 口から 泡 を 

噴いて 陸海 軍 萬 歳を唱 へる 基督 信者の あるの を 見て、 基督 敎會の 堕落 も玆に 至った かと 思 ひ、 密かに 

暗淚に 咽び ます、 或 人が 預言者 マホメットに、 世に 最も 賤 むべき 者 は 何で ある 乎と 問 ひましたら、 墮 

9 攀 9 誊， 攀 9 窜 

せる 信者で あると 答へ たさう であります、 若し 同じ 問 ひ を 私に 掛ける 者が ありましたならば、 私 は 

戰 (学贊 成 の 基督 信者 であると 答へ やうと 思 ひます、 雨う して 奇態な 事に は 孰れの 國に 於て も戰爭 賞 讚 

者の 多く は 基督 敎の 敎師 であるとの ことであります、 今や 無神論者、 社會 主義者、 さて は 商人、 製造 

(糸 等が 鑌々 として 非戰 主義者の 列に 加 はりつ X ある 時に 際して、 平和の 君なる ィ H ス キリストの 福 昔 

を傳 へる と稱 する 某 督敎の 監督、 宣 敎師、 牧師 輩が 世の 普通の 愛 園 者の 聲に聽 いて 戰 (サを 賞 讚す ると 

は赏に 驚き 人った 次第ではありません 乎、 戰 (命の ことに 關 して は 何にも 特^に 基督 敎の 聖書に 訴 ふる 

の 必要はありません、 普通の 人道に 訴 へて 見ても 其 極悪の 業なる こと は 能く 分かります、 英國の 名士 

モノ キュア. コンゥ H ィ なる 人は 基督 敎會 が戰 (辛 を贊 成す るの を 見て、 終に 基督 敎の 信仰 を棄 て、 今 

は 無祌 折：： 學者 とな つた 人であります が、 彼 は 近頃 彼の 自敍傳 を 著 はして 其 終りに 斯う 云 ふた さう であ 

り ま lYU^ 

平和 を 祈る と 一一 一一 II ふか、 然 かり 余の 讀 者よ、 平和 を 祈れよ …… 單に 「今日 平和 を 下し 給へ」 と 祈る 

勿れ、 平和の 事業 を贊 けて 自身 其 祈 禱に應 へんと せよ、 斯く なさば 汝の祈 禱は聽 かれす して 世 は 

尙ほ爭 鬪を概 くると 雖 ども、 少く とも 汝 自身の 心に は 平和 あるべ し。 

私は此 無神^ 學 者の 方が 今日の 敎會 信者の 多數 よりも 優 かに キリ ストの 聖 33 に 合 ふた 人で あると 思 ひ 


ます、 私 は キリスト のために は 勿論、 人道の ために、 殊に 無辜の-化 ハ士 のために、 殊に "史ら にず なき 彼 

等の 9^ 族の ために、 私の 微力 を 戰爭廢 止の ために 捧げた く 欲 ひます、 私 は 今 は 慈善事業 は 何 一 つ を も 

爲し 得ません、 然しながら 私が 非戰 論を唱 へた 結 * として 戰 (ザが 一 分 時 問 早く 此 世から 絶 たれます る 

ならば、 私 は 主の 最終の 裁判の 前に 5: て、 f き 主より 「あ 善 且つ 忠なる 僕よ、 汝、 我が 此 兄弟の 最 

と微 さき 者に 行へ る は卽ち 我に 行 ひしな り」 との 御言 葉 を 頂戴す る ことが 屮：； 來 ませう 乎と a ひます。 

00  OOOOOO0OO00OOOOOOOOOOOOOOOO 

私 は 今年の 秋より 私の 年来の 友人の 團 合に 從 事し やうと 欲 ひます、 斯く言 ひます るの は 勿論、 彼等 

を 率 ひて 大に 天下に 雄飛し やうと 首 ふので はありません、 私が 一、 斯 かる 野心 を 懐いて： ると 致し 

ましても 私の 友人 は 私に 斯 かる 事 を 免し ません、 私 は 又 新 敎會を 設けて 大に敎 勢 を 張 ふと 言 ふので も 

ありません、 私 は 今日までの 人類の 經驗に 鑑みまして 敎會 設立の 大危險 を 認めます、 私 は 新たに 信者 

を 得ん と は 致しません、 私 は 神が 今日まで 此憐 むべき 私 を 使 ひ 給 ひて 彼に 召し 給 ひし 信者 を 以て 充分 

に滿 足す る 者であります、 私 は 尙ほ此 上に 信者 も 友人 も 欲しく はありません、 私 は 今日まで 祌が 私に 

賜 はりました 友人 を 以て 充分な りと 感 する 者であります、 故に 私 は 今より 年来の 友人の 團合を 計りた 

く 欲 ひます， 卽ち 本誌の 前號 (『新 希 六十 六號 J に揭げ ました 米國の 名士 ト マ ス • デビ ッドソ ン氏 

の，： 誡の 一條に 從 ひまして 彼の 所謂る、 「高潔 人士の 新 共和 國」 なる もの を 造りた く 欲 ひます、 彼の 

訓誡の 第 九條に 

现想的 友誼 を 修めよ、 娥ぇ渴 く 如く 眞理を 慕 ふ汝の 知人 は 之 を 一 團 となして 汝の周 園に 集めよ、 

記憶せ よ、 天國 とて 高潔 人士の 親交 以外の ものに あらざる こと を。 

と ありました、 私は此 訓誡に 從 ひまして、 今年の 秋より 私の 友人と 共に 此 「地上の 天國」 を 作ら ふと 
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欲 ひます、 其、 如何なる 形 を 以て 顯 はれます か は、 巳に 三 の 友人と も 相談して 置きました から 本誌 

の次の號に於ては讀^1^諸1|«に之を報吿することが出來ゃぅと忍ひます。 

i\S 書の 新 研究、 平和主義の 唱道、 友人の 團合、 是れでん「年の_5^^業は充分でぁると思ひます、 私は滿 

腔の 感謝 を 以て また 此淸 涼の 秋を迎 ふる 者であります。 e 九月〕 

余の 今日の 祈願 

あな. U おんめ t、 み  ..^-r 

祌様、 私 は 今 は責 様の 御 祝福に 由り まして：^ にも 他に 欲しくありません、 金 も 欲しくありません、 

名譽も 欲しくありません、 人望 も 欲しくありません、 學問も 技藝も 才能 も 欲しくありません、 私 は 人 マ 

唯贵樣 の聖靈 が 欲しく あります、 之 を 得て 責 神の 深き 情が 解かり、 人生の 意味が 解かり、 死が 懼 くな 

くな り、 來 f が 明 ，：n になり、 善が 自然と 私の 心より 湧出で、 美が 自然と 私の 身より 輝く やうに なりた 

くあります、 私の 欲しい 者 は 唯是れ ばかりであります、 卽ち貴 神の 聖靈 であります、 是れ さへ 賜 はれ 

ば；^ は滿 足します、 然 かし 是 がなければ 私 は 最も 憐れなる 者であります、 私 は 貴 神に 祈ります、 汝の 

聖き靈 を 我よ リ取リ 給 ふ 勿れと (詩篇 五十 一 篇十 一 節)、 私 は キリストの 貴き 御 約束に 頼ります、 天 

に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈 を予へ ざらん 乎と (路加 俾十 一章 十三 節)、 貴 神は此 恩賜 を 私供に 

約 鬼し 給 ひました、 故に 私 は 之 を 貴 神より 得すして は 止みません、 私 は 之 を 得ん ために 祈禱を 以て 贵 

神の 寶 座に 迫らん と 思 ひます、 私は勵 みて 天國を 取らん と 欲 ひます (馬 太傳十 一 章 十一 一節)、 是れが 


私の 祈禱の 目的物であります、 祌の it 靈、 祌ょ、 私に 之 を 賜へ、 私の 愛する 者に 之を赐 へ、 私の 友人 

に 之 を 賜へ、 私供に 他の物 を 賜 はすと も此物 を與へ 給へ、 人が 先づ 第一 に 求むべき もの は是れ であり 

ます、 是を 得ん がた めに は 何物 を 犧牲に 供しても 惜 くはありません、 天 國とは 何んでも ありません、 

是れ であります、 天國は 畑に 藏れ たる 寶の 如し、 人、 看 出さば 之を祕 し、 喜び 歸リ、 其 所有 を 盡く賣 

りて その 畑 を 買 ふなり と (馬 太傳 十三 章 HI 十四 節)、 私に は 今 は此聖 語の意味が 能く 解ります、 私 は 

藏れ たる 贊を 確かに 看 出した と 思 ひます、 然 かしま だ 全く 之 を 私の 所窄 とする ことが 出来ません、 私 

は 一度 か 二度、 叉 は 數囘之 を 見た 計りであります、 然 かしま だ 悲しい ことに は是れ はま だ 私の 永久の 

所有と して はかりません、 故に 神様、 私 は 私の 所有 を 壶く賫 りても 此寶の 藏れて ある 畑 を 買 ふ 積り で 

あります、 願く は此祈 禱を充 たしめ 給 ひて、 私 をして 此寶を 懐いて 永久に 歡 ぶこと を 得しめ 給へ、 ァ 

I メン。 (九月) 

力と 眞理 

基督 敎は 眞理 であって 力で ある、 力 ある 眞理 である、 眞の 力で ある、 力の ない 眞理 ではない、 眞で 

ない 力で はない。 

兵力 は 力で ある、 然 かし 眞のカ ではない、 哲學 は眞理 である、 然 かし 靈魂を 活かす 眞理 ではない、 

基督 敎は 兵力 や 金力の やうな 力で はない と 同時に、 また 數學ゃ w:: 學の やうな 眞现 ではない。 

某 督敎は 神の 力で ある、 すべて 信ずる 者 を 救 はんとの 神の 大能 である、 故に 基督教 は 力 ある 眞理で 
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あると 云 ふ は 其 眞理其 物に 力が 存 して 居る と 云 ふので はない、 是れは 其 露 理に 神の 力が 伴 ふとい ふこ 

とで ある、 「祌は 愛な り」 と 云 ふ 眞理其 物が 力 あると 云 ふので はない、 是れに 似た る 眞理は 基督 敎以 

外の 宗敎 にも ある、 然しながら 此眞理 が 神が 特^に 遺 はし 給 ひし 使者に 由て 唱 へらる i 時に、 是に非 

常の 力が 添 ふので ある、 力 は眞现 以上に 在る ので ある、 爾 うして 力が 眞理に 添 ふ 時に、 それが 祌の言 

となりて 死せ る靈 魂を活 きかへ らしむ るので ある。 

故に i^: 督敎 をた 學ん だと て 、 それ で 其敎现 より 力 を 得る こと は 屮：： 來な い , 祈：： 學 的に い くら 深く 研 

究 しても、 基督 敎は 佛敎 ：|1 敎 等と 多く 異なる 所 はない、 基督 敎 をして 其 大效を 奏せし めんと 欲せば 是 

を 共 創設者なる 神に 由て 學ば なければ ならない、 卽ち 基督 敎の 露理 と共に 祌の 聖靈を 仰がなければ な 

ら. な い 、 基 替敎を 活かす の も 殺す の も 全く 聖靈 の 力に 依る ので ある。 

他の 宗敎が 一 おの 時期 を經過 すれば 必 す死往 くに 基督 敎 のみが 年毎に 新たなる は 何故なる か、 何故 

に 古き 逢 書 は 歳と 共 に 古びざる 乎、 是れは 基督 敎 の 哲學的 眞理が 完全 無缺 であるか ら である 乎、 爾 う 

と は 思へ ない、 基督 敎の 不朽なる は 神の 不朽なる が 故で ある、 活 きたる 神が 常に 之に 伴 ひ、 其 眞理を 

以て 人の 心に 働ら き 給 ふからで ある- 神な くして 聖書 も 基督 敎も 無能 の ものと なる、 論語 や 孟子と 多 

く 異なる 所の ない 者と なる * 然しながら 神が 在し 給 ふ 問 は …… 雨う して 神が 在し 給 はない 時と て は 未 

來永幼 決してない …… 聖書の 眞理が 其 活力 を 失 ふ 時 はない、 我 倚 は祌を 信じつ 、基督教の 眞现を 究め 

て 其 救^に 與 かるべき である。 (九 ガ) 


眞 正の 宗 敎 

〇 眞正 の 宗敎と は事實 の宗敎 であります、 純 11 呉理 の 宗敎 と稱し て 折：！ 學 者を滿 足させる 宗敎 では ありま 

せん、 赏物實 力の 宗敎 でありまして、 常識の 人を滿 足させる 宗敎 であります、 若し 折 门 學 的に 攻究し な 

ければ 解らない やうな 宗敎 ならば それ は眞 正の 宗敎 ではありません、 折； I 學は 人の 學說 でありまして、 

時と 共に 變遷 する ものであります、 常に 變ら ざる もの は 硬き 確なる 事實 であります、 爾 うして 事實で 

ない 宗敎は 永久 不動の 宗敎 ではありません。 

〇 神が 在る とい ふの は 何にも 哲學 的に 雨う 證 明して いふので はありません、 彼の 在る ことが 赏驗 的に 

明せられ るからで あります、 吾等の 意識の 中心に 於て 何よりも 明. E に 何よりも 確實に 彼は顯 はれ 給 

ふ 力ら であります、 キリストの 祌性 とても 同じ ことであります、 是れは 教義ではありません、 是 もま 

た實 験であります、 議論の 證 明に 由て はなく、 能力の 供給に 由て 彼の 神秘 力が 吾等に 傳 へらる &に 

^ て 解か る こと であります、 其 他 の 宗敎 的事實 も i^z な 1^ じ ¥ で あります。 

〇 斯く云 ひます ると、 或 人 は 言 ひませ う、 誰か 神 を 見た 者が ある 乎と、 私共 は此 問に 對 して 反問 を設 

けて 言 ひます、 誰か 電氣を 見た 者が ある 乎と、 祌を 見た もの もなければ 電 氣を兑 たき もありません、 

^かし 電 i 湫を 感じた 者の 多くあります やうに 祌を 感じた 者 も 多くあります、 雨う して 感じた と は單に 

夢の やうに 感じた と 云 ふので はありません、 感じて 其 資力 を 使用した ことがあ ると 云 ふので あります、 

電 を 以て； ま 燈を點 じて 暗き を 照らした やうに、 神の 光に 照らされて 迷信 を脫 し、 正氣、 常識の 人と 
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なりて、 己の 荏 弱に 勝ち、 世の 罪惡に 勝ち、 下界の 幽暗 を 斥けた ことがある とい ふので あります、 電 

氣に 就て 默 想し、 其 美を赏 讚し、 其 怪力 を 詩歌に 表 はした 所が それまで^あります、 其赏カ を，： ni 覺し、 

之 を 適用して、 人類の 幸福 を 計って 見る まで は 電氣の 何たる 乎 は 解かり ません、 眞 正の 宗敎も 其 通り 

であります、 眞 正の 宗敎は 隱遁者 や 神秘 家の 玩弄物ではありません、 是れ は實行 家の 實 用具で ありま 

す。 

〇 世に 嬉しい 事が あると て 基督 敎が眞 正に 解った 時の 様な 嬉しい ことはありません、 其 時 我等 は 始め 

て 人らしい 人と なる のであります、 我が 此 せに 生れて 來た 理由 も 解かり、 我が 永遠の 往先も 解かり、 

「困難の 哲理」 も 解かり、 無抵抗主義の 理由 も 解かり、 何にも 那 にも 明. m になり て、 我 身 は 夏の 正午 

の 日光 を 浴びながら 獨り 野中に 立つ やうな 心地が する に 至ります、 「人生 は歡 喜で ある」 との 詩人の 

言 は玆に 始め て 事實 となり て 吾人が 實驗す る の で あります、 此歡喜 に 入りて 金 や 財產を 得ん とて 麵齪 

する 人が 甚だ 笑止し くなります、 胸に 勳章を 下げて 威張って 歩く 人が 何んだ か 子供ら しく 見えます、 

折 ：！ 學 者の 言に 左右 せられて、 迷 霧の 中に 彷徨す る 人が 何んだ か氣の 毒に 思 はれます、 基督 敎が 解って 

見ます ると *L 人の 生涯 は 夢の 生涯であります、 物で ない もの を 物と 解し、 地獄に 落 行く の を 天堂に 昇 

行く ので あると 解す る 底の 生涯であります、 曰く 戰爭、 曰く 外交と、 キリストの 心 を 以て 之 を 見ます 

れ ば是れ 小の 小なる 問題であります、 若し 人、 全世界 を 得る とも 其 靈魂を 失 はば 何の 益 あらん 乎 (馬 

太傳 十六 章廿六 節： r 露 西亞の 天子が 其 欲 ふ 通りに： 亞 細亞 大陸の 全部 を 得た 所が 爆裂 彈 一 發で 永遠の 

死に 往 かねば ならない と 思へば、 滿洲 問題の 如き、 彼に 取りて は 極小の 問題でなくて はなり ません、 

取った 所が 僅かに 五 千 一 一 百 廿五萬 平方 哩 に過ぎない 此 地球、 無窮の 宇宙に 永存す る ことの 出 來る權 利 


を 授けられ たる 人は斯 かる 小なる もの k ために 彼の 全心 全力 を 注がん と は 致しません。 

〇 斯くて 我等 は眞 正の 基督 敎を 信じて 眞 正の 基督 信者と ならなくて はなり ません、 敎會 信者 や、 哲學 

的 信者 や、 或 ひ は 聖書 的 信者た る を 以て 滿 足して はなり ません、 事實 上、 神の 子 W となり、 實際 的に 

祌の實 力 を 授かり * 基督 敎を 語る 者で はなく して、 之 を自覺 して 之 を 用 ゆる、 或る 異 能が 我心に 降 

り來 り、 人 も 己も爲 さんと 欲して 爲す能 はざる 根本的 大變 化の 我 全身に 施されし を 感じ、 其 結 si- とし 

てせ に懼 るべき 者と て は 一 つも なくなり、 惡魔も 我聲を 聞いて 戰慄 へる やうな、 爾ぅ いふ 人と ならな 

ければ なりません、 卽ち ョ ブ と共に 神に 對 つて 我れ 汝の事 を 耳に て聞ゐ たりし が 今 は 目 を 以て 汝を見 

たてまつ ると 斷 言し 得る やうな 基督 信者と ならなくて はなり ません (約 百 記 e: 十二- n 单 五節)。 (I 九お) 

愁の 上進 

人の 慾 は 絶つ ことの 出来る もので はない、 愁は 彼の 固有 性であって、 彼の 慾 を 全く 絶つ こと は 彼 を 

殺す ことで ある、 故に 人 を無愁 にす る こと は 不可 事で ある、 無愁 無慾と いふて *1 の 人 は 頻りに 無慾 

の 人を譽 める が然 かし 其 様な 人 は廣き 宇宙に 一 人 も 無い。 

然 かし 慾 はすべ て 同じ もので はない、 高い 愁が あり、 低い 慾が ある、 貴い 慾が あり、 卑しい 慾が あ 

る、 爾 うして せに 謂 ふ 所の 無慾の 人と は 低い、 卑しい 愁の 無い 人 を 謂 ふので ある。 

いろ z\ しゅ- 0,;}  あ. a り ** へ 

愁 にも 種々 種類が ある、 金 錢の愁 が ある、 是れは 最も 普通で 最も 低い 慾で ある、 名 譽の愁 が ある、 

是れは 人に 譽 めら れ たい、 人の 上位に 立って 威張りた いとい ふ愁 であって、 金錢の 慾と 相俟って 常人 
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を 支配す る 慾で ある、 其 上に 學 問の 慾が あり、 美術の 愁が あり、 思想の 慾が あり、 勞 働の 慾が あり、 

慈善の 愁が あり、 終に は 無我 無慾の 愁が あるので ある、 爾 うして 我等の 努 むべき こと は 成るべく 丈け 

高き 愁を 以て 成る ベ く 丈け 低き 愁を 驅逐 る ことで ある、 名譽 の 慾 は 低い 慾で は あるが、 然 かし 金 錢 の 

慾よりも 少し は 上位で ある、 學 問の 愁 とても 餘 りに 譽 めた もので はない が、 然 かし 金 錢名譽 の 愁に絞 

ベて れば稍 ゃ高尙 なる 愁 である、 美術の 慾、 詩歌、 哲學の 慾 は 稍 や 人らしい 慾と 稱 はなければ なら 

ない、 金錢を 目的と せざる 勞 働の 慾、 卽ち勞 働 其 物の ために 勞働を 求む る 心 は 蓋し 美術 文學 以上の 慾 

であると 思 ふ。  . 

然 かし 人類の 懐くべき 慾 は是等 以上の 慾で なければ ならない、 卽ち 自己 を 忘る、 の 慾、 せに 所謂る 

慾 念 を 全く 絶たん とする の愁 でなくて はならない、 慈善の 慾、 愛 國の愁 の 如き は此 種の 慾の 中で 最も 

^通なる ものである、 雨う して 下等なる 利愁の 熾なる 斯 のせに 在て 慈善、 愛 國の贵 いこと は 一一 一 ほぶまで 

もない、 然 かしながら 慾に は 限りの 無い ものである、 慾の 量に 限りの 無い やうに 慾の 質に も 限りが な 

い、 世に は 慈善、 愛國 よりも 更らに 高い、 更 らに聖 い、 更らに 貴い 慾が ある、 それ は祌 を視ん とする 

慾で ある、 其 子供と ならん とする 慾で ある、 祌の懷 に 人り、 其 愛の 奥義 を 知り、 之に 職 まされて 博く 

深く 同胞 を 愛せん とする 慾で ある、 是れが 慾の 絕頂 である、 慾の 昇華せ しもの、 慾と 稱 すべから ざる 

慾、 慾に 逆ら ひ、 之 を 全滅 せんとす る 慾で ある。 

購 うして キリスト は斯 かる 慾に 我等 を 招き 給 ふので ある、 彼 は 我等に 論して 曰 ひ 給 ふ r 汝等小 慾の 

しみ  ？び  ねす び i う 

者よ、 蠢 くい 銹 くさり、 盜 穿ちて 竊む 所の 地に 財を蓄 へて 何を爲 さんと する か、 又 人の 名 * を 己に 

博して 何の 益す る 所 ある 乎、 祌が汝 等 を 造り 給 ひし は斯 かる 小愁の 者たら しめんと に は あら ざり し、 


汝等 は實に 神の 子た るの 特權 に與 かり 得る 者な り、 神 を 以て 汝 等の 所有と 爲し 得る 者な り、 汝等 若し 

全世界 を 得る とも 之 を祌の 無^に 較 ぶれば 之 とてもい と 小なる ものな り、 神 は 無限の 祌を以 てす るに 

あら ざれば 滿足 する 能 はざる 者と して 汝等を 造り 給へ り、 故に 祌の其 目的に 適 ひて 無限の 慾を懍 いて 

其 子と なれよ、 而 して 神 は 我 を 遣 はして 此 懲を充 たしむ るの 途を汝 等の ために 供へ 給へ り」 と。 

神の 己 を 愛する 者の 爲に備 へ 給 ひし もの は 目 未だ 見ず、 耳 未だ 聞かず、 人の 心 未だ 念 はざる なり (； 5^ 

前 一 一 〇 九)、 世の 富者の 心に 其 貧者 は 人る ことが 屮 I 來 ないやう に、 神の 子供の 富と 榮と にせの 富者 も 

權者も 入る こと は屮 I 來 ない、 神の 靈が 心に 降りし 時の 平和、 天 開けて 神の 使 等が 昇降す るを兑 る^の 

歡び、 萬 物 悉く 新たに なり、 山に も 川に も 木に も 草に も 神の愛が 滿ち充 ちて 叢に 囀づる 小鳥の 聲 まで 

が 天人の 音樂の やうに 閒 える 時の 樂み …… 人 は M 人で も 斯の榮 光、 斯の 快樂を 我が 所有と 爲 さんと す 

るの 聖 慾を懷 くべき である。 r 九 =o 

イエ スの 友人 

イエスに 多くの 友人 ありたり、 今、 其 校範的 人物 を揭 ぐれば 大略 左の 如し。 

一 は稅^ の 長なる ザァ カイな り、 イエ ス 彼の 家に 入りて 食し ければ 衆人 之 を 見て 眩き 曰 ひける は 彼 

は往 きて 罪 ある 人の 客と なれ リと (路加^^十九.^;_- 一 —十 節)。 

»»»»»»»»»»  はこ に： -ス〕 も ふら づ さへ.. r ニレ 

二 はマグ ダラの マリヤな り、 悔 改めし 娼： W なりと 傅 へらる、 孅 石の 盒に香 膏 を携來 り、 イエスのお 

に 之を抹 り、 彼女の 首の 髮を もて 之 を 拭 ひし 者 は此婦 ならん と 解 せらる (路加 傳七章 三十 六 節 以下)。 
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三 は 力 ナンの 婦 なり、 卽ち 異敎の 婦人な り、 今の 宣教師が 賤視 して 止まざる 所謂る Heathen 

むすめ 

woman なり、 而 かも ィ H スは 彼女の 女に して 惡 鬼に 憑れ たる 者 を 癒し 給へ り (馬可傳七^1=十卄§:—三 

十 U 

四に は 百 夫の 長 某な り、 彼 は羅馬 人に して 猶太 神 敎には 何の 關係を も 有た ざり しも、 イエス は 喜ん 

で、 其 僕の 病 を 癒し、 且つ 甚く 其 信仰 を 賞め 給へ り (馬 太 傳八章 五— 十三 節)。 

五に は 十字架 上の 盗賊の 一 人な り、 ィ H ス其悔 改の言 を 聞いて 今日 汝は 我と 偕に 樂 園に 在るべし と 

言 ひ 給へ り (路加 傳廿三 章 三十 九— 四十 三 節)。 

他に ィ ェ ス の 益友と も稱 すべき 者と して はべ クー ーャの マルタ、 マリヤ、 ラザロの 一 家族 ありたり 

(約 翰傳 十一 章)、 アリマ タヤの 富める 人なる ヨセフ ありたり (馬 太傳廿 七^ 五十 七 節)、 パリ サイ 

の 一一 コ デモの 如く 公然と は 彼 を 師とは 仰が ざり しも 隠然と 彼 を 慕 ひし 者 ありあり (約 翰 傅 三 章)。 

然れ ども 是等は 寧ろ 例外と して 見る ベ きなり。 

依て 知る ィ H スの 友人 は 主として 俗吏、 異邦人、 罪人の 類な りし を、 彼 は 高官、 貴族、 殊に 當 時の 

宗敎 の 中に 一人の 親友 を 有た ざり し を 見る、 我等 今日の 彼の 弟子た る 者 は、 我等の 友人 を擇 まんと 

する に 際して 犬に 彼に 學ぶ 所な くして 可な らん や。 (九月) 

秋冷 維 話 

墓 督敎と は何ぞ 


基督 敎とは 斯う 云 ふ 事で ある、 卽ち 信仰に 由て キリストの 義 を我義 となし、 キリストの 功績 を 我 功 

綾と なし、 爾 うして キリストが 父より 受けし 恩 惠を我 身に 受ける ことで ある、 キリスト、 キリスト、 

キリスト、 彼 は 基督 信者の 心靈的 宇宙で ある、 我等 は 彼に 賴 りて 生き、 叉 動き、 又 在る こと を 得る 者 

である (行傳 十七 章 一 一十 八 節)、 彼 を 離れて 我等 は 何事 を も爲し 得ない、 我等 は 彼の 一 部分であって、 

叉 或 意味に 於て は 彼 自身で ある。 

墓督 信者の 忍耐 

つ  がまん 

忍耐と 云へば 普通、 辛ら い 事と 思 はれて 居る、 我慢す る こと &思 はれて 居る、 然し 基督 信者の 忍耐 

と は 雨ん な もので はない、 基督 信者の 忍耐と は 優に 耐える と 云 ふこと である、 卽ち祌 に 依て、 希 を 

以て、 歡 びつ.^、 何の 苦 をも感 する ことなく 耐 ゆると 云 ふこと である、 大船が 波濤に 耐 ゆる やうに、 

大厦が 地震に 耐 ゆる やうに、 一種の 快味 を以 つてせ の 苦痛に 耐 ゆると いふ ことで ある、 是を 忍耐と 云 

ふ の は耐ゅ る と 云 ふ 意味から 爾ぅ云 ふので ある、 忍ぶ と 云 ふ 意味から 云 ふので はない、 若し 基督 信者 

の 忍耐 を 意義な りに 表 はさう とするならば 之 を 歡耐と 云 ふの が適當 であると 思 ふ、 彼の 份 仰の 充實す 

が まん しん： a.r- 

る 時には 我慢、 辛抱の 意味に 於ての 忍耐 は 彼に は 無い 害で ある。 

善 惑の 差別 

善事と は祌を 信す る 事で ある、 惡 事と は 神より 離れて 人と 自己と に賴る ことで ある、 其 他に 善蔡も 

なければ 惡事 もな い 、 病氣必 しも 惡事 ではない、 若し 我等 を 善な る 神に 導くならば 病 氣も亦 善事 で あ 

明治 三十 八 年  ニー  E 


る、 健康 必 しも 善事で はない、 若し 健康が 人 をして 自己に 頓 らしめ、 自己 を 以て 慧 しと 思 はしむ るに 

至るならば、 健康 は 却て 惡事 である、 貧困 も 同じ ことで ある、 其の 反對の 富貴 も 同じ ことで ある、 キ 

リスト 曰 ひ 給 はく、 汝 何故に 善に 就て 我に 問 ふや、 一 つの 外に 善 あるな し、 卽ち 神な りと、 善と は 神 

を 離れて 實體 的に ある もので はない、 祌と祌 に 向 ふこと、 是が 善で ある、 神より 遠 かり、 神に 逆 ふこ 

と、 是 れが惡 である、 善惡の 差^ は是れ 丈け である、 然し 是れ 生死の 差^で ある。 

天才と 聖 靈 

基督 信者 は 所謂る 天才 を 以て 働ら かない、 彼 は 聖靈の 默示を 以て 働ら く、 せの の 何たる 乎 を 知 

ら ない 者 は聖靈 の勸ら きを 評する に 他に 言葉がない ものであるから、 4j む を 得す 之 を 天才と 稱ふ、 然 

かし 我等 少しな りと. M 靈の 導く 所と なりし 者 は 天才と 聖靈 との 區^ を 能く 知って 居る、 天才 は 地の 光 

である、 聖靈は 天の 光で ある、 天才 は 我が 裡に 在る、 聖靈は 上より 來る、 天才 は 祈 求めざる に i_ は々 と 

して 我衷 より 湧 3,1 る、 聖靈は 祈 禱と斷 食と に 依る にあら ざれば 之を受 くる ことが 出來 ない、 大才は 時 

に は粗雜 である. 亂暴 である、 汚穢く ある、 聖靈は に 完全で、 恆に 正しく、  に 聚 潔で ある、 天才 

の 多く は 憤怒の 聲 である、 聖靈は 愛の 示顯 である、 天才と 聖靈と は 全く^ 物で ある。 

基督 信者の 正義 

^靈の 何たる 乎 を 知らない せの 人 は 又 基督 信者の 義の 何たる 乎 を 知らない、 彼等 は 忠孝 仁義の 他に 

神の 義 なる もの、 ある こと を 知らない、 彼等 はト字 架の 贖 ひの 何たる 乎 を 知らない、 其 人生に 何の 必 


が ある 乎 を. w ら ない、 彼等 は 神に 義 とせら る、 事と は 何ん な 事で ある 乎 を 知らない、 故に 彼等の 肌 

に 映す る 善良の 基督 信者と は 必す大 偽善者で ある、 自己の 罪 を 認めながら 神の 正義 を 以て 我が 正義と 

做す 某-^ 信！^ の 如 き は 彼等の 道 德的觀 念を以 てして は 到底 說明 する ことの 出來な い 者で ある、 基督 信 

者 は 彼等に 取りて は 怪物で ある、 雨ぅして此！^物を！^するに他に雷葉がなぃから、 彼等 は 彼 を 偽善者 

なりと 稱 して 彼に 關 する 彼等の 不可思議 念 を 表明す る、 某督敎の神の；^たる乎を知らなぃ者は基督：^^ 

者の M たる 乎 を 知らない、 我等 は 彼等に 了解され 得べき 者で はない、 彼等 若し 我等の 何たる 乎 を 知ら 

んと 欲せば 我等の 父なる 神の 何たる 乎 を 知らなければ ならない、 キリ ス ト其 弟子に 告げて 曰 ひ 給 はく. 

彼等 (世人) が此 等の 事 (是 等の 鹿ら しき 批； t、 是 等の 意味な き 惡戲、 迫害) を汝 等に 爲すは 父と 

我と を識ら ざるが 故な りと (約 翰 何 ザ 十六 草 三 節)、 キリストと 孔子との 絕對的 15!: 別 を 知らない おは 基 

の 正義の 何た る 乎 を 知る こ と は 出来ない。 

祌 の 蘀 

,o が，、 て.？ おんき や.，， -  so 

神の 聲 たる ものが ある、 是れは 天の 高き より 響き 涉る现 學的昔 響で はない、 綢を 裂く が 如き 杜？ S 一 

讓の 類で はない、 去りと て 又 所謂る 詩人の 夢想で はない、 祌の聲 は 叉 輿論で はない、 舆論は 衆人の 聲 

であって、 多くの場合に 於て は 衆愚の 聲 である、 神の 變は又 境遇で はない、 情實 ではない、 神の. 痤は 

霸々 境遇に 逆ら ひ、 情實を 破って 來る 者で ある、 神の 聲は卽 ち 祌の聲 である、 祌 より 直に 來る聲 であ 

る、 靈 なる 祌の聲 であろ から、 耳 架に 觸れ る聲 ではない、 所謂る r 微 さき 細き 聲」 である、 然しな が 

ら 基！^ iliE 者の 意識 を 以てすれば 明，：：： に 識別す る ことの 屮 I 來る聲 である、 父の 神と 其 子 キリ ス ト が聖靈 
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を 以て 我等の 靈 にさ k やき 給ふ聲 である、 キリストが 其 弟子 ナタナ H ルに 告げて 曰 ひ 給 ひし 「天 開ら 

けて 神の 使 等 人の子の 上に 涉り 降りす る を 見ん」 との 言 は斯 かる こと を 謂 ふので あらう と 思 ふ、 祌と 

の 直接の 交通、 或 ひ は 密室の 中に 於て、 或 ひ は 森の 木陰に 於て、 或 ひ は淸き 流の 邊 りに 於て 斯 かる 聲 

は 今尙ほ 肉に 寓る 人の 靈に 降る ので ある、 然 かし 其聲の 如何なる 聲 である 乎、 是れ 知る 人 は 知る、 知 

ら ない 人 は大學 者で も 知らない、 是れ バウ „1 の 所謂る 言 ふべ からざる 言、 卽ち 人の 語る まじき 言で あ 

る (哥林 多 後書 十二 章 ra 節)、 然 かしながら 人と して 此 せに 生れ 來 つて 斯 かる 聲に 一度 も 接した こと 

のない 人 は 最も 不幸なる 人で あると 思 ふ。 (十 

晩秋 雜感 

基督 信者の 平和 

基督 信者に 平和が ある、 神より 出て 人の すべて 思 ふ 所に 過る 平和が ある (ピリ ピ書四 章 七 節)、 是 

れは 平和で ない 平和で はない、 卽ち 長期の 休戰の 意味に 於ての 平和で はない、 我等 は 平和な き 時に 平 

和平 和と いふ 者で はない (エレ ミヤ 記 六 章 十四 節)、 我等の 平和 は確實 なる 實體の 平和で ある、 何人 

も 我等より 寒 ふことの 出來 ない 平和で. ある。 

故に 我等の 福 昔 を 平和の 福音と いふ (a マ 書 十 章 十五 節)、 我等の 神 を 平和の 神と いふ (ピリ ビ書 

ral 章 九 節)、 我等の 救 主 を 平和の 主と いふ (テサ 一一  ケ 後書 三 章 十六 節)、 又 我等 は 平和なる 福音の 

備 へを鞋 として 足に 穿ちて 我等の 平和の 戰 場に 臨む (H ぺソ書 六 章 十五 節)、 平和 は 我等の 始 であつ 


て义 終で ある、 E 的であって 义 方法で ある、 某督 信者の 所有 を總 括した ものが 平和で ある， 彼の 全 性 

に 5^ 渡り、 彼の 全 生 冊 を 支配す る ものが 平和で ある、 それ 神 は 擾亂の 神に あらず、 平和の 神な リ (コ 

リ ン ト 前書 十四 章 三十 一： 一節)、 斯 かる 神 を拜 する 者 は 何よりも 先づ 平和 を 愛する 者でなくて はたらな 

い、 擾亂を 愛し、 戰-^-を好む者はィ H ス キリ ス トの御父なる H ホバ の神を；！：^^る者ではなぃ。 

雄 辯の 追求 

. 雄 辯 を 求む る 者 多し、 然れ ども 雄 辯 は雄辩 にあら す、 雄 想な り、 雄 辯 は 雄 想に 動かされて 語る こと 

たり、 旣に雄 想な し、 故に 雄 辯な きなり、 國： に 雄 辯な き は 辯 舌な きの 兆に あらす、 雄 想な きの 證な 

り， 衷に 雄想大 い： 心なく して： i- に (r,?: を 動かす の雄辦 あるな し、 雄 辯 は 技術に あらす、 信仰な り、 雄 辯 

の 缺乏は 之 を訥 辯に^ すべから す、 や^なる 野心と 微弱なる 道念との 致す 所な りと 知るべし。 

. K 赞 信者の 生 涯 

祈て 忍んで 働いて 待つ ことなり、 其 他に 非す、 一王 は信實 なる 者な リ、 彼 雨曹を 堅く し 爾曹を 護り て 

かの 惡 しき 人よ リ救 はん (テサ ケ 後書 三- 11 单ー： 一節)、 エホバ を 待望む 者 は 新なる 力 を 得ん、 彼等 は 

鷥の 如く 翼 を 張りて 昇らん、 走れ ども 疲れず、 歩め ども 倦まざる べし (以赛^^書^:十.！^^+末節〕、 靳か 

る 生.；^ に危險 あるな し、 失收 あるな し、 汝は 邀齡に 及びて 墓に 至らん、 宛然 麥 束の 其 時に 至リて 倉に 

運ばる i 如くな らん (約 百 記五窣 i= 六 節に。 
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無用の 失望 

神 は 吾等に 働け よと は霄ひ 給 はない、 祌は 吾等に 信ぜよ と 言 ひ 給 ふ、 棘 は 吾等に 信者 を 作れと は 一 百 

ひ 給 はない、 神 は 吾等に 福音 を 宣べ傳 へよ と 言 ひ 給 ふ、 神 は 吾等に 不可能 事を爲 せと は 命じ 給 はない * 

神 は 吾等に 可能 事を爲 せと 言 ひ 給 ふ、 吾等の 愚かなる、 吾等 は屢々 不可能 事を爲 さんと して、 其 成ら 

ざる を 見て 失望す る 、 吾等が 若し 吾等の 愁&^ を 吾等 の 能力 の 範圃內 に あめ 置くな ら ば、 吾等 は 如何に 

多くの 失 と 落膽と 無益の 心配と よりおかれ 得る よ。 (十 一 ガ) 

不法の 貯蓄 

神は己を信する者に明日の憂慮に5,:;づる不；一:^不法の貯蓄を許し給はなぃ、明日の事を思ひ煩ふ|^れ 

と は 彼の 命令で ある、 我等の 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ と は 我等 日毎の 祈 禱 である、 神 は 己 を 愛する 

者に 日に日に その 必要物 を 與へ給 ふ、 彼 は 其 子が 彼の 恩惠を 信す る 能 はすして、 憂慮の 餘り明 R のた 

めに 備 ふること を 好み 給 はない、 彼 は 彼等が 今日 も 明 n も 世の 終りまで 彼に 依り 賴 まん こと を 欲し 給 

ふ。 

貯蓄 其 物 は 勿論 惡ぃ 事で はない、 若し 神の 賜物に 剩餘 ある 時に (斯 かる 事 は實際 無き 苦で は あるが) 

之 を 浪費せ すして 他 U の 要に 供す る こと は 決して 惡ぃ亊 ではない、 然しながら、 父なる 神に 信賴 する 

め 不安心より 出る 貯蓄 は；！^ 者に 取りて は 罪惡の 一 つで あると 云 はなければ ならない、 彼 は 明日の 缺乏 


を 恐れて 義務 を缺 き、 善事 を 魔して まで も 貯蓄して はならない、 神が 物 を 彼に 與へ給 ふの は 彼が 之 を 

以て 善 を 行さん がた めで ある、 所 る 「金 を 溜める」 と 云 ふこと は 神の 賜物の S 用で ある、 然り、 其 

死 用で ある、 祌は聖 物の 斯 かる 誤用 を せす して は 措き 給 はない。 

雨う して 不：^ の 結 ra__ - たる 此 不法 貯蓄の 罰と は 何で ある 乎と 云 ふに、 それ は 其 腐收 である、 卽ち 世に 

所謂る 「寶 物の 持 腐れ」 である、 貯蓄が 其 用を爲 さすして 返て 多くの 害 を 醸し、 意志の 懦弱 を來 たし 

仰の^ 却 を 生じ、 愛情の 衰退 を 起し、 S^J 曰に 所謂る 「我が 魂 は 塵に 就きぬ」 との 嘆 聲を發 せし むる 

に 至る ことで ある (詩篇 百 十九 篇廿 五節 〕、 昔し イスラ H ルの 民が 祌に 導かれて 曠野 を 旅行せ し 時に 

祌は H 毎に 彼等に 天よりの マナ を 與へ給 ふた、 神 は 毎朝 新鮮なる マ ナを 天より 彼等の 上に 降らし 給 ふ 

た、 然るに 彼等の 屮の或 者 は 神の 此 仁慈 を 信す る 能 はすして 其 en に 拾 ひ めし マ ナを 明：：： まで 貯へ置 

かんとした、 然るに 其 結 3^ は 左の 如くであった、 

オメル (量目) を 以て 之 (マナ〕 を 量る に 多く 敛 めし 者に も餘 ると ころ 無く、 少く斂 めし 者に も 

足らぬ ところ 無 かりき、 皆な 其 食 ふ 所に 循 ひて 之を斂 めたり、 モ ー セ彼等に誰も翌日まで之を^^. 

し 置く 可ら すと 命じたり、 然るに 彼等 モ ー セ に聽從 はすして 或 者 は 之 を 翌日まで 残したり しが 蟲 

生じて 臭くな りぬ、 モ ー セ之を 怒る、 (其 後) 人々 各 その 食 ふ 所に 循 ひて 朝 毎に 之を斂 めしが：：！ 

熱く なれば 消えぬ (出 埃 及 記 十六 章 十八— 廿 一 節)。 

蟲 生じて 臭くな りぬ と、 是れが 不法 貯蓄の 結 菜で ある、 財貨 は 財貨の 性質 を 失って 返て 害毒 を釀 すに 

至る。 

不法-貯蓄の 害毒 は 勿論 金銀 肘 K に 限らない、 神が 其 子に 下し 給 ふす ベての 賜物 は 之 を 直に 使用せ ざ 
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れズ蟲 を 生じ、 臭 氣を资 する に 至る、 智識 も 雨う である、 信仰 も爾 うで ある、 學 問の 蕴蓄に 誇らん と 

て學 ぶの みに して 之 を 他人に 頒 たざる 者 は 腐敗せ る學 問の 侵す 所と なりて 終に は I に 所謂る 腐儒と な 

り 了る、 獨り自から^^人たらんと欲して、 密 所に 信仰 を 養 ふの 外、 靈 魂の 糧を 他人に 頒 たざる 者 は 終 

に は 所謂る 「宗敎 道樂」 となりて、 他人 を 救 ひ 得ざる のみなら す、 自己 も. M なき 穴の 中に 永遠の 滅亡 

を悔 ゆるに 至る。 

,i 蓄、 藏蓄、 修養！ 是 れ危險 なる 辭 である、 我等 は 浪費 濫用 は 之 を 慎むべき では あるが、 然 かし 

丄ム懦 の 念に 驅ら れて是 等の 美しき 名の 下に 隱れ てぎ 者の 安全 を 計って はならない。 (十二月〕 

クリスマスの 新 決心 

余 は 自己に 就て 斯く： i^s ぜ ざる を 5£ す 、卽ち 若し 萬お にして 救 はるべき 者に あら ざれば 余 も 亦 救 はる 

べき 者に あらざる こと を、 又 若し 余に して 救 はるべき 者 ならばせに 救 はれざる 者 一 人 もな きこと を、 

余 は 余が 特^に 救 はるべき 者なる こと、 の 一 つの 理由 をも發 見す る 能 はす、 余の 救 扱 は 萬 民の それと 

密接 なる 關係を 有す、 余 は 萬 民と 共に 神の 恩惠 に 浴す るより 他に 之に 與 かるの 途を 知らす。 

然 らば < ^は 何故に 祌に簡 まれし と 云 ふや、 他な し、  < 水が 多くの. <  に 先て 其 恩 惠に與 かりし が 故に、 

义 余の 不肖 を 以てして お ほ キリスト と共に 苦み、 彼の 受 くべき 嘲笑 を 自己に 受け、 彼と 共に 神の 證人 

となりて、 世 を 父に 導く の 機具と して 使 はる、 の特 權に與 かりし が 故に、 余 は 特に 神に 簡 まれし と 云 


ふなり 余 は 惟り 神の 寵兒 にあら す、 祌は 等しく 萬 民 を 愛し 給 ふ、 神が 余 を 先き に 救 ひ 給 ひし は 余 を 

以て 萬 民 を 救 はんため なり、 余 は 萬 民の ために 特に 神に 愛せられ しなり、 企 は 萬 民の 福祉 を 離れて 神 

に - 愛せ らる、 -S<; にあら す。 

彼れ (キリスト〕 萬 人に 代 リ己を 棄て贖 ひとな せり (提摩 太 前書 二 章 六 節) と、 キリス 卜の 寶血は 

是 れ少數 信者の ために 流されし ものに あらざる は 明かな り、 彼 は 世の 罪 を 負ふ羔 なり、 萬國は 彼に. S 

りて 救 はるべし、 父 は 萬 物、 卽ち 地に 在る もの、 天に 在る もの をして 彼 (キリスト) に 由り てお 

がしめ 給へ り (VF 羅两書 一章 二十 節)、 祌は少 數の寵 兒を救 はんため に 全 宇宙と 全人 類と を權 に 供 

し 給 はざる べし、  < ぶ は キリストの 聰罪を 余 等少數 同志の ために 專用 する を 許されす。 

然れば 我等 は 萬 民の 救濟 のために 盡 さんかな、 人 は 皆な すべ て 悉く 祌の 寵兒 なりと 信じて 其 救濟の 

業^ュ.?ゅ.^か^-、.縱し彼等が人マ、 祌の命 を 担む とも、 是れ 我等の 關 する 所に あらす、 詩人 バ ー ン ス： ：！ 

く 人は是 あるに 關 はらす 人な り (Man-S  man  for  a/  that) と、 人 は 罪 あるに 關 はらす、 こして； w の 

子な り、 キリスト は 彼のた めに 死に 給へ り、 我等 は 神の 救 ひ 給 ひし 者 を 我等の 見 を 以て 放棄す ベ か 

ら ざるな り 0  . 

然 らば 今より 廣く 福音 を說 かんかな、 廣く麥 種 を 水の 上に 蒔て 多くの 日の 後に 多くの 牧瘦を 寺たん 

かな (傳道 之 書.：' 一 章 一節： >、 个 より 後ち 人の 種類 を 選む ことなく、  JK^、  0.  y^、  ife の 撰み 
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たく、 彼等を^-の餐に招かんかな (路加傳ト^：章廿 一 節)、 神の 福音 は 之 を 我衷に 貯蔵して 終に 腐敗 

せざる を 得す、 ； i 昔 はすべ ての 生物の 如し、 之 を 大空に 曝しての み 能く 其 成長 を 期す る を 5r べし、 特 

训 の 福 昔 は 萬お の 福 昔 ならざる ベ か らす、 而 して 萬 民の 一 i 昔と なすに あら ざれば： i 昔 は我衷 にあり て 

特^なる ものと たらす。 (十二お)  . 

此 化の 寶 b 

クリス マ ス 物語 

〇此せの寶は.^-銀でもなければ、 寶石 でもなければ、 土地 家屋で もなければ、 株^でも なければ、 公 

僙證 書で もない、 此 此の 寶は我 を 知る 友人で ある、 我が 缺點を 知り、 亦 我 美點を 知り、 我が 少しば か 

りの 美點 のために 我がす ベ ての：^ 點を 免して 吳れる 友人で ある、 之 を 有つ 者が 富者であって、 之 を 有 

たない 者が 貧者で ある、 我等 は 人の 貧富 を^つ に 岡と 錢 との 高 を 以てしない、 友人の 多寡 有無 を 以て 

する。 

〇 爾 うして 我等 キリストに 在る 者の 如くに 多くの 善き 友人 を 有つ 者 は ある 乎、 I 人 結 レ交須 一一 黄金 『 黄 

レバ カラ リ 力 ラ 

金 不レ多 交不レ 深と は 昔し の 支那に 於てば かりで はない、 人：' の 日本に 於ても 其の 通りで ある、 然 かし 黄 

金 多き が 故の 友人 は 友人で はない、 我等 は 黄金 くして 多くの 友人 を 有って 居る、 「我等の 心 を キリ 

ストに 在りて、 繁 ぐ 其 愛 は 祝すべき かな」、 こんな 貴い もの は此 世に はない、 此愛は 「義理」 でもな 

ければ、 rt^ 想」 でもない、 此 愛は此 世の 愛で はない、 に 疋れは 神の 架靈が 我等の 心に 注ぐ 愛で ある、 


此愛を 味 ふ は： 大國を 前以て 地上に 於て 味 ふこと で あ る 、 是れ は純粹 なる 無我 の 愛で ある、 ん をして 兄 

弟 よりも 密着 せ し む る 愛 で あ る し 

C クリス マス は 某 督 信者の 友愛 交換の 時期で ある、 此時 我等 は 全國は か、 全世界の 友と 我等の 友愛 

を 交換す る、 我等 は 「謹賀新年」 と は 云 はない、 我等 は 「汝 に樂 しき クリスマスの あらん こと を 祈る」 

と 云 ふ、 爾 うして 我等 は 唯 雨う 言 ふに^ まらない、 我等 は 同一 の 父の 前に 心を罩 めて 爾ぅ 祈る。 

すみかへ だっと も 主 をよ ぶたみ は 

めぐみの 寶 にて  ともに こそ あはめ 

斯く 祈り 斯く歌 ふて 我等の 心 は 全國は 勿論 全せ 界に通 ふ、 其 時 我が 少 さき 心の中に は大世 3^ は 一圓と 

たりて 在る、 其 中に 三府 四十 六縣は 悉く 入て 了 ふ、 北海道 も ある、 琉球も ある、 臺灣も ある、 朝鮮 も 

ある. 滿洲も ある、 而已 ならす、. 米國も ある、 歐羅巴 も ある、 米國の 西海岸の 如き は 其 中に 廣き 場所 

を 占めて 居る、 獨逸も ある、 填 太 利 も ある、 瑞西も ある、 瑞典も ある、 露 西亞も ある、 芬蘭土 も ある" 

「ォ ー 全國、 全世界の 友人よ、 汝等は 今 如何に ある 乎」 と、 r ォ ー 神よ 彼等 を惠み 給へ、 彼等 をして 

今日 爾に 在りて 安から しめ 給へ、 彼等 をして 如何なる 境遇に 在る とも 爾を棄 て ざら しめよ、 彼等 をし- 

て キリストと 偕に 在りて、  我と 偕に 愛の 繁ぎ にあら しめよ、 ォ ー 祌ょ， 彼等 を 我に 與へ給 ひしに 由り 

深く 深く 爾に 感謝す」 と、 斯く思 ひ斯く 祈りて クリスマスの 夕 は 我等に 取りて は i 莨 際の： 大國 である 

全せ 界は樂 w と 化して、 其屮に 憎き 敵と て は 一 人 も 無くなる。 

〇 クリス マ ス！ 樂 しき クリス マ ス！ 友情の ために 獻 げられ し此 一 曰！ 年毎に 此 日に 廻り 遇 ふて 我等 は 

キリスト 信者と なりし を 感謝す る、 世 は 我等 を 迫害す る、 然 かし 彼等に 此歡び はたい • 彼等 は 彼等 を 
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窘 しめて 相互 を 苦しめつ、 ある、 我等 は 彼等に^ しめられて 相： な； を 愛しつ、 ある、 クリスマスに 遇 ふ 

もろ/、 

て 我等 は小數 でない こと を 知る、 此 日が 廻り 来る 毎に 我等 は 「諸の國の中ょり召されたる兄^?」 であ 

る こと を K る。 (十二月) 
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余の 基督 敎 

〇 余の 基督 敎は として 來 * を 目的と する 基督 敎 である、 是れは 勿論 現 * と は 全く 關 係の 無い 基督 敎 

ではない、 ルれは 現 *1 に 於て 始まる ものである、 雨う して 余 もまた 現せに 於て 在る 者で ある、 夫れ 丈 

け は 余 も <^ の 某 督 敎 も 現 せ と 關 係 ぁ る ^i<? で ぁ る 、 然 か し な が ら 余 は 余 の 救 濟 を 現 に 於 て 完 う せ ん が 

ために キリストの： i 昔 を 信じない、 余の 信仰の 報 賞 は 現世に 於て 瘦ら るべき もので はない、 余 は 余の 

0  0  0  0  らと 

むすべての 善き 物 を 河の 彼方に 於て 索む る 者で ある。 

〇 余の 阈は？ 余の 國は キリストの 國 である、 我國 はこの 世の 國に 非ず (約 十八 〇 三 六)、 我國、 卽我 

がすべ ての 希 を繁 ぐ國、 我が，水久の住！^、 完全なる 自由の 在る 所、 公義 公道の 完全に 行 はる、 所、 

余の 國は斯 かる 圃 であって、 斯 かる 國は日 本國 でもなければ、 英國 でもない、 米國 でもない、 現世に 


勿 41 より 善い 國 とより 惡ぃ w とが ある、 然 かしながら 現せに 完全の II はない、 完全の 國は キリ ストの 

王國 のみで ある、 爾 うして 余の 靈の慕 ふ國は 不完全 極まる このせ の國 ではない、 我等の 國は 天に 在リ 

我等 は 救 主卽ち イエスキリストの 其 處ょリ 来る を 待つ (腓三 〇io。 

〇<ぷの救^は？<.^はこのせょり救に入らんと欲す、 然しながら この f に 於て 救 はれん と は 欲しない、 

卽ち 余の 靈も肉 もこの 世に 於て 完全なる 者と ならん と は 望まない、 體は 罪に 緣 りて 旣に 死せ り S 八 

〇 十)、 肉 體は旣 に 罪の 故 を 以て 死に 定められ たる 者で ある、 醫 術が 其 進步の 極に 達する とも、 此 

「死 の體」 が. 水^に 活 くるに 至 り や う ilw はな い、 壞 つべ き 肉體に る I J と 其 事 が 現世の 頼る に 足らな 

い 最も 明 內 なる 證據 である、 余 は 死より 救 はれん と 欲する 者で ある、 卽ち靈 に 於て は 勿論、 體に 於て 

も 死せ ざるの 境に 人らん と 欲する 者で ある、 雨う して 斯 かる 境遇 は 勿論 この 世に 於て 求められ 得 ベ き 

もので はない、 キリスト 死を廢 し、 福音 を 以て 生命と 壞 ちざる 事と を 明に せり (提後 一 〇.：•)、 爾ぅ 

して 此 生命と 填ち ざる 事と は 彼が W び顯 はれ 給 はん 時に 我等に 事實 となりて 鎖 はる ベ きもので ある 

(約 置、 三 0 二)。  、 

〇然 り、 余の すべての 善き もの は 墓の 彼方に 於て 在る、 余の 自由 も、 余の 滿足 も、 余の 冠 冕 もす ベて 

來 らんと する キリストの 王國に 於て 在る、 余 は 今 は 待 の 地位に 立つ 者で ある、 農夫 地の 貴き 産 を 得 

る を 望みて 前と 後との 雨 を 得る まで 久しく 忍びて 之 を 待つ 如く、 忍びて 主の 臨る を 待つ 者で ある (雅 

五 〇 七)" 

〇 故に 斯 世に 於け る 余の 生涯 は 何う でも 可い、 憎まる \ も 可い、 誤解 せらる、 も 可い、 貧しき も 可い、 

裸なる も 可い、 余の 永久の 運命 は斯 せに 於け る 余の 境遇に 由て 定められる 者で はない、 < ^の 運命 を {ル 
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める 者 は 余の ために 自己 を 棄て給 ひし 余の 救主ィ H ス キリスト である、 彼 は 余の ために 所を備 へんた 

めに 父の 許に 柱き 給 ふた、 彼 は 叉 来りて 汝等を 我に 納く べしと 約束し 給 ふ. た (約 翰傳十 車)、 < ^は 

このせ に 在て は 遠 人で ある、 暫時の 滯 留^で ある、 余 は 一時 天幕 を此 地に 張る 者で ある、 永久の 住家 

を^く 者で はない、 祌が余 を 呼び 給 ふ 時には 直に 天幕の 綱 を 絶ち、 之 を 疊んで 彼の 國 へと 急ぐ 者で あ 

る〕 ( 1 =ri 

見： 1： の 有 無 

余 は 祌を昆 たり、 然り、 n 々彼 を a つ、 あり、 余 は 春來る 毎に 靑 草の 萌え出る を 見るな り、 余 は 冬 

の 夜、 オラ イオン 星が 劍を帶 びて 天空 を 駅け 走る を 見るな り、 余 は 嬰兒が 母の 胎^より 生れ、 生長し. 

て 或は 詩人と なり、 或 ひ は 徒と なりて 祌の榮 光 を 顯すを nl- るな り、 余 は 不可思議なる 自己 以外の 意： 

志が 余の 生涯に： 、て 遂：. 仃 されつ-^ ある を實驗 するな り、 余 は是 等の に 於て 神 を 見るな り、 神 を 見ん 

と 欲して 余 は 恍惚と して 醉 夢の 屮に 奇異なる 形象 を認 むる の 要な きなり、 〈水 は 檢微鏡 を 以て、 叉 は 

遠 鏡 を 以て <^ の^め 奉る 祌を 見る を 得るな り。 

*  ホ 

< ^は 未だ <|n て 祌を しこと なし、 余の 祥し 奉る 神は靈 にして 物體 にあら ざれば、 余 は 如 3： なる 方法 

に. E る も 余の 肉^ を 以てして 彼 を 見る 能 はざる なり、 彼は义 無限の 宇宙に 充ち滿 つ る 者なる が 故に、 

余の 細微 を 以てして は P 底 彼の 無限大 を 其 總體に 於て 窺 ふ 能 はざる なり、 然り、 余の 神 は 人の 見る こ- 


と を 得ざる 神 (哥羅 西 書 一章 十五 節) なり、 彼 は 靈と眞 と を 以ての み拜し 得る 棉 なり、 人 ありせ r  ) 神 一 

を 其 眞體に si; て拜 せりと 云 ふ 者 あらば、 余 は 其 人の 腦祌經 の 健全 を 疑 はざる を 得ざる なり。  一 

人 未だ It" て 神 を ことなし、 |(； れ ども 神の 狀 (かたち) は 曾て 世に 顯 はれたり、 彼 (其 帶び」 

し 者) 神の 榮の 光輝、 その 質の 眞像 0 布 们來書 一章 三 節り なりき、 而 して 彼の し 子の 多く は 彼 を 目： 

に 見、 懇切に 觀、 手に て 把 はれり C 約 翰 第 置 書 一章 一節)、 彼 を 見し 者 は 實に神 を 見し なり、 皮. H 歷ー 

史的 人物な りき、 故に 彼 は 其 外貌に 於て 肉なる 人と 何の 異なる 所な かりき、 彼 は 憎まれて 人に 棄 てら 一 

れ、 彼に 見るべき の艷 なかり き、 我等 t 右し 肉體に 於け る 彼 を 見し ならん か、 我等 は 必す彼 を 神と し， 

て 認め ざり しならん、 彼 は勞侧 者な りき、 貧し かりき、 彼 は極惡 の 罪人と して 十字架の 刑に 處 せられ， 

たりき、 而カも 彼 は 神の 子な りき、 然 かり、 祌 として 人の 崇 拜を受 くべき 者な りき、 人 は 彼に .£ るに- 

あら ざれば 何人も 祌を 見る 能 はざる なり。  一 

*  h  水 

祌は 天然に 於て、 义 ナザレの ィ H スに 於て 自己 を顯 はし 給へ り、 我等 は 敬虔 以て： 大然を 研究し、 信 一 

！;^ W てィ H ス を はする より 外に 祌を 見る こと 能 はざる なり。 (三月)  .1 

偉大なる 神 

我等の や むる H ホバ の 神 は 偉大なる 神で ある、 彼 はせ に 所謂る 憐愍の 神で はない、 其 子の" 臉ん と あ 
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れば 何んでも 聽^ れ給 ふやうな 意志薄弱の 神で はない、 彼 は 確かに 厳父で ある、 總 ての 情 赏を排 して 

も 彼の 聖意を 遂行し 給 ふ 威厳の 祌 である、 彼の 道 は 旋風に 在る、 大風に 在る、 雲 は 其 足の 塵で ある 

( ナホ ム書 一の.； 二〕、 彼に 逆ら ひ 得る 者 は 誰もない、 エホバの 祌は？ おむべき かな。 

我等 は 時には 彼を稱 して 人の 祈 禱を聽 き 給 ふ i とい ふ、 然 かしながら 彼の 爲し給 ひし 所の 事 を 見 奉 

るに、 彼 は 多くの場合に 於て は 彼の 子供の 祈 禱を聽 き 給 はざる 祌 である、 彼 は ゲッセ マネの 園に 於け 

る 彼の 愛子の 祈禱を 一. けて 彼 をして 苦き を 飲まし め、 彼 を 敵 人の 手に 渡して 彼 をして 恥辱の 死を遂 

げしめ 給 ふた、 彼 はまた 彼の if 僕バプ テス マの ョ ハネの 祈禱を 斥け 給 ひて 彼を娱 is の 手に 渡し、 彼の 

生命 を 暗 主 一 夜の 酒实に 興 を 添 ふるため の 料と なし 給 ふた、 H ホバ の 祌は實 に 或る 場合に 於て は 無 慈 

悲の 神で ある、 然 かり、 残酷の 神で ある、 我等 彼の 爲し給 ふ 所 を 見て 時には 彼 を 恨み 奉らざる を 得な 

、 0 

神 を 1^ する の S 難 は 實に玆 にある、 神が 若し 我等と 同じ 者で あり 給 ふなら ば 我等 は容 に 彼 を 信じ 

奉る であら ふ、 卽ち 我が 祈願と あれば 悉く 之を聽 人れ、 我が 苦痛 は卽 時に 悉く これ を 取り去り、 我が 

欲する 物 は 直に 悉く 之 を 我に 與へ給 ふ 者で あるならば 我等の 中に 一 人の 無神論者、 一 人の 懐疑 者 はな 

いで あら ふ、 然れ ども： 太の 地よりも 高き が 如く、 祌の意 は 我等の 意と 異なる、 夫れ 故に 我等 は 彼 を 信 

する に 方て 非常の W 難を感 する ので ある、 彼 は 時には 我等の 祈禱 に反して、 我等 を 措置し 給 ふ、 我等 

を 敵 人の 手に 渡 k 我等の 恐る & 疾病 を 我等に F し、 我等の 最も 愛する 者 を 我等より もぎ 取り、 我等 

を 彼の 怒の 的で ある 乎の 如くに 极ひ給 ふ、 我等 は實に 或る時 は 叫んで 曰 ふ 

我が 戰 II- き^れし 者 我に 臨み、 我が 怖懼れ たる 者 この 身に 及べり (ヨブ 記 三の 五) 


と、 斯くて 我等 は 彼 を； ぜんと 欲する も 得ない、 我等 は實際 的に 無神論者 となる、 我等 は 我等の 救 主 

ィ H スキ リストと 共に 神に 叫んで 曰 ふ 『我が 神、 我が 神、 M 故に 我 を 棄て給 ふ 乎』 と 0 

然 かし 神の 神た るの 所以 は玆 にある、 彼 は 愛の神で あると 同時に 永遠の 磐で ある、 彼 は 彼の 子供が 

如何に 叫ぶ とも 愛なる 彼の 聖 意 を 少しも 變 へんと は 爲し給 はない、 彼 は 終に 萬 人 を 救 はなければ なら 

ない、 故に 度々 彼の 最も 愛する 子供 を 罪人 救^の ための 犠牲に 供し 給 ふ、 彼の 乎に 種々 の 鞭が ある、 

疾病が ある、 飢 が ある、 總 ての 天災が ある、 惡糜 もまた 時には 彼の 使者と なりて 働く、 彼は斯 くし 

て 彼の 聖意を 遂行し 給 ふ、 花 をへ 、かして 彼の 子供の 口を^ば し 給 ふかと へば、 堅き 氷 を 以て 地の 上 

を 張り詰めて 彼等の 心 を.^ 一から しめ 給 ふ、 彼の 愛 は餘り に 深く して 餘り に 博き が 故に 彼 は 或 時 は 暴虐 

のお 主として 我等の 眼に 映す るので ある。 

凡人が 偉人 を 解す るに 困難なる が 如く、 人 は 神 を 解す るに 困む、 レム ブラントの 如き 畫家、 トルワ 

ルド セ ンの 如き 膨刻家 は 其爲す 所す ベて 平凡 美術 ( 尿の 想像 以外で ある、 偉大なる 神が 我等に 誤解 せら 

れ給 ふの は 決して 怪 むに 足らない。 

ァ ヽ祌 よ、 我等 をして 雨 を^ 大 なる 祌 として 解せ しめよ、 我等の 切 §1;" と あれば 何事に よらす 之を聽 

き 納れ給 ふが 如き 我等 に^たる 小なる 祌 として： 爾を 了ら しむる 勿れ、 我等 をして 雨の 前に 平伏せし め 

よ、 爾が爾 の聖餅 _ を 我等より 背け 給 ふ 時に 爾の 我等の I 六乂 なること を 認めし めよ >  雨に 我等の 祈禱を 

悉く 聽き 納れら る&は 善し、 然れ ども- 爾の ^一〕 曰の ま、 に 導かる、 は 更らに 善し、 我等 をして 雨に：^^ 

を も 注文す る 所 あらしむ る 勿れ、 我等 をして 自 から 善 惡を 定めしむ る 勿れ、 汝の爲 し 給 ふ 所… 病に あ 

れ、 機娥 にあれ、 にあれ… 是れ 善な りと 解せ しめよ、 ァ，' メン。 (四 =0 
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幸福なる 庭 は 最も^ ましき 者で ある、 然 かし、 此罪 のせに 於て は、 殊に H 本阈の やうな 支那 道德 

の 制裁 を 受け、 社會 組織の 根抵が 虚偽、 偽善なる 所に 於て は 容易に 得られる 者で はない、 家庭 は 日本 

人 最大 多数に 取て は 幸福なる 處 ではなく して 忍耐の 所で ある、 爾 うして 我等が 如何に むと も此 忍耐 

の處を 直に 化して 幸福なる 所と なすこと は屮： 来ない。 

然しながら 我等の 家庭が 幸福なる 所で ない とて 我等 は训 に 失 5 ェす るに 及ばない、 人^ 其 者が 決し て 

幸福なる 所ではない、 此 不幸なる 人せ に 在る 家庭の ことで あれば、 それが 完全に 幸 幅で あり やう 害 は 

ない、 家庭の 幸福と 云 ひ、 不幸と 云 ひ、 それ はた 比較的の ことで ある、 悲痛の.^ り い 家 ir 是を 

幸福なる 家庭と 云 ふので ある、 不幸、 多幸 は 悲痛の 多少の 問題で ある、 我等が 悲痛 多き 此 人世に 處す 

るに 方て 基 脊 信者た るの 心 を 以てすれば、 如 M に 不幸なる 家庭と 雖も 之に 堪えられない i 由 はない。 

爾 うして 人せ に處 する 基督 信者の 心と は 何んで ある 乎と 云 ふに、 曾 ふまで もな く、 肉に 死し、 靈に 

ナ 

生く る ことで ある、 卽ち 己なる 者 を 神 の架靈 の勵ら きに 由て 娘す こ と で あ る 、 さ うすれ ば 如何 な る ^ 

痛に も容 しく 堪えられる やうになる ので ある、 さう して 其 結 ra^ として 此卞 ：； 痛の 人世が 歡喜滿 足の 世 

となる ので ある、 我が 心の 屮心點 に此歡 喜と 滿 足と 平和と が 臨んで、 我 は 我が 週 園の 暗 Mi を 照らす^ 

明臺 となり、 我れ 自身が 幸； i なる 者と なる のみなら す、 我が 週圍の 人々 までが 我より 幸福 を受 くるに 

至る ので ある、 幸福なる 家庭 も 社 會も斯 の 如くに して 成る ので ある、 始めから 幸； i なる-; 1^ 庭が 在て 幸 


幅なる 人が 出來 たので はない、 幸 幅なる 人が あって、 彼に 由て 終に 幸福なる 家庭が 出來 たので ある、 

ともしび  い づ み 

我等 各自が 幸福 の S 火と たり、 泉 源と な る ま で は 何時 ま で 待って も 幸 幅なる (尿 庭と 幸福なる 社 會とは 

巾 Z 來て來 ない。 

斯 かる 幸； 1 なる {< ^庭の 組成 法を敎 へす して その 機械的 製作 法 を 傅へ た 者 は 主に 外國、 殊に 米國 -X 敎 

g である、 彼等 は 何事に. m らす 外観 を 尊ぶ 者で あるから、 M ん でも 彼等の 作り上げし 信者に 幸福なる 

家庭 を 作らし めて、 さう して 幸福なる 人 を 作らん とした、 面う して 敎を 彼等に 受けし 日本 國 幾多の 基 

督 信者 は 幸福なる 家庭 を 作らん としてた 失？ した、 彼等の 或 者 は それが ために 終に 基督教の 效 力まで 

を 疑 ふに 至った、 社會 改良、 {\fM 改造に 失收 して 其 信仰まで を 失った もの も ある" 

幸 幅なる 家庭と よ！ キリス トは己 を 信す る 者に そんな もの を 約^し 袷 はない、 彼 は已が 世に 現 はれ 

し 結果の 一 つに 就て 左の 如くに 述べ 給 ふた、 ち 

今より 後、 一 {| に k:! 人 あらば 三人 は 一 一人に 敵 對しー 一人 は 三人に 敵對 して 分かるべし、 父 は 子に、 

子 は 父に， ゅはケ に、 女 は 母に、 姑は其^！に、 婦は其 姑に 敵對し 分かるべし (路加 俾 十二 章 五一；、 

五三 節)。 

れは 決して 幸福なる 家庭の 狀態 ではない、 否な、 其 正反對 である、 人の 敵 は 其 家の 者なる べしと、 

某 督敎を 信じて 幸福なる 家庭が 成るべし と は 新約聖書の 何處 にも 書いて ない、 是れは 長き 永き 信仰の 

鍛練の 結 ra^ として 世に 現 はれる ものである、 故に 幸 一 i なる 家庭 は 信仰の 結 架で ある、 其 原因で はない、 

我等 は 不幸なる 〔糸 庭に 在て 信仰 を 養 ひ、 自身、 幸 一 i なる 者と なって 永き 日の 後に 幸福なる，； 庭 を 作る 

ことが 出来る。 (四月) 
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最 も 恐 る ベ き 傲慢 

傲慢 は罪惡 巾の 罪惡 である、 之に 依て： 大使 は墮 ちて 惡 魔と 化した とのこと である、 醉 IS も 罪惡 で あ 

る、 姦姹 も罪惡 である、 然し 傲慢 ほどの 罪悪で はない、 傲投は 罪惡の 首であって 其 極で ある。 

然 かし 傲慢に も いくつかの 稲 類が ある、 富 を 誇る 傲 E スが ある、 位 を 誇る 傲慢が ある、 智識 を 誇る 傲 

慢が ある、 才 を 誇る 傲慢が ある、 何れも 憎むべき 嫌 ふべき 罪惡 では あるが、 然 かし H; 化れ まだ 最も I？ 

0O0OOO00  0OO0OOO0O0000O0O0 

むべき 傲慢で はない、 罪惡の 首であって、 傲慢の 首 は 己の 信仰 を 誇る 傲慢で ある、 所謂る 心靈的 傲！ 一 

であって、 是れ 罪惡の 精. 要と も稱す ベ き 者で ある。 

キリス 卜の 最も 嫌 ひ 給 ひし パリ サイ 人と は 此械の 傲慢に 陷，. つた 者であった、 彼等 は 神に 祈って ni ふ 

た、 神よ、 我 は 他の 人の 如く^ 索、 不義、 姦淫せ ず、 又此稅 吏の 如くに も あらざる を 謝す (ルカ 傳十 

八の 十一) と >  パリ サイ 人 は 世に 所謂る 惡 人ではなかった、 又必 しも 偽善者ではなかった、 彼等 は 心 

靈 的に 心に 足りた 者であった、 信仰と 徳 とに 於て、 與 ふる を 知て 受 くる を 知らない 者であった。 

心靈的 傲慢！、 此罪 惡に陷 つて 我等 は 地獄の 門 にまで 達した ので ある、 赦 さるべからざる 罪に 最も 

近い 罪 は是れ である、 而 かも：： だれ は宗敎 の 最も 陷り 《^ い 罪で ある、 神の 恩 惠を受 くれば 受 くる 程 此 

罪に 陷 るの 危險が 多くなる ので ある、 我等、 恩惠に 依て 救 はれん と 欲する 者 は 謹んでも 尙 謹むべき で 

ある。 (五 H0 


傳道 の 情念 

〇 傅 道 は 人の ために は屮 Z 來な い、 然り、 神の ために も 出来ない、 搏逍 は自已 のためになら 屮 Z 來る、 義 

務 として は出來 ない、 快樂 としてな らば 出 來る、 之に 伴 ふ 苦痛 は餘 りに 多く ある、 雨う して 之に 對す 

る 報酬 は餘 りに 少く ある、 人が 之に^ ひない 許りで はない、 祌も 多く は 之に 報 ひ 給 はたい、 自己 を！ 

胞 のために 捧げて 得る 所 は 杜< ^より は輕 蔑で ある、 國 人より は 或る 稱のト 字 架で ある、 收支 相^ は ざ 

る 職業と て傳 道の 如き はたい。 

0然かし傅道は某^^信者に取ては大なる快樂でぁる、 然 かり 唯一 の快樂 である、 ； 火の 美音 を 傅 ふるこ 

と で ある、 の 調和 を 穴 ぶる ことで ある、 心に. 个和 を 得 て 其 平和 を廣 くせ 界に 穴 傅 ふること で あ る 、 

まことに よろこびの 音信 を傳へ 平和 を 告げ、 善き お とづれ を傳 へ、 救 を 告げ、 シ オンに 向 ひて 汝の神 

は 統べ 治め 給 ふとい ふ 者の 足 は 山の 上に ぁリ ていかに 美 はしき かな (ィ ザャ 書. r^i.  七 節)、 道 

は 美的 事業で ある、 故に 之に 從事 する ことが 旣に 至大の 快樂 である、 傅 道の 報酬 は 傅 近 其 物で ある、 

是に從 事し 得る のが 至大の 特權 である、 傳道師 は 彼の 事業 以外に 報酬 を 要求す るの 權利を 有た たい。 

〇 バウ 口 は 曰 ふた、 若し 我れ 福音 を宣傳 へずば 實に禍 ひなり と (コ リント 前書 九 章 十六 節)、 彼れ。 ハ 

ゥ n は 偉 道の 快樂を 知った、 故に 之 を爲さ るの 苦痛 を覺 つた、 彼に 取て は傳 道が 苦痛で あつたので 

はない、 之を爲 さない のが 苦痛であった ので， ある、 彼 は 如何にもして 之を爲 さなければ ならなかった、 

之 を 禁じられて 彼 は 泣いた に 相違ない、 彼 は 小兒が 遊戯に 耽ける の 興味 を 以て 俾 道に 從 事した であら 
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〇 我等 今 n の 俾道師 とても： 爾 うでなくて はならない、 俥 道が 義務で あり、 報酬 を 要する 職業で ある 間 

は 其 成效は 決して 望めない、 之が 媒樂 となり、 快樂 となる に 及んで 始めて 我等 も 心に 足りて 之に 從事 

する ことが 屮： 來、 せ も 又 歡んで 我等の 言 に 耳 を 傾く るに 至る ので あ る 。 

〇 然り、 福音 は 我が 情念で ある、 我 は 之 を 抑 へんと 欲して 抑 ゆる ことが 出來 ない、 故に 之 を 他人に 向 

て發 表する ので ある、 我れ かさねて ヱ ホバの 事を宣 ベず、 又 その 名 を もて 語ら じと 云へ り、 然れど ヱ 

ホバの 言葉 我心に ありて 火の 我が 骨の 中に 閉 籠りて 燃る が 如く なれば 忍ぶ に 疲れて 堪へ 難し (H レ £ 

ャ記 • ；十章 九 節)、 我 は 我が 愛する^に 就て 語り 且つ 歌 はんと 欲する ので ある。 

林の 樹の 中に 林檎の あるが 如く 

我が 愛する 者 は 男子 等の 中に 在^、 

我れ 深く 喜びて 其薩に 坐れ り、 

其實は 我が：：： に 甘 かりき、 

彼れ 我 を. k へて 酒 突の 室に 至れり、 

北ハ、 我が 上に 翻した る 旗 は 愛な りき、 

請 ふ汝等 乾葡萄 を W て 我が 力 を 袖へ、 

林擒を もて 我に カを附 けよ、 

我 は 愛に より 疾み ゎづ らふ、 

彼が 左の 手 は 我が 頭の 下に あり、 


其 右の 手 を 以て 我 を 抱く。 

(雅歌 第二 章 三— 六 節) 

傳 道の 精神と は 之で ある、 深き 愛情で ある、 聖き戀 愛で ある、 或る 意味から 言へば 我等 も义 愛情に 驅 

られて傳道に從事する15^-でぁる。 

〇 戀 愛の ための 傳 道で あ る、 故に 我等 は 報酬 を まない の で あ る、 物質 上 の 報酬 を まな いのみな.^ 

す靈魂 上の 報酬 をも^ まない ので ある、 我等の 傳 道に 由て 一人の 信者が 屮 I 來す とも： 山い、 我等に. S て 

出来し 信者が 悉く 神と 我等 を棄 去ても 可い、 我等 は 信者 を 目的に 傳 道す るので はない、 我等 はた 我 

等の 愛する 者に 就て 語れば 滿 足す るので ある、 イエ ス キリストの 名、 其 「實が 我が ：！ にせいの である」、 

「我 は 其 愛に より 疾み ゎづ らふ」 故に、 其 愛に 勵 されて 傳 道す るので ある。 

〇 嗚呼、 世の 傳道 せざる 信者よ、 傳道を 恐る.^ 者よ、 傳道を 聖人 君子の 業な りと 思 ふ 者よ、 僞 はりの 

謙邏の 欺く 所と なりて 傳道を 避く る 者よ、 我は汝 等を憐 むな り、 汝等は 美術、 文學、 實業、 政治が 傳 

道よりも 自由にして 快樂 なりと 信す るな り、 嗚呼、 我れ 福音 を宣傳 へずば 實に禍 ひなる かなと 首 ひ 待 

るまでに キリスト を 味へ よ、 而 して 敎會の 免許 を 得る も 得ざる も、 又 其 他の 方法が 備 はる も 備 はら ざ 

る も、 萬 難 を 排し萬 事 を 棄て傳 道に 從事 せんとす るの 慾 を 起せよ。 (六 =o 

tit もの 

キリストの 賜 

キリスト は 余に 金 を 賜 はらない、 貧 物 叉 は 衣服、 家屋 义は 土地 を 賜 はらない、 位階 又は 勳章 又は 地 
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位 を 賜 はらない、 彼 は 余に 取て は 慈善家 叉 は 恩人で はない、 彼は斯 世の 物 を 以て 余 を 惠み給 はらない。 

キリスト は 余に 學問を 賜 はらない、 哲學 又は 倫理 を 賜 はらない、 美術 义は 文學 又は 學術を 賜 はらな 

い、 彼 は 余に 取りて は斯 世の 敎師 ではない、 天然と 歷史 と技藝 とに 就て 余 は 彼より 學ぶ所 はたい。 

氺  * 

然れ ども キリスト は 余に 自己 を 賜 ふた、 彼に 在る 生命 を 賜 ふた、 欺 靈を賜 ふた、 神と 人と を 愛する 

心 を 賜 ふた、 忍耐と 希望と 歡 喜と を 賜 ふた、 然り、 彼 は 余に 祌を賜 ふた、 而 して 神と 共に {.3 宙萬物 を 

賜 ふた、 彼 は 余の 死せ る 靈魂を 活かし 給 ふて 余 をして.？： に 富み 且つ 慧き 者と ならしめ 給 ふた リ 

氺  ホ 

夫れ 故に キリスト は， 力の すべて ある、 余の 食物 又 衣服 又 家屋で ある、 彼 は 叉 余が 神の 前に 立つ 時 

の 誇り (動 章) である、 彼は义 余の 義叉 余の 智識で ある、 彼 は 又 余の 「曙の 星」 であって、 余の 歌の 

題目、 美術の 模型で ある、 彼 は 叉 余の 自覺の 根柢で あるから、 余の 哲學と 倫理との 某 礎で ある、 キリ 

ス トは 余に 自已を 與へ給 ふて < ^に 萬 物 を 與へ給 ふた。 (八 3  . 

神と 我と 

天地 は廣し 1 人 は 多し、 然れ ども 其 屮に唯 二人 あるの み、 神と 我と 是 なり。 

彼、 我 を 愛し、 我 义彼を 愛し、 我 は 彼の 命に 聽 いてす ベての 事を爲 す、 我 は 彼に 眷 めら れて 喜び、 


青め られて 泣く、 彼に 善と せられん こと は 我が 終生の 目的な り、 我， 彼と 偕に 動き、 彼と 榮 光と-恥辱 

と を 分つ、 彼、 崇めら るれば 我れ ぴ、 彼、 瀆 さるれば 我れ 怒る、 我れ 彼に 我が 手を携 かれて 彼の 造 

り 給 ひし 字 宙を逍 体し、 其 中の？ S の と 天空の 諸の 鳥と を 示され、 我が 生物に 名 づけた る 所 は^な 其 

名と なる (創せ 記 二 章 十九 節)、 我 はまこと に 今の 世に 在て 始の アダムな り、 我の 外に 人 あるな し、 

唯 神、 我と 階に 在る のみ-〕  . 

祌と 我との み、 故に 我 は 彼に 在りて 萬 人と 萬 物と を 愛す、 我 は 神に- W ら すして 3： 物に も繁ら す、 亦 

祌 に^りて すべての ものに 紫るな り。 (八月」 

書 齋 と 赏 驗 室 

書齋 にあり て 獨り靜 かに 大家の 著書 を 便に 基督 敎を 研究す るの は 是れ鷇 犬の 怏樂 である、 我 は 時に 

は m 心 ふ、 書齋は 我が 樂園 である、 我 は 終生 此處に 籠りて 我が 餘命を 送らん かなと U 

然しながら S 督敎は 書籍に. m てば かりで は 解ら たい、 我等 は 時には 其た めに 苦まなければ ならない- 

惡と爭 ひ 拒ぎ て 血 を 流す に 至らなければ ならない (希 伯 来書 十二 章 ra 節)、 聖書の 註解 を 註解 書 以外 

に 於 て 求めな けれ ばた ら な い , 卽ち之 を 苦しき 人生の 實驗 に 於て 求めなければ ならない、 患難 は 忍耐 

を 生じ、 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希望 を 生ずと at 馬 書 W 車 三、 節)、 忍耐の W たる、 希^の 何 

たる、 几 たれ は 註解 書に 由て 解る 事で はない、 是れは キリス トに 由て 耐え忍びて 始めて 解かる 事で ある 

；;^ を 透つ して： 大國 をば 1- んで 始めて 解かる 事で ある、 信、 0, 愛の 寳玉は 古書 を涉獵 して 拾 ひ 得らる、 

S 治 三十 九 年  一巧 九 


感  想  .一 五 0 

物で はない、 血が 固って 成りし もの、 是れが 信の 金剛石で ある、 淚が 凝って 成りし 者、 是れが 望の 眞 

珠 である、 爾 うして 聖き 生命が 晶 化せし 者、 是れが 愛の 水晶で ある、 書籍 は贵 いもので あるが、 然か 

し 最も 贵 いもの は 書籍から は 来らない、 最も 貴い もの は 迫害から 來る、 耐え 難き 苦痛から 來る、 書籍 

が 示す 所の 外に 基督 敎 を 知らな い 者 は 最も 不幸なる 信者 である、 我等 は壞々 人せ の 實驗审 • に 人って、 

其處 に.：：^ と 水と、 酸と >M と を 以て、 書籍が 傅 ふる 人生の 眞理 を實驗 感得すべき である。 (九月) 

夏 過ぎて 感 あ り 

夏 は 逝け り、 而 して 我 は 休息 を 得る 能 はすして 勞苦を 得たり、 靑 山に 安臥す る 能 はすして 閬 里に 勞 

働せ り、 心、 密かに 想 ふ、 我れ身に休養を與へすして祌に對して罪を犯さ^-りし乎と、 避暑 靜 養が 義 

務視 せらる k 八：' 日、 夏期の 勞勸は 罪惡の 如くに 感ぜら る。 

然れ ども 我れ 我主ィ H ス キリス 卜 を 思 ふて 我が 心に 安泰 を感 するな り、 彼に 夏期 休養なる もの は あ 

らざ りし、 彼に 靑 山の 安臥と 海 濱の悠 適と は あら ざり し、 イエス は 周遊り て 善 禀を行 ひ 給へ り C 行 傳 

十 茸 三ト八 節)、 彼 は 又 到る 處に 人に 知られ ざらん 事 を 欲 ひしが 隱れ得 ざり き cm 可 傅 七章廿 S! 節)、 

彼に 枕す る 所な かりき、 彼 は 休養の 人に あらす して 勞 働の 人な りき、 彼の 休養 はまこと に勞 働に 於て 

ありき (約 翰 傳四章 三十 四 節)。 

然り、 我 は 過ぎに し 夏 イエスの 如く ありし のみ、 我 は 彼の 如く 休む を 得すして 働か しめられ しのみ、 

我は此 事に 就て 神に 感謝すべき なり、， 今や 秋風 再び 到らん とする に 際して、 我 は 讚美の 聲を 揚げて 神 


の 庭園に 新たなる 業に 就くべき のみ。 

春の あさけ  夏の まひる 

秋の ゆ ふべ _  冬の 夜 も 

いそしみ 播く  道の たねの 

たりほと なる  時いた らん 


力り レ る、 

よろこび まて 


日 はち かし 

そのたり ほ 

(讚美歌 第 ra 百 二十 七 y  (九月」 


基督 敎と 兄弟 主 


〇 基督 敎は 兄弟 主義で あると 云 ふ、 然り、 其 結 2^ に 於て は擎间 なる 兄弟 主 である、 然れ ども 其 源 因 

に 於て は 夫れ ではない、 基督 敎は 本来 兄弟 主義で はない、 讀んで 字の 通り キリスト 主義で ある. 吾人； 

备自が 直に キリストに 速 結す る ことで ある、 爾 うして 其 結 * として =  儿弟相 愛する に 至る ことで ある、 

同胞 相 連り て キリストに 逑 るに 至る ので はない、 キリス 卜に 速り て 同胞 相 速る に 至る ので ある、 キリ 

ストに 由らざる 兄弟 主義 は ^督敎 の 重き を 置かざる 所で ある。 

〇D^ 弟 主義 を 唱 ふる 者 は 多く は 己れ が 他人に 助けら れんと 欲して 之を唱 ふるので ある、 他人 を 助け ん. 
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と 欲して 唱 ふるので はない * キリストに 由り ての み 吾人 は眞に 無^た る を 得る ので ある， キリスト や」 

要せざる 兄：； § 主義 は 畢竟 利己主義 たるに 過ぎない。 

〇 兄弟 主義の 美 は 何人も 能く 之 を 知る、 然れ ども 之を實 一：：： する の 力 は 惟り キリ ストに 於ての みある、 

彼に 由り て 肉 (自我) を 十字架に 釘 けらる、 まで は 我等 は 露に 兄弟 を 愛する こと は 出来ない、 基督 敎 

は 兄弟 主義 を 1? へす して 其 力 を 供す る i 右で ある、 キリス 卜に 巾り ての み眞 個の 兄弟の 緣は 結ばれる の 

である。 (卜 月) 

ヱ ホバの 熱 心 

(成る 友人と 夜話に 語りし 所) 

i も 書に ヱ ホバの 熱心 之 を 成すべし と 云 ふ ことがある (以賽 亞書九 章 七 節、 同卅七 章卅ニ 節)、 エホ 

バ の 熱心ん は 抑々 何う 云 ふこと で あ ら う 乎。 

熱心と は 熱情で ある、 英語で 云 ふ。 ハ ッ シ ョ ン である、 卽ち 物の 前後 を 街み す 情に 驅られ る ことで あ 

る、 冷箅 せざる 事で ある、 「戀愛 は 盲目な り」 との 一 W の 如き は 能く 熱心の 何たる 乎 を 示す 者で ある， 

爾 うして 我等の 驚く is?- は M ホバ に斯 かる 心が あるとの ことで ある、 神 は 全智 全能と いひて 智を 以て 充 

滿 した 者で はない 乎、 然るに彼が^？^を爲すに熱情卽ちパ ッ 、ン ョ ンを 以て 爲し給 ふと は肯ひ 難き 事で は 

ない 乎。 

祌には 勿論 痴情 はない、 彼に 亦 老婆心の 如き 者 はない、 然 かし 彼に 熱 が あると は 決して 信じ.： S い 


事で はない、 否な、 深く^ へて 見れば れ あるが 故に H ホバの 神 は 虞の 神で あるので ある リ 

神に 先見の あるの は 勿論で ある、 彼 は 能く 源 因 結果の 现を辨 へ 給 ふ、 故に、 彼にして^*し冷智の者 

であり 給 ふなら ば、 彼は自 から 多くの 苦痛 を 冒して 人類 を 救 はんと はし 給 はない、 又 彼 は 能く 人の 3： 

たる 乎 を 知り 給 ふ、 恩 を 忘れ 易く、 反き く、 眩き 易く、 變り き 者なる を 知り 給 ふ、 人 を 救 ふこと 

は 難き 事なる のみなら す 又 嫌な ことで ある、 前後 利， W を考へ て 見て は 神た ると 人た ると を 問 はす、 人 

類の 救濟 事業に は 到底 從事 する こと は 出来ない。 

, おしながら 愛 は」」 目 目で ある、 人の 場合に 於ての みならす、 祌の 場合に 於ても 爾ぅ である、 愛に 歸ま 

されて 我等 は 物の 前後 を 忘れて 化 舞 ふ、 苦痛 も 忘れ、 失敗 も 忘れ、 恥辱 も 忘れ、 唯 愛せん、 憐 まん、 

惠 まんとの 一筋に ず：： 事 を 放棄して、 我等の 愛する 者 を 益 せんとす る、 其 時に 我等 は 祈：： 现に訴 へ て^を 

爲 さんと はしない、 我等 は 情に 强 ひられて、 利害 を 省みす、 得失 を 省みす、 只 一 心に 我等の 愛 を斷行 

せんとす る。 

爾 うして 架， 書の 示す 所に 依れば M ホバ の 神に も亦此 熱心が あるとの ii^ である、 彼 は 人類 を する 餘 

り に 切なる が 故に、 彼等 を 救 はんと 欲し 給 ふに 方て は その 代價の 高き に は 少しも 意 を： ぎ 給 はない、 

彼 は 親が 其 子 を 危險の 中より 救 はんとす る 時の 熱心 を 以て、 自己の 地位の 高き を 忘れ、 叉 自己が 救 は 

ん とする 人より 受 くべき 恥辱に 思 ひ 及ばす、 唯 愛する 者 を 助けん との 一念に 大 なる 救 ひ を 施し 給 ふ〕 

せに 賤 むべき 者と て 冷 腦冷智 の哲學 者の 如き はない、 彼 は 萬 事を辨 へる が 故に 常に， 安全の 途を 取り 

て 危險. hi 臨まない、 彼 は 熱心 を賤 み、 極端 を 嘲け る、 彼 は獨り 高き に 坐して、 人類の 罪惡に 沈む を惘 

む、 而 して 自 から 低き にドて 彼等 を 助けん と はせ す、 唯 冷然 批評して 彼等の 愚 を 笑 ふ。 
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然れ ども エホバの 神 は 哲^者で はない、 彼 は 時には 熱心に 驅られ 給 ふ 者で ある， 彼 は 全知 曰で あると 

同時に 入 王 愛で ある、 爾 うして 愛 は 知 曰よりも 大 にして カ强 きが 故に、 エホバに 在ても 愛 は 置々 智に 勝つ 

OOO0-OOO0OOOOOOCOOOOOOOO0OOOOOOOOOOOOCO 

ことがある、 爾 うして 祌が 最も 贵く 最も 神々 しく 顯 はれ 給 ふ 時 は 彼の 愛が 彼の 智に敏 ゆる 時で ある. 

神の 小なる 者が 人で ある. g く、 人の 大 なる 者が 神で ある、 祌に 於ても 人に 於け るが 如く 情 は 智慧 以上： 

の 勢力で ある、 此奥^！^；：を能く俾へた^が路加俾十五章に有るキリ ス トの放蕩息子の譬でぁる。 (十お，) 

學 生の 信仰 

危險 なる ものにして 學 生の 信仰の 如き は あらす、 彼等 は界 易に 信じ 父 に 疑 ふ、 來る こと 速 かに.： 

して 去る こと 又 速 かなり、 傳道帥 を 失び li.: せし むる 者に して、 學生、 殊に 我國 今： ：！ の學 生の 如き は あら 

ざるな り、 而 して 其 理由 は 之を發 見す るに 難から ざるな り、 彼等 は 主として 讀 書の 人に して 勞 働の 人. 

にあら ざれば 也、 彼等 は 腦裡に 宗敎を 了解 せんとして、 生涯に 之 を實驗 せんとせ ざれば 也. 學生 はや 

的 平衡 を 失へ る 者な り、 腦と 口と に ileii  くして 手と 足と に輕き 者な り、 故に 平衡 を 失し^  くして 轉 倒し ^ 

し。 

基督 敎は 事實の 宗教な り、 故に 知 n 解すべき も S に 非す して 實 得すべき ものな り、 手 もて 探り、 足 も. 

いひ あら 

て 歩み、 心 もて 信じ、 口 もて 認 はすべき ものな り、 某 督敎の 精祌は 八/の 所謂る 學 生なる 者の 精神と 反 

對す、 基督 敎は手 を 拱き、 机に 凭り、 書に 親り、 沈思 默考 して 案出し 得べき 者に 非す、 是れ 身に て It. 

ひ- 其爲 めに 究 しめられて 始めて 曉るを 得る ものな り。 


余輩 は 學生を 愛し、 叉 之を憐 む、 然れ ども 某 督敎の 受信者と して 多く 彼等に を嘱 する^に 非す、 

能く 基督 敎を 解す る 者 は 理想 を追窮 して 止ます と稱 する 學 生に 非す、 直に 神の 天然に 接し、 地 を 耕し. 

鐵を 鍛え、 木 を彻る 農夫 職工な り、 正直なる 勞 働に. m ら すして 基督教の 眞髓を 知る 能 はす、 學生 たる 

は哲學 者、 文學 者、 法律家、 經濟學 者た るの 途 たらん も、 謙 遞 なる キリストの 弟子た るに 適する 地位 

に 非す。 

然れ ばに や キリスト は 其 弟子 を學 生の 中より 擇び給 はすして、 漁夫 稅吏 等の 屮 より 召し 給へ り、 縦 

し 又 一 人の パゥ を學 者の 中より 簡び給 ひしと 雖も、 天幕 製造の 業 を 以て 其 常識 を鍛 へし 彼 を 擇び給 

へり、 某 督敎は 希 臘哲學 に 非す、 故に 是れ 特に 學 生に 適する 宗敎に 非す、 否な、 今の 學 生なる 者が 其 

すべ ての 空想、 すべ ての 不遞、 す ベ ての 借妄、 懶惰、 智的 傲慢 を擲 つに あら ざれば、 キリ スト を 其 謙 

遜と 柔和と 勤勉と 率直との 美に 於て 仰ぎ 瞻る こと 能 はざる なり」 广十  一 H0 

14 口し さ 

さししめ  i  . 

嬉しき 時 は 神に 我が 罪 を 指示され た 時で ある、 ぺ  一一 H ルに 於け る ヤコ ブの 如く 大使に 傲慢の 髀の 

堪 骨の In! 筋を絕 たれて 步 行き 得ぬ に 至る 時で ある (創世記 三十 一 一章 廿 S:— 卅ー 一節)、 叉 ダビデが 神よ 

り 預言者 ナク ンを 遣され て 其 罪を钆 され 汝は其 人な りと 一一-一 "はれし 時の 如き 時で ある (撒 母-斗 後書 十一 一 

章 一— 七 節)、 其 時 我 は 人と 自己と を 離れて 神に 鎚る、 其 時 十字架 は 我 目の前に 輝く、 其 時 我に 懐疑 

は 一 つもなくなる、 自己が 罪人の 首で ある こと を 感じた 時に キリスト イエス 罪人 を 救 はんため に 世に 
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臨れ リとは 信すべく 又 疑 はずして 受 くべき 話で ある、 雨う して 神に 我 傷 (罪) を 指されす して 此 球-は 

起らない、 我 は 〈教 人たり と m:- ふ 時に、 我が 他人の 罪 を 貴め つ、 ある 問 は、 此 il" しき、 美 はしき 感は起 

にない、 一一 lE の申譯 なくして 我れ が祌の 前に 立つ 時に、 キリスト は 其 十字架 を 負 ひ 給 ひて 我が 心の^ 

の 前に 顯 はれ 給 ふ、 幸福なる はまこと に 神に 我が 罪 を 指示され たる 時で ある。 (卜 一 月し 

善人が 惡人 を懼る 、理由 

善人 は惡 人に 接觸 する こと を懼れ る、 夫れ は 何にも 惡人を 權れて はない、 惡人 3： 者ぞ、 

汝 いかなる 者 なれば 死ぬべき 人 を 隙れ， 草の 如くなる べき 人の子 を 恐る k か (以賽 _亞， 書 五十一 章 

士 一節)、 

善人が 惡人 を權れ るの は 悪人 其 者 を 懼れて はない。 

O0OOOOOOOOOOO00 つ 00OC  0  0  00000  0  0  0O0C0OOC- 

善人が 悪人 を 憤れる のは惡 人に 接觸 して 神に 對 つて 罪 を 犯さん こと を 懼れて める、 彼等に 篤ら れ 

て 心に 怒を發 して 彼等 を 罵る に 至らん こと を 懼れて 5- ある、 彼等に 窘 しめられて、 仇 を 以て 仇に 報い 

ん こと を 懼れて ある、 善人が 惡人 を懼れ るの は惡 人に 心の 平和 を擾 されん こと を 溜れて ある、 其 

純潔 を 汚されん こと を 懼れて ある、 善人 は 之れ がた めに 惡人を 懼れる ことが 非常で ある。 

然るに 惡 /、は 此事を 知らない、 彼等 は 善人が 彼等 を懼れ るの は 彼等 自身 を懼れ るので あると 思 ふ、 

或 ひ は 善人が 心の中に 何に か しき ことがある 故に 彼等 を權れ るので あると 思 ふ、 彼等 は 過敏なる 良 

心が s: 據 に接觸 したる 時の 感情 を 知らない。 


せに 恐怖の 念に 乏しい 者と て惡 人の 如き はない、 不義なる 裁判人の 言 ひし 事を聽 け、 我れ 神 を 畏れ 

ず 亦 人 もも 敬 はずと (路加 傳 十八.！ i=f 一 —八 節) 大膽 不敵なる は 善人に あらす、 惡人 なり、 我が 神、 我 

が 神、 何故に 我 を 棄て耠 ひし 乎と 叫びし もの は惡 人に あらす して 神の 獨子ィ H ス キリストであった、 

愛に 恐怖な しと 雖も、 愛に は乂處 女が 其 純潔 を 汚されん とする を 恐る k が 如き き 恐怖が ある、 悪人 

は 善人の 心 を 知らない、 故に 善人の 恐怖の 何たる 乎 を 知らない。 (十二お) 

敎 會に對 する 余 W の 態度 

<^*は{11:身無敎會！！；-者なり、 然れ どもす ベての 敎 會に對 して 深き 尊敬 を 有す、 新教， ぉ敎 會に對 して 

のみなら す. 希臘敎 會に對 し、 天主 敎會 に對 して 余輩 は 深き 誠實の 尊敬 を 表す。 

余輩 は 余輩の 無敎會 主義に 或る 眞理 の存 する を 知る、 义 すべ ての 敎會に 或る 他の， 眞现 のがす る を 知 

る、 腐理は 一 人 叉 は  一 W 體の專 有し 得べき^ にあら す、 余輩 も 亦 余 華の 有限 微弱なる を 知る が 故に、 

余輩の 信仰 を 確守す ると 同時に 义 すべ て 他の 信仰に 對し 深き 尊敬 を；^ す。 

故に <J- 輩 は 敎會を 毀たん とせす、 能 ふべ くんば 之 を 建てん と 欲す * 之と (.^ はんとせ す、 能 ふべ くん 

ば 之と 協力 せんと 欲す、 余輩 は 余輩の 有て る 物 (神の 余輩に 賜 ひし) を敎 會に頒 たんと 欲す、 敎 x% は 

义其 有て る 物 を 余輩に 頒っを 得べ し、 我等 は 相互に 對 して 强 いて 敵た らんと する の なきな り。 

若し 夫れ 相： 立の 主義 を述 ぶる に 方て、 相 衝突す るが 如き こと あらん 乎、 M: たれ 止む を 得ざる なり、 斯 

かる 場合に 於て は 我等 は 眞理の 深き 所に 於て 互に 相 ひ 一 致すべきな り、 そ は 露理は 表-向に 於て は 衝突 
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する こと ある も. c 裡に 於て は 和合す る 者 なれば 也。 

而 して 余輩の 敎 會に對 する 此 態度 は旣に 世の 多くの 敎會 者に 由て 認められ しが 如し、 そ は敎會 者に 

して 本誌の 年來 の愛讀 者た る 者 は 決して 少數 にあら ざれば なり、 余輩 は 乂誕々 敎會の 招く 所と なりて、 

其 業を援 け、 敎 役者 諸氏と 握手して 同一 の 主の ために 働きたり、 余輩 は 未だ 曾て 誠 實の敎 役者に 對し 

て惡 意を懷 きしこと なく、 叉 彼等 は屢々 昔時の 使徒の 如く 余輩に 其 右手 を予 へて 交 を 結べり (加拉 太 

書 一 1 章 九 節)。 

無敎會 なる は悲 むに 足らす、 悲 むべき は キリスト を棄 つる ことなり、 我等 は 信と 義に 於て 一致す ベ 

し、 水の 洗禮に 就て、 葡萄酒と パ ンとを 以てする 聖晚餐 式に 就て は、 我等に 多少の 異說 ある も 可な り、 

敎會を 異にする が 故に 举ふ者 は外國 宜敎師 なり、 我等 は 彼等に 傚 ふて、 聖書の 細 末の 字句に 拘泥して、 

心に 冋 一 の 主を崇 むる 同胞 相互 を 責め 叉畿 るべ からざる なり、 某督 信者の 「敎派 (命 ひ」 は 之 を 歐米諸 

1： に §s めよ、 之 を 我 日本に 移植す る 勿れ、 我等 は 神の 特训に 惠み給 ひし 此國に 於て 肉 を 離れた る靈の 

； i 昔 を 奉すべき なり。 (十二  =o 

イエ ス キリスト を まふ 

ィ ヱ ス キリスト は 余の 救 主で ある、 彼 は 余の 道德 上の 敎師 ではない、 彼が 余に 取りて 殊更ら に 貴い 

の は 彼が 余の 罪の 贖 主で あるから である、 此事 たる 余が 今日まで 幾囘 となく 繰返して 言 ふた 事で ある、 

然しながら 幾囘 繰返しても 意味の 盡 きない 事で ある、 殊に 今 nn の 如く ナザ レのィ H ス は 世界最大の 人 


物で あろと か、 i:;^? も.： y 全なる 道 德を敎 へし 敎師 であると か 云 ふ 言が、 不信者の みならす、 所謂る 基督 

者の 巾に も 揮 か. j: すして 唱 へ らる 、時に 方て、 我等が ィ ヱ ス の 救 主たる こと を 力 を 籠め て唱 ふるの 

必要が ある、 ィ H ス に. m て 我等の 罪は嚼 はれた ので ある、 我等 は 我等の 行に .5 て 救 はる 、 ので はない" 

ほろぼ 

ィ H スは 十字架の 上に 我等の 罪を滅 し、 我等 は 彼の 義、 彼の 犧牲に 由て 救 はる &の である、 福音と は 

此事 である、 ィ H スが 人類の 罪 を 負 ふ祌の 主？， でないならば 一 i 昔 は 無き ものと なる ので ある、 人の子の 

来りし は 多くの 人に 代り その 命を予 へて 贖 ひとなら ん爲 なりと (馬 可 傳十章 g: 十五 節)、 余はィ H ス 

が余に此事を爲し給 へ りと^^する、 余に 此 確信が 消えて < よは クリスチャンで はない、 余 は 明治 三十 九 

ハ ヰの 今日、 余が 基督 敎を 信じて より 三.^ 年後の 八：' 日、 余 は 尙ほ此 事 を 信す る、 然 かり、 益々 深く 此ぉ 

を 信す る。 

ィ H スは 平民で ある、 余 は 平民の 模範と して 彼 を 仰ぎ まつる、 斯く云 ひて 余はィ H スは 今の所 謂る 

平 2^ であると 云 ふので はない、 平民と は 其 有つ 所の 位の 布 無、 富の 多少に 由て {疋 めら るべ き 者で はな 

い、 貴族の 巾に も 平民 あれば 平民の 中に も 貴族が ある、 自己 を 貴ばざる 者、 是れが 平民で ある、 自己 

ccoooo ご oooo〇coo〇  0  0000000 

を 何に か 貴 い 者で ある やうに 思 ふ 者、 是 れが 貴族で ある。 

故に ィ H ス は 平民で あると 云 はんより は 寧ろ 平民と はィ H ス の 如き 者で あると 云 ふべき である、 す 

ベて ィ H スを 主として 仰ぐ 者、 彼に 罪を頌 はれん とする 者、 是れ 皆な 平民で ある、 卽ち祌 の 子と して 

め 貴 尊を認 むる 外、 其 他の 貴 尊 を 悉く 担 否す る 者、 是 れが眞 正の 平民で ある。 

イエス は努働 者で ある、 余 は 彼に. E て勞 倒の 贵き 所以 を 知った、 K 万 働 は 賃銀 を 得る ために 貴い ので 

はない、 心 を 養 ふ. ために 貴い ので ある、 頃 悶と懷 疑と は 沈思 默考に 出て は 解けない、 勞 働に 由て 釋け 
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る、 勞 の 人生に 於け る は 排水溝の 沼 池に 於け るが. 5 きもので ある、 之に. m て 惡水は 除かれ、 膏腴は 

0 り， 地 は 畳 穣を呈 する に 至る、 煩悶 は E 心 ふこと 多くして 働く こと 齡 きょり 起る、 短悶 を杂 かん.， こめ 

に 身 を喷火 n に投 する に 及ばない、 通常の 勞 働に 從事 すれば 足る、 されば 絲の 如くに 亂れし 心 は 整理 

に 就て、 讚美の 聲は n より 上る に 至る。  、 

玆に 一 つ 注意すべき-事が ある、 卽ち 我等 何人も 勞 倒の； pl 歌 者と なら ざらん ことで ある、 我等 は 努め 

て勞勸 者た るべき である、 擇 んで勞 働の 鼓吹者た るべき でない、 一 ： 乘隊に 喇叭手 は 一 人 あれば 足る、 

餘は 悉く 戰鬪 員た るべき である、 喇叭の 吹奏者 多くして： 車 隊は泥 亂を來 さ i>- る を 得ない、 我等 は. =- む 

を 5£ ざるに あら ざれば 傳道 者、 新聞記者、 雑誌 記者 等と なるべき でない、 乎 を 以てする は 口と 维とを 

以てする より 遙 かに 贵ぃ勞 働で ある- 我等の 主 イエ ス キリスト は n を 以てする より は u:, を 以てして 多 

く 働き 給 ふた。 

.v".. へての よ S こ i 

イエ スは 余の 萬 善で ある、 爾 うして， 今や また 舊き年 を 送り、 新ら しき 歳を迎 、ん とする に 方て、 

余 は殊： 史らに 彼 を の 救. HT 平： の 校範、 勞 働の 聖化 者と して 懷 はざる を 得ない。 二 I 九ハ 牛クリ 

ス マス 感想と して 記す〕。 
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. 平々 凡々 の理 

〇 神 を 多く 語る 勿れ、 祌を 多く 感ぜよ、 而 して 平々 凡々 の 事 を 語り、 平々 凡々 の 事を爲 せよ、 然 らば 

平凡の 中に 神 は 在して、 人 は 彼を認 むる に 至らん。 

〇 手を以 てす る 傳道は 筆 を 以てする 傳 道に 勝 さる、 筆 を 以てする 俾道は 口 を 以てする 傳 道に 勝 さる、 

最も 惡 しき 傳道は n を 以てする 傳道 なり、 眞 理は聲 と共に 虚空に 失せ 易し、 語りし 者 は 之れ が爲 めに 

空しく、 聽 きし 者 之れ が爲 めに 充 たさる X こと； i し、 最も 善き 傳道は 手より 乎へ と傳 へらる X 傳 道な 

り 0 

〇 愛せよ、 然 らば 愛せら るべ し、 與 へよ、 然 らば 與 へらるべし、 惠 まれん とのみ 欲する 者 は 永久に 惠 

まれざる 者な り、 神の 造り 給 ひし 此宇宙 は 素と 是れ已 が傣に 成る 宇宙な り、 「俊なら ぬせ」 なりと 一一 一一 口 

ひて 歎く 勿れ、 キリ ストの 心 を 以て 人 を 愛して 自 からせ 界の 王と なれよ。 

〇 幸福に 就て 語る 勿れ、 幸福 は汝の 手中に 在り、 幸福 は勞 働に 在り、 微 しなり と 宇宙 を 完全に せよ、 

微 しなり と 人の 心より 苦痛 を 除け よ、 然 らば 幸福なる べし、 苦痛と は 働かぬ 事な り、 坐して 人生に 就 

て默考 する ことなり、 起て 神と 借に 働け よ. 然 らば 勞 働の 祌は汝 に 光明と 慰藉と を 供し 給 はん、 「1 ガ 

働是れ 幸福」 なりとの 單 純の 眞理を 忘る X 勿れ。 

〇 宗敎も 之 を 自己の ために 信す る 勿れ、 祈 禱も之 を 自己の ために 捧 ぐる 勿れ、 我れ 殊に 勸む、 萬 人の 

ために 顦告、 祈禱、 懇求ノ 感謝せ よと パ 力 n は 言 へ り (提摩 太 前書 一 $ 一  節)、 利己心 は 之 を 信 W 界 


にも 許す ベから す、 その 生命 を 惜む者 は 之 を 喪 ひ， -」 の キリストの 雷 は 霊的 生命に 於ても 1^ 爾 かり 我 

等 の 懷く 信仰 は 萬 人 のた めの 信仰なら ざるべ か らす。 

〇 我 を 苦む る 者 は 我れ 彼 を 愛せざる に 我 を 愛する 者な り、 我 は斯の 如き 人 を 長れ 且つ 敬 ふ、 其.^ く 

我れ 若し 人 を 苦 めんと 欲せば 彼の 怨に報 ゆるに 恩 を 以てし、 憎に 報 ゆるに 愛 を 以てする に 若 かす、 ひ 

彼れ 或 ひ は 彼の 苦痛に 堪えす して 終に 我に 降服す るに 至る や も 未だ 以て 知る ベから す、 之 をなん 熱 i& 

を 彼の 首に 棲む と 謂 ふ 乎。 

〇 我が 友 は 我れ 留めざる も 我 を 去らす、 我が 友なら ざる 者 は 我れ 彼の 迹を逐 ふ も 党に 我 を 去る、 此に 

於て 我 は 知る. め， & めら れし 者なる 事 を、 人 は 友 を 作る 能 はす、 叉 友 を 失 ふ 能 は t 彼の 友 は 彼 

と共に 生れ、 永久に 彼と 共に 存す、 是れ大 なる 慰藉な り。 

〇 人 若し 無力に して 人類の ために 何事 を も爲し 得すん ば、 遇 ふ 人 毎に 對 して 微笑 を呈 せよ、 微笑 は大 

なる 勢力な り、 春の 風の 如し、 心の 堅 氷 を 解く の 力 あり、 到る 處に 微笑 を 散布して、 少しく せの 厳冬 

の 塞 を 緩めよ。 

〇 言 仰のみ の 人た る 勿れ、 信仰 を 有て る 勞働者 たるべし、 祌を 信す る 農夫、 叉 は 商人、 叉 は 職工、 叉 

は 水夫 たるべし、 萬々 止む を 科ざる 51 合に あら ざれば 信仰 を說く 人と なる 勿れ、 f に危險 にして 不健 

全なる、 今日の 傳道師 の 職の 如き は あらざる なり、 信仰の みの 人は勞 働の みの 人の 如く、 同じく 片端 

人間な り * 我 は 聖書と 信仰との 外、 何事 を も 語り 得ざる 人を諱 むこと 甚だし。 

〇 祌 はすべ ての 途を 以て 我等 を惠 まんと 欲し 給 ふ、 心の 衷 より は 福音 を 以てし、 眼より は 美觀を 以て 

斗より は 昔樂を 以て、 C 界 より は 香氣を 以て 我等 を惠 まんと 欲し 給 ふ、 我等 は 惠の途 は 何れも 之 を 塞ぐ 


ベから す， 神 をして 衷 よりも 亦 外よりも 我等 を惠 ましめ て、 裕 かに 彼の 恩惠に 沐浴す べきたり。 

〇 我が 机上に 聖書 あり、 野 花 あり、 造花 あり * 緣畫 あり、 香水 あり (以上 勿論 何れ. i 咼價の ものに 非 

す)、 我 はすべ て 之 を 喜ぶ、 我 はすべ て是 等に 由り て 我が 神 を 知る、 而 して 夜毎に 燈 火を滅 して 暗 所 

に隱れ たるに 在す 彼を拜 す、 晝は祌 を 見て、 夜 は 彼を感 す、 我が 宗敎は 理性 感情の みの 宗敎 にあら ざ 

るな り。 ( 一 お) 

墮落 信者の 口 實と其 批評 

完全なる 人と てせ に 一人 も あるな し、 道德の 模範た るべき 宜 敎師、 祌學 者、 牧師、 傳道師 すらす ベ 

て缺點 多き 人に あらす や、 我れ 獨り 純潔 を 追求す る も 何の 益 か あらん、 我れ 信者た る も 不信者た る も 

唯 五十歩百歩の 差の み、 否な、 信者 は聖 淨を裝 ひながら 罪 を 犯す、 不信者 は 不潔 を 自認しながら 道に 

戾る、 故に 信者 は 偽善者なる に反して 不信者 は 天眞の 人な り、 我 は 偽善者なる 信者た るを廢 めて 天眞 

の 人なる 不信者と ならん と。 

評に 曰く、 宗敎は 他人の 事に あらす、 自己の 事な り、 {ー且 敎師、 牧師、 傳道師 等の 言行 如何 は 吾人 

の關 する 所に あらす、 彼 は 彼な り、 我 は 我たり * 我 は 我が 義務 を 守らざる ベから. ず、 我 は 我が 祌 

を 喜ばすべき たり， 神 は 他人の 行爲を 以て 我 を 職き 給 はす、 他人が 罪 を 犯す も 我 は 犯さ る ベ し . 

我は敎 役者 楚が 偽善者な るの 故 を 以て 自 から 罪の 人と たらざる べし、 然 り- 我 は 神に 祈りて 彼等 


Ira 想  1 六 ra 

以上の 人となりて、 祌 をして 我が 罪の 身 を 通して 其 榮光を 世に 顯 はさし めん。 

二 

敎會は 貧困な り、 其 傅 道 事業の 揚ら ざる は 信仰 缺乏の 故に あらす、 資金 不足の 故な り、 我 は 今より 

傅 道師の 班を脫 し、 俗人の 班に 人り、 大に を 作り、 金 を 以て 聖 なる 修道 事業 を援 けん、 然れ ども 旣 

に 俗界に 下る 以上 は 多少の 汚穢 は 免 かるべ からす、 願く は 我に 多少の 放縦 を 許せよ、 そ は 我 は 斯道の 

ために 身 を 俗界に 沈む る 者 なれば なりと。 

評に 曰く- 汝の 好意 は 厚く 之 を 謝す、 然れ ども 我等 は 汝が身 を 泥中に 投じて まで も 我等 を桉 けん 

こと を 欲せす、 ^に 汝が傳 道 失敗の 源 因 を 資金の 缺 乏に歸 する は大 なる 謬見な り、 傳道は 資金 を 

要する こと 至て ii し、 今の 敎會 なる もの 或は 资 金の 充足 を 以てする にあら ざれば 傅 道 を 繼續し 能 

はざる べし、 然れ ども 神 は 资金を 要せす して 其 聖き傳 道 事業 を 緩け 給 ふなり、 汝、 眞の傳 道に 就 

て 識る所 あれ、 然れば汝の^^道廢止、 俗界 投身の ロ實は 其土臺 より 崩れん。 

三 

傳道： 帥 は 多く は 依賴の 人な り、 而 してせ が 彼に. e て 得る 所 甚だ St し、 我れ 何ぞ 永く 傳道界 に 留まり 

て賤 むべき 依賴の 人た らん や、 若 かす、 我れ 傳道を 魔す るも獨 立の 人と ならん、 我 は 社會の 人となり、 

社會の 尊敬 を 得て、 大に社 會を益 せん、 我 は 獨立を 愛する が 故に、 叉大に 社會の 公益 を 計らん と 欲す 

るが 故に， 傳道界 を 去て 俗界に. 卜らん と。 

評に；：！ く、 依賴の 人た るは惡 し、 一 日 も n 十く 敎會 又は 外國宣 敎師の 補助 を 絡て よ、 然れ ども 獨立 

め 人た らんと 欲して、 俗界に 下て 俗人と なる の 要な し、 祌に 依て 獨 立の 傳道師 となれ よ、 獨 立と 


修道と 兩った がら を實 行せ よ。 广ニ月) 

智識と 眞理と 自由 

且つ 眞理 を識 らん、 眞 理は汝 等に 自由 を 得さすべし。 約 翰傳八 章卅ニ 節。 

此 一 節の 中に 三つの 大 なる 辭が ある、 卽ち 「識 る」、 r 眞 理」、 「自由」 との それで ある。 

識 ると は ドウい ふ 事で ある 乎、 識 ると はた 智識 的に 知る ことで はない、 卽ちー 一と 一 一 を 合すれば 四 

となると か、 酸素と 水素と を 合すれば 水と 成る とい ふやう に 知る ことで はない、 神を識 ると は 全心 を 

以て 之 を識認 する ことで ある、 卽ち 智識、 意識、 感識 する ことで ある、 神と 親しくなる 事で ある、 或 

る 意味から 言へば 神と 合する ことで ある、 識 ると は 聖書に 在りて は 深い 辭 である、 卽ち 我等が 祌に知 

らる k 如く 彼 を 知る 事で ある (哥林 多 前書 十三 章 十 1 一節)。 

眞理と は 何んで ある 乎、 勿論 數學 的眞理 ではない、 叉 は科學 的眞理 でもない、 又は 哲學 的眞理 でも 

たい、 聖書に 所謂る 眞 理はモ ット 深い 廣ぃ 且つ 具體 的の 者で ある、 眞理は 第 一 に 無べ ルソナ 的 (im- 

personal) の 者で はない、 是 れは活 きたる ペルソ ナ 的の 者で ある、 眞 理は祌 御自身で ある、 爾 うして 

是れが 肉體を 以て 顯 はれた る 者が キリスト である、 是を 生命と 稱 しても 可い、 或 ひ は 光と 呼んでも 可 

い、 伍した の 生 (bios) ではない、 生の 源 因で ある、 た^の 光で はたい、 活 きたる 光で ある、 基督 

敎 は哲學 ではない から、 冷智を 以ての み會 得し 得る 智的 眞理を 最上の 眞理と は 認めない。 

自由と は 何で ある 乎、 是れ 勿論 政治的 自由で はたい、 政治的 自由 は 得る も 甚だ 慣 値の 少ない 者で あ 


る、 叉、 仏し も 思想の 自由に 止まらない、 思想の 自由 は 道 德の腐 耽した る 所に も 存在す る、 玆に 云ふ自 

由と は 言 ふまで もな く靈魂 の 自由で あ る ， 雨う し て靈魂 の 自由と は 愛 の 外 何 の 束縛 を も 受けざる - ^ と 

である >  是れ はすべ ての 法則より 全然 脫 する ことで ある、 自然の 法則 以上 • 國 家社會 の 定めし 制度 法 

章ゾ： 上、 然 り道德 以上、 宗敎 以上に 達する ことで ある、 眞 正の 自由 は 結對的 自由で なければ ならない、 

爾 うして キリストが 我等に 與へ給 はんとす る 自由 は斯 かる 自由で ある、 是れは 人類の 政治お にも、 法 

律史 にも、 倫理お にも 書いて ない 自. a である、 是れは 祌の獨 子の 降臨 を 待て 始めて I に 臨みし 自由で 

ある。 

0O0OOO0OO0OOOOOO0000  OO 

キリ ストの 弟子と 戎る こと は斯 かる ことで ある、 卽ち 祌を識 了して 凡ての 法則に 超越す る ことで あ 

みこと ほ ，、 

る、 而 かも 斯 かる 持 權に與 かりし 者、 叉は與 かりつ」 ある 者 は 何處に 在る 乎、 キリストの 此聖 語に 比 

ら  .  やす 

較べ 見て 今の所 謂る 基督 信者なる 者 は實に 實に廉 つぼい 者で はない 乎。 二月」 

病中の 感  , 

〇 寒氣の 到來と 同時に 今年 も 亦 昨年の 如く 病 氣に權 つた、 然 かし 幸に して 今年 は 昨年よりも 輕 かった- 

熱 も 低く、 其 間 も 短 かく、 從 つて 疲勞も かった。 

〇然 かし 病氣は 矢張り 病氣 であった、 其 不愉快と 之に 伴 ふ 試練と 懐疑と は 同じであった、 救 日の 間、 

床に 伏して、 も爲す ことなく、 难、 過去と 攝理と 人生と. に 就て 考 へた、 病 は 如何程 輕 いもので も 
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死の 前 味で ある、 病氣に 極って 死に 就て 多少 思 はざる を 得ない。 

〇 我れ 若し 八 r. 死せば 如何、 我は此 せに 生れ 来りて 今日までに 何を爲 せし やと、 斯く 0 己に 問 ふて， 余 

は滿 足なる 答 を 供す る こと は 出来ない、 余 は 「何事 を も 爲し得 ざり し」 と 答 ふるのみ である、 余の 爲 

せし 僅かば かりの 善行、 余 は 之 を 以て 善人と して 祌の 前に 立つ こと は 出来ない、 余 は 自己に 省みて 天 

國に 入る の 資格 を 作った と 云 ふこと は出來 ない、 余 は 無益の 僕で ある (路加 傳 十七， U 十 節/ 地獄の 

火に 投入れ らる、 も 何の 苦情 を訴 ふべき 资格を 有たない 者で ある。 

〇 斯く思 ふて 余 は 失望 せざるを得ない、 更らに 又 余の 事業 其 物に 就て 思 ふ 時 は 更らに 堪え難き ことが 

多い、 余に 由て 道 を 信じた 者 は 多い、 然し 之 を持鑌 けた 者 は 幾人 ある 乎、 一時 は 神と 余と を 祝した 者 

で 今は兩 つながら を 呪 ふ 者 は 夥多 あるで はない 乎、 彼の 學士、 是の 博士 を 見よ、 彼等 も 一度 は 我と 偕 

に主ィ H ス キリストの 聖名を 讚美した 者で はない 乎、 然るに 彼等 は 今 は 政 を 談じ法 を 講じ 富 を^い 

て 道 を 語らす、 而 して 我れ 獨り续 りて 古き 舊き 福音 を唱 ふ. 才子 才嫒は 我 を 去り、 愚 夫 愚 猿の み 我と 

共に 留まる、 嗚呼、 我 は 誑かされし にあらざる 乎、 鳴 呼- 我 は 人に 一 時の 慰安 を 供す るた めの 玩具と 

して 使 はれし にあらざる 乎、 貧の 時に 我に 聽て 富みて 後に 我に 遠 かりし 者何ぞ 多き、 學 窓に 我 書を播 

いて、 之 を 放棄して 世に立ちし 者何ぞ 多き、 此 日本 國に 於け る傳道 事業 を 其 結果に 於て 見よ、 智慧 あ 

ち 力 ら 

る 者、 能 ある 者， 位い 貴き 者に して、 永く 忠實に キリストの 福音 を 奉ぜし 者 は 何處に 在る 乎。 

〇 之 を 思 ふて 余 は 失^せざる を 得ない、 余 は 「益な き 僕」 であるば かりで はない、 益な き 事業に 從事 

しつ i あつたの である、 米 一 粒 を 作りし にあら す、 橋 一 桁 を 架せ しに あらす、 敵 一 人を斃 せし にあら 

す、 唯 用な き 一 i 音を唱 へしの み、 余の 事業 は 空に 終り、 余の 前途に 何の 要求すべき なし、 余 は 佛人ル 
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ナンの 言 ひし 如くに 「美 はしき ガリ ラャの 夢」 を 見て-居 つたので は あるまい 乎。 

〇 或 ひは爾 うで ある 乎 も 知れない、 然しながら 翻って 思 ふ、 若し 爾 うであるなら ばお 何で ある 乎、 余 

は それが. ために 神に 向って 咬くべき である 乎と、 否な、 爾ぅ ではない、 余の 過去 は 空であって * 余の 

未來 はさであって、 人生 は 夢で あると する も、 余 は 決して 人間の 中で 最も 不幸なる 者で はない、 余 は 

夢を見せ しめられし とせん * 然しながら 如何なる 夢を見せ しめられし 乎、 美 はしき 夢、 宇宙 改造の 夢、 

死の 消滅、 肉體 復活の 夢、 新婦が 其 新 郞を迎 へん 爲に 修飾り たるが 如き 装 を 以て 神の 所 を 出て 天より 

降らん とする 聖 城なる 新しき M ルサ レムの 夢、 神の 裁判の 夢、. 惡人 絶滅； 善人 续留の 夢、 鳴 呼 如何に 

美 はしき、 如何に 潔き、 如何に 勇ましき 夢な りしよ、 夢に 惡夢 あり、 叉 善 夢 あり、 而 して 我 は 夢の 中 

に 最も 善き 夢を見せ しめられ しなり、 人生 は 夢な りと すれば 我 は 富貴の 夢、 榮 華の 夢に は あらす して. 

正義の 夢、 永生の 夢、 義の 冕の 夢を見せ しめられ しなり、 豫首者 等の _4 みし 夢、 パト モスの 島に 於て 

聖 ヨハネが 見し 如き 夢を見せ しめられ しなり、 人 はせ な 夢み る 者な りと ならば. 我 は 最も 高尙 なる 夢 

を 見し 者に して 人の 中に 最も 幸福なる 者な り、 「美 はしき ガリ ラャの 夢」 を 見し 者な りと て 我 を 嘲け 

る 勿れ、 そ は 夢の f に 在りて 此 夢に 優りて 美 はしき 夢の 他に 有る ことなければ 也。 

〇 嗚呼、 余 は 神に 感謝す、 余 は縱令 一年な りと も、 然りー 日な りと も 福音 宜傳の 快事に 從事 する を 許 

されし を、 余の 未來は 消滅で あらう が、 或 ひ は 地獄の 火で あらう が、 余 は 咬くべき ではない、 余は旣 

に 美 はしき 記憶 を懷く 者で ある、 福音 宣傳の 記憶 を 懐く 者で ある、 雨う して 此 記憶 は 余に 取りて 永久 

の寶 である * 天の 高き に 曰 升ら うが、 地の 低き に 降ら ふが 余の 靈魂を 離れざる 寶 である、 余 は 旣に報 賞 

を 獲た る 者で ある、 尙ほ此 上に 望むべき ではない、 俾道其 物が 大 なる 快樂 であって、 大 たる 報 賞で あ 


る、 我 は 旣にェ 錢を據 たる 工人で ある〕 路加 傳十章 七 節 か 

〇 然 らば 來 世の ^在 如何と 問 ふ 者が あら ふ、 然り、 來世 は必す あるで あら ふ、 然しながら 是れ 我に 當 

然屬 すべき 者で はない、 是れは 神が 其 簡び給 ひし 所の 者に 與へ給 ふ 所の ものであって、 人より 進んで 

權利 として 要求し 得べき 者で はない、 我 は 我が 衷に 永生 を 有たない、 我 は 生れながら にして 滅亡に 定 

めら れ たる 者で ある、 我 は 我が 爲し 得る すべ てを爲 して 尙ほ 天國 を承繼 ぐべき 何の 資格 を も 有たない 

者で ある リ 

〇 然しながら 我れ 病んで 獨り靜 かに 思 ふ、 我れ に 永生 を狻 取す るに 足る の 善行な しと 雖も、 我に 神の 

恩惠を 信す るの 心 あり、 我 は 天國を 造り 得す、 又 好んで 之に 入る こと 能 はすと 雖も、 神 は 人に 依らす 

して 之 を 建て、 叉 人に 依らす して 之に 入る の途を 設け 給 ふた、 キリス 卜は途 である、 生命で ある、 復 

活 である、 祌は キリストに 在りて 人の ために 善行に 由ら すして 永生 を承繼 ぐの 途を 設け 給 ふた >  天國 

と 永生と は 我 を 離れて 存在す る 者で ある， 我 は 我れ 以外に 於て 之 を 兄る ことが 出来る、 雨う して 我 は 

我が 衷に之 を 我が 有と なすに 足る の 一 つの 能の 神より 贈られし を感 する、 信仰の 能、 是れ である。 

仰ぎ 瞻ょ然 らば 救 はるべし、 何故に 勵 みて 天國を 取らん とする ぞ (馬 太傳十 一 章 十一 一節)、 天 國は 

道德の 力に 由て 奪取す る 能 はざる なり、 天國は 善行の 報 賞と して 人に 與 へらる、 者に あらす、 天國に 

人らん と 欲せば 道德 以外の 力に 由らざる ベから す、 天國は 待望んで 之 を 獲る を 得べ し、 仰ぎ 瞻て之 を 

我が 有と なす を 得べ し、 Insilentio  ct  spe  el.it  fcrtitudo  vestl.a 汝等靜 かにせば 救 ひ を 得、 平穩 にし 

て依賴 まば 力 を 得べ し (以 賽亞書 三十 章 十五 節)、 嗚呼、 忘れ "3 きは單 純な ろ此 现で ある、 麵 うし 

て 神が 度々 我等に 疾病 を 下し 給 ふ は 我等に 此眞理 を 想起 さしめ 給 はんが 爲め では あるまい 乎り 
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或る ^：督 信者 は 曰 ふ、 すべての 疾病 は 罪の 結果な り、 ^^に疾病は眞の信者にはぁるべからざるもの 

なりと、 或 ひは爾 からん、 然れ ども 若し 爾 からん に は 死 も 亦 罪の 結果なる が 故に 眞の 信者 は 死す ベ か 

ら ざる 者たり とも 言 ふ を 得ん、 然れ ども 死せ ざる 信者と て何處 にある 乎、 死 は 罪の 結果な らん、 然れ 

ども 罪の 人に 取りて は 死は必 しも 刑罰に あらす、 多くの場合に 於て は大 なる 恩惠 たり、 詩人 ロング フ 

ェ n 1 曰く 

死の 天使 も 亦 生の それの 如く、 同じく 神より 遣 さる、 者な り、 

故に 神の 許可な くして、 何人の 門前 を も 過ぐ る ことなし、 

此事を 知りて 何人 か、 神の 使者に 對 して 其 門 を 閉ぢん や。 (The  Two  Angels 末節の 意譯 )o 

其 如く 疾病 も 亦祌の 使者で ある、 信者の 信仰の 目を醒 さんため の 神の 使者で ある、 信者が 己の 德に賴 

るが 故に、 然り、 其 信仰に 頼る が 故に、 自 から 地上に 天國を 建設す ると 稱し、 計 劃 運動に 日 も 亦 足ら 

ざるが 故に、 愛の 父 は厦々 疾病 を 下し、 彼等 を 一時的 無能者た らしめ、 働ら くを錢 めて、 頼らし め 給 

ふので ある、 天國は 活動 を 以て は 獲られない、 信賴に 由て 與 へらる、 爾 うして 信賴を 興す ために は疾 

病 は 健康 に 優りて 遙 かに 有力 で あ る リ 

〇 疾病 は 肉體の 疾病で ある、 故に 精神の 靜養 である、 疾病に 由て 我等 は靜 養を餘 儀な くせら る- - ので 

ある、 此點 から 見ても 疾病 は 確かに 大 なる 恩 惠 である、 健康の 時 は 言 ふまで もな く勞 働の 時で ある、 

我等 神の 僕に 取りて は 健康の 時 は 我が 時で はたい、 神と 同胞との 時で ある。 故に 我等 は 自己に 就て 考 

ふること 至て 勘く、 朝 起てより 夜 眠む るまで 他人の ことに 就ての み 思 はねば ならぬ 地位に 立つ 者で あ 

る、 然るに 一朝 疾病に 撃 たれて 床に 臥す る や 我 は 我が 責任より 免 さる、 ので ある、 此時 我が 時 は 我^ 


ものと なリ 我 は 自己に 就て 考へ、 我が 神と 特に 親しく 交 はるに 至る、 足 立た す、 乎 動かす、 咽： s^^l 

ら ざる 時に 我が 休息の 時 は 到る- 人 は 病後の！！ 養 を 語る、 然れ ども 我が 靜養は 病中に 行 はる、 病 *g え！ 

て 後に 我 は 起て 直に 我が 業に 就く、  r 靜 養の ための 疾病」、 キリストの 僕の 疾病と は斯の 如き もので i 

ある。 

〇 感謝、 感謝、 何事 も 感謝、 健康 も 感謝、 疾病 も 感謝、 生 も 感謝、 死 も 感謝、 そ は 凡の 事 は 神の 旨に _ 

依りて 招かれた る 神 を 愛する 者の 爲に 悉く 働きて 益 をな す を 我等 は 知れば 也 (羅馬 書 八 章廿八 節)、 

晝は 太陽 を 仰ぎ、 夜 は 月と 星と を 仰ぐ、 健康の 時に 外に 擴 がり、 疾病の 時に 衷に g つ、 强き 時に 此世ー 

に 勝ちて、 弱き 時に 天 國を與 へらる、 故に、 若し 自己 一人の ために 計らん に は 疾病 は 健康よりも 貴く 一 

ある、 何れ を 選ぶべき か 我れ 之 を 知らず (腓立 比 書 一 章廿ー 一節)、 然れど 今や 再た び 健康 を與 へられ 

ん とす、 我 は： 冉び 我が 喜ばしき 業に 就かん とす。 (二月) 

信仰の 報 賞  、 

(アブラハム の 例に 照して)  一 

一 

信仰の 報 賞 は 土地 家屋に 非す、 金銀 寶 玉に 非す、 世の 人望に 非す、 敎會の 歡迎に 非す、 幸福なる 家 一 

庭に 非す、 必 しも 長き 壽 命に 非す、 信仰の 德 たる 凡 il れ朽 つべき 此 世の 物 を 以て 報 ひらるべき 者に あら， 

す。 


ぬ E 十 if 


信仰の 報 賞は祌 御自身な り、 彼 を 其 無限の 愛に 於て 識る ことなり、 彼 を アバ 父よ と 呼び 奉 まつる に 

至る ことなり、 宇宙の 大 なる も 其 造 主なる 神の 大な るに 及ばす、 而 して 祌は 自己 を 信す る 者 を 報 ひ 給 

ふに 最大 最善の 者 を 以てし 給 ふ。 

ホ  * 

*  ぶ 

ヱ ホバの 言、 異象の 中に アブラハムに 臨みて 曰く、 懼る 勿れ、 我 は汝の 盾、 汝の 最大の 報 賞な りと 

(創せ 記 十五 章 一 節、 英譯 聖書 參照 .}、 ァ ブラ ハ ム は國を 望んで 國を得 ざり き、 天の 星の 多き と海邊 

の 砂の 數へ 難き が 如き 子孫 を 見ん と 欲して 唯 一 人の イサク を 設けし のみ、 彼 は祌を 信じて 約束の 物 を 

得 ざり き、 彼の 信仰 は 報 ひられ ざり しが 如くに 見えたり。 

个  小 

然れ ども アブ ラ ハ ム は遙 かに 之 を 望みて 喜びたり (希 伯 來書十 一 章 十三 節)、 彼 は 約束の 物 を與へ 

られ すして 約束 以上の 物を與 へられたり、 祌は 自己 を 彼に 顯 はし 給へ り、 アブラハム はまこと に 最大 

の 報 賞 を 得たり U  . 

*  * 

神 は 誠 信な り、 彼 は 自己 を 信す る 者 を 欺き 給 はす、 彼 は先づ 自己 を 與へ給 ひて、 然る 後に 彼の 造り 

し 物 を 與へ給 ふ、 先づ 自己 を アブラハムに 顯 はし 給 ひて、 然る 後に 彼の 救 多き 子孫に 力 ナンの 土地 を 

與へ 給へ り、 信仰の 報 賞 は 先き に靈 にして 後に 物な り、 約束の 物 は 人 を 導て 約束の 靈に 到らし む、 我 

等祌を 信じて 物 を 得 ざれば とて 悲む ベから す、 そ は先づ 靈を與 へられて 後に 亦 物 をも豐 かに 與 へらる 

ベければ なり。 (三月) 


余 の 基督 敎 

〇 余の 基督 敎を 云爲 する 者が ある、 然り、 余の 基督 敎は 主ィ H スキ リストで ある， 余の 基督 敎は余 の 

澳く說 ではない、 又 余の 奉す る 主義で はない、 余の 與 かる 儀式で もなければ、 叉 余の 腸す 敎會 でもな 

い、 余の 基督 敎は 死物で はない、 生者で ある、 文字で はない、 精靈 である、  < ホの懷 く 者で はない、 余 

を 懐く 者で ある、 木 や 石 を 以て 造られた る敎會 堂に 祭り こまるべき 者で はたい * 無邊 の 宇宙 に 充實す 

る 者で ある。 

〇 之 を 基督 敎と稱 する のが 抑 も 間違の 始めで ある、 せに 基督 敎 なる 者 は實は 無い ので ある、 基督 敎を 

作らん とする が 故に キぃ スト は 隱れて 仕舞 ひ 給 ふので ある、 生命 は 機械で ないやう に、 キリスト は哲 

學 組織で もなければ 敎會 制度で もない、 キリスト は ペルソ ナ である、 人で ある、 叉 神で ある、 人なる 
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祌 である、 神なる 人で ある、 彼 は 所謂 哲學的 精確 を 以て 表顯し 得らるべき 者で はない、 余 は キリス 

トは キリ ス ト であると 言 ふより 外に キリ ス 卜に 就て 言 ふ辭を 有たない。 

〇 然 らば 余の 宗敎 は暖 味なる 者で あると 云 ふ 者が あら ふ、 否ら す、 決して 否ら す、 すべての 赏在 物の 

巾で 靈と識 と を 備えた るべ ル ソ ナの 如くに 確實 なる 者 はない、 余 は 余の 肉 體の實 在 を 疑 ふこと あると 

も 余 自身の 實在を 疑 ふこと は出來 ない、 I  AM 「余 は 在る」 余に， 取りて 之よりも 確かなる こと はない- 

其 如く ィ H ス キリストの 實在は 天地 萬 物の 實 在よりも 確かで ある、 我等 は 勿論 彼に 定義 を附 する 事 は 

出来ない、 然れ ども 我 は 我が 信ずる 者 を 知る (据摩 太 後書 一章 十二 節)、 我 は 我が 父 を 知り、 我が 妻 


を 知り、 我が 親しき 友 を 知る (彼等に 哲學的 定義 を附 せす して 〕、 其 如く、 然り、 其れよりも 確かに _ 

我 は 我が 靈 魂の 救 主 を 知る、 彼れ ありて 我が 信仰が あるので ある， 我が 信仰 ありて 彼が あるので はな 

い、 我が 信仰と は 彼 を 信す る ことで ある、 我が 宗敎と は 彼に 事へ まつる ことで ある。 

〇 伯チ ン チェン ドルフ 曰く 「彼れ のみ、 唯 彼れ のみ」 と、 然り、 キリスト のみ、 唯 キリスト のみ、 キ 

リス 卜 は 我が 敎師、 我が 兄弟" 我が 友で あるば かりで ない、 彼 はまた 我が 義 である (哥林 多 前書 一章 

三十 節)、 我が 潔め である (同)、 我が 贘ひ である r 同)、 我が 生命で ある (約 翰傳 トー 章廿 五節)、 

よふ-か ヘリ  古ぎ こし  を さ 

我が 役 生で ある (同)、 我が 逾越 である (哥林 多 前書 五 章 七 節)、 我が 祭司の 長で ある (！ # 伯 來書三 

章 二 節)、 然り、 彼 は 我が 凡ての 凡てぐ ある (哥羅 西 書 三 章 十一 節〕、 我が 宗敎も 我が 道德も 我が 救 

扱 も 我が 天國 もす ベて キリ ス 卜に 於て 在る ので ある、 キリス トを 離れて 我が 基督 敎 はない のみなら す- 

我が 信仰 も 希望 も 愛 もない ので ある、 我 は キリストに 賴 りて 生き、 動き， 且つ 存る こと を 得る 者で あ 

る (使徒 行 傅 十七 章 i 八 節)。 

〇 斯く云 ふと 又 或 人 は 我に 言 ふで あら ふ、 汝の 宗敎は 神秘的で ある、 幽玄に して 捕捉し 難しと、 多分 

爾ぅ であら ふ、 然しながら 生命と は斯 かる 者で は あるまい 乎、 生命 はすべ て祌祕 的であって 捕捉し 得 

ベから ざる 者で は あるまい 乎、 爾 うして 宗敎は 人の 靈的 生命で あると 云へば 其 神秘的なる は 勿論で あ 

る， 祌祕 的なら ざる 者 は宗敎 にして 宗敎 にあら す、 渠 の祌祕 的なら ざる 宗敎を 見よ、 渠の 機械的なる 

外國傳 來の數 限りなき 宣敎師 的 基督 敎を 見よ、 渠の 理論と 哲學と を 以て 組立 てられた る祌學 者の 宗敎 

を 見よ、 是れ 弄ぶ に 善き 玩具な らん、 是れ H  、チンの 園に 人類の 始祖 を 滅亡に 誘 ひし 樹の實 の 如く 貧 ふ 

に 善く 見る に 美麗 はしからん (創世記 三 章 六 節)、 然 かし 人 を 永生に 導く 生命で ない こと は 一 たび 之 


味 ふた 者の 告な 知る 所で ある、 宗敎 は祌祕 的でなくて はならない、 ズゥ 口の 宗敎も W うで ぁゥ た" 

ョ ハ ネの宗 敎も爾 うであった， 科學 的で あると 云 ひ、 折" 學的 であると 云 ひて 神：. i 的で ない 宗敎 ：！ ^偽の 

宗敎 である。 

こひつじ 

〇 人なる キリスト、 今 は 天に 在りて 神の 右に 坐し 給 ふ キリスト、 世の 始 より 殺され 給 ひし 祌の 羔、 彼 

が 余の 希望、 余の 生命、 余の すべて あるので ある、 若し 此 事が 神 祕 的であって *  I： 明らない と 云 ふ 

ならば、 夫れ は 余の 罪で はない、 判明らない 人の 不幸で ある、 斯 かる 人 は 己に 翁み て斯 かる 眞理 が自 

明の y; 理 となりて 示さる、 やう 眞理 の祌に 祈るべき である。 

鷲の 山 誰か は 月 をみ ざるべき 

こ、 ろに か」 る 雲し なけれ ば。 (西 行 法師) (三月) 

洗禮と 信仰 

〇 洗禮を 受けない 者 は 基督 信者で ない と 云 ふ、 去らば 余の 如く 洗禮は 受け たれ ども 之 を 返納した 者 は 

基督 信者で ない ので ある、 叉 余と 等しく 心に キリ スト を 信す ると 雖も 頭に 洗禮を 受けない 者 は 基督 信 

者で ない ので ある、 キリストの ためにせ に 迫害め られ、 キリスト のために 身と 心と に 傷 を 負 ふ 者で も 

牧師、 宣教師 * 傳道師 等より 水の 洗禮を 受けない 者 は 基督 信者で ない とのこと である、 之に 反して、 

黨を 結び、 友を賣 り、 僞 はり、 欺き、 世に 媚び、 富 を 追求す る 者で も 水の 洗禮を 受けた る 者 はすべ て 

基督 信者で あるとの ことで ある * 嗚呼、 若し 然 らば 基督 信者た る こと は 如何に 易き ぞ、 余 は 基督 信者 

^  ん S 十 年  一七 五. 
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となりて キリ ス トを 離れん より は 寧ろ 基督 信者たら すして キリス トの 心を識 らんと 欲する。 

〇 洗禮を 受けなければ 基督 信者と して 認められない、 循て 宣教師と 敎會 信者の 仲間に 納 けられない、 

循て 其す ベ ての 俗化、 すべ ての 腐敗より 免 かる i ことが 出来る、 洗禮を 受けす して 我等 は 身 を 安全の 

地位に 置く 者で ある、 幸福なる ことの 一 は 確かに 水の 洗禮を 受けざる ことで ある。 

〇 誰が 基督 言 者で ある 丫 キリストの 如くに f に 憎まる &者、 彼の 如くに 世に 枕す る 所な き 者、 彼と 苦 

痛 を 偕に する 者、 荊棘の 冠 を 着せら る k 者. 此 の 政府と 敎會 とに 十字架に 釘 けらる」 者、 是れが 基 

昏肯 者で ある、 若し バプ テス マ (洗 禮) を受 くべ しとなら ば聖靈 のバプ テス マを受 くべき である、 若 

し I め餐 式の 必要が あると ならば、 迫害の 苦き 杯を飮 むべき である、 我等に 取りて は 之 を 除いて 他に 洗 

厶ん <:△ 厶厶， J<3<I<-<:.i 

禮 もなければ 聖餐式 もない。 

〇 聖書に 水の 洗禮 のこと が 書いて ある、 故に 洗禮を 受けない 者 は 基督 信者で ない と 云 ふ、 然り、 同じ 

聖會 に、 盗む 者、 赛娃 する 者、 兄弟 を 誇る 者、 財貨 を 愛する 者 は 基督 信者で ない と 書いて ある、 故に 

を 受けない 者が 基 督 信者で ない とならば、 洗禮 を 受けながら 此 せの 思慮と 貨財 と 各 様の 情欲と に 

1 はれて る 者 はすべ て 基督 信者で ない の. である、 基督 信者で ない 者 は 水の 洗 禮を受 けす して 敎會の 

外に 立つ 者ば かりで はない、 敎會 の.^ に 在て 罪 を 犯しながら 自己の 罪 を 認め ざ る 者 も 亦す ベ て 基督 信 

者で ない ので ある。 

〇 昔時 は 洗 禮を受 くる こと は 多くの 苦痛であった、 之 は 古き 宗敎と 筢ち惡 しき 習慣 を 去る ことで あつ 

た、 今 は然ら すで ある、 今 は 水の 洗 禮を受 くる こと は 敎會と 宣教師との 保護 を 蒙る ことで ある、 多ぐ 

の 社交的 便 直 を 得る ことで ある、 洗禮を 受け、 敎會 信者と なりて 富 を 作った 者 も ある、 敎育を 受けた 


^も ある、 今 は 洗 禮を受 くる こと は キリスト イエス を 識るを 以て 最も 勝れる 事と する が 故にす ベての 

もの を 損と なすこ とで はない (腓立 比 書 三 章 八 節)、 物質 上幷に 社交 上 多く の 利益 を受 くる 事で あ る、 

今の 洗禮 なる ものが 害あって 益な き は 之れ が爲 めで ある。 

〇±f 督信 者でなくて も 可い、 キリスト を 信じ 其聖 足の 跡を踐 み、 其 救 ひに 與 かれば 足る、 洗禮 信者 は 

一 M となりて 其 行かん と 欲する 處に. 行くべし である、 我等 洗禮を 受けざる！；； E 者 も 亦 キリス 卜の 十字架 

を擔 ひながら 我等の 行くべき 處に 行く ベ き で あ る 、 我等 は 基督 信者と 認 め ら れ ざれば とて 何の 苦痛 を 

も 不快 を も 感ぜざる 者で ある。 (三 UO 

信仰の パラドックスと 其敎訓 

パ ラ ドック ス、 之 を 逆 說と譯 す、 ！^に於てはぁるべからざる事にして實際に於ては有ることを云ふ。 

.f  J  )  ,  -  -  .  -0.2-OO0O  O00O0COO  0  0  0  0  0  0  000 

仏の ハラ ドック スと は是れ なり、 •§ ち 仰の 有る 人 必 しも 善人に 非す、 信仰の 無き 人、 必 しも 

惡 人に 非す との 事是れ なり、 信仰の 有る 善人 あり (是れ 最善の 善人な り)、 仰の 有る 惡人 あり (是 

れ敢 惡の惡 人なら ざるべ からす)、 信仰の 無き 善人 あり、 信仰の 無き 惡人 あり、 是れ $r な實際 上の 事 

S たり。 

然 らば 信仰 は 之 を廢棄 すべき 乎と 云 ふに 是れ亦 爲す能 はざる 所な り、 信仰 は 永久に 人の 心より 絡え 

ざるべし、 其惡 人に 由て 懷 かる V にも 千 はらす、 或る 場合に 於て は 熱く 彼等に 由て 懐かる  にも 關は 

らす 0 
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然 らば 我等 は 如 3： になすべき 乎？、 信ぜん のみ、 善な らんの み、 信ぜす して 善なる 者を迎 ふること 

ある も、 信じて 惡 なる 者 を 避けん のみ、 人生の 事實は 避けん と 欲して 避く ベから す、 善は必しも^：^仰 

と 伴 はすと は悲 むべき 事實 なり、 然れ ども 是 れ事實 なり、 故に パ ラ ドック ス なり、 故に 避く ベから ざ 

る 事な り。 

！ i 昔の 奥義に 明かに して 惡 しき 人 あり、 ； i 昔 を 嘲け り、 神と キリス 卜との^ 在 を 否む 人に して 善き 

人 あり、 故に 我 は 誇らざる べし、 我 は； i 昔を隨 るの 明 を 神より 賜 はり たれば とて。 我が 所謂る オル ソ 

ドキシ ー (正 敎) は 我 を 救 はざる べし、 我 は 我が 唱 ふる 敎義 の. 屮- しきが 故に 善人なる に 非す、 人は大 

悪人に して 大神學 者た る を 得るな り、 而 して 大祌學 者なる が 故に 己れ 祌の： 大國に 於て 犬なる 者な りと 

迷 想す る 事 あり、 是れ パリ サイ 人の 陷 りし 迷 想な り、 而 して 我も愼 まざれば 亦此迷 想に 陷り 易し、 誰 

か 己の 過失 を 知り 得ん や、 願く は 我 を 隱れ たる 愆 より 解放ち 給へ 「詩篇 十九 筒 十二 節)、 我等 各自に 此自 

省と 祈願と なかる ベから す。 

故に 我等 は 信仰の 表， 2 に 由て 相 集らざる べし、 そ は 悪人 も 善人と 同じ 信仰の 表， n を爲し 得れば なり、 

然れ ばと て 我等 は 叉 行 爲の同 一 なる に 由て 相 集らざる べし、 そは信仰を異にして心靈の和合は§-^.-むべ 

から ざれば なり、 我等 は 信仰 行動 兩っ ながらの 同一 なる に， B て扣 £^ るべ し、 然 らば チ冰 W たる M 合 は 成 

るべ し、 而 かも 斯 かる 同 人 は 得る に だ 難 かるべし、 隨て 成りし W 體 は數卞 的に は ±„ ^だ 小なる 者なる 

べし、 然しながら：：： 疋れ 雨降り、 大水 出で、 風 吹きて 之 を 棟て ども 倒れざる 阐體 なるべし- 而 して 斯か 

る 小なる 间き 阁體を 以てして のみ、 神の 王 國 を 地上に 建設す る を 得べ し、 =. ルれ預 一一- H 者の 所 る 人手に 

よらず して 山より 鑿ら れて 出で、 鎮と 銅と 泥土と 銀と 金と を 打碎く 堅き 石な り (仉、 書： 一章 3 十五 節)、 


此 世の すべての 國と敎 と は 亡ぶ るも是 石の みは 立ちて 一水 遠に 至らん 同 四十 s 節、。 r--;" ) 

最 も 善 き 聖 書の 註解 

中 命 記に ヅ ライ バ ー 氏 あり、 士師 記に G  •  F  . ム ー ァ氏 あり、 預言 書に デリッチ、 チ 1-11、 デビ 

ッド ソン 氏 等 あり、 新約 全體に ベンゲル あり、 マイヤ I あり、 其 馬 太 傅に 近頃 發 S になり し アレン 氏 

あり、 其 路加 傅に ブラ マ ー 氏 あり、 其羅 .it 書に サン デ ー 氏 あり、 其 加拉太 書に ライ トフ ー ト氏 あり、 

其 希； S 來 書と 約 翰 書翰に ゥ H スト コット 氏 あり、 其默 一： 小錄に ミリガン 氏と スゥヰ ー 卜 氏 あり、 然れど 

も是 等の すべ ての 註解 書に りて、 最も 善き 聖書の 註解 は 身の 忠 難と 心の 苦痛と なり、 ；^" 解 書 は 之 を 

省く を 得べ し、 然れ ども 苦痛と 忠 難と 無くして 架 書 を 解す る 能 はす、 新舊六 ト六卷 のせ I は總て 是れ悉 

く忠 難の 中に 書かれし 書な り、 故に 患難 を 知らす して 之 を 解す る 能 はす、 又 患難に 居らす して 之を樂 

しむ 能 はざる 也。 r 六月〕 

忿 怒 の 神 

祌は 愛で あると 云 ふ、 まことに 其 通りで ある、 神 はまこと に 愛で ある、 愛で あるから 怒り 給 ふ， 义 

憎み 給 ふ、 闇黑 のない 光の ないやう に 憎の ない 愛 は ない、 神が 若し 冷靜 なる 理 であり 給 ふなら ば 彼 は 

愛し 給 はざる と 同時に また 怒り もし 又 憎み もし 給 はないで あらう、 然しながら 熱き 愛で あり 給 ふが 故 
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に 彼 は 或る 場合に 於て は 燃盡す 火で あるので ある (X 布 们來書 十二 章 末節)、 H ホバ の 神 は 今尙ほ i む 

祌 である、 彼に 其 熱情 が あるが 故に 彼 は その 獨子 を！^ て&ま でも 罪に 沈める 我等 を 救 ひ 給 ふた ので あ 

る。 祌は 勿論 理由な くして は 怒り 給 はない。 ヱ ホバは 怒る ことの 遲ぃ 者で ある (拿 翁 書 一 章 三 節)、 

彼 は短氣 なる 氣 儘なる 酷薄なる 者で はない、 然れ ども 怒る こと 遲 しと 雖も 全く 怒らない 者で はない、 

神 は 怒るべき 時には 酷し く 怒り 給 ふ、 

いき ど -I, り  , 

誰か その 憤 恨に 當る こと を ん、 

誰か その 燃 ゆる 忿怒に 堪 ふること を？ J: ん、 

其 愛 怒の 注ぐ こと 火の 如し、 

巌も 之が ために 裂く  (拿 翁 書 一 章 六 節) 

まことに 活ける 神の 手に 陷る は畏 るべき 事で ある (希 伯 來書十 章 三十 一 節)。 

其 愛が 無限 で ある 丈け 其 忿怒 も 亦 激烈 である、 神の 忿怒 を 知る に 由て 我等 は 其 愛 の 深さ 潤さ を 知る 

ことが 出來 るので ある。 (人" ソ 

キリストの 愛 

キリストの 愛 は 情夫の 愛ではなかった、 又 慈善家の 愛で もなかった、 キリストの 愛 は 義人の 愛で あ 

つた、 彼に も 亦 或る 種の 戀愛 はあった やうに 昆 える C ョ ハ ネ傳十 一 章參 照)、 彼が 慈善心に 富んで 居 

つたこと は 確かで ある、 然しながら 彼が 特に 人類 を 愛し 給 ふた 愛 は義を 愛する の 愛であった、 彼 は 比 


愛の ために： Ij が 身 を 拾て 給 ふたので ある リ 

義を 愛する の 愛 は、 自己 は 勿論、 人よりも 尙ほ義 を 愛する の 愛で ある、 範は 人の 生命で ある、 故に 

を 愛せす して 入 を 愛する こと は 來 ない、 # に は 時には 篛を棄 て 人 を 救 はんとす る 人が あるが、 斯 

かる 人 は 1^ と. < ^と： ゆつな がら を惡む 者で ある、 最も 犬なる 善 は 人に 衣食 を 供す る 事で はない、 亦必し 

0OOOOO00OOO0O0OO  oocooooo〇o(JOC 

も 人の 生命 を 救 ふこと でもない、 最も 大 なる 善 は 義を行 ふこと である、 爾 うして 人 をして 己に 傚って 

義を行 は， I むる ことで ある、 キリスト は 小なる 善人ではなかった、 彼 は 五 干 人の 人に パンと 焦と を 供 

して 滿 足し 給 ふやうな 小 慈善家ではなかった、 又は 天ドを 統一 し 之に 善政 を 布いて 自 から 安んじ 給 ふ 

やうな 君子で もなかった、 彼 は 人類に 義を敎 へ、 之に 義的 生命 を 供せ ざれば 休む 能 は ざり し大救 主で 

あった、 彼の ゲスセ マネの 苦痛 も 十字架 上の 死 も是れ がた めであった、 卽ち 人類に 襲 的 生命 を 供 せん 

がた めであった。 

彼 は 義を唱 へ 給 ふた、 故に 世の 憎む 所と なり 給 ふた、 然 かし 彼 は 身の 安全 を 計らん ために 義の 唱道 

を 止め 給はなかった、 凝 は 彼に 取りて は 生命よりも 貴く あった、 然り、 彼に 取りて は 義卽ち 生命で あ 

つた， 義を 否認す る は 彼に 取りて は 永久の 死であった。 

然 かし 彼 は 神の 子であった、 故に 彼れ 若し 自己 を 救 はんと 欲せば 彼 は 十 一 一軍 餘の 天使 を 波の 父に 

ほろぼ  なりた 

ふて 之 を W て 彼の 敵を滅 し、 以て 彼の 義を 地に 成立た しむる ことが 出来た (馬 太 傳廿六 章 五十 三 節/ 

然 かし 彼 は此事 を爲し 給はなかった、 彼 は義を 愛し 給 ふた 故に 義 以外の カを藉 りて 義を行 はんと は爲 

し 給はなかった、 義は義 其 物の 力 を 以ての み 行 ふべき 者で ある、 義 以外の カを藉 りて 行 ふ 義は義 では 

ない、 是れは 虚偽で ある、 偽善で ある、 此 せの 義 である、 政治家の 唱 ふる 義 である、 偽 M 言 者と 偽牧 


師 との 唱道 稱 讚す る義 である、 然れ ども ィ H ス キリスト の 愛し 袷ふ義 ではない。 

キリスト は義を • 愛し 給 ふた 故に、 義を 防禦す るた めに M の 權能を も 用 ひ 給はなかった、 故に 寧ろ 義 

に 殉じ給 ふた、 彼 は 義を贵 び 給 ふの 結 rar 自己の 生命 を 之に 供して、 篛の贵 尊 を f に 示し 給 ふた、 雜 

は 神聖， である、 凡 化れ は 彼の 愚かなる 弟子べ テ II が 忍 ひしゃう に 劍を拔 き 其 敵の 血 を 流して 守るべき 者 

ではない、 M だれ 神の 子が 自身 其 血 を 流して 護るべき 者で ある、 義は 忿怒で はない、 忍耐で ある、 愛で 

ある、 義の義 たる を 世に 示さん と 欲する 者 は 之が ために 戰 ふて はならない、 是れ がた めに 自己 を犧牲 

に 供すべき である、 キ^スト は義 のために 自巳を 獻げ給 ひて 義の貴 尊と 榮 光と 神聖と を祌 とんとの に 1 

おが はしき ふた、 義は 無抵抗主義 を 以てせす して は^ 顯 はすことの 出來る 者で はない。 

義 のために 人 を 怖れす、 義 のために 己を惜 ます、 篛 のために 威力 を S ひす、 キリストに 在りて 義は 

最も 完全に 人類に 示された、 雨う して 斯 くの 如くに して 義を彰 はし 給 ひし キリ スト は 人類の 最大 恩人 

である、 他の 人 は 其 財 を 散 じて 窮民 を 救 ふた、 或る 他の 人 は 其 怪腕 を掷 ふて 國政 を齊 へた、 然れ ども 

キリス トは 惟り 義を 完全に 顯 はして 人類に 靈的 生命 を 供し 給 ふた、 キリス トは 人類の 首長た る资 格に 

ぎいて 他 のん の 爲す能 はざる こと を 我等の ために 爲し給 ふた、 我等 は 其 愛に 應 へんが ために 彼の 如く 

に 義を唱 へ、 彼の 如くに 義を 守り、 彼の 如くに 義に 死すべき である。 (六") 

罪の 人 

善なる：！^ は 我すな はち 我 肉に 居らざる を 知る (羅馬 書 七 .11 車 十八 節)。 


By を 左の 如く 改譯 すべし、 

我 は 知る 我が 衷に は、 卽ち 我が 肉に は、 善の 宿らざる こと を" 

謙遜の 一 W 葉な り、 然れ ども 事實 なり、 此ー 一目 を發し 得ざる 人 は 朱 だ 自己 を 知らざる 者な り、 パゥ 口 然 り- 

吾人 何人 か然ら ざらん や。 「我 は 知る」 我 は此事 を自覺 す。 「我が 衷に は」 我れ が 我れ と稱 する 者の 

中には。 r 卽ち 我が 肉に は」 生来の 我れ に は、 キリストの 恩惠 に與ら ざり し 前の 我に は、 罪の 屮に生 

れ、 罪の 中に 生育ち、 祖先より 罪を傳 承し- 叉自 から 罪 を 造りし 我に は、 單に我 肉體に 止まらす、 我 

が智、 我が 心、 すべて 祌の靈 の 恩 化に 與 からざる 我が 天然 性に は。 「善」 キリストに 在りて 我が 發見 

せし 善 は。 人の 稱 する 善に あらす、 神が 善と 見 留め 給 ふ 善 は。 ら ざる こと を」 善 は 本性と して 我 

が 衷に實 ^i: せざる こと を、 時に 天外より 臨む こと ある も、 是れ 一時の 感動に 過す して、 永久性の もの 

にあらざる こと を、 生 來の我 は 善の 傳達 器なる ベ けん も、 その 所有者に あらす、 我 は 我が 全 性 を 探り 

見 て 本然 の 善を發 見す る 能 はすと。 

憐 むべき は 人なる 哉、 而 かも 人 は 何人も 斯の 如き 者な り、 汝等惡 者なる にと キリスト は 人類 全體に 

就て！：： ひ 給へ り (馬 太俾七 十 十 一 節)、 人 は 善に 不足す るに あらす、 全然 善を缺 くな り、 彼は惡 者な 

り、 神に 善 者と せらる &ま では 毫も 善なら ざる 者な り。 

某.^ 敎は此 事を敎 ゆ、 聖書 は 萬 人 を 罪の 下にと ぢ こめたり (加 拉太書 三 章卄ニ 節)、 基督教の 聖書 

に 由れば 世に 善人なる 者 一 人 も あるな しと 首 ふ、 是れ 非常の 宜首 なり、 然れ ども 否むべからざる 事實 

たり、 此事を 知らす して 基督 敎を 解す る 能 はす、 此事を 知らす して キリストの 救 濟に與 かる 能 はす、 

キリ スト は 我等 をより 善き 善人と なさん が ためにせ に 降り 給 ひしに あらす、 惡者を 善 者と なさん がた 


ぼ 想  一八 四 

めに 贈-罪の 血 を 流し 給 ひしな り。 

親よ、 我れ の屮に 生れ、 罪に 在りて 我が 母、 我 を 孕みたり (詩篇 第五 十一 篇 五節)" 

其衝 は. 1 丙まざる 所な く、 共 心 は 疲れ はてたり、 足の裏ょり頭に-r^..:るまで全き所なく、 たぐ 創痍と 

-ひ ち. frf し もつ  , 

打傷と 腫物との み (以賽 iSi 書 一章 五， 六 節)。  し 1 

，ん なし、 一 人 も 有るな し  悟る 者な し、 祌を 求む る 者な し、 皆た^ りて 全く 邪と なれり、 善 

を爲す 者な し、 一 人 も 有るな し a 維 馬 書 三 章.^ >| 十一 一節)。 (七月) 

^  蜀 吾 

〇 余 は キリス 卜 を 信す る 者の 一 人で ある 積り である、 然し 『敎 界』 の 一 人で はない 積り である、 i 

4 と 云 ふ は 4 &と云 ふと 多く 異ら ない、 余 W は 終りまで 敎界义 は 俗界の 人と はならない 積り である〕 

〇 余 は 第一 にんた らんと 欲する、 第二に 武士  (劍 を拔 かざる) たらん と 欲する  >  第三に 基督 者たら 

んと 欲する、 情 のん、 義の 人、 愛の 人と ならん と 欲する、 其他の^！^とならんと欲しなぃ、 余 は 如何 

たる 意味に 於ても 「特^の 人」 とならん と 欲しない。 

〇 余 W の 想 は 費 族で はない、 平：^ である、 敎職 ではない、 平信徒で ある、 サ リス ベリ— 侯で はない 

グ ラッド ス ト ン氏 である、 監督； ^々ではない、 單 純の 卜 ー マ ス • 力 ー ライルで ある、 祌は 預言者 ェゼ 

キ ェ ルを 「人の子」 と 呼び 給 ふた、 余輩 も亦祌 にも 人に も斯く 呼ばれん こと を 欲する、 「人の子」、 

「人類の 一ん」、 =y に 優 さりて 贵ぃ 稱號は 他に ない。 


〇 人の 本體は 一一： 一 〔ふまで もな く靈 であって 肉で ない、 彼 は 特训に 靈的實 在 物で ある、 雨う して 靈に 階級 

とか 稱號 とか 云 ふやうな もの は 無い 苦で ある、 人 を 其 本體に 於て 認 むれば 純粹 なる 平民で ある. 故に 

彼 は祌が 彼に 就て 定め 給 ひし 偉大に 達すれば 達する 程、 單 純なる 平民と なる、 肉體 より 離れた る靈、 

是れ が： 个 の本體 である、 神の 前に i り 立た る 裸體の 我， 此 「我」 に 位階 も、 勳車 も、 學位 も、 敎職 

も 附着して £5 りゃう 答 はない、 キリストの 十字架の i を 以て 贈 はれし 罪人、 れが 平- の 完全に 達し 

たる 者で ある、 雨う して 余輩 は斯 かる 完全なる 平民と なりたく 欲 ふ。 

〇 人であって-^ でない 人、 神に 對 しての 人であって、 人に 對 しての 人で ない 人 …… 人に 對 すれば こそ 

人 は 華族に も 列せられ たく 欲 ひ、 監督に も 選 まれた く 欲 ふので ある、 然しながら 我等 何人も 祌に對 し 

て は 罪人の 首で ある、 せに 我より 外に 人が あると 忍 ふの が 抑々 墮 落の 始 である、 世 は先づ 第一に 神と 

我と である、 雨う して 此關 係が おまつて 然る 後に 始めて 我と 他人との 關係、 卽ち 交際が 始まる ので あ 

る、 人 は 人と 共に 神に 至る ので はない、 先 づ獨り 神に 往て 然る 後に 人と 聯な るので ある、 神 は 今の 勞 

働 者が 资本 〈氷に； g る やうに、 人が 團體を 組んで 近づくべき 者で はない、 彼 は 各人が 其 胸 を 打て 神よ 罪 

人なる 我 を憐み 給へ と 言 ひて 其寶 座に 近寄るべき 者で ある (路加 傳 十八 章 十三 節)、 信仰 は 交際の 結 

ra^ として 起るべき 者で はない、 人 は 社交的 動物で あるよりも 寧ろ 拜神的 動物で ある、 希 鳳 語の アン ソ 

ロボス (人) は 「上 を 仰ぐ 者」 の 意で あると 云 ふ、 周 圍に人 は 無き ものと 思 ふて、 上 を 仰いで 至上 者 

と 交通す る 者、 是れが 古人の 見た る 人で あると 云 ふ。 

〇 今の 人 は 輿論 を 作らなければ 何事 も 成らない と 思 ふ、 故に 彼等 は 輿論 を 作る に 汲々 として 日 も 亦 足 

ら ない、 然しながら 昔より 今日に 至る まで、 人類の 大進步 にして 輿論と なって 成った もの はない、 進 
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步は 常に 偉人が 獨り爲 して 成った 者で ある、 ル ー テル は 彼れ 在せ 常時の 舊き 腐れた る 宗敎を 改革す る 

に 方て 革新 思想が 輿論と なる の を 待たなかった、 彼 は獨り 大膽に 彼の 革新 思想 を實 行した、 爾 うして 

彼の 實 行に 促されて 革新 運動 は始 つた、 人 を 待って は 何攀も 成らない、 社 X まや 敎會が 革新 思想に 同意 

する 時代 は 世の 終末まで 待つ とも 來ら ない、 故に 先づ獨 りで 革新 思想 を斷 行すべき である、 左 すれば 

革新 運動 は 起るべき ものであるなら ば 起 る、 今の所 謂 運動， 冢は 此の 點 から 見て 確かに 臆病者 である、 

彼等 は獨 りで 爲す ことが 出來 ない、 故に 輿論 を 作る と稱 して 多數の カを藉 りて 爲 さんと する、 彼等 は 

情婦に 情死 を 迫る 懦 夫の 類で ある、 獨 りで 死ぬ る ことが 5^ 來 ない、 故に 他の 人と 共に 死なん とする、 

運動.： は獨 りで 革命の 焰 火に 己が 身を投 する の 勇 氣を缺 く、 故に 多 數を驅 り 奥め て 己が 身 を 衆て すし 

て、 然り、 他人 をして 已 に 代て 其の 身を棄 てし めて、 革新の 恩 惠に與 からん とする、 注意すべき は 今 

の 所謂 運動家で ある。  - 

〇 ル —テルば かりで はない、 我等の 救 主 イエ ス キリストが 斯 かる 獨行家 であり 給 ふた、 預言者 ィザャ 

は 彼に 就て 豫 想して 曰 ふた、 

(問)、 此の H ドムより 來り、 緋衣を もて ボヅラ より 來る者 は 誰ぞ、 其 服飾 華やかに、 大 なる 能 

力 を も て" 嚴 しく 歩み 來る者 は 誰ぞ。 

(答)、 是は義 を もて 語り、 大に救 it を 施す 我な り。 

(問)、 汝の 服飾 は 何故に 赤く、 汝の衣 は 何故に 酒 搾 を^む 者と ひとしき や。 

(答)、 我れ 獨り にて 酒 搾 を^め り、 諸の 民の 屮に我 と共にす る 者な し、 …… そ は 刑罰の 日 我が 

心の中に あり、 救 贖の 歳旣に 来れり、 我れ 見て 助く る 者な く、 扶 ふる 者な きを 奇 めり、 此 故に 我 


が 背、 我 を 救 ひ、 我が 忿讓、 我を扶 へたり。 (以 賽亞書 六十 三 章 一— 五節)。 、 

此 巾に 解し 難い 言葉がない ではない、 然しながら 唯一 つの 事 は 明，：： である、 卽ち キリストが 獨 りで 

!S 搾 を^み 給 ひし 事、 卽ち獨 りで 苦き 杯 を 飲み 給 ひし 事、 民の 中に 彼と 苦痛 を 共に する 者な かりし 事、 

彼 を 見 奉りて 彼 を 助く る 者な かりし 事、 彼を扶 ふる 者な かりし 事、 此事は 確かで ある、 キリストの 救 

蹐は 彼が 單獨 でな し 給 ふた 事で ある、 國 民の 贊成、 敎會の 同 情 を 得て 爲し給 ふた 事で はない、 否な， 

國 尺に 反對 され、 敎 會に惡 まれつ k 爲し給 ふた 事で ある、 キリスト は 單獨の 救 主で ある、 全せ 界を敵 

とし 持て 起ち 給 ふた 救 主で ある、 彼の 御 生涯に 輿論 を 作る とか、 社會 と敎會 との 贊成を 待つ とかい ふ 

事 は 一つ もない。 

〇 大敎師 が 斯うであった、 其 弟子た る 者 も 斯うでなくて はならない、 我等 も 亦 若し ィヱ スの 子で あ 

ると 稱 ふなら ば獨 りで 革新の 酒 棒 を g£ む 者でなくて はならない、 獨 りで 異端の H ドム を蹈躪 り、 獨り 

で 腐敗の ボズ ラを蹈 滑す 者でなくて はならない、 獨 りで 迫害の 緋衣を 着、 獨 りで 義を もて 語り、 大に 

救お を 施 こすの 覺 悟を爲 さなくて はならない、 敎會の 中に 我 と共にす る 者な しとて 歎いて はならない、 

又 我 を て 助く る ik; なく、 扶 ふる 者な きを 奇 しんで はならない、 キリス 卜の 如くに 獨 りで 十字架に 上 

り、 獨 りで 義を i? へ て獨 りで 死す るの 決心 を懊 かなければ ならない リ 

〇 然り、 キリス 卜 は 愛の 人 で あつたから 大 なる 交際家で あつたと 思 ふの が 今 の 基督 信者 の 懷く大 なる 

誤 f いで ある、 然り、 キリスト は 愛の 人で あり 給 ふた、 純愛の 人で あり 給 ふた、 故に 世の？ g 愛に 堪え 給 

はなかった、 キリスト は 世 を 愛し 給 ふた、 然 かし 世の 愛 を 切 求し 給はなかった、 故に 自づと m 獨の人 

であり 給 ふた、 キリス 卜の 愛 は 人に 出て 得た 愛で はない、 神に. 出て 得た #- である、 愛 は 人 を 以て 始ま 
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る 者で はない、 祌を 以て 始まる 者で ある、 愛 は 神より 出づと 使徒 ョ ハネは 曰 ふて 居る (約 翰 第一 書 w 

せ 十七 節)、  は 人 を 離れて 愛 を 知る 能 はすと 云 ふの は大 なる 誤謬で ある、 人 は 人 を 離れて 愛 を 行 ふこ 

とは屮 I 來 ない、 然 かし 愛 は是れ 人より 學 ぶべき 者で はなく して 神より 學 ぶべき 者で ある、 我が 罪の 神 

に赦 されし 時、 我が 心に 神の 聖靈の 臨みし 時、 我 は 其 時 始めて 愛の 何たる 乎 を 知る ので ある、 故に 基 

OOO000  0  000000OO0000O00  000O000000O0O 

督 者と は 神より 愛 を 受けて 之 を 人に 頒っ 者で ある、 人と 愛 を 交換す る 者で はない。 

〇 故に 單獨 でも 可い、 罩獨の 方が 可い、 然り、 單獨 で單獨 でない、 我が 友 は 軒の 雀と 池の 鮒とば かり 

ではない、 我が 友 は 全世界に 居る、 玆に 於て か 余翠は 詩人 nlH ルの 『眞 人の 祖國』 の 一 篇を想 ひ 出 

さ る を 得ない。 

眞.^ の？^ 國は 何處に 在る や、 

彼が 偶然に 生れ 來 りし 國乎、 

愛に 焦る k 彼の 靈は 

斯 かる 境界に 限らる、 を 担む に 非す や、 

嗚呼 然り、 彼の 祖國は 碧 の 如くに 

廣 くし て 且つ 自由なら ざる ベ か らす。 

そ は單に ur^ の^す る 所 乎、 

そ は 神が 神に して 人が 人なる 所 乎、 

彼が 人 を 愛する の 情 は 


と 

My よりも 廣き 15!; 域 を. 要む るに 非す や， - 

あ なぞら 

鳴 呼、 然り、 彼の 祖國は 碧空の 如くに、 - 

廣 くして 且つ 自由なら ざるべ からす。 

其那邊 たる を 問 はす、 人が 其 心に ，ー 

歡 喜の 冠 を 着、 悲哀の 足械 を 穿く 所、 

其那邊 たる を 問 はす、 人の 靈が  一 

眞 且つ 美なる 生涯 を 追求む る 所、 i 

其 處に眞 人の 大 なる 故 鄉 は^す、 一 

疋れ 彼のせ 界大 の祖國 なり。  一 

一人の 奴隸が 泣き 悲む 所、  i 

人が 人 を 助け 得る 所、  < 

祌に 感謝せ よ、 我 兄弟よ、  i 

地の 其 一 點が 我が 有に して 又汝の 有な り * 一 

其 處に眞 人の 犬なる 故鄉は 布す、 」 

是れ 彼のせ 界大 の祖國 たり。  」 
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〇 然り、 階級に 槃 がれす、 r 眞 人の 無形の 圏體」 より 他に 何れの W 體に も槃 がれす、 獨り 神と 共に 在 

りて、 すべて 泣き 悲む 人と 共に 交 はる、 是れが 余！ が 追求む る 「眞， 且つ 美なる 生；^」 である、 斯 かる 

遠大なる 故鄕、 無邊の視國は此！^ 林の 薩 にも 在る、 其 下 を逍徉 する 余輩の 小 かなる 心の中に もお る。 

(七月し 

罪人の 友 

キリスト は 罪人の 友で あると 云 ふ、 沟に其 通りで ある、 キリスト は稅 J^r 罪 あるお の 灰であった。 

馬太傳 十一 章 十九 節。 ， 

^しながら 罪人の 友で あると 云 ふの は惡 人の 友で あると 云 ふこと ではない、 キリ スト は惡 人の 友で 

はたい、 人は惡 を爲 して キリス ト の 敵と なる ので ある。 

キり ストが 罪人の 友で あると 云 ふの は、 彼 は 世が 稱 して 以て 罪人と なす 者の 友で あると 云 ふこと で 

ある、 卽ち自 から 罪を悔 ひて 神に 赦 されし 者、 或 ひ は 身に 罪 を 犯せし ことなき も、 おの 惯例 習俗に 從 

はざる の 故 を 以て 罪人と して f に 目 せらる、 者、 或 ひ は 人の 猜む 所と なりて 罪な きに 罪 ありと 稱 ばる 

る 者、 ：：•• キリスト は斯 かる 罪人の 友で あると 云 ふこと である、 卽ち パリ サイん が稱 して 以て 罪人と 

做す 者の 友で あると 云 ふこと である。 

キリスト は敎會 と敎會 信者と が HI して 不信者、 異端 論者、 罪 ある 者と 見做す 者の 友で ある、 キリス 

トは國 家と 政治. 冢 とが 稱 して 以て、 逆臣、 阈賊、 賫國 奴と 見做す 者の 友で ある、 キリスト は此 世の 志 


十； 義人、 批 It 家の 類が 口 して 以て 偽物、 偽善者、 獰人、 好物と 見做す 者の 灰， である、 キリストが 罪 

人の 友で あると 云 ふの は此 虚偽の *1 の 人が 罪人と 稱 する 者の 友で あると 云 ふこと である リ 

キリストが 罪人の 友で あるの は 彼れ 自 身が 罪人であった からで ある、 卽ち 彼れ 自身が 乎 者ゃパ リ サ 

ィの人 等に ベル ゼ ブ ル 卽ち惡 魔 の 王と 云 はれた からで ある、 爾 うして 斯 くも 極端 に 誤解され し 彼 はす 

ベ ての 誤解 さる、 人に 對 して 深き 同情 を 寄せ 給 ふので ある。 (八お) 

愛の 進歩 

始めに 余 W は 大然を 愛した、 第一 等の 天然 學者 とならん とした、 其 時 余輩 は 山 t 海と、 河と 湖水と、 

其 中に 在る すべての 物と 交 はり を 結ばん とした。 

其 次ぎに 余輩 は國を 愛した、 熱烈なる 愛國 者と ならん とした、 其 時 余輩 は 歷史を 研究した、 我國を 

世界 第 一 等の 國と 成さん とした。 

其 次ぎに 余輩 は 人類 を 愛した、 殊に 平民 を 愛した、 貧 を 慰め、 弱 を援 けて、 其た めに 身を獻 げんと 

した。 

个は 余輩 はィ H ス キリスト を 愛する、 彼の 謙遞 なる 弟子た らんと 欲する、 其奴 僕た るを辭 さない、 

雨う して 3： よりも 十字架に 懸かりし イエ スを 愛する に 至った。 

天然 は 無感覺 である、 故に 我れ 彼 を 愛する も 彼 は 我 を 愛しない、 阔と 人と は- t 情で ある、 我れ 彼等 

を 愛する も 彼等 は それ 丈け 我等 を 愛しない、 否な 多くの場合に 於て は 彼等 は 我が 愛に 報 ゆるに 曾惡を 


以てする、 然 かし ィ H スの みは 多感 多情 多 愛で ある、 彼 は 我が 彼に 呈 する 愛の 幾 際^の 愛 を 以て 我に 

剛ひ給 ふ、 彼れ 而已が 愛する^ 斐の ある 者で ある、 繭う して 彼の 愛に 溢れて 而已、 我 は 眞實に 天然、 

阈、 人 を 愛する ことが 出来る。 

ィ H スは まことに 神の愛の 子で ある、 神の愛 は 彼に 於て 顯 はれた、 我 は 彼 を 愛して 始めて 愛の 何た 

る 乎 を 知った、 彼 を 愛して 始めて 愛 は 其 最高の 目的物に 達する ので ある。 (八月〕 

一 番 豪 らい 人 

ナザレの イエス 

世界で 一翁 一象ら い 人 は歷山 王で も、 シ— ザ ー でも、 那翁 でもない、 ネルソン 提督で も、 ワシントン 

將軍 でもない、 哲學者 カントで も、 戲 曲の 作者 シェ ー タス ピャで もない、 せ界で 一番 康 らい 人 はナザ 

レ人 ヨセフの 子ィ H スで ある、 閥以來 彼よりも 豪ら いん はせ に なかった、 又せ の 終末に 至る まで 

彼よりも おあらい 人 はんの 子の 中に 生れない と 信す る。 

故に ィ H ス はせ； らい 乎、 彼 は歷山 王の やうに 世界 を：.^ 服し なかった、 ネルソン 提督の やうに 敵の 

ほろぼ 

艦隊 を滅 さなかった、 哲學者 カントの やうに 哲學 組織 を 立てなかった、 シ H 1 タス ピャの やうに 筆 を 

執らなかった、 又 ワシントンの やうに 自由の ために 劍を拔 かなかった、 而 かも 彼 は 人類の 屮で 最も 豪 

らい 者で ある、 何故に 雨う である 乎〕 

彼 は 奇跡 を 行なった からで ある 乎、 繭う ではない と 思 ふ、 奇跡 を 行った 者 は イエスの 外に も ある、 


或る 意味に 於て は 歷山王 も 奇跡 を 行った、 彼 も 歳 三十 を 越えざる に 一 小！； の 兵 を 提げて 尺 f を 横行し * 

三年なら すして 文明 世界の 王と なった、  < 几れ 確かに 奇跡で はない 乎、 英圃の ウィリアム • ビット は 歳 

二十 g; にして 世界 最强國 の總理 大臣と なった、 是れ又 奇跡で はない 乎、 樂譜 〔豕モ ザ— 卜 は 八 歳に して 

能く 闲 難しい 樂を 奏した、 是れ叉 奇跡で はない 乎、 其 他、 人の 豫測 以上の 事を爲 した 者 は 決して 齡く 

ない、 ィヱ スは其 奇跡の 故に 特刖に 豪ら い 者で はない。 

殊に ィ H ス自 身が 奇跡に 篾 きを 置かなかった、 彼 は 人が 彼 を 「奇跡 を 行 ふ 者」 として 知らん こと を 

嫌 ふた、 彼が 奇跡 を 行 ひし は、 富める 慈善家が 金を與 ふるやう に、 情に 負けて 行 ふたので ある、 彼 は 

決して 奇跡 を 以て 彼の 敎を擴 めんと はしなかった、 彼 は 寧ろ 奇跡 を傳 道の 妨害物と 昆 做した * 故に 彼 

に. m て 病 を 癒されし 者の 一 刻 も 早く 彼の 前 を 退去らん こと を 要め た (馬 可傳 第一 章 叫 ト 節以： 卜〕。 

イエ スの 一象ら いのは 文に も才 にも 智 にも 能に もなかった、 彼 はせ の 人より 見て^ん ど 無能の 人で あ 

つた、 今の 人 は 頻りに ィ H スを 豪ら い 豪ら いと 云 ふが 彼等の 大抵 はィ H ス の 豪ら い 理由 を 知らないと 

<1 厶  厶厶 厶厶厶 <:△△<:  AAA 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △  △△<:△△△  <3<"厶<" 厶厶  <<1<"厶 A 

E あ ふ， 然り、 若し 今ィ H スが 東京 か大 阪に顯 はる V とする も、 彼 を 大人物と して 認 むる 者 は 日本人 中 

一 人 も 有る ま い と 思 ふ。 

去らば 3： 故に ィヱス は 豪ら いので ある 乎。 然り、 ィ H スは せの 豪ら い 人の やうに 少しも 豪くな かつ 

たから、 其れで あるから、 一番 豪ら いので ある、 イエ ス はせ を 救 はんとす るに 方て 權カ、 金力、 政略、 

腦カ、 M れ にも. E ら なかった から、 其れで あるから 豪ら いので ある、 彼 は 空 乎で 起った ばかりで はな 

い、 得らる k 此 世の 勢力 を も 悉く 斥けて、 唯 正義と 愛の 一途 を 以て 全世界 を 征服 せんとした から、 共 

れ であるから 一 桥豪 らいので ある、 其點に 於て 彼に 及ぶ 者 は 古 令 東 一  人 もない、 ィ H スと较 ベて a 
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てす ベての 聖人 は 罪人で ある、 我國 の聖德 太子で すら、 敵 人 守 尾の 大臣 を 殺さん がた めに は 祈 禱も捧 

げたれば 計略 を も 運ら した、 モ ハ メット の 如き も 正道 をせ 界に擴 めんた めに は 劍を拔 くも 可な りと 信 

じて、 大规 校に 之を實 行した、 祈；： 學者 カン 卜の 如き 俗人の 眼から 見て、 殆んど 完全に 近い 人で も國王 

に 正理の 唱道 を 禁じられし 時には、 方便の ために：： を 襟いだ、 ィ H スの 如くに 正義の ために 大膽 に、 

愛の ために 熱心なる 者 は 人類の 中に 一人 もない、 彼の 弟子 は此 世に 幾千 萬 人あった か 知れない が、 彼 

の 完全な りしが 如くに 完全な りし 者 は 一 人 もなかった、 彼 は 人の 巾に 在て 比較 以外で ある、 恰も ヒ マ 

ラャ 山が 富士山の 上に 聳 ゆるが 如く、 すべての 人の 中に 在て 無類 無雙 である。 

人 は 言 ふで あらう、 ィ H スは 偉大で あるが、 而 かも 彼の 偉大 は 人の 眞 似の 出來 ない 偉大で ある、 又 

EE 來るも 反て せ を 益し ない 偉大で ある、 若しす ベての 人が ィ H ス の 如くになる ならば 國は 亡びて 仕舞 

ひ、 社會は 崩れて； 舞 ふで あら ふと。 

多分 雨う であら ふ * 爾 うして 彼を眞 似て、 我等 も 多分 今の 人に、 然り、 今の 基督 信者に、 猶太 人が 

彼 を 殺した やうに 殺される であら ふ、 然 かしながら 國は 亡び 社會は 崩れても、 ィ H スの 译大. H 疑 ふこ 

と は 出来ない、 ィ H スー 人 は 全人 類よりも 豪ら く ある、 全人 類 は 亡びても ィ H スは 亡びない、 ^義が 

正義で あり 愛が 愛で ある？？ はィ H スは 矢張り 人類の 王で ある、 劍を 執る 者は劍 にて 亡ぶ- 是はィ H ス 

の 言であって、 又 宇 南 の 法則で ある、 此 法則に；^ れた侗 人も國 {| も 一 つもない、 啦時 問の 問題で ある、 

若し 之れ に 時 問を藉 せば 此 法則 は必す 其れ 自身 を證 表する、.： 于宙の 法則 は _是 阈が國 に 遠慮し ない、 是 

れは 磨； I： の 如くに 必す共 中に 入りし 者 を 悉く 粉に する。 

ィ H スは 兵法に も 政治に も文學 にも 長 じて 居らなかった が 然し 能く 此 法則 卽ち 愛の 法則 を識っ て 居 


た、 彼 は 抵抗の 全く 無益なる を 知った、 彼 は 又 壓制を 以てして 何事 も 成らない こと を^った、 义 政略 

方法の すべて 3^ 策で ある こと を 知った、 彼 は 神の 聖旨 を 解した、 卽ち祌 は 愛で ある こと を識 つた、 故 

に 愛に 由ら すして は 何事 も爲 さなかった。 

又 愛 を 以てすれば 全人 類 を 救 ふこと が屮 I 來 ると；；： E じた、 故に 彼 は 死に 至る まで 愛した (約 翰 傅 第一 

三 章  一節)、  彼はゲ ー テ よりも、 シ ルレ ル よりも、 ラフ ハ エルよりも、 ベ ー ト ー ベンよりも、 すべて 

の 詩人、 すべての 美術 〔I よりも 现 想の 人であった、 Idealist! 理想 (豕、 然り、 夢想家、 世に 理想-ぼ は 

あると する もィ H ス の 如き 理想家 はない、 爾 うして 其 理想 を實行 せんと 欲して 三十 三 歳の t 右き に 共生 

命 を^て た、 彼 は 實に實 に 豪ら いで はない 乎。 

彼に ir へて 見て 午の 基督 信者 は 「ィ H スの 弟子」 であると いふ ことが 出来る 乎、 誰か ィ H スの 如く 

に 微少 も 政略 を S ひない 者が ある 乎、 誰か ィヱス の 如くに 微少 も權 力に 依らない 者が ある 乎、 誰か ィ 

H スの 如くに 所謂 天才に 重き を 置かない 者が ある 乎、 誰か ィ H スの 如くに 富に 全然 無頓着なる 者が あ 

る 乎、 彼れ は 言 ふた 「人の子 來 らん 時 信 を 世に 見ん や」 と (路加 傳 十八 章 八 節) 然り、 彼が 一 t び *L に 

来り 給 ふ 時に 信者ら しい 信者が 一 人 も あら ふ 乎、 彼の 前に 立て 我等 何人も 

All  hail  tlie づ ower  of  Jesus  name ! 

Jtet  ang-els  J>l.cstl.ate  fall; 

.Brulg-  forth  tli な l.oyal  (lia-denl. 

And  cl.oAvn  Him  Llol.d  cf  sill. 

あまつつ かひよ  イエスの み 名の 
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ちから を あ ふぎて 主と あがめよ 

と， 齲 ふべき ではない 乎。 (八月) 

神 學填談 

〇 祌學は 信仰が 結晶した 乎、 左な くば 其 化石した ものである、 信仰 は 生命で あるから、 是れは 到底 組 

織され 又は 定義され べき 普の 者で はない、 信仰 は 祌學と 成て 死す る 者で ある、 神學は 信仰の.；^ 體 であ 

る〕 

〇 故に 神學は 信仰に 近い 者で はない、 若し 信仰に 近い 者が あると すれば、 それ は 詩歌 幷に 美術で ある、 

三者 同じく 發動 性の 者， であって、 思索的の 者で はない、 詩歌の 化石した 者が 批評 學 であって、 美術の 

化石した 者が * 美學 である、 生命 は 孰れ も 化石し 易い 者であって、 信仰の み其數 に^れる こと は出來 

ない とE^兄る。 

〇 祌學の 化石 性に 就て は舊 新の^ はない、 舊祌學 が 化石した 故に 新 祌學が 起った ので あると は 新神學 

者が 常に 唱 ふ る 所で あるが、 1* 實は 決して 雨う ではない、 肉體の 復活 は 無い と 辯^せん とする の も 有 

ると 辯讃 せんとす るのと 其 思索的 徑路に 於て 異なる 所 はない、 一 ； ^同じく 信仰 以外の 能力 を 以て 信仰 

の 事 を 辯 論 せんとす るので ある、 信仰 は 思索で はない、 若し 二者の 問に 關 係が あると する も、 それ は 

極く 間接の 關係 である、 信仰 は視 能の 一種で ある、 夫れ 我等が 聞き、 又 目に て視、 懇切に 觀、 我が 手 

捫 はりし 所の もの、 卽ち 元始より 在りし 生命の 道を汝 等に 傳 ふと (約 翰 第 一 書 一 章 一 節)、 恁る確 賞 


なる 者は辦 Hi はされ 得べき ネ ではない， 誰も 太陽の 實.； を辨證 せんとす る 者 はない、 几.^ れは餘 りに 確か 

なる 莨で ある、 爾 うして 某 督 者に 取りて は キリスト は 義の太 であって、 是れも 亦辨證 せんとす る 

には餘 りに 明，： n なる^で ある、 世に 辨證し 難い^と て 自明 现の 如き はない、 爾 うして 神と キリストと 

其 救 濟とは 仰 上の 自明 现 で あ る 0 

〇们 林大學 敎授ハ ー ナック は 現今の 祌學界 の 泰斗で ある、 彼 は 久しき 以前に 使徒 行傳 は^ ルカの 書い 

た 作で はない と 主張した、 爾 うして 彼 は 彼の 神 學說に 多くの 贊成者 を 得て、 愛すべき 使徒 行 傅 は  一- M 

は將 さに 其歷 史的 惯條を 失 はんとした、 然るに 近頃に 至り、 同じ ハ ー ナック 氏 は 彼の 前說を 取消 さ ざ 

る を 得ざる に 至った、 彼 は 使徒 行 傅の 聖 ルカ 著作 說に 同意せ ざる を 得ざる に 至った、 兹に 於て か神學 

界の 一 動 搖は稍 や 平 靜に復 したので ある。 

〇 然し： 1: 故に 恁 かる 動搖が 起った ので ある 乎、 何故に、 使徒 行 傅の 著作 論が 歐米 諸國の 基督 信者の 信 

仰まで を 動かす に 至った ので ある 乎、 夫れ は 彼等が 信仰 を 信仰と して 見ない からで ある、 ！：； H 仰が 歷史 

的證 明の， 上に 立つ 者で あると m 心 ふた か ら である、 卽ち 信仰が 思索 に 負けた か ら である、 m わ 索 の 奴 と 

なった からで ある、 信仰が 信仰と して 其 威權を 保つ 問 は lAJm の 批評 解剖に 由て 其 某 礎 を 動かさる ベ き 

や： はない、 縦し 使徒 行 傅が 聖 ルカの 作で あらう が あるまい が、 其 記載す る 信仰的 事赏 の、 我等の <f 日 

赏驗 する 事赏 である 以上 は、 我等 は それが ために 我等の 信仰 を 動かされない、 信仰が 其 土臺を 離れる 

OOO00COOOOOO0O0  0  0  0  0  0  0000000  C 

時に 神 は S 々祌學 者 を 遣り 給 ひて、 之 を 震 ひて、 其 堅牢 を 試み 給 ふ、 祌學に 若し 要が あると すれば 信 

g: ならざる 信仰 を 壌す にある。 

〇 近 顷英國 に 博士 カム ベルなる 人が 起って 新 祌學を iP ふると 稱 して、 彼國の 基督 敎界 は大 に動搖 して 

s 治 ra 十 年  1 九. 七. 
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居る とのこと である、 余輩 は 未だ 委しく カム ベル 博 十： の說を 究めない、 然 かし 余輩の 少しく 聞きし 所 

に. E れば 彼の^と て 決して 新ら しい 者で はない、 彼の^へ しと 略 ぼ 同じ 事 を 基督 降せ ト 年後の ァ 

レキ サンド リャの クレメントが 唱 へた、 卽ち神 は 愛で あるとの 敎理を 其 極端まで 論究して、 祌は萬 人 

を 愛する、 故に 永久の 刑罰なる もの はない、 神が 其 子 を 降して 萬 人の 罪 を 負 ふて 十字架に 上りて 贈 罪 

の 血 を 流さし め 給 ひしと いふ や， つな； e?- はない と 云 ふので ある、 近頃 出版に なりし 米國 H  —ル 大學 祌學 

教授 故スチ ー ブンス 氏 著 『基督 敎救^ 論』 の 主張す る 所 も 略 ぼ是れ に 類して 居る、 昔時の 所謂 ペラ ジ 

ゥ スキ： 義、 中 f の アリア ン 主義、 近せ の ュ 二 テリアン 主義、 皆な 是れと 大同小異 である、 名 は 新神學 

であるが 實は舊 神學と 同じ やうに 矢張り 舊神學 である、 眞理の 或る 一 面 を 表 はす 者であって、 全然受 

くべ き 者で もなければ、 去りと て义 全然 斥く ベ き 者で もない。 

〇 博士 カム ベ ルに 就て 思 ひ屮： すの は W  .  L  . ゥォ ルカ— 氏で ある、 此人は 近代に 於け る は 取 も 透明なる 

S 想 〔氷の 一 人で あると 思 ふ、 氏の 著述に 成りし 『靈 と 受 肉』 の  一 m は實に 近世の 大 著述と 稱す 

べきお であると 思 ふ、 氏の 文 は 決して 流暢で はない、 氏 は 又神學 者と して 迎 ふべき 人物で はない、 氏 

は赏に 深き 靈の 人で ある、 深き 靈に 深き 學を 具へ たる 人で ある、 氏 は 氏の 思索の 結 rai< を 提供し ない、 

氏 は 氏の 實驗を 語る、 氏 は 元、 ュ 一一 テリアン 敎會 の敎師 であった、 然し 二十 丘 年間の 靈的 奮闘の 後に 

福 昔 生 ^に 還った、 故に 氏はュ 一一 テリアン 主義 を 嘲 けらない、 叉 世間 有 振れの 福 昔 主義に 同意し ない- 

氏 は 福音の 根 本義 を 握った、 故に 自由の 人であって 父 謙遥の 人で ある、 外 觀はュ 一一 テリアン 主義の 人 

であって、 .5:.;^ は オル ソ ドック ス 主義の 人で ある、 近世の 宗敎的 著述，； 屮に 余輩が 尊敬せ ざる を 得な 

い 人は此 人で ある〕 


ゥォ ルカ ー 氏 は 又近顷 『新 祌學に 就て』 と 題す る 小 著述 を 公に した、 余擎は 未だ 是を 乎に しない、 

然れ ども 其 題目より 考 へて、 叉 氏の 主張より 推して、 其 如 W なる 書なる 乎は讀 ますして 略 ぼ 推察する 

ことが 屮 I 來る、 「吾人 は 新 神學を 要する 乎」、 「新 祌學は 吾人の 要求 を充 たす に 足る 乎」 と、 ！：ー ルれ 氏が 

此 著に 於て 自 から 問 ふて 自 から 答 ふる 問題で ある、 爾 うして ゥォ ルカ ー 氏 は 是に對 して 「否な」 と 云 

ふので あら ふ、 敎權 的に 雨う 云 ふので はなく して、 思索的に、 卽 ち新祌 學の劍 iift- の 手 ^雨う 答 

ふるので あら ふ、 孰れに しろ 余輩 は W  .  L  . ゥォ ルカ I 氏の 著 を 英文 を讀み 得る 本誌の 讀者諸 l^f; に 推 

薦 せざるを得ない、 若し 氏の 著作 も 亦祌學 書で あると 云 ふなら ば 余輩 は神學 に反對 しない、 然し 氏の 

祌學は 普通の 神學と は 全く 違 つたる 神學 である、 卽 ち祌學 ならざる 祌學 である。 

〇 實に 五月 蠅ぃ事 である、 建て は乂 毀し、 毀して は 叉 建つ、 是れ 祌學の 常で ある、 耍 のない の やう 

では ある 力 然. し 亦 全く 益の ない 事で も あるまい、 多少の 進歩 は 又 其 中に あるので あら ふ、 雨う し 

て 斯く言 ふ 余輩 も 亦 時には 祌學書 を 買 ふて 讀む、 讀ん で 其 愚と 無益と を 知る が 故に、 之が ために 投 f 

し 金 を 措む、 或 ひ は 之 を 道 樂と云 ふので あらう、 或 ひ は 恐い 物見た さと 云 ふので あら ふ、 己の 信仰 も 

壞れる ものなら ば 時には 壤 して 見る も 可い. 唯 度々 祌學の 迷 霧の 中に 彷惶 ふて、 出口 を 失ん て 規悶す 

る ことがある、 斯 かる 場合に 際して 熱心なる 信仰 家に 余輩の 愚 を 笑 はれる ことが 度，々 ある、 然し 此彷 

徨 の實驗 なくして は 同じ 困難の 中に 在る 者 を 救 ひ 出す こと は屮： 來 ない、 祌學界 の 001 險 旅行 は危險 は危 

險 であるが、 だ 興味 ある ものである、 久しく 神學 海の 氷山 雪 塊の 中に 漂 ひ、 近頃 難に 义々 元の， 

仰の 春の 海に 還り 来り たれば、 感想の ま \ を兹に 誌す。 (八月) 

S 治 四十 年  一九 九 
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記者の 感想 

書きたい は^ 山あります、 然 かし 書き 得る 事 は 多くありません、 養きたい 事 は 私の 感想で ありま 

す、 然 かし 書き 得る 事 は 神が 私 をして 書かし め 給 ふ 事であります、 神に 使 はる- - 記者 は 書きたい とて 

思 ふやう に 書き 得る 者ではありません、 執擎は 彼に 取りて は 所謂 「朝飯脉の仕^$」 ではありません、 

是 れは數 日に 涉る 苦悶の 業であります、 天 を 仰ぎ見て、 雲間より；^ れ來る 光を捉 へて 之 を 紙に 寫すこ 

とであります、 爾 うして 或 時 は 雲が 堅く 鎖して 少しも 光明 を 送りません、 其 時、 私供 は 「光り 欲し さ 

に 泣く 赤兒」 となる のであります、 雨う して 漸々 にして 得た 少しば かりの 光が 一 肌の 雜誌 となる ので 

あります。 

.X-  * 

凡そ 卜 年 問 も 緩いて 獨 りで 雜誌を 書いて 居ります と、 時には 倦 厥 を 感じます、 「ま I いて 何時まで 至 

るので ある 乎」 と獨り 己に 問 ふこと があります、 然し 幸に して 書の 研究であります から 八：' 曰まで 繼 

續 する ことが 出來 たのであります、 是れが 若し 政治の 雜誌 か、 若しくは 文學叉 は社會 改良の ための 雜 

誌で ありましたならば 迚も 斯う 永 く^ける こと は出來 なかった に 相違ありません、 書の 研究 は 古典 

誊摯 曹攀書 • き 參攀誊  OOCCC-0O0O0C00O0OO0CO 

の 研究ではありません、 自己の 研究であります、 是れは 書 を 以て 自己 を讀 むこと であります、 問題 

は 外に あるので はありません、 5： にある のであります、 泉 は 我心の 奥底より： き出づ べきお であり ま 

す、 其れ故に 世の 批； t も 3： も 彼 も 忘れて W 時まで も 書く ことが 出來 るので あります、 書の 研究と 题 


して 私 は 幸 一一 i なる 標題 を 選らんだ のであります、 若し 國 とか 社會 とか 文と か 術と か- ふ 題 を 選らび ま 

したならば 私の 筆 は疾に 自殺 を 遂げた に 相違ありません。 

然し 自己 に 就て 書く こと は = いやう で 易く ありません、 是は 自己 を 他人に 與 ふること で あ り ます、 

我が 術、 我が 學、 我が 文を與 ふるのではありません、 我れ 自身 を與 ふるのであります、 せに 辛ら い C 

と、 難い ことと て 之に 勝 さる 者はありません、 己が 心血 を 絞る に 4- まりません、 已が靈 魂 を 傾注け る 

ことであります (以 赛； め，； 書 五十 三 章 十二 節)、 爾 うして 此辛 らい 業に 從 事して 私 は 咔に思 ひます、 キ 

リ ス トが其 血 を 流して 世 を 救 ひ 給 ひしと は 之に 類した る isM,」 は あるまい 乎と、 血と は，： Z 血^と 赤血球 

との じたる 流動 體 ではありません、 血と は 生命 其 物であります (そ は 肉の 生命 は 血に あれば 也と 利 

未 記 十七 章 十 一 節に 在ります)、 血 を 流す と は靈魂 を 傾注く ると 云 ふと 同じで、 腓立比 書： ：i::: 十七 節に 

云 ふ r 已を虛 うし」 と 云 ふと 冋じ であら ふと 思 ひます、 自己 を 空虚に して 他人 を 充滿す こと、 是れが 

キリストの 業であって、 又其聖 足の 迹を踐 まんと する 私供の 業で はありますまい f、 何れに しろ 自己 

に就て書き且っ；^|1る こと程、 苦し い 仕事 は 他に ない と 思 ひます。 

ネ  * 

此事を 知らない せの 呑 氣な宗 敎家は 私供に 會 ふと 必す 尋ねます、 「貴下の 雜誌は 幾許 屮 U ます^」 と- 

「幾 許^ます 乎、 何 册賣れ ます 乎」 と、 M んと 情けない 問ではありません 乎、 然 かし 確かに 近世 流の 

問 ひ で あります、 鳴 呼、 彼等が 若し 宗敎 の 何たる 乎 を 知るならば 己に 恥 ぢて斯 かる I 只 問 は 掛けられな 

い 害であります、 「幾 W 资れ ます 乎」 と、 鳴 呼、 私供は^^物を濱がす是等の質問{|に問ひたく&ひま 


す、 「靈 魂の 量目 は 幾 干あります 乎、 其 目下の 相場 は 卯と 仙と に 積れば 若 千になります 乎」 と、 「幾 

肶賣れ ます 乎」 と、 共れ は 人の 問 懸ける 質問であります、 然 かし 「3: を爲 します 乎、 如何なる 善を爲 

しました 乎、 靠婦と 孤 兒とを 慰めました 乎、 罪人に 其 罪を覺 らしめ て 彼 を 神に 連れ 歸り ました^」、 

是れ 多分： 大使が 私供に 問 懸けて 、れる 質問で あら ふと m 心 ひます、 私供 は 自己の 靈魂を 傾注け て、 他の 

靈魂を 獲ないで は滿 足しません； 金 は 金で 獲られ ますが、 靈魂は 金で は 獲られません、， 靈魂は 霊魂で 

なければ 瘦られ ません、 靈魂を 傾注け なければ 靈魂は 獲られ ませ ん。 

爾 うして 稍 や 少しば かりの 靈魂を 瘦るを 得まして— 勿論 神の 恩惠に 由り まして— 私供 は 非常に 滿足 

する のであります、 私供の 勞カ は已に 業に 充分に 償 はれた のであります、 縱し今 口、 何に かの 止む を 

はざる^ 情 のた め に此 誌を錢 めんで はならない 場合に 立 至りまして も、 私 は 深く 歎 かな いので ありま 

す、 此 小なる 雜誌も 亦 神の 恩惠 に. m りて 少しな り と も 或 る 永久 的の 事業 を爲 した のであります。 

畢竟す るに、 傳道は 現在に 於け る 成功 を 期して 爲 すべき 業ではありません、 H:,^ れは傳 道 者が 死んで 

後に 始めて を 結ぶべき 者であります、 今 はた 種 蒔に 從事 する のみであります、 收極は 將來に 於て 

で なければ 來 # に 於て あ り ま. V -、 私供 は 1  返き 未來 をび K ん で 私供の 業に 從 事す る 者であります、 今、 

結 び し實は 未來 に 結ば る ベ き 夥多 の 果 の 豫 兆 に ほ か 過ぎ ま せ ん 、 |^:書 の 眞理 は 人 の 學說 の や う に 丘 年 

ゃト 年で 廢 たる 者ではありません、 之 を 蒔 く 者 は 山林 を 植える 者の 類であります、 レバノンの 香 柏が 

其 ra^ を 振 落し 萬國が 之が ために 悅ぶ時 は、 百年、 千年、 萬 年の 後であります (詩篇 七十 ニ隨 十六 節)， 


私 は 十九 世紀の 終より 二十世紀の 始 にかけ て此非 * 督敎 的の cn 木國に 生れ 來て、 私の 生涯の 中の 最も 

善き 部分 を此 事の ために 消費した こと を 非常にせ 難く 感じます。 (八 =0 

キリストの 囚人 

異邦人の 爲 めに キリ スト イエス の 囚人と なれる 我 (，A^ 所 害 三 章 一 節)。 

主に ありて 囚人と なれる 我 (八 ェ四章 一節」。 

イエス キリス トの爲 めに W 人と なれる. ハ ゥ n 及び 兄弟 テ モ テ ( 腓利鬥 書 一 節/ 

"冗 故に 爾. 我等の 主の 證を爲 す こと V 其 囚人なる 我と を 恥と なす 勿れ f 捉摩太 後 害 一 章 八 節、 つ 

キリストの 囚人で ある、 故に 我等 は爲 さんと 欲する 事 を爲す こと は 出来ない、 我等 は 政 h 付の 役人と 

たらん と 欲して 成る こと は 出来ない、 我等 は 貨殖の 業に 從事 せんと 欲して 成る こと は 出来ない、 然り * 

我等 は 敎會の 役人、 卽ち共 牧師、 監督 * 傳道師 とならん と 欲して 成る こと は 來なぃ 、 我等 は 碟饿の 

身で ある、 我等の 活動の .Ei: 域 は 限られて 居る、 我等 は狹ぃ 不自由の 身で ある。 

然し^む を 5^ ない、 是れ 我等の 遝ん 叩であって、 叉 我等の 特衞 である、 我等 は キリス 卜に 抽 へられた 

おで ある 一， 啡立比 書 三 章 十一 一節)、 (1^ 儘なる 我等 は斯 くも 身の 自由 を 失 はなければ 幅 昔の {K- 傅に 從； ss- 

したいで あらう、 我等 も 亦 利 慾の 人、 野心の 者で あるから、 何に か 自己 以外の 勢力が 來 つて、 我等 を 

縛る にあら ざれば、 我等 も 亦 利愁と 野心と が 導く 所に 宠る であら ふ、 然 るに 恩 ffi の 丄は其 愛の 鏈銷 を 

以て 我等 を 1； り 給 ふた、 我 を W みて 出る こと 能 は ざら しめ、 我が 鏈索を 重く し 給 ヘリ (哀歌 三 章 七 節)、 
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彼 は 我等 をして 福 昔 を 唱 ふるより 他の 事 を 爲す能 は ざら しめ 給 ふた、 不幸なる 我等！ 幸 幅なる 我等！ 

不幸なる は 鏈索を 以て 縛られた からで ある、 幸 幅なる は其鏈 索が 愛の それで あるから である、 キリス 

トの愛 我 を餘義 なくす と (哥 後五隶 十 s; 節)、 我等 は 或 意味から 云へば 餘^^ なくせい i で； 幅 音 を 傅 ふ 

る 者で ある。 

キリストの 囚人！ 囚人で あるから 國の 一端から 他の 一端まで 走り 廻る こと は 出来ない、 闪人 であ 

る か ら交際 場裡に 花 を かせ る 事は屮 I 來な い、 囚人で あるから 此 世と 此 世の 敎會 との 忌み 避く る 所と 

なる、 人の 身 は 幽暗の 身で ある、 赞 の 身で ある、 多く は 沈思 默考の 身で ある、 活動よりも 寧ろ 讀 

書の 身で ある、： § 說 よりも 寧ろ 執筆の 身で ある、 カイ ザリ ャの獄 舍に繁 がる、 こと 二 年- 口  I マの^ 

獄に i.i 「する こと 數年、 獄舍 より 書翰 を 諸方に 贈りて キリストの 幅 音 を 萬 民に 傳 へしと 云 ふ、 使徒 パ 

ゥ n が此 界を敎 化せし も、 ジョン . バ ン ヤンが 英 民族 を薰 化せし も、 等しく 獄 <Sn の內 からで ある、 キ 
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リ ストの 福 昔と 獄舍 との 問に 深い 深い 關 係が ある、 キリ ストの 福 昔、 一 名 之 を 獄舍の 福 昔と 稱 する こ 

とが 出來 る、 自身 罪人と して 十字架に 釘 けられ 給 ひし ィヱ スは、 其 弟子 を 又 罪人と して 世に 遣 はし 給 

ふ 0 

然 らば 我等 は 囚人た るを辭 せざる べし、 我等 は is^ 搏を 歎かざる べし、 唯 或る 方法 を 以て 福 昔 を俾ふ 

るの を與 へられし を 深く 感謝す る、 自由に 家族と 共なる を 得、 自^に 自. m の 空 氣を吸 ひ、 自由に 

稻 田の 風に 糜くを 見、 自由に 流水の 畔に体 ふ を 得、 我等に 是丈 けの 自^が あれば^ 山で ある、 其 他の 

自由と 特權と を 我等 は 要め ない、 官吏た るの 自由、 敎 役者た るの 自由、 政治に參與して！！^心を左右す 

るの 自由. 是れ 我等の 欲する 自由で はない、 我等に 若し 肩書の 必要が あるならば、 そ^は 是れ にて 足 


る、 卽ちィ ュス キリス トの 囚人 と， 是 れに擾 さりて 贵き 爵位 も 官位 も學位 も敎職 も、 廣き 宇宙に 

一 つもない。 (十") 

祌 學雜談 

〇 今の 新 神 學と云 へば 必す 先づ rali 音 書 を 批判す る を 常と する、 其 表明 者の 言 ふ 所 を 聞けば， 曰く 馬 

太 傳は稅 吏より 選 まれて 使徒と なりし と 云 ふ マ タイの 書いた 者で はない、 其 著者 は 不明で ある、 故に 

馬 太 傅の 名 は不當 である、 馬可傳 はぺテ B の 弟子 マ 力、 路加 傅 は バウ n の 同伴者 ルカが 書いた 者と す 

る も、 約 翰 傅に 至って は 使徒 ョ ハネの 書いた 者で ない 事 は 近せ 批評家の 殆んど 一 致す る 所であって、 

是を 使徒 ョ ハ ネの 作と 信す るが 如き は 無 識の鼓 も 甚だしい ものであると。 

〇 然るに 新祌學 の此提 說に對 して 近頃 强 力なる 反對 者が 屮 I たの は 甚だ 心地 善い ことで ある、 爾 うして 

其反對 者と は 誰で ある 乎と 云へば、 古典 學 第一 等の ォ ー ソリチ ー として 仰がる、 獨逸 W ハ I レ 大學敎 

授フリ —ドリ ッヒ. ブラ ー ス氏其 人で ある、 氏 は 近頃 物故せられ たが、 * を 逝る 二 週 ：！： 程 前に 認めた 

る 氏の 論文 中に 氏 は 明かに 馬 太 偉の 使徒 マ タイの 作なる こと、、 約 翰 傅の 使徒 ョ ハネの 作なる こと. - 

を 認めて 居る、 是れ 確かに 神 學界に 於け る 青天の 霹 _鹿 である、 大學者 は 朱だ必 しも 舊來 の俾說 を棄て 

ない。 

〇 ブラ ー ス氏は 其 馬可傳 論の 始めに 於て 曰 ふて 居る、 「新約 書に 關 して は 批 It 學は 過ぐ る 一 百年の 

間に 未だ 一歩たり とも 確實 なる 進歩 をな さない」 と、 卽ち 氏の 說に ^2! へばん. 'B の 新約^書 は 其 大體に 
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於て は 百年 前の 新約 書で あると、 卽ち ヨハネが 書いた と 一一 一一 II はれし 物はョ ハネの 書いた もの、 バウ 口 

が 書いた と 一一 一一 " はれし 者はパ ゥ 口 が 書いた ものであると、 氏の 此言に 九 鼎の 重みが ある。 

〇余 W は 今玆 に ブラ ー ス 氏の 研究の 順序 を讀者 に 示さん と 欲する 者で はない、 唯 玆に此 事 ありし を吿 

げ て新說 なりと 聞いて 驚かない やうに 讀者 に 注意す る、 獨逸 流の 祌學 者と 云 ふ 祌者者 が擧 つて 約 翰 傅 

のョ ハネ的 著作 を 否認す る を 見て、 兹に 約：^ 傳 批評の 最終の 一一 一一 口が 發 せられし やうに E 心 ひ、 循 つて 新約 

書全體 の 著作に 就て 疑 を 挾む に 至る は 今の 人の 常 で ある、 然か し 其 事 は 決し て 爾 う で はない、 は 取 終 

の 言 は 未だ 發 せられない、 然り、 此大 問題に 關 する 鼓近敲 重の 言 は 此フリ ー ドリ ッヒ . ブラ ー ス 氏の 

一一 一一 口で あって， それ は 約 翰 傅 は 使徒 ヨハネの 作で あるとの 事で ある。 

〇 玆に言 ふて 置く が 博士 ブラ ー ス氏 は祌學 者で はない、 彼 は 希臘、 羅馬 古典 學の專 1： 〈秋であった、 爾 

うして 氏の 專究 せし 此學 科に 於て 世界 第 一 等の ォ ー ゾリ チ ー であった、 爾 うして 此 人が 近世 神學 者の 

説 を 担んだ ので ある、 氏は言 ふて 居る、 

人 は 三 四 年 祌學を 修めたり とて、 或 ひ は 縦へ 祌學 の敎授 なれば とて、 叉 は神學 博士の 稱號の 所有 

者 なれば とて、 其れに 由て 彼が 宗敎 に關 する 智識 を 有すと は證 明せられ ない、 凡て 是 等の 事 は 彼 

が 天の 事を受 くるの 機能 を 有たざる 俗趣味 の 人た る を 妨げない 

と、 ブラ ー ス氏は 彼の 深遠なる 科學 上の 智識と 敬虔なる 信仰 上の 立場より 玆に斷 然と 祌學 者の 提說に 

對 して 反對の 言を發 したので ある。 

〇爾 うして 神學殊 に 聖書 の こと を 能く 知る 者は實 は祌學 者で は な い、 英國の 神學界 に 於 て a.- 書 智識 に 

最も 確實 なる K 獻を爲 したる 者 は W  •  M  • ラム セ I 氏 其 人で ある、 氏の 加 拉太書 論、 使徒 行 導 論、 默 


小 錄論等 は 近世の 大著 作で ある、 然るに 此 ラム セ ー 氏 も 亦祌學 者で はない、 氏 も 亦 ブラ— ス 氏に 以て 

タ. - 古风， ；. 者で ある、 爾 うして 考古學 の 立場より i ェ書を 研究して、 其歷 史的 眞價を 認め、 之に 關 はる 米 

の 傅說の 近來唱 へらる、 假說に 優 さりて 遙 かに 信 賴 すべき 者で ある こと を唱 ふる 者で ある。 

〇 祌學^ は 祌學を 知らない、 聖書 學者は 聖書 を 知らない、 聖書 を 毀つ 者 は 聖書 學者 である、 宗 敎を紊 

す 者 は 宗教家で ある、 某 督敎其 物が 當 時の 祌學 者- 宗敎 家に 反いて 興った 者であって、 今と 雖も 敎會 

z; 外 せ气权 W 外の 人に. S て 維持 せらる &者 である， 多くの 人々 東よ リ 西より 来りて アブラハム、 ィ 

サク、 ヤコ ブと 偕に 天國に 坐し、 國の 諸子 は 外の 幽暗に 遂 出されて 其處 にて 哀哭 切齒 する こと 有らん 

と は 昔 も 今 も 同じで ある Oil 太 傅 八.； I 羊 十 一 、 十一 一節〕、 祌學 おが 毀ちし^ 書が 祌學 者たら ざる 學 者に 

由て 建て直されつつ あると は 最も 與味 ある 顯象 である。 

〇 爾 うして 夫れ は 其 由で ある、 宗教家 は 宗敎を 知って 人生 を 知らない、 彼等の 人生観 は. Ih もに 敎會 

と稱 する 一 稲の 人爲 的社會 に^られて ある、 彼等 は- 大然の 上より、 世界 歷史の 上より 宗敎を 見ん とし 

ない 故に彼等の人生觀のみならす宗敎觀までが常に拘束されて：！^？る、 余輩が 度々 へし やうに 祌學 

は 神學を 毀った めの 要が ある、 然し 宗敎を 建つ るた めの 要はない、 基督 敎は 始めて 大工の 子ィ H スに 

由て €i めら れ、 後、 漁夫 ゃ稅 吏に 由て 俾 へられた、 其 如く 今に 至る も 基督 敎に 常に 生 If を 吹 人す るお 

は敎會 以外、 神學校 以外の 者で ある、 敎會 と祌學 校と は 常に 宗敎 を- M らす 所で ある、 某-: &敎 の，； y< 興 は 

常に 之 を 平信 者の 努力に 待たなければ ならない。 

〇 故 に 今の 神學界 の動搖 なる 者 は 少しも 憂 ふるに 足らない、 是れ は神學 と敎會 との 破滅 を 意 未す ると 

同時に キリストの 福 昔の 復興 を 意味す る 者で ある、 ち靈 はるべき 者の 爽られ て 震 はれ. ざる 者の g ら 
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ん とする 前兆で ある i> 布 伯來蒈 十二 章 ニト七 節)、 祌學 と敎會 とが 祌^ おの 暴慢と.： 一： 小敎 家の 嫉妬、 陷 

濟、 相 に 由て 毀た る、 時に、 キリストの 基督 敎は 新郎が，. 祝の 殿 を る が^くに 疲れ てた る此 世に 

出で 来りて、 物と して 其 和煦を 蒙らざる 者な きに 至る ので ある。 (十" し 

批評家に 吿ぐ 

余輩 は狹 いと 云 ふ 者が 潔 山 ある、 殊に 敎會 信者の 中に 澤山 ある、 然り 余輩 は 神の 如くに 廣 くない 事 

を 恥る、 乍 然余華 は敎會 信者 程 は 狭くない 積り である、 余！^ の 交際 は 一 敎/% や、 一 敎派 や、 基督 敎界 

に 限られて 居ない、 余楚の 友人 は 全世界に 涉 つて 居る、 余聚の 通信 者 は米國 にある、 英國 にある、 歐 

洲大 i: 諸 邦に ある、 余 W は 叉 友人 を 不可知論者の 中に 有つ、 佛敎； 一:e おの 中に 有つ、 天主教 信者の 中に 

有つ、 希 隨敎； 一：; 者の 屮に 有つ、 新敎 信者の 中に 在る は 勿論で ある、 無敎會 信^なる 余^ は 幸に して 世 

界的 である、 余楚は 正直なる 人、 誠贲 なる 人と あれば 誰れ にで も 同情 を 寄せ- 謙れと でも 交際 を 結ぶ、 

余 W の：： > 心み 嫌 ふ 者はズ ルイ 人、 暗い 人、 ノ— ブルなら ざる 人で ある、 斯 かる 人 は ：！： 本人で あら ふが、 

基督 信者 であら ふが 余輩 は 大嫌いで ある。 

余輩 を責 むる に 狹量を 以てする 者に 吿ぐ、 君 等 も 確信の 人となり、 ヒュ ー マ 一一 チ— の 人となりて 來 

て 余！^ の 友誼 を 試みよ、 余輩 は ^？; 等に 酬 ゆるに 余輩の 有する； f 取 も？ J かき 友情 を 以てすべし、 自身 俗氣 

粉々、 ^志 お 行の 人で ありながら 余 S 卓を責 むる に 狹量を W てす る 勿れ、 <.^鞏は人を{5^:れざるに非す、 

骨の なき、 信仰の なき、 ？ 氣の なき 人 を容れ ざるの み、 敢て吿 ぐ。 (十")  .  -. 


余が 兒 たる 今の 基督 敎會 

余 も 基督 敎を 信じて 多少 今の 基督 敎會に 接せざる を 得なかった、 雨う して 余の 見た所 は餘り 善い 事 

ではない。 

余 は 多少 基督 敎會 を援 けたと 思 ふ、 然し 敎會は 余を援 けて れ なかった、 余が 基督の 聖 名のた めに 

最も 苦しむ 時と 雖も、 敎會は 余 を傍觀 して-店った ばかりで ない、 種々 と 余を批 して、 余に 苦痛 を 加 

へた、 余 は キリストの §\1！ 名のた めに 苦しみて せの 殘酷を 悟った ばかりで ない、 基督 敎會の 無情 冷酷 を 

識 つた。 

然し 敎會 信者 は 余 を 苦しめた ばかりで はない、 相 互 を 苦しめつ、 ある、 彼等が 門外漢 を攻 むる は 彼 

等 相互 を攻 むる 餘 波に ほか 過ぎない、 余の 見た る 所に 依れば 敎會 にす ベての 罪 惡は行 はれて 居る、 

i% 忌、 爭鬪、 詭譎、 刻 一！^、 讒害、 毀 謗、 狎侮、 傲慢、 幾詐、 背約、 不情、 不慈 …… バウ n が 異邦人の 

罪と して 箅へ 立った 罪 は 其 最も 激烈なる 形に 於て 今の 基督 敎會 ：2： に 於て 行 はれて 居る (羅馬 書 一 章)、 

1^ る點 から 云へば 今の 基督 敎會 ほど 恐ろしい 所 はない、 余 は 不信者の 中に 在ても 所謂る 信者より 受け 

たやうな 猜疑、 讒害を 受けた こと はない、 余が 基督 敎を 信じた る 最も 不幸なる 結果 は 基督 信者 (敎會 

信者) と 交際 を 結んだ ことで ある、 雨う して 今や 彼等と 全く 相 絡つ に 至って 余 は 幸福なる 生涯に 人つ 

た 0 

余の 知人に して 知名の 經濟學 者が 贫て 余に 語った ことがある (彼 は 善き 基督 信者で ある)、 「余 は 如 
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何に 翁す る も 援助 を 乞 はんとて 基督 信者の 許に 走らざる べし、 余 は 援助 を 乞 はんため に は 不信者の 所 

に 行くべし」 と、 余に 取りても 同じで ある、 余 は 今の 基督 信者に 援 けられん として 多くの 取 返し 難き 

恥辱に 陷 つた、 余の 兄弟た るべ き 基督 信者 は 余 の 最も 恐るべき 敵で ある。 

余 は 亦 或る 地方の 基督 信者に して 近頃 洗禮を 受けて 敎會に 入りし 者が 余に 語りし を 聞いた、 「私 は 

不信者で ありました 時に 多くの 激しい 举鬪を 見ました、 然し 信者に なって 敎會に 入つ てから 兄弟 方 

(同 餘員を 指して 云 ふ) が 爲れる やうな 激しい 喧嘩 を 見た ことはありません」 と. 余 も 亦 同じ こと を 

, 曾 はざる を 得ない、 余が 见 たる 多くの 爭鬪の 中で、 信者が 信者と 爭ふ V 辛鬪、 殊に 教師が 教師と 爭 ふや 

0  ^-0-000000000  0  0000000  0- 

うな 激 s; 一にして 醜惡 なる 爭鬪を 見た こと はない。 

叉 或る 老練の 牧師 は に 告げて 曰 ふた、 「余 は 一 一十 五 年 以上 も外國 宵敎師 と接觸 せし も 未だ 彼等の 

中に 一 人の 親友 を 作らない」 と、 是れ 最も 推察すべき 表，： n である、 然し 事實 であると 思 ふ、 爾 うして 

同じ 表 ，2 を爲 さなければ ならない 者 は 彼れ 一 人に 止まらな いと 思 ふ。 

其 他 令の 基督 敎會に 就て 余が 一一 一一 口 ふべ きこと は澤山 ある、 然し 之 を 言 ふ は 余 の 忍びない 所で ある、 縱 

へ 余の 關係 しない 所の 者な りと 雖も 同じ 基督の 名 を 冠す る^に 就て 其 缺點を 語る は 決して 快くない。 

然し 余 は尙ほ 唯一 一一： 一口 云 ひたく 欲 ふ、 今の 基督 敎會に 世才 は あら ふ、 熱心 は あら ふ、 叉 多少の 智識 は 

あら ふ、 然し 愛 は 無い、 其 事 は 明 ね である、 今の 敎會に キリストの 愛が あると は敎會 信者 自身 すら 

一一 一一 n ひ 得ない 所で あ ると 信す る リ 

近頃 獨逸 國ハ ル レ大 學敎授 にして 萬 國傳道 史のォ ー ソリチ ー としてせ 界に 名高き ヴ H ル ネック 博士 

は 余の 著 「余 は 如 M にして 基督 信徒と なりし 乎」 に 依て 余の 名 を 知り、 在 本邦の 彼の 舊 弟の 一人に 言 


を 托して 余に 首 はしめ た、 「乞 ふ -2： 村に 言を傳 へよ、 余 は 彼の 無敎會 主義に 贄成 する 能 はす、 然れど 

も 基督 者と しての 內 村に 深き 同情 を 表す」 と、 此言を 受取りし 余の 名譽は 實に譬 ふるに 物 はない、 然 

し 余 は 叉 余の 友人 (卽 ち老 博士が 一一 目 を 托せし 彼の 舊弟) に 言 を 托して 博士に 答へ た、 「深く 先生の 同情 

を 謝す、 余 は 終生 先生の 高恩 を 忘れざる べし、 然れ ども 先生に して 若し 日本 今日の 基督 敎會の 實沉を 

知られん 乎、 先生 は 余が 無敎會 信者た る を 許され 給 ふべ し」 と、 余の 見る 所 を 以てすれば 日本 今日の 

基督 敎會は 使徒 時代に 於け る コ リン ト敎會 よりも 惡 しく ある、 コ リン トに 於け るが 如き 粗雜 なる 罪惡 

は あるまい が、 然しながら それよりも 遙 かに 深い 遙 かに 上進せ る 罪 惡が行 はれて 居る と 思 ふ、 外國宣 

敎師に 由て 基督 敎が 日本に 偉 へられて 最も 奇異なる 基督 敎會が 世に 現 はれた、 是を如 M にして 革む ベ 

きか、 或 ひ は是れ 革む るの 價値 ある 者で ある 乎、 是れ 基督 敎全體 に 係る 世界の 一大 問題で あると 思 ふ。 

主よ、 願く は 此國に 於て 爾の聖 名 を 崇めさせ 給へ、 ァ ー メン。 (十一月) 

子 を 失 はんとして 感 あり 

余 は 子 を 有て 知れり、 殊に 彼 を 失 はんとして 知れり、 余が 世に W し 得る 最大の 賜物 は 余の 一 子なる 

.,0 ち IP つ 

こと を， 余 は 余の 所有物 を 悉く 供す る を 得べ し、 然り、 場合に 依りて は 余 は 余 自身 を洪 する を 得べ し、 

然れ ども 余の 一 子 を 供す るに 至て は 是れ難 中の 難な り、 余が 彼 を 供す る 時 は 余の 一 切 を 供す る 時な り。 

余 は玆に 於て 解せ り、 聖書の 一一 目辭 の 意味 深き こと を、 

それ 神 は 其 生み 給へ る 一 子 を 賜 ふ ほどに 世 を 愛し 給へ り (約 翰 傳三章 十六 節 )o 
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キリスト は 我等の 尙ほ 罪人た る 時 我等の ために 死た ま へ り、 祌は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ 

U 維 馬 書 五 章 八 節)。  . 

い. a  など 力  る 

TU の 子を惜 ますして 我等す ベての ために 之 を 付し 給へ る 者は豈 彼に 併へ て 萬 物 を も 我等に 賜 は ざ 

らん 乎 (同 八 章 三十 二 節)。 

r だれ 愛の 至極な り、 神 は 萬 物 を 我等に 賜 ひしに 止まらす、 然り、 神 御自身 を 賜 ひしに 止まらす、 惜む 

ことなくして 共 一子 を 賜へ り、 聖書が 神 は 愛な りと 云 ふ は 是れが ためなり、 彼は祌 として 與へ 得る 最 

も大 なる 者 を 與へ給 ひたれば なり、 而 かも 之 を 我等 罪人に 與へ給 ひたれば なり。 

子 を 有て 親の 恩 は 知らる と 云 ふ、 然り、 余 は 子 を 失 はんとして ィ H スキ リストの 御 父なる 神の愛 を 

.g れり。 (十二月)  ， 
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敎. 會の今 昔 

余に して 若し 初代の 信者な りしな らん 乎、 余 は 勿論 敎會 に屬 せし ならん、 初代の 敎 會は此 せと 相對 

して 立ちし 者な り、 之に 入る 者は此 世と 結たざる ベから す、 此 世の 權 者と 富者と に 憎まれざる ベから 


す、 迫害 は 彼の 蒙るべき 必然の 災危 たりし 也、 彼 は 敎會に 入て 凡て キリスト のために 苦む 者と 運命 を 

共に したり。 

然れ ども 今の 敎會は 否ら す、 今の 敎會 は此 せの 一部分な り、 是れ此 世の 交際 を 求む る 所、 此 世に 權 

力 を 張らん とする 所， 此 世に 媚 ぶる 所、 基督の 名の 下に 此 せの 人の 奥る 所な り、 故に 今の 敎會 なる 者 

は 名 こそ 敎會 なれ 實は 敎會 にあらざる なり、 世と 相對 して 立つ 所に あらす して 世と 和す る 所な り、 キ 

リ ス トの 福音 を 以て 世 を 征服 せんとす る 所に あらす して、 f の 援助 を 仰い で 自己の 杯 在 を 維持 せんと 

する 所な り、 勝利の 敎會に 非す して、 阿 諫服從 の敎會 なり、 故に 斯 かる 敎 會に屬 せんより はせ に 4- ま 

るに 如かす、 我等 救 はれん がた めに 此せを 去りし 者、 何 を 好んで W たび 此 世の 一 部分なる 今の 敎會に 

歸 らん 乎。 

然り、 余は聖 なる 公的 敎會を 信す、 然れ ども 是れ 今の 敎會 にあらざる こと は 火を附 るよりも 明かな 

り、 今の 敎<i は 初代の 敎會の 存在の 理由 を 以て 自己の 存在 を 辯 護す るの 權利を 有せす、 二者 は 其 名に 

於て 相等しき のみ、 其實に 於て は 今の 敎會が 初代の 敎會と 相 離る は 北極が 南極 を 離る に 等し。 (一力) 

讀 むべき もの、 學 ぶべき もの、 爲 すべき こと 

讚むべき もの は 聖書で ある、 小說 ではない、 政論で はない、 然り、 祌學 ではない、 註解で ない、 聖 

書 其 物で ある 、神の 言に して 我が 靈 魂の 聲 なる 聖書で ある、 聖書 は 最も 興味深き 最も 解し 易き 書で あ 

る、 世々 の 磐より 流れ出 づる 玉の 如き 淸水 である、 之 を哲學 的に 解釋 せんとせ す、 之 を 敎會の 害と し 
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て讀 ます， 祌が 直接に 靈魂 に 告げ 給 ふ 言と して 讀ん で 、 聖書 は 其 最も 明瞭なる 意味 を 我等に 供給す る _ 

我等 はすべ ての 物 を 讀むを 止めても、 然り、 時々 すべての 物 を 讀むを 止めて、 一意 專心 聖書 を 讀んで 

之 をして 我等の 靈 魂を活 き復 らしむ ベ きで ある。 

學 ぶべき もの は 天然で ある、 人の 編みし 法律で はない、 其 作りし 制度で はない、 社會の 習慣で はな 

い、 敎會 の敎條 ではない、 有の 儘の 天然で ある、 山で ある、 河で ある、 樹 である、 草で ある、 蟲 であ 

る、 魚で ある、 禽 である、 獸 である、 是れ 皆な 直接に 神より で來 りし ものである、 天然 は 唯 天然で 

はない、 神の 意思で ある、 其 意匠で ある、 其 中に 最も 深い 眞理は 含まれて ある、 天然 を 知らす して 何 

事 を も 知る こと は 出来ない、 天然 は 智識の 「いろは」 である、 道德の 原理で ある、 政治の 基礎で ある- 

天然 を學ぶ は迸樂 ではない、 義務で ある、 天然 敎 育の 缺乏は 敎育上 最大の 缺乏 である。 

爲 すべ き^は 勞働 である、 口 を 以てする 傳道 ではない、 筆 を 以てする 著述で はない、 策略 を 以てす 

る 政治で はない、 手と 足と を 以てする 勞働 である、 勞 働に. m ら すして 信仰 は 保てない、 勞 働に 由ら す 

して 智識 以上の 智識なる 常識 は 得られない、 勞 働は勞 働と しての み 尊い ので はない、 信仰 據得幷 に 維 

持の 途 として、 常識 養成の 方法と して、 愛 心 喚起の 手段と して 叉 最も 尊い ので ある、 キリス 卜に 於け 

る 信仰 は 文に 賴て 維持す る こと は出來 ない、 語る を 知て 働く を 知らざる 者 は 大抵 は 遠から すして キリ 

スト を棄る 者で ある、 福音 は祌學 ではない 勞働 である、 聖書の 最も 善き 註解 は祌學 校より 來る 者に あ 

ら すして、 田鬧 より、 又は 工場より、 叉は臺 所より 來る 者で ある、 勞働 なくして 身 は 飢え、 智識 は衰 

へ、 靈魂は 腐る、 勞働を 賤む者 は 生命 を棄る 者で ある， 勞 倒是れ 生命と 云 ふ も 決して 過 一一 K ではない。 

( 一 月) 


同腹と 前進 

今年 は 明治 s: 十一 年で ある、 卽ち 余が 基 赞敎を 信じて より 丁度 三十 年 目 である、 余 は 余の 三十 年 

の 信仰的 生. 淮を 顧みて 深き 感に擊 たれざる を 得ない。 

明治の 第 十 年に 北海道 札幌の 地に 於て 現世 的の 米國 人より 現 *1 的の 基督 敎を 間き- 之が 眞の 基督 敎 

なりと 思 込み、 敎會に 入り、 叉 敎會を 建て、 洗禮を 受け、 信者と 交 はり、 迷 ひに 迷て 今 口に 至りし を 

思 ふて 身の 毛 も 立つ 程で ある、 ん r に 至りて 思へば、 余は札幌に於て基督信4と.^るべかぃっ^5^^??\ク^ 

つた、 若し 此 時に 斷 然と^ 人の 勸誘を 退け、 余の 信仰的 獨へ乂 .ij 維持い^. いつ、 いや § 

で、 如何に 幸 多かった であら ふ。 

余 は 終に は キリストに 捕虜に せらるべき 者であった、 余 は 幼時よりの 神信心であった、 箭 うして 東 

京 青山に 於て 始めて 英國女 敎師某 (宜 教師に 非す) より 新約聖書 物語 一 册を貰 ひ 受けし 時に 余 は旣に 

ジ ー サ ス クライスト (余 は當時 未だ 主の 名 を 口 本音に 於て 知ら ざり し 也〕 を拜 せんとの 念 を 起した、 

余力 基督 彰 普及の 今日、 何時か キリ ス トを 信す るに 至らん こと は 疑な き 所で ある。 

余 は 基督 敎を 信すべき であった、 然し、 米國 式の 基督 敎を 信す ベから すであった- 米國 式の 基督 敎 

は此 世の 宗敎 である、 靈 的なる より は 寧ろ 肉的なる 宗敎 である、 敬虔の 念 至て 薄く、 主として 數と量 

と を 追求す る宗敎 である、 此せを 感化す る を 以て 第一 の 目的と する 宗敎 である、 此 世の 愛國 心と 殆ん 

ど 異なる 所た き宗敎 である、 爾 うして 不幸に も斯 かる 基督 敎を 信じた る、 然り、 き n ぜ いめ か t^、 
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余 は 信じて 返て 多くの 不幸 を 身に 招いた、 余 は 愛 を 主張して 愛 を 知らざる 敎會 信者と 交際 を 結んだ、 

余 は 不信者より もより 惡 しき 人々 の 社會に 入った、 余 は 知らす 識ら すの 屮に 偽善者と なった、 余 は Q 

己の 本性に 反いた る 事を爲 さんと した、 敎會を 建てん とした、 用な き 敎義を 守らん とした、 無理に 聖 

書 を解釋 せんとした、 聖書に 汝等 不信者と 耦 ふなかれ (哥林 多 後書 六-; l=f 十四 節) と敎 へて あるに 關は 

らす、 信仰 を 共に するとの 理由より 敎會 信者と 生涯の 苦樂を 共に せんとした、 余 は米國 式の 基督 敎を 

信じて 實に荊 ある 鞭 を 蹴て 居った ので ある (使徒 行傳ー 一 卜 六-;!:! f 十四 節)。 

然し 今や 海 ひても 詮 はない、 過去 をして 過去 を 葬らし むる までで ある、 幸に して 余 は キリスト を粲 

こ， え  お， i- ろ 

つるに 至らなかった、 余 は 余の 靈魂を 毀 たれす して 敎 せより 出で 來るを 得た、 余は朧 ながらに も キリ 

スト を 其 淸淨に 於て 認 むる ことが 出來 た、 キリスト は米阔 人が 傅へ しゃうな る 救 主で ない 事が^ 明つ 

た、 米！； 人に 由て 米國 式の 基督 敎を 信ぜし は 不幸 は 不幸な りしと 雖も、 而 かも 共沒了 する 所と なら ざ 

りし は 祌の大 なる 恩 惠と云 はなければ ならない。 

余は玆 に米國 式の 基督 敎を 蔑みて、 獨逸式 叉 は露國 式の 基督 敎を讚 へんと する 者で はない、 余 は 米 

國 人に 反いて 歐洲 人に 賴 らんと する 者で はない、 余の 信仰 は何處 まで も獨 立で ある、 然しながら 米國 

人の 國尺 として は 敬虔の 民で ない 事 は 確で ある、 敬虔の 一 事に 於て は歐洲 人は遙 かに 米國 人の 上で あ 

る、 此 一事に 於て は 米 國人は 露西亜 人に も 及ばない、 米 國人は 商人の 思想 を 以て 宗敎に 臨む 者で ある. 

若し 世に 非宗敎 的の 阈 民が あると すれば それ は米國 人で ある、 宗敎の 事に 就て は、 我等 n 本人 は遙か 

に米國 人の 上に 居る、 崇拜の 精 祌は之 を米國 人の 中に 求む る こと は 最も 難い、 米 國人は 何處々 々まで 

も 現世の 人で ある。 


余に キリスト を 最も 明白に 示して 吳れた 者 は 米國ァ マ ス ト 大學踪 理故シ ー リ ー 先生で ある、 故に 余 

の 信仰 は米國 人に 由て 傳 へられし 者の やうに 思 ふ 人 も あら ふ、 然し 爾ぅ ではない、 今に 至て 思へば シ 

1 リ ー 先生が キリスト を 深く 余の 心 琴に 打 込み 給 ひし は 先生の 非 米國的 信仰に 由った ので ある、 先生 

は 先生の 信仰 を獨 逸留學 中に 得 給 ふたので ある、 先生の 信仰に 獨 逸的パ H チ スト 風の あった こと は 先 

生と パ H チズ ム (敬虔 主義と 譯 せん 乎) と を 知る 者の 等しく 認 むる 所で あると 忍 ふ、 先生に il" て 本誌 

に揭 げし チン チ H ン ドルフ 伯の 信仰に 似た る ものが あった、 先生 は米國 組合 敎會 の敎師 であった が、 

其 信仰の 質 は 全く 非米國 的であった。 

余 は 不幸に して チ ン チェ ン ドル フ 伯の 故國に 於て 其 深き 淸き 信仰 を 汲取る ことが 屮 I 來 なかった、 然 

しながら 神の 驚くべき * 理は余 をして 米國に 於て 其 末流 を 汲む を 得しめ た、 余の 知る 米阈 人中で シ ー 

リ ー 先生の み眞に 敬虔の 人であった、 卽ち 面と 面と を 合して キリストと 語り、 すべての 哲學 とすべ て 

の 才能 を 其 足下に 投 出して、 彼 を 萬 善の 主として 仰いだ 人であった、 余が 知りし 丈け にて は 先生に 於 

て 商人 的 根性の 痕跡 だ も 見る こと は出來 なかった、 先生 は米國 人に 似す 廣吿を 最も 忌 嫌 ひ 給 ふ 人で あ 

つた。 

斯くて 余 は米國 人に 由て 米國 主義より 救 はれた、 爾 うして 基督 敎を 信す る 上に 於て は 甚だ 自由なる 

此日 木國に 歸り來 て、 余が 三十 年 前に 北海道 札幌に 於て 陷 りし 米國 式の 基督 敎 より 全く 脫5£ する を？！： 

た、 爾 うして 神の 攝理に 由て 落る は 昇る の 手段であった、 余 は米國 式の 現せ 的宗 敎を脫 して 此世 のす 

ベての 敎會 より 脫 する こと を 得た。 

余 は 斯く云 ひて 米國 人を怨 むので はない、 余が 共 現世 主義に 陷 つたの は 彼等の 罪で はなく して 余の 
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罪で ある、 彼等 は 彼等が 最善 最 美と 信ぜし 者 を 余に 傅へ たので ある、 余 は 余の 自由意志 を 以て 斷然之 

インス チン クト 

を 退くべき であった、 余の 本 能 は 余に 此事を 知らした、 然し 余に 之 を 退く るの 房氣 がなかった、 余 

は 余の 薄志弱行の 結 として 三十 年 信仰の 途に 迷った ので ある。 

妒、 ハ しん r は 眠りより 覺 むべき 時で ある、 夜 は 旣に央 けて 日 は 近づけり、 此 故に 我 は 暗 味の 行 を 去て 光 

明の 甲 を 衣るべき である (羅馬 書 十三 章 十二 節 .}、 我 は 明治 ra: 十一 年 を 以て 新たに キリスト を 信じた 

りと 忍 ひ、 後に 在る もの を 忘れ、 前に 在る もの をば 1^ 一み、 神、 キリス トイ H スに 由り て 上へ 召して 賜 ふ 

所の 褒美 を 得ん と 標準に 向 ひて 進むべき である (腓立 比 書 三 章 十三、 十四 節)。 (一月) 

新年と 新 事業  ，， 

〇 我等に 取りて は 新年 必 しも 新で はない、 舊年必 しも 舊 ではない、 靈是れ 新で ある、 肉 是れ蔡 である、 

キリスト 是れ 新で ある、 斯せ 是れ舊 である、 キリスト は 昨日 も 今日 も 永久に 新で ある、 斯 *t は 過去 も 

現在 も 永遠に 舊 である、 肉 を棄て 靈に往 き、 斯世を 去て キリストに 至る より 外に 舊 より 新に 移る 途は 

ない。  、 

〇 人生 是れ 何物 ぞ との 問に 對し、 或る 黑 人の 牧師 は 答へ て 曰 ふた、 「人生と は 晴天に 雨 を 祈り、. 雨天 

に晴を 祈る ことで ある」 と、 實に其 通りで ある、 亂に 在て は 治 を 欲し、 治に 在て は 亂を懷 ふ、 斯# の 

人 は 唯 變化を 要求す る、 彼等が 新と 稱 する は 新に は あらす して 變化 である、 年が 變 はれば 之 を 新年と 

稱し、 政府が 變 はれば 之 を 新 政府と 呼ぶ、 古き 同じ 政 黨も其 名が 變 はれば 新政 黨 として f に迎 へらる、 


然し 新で はない 變 である、 唯變 つたまで W よめる、 而 かも 其 資質が 變 つたので はない、 其 名が 變っ たま 

で ある、 其. K 體は 古き 舊き 死と 罪と である、 新の 何たる 乎 を 知らざる 彼等 は 名稱と 服装と を變 ふる 

より 外に 新に 人る の途を 知らない。 

〇 曰く 革新、 E く 刷新と、 我等 は 此聲を 聞て 少しも 喜ばない、 革新 は 反復に 過ぎない、 自由 黨が 帝國 

黨 となり、 帝 國黨が 叉 自由 黨 となる、 彼等 は 之を稱 して 革新と 云 ふ、 然し 其黨 員なる 者 は 古き 舊の黨 

貴で ある。 

〇 玆 に 於 て か の 新な る 者 は 之を斯 せより tiitl む 事 は 出来な い 、 斯せは 何時までも 舊で あ る 、 惡 魔と 呼 

ばれ、 サタンと 呼ばる る 者、 全世界の 人 を 惑 はす 老 蛇の 支配 を受 くる 者で ある (默 示錄 十二 章 九 節)、 

新 は此老 蛇と 絶つ にあら ざれば 來ら ない、 此老 蛇と 偕に 在る 間 は 年 は 幾度 改まる も、 閣は 幾度 一史 は 

る も、 斯世は 矢張り 古き 奮の 世で ある、 輪換は 革新で はない、 更生の み眞の 革新で ある。 

〇 然 らば 我等 は 今年 も 去年 の 如くに 福音宣 傳 に從事 せんかな、 政 治に 從 事す る も 古き 亊業を 繰 返す に 

過ぎない、 社會 改良 は 古家の 改築の 如き ものである、 人 は 新たに 生る、 にあら ざれば 祌の國 に 人る こ 

と 能 はす、 爾 うして 幅 音 は キリストに 在りて 新たに 人 を 生む 者で ある、 一人の 人が キリスト を 信す る 

時に 眞の 革新 は 始まる ので ある、 其 他の 革新 はすべ て 虚偽の 革新で ある、 名 は 美、 聲は 高く あれ ども 

實 質の 無い 革新で ある、 神の 聖業を 一 步 なりと も 進めん と 欲する 者は斯 かる 事業に 從 js^ せんと はしな 

い 。(一月) 
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多數 と單獨 

多數に 由ら ざれば 事 を 爲す能 はすと 云 ふ、 然り、 多数に 由ら ざれば 議會に 勢力 を 振 ふ 能 はす、 選 ま 

れて 敎會の 監督た る 能 はす、 法律 を 出す 能 はす、 敎義 をお むる 能 はす、 世に は 多数に 由ら すして OF す 

能 はざる 事歡 からす。 

然れ ども 世に は 叉 多数に 由ら すして 爲し 得る こと 多し、 多數に 由ら すして 永久 的 著述 を 爲すを 得べ 

し、 多数に 由ら すして 人 を 悔改に 導く を 得べ し、 多数に 由ら すして 天の 美 曲 を 奏づる を 得べ し- 多數 

に 由ら すして 天然の 祕密を 探る を 得べ し、 ダンテ は 獨り共 「神曲」 を綠 りたり、 リビングストン は獨 

り 福 昔 を 阿 非 利 加 土人に 傳 へたり、 ベ ー ト ー ベン は獨 り其獨 創の 樂を 奏したり、 _1 ュ ー トン は獨 り； 大 

然の 法則 を發 見したり、 然り、 我等の 主ィ H ス キリスト は獨り 十字架に 上り 給 ひて 萬 民の 罪 を 臏ひ給 

へり、 世の 大事 業に して 單獨の 人に 由て 遂げられし 者 は 決して 勘から す。 

曰く 政治 運動、 曰く 中集傳 道と、 斯 くして 狼 合 的に 働かん と 欲する 者 は 働くべし、 然れ ども 集合 必 

しも 勢力に あらざる なり、 人の 衷に は靈 ある あり、 全能者の 氣息 之に 聰明 を與ふ (約 百 記 三十 二 章 八 

節〕、 人 は單獨 にして 其 勢力な り、 彼 は 直に 神に 接する の 權能を 有す、 而 して 此權 能に して 彼に 存す 

る 間 は 彼 は單獨 にして 宇宙 を 動かす を 得るな り。 

多數、 多數、 多數 と、 今の 人 は、 然り. - 令の 基督 信者 は、 多數 の奴隸 となりつ」 あり、 全能者の 子 

たる 權利を 放棄して、 羊の 如く、 雀の 如く、 鰊の 如く、 集合 力に 由て 事を爲 さんと しつ.. - あり、 宜べ 


なり、 偉大なる 事の 彼等の 中より 出ざる 事 や。 (二月し 

キリストの 賜物 

キリストの 賜物 は財產 ではない、 智識で はない、 制度で はない、 敎會 ではない、 彼れ 御自身で ある、 

彼 は 我等の ために 自己 を 與へ給 ふた。 

彼 は 第一 に 天の 榮光を 去て、 僕の 貌を 取りて 人の 中に 現 はれ 給 ふた、 是れ 謙虚の 極で ある、 キリス 

トは 自己 を 人に 與 へんが ために 天の 高き を 去て 地の 低き にまで 下り 給 ふた、 彼 は單に 天より 恩 惠を降 

らせんと はせ すして、 自 から 惠を携 へて 地に 降り 給 ふた。 

彼 は 第二に 祭司、 學者、 牧伯 等、 此 せの 人々 に 自己 を附 たし 給 ふた、 是れ聖 き 彼に 取りて 苦痛の 極 

であった >  彼 はすべ て 苦む 者の 友た らんと 欲して、 己れ 先づ 苦痛 を 其 極に 於て 味 ひ 給 ふた、 單に 人と 

成りて I を 救 はんとせ すして、 苦痛の 人となりて 人 を 慰め 給 ふた。 

彼 は 第三に 今聖靈 として 我等の 心に 臨み 給 ふ、 卽ち 我等の 最も 近き 友と して 我等と 偕に 歩み 給 ふ、 

我等の 祈 禱を聞 上げ 給 ふ、 我等の 弱き を 助け 給 ふ、 單 に敎師 として^せ すして、 救 者と して 我等の 衷 

に 宿り 給 ふ、 我等 は 今や 目に て 彼を觀 す、 手に て 彼に 們ら す、 然れ ども 自我の 奥底に 於て 彼 を 宿し 奉 

る、 ぎに 人となり 地に 下り、 罪人と して 十字架に 上り 給 ひし 彼 は 今や 人の 友、 罪人の 救 者と して 我等 

の衷に 宿り 給 ふ、 是れ 恩惠の 極で ある、 せに 之に 勝 さるの 賜物 はない、 全能者 を衷に 宿す こと、 是れ 

名譽の 極であって、 幸福の 極で ある、 而 かも 是れ 基督 者の 爲す 所で ある、 世の 人 は 此事を M て怪 むで 
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あら ふ、 或は 笑 ふで あら ふ、 然れ ども 我等 は 此事を 信じて 疑 はない、 此事 あるが 故に 我等 は 基督 者な 

りと 稱す るので ある、 此事 あるが 故に 我等 は 一人、 世に立つ も 恐れない ので ある、 然り、 此事 あるが 

故に 我等 は 希び 1- を 懐いて 永の 眠に 就く ので ある、 我れ 生 くれば 汝等も 生きん と (約 翰傳十 §1.113!- 十九 節)、 

永生 者 は 親しき 友と して 我等の 衷に 宿り 給 ふ、 彼れ 生き 給 ふ 問 は… 然り、 彼が 再た び 死し 給 ふ 時 はな 

い… 我等 は 彼と 偕に 生く るので ある、 感謝すべき かな。 (二月) 

クリスチャンと クリスト 

クリスチャン は クリスト である、 クリストの 信者で はない、 彼の 弟子で はない、 彼の 僕で はない、 

おのれ 

クリスト 御自身で ある、 自己 は 死して クリストが 代て 生き 給 ふ 者で ある、 故に クリスチャン はすべ て 

の點に 於て クリストの 如き 者で ある、 彼の 如く 上より 生れ、 彼の 如く 神に 導かれ * 彼の 如く 世に 憎ま 

れ、 彼の 如く 十字架 を擔 ひ、 彼の 如く 死して、 彼の 如く 3 升 天す る 者で ある、 四 福 昔 書に 錄 して ある ク 

リストの 一 代 記は寫 して 以て クリ ス チャンの 一 代 記と なすこと が出來 る。  _ 

クリスチャン が 神の 子で ある はクリ ストが 神の 子で あるから である、 クリスチャン が 甦る はクリ ス 

トが 甦り 給 ふたから である、 クリスチャンに 永生が 有る は クリストに それが あるから である、 クリス 

トに 有る もの はすべ て クリスチャンに 有る、 クリス トに 有り 又 有った もので クリ ス チャンに 無い もの 

はない U 

クリ ストで ある タリ ス チヤ ンは又 クリストの 爲し給 ふたこと はすべ て 之 を爲す ことが 出來 る、 然り、 


得べき である、 出来な いのは 彼が まだ 充分に 自己に 死ない からで ある、 クリストが 眞に 彼に 宿り 

お ii て、 彼 は 山 を 動かす ことが 出来る、 桑樹に 命じて 之 を 海に 移す ことが 出来る、 彼は斯 かる 能力の 

彼に 加 へ ら れんこと を 待望む 者で ある。 (三月) 

常識と 信仰 

余輩 は 常識 を贵 ぶ、 然し 信仰に 代 はる 常識 を贵 ばない、 信仰 は 神の 智慧で ある、 常識 は 人の 智慧で 

ある、 二者の 價 値は較 ぶべ くもない。 

信仰 は 勿論 迷信に 陷り 易い、 然れ ども 腐っても 鹏の 骨、 信仰 は何處 まで も 信仰で ある、 信&は 迷つ 

て も誠實 である、 故に 其 一た び覺 むる や、 元の 神の 智慧で ある、 神の ^ 、位に 近づき、 之 を 動かし 得る 

能力で ある。 

常識の 腐た る 者 は 世才で ある、 雨う してせ 才は 死んだ る 犬と 同然、 何の 用 もない 者で ある、 世才 は 

不實 である、 彼 は 露现を 嘲弄す る、 彼に 覺酲の 機會は 容易に 来らない、 彼 は 何時までも 自己 を， I 曰し とし、 

叉 自己 を现 とする、 恐るべき は 迷信で はなく してせ 才 である。 (四月) 

都會か 田舍か 

余輩 は 都會に 勢力 を 失 ひたりと て 余輩 を 嘲け る 者が ある、 然し 是れ 無益の 批評で ある、 余輩 は都會 
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に 勢力 を 得ん としない、 叉 地方に 之 を 得ん としない、 余輩 はた 余輩の 救 主なる ィ H スキ リストに 事 

へんと する、 勢力 を 云々 する 者の 如き は 余輩 を 批評す るの 資格 を 有たない 者で ある、 先づ 勢力の 野心 

より 脫 する にあら ざれば キリ ストの 事 を 語る こと は 來 ない。 

都會は 主として 學 生の 巢窟 である、 變じ 《 ^き、 叛き 易き 學 生の 巣窟で ある、 故に 此處に 勢力 を 失 ひ 

たれば とて 何の 損 も 害 もない、 日本 國 民の 最も 善き 部分 は 都 會には 居らない、 若し 日本 國を 取らん と 

欲せば、 都會を 去て 田舍に 行くべき である、 小なる 野心家 は 都 會に留 て 其 砂の 上に 紙の 城 を 築くべき 

である、 然し キリスト のために 磐の 上に 石の 城 を 築かん と 欲する 者 は 都會を 去て 田 舍に勸 くべき であ 

る 0 

何事 も 鋤と 共なら なければ 永久に 榮 えない、 自由 も爾 うで ある、 福 昔も爾 うで ある、 鋤と 共に 人の 

心に 鑿 込まれて、 福音 は國の 生命と なる ので ある、 故に 最も 注目すべき は 都會に 於け る 學生傳 道で は 

ない、 田舍に 於け る 百姓 傳道 である、 雨う して 余輩 は 前者に まさりて 後^ を 撰む 者で ある。 (五 力) 

余輩の 弟子と は誰ぞ 

世に 余輩の 弟子なる 者 は 無い 箸で ある、 然し 若し 萬 一 にも 有る とすれば 彼 は 左の 如き ものでなくて 

はならない。 


oooooooooooooooooooo 

一、 キリストの 外 何人 を も 師と仰がざる 者で ある、 卽ち 「汝 等の 師は 一人 卽ち キリスト なり、 汝等 

は；： 儿ぉ なり」 との キリ ストの-一 一一 一口 を 文字 其 儘 通りに 信す る 者で ある。 

一、 働ら く 者で ある、 自己の 額の 汗 を 以て 自己の パン を據る 者で ある、 小兒と 病人と を 除く の 他、 

依敏者 はすべ て.^ 輩の 友人で はない、 外國 人の みならす^ 國 人に も依頓 せざる 者で ある。 

一、 自己の 宗敎を 他人に 强 ひざる 者で ある、 厚かまし くも 他人の 信仰に 立 入らざる 者で ある、 信仰 

のこと に 就て は 成る ベ く 沈默を 守る 者で あ る 、 余輩が 痛く 外國 宣教師 を 嫌 ふ は 彼等が 外國人 であるか 

ら ではない、 又 其 奉す る 信仰 を 嫌 ふからで はない、 彼等が 他人の 信仰に 立 入る からで ある。 

<水！^を師と仰ぐ^^、 懶 ける 者、 自己の 事業 を 等閑に 附し、 傳道 すると 稱 して 他人 を 自己の 敎會に 引 

人 れんと する 者、 斯かる^1^は<^輩の友ではたぃ、 勿論 余 摩の 弟子で はない、 余輩 は斯 かる 人 等に 師ょ 

^よと 稱 ばる k ことを^^だ迷惑に感する者でぁる。 (九 刀) 

神學 博士 

0-€1 洋の 諺に ある 「祌學 5^ 士の 著した る 書 は 之 を讀む 勿れ」 と、 是れ 一 理 ある 一一 一一 c である， 人 は 神學博 

士 となると 同時に 固 結って 仕舞う、 生命 は 彼より 脫 けて 彼 は純粹 なる 敎會の 役人と 成て 仕舞う、 故に 

彼は今は活ける生命の^:Kではなぃ、 古い 敎義の 貯蓄 池で ある、 彼 は 主に 徒に 一た ひ俾 へられし と 云 

ふ 信仰の 道 を 守る に 止て、 進で 新 た に 眞理の 荒 蕪 を 開拓 せんと は爲 ない。 

0勿論神學博.^^にも固結らなぃ者がぁる、 然し 雨う 云 ふ 人 は 大抵 は純粹 の神學 博士で ある、 卽 ち祌學 
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を純粹 の科學 として 研究す る 博士で ある、 斯 かる 人 は 敎會の 機嫌 を 取る の 必要が ないから 何時までも 

其 獨立的 態度 を 維持し、 老いて 尙 ほ靑卷 時期の 氣象を 失 はない やうに 見える、 有名なる 聖書 學者 ドク 

トル • マイヤ ー 氏の 如き は 其 一 人で ある、 彼 は 終りまで 壯 であった、 彼の 大 著述に 古つ 臭い 所 は 少し 

もない、 我等 は 老いた る マイヤ ー 先生に 賴 つて 自 から 老人と 成り 終る の 危險は 少しもない、 先生 は 何 

處ま でも 大膽で M 處ま でも 自由で ある、 先生 は 聖書の 誤謬 を 摘 指して 撣ら ない、 處女懷 胎說の 如き、 

さしっ^,-へ 

之 を 否定す る も 信仰 上 差 岡ない と 云 ふて 居る、 而 かも 彼 は 獨逸國 敎會の 役人であって、 正統 祌學 歷々 

の 辯 護 者であった。 

.〇 然 かし 先生の 如き は 例外で ある、 祌學 博士と 云へば 大抵 は老 物で ある、 何よりも 破壞を 恐れ 萬 事 を 

權牲に 供しても 敎會の 平和 を 維持 せんとし， 無理に 聖書 を解釋 して 古き 敎義を 護らん とする、 祌學博 

土と 云へば 大抵 は學 者で はない、 名譽 職で ある、 敎會の 藩 昇で ある、 自由 思想 を 以てせに 臨ます して、 

敎權を 身に 具して 信徒 を 指揮す る 者で ある。 

0 祌學 博士、  D.  D. 溫 良の 君子、 敎會の 柱石、 彼等に 從 へば 安全で ある、 然 かし 自由 はない、 進歩 は 

ない、 詩人 レタ シン グ 曾て 曰へ る あり 「主なる 神 若し 我に 問 ふて、 眞现と 眞理を 探究す る 自由の 精神 

と 二者 孰れ を 汝に與 へん 乎と 云 ひ 給 は 5- 我 は 答へ て 曰 はんの み、 主よ、 我の 潜 越 を 許し 玉へ、 然れど 

も 我に 後者 を與 へよ と」、 實に其 通りで ある、 眞理は 貴く あるが、 眞理 を探硏 する 自. ffl の 精神 は更ら 

に贵く ある、 眞理を 握て 神學 博士た らんより は 眞理を 探 研して 常に 進む が遙 かに 優で ある、 昔し 周 公 

は 道 を 望で 得すと 云 ふ、 我等 も 亦 敎會に 祭 込まれて、 其 老臣と 化すべき でない、 常に 粗野なる 學 生と 

して 存 し，、 永久に 望んで 永久に 進むべき である。 (九月」 


〇 異端、 異端と 云 ふ、 然し 實は 世に 異端 ほど 貴い 者 はない ので ある、 世に 異端が あれば こそ 進歩が あ 

るので ある、 預言者 は 異端であった、 ィ H スも 異端であった、 バウ n も 異端であった、 ル ー テル も異 

端であった、 ゥ H スレ ー も 異端であった、 異端であった からこ そ 彼等 は 今日 仍ほ 世に 勢力が あるので 

ある。 

〇 異端 は 不道德 ではない、 不道德 は 正敎の 中に も ある、 然り、 余繁の 見る 所 を 以てすれば 不道 德は異 

端の 中に 於て よりも 正 敎の屮 に 於て より 多く 行 はれる、 異端 は獨 創の 思想で ある、 眞理を 探 研す るに 

方て 人の ォ ー ソリチ ー に賴ら ない 事で ある、 異端 は眞理 の直參 である、 其 陪臣で ない、 人に は 構 はす 

1 直線に 眞 理と眞 理の祌 とに 向て 進む ことで ある。 

故に 異端 は 常に 新鮮で ある、 陳腐なる は 異端で はない、 異端 は 多くの 誤謬に 陷る、 乍然 常に 進む、 

異端 を 恐れる 者 は 沈靜の 危險を 冒す 者で ある、 身 を 所謂 正敎に 委ねて 其 命 維れ 從 ふに 優る の 安全 は あ 

るまい、 然し 斯くて 奇 峰に 攀 登て 廣原を 望む の快樂 はない、 深溪に 下て 冽 水 を 掬 ふの 偸 快 は 無い、 老 

人 は 悉く 正 敎に歸 依すべき である、 然し 靑 年と 壯士と は 異端 を 試むべき である、 余；^ は 山川 を 跋渉す 

るの 心 を 以て 好んで 異端に 人る 者で ある。 

〇 危險 とよ、 此祌の 造り 給 ひし 宇宙に 在て 何の 危險か 之れ あらん、 父 は 吾人が 何處の 谷底、 何 處の噴 

火口に 至る も 吾人 を 護り 給 ふなり、 彼れ 時には 吾人の 突進、 輕躁を 誡め給 はん、 然れ ども 彼 は 永久に 

明治 四十 一年  I 三 七 


吾人 を 棄て給 はざる なり、 彼 は 怒り 易き 老爺に 非す、 世の 監督、 祌學 博士の 如き 者に 非す、 吾人 は 唯 

彼 を 忘れ ざれば 足る、 縱 横に-: 千 宙を涉 獵し" 眞理を 採て 誤謬 を棄 つ、 何 ぞ敎會 の 放逐 を 恐れん、 何ぞ 

正敎の 破門に 怯ん、 父の 庭園 を 跳 飛す るに 方て、 何ぞ 人の 制裁に 堪えん、 異端 は 神の 子た る を 自認す 

るより 出す、 是れ其 貴き 所以。 (九月) 

, 讀 史餘歷 (一)  . 

羅馬 人と 希臘人 

羅馬人 は 權カを 貴び、 希 臘人は 自由 を 重 じたり、 羅馬人 は 統一 を 好み、 希 臘人は 獨立を 欲したり、 

羅 馬 人 は 規則 を 愛し、 X 布 臘人は 放縦 を 慕 ひたり、 羅馬人 は 敎會を 建て、 X 布 躐人は 之を壤 てり、 壓制は 

常に 羅 馬に 傚 ひて 生じ、 自由 は 常に X 布 臘に學 びて 起り たり、 羅馬は 保-:^ なり、 希 職 は 進歩な り、 羅馬 

は 官僚 的な り、 希職は平：^^叼たり、 羅馬 は獨斷 的な り、 希臘は 批評 的な り、 羅馬は 老人 的な り、 希臘 

は靑年 的な り、 人、 各々 其 欲する 所 を 選むべし、 余 M は H ラス マス、 メラン タトン、 共 他す ベての 革 

新 者と 偕に 若き- 31  .m なる 希 臘に與 する 者な り。 

二者. の祌 

羅馬人 は 言へ り、 祌は宇 の 上に^ 在して、 其 大權を 以て 萬 物 を 統御し 給 ふと、 >^ 布 職人 はずへ り、 

:w は 宇宙の 中に^ 在して、 其 靈能を 以て 萬 物 を 成 化し 給 ふと、 前者の 觀 たる 神 は 君主な り、 後者の^ 


たる 祌は 友人な り、 前者 は 神を會 堂の 中に 請 じ、 後者 は 之 を 心の 衷に 認めたり、 羅馬人 は希臘 人の 異 

端 を 赦す能 は ざり し、 希 腿 人 も 亦羅馬 人の 虛儀、 虚禮、 方策、 因循に 堪 ゆる 能 は ざり し U 

基督 敎會の 起源 

基督 敎を羅 馬 化せし もの、 之 を 基督 敎會 と稱 ふ、 其大 監督 は 執政官たり、 其 小 監督 は 領土 總督 なり、 

其 執事 長老 は屬 吏な り、 其 信徒 は 民衆な り、 其 神 は 帝王に して 其 キリスト は 太子な り、 其 規則 は 法文 

たり、 其 信仰 は詔勒 なり、 羅馬 制度 を 其 儘 基督 敎に 適用して 基督 敎會 出たり、 敎會の 起源 は 之 を 探ぐ 

るに 難から ざるな り。 

正 敎 と 異 端 

宗敎、 政權の 保護す る 所と なりて 「正 敎」 と 化す、 露西亞 政府の 保護す る 所と なりて 希 獵敎會 は 正 

敎.^ となり， 英吉利 政" 肘の 保護す る 所と なりて 監督 敎會は 聖公會 となりたり、 眞理、 人に 賴ら すして 

獨り 立つ 時に、 せ は 之 を 異端と 稱し、 帝王の 庇 保す る 所と なりて、 人、 之 を正敎 と， 命名く、 邪曲の 世 

に 在りて は 事物 悉く 其 名を轉 倒す、 福 ひなる は 此# に 在りて 異端の 故 を 以て 「正 敎」 の 忌む 所と なる 

事な り。 (十 UO 
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思 想 混 濁の 泉 源 

神學 思想 混濁の 泉 源 は外國 宣教師に 於て 在りし 乎、 否ら す、 彼等 を 送りし 西洋 諸國の 敎會に 於て 在 

りし 乎、 否ら す、 敎會を 建設せ しゥ H スレ ー、 カル ビン、 ル ー テル 等に 於て ありし 乎、 否ら す、 屮古 

時代の 羅馬 天主 敎會に 於て 在りし 乎、 否ら す、 然 らば 何處に ありし 乎、 余輩 は 聖ァゥ ガス チンに 於て 

在りし と 想 ふ、 彼 は 西洋 神學の 始祖な り、 彼の 深厚なる 感化 を 吾人 今日の 日本 基督 信者 も 亦 受けつ ^ 

あり 0 

ァゥ ガス チン は拉典 人な り、 故に キリストの 福音 を拉典 人的に 解釋 したり、 拉典 人種 は 政治的 人種 

なり、 故に ァゥ ガス チンの 神學は 政治的な り、 所謂 原罪 說 なる 者 は 彼に 由て 出たり、 贖罪 說 なるお も 

亦然 り、 彼 は 神と 人と を絕對 的に 隔絕 せしめたり、 而 して キリスト を 二者の 中 問に 置きて 其 和合 を 計 

らんと せり、 兹に 於て か 敎會の 必要 は 起り たり、 是れ キリストと 民衆との 間に 立て 更らに 其 和合 を 計 

らん ためなり、 中保に 加 ふるに. 屮保、 神 を 帝王と 見、 人 を 臣民と 視し拉 典 人種に 取りて は 中保の 連鎖 

に 由ての み 上下の 聯結は 維持せられ たり。 

然れ ども 人 は 神の 子な り、 共 臣下に あらざる なり、 彼 は 法律に 由て 支配 さるべき 者に 非ら す、 愛 を 

以て 導かるべき 者な り、 祌と 人との 問に 何の 中保 も あるべからざる なり、 法王 も 不用な り、 監督 も不 

用な り、 敎會も 不用な り、 人 は 唯 アバ 父よ と 叫びて 神の 膝下に 到るべき 者な り、 神と 人との 關係 をし & 


て 直接なら しめす して 接なら しめし 貴 は 之を聖 ァゥガ ス チン に歸 せざる ベ からす。 

過去 は 追 ふ も 益な し、 我等 東洋の 天地に 在て 新たに キリストの 幅 音 を 信ぜし 者 は、 聖ァゥ ガス チン 

の 創始に 係る 西洋 祌學を 以て 身 を 縛る の 要、 一 もな きなり、 我等 はァゥ ガス チン 以前に 遡り、 福 昔 を- 

其淸き ii^ 源に 於て 求め、 すべての 祌學 とすべ ての 敎會 との 檢束 を脫 し、 自由に 自由の 神より 罪の 自由； 

の 赦免 を受 くべき なり。 ジョン * フィスク 著 『祌 に關 する 思想』 を讀 みて 後の 所感 0  (十一月) 

憐憫の 交換 

敎會 信者に して 余輩 無敎會 信者 を 憐む者 あり、 余輩 は 深く 彼等の 好意 を 謝す、 然れ ども 彼等の 達見- 

に  服す  る  能ざる  也。 

今や 敎會は 有て 無き が 如き 者な り、 之に 一定の 信仰 あるな し、 其の 中に 奇跡の 信仰 を 担む 者 あり、 

聖書 を 聖書と して 認めざる 者 あり、 今や 基督 敎會は 一種の 社交 俱樂 部と 化せり、 モ ハヤ 信仰的 體 に-. 

あらざる なり。 

敎會 信者、 無敎會 信者 を^むと 云， ふ、 鳴 呼 若し 余 蒙に も亦憐 偶の 傲慢 を 許さる & ならば、 余！ も 亦. 

敎き 信^ を 澗むを 得るな り、 彼等の 據て 立つ 敎會の 基礎 は 高等 批評に 由て 洗 去られ、 彼等 は 今や 沙の 

上に 立つ 城の 如く、 幸福なる 無學の 上に 一 日の 安を偷 むに 過す、 今や キリストの 福 昔 は駸々 乎と して. 

敎會 以外に 於て 進みつ & あるに 關 はらす、 彼等 は 古き 牢獄 を脫し 得すして、 其內に 徒らに 門外漢 を批. 

評し、 己れ 惟り 天 國の鍵 を 握りて 他 は 悉く 地獄に 落 行く ものな りと 迷 想す、 若し 憐澗を 値する 者 あり. 
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J-  ニー 一三 

とすれば 是れ 余輩 無敎會 信者なる よりも 寧ろ 彼等 敎會 iuE 者なら す や、 余輩 とても 亦獨り 立つ 者に あら 

ざるな り、 余 蒙に も 亦 多くの 同志 あり、 日本の みに 限らす、 泰西 諸國に 於て 多く あり、 獨逸國 に 於け 

る Unldrchliclie の 如き は是れ なり、 夙く 旣に敎 會の舊 套を脫 し、 神の 廣き 宇宙に 出て、 自由の 空 叙 

を 呼吸し つ k ある 余 華の 同志 はせ 界 到る 所に あり 歐米 近時の 新刊 物に 眼 を 曝ら せし 者に して 誰か 眞似 

の 信仰 を 基督 敎會內 に 限る 者 あらん 乎 U 

無 敎會の 信者 を澗 むと 云 ふ、 鳴 呼、 憫む 者よ、 廣く祌 の 宇宙 を 観よ、 深く 思想の 趨勢 を 察せよ、 而 

して 謙遞 なれ、 然れ ば余翠 を 偶む 前に、 汝は汝 自身 を憫 むに 至らん。 (十一月) 

稀 有の 事 

余 蒙の 交友 

今や 日本人 全體の 求む る 所の もの は 利で ある、 其 貴族なる と 平民なる と 信者なる と 不信者な ると、 

商人なる と 文士なる と を 問 はす、 彼等の 求む る 者 は是れ である、 彼等 は 利の ために は 友を賣 る、 宗敎 

を棄 る、 宗敎に 入る、 主義 を變 へる、 何でも 爲る、 預言者 H レ ミヤの 見た る 社 會は實 に 日本 今 口の 社 

會 である、 

汝等 各自 共 隣に 心せよ、 何れの 兄： S を も 信す る 勿れ、 兄弟 は^な 欺き をな し、 隣 は 皆な i り ま は 

れば 也、 汝等は 各自 其 隣 を 欺き 且つ 眞實を 言 はす、 共 舌に 誠 を 語る 事を敎 へ、 惡を爲 すに 疲る、 

汝の 住居 は詭譎 の屮に 在り。 耶利米 亞記九 章 叫 —六 節。 


斯 かる 時に 方て 貴き 物 は 金で はない、 銀で はない、 寶石 ではない、 株券で はない、 正直なる 人で ある、， 

是れ實 に 稀れ に 有る 所の 物であって、 之 を 得る の は 實に價 貴き 眞珠を 得る よりも 難い、 人 は 河の 岸 

の 砂の 如く 多い、 然し 正直なる 人 は 南洋に 在る 海底の 大眞珠 より 勘い、 今の 時に 方て 彼を發 見し、 彼 

を 友と し 持つ は 何よりの 幸福で 何よりの 寶 である。 

爾 うして 斯 かる 人物 はま だ此 日本 國に 居る、 勿論 多く は 居らない が、 然し 少し は 居る、 彼 は 宗敎家 

の 中には 居らない、 政治家、 學者、 文人の 巾に は 見當ら ない、 然し ：5 る、 人の 知らない 所に 居る、 新 

間 記者 は 其 居る 所 を 知らない、 政府 も 敎會も 彼等の 存在 を 認めない、 然し 居る、 余輩 は 彼等に 遇 ふた、 

彼等と 交 はった、 然り 彼等と 交 はる、 雨う して 彼等 は 已を顯 はさんと しないから 殊に 貴い、 然り、 人 

の 眼に は 貴く 見えない から 殊更ら 貴い、 鳴 呼、 誰か 今の せに 在て 直に 正直なる 人 を 見ん こと を 欲せ ざ 

る 者が あら ふ、 然し 幸に も 余輩 は斯 かる 人 を 見た、 叉斯 かる 人と 交って 居る。 

世に 幸福の 種類 は澤山 ある、 然し 今の f に 在て 利 を 顧みざる 人と 交 はるに 優 さるの 幸福 は あるまい、 

一人なら す、 二人なら す、 三人なら す、 然り、 十 人なら す- 二十 人なら す、 尠 からざる 正直なる 人の 

祕密 團體に 人て、 其 一員た るの 幸福に 優 さる 幸 幅 は あるまい、 然し、 是れ 余辈の 有つ 幸福で ある。 

「ャ ソ」 でも 可い、 異端で も 可い、 國賊 でも 不信者で も 何んでも 可い、 今の 世に 在て 聖き、 義 しき、 

遜 りたる 人 等と 兄弟 的關 係に 入る の特 權を與 へられて、 余輩 は此 せに 在て 他に 何 を も 要求した いの 

である。 (十二月〕  . 
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感 想  二三 四 

明治 四十 一 一年 二 九 〇 九 年) 

キリストの 僕た る 余 

〇 余 は キリストの 僕で ある、 故に キリストが 欲み 給 はざる こと、 又は キリストが 爲し給 はざる こと は， 

爲 さんと 欲する も爲す こと は 出来ない、 例へば 余 は 單に金 を 得ん ために 何事 を も爲す こと は 出来ない、. 

若し 爲 せば キリスト は 痛く 余 を 咎め 給 ふ、 爾 うして 若し 余が 彼の 詰責の 聲に從 は ざれば、 彼 は 余より 

彼の 聖靈を 奪 ひ 給 ひて 余 をして 無能なる 者と ならしめ 給 ふ、 斯くて 余 は 止む を 得す 彼の 命 を 奉す るに 

至る、 余 も 慾 心の 子供で あれば、 今まで 幾度と なく 金 を 得ん がた めに 仕事 を爲 さんと した、 然し 多く 

の 辛ら き 經驗に 由て 此事を びせ ざるに 至った、 余が 何よりも 欲する 者 は 余の 心に 輝く キリストの 聖 

額で ある、 是を取 去られん こと は 余に 取りて は 何よりも 辛ら く ある、 余 は キリストの 聖額を 見失 は ざ 

らんが ために 金錢 の奴隸 となら ざらん と 欲す。 

〇 キリストの 僕と して 余 は 又 名 を 得ん がた めに 何事 を も爲し 得ない、 せに は 名を賣 ると いふ ことがあ 

るが、 キリストの 僕に は斯 かる こと は餘 りに 馬鹿げ きって 爲す ことが 出来ない、 我等 は 人に 由て 事 を- 

爲す 者で ないから、 人に 知られる の 必要 は 一 つもない、 我等 は 神に 識 られ、 其 使 ふ 所と ならん と 欲す. 

る、 我等に は此 せの 人 は 無い と 同然で ある、 恰 かも 日 は 照る も 曇る も 地 は 其 形を變 へざる が 如くに、 


神に 依る 我等 は 譽らる \ も詳ら る k も 少しも 我等の 意志 方針 を變 へない、 國賊の 名 も 結構で ある、 異 

端の 稱も 結構で ある、 我等の 內 心の 狀 態より 言へば 誹らる.^ は 實は譽 めら る& よりも 益が 多い ので あ 

る 0 

〇 キリストの 僕と して 余 は 政略 を 使 ふこと は 出来ない、 余 は 人の 權威 を藉 りて 事 を爲す こと は 出来な ■ 

い. 余 はこの 人 かの 人、 この 政^ かの 政府 を贊 成して 何事 を も爲す こと は 出来ない、 キリスト は誠寳 

の 化身で ある、 「永遠の 然り」 である、 故に 彼に 屬 ける 者に 取りて は 「然 り、 然り、 否な、 否な」 よ 

り 以外の こと はすべ て 罪で ある、 キリスト は 又絕對 者で あるから、 彼 は 彼 自身より 他の 者に 對 して 余 

が 余の 全心 を 傾ける こと を 許し 給 はない、 余の 去就 はすべ て キリス トの それに 由て 決せられ るので あ 

る、 キリストに 就かない 者に 余 は 就く こと は 出来ない、 鐵片が マグネットに 就く やうに 余 は キリスト 

に 就かん と 欲する 者で ある。 

〇 キリスト は 余の 道德的 宇宙で ある、 余 は 精神的に は 彼に 在りて 生き、 働き、 存る 者で ある、 故に 余 

は 彼 を 離れて 何事 を も爲し 得ない、 恰 かも 木から 落ちた る 猿の 如き 者であって 世に キリスト を 離れた 

る 余の 如くに 憐れなる 者 はない、 キリストに 從ふは 余の 德 ではない、 是れは 今 は 余の 生存 上の 必要で 

ある、 彼 を 離れん か、 すべての 恥辱と 失敗と は 余 を 待ちつ \ ある、 余が 譽れ ある 生涯 を 送らん と 欲せ t 

ば 余 は キリストに 縫る より 他に 途 はない、 憐 むべき 羨むべき 者と は 余の ことで ある。 (三月) 
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感 想  i 六， 

ま 力 IK 盾 

我に 大 なる 矛盾 あり、 我 は 其 事 を 自認す、 我 は 自身、 圓滿 無缺の 人な りと 言 はざる なり。 

我 は 己れ に 自由意志 ありと 云 ふ、 然れ ども 我 は 又 我が 救 はる、 は 我が 意志に 由る に 非す、 祌の聖 意 

に 由る と 言 ふ、 玆に 確かに 大 なる 矛盾 あり、 而 して 此 矛盾 あるに 關 せす、 我 は 我が 自由の 人なる を 信 

じ、 叉 神 は 我が 意志の 如何に 關 せす、 其恩惠 ある 聖意を 我が 上に 行 ひ 給 ふ を 信す。 

我 は 人 はすべ て 救 はるべし と 言 ふ、 然り、 旣に すべて 救 はれたり と 言 ふ、 然れ ども 我は义 召さる i 

者 は 多くして 擇 まる k 者は歡 しと 云 ふ、 玆に 確かに 大 なる 矛盾 あり、 而 して 此 矛盾 あるに 關 せす- i く 

は 萬 人の 救拯を 信じ、 叉少數 者の 聖^ を 信す。 

我 は 人 は 先 づ祌に 愛せら るべ しと 云 ふ、 然れ ども 我 は 叉 人 は 先 づ祌を 愛すべし と 云 ふ、 卽ち 神に 對 

する 受身 的の 愛を說 くと 同時に 叉 活動的の 愛を說 く、 玆に 確かに 大 なる 矛盾 あり、 而 して 此矛雷 ある 

に關 せす、 我 は 人に 向て、 神に 愛せられ よと 勸め、 又祌を 愛すべし と 告げて 止ます。 

我が 矛盾 は 之に 止まらす、 猶ほ此 他に も 甚だ 多し、 而 して 我 は 我が 矛盾 を 調和 せんと 努めざる なり、 

そ は是れ 我れ 一 人に 限る 矛盾に あらす して 聖書に 示され、 人生 全般に 涉る 矛盾なる を 知れば なり、 矛 

盾 は 人生の 事實 なり、 而 して 事 實は 事實 として 之を受 くべき なり、 矛盾 を 恐れて 事 t を言ぜ ざら し 乎、 

人 は 何事 を も 信じ 得ざる に 至る。 

詩人 ホヰッ 卜 マン 曰へ る あり 


我に 大 なる 矛盾 あり、 そ は 我は大 なれば なり 

と、 人 は 3： 人 も 神に 象られて 無限大に 造られし 者な り、 故に 矛盾 は 彼に 於て 免 かるべ からす、 人 は 唯 

悪意 的に 矛盾なら すして 善意 的に 矛盾な らんの み、 小人 的に 矛盾なら すして E 人的に 矛盾な らんの み、 

矛盾 は敢て 恐る k に 足らざる なり。 (四月〕 

得 まほし き も の 

日本人の i_ -督敎 

日本 今 n:  2 醫學は 西洋の 醫學 ではない、 是れは 日本人が 西洋の 醫举を 探 用して、 之 を 以て 新たに 日 

本人 適當の 醫學を 作った 者で ある。 

其 他日 本の 陸軍で も 海軍で も、 政治で も、 法律で も 悉く： 爾ぅ である、 日本の 新 文明 は 西洋 傳來其 儘 

の 文明で はない、 2： だれ 日本人が 西洋文明 を咀嚙 し、 之 を 消化して、 日本人の 所有と なした る 者で ある。 

然るに 日本の 基督 敎に 至て は 朱 だ 西洋の 基督 敎 である、 是れは 未だ 日本の 宗敎 ではない、 醫學に 於 

て も、 ェ學に 於ても、 文學に 於ても、 政治、 經濟、 法律の 學に 於ても、 西洋人の 敎師は 夙く 旣に跡 を 

絶ちし に、 惟り 基督 敎に 在て は 干有餘 人の 外 國宜敎 師は今 尙ほ我 闽に滯 在し、 我 同胞 を敎 化せん とな 

しつ.^ ある、 是れ 基督 敎が 未だ 日本の 宗敎 とならざる 最も 確かなる 證據 であって、 其、 我國 同胞 を 精 

Jt 的に 導く に 方て 效カ 至て 一 溥きは 敢て怪 むに 足りない。 

日 露戰(1^^11始 の 時に 際し て 其 愛國心 表彰に 於 て 人後に 落ち ざらん と 焦心り し我國 の 基督 信者 は 何故 
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に 同じ 愛 國心を 自己の 信す る 宗敎に 於て 表 はし、 先づ 第一 に 信仰の 獨立を 計らない ので あら ふ 乎、 ：e 

故に 他の 學 科に 於け るが 如く 日本人 適當の 基督 敎を 作って、 思惟の 此 領域に 於ても 外 國敎師 の 跡 を 絶 

たない ので あら ふ 乎、 余輩 或 時 は 此事を E わ ふて はがゆくて 堪らない 事が ある、 基督 敎 普遍 說を楣 に 取 

て佝 時まで も外國 人の 指 Sj; に 甘ん する は 決して 譽 むべき 事で はない と 思 ふ。 (四月〕 

余の 耐えられぬ 事 


余に 一 つ 耐えられない 事が ある、 其 事 は 人が 他の 人 を 己の 宗教に 引 入れん とする 事で ある、 余は大 

抵の 事に は 耐えられ ると 思 ふが (祌の 恩惠に 由て)、 併しながら 此 事に は 耐えられない、 余 は 其 人の 

奉す る 宗教が 何で あら ふが、 其 事 を 問 はない、 併しながら 何れの 宗敎 にしても、 人 を 己の 宗敎に 引 入 

れんと する 事 は 余の 耐えられない 所で ある、 余 は此事 を爲す 人に 向て 余の 救主ィ H ス キリストの 言 紫 

其 儘を發 せざるを得ない、 卽ち 

喧、 汝等禍 ひなる かな、 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 そ は汝等 編く 水陸 を歷 巡り、 一人 を も 

己が 宗旨に 引 入れん とす、 旣に引 入 るれば 之を汝 等よりも 供した る 地獄の 子と なせり (馬 太傳廿 

三 章 十五 節) 

信仰 自由 は 人の 有する 最も 貴重なる 權利 である、 此權 利に 較べ て 見て 財產 所有の 權 利の 如き は 實に輕 

いもので ある、 余 は 若し 人 ありて 余の 所有の 物 を 奪 ふこと ありと する も 余 は 彼 を赦す ことが 出来る、 

或 ひ は 余の 名譽を 傷く る 者 ありと する も 余 は 差 程に 其 事 を 心に 留めない、 併しながら 余の 信仰 自由 を 


少しな りと 俊 す^が あれば、 余 は 其 者に 向て 余の 大 なる 聖 憤を發 せざるを得ない、 彼なる 者 は 朽ちる 

此 世の 物 を 奪 はんとす るに 過ぎない、 然るに 此れなる 者 は 朽ちざる 靈魂を 奪 はんとす る、 宗敎勸 誘 は 

A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A  A 

詐欺 竊盜に 勝 さるの 罪で ある。 

而 して 斯 かる 罪人 はせ に 勘い 乎と 云 ふに 決して 爾ぅ ではない、 余！^ の 見る 所 を 以てすれば 宗敎 家と 

云 ふ 宗教家 は 大抵 は此 種の 罪人で ある、 彼等 は 人 を 己の 宗敎に 引 入れる 事 は惡ぃ 事で あると 云 ふこと 

を 知らないの みならす、 反て 此事を 善き 事で あると 思 ふて 居る、 善き 事で あると 思 ふに 止まらない、 

彼等の iis する 祌ゃ佛 の 最も 喜び 給 ふ 事で あると 思 ふて 居る、 彼等 は祌を 見る 事、 昔し の 武士が 其 殿様 

を 見し が 如く、 他の 殿様の 領分 を 侵し、 其 家来 を 誘 ひて 来て 己が 殿様の 〈豕來 とする 事が 此上 もな き忠 

信で あると 思 ふて 居る、 傳道は 彼等に 取り 信者の 取合で ある、 多く 信者 を 作る 事、 其 事が 傳 道の 成功 

である、 敎會に 最も 忠實 なる 者 は 最も 多く 他の 敎會の 信者 を 奪ひ來 りて 之 を其會 員と なした る 者で あ 

る、 彼等の 信仰なる 者は此 世の 愛國 心と 少しも 異ならない、 彼等 は帝國 主義 を 彼等の 傳 道に 應 用し、 

全世界の 人 を驅て 已が敎 會の會 員と 爲 さんと する。 

併しながら 是れ 眞理を 愛する 者の 決して 爲 すべから ざる 事で ある、 惡 しき 事 は 決して 佛敎を 信す る 

事で ない、 天理 敎 又は 黑 住敎、 天主 敎 又は 希 臘敎 に歸 依す る 事で はない、 惡 しき 事 は嫉む 事で ある、 

盜む 事で ある、 殺す 事で ある、 爭ふ 事で ある、 謗る 事で ある、 他人の 惡事を 思 ふ 事で ある、 然るに 人 

をして 其 惡を棄 てし めんと せす し て 其 宗旨 を變 へし めんと する、 是れ大 なる 誤謬であって 又大 なる 惡 

事で ある、 人の 宗 3 曰 は 之を變 へる に 及ばない、 彼 を 善人と なせば それで 良い ので ある、 何にも 彼 を 誘 

o〇c』oooooooooooooooooooo 

ひて 我宗 32 に 引 入れる の必耍 はない、 人 は 之 を 今日 彼が ある 其 地位に 於て 惠 むべき である、 彼れ 先づ 
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戏黨の 人と なる にあら ざれば 我れ 彼 を 惠む能 はすと 云 ふが 如き は 決して 神の 嘉 みし 給 ふ 所でない。 

然れば 我 は 我 宗敎を 人に 對 して 語る ベから すで あると 言 ふ 乎と 云 ふに、 爾ぅ ではない、 我 宗敎を 語 

る ベ き 時と 場合と が あ る 、 其 時 に は 我 は 何の 撣 かる 所な く大膽 に 之 を 語るべき である。 

(一)、 人が 我に 我が 信仰の 理由 を糾す 時に 我 は臆撣 なく 之 を 語る ベ-^ である、 我 は 人 を 恐れて 密 

かに 信す る 者で はない、 我に も 亦 我が 信仰の 理由が ある、 我 は 之 を 人に 語る を 憚らない、 我に 就て 之 

を 知らん と 欲する 者の 前に 我 は 之 を 蔽ひ隱 さんと はしない。 

(一一)、 我と き 仰 を 同う する 人の 前に 之 を 語るべき である、 斯く なして 我 は 少しも 彼の 自由 を 妨げ 

ない、 彼 は 喜んで 我に 聞かん とし、 我 も 亦 彼に 吿 ぐる を 喜ぶ、 我 は 兄弟に 語る の 心 を 以て 語り、 親友 

に 書 贈る の 心 を 以て 書く、 我と 信仰 を 異にし、 主義 を 異にし、 敎會を 異にする 者 は 我に 聽 くべ からす 

である。 

(三)、 我 は 叉 時には 我 信仰 を 公け にす る、 是れ 我の 有する 言論の 自由に 由る ので ある、 他人 を 我 

信仰に 引 人 れんがた めで はない、 我の 信仰の 何たる 乎 をせ に 知らし め、 其 是非 を 公論に 訴へ、 些少 か 

なりと も眞理 の發展 に貢獻 せんがた めで ある、 而 して 眞理は 自證 する 者で あると 云 へ ば、 我は强 ひて 

其 採用 を 人に 迫るべき ではない、 我 は 靜に我 所信 を唱 へ、 之 を 神と 時と に 委ね 置けば、 それで 事 は 足 

りる ので ある。 

而 して 以上の 場合に 於て 我 信仰 を 人に 語る の 結果、 或 者が 自 から 進ん で 我と 信仰 を 共に する に 至 ら 

ば、 我 は 敢て之 を 担ます、 喜んで 彼 を 我に 迎 ふるで あら ふ、 然れ ども 我 は 共 時まで は 些少たり とも 彼 

に 壓迫を 加へ て はならない、 權カを 以てせざる は 勿論、 利 S を 以てしても、 議論 を 以てしても、 將た 


叉 無 の 能辯と 思辨を 以てしても 彼 を 我に 誘 ふて はならない、 我の 勉 むべき こと は、 彼の 我が 如く 成 

oooooc-ooo  ®®®®E>®®®®G>®®©®®®  ュ ニフォ I ミチ I 

らんこと に 非す して、 寧ろ 我の 如くなら ざらん ことで ある、 せに 嫌 ふべき 者に して 畫 一 の 如き はな 

い、 樹が 若し 悉く 樱と なりたら ば 如何、 鳥が 悉く 孔雀と なりたれば 如何、 若し 人が 悉く 我が 如く 成り、 

我 宗敎を 信じ 我 主義 を 奉じたら ば 如何、 其 時 は 我は此 # に 厭 はて k 一  日 も 早く 之 を 去らん こと.^ 願 ふ 

であら ふ。 

^敎徒 は佛敎 徒と して 發 達せし めよ、 舊敎徒 は舊敎 徒と して 發 達せし めよ、 新教徒 は新敎 徒と して 

發 達せし めよ、 而 して 余輩 は 余輩と して 發 達せし めよ、 我等 神の 子 は 相互の 發達を 助くべき である、 

所謂 法幢を 掲げて 他宗 を說 伏す ると 稱す るが 如き は 愚の 極、 不法の 極、 惡 事の 極と 稱 せざるを得ない。 

(六月) 

最も 辛ら き 事 

怒 る 事 

世に 辛ら い 事は饒 多に ある、 親 を 失 ふ 事、 妻に 刖 かる k 事、 友人に 誤解 せらる \ 事、 其他箅 へ來れ 

ば數 限りない、 乍然、 祌を 愛する 吾等に 取りて は此 f の 苦痛 は必 しも 苦痛で はない、 其 中に 大 なる 慰 

藉が ある、 吾等 は 之に 由て 自己 を 磨き、 祌に 近づく、 苦痛 は 人 食の 夜で ある、 其 時 吾等 は 天 を sill み、 

明かに 其榮光 を認 むる ので ある。 

然し 兹に 慰藉の 伴 はない 苦痛が ある、 夫れ は 怒る ことで ある、 最も 辛ら い 事と は此 事で ある、 神 を 
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識ら ざる 者に 取て は 忿怒 は 一種の 慰藉で ある、 彼等 は 之に 由て 其 堪え難き 愤悶を 放ち、 之 を 放て 大に 

、レこ 緩 弛を感 する ので ある、 然るに 神 を識る 者に 取て は 忿怒 ほど 辛ら い 事 はない、 彼等 は此時 地獄の 

き i に 臨む ので ある、 惡 魔に- 冉び 似る ので ある、 天の 平靜を 去て 地の 騒擾に 降り 來 るので ある、 彼等 

が 忌む ことにして 怒る ことの 如き はない、 彼等の 切に 願 ふ 所 は 彼等が 永久に 怒ら ざらん 事で ある。 

乍然 止む を 得ない、 彼は此 せに 在て は 時には 怒らざる を 得ない ので ある、 正義が 公然と 蹂躪 せらる 

る 時に、 愛が も 蹴倒さる、 時に、 恩惠が 蔑視 めら る-時に、 無辜が 虐待 さる k 時に、 彼 は 怒ら ざ 

らんと 欲する も 得ない ので ある、 彼に 取りて は 人生の 痛 事と は此 事で ある、 故に 彼 は爲し 得る 限り 之 

を 避けん とする、 乍然、 時には 止む を 得ない、 彼 は 時には 危險を 冒し、 苦痛 を 忍び、 怒らざる を 得な 

い の である。 

キリ ストに も斯 かる 辛ら い 苦しい 時が あった、 彼 も 亦 終に は學 者と パリ サイの 人との 頑 硬 無情 を 怒 

ら ざる を 得ざる に 至り 給 ふた、 

喧 汝等禍 ひなる 哉 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ  ， 

と、 彼 は幾囘 となく f 緩け て 此怒聲 を 發し給 ふた (馬 太傳 二十 三 章)、 彼の 聖き 柔和なる 心に 取て 此 

聲を發 する の 如何に 辛ら かりし 乎 は 今より 能く 推察し 奉る ことが 出来る、 其審は 彼の 怒聲が 知らす 識 

ら すの 屮に悲 聲に變 じ 行きし に 由て 明 分る、 

我れ 誠に 汝 等に 告げん 此事 皆な 此 代に 報 ひ 来るべし 

と 云 ひて 地獄の 刑罰の 竟に 彼等 偽善者の 上に 落來 らんと する こと を 吿げ給 ひて 後に 彼 は 言 ひ 給 ふた、 

噫 M ルサ レムよ H ルサ レムよ、 豫言者 を 殺し 汝に遣 さる. -者を 石に て 撃つ 者よ、 a: 鶴の 雛 を 翼の 


下に 集る 如く 我れ 汝の 赤子 を 集めん とせし こと 幾次ぞ や、 然れ ども 汝等は 欲 まざりき . 

と、 雷鳴 歇んで 軟風の 捎を拂 ふが 如く、 怒濤 斂 りて 漣 波の 穩 かに 岸 を 打つ が 如く、 キリストの 怒 聾 は 

倏 にして 淚の • 咽と 化した ので ある、 彼に 取て は 怒る は 最大の 苦痛であった、 故に 彼 は 努めて 之 を 

避け 給 ふた、 而 して 避くべからざる 場合に 遭遇し 給へば 怒て 直に 和らぎ 給 ふた、 誠に 詩人の 言 ひしが 

如く 

其 怒 は 暫時に して 其惠は 生命と 共に 永し 

であった (詩篇 三十 篇 五節)、 彼 は 叉 怒て 罪 を 犯す ことたく、 日の 入る までに 至らなかった (以 = ^所 

書 i: 章 一 一十 六 節)、 恰 かもへ ル モ ン 山風の 烈しく ガリラヤ湖 面を擊 ち、 怒濤 を 揚げて fgHK の 膽を寒 か 

らしむ る こと ありと 雖も、 其 猛威 は倏 にして 消え、 鏡面 復 たび 秀峯の 翠影を 映す るが 如くで ある、 キ 

リ ストの 怒 は 烈しく あると 雖も 永く 綾かない、 是れ 愛の 打擊 であるから である、 之に 怨恨の それの 如 

く 執念深い 所 はない。 

然れば 吾等 も 亦 怒らざる 得ざる 場合に は キリス トの 如くに 怒るべき である、 卽ち 怒る や 否や 直に 赦 

し、 詛 ひし： ：！ を 以て 直に 接吻し、 擊 ちし 手 を 以て 直に 癒し、 以て 吾等の 怒る に乘 じて 惡魔 をして 其處 

を 得せ. しむる 事な からん やう 努 むべき である 。(九月) 

余輩 を 縛る 繩 

余輩に 余 蒙の 》 する 敎會 なく、 又 余輩の 署名せ る 信仰 筒條 なく、 余輩の 戴く 先輩な く、 余 « の服從 
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する 監督な きが 故に、 人 は 余輩に 就て 言 ふ、 彼 は 如何なる 束縛に も 堪え 得ざる 我儘 者な り * 彼 は敎界 

の 無 政」 ぉ黨 員な り、 秩序 を亂し 平和 を 破る 者な りと、 然れ ども 是れ 余輩に 對 する 犬なる， M 吿 であると 

思 ふ、 余輩 は 我 偉 勝手の 者で はない と 信す る、 余輩に も 亦 余輩 を 縛る 强き繩 が ある、  < 水 輩 も 亦 或る 意 

味に 於て は 束縛の 人で ある、 今 其 事に 就て 少しく 辯 じ やうと 欲 ふ。 

余輩 を 縛る 第一 の繩は 普通 道德 である、 是れ 余輩 を 縛る 頗る 强ぃ繩 である、 卽ち 正直なる 事で ある- 

約束 を 守る 事で ある、 神と 人と 自己と に對 して 誠實 なる 事で ある、 其 他 余輩が 普通の 人と して 守る ベ 

き道德 である、 而 して 之 を 普通 道 德と稱 する が 故に 多くの 人 は此は 簡易 道德 であると 思 ふが、 然し 

之 を 守らん と努 むる 人 はすべ て 知る、 是れ 決して 簡易 道德 でない こと を、 單に 約束 を 守る の 一事に 就 

て 見る も 之 を 能く 守る は隨 分の 難事で ある、 約束の 時 を 違へ ざる こと、 約束の 義務 を^た す こと、 之 

を 完全に 守らん と 欲せば、 多くの 困難 を排 し、 多くの 情實を 退け、 多くの 犧 牲を爲 さなければ ならな 

い、 實に 約束す る は 易く して 行 ふこと は 難く ある、 約束 履行 を 道德の 中に 算 へない 者 は 道德の 初歩 だ 

に 未だ 知らない 者で ある。 

而 して 又 正直なる 事の 如何に 難き よ、 正直なる と は單に 嘘を吐 かないと 首 ふこと ではない、 正直な 

ると はすべ ての 事に 於て， 詐ら ざる 事で ある、 信す る を 信す と 做し、 信ぜざる を 信ぜす と 做す ことで あ 

る、 卽ち、 然り、 然り、 否な、 否な と 言 ふより 他の 事 を 言 はざる 事で ある、 正直な らんが 爲 めに 生命 

を 棄た者 は澤山 ある、 ソクラテス は 其れが ために 殺された、 ブルノ ー は 其れが ために 燒 かれた、 別に 

宗敎を 信じた と 云 ふで はなく して 單に 正直な らんが ために 多くの 迫害に 遭 ひ 多くの 苦痛 を カルんだ 者 は 

6  IB  もみから 

澤山 ある、 實に 正直 は 諸德の 基で ある、 是れ なくして は 宗敎も 神學も 風の 吹 去る 粃糠 である、 而 して 


祌に對 し、 人に 對し、 自己に 對 して 正直な らんと 欲して 余輩 は氣儘 勝手の 人た らんと 欲して 得ない。 

其 他、 余輩 は 普通の 人と して 他人の 權利を 重 じなければ ならない、 其 自由 を 尊ばなければ ならない、 

又阈 として、 又 市 n;:- として、 爲 すべきの 事を爲 さなければ ならない、 斯くて 余輩と 雖も亦 自由の 人 

にして 自由の 人で ない、 余輩が 人と して 生れ 來 りし 以-上 は 余輩 も 亦 普通 道 德の覊 称より 脫 する 事 は 出 

来ない。 

余 is^ を 縛る 第二の 繩は 余輩に 與 へられし 事業で ある、 余輩 は 之に 對 して 忠實 でなければ ならない、 

余輩 は 努めて 其す ベての 要求に 應 じなければ ならない、 全力 を 捧げて 之を爲 さなければ ならない、 共 

1^ 功 を 計らなければ ならない、 余輩に 若し 人なる 主人な しとす る も- 余輩に 與 へられし 事業 は 主人の 

權能を 以て 余輩に 臨む 者で ある、 縱令 余輩の 事業で あると する も、 余輩 は 勝手に 之 を 措置す る こと は 

出来ない、 是れ 余輩の 事業であって 又 神の 事業で ある、 余輩が 之 を 怠る に 由て 祌の聖 業が 妨げら る、 

ので ある、 其 小なる は 余 華が 之 を 怠る の 理由と はならない、 萬 里の 長 堤 も 蟻の 一穴に 由て 決 清す るが 

如くに、 神の 聖業も 亦 余輩の 怠慢に 由て 崩れる 乎 も 知れない、 神 は 余輩 を 信任し 給 ひて 此 事業 を 余輩 

に,^ ね 給 ふたので ある、 之 を 善く 爲 すの は 余輩に 取り 至大の 責任で ある、 而 して 此 責任 を 負 はせられ 

たる 余輩 は 決して 自由 勝手の 人で はない、 余輩の 事業 は 余輩の 時間の すべて を 要求し、 叉 余輩の 精力 

のす ベて を 消費す る、 余輩 は此 重き 鎖に 縛られて 欲する がま \ に； 大 然を樂 むこと は 出来ない、 又 欲す 

るが ま k に 他人の 事業 を援 くる ことが 出来ない、 勞働は 勿論 快樂 であるが、 然し 責任の 伴 はない 快樂 

ではない、 責任 を 以て 之に 當 らんと して 事業 は 實に嚴 格なる 監督者で ある、 彼 を 頭に 戴いて 余 辈は氣 

儘 ならん と 欲する も 得ない。  - 
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感 想  二  II 六 

余輩 を 縛る 第三の 繩は 愛の 法則で ある、 愛 は 外より 余輩 を 縛らない、 然し 內 より 强 く余攀 を 督促す 

る、 余 摩 は 欲んで 其 命 を 担む ことが 出来る、 然し 其 結果と して 彼女 は 直に 余 聚の心 を 去る、 而 して 彼 

女に 去られて 余輩 は 生命の 興味 を 感ぜざる に 至る が 故に、 余 S 卓 は 其 命に 服從 して 復 たび 彼女 を 余輩の 

心に 迎 へんと する、 誠に 事業 若し 嚴 格なる 主人であるなら ば、 愛 は 氣むづ かしき 女主 人で ある、 彼女 

の 感情 を 害 ふこと は 甚だ In^ く ある、 愛 は 優 さしき 丈け それ 丈け 其 要求 は 懇切で ある、 

キリストの 愛 我を餘 儀な くす 

と バウ a は 言 ふて 居る (哥林 多 後書 五 章 十 SI 節)、 實に其 通りで ある、 愛 は 命令 を 以てする よりも 寧 

ろ 懇願 を 以て 余 軍を餘 儀な くす る、 余 W を 慫慂し て 其 命に 服 はざる を 得 ざら しむ。 

愛の 法則に 從て 余輩 は 人に 要求せられ ざるに 余輩より 進んで 彼等に 善を爲 さなければ ならない、 愛 

の 法則に 從て 余輩 は 自己 一 人の 平安に 滿 足して 居る 事 は出來 ない、 愛の 法則に 從て 余輩 は 他人の 苦痛 

を 自分の 苦痛と して 感じなければ ならない、 愛の 法則に 從て 余輩 は强 いられざる 責任 を自 から 進ん で 

己に if«; はなければ ならない、 愛 は 誠に 自繩 自縛の 繩 である、 而 かも 强き 太き 繩 であって 之 を 絶つ は鐵 

鏈を絕 つよりも 難い、 而 して 此 强き繩 を 以て 縛らる i 余輩 は 決して 自由 氣 儘の 人で はない、 誠に 余輩 

は 喜ばしく も 愛の 奴識 となった 者で ある。 

八 水 輩 を 縛る 第 gl の繩は 弱者の 聲 である、 是は 第三の 繩 に似て 之と 異なる、 愛 は 中より 慫め、 弱者 は 

外より 迫る、 二者 情 を 以て 縛る に 於て は 一 ッ であるが、 然し 余輩の 情に 訴 ふる 其方 向 は 全く^で ある、 

弱者 は 勿論 貧者に 限らない、 信仰の 弱き者 も 「的 者で ある、 無 學の者 も 弱者で ある、 婦人 も？：^ 者で ある、 

小兒 も： b お 者で ある、 罪人 も 弱者で ある、 動物 も 弱者で ある、 彼等 は 皆 余輩の 同情と 援助と を 要求す る 


者で ある、 余聚 とても 勿論 強者で はない、 去りと て 余輩 は 又 最も 弱き者で はない、 世に は 余輩よりも 

より き 者が 澤山 有る、 而 して 余輩 も 亦 弱者と して 强 者の 援助 を 仰ぐ 資格が ある 如く、 亦强 者と して 

弱者の 懇 求に 應す るの； 務 責任が ある、 詩人 シ ル レ ルは言 ふた 

强者は^！者に阻まれすして獨り立っ時に强し 

と、 誠に 強者 は强 者に 對 して は强く あるが 弱者に 對 して は 弱く ある、 壓 制の 鎖 は 之を斷 つの 勇 氣がぁ 

るが、 憐愁 の雜は 之を截 るの 力がない、 而 して 余輩 も亦强 者と して は 憐愍の 沖 を 以て 自 から 己 を 縛る 

者で ある、 弱者の 聲が 余輩の 耳朶に 達する 間 は 余輩 は 自由の 人で はない、 我に 兩 眼の 開く あるに、 盲 

目の 人の 我に 指導 を 乞 ふ あれば、 我 は 我が 志望 を 放棄しても 彼が 求む る 所に 從 はなければ ならない、 

世に 疾病と、 貧困と、 迷信と、 無學 と、 壓 制と、 掠奪との ある 間 は 我 は 自由の 人であって、 は 未だ 

束縛の 人で ある、 誠に 聖書の 示す が 如く、 

我等の 中、 己れ のために 生き、 己れ のために 死ぬ る 者な し (羅馬 書 十四 章 七 節)。 

又 

キリ ス ト すら 尙ほ 己れ を悅 ばす 事 をせ ざり き (同 十五 章 三 節)。 

死と 一お の ある 此 せに 生存して 人 は 何人も 己が 欲する 儘 を爲す こと は 屮1 來 ない。 

斯く數 へ 来れば 余輩 を 縛る 繩の數 は 多くして 其の 質 は 強く ある、 余輩の 決して 自由 氣 儘 の 人で たき 

こと は 河よりも 明かで ある、 普通 道德は 外より 余輩 を 縛り、 天與の 事業 は 上より 余輩 を壓 し、 愛 は， 2： 

より 余 を 促し、 弱者 は 下より 余輩に 迫る、 義務 は 六合より 余輩 を 園み、 余輩 をして 徹頭徹尾 不自由 
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感 想  二  八 

束縛の 人たら しむ、 而 して 人と して 余 M の 身に 纏 ふ 鎖の 如何に 重く あるか を 知って、 余輩 は此 上更ら 

に 新たに 鎖 を 求めて 余 の 身 を 縛らん としない、 余 は 信じ 難き 信仰 茵條に 名 を 記して 偽善の 行爲を 

さんと しない、 又 人類の 社會 以外に 更らに 信者の 社會を 作て、 责 任の 上に 更らに 責任 を 重ねん とし 

ない。 

余輩が 敎會に 屬せざ る は t:!^ れが爲 めで ある、 成 る ベ >/餘 計の 煩累 を 避け て 成る ベ く 完全 に 人た るの 

義務 を盡 さんがた めで ある。 (十一お〕 

年 を 終る の. 記 

〇  一 z: は 短 かき 一 生で あり- 1 年 は 稍々 長き 一 生で ある、 而 して 人の 一 生 は此短 かき 一 生と 稍々 長き 

一 生と を K ねたる 者た るに 過ぎない、 故に 年 を 終る の感は 一 生 を 終る の感 であるに 相違ない、 一 年 を 

悲しく 終る 者 は 一生 を 悲しく 終り、 一年 を 喜ばしく 終る 者 は 一生 を 喜ばしく 終る ので あらう、 死と 云 

ふて^に 他の ことで はない、 一 ッの 時期より 他の 時期に 移る ことで ある、 越年 は 死の 一種で ある、 舊 

き 時期 を 去って 新ら しき 時期に 人る ことで ある。 

〇 今や 復 たび兩 時期の 問に 立て 余 は 過去 を悔 ひす、 未來を 恐れざる を 感謝す る、 斯く曰 ひて 余 は淸淨 

潔 A、 心に 何の 恥づる 所の ない 者で あると 曰 ふので はない、 余 は 他人が 余の 缺點を 知る よりも 遙 かに 

多く 自己の 過失 を 知って 居る と 思 ふ、 然れ ども 其れ あるに 關 はらす、 余 は 希望と 歡 喜と を 以て 年 を 終 

り 得る を 感謝す るので ある。 


〇 先づ 普通 の 事より 一 百 へ ば 余 は 今年 も 亦 人に 愛の 外、 何物 を も 負 ふ ことなくし て 年 を 終り 得る を 感謝 

する、 *1 に 恐るべき 者に して 借金の 如き はない、 彼 は 實に债 鬼と 稱 せられて 惡 魔の 子で ある、 彼に 縛 

ばらる、 は惡 魔に 擒に せらる，^ ので ある、 我等 財 を 積む 能 はすと 雖も、 懂 鬼の 束縛 丈け は 之 を 免が る 

べきで ある、 力 ー ライル 曰く、 「金錢 は 俗人の 束縛より 自由な らんた めに 必要な り」 と、 金錢は 俗人 

に 縛られざる 丈け 有れば 足りる ので ある、 而 して 神に 依て 倒い て それ 丈け の もの は 必す與 へられる で 

あらう と 思 ふ、 自由の 祌は必 す 其 子 I を 債鬼の 手に 附し給 はない と 信す る、 而 して 余 も 亦餘り 割の良 

からざる 事業に 從事 する こと 玆に十 年、 しかも 幸に して 未だ 曾て 一 囘 も此惡 魔の 乎に 附 された 事 はな 

い、 而 して 今年 も亦此 自由 を與 へられて 年 を 終り 得る を 感謝す る。 

〇 「爲すべき^^-を爲さす、 爲 すべから ざる 事を爲 せり」 と は 我等の 日毎の 懺悔で ある、 余 も 余の 今年 

の 事業に 多くの 缺陷の ありし こと を白狀 する、 乍然、 弱き 人間の 事業と して 余に 與 へられし 事業の 悔 

ひなき の 事業で ある こと を 認めざる を 得ない、 若し 財 を 積む ための 事業な りしな らん 乎、 或 ひ は 勢力 

を 扶植し 名を揚 ぐるた めの 事業な らん 乎、 縱令 成功に 終る と雖も 之を滿 足なる 事業と 稱 する こと は 出 

來 ない、 余 は 余の 目的 を 達して 反て 心に 犬なる 空虚 を感 する であら ふ、 乍然、 神の 福 昔 を 宣べ傳 ふる 

業に 從 事して 失 耽 は 悲痛の 種と はならない、 縦し 余の 全力 を 注いで、 其 結果た る 一 人の 貧しき 者に 天 

の 慰藉 を 供す る を 得しに 止まる とする も、 然れ ども 其れ丈け にて 余の 勞カ はすべ て 充分に 償 はれる の 

である、 世に 若し 損失の 伴 はない 業が あると すれば 其 業 は 福音 宣傳の 業で ある、 是れ程 安全に して 是 

れ程 割の良い 事業 は實は 他に 無い ので ある、 而 して 今年 も 亦此福 ひなる 業に 從 事して 余は歡 喜と 滿足 

と滿 腔の 感謝と を 以て 年 を 終り 得る ので ある。 
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感 想  二 五〇 

〇 然し 最大の 感謝 は 自由と 事業と に 於て あらない、 事業 は 我等に 取りて は 道樂の 一 稲に 過ぎない、 我 

等 は縱し 全せ 界の人 を 救 ひ 得る とする も、 其 功に 依て 天國を 讓り受 くる こと は屮 Z 来ない、 我等に 事業 

以外、 何物 か 我等 を滿 足さす る 者が ある、 之を稱 して 神の 恩 惠と云 ふ、 我等 は 事業 を爲 した ことに 就 

て 感謝し ない、 之 を 爲 さ しめられし 事に 就て 感謝す る、 事業 は 喜ぶべく 又樂 しむべく あるが、 神の 恩 

惠は 更らに 更らに 感謝すべく ある、 

我が 恩 惠汝に 足れり 

と 主 は 曰 ひ 給 ふた、 而 して 恩惠丈 けにて 余の 心 は 足りる ので ある、  の 父 は 天に 在り 給 ふと、 彼 は 余 

が 彼 を 愛する よりもより 深く 余 を 愛し 給 ふと、 余の 要する 物 は 余が 之 を 求む る 前に 彼 は旣に 余の ため 

に 之 を 備え 置き 給 ふと、 斯 かる 事を敎 へられ 又 信ぜ しめられし 余 は 他に 何の 恩 惠が加 はらす とも、 そ 

れ. V けにて 喜び 且つ 感謝す るので ある、 而 して 此歡喜 は 年の 終りに 於てば かりで はない、 一生の 終り 

に 於ても 余 を 離れざる 歡喜 であると 思 ふ、 余 は 之 を循に 取て 聖き 神の 前に 立て 揮らない ので ある、 余 

は 如何なる 善を爲 したる 乎、 又 如何なる 不善 を爲 したる 乎、 是れ 余の 關 せざる 所で ある、 余 は 只 「誰」 

を 信じた る 乎 を 知って 居る、 余 は 赦免と 恩惠と 愛との 祌を 信じた ので ある、 而 して 其 信仰が 如何なる 

場合 に 臨ん で も 余 に 平和と 歡 喜と を與 ふるので ある。 

ほか  00OO000000000O0000000OOO 

〇 余に 叉 他に 犬なる 歡 喜の 理由が ある、 それ は來 世の 存在が 愈々 明かに 成って 來 たこと である、 余 は 

人 の 不滅 は 今や 證 明され たる 事實 であ ると 思 ふ、 若し 進化論が 學術 的に 證 明され たる 眞理 で あ る とな 

らば， 來せ^ 在說は 進化論よりも 遙 かに！： く證 明され たる 眞理 であると 思 ふ、 人 は 死んで 消 ゆるので 

はない、 叉 死んで 幾 萬 年と なく 最後の 菰の 鳴る まで 墓の 中に 眠て 居る ので はない、 彼れ は 死んで 直に 


也の 存在の 狀 態に 入る ので ある、 ^^かも胎兒が母の胎內を去て自由の空氣を吸ふゃぅに、 人 は 肉體を 

去て 靈の 自由に 入る ので ある、 死 は 過渡に 過ぎない、 人 は 死して 其 儘 新ら しき 境遇の 中に 其 存在 を權 

くるので ある、 故に 我等 は 死 を 恐るべき でない のみなら す、 又 死別 を悲 むべき でない、 余 は 今年 も 二 

三の 貴き 友人 を 失った が、 余 は 彼等と 離れたり と は 思 はない、 否な、 余 は 彼等 は 死して 反て 余に より 

斤 J き 者と なりたり と 信す る、 彼等 は 今 は 余の 靈に 宿り、 神の 架靈 卽ちィ H スキ リストが 余に 宿り 給 ふ 

やうに の 友人 も 亦 其の 靈を 以て 余に 宿る と； 1^ する、 余 は 神の 殿であって 乂 余の 逝きに し 友人の 第 宅 

である、 彼等 は 彼等の 力 相 應に余 を  11. る る、 彼等 は 余の 衷に 在りて 余 を 以て 今 尙ほ此 f に 働きつ i 

ある、 义 余と 雖も 同じで ある、 余 は 死して 此世を 去らない、 余 は 在天の 父の 懷に歸 りて 同時に 叉此世 

に殘る 余の 友人の 衷に 在りて 倒ら く、 余の 生命 は 永く ある、 天に 在りて 永く ある、 地に 在りて. 水く あ 

る、 此事を 思 ふて 余は歡 喜に 堪えない。 

〇赏 に 詩人 テ 一一 ソ ンの言 の 如く 

舊 きを 鳴らし 去れよ 

新ら しき を 鳴らし 迎 へよ  _ 

である、 我等 は 前へ 前へ と 恐れな く 進むべき である、 世に 「瞬 を 鳴む」 と 云 ふ ことがあ るが、 然し 之 

こま さりて 愚かなる こと はない と 思 ふ、 臍は嚙 むに 及ばない、 見る にも 及ばない、 天 を 仰ぎ 直立して 

へ乂ク や，^ f-^.^、 過去 は 過去 をして 葬らし め、 常に 未来に 在て 生くべき である、 人 は 社會の 一 分子で 

はない、 神の 子で ある、 故に 父の 庭園に 遊ぶ が 如くに 自由に 働ら くべき 者で ある、 年が 去ても 去ら ざ 

るが 如く、 友が 逝ても 逝かざる が 如く、 萬 一せ 界が 失せても 失せざる が 如く、 
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我 生 くれば 汝等も 亦 生く 

との キリストの 言葉 を 深く 信じ、 生 ある を 知て 死 ある を 知らす、 永遠 ある を 知て 時 ある を 知らす、 無 

邊 ある を 知て 所 ある を 如ら す、 不死 不滅、 永久の 實在 者なる 神の 子と して、 無限 的 擴張を 期して 喜び 

つ 、-ば >il みつ、 生活すべき である。 (十二月) 


明治 四十 三年 二 九 一 〇 年) 

春の 到來 

待望の 福 音 

赛は 来れり、 花は唤 けり、 春 は 待て 来れり、 花は强 ひすして けり、 赛は 人の カを藉 りすして、 天 

然の 法則に 循ひ、 神の 命じ 給 ひし 期に 至りて 来れり、 

人；' 更らに 春 を 忘る k 花 も あら じ 

やすく 待ちつ、 や 日 も暮 さ， P 

我等 は 歌人の 一一 一一 II を藉 りて 斯く 吟咏 みつ、 ありし 間に 春 は 我等の 待望に 應 じて 溫 然として 天地に 臨めり。 

誠に「：^っ ことは善事なり、 すべての 善事 は 待て 來る、 舂は 待て 來る、 自由 は 待て 來る、 平和 は 待て 


來る、 天 國も亦 待て 來る、 期 到れば すべての 惡事は 去て， 之に 代りて すべての 善事 は來 る、 故に 善事 

を爲 さんと する に 方て、 我等 は必 しも 自 から 進んで 强 ひて 之 を 爲すを 要せす、 靜 かに 待て 之 を 爲すを 

得べ し、 活ける 神の 治め 給ふ此 宇宙に 在て、 待望 は 休止に あらす、 誠に 詩人 ミルトンの 云へ りしが 如 

く 待つ 者 も 亦 勤む る 者な り。 

其 然る 所以 は 之 を 探る に 難から す、 神 は 活ける 祌 にして 獨り自 から 働き 給へば 也、 神 は 勿論 人を以 

て 働ら き 給 ふ、 然れ ども 亦 人 を 離れて 働ら き 給 ふ、 然り、 人の 彼の 命 を 担む あれば 人に 逆ら ひて 働ら 

き 給 ふ、 彼 は 人に 依ら ざれば 事 を 爲す能 はざる が 如き 無爲 無能の 神に 非す、 彼 は 人 を 以てして、 或 ひ 

は 人 を 以てせす して 彼の 聖 3 曰を逐 行し 給 ふ、 神 は 人 を 以てせす して 天地 を 造り 給 ひ、 人 を 以てせす し 

て 其 上に 日 を 照らし 雨 を 降らし 給 ひ、 人 を 以てせす して 其 中に 萬 物 を 造り、 人 を 以てせす して 之 をし 

て 進化せ しめて 今日に 至らし め 給へ り、 而 して 人 も 亦 己に 依らす して 地上に 遣られ、 己に 依らす して 

邪 を 排し正 を 行 ひ、 己に 依らす して 今日の 進歩 あるに 至れり、 人よりに 非ず、 又 人に 由らず と は 惟り 

使徒 バウ & の 言の みに あらざる なり、 すべて 大事 を爲 せし 人 は、 其 使徒たり しと、 預言者た りしと、 

詩人たり しと、 哲學 者たり しと、 政治家た りしとの 训 なく、 凡て 廣く 人せ を 益し、 深く 人類 を 化せし 

人に して 此感を 懐かざる 者 は 未だ 曾て あらざる なり、 深く 天 然と 人生との 事 を 究めて、 人 は 何人も 祌 

の 全能に 對 する 人の 無能 を 認め すん ば あらす、 ィ H ス曰ひ 給 はく、 

我 父 は 今に 至る まで 働ら き 給 ふ、 我 も 亦 働ら くな り、 

と (約 翰 傳五章 十七 節)、 人の 活動 ありて 神の 活動 あるに あらす、 神の 活動に 伴れ て 人の 活動 あるな 

り、 人の 活動 は 神の 活動の 餘波 たるに 過ぎす、 恰 かも 陽春の 天地に 臨む ありて 窓外の 一枝の 綻 ぶが 如 
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し 0 

「我 父 は 今に 至る まで 働ら き 給 ふ」、 故に 萬 物に 進化 あるな り、 人類に 進歩 あるな り、 世に 革新 あ 

るな り、 God  is  marching,  on 神 は 日に日に 其 大囊を 進め 給 ふ、 此事 あるが 故に 期 到れば. 水 久と稱 へ 

ら れし壓 制の 羅馬 帝國は 滅びたり、 此事 あるが 故に 期 到れば 當 然と 信ぜられし 奴隸 制度 は. みたり、 

而 して 此事 あるが 故に 人類に 完全の 域に 達する の 希望 あるな り、 神に して 動き 給 は ざらん 乎、 神に し 

て 人の 如くに 他の 者の 動く を 待ち 給 はん 乎、 せ は 永久に 革 まらざる べし。  - 

期 到れば 春 来る、 期 来れば 自由 行 はる、 期 来れば 平和 遍し、 神は自 顯の祌 にして 其豫め 定め 給 ひし 

時に 方て 其聖 3ほ を 示し 給 ふ、 彼れ 光 あれと 言 ひ 給 ひし 時に 光 ありたり、 彼れ 自由 あれと 言 ひ 給 ひし 時 

に 自由 ありたり、 彼れ 平和 あれと 一一 目 ひ 給 ふ 時に、 平和 あらん、 而 して 彼は此 最後の 詔 命を發 せす して 

止み 給 はざる べし。 

然れば 我 は 待たん と 欲す、 我 は 特に 世界平和 到来の 時 を 待たん と 欲す、 諸の 國民は 騒ぎた ち、 諸の 

王 等 は 立ち かまへ、 群怕は 共に 議り、 ^侶と 牧師と は 之に 和し、 劍を 磨き、 砲 を 鑄り、 爭て大 艦 を 造 

り， 文明の 恩惠を 施す と 同時に、 無辜 を 塗炭に 苦しめつ & ある も、 我 は 我 希望 を 失 はざる べし、 我 は 

八/叫びて、 此慘禍 を 除く 能 はす， 今や 國家は 武力の 上に 立ち、 愛！： は戰 (1^ の 事と して 信ぜら る、 若し 

平和の 到來を 人に 待たん 乎、 我 は 絶^せ ざらん と 欲する も 得ざる 也。 

然れ ども 今 は 猶ほ黑 暗の 時な り、 冬の 最中な り、 溪滓 にして 芽 を 含める 時な り、 神が 未だ 其方 面に 

向て 著しく 動き 給 はざる 時な り、 故に 其聲は 今猶ほ 人の 嘲け る 所と なる、 然れ ども 神 は 終に 起き 給 ふ 

べし、 H ホ バはジ オンより 其聲を 放ち 給 ふべ し、 其 時 萬 國の民 は 震へ、 其 心 は 一時に 平和に 傾き、 平 


和は舆 論と なりて 戰爭は 恥 奪と なるべし、 共 時 誠に 豫 一 W 者 の 言 は 事實と なりて 現 はるべし * 

エホバ は 諸の 國の間 を鞫き 

多くの 民の 間 を 和らげん、 

斯くて 彼等 は その 劍を 鋤に 打ち かへ、 

その 驗を 鎌に 打ち かへん、 

國と國 と は 劍を擧 て 相 攻めす、 

また 重ねて 戰爭を 習 はじ。 

神 は：！： に = ^に 其 大纛を 進めつ.^ あり 給へば 期 到らば 惡事は 終に 悉く 除かれ、 善事 は 終に 悉く 遂げら る 

べし、 此 * が 化して キリストの 國と 成る は單に 時日の 問題な り、 春 は 期に 到りて 必す來 るが 如くに 神 

の國は 時に 到らば 必す來 るべ し、 人 は 或 ひ は 少しく 其 到来 を 早め 得べ し、 然れ ども 萬 邦 擧て之 を 妨げ 

ん とする が 如き は 到底 爲す能 はざる 事な り。 

然 らば 我等 は 信仰な き此 せの 人の 如くに 暗 黑の勢 を 見て 恐れざる べし、 我等 は 心を靜 かにして： 个和 

の 春の 到來を 待つべし、 但し 安臥して 待たざる べし、 主の 歸るを 待つ が 如くに 腰に 帶 して 待つべし、 

主の 來 るの 遲 きを 嘆かざる べし、 希 の 成就 を 期して 待つべし。 (四月) 

世々 の 磐 

若し 救 はる V は 我が 行 作 又は 我が 信仰に 由るな らん 敷、 我 は 今猶ほ 危地に 立つ 者な り、 そ は 我 は 3： 
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時 罪 を 犯し、 我が 信仰 は 何時 冷却し、 又 何時 變移 する や、 期す ベから ざれば 也、 我 は 我が 變り 易き 行 

作と 信仰の 上に 我が 永久の 希望 を 築く 能 はざる 也。 

然れ ども 我 は 聖書に 由て 我が 救扬の 我が 行 作 叉 は 信仰に 由る に 非す して、 變 りなき 神の 變 りなき 聖 

32 に 基づく を 知て、 我に 始めて 眞 個の 平安 あるな り、 其 時 我 は 我が 行 作の 不全 を 意と せす、 我が 信仰 

の 冷却 を 恐れす、 榮 へる 罪の 重荷 を脫 して 揮ら すして 神の，. 至聖 所に 人る を 得るな り (希 伯 來書十 章 十 

九 節)、 祌 若し 我が 味方たら ば 誰か 我に 敵 せんや、 我れ 我が 神が 其 無限の 愛 を 以て 我 を 像め 其 救く 扬に 

定め 給へ りと 識 りて、 我 は 世の 反對を 恐れす、 敎會の 非認を 恐れす、 我が 罪と 不信と を 恐れす、 唯 

「我 は 信す」 と 言 ひて 一 直線に 進むな り。 

キリスト は 我等の 猶ほ 罪人たり し 時に 我等の ために 死にた まへ り、 祌は 之に 由て 其 愛を彰 はし 給 

ふ (羅馬 書 五 章 八 節)、 

神より 進んで 罪人なる 我等と 和らぎ を 求め 給 ふと、 是れ 福音の 眞髓 たるな り、 

汝等視 よ、 我等 稱 へられて 神の 子た る こと を 得、 是れ 父の 我等に 賜 ふ いかばかりの 愛ぞ (約 翰 第 

一 書 三 章 一 節〕、 

祌 にして 此愛 なから ざらん 乎、 彼の 義 にして 我が 罪に 勝つ に 足る 者なら ざらん 乎、 彼の！^, 意に して 我 

が 意 を 以て 動かし 得る 者な らん 乎、 我が 救 はる、 の 機會は 永久に 来らざる べし、 然れ ども、 神 は 無限 

の 愛に して- 其 愛 は 單に赦 す 消極の 愛に 非す して、 惠み 且つ 義 とする 積極の 愛なる が 故に、 我が 救 は 

る』 の 希望 は 確 實に存 するな り。 

の 救 はる k は 行 作に. E るに 非す 信仰に 由るな り、 信じ 難き 神の 絶大の 愛 を 信す るに 由るな り、 祌 


が 義人 を 救 ひ 袷 ふと は 何人も 信す るに 難しと せざる 所な り、 然れ ども 彼れ が自 から 進んで 罪人と 和ら 

ぎ、 其 罪 を 除き、 之 を 彼の 子と 爲し 給へ りと 聞きて、 我等 は 其 愛の 人の すべて 思 ふ 所に 過ぎて 信す る 

に 最も 難き を覺 ゆるな り、 誠に 信じ 難き は 水 を 酒と 化し、 死者 を 甦らす る 物理的の. 奇蹟に 非す、 罪人 

の 罪 を 除き、 之 を 罪と して 認め 給 はす、 之に 代へ て 聖き心 を 與へ給 ふとの 愛の 奇踪 …… 信じ 難き は 誠 

に此 奇蹟な り、 而 かも 神の愛と は斯 かる 愛な り、 而 して 此愛を 信じて 我等 は 救 はる，^ なり、 幅 昔は此 

愛を傳 ふる 者な り、 信者 は 此愛を 信す る 者な り、 我が 平安 は兹に 在るな り、 我が 安全 は 兹に存 するな 

り、 我 は 世が 評して 以て 厚かましと 稱す るまでに 神の愛 を 信じて 神の 子た るの 資格 を 我に 獲得 せんと 

する 也。 

然 らば 我れ 何 を か 恐れん、 外なる 他人の 非難 も內 なる 良心の 詰責 も 以て 我 を キリス 卜に 在る 神の愛 

より 絶ら する こと 能 はざる なり、 我に 我が 頼るべき，々 の 磐 あり、 ィ H ス キリスト 是れ なり、 彼 は 神 

の 愛の 表顯 にして、 人 以上、 我れ 以上、 法律 以上、 然り 我が 信仰 以上の 者な り、 我れ 彼れ に賴 りて 愧 

羞を 取る ことなし、 彼 を 信じて 今 も 後 も 恐れざる 也。 

愛に 恐怖 ある ことなし、 全き 愛 は 恐怖 を 除く  (約 翰 第一 書 ral 章 一 八 節 )o  (四月) 

信者 不信者 

信者と は 誰で あるか、 不信者と は 誰で ある 乎。 

信者と は 水の 洗禮を 受け、 敎會に 入り、 其の 會員 となり、 我 は 基督 信者な りと 稱 して 己 を 世に 吹聽 
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する 者で ある 乎、 而 して 不信者と は 敎師の 勸誘を 斥け、 洗禮を 担み、 敎會に 人る を肯ぜ ざる 者で ある 

乎。 

否な、 否な、 然ら ざる 也。 

然 らば 信者と は 誰で、 不信者と は 誰で ある 乎。 

O0OOOOOOOOOOOOOOOO  O0O00OOO  0OO00OOOOOOOOO 

然り、 言 者と は キリストの 心 を 以て 心と なす 者、 不信者と は キリストの、.， P を 以て 心と なさ る 者で 

0  0 

ある。 

キリス 卜の 心と は 何んで ある 乎。 

パゥ U の 曰へ るが 如し、 卽ち 

汝等 各自 己が 事の み を 顧みす、 亦 他の 事 を も 顧みよ、 汝等 キリストに ありし 此心を 以て 又汝 等の 

心と すべし。 

と (腓立 比 書 二 章 四、 五節)、 此 心の 有る 者が 信者であって、 此 心の 無い 者が 不信者で ある。 

己が 事の み を 顧み、 他人の 迷惑 を 想 はす、 共の 苦痛 を 察せす、 權 利の 有る 丈け を 主張し、 要求し 得 

らる& 丈け を 要求し、 而 して 他人の 義務と あれば 少しも 之 を 己に 負 はんとせ す、 他人の 勞 苦と あれば 

少しも 之 を 己に 頒 たんと せざる 者、 是 れが眞 個の 不信者で ある、 斯 かる 不信者 は敎會 の內に 有る、 叉 

其 外に ある、 基督 信者の 中に 有る、 叉 其 外に ある、 此せは 誠に 不信者の 世で ある、 冷酷、 無慈悲 は 其 

常 である。 

然し 信者 は 之に 異なる、 彼等 は 巳が 事の み を 顧みす、 亦 他人の 事 を も 顧みる、 彼等 は 相互の 勞を任 

ひ、 斯 くして キリストの 雜法を 全うせん とする (加 拉太書 六 章 二 節)、 彼等 は 彼等に 屬 する 權 利の す 


ベて を 要求し ない- 彼等 は 多くの 事に 於て 他人の 僕た るを肯 する、 彼等 は 他の ために 自ら 進んで 身 を 

不利益の 位地に 置く、 彼等 は キリストに 傚 ひ、 己れ は 十字架に 釘 けらる & も. 他に 生命 を頒 たんと す 

る、 信者と は是れ である、 不信者と は是れ である、 我等 は 名に 於て は 不信者た る も實に 於て は 信者た 

るべき である。 (四月，) 

奮 鬪の 必要 

我等 キリストの 福 昔 を 以て 此 せに 立つ 以上 は、 戰鬪は 全然 之 を 避けん と 欲する も 得ない、 我等 は 勿 

論 他 を 苦しめん ために 鬪 はない、 又 我が 怨恨 を霽 さんため に鬪 はない、 又 我が 領土 を擴 めんた めに 闘 

はない、 叉 戰鬪の 奮激 を 好んで 其爲 めに 戰 はない、 然れ ども 我が 裡 にある 光 をして 世に 輝かし めんと 

欲して 我等 は 世と 戰は ざらん と 欲する も 得ない、 我等 は 勿論 何よりも 靜肅を 愛する、 若し 我が 好 愛 を 

雷 はんに は 我等 は 勿論 終生 聖書と 天然と を 友と して、 讚美と 詩歌の 生涯 を 達り たく 欲 ふ 者で ある、 然 

れ ども、 是れ 自身 十字架 を 負 ひて 我等 を 罪より 救出し 給 ひし 所の 主が 我等に 免し 給 はざる 所で ある、 

我等 は 己が 救 を 全うせん とする 點 より 見ても 惡 魔と 激闘 せざるを得ない、 而 して 其 惡魔は 單に裡 なる 

靈の惡 魔で はない、 外なる 肉の 惡魔 である、 佞人で ある、 奸物 である、 酒で ある、 賄賂で ある、 淫 IS 

である、 淺忍 である、 我等 は 時には 彼等の 怒れる 顏を 恐れす して 「主 は汝を 憎み 給 ふ」 と 言 ひて 彼等 

を 詰責し なければ ならない、 斯く 一一 一一  11 ふに 多くの 勇氣を 要する、 然れ ども 言 はざる を 得ない * 之 を 首 ひ 

得すして 我等 は 主の 忠實 なる 僕で はない。 
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今や 罪惡は 何れの 處 にも 跌扈 する、 村に も 町に も 郡に も 市に も國 にも、 到る 所に 醜 惡の罪 惡は橫 行 

する、 而 して 之 を 不問に 附 して 其 改まるべき 時 は 永久に 來ら ない、 主 は 或 時 何人 か を 以てして 之を資 

め 給 ふに 定 つて 居る、 我等 は 勿論 言 ふべき の 時機の 到來を 待つ、 然れ ども 其 時機た る や 我等が 何の 苦 

痛 を も 感ぜす して 罪惡の 除か る ベ き 時機で な い 事 を 我等 は 能く 心に 留めて 置かなければ ならない 、 斯 

かる 無痛の 時機 は 永久に 待つ とも 決して 來ら ない、 罪 惡の刈 除 は 必然的に 苦痛の 業で ある， 我等 は 無 

痛の 時機の 到來を 待つ と稱 して、 目前に 熟しつ k ある 時機 を 逸して はならない。 

血 を 流す ことなくして 罪の 赦免 ある ことなし (希 怕來書 九 章卄ニ 節)、 苦痛と 奮鬪 なくして 罪惡と 

暗黑 との 除かる & ことなし、 我等 は 身に 多くの 痛 傷 を 負 ふこと なくして 祌 にも 同胞に も. 水久的 善^ を 

爲す事 は 出来ない、 而 して 幸福なる 人と は澤 山に 此痛傷 を 負 は せらる k 人で ある、 之れ に反して 臆す 

る 者 は 火と 硫礦の 燃 ゆる 池に て 其 報を受 くべ しとの 事で ある (默 示錄卄 一 章 八 節)。 

故に 我等の 祈禱は 左の 如くに あるべき である、 卽ち 

主よ、 我等に 汝の命 を 待 む 所の 從 順の 心 を與へ 給へ、 其れと 同時に 危 險を敢 てす る 勇敢の 心 を 

與へ 給へ、 我等が 平和と 靜肅と を 愛する 其 心が 人の 面 を 恐る & 怯懦と 成り 了らざる やう 我等 を 助 

け 給へ、 我等が キリストの 戰士 として 一 生 を 終らん とする 其 覺悟を 我等に 與へ 給へ、 ァ ー メン。 

「我に 来れよ」 


我に 来れよ、 すべて 勞 する 者 又 重荷 を 負 ふ 者よ、 我れ 汝等を 息ません、 汝等 己れ に 我が 觀を 取れ 

よ、 而 して 我に 學 ベよ、 我 は 柔和に して 心に 謙遜る 者な り、 然 らば 汝等 休息 を 獲べ し、 そ は 我が 

軛は 易く 我が 荷は輕 ければ なり。 馬 太傳十 一 章廿 八— 三十 節、 自譯。 

「我に 来れよ」 人に 往く 勿れ、 パリ サイの 人と 學 者に 柱く 勿れ、 敎會 と祌學 者に 柱く 勿れ、 我れ 

に來れ よと 主ィ ェ スは曰 ひ 給 ふ。 

「すべて 勞 する 者 又 重荷 を 負 ふ 者よ」 すべて 煩悶す る 者よ、 すべて 益な きことの ために 勞 して 倦 

み疲 かる k 者よ、 祌學 問題 を 以て 苦む 者よ、 敎會 問題に 心を惱 ます 者よ、 而 して 其 明白なる 解決 を 得 

ざるが 故に、 自 から 身 を 束縛の 地位に 置て、 儀式と 規則と 慣例と 信じ 難き 信仰 箇條 との 重き 荷物 を檐 

ふ 者よ。 

「我れ 汝等を 息ません」 我 は 誠に 汝等を 息ません、 我れ 神の 子ィ H スは 敎會、 神學 者と 異なり、 

休息 を 約束して 之を與 へざる 者に あらす、 我れ に來れ よ、 我れ 必す汝 を 息ません、 汝 の短悶 をして 無 

からし めん、 汝の 重荷 を 取 除かん、 汝に汝 の 欲する 難問題の 解決 を 供 せん。 

「息ません」 憂苦に， 暇を吿 げし めん、 同時に 新なる 力 を 加 へん、 鷲の 如く 翼 を 張りて 昇らし め 

ん、 走れ ども 疲れす、 步め ども 倦 まざらし めん、 「息ません」 と 云 ふ は祌氣 を囘復 せんと 云 ふに 同 

じ、 休息の ための 休息に 非す、 活動の ための 休息な り、 煩雜 極まる 宗敎 問題と、 不快 極まる 敎會 問題 

と を 去りて、 快活 有爲の 神の 子供たら しめん。 以賽亜 書 四十 章卅 一節。 

「汝等 已れに 我軛を 取れよ」 汝等 我が 命令に 聽 けよ、 我に 服從 せよ、 我が 弟子と 成れよ。 

r 而 して 我に 學べ」 直に 我に 學 ベよ、 直に 敎訓を 我より 受けよ、 人 を 顧る 勿れ、 神學 者の 說に心 
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を勞 する 勿れ、 敎會の 命令に 耳 を 便く る を 要せす、 我に 學 ベよ， 我を汝 等の 模範と して 受けよ、 我れ 

のみ を汝 等の ォ ー ソリチ ー とせよ。 

「我等 は 柔和に して 心に 謙遞る 者な り」 我 は 威 を 以て 人に 對 せす、 和 を 以て 之に 臨む、 我 は 我が 

權能を 自己の ために 振 はす、 我 は惡に 抵抗せ す、 敵 を 愛す、 我は强 しと 雖も優 さし、 父 は 萬 物 を 我に 

予へ 給へ りと 雖も、 我 は 人の 僕と なりて 之に 仕 ふ。 

「心に 謙遜る おなり」 心より 謙遍 なる 者な り、 祌の聖 ：；！ 曰 を 行 はんと 欲する より 他に 何の 野心 を も 

懐かざる 者な り、 自己の ために 何の 要求 を も爲さ る 者な り、 神の 前に 平伏して 其 命 維れ 從 はんと 欲 

する 者な り、 「心に 於て 低き 者」 なり、 僕の 位地 を 以て 滿足 する 者な り。 

「然 れ ば 汝等心 に 安息 を 獲べ し」 如斯き 我に 學 びて 汝は休 まざらん と 欲する も 得す、 如斯き 我に 

學 びて 汝 の宗敎 問題 は 自づと 解決 せらる k なり、 先 づ道德 的に 我に 學 ベよ、 然 らば 智識 的に 明瞭なる 

を ん、 我の 如く 柔和に 我の 如く 謙遞 にして 汝は眞 に 自由の 人と なるべし、 敎會も 祌學者 も汝の 上に 

何の 重荷 を も 課する 能 はざる に 至るべし。  、  、 

「然 れば汝 等、 汝 等の 心に 安息 を iT へし」 心 (心— 臓) に 於て 謙遜れ よ、 然 らば 心 (心意) に 於て 

安息 を瘦 (發 見す〕 べし、 煩悶 は 去るべし、 難問題 は 解決 せらるべし、 腦髓は 無益の 勞働を 魔め て、 

心身 自づ から 爽快 を感 すべし、 心臓 は 鎮まるべし、 腦髓は 休むべし、 而 して 平靜 にして 效カ ある 活動 

は 始まるべし、 所謂 「內 部の 分裂」 は 去り 自己 は 一 围體 となりて、 難事に 當て 挫けざる の 勢力と なる 

べし。 

くひ？  はこ 

「そ は 我が 軛は 易く、 我が 荷は輕 ければ 也」 我 は軛を 置かざる に 非す、 然れ ども 其軛は 運ぶ に n 勿 


し、 我 は 重荷 を 課せざる にあら す、 然れ ども 其 荷は擔 ふに 輕し、 我に も 亦 我 弟子に 課する の 義務と 赍 

はと あり、 然れ ども 我に 學 びて 之 を 負へば 難しと 雖も a- し、 重し と 雖も輕 し、 義務 は 或 ひ は 世の それ 

よりも 難 かるべし、 然れ ども 我と 偕に 之 を 負 ふなれば、 之 を 易く 感 するな り、 責任 は 或 ひ はせ の それ 

よりも 重 かるべし、 然れ ども 我と 偕に 之を擔 ふなれば 之 を 輕く感 するな り、 我に 學 びて 事に 當れば 難 

事 も 易し、 重荷 も輕 し、 我 は 犬なる 義務と 重き 責任と を充 たす の 秘訣 を 知る、 而 して 汝等 我に 學 びて 

此ま 訣を汝 等の 有と なす を 得べ し。 

然 らば 主ィ H スょ、 我等 汝に 到らん と 欲す、 神學を 去り、 敎會を 去り、 人 を 去り、 制度 を 去り、 敎 

雜を 去り、 敎則を 去り、 直に 汝に 到らん と 欲す、 我等 汝に 到らん と 欲して、 直に 汝に 到らす して 長き 

間 迷へ り、 我等 は 平和 を 哲學、 宗教、 敎理、 敎會 等に 求めて、 之 を 獲る 能 はすして 勞 したり、 然れど 

もん 7 や 新たに 汝の聖 召の 聲を 聞て 玆に 直に 汝に 到るな り、 主ィ H スょ 我等 を納け 給へ、 我等 を 汝の直 

弟子と なし 給へ、 敎 會の會 員に 非す、 又敎现 の奉體 者に 非す、 使徒の 弟子に 非す、 汝の 弟子たら しめ 

給へ、 汝に 在りて 分裂な し、 汝に 在りて 懐疑な し、 谷の 百合 花に して 峯の 櫻なる 汝は 美に して 深し、 

優にして 嚴 なり、 我等 汝の 弟子 たれば 足る、 然れ ば汝の 信す るが 如く 信じ、 汝の行 ふが 如く 行 ふ、 故 

に 教義の 要な し、 教則の 用な し、 汝と 階に 在りて 我 は 自由にして 準を踰 へす、 誠に 汝は 人の 理想な り， 

我れ 汝に 到りて 我が 辛勞は 悉く 止み、 兹に 我が 生涯に 新紀元の 問 かる- -を感 するな り。 (六 刀) 
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靈 肉の 充足 

肉に 於て 不足す る 時に 靈に 於て 充足す る、 肉に 於て 充足す る 時に 靈に 於て 不足す る、 恩惠 ある 神 は 

靈肉兩 つながらに 於て 同時に 不足せ しめ 給 はない、 叉 智慧に 富み 給 ふ 彼 は 一 ー者兩 つながらに 於て 同時 

に 充足せ しめ 給 はない、 而 して 靈肉 孰れの 充足 を 求む る やと 問 ふなら ば 信者 は 無理に も 答 ふるで あら 

う、 靈の 充足 を 求む と、 誠に 靈は 肉よりも 貴く ある、 我等 何人も 肉の 生命 を 賭しても 靈の 繁榮を 計る 

べきで ある U 

然れ ども 肉の 充足 も 亦 時には 求 はざる を 得ない、 我等に 日用の パ ンを與 へ 給へ と は 主の 祈禱の 一 節 

である、 肉 は靈に 比して は 卑しく あるが、 然し 靈の 器と して は贵く ある、 靈が 肉の 窮乏の ために 飢ゅ 

る 場合が ある、 肉の 事 は 全く 靈に關 係の ない 事で はない、 惡 魔が 靈を誘 ふ 時 は 肉 を 以てして 靈を 以て 

しない、 故に 我等 は必 しも 伎に 靈に 於て 充足 せんがた めに 肉の 窮乏 を 祈らない、 聖 なる 貧と 結婚した 

りしと 云 ひし 聖フラ ン シ スの 宣言 は 情に 適 ひ 理に合 ふたる 者で はない、 「我等 を 試 誘に 遇 はせ す惡ょ 

り 救 ひ 出し 給へ」 との 主の 祈禱が 神. の聖 3 曰に 適 ひたる 者で ある。 

若し 聖旨に 適 は^ 時には 肉に 於ても 足る こと あらしめ 給へ と は 我等が 祈て 差閊 ない ことで あると 忍 

ふ、 而 して 恩惠 ある 神 は 時には 此祈禱 に 應へ給 ふので ある、 彼 は 時には 我等の 緊縮 を綏 め、 身に 充足 

の 春 を 感ぜし めて、 口に 感謝 を囀づ るの 機 會を與 へ 給 ふので ある、 貧 は 其 度 を 過 ぐれば 靈 をして 峻酷 

ならしむ るの 危險が ある、 而 して 我等の 弱き を 知り 給 ふ ；大 の 父 は 時には 充足の 春風 を 送りて 嚴 しき 靈 


を 和らげ 給 ふので ある。 

然れ ども 言 ふまで もな く 肉の 充足の 危 險は遙 かに 靈の 充足の 危險に 勝 さる、 永久の 春 は 靈肉兩 つな 

がら を ならしむ、 塞きに 失する は暖 きに 失する よりも 健全で ある、 貧に 失する は 富に 失する より 

も 安全で ある、 唯 願く は 我等の 靈 の峻嚴 に陷ら ざらん こと を、 充足 は靈 魂の 安全瓣で ある、 靈が衷 に 

在りて 充足 を 以て 破裂 せんこと を懼 るるが 故に、 我等 は 時には 肉の 充足 を 賜 はりて、 其 放散 を 計らん 

とする ので ある。 (八月〕  . 

落第生 を 慰む るの 辭 

余 は 君が 叉 々 人 學試驗 に 落第した りと 聞き 君に 對し 深き 同情に 堪えない、 余 は 君が 又々 勇氣を 鼓し、 

更らに 再び 試みら れんこと を 望む。 

然れ ども 余の 兹に 一 言の 君に 吿ぐ べきが ある、 其れ は 君が 入 學試驗 の 失 耽 を 以て 人生の 失敗と 見做 

さに らんこと である • 學校は 成功に 達する の 唯一 の途 ではない、 人生 は廣く ある、 成功に 達する の途 

は 多く ある、 世に は 學校を 通らす して 人生の 成功 を 遂げた 人が 澤山 にある、 然る を 此事を 忘れて、 學 

校 を 通らす して は 有爲の 人と 成る 能 はすと 想 ひ、 入學 試験に 落第せ しが 故に 人生に 於て 落第せ しが 如 

くに 思 ふ、 誤謬 之より 大 なる はない、 學校は 勿論 成功に 達する の 一 の途 であるに 相違ない、 余 は 勿論 

乘， f 校 を 輕く視 ない、 余 自身が 學校 出の 人で ある、 乍然、 人の 大多数の 學校を 通過した ことの 無い 者で 

ある を 知て、 我等 は學校 敎育必 しも 人生に 必要なら すとの こと を 知る ので ある、 偉人 リン コ ルンが 言 
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ふたことが ある、 

神 は 最も 多く 平凡の 人 を 愛し 給 ふ、 然ら ざれば 彼は斯 くも 多く 平凡の 人 を 造り 給 は ざり しならん、 

と、 誠に 平凡の 人た る は 決して 小なる 事で ない、 是は 億兆と 運命 を 共に する ことであって、 循て叉 神 

の 特殊の 恩 惠を味 ふこと である、 然る を 此事を 忘れて、 唯 單らに 非凡の 人た らんと 欲し、 いやが 上に 

も 智者と なり、 才子と ならん と 欲し、. 競爭又 競爭、 せ界 第一 の 人と ならん と 欲する が 故に 我等 は 無 

に 心を勞 する の である。 

見 給へ、 今の所 謂る 學士 又は 博士なる 者 を、 彼等 は 果して 羨むべき 者なる 乎、 余の 見る 所 を 以てす 

れば 彼等 は 高等の 奴隸 たるに 過ぎない、 彼等 は 高等 敎育を 受けし が 故に 獨り 立つ ことの 出来ない 人と 

なった、 彼等 は 政府 か 叉 は 敎會か 义は會 社 か 富豪に 賴ら ざれば 單 獨で此 せに 立つ ことが 出来ない、 彼 

等の 學問は 彼等 を 縛る 强き繩 である、 彼等 は 之れ あるが 故に、 信す る 事 を も 語る 能 はす、 E 心 ふこと を 

も 爲す能 はす、 默し 忍びて 其 地位 を 保つ ので ある、 余の 見し 所の 人の 中で 最も 憐 むべき 人は是 等の 人 

士 である、 其^ 位 こそ 立派で あれ、 其 心根の 憐れ さよ、 余 は 思 ふ 若し 學 問が 余 を 縛る の繩 となり、 學 

位が 余の 自由 を 奪 ふの 敵と なるならば、 余 は 直に 之 を 研て 菜ん と、 然るに 之 を 無上の 善と 見做し、 之 

を瘦 ざれば 人生の 冠：： 免 を 失 ひしが 如くに 思 ふ、 世に 迷信 は 多し と雖 も、 學問 過信の 迷信の 如くに 憐む 

べき 者 は 無い と 思 ふ。 

誠に 若し 人生の 最善 は 自由と 獨 立と であると ならば (而 して 余は爾 か！ する 者の 一 人で ある)、 か 

の 街， に 行商す る 商人 は 眼鏡 の 下より 學现を 切. 賣す る 博士 先生 に 勝 さるの 人で ある、 彼等 行商 は 自己 の 

經に頓 る を 知て 他人の 脛 を 齧る を 知らない、 彼等 は 地位 を 探す の 必要 を 認めない、 彼等 は獨り 立て 獨 


り 化く、 詩人 ヲル ヅヲ ス の 歌 ひし 水 蛭 取 者の 如き 者であって 返て 文士 をして 慙 死せ しむる に 足る 者で 

ある。 

此の 老赛 せる 人に 斯 かる 決心の ある を 見て、 

我 は 自已を 嘲笑せ ざる を 得 ざり き、 

祌 よと、 我 は 言 ひし、 願く は 我 を援け 且つ 支え 給へ、 

我 は 常に 寂しき BE 澤に 於て 見し 水 娃取者 を 思 はん。 

是れ 詩人が 憂悶の 時に 際し、 沼地に 水 蛭 を 採集して 自立 自活せ る 老人 を 見て、 自己の 意氣 地な さを慙 

て發 せし 有名なる 言で ある、 多くの場合に 於て 水 蛭 を 集る 者 は 詩 を 作る 者よりも 幸 幅に して 尊敬す ベ 

きん 物で ある。 

世界 は廣く ある、 日本の みが 世界で はない、 若し 日本に 於て 失敗せば 更らに 運命 を 世界に 於て 試む 

べきで ある、 ブラジルの 平野 は^を 待ちつ、 ある、 メキシコの 高原 は 君を迎 へつ k ある、 何ぞ 文筆 を 

以ての み 世に立 たんと 欲して 苦悶す る や、 何 ぞ犁を 試みざる、 何 ぞ馬鈴 薯王叉 は 玉蜀黍 王た るの 野心 

を 起さ る、 六 大洲は 手 を 擴げて 君を迎 ふるに、 君 は 何故に 雜杏を 極む る學 校の 關！： を 通過 せんとし 

て 腐心す る や、 余 は 君に 勸む、 小さき 腦裡に 宇宙 を 映さん とする 君の 欲望 を 去て、 廣 きせ 界に 新帝國 

を 建？ 。せんとす る 勇敢なる 企 圇 に 出よ と。 

知識 は 勢力な りと 云 ふ、 誠に 然り、 然れ ども 男氣 と誠赏 とは更 らに大 なる 勢力で ある、 不信の 世 は 

未だ 誠實の 勢力 を 知らない、 誠實を 以て 臨んで せ界 孰れの 國か君 を 排斥す る 者 あらん や、 君 は 米 人の 
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日 人 排斥 を 憂 ふる を 要せす、 余の 知る 所に 依れば、 神 を 畏れ 人 を 敬 ふ 日本人に して 未だ 曾て 米 人の 排 
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斥に 遭 ひし 者な し、 我等 武威 を 以てせす、 謙 遞と誠 實とを 以て 臨んで せ 界萬國 は 悉く 我國 である、 我 

若し 智識 を 於て 競争に 勝つ 能 はすん ば、 紳士的 行爲を 以て 勝つ を 得べ し、 君 は 屡々 學 校の 試驗を 以て 

落第せ り、 然 らば 今人 道の 試驗を 試みよ、 政府に 依らん とせす 敎 會に賴 らんと せす して、 人生 は 思 ひ 

しょり 易し、 獨 立の 生涯に 入る の 門 は 依賴の 生涯に 入る の それの 如くに 狹 からす。 (九月〕 

聖ョ ハ ネの觀 たる 神 

「傳」 は 約^ 傳， 「書」 は 約 翰 第一 書な り。 

神は靈 である (傅 四の 廿 四)、 故に 人の 眼に は 見えざる 者で ある (同一 の 十八)、 循て此 所す 所と 

所 を 定めて 在す 者で ない、 彼 は 特に エルサレム に 在さない、 叉サ マリヤ の 山に 在さない (同 ral の卄 

一)、 彼は义 人の 手 を もて 造りた る 宮殿 ゃ會 堂に 在さない、 祌は靈 であれば、 彼 は 普く 宇宙に 遍在す 

る 者で ある。 

神は靈 である、 同時に 又 光で ある (書 一 の 五)、 靈 にして 光る 者で ある、 彼 は 己に 足りて 獨り靜 か 

に _ ^在す る靈 でない、 進んで せ を 照らす 光で ある (傅 一 の 九)、 せ を 化して 己の 如く 爲 さんと する 者 

である、 己 をせ に 示す 者で ある、 默 示の 祌 である。 

神 は 光で ある、 然れ ども 單に 輝く 光で はない、 彼 は 「乾燥せ る 光」 ではない、 彼 は 叉 生命で ある 

(傅 五の 廿 六)、 光る 生命で ある、 彼 は 物理 學 的の 光で ない、 生理 學 的の 光で ある、 世に 類な き 光で 

ある、 故に 彼を稱 して 「生命の 光」 とい ふ (傳 八の 十二 ：}。 


神 は 生命で ある、 然れ ども 單に 生く る 生命で はない、 彼 は 愛で ある (書 四の 八)、 自己 を 他に 與へ 

んと 欲する 者で ある、 彼 は 犠牲の 祌 である、 生命 を 己に 有して 惜氣 なく 之 を 他に 與へ給 ふ：^ である 

(書 M の 九)。 

在 さ る 所な き 神、 暗 を 照らし 給 ふ祌、 活ける 神、 愛の神、 是れ が聖ョ ハ ネの觀 たる 神で ある、 高 

いかな 此祌、 深い かな 此神、 而 して 萬 事 萬 物に まさりて 貴い かな 此祌！ (十 刀〕 

余輩 の傳道 方針 

みづ 

余輩 は 自ら 進んで 人に 余輩の 信仰 を勸 めない、 余輩 は 人が 自 から 進んで 余輩に 到る を 待つ、 余 は 

又 余輩に 到る すべての 人を納 けない、 余輩 は 先 づ其人 等に キリスト を 信す るの 困難 を說 く、 殊に 余輩 

を 慕 ふて 来る 者 あれば、 余輩 は 彼等に 先づ 余輩の 敵に 就て 委しく 余聚に 就て 穿鑿 せんこと を勸 む、 余 

輩 は眞實 に靈の 要求に 强 ひられて 來る 者に あら ざれば 之に 余輩の 信仰 を 語らん と爲 ない。 

余 は 人が 如何 ほど 手段 を盡 しても 人、 一人 を クリスチャンと 爲す こと 能 はすと 信す、 余輩 は 又 神 

が自 から 招き 給 ひし 者 は 如何なる 障碍に 遇 ふ も必す キリストに 來 りて 永久に 彼 を 離れざる を 信す、 余 

輩 は 祌の靈 は 人の 手段に 優 さりて 遙 かに 有 效 なる を 信す、 故に 常に 祈りて 祌の 聖業 に 幾分な り と携は 

らんこと を 願 ふと 雖も、 手段 方法 を盡 してせ に 敎勢を 張らん としない。 (十月〕 
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淸秋獨 語 

〇 余の 事業の 成りし 時に 余 は 旣に老 ひたので ある、 余に 猶ほ 未だ 成らざる の 事業の 多く：：； h する 時に 余 

は 未だ 老 ひない の である、 永久の靑年の身と心とを保たんと欲せば永久に成らざるの；5^-業に從^すべ 

きで ある、 天 國を此 世に 臨た さんと する 事業に 從 事して 余 は 終. 老 ひんと する も 得ない。 

〇 余に 敵の 絕 えし 時に 余 は 旣に衰 へたので ある、 余に 今 猶ほ余 を 請り 憎み 嫌 ふ 者 多き を 見て 余 は 未だ 

,裴 へざる を 知る ので ある、 萬 人が 余の 賞 讚 家と なりし 時に 余 は旣に 死した ので ある、 余 は 終極まで 余 

を 蛇蜗視 する 多くの 敵 を 有した く 欲 ふ。 

〇 余 は 外よりの 獎勵を 要求し ない、 中よりの 光明 を 欲望す る、 余 は 外より は 寧ろ 反對と 妨害と 排斥と 

を 要求す る、 而 して 巾よりの 慰藉と 援助と 嘉納と を 欲 す る、 余はせに4^して は 常に 戰鬪的 態度 に 立 

たんと 欲する 者で ある、 余の 靈 魂の 健康 を 維持す る 上に 於て 此 態度 は 最も 必要で ある、 ， 余に 危險 なる 

ことにして 此 世の 歡 迎と稱 讚の 如き はない、 余の 救 主 を 十字架に 釘け し此 せより は 余 は 何 處迄も 憎ま 

- れんと 欲する 者で ある。 

〇 余 は 自身に 就て 一 の大 なる 不審が ある、 それ はせ の 批評家が 今尙ほ 余に 就て 彼れ 是れ 批評 を 試む る 

ことで ある、 余 は 今やせ と： E の干與 なき 者で ある、 過去 六 年間 佘は畲 て 一 囘も國 事に 就て 論ぜし こと 

なく. 曾て 一 囘も公 壇の 上に 立ちし ことなく、 曾て 一 同 も 余の 事業 を 新聞紙に 廣吿 した ことがない、 

余 は 今 は 世人の 眼より 見て 純然たる 隱遁者 で ある、 政 治 家 ゃ社會 改良 家 の 立場より 見て 死た ると 同然 


の 者で ある、 然るに 余に 關 する 世人の 批評の 絕 えざる の を 見て 余 は不， まに 堪 へない ので ある、 彼等 は 

何故に 余 を 放任して 置かない ので ある 乎、 余 は 彼等の 領分 を蠶貪 せんと 爲 ない、 余 は 彼等の 雜 惡を責 

めない、 余 は 彼等より 何物 を も 要求せ す、 又 彼等に 何物 を も給與 せんとし ない、 余 は 彼等と は 全く 活 

動 の 宇宙 を 異にする 者で ある。 

余 をして 獨り あらしめ よ、 余 は汝と 何の 關係 あるな し 

と は 余が 彼等に 曰 はんと 欲する 所で ある、 彼等 は 何故に 彼等の 一人が て 余に 書 送して 曰 ひしが 如く、 

汝は 路傍の 草木に も 劣る 者な り、 故に 余の 唾液 一 滴 を すら 値せざる 者な り、 

と 口 ひて 余 を 忘却の 裸に 葬らざる。 

〇 此 事に 關し余 は 近頃 哥林多 後書 六 章 九 節 を 讀んで 大に感 する 所があった、 

人に 知られ ざるに 似 たれ ども 人に 知られ、 死にた る 者に 似 たれ ども 生ける 者、 

と、 余は微 さきながら。 ハウ B の 此實驗 を 余の ものと 爲す 事が 出来て 神に 感謝す る、 余 は 己 を 世に 紹介 

しない、 然るに 世 は 余 を 忘れない、 何故に 忘れない ので ある 乎、 余の ために 忘れない ので. H ない、 へが 
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力 e に 力 世 力 W て 苦痛 を感 する こと を唱 へ るからで ある、 余の 福 昔が 余 を 際立る 者と なすので ある、 

「路傍の 草木に も 劣る」 余と 雖も 余の 唱 ふる 福音の ために 山の 上に 建てられ たる 城と なりて 世の 注目 

を惹 くの である、 せが 余 を 忘れな いのは 余が 福音の 其體の 中に 在りて 刺と して 感ぜら， しるから であら 

ふ、 世 は 自身の 疼痛の ために 余 を 忘れない ので あら ふ。 

〇 若し 雨うならば 止む を 得ない、 余 は 余の 幅 昔 を棄る こと は 出来ない、 余 はせ 人の 批評 を 恐れて 余の 

信仰 を變へ る こと は 出来ない、 余 は 自身 を 辯 護し ない、 然れ ども 余の 幅 昔 は 之を唱 へざる を 等な、.、 
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而 して 若し 余の 唱 ふる 福音が 世を赛 判く が 故に、 せ は 其 批評 を 以て 余に 對 するならば、 余 は i= んじて 

之を受 くるまで ある、 是れ 余に 取り 一種の 犧牲 である、 而 かも 貴むべき 譽 ある 犠牲で ある。 

〇 基督 敎に 就て 聞き、 基督 敎に 就て 讀む 時に 基督 敎に 就て 多くの 疑が 起て 來る、 乍然、 基督 敎に 就て 

讀 ますして 聖書 其 物 を讀む 時に、 殊に 神學 者の 註解 を 添へ すして 之 を讀む 時に、 すべての 疑 は 晴れて 

しま ふ、 聖書に 光明の 饒 多が ある、 之に 接して 闇黑は 消え失せざる を 得ない、 疑 を 以て 疑 をぎ 逐るこ 

と は 出来ない、 確信 を 以ての み 疑 を 消す ことが 屮： 來る、 聖書の 確信に 觸れ てす ベての 懐疑 は粉碎 せら 

れ ざる を 得ない。 

〇 すべての 問題 は 終に £.疋 れに歸 着す るので ある、 卽ち キリスト 一人と 人類 全體と 孰れが 大 なる 耶と、 

此 問題の 解決に 由て すべての 問題 は 定まる ので ある、 若し キリスト も 亦 一人の 人で 有て、 彼の 眞價は 

人類 多數の 輿論に 依って 定まる 者であるなら ば、 余 も 亦 輿論に 與 みして、 キリスト を 裁判くべき であ 

る、 乍然、 若し 聖書が 敎 ふるが 如く、 キリスト は 世に 裁 刺 かる、 者に 非す して、 世 は キリストに， E て 

裁判 かる、 者であるなら ば、 余 は キリストに 與 みすれば、 それで 事 は 足りる ので ある、 せに は 全然 反 

いても 可い、 キリスト にさへ 從 へば 足る、 キリスト 一人と 共に 起つ は 全せ 界 と共に 立つ よりも 强くぁ 

る、 社會 も、 敎會 も、 批評家 も 少しも 恐る k に 足りない、 キリスト と共に 在りて 余 は 全せ 界 よりも 强 

い 者で ある、 彼 は 曰 ひ 給 ふた 

懼る、 勿れ、 我れ 旣 にせに 勝てり 

し tr か 

と、 彼 は旣に 全世界 を 彼の 足の 下に 置き 給 ふた、 故に 彼に 服 ふて 余 はせ のす ベての 者に 勝ち得て 餘り 

ありで ある、 余 は 彼 を 友と して 全せ 界を 敵と して 立つべき である。 (十 一 ガ) 


クリスマスの 意 義 

祌は 始めに 天地と 其 中に 在る 萬 物 を 造りて 彼の 大 能と 大智と を 現 はし 給 ふた、 彼 は 次ぎに 人類 を 造 

り 之に 良心 を 與へ給 ひ、 叉モ ー セ、 孔子、 ソクラテスの 如き 人 を 遣り 給 ひて 道德の 律法 を 定め、 以て 

彼 は 正義の 神で あり、 すべての 事に 優りて 正義 を 愛し 給 ふこと を 示し 給 ふた、 如斯 くにして 神 は 己れ 

の大 能と 大智と 正義と を 示し 給 ひしと 雖も 彼に は 未だ 是 等の ものに まさりて 猶ほ善 且つ 美なる ものが 

あった、 而 かして 彼 は 終に 之 をし も 亦 示さす して は 止み 給はなかった、 其れ は卽ち 彼の 愛で ある、 慈 

悲 である、 憐憨 である、 而 かして 彼 は 終に キリスト を 以て 彼の 最善 最美、 最高 最 深の 特性 を 天地と 人 

類と に 示し 給 ふたので ある、 神の 特性 は 愛で あると は 人類 は キリ ストに 由り て 始めて 聞いた 事で ある 

神が 全智で あり、 全能で ある こと は 宇宙 を 探り、 萬 物を究 むれば 解る、 叉 祌の義 で.^ る こと は、 聖人 

義人の 敎訓に 由て 見れば 判明る、 乍然、 神 は 愛で あると は キリストに 由ら すして は會 得らない、 而か 

して 祌に關 する 最高 智識と は 彼 は 愛で あるとの ことで ある、 此 事が 解って、 我等 は 神に 關 し、 宇帘に 

關し、 人生に 關し、 すべてが 解った ので ある。 

クリス マ スは 神が 此 最高 智識 を 人に 供し 給 ひし 其紀念 日で ある、 此 日に 於て 神 は 自己に 關 する 最大 

最後の 自顯を 爲し給 ふたので ある、 而 して 我等 も 亦 キリストに 由り て 神の愛で ある こと を 知って、 我 

等の 生涯 も 亦玆に 全く ー變 したので ある.' 玆に 於て か 苦痛 も忠難 も、 然り、 死 其 物まで が 悉く 其軏を 

失 ふに 至った ので ある。 祌は 愛で あると 知って、 人生 は淚の 谷なら すして、 歡 喜の 園と なった ので あ 
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る 0 

クリスマス、 嗚呼 樂 しき クリス マ ス、 世の 人 は 歳が 暮る とて 悲む なれ ども、 我等 は榮 光の 日の 更ら 

に 一年 近づきし を 知って 歡ぶ、 我等 は 今 は 神 を 恐れない、 彼 を 愛する、 我等が 今日 此時 神に 向て 發す 

る 言 は バウ B の それで ある、 卽ち 

その 一一 一一 口 ひつく されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す る 也 

と (哥林 多 後書 九 章 十五 節)、 實に 言ひ盡 くされぬ 祌の 賜物なる 主ィヱ ス キリストに 因りて 我等 は 神 

に 感謝す るので ある。 (十二月 ：！ 
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敎會と は 如何なる 者で ある 乎 

敎會と は 如何なる 者で ある 乎。 

余 華の 實 見せる 所に 由れば 敎會と は 大略 左の 如き 者で ある、 卽ち 

第一、 敎 會は此 せが 可とする 亊は之 を 可とし、 此 I が 否と する 事 は 之 を 否と する、 此 せが 戰 ハサ を 可 

とする 時 は 熱心に 之 を 可とし、 此 せが 平和 を 唱導す るに 至れば 我れ 劣ら じと 之 を 主唱す、 敎會は 世に 


屋從 する 者で ある、 之 を 先導す る 者で ない、 嘗て ジ ヨセフ. パ ー 力 ー が 或 人に 就て 一一 一一 t! ひしが 如く 「敎 

< ^は 牛の 尾の 如き 者で ある、 卽ち 常に 後に 在る 者で ある」 リ 

第二、 敎會は 人が 悲境に 立つ 時 は 世と 共に 彼 を 冷遇し、 彼が せに 迎 へらる &に 至れば 「彼 は 我黨の 

士 なり」 と稱 して 彼に 就て 世に 向て 誇る、 敎會 はん？' 日まで 墜々 自己が 迫害して 死に 至らし めし 者 を 力 

ノ ナイ ズ した、 卽ち I め， 人と して 祭り上げた、 敎會は 物に 對 しも 亦 人に 對 しても 世と 褒^ 毀譽を 共に す 

る、 決して の 輿論に 反して 義を唱 へない、 叉 義人 を 庇 保し ない。 

第三、 敎會は 人 を 使 ふ 者であって 人に 使 はる k 者で ない、 敎會は 自己に 利益なる 者と 見れば 何人に 

限らす 之 を 利 川す る、 學者を 利用す る、 商人 を 利用す る、 時には 無敎會 主義者 を すら 利用す る、 而し 

て 彼等 を 利用して 之に 酬 ゆるの 途を 知らない、 使徒 パ ゥ a は 人に 敎 へ て 

汝等 人に 愛の ほか 何物 を も 負 ふ 勿れ 

と！ 3 ふたが、 敎會と 其 指導者と はすべ ての 人に すべての 物 を 食 ふて 何の 苦痛 を も 感じない、 義理の 觀 

念に 缺乏 する 者に して 余輩 は 今の 基督 敎會 の.^ き 者の ある を 知らない。 (. 一 お) 

傳道は 何のた めなる 乎 

傳道は 信者 を 作る ためで はない、 叉必 しも 人 を 善道に 導く ためで ない、 勿論 社會を 改良し 國家を 救 

濟 する ためで はない、 傳 道に 由て 信者 は 出来ない、 又 福 昔に 由て 人は必 しも 善人に 成らない、 否な、 

多くの場合に 於て 其 正反對 が事實 である、 吾人 は 誠實を 以て 傳 道に 從 事して 反て 人 をより 惡 しく 爲し 
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た 場合 も 無いで はない。  .  す，、 ひ 

然 らば 傳道は 何のた めで ある 乎、 證 明の ためで ある、 神に 就き、 公義に 就き、 裁判に 就き、 救扬に 

就き 證明 する ためで ある、 而 して 此證明 は祌が 最後に 人類 を 裁判き 給 ふ 時に 必要なる ので ある、 卽ち 

备 人の 口 塞り、 世の 舉 りて 神の 前に 罪 ある 者と して 認めら れんがた めに 必要なる ものである。 (羅" は t 

書 三 章 十九 節)、 而 して 新ら しき 天と 新ら しき 地と が顯 はる k 前に 福音 は 先づ萬 民に 宣傳 へられざる 

を 得ず と キリ ス トは宣 ふた 可傳 十三 章 十 節)、 而 して 此 日の 一 日 も 早く 來れ かしと 待 §_r- むが 故 

に、 .rji;; 人は此 せに 於け る 結^の 如何に 係 はらす、 時 を 得る も 時 を 得ざる も 努めて 福音 を 官ー傳 ふので あ 

る (提摩 太 後書 四 章 一 一節)。 (三月〕 

満 五十 歳に 成り て の感 

余 は 人生に 就て 失び- 1 しない、 余は此 世に 生れて 來 たこと を悔 ひない、 余は此 世に 於て 大 なる 者と 成 

る を 得 ざり しとて 悲 まない、 余 は 人と 世と を 離れて 余の 衷に 何やら 或る 大 なる 者の 築かれつ、 ある を 

感 する、 余は此 世の 帝王よりも 大 なる 者が 余の 心に 臨みて、 「安 かれ、 我れ 汝を 愛す」 と 言 ふ 其聲を 

聞く、 余は义 朽ち 行く 此せ 以外に 朽ちざる 家の 余の ために 築かれつ、 ある を感 する、 余 は 何やら 余が 

比 世に 来りし 目的の 日に日に 達せられつ 、ある を感 する， 余の 生涯 は 其 終りに 近づく に循っ て 益々 幸 

幅と なりつ k ある、 余 は 時々 カナの 酒宴に 於け る キリストの 奇蹟に 就て 考 へる、 祌は 余の 生涯が 酣な 

る 頃に 至 り て 33 き 葡萄酒 を 余に 飮 ましめ 給 ひつ k ある、 余に 取り て も 亦す ベての 事 は 悉く 働ら きて 善 


を爲 した、 然り、 今尙ほ 善を爲 しつ、 ある。 ニー 一月) 

世渡りの 困難 

世 を 渡る は 甚だ 困難で ある- 然し 其 理由 は 甚だ 明瞭で ある、 人 は祌の 子で あるのに、 此世は 今は惡 

魔の 世で あるから である、 若し 全然 惡 魔に 服從 するならば、 それで 此せを 渡る の は 甚だ 容易になる の 

である、 然るに 惡 魔に 服從せ すして 神の 子た るに 應 はしき 生涯 を 送らん とする が 故に、 せ 渡り は 甚だ 

闲難 になる ので ある、 惡 魔はィ H スに吿 げて曰 ふた 

汝 若し 俯伏して 我を拜 せば 我れ 世界の 諸國 とその 榮 華と を 悉く 汝に與 ふべ し 

ことわざ 

と (馬 太傳 四 章 九 節)、 米國 人の 中に 諺が ある、 卽ち 

富豪と なる は 容易な り、 良心の 聲は 悉く 之 を 打消せば 足る 

と、 神に 近く なれば なるほど 世 を 渡る の は 困難になる ので ある、 而 して キリストの 如く 全く 祌と 一致 

して 人 は 何人も 彼と 同じく せに 十字架に 釘 けられざる を 得ない、 世 は 今 も 昔と 少しも 異ならない、 世 

は 神 を 嫌ら ひ 彼に 反く、 せ を 渡る の 困難 は 敵の 國を 通る の闲 難で あ ふ、 敵に 降らす して 安全に 其 中 を 

通る こと は出來 ない、 是れ 歎すべき ことで ある、 然し 避け 難い ことで ある、 而 して 我等 敵の 中に 在り 

て 毅然として 節 を 全 うす るに あら ざ れば 永生の 冕 を 獲る ことが 出来な いので ある。 (五 月) 
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地と 世 

地 は祌の 造り 給 ひし 者で ある、 其 山と 川と、 野と 澤と、 其 中に 棲む 獸と 鳥と、 其 面に 繁る 草と 木と 

え- 1  ら の  、つる  ii ふ i 

は、 凡て 祌の 造り 給 ひし 者であって 彼の 屬 である、 故に 美 はしく ある、 貴く ある、 完全で ある、 故に 

永久に 存っ 者で ある- 縦し 其 上に 棲む 罪の 人の 故 を 以て、 一時 は 洪水 を 以て 掩 はれ、 火 を 以て 微かる 

あらに  れか がへ  i こしへ の こ 

る こと あると も、 常に 改まり、 常に 若返りて 永久に 殘存る 者で ある、 故に 謂 ふ、 

世 は 去りせ は來る * 然れ ども 地 は 永久に 長存 つなり 

と (傳道 之 書 一 章 四 節)、 又 

全地 は M ホバ の榮 光に て 滿っ. 

と (詩篇 七十 ニ篇 十九 節 ：>、 地は詛 はれし と 雖も地 其 物の ために 詛 はれた ので はない、 地 は 其 上に 棲 

む 人の ために 詛 はれた ので ある (創世記 三 章 十七 節)、 故に 謂 ふ、 

つくられし i3 の せつ  の. み  二. U ち  あら 

受造 物の 切なる 望 は 神の 諸子 (人類) の顯 はれん (救 はれん) ことなり 

と (羅馬 書 八 章 十九 節)、 地 は 美く しく ある、 其 中に 盈る萬 物 は 愛すべく ある、 地 其 物が 惡 いので は 

ない、 之 を 占領す る 人が 惡 いので ある、 我等 は 人の 惡 しきの 故 を 以て 之 を 宿す 地を惡 むべき でない。 

地 は 神の 造り 給 ひし 者であって 聖 くして 貴く ある、 之 に反してせ は 人の 作りし 者であって 據 れて賤 

さから  つか は  くらき  ひかり 

しく ある、 世 は 神に 逆 ふ 者、 彼の 遣し 給 ふ 預言者 を 殺す 者、 暗 を 愛して 光に 来らざる 者で ある、 故に 

嫌 ふべき 者、 詛 ふべき 者、 倣 ふべ からざる 者で ある、 故に 謂 ふ、 


此 世に 做 ふ 勿れ 

と (羅爲 書 十二. K 二 節)、 叉 

：!^ 專世を 友と する は祌に 敵す るなる を 知らざる 乎、 世の 友と ならん こと を 欲 ふ 者 は 神の 敵な り 

と (雅各 書 gl 章 四 節)、 叉 

世 を 愛する 勿れ、 又せ に 在る 物 を 愛する 勿れ、 人 若しせ を 愛するならば 父の 愛 彼に 在るな し、 凡 

そ * に 在る 物、 卽ち 肉の 慾、 吸の 慾、 資産の 誇 は 父より 出る に 非す、 世より 屮： る もの 也、 世 は 消 

去るべし、 其 慾 も 亦 消去るべし、 然れ ども 祌の を 行 ふ 者 は 永久に^す るな り 

と (約 翰第爱 書 二 章 十五 節以ド )、 此せは 神の 敵で ある、 故に 惡魔 を稱 して r 此 せの 主」 とい ふ (約 

翰傳 十二 章卅 一節)、 而 して ィ H スは 彼に 就て 曰 ひ 給 ふた、 

彼れ 我に 與る ことなし  ， 

と (同 十四 章 三十 節〕、 卽ちィ H スと 彼れ 「此 せの 主」 と は M の干與 する 所な しとの 事で ある、 二者 

は 目的 を 異にし、 趣味 を 異にし、 生来の 性質 を 異にする、 ィ H スと此 せと は兩 立す る 能 はざる 者で あ 

る、 故に ィ H スの靈 卽ち聖 靈に對 して 惡 魔の 鎏卽ち 「此 せの 靈」 が ある (哥林 多 前書 二 章 十二 節)、 

神の 智慧に 對 して 「此 せの 智慧」 が ある (问 一草 廿 節)、 信者の 衷に 居る 者卽ち 神に 對 して 「せの^5^ 

に 居る 者」 卽ち惡 魔が ある (約 翰 第 壹書四 章 w 節)、 せ は 他の 者で はない、 惡 魔の 國 である、 彼の 支 

配 を 受け、 彼の 智慧に 賴み、 彼の 指導の 下に 動き 叉 存在す る 者で ある。 

世と は 何で ある 乎、 其 政事で ある、 其宗敎 である、 其政黨 である、 其敎會 である、 其戰 (学で ある、 

其商賣 である、 其 交際で ある、 其 慣例で ある、 是れ 皆な 惡 魔の 制定せ し 者であって、 彼の 發起 獎勵に 
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ほろぼ 

由て 維持 せらる k 者で ある、 而 して キリストの 世に 顯 はれ 給 ひし は 悪魔と 其の 事業と を滅 さんため で 

ある、 故に キリストが 明白に 世に 紹介 せらる、 所に は必す 世の 激烈なる 反對が ある、 せ は 彼の 來るを 

見る や、 曾て 力べ ナウ ム に 於て 汚れた る 鬼に 憑れ たる 人が 喊 叫びし が 如くに 必す聲 を 揚げて 曰 ふ、 

-フゝ  か 、はり  ほろ 

噫 ナザレの ィ H スょ、 我等 は汝と 何の 干與 あらん や、 汝、 來 りて 我等 を滅 さんと する 乎、 我れ 汝 

は|^|なる乎を知る、 卽ち 祌の聖 なる 者な り 

と (馬 可傳 一章 仆 節)、 世の 惡む 者に して ィ H スキ リストの 如き はない、 世 は 凡ての 哲學者 を 容れ、 

すべての 宗敎 家、 すべての 蜜 人君 子 を 許す と雖 も、 ィ H スキ リストの みは 之 を 許さない、 彼等 は必す 

彼 を營の 外に 携 出し、 其處 にて 彼 を 屠る (希 伯 来書 十三 章 十二、 十三 節)、 而 して 我等 彼と 偕に なり 

てせ の 惡憎を 我等の 身に 招か ざらん と 欲する も 得ない、 卽ち 彼が 其 弟子に 吿げ給 ひしが 如し、 

世、 若し 汝等 を惡む 時は汝 等よりも 先き に 我を惡 むと 知れ、 汝等 若しせ の ものなら ば 世 は 己の も 

の を 愛すべし、 然れ ど汝等 はせ の ものなら す 我れ 汝等 をせ より 選み たり、 之に 因りて 世汝 等を惡 

む 

と (約 翰 傳ト五 章 十八、 十九 節)、 せ、 ，、 世と、 ィヱス がー 時に 六 同まで 此詞を 繰返し 給 ひし を 見 

て、 彼が 如何 ほど 世 を 嫌 ひ 給 ひし 乎が 輕 明る。 

祌の 造り 給 ひし 地の 上に 惡 魔の 作りし せが あるので ある、 前者 は 神の 庭園であって、 後者 は 彼の 敵 

國 である、 今や 神の 敵が 彼の 園 を 侵し、 之 を 占領して 居る ので ある、 此 地の 美 はしく あると 同時に、 

なけ  い つ  じ-,.' りん まか 

此 せの 歎 か はしく ある は是れ がた めで ある、 然し 祌は 何時までも 彼の 庭園 を 彼の 敵の 蹂躪に 住して 置 

その  きに 

き 給 はない、 園の 主人 は 速 かに 臨り 給 ふ、 而 して 其 時 彼 は、 


い ii うち ほろ ぶ  と 5  み ， で さ  かし あこ 

此 等の 惡人を く討滅 し、 期に 及びて その ral^ を納 むる 他の 農夫に 葡萄園 を貸艇 (ふべ し (馬 太俾り 

一 章 ra: ト 一 節)。 

然 らば 俟 たなん 我等 は 主の 臨る を、 我等 は 敵 人の 中に 在る も、 敵地に 於て 在る ので はない、 地 は 父 

の 所有で ある、 唯、 盗賊が 今一 時 之 を 占領して 居る まで ある、 期 到れば 來 るべき 者 は 來り給 ふ、 故 

に 其 時の 到る まで は、 我等 は 父の 園に 彼の 聖ェを 究め、 彼の 聖 語に 我等の 弛める 心を勵 まし、 以て 彼 

の 臨り 給 ふを俟 つべき である。 

此 世に 道 德が 無いで はない、 然し 惡 魔の 支配す る此 世に 在て は 道德は 事を爲 すの 手段で あるに 止つ 

て 其 目的で はない、 世 は 善の ために 善を爲 さない、 惡 のために 善 を 利用す る、 我等 は 善が 或る 程度 ま 

で此 *1 に 於て 行 はる、 を 見て、 之 を 善き 世と 見て はならない、 善、 善な らんが ために は 至上の 勢力 を 

保たなければ ならない、 而 して 罪の 此 世に 在て は此 勢力 を 保つ 者 は 善で はなく して 惡 である、 祌は世 

を擧 りて 之 を 罪 ある 者と 定め 給 へ りと い ふは此 事で ある。 (六月) 

神を識 るの 途 

(或る 夜 或る 友人に 語りし 所)  . 

祌の 在る ことが 解らない と 云 ふ 者が ある、 爾ぅ云 ふ 人に、 雨う 云 ふなら ば 君に 何が 解る 乎と 問 ふて 

ると、 大抵の 場合に 於て は、 何にも 解らない と 答 ふ、 其れ は 其 害で ある、 神は實 在の 本源で ある、 
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故に 神の 在る ことが 解ら すして、 他の 者の 在る こと は 解らない， 之れ と 同時に、 自己の 在る こと、 義 

務、 道德の 神聖 を 確認す る 者に して 神の 實在を 疑 ふ 者 はない、 祌を疑 ふの 心 は 萬 物 を 疑 ふの 心で ある、 

懷 疑と は 祌に のみ 關 する 心の 狀態 ではない、 萬惠萬 物に 對 する 疑問の 態度で ある、 何事に 關 しても 

「我れ 信す」 と 言 ひ 得ない ので ある、 人 を も 信す る 能 はす、 自己 を も 信す る 能 はす、 善 は ra^ して 善な 

る 乎 を 知らす、 惡は ra^ して 惡 なる 乎 を識ら す、 道德も 疑問、 宗敎も 疑問、 萬 事 萬 物 悉く X である、 故 

に 神の 在る 乎 否 乎 も 疑問で あるので ある、 神 は Everlasting. .i.ea 永久の 是 である * 故に 確信 ある 者の 

信ぜ ざらん と 欲する も 能 はざる 者で ある。 

神の 實在を 疑 ふ 者 は 誰で ある 乎、 大抵 は學 者で ある、 書 齋に閉 籠って 宇宙の 眞理を 探らん と 欲する 

者で ある、 卽ち腦 髓の勞 働の み を 以て 宇 {由 と 人生と を解釋 せんと 努 むる 者で ある、 而 して 無論 祌は大 

抵は斯 かる 人 等に 出て 唱 へらる、 ので ある、 然し 神 は腦髓 文け では 解らない、 彼 は 生命で あるが 故に 

彼 を 解す るに 活動が 要る， ？ J かき 正しき 心と、 勤勉なる 手と 足と が 要る、 是れ なくして 彼 は 解らない、 

萬卷の 書を讀 破し、 古今の 哲學に 精通す る も、 愛な く， 勞 なく、 汗と 淚とを 流さす して 神 は 解らない- 

道樂 半分に 哲學、 科學、 文學を 攻究す る 者、 學資の 缺乏に 心 思を勞 したる 經驗 なき 者、 自己 は 常に 批 

評 家の 地位に 立ち、 他人の 所信 を 批判す るの 外に、 自身 は 何の 所信の 提 すべきな き 者、 無神論者 は大 

抵は断 かる 階級より 補充 せらる &の である、 彼等 は 誠に 有難くない 人 等で ある。 

懷疑說 の 泰斗と 云へば 誰で ある 乎、 折：： 學 者ヒュ ー ム である、 彼が 大哲學 者で ありし 事 は 疑 ひない、 

彼に 由て 提出され し 丈け の强ぃ 懐疑 說は 未だ 曾て 世に出で たこと はない、 又將來 と雖も 決して 屮 いない 

であら ふ、 彼 は實に 剃刀の 如き 刃 を 以て 有神論と 基督 敎を 解剖し、 其 弱點を 露出した ので ある、 せに 


有神論の 菊 攻不落 を 誇る 者はヒ ュ ー ム を讀 むべき である、 ヒュ— ム に 由て 毀た ない 言 B; の，， >  が 確乎 

不拔の 信仰で ある U 

タ； しヒ ュ ー ムは 如何なる 人で ある 乎、 彼 は純粹 の哲學 者で ある、 彼の 哲學 は眞 面目の 人の 一 生 i 命 

の 眞理の 探究で あると は 如何しても 認められない、 彼 は狩獵 〔y 泉が 獲物 を遂 ふの 心 を 以て 信祌 家の 一一 一-" 卬 

を 毀たん とした、 彼に 取りて は 信仰 破壞 はは 取 犬の 快樂 であった、 哲學は 彼に 取りて は 遊戯であった、 

彼 は 彼の 對 手の 論 城 を 毀ちて 哄笑 拍手した ので ある。 . 

ヒュ ー ム の 論說に 由て 「信 條的 睡眠より 醒 されし」 と 云 ふ 哲學者 力 ン トは 彼れ ヒ ュ 1 ム と は 正反對 

の學 者であった、 カントに 取りて は 哲學は 死生の 問題であった、 彼 は 之 を 以て 自己 を 救 ひ、 父祖の 宗 

敎を救 ひ、 父祖の 國を救 はんとした、 カント は 誠に 哲學界 に 於け マ かや •  ,^ぃ 一 、；^ と 

靈 魂と 永生、 是れ 菜して 在る 者で ある 乎、 又は 無い 者で ある 乎、 人間の 智識 は 果して 三者の 實 在を識 

認す るに 足る 乎と、 カント は 志士が 國に殉 する の 心 を 以て 此 問題に 當 つたので ある、 カント は哲學 W 

i 九に 從事 する 前に 旣に 熱誠の 人であった、 而 して 此人は 終に 何物 か確實 なる 者 を 提供 4J ざれば 止まな 

かった ので ある、 彼 は哲學 者で ある 前に 旣に 英雄であった、 彼が 實 在の 本源なる 神 を.， Hi ん こと は 前 

以て 豫 知せられ たる 事であった。 

誰か 神 を 知る 者ぞ、 政府の 俸給に 哲學の 講 座を擔 任す る 大學の 講師で はない、 叉 は 父兄の 供給す る 

學资に 博士 號權得 を 目的と して 專鬥 硏觀に n も 又 足らざる 大學 生で はない、 彼等 は 神を識 らんに は餘 

りに 淺薄 である、 神 は 決して 輕薄 彼等の 如き 者に 自己 を顯 はし 給 はない、 祌は 全身 全力 を盡 しての み 

識る ことが 出来る、 活ける 人生と 宇宙と に 直に 接觸 しての み 解す る ことが 出來 る、 請む のみなら す S 
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いて 知る ことが 出来る、 考 ふるのみ ならす 愛して 識る ことが 出来る、 祌は 愛で ある、 智識で はない、 

故に 愛の 活動なる 犧牲を 以てして のみ 知る ことが e: 來る、 故に 神 を 知る に 良き 地位に 在る 者 は 大學の 

敎授 ではない、 义 は大學 院の學 生で はない、 正直なる 農夫で ある、 勤勉なる 職工で ある、 智識よりも 

J の づ 

f« 行 を 重ん する 思想家で ある、 働かす して 研究 をのみ 是れ 事と する 者は自 から 懐疑 病に 摧ら ざる を 得 

ない、 懷疑は 確かに 疾病で ある、 腦の 不消化 病で ある、 祌の勞 働 園に 共 忠僕と して 働ら く 者に 懐疑 も 

なければ 無神論 もない。 (六月) 

余 は 多くの 事 を 神に 祈 求へ り、 余 は 勿論 余の 身の 事 を 祈 求へ り、 余の 家の 事 を 祈 求へ り、 余の 骨肉 

の 事 を 祈 求へ り、 余の 友人の 事 を 祈 求へ り、 余の 國の事 を 祈 求へ り、 而 して 時には 自他の 事 を 忘れて 

キリストと 彼の 福音の 事 を 祈 求へ り、 而 して 多くの 年の 間、 多くの 事 を 祈 求 ひしと 雖も、 其 中、 確か 

に 祌に聽 かれたり と 信す る は 唯 最後の 祈 求の み、 余の 身に 幸福 は來ら すして 不幸 は 来れり、 余の 家 は 

榮ぇ すして 衰 へたり、 余の 骨肉 は 多く は 余 を 離れたり、 余の 友人に してん ：- 余と 偕に ある 者 は 甚だ 掛し、 

余の 國は 益々 祌を 離れて、 其 墮落は 歳と 共 に^だし、 唯 キリストと 彼の 福 昔と は と共に 擧り、 i!^ と 

共に 顯 はれつつ あり、 余に 幸福の 來ら ざり し は 之れ が ためなりし、 余の 家の 榮ぇ ざり し は 之れ が爲め 

なりし、 < ^の 血 緣と 交友と 社交と に 失 §卞： 多 かりし も 亦 之れ が爲 めな りし、 卽ち キリス トと 彼の 幅 昔と 

が 世に 舉 らんが ためなりし、 彼は榮 ゆべ し、 我は衰 ふべ し (ョ ハネ俾 三の 三十)、 彼の 聖 名の 我に 由 


て擧 らんが ために は 我 は大に 苦しまざる ベから す、 幅 昔 盛榮の 立場より 見て 我が 失望 は 成功な りし、 

我が 祈 求の 聽 かれ ざり しに 非す、 然り、 我が 最大の 祈 求の 聽 かれしに 由り、 我がす ベての 祈 求 は聽か 

れ しなり、 主の 榮光 は顯 はれつつ あり、 我が 欲求の \lt けられし に 由て、 我が 希望の 充 たされ ざるに 由 

て、 暗黑の 世に 益々 甚だしき に 由て、 福音の 光 榮は擧 りつ-あり、 余 は 今に 至り 余の 祈 求の すべて 悉 

く 祌に聽 かれし を 感謝す。 (七月) 

神に 助けら る 、事 

祌に 助けら る k と は 眞實に 神に 助けら る -1 ことで ある。 

祌は靈 であれば 彼 は K に 吾人の 靈に 降り、 靈 的に- 7in 人 を 助け 給 ふ、 吾人に 愛 を 賜 ひ、 知 曰 慧を賜 ひ、 

うち あ K 

義を賜 ひて、 "吾人 を 衷に溫 ため、 1; らし • 淸め給 ふ、 此は 神が 吾人 を 助け 給ふ獨 特の途 であって. 物 

を 離れ、 人 を 離れて、 彼が 吾人 を 導き 給 ふ 特殊の 方法で ある。 

神 は 宇宙の 主宰で あれば、 彼 は 宇宙 萬 物 を 以て 吾人 を 助け 給 ふ、 或 ひ は 風 を 吹かし、 或は 波 を 起し、 

或 ひ は 洪水 を 下し、 或 ひ は 山 を 崩して 吾人 を 助け 給 ふ、 聖書に 曰 ふ、 

星 は 其 道 を 離れて シ セラ を攻む 

と (士師 記 五章讣 節)、 神 は 時には 人の 手を藉 すして、 天然の 力 を 以て 吾人の 敵 を 攻め、 吾人 彼に 倚 

.U の 

賴む者 を 助け 給 ふ。 

祌は 人類の 王で ある、 故に 人類 を 使役して 吾人 を 助け 給 ふ、 義人 を 起し、 架 人 を 遣 はし、 智者 を 送 
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りて、 吾人 を醒 まし、 敎へ、 導き 給 ふ、 彼 は 叉惡人 をして 互に 相爭 はしめ て、 彼等 をして 吾人に 害 を 

そむ 

加 ふること 能 は ざら しめ 給 ふ、 神に 反き し 人類 は 智者の 如くに 見えて、 實は迷 羊の 如き 者で あれば、 

彼は聖 3曰 のま k に 彼等 を 統御し 給 ひて 吾人 彼に 信賴 する 者の 最善 を 計り 給 ふ、 內治も 外交 も 政治 も經 

濟も \ の爲す 事の やうに えて、 實は祌 の 爲し給 ふ 事で ある、 人類の 歷史は 宇宙の 運行と 等しく 人爲 

的で ない、 祌爲 的で ある、 神 は 人の 自 巾に する ことの 出来ない 人事 を 以て、 吾人 彼の 援助 を 待望む 者 

を 助け 給 ふ。 

斯くて 祌は、 御自身 を 以ての みならす、 天然 を 以て、 叉 人 を 以て 吾人 を 助け 給 ふ、 神に 助けら る、 

と 云 ふの は、 吾人が 自身で 自身 を 助く る ことで はない、 又 人に 助 を 乞 ふこと ではない、 神に 助けられ 

んと 欲して 吾人 は自 巳に も 依らす 他人に も賴 まない、 吾人 はた 神に 祈る、 而 して 神 は 友人 を 起し 彼 

等 を 送り 以て 吾人 を 助け 給 ふ、 故に 神に 助けら れんと 欲して、 人に 助ける る&が 如くに 見 ゆる 事 あり 

と雖 も. 實は 人に 助けら る、 ので はない、 祌に 助けら る、 ので ある、 吾人 は 神の 援助 を窗 らして 吾人 

に 臨みし 人 (之 を稱 して 友人と 云 ふ〕 に 謝する も、 然 かも 彼よりも 遙 かに 多く 彼 を 吾人に 送り 給 ひし 

祌に 謝する ので ある， 斯くて 祌に倚 賴む者 は 人に 對 して は 全然 獨立 である、 吾人 は 聲を大 にして 社會 

の 同情 を 仰ぐ を須ゐ ない、 又は 新聞紙に 廣吿 して 世の 注意 を 吾人の 事業に 惹 くに 及ばない、 唯 隱れた 

る 所に 獨り靜 かに 吾人の 神に 祈り、 神の 御注意 を 吾人に 惹 けば それで 足りる ので ある、 卽 ちパゥ £1 の 

曰 ひしが 如し、 

何事 を も 思 ひ 煩 ふ 勿れ、 唯 事 if に 祈り、 願 ひ、 ぼつ 感謝して 己が 求む る 所 を 神に 告げよ、 然 らば 

神より 出て 人の すべ て 思 ふ 所に すぐる 平和 は、 汝 等の 心と 意 を キリ ス トイ H ス に 由り て 守らん 


と (賺立 比 書 四 章 六、 七 節)。 (八月) 

. 祈 禱の人 

祈禱の 人と は祈禱 をす る 人で はない、 祈禱を 以て 事 を爲す 人で ある、 更らに 進んで、 祈禱を 以てす 

るに あら ざれば 何事 を も 爲す能 はざる 人で ある、 祈禱を 以て 學ぶ 人で ある、 祈禱を 以て 働く 人で ある- 

祈禱を 以て 戰ふ 人で ある、 卽ち 自己の 力 を 以てせす して 神の 能 を 以て 萬 事 を爲す 人で ある。 

神の 人モ ー セは 祈禱の 人であった、 彼は大 なる 政治家であった、 然し 政略 を 弄する 今の所 謂 政治家 

ではなかった、 彼 は 萬 事 を 神に 問 ふて、 卽 ち祈禱 して イスラ H ルの民 を 治めた、 彼 は 又 犬なる 軍人で 

あった、 然し 自 から 陣に 臨んで 兵 を 指揮す る 取 人ではなかった、 神に 祈り、 祌の能 を 以て 敵に 勝たん 

とする 軍人であった。 

時に アマ レク來 りて イスラエルと レビ デムに 於て 戰ふ、 モ ー セ、 ヨシ ユアに 言 ひける は、 我等の 

ために 人 を擇み 出て ァ マ レ クと戰 へ、 我れ 祌の杖 を 手に 取りて 小山の 巅に 立たん、 ョ シ ュ ァ卽ち 

乇 ー セの 己に 言 ひし 如くに 爲しァ マレ クと戰 ふ、 モ ー セ、 ァ ロン 及び ホル は 小山の 巔に 登れり、 

此 所に モ ー セ手を 擧れば イスラ H ル 勝ち、 手を垂 るれば ァ マ レク 勝てり、 然るに モ ー セの手 重く 

なりたれば ァ ロンと. ホル 石 を 取りて モ ー セの 下に 置き、 彼 をして 其 上に 坐せ しめ、 一人 は 此方、 

一人 は 彼方に ありて モ ー セの手 を 支へ たりし かば， 其 手 日の 入る まで 垂下ら ざり き、 玆に 於て ョ 

シ ユア 刃 を もて ァ マ レクと 其 民 を 破れり。 出 埃 及 記 十七 章 八 節 以下。 
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玆に戰 (サは 神の 人の 祈禱を 以て 鬪 はれた ので ある、 彼の 祈禱の 弛む 時に 彼の 味方 は 耽れ、 其 熟する 

時に 彼等 は 勝つ ので ある、 ヨシ ユアの 刃 を 以て はない、 モ ー セの 祈禱を 以て イスラ H ルの 子孫 はァ 

マ レクの 民に 勝った ので ある。 

或 人 は戎車 を賴 み、 或 人 は 騎馬に 倚る、  - 

然れど 我等 は 我 神 M ホバ の 名を唱 へん、 

と イスラ H ルの 詩人 は 讅 ふた (詩篇 卄篇七 節)、 正義の 戰爭は 軍隊と 軍艦と を 以て 鬪 はるべき 者で な 

い. 神の 人の 熱誠の 祈禱を 以て 鬪 はるべき 者で ある。  . 

勿論 祈禱の 人と 云 ふ は 人の 面さへ 見れば 直に 俯伏して 神に 祈禱 せんとす る 今の 所謂 宗教家 の 如き 者 

を 云 ふので はない、 彼等 は 神に 聽 かれんと 欲して 祈る ので はない、 演劇的に 人 を 動かさん と 欲して 1^ 

しき 聲を 揚げて 禱 るので ある、 又 祈禱の 人と 云 ふ は、 高 擅の 上に 立ち 「天地 萬 物の 造 主なる 眞の 神よ」 

と 叫びて 神に 對 つて 演說を 試む る 今の 牧師、 說敎師 を 云 ふので はない、 彼等の 祈禱は 祌に聽 かれんた 

めの 祈禱 にあら すして、 人に 聞かれん ための 演說 である、 祈禱の 人と は 泣き 號 ぶの 外に 術 を 知らざる 

無爲 無能の 今の 宗教家の 類で はない、 此等は 祈禱の 人で はない、 敎 會の赌 人」 である。 

祈禱の 人と は 祈 禱に實 力 ある を 確認す る 人で ある、 之に 天地 を 動かす に 足る 資力の _1 ^する こと を 信 

じて 疑 はない 人で ある、 宇宙の 最大 勢力の 靈 なる 祌 である こと を 知り、 靈の 誠實を 以て 彼に 到り、 彼 

より 超自然的の 能力 を 仰がん と 欲する 者で ある、 而 して 神 は 或 人に 此カを 與へ給 ふた、 卽ち 宇宙の 靈 

より： 大然 以上の 能力 を 求 取す るの 力 を 與へ給 ふた、 モ ー セの 如き、 H リャの 如き は斯 かる 人であった、 

彼等 は 人類の 中に 在り て 最も 惠 まれた る 者であった、 彼等の 祈 禱のカ を 藉るは 萬 軍の カを藉 るよりも 


强く ある 彼等 は 帝王が 其 手に 握る すべての 政權、 財權、 兵 權を 以てして 為す 能 はざる 大 なる，？ 

爲し 得る 者で ある。  -. 

而 して 我等 何人も 亦 神に 祈 求めて 祈禱の 人と なること が 出来る、 先づ SnIiJ を！！ しう し、 .？^,-と我； 

ルネと を 悉く 彼 獻げ、 >  .Jをして我に代りて我が萬事をっ^^^:i^しめまっりて、 我 は 人の すべ て S ふ W こ 

過ぐ る大 にして 奇なる 能力 を 我が 衷に 得て、 天然 以上、 人 爲以 上の 大 にして！^ ぎ 事 臭す こ 

來る、 卽ちィ H ス の宣べ 給 ひし 

此桑樹 に 命じて 「拔 けて 海に 植 はれよ」 と 言 ふと も汝 等に 從ふ べし 

との 言 を 我 身に 於て 實行 する ことが 出来る。 路加 傳 十七 章 六 節。 (八月) 

我れ 病める 時に 

我れ 病める 時に 我 は 治癒 QI の 手段 を 取る、 我 は 普通の 攝生法 を攀る、 £ を 得ざる 場合によ 

まの 診察 を 乞 ふ、 SS 的 if 雷と を 担まない、 我は祌 S 謝して、 藥を飮 み、 霧を受 

/\ る 

然し兹に^らなぃ、 l^sss^^£$££, そ は 疾病 は 其 

一 面に 於て は 確かに 罪の 結 菜で あるから である、 或 ひ は 我れ 一 人の 犯した る 罪の 結§ま ないか も，， 

れ f  、 1^? まほ 9?!^??? 父母の 罪、 叉 或 ひ は 隣人 S ち I の 罪の I であるか も 知れない、 

乍お 疾病 を 罪より 離して 見る こと は出來 たい、 故に 疾病 を 癒さん と 欲して、 醫 術と 藥 品と 丈け で ま 
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足りない， 罪の 結 菜なる 疾病 を 根本的に 癒さん と 欲すれば * 其 源 因た る 罪 を 探り、 之を發 nj- し、 之 を 

0  0  C0OOO00000O00  00 

悔ひ、 之 を 祌に赦 されなければ ならない。 

故に 我れ 病める 時に 我は靜 かに 自己に 顧みる、 我が 行爲か 思惟 かの 中に、 何に か 神の 此恩惠 的 注意 

を 催せし 罪 はなき 乎と、 而 して 斯 かる 探求 を 行って、 我 は 其 目的 を 達しない 事 はない ので ある、 祌は 

必す 我に 我が 疾病 を 招きし 理由 を 示し 給 ふ、 而 して 我 は 之 を 示されて、 神の 前に 我が 罪を悔 ひ、 之 を 

赦 され、 心に 大 なる 平和 を 得て、 我が 疾病 は 治癒の 途に 就き、 我 は 終に 全く 癒されて、 心 も 身と 共に 

新たに なり、 玆に叉 新；^ なる 生涯 を始 むる ので ある。 

ィ H スが 常に 病 者に 對 つて 

汝 若し 信す る 事 を 得ば 信す る；^ に 於て は 爲し能 はざる 事な し 

と 曰 ひて、 先づ彼 をして 信ぜし めて 然る 後に 彼 を 癒し 給 ひたりと 記して ある は 此事を 意 ふので あると 

S ふ、 「信す る」 と はィヱ スは必 す 癒す ことが 出來 ると il^ する ことのみ ではない、 「信す る」 と 云 ふ 

事の 中に 多くの 他の 事が 籠って 居る、 「信す る」 の屮に 罪の 探求が ある、 其 悔改が ある、 其 赦免が あ 

る， 而 して 是 等の 順序 を經て 後に ィ H スの大 能 を 信す るなら ば、 疾病 は必す 癒される と 云 ふ 事で ある- 

「信す る」 と 云 ふ 事 を ffif にィヱ スの 治疲的 可能 力 を 信す る ことに 限る が 故に、 之 を 信す るの 困難が あ 

り、 隨て 治癒の 恩 鹿に 與る 事が 出来ない ので ある、 乍然 「信す る」 を狹き 意義に 解せ す廣き 意義に 解 

して、 卽ち、 其 中に、 內省、 悔改、 赦免 を 含ませて 「信す る」 に 由て 疾病 を 癒さる k の 理由が 明. G に 

なる ので ある。 

斯くて 我れ 病める 時に 我 は 我 神に 近づく ので ある、 而 して 大抵の 場合に 於て は斯の 如くに 爲 して 我 


が 病 は 癒さる &の である、 然し 萬 一 我れ 我が 罪を悔 ゆる も 我が 疾病の 癒さる K 事な くば 如 3:、 我れ は 

其れでも 滿 足す るので ある、 眞 正の 悔 改は强 いて 報赏を 要求し ない、 彼 は 曰 ふ 「若し 聖 3a に 適 は 我 

を 癒し 給へ」 と、 我 は 我が 罪の 多き を 知る が 故に、 如何なる 苦痛 も猶ほ 以て 之 を 償 ふに 足りない 事 を 

知る ので ある、 而 して 斯 くの 如くに 自己 を 神の 前に 謙 下して、 我 は 我が 疾病 を 以てすら 滿足、 感謝す 

るに 至る ので ある、 我が 擺 りし 疾病 は 我に 此自覺 を 起して、 神が 之 を 我に 遣り 給 ひし 其 目的 はすべ て 

達せられ たので ある、 此福 ひなる 自覺 起り て 後 は、 疾病 は 癒えても、 癒えないでも 我 は 多く 之に 意 を 

留めない ので ある. 而 して 大抵の 場合に 於て は斯 かる 自覺の 起り し 以上 は、 祌は 其れと； IE 時に 肉體の 

病疾を 癒し 給 ふなれ ども- 或る 他の 場合に 於て は 恩 ま 心 は 靈の大 なる 平和に 止まり、 彼 は 之を以 つて 我 

をして 肉の 病疾に 勝た しめ 給 ふので ある、 1： 時 か 一度 は朽 つべき 肉體、 神が 今 之 を 腐朽に 還らし め 給 

ふと 雖も我 は 歎かない ので ある、 「我が 恩 惠汝に 足る」 である、 神 御自身 は 肉體の 健康に 優 さる 大な 

る 恩賜で ある。 (八月) 

萬 全の キリスト 

キリスト は 萬 物 を 以て 萬 物を滿 たしむ る 者な りと 云 ふ (以弗 所 書 n;if:b 三 節，)、 彼 は 又 萬 物の 上に 

在り 叉 萬 物の 中に 在りと 云 ふ (ISIJii 西 書 三窣十 一 節)、 卽ち キリスト は 人類、 殊に 信者の 萬 事 萬 物で 

あると 云 ふ、 キリスト を 有て 我等 は 萬 物 を 有つ ので ある、 我等 は 彼 を 信じて 單に 我等の 靈魂を 救 はら 

る、 ので はない、 彼に. e りて 父なる 祌 より 萬 物 を 賜 はるの 資格 を 得る ので ある、 故に バウ 口 は 曰 ふ、 
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己れの子を惜ますして我等すべ てのために之を附せる^|<?は、 など か 彼れ に 添 へ て 萬 物 を も 我等に 

賜 は ざらん 乎 

と (羅馬 書 八の i 二)、 信者に 取りて は キリスト を 賜 はりて、 他に M も |!- らな いので ある。 

然るに 多くの 信者 は 此事を 認めない、 彼等 は キリス トを 信す ると 稱 しながら 彼れ 一 人 を 以て 満足す 

る 能 はす、 彼れ 以外に 救 者 を 求めて 止まない、 彼等 は キリ スト を宗敎 的？ ぉ拜 物と して 崇め 奉 まつる に 

止って、 彼より 萬 物 を 仰いで 其 萬 全なる 救に 與か らんと しない、 彼等 は 精神療法と 唱 へて、 キリス 卜 

に 依らざる 信仰的 治療 を 施されん とする、 彼等 は キリスト を 以て 足らす となし、 此 世の 聖人 賢人 を 呼 

び來 つて 彼れ (キリスト) の 缺を補 はし めんと する、 彼等 は キリストより 要求す る 所が 甚だ 齢ない、 

彼等 は キリスト を 信す ると 稱 しながら 如何なる 救 主 を 信じた るか を 知らない。 

夫れ 祌の充 ち 足れる 德 (能力〕 は形體 をな して キリ ストに 住めり 

と あるに 關 はらす (コ & サイ 書 二の 九)、 彼等 は 神徳 を キリスト 以外の 人に 於て 求めん とする、 斯く 

なす は 勿論 彼等の 自由な りと 雖も、 然れ ども H;,- れ キリスト を 侮辱す るに あら ざれば、 少く とも 彼を輕 

視 する の行爲 であると 一一：  一口 はざる を 得ない、 キリスト は 勿論 强 いて 人に 役 れんと 欲し 給 はない、 .ず 然、 

天の 恩 鹿の すべて を 身に 體 して 世に 臨み 給 ひし 彼 は、 人が 彼の 大能を 認めて、 充分に 彼の 援助に 與か 

らん 事 を 欲し 給 ふ。 

余輩 は キリスト を 知らざる 此 世の 人 fi^ が 巫術、 法 術、 魔術 等 (但 以现書 二の ニ參考 )、 福音 以外の 

救 濟法を 試む るを怪 まない、 余 が唯奇 ぎに 感す るの は、 神の 子ィ H スを救 主として 仰ぐ 者 (實は 仰 

ぐと 稱 する 者) が 彼 を 以て 足れり と爲 さすして、 此 せの 流行に 習 ひ、 彼れ 以外の 者に 救濟を 頼む こと 


で あ る、 舊約 の K 一一 百 者の 左 の 曾 は 彼等の 如き 者を誡 めた る ものであると 思 ふ、 

世に 一一 K へる あり、 人 若し 其 妻 を 出さん に、 彼女 去り 行きて 他の 人の _^,5- とならば、 其-! たび 彼女 

に歸 るべ けんや、 …… 汝は 多くの 者と 1^ 淫を 行へ り、 然 れど汝 我に 歸れ よと H ホバ曰 ひ 給 ふ (耶 

利 米 亞記三 章 一節 〕。 (八月) 

祌の國 と其義 

汝 等先づ 神の 國と其 義とを 求めよ、 然 らば 此 等の 物 は 皆な 汝 等に 加 へらるべし (馬 太 傳六章 三十 

三 節)。 

神の 國とは 信者が 神の 名 を 以て 自己の 努力 に^て 地上に 建設 せんとす る 理想の 社 會を云 ふので はな 

い、 祌の國 と は キリストの 再臨に 由て 彼が 萬 物 を 巳れ に 服 はせ 得る-能力 を 以て 實 現し 給 ふ 未来の 聖國 

である。 

義とは 世に 謂 ふ 所の 正義 叉 は 正道 を 云 ふので はない、 此 所に 云 ふ 所の 義は 「神の 國 の義」 であって、 

道義 學 上の 義と 1 全く 性質 を 異にする 者で ある、 之 を 一 名 「神の 義」 と 云 ふ (羅馬 書 三章廿 一 節)、 

人の 義に對 して 爾か云 ふので ある、 卽ち 人が 祌に對 して 行 ふ義に 非す して、 神が 人に, せ 給ふ義 であ 

る、 「義の 衣 を， る」 と 云 ふの は此 事で ある (默 示錄 十九 章 八 節)、 我より 生す る 者に あらす して、 

祌 より 來て 我に 被せら る、 者で あるから である、 故に 此 所に 「義」 と 云 ふ は 「恩 惠」 と 云 ふと 異なら 

ない ので ある、 聖書に 於て は 「義」 とい ふ 言 辭 は歷々 「恩 惠」 叉 は 「慈悲」 の 意味 を 以て 用ゐら る、 
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卽ち 詩篇 第 七十 一 ー篇ー 一節に 

彼 (神) は篛を 以て 其 民 を {| 判き 給 ふべ し 

と あり、 叉 同 第 八十 五篇十 一 節に 

眞實は 地より 生え、 義は 天より 瞰 下せり 

と ある は此 意味に 於ての 義を云 ふので ある、 神の 國の義 と は # に 謂 ふ 所の 義人の 義叉は 仁者の 仁で は 

ない、 神が 其 慈愛の 大御 心より して キリスト を 以て 世に 示し、 聖： 靈を 以て 信者の 靈に賦 與し給 ふ 一種 

特別の 義 である。 

キリス トを 以て 世に 臨まん とする 神の 國と、 神が キリス トを 以て 彼 を 信す る 者に 與 へ ん とする 特殊 

の義を 求めよ との 事で ある、 一 言 以て 之 を 一一 目へば 常に 待^ 的 態度に 居れとの ことで ある、 上を瞻 よ、 

もり  つお さ  か-ひし. V- ひ 

未來を 望め、 此 世に 在りて 此 せの 屬 たる 勿れ、 常に 希せ I の 翼に 駕 して 地の 慾び-お を 離れて 翱 翔せ よとの 

事で ある、 然 らば 是 等の 物、 卽ち 衣食の 料、 お 住の 家、 總て 不信者が 人生 最上の 捕據 物と して 握扼せ 

ん とする 所の もの は、 汝に 在て は勞 せす して 汝に加 へ ら るべ しとの 事で ある。 

而 して； れ キリストの 垂訓であって、 叉 彼 を 待 §1- む 者の 日々 に實驗 する 所で ある、 我等 希 モを此 世 

より 絶ち、 我等の 財 を 悉く 天に" 移して、 我等の 生涯 は 甚だ 安樂なる 者と なる ので ある、 野の 百合 花の 

つと  つ； 3  ころも  あ A.1  モら  くら 

如く 勞 めす 舫 がざる に 衣 は 我等に 給 へられ、 空の， 烏の 如くに 倉に 蓄 へざる に 我等の 食物 は 絶えない の 

である、 社 i 主義者 &唱 ふる 衣食の ffi 慮 を 去り 安心 以て 業に 就く の 理想 は キリスト を 信す るに 由て 始 

めて 實 現せら る k ので ある、 人せ を稱 して 「競ー^^^場裡」 とい ふ は 信者の 言 ふこと ではない、 不信者の 

，，看,  0000  よ，？ もの 

言 ふこと である、 信者に 取りて は 人せ は競爭 場裡 ではない、 讓 退場 裡 である、 彼 はすべ ての 善 物 を 上 


より 豊かに 與 へらる、 が 故に 他人 を 退けて 其 物 を 奪 はんとしない、 彼 は 父と して 大 富豪 を 持つ が 如き 

觀念を 以て 此 世に 棲息す る、 彼が 若し 窮境に 陷る ことがあれば、 夫れ は 彼が 知= 養と 努力と に 於て 不足 

する からで はない、 望む ことが 足りない からで ある、 父 は 彼より 大 希望 を 要求し 給 ふので ある、 彼 は 

彼が 祌の國 と 其 義とを 慾 望 せんこと を 欲し 給 ふので ある、 而して此大希&^^を懷くに至て彼の身に關す 

る 小 希望 は 悉く 達せら るので ある、 誠に パ ゥ 口 の 言 へ るが 如く 我等 は 希望に 由て 救 はる ふの である。 

(羅馬 書 八章廿 ra 節)、 希 §s は 我 身を輕 からしめ、 我が 行動 を敏 からしめ、 我 思惟 を鮮 かなら しむ- 

神の 國と其 義とを 求めて 我等 は 飛行機に 乘て 空中 を駛 るが 如く、 障害 多き 此 地の 上 を 滑らかに 走り 得 

るので ある。 (九 =0 

今 世と 来世  - 

此 f に 於て は 天然の 法則が 行 はれる、 社 會の法 则が行 はれる、 此 世に 於て は 日 は 善人の 上に も 照り 

亦惡 人の 上に も 照る、 雨 は 善人の 上に も 降り 亦惡 人の 上に も 降る、 善人 も 貧家に 生 るれば 贫 しき 生涯 

を 途 ら ざる を 得す、 惡人も 富家に 生 るれば 其榮 華に 與る 事が 出来る、 夫れ と 同時に 叉 災害 は 善惡 を 搾 

ばす して 來る、 雷電 は 劇場 を も 打てば 叉敎會 をも擊 つ、 同一 の 火山の 噴火に 由て 惡人も 死 すれば 善人 

も^る、 シ 口 アムの 塔仆 れて壓 死され し 十八 人 は M ルサ レムに 住める すべての 人々 より 勝 さりて 罪 あ 

る 者に 非す とィ H スは曰 ふた (路加 卞 十三 章 ra 節)、 天然 は 貴族に も 遠慮せ ざるが 如く 亦 善人に も義 

人に も 遠慮し ない、 同一 の 洪波は 善人 惡人を 同時に 吞 む" 
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然しながら 是れ 皆な 悉く 此 せの 事で ある、 神が キリスト を 以て 己が 擇み給 ひし 者の ために 備へ給 ひ 一 

し來 f に 於て は斯 かる 事 は 決してない、 其 所に は 大然の 法則 は 行 はれない、 靈の 法則が 行 はれる、 基 

所に は 惡人は 入る こと 能 はざる が 故に、 惡 人の 罪の ために 善人が 苦しむ 事 はない、 其 所に は 日月の M 

らす ことなく、 盖が其 1  月燈 であると 云 ふ (默 示錄廿 一章 廿三節 )- 其 所に は惡 人が 善人の 上に 跋晨レ 

て 天下 を 横領す るの 奇觀 は呈 せられない、 其 所に は 經濟的 法則と 稱 して 利に 敏き 者は惡 人と 雖も 富な 一 

を 得べ しと 云ふ此 せの 法則 は 絕對に 行 はれない、 如斯 くにして 来せ は此 せの 連 綾で はない、 全く 性質 一 

を 異にした るせ である、 所謂る 训せ界 である、 我れ 萬 物 を 新たに せんと 主 は 曰 ひ 給 ふ (默 示錄 一章： 

五節)、 全く 異 つたる せ界、 全く 差った る 社會、 異 つたる 日月、 異 つたる 富貴、 此 せの 事物 を 以てし； 

て は 迚も 來せを 推量る 事が 出来ない、 事物の 價 値の 本位が 違 ふ 故に、 此 世に 於け ると 彼せ に 於け ると 一 

萬 物の 地位が 轉 倒す るので ある。 

善人 も惡 人と 同じ 災. 香に 遭遇せ すば ならす、 惡人も 運命 如何に 由り て は 金襴 を 纏 ふて 社會の 上位に 

坐し、 善人 も 亦 運命 如何に 由り て は 襤褸 を 纏 ふて 枕す るに 所な き 此せは 決して 慕 はしき f ではない、 

實に 希伯來 書記 者の 曰へ りしが 如く、 我等 は 

神の 造 營み給 ひし 所の 基 ある 京 城 を 望み (十 一 章 十 節)  ， - 

又 

我等 は此 所に 在りて 永く 存 つべき 京 城な し、 惟來 らんと する 京 城 をび" A む  一 

ので ある (同 十三 章 十四 節 )o  (九月)  . 


補助と 援助 

神の ために 祌 と共に 働ら くに 方て 所謂 補助なる もの は 全く 要らない、 政府の 補助 は 要らない、 敎 x% 

の 補助 は 要らない、 補助に はすべ て 責任が 附隨 する、 而 して 人に 對 する. 賁任は 神に 對 する 责任を W ぐ 

る 者で ある。 我等 は 自由なる 全き 律法 卽ち祌 の， 幅 昔を説 くに 方て、 人より 微少な りと^ 縛 を 受けて は 

たらない。 雅备書 一章 廿 五節。 

斯く云 ひて 余輩 は 友人の 援助 を 斥く ると 云 ふので はない、 按助は 「補助」 ではない、 援助 は 自發的 

好意より 出る 贈物であって、 之に は 何の 責任 も 伴 はない、 之れ は 祌に對 する 献物と して 吾人の 手に 臨 

む 者であって、 之に 對 して 吾人 は 唯 神に さへ 感謝 すれば 其れで 足りる ので ある、 故に 援助 は 補助の 如 

く 月々 又は 歳々 額 を 定めて 来らない、 之に 何の 條件 も附 いて 居らな いのは 言 ふまで もない、 之 は 我等 

が 或る 特種の 敎 會に屬 すれば とて 其れが ために 我等に 來る もので ない、 其れ は 叉 我等が 或る 特^の 敎 

義を唱 ふれば とて 其れが ために 我等に 來ら ない、 其れ は 純粹の 愛より 來る、 其れ は祌 のす ベての 赐物 

の 如くに 「フリ ー ギフト」 である、 余輩 を 信じて 來る 者であって、 余輩が 如何 使っても 可い おで ある、 

而 して 斯 かる 贈物に あら ざれば 善の ために も 自由の 福音の ために も 使へ ない ので ある、 ni 音の ため 

に 使 ふべ し」 との 條作 を附 せられた る 贈物 は 自由に 福 昔の ために 使へ ない ので ある、 我等 を 愛する が 

0000OO0OOOO  o〇o〇oooooocloc〇oooco〇ooooo 

故に 贈られた る 贈物の み、 我等 は有效 的に 福音の ために 使 ふこと が出來 るので ある。 

斯 かる 態度に 居って は 何人も 余輩 を援 くる 者な けんと 曰 ふ 人 も あら ふが、 其 は 余輩の 關 せざる 所で 
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ある、 然 かも 斯 かる 援助 は 時々 余輩の 手に 達する ので ある、 思 はざる 人より 思 はざる 時に 余輩の 所に 

來 るので ある、 口く 

君、 此 寄附に 關 して 主 ィ H ス キリストの 外、 何人に も 謝する に 及ばす、 君 は 之 を 受けて 何人に 對 

しても 責任 を M ふこと なし 

と、 是れ獨 逸の 某氏 (彼 は 其 姓名 住所 を すら 余 iii^ に通ぜ す) より 或る 贈物と 共に 余輩に 達した る 書翰 

の 一 節で ある、 

余 はお 生に 此 寄附 を爲 して 先生より 何物 を も 要求せ す、 先生 は 唯 余より 此 感謝の 徵を受 くれば 足 

る 

と、 是れは 在 邦の 或 友人が 余輩に 書 送りし 眞 情の 發 表で ある、 斯 かる 贈物 は 神より 来る 者であって、 

人より 來る もので はない、 余輩が 依敏 し、 運動し、 哀願して 來 つた 者で ない、 唯 密室に 在て 神に 祈 求 

めて 彼より 賜 はりし 者で ある。 

神 は如斯 くにして 我等 を 援け給 ふ、 祌に r 不 景氣」 なければ 彼 は 何時な りと も 我等の 要する 時に 我 

等の 要する 物 を 送り 給 ふ、 故に 彼のた めに 彼と 共に 働ら くに 方て 我等 は 人の 補助 を 乞 ふの 必要 は 微少 

もない、 我等 は 何人の 前に も 頸 を 曲ぐ るの 必要 はない、 ^かも 大 富豪 を 父と して 持つ の 心 を 以て 大膽 

にせに 立つべき である。 

然れば 我等 毅然として 曰 ふべ し、 主我 を 助く る 者 なれば 恐怖な し、 人、 我に 何 をか爲 さんと。 希 

伯來書十三^5ハ節。 (九月) 


聖書に 依る ベ し 

彼等 は 架 書に 依りて 事を爲 すと 謂 ふ、 書に 依りて 敎會を 作り、 聖書に 依りて バプス テマ を 施し、 

聖書に 依りて 監赞を 任命し、 聖書に 依りて 禮拜を 行 ふと 云 ふ、 誠に 宜し、 彼等 は 聖書に 依りて 萬 事 を 

行 ふべき である。 

然 らば 彼等 は 何故に 敎會 以外の 事に 於て 聖書に 從 はざる、 何故に 聖書に 從 つて 兄弟 を 愛せざる、 何 

故に 聖書に 從 つて 神の 名 を 重んじて 人の 名 を 輕んぜ ざる、 何故に 聖書に 從っ て 人爵 を輕ん じて 祌擇を 

そむ  おとしい  よろこび 

重んぜざる、 何故に 聖書に 反き て 兄弟 栢排し 相 陷 れ、 相 憎み 相識り、 相互の 事業 を 妨げて 喜と なせ 

る， 何故に 聖書に 從 つて 彼等の 間に 横行せ る パリ サイと 學 者の 徒 を 排斥せ ざる、 3: 故に 聖書に 反いて 

先づ金の^^^-を議して然る後に事業に就くが如き行爲に出るゃ、 彼等 は 敎會の 事と 儀式の 事と、 1^ 侶、 

監督、 執事、 長老、 牧師、 傅 道： 帥の 事に のみ 聖書 的に して、 其 他の 事に 於て は 殆んど 悉く 明，：： に は つ 

大膽に 非 聖書 的なる に 非す や、 彼等 は 敎會の 事に 於ての み 聖書 的であって、 夫れ 丈け で 聖書に 忠實な 

る 者で あると 言 ふて はならない。 (九月) 

唯一の 書. 

書籍の 數は 多い、 殆 んど數 限りない、 政治の 書が ある、 經濟の 書が ある、 法律の 書が ある、 ェ學の 
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書が ある、 醫學の 書が ある、 理學の 書が ある、 文學の 書が ある、 動物の 書が ある、 植物の 書が ある、 

地質の 書が ある、 鑛 物の 書が ある、 冶金の 書が ある、 水産の 書が ある、 農學の 書が ある、 赏に 汗牛充 

楝も 管なら ざる 程 ある、 然れ ども 是れ 皆な 此 地に 關 する 書で ある、 直 徑八千 哩に充 たざる 此 地球に 關 

する 書で ある、 人類 は 其 腦漿を 絞りて 廣き 宇宙の 此ー 點に關 して 學 ばんと して 居る ので ある、 彼等の 

智識 は此 地の 外に 出で ない、 唯 天文の 一 科の 此地 以外の 現象 を究 むる ありと 雖も、 是れ亦 此地を 立場 

としての： 大體の 研究であって 此 地に 關 する 智識の 延長に 過ぎない。 

而 して 數 限りなき 書籍の 中に 在て 唯一 書此 地に 關 はらざる 書が あるので ある、 唯 一 書 天の 書が ある 

ので ある、 |^;書のみが地を離れて天の立場ょり書かれたる書でぁる、 勿論 此 地に 在る 書で あれば、 地 

に 全く 關 係ないで はない、 又 地の 事 を 語らない ではない、 然し 其 主題と する 所 は 地で はなく して 天で 

ある. 地に 天 を 知らせん として 書かれた る 書で ある、 人の 一一 目辭を 以て 神の 意 を 述べた る 書で ある、 故 

がう ** つ 

に 永久の ィ ン テレス トを 有つ 書で ある、 世に 毫末の 俗 味 を も 留めざる 書と て は唯此 一 書が あるの みで 

ある、 聖書の みが 純然たる 超俗の 書で ある、 せに 之に 較 ぶべき 書 は 他に 一 冊 もない。 

然れば 人た る 者 は 何人も 此 書を讀 むの 必要が ある、 人に 不滅の 生命の 在る 以上 は、 此書を 措いて 也 

に 彼 を此せ 以外に 就いて 敎 ゆる 書 は 無い、 此 世の 書 を 悉く 讀盡 くして (其 事 は 不可能で ある) 彼 は 唯 

此 小なる 何時か 朽 つべ き 地に 就て 少しく 知る ことが 出來 るに 過ぎない、 而 して 此 智識 は 叉 彼の 死と 共 

に 彼れ 自身に 取りて は 全く 不用に 歸 する もので あ， る、 然し 聖書の 傳 ふる 智識 は 之と 異なる、 此 智識 は 

永久の 智識で ある、 天と 神と 永生と に關 する 智識で ある、 是れ 死に 近づきて 益々 明瞭になる 智識で あ 

る、 而 して 死して 後に 我等 をより 大 なる 光明に 導く 智識で ある、 人類の 有する 廣き 智識 を 二 稲に 類 


する 事が 出来る、 卽ち 地に 關 する 智識が 其 一 である、 天に 關 する 智識が 其 二で ある、 而 して 此 世の 智 

識 なる 者、 卽ち大 學が敎 へ、 博士 號を授 くる 智識 はすべ て 悉く 第一 種に 屬 する 智識で ある、 而 して 此 

智識と 相對 して、 唯一 書 を 以て 傳 へらる、 天の 智識が あるので ある * 量と 數とを 以て 言 はんか、 地の 

智識 を傳 ふる 書 は 楝に充 ち 牛に 汗す る も尙ほ 足らす、 天の 智識 を授 くる 書 は 容易く 一  手に 鬼り 得る 一 

冊の 一書で ある、 然れ ども 質と 價とを 曾 はん 乎、 前者 は 塵の 山であって、 後者 は 一個の 金剛石で ある、 

それ 人 は旣に 草の 如く、 其榮 はすべ ての 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 然れど 主の Jl? は 

りなく 存る なり、 而 して 汝 等に 宣傳 へらる 上 i 音 は 乃ち 此言 なり。 彼 得 前書 一章 廿四、 卄 五節。 

(十 U0 

日本に 於け る 基督 敎の 將來 

(若し 今日の 條 にて 進み 行かば) ， 

日本に 於け る 基督教の 將來は 之 を 卜する に 難くない、 基督 敎は 日本に 於て 成功す るで あら ふ、 政. -は 

の 採用す る 所と なる であら ふ、 贵顯神 士は其 家族と 共に (i;M,」 洗 禮を受 くるで あら ふ、 監督、 牧師、 他 

道師は 政特の 任命す る 所と なり、 其與 ふる 倚 給に 由て 豊かに 生活す るで あら ふ、 佛敎の 寺院 は 基督 敎 

の會 堂と 化し、 其^ 侶 は 髮を蓄 へ 法衣 を脫 して フ& ックコ I トを 着け、 聖書 を經 文の 如くに 讀む であ 

らふ、 而 して 其 結 raK として 偽善 は 今の 敎會に 於け るよりも 遙 かに 盛んに 基督 信者 の^に 行 は .T-、 大膽 

に 基督教に 反對 する 者 は 政府と 國民 とに 由て 苦しく 迫害 せらる & であら ふ、 而 して 信仰の 墮落は 益々 
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甚だしく、 爲 めに 誠に 眞现を 愛し 人道 を 貴ぶ 者 は ^香 敎を棄 て」 無神論者 となり、 盛んに 政府と 敎會 

と を 攻撃す るで あら ふ、 卽ち 將來の 日本 は 化して 今日の 伊太利、 澳太 利、 獨逸、 露 西： 亞、 英國、 米國 

の 如き 所謂 基督 敎國 となりて、 十字の 旗 を 翻しな がらすべ て の 非 某： 脊敎的 行 爲を敢 てす るで あら ふ、 

實に 歎すべき の 限りで ある。 

余 華 は 之 を 思 ふて 今日の 非 基督 敎 的の 日本に 生れて、 未来の 基督 敎的 日本に 生れ 來ら ざり しこと を 

神に 感謝す る、 政」 肘の 嫌惡、 社會の 反對は 不快 は 不快で あるに 相違ない が、 然し、 キリストの 名を以 

てす る 迫害に 較 ぶれば 遙 かに 幸福で ある、 余輩 は 今 は キリ ストの 弟子と して 余輩の 信仰 を 維持す る こ 

とが 出来る、 乍然、 若し 不幸に して 百年 後の 基督 敎的曰 本に 生れ 来りし ならば、 余輩 は al 已の 良心に 

恥ぢ ざる 生涯 を 送らん がた めに 止む を 得す 基督 敎的 信仰 を 菜て、 米の イン. 力 I ソル、 英の ブラッド フ 

ホ I ドの 如くに 基督 敎の 偽善に 常らざる を 得ないで あら ふ、 今 は 決して 惡ぃ 時で はない、 生活の 困難、 

社會の 冷遇 位 ひ は敢て 意と する に 足りない、 信仰の 危機 は 今より 後に 來る、 日本が 基督 敎國 となりし 

後に 来る、 監督が 餘位を 授けられ、 牧師が 位階 を 賜 はる 時に 來る、 而 して 今の ま V にして 進み 行かば 

斯 かる 時 は 必す來 る、 而 して 基督教の ために 最も 恐るべき、 叉 最も 呪 ふべき 時 は 其 時で ある、 余 載 は 

余輩の 子孫の ために 共 時の 到らん こと を^だ 憂 ふるので ある。 (十 =o 

基督 敎と 基督 信者 

基督 敎は 一 ッ ではない、 數多 である、 基督 敎の數 は 宗教の 數 丈け 其れ丈け 多く ある。 


！ 方に は露國 敎會が ある、 羅馬 天主 敎會が ある、 英國聖 公會が ある、 他の 一方に はジョ ー ジ • フ 

* ッ タスの タエ ー 力 ー 敎が ある、 セヲ ドア .パー 力 ー のュ 一一 テリア ン敎が ある、 ゾ ー レン. タリ I ケ 

ゴ ー ドの 無敎會 主義が ある、 若し 前の 者が 基督 敎 であるならば 後の 者 は 基督 敎 でない; 後の 者が 若し 

基督 敎 であるならば 前の 者 は 基脊敎 でない ので ある、 然し 一 一 者 同じく 基督教で あると 稱 ふので ある、 

此 場合に 於て は、 名 は實を 示す 者で はない、 ジョ ー ジ • フホ ッ タスが 英國聖 公 會に容 れられ やうと は 

如何しても m 心 はれない、 クリ ー ケゴ， 'ドが 天主 敎會に 受けられ やうと は.^ 何しても 信ぜられない、 然 

し 彼等 ^ れも 基督 信者な りと 稱す るので ある、 玆に 於て か 基督教の 極めて 魔い、 且つ 極めて 自家 撺着 

の敎 である 事が 判る ので ある。  . 

基督 敎が 面う である、 基督 敎 信者が 雨う である" 基督 信者と 稱 へば 相互 を 愛する 兄弟 姉妹で ある 乎 

の やうに 思 はれる が、 事實は 決して 決して 雨う でない、 基督 信者 ほど 相- を 憎む 者 は 無い ので ある、 

謂 ゆる 基督 敎國が 軍備 擴 張に 汲々 として 日 も 亦 足らざる は異敎 國に備 へんが ために 非す して 主として 

相互に 儲 へんが ためで ある、 基督 敎國は 屡々 異敎國 と 同盟して 他の 基督 敎國を 攻めた、 而 して 其收退 

を 見て 喜び、 公然と 神に 感謝した、 叉 人が 人を攻 むる に 方ても 基督 信者が 相互 を攻 むる が 如く 殘忍冷 

酷の 事 は 無い、 異敎 徒を攻 むる に 至て 寛大なる 基督 信者 は 同信の 徒を攻 むる 時 は 殘酷を 極む る、 "だれ 

督敎會 干 九 百年 の 歷史の 充分に 證明 する 所で ある、 基督 信者が 相 を齊 迫す る 時 は^か も 彼等が 

悪魔で ある 乎の 如くに 働ら くので ある。 

是れ 實に悲 むべき 事で ある、 世に 憂 ふべき 事と て 是れに 優 さる 者 はない、 愛 を 主義と する 者が 相互 

を 憎む こと だしい との 事で ある、 人， 類の 不幸に して 是れ よりも 大 なる 者 はない、 然し 是れが 事實で 
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あるので ある、 然 らば 我等 は 失望すべき であら ふ 乎。 

否な 爾ぅ でない、 是 れが此 せの 此せ たる 所以で ある、 基督 敎が相 分れ、 基督 信者が 相齊 しめる と 云 

ふ 事が 以て 此 世の 何たる 乎 を 示して 餘 りない ので ある、 此世は 是れ麥 と毒麥 とが 相. 泥问 して 成長す る 

所で ある、 孰れが 麥で 孰れが 毒麥 である 乎 判明し 難い 所で ある、 聖書 は 明かに 此 せは斯 かる 所で ある 

と 謂 ふて 居る、 若し 此 せが 斯 かる 所でないならば 聖書 は僞 はり を 言 ふて 居る ので ある、 余 は此 世の 

狀態を 見て 悲 むと 同時に 叉 聖 書 の 言 の 全 然事實 に 適 中す る を 見て 非常 に 慰めら る k ので ある。 

然 らば 如何に せんで ある、 自分 は祌の 前に 自分の 最善 を盡 すまでの 事で ある、 他の 人より 見て 自分 

は 偽善者で あり、 筆の 信者で あり、 異端 論者で あり、 某督 信者で ない 乎 も 知れぬ、 然し 止む を t: ない、 

唯一 事 は 明， 曰で ある、 自分 も 亦 人で ある、 人で ある 以上 は 人と して 神の愛 を受 くる 者で ある、 自分が 

若し 基鲁 信者で 無い とすると も、 神 は 敎會が 自分 を 呪 ふやう に 自分 を 呪 ひ 給 はない、 敎會と 基督 信者 

とが 自分 を 嫌 ふやう に 神 は 自分 を 嫌 ひ 給 はない、 其れ は 何も 自分が 特別に 聖ぃ 且つ 豪い 人で あるから 

ではない、 自分 は 人で あるから である、 一羽の 雀 さへ 其 許可な くして 地に 隕 ちない 神の 護り 給 ふ此宇 

宙に 人と して 生れ 來 りし 以上 は 祌の恩 惠は永 へ に 自分に も 伴 ふので ある、 自分 は縱し 基督 信者と して 

神より M にも 要求す る ことが 出来す とも 人と して 彼より 多く を 要求す る ことが 來る。 

其 次ぎ は 他人 を. 鞫 ない 事で ある、 誰が 信者であって 誰が 信者で ない 乎 は 自分の 判る 事で はない、 多 

OO0OO0O000000O00O0OO000O0O0OO00O000000 

分 自分が 信者と 思 ふ 人が 不信者であって 不信者と 思 ふ 人が 信者で あるの かも 知れない、 故に 自分 は 信 

者 不信者の 刖を 立つ る ことなく 人 はすべ て 人と して、 卽ち 神の 子と して 適當の 尊敬 を 以て 扱 ふべき で 

ある。 


自分 は 不信者の 名 を 着せら る k こと を 少しも 意に 留めない、 否な、 反て 此事を 喜びと する、 自分 は 

基督 信者なら ざるに 基督 信者の 受 くべ き 特權を 受けん こと を 恐る ，^ が 故に 籍を 敎會に 置かす、 其 援助 

に與 からん としない、 否な、 寧ろ 「不信者」 と 交 はり、 「罪人」 の 友た る を 以て 滿足 する。 (十一月」 
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戰鬪の 人に あらず 

平和の 人な り 

余輩 を 以て 奮闘の 人な りと 云 ふ 者が ある，、 然り、 余輩 は 奮鬪の 人で ある、 乍然、 攻撃の 人で はない 

積り である、 余輩 は 他を壞 たんが ために 鬪 はない、 自己 を 守らん がた めに 戰ふ、 自己の 人權 と、 意思 

の 自由と、 靈 魂の 尊厳と を 守らん がた めに 戰 ふ。 

政. W の 官吏 あり、 余輩に 臨む に 明， H なる 非理と 迷信と を 以てすれば、 余輩 は 良心の 命 を 重 じ、 神と 

自己と 人と を 欺か ざらん がた めに 「否な」 と 言 ひて 其 要求 を 担む ので ある、 余輩 は自 から 進んで 彼れ 

官吏 を攻 むる ので はない、 余輩 は 人た るの 神聖 を 守らん がた めに 止む を 得す、 多くの 苦痛 を 忍んで、 

rna な」 を 以て 彼に 答 ふるので ある、 彼と 彼の 同僚と が 其 時 余輩 を責 むる に 不遞を 以てし、 傲倨 を以 
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てし、 頑迷 を 以てする も， 余輩 は 彼等の 詰責 を 恐れて 余輩の 「否な」 を 取 返さない ので ある、 其 場合 

に 於て 戰鬪は 彼 を 以て 始 つたので あって 余輩 を 以て 始 つたので はない、 余輩の 衷に 神の 余輩に 賜 ひし 

良心の 城が ある 故に、 余輩 は 之 を 守らん がた めに 止む を 得す 余輩に 臨みし 非理の 脅迫 を 撃退 せんと 努 

めた ので ある、 彼に して 若し 余輩の 人權を 重んじ 自由 を 尊びし ならば 戰鬪は 決して 余輩より 始まらな 

かった ので ある。 

敎會の 役員 あり、 余輩に 臨む に 余輩の 信じ 難き 信條を 以てし、 余輩 を 驅て其 一員と 成さん とせし 時 

に、 余輩 は 止む を 得す、 神が 余輩に 賜 ひし 信仰 自由の 神權を 守らん がた めに、 又 「否； -」 と 曰って 彼 

れ 監督、 又は 牧師、 叉 は 長老 又は 宣教師の 言 を 斥けた ので ある、 余輩 は 信じ 難き 事 を 「信す」 と 云 ふ 

こと は 出来ない、 然り、 余輩 は縱令 地獄に 落さる、 とも 余輩の 信仰に 反き て 信す る こと は 出来ない、 

羅馬 法王 は 使徒べ テロの 繼承 者な りと 聞いて 余輩 は 之 を 受取る こと は 出来ない、 英國聖 公會は 神の 定 

め 給 ひし 地上 唯一 の キリストの 敎會 なりと 聞いて 余輩 は 其說を 信す る こと は 出来ない、 而 して 斯 かる 

信條を 以て 余輩に 臨む 者が あれば 余輩 は 大膽に 彼等に 對て言 ふので ある、 

法王 何者 ぞ、 監督 何者 ぞ、 然り、 ぺテ！ 1 何者 ぞ、 パゥ！ I 何者 ぞ、 彼等 は 皆な 罪の 人に して キリス 

トの 救に 與 りし 义は與 かるべき 者に あらす や、 彼 も 人な り 我 も 人な り、 祌は 彼等に 由ら すして 直 

に 余輩 を 救 ひ 給 ふなり、 余輩 は 人と して 彼等 を 尊敬す、 然れ ども 彼等 は 己が 信仰 を 以て 敎權を 装 

ふて、 余輩に 臨むべからざる なり、 

と、 而 して 斯 く大膽 に 彼等の 勸誘を 斥く るが 故に、 彼等が 余輩 を稱 して 「お il」 なりと 云 ひ、 fi^lLi 

なりと 云 ひ、 異端と 一 おひ、 狼と 云 ふ も 余輩 は敢て 意に 留めない ので ある、 余輩 は敌て 戰鬪を 挑んだ の 


ではない、 彼等 は 招かざる に 余輩に 臨み、 余輩の 自由 を 妨げし が 故に 余輩 は 止む を 得す、 大膽 に^, B 

に 彼等の 要求 を 担んだ ので ある、 此 場合に 於て 戰鬪 開始 は 彼等の 爲 したる 事で ある、 余輩より 進んで 

彼等 を 攻めた ので はない、 彼等より 來 りて 余輩 をして 防 衞を餘 儀な くせ しめたの である、 彼等に して 

若し 余輩の 人た るの 自由 を 尊重し、 余輩に 强 ゆるに 彼等の 信仰 を 以てせ ざり しなら ば 此戰鬪 は 始まら 

なかった ので ある。 

イエス を 信す る 余輩 は 平和の 愛好者たら ざらん と 欲する も 得ない ので ある、 戰鬪は 其す ベての 形に 

於て 余輩の 忌み嫌 ふ 所の 者で ある、 余輩 も 亦 バウ B と 同じく 

爲し 得べき 限り は カを竭 してす ベての 人と 睦み親 

まんと 欲する 者で ある (羅馬 書 十二 章 十八 節)、 戰鬪は 決して 快事で はない、 悲事 である、 痛 事で あ 

る、 余 聚は 切に 之 を 避けん と 欲する、 然しながら 或る 場合に 於て は 止む を 得ない、 「爲し 得べき 限り 

は」 である、 戰鬪は 如何なる 場合に 於ても 避くべし との 事で はない、 避くべからざる 場合が ある、 敎 

權を 1^51 に 取りて 人の 定めた る 信 條を祌 の眞理 として 余輩に 其の 受領 を 迫る 者が あれば 止む を 得ない、 

余 擎は幅 昔の 眞理 のために、 靈 魂の 自由の ために 斷然之 を 斥けざる を 得ない、 余輩 は 平和の iil を 恐 

れ て沈默 を 守る こと は 出来ない。 

而 して 余輩の 信仰 自由 は 常に 此 脅迫 を 免 かれない ので ある、 今 は 昔と 異なり 敎會は 火と 劍とを 手に 

して 其の 信仰 を 以て 余輩に 迫らない が、 然し 彼等 はすべ ての 手段 を 弄して、 余輩の 自由 を 妨げん とす 

るので ある、 曰く 斯く 信す る は 祌の聖 3 曰に 反すと、 曰く 敎會を 離る、 は キリスト を 去る に 等しと、 曰 

く. 敎職ょり水の洗禮を受けざる^！^は某督信者に非すと、 曰く 何、 口く 何と、 兹に 於て か 余輩 は 止む 
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を 得す 余 |af の 防 衞を續 けざる を 得ない ので ある * 基督 信者と； % はる k と 否な と は 余輩の 關 する 所では 

ない、 乍然 信仰の 唯 我 獨尊を 以て 居る 敎會 に對 して は 余輩 は 常に 「否な」 の 聲を發 せざるを得ないの 

である、 少く とも 彼等が 再た び 其の 不 返の 要求 を 以て 余輩に 近づかざる やう 余輩 は 彼等に 對 して 常に 

反抗的 態度に 立たなければ ならない ので ある。 

余鞏は 重ねて 言 ふ 余輩 は 戰鬪を 愛する 者で はない と、 神 は 愛で ある、 故に 平和で ある、 彼 を 信じて 

凡て 人の 意に 過ぐ る 平和が 余輩の 心に 臨む ので ある、 余輩 は祌を 信す る を 得て 野の 獸と 和らぐ ことが 

出来、 林の 小禽を 友と する に 至った、 若し 爲し 得べ くんば 余輩 はすべ ての 人と 和らがん と 欲する 者で 

ある、 

至 高 所に は榮光 神に あれ、 地に は 平和、 人に は恩惠 あれ、 

人が 若し 自己 を 以て 足れり となし、 己が 所信 を 以て 人に 迫らす、 唯 人を援 くる を 知て、 之 を我宗 又は 

我 黨に引 入れん とする の 念を斷 つなら ば、 玆に戰 闘の 根は斷 たれて、 平和 は 全地に 臨む であら ふ。 

.  (一 ガ〕 

宗派な き宗敎 

宗派な き 宗敎 と は 人の 死に 對 する 時の 宗敎 である、 此時敎 派 もなければ 神學 もない、 保守派 も なけ 

れば 進歩 派 もない、 近世 主義 もなければ 無敎會 主義 もない、 此時祌 は 神であって、 キリスト は キリス 

ト である、 此時來 せ は 無い と 云 ひ、 キリスト は 救 主で ない と 云 ふ 信者 は 一人 もない、 此時 信者 はすべ 


て剩と 人情と に 於て 一 つで ある- 此 時宗 敎は 完全 無缺 である C 

何故に 我等 は 常に 新く 有り 能 はざる 乎、 何故に 我等 は 死に 對 する 時に のみ 一致す る 乎、 死 は.. 逝く 稀 

れに 人の 中に 臨む ことで ある 乎、 我等の 中に 死なざる 者が 一人たり とも 有る ので ある 乎、 世に 死 ほど 

普通なる 者 は 無いで はない 乎、 然れば 我等 は 何故に 常に 死と 相對 して 在る ことが 出來 ない の 乎。 

哲人 シセ ：！ は 言 ふた、 「せに 死 ほど 普通なる 者 はない、 然るに 人 はすべ て 死 は 無い 者と 見： K して 日 

を 送って 居る」 と、 人に 近い 者と て 死の 如き はない ので ある、 彼 は 常に 我等 に 立って 吾 るので あ 

る、 然るに 我等 は 彼 を 認めす して、 彼 は 無き かの 如くに、 曰々 il ひつ 丄め るので ある。 

願 ふ 我等の 日 々神の 擁護の 下に 在る が 如く 死の 薩に 在らん こと を、 而 して 相互 を!^ し、 相互 を 愛し、 

相互 を憐 み、 相互 を扶 け、 我等 は 来せの 繼承 者で あると 同時に 又 g の 子供であって 死の ilt きで ある こ 

と を 知り、 安らかに 此短 かき 一 生 を 終らん こと を。 

我れ I^.il<f のために 何を爲 さん 乎、 死者に 宗派な し、 國家 なし、 人種な し、 死者 は 人 項 勺 二して 宇宙 

的な り. 故に 我 は 死者の ために 萬 人と 平和 を 結ばん、 是れ 死者 を紀 念す るた めの 最も 善き 途 なり。 

(二  =0 

信仰 は 個人的 闘 係 

或 入 は 言 ふ、 基督教 は 余輩の 信仰で あれば、 彼等 は 余輩に 盲從 する を 好まざる が 故に 之 を I 一^るな り 

と リ 
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又 或 人 は 言 ふ、 基督 敎は 敎會の 編纂せ し敎義 であれば、 彼等 は 理性に 逆ら ひ 之 を 迷信 的に 信す る を 

好まざる が 故に 之 を 去るな りと。 

然れ ども 基督 敎は 余輩の 信仰で はない、 叉 敎會の 作りし 敎義 でもない、 基督 敎は キリスト である、 

基督 敎を 信す ると は 余輩に」 ま從 する ことで な いのは 勿論、 此の 宇 帘觀、 叉 は 彼の 人生 觀を 採用す る こ 

とで はない、 基督 敎を 信す ると は ナザレの ィヱス を 信す る ことで ある、 彼に 主として 事 ふること であ 

る、 彼 を 人類の 模範と して 仰ぎ、 彼と 深き 靈的關 係に 人る ことで ある、 余輩 は 「我に 從 へよ」 と 言 ひ 

て 人に 迫らない、 余輩 は 叉 或る 特種の 敎 義を窩 らして 之 を 人に 强 ひない、 余輩 は 唯 人をィ H スに 導か 

ん とする、 之を傳 道と 稱す るが 故に 多くの 誤解が 起る、 傳道 ではない、 人物 紹介で ある、 キリストと 

稱 せられし ナザレの イニスの 紹介で ある、 余 筆は此 事に 從 事す るので ある、 人 を驅て 余輩の 弟子と な 

さんと しない、 又 彼等 を 余輩の 敎會に 引 入れん としない。 

r 汝はィ H スを 信す る 乎」 と は 余輩が 何人に も 問 はんと 欲する 所で ある、 而 して ィ H スを 信す る 者 

が 信者であって 彼 を 信ぜざる 者が 不信者で ある、 人の 信仰 如何 はィ H ス と 彼との 個人的 關係 如何に 由 

て 定まる ので ある。 

而 して ィ H スを 信す ると は 密かに 彼 を 信す る ことで はない、 信 は 忠信で ある、 獨り 密かに 心の中に 

信じて 之 を 口に 認 はし 得ざる は 不忠で ある、 ィ H スを 信す る 者はィ H スの名 を 恥と せざる 者で ある、 

ィヱ ス のために 人に 嫌 はれ、 せに 憎まる、 を 以て 反て 歡喜 となす 者で ある、 一一 コ デモの 如く 夜陰に 乘 

じて ィ H スを訪 ひ、 密かに 其說に 敬服し、 或る 程度まで 彼に 從 はんと 欲する 者の 如き はィ H ス の忠實 

なる 弟子で はない、 「凡そ 人の 前に 我 を識ら すと 言 はん 者 を 我 も 亦 天に 在す 我 父の 前に 之 を識ら すと 


言 ふべ し」 とィ H スは曰 ひ 給 ふた (馬 太 十の 三十 三； ,0  (三月)  . 

死 因 

或は 體 質が 弱かった からで あると 言 ひ、 或は 父母の 注意が 足りなかった からで あると 言 ひ、 或は 醫 

師の 選擇を 誤りた からで あると 言 ひ、 或は 本人が 不攝 生を爲 したから であると 言 ふ、 死因 は 之 を 以上 

の 四 者 又は 其 他に も 探る 事が 出来る、 然しながら 死 は 其れ丈け で說 明す る こと は 出来ない、 最 I： の 死 

O00O00OO  ゆるし 

因 は 神の 命で ある、 神が 生命 を 要求し 給 ふたが 故に 死んだ ので ある、 一羽の 雀 も 神の 許な くして 地に 

隕る ことなき 此 * 界に 在りて 神の 命に 由ら すして 一 人の 人の 死に やう 害 はない、 曾て リビ ング スト ン 

の 言 ひしゃう に、 「人 は 其 仕事の 終る まで は 不滅で ある」、 而 して 彼の 死し は 彼の 此 地に 於け る 仕事 

の 終りし 證據 である、 斯く 言へば とて 我等 は 勿論 攝生 治療 を 怠らない ので ある、 其 故 は 我等 人 問に は 

事實 として 現 は る、 まで は祌の 命が 明か に 解ら な いからで ある、 然しながら 死が 事實 となりし 以上 は、 

神 の 命 を 信じ て 疑 はない ので ある、 殊に 祈禱を 以て 神の 命 を 待ちし 場合に 於 て は 死 は 確かに 聖召 であ 

る、 神 は 肉 體の死 を 最も 善き 事と 見做し 給 ふた 故に 之 を 要求し 給 ふたので ある、 玆に眞 正の 「諦" ， め」 

が ある、 死因 を 斯く覺 りての み 死 は 悲しくなくなる ので ある 0  ( 一一 一月〕  1 
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神 は了ソ ではない、 ニッ である、 天然の 神が ある、 默 示の 神が ある、 二者 は 同じ 神であって 又 別の 

神で ある。 

天然の 神は殘 酷の 祌 である、 無慈悲の 神で ある、 優勝劣敗の 祌 である、 競爭の 神で ある、 戰 爭の祌 

である、 敎會の 神で ある、 不義と 權 力と に與 みして 正義と 貧弱と を壓 する 神で ある。 

之に 反して 默 示の 祌は恩 惠の祌 である、 慈愛の 神で ある、 ィ H ス キリストの 御 父で ある、 退 讓の祌 

である、 平和の 神で ある、 平民の 神で ある、 平信徒の 神で ある、 常に 義 者と 貧者と を 助けて 最後の 勝 

利 を 彼等に 與へ 給ふ祌 である。 

如何にして 二者の 調和 を 計らん 乎、 人生 最大の 問題 は是れ である、 神 は 果して ニッ である 乎、 イエ 

ス キリストの 御 父 は 果して 萬 物の 造 主にして 其 統治者で ある 乎、 我等 其 事に 就て 知らん と 欲する や 切 

である。 

而 して 此事を 明かに 示し 給 ふたの が 救主ィ ヱス キリス ト である、 彼が 救 主たる 所以 は 彼が 其 身を以 

て 人生の. 此謎を 解き 給 ふたから である、 眼に 見 ゆる 天然の 神 は 是れ眞 の 神で はない、 天然 は 神の 顏貌 

である、 而 して 其 心で はない ので ある、 神 は 偉人で ある、 其の 額貌は 醜く ある、 然し 其 心 は 其 敏貌と 

は 正 反 對に優 さしく ある、 神 を 解す る は 偉人 を 解す るが 如く 難く ある、 其 心と 額と が 正反對 であるか 

ら である、 而 して 其 醜き 額に 於て 其 美 はしき 心を認 むる、 是を 信仰と 稱す るので ある、 故に 言 ふ - 


そ は 我等 見る 所に 憑ら す 信仰に 憑り て步 めば 也 

と (哥林 多 後書 五の 七)、 叉 

そ は 見 ゆる 所の もの は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 永遠ければ 也 

と (同 四 章 十八 節)、 天然の 神 を 眞の祌 と 思 ふ、 其れが 迷信で ある、 人生す ベての 誤謬と 之に 伴 ふす 

ベての 不幸と は此 迷信より 來 るので ある、 而 して 見 ゆる 天然 を排 して 見えざる 眞の祌 を 認め 得て、 我 

等 は 眞理に 達し 得た ので ある、 神 は 天然と いふ 醜き 額 を 以て 現 はれ 給 ひて 人の 心 を 試し 給 ふので ある. 

而 して、 人 は 見 ゆる 所に 憑ら す 見えざる 所に 憑り て 神 を 認めて、 己が 信仰 を確實 にし、 其靈 魂の 救、 扬 

を 全 成う する ことが 出來 るので ある、 二 ッの祌 はや はり 了ソ である、 深き 矛盾 を 以て 深き 自己 を顯は 

し 給 ふ 讚むべき 尊むべき 一 ッの祌 である。 (四月) 

眞 理の證 明 者 == 時 

眞理の 證明者 は 理論で はない、 亦必 しも 經驗 でもない、 如何なる 主張 も 理論 を 以て 之 を辯證 する こ 

とが 出來 る， 叉 如何なる 敎理も 或る 程度まで は 經驗を 以て 之 を立證 する ことが 出来る、 若し 理論と 經 

驗 とより 以外に 眞理の 證明者 は 無い と 云 ふなら ば 眞理は 之 を 決定す るに 不可能で あると 一一 目 はざる を 得 

ない。 

然れ ども 眞理に は 理論 以上、 又經驗 以上、 更らに 確かなる 證明 者が ある- か. &lfi?4f5。  slili 

00000000000000000000000 

其 永存に 由て その 33； (理 なる を證明 せらる、 ので ある、 永く 核く 者、 それが 神の 眞理 である、 人の 11 呉现、 
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其 主義と 主張、 其 宗敎と 道 德とは 永續の 性を缺 くが 故に、 神の 眞理に 及ばない ので ある。 

キリストの 福 昔が 始めて 世に 唱 へられて より 玆にー 千と 九 百年、 其 間に 幾多の 哲學、 幾多の 主義、 

幾多の 道義 は唱 へられた が、 然し 今日 尙ほ其 活動的 存在 を 見る 者 は 殆どない ので ある、 若し 理論の 上 

より 見るならば キリストの 福音に 多くの 缺點が 有る 乎 も 知れない、 然し 其の 干 九 百年 間の 大苦 鬪を經 

て 今 尙ほ 絶大の 勢力 を 以て 人類の 良心 を 支配す る 事 は 火を視 るよりも 瞭か である、 キリ ストの 福音 

は： 永 緩 的 叩を以 で 其の 神の 露理 たるの 主張 を 維持し つ k あるので ある。 

せ界に 於て 雨う でありし が 故に、 勿論 我國に 於ても 雨う である、 開 國以來 五十 年間、 種々 の 宗敎と 

道 德とは 試みられ しも、 今日 尙ほ 希^ 滿々 たる 將來を 有し、 撃て 消えざる の 生活力 を 有する 者 は キリ 

ストの 幅 昔 を 除いて 他に 無い と 云 ふ も 之 を 担む の 識者 は 無い と 思 ふ、 近く は 政府の 威力 を 以て 二宮 宗 

は唱 へられし と雖も 僅々 三年 を經 ざる 今日 旣に 其迹を 認め 難き までに 衰退した、 國粹 保存 主義 又 暫時 

にして 消え、 理學宗 消え、 自然主義 消え、 社會 主義 叉揚ら す、 而 して キリス 卜の 福 昔の み、 其 主唱 者 

の 微力なる に關 はらす、 其の 常に 愛國 者の 誹謗、 學者 政治家の 嘲笑す る 所た るに 係 はらす、 今日 尙ほ 

前と 變る ことなく、 然り、 前よりも より 强き 活力 を 以て 徐々 として 國 民の 心に 侵 人し つ \ あるので あ 

る、 基督 敎は旣 に 死に 瀕せる 宗敎 なりと は 我國の 識者に 由て 幾囘 か！？ へられし 言な りと 雖も、 而 かも 

基督 敎丈 けの 活力 を 有する 宗敎も 道德も 今日の 我國の 社會に 於て 之 を 他に 看 出す ことが 出来ない ので 

ある。 

今より 千 九 百年 前、 キリストの 福音が 始めて ユダヤに 於て 唱 へられし 時、 民の 長老 學者等 は 之 を 厭 

ひ、 其 宣傳者 を 執らへ 之 を 殺さん と 謀った、 其 時 パリ サイ 宗の 人に して 民の 中に 名望 高き ガマ リエル 


とい ふ 人、 立て 彼等 を 論して 言 ふた、 

みづ  r-f 

イスラ H ルの 人々 よ、 汝等此 人 等に 就きて 汝 等が 爲 さんと する 事を自 から 慎むべし、 曩にチ ウダ 

たる 者 起り、 自 から 人物な りと 稱し、 彼に 從 へる 者 凡そ 四百 人 ありし が、 彼 は 殺され、 彼に 從ひ 

し 者 は 皆な 散らされて 跡な きに 至れり、 此 人の 後に 又 ガリ ラャの ュダ なる 者戶籍 調査の 時に 起り 

て 民 を 誘 ひ 己に 從は しめしが、 彼 も 亦 亡び、 彼に 從 ひし 者 も 悉く 散らされたり、 今 我れ 汝 等に 吿 

か、 は  ， ゆる 

げん、 此人々 に 干與る 勿れ、 彼等 を釋 せ、 其 謀る 所、 爲す所 人より sr つる ものなら ば必す 亡ぶ ベ 

し、 然れ ども 若し 神より 出づる ものなら ば、 汝等、 彼等 を 亡す こと 能 はざる なり、 恐らく は汝等 

祌に 逆ら ふ 者と ならん 

と (使徒 行 傳五章 三十 五節 以下)、 而 して 慧きガ マリ H ルの言 は 基督 敎干九 年 Ml に涉る 歷史を 通う 

して 眞理 であった， 而 して 今日 尙 ほ眞理 である、 今日の 日本に 於て 眞理 である、 キリストの 福音が 神 

の 永久の 眞理 である 事 は、 我等 其宣 傳に從 事す る 者の 辨證に 由て 證明 せらる \ の ではない、 又必 しも 

タイム 

其 信者の 短 かき 經驗が 之を證 明す るので はない、 時が 終に 之を證 明す るので ある、 キリストの 幅 昔 は 

1! 叾  — 

決して rn 本國に 於て 滅びない、 縱し 外國宜 敎師が 今日 直に 日本 を引拂 つて 其 本 國に歸 ると す る も キリ 

ス トの 福音 は 日本 國 より 消えない、 キリ ストの 福音 は 日本に 來て旣 に 永久 的 住所 をお めた ので ある、 

旣に數 多の 日本人の 良心に 侵入し、 其 處に其 鞏固なる 城砦 を 築いた ので ある、 日本人の 或る 者 は旣に 

くるしみ  きょ 

其 慰藉に 由て 死の 苦痛に 打 勝ち、 活 きたる 靈 として 天に 昇った、 而 して 彼等の 聖 めら れ たる 靈は 今や 

天に 在りて 此國を 護り、 之 を 恩 惠の國 となさん として 祈りつ、 あるので ある、 基督 敎は 今や 旣に 「外 

敎」 ではない、 佛敎 儒敎と 等しく 日本人の 宗敎 である、 而 して 三者 何れが 最 優等の 宗敎 である 乎は是 
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れ又 誤謬な き 時が 證明 する 所で ある o 

特に 時 を 以て 證明 せらる >- 宗敎 である、 故に 基督 敎は 其眞理 たる を 解し 得る までに 長き 時と 多くの 

忍耐と を 要する ので ある、 キリ ストの 福音の 眞理の 尊 さは 一 年 や 一 一年 之 を 信じた 丈け では 解らない、 

*  、  ，0 し is 

是は十 年 叉 は 二 卜 年、 然り、 生涯に 涉り、 多くの 迫害に 遭 ひ、 多くの 艱難 を經 て、 始めて 解る ことで 

ある、 我等 キリストの 一 i 音に 接して 永久 的 眞理に 接した ので ある、 キリス 卜の 福音 は 一 時流 行の 謂 ゆ 

る 「新 思想」 ではない、 二宮 宗の 如くに 三年 を經 すして 消 ゆるが 如き 宗敎 ではない、 他の 主義と 信仰 

と 「術」 と 「法」 とが 悉く 人に 忘れら る、 後まで 榮ぇ、 然り是 等が 悉く 忘却に 附 せられて 後に 光 を 放 

っ宗敎 である、 然り、 時で ある、 忍耐で ある、 故に 我等 は 時 を 得る も、 時 を 得ざる も、 世に 迎 へらる 

る も 斥けら る、 も、 罵らる、 も 嘲 けらる、 も、 唯默 して 働いて 待つべき である、 ^^ハらば確實なる寺は 

一 i 音を義 とすると 问 時に 叉 我等 を義 とし、 

彼 を 信す る 者 は 辱 しめられ じ 

と ある 聖書の 言が 我等に 在りて 實 現せら る& であら ふ (羅馬 書 十 章 十 一 節)。 (四月) 

博 さと 深 さ 

同；！^ と 確 III  一  a 

ひろ 

人 は 博くなければ ならない、 同時に 叉 深くなければ たらない、 博く し て 义 深 くし て 彼 は 完全 の 人で 

あるので ある。 


ひろ 

而し て 等く あると は 同情に 於て 博く ある ことで ある、 而し て 深く あろと は 確信に 於て F 水く ある こと 

グリス や ヤン 

である、 同情 に 於て 博く 確信 に 於 て 深く して 彼 は 完全に 近 き 基督 者 であるの で あ る 。 

同情に 於て 博き が 故に 彼 は 善 は 之 を 何人に 於ても、 亦 何 主義に 於ても、 亦 何 宗教に 於ても 認 むる- 

縱令俊 奸の惡 人な りと 雖も、 彼に 在る 善 は 善と して 之を認 むる、 縱令其 人が 我 身の 顚覆を 計る 敵で あ 

ると する も， 彼に 在る 善 は 善と して 喜んで 之を認 むる、 而 して 又 主義に 於て 雨う である、 宗敎に 於て 

雨う である、 如何なる 主義、 如何なる 宗教に 於ても 善 は 善と して 正直に 且つ 公平に 之を認 むる、 彼 は 

特に 己が 主義 を 愛する ので はない、 善 を 愛する ので ある、 己が 宗教に 忠なるの ではない、 善に 忠なる 

ので ある、 故に 彼 は 善の 存在す る 範圍に 於て は 人類 だけ 其れ丈け 博く ある、 宇宙 丈け 其れ丈け 廣くぁ 

る 0 

然し 我等 は 我等の 博き を 以て 我等の 深き を沒 せられて はならない、 我等 は 深く 堅く 我等の 確信 を 維 

持し なければ ならない、 我等 は 我等の 確信 を 人の ために 讓 つて はならない、 我等 は 我等の 確信の 堅き 

城此 石に 據て 博く 人類 を 愛さたくて はならない、 確信の 無い 者 は 底の 無い 水と 同然で ある、 是れ廣 いば 

かりであって 堅い 所の 無い 者で ある、 故に 風と 共に 漂 ひせと 共に 流れざる を ない、 自己に 3： の據る 

もて あそ  -っき く， n 

所の 無い 者 はせ の 潮流に 弄ば る X 萍草 である。 

而 して 我等の 救 主なる ィ H スは 如斯き 人であった、 彼 は 博く して 同時に 义深 くあった- 彼はパ リサ 

ィの 人た れば とて 其 主義の ために 之 を棄て 給はなかった、 彼 は ユダヤ人の 宰 にて パリ サイの -ー コ デモ 

を 愛し 給 ふた、 又 彼 を 詰らん とする 學者 にして 少しく 福音の 眞理を 解す る 者が あれば r 汝は 神の 國ょ 

り 遠から す」 と 言 ひ 給 ひて 彼に 在りても 眞理 は眞理 として 之 を 認め 給 ふた (馬 可俾 十二 章 三十 ニ節以 
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F)、 彼の 勸言 を納る k 能 は ざり し 薄志弱行の 靑 年と 雖も、 其 志 は 深く 之 を 愛し 給 ふた (同 十 章 二十 

一 節)、 パリ サイの 人 を攻擊 して 止 まざりし 彼 は 喜んで 其 一 人の 客と なり 給 ふた (路加 傳十 一 章 三十 

七 節)、 ィ H スは人 を 人と して 憎み 給はなかった、 其 罪 を 憎み 給 ふた、 主義 を 主義と して 嫌 ひ 給 はな 

かった、 其 中に 在る 不義 を 嫌 ひ 給 ふた、 パリ サイの 人で も、 サド カイの 人で も、 將た 又へ 口 デ黨の 人 

でも ィ H ス の 前に 立てば 其 善 は 必す之 を 認められざる を 得なかった、 ィ H ス は 特に 善の 承認 者で あつ 

た、 彼 は 必す彼 を 敵に 賣 りし イス カリオ テの ュダに 於て さへ、 其 善 は 喜んで 之 を 認め 給 ふたに 相違な 

、 0 

レ 

然し ィ H スが 同情の みの 人でなかった 事 は 余輩が 玆に言 ふまで もない、 ィ H スは 博い 同情の 人で あ 

りしと 同時に 又 深い 確信の 人であった、 「エホバの 家の ための 熱心 其 身 を 蝕 ふ」 と は實に 彼の こと を 

言 ふたので ある (約 翰 傳ニ章 十七 節)、 神の ためとな らば 彼 を 縛る に 足る の 情實は 無かった、 ピラト 

公廳に 於て r 汝は ユダヤの 王なる や」 と 問へば、 彼 は 憚らす して 答へ て 言 ひ 給 ふた 「汝の 言 ふ 所の 如 

し」 と (同 十八 章 三十 三 節以ド )、 實 にせに 自信の 强き 人に して イエスの 如き は 無かった、 ィ H スは 

自己の 確信 を 守る がた めに 其 身 を 亡し 給 ふ たので ある。 

我等が 博く あるべき 事に 就て 使徒 パゥ a は敎 へて HI ふ、 

**  二と  ラゃ **  .1:-  いさぎよ 

兄弟よ， 凡そ 眞 なる 事、 凡そ 敬 ふべき 事、 凡そ 義 しき 事、 凡そ 潔き 事、 凡そ 愛すべき 事、 凡そ 善 

ほ is れ 

き 聞え ある 事、 すべて 如何なる 德、 如何なる 譽 にても 汝等之 を 念 ふべ し、  . 

と (畔立 比 書 章 八 節 以下)、 卽ち眞 と 善と 美と は 如何なる 人に 由て 唱 へられ、 如何なる 主義 を 以て 

代衮 され、 如何なる 宗 敎を以 て傳 へらる \ も 之 を 敬 ひ 之 を 尊むべし との 事で ある。 


其れと 同時に 又 彼れ パ ゥ 口 は 基督 者た る 者 は 福 昔の 眞理の 上に 堅く 立て 動くべからざる こと を敎 へ 

て 曰 ふた、 

我等に もせよ 天よりの 使者に もせよ、 若し 我等が 曾て 汝 等に 傳 へし 所に 逆ら ふ 福音 を汝 等に 傳ふ 

る 者 あらば、 其 人は詛 はるべし、 

と (加 拉太書 一章 八 節 〕、 卽ち キリストの 福音 は絕對 的眞理 なれば 是は 生命 を 賭して 守るべき 者で あ 

るとの ことで ある。 

斯くて ィ H スも。 ハウ 口 も 博く して 深い 人、 深く して 博い 人であった、 博き を缺 いて 深き は狹 くなる、 

叉 深き を缺 いて 博き は淺 くなる、 同情の みの 人 は淺ぃ 人で ある. 確信の みの 人 は狹ぃ 人で ある、 而し 

て 我等 は 同情と 確信と を 併せて 有たなければ ならない ので ある、 是れ 容易の 事で はない、 然し ィ H ス 

クリス チヤ..' 

を 信じて 彼の 如く 成る 事が 出来る、 基督 者 は IS くして 深い 眞 正の 純士 である、 世の 立場より 見て 彼 は 

或 時 は淺く 見え、 叉 或 時 は 狭く 見える、 然し 彼 は淺く あるので はない、 亦 狭く あるので もない、 彼 は 

神 の 性 を 接け て 博く して 深 い 立體的 小宇宙と 成る を 得た 者で ある。 (四月) 

世に 勝つ と は 何ぞゃ 

汝等 せに 在りて 息 難 あらん、 然れど 心安 かれ、 我れ 旣に *t に 勝てり (約 翰 十六の 三十 三)。 

世に 勝つ と は 權カを 以てせ を威壓 する ことで はない、 叉 金錢を 以て 之 を買牧 する ことで はない、 叉 

ひろ あ-;, 1、ゥ  よ-ひじ & 

名望 を以 て 之 を 風靡す る ことで はない、 寬き溫 き 心 を 以て 之 を 容^す る ことで ある、 卽ち愛 を以 て 之 
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に 勝つ ことで ある、 世の 我に 加 ふる 侮蔑、 憎惡、 迫害 を 怒らざる のみなら す、 却て 之 を 喜ぶ ことで あ 

る、 卽ち 我心に 怨恨の 苦き は 絶えて 宥恕の 甘き のみ 存し、 盡 きざる 愛の 甘 泉の 其 中より 湧出て 永生に 

至る ことで ある、 是 れが眞 正の 勝利で ある、 斯の 如くに して 世に 打 勝ちて せ は 再た び 我に 勝つ ことが 

出来ない の である。 

身 は 十字架に 釘 けられ、 戈 もて 脅 を 刺され、 面前 嘲弄 を逞 うせられし 時に、 

父よ 彼等 を 赦し給 へ 、 彼等 は 其 爲す所 を 知らざる なり ， 

との 祈禱を 口にしながら 氣息絕 えし ィ H スは其 時 正さに 人類の 首、 世界の 王と 成り 給 ふたので ある、 

此 愛に 勝つ 權カは 全 宇宙に 無い、 惡魔は イエ スを 殺さん として 終に ィ H スに 殺された ので ある。 

而 して ィ H スに 依りて 我等 も亦此 勝利の 冠 冕 を 我等の 頭に 戴く ことが 出来る ので ある、 我等 も 亦 心 

に 怨恨の 跡を絕 ち、 之 を 愛の 泉と なすこと が出來 るので ある、 此せは 實に惡 いせで ある、 敵意、 憎怨、 

娼嫉を 以て 滿 溢れ、 之 を 避けん と 欲して 避く る こと は 出来ない、 我等 此 せに 生れ 來 りて 之に 勝た ざれ 

ば 其吞む 所と なる、 恰 かも 毒蛇と 巢を 共に する が 如きであって、 我れ 彼に 勝た すん ば 彼れ 我れ を吞ま 

あけぼの つ はさ  はて 

ん とする 狀 態に 於て 在る ので ある、 而 して 我等 彼の 毒牙 を 避けん と 欲して 縱し曉 の 翼 を 借り て 地の 極 

にまで 到る も 彼 は 我等の 迹を逐 ふて、 せ界 何れの 處に 到る も 我等に 平和 を 得させな いので ある、 而し 

て又此 毒蛇た る、 素斐鳴 尊が 退治せ しと 云 ふ 八尾妖 蛇と は異 り、 如何なる 利劍を 以てしても 斬殺す こ 

とが 出来ない ので ある、 此 せの 主なる 惡蛇を 除く に 唯一 つの 武器、 一 つの 方法が あるの みで ある、 愛 

の 武器， { 有恕 の途、 是れ である、 是を 以てして 我等 は 完全に 彼に 勝つ ことが 出來 るので ある、 愛 はま 

ことに 惡の 解毒 劑 である、 其 注射 を 受けて 我等 は惡 魔の 毒矢 を 身に 受けて 其 毒に 感染 しないの である。 

  —  —- —  IftHlmKllmKBImv- 


愛に 恐怖な しと 云 ふは此 事で ある、 寬き溫 かき 愛 を 心に 懷 きて 我等 は 人の 誹謗、 侮蔑、 喇 弄に 通 ふ 

おそれ  よろ ひ 

て 心を亂 され、 之を键 さる、 の 恐怖がない ので ある、 愛の 鎧 を 身に 纏 ふて 我等 は惡 しき 此 世に 在りて" 

何處に 到る も 平 { 女 であり 得る ので ある、 我等 は此 文明 固に 在りて 實は 盜贼の 巣に 在る ので ある、 此世 

は 到る 所、 蛇と 蠍の 住所で ある、 斯 かる 世に 在りて 我等 强き 愛の 注 人 を 身に 受けす して 危險 極まる の 

である、 我等 は先づ 我が 衷に愛 を 以て 世に 勝ちて、 而 して 後に 世 は 我が 欲 ふが 儘になる ので ある、 

ィ ェ ス曰 ひける は 我れ 電の 如く サタンの 天より 隕るを 見たり、 我れ 汝 等に 蛇蠍 を 踐み又 敵の すべ 

ての- 權を制 ふる 權威を 授けたり、 必す汝 等 を 害 ふ 者な しと (路加 傳十章 十八、 ト九 節)、 

而 して 此 奇蹟 的の 權成 たる や、 柔和なる 心、 寬き溫 かき 愛より 他の 者で はない ので ある。 (五月) 

三角形と して 兒 たる 福音 

愛 は 一直線で はない、 二^線で ある、 直角 を 以て 祭 がれた る 二  isl 線で ある、 卽ち圖 の 如くで ある。 

^人 祌と 我との 關係 である、 又 我れ と 隣人との 關係 である、 祌と 我れ との 

\\\\ 關係、 是を稱 して 宗敎と 謂 ふ、 我れ と 隣人との 關係、 是を稱 して 道德 

■p\\\  と 謂 ふ、 神と 我れ と 隣人との 關係、 是を稱 して 某 督敎と 謂 ふ、 基赞敎 

我 は 宗教で はない、 亦道德 でもない、 基督 敎は 宗教に 道德を 加へ たる 者 

である * 故に 謂 ふ、 

こ ゝろ はせ 

爾、 心 を^し * 精神 を盡 し、 意を盡 して 主なる 雨の 神 を 愛すべし、 又 己れ の 如， く 雨の 隣人 を 愛す 
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べし 

と (馬 太傳廿 ニ章卅 七、 八 節)、 基督 敎は單 に 人道で はない、 然れ ばと て叉單 に 神道で はない、 キリ 

スト 御自身が 神人 (God-Man) でありし が 如くに、 彼の 福音 は 神人 道で ある、. 神 を 愛して 其 愛 をん に 

及ぼす 道で ある. 天の 道に して 又 地の 道で ある、 誠實に キリス 卜の 福音 を 信じて 我等 は隱 十： ならん と 

欲する も 得ない ので ある、 我等 は 直立 的に 神と 交 はり、 地平 的に 同胞に 接し、 而 して 彼等 をして 我等 

を經 由せ すして 直に 神に 到らし めて、 福音 は 我等に 在りて 其 赏效を 奏した ので ある。 (六 H:」 . 

キリスト の 死の 贵き 所以 

天父の 聖 33 に循ひ 完全き 生涯 を 成就た まひし ィ H スは 普通の 人 問の 如くに 死すべき 者ではなかった、 

彼 は 死の 苦痛 を經 すして ヱ ノクの 如くに 天に 移さるべき 者であった、 死 は 罪の 價 である、 故に 罪 を 知 

ら ざる 者に 死 は 無い 苦で ある、 イエス は 試 誘 みられし も 罪 を 犯さなかった、 故に 彼 は 死すべからざる 

者であった U 

謂 ゆる 變貌 山上の ィ H スは 生きながら にして 昇天の 域に 達した 者で ある、 

共 容貌 は變 り、 其 衣 輝き、 白き こと 甚だしく して 雪の 如く、 せ 上の 漂 布 者 も斯く n く は 爲し能 は 

ざるべし  - 

と ある (馬 可 傳九章 三 節〕、 是れィ H ス の聖 化が 其 極に 達した 時の 狀態 である、 彼 は此狀 態に て 最後 

まぼろし 

に 昇天し 給 ふたので ある、 イエスの 變貌は 弟子 等の 迷 想に 成れる 幻景 ではない、 イエスの 取るべき 當 


然 の形體 である、 ィ H スは 彼の 成就た まひし 罪な き 聖-き 生涯の 褒美と して 變貌の 山より 直に 昇天す ベ 

くあった ので ある。 

然れ ども ィ H スは自 から 擇ん で此時 昇天し 給はなかった ので ある、 彼 は 死に 定められ たる 人類の 事 

を E 心 ひ 給 ふたので ある、 彼 は 彼等と 死 を 共に して 彼等 を 慰めん ため. 而 して 自 から 死に 勝つ てん 類の 

え ろ ジ < 

ために 死 を 威さん ために、 自 から 擇 らんで 死に 就き 給 ふたので ある、 死 は イエスに 取って は 避け 難き 

運命ではなかった • イエ スに 取て は 死 は 全く 任意 的 撰 揮であった ので ある。 

故に 謂 ふ、 

キリスト 我等の 罪の ために 死たり 

と (哥林 多 前書 十五 章 三 節)、 叉 謂 ふ、 

彼れ 我等の ために 死たり、 是れ 我等 をして 彼と 偕に 生かし めんと て 也 

と (テサ n 一一  ケ 前書 五 草 十 節)、 义謂 ふ、 

ろぼ 

(イエ スの 死に 給へ る は) 是れ死 を もて 死の 權威を 有て る 者 卽ち惡 魔 を 減し、 つ 死 を 恐れて 生 

涯繁 がる、 者 を 放たん ためなり  . 

と (希 伯 来書 二 章 十四、 十五 節〕、 洵にィ H スに 取りて は 死 は 犠牲であった ので ある、 

己を卑 うし、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに ff^i れり 

と は 彼の 自捐の 極 を 謂 ふたる 言 辭 である (腓立 比 書 二 章 八 節〕、 曾て は 己れ 悔改 むべき 罪な きに 罪人 

と 班 を 共に せんた めに 悔改 のバプ テス マ を 受け 給 ひし 彼 は、 彼の 生涯の 終りに 於て 自己の ために は受 

• 、ろし ふ  よ わ tfi おち ひや  ，、£,、 あ，、 

くるの 何の 必要 もな き 死の 苦痛 を 受け、 我等の 荏 弱 を體恤 るの 资格を 作り、 合せて 我等 を 死の 捆 握よ 
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り 救出し 耠 ふたので ある、 我等に 對 する キリ ストの 愛 は 玆に顯 はれた ので ある、 

夫れ 義人の ために さへ 死す る 者 は 殆んど 稀れ なり、 仁者の ために は 死ぬ る こと を賊 はざる 者 無し 

とも 限らす、 然れ ども キリスト は 我等の 尙ほ 罪人たり し 時に 我等の ために 死に 給へ り、 神 は 之に 

よりて 其 愛 を 彰し給 ふ 

と ある (羅 Htl 書 五 章 七、 八 節)、 沟に 

人、 其 友の ために 己の 生命 を 招る、 之れ より 大 なる 愛 はなし 

である (約 翰傳 十五 窣 十三 節)、 ィ H スは捐 つるの 必要な き 生命 を 我等の ために 捐て、 通過る の 必要 

なき 死 を 我等の ために 通過り 給 ひて、 我等 罪人に 對 する 彼の 絶大の 愛 を 示し 給 ふたので ある。 

如斯 くにして ィ H スの 死は此 せの 愛 國者乂 は殉敎 者の 死と 共に 談じ 得べき 者で はない、 彼等 は 他つ t£ 

必す 死す ベ き 者な るに、 國の ため 又は 眞现 のために 天 靡の 終る を 待た すし て 死た るに 過ぎない、 然る 

にィ H スは 死ぬべからざる 者な りしに， nr から 擇 らんで、 然 かも 罪人の ために、 死に 給 ふたので ある、 

まこと 

實に、 

神は此^^^にょりて其愛を彰はし給ふ 

たので ある、 f の 如何なる 愛！！ 者 も、 如何なる殉敎：^!<;も、 未だ ぜてィ H スの 死の 如き 貴き. 權牲の 死 を 

遂げた 者 はない、 ィ H ス の 死に 於て 愛 は 其 極に 達した ので ある。 

此^が 解って。 ハウ n の キリストの 愛の 讚美の 首辭の 意味が 善く 解る ので ある、 

はな  な や み  くるし ふ  矛." い  ？  V 

キリス 卜の 愛より 我等 を 絶ら せん 者 は誰ぞ や、 忠 難なる か、 困苦なる か、 迫害なる か、 飢歡 なる 

か、 裸裎 なる か、 危難なる か * 刀劍た るか、 …… そ は 或 ひ は 死、 或. る ひ は 生、 或 ひ は 夭 使、 或 ひ 


は 執政、 或 ひは權 能、 或 ひ は 今 在る 者、 或 ひ は 後 あらん 者、 或 ひ は 一 HI き、 成 ひ は 深き、 亦 ハ他 (文 

造し 何者 も、 我等 を 我主ィ H ス キリ ストに 由れ る 神の愛より 結ら する こと 能 はざる^ なること を 

我 は； せざる を 得 ざ れば 也 

と (li 馬 書八ゴ ほい： 二十 五節 以 下)、 贵き かな キリストの 死、 深 かき かな 神の 愛 = (人 " ) 

綠蔭獨 語 

余 を 指して 「彼 は * 督 信者に あらす」 と 言ふ宣 敎師が ある、 余 は洵に 基督 信^で ない 乎 も 知れない、 

<； -は强 いて 基督； 一!^ 者で あると 言 はない、 余は基督信者でなぃ^?!!-を虞る\が故に基督敎會に人て其利益 

に與 らんと しない、 < ^は敎 會ゃ宣 敎師の 飯 は 一粒 も 之 を 食ら はない、 余 は某督 信者た る ことの 此哥 1 の 

利 一俊 は 一 つも 之 を 受けて 居らない 積り である * 宜敎師 と 敎會： ^者と は 此の 事に 關 して 余に 就いて 安心 

して 可な りで ある、 は 縦し 基督 信者で ない とする も、 gi くと も、 正直で あり、 ノ ー ブルで あり、 S?J 

らしく ありた く ある。 

余 は 基督 信者で ない 乎 も 知れない、 然れ ども 余 は 聖書の 研究者で ある、 余 は 勿論 敎會の 書と して 聖 

害 を 研究し ない、 若し §si 曰 は 特に 敎會の 書であって、 人類の 書で はない と 云 ふ 明確なる 證據が 提供せ 

らる、 ならば、 < ^は 今日と 離 ども 直に 聖書の 研究 を 魔め る、 然し 余 は 未だ 曾て 斯か る說據 の 提供 せら 

れ しこと を 知らないの である、 余 は 今の 基督 敎會 なる 者と は 何の 關係も 無き 書と して if_ 書 を 研究す る 
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ので ある、 余が 聖書 を 研究す る ことが 余が 一人の 人間で あると 云 ふ 證據に はなる、 然し 基督 信者. であ 

ると 云 ふ f!i ほ據に はならない、 正統 敎會が 擯斥して 止まざる ルナン、 スト ラウス、 バウル、 ハ ー ル ナツ 

ク 等が 最も 忠實 なる 架 書の 研究者で ある 間 は 余と 雖 ども 自ら 好んで 聖書 の 研究者た る 事が 出來 ると 思 

ふ、 敎會と 宜敎師 と は 余が 聖書 を 研究 すれば とて 余 を甚督 信者と 見做す に 及ばない、 彼等 は 宜しく 疑 

の 吸 を 以て 余 を 見るべき である、 余 は玆に 明， 曰 に 余の 彼等の 一人に あらざる 事 を 表白す る。 

曾て 統敎會 先？^ の 一 人 は 余 等 無 敎會者 を 呼ぶ に 「某 督敎會 獅子 身中の 蟲」 の 名 を 以てした との 事 

である、 然し 其名稱 は當ら ない と 思 ふ、 彼の 眼より 見て 余 等 は沟に 「蟲」 である 乎 も 知れない、 然し 

「身中の 蟲」 ではない、 余 等 は 敎會の 中には 居らない、 其 外に 居る、 余 等 は 明白に 無敎會 者な りと 言 

ふ， 余 等 は 狼で ある 乎 も. 知れない、 然しながら 羊の 皮 を 被りた る 狼で はない、 故に 彼 は 余 等 を 「蟲」 

と稱 する も、 身中の 蟲と稱 せす して 身 外の 蟲と稱 すべきで ある、 余 等 は 敎會に 近 よらない、 之に 遠 ざ 

かる、 敎會は 少しく 注意 を拂 へば 余 等より 何の 害 を も 被らす して 濟 むので ある。 

ィ H スは自 ， J を 「人の子」 と 稱び給 ふた、 是れ 誠に 感謝すべき ことで ある、 人の子と 云 ふ は 「人」 

と 云 ふと 同じで ある、 イエス は 自己 を單に 「人」 と 稱び給 ふたので ある、 基督 信者なる 名 稱はィ H ス 

が 附け給 ふたもの ではない、 イエス は 人であった、 而 してす ベての 人 は イエスの 弟子で あるので ある、 

必 しも メ ゾ-チ スト 敎會、 バ プチ スト 敎會、 組合 敎ズ 皆、 00, 正 敎會、 長老 敎會、 「日本 基督 敎會」 

等に 入って 所謂 基督 信者と 成る に 及ばない、 人が 若し 人ら しき 人と なれば、 それで 彼 は 人の子なる ィ 


ェ ス の 弟子と 成る ことが 出來 るので ある、 聖書に は 又 余の 如き 者 を すら 慰め 且つ 强む るに 足る 多くの 

一 百辭が ある。 (六月) 


(大 正 元 年) 

復活と 甦り 

復活 は 「甦り」 ではありません、 復活の こと を 「趟 り」 と 云 ふ は誤稱 であります、 「甦り」 は 黄泉 

より 歸 ると 云 ふこと でありまして、 死んだ 人が 其 儘 生き 囘て來 る ことであります、 約翰傳 十一 章に 有 

る 所の ラザロ は 甦った のであります、 彼の 肉體は 四日の 問 墓に 在りし が、 キリストに 召 ばれて 其 儘 生 

き囘 つて 来たの で あります、 然 し 聖書 に 云 ふ 復活 は 全く 是れと 違 ひます、 復活と は 肉體 の聖 化で あり 

ます、 肉體が 純化して 更らに 貴き 聖 きものと 成る ことであります、 キリストの 復活 は ラザロの 甦りと 

は 全く 違った 事であります、 キリスト は 復活して 窮 りなく 生き、 ラザ ti は 甦りて W たび 死んだ ので あ 

ります、 末の 日に 於て キリストが 我等 を 復活し 給 ふと 云 ふ は、 彼が ラザ C1 に 爲し給 ひしが 如くに、 我 

,0 と  よ 

等の 肉 體を舊 のま， - にて 地上に 召び 給 ふと 云 ふこと ではありません、 啡立比 書 三章廿 一. 節に 謂 ふが 如 

くに、 彼 は 萬 物 を 己れ に 服 はせ 得る 能に 由り て 我等が 卑しき.. 體を 化へ て其榮 光の 體に  1 ^らしめ 給 ふこ 


とであります。 (八 =0 

サバチ I ルの 信仰 

故ォ ー ガ スト. サバチ ー ルは學 者であった、 神學 者であった、 しかし 其 著 r 宗敎 折：： 學 概論」 を 護ん 

で 吾人 は 彼が 唯の 學 者でなかった こと を 見る、 彼に 深い 霊的 實驗 があった、 共 霊的 生命に 彼 は 宗敎祈 n 

學てふ 衣服 を 着けて せに 公に したので ある、 彼 は 宗敎の 某 礎 を 「有神論」 に かすして 「敬虔の 念」 

「靈的 苦悶」 に いて 1$ る、 彼 は 曰 ふた、 

他の 凡 W: の 缺乏を 補 ふに 足る と雖も 他の 凡百 を 以て も 缺乏を 補 はれざる 或 物 = 靈屮に K 在す る 或 

：2： 的. 素 = これ 我等の 知らん と 願 ふ 所な り、 一 言に して 云へば 我等 は 宗敎的 贲驗を 得ん と 欲す。 

おにと りて はィ エス キリス 卜の み 唯一 眞 正の 師叉 主な り、 何と なれば 彼に のみ 輕浮を 伴 はざる 樂 

天 あり、 失&」 を 伴 はざる 眞摯 ありり 

宗敎論 を するならば 彼の 如き 靈的 根抵の ある 論 をしたい ものである。 C 八月 J  , 

マコ， 'レ. I の 信仰 

英 1； の 史家 マコ ー レ —は必 すし も 純；；： S 仰に 立った 人で はない やうに 思 はれる、 其 生涯と 著述より 

る 時 は 彼 は 所謂 ュ 一一 テリアン 風の 純士 であった、 善き 思想 を 抱いた 善人であって、 信仰 を 第一 にした 


人で はない やうに： nj- える、 しかし 彼 は 大凡 次の 如き こと を 言 ふた。 

論 學 者 は 抽象的に 論す る けれども、 人類の 多數 はか k る 抽象的 思想に は 利害 を 感じない ので あ 

る、 人類 は 物 を 有たねば 承知せ ぬ、 现解 も出來 ぬし 感 する こと も 出来ぬ 祌を 有神論で 證 明して 喜 

んで： 1W るの は 少数の 「頭の 人」 である、 され ど 大多数の 人 は 唯の 抽象の 詞を 以て 滿 足せぬ、 それ 

故 肉體を 有して 人の 形 體を備 へ 馬槽に 眠り 人の 中に 住み、 人の 弱き を 助け、 人の 墓に て淚を 流し 

十字？^ の.^ にて 血 を 流し た 人 —— そ れが萬 人の 拜 する 祌 なので ある 。(八月) 

愛の 法則 

天然の 法 あり、 社き の 法則 あり、 倫理の 法 M あり、 而 して 义 愛の 法则 あり、 而 して 神 は 人 を 救 ふ 

に 愛の 法^ を 以てし 給 ふ、 天然 乂は 社會 又は 倫理の 法則 を 以てし 給 はす。 

天然の 法則に 從 へば 優者 は 勝ち 劣者 は 敗れ、 強者 は存り 弱 者 は 亡ぶ、 然れ ども 愛の 法則 は 之に 反す、 

愛 は 弱者 を け、 强 者を拉 ぐ. 

其 臂のハ を 現 はし、 心の 驕れる 者 を 散し、 權柄 ある 者 を 位より ドし、 卑賤 者 を 舉げ、 飢 たる 者 を 

美食に 飽せ、 富める 者 を 空しく 返らせ 給 ふ 

と あるが 如し。 路加 傳 一 章 五一 一節 以ド。 

社 < ^の 法則に 循 へば 輿論と 稱 して 多数の 意 兒は行 はれ、 少數者 は 常に 失意の 地位に 居らざる ベから 

す、 然れ ども 愛の 法則 は 之に 反す、 愛 は 少數を 顧み、 多數を 斥く、 闩 ふ、 
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かす  すな 

イスラ H ルの 子の 數は 海の 沙の 如く なれ ども 救 はる \ 者 はた 僅少な らん 

と。 羅馬書 九 章 七 節。 以賽亞 書 十 章廿ニ 節。 

倫理の 法則に 循 へば 德行は 賞せられ、 罪惡は 罰せら る、 罰 を 灭 に 得て 訴 ふるに 所な し、 然れ ども 愛 

の 法則 は 之に 反す、 愛 は 罪を赦 すの 途を設 く、 愛 は 公義よりも 晦改を 愛す、 故に 曰 ふ、 

あはれ み さ；？ 1 き 

矜恤 は鞫に 勝つな り、 

と (雅各 書： ；章 十三 節)、 又 

人の 義 とせら る、 は 信仰に 由る、 律法 (道義) の 行に 由ら す 

と (羅馬 書 三 章廿八 節)。 

斯くて 天然の 法則に 循 へば 亡ぶべき 者 も、 亦 社 < ^の 法則に 循 へば 無能なる 者 も、 亦 倫理の 法則に 循 

へば 訊 はるべき 者 も、 愛の 法則に 循て救 はる k なり、 愛 はすべ ての 法則に 反し、 其 要求 を排 して 曰 ふ、 

我れ 矜恤 まんと 欲 ふ 者 を矜恤 み、 我れ 憐 偶まん と 欲 ふ 者 を 憐澗む 

と、 世の 劣敗 者 は 決して 失 tlf: すべから ざるな り。 羅馬 書九宽 十五 節。 (九お) 

神と 天然 

天然 は 自治 體 なり、 神の 配下に 在る と雖も 非常 特^の 場合 を 除く の 外 は 神 を 離れて 獨り自 から 動く 

その ひ  よき. 0 の  あし *,」 らの  てら  t*.- しきもの ；.！/ しから ざ， 0 もの 

者な り、 天然 は 其 日 を 善 者に も惡 者に も 照し、 其 雨を義 者に も 不義 者に も 降らし、 雷靈を 以て 同時 

に 劇場と 敎會 堂と を壞 ち、 氷塊 を E 船の 前に 橫 へて 同時に 牧師と 博徒と を 水底に 葬る、 天然 は 人を擇 


ます、 同一 の 黴 tl, は 信者 を 胃し 不信者 を 冒す、 善人に して 不運の 人 あり、 惡人 にして 好運の 人 あり、 

天然の 前に 善惡 正邪の 刖 なし、 而 して 死 は 萬 人に 對 する 其の 最後の 宣吿 なり。  ■ 

天然 は祌を 離れて 自動す、 而 して 祌は； 大然を 離れて 人 を惠み ふ、 人の 肉 體は之 を 天然に 委ね、 彼 

の 靈魂は 自 から 之 を 宰り給 ふ、 不運の 人に き 心 を 賜 ひ、 好運の 人 を 共 欲する が 儘に 任し 給 ふ、 貧者 

に 心の 滿足を 賜 ひ、 富者 は缺 乏を感 する 益々 甚だし、 死 は恩惠 として 信者に 臨み、 刑罰と して 不信者 

を 襲 ふ、 天然 は 神より 獨立 して 僅かに 淺き 物界を 主る に 過す、 深遠 極 なき 靈界 と、 之に 伴 ふ 生命の 

C 水と は 八/ 猶ほ祌 の 直轄 の 下に あり。 

然 らば M を か 恐れん、 神 は 雷 露 を 以て 轟き 給 はす、 細き 聲を 以て 囁き 給 ふ、 洪水 を 以て 罰し 給 はす、 

彼 を 憎む 者より 其 聖額を 背け 給 ふ、 肉體を 癒し 給 はす、 靈魂を 活かし 給 ふ、 彼 を 愛する 者 を 死に 附し 

給 ふ、 而 して 死に 由り て 生命に 導き 給 ふ、 神 は 天然に 千 涉し給 はす (非常 特別の 場合 を 除く の 外 は)、 

而 して； 大然 以外に 立ちて 彼の 恩惠を 施し 給 ふ、 天然の 神は靈 魂の 神に 非す、 然り、 舊 約の 神 は 新約の 

神に 非す、 イエスキリストの 御 父なる 眞の祌 は 今や 疫病 を 以て 其 敵 を 擊ち給 はす、 天より 火 を 降して 

己に 逆 ふ 者 を 滅し給 はす、 八：' や 神の 恩惠は 人の 靈 魂に 降り、 其 刑罰 も 亦其靈 魂に 臨む- 今や 天然 は 神 

無き が 如くに 倒ら くな り、 故に 之を稱 して 信仰の 時と は 云 ふたり。 (九 《0 

恩 惠の內 外 

身の 幸運 悉く 我 身に 麕 集り、 我が 肉體は 健全に して 長命、 我が家 は榮 えて 一人の 死者の 其 中より 出 
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るな く、 我が 事業 は 成功し、 我が 名は揚 り、 貴 尊と 光 榮我身 を 纏 ふ も、 我は必 しも 惠 まれた る 者で は 

ない、 我に して 若し 神の， Ifm を拜 する を 得す、 キリストに 於て 顯れ たる 彼の 心 を 識るを 得すば、 我 は 

憐 むべき 幸 薄き 者で ある。 

之に 反して 逆運， ビ 接して 我 身に 臨み、 疾病 は 我 肉 を 撃ち、 死 は 我が家 を 襲 ひ、 我が 事業 は 失敗の 

述镜、 我が 名 は， に f;>^ls せられ、 侮辱と 嘲笑 我を圍 むと 雖も、 我は必 しも 呪 はれた る 者で はない、 我 

にして 若し §達 の 降臨に 與り、 i いて 益 々神の 子の 自由に 人る を 5r ぱ、 我 は實に れ たる 祝福 せら 

れ たる 者で ある。 

我等 は 見 ゆる 所に 憑らず 信仰に 憑り て步 むので ある、 我等 は^に 神の 恩惠を 見ん と 欲せす、 叉 彼の 

Jlll^ 一 を 認めん と 欲せす、 神 は 我等 を衷に み 給 ふ、 又 我等 を 罰し 給 ふに 方て は 我等の 衷を 離り て 共^ 

に 耐え 難き の.； <」虛 を 感ぜし め 給 ふ" 哥林多 後書 五 章 七 節。 (九 ガ」 

單獨の 勢力 

團 瞪、 W 體と云 ふ、 團體に 入る にあら ざれば 善 且つ 大 なる 事 を 爲す能 はすと 云 ふ。 

して 然る 乎、 書は此 事に 關 して 何を敎 ふる 乎。 

モ I セは 阐體 のん なりし 乎、 彼 は獨り メヂァ ン の 地に 漂流し、 其處に 面と 面 を 合して エホバ と談霄 

ひ、 其ん W を らして：^ の 問に ドり、 彼等 を 導きて 約束の 地に 至りし にあら す や。 

エリヤ は 如 M に、 彼 は所誚 「預言者の 屮」 の 一人な りし 乎、 彼 は ギレアデの 野人に して、 王に 嫌 は 


れ、 ； S 一一-一：： 者 等に 疎まれ、 「惟 我れ 一 人 布り て エホバ の預 一一 一一 c 者たり」 と. 一 W ひて、 獨り 立ちて バ アル 崇拜 

の 迷 5! を排 し、 イスラエル の に ェ ホバ の I も； 名 を 復興せ しに あらす や。 

ァ モス は 如 3： に、 彼 は 彼れ 自身の 首に 循 へば 说 一一 一一 c 者 (職業的) にあら す、 亦預 ffH 者の チ にも あらす、. 

テ コ ァ の農夬 にして 桑の 樹を 作る 者な りしと 云 ふ、 而 かも 彼と！： 時代の 人に して 誰か 能く 彼の 如くに 

§も， 敎の 純正 を 守りし おあり や、 反て 彼の 敎 故べ テルの^ 司ァ マジ ャ こそ、 純粹 なる 敎會の 人に て あり 

しに 非す や。 亞麼士 書 七 章 を 見よ。 

ヱレ ミヤ は 如何に、 彼 は 祭司の 子な りし も- 自身 は 祭司の 職 を 執らす、 常に 贵 族と 敎 職の 敵と なり、 

政敎兩 つながらの 腐敗 を唱 へ、 獨り M ホバに 代りて 立ち、 國家壞 類 か 時に 方り、 國 は」」 ぶる も 亡び ざ 

る ェ ホバ の 契約 を 守して 死に 至りし に 非す や。 

エゼキエル は 如何に、 ダニエル は 如何に、 ホセ ャは如 M に、 マラキ は 如 3： に、 ギ デオン は 如何に、 

サム ソン は 如何に、 然り、 我等の 主 イエスキリスト は 如： M に、 彼 は 狐 は 穴 あり、 天空の 鳥は巢 あり、 

然れど 人の子 は 枕す る 所な しと 一一 1" ひて 彼の 單獨を 示し 給 ひしに あらす や、 實に if 書 は w 體の 人に 由て 

書かれし 書に あらざる なり、 変 書の 記者と 其 主人公と は 敎會の 人に あらす して 神の 人たり しなり、 彼 

等 は 副體の 勢力 を 俗り て 事を爲 せし 人に あらす、 预 一一 一一 1： 者ゼ カリヤの 唱 へしが 如く、 

權 力に 依らす、 能.. 力に 依らす、 我が (神の) 靈に 依りて 

い ii! ゲき もの 

至上 者の 命に 服せ し 者な り (撒 加利亞 書 章 六 節)、 敎會、 敎會 と^へ て、 w 體の 勢力に 依りての み 

事を爲 さんと 欲する 者 は 聖書の 精神 を 知らざる 者たり、 祌の人 は 今日と 雖も阒 體に賴 ます 獨り 神と 交 

はり、 其 命に 聽き， 其 能力 を 得て、 獨り 立て 善 且つ 大 なる 事 を爲 すたり" (十月〕 
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自由の 偉大 

偉大なる もの は 何ぞ、 偉大なる 人 は 誰ぞ？ 

偉大なる もの は 自由で ある、 偉大なる 人 は 自由の 戰士 である、 ..H 由 を 人に 供す る 事、 其 事が 最大の 

事業で ある。 

英國 政" の 壓制を 挫き 米國 人に 自由 を 供せ しジ ョ ー ジ . ワシントン は 偉大なる： 束 人で あり 又 偉大な 

る 政治家であった。 

羅馬 敎會の 束縛 を斷 ち、 歐洲 人に 信仰の 自由 を 供せ し マルチン • ル ー テル は 偉大なる 宗敎 家で あつ 

た。 

ロック、 ヒュ ー ム 等に 由て 唱 へられし 知識 論の 誤謬 を 札し、 意志の 自由 を 確 11 し、 神と 靈 魂と 来世 

との 實在を 辯 明して 祖父の 信仰 を 擁護せ し H ム マス H ル • 力 ントは 偉大なる 哲學 者であった。 

K に 自由 を 供せ すして、 如 3： に 幸 多き 物質的 文明 を 供す る も、 政治家 は 偉大なる 政治家で ない。 

信者に 莊麗 なる 儀式と 阆滿 なる 祌學と を 供す る も、 信仰の 自由 を 供せ すして 宗敎家 は 偉大なる 宗敎 

家で ない。 

ひろ 

學問は 如何に 博く あると も、 研究 は 如何に 深く あると も、 意志の 自由 を 明かに せざる 風， 者 は 偉大な 

る舉 者で ない。 

S 由で ある、 自由で ある、 自由 は 人の 生命で ある、 願 ふ、 人と して 此 せに 生れ 出し 以上 は、 若し 政 


治 〔糸と ならば 民に 生活の 自由 を 供し、 宗敎 家と ならば 信仰の 自由 を 供し、 學者 とたら ば 意志と 思想と 

の 自由 を 供 せんこと を。 (十=0 

汝靑 年に して 苦しむ 者よ、 神に 就て 學 ベよ、 柿 は 善き 敎訓を 汝に與 へん。 

うち f- ふ く-たもの 

衬 は 靑ぃ問 は い 果物で ある、 乍然、 赤く なれば：^ き 事 他に 比類な き 物で ある、 而 して 同じ 姉の 

*- '- し しふ  も ふ 

屮 でも、 靑ぃ 間に 能の 多い 者 程、 赤く なれば 甘くなる ので ある、 依て 知る は 甘味の 素で ある こと を、 

柿 は 溢く あるに 非れば 甘くなる ことが 出來 ない の である。 

人 も 亦 其の 通りで ある、 人 も 亦靑年 時代に 於て 苦しむ にあら ざれば 大人と なりて 人生の 味 を 充分に 

味 ふこと が出來 ない ので ある、 苦 は樂の 素で ある、 神の 恩惠が 生涯の 辛ら き 經驗を 糖化す る 時に 人生 

えこと  しこ-. -っ 

の 眞の味 は 現 はれて 來 るので ある、 苦痛の 無い 生涯 は 味の 無い 生涯で ある、 從て 意味の 無い 生涯で あ 

あ， ち もと つ く 

る、 我等 は靑年 時代に 苦しめられて 人生の 味の素 を釀 造りつ、 あるので ある、 に 書 は 一一-; n ふ 

リ、  ,\? 

人 若 かき 時に 軛を食 ふ は 善し 

と (哀歌： 一一 章廿七 節)、 若 かき 時 は 二度 は 無い と 云へば、 人 は 若き 時に 充分に 苦しむべき である， 誤 

徘 の輒、 虐待の 軛、 背棄 の軛、 貧困の 軛、 失敗の 輒、 死別の 軛、 重き 軛と云 ふ軛を 何れも 擔 ふべき で 

ある、 而 して 忍耐 其 ra^ を 結び、 人に 由ら すして 神に 由り て 自己に 勝つ を 得て 彼 は 貴むべき 神の 子の 自 

に 人る ことが 出來 るので ある。 秋の 野 を 飾る 赤き 甘き 柿 を 見よ、 而 して 汝の 今日の 不幸 不運に 耐え 

大正 元年  i 五 


ャゾの 流行  一 

近頃 我家 は 稅史の 見舞 を 受けた、 拾 度 其時ク A 族の 者 は 悉く 出拂 つて、 我 .3^ に 長く 忠實に 務めし 下婢： 

がー 人 留守 をして 居った、 スルと 稅吏は 例の 荒ら かなる 調子 を 以て 彼の 女に 向って 曰 ふた、  一 

全體此 家の 職業 は：^ ん である 乎  一 

と、 ド婢は 離 かに 答へ て 口 ふた、  i 

基督 敎の傳 道であります、 

と、 稅.^ は 更らに 言 辭を繼 けて 曰 ふた、 

爾 うか、 ャゾ か、 近頃 は ャソは 大分 流行る さう だから 澤山 牧人が 有る だら ふ、 

と、 下婢 は 其 決して 然ら ざる を 述べた、 基督 敎の傳 道の 決して 有利 的攀 業に あらざる 理由 を 述べた、 - 

之を閱 いたる 稅^ 生 は 敢て誅 求す る ことなく、  7^ 々として 我家 を 去った。 

然し 彼れ 稅 吏の 一 言 は强く 我等の 心に 響いた *  一 

近頃 は 大分 ャソは 流行る から  一 

と、 寅に 雨う である 乎と、 我等 は 自分に 問 ふた、 而 して 實に爾 うで あると、 自分で 自分に 答へ ざる を 一 

得なかった、 有 梨に 日本人 も 今や 宗敎を 求めざる を 得ざる に 至った、 戰爭に は 勝ち、 生産力 は 增し、 一 

世界の 第一 等國の 中に 算 へらる \ に 至て、 日本に 未だ 一 つ 大切なる 者め 缺 けて る こと を 日本人 は感 


ぜ ざる を 得ざる に 至った、 HI く 信仰、 曰く 安心、 门 く？ M かき 家 座、 rn く 潔き 社會 と、 彼等 は 八/は 叫ば 

ざる を 得ざる に 至った、 然し 何 處に之 を 得ん 乎、 舊き 11 敎に 於て 乎、 疑 はし、 復活せ る 佛敎に 於て 乎、 

未だ 試みられす、 武士道 は？ 軍人に は 善し、 然れども農ェ商の平：！^^には適せす、 然 らば 何に 出て か 心 

の 穴」 虛を充 さむ、 何に 由て か 生涯の 寂.； i を 癒さん、 3:に由てか平和を5^ル、 w に. S て か 〔や M を 潔 めん、 

何 に 由て か確實 なる 希 tiS を 永遠の 未来に 繁ぐを 得ん、 鳴 呼 ャソを 試みん かな、 ャソを 探らん かな、 ャ 

ソ は 西洋の 宗教な りと 聞いて、 今 ni まで 西洋の 制度 文物 は 悉く 之 を 採用せ しも、 其 宗教 V け は 之 を 蛇 

^視 して 斥けたり、 然れ どもん：' は 其 宗敎を も 試みん かなと は 今や 日本人の 多 數の臀 となった、 我國に 

00OO000000O00O00O000OO000000O0 

於け る 今日の ャソの 流行 は 邦人の 靈 魂の 切なる 要求に 基く ので ある、 日本人 もまた 人 問で ある、 而し 

て 人 問で ある 以上 は靈 魂の 要求 を充 たさす して はおられない、 人の 靈魂は 憲法 や 議きゃ 殖產ゃ 工業 や 

國威ゃ 领土を 以て 充 たす ことの 屮 I 來る 者で はない、 魂 を 養 ふに は靈 魂の 食物が 1^ る、 人類の 永久の 

叫號は 古き 詩人の それで ある、 

鹿の 溪水を _c おひ 喘ぐ が 如く、 

我が 靈魂は 汝を慕 ひ 喘ぐな り、 

我が 靈魂 は 渴け る 如く に 祌を慕 ふ 、 

活ける 神 をぞ慕 ふ、 

と (詩篇 叫 十二 篇 一、 二 節)、 是れ 人類の 叫 號の聲 である， 而 して 口 本人 とても 遲 かれ 早 かれ 此聲を 

發 せざるを得ないの である、 而 して 彼等 は 今や 彼等の 心の中に たなる 寂寞 を 感じ、 ..<^邓れす此聲を發 

十る に 至った ので ある. 我等 は 之れ がた めに 荏：^ を 以て 彼等 を 責めない， 彼等 は 今や 人生の 眞. 向 目に 

大 正 元 .Js^'  三 主 七. 
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-. 還りつ、 あるので ある、 平安と 滿足と を 物質的 文明に 求めて 得す. 園 威 仲 張に 求めて 得す、 M 粹保^ 

に 求め て 得す、 終に 之 を靈魂 の 父に 求む るに 至った ので ある、 

我等に 父 を 示せよ、 然 らば：： 疋れリ 

と (ョ ハネ傳 十四 章 八 節)、 人と して 其の 眞 性に 立 還って 此 聲を發 せざる 者 は 無い、 我等 何人も 父 を 

要求す るので ある、 人 は 我を棄 つると も 永久に 我を棄 てざる 我 父 を 要求す るので ある、 獨り 死の 河 を 

- 渡る 時に 我 を 導きて 河の 彼方に 到る 靈 魂の 侶伴 を 要求す るので ある、 而 して 人類の 此 切なる 要求に 應 

じて 尙ほ餘 り ある 者 は 「ャ ソ」 を 除いて 他に 無い ので ある。  . 

言 ふま でもな く 基督 敎は 西洋 の 宗敎 ではない 、 若し 其 起源 の 地 を 以て 稱 するならば 基督 敎は 怫敎と 

同じく_,0^細：=5:の宗敎でぁって束洋の宗敎でぁる、 然しながら 靈 魂の 父 を 紹介す る 基督教に 東洋 西洋の 

1511^ は 無い ので ある、 人種 も 國家も 肉 體に關 する 事で ある、 靈 魂に 西洋 もなければ 歐米 もない、 璽 魂 

はコ スモ ボリ タン (世界 を 一 〔豕と 0^ る 者〕 である、 然り、 ュ 一一 バ ー サ リスト (宇宙 を 居住の 所と おむ 

, る 者) である、 歐 米が 基督 敎を 吞ん だので はない、 基督 敎が歐 米 を,^ ん だので ある、 キリストの 一 i 昔 

の 同化す る 所と なりて 歐米人 は 稍々 人 il らしき 者と なった ので ある、 キリス トの福 昔 は 日光の 如き、 

-络氣 の 如き 者で ある、 何人が 之 を 利用 (善意に 解す) しても 可い ので ある、 而 して 之 を 利用せ すして 

ひろ J?  二 

個人 も國家 も 深き 高き 博き 潔き 生命に 人る ことが 出來 ない の である、 何にも 東洋 西洋の 問題で はない、 

靈 魂の 問題で ある、 故に 世界の 問題で ある、 宇 {S の 問題で ある、 永遠の 問題で ある、 キリスト は 自己 

を稱 して 「人の子」 と 云 ひ 給 ふた、 全人 類の 友で あるとの is である. 故に 我等 日本人 は 「人の子」 を 

欧米人に のみ 讓 つて はならない、 我等も^ 進んで 其 恩寵 友：？， „ ^に 與ら なくて はならない、 「人の子」 は 


之 を 亦 日本の 有と も爲す ことが 屮 I 來る、 全人 類の 有 を 西洋人に のみ 委ねて 我 は 其の 利益に 與 からすと 

一一 一一 口 ふ は 5| の 極で あると  一一 一 E はざる を 得ない。 

若し 强 いて 西洋が 嫌で あると 云 ふなら ば、 何にも 必 しも 西洋人に 關 はるに 及ばない、 我等 は 两洋人 

に賴ら すして キリ ス トの福 昔 を 信じ 其 恩 惠に與 る ことが 出来る、 某餐敎 の祌は 特別に 两 洋 人の 神で は 

ない、 使徒 パ ゥ B は 一一： 一 S ふた、 

神 は 惟り ユダヤ人 のみの 神なる 乎、 叉 異邦人の 神なら す や、 然り、 又 異邦人の 神な り、 

と (n マ 書 三 章卄九 節)、 我等 は 少しく 語を替 へて 言 ふこと が 出来る、 

神 は 惟り 西洋人の みの 神なる 乎、 叉 東洋人の 神なら す や、 然り又 東洋人の 神な り、 

と、 我等 は祌を 我等の 父と して 仰がん と 欲して 何にも 西洋人に 阿び 從 ふに 及ばない、 我等 は 我等の 父 

に 行かん と 欲する ので ある、 他人の 父に 行かん とする ので はない、 我等 は 何の 俥る 所な く、 我等の 父 

の 恩寵の 懐に 人るべき である。 

r ャソは 流行る」 と、 我等 は 此事を 聞て 我國 人の ために は 喜ぶ と雖も 我等 自身の ために は 喜ばない、 

流行らない ャソを 今日まで 信じ 來り しこと は 我等に 取り 大 なる 幸福であった、 

. 置 ひなる 哉 衆人 汝に 就て 善く 語る 時 は、 

とィ H スは敎 へて 言 ふた (ルカ 傳六 章廿六 節)、 我等の 信仰の 「流行る」 時 は 我等の 最も 禍 ひなる 時 

である、 せに 迎 へらる \ 我等 は 神より 離る、 の 危險が 有る ので ある、 世に 迎 へらる & 時に 多くの 偽善 

者が 我等の 許に 菜 ひ來 るの 危險が ある、 せに 迎 へられて 「ャ ソ」 は 甚だ 腐り 易く ある、 佛敎は 靳の如 
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くにして 我國に 於て 腐った、 l^J 敎は斯 の 如くに して 支那 朝鮮に 於て 腐った、 基督 敎は斯 の 如くに して 

欧米 諸國に 於て 腐った、 基督 敎の ため を 思 ふて 流行らな いに 若く はない、 我等の 自身の ため を 思 ふて 

我等 は 今日までの 如く 此 世の 忠臣 愛國者 等に^ 時まで も 蛇蜗視 せられん こと を till.: む、 然し 4- む を 得な 

い、 ^^^；等のためのみの福昔ではなぃ、 民の ための 幅 昔で ある、 若し 其 「流行」 に 由て 一 人な りと 多 

くの 人が 父の を 知る に ：4ヒ るなら ば 我等 は 喜ばざる を 得ない、 故に 我等 は 「ャソ の 流行」 を 聞いて 用 

心の 臍 を ra: めて 進む であら ふ、 而 して  • 

\ のべつ t 

時 を 得る も 時 を 得ざる も 顧み て 道を官 I 傳 ふる 

であら ふ (テ モテ 後書 ra 章 二 節)、 税.^ の n より、 

近頃 ャソ は大に 流行る、 

と iS いて 萬感 交々 起て 我 胸に 迫る を覺 ゆ、 兎にも角にも 日本 1： も 亦 一度 は 基督 敎國と 成る であら ふ、 

然し、 之に 多くの 危險の 伴 ふ は 我等が 今より 覺 悟して 置くべき 事で ある。 (十 ガ) 

明治と 大正 

明治の 後に 大正が 来た、 是れ 當然の 順序で ある。 

明治、 之 を 釋 けば 文明の 治せで ある、 而 して 我阈の 場合に 於て は 文明 は 泰西の 文明であった、 主と 

いちじろ 

して 共 物質的 文明であった、 物質的に 口 本を歐 化する ことが 明治の 事業であった、 而 して： n 本 は 著し 

く 其桌- $ ^に 於て 成功した" 


然し 物質的 文明.^ けで は國は 立たない、 殖產 と、 工業と， 軍備と 法律との P 'に は强き 道義が 無くて 

はなら たい、 大正、 之を釋 けば 大 なる 正義で ある、 而 して 明治の 後に 來 りし 大正の 時代に 於て 3 本人 

は 正教の 建^に 從 事すべき である、 日本 阈が此 新たなる 時代に 於て 要求す る-へ 物 は^ i; 博 文 公 の や う 

なる 火なる 政治家 又は 古河 市兵衞 氏の やうなる 大 なる 工業 家で はない、 ル ー テ ルの やうなる 大 なる 信 

仰.： IT カントの やうなる 犬なる 倫理 學者 である、 日 木 人 は 大正 年 問に 於て 宗敎 的幷に 道徳的に^ 大た 

るべき である、 英國に 於て H リザべ ス 女王の il 明 時代の 後に ミルトン、 バ ン ヤン 等の 淸黨 時代の 來り 

しゃう に、 日本に 於ても 明治の 開明 時代の 後に 大正の 大義 時代が 來 るべき である。 (十 力) 

三位の 神 

祌は 一 位たり と 云 ひ、 或 ひ は： 二位な りと 云 ふ は 是れ烦 琪竹學 の 無益の 問题 ではない、 是れ 仰 上 重 

大 なる 實際的 問題で ある、 祌は 一位な りと 言 ふ 者 は 主として 祌を 自己 以外に 求め、 宇宙の ぼ， 主、 萬 物 

の 主宰、 攝理の 神と して 彼を拜 する 者で ある、 之れ に對 して 神 は 三位な りと 言 ふ. 者 は 彼 を 己が 衷に認 

め、 靈 魂の 贖 主、 其聖潔 者、 聖 一 靈の祌 として 彼を拜 する 者で ある、 神 は 三位な りと 信じて 

祌は其 生み 給 へ る 獨子を 與へ給 ふ 程せ の 人 を 愛し 給へ り 

と 云 ふ 其 深き 神の愛 を覺る ことが 屮 I 來る (約 翰 傳三章 十六 節)、 叉 神 は 三位な りと 識 りて 

我等 は 祈るべき 所 を 知らす、 然 れ ど も 靈自か ら 言 ひ 難き の 慨歎 を 以て 我等の ために 祈る 

と 云 ふ 其 厚き 神の 同情 を 推量る ことが 出来る (羅馬 書 八 章廿六 節)、 神 は 三位な りと 云 ふ は 3 ゎ辨 的に 


は 解す るに 甚だ 難い 事で ある、 乍然、 信仰的に は 是非共 雨うな くて はならない 事で ある、 神 は 一 位な 

りと は竹學 者の 結論で ある、 然れ ども 神 は 三位な りと は 信者の 實驗 である、 而 して 余輩 は 論理よりも 

實驗を 中；： T ぶが 故に 神 は 三位で あると 信す る 者で ある。 (十 一 月) 

變らざ る キリスト 

イエスキリスト は 昨日 も 今日 も f 水 遠まで も變ら ざる 也と (希 伯來書 十三 章 八 節)、 實に其 通りで あ 

る、 せに 永遠まで も變ら ざる 人と て は 唯 イエスキリスト 一人 あるの みで ある。 ナボレ オン も 一時 は 神 

ほ  はや  お， 丄ゃ まし 

の 如き 人と して 譽 め 糠 された、 然し、 彼 は 今 は大 山師と してせ に 知られて i5 る、 ヂスレ H ルゃビ ス マ 

1 クが 人類の 大恩 人と して 尊 まれし 時代 もあった、 人の 評判 は 唯 暫時で ある、 昨日の 善人 は 今日の 惡 

人で ある、 昨年の 偉人 は 今年の 凡人で ある * 世に 變ら ざる 人と て はない、 然り、 唯一 人 ある、 イエス 

キリス ト共 人で ある。 

曾て は 二宮 尊德が 政府の 威力 を 以て 日本 國の 大聖 人と してせ に 紹介され た、 一 年を經 ざるに 報德宗 

なる 者が 我國に 起った、 せは擧 つて 之を迎 へた、 某督敎 の敎師 にして 報 德宗の 宜敎： 帥に 化した 者 さ へ 

あった、 尊德 翁に 關 する 著書と あれば せハ 何たる を 問 はす 盛んに 賣れ た、 律々 浦々 に 至る まで 報德敎 # 

は 起された、 日本 國は翁 然として 報 德宗に 走った、 玆に 日本人に 由て 起されし 新 宗敎が 日本 國を其 根 

柢 より 改めん とする 乎の 如き 觀 があった、 其 時に 方て 我等 キリス トの福 昔を唱 ふる 者の 如き は顏 色が 

無かった、 聽衆は 悉く 我等 を 去て 尊德 翁に 走った、 日本人 は 其 務省を 以て 言 ふた、 我等に 二宮 尊德 


あり、 我等 は 外來の キリスト を 要せす と 

すた  もて- リ i 

然れ ども 今 は 如何、 內 閣の變 りしと 同時に 二宮 尊德 は廢れ た、 今や 二宮 文學は 書店の 持餘す 所と な 

ひそ 

つた、 報德宗 の官； 敎師は 其聲を 潜めた、 今や 其 勢力 は 前の 如くに 债 かに 駿 遠地 方に 限らる るに 至った、 

一 一宮 崇拜 のい ぉ大は 三年 を經 すして 止んだ、 尊 德翁も 亦 昨日あって 今日な き 者で ある、 彼の 人 も亦撞 

花 一朝の 榮 であった。 

報 德宗の 後に 起った 者が 三敎 合同であった、 玆に 日本画に 於て 孔雀と 鶴と 驟鵡 との 羽が 綴 合 はされ. 

て 新たに 麗 鳥が 世に 現 はれし 乎の 如き 觀 があった、 其 時に 方て 我等 キリストの 福 昔に 鎚る 者の 如き は 

狭^の 故 を 以て 嗤 はれた、 耶に 非す 佛に 非す 神道の 间陋を 破て せ界に 向て 膨張せ し 者、 是れが 政治家. 

の 手腕に 由て 日本人に 提供 せられし 新 宗教であった。 . - 

然れ ども 其 運命 は 如何、 一年 後の 今日、 何人が 三敎 合同 を 口にする 乎、 三敎 合同 は 一時の 遊戯に 過， 

ねえ ，t,.、  かけろ ふ  け 

ぎなかった、 歷 鳥と 思 はれし は赏 は怪 鳥であった、 鶴 族の 一種であった、 蜉 跪の 如き 者であった、 今. 

ふ  しま 

日 生れて 今日 消えて 了った。 

久しく 崇拜 物の 缺乏に 苦み し 日本人 は 今 叉 之 を 乃 木大將 夫妻に 於て 發 見した、 彼等 を 人と 思 ひし は. 

誤謬、 彼等 は 人と して 生れし 神で あると 彼等 は 雷 ふ、 彼等 は 又 一一： 一 II ふ 乃 木大將 夫妻の 自殺 は キリストの 

十字架 上の 死に も 比ぶべき ものであると。 

余輩と 雖も 勿論 大將 夫妻に 對 して 深き 同情 を 表する、 武士道の 立場より 見て 彼等 は 確に 偉大なる 人， 

物で ある、 然しながら 問題 は 乃 木大將 夫妻が 永く H 本人の 宗敎的 敬 崇を繁 ぎ 得る や 否やで ある、 過去： 

の實 例に 照らして 見て 彼等 も 亦 三年 を 出す して 彼等の 同胞に 忘れら る 、ので は あるまい p、 乃 木大將 


感 想  一一： Kra 

夫妻 も 亦 昨 n あり、 令 曰 あり、 叉 永遠 ある 者で あると は 思 はれない、 所謂乃木2ぉ1_1^:なる者のゅ却る時 

は 遠から すして 來る、 變 り；^ き 大和 W 族 は 其 I お拜 物を換 ふるに 速 かで ある、 彼等 は 三年 を 出す して 乃 

木 大將を 忘れて 他に 彼等の 崇拜物 を 探る であら ふ、 余輩 は 八，' R 此 事を豫 言 する に禱路 しない U 

然るに 變遷恆 ならざる 此 せに 在て 唯一 人變ら ない 人が おる、 ィ H スキ リスト は、 然り、 彼れ のみ、 

昨日 も 八/ R も 永遠まで も變ら ざる 也で ある、 而 して 此人は 始めより 人 §S を 博す る 人で はない、 彼が 始 

めて 世に 現 はる- -ゃ、 時の 政府と 敎會と は 相 共に 謀って 彼 をト字 架に 碟 けた、 而 して 其の後と 雖も、 

彼の 名の 始めて 唱 へらる、 や、 社，^ぱとして又隨，；5^として之を嫌惡せざるはなぃ、 日本 阈の 如き も 吐^ 

もれ 

に 漏ない、 r ャソ」 の 名 は 久しき 間 日本 國の 禁物であった、 西洋の 文物と あれば 悉く 之 を 受けし m 本 

人 は 「ャ ソ」 のみ は 斷然之 を 斥. けた、 彼等 は 「ャ ソ」 を 除きた る 西洋文明 を 要求した、 两 洋 文明 を 共 

儘 採用せ し 日本人 は 「ャ ソ」 のみ は 自！； の產を 以て 之に へんと 試みた、 彼等 は 二宮 尊德を 試みた、 

新 宗教 を 作りて 基督教に 代らし めんと した、 而 して 今や 叉 乃 木 大將の 殉死 を 以て キリストの 十字架 上 

の 死に 代 へんと して： lig る、 然 かも 如何せん、 人は自 から 己れ のにお 拜物を 作る こと は屮 I 來 ない、 天より 

^はりた る宗敎 にあら ざれば 宗敎 の 用を爲 さな い 、 大政^ の 威力 を以 てす る も 新たに 宗敎を 作る こと 

は 出来ない、 人 は 如何に 偉大なる 人と 雖も 神の 代 现を務 むる こと は 出来ない、 玆に 於て か H 本人 も 亦 

嫌々 ながら もィ H ス キリス トを 主として 仰がざる を 得ない の である、 彼に 於ての み眞 ず-の 救扬は ある 

ので ある、 - 

此 ほか^に 救拯 ある ことなし、 そ は 我等が 依て 救 はるべき 名 を 之 を 除て 他に 天が 1^ に 人の 中に 米 

だ 曾て 賜 は ざれば 3、 


との 使徒べ テ 。 の 一一：：： は 八.' n も辆ほ 動かすべからざる 露理 である (行 傅 叫 章む 一 一節)" 

イエ ス キリストの 名 は 二宮 尊德の それの 如くに 三年 を 出す して 人に 忘れられない、 イエ ス キリスト 

の 名 は 始めは 赚ら はれて 後に 尊ばれる、 

に ，、しきもの みち あ， T- ひ 

義 者 の途は 旭日の 如し、、 

愈々 光輝 を增 して 晝の 正午に 至る 

と は. W 、に 彼に 就ての 言で ある (箴言 §： 章 十八 節)、 天地の 秋に 遭 ふて 此 せの 仁者 又は 智者. 叉 は 架 賢 

叉 は 忠臣 烈婦が 悉く 忘れ去らる & 時に、 イエスキリストの 名のみ は 

愈々 光輝 を して 晝の 正午に る 

ので ある、 然 らば 我等 誰に か賴 らん、 誰 を か^ぜん、 我等 は 昨 口 ありて 今 n あらざる 此 世の や 賢界子 

に るまい、 彼等 を 信じまい、 

^よ 我れ 躓 石 また 礙 磐 を シ オンに S かん、 凡て 之 を m する 者 は 辱-、 めら れじ， 

と 架 書に 錄 して ある (羅馬 書 九-せ 十 i 三 節)、 ィ H ス は 彼 を ii:^ せざる 國：^ に 取りて は 躓 石 乂は礙 0 

である、 然れ ども 信す る 我等に 取りて は屋の 隅の 首 石で ある、 彼 を 信じて 我等 は 年 を經て 失^に 沈む 

おそれ  ， 

の 虞がない、 

時代の 敗壤の 中に 車 立す る 

主の 十字架 を 以て 我 は 誇る、 

傅々 として 遷り 行く 此 世の中に 在りて 我等 はが 遠まで も變ら ざる ィ エス キリス ト に倚賴 るので ある U 

(十 一 月) 

大正 元年  三 四 


感 想  II 一巧 六 


大正 二 年 二 九 一 三年) 

同情の 意 義， . 

同情と は 自己 を 他の 地位に 置き、 彼の 如く 感じ、 彼の 如く 思 ひ、 彼の 如く 苦しむ^ である、 卽 ち.： nr 

己を虚 うして 他人の 如くに 成る 事で ある、 自已を他人に與ふる；；^^でぁる、 故に 最も 辛ら い 事で ある、 

犠牲の は 取も大 なる 者で ある、 本當に 他人に 同情して 我 は 我が 精力の 盡 くるの を感 する ので ある、 同情 

と は 他人が 活 きんが ために 自己が 死ぬ る 事で ある。 

キリス 卜が 己れ を虛 うし 僕の 貌を 取りて 人の 如く 成れり とは此 事で ある (ピリ ピ書 二の 七)、 彼 は 

人 を 愛する の 餘り祌 たる 自己 を虚 うして 人の 如く 成り 給 ふたので ある、 祌が 人と 成りたり と 云 へば 如. 

:e にも 不思議な 事の やうで あるが、 然し 神が 人に 對 する 同情の 餘り 神た る 其 性 を 去りて 人と 成り 給へ 

りと 云 ふ 事 は 決して 信じ 難い 事で はない、 罪に 沈める 我等で さへ 時には 自己 を 忘れ、 自己 を 去り、 自 

己 を 無 有と なして 他人の 如くなる ので ある、 靈 なる 人に 斯 かる 事 を爲 すの 力が 在る、 况 して 神に 於て ■ 

を や、 本當の 同情の 何たる 乎 を 知る 者 は 神が 肉體 となりて 人と 成りし と 聞い て怪 まない。 ( 一 月 一 


不信 w の缺乏 

詩 と 詩 人 

不：^ 闽に 進歩せ る 文明が ある、 强 W なる 政 W が ある、 強大なる 海軍が ある、 完備せ る， 察が ある、 

複雜 なる 法律が ある、 ^；^^法がぁる、 敎 育が ある、 善き 交通 機關が ある、 銀行が ある、 保險が ある、 有 

ゆる 會社カ ある、 新聞が ある、 雜 誌が ある、 美 はしき 文學が ある、 之に 循 じて 大政 治 家が rjit: る、 大軍 

人が5;^る、 大 法律家が 居る、 大 經濟學 者が 居る、 實業 家が 居る、 批評家が 居る、 小說 家が 居る、 才能 

と 智識の 方面に 於て 多くの 敬 ふべき 人が 居る、 劇が ある、 刺 場が ある、 劇作 者が 居る、 叉 理學、 文學、 

法學、 H 學の 方面に 於て 多くの 大家が 居る、 斯く算 へ來て 不信 M に 無き もの は 一 つも 無い やうに 見え 

る、 其阈 の 多数が 之れ 以外に 何 を も 要め な いのは 敢て 怪しむ に 足りない。 

然し 不信 國に 一 ッ無 いものが ある、 高遠なる 詩歌がない、 循て 偉大なる 詩人が 居らない、 理想 を： * 

し、 来來を 示す 預言 的 詩人が 居らない、 此缺乏 は 不信 國の 特徴で ある、 不信 は此 世の すべての 事に 於 

て は 成功す るが、 此せ 以上の 事に 於て は 失敗で ある、 不； i^E 國 より 預言者 は 起らない、 詩人 は 出な、，、 . 

其れ は 其 害で ある、 祌を 認めす、 キリスト を 斥け、 福音 を 蔑視み、 來せを 嘲け る國 民の 中より 永生と 

天 W と 1^ りなき 榮 光と を 歌 ふ 詩人の 屮 I で やう 害 はない、 不信 國は大 詩人の 缺乏、 寧ろ 其 皆無に 由て 下 

信 の 罪 を 宜吿せ らる K ので ある d 

然し 深く 考 へて 見て 世に 詩に 勝 さるの 寶 はない ので ある、 詩人に 勝 さるの 人物 は 無い ので ある- 一 

大正 二 年  I 


0 想  p;,sl< 

人の ミル ト ンを 得ん がた めに は 百 千 人の 政治 { 豕义は 經齊學 者 乂は法 雜家を 失 ふても 可い， W に 一 人の 

M レ ミヤ を； つ は大： 乘 隊を冇 つに 勝る の 勢力で ある、 而 してす ベ ての 强大 1； は 之 を；； - つたので ある、 

英國 より チ ョ ー サ ー 、 ミルトン、 シ H 1 クス ピャ、 ヲルヅ ヲス、 ブラウニング、 テ 一一 ソン を 除き て 何 

にが 永久に 贵ぃ 者が 殘る 乎、 獨逸、 伊太利、 那威、 丁抹、 然り、 露 西亞、 两 班 牙、 葡萄牙 さへ も 世界 

的大 詩人 をお つたので ある、 大 なる 詩歌と 偉大なる 詩人が 缺 けて 國に其 存立 上 肝要なる 者が 缺 けて 居 

るので ある、 國の 生命 は 其 詩歌で ある、 其 先導者 は 其 詩人で ある、 詩歌と 詩人と 無くして 阈民 は-; m 人 

• 、らゃ み  み ，亡 

である-彼等 は 幽暗に 歩む が 故に 終に 溝の 屮に 落て 泥水の 中に 沈まざる を 得ない。 

然れば 我等 は 祈らん かな 大 詩人の 出ん こと を、 而 して 大 詩人 を 得ん がた めに、 共 準備と して- 大國の 

福音 を說 かんかな。 ( 一 力〕 

質問の 數々 

知らす 知らす の 記 

地方に 修道して 余輩が 牧師 义は傳 道師义 は神學 生の^ 氏より S くる 質問 は 大抵 左の 如き 者 3。 

問 中央に 於け る敎勢 如何" 

答 余擎は 知らす、 余輩 は 所謂 宗敎界 に 出す、 隨 て宗敎 家と 交 はる こと 甚だ 稀れ なり、 余輩 は 中 4- に 

限 らす 全阈到 る 所に 福 昔 の渴求 ある こと を 知る、 ，ぷ 輩 は 父 今 の 基督 敎會 なる 者の 此？ I 求 に 應 する 能 

はざる^ を 知る、 余輩 は 其 他 を 知らす、 余 華 自身 は 常に 多忙 を 極む。 


問 近時 思想界の 基督教に 對 する 傾向 如何 リ 

答 余輩 は 知らす、 思想界の 傾向と は 蓋し 雑誌 新聞紙の 論調 を 指して 云 ふなるべし、 而 して 是れ 世に 

所謂る 文士なる 者の B わ 想 を 謂 ふに 過ぎ ざれば 、 之 を 知り たれば とて 傅 道 上稗ハ す る 所 だ齡 し、 文 

士は 文士に して 勞働 の 子に 非す、 隨て 彼等の 多 數は眞 面目な るん に 非す、 靈魂 の 機渴 を！^ ：5 じ碎け た 

る 心 を 以て 救 はれん ために キリストに 來 らんと する 人に 非す、 彼等 は 平！ £:； の 心 を 知らす、 K ガ 倒^の 

苦痛 を 語らす、 文士 は 余輩と 緣の 最も 遠き 者な り、 余輩に 彼等の 思想 を 知る の 必. 要な し、 余 S- 雄 は 彼 

等に 聽 かんと 欲せす、 祌に聽 かんと 欲す、 彼等の 思想 を 知らん と 欲せす， 多數 -i- 衆の 霰 魂の 欲求 を 

知らん と 欲す、 思想界 近時の 傾向 如何の 如き 余輩の 全然 度外視す る 問題な り。  ■ 

問 社，^ の 各階 級に 接觸 し、 之 をして 基督 敎に 人ら しむる の途 如： H:。 

答 余輩 は 知らす、 余 華が キリストの 福音 を 穴俾 ふるに 方て 余輩の ^巾に 階級 あるな し、 .：£;?i^ あるな 

し、 貧者 あるな し、 智者 あるな し、 愚者 あるな し- 貴人 あるな し、 賤夫 あるな し、 學者 あるな し、 

無學者 あるな し、 余輩 はすべ ての 人に 向て 同じ 事を說 く、 曰く 悔 改めよ. 十字架 を仰瞻 よ、 而 して 

救 はれよ、 汝自身 が 罪人の 首なる を覺れ よ、 而 して 人に 譽 めら れ すして 神に 春めら る \ 者と 成れよ 

と、 然り、 余 W は社會 に接觸 せんと 努めす、 余^ は 唯 聖書 其 偽 を-〕 I- 傅 ふ、 而 して 靈 御自身が^ 寄 

の 一一 C を 以て 彼等の 或 者 を 救 ひ 給 ふ を 待つ、 余輩の 服 中に 神と キリストと あり、 彼の 簡み給 ひし 靈魂 

あり、 其他縣 知事 あるな し、 ^長 あるな し、 有力者 あるな し、 有志 者 あるな し、 ^書 は 明，：： に敎へ 

て  一一 ふ  、 

我：： 儿 弟よ、 汝等榮 の 主なる 我等の 主ィ H ス キリ ストの：^ 仰の 道 を 守らん と 欲せば 人 を 偏 視るこ 

大正 一一 年  一一 一四 九 


感 m  三 五 〇 

と 勿れ 

と (雅备 書 一 一. 第 一 節)、 社會 各階 級に 接觸 せんと 努む るが 如き、 是れ人 を偏視 るに 非す して： r ぞ や- 

單 純の 幅 音 は 之を單 純に 說 くべき なり、 社會备 階級に 順 ひ 手段と 方法と を 異にする が 如き. 是れキ 

リス 卜の 一 S 昔を說 くの 途に あらざる たりり 

n 信仰に 徹底す るの 途如 3:。 

答 余 蒙 は 知らす. 徹底 云々 の 如き^ 宗 臭味の 言辭を 解せ す、 何故に 「余 は 救 はれん がた めに 何を爲 

すべき 乎」 と 問 はざる、 何故に 自己 を 質問の 題目と せざる、 故に 祈 C 學者 を氣 取りて 信仰 を 知識 的 

に 解 せんとす る、 此 傲慢 * 此 無責任、 此自已 を 匿く して 眞现を 獲得 せんとす る 狡檢、 是れ ありて 眞 

の 仰に 入る 能 はす、 信仰に 徹底 せんとす る 乎、 哲學 者を氣 取る を 止めよ、 神學 者た らんと する に 

先 だち て 基督 者と なれよ、 謙遲れ よ、 眞 面目なる 人と 成れよ、 而 して 汝の 欲する が 如く 「信仰に 徹 

底」 せよ。 

問 自己に 死した る 自我と は 如何なる 者ぞ。 

答 余輩 は 知らす、 何人 か 能く 之 を 知る を 得ん、 縦し 知る と雖も 3： を 以て か 之を說 明す る を 得ん、 畫 

{| は 之 を 畫く能 はす、 文士 は 之 を 叙述す る 能 はす、 「自己に 死した る 自我」、 是れ 如何なる 者ぞ、 

汝は斯 かる 問題 を 設けて 余輩 を 苦しめん とする のみ。 

「死した る 自我」 とよ？、 嗚呼 然り、 十字架 上の ィ H スを視 よ、 彼處に 死した る S 我 はあり、 かし 

こに 汝の 自我 は 釘 けられたり、 かしこに 余の 自我 は 釘 けられたり、 之 を仰瞻 よ、 然 らば 我等 は 我等 

の 自我に 死す る を 得ん、 之 を 除きて 他に 自我に 死す るの 途 あるな し、 汝は 基督 敎の 敎師 なる に 未だ 


此事を 知らざる 乎。 

畢竟す るに 地方の 敎 役者 諸氏が 余輩に 懸けら る K 質問の 中に 仰の 眞髓 に關 する 者 殆どな し、 余箪 

は 此事を 見て 甚だ 悲しむ。 ( 一 月) 

時の 問題 

疑問の 解決 

世に 多くの 惨事が ある、 多くの 惡 事が 行 はれる、 我等 其 事 を 思 ふて 時々 祌， を 疑 ふ、 思 ふ 神 は 無い の 

では あるまい 乎、 或は 有る も 人の #禱 を聽 かないの では あるまい 乎、 或 ひは聽 くも 人を援 くるの 能力 

を 有たない ので は あるまい 乎と。 

然し 爾ぅ ではない ので ある、 神 は 確に 在る ので ある、 在て 人の 祈 禱を聽 き 給 ふので ある、 义 人を援 

くるの 能力 を 有ち 給 ふので ある、 彼 は 唯 人の 如き 者で ない ので ある、 百 年に 滿 たざる 生命 を あする 

なき 人の 如き 者で ない ので ある， 彼 は 永遠の 祌 である、 事 を 成す に 無限の 時 を 有ち 給 ふ 者で ある、 故 

に 彼 は <i ^ぎ 給 はない の である、 故に 短命なる 人間の 眼より 見て 時には 無い やうに 思 はれる ので ある、 

神に 在りて は 千年 も 一 日の 如しで あると 云 ふ、 朝に 生れて タに 死す る 蜉蝣の 如き 人の 眼に 彼が 時には 

無 有の 如くに 1:15- ゆる は 決して 怪 むに 足りない、 人の 促々 たるに 對 して 神の 悠々 たるの が 人の 不信の 原 

21 とたる ので ある。 

大正 二 年  一一？ 


感  想  三 五？： 

と ある (コ リン 卜 前書 十五 章廿 五節)、 神が キリスト を 以てせ を 統治め 給" からに は、 萬 • 萬 物 終に 

可 な^ざる を 得すで ある、 待望、 常に 待望の 態度に 立て、 如何なる 惡事 がせに 行 はる、 とも、 如何 

なる 困難が 身に 臨む とも、 我等 は 祌を疑 はすして 濟 むので ある。 (二月し 

棄敎の 理由 

求道者に 忠告す 

日本人が 基督 敎を 信す るの は、 其 大抵の 場合に 於て は キリスト を 使 はんがた めであって、 キリスト 

に 使 はれん がた めで はない、 彼等の 或 者 は 敎會と 寅 教師と より 金 を 得ん とし、 或 者は敎 育と 知識 を 得 

ん とし、 或 者 は 善き 思想 を 得ん とし、 或 者 は 心の 慰藉 を 得ん とし、 或 者 は 幸福なる 家庭 を 5£ん とする、 

而 して 彼等 备自其 得ん と 欲する 所の 者 を れば. s とか 理屈 を附 けて キリ ス 卜と 彼の 福 昔を棄 去る を 

常と する、 我 國の學 者に して 宣教師の 援助に 由り て 高等 敎育を 受け、 海外の 大 學に學 び、 學 成り 業卒 

つて 後に、 キリスト を棄て 元の 不信者と 成った 者 は II くない、 或 ひ は 逢 書の 研究に 高尙 なる 思想 を 得、 

文學の 料に 资し、 敎 育の 祕訣に 達し、 社會の 尊敬と 承認 を 得て- 而 して 後に キリス 卜 を 離れ、 彼の 名 

を 人の 前に 恥る に 至った 博士 學士 も亦掛 くない、 斯 かる 人々 は告な キリスト を 利用し、 利用す る 丈け 

利用して 後に 彼を棄 去った 者で ある、 .墮 落 信者と して だ 卑しむべき 者で ある は 勿論の こと、 普通の 

人 §^ としても 決して 譽 むべき 者で はない、 而 かも 斯 かる 信仰の 背 義者は 日本の 社會に は、 而 かも 其 上 

流 社 會には 決して 掛 くないの である。 


然し 彼等が 斯か る憐む ベ き狀 態に 陷 りし は 決し て 怪しむ に 足りな い の で あ る、 彼等 は 始めより キ リ 

ス トを使 はんとして 彼に 來っ たのであって 彼に 使 はれん として 來 つたので はない、 彼等 は 始めより キ 

リストの 一 i 昔 を 誤解した の で あ る 、 彼等 は； i 昔 の 人 を 神の 奴と なす 者で ある 事 を 認めなかった ので あ 

る、 キリスト は 彼等より 彼等の すべて を 要求し 給 ふ 者であって、 人間 最大の 幸福 はすべ ての 幸福 を 彼 

の 足ドに 獻げて 然る 後に 始まる 者で ある 事 を覺ら なかった ので ある、 知識、 思想、 幸福 は 彼等が キリ 

たまらの  に i もの 

ス 卜より 得る ことの 出 來る 最小の 恩賜で ある、 然るに 憐 むべき 彼等 は是 等の 小なる 恩賜 を W て滿 足し. 

すべて を獻 ぐるの 恩惠、 已を虛 うする の 恩惠、 己に 死して 神に 生く るの 恩 惠に與 からん としない ので 

ある、 畢竞 する に 彼等 は 大愁の 如くに 見えて 實は小 慾の 人 等で ある、 彼等 は キリスト を棄 去て 恩惠の 

源 を 絶った ので ある。 

000000  C00O0O  O0CO0OOOOO0OO 

キリスト を 使 はんとす る 乎、 キリス 卜に 使 はれん とする 乎、 求道者よ、 初めより 汝の 求道の 動機 を 

探れよ、 キリスト を 使 はんとして 汝は 遂に 彼を棄 去る に 至るべし、 彼に 使 はれん と 欲しての み 汝は永 

ク、 に 彼の 愛に 浴す る を 得るな り、 我阈に 於け る 多くの 墮落 信者に 省よ、 彼等に就て彼等の棄敎に"：^-り 

し 經路を 尊ね 見よ、 彼等 も 亦 一時 は 熱心に 基督 敎の K 理を 探りし 者な り、 而 かも 今や び 世の 俗-. -と 

M の 異なる 所な きに 至れり、 汝、 彼等に 傚 ひて. 使徒べ テロの 曰 ひしが 如く 

彼等 (一 たび) 義の 道を識 りて 尙ほ之 を棄ん より は 寧ろ (始めより) 之 を識ら ざる を 可とす、 犬 

}^ り來 りて 其 吐きた る 物 を 食 ひ、 豚 洗 ひ 潔め られ て. M た 泥の 屮に 臥す と 云 へ る 諺 は 腐に して 彼等 

にきへ り 

と ある 其 一 人と なる 勿れ (ベ テ a 後書 一 一章 廿 一 、 廿ー 一 ©)。  (二月) 

大正 二 年  三 EW 


感 想  一一 I 五六 

余の 愛する バウ 口  二) 

援助の 拒絕 

余 は バウ a を 愛する、 彼 は 缺點の 多い 人であった、 其點に 於て 彼と 余との 間に 共通の 處が ある、 余 

が 殊更に 彼 を 愛する の は 其のた めで ある。 

余 は 彼が コ リ ン ト敎會 が 彼に 與 へ ん とした 補助 を 拒絶した 言辭を 愛する、 

蓋、 我が 誇る 所の 人に 空しく せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 我に 取りて は 善き 車 なれば 也 

と (哥林 多 前書 九 章 十五 節)、 是は 決して 謙遜の 言 辭 ではない、 獨 立の 名譽を 毀損 せられん より は 死 

ぬるが 遙 かに 勝し であるとの ことで ある、 基督 信者の 言と して は餘 りに 粗暴で ある、 然 かも パ ゥロは 

斯 かる 言 を 放って 憚らなかった ので ある。 

バウ a は 謙遜の 人であった、 然し 軟弱ではなかった ので ある、 彼 は 自己の 尊厳 を 無視す る 程に は柔 

和でなかった、 彼 は 獨立を 重んじた、 而 して 獨 立の 名 眷を 毀損 せられん より は 寧ろ 死ぬ 事を好んだ、 

彼：^ 奴 隸的极 性 を 以てしても キリ ストの 福 昔を傳 へんと は爲 さなかった、 福 昔はソ ン ナ 卑しい もので 

はない、 福 昔 は 高貴な る 精神 を 以ての み宣傳 ふることの 出來 る 者で ある、 福 昔の 眞價は 其 宣傳者 の 性 

格 如何に 由て 異ならす と 謂 ふが 如き はパゥ 口 の 全然 反對 した 所で あるに 相違ない、 福音 は {会 百で はな 

い、 活 きたる 言辭 である、 故に 活 きたる 人に 由ての み傳 へらるべき 者で ある、 傳道師 は 自已を 殺して 

神に 委ねられし 福音まで を 殺す ので ある、 敎會の 補助 * 友人の 拨助 …… 然り是 れ 我等の 自由と 獨 立と 


を 毀 m せられざる 範！： に 於ての み受 くべき 者で ある、 若し 我等に 何等かの 條 件の 課せら る、 あらん 乎. 

若し 我等の 自由にして 少しな りと も 制限 せられん 乎、 我等 は 斷然之 を 担 絶すべき である、 it 道 師に關 

は る 問題 は 彼に 委ねられし .1 音に 關 はる 問題 である * 傳道師 は 自己 を卑 F し て 彼の 生命た る 幅 音 を卑 

下す るので ある。 

故に 拒絶せ よ 拒絶せ よで ある、 不遜、 無禮、 頑 硬、 峻 酷の 識を省 すして 拒絶せ よで ある、 愛と 尊敬 

と 感謝より 出ざる 援助と 補助と は、 其 何人の 手より 屮 r つるに 關 はらす、 斷然之 を担絕 せよ である、 多 

くの 場合に 於て は 福 昔 は 生： t に. m てより は娥 死に 由て より 有效 的に 宣傳 せらる、 コ リン 卜敎會 に^ら 

ない、 米！； 敎會、 又は 英國 敎會、 叉 は 日本 敎會、 その^れ の敎會 たる を 問 はす、 些少な りと も 我等の 

自由 を 妨げ 我等の 獨立を 害 はんとす る 者が あらば、 我等 はパゥ n の 行 爲に傚 ひ 斷然其 援助 を拒絕 すべ 

きで ある、 

蓋、 我が 誇る 所の 人に 空しく せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 我に 取りて 善き 事 なれば なり 

と、 タル ソの バウ に 日本 武士の 剛毅なる 所があった、 彼は受 くる を 知て 担む を 知らざる 商贾氣 質の 

軟竹漢 ではなかった、 彼に 衞る べきの 自尊の 心が あった、 彼 は 場合に 由て は傳道 を繼續 する よりも 寧 

ろ 死ぬ る カを擇 らんだ、 余 は 彼に 此氣慨 ありし が 故に 殊に 彼 を 愛する、 彼 は 余の 意中の 傳道師 である * 

ョ 本 武士が 傳道師 と 成った 者で ある。 (二  H0  , 


大正 二 年  三 五 七 


感 想  SA 

余の 愛する バウ 口  (二) 

行 爲 の 矛 盾 

むじゅん 

バウ" は 矛盾の 人であった、 彼 は 法 を 篤り、 割禮を 嘲け り、 

若し 義 とせら る k 事 律法に 由るならば キリ ストの 死 は 徒然なる 業な り 

とまで 一一 一一 n 放ちながら (加 拉太書 一 一章 廿 一 節)、 自分 は 時と 場合に 依て は 法 を 守り、 割禮を 施した * 

使 行 傅の 記事に 依れば 

彼れ ケンク レアに 在りし 時 誓願に 冈 りて 髮を 剪り 

と あり 「.：" 八 章 十八 節)、 叉 彼れ ュルサ レムに 到りし 時、 他の 使徒 等の 勸 論に 由り モ— セの 律法に 循 

よも- 一ぐな へ も 0  ?\ 

ひ 潔 事 をな し W 物を獻 げたり と ある (iz  一， 十讣六 節)、 彼 は 叉 ルス テラに 到りし 時、 ユダヤ人の 反對 

を 慮 り、 彼が 新たに 得し 弟子 テモテ に 割禮を 行へ りと ある (十六^  二 節)、 雜法を 5M りし 者が 律法 

を 守り- 割禮を 嘲け りし 者が 其 弟子に 割禮を 施したり と 云 ふ は 矛盾の 極で はない 乎、 若し 言行 一 致、 

首尾 In: 徹 がんの 完全の 標準であるなら ば 。ハウ & は 完全の 人ではなかった、 此 事に 於ても、 他の 事に 於 

じ やど- 「ちゃ： そしり 

て も、 パ ゥ 口 の 行爲に 自家 撩 着の 幾 を 免 かる、 こと 能 はざる 點が勸 くない。 

然り、 。ハウ n は 矛 の 人であった、 然し 彼の 矛盾 は 表面の 矛盾であった、 內 心の 矛质 ではなかった、 

彼の ST す ことに 矛盾が あつたの みであって、 彼の 意 ふ 所に あつたので はない、 彼の 意志 は 首尾 貰 徹し 

て つた、 而 して 矛盾せ る此 せに 在て 彼が 彼の 一貫せ る 主義 を實行 せんとして 彼の 行爲に 矛盾 ある. が 


如くに In- えたので ある、 彼の 主義と は 何んで あった 乎、 一一 111 ふまで もな く  であった、 キリス 卜の 意 

であった、 彼 はすべ ての 事 を 此意を 以て 爲 さんと したので ある。 

ユダヤ人に は 我れ ユダヤ人の 如く なれり、 是れ ユダヤ人 を 得ん ためなり、 叉 律法の 下に 在る 者に 

は 我れ 自身 は 律法の 下に 在ら ざれ ども 律法の 下に 在る 者の 如く なれり、 是れ 律法の 下に 在る 者 を 

得ん ためなり、 律法な き 者に は 我れ 雜法 なき 者の 如く なれり、 是れ 律法な き 者 を 得ん ためなり、 

…… 弱き者に は 我れ 弱き者の 如く なれり. 是れ 弱き者 を 得ん ためなり、 叉す ベての 人に は 我れ 其 

のす ベての 人の 狀に循 へり、 是 れいかに もして 彼等 数人 を 救 はんため なり、 我れ 幅 音の ために 此 

く 行 ふ は 人と 共に 幅 昔に 與 らんた めな り (哥前 九の： i=— 卄三 )o 

是れが バウ の 主義であった、 惡 るく 解 すれば 八方美人 主義で ある、 然し 善く 解 すれば 愛の 途 であつ 

て キリストの 意で ある、 而 して 彼の 生涯の 矛盾なる 者は此 主義の 實 行より 来た 者で ある。 

愛 を 行 はんと 欲する 者 は 矛盾 を懼れ ない- 愛 は 完全 を 装 ふて 人に 譽 めら れんと 欲しない、 完全で も 

可い、 不完， 全で も 可い、 矛盾しても 可い、 矛盾せ すと も 可い、 圆滿 可な りで ある、 多角 可な りで ある- 

人 を 援け人 を 救 ふ を 得ば 足りる ので ある、 r 是 れいかに もして 彼等 數人を 救 はんため なり」 と * 共 

れが ために 少しく 自 個の 主張に 背き 祭事に 從 事したり とて 何 か あらんで ある、 其れが ために 一 人の 弟 

子に 割禮を 施したり とて 何に か あらんで ある、 满式は 細事で ある、 實は 如何で も 可い ものである、 之 

を 以て 人 を 救 ひ 得べ くば 之 を 行 ふべき である、 若し 救 ひ 得べ からすば 之 を 魔す る も 可な りで ある、 キ 

リ ス トの 愛に 化せられ たる パ ゥ a は 儀式に 對 して は 全然 無頓着であった、 彼 は唯懷 式を强 ひらる k を 

拒んだ、 儀式 を 以て 救扬の 必要 的條 件と をす ことに 反對 した。 

大正 二 年  三 五 九 


感 想  一一 一六 〇 

廣 いかな パ ゥ&、 偉い かな パ ゥ&、 余 も 彼に 傚 ひ 自身 は 無敎會 信^なる も 時には 敎 會を援 ける であ 

らふ、 洗 禮架餐 の 式 を 救靈の 必要 的條 件と は 見做さ る も 時には 之 を 施す であら ふ、 余 も 亦 力めて 愛 

を 以て 余の 意と なし、 愛 を 行 はんがた めに は敢て 行爲の 矛盾 を懼れ ないで あら ふ、 余は此 せの 聖人 君 

子の 如くに 圓滿無 謬 を 以て 余の 生涯の 目的と 爲 さぬ であら ふ、 矛盾の 人た る も 愛の 人た らんと し、 以 

て キリストの 聖 意に 應ふ者 となる であら ふ。 (三お) 

會堂 落成 を 祝す る の辭 

愛する 〇〇 君、 余 は 君の 敎會 堂の 落成 を 聞いて 甚だ 喜ぶ、 然し！ 1;^ の 能く 知る が 如く 木と 石と を 以て 

する 敎會の 建築 は 至て 容易く ある、 困難 いのは 靈 魂の 敎會の 建設で ある、 君の 事業 は 終った ので はな 

い、 今、 始まった ので ある、 苦戰 奮闘 は. 4r からで ある。 

如何にして 健全なる. II 魂の 敎會を 建設 せん 乎、 共 目的 を 達せん がた めに は 種々 の 乎 段 方法が ある、 

然し 其內で 最も 大切なる 事 は 常に 乾燥せ る 空氣を 以て 敎會 を充 たす 事で ある、 腐敗 は濕 潤せる 空氣ょ 

り 始まる、 身體の 健康に 最も 必要なる 者 は 乾燥せ る空氣 であるが 如くに、 靈 魂の 發 達に；： 取 も 必要なる 

者 も 亦 乾燥せ る氣 圈 である、 而 して 乾燥せ る氣 圈とは 正義 勵 行の 境遇で ある、 ？ i 潤せる 空 氣とは 

情賁 纏綿 の 狀態 である、 敎會 は 愛 を 行 ふ 所 で あ る と稱し て ^赏 の瀰 漫を默 許す るなら ば敎會 の 空氣は 

濕 潤って 腐敗 立 に 生じ、 其れが ために 取 返しの つかぬ 衰退に 陷 るので ある U 

乾燥せ る {4.- 氣、 預言者 ァ モ ス の^ 謂 


公道 を 水の 如くに、 正義 を竭 きざる 河の 如くに 流れし めよ C 亞辔士 書 五 章 二十 §： 節) 

と、 n;^- れ が敎會 をして 健全に 發 達せし むる 必要 的狀 態で ある、 乾燥せ る 公義 を 以て 溢れす して！； ク扒 も 

;J ち ** ち 

敎 會も忽 地に して 亡びて 了 ふので ある。 

然し 斯くは 云 ふ もの k 日本 國は 情實國 である、 隨て 其敎會 は情實 の巢窟 である、 此國で 最も 好まる 

る 人 は 「優しい 人」 と稱 へられて 明白なる 不義 背德を 見逃す 人で ある、 之に 反して 最も 嫌 はる k 人 は 

「無慈悲の 人」 と稱 へられて 正道 は 如何なる iiE 實を も排し て 勇敢に 之 を實 行す る 人で ある， 日本人 は 

其 信者なる と 不信者な ると を 問 はす、 すべて 濕 つたる 人 を 愛して 乾いた る 人 を 嫌 ふ、 彼等の 现想は 臥 

t が 仁 ひ-かし やま  らんほう 

たる 容姿の 東 山で ある、 彼等 は アル プ ス の 峻厳なる I 山峯に 堪え 得ない。 

然しながら エホバの 神は聖 なる 神で ある、 彼の 愛は聖 愛で ある、 彼 は 光の 中に 宿り 給 ふ、 永へ に 彼 

を迎 へまつ らんと すれば 彼のた めに 聖座を 供へ まつらなければ ならない、 而 して 言 ふまで もな く聖は 

正で ある、 

？を  しろ に ケ  ,^  < ひひと 

天使 竿 を 以て 城 を 測りし に 長さ、 濶ば、 高さ 共に 相等し 

と ある (默 示錄 二十 一章 十六 節)、 卽ち 神の 殿 は 方正で あるとの ことで ある。 放縱を 許さない、 氣儘 

を 許さない、 情實を 許さない、 嚴格 である、 正確で ある、 公平で ある、 斯く ありて こそ 祌は 永へ に 其 

中に 臨在し 給 ふので ある。 

敎會の 隆盛 を 欲 ひて 其 淸潔を 怠る 者 は 却て 其 義退を 招く 者で あると 思 ふ、 發 展と稱 へ て 外の 擴張を 

求めて 巾の 淸淨を 計らざる 者 は內の 腐敗と 同時に 外の-縮 少を 致す 者で ある、 余 は 此點に 於て 君の 敎會 

が 他の 敎會と 異ならん こと を 欲 ふ、 敎會の 成功 は 一 身の 成功と 齊 しく 其 秘訣 は 一 つで あると 思 ふ、 卽ち 


づ 第一 に 神の 國と其 正義と を 求めよ、 然 らば 是 等の もの 皆な 汝 等に 加 へらるべし 

であると 思 ふ、 信者の 數も. - 社き に 於け る 敎會の 勢力 も、 其 他 今時の 宗敎 者が tllll んで 止まざる すべて 

の 佳 物 は 

儼然たる 正義の 實行 

に 依て 求めす して 加 へられる ので あると 思 ふ、 斯 くの 如くに して 君 は 堅牢なる 木の 敎會の 中に 牢乎と 

して 拔 くべ からざる 靈の 敎會を 作る ことが 出來、 雨降り、 大水 出で、 風 吹きて 之を撺 つと も 其の 倒れ 

あ- -4 ね 

ざろ を 見て、 人 は 君に 依て 祌を 讚美し、 福音の 眞现は 翁り なく、 君の 敎會 より 普くせ に 輝き 亙る であ 

らふ。 

聊か 所感 を 述べて 祝詞に 代 ふ。 of) 

維 誌 成って 感 あり  ， 

雜 誌が？ U た 出来た、 然し 余が 作った ので はない、 何者か 余 以外の 者が 余 を 以て 作った ので ある、 余 

に 精祌を 供し、 m 心 想 を 供し、 一一 一一 c 辭を 供し 文字 を 供して 兹に义 新號を 見る に 至った ので ある、 余の 思想 

は 湖れ た、 文字 は 固より 余に 有るな し、 余 は 生れながら にして 筆の 人で はない、 余 は祌學 の敎師 では 

たい、 聖書 は，^ が專門 的に 學んだ 書で ない、 然るに 此 余が 復乂此 雜誌を 作った ので ある、 何ん と不思 

議 ではたい 乎、 余の 業で はない、 余 以外の 者の 業で ある， 此 不信者 國に 在て、 一平 信徒が、 敎 會ゃ宣 

敎師の 何の 援助 をも藉 りすして、 十 有 三年 問に 亙りて 純然たる 宗敎雜 誌を繼 綾け たので ある、 不思議 


ではない 乎、 批： t〔l は 一 w ふ、 余の 天才が 之を爲 したので あると、 天才？ 天才 は 文 學雜誌 を 作る こと 

が屮 I 來る であら ふ、 天才 は 藝術雜 誌を繼 核け る ことが 出來 るで あら ふ、 然し 天才 は 宗敎雜 誌卽ち 信仰 

oon-oooooooooocooooooooo 

雜 誌を繼 緩け る こ と は 出來な い、：： E 仰の み；^ 仰 雑誌 を^ 緩け る ことが 出来る ので あ る、 而 して；^ 仰 は 

天才で 無 いのは 勿論の こと、 S 力で はたい、 勉强 ではない、 其反對 である、 他力で ある、 仰 である、 

我れ巳を虚ぅして上ょりのカを待&fiiんで其カに.Hて^^fを爲すの である. 然り、 事 を爲さ しめらる .1 の 

である、 故 に^が 爲 つても 何の 誇る 所がない ので ある、 唯. 器械と して 使 はれた までの 事で ある、 若 

し： E にか 自己の 功 勞がぁ る とすれば 自己 を 彼に 任 かし 奉 つたこと で あ る 、 其 他に 何の 功勞 あるな しで 

ある、 記者で ある、 主筆で あると 謂 ふの は單に 法律上の 名義に 過ぎない、 實 際の 主筆 は 他に 在る ので 

ある、 而 して 其 何者なる 乎 は 知る 者ぞ 知る である。 

故に 余 W は 謂 ふ、 無能なる 者 は 福 ひなり と、 美文な き 者 は 福 ひたりと、 神學 なき 者 は 一 i ひなり と、 

盖其人 は 或る 他の 者 に 使役 せらる ベければ なりで ある。 (三 U0 

_ 眞理 の戲弄 

n  く オイケン 研究、 曰く ベルグ ソン 研究と、 眞に 好し、 然 らば ィ H ス 研究 は旣に 終了 だので ある 乎、 

。ハウ D 硏究 ヨハネ 研究 は旣に 終了 だので ある 乎、 馬 太 傳は旣 に 解った ので ある 乎、 約 翰 傅 は旣に 解つ 

たので ある 乎、 羅 iJiil 書 は旣に 解った ので ある 乎、 聖書 は 未だ 解ら す、 福 昔の 根抵義 すら 未だ 解らざる 

に. オイケン 竹 风チ、 ベルグ ソン 竹 £ポ を云爲 すると は 3： 事ぞ、 令の 人 は、 然り 今の 基督 信者 は キリスト 
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を識 らんと 欲する 者で はない、 キリストに 就て 知らん と 欲する 者で ある * 而 かも 自 から キリストに 就 

て， 究めん と 欲する 者で はない、 他の 人が キリストに 就て 如何に 思 ふか、 其 事に 就て 聞かん と 欲する 者 

である、 彼等 は 自個を 哲學者 叉 は 社會學 者の 立場に 置いて キリス トに關 し 其 批評 を 試みん と 欲する 者 

である、 神が 彼等 如き 者に 御自身 を顯 はし 給 はざる は 勿論で ある、 彼等 は 饑え 渴く 如くに 義を慕 ふ 者 

に 非す して、 祌の福 昔 を 弄ばん と 欲する 者で ある。  . 

常に 學べ ども 眞理 を識 るに 至る こと 能 はす、 

との§^:書の言は能く彼等に應ふ言でぁると£心ふ (提摩 太 後書 三 章 七 節)。 C3=0 

余の 舊き 信仰 

余の 信仰 は舊く あると 云 ふ 者が ある、 然り、 ^だ舊 く ある、 五十 年 や 百年 舊く あるので はない、 數 

千年 舊く あるので ある、 余 は 其 事 を 承認して 渾ら ない。  _ 

余 の 信仰 はァ ベルが 力 イン より 愈れ る 祭 物 を！： に獻 げた 時に 始ま つ た 者で あ る、 ノア は此 信仰 を 懐 

い て 彼の 家族と 共に 方舟に 人った、 此 信仰に 獎 まされて ァ ブラ ハ ム は カル デャを 去て 力 ナン の 地に 向 

ふた、 此 信仰に. E りて モ ー セは H ジブ トを 離れ イス ラエル の 民 を 率ゐて 陸の 如くに 紅海 を涉り 約束の 

地 を 指して 進んだ、 此 信仰に 由り て H レミ ャは 民の 憤怒 を 冒して、 自 國の诚 亡を预 1  一一 c した、 余 は 余の 

信仰 を ィザャ に 於て 見る ことが 出来る、 ホゼャ は 今より 二 干 七 百年 前の 昔に 之を唱 へた、 余 は 殊に 余 

の l!E 仰 を 使徒 パゥ 口より 學ん だ、 彼の 羅馬書 は 余の 信仰の 經典 である、 而 して 主ィ H ス キリストの 心 


を 解した 人で 未だせ て バウ ri の 如き 人はなかった、 余 は 余の 信仰 を敎會 より 受けなかった、 叉 之 を 外 

國宜敎 師に學 ばなかった、 余 は 之 を 直に 聖書に 學ん だ、 神が 直に 之 を 余に 授け 給 ふたので あると 信す る。 

ふる  t, な  す；. 1 

然り、 余の 信仰 は舊く ある、 舊く ある 故に 甚だ 尊く ある、 新祌 學と稱 へられて 今年 榮 えて 明年 廢る 

が 如き 者で はない、 然り、 信仰で ある、 學說 ではない、 余の 靈 魂の 依て 立つ 希 の 基礎で ある、 余の 

組立た 思想で はない、 神に 證 せられた る 余の 實驗 である、 余が 學者 として 持つ ことの 出来る 學說 では 

ない、 人と して、 然り、 罪 を悲む 人と して 懐く ことの 出来る 信仰で ある。 

敢て問 ふ 新ら しき 信仰と は 如何なる 者で ある 乎、 獨逸 派の 信仰 か、 和 蘭 派の 信仰 か、 英國 流の 信仰 

か、 米國 流の 信仰 か、 或 ひ は 叉た 心理 學 者の 信仰 か、 生物 學 者の 信仰 か、 社會學 者の 信仰 か、 經濟學 

者の 信仰 か、 男爵 フ ホン. ゾ ー ヂンの 信仰 か、 敎授 ，ワン • マ ー ネン の！^ 仰 か、 キリストの 歷 史的 存在 

を 否定す るス ミス、 ュ ン セン、 トレ— ヴス 等の 信仰 か、 新ら しき 信仰 は 常に 變る 信仰で ある、 主と し 

て學 者の 信仰で ある、 書齋に 籠て 積 塵の 中より 古人の 思想 を發掘 せんとす る 者の 信仰で ある、 故に 信 

仰で はなく して 學說 である、 頭 腦に與 味 を 感ぜし むる ものであって、 心霊に 滿足を 給 ふるもの ではな 

い、 學 者の 意見で ある、 其假說 である、 聖書に 所謂、 心を欣 ばし め、 愚 者を智 からしめ、 ぎ 魂を活 

き-おへら しむる 底の 神の 眞理の 啓示で はない、 新ら しき 信仰 は 社會の 注意 を惹 くに {且 い、 然し 罪. の 

靈魂を 救 ふに 足りない。 

奮き 信仰、 勿論 敎會の 信仰の 謂で はない、 敎會の 信仰 は舊き 信仰で はない、 死せ る 信仰で ある、 我 

等 は アブラハム、 イサク、 ヤコ ブの 懷 しき 舊き活 きた る 信仰 を 懐く ベ きで ある。 

余の 信仰 はァ ブラ ハム、 モ ー セ、 ユレ ミヤの 信仰で あると 言 ひて 余 は 彼等と 儔 ひすべ きん 物で ある 
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と 言 ふので はない、 信仰 は 祌に對 する 能 (度で ある、 余が アブ ラ ハ ムと 信仰 を 共に すると 言 ふ は 余はァ 

ブラ ハ ムが 祌に對 して 取った 其 態度 を 取らん と 欲する 者で あると 首 ふに 過ぎない、 余 は 其 意味に 於て 

。ハウ ri の 信仰の 兄弟で ある、 余 はパゥ D の 眼 を 以て 祌と キリス 卜と 永生と を 見る ことが 出來 る、 叉 彼 

の 心 を 以て 罪と 赦免と 救 濟とを 解す る ことの 出来る を 神に 感謝す る" 

余の 信仰 は舊く ある、 然り 甚だ 舊く ある、 使徒と預言者の基の上に5!^レ^れ、 ィ H ス キリスト 自 から 

其 隅の 首 石と なれる 舊き 信仰で ある (以弗 所 書 一 一章 一 一十 節 )o  (四 =-」 

死 の 歡 喜 

c〇ooocoooooocloooo〇o 

我等 は 死して キリ ストの 許に 行く ので ある、 卽ち バウ 口 の CI ひしが 如し、 

我が 願 は 世 を 去りて キリ ス 卜と 共に 在らん こと 也、 是れ 最も 善き 事な り、 

と (啡立 比 書 一 の廿 三)、 叉 

我等今は砲子を通ぅして見る如く0}^0所膝朧なり、 然れど 彼の 時には 面 を 合せて 相 見ん、 

と ある (. 哥林多 前書 十三の 十二)、 我等 は 今 肉に 在りて 彼を现 想し まつる のみで ある、 

然れ ども 彼の 時には 我が 知らる， - 如くに 我れ 彼を識 らん、 

と ある (同)、 我等の 切なる 希 51- は 主 を 其の 聖 美に 於て 拜 しまつらん 1* である、 而 して 此希 §1- が 死し 

て 後に 應 ふとの 事で ある、 歡喜 何ん ぞ 之に 若かん やで ある、 而 して 此歡喜 を 前に 控へ て 死の 苦痛 は 其 

大部分 を 殺が る.^ ので ある、 基 将^に 取りて は 死 は 彼の 主の 許に 行く 事で ある、 之に 恐怖が 無い は 勿 


論、 歡 喜が ある， 肉に 在りて は えざる に 信仰 を もて 仕へ し 主に 今 は 肉 を 離れて 面前り 見え まつらん 

とする ので ある、 死に 故鄕に 還る の感が ある は是れ がた めで ある、 喜ばしく も 亦 感謝す ベ きで ある。 

ひ t み 

而 して 主と 相 見 ゆる は 愛する 者と 再び 相會 する ことで ある、 我等 は 各自 死して 獨り 知らざる 所に 往 

くので はない、 友の 國に往 くので ある、 其處に 最も 親密なる 交際が ある、 其處に 誤解 もなければ 疑 察 

もない、 其 處に详 なき 愛の 交換が ある、 而 して 死の 河 一 筋 を 渡れば 彼方の 岸に は此 愛の 樂 園が あるの 

である。 (五 ガ) 

ィヱ スの 過激 

イエ スは 過激であった、 彼は傳 道の 始に 方て 繩を 以て ぼ を 作り、 祌の聖 殿に 在りて 賫買 する 者 を 其 

巾より 逐ひ給 ふた、 彼 は 叉 S 過激の 一一 一一 II を 發し給 ふた、 曰く、 凡そ 我に 来りて その 父母 妻子 兄弟 姉妹 

また 己の 生命 を も 憎む 者に 非 ざれば 我が 弟子と 爲る こと を 得すと、 叉 曰く 地に 泰平 を 出さん ために 我 

れ來れ りと m:- ふ 勿れ、 泰平 を 出さん とに 非す 刃 を 出さん ために 来れり と、 彼 は 叉 幾： i: となく 彼の 敵 人 

わざ は ひ 

を 篤り て H ひ 給 ふた、 噫汝等 禍 なる かな 偽善なる 學 者と パリ サイ. 〇 入 よと、 彼 は 彼の 弟子 を敎 ふる 

に 過激であった、 彼の 敵を贺 むる に 過激であった、 此 せの 政治. が 又は-お 敎 家の 眼より： 15- て 彼の 短 かき 

全 生 が 過激であった。 

イエス は 過激であった、 而 して 彼の 忠實 なる 弟子 はすべ て 過激であった、 默示錄 に 現 はれた るョ ハ 

ネは 過激であった、 雅各 書に 現 はれた る ヤコ ブは 過激であった、 加拉太 書に 現 はれた るパゥ n は 過激 
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であった、 サ ボナ n 1 ラは 過激であった、 ル ー テル は 過激であった、 カル ビン は 過激であった、 ノッ 

クスは 過激であった、 セ ォド. パ ー 力 —は 過激であった、 ロイド. ガリソン は 過激であった、 此罪惡 

の 世 を 少しな りと 永久に 良くな したる 者 は總て 過激であった- 「エホバ の 熟 心 之を爲 せり」 と 謂 ひ、 

产、 ら  しる  やきつく 

「雨の {豕 のた めの 熱心 我 を 蝕 はん」 と錄 さる、 身 を 燬盡す ほどなる 熱心 を 以てせす して 此 せに 在りて 

祌の isB を爲す こと は 出来ない、 我等 は 過激の 識は敢 て 之 を 意に 介す る ことなく、 ィ H スに傚 ひて 熱 

心、 以て 我等の 職分 を盡 すべきで ある。 (五月) 

預 言 の 實 現 

2^西結書十ニ章廿 一 —廿 五節 

二と；： ざ 

H ホバの 言 我に 臨みて 言 ふ、 人の子よ、 イスラ H ルの國 の 巾に 諺 あり、 曰く、 

日 は 延び 默示は 悉く 空しくなれり 

と、 是れ 何の 謂ぞ や、 是 故に 汝 彼等に  一一 一一 n ふべ し、 主 H ホバ斯 く 首 ひ 給 ふ、 我れ 此諺 を廢 めしめ、 

彼等 をして 再び イスラ ヱ ルの 巾に 一一-; E ふこと なから しめん、 卽ち汝 彼等に 言 ふべ し、 

もろく  ち.？' づ 

其 E と 其 諸 の默 示の 實現は 近け り 

と、 イスラ ヱル の， 冢に は此後 重ねて 空しき 默 示と 偽 はりの 前 見 は あらざる べし， 夫 A 我 は エホバ 

なり、 我れ 我 一 W を發 せん， 我 一一； in は必す 成るべし、 ffi ねて 延る こと あらざる べし、 背叛 ける 家よ、 

二と は 

汝 等が 世に 在る 日に 我れ 言を發 して 之 を 成すべし。 


主 H ホバ 之 を 言 ふ，^ 

略 註 

「人の子」 は 預言者 H ゼキ H ルを 指して 曰 ふ。 「日」 は 審判の 時で ある。 「延び」 は 延引して 終に 

到らざる べしとの ことで ある。 「默 示」 は 默示を 以て 預ー 一目 者に 臨みし 預言で ある。 「空しくなれり」 

と は 預言 は當ら ざるべし、 義罰は 臨まざる べしとの ことで ある、 預言 を 嘲け るの 言で ある、 说言實 現 

の 時期 は 待つ も 到らす、 是れ 蓋し 空言と 成りて 終る ベ しとの ことで ある。 

然れ ども 斯 かる 諺 は イスラ H ルの 中より 廢 たるべし、 預言 實 現の 時 は 近け り >  自んェ 莨 現せざる 預言 

と 先見と て は 無 かるべ し、 H ホバ は 其 一一 一一 ロを發 して 猶豫 する ことなく 之を實 行し 給 ふべ し、 預言の 實現 

せ ざり し は 其の 空虚し きが 故に 非す、 エホバが 民 を憐 みて 刑の 執行 を 猶豫し 給 ひしに 因る、 H ホバの 

忍耐 を 彼の 無能と 解す るに 及んで 刑罰 は 終に 延引せられ ざるべし、 今より 後、 M ホバ其 言 を發し 給へ 

ば 直に 成るべし、 義罰は 直に 民の 上に 臨むべし- M ホバは 事實を 以て 預言者の 言を證 明し 給ぶべし、 

H ホバ と 其 預言者 を 侮る 者に 刑 執行 猶豫の 特典 は 行 はれざる べし。 (五月〕 

再び 舊き 信仰に 就て 

宗敎は 政治で はない、 叉哲學 ではない、 叉道德 ではない、 宗敎 は宗敎 である、 國と 其主權 者が あつ 

て 政治が あり、 宇宙 萬 物が あって 科學 と哲學 とが あり、 人と 社會 とがあって 道德が ある やうに、 神と 

人と があって 宗教が あるので ある、 宗敎は 神と 人との 關係 である、 故に 若し 神がない とすれば 宗敎は 
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ない ので ある、 而 して 义祌が 在る 以上 は 人に は 宗敎は 無から ざる を 得ない ので ある。 

宗敎は 人と 神との 關係 である、 故に 超，： in 然的 超人 問 的たら ざる を 得ない ので ある. 卽ち 奇蹟 的たら 

ざる を 得ない ので ある、 奇猜 的で ない 者 は宗敎 でない、 政治の 下に 立て 其 上に 立つ 能 はざる 者 は宗敎 

でない、 哲學と 科 學とを 以て 悉く 說 明し 得る 者 は宗敎 でない、 單に道 德の用 をな すに 止まる 者 は宗敎 

でない、 宗敎 が宗敎 である 以上 は 政治 を 凌駕し、 哲學を 超越し、 道德を 支配す る 者でなくて はなら な 

い、 此 世の 政治と 衝突し ない、 哲學と 全然 符合し、 何人に も 道德的 煩悶の 資料 を 供せ ざるが 如き 者 は 

宗敎の 名 稱を値 ひせざる 者で ある。 

キリストの 奇接的 出生 は科學 的に 說明 する 能 はす、 故に 之 を 担 否すべし と 云 ひ、 贖罪の 敎義は 今人 

の 倫现的 思想に 反す 故に 之 を 排斥す べしと 云 ふ、 併し乍ら 是れル 2 な 宗敎を 天然の 事义は 人間の 事と 兑 

るより 起る 問題で ある、 宗敎を 宗敎と 見て、 卽ち祌 の襄と 見て 斯 かる 問題 は 起らない ので ある、 神の 

事に超自然的の_31^-ぁるは勿論でぁる、 神と 人との 調和 を 計る ための 途と 見て 聰罪は 信す るに 難くない 

ので ある、 天然と 人事と を 以て 祌の事 を說明 せんと 欲する が 故に 多くの 無益の 難問題が 起る ので ある。 

宗敎 上の 先決問題 は奇 接で はない、 又敎義 ではない、 宗敎其 物で ある、 神の 存在で ある、 彼れ の義 

である、 人の 罪で ある、 彼の 宗敎 性で ある、 是 等の 根本 問題が 解って、 他は自 から 解かる ので ある、 

バウ は 羅馬逝 J に 於て 此 順序に 由て 彼の 福音 を說 明して 居る、 先づ 奇蹟 を說 かすして 罪を說 き、 罪の. 

ある 所に 赦免 (義 とせら る，^ i^so の 必要 ある を說 き、 赦免の 必要 ありて キリストの 出現 ありし を說ぃ 

て 居る、 所謂 「宗敎 問題の 解決」 と稱 して 先づ奇 積の 科 學的說 明 を 聞いて 然る 後に 信仰に 入らん と 欲 

する 者 は 永久に 之に 入る を 得ない の である、 信仰に 人る の 資格 は 透明なる 腦髓 にあら すして 幾え 渴く 


. ^；^ つに 義を I ふの 心で ある、 此心 ありて 終に 義の 太陽 を 仰ぐ を 得べ く、 隨て 彼に 關 はる 奇躜 的事實 を： 

も自 から 解し 得る に 至る ので ある。 

依て. る、 宗敎 の、 殊に 基督 敎の 何人に も 解し 得らる、 者に あらざる こと を、 聖書に 「水の J% を f 

るが 如く、 エホバ を 知る の 智識 全地に 充っ べし」 と は あるが、 神の 言が 人の 輿論と なるべし と は J: 

處 にも 書いて ない、 否な、 聖書 は 所々 に 其 反 對を言 ふて 居る、 

イスラ H ルの 子の 數は 砂の 如く なれ ども 救 はる、 者 はた 僅かな らん、 

と、 (羅 馬 書 九 章 廿七 節)、 叉 

夫れ 召る i 者 は 多し と雖も 選ばる、 者 は 少し 

と (馬 太 偉 二十 章 十六 節)、 又 

ィ ェ ス答 へて 曰 ひける は …… 我 を 遣 はし、 父 もし 導か ざれば 人 能く 我に るな し、 

と (約 翰 傳六章 ral 十四 節)、 基督 敎は 宇宙の 眞理 であるが 故に 普通の 常識 を 以てして 何人も 能く 之 を 

解す る を 得べ しと は 余輩 も 亦 言 ひたく 欲へ 共 事實は 余輩の 此 欲求" に應ぜ ざる を 如何せん、 人 は 特^に. 

神に 助， がられす して キリ ストの 福音 を 信す る 能 はすと は 聖書の 明， rz に吿 ぐる 所で ある、 而 して 斯 かる 

福 昔 は 狭き 福音であって 祌の 道と して 認 むる 能 はすと 言 ふ 者 あらん も、 事 實は蔽 ふべ からすであって、 

人 はァ. tit, 如何と もす る 事が 出来ない ので ある、 神に 罪 を 贖 はれ 眼 を 開かれて 人 は 聖書の 傳 ふる-幅 音 を 

其 儘 受理し ^ れ るに 至め るし ので ある、 而 して 人 あり、 余輩に て ユダヤ人が イエスに 向て 言 ひしが 如くに. 

然 らば 我 倚 も亦瞽 なる 乎  . 

と 問 ふなら ば、 余輩 は イエスに 傚 ふて 
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汝等 若し 瞽 ならば 罪な かるべし、 然れど 今 我 儕 見る と 言 ひしに. W りて 汝 等の 罪 は^れり .i 

と 答へ ざる を 得ない ので ある (約 翰傳. 章 四十、 四十 一節)。  ； 

余輩 は 斯く辯 じ て 勿論 敎會ゃ 宣敎師 の 歡心を I 貝 はんと 欲する ので はない、 敎會 は敎會 で あ る 、 余輩 一 

は 余輩で ある、 余 華 は 敎會の 辯 護 者で はない、 否な、 多くの場合に 於て 余輩 は 其反對 者で ある- 然し 一 

乍ら 事 實は蔽 ふべ からすで ある、 局外者の 服より 視て、 信す る も、 信す ると 稱 する も： E じ やうに 見る j 

であらう、 然しながら 信す ると 稱 する は 實は 信じない ので ある、 余輩 は 敎會と 其 大體に 於て は 信仰 を 

同に すると 雖、 其の 之 を 信す る 方法 を 異にした く 欲 ふ 者で ある、 余輩 は 今 尙ほ舊 き 幅 昔 を 信す る、 勿. 

論舊き が 故に 無理に 之 を 信す るので はない、 其舊き 福音が 靈魂 の舊き 問題 を 最も 滿 足に 解 釋し、 此世ー 

の 哲學も 道 德も給 ふる 能 はざる、 神より 屮 I てす ベて 人の 5j 思 ふ 所に 過ぐ る 永久の 平康を 余輩の 心に 與ふ 

るからで ある。  一 

余鞏の 信仰の 理由に 就て は、 余輩 は屢々 之 を 本誌に 於て 述べた、 叉 之 を 余輩の 著書に 於て 論じた、 

質問者の 之に 就て 讀 まれん こと を 望む。 (五 =0 

信仰の nn 的  一 

滿 足 と 平和  - 

信仰の 要は 滿 足と 平和に 在る、 心の 平和と 滿 足と ありて 信仰の ほ 的 は 達せられ たので ある、 然れ ど！ 

も是 なくして 如何に 進 牛 \ せる 信仰と 雖も其 目的 を 達した と 云 ふ 事 は 出来たい、 余輩の， 葡き 信仰が 余輩； 


に 平和と 滿足 とを與 ふる 時に 余輩 は 他に 之 を 求めん としない、 叉 若し 所謂 「新ら しき 信仰」 が 他の 人 

に 平和と 滿 足と を與 ふ ると ならば 余輩 は 之 を 妨げん と しない、 信仰 は 個人的で あ る , 余輩が 余眾 の 信 

仰を述 ぶる は 一 人な りと 多く 余輩の 同志 を 募らん がた めで はない、 旣に 余輩と 信仰 を 同じく する 者の 

信仰 を强 めんがた めで ある、 余輩 は 世に 余輩と 信仰 を 共に する 者の 多く 居らない 事 を 知る、 同時に 又 

余輩の 同志の 求めす して 遲 かれ 早 かれ 必す 余輩と 共になる こと を 知る、 余輩 は 神の 誘導 を 信す る、 故 

に 所謂 運動 を 嫌 ふ〕 

人 は 自己に 平和と 滿足 とが あれば 他人の 信仰に 立 入りて 之 を 非議し ない、 彼 は 今 は 盈ち 溢る k 人で 

あれば 他の 人 も 亦 自己の 如くに 盈ち 溢れん こと を 欲する、 然れ ども 必 しも 同じ 信仰の 方式に. E らん こ 

と を 願 はない、 舊き 信仰 は 或る 器を盈 たす であら ふ、 新ら しき 信仰 は 或る 他の 器を盈 たす であら ふ、 

盈 たされ さへ すれば、 其れで 事 は 足りる ので ある、 余輩の 僅かば かりの 知識と、 余輩の 懐く を 得し.： 于 

宙觀 と、 余輩の 短 かき 生涯に 於て 覺り 得し 人生 觀 とが 奮き 信仰に 由て 滿 足に 調和 さる & ならば 余聚は 

其れ 以上の 信仰 を 求めない ので ある。 

人 は 各自 己れ に 次ぎの 問題 を 提出して 其 解決 を 求むべき である、 卽ち、 我 は 聖き義 しき 神の 前に 立 

て 恐怖な きを る 乎、 我は歡 喜と 希望と を 以て 死 を迎へ 得る 乎、 此の 二つの 質問に 對 して 明， 门に r 然 

り」 と 答 ふる を 得て 彼 は 彼の 信仰の 目的 を 達した ので ある、 他人の 信仰の 事で はない、 我が 信仰の 事 

である、 此ナ、 なる 「然 り」 が ありて 我が 信仰 を 以て 滿 足し、 敢て 他人の 信仰に 對 して 質問 を 試む るが 

如き こと を爲 さない ので ある。 (五月 > 
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死 と  f 

死 は 大事で ある、 併し 最大 事で ない、 死 は 取 返しの つかぬ 災厄で はない、 死 は 肉體の 死で ある、 靈 

魂の 死で はない、 形體の 消失で ある、 生命の 湮滅で はない、 我等 は 死して 永久に 刖れ るので はない、 

我等 は 後に 叉復び ふので ある、 人生の 大事 は 死で はない、 罪で ある、 天地の 主なる 神に 背き 生命の 

泉より 離る k 事で ある、 故に 祌は人 を 死より 免 かれし めんと て 其途を 取り 給はなかった、 併しながら 

彼等 を 罪より 救 はんとて 其 獨子を i り 給 ふた、 死の 刺 は 罪で ある、 罪が 除かれて 死 は 死でなくなる の 

である。 

死 は 之 を 避けん と 欲して 避く る ことが 出来ない、 併し 罪 は 之 を 去らん と 欲して 去る ことが 出來 る、 

故に 死 を 免 かれし 者が 必 しも 神に 惠 まれた る 者で ない、 罪 を 除かれた る 者、 其 者が 特に 神に 悪 まれた 

るお である、 % 病 を 癒された るの 恩惠は 最大の 恩惠 ではない、 罪を赦 された るの 恩惠、 其れが 最大の 

恩 151§で ある。 

我等 は 死 を 思 ふて i き淚を 禁じ 得ない、 然れ ども 罪の 束縛 を釋 かれし を 思 ふて 感謝の 淚を 禁じ 得な 

い、 神 は 我等 をして 最大の 災厄より 免 かれしめ 給 ひて より 小なる 災厄に 遭 はしめ 給 ふので ある、 而し 

て 信仰 を 以て 能く 此 小なる 災厄に 耐 へて、 我等 は 後の 日に 於て、 再た び 死す る ことのな き體を 以て 惠 

まる k ので ある。 

f, 死よ、 汝のぜ は Ii5 くに 在る や、 陰府 よ、 汝の勝 は 安くに 在る や。 哥林多 前書 十五 章 五十 五節 Q 


.  (六 ガ) 

人生の 諸問題 

人せ に 種々 の 問題が ある、 處せ 問題が ある、 { 豕庭 問題が ある、 社會 問題が ある、 阈家 問題が ある、 

外交問題が ある、 皆な 孰れ も 大切なる 問題で ある、 が、 併し 神人 問題 ち宗敎 問題の 如くに 大切で な 

い、 宗敎 問題 は 問題 中の 最大 問題で ある、 此 問題が 解決せられ てす ベての 他の 問題が 解決 せらる k の 

である、 而 して 叉此 問題が 解決せられ すして すべての 他の 問題の 根本的 解決 を 見る こと は屮 U 来ない の 

である、 然るに 此 世の 人 は、 殊に 今 a の 日本人 は、 宗敎を 見る こと 至て 輕く、 彼等の 問に 在りて 宗敎 

家 は 死者 を 葬る 死者た るに 過ぎない、. 彼等 は 外交 を 重んじ、 政治 を 重んじ、 軍事 を 重ん す、 彼等の す 

子 は 悉く 之に 走り、 之 を 以て 國家 民衆 を 救 はんと 欲す、 然れ ども 靈 魂の 永久の 救濟は 措いて 問 はない 

國家 も、 社會 も、 〔*^ 庭 も、 一身 も、 眞の 宗敎を 措いて 他に 之 を 救 ふの 途な きを 知らない、 彼等 は巴爾 

幹 間 題 も 其 根元 を钆 せば 宗敎 問題で あ る こ と を 知らな い 、 J 所謂 排日 問題なる もの も 深き 宗敎 問題 の 

表顯 たるに 過ぎない こと を 知らない、 彼等 はィ H スは其 釘 打れ し 掌の 中に 世界 問題解決の 餘を 握る と 

の 言 を 聞いて、 痴人の 夢と して 之 を 排斥す る、 然れ ども 祌は此 せの 智者よりも 慧く ある、 彼等が 多く 

の 難解の 問題に 遭遇して 困窮の 餘り _ 

誰か 此 卷 を 開ら き 封印 を 解く に堪 ふる 乎 

と 叫ぶ 時に、 天よりの 聲 ありて  - 
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^  ^  n,  もの 

ュダの 派より 出た る 獅子、 グビヂ の 根、 旣に勝 を 得 たれば 此 卷 を 開ら き、 此 七つの 封印 を 解 

く を 得るな り 

と：：！ ひて 彼等の 叫びに 應 ふるで あら ふ (默示 錄五章 一— 五節)、 然れ ども 今や 猶ほ 此聲の 彼等に 取り 

な. のこ 

大 なる 謎と して 存るを 如何せんり (六月) 

余輩 の傳道 方針 

余輩 は 自ら 進んで 人に 余輩の 信仰 を勸 めない、 余輩 は 人が 自 から 進んで 余輩に 到る を 待つ、 余輩 は 

又 余輩に 到る すべての 人を納 けない、 余輩 は 先 づ其人 等に キリスト を 信す るの 困難 を說 く、 殊に 余輩 

せんさく 

を 慕 ふて 來る者 あらば、 余輩 は 彼等に 先づ 余輩の 敵に 就て 委しく 余輩に 就て. 紫 鑿 せんこと を勸 む、 余 

！ W は眞赏 に靈 の 要求に 强 ひられて 來る 者に あら ざれば 之に 余輩 の 信仰 を 語らん と爲な い 。 

輩 は 人が. 5 3： ほど 手段 を盡 しても 人 一 人 を クリスチャンと 爲す こと 能 はすと 信す、 余 乘は叉 神が 

自 から 招き 給 ひし 者 は 如何なる 障碍に 遇 ふ も必す キリ ス 卜に 來 りて 永久に 彼 を 離れざる を 信す、 余輩 

は 祌の靈 は 人の 乎^に 優 さりて 遙 かに 有力なる を 信す、 故に 常に 祈りて 神の 聖 業に 幾分な りと 携 はら 

ん こと を 願 ふと 雖も、 手段 方法 を盡 してまで もせに 敎勢を 張らん としたい。 (六 H0 

余輩と 敎 會 


余擎は 無敎會 信者で ある、 併し 余輩 は 未だ 曾て 一 lil も敎會 信者に 向て 「汝 の敎會 より 巾 I で 來れ」 と 

勸 めた 事 はない 積り である、 共 反對に 余輩 は 神が 余！ W を 以て 御自身に？ ^Js^ き 給 ひし 信者に 向て 幾！： か 其 

f: ら みし 敎會に 人る 事を勸 めた 積り である、 斯く なす は 「己れ 人に 施ら れんと する 事 は 亦 人に も 其 如 

く 施よ」 との 主の 誡に從 はんがた めで ある、 余輩 は敎會 信者 も 亦 余 鞏に對 して 主の 此誡 を實 行せられ 

ん事を wlf: むので ある。 (六月) 

歐亞， の 領分 

物界 は歐洲 人に 屬し 靈界 は- 亞細 亜人に 屬す、 歐洲は 勿論、 南北 兩米 大陸の 全部、 二 „ ぉ洲の 全部、 阿祁 

利 加 大陸の 殆んど 全部、 亞細亞 大陸の 大半 は 今や 悉く 歐洲 人に 屬す、 歐洲人 は 實に此 せの 大王な り、 

全地 は 今や 將 さに 彼等の 屬 たらん とす" 

然れ ども 世界め 宗敎は 悉く 亞 細- 亞 人の 宗敎 なり、 基督 敎はィ H ス より 出て 彼 は 猶太 人に して亞 細亞 

人な りし、 1^ 々敎 はモ ハメットより 出て 彼 は 亜 拉比亞 人に して 亦亞 細： 亞人 なりし、 佛敎 は釋迦 より 出 

て 彼 は 印度人に して 亦亞細 H: ュ 人たり し、 歐洲 人が 物界に 王た るが 如く 亞細亞 人 は 靈界に 王たり、 此世 

が 化して 終に キリストの 園と 成るべし と 云 ふ は 終に 亜 細亞 人の 靈的 感化に 服すべし との 謂な り。 

亞細： 亞は 原始的 大陸な り、 而 して 宗敎は 人生の 原始的 解決な り、 宗敎 の亞細 亞に發 原すべき は 二者 

の 共有 性の 然 らしむ る 所な り、 若し 科學 は宗敎 の， 侍女な りと 云 ふなら ば 歐洲は 亜 細亞の 侍女なら ざる 

ベから す、 靈 魂が 肉體 以上た る 問 は 歐洲は 亞細亞 以上た る 能 はす、 縱し歐 洲人は 地の 監理 者と して 存 
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いき  ぎゃく 

らん も亞細 人 は 天の 聖職者と して 生ん、 亞細亞 人が 宗敎 を歐洲 人より 學ぶは 逆な り- 地の 事に 就て 

は 彼等 をして 我等の 教師たら しめよ、 然れ ども 天 の 事に 就て は 我等 をして 彼等に 敎 ゆる 所 あらしめ よ- 

是れ 神の 定め 給 ひし 順序な り、 我等 は 歐人叉 は 米 人の 宜敎の 恩 惠に與 かりて 祌の聖 32 に 背きつ k ある 

なり。 (七月〕 

讀 書 所感 

- r  て あ. U 

余 は 初めに 天然 學を 愛した、 地文、 天文、 動物、 植物、 地質、 驟 物と 手當り 次第に 讀ん だ、 魚類、 

鳥類、 坐理、 解剖 は 特に 余の 注意 を惹 いた、 n 本 國のル ィ. アガシ 叉はァ ー ノ ルド. ギヨ ー たらん こ 

と は 余の 初めの 野心であった U 

余 は 次ぎに 歷史を 愛した、 殊に f 界歷史 を 愛した、 太 古史と 中 古史と 近世 史、 文藝復 與史と 地理 的 

發見史 と宗敎 改革 史、 H ジブ ト史と アツ シ リャ 史とバ ビ a ン史、 人類 起原 論と 人種 分布 論 …… 余 は 人 

類 を 一個人と して 見、 其發達 進歩に 就て 攻究す る を 好んだ、 其 時代の 余の 野心 は 東洋史に 於て はセィ 

ス 氏の 如き 學 者と 成り、 世界 歷史に 於て はフ ホン 二 フンケの 迹を踐 まんと する にあった。 

其 次ぎに 余 は 文學を 愛した、 ジョン ソンと ゴ ー ル ドス ミス、 ギボンと ギゾ ー、 ェ マ ソンと 力 ー ライ 

ル、 ダンテと ミルトン、 ヮヅ ヮスと ブライアント、 口 ー エルと ホヰッ チヤ ー、 余 は領序 もな く 組織 も 

+■ ムニ ボラ ス リ ー. ティング つ \,  ひと 

なぐ， 謂 ゆる 雜食 的亂 讀を繼 けた、 其 時代の 余の 野心 は 偏へ に 善き 思想 を 得て 之 を我國 人に 供給せ 

ん とする にあった。 


其 次ぎに 余 は宗敎 研究に 移った、 余 は 哲學と 神 學とを 避けなかった、 ダーゥ.^ ンの進化論を以て基 

督 敎を說 明し 見ば やと 欲 ふた、 少しく 比較 宗敎を 窺った、 靈魂 不滅の 科學的 立證を 試みた、 謂 ゆる 宗 

敎道樂 の 一 人と なった * 宗敎 を哲學 的に 叉 は {# 美的に 究め 且つ 樂 まんと した。 

共 次ぎに 余 は 聖書 研究に 入った、 註解 書と 云 ふ 註解 書 は 余の 財布の 許す 限り は 之を購 ひ、 之 を讀破 

して 聖書の 深き 意味 を 探らん とした、 マイ ヱルと ヴァイス、 ゴ ー デ ー と サバチ H 1 、パイシ ユラ ー グ 

とプ フライ デレル、 ライ トフ ー トとス ヰ ー ト、  余の 小なる ライブラリ ー (書 齋) は 彼等の 著書 を 

ねき： /た 

以て 充 つるに 至った、 余 は 聖書の 文字より 神の 眞理 を抽 引さん とした、 余 は 第一流の 註解 者と 成りて 

聖書 を 同胞に 說明 せんとした。 

然し 今や 此待代 も 亦 過ぎつ k ある、 余 は 今や 謂 ゆる 「唯一 書の 人」 と 成りつ & ある、 聖書 其 儘、 註 

解な しの 聖書 を嗜む 者と 成りつ & ある、 成るべくば 原語の 聖書に 依り、 止む を 得すば 完全に 最も 近き 

かたよ  むな  を さな-ご 

譯 文に 由り、 偏らざる 虚しき 心 を 以て 之に 臨み、 直に 神の 啓示に 與 からん とする 嬰兒の 態度に 還りつ 

つ ある、 博物 も歷史 も文學 も宗敎 も、 然り 聖書の 註解まで が 悉く 放棄 せられて、 神の 書に して 人類の 

書なる 『唯一 書』 が 余の 手に 存る 時が 来りつ、 ある やうに 感 する。 

然し 事 は玆に 止まらない であら ふと 思 ふ、 聖書 も 亦 余の 手より 離る、 時が 來る であら ふと 思 ふ、 文 

字 は 殺し 靈は 生かす と 云 ふ (哥林 多 後書 三 章 六 節)、 而 して 聖書と 雖も亦 文字た る を 失 はない、 書 

と 雖も其 文字 は 是れ人 を 殺す 者で ある、 而 して 今日まで 聖書に 依て 殺された る 者 は 決して 徵 くないの 

<1 厶厶 

である、  -  , 

主は靈 なり、 主の 靈 ある 所に は 自由 あり 

大正 二 年  三 七 九 


ほ ffi  三 八 o 

と ある (同 ト七 節)、 完全の 自由 は 文字 を 離れて 主の 靈の みある 所に 在る、 而 して 余に して 若し 完全. 

に 救 はる 、おで あるならば 余 も 亦 完全の 域にまで 進められざる を 得ない の である。 

ん 小 

多く 書 を 作く る も竟 なし，. 多く 學 ベ ば體疲 る 

と ある (傅 道 之 書 第 十二 章 第 十二 節〕、 而 して 書 を 作る ことば かりで ない、 書を讀 むこと も 亦 其 如く 

である、 余 は 初めに； 大然 (科 學) に 就て、 次ぎに 人類 (歷史 ) に 就て、 次ぎに 思想 (文 學) に 就て- 

次ぎに 信仰 (宗敎 ) に 就て、 終りに 默示 (聖書) に 就て 學 ばんと した、 然し 傳道 者の 言へ るが 如く 

「多く 書を讀 むも竟 なし、 多く 學 ベば 體疲 る」 である、 然れ ばと て 讀書は 全然 之を廢 する こと は出來 

な い 、 不{ 元 全なる 人類が 神 の 知識に 達す る途 として 讀書は 之を忽 がせ にす る こ と は 出來な い、 人世の 

小學に 於て 科 風チは 我等の 學 ぶべき 第一 讀本 である、 歷史は 第二 讀本、 文挙は 第三 讀本、 哲學と 宗敎と 

は 第 W 讀本、 聖書 は 第五 讀本 である、 而 して 總を讀 了って 後に 名譽の 卒業 を遂 ぐるので ある、 我等 は 

キリストに 在りて 直に 祌の靈 に 接する を 得て、 玆に すべての 讀本は 不用になる ので ある、 我等 は 厨 紙. 

ry  ：ら やみ 

籠 (之 を 「書 齋」 と稱 す) の內に 在りて 幽暗の 屮に 光明 を 探る 者で ある、 赏に憐 むべき 者で ある。 

(七 H0 

全體 の孤獨 

余 W は 「ャ ソ」 なりと て 不信者に 厭 がられる、 無敎會 信者な りと て敎會 信者に 厭 がられる、 而 して. 


r 乂 「舊 い」 とて 新 神學者 叉はュ 一一 テリ ヤン 叉 は道學 者の 人 等に 厭 がられる、 斯くて 余輩 は 前と 異なら 

す、 諸 被の 人た ちに 厭 がられて 今 ほ孤獨 である。 

然 らば 余輩 を 厭が る 人た ち は 相互 を鴃 がらない 乎と 云 ふに 決して 爾ぅ ではない、 不信者 は 余輩 を 厭 

がると 同じ やうに 敎會 信者 其 他の 基督 信者 を 厭が る、 而 して 叉 敎會 信者 は 相互 を 厭が り- 舊 信者と 新 

信者と が 相互 を 厭が る 事 は 彼等が 余輩 を 厭が るに 異ならない、 恁 くて 余輩 を 厭が る 者 は 又 相互 を 厭が 

り义 相互に 厥 がられる、 恁 くて 余輩の みで はない、 余輩 を 厭が る 人た ち も 亦 余輩と 同じく 孤獨 である。 

人 は 相互 を 厭が り 叉 相互に 厭 がられる、 然し 祌 のみ 惟り 人 を 愛し 給 ふ、 而 して 人 は 皆な 孤獨 であつ 

て、 神 を 侶伴と し 有って 始めて 孤獨 でなくなる ので ある、  - 

我れ 獨り 在る に 非す、 父、 我と 偕に 在るな り 

とはィ H ス 一 人に 限らない、 凡て 深く 人生 を 味 ふ 者の 齊 しく 發 する 一一 一一 n である、 而 して 獨り此 「大 なる 

侶伴」 と 偕に 在る に 至て 人 は 何人も 他 を 厭が る ことなく、 却て すべ ての 人 を 愛する に 至る ので ある。 

然れば 人 は 何人も 先 づ實に 一 人と なるべき である， 「眞 正の 無敎會 信者」 となるべき である、 而し 

て 獨り祌 と 偕に 在る を 得て、 すべての 人 を 愛して 神の 宇宙の 敎會に 入るべき である。 

孤獨！ 余輩に 限らない、 人 はすべ て孤獨 である、 而 して 孤獨は 神に 達する の 恩 惠の途 である、 人 は 

團 體を爲 して 神に 達する こと は 出来ない、 神に 到る の途は 個々 別々 である、 人 は 個々^々、 獨り 死し 

て 神の 國に 到る やうに、 個々 別々、 人と 離れて 獨り神 を 意識し、 彼と 深き 愛的關 係に 人る ので ある。 

(七月〕 


救濟の 公平 

若し 人の 救 はる、 は 聖書 智識 に 由るなら ば神學 者と 聖書 學 者と は 救 はれて、 學問 を修む る に 必要な 

る 金と 時 問と 能力との 無い 者 は 救 はれない ので ある。 

若し 人の 救 はる k はせ の 所謂 信仰、 則ち 熱心に. H るなら ば、 神經 質の、 過敏 性の  >  感情的の 人の み 

救 はれて、 冷靜 なる、 寡默 なる、 理性的の 人の 救 はる \ 希望 は 甚だ 尠な いので あるり 

若し 人の 救 はる k は 行爲、 則ち 事業に 由るならば、 活動の 人、 智慧の 人、 敏腕の 人の み 救 はれて、 

思想の 人、 信仰の 人、 祈 禱の人 は救濟 に；^ るの 虞が あるので ある。 

若し 人の 救 はる、 は 修養に 由るならば、 隱 退の 人、 密室の 人、 書齋の 人の 救 はる、 機會は 多くして、 

圆の 人- 店の 人、 工場の 人 等、 多事 多忙、 喧囂の 中に 口 を 送る 多數の 人の 救 はる、 希望と て は 甚だ 尠. 

ない の である。 

若し 叉 人の 救 はる.^ は 品性に 由るならば、 善き 遺傳を 受け、 善き 境遇の 中に 生育ち、 善き 敎養 に與 

かりし 者の み 救 はれて、 罪に 由て 孕まれ、 罪の 中に 生長し、 品位 養成の 恩惠 とて は 之 を 受けし ことな 

き 天下 多數 可憐の 民の 救 はる k 希望 は 殆んど 無い ので ある。 

然し 祌は 公平で ある、 彼 は 人に 救濟の 恩惠を 施し 給 ふに 方て 其 有し 難き 資格 に^り 給 はない、 彼 は 

人の 智識の ために も、 熱心の ために も、 事業の ために も、 修養の ために も、 はた 又 品性の ために も 彼 

を 救 ひ 給 はない、 神の 定め 給 ひし 救 濟の條 件 は 信仰で ある、 神の愛 を 信す る 信仰で ある、 單に 信仰で 


ある、 單 純なる 信仰で ある、 故に 神 は 公平で あるので ある、 信仰が 救濟の 唯一 の條 件で あるが 故に、 

無 學の徒 も 博識の 學者 と共に 救 はれ、 理性の 人も感 の 人と 共に 救 はれ、 思想の 人 も 活動の 人と 共に 

救 はれ、. 間 井の 人 も 寺院の 人と 共に 救 はれ、 賤夫も 貴人と 共に 救 はる &の である、 

たの 救 は る は n き ゆに 由る 

との 言が せに 臨んで 祌の聲 が 人の 問に 響いた ので ある、 是は實 に 福 昔で ある、 祌の 公平、 人類の 無 差 

^、 莴民 救濟の 希望の 福音が 暗ら き此 # に鳴響 いたので ある。 (八月〕 

小なる 救 濟と大 なる 救濟 

小なる 救濟は 飢餓 を 癒す 事で ある、 地位を周旋する^^^-でぁる、 肘產を 整理す る las- である、 慈善 を 施 

す 事で ある、 社會を 改良す る 事で ある、 政治 を 刷新す る 事で ある、 此 せの 狀 態を改 むる 事で ある、 道 

德を敎 へ て 品行 を 善くす る 事で ある。 

まこと 

之に 對 して 大 なる 救 濟は罪 を 除く 事で ある、 眞の祌 を 人に 紹介して 二者の 間に 平和 を 来らす 事で あ 

る、 罪と 禍 息と 困窮と 苦痛と を 其 根本に 於て 除く 事で ある、 而 して 此 せの 仁者と 慈善家と、 政治家と 

社會 改良 家と、 道德 家と 宗敎 家と は盡く 小なる 救濟を 施しつ」 ありし 問に ィ H スの みは 犬なる 救濟を 

施し 給 ふた、 彼 は 人の 罪 を 除き 給 ふた、 人が 神と 和らぐ の途を 開き 給 ふた、 而 して 惟り 大 なる 救濟を 

施し 給 ひし ィ H スは言 ふまで も 無く 世界最大の 慈善家で ある、 彼は此 意味に 於て 人類 唯一 の 救 主で あ 

る、 而 して 叉 人の 罪 を 除き 給 ひし イエス は 人 をす ベての 方面に 於て 救 ひ 給 ふ 者で ある、 而 して 余 彼 


感 想  一一 i/a 

の忠實 なる 僕 は 宜しく 彼に 傚 ひ、 先づ 第一に 大 なる 救 濟 事業 (眞 1^ の 意味に 於ての 傳道) に從 梨して 

然る 後に 小なる 救 濟を行 ふべき である。 (八 ガ) 

人 の 了解と 神 の 裁判 

人 は 余 を 了解す るに 及ばない、 余 は 又 人に 了解 せられん こと を 欲 はない、 余 は 生れながら にして 罪 

人で ある、 故に 人 は 如何に 善意 的に 余 を 了解す る も 余 を 罪人 以上 に 了解す る こ と は 出來な い 。 

余 は 人に 了解 せられん こと を 欲 はない、 併しながら 人 は 何人も キリスト を 了解 せんこと を 欲 ふ、 キ 

リ ス トを 了解して 人 は 自己 を 了解す る ことが 5^ 來、 而 して 又 最も 正當に 他人 を 了解す る ことが 出来る- 

キリスト を 了解せ ざる 者 は實は 他人 を 了解 (批評) する の资 格な き 者で ある、 キリス 卜 を 了解す る 者 

のみ 亦 能く 余 を も 了解す る ことが 出来る、 余 は 叉 彼に 了解 せられん こと を 欲 ふ、 そ は 彼の 了解 は正當 

にして 叉 最も 慈悲 深く あるから である。 

祌はィ H ス キリストに 託り 我が 福音 を 以て 人の 隱れ たる 事 を 鞫き給 はんと バウ 口 は 言 ふ (羅 二の 十 

六)、 誠に 感謝すべき ことで ある、 神 は 箱き 給 ふと 聞いて 我等 は戰溧 せざるを得ない、 併し 何 を 以て 

何人に 託り て 鞠き 給 ふ 乎 を 知りて 我等 は 感謝して 止まない ので ある、 祌は 我等 を 鞫き給 ふ、 罪人の 救 

ねし  つ-はき 

主なる ィ H スキ リストに 託り * バウ。 の俾 へし 恩惠の 福音 を 以て 鞫き給 ふとの ことで ある、 然 らば 精 

は 恐るべき ことで はなく して は If 一むべき ことで ある、 キリス トが恩 惠の幅 音を以 て 鞫き給 ふ 時に 背 刻な 


る. 性 慈悲なる 判決の あり やう^ はない、 モ ー セの 律法 を 以て はない、 罪の 赦免の 一 i 昔 を 以て 精き 給 

ふので ある、 故に 我等の 行爲に 由て f はない、 我等の 信仰に 由て 精き 給 ふので ある、 故に 妓婦 ラハブ 

も、 マグ ダリヤの マリヤ も、 キリストの 側に 磔 せられし 罪人の 一人 も、 義人と して 認められて 天國に 

人る ことが 屮 Z 來る ので ある、 恩惠 何もの か 之に 若かん やで ある、 世に 歡迎 すべき 者 多し と雖 も、 神が 

キリストに 託り 福 昔 を 以て 行 ひ 給 ふ 裁判 (若し 之 をし も 裁判と 稱 する を 得べ くんば) の 如くに 待 ！！一.： す 

ベく 又歡迎 すべき^ はない ので ある。 (八 =0 

人と 神  - 

詩篇 第 九十 篇小釋 

人はル ；： な 草で ある、 朝，， に 生え 出て 榮ぇ、 夕に は 刈れて 枯 る、^ 草で ある、 庶民が 雨う である、 王侯 

が 雨う である、 小人が 雨う である、 偉人が 雨う である、 社會 が. 爾ぅ である、 國 家が 爾ぅ である、 人類- 

全 體が爾 うで ある、 人の 作りし 制度が 雨う である、 政府が 雨う である、 敎 會が爾 うで ある、 祈；： 學が爾 

うで ある、 神學が 繭う である、 美術が 爾ぅ である、 科學が 雨う である、 人類が 誇る 文明 總體が 雨う で 

ある、 人 は 決して 偉ら い 者で はない、 人と 其 事業 はすべ て 夢で ある、 靑草 である、 永久の 價値 とて は 

M もな き 者で ある。 

ちり  ま， 丄 ろし  i こし； -  .It  な 

人は^^^な^でぁる、 ！一 である、 幻で ある、 唯 神の み 永遠より 永遠まで 在す 者で ある、 山い まだ 生り 

とこし へ  と こしへ 

いです、 彼れ 未だ 地と 世界と を 造り 給 は ざり し 時、 永遠より 永遠まで 彼 は 神で ある、 人 は 失せて 祌は 
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失せ 給 はない、 國は 滅びて 祌は 亡び 給 はない、 政^ は 仆れ、 敎會は 腐り、 ^學は 古び、 祌 學は錯 びる、 

.缺 一. れ ども 祌は 永遠より 永遠まで 變り給 はない、 舆論は 誤り、 國 論は遷 り、 昨日の 友邦 は 今日の 敵國と 

なり、 戰爭は 平和と 同時に 唱 へらる、 然れ ども 祌は 永遠より 永遠まで 同一 の 神で ある、 彼と 其 言 は、 I 

遠に 變ら ない。 

然れば 尺 を 去りて 祌に歸 るべき である、 人の 舆 論に 依るべき でない、 祌の _ 言に賴 るべき である、 哲 

學と 神學と を；^ すべ きで ない、 單 純なる 神の 一 i 昔 を 信す ベ きで ある、 政府と 敎會と を 恐る ベ きで ない、 

神と 共受脊 者と を 怖るべき である、 人 は 皆な 盲人で ある、 其 智者 も 亦」」 S1 人で ある、 其 政治 { 水、 敎育 〔豕、 

文學 者と 新聞記者- 彼等 は 皆な 悉く 盲人で ある、 彼等に 導かれて 我等 は 彼等と 共に 溝に 陷ら ざる を 得 

ない、 我等 は 彼等に 從 ふべき でない、 神に 從 ふべき である、 我等 は， ぽ 人の 群を脫 して 神に 眼 を 開かれ 

し眞 の， 智者 (せの 所謂 「愚人」) の 仲 問に 人るべき である。 

人 の たと 祌の 小と を唱 ふるが 此世 の 哲學 と宗敎 とで ある、 之に 反して 人の 小と 神 の大 とを唱 ふるが 

キリストの； i 昔で ある、 唯一 の 神 は 人類 全體 よりも 偉ら く ある、 然り、 祌は^^でぁっ て人は無でぁる、 

は 無限であって 人 は 零で ある、 人 は 決して 賴 るべき 者で ない。 (八 =0 

道の 異同 

「道 同じから ざれば 相 共に 語らす」 と 云 ふ、 「語らす」 と は 「言 語 を 交へ す」 と 云 ふこと ではない、 

一 r 談合 はす」 と 云 ふこと であって、 語り合 ひて 相 共に 契らない ことで ある、 卽ち、 靈 魂の 最も 深き 所 


に 於て 兄弟 姉妹の 關 係に 入らない ことで ある。 

「道 同じから す」 とは必 しも 宗敎を 異にする と 云 ふこと ではない、 彼 は 佛敎を 奉じ、 我 は 基督；；^ ■ こ 

依る と 云 ふこと ではない、 宗敎は 異なっても 道の 同じき 場合 は少 くない、 1! ^、が^^!: 一？ -^, .J、 

物に 對 して 取る 靈 魂の 態度で ある、 故に 宗敎を 同じく しても 道 を 異にする 場合が 多く あるので ある、 

キリスト を 如何に 思 ふや、 福 昔 を 如何に 解す る やに 由て、 各自の 道 はお まるので ある。 

我 は キリス トの 福音 を深玄 なる 哲理と 解す る 者と 語り合 ふこと は 出来ない、 我に 取りて は 幅 昔 は^ 

理 以上で ある、 靈 魂の 實驗 である、 罪の 赦免で ある、 贖罪で ある、 ； i 昔の 祕密は 宗敎哲 學の餘 を 以て 

開かれ 得べき 者で ない。 

我 は 基督 敎を 莊嚴 なる 儀式と 見る 者と 語り合 ふこと は 出来ない、 俄 式 は儀禮 である、 而 して 祌に對 

し て俄禮 の 守る ベ き ある は 一一 IK ふまで もな い 、 併しながら 祌は 帝王で は なくして 父で ある、 直立 して fp^l 

くより 拜 すべき 者で はなく して 近く 鎚 りて 賴 むべき 者で ある、 我 は謙遍 りて 神と 親まん と 欲する 者で 

あるが 故に 宗敎界 の 所謂る 崇禮 家と 道 を 同じく して 相 共に 語る こと は 出来ない。 

我 は 基督 敎を 崇高に して 嚴 格なる 道德と 見る 者と 語り合 ふこと は 出来ない、 我に 取りて は キリスト 

は道德 の敎師 ではなく して 我 罪の 救 主で ある、 隨て 彼の 敎は r 爲 すべし」、 「爲 すべから す」 の副誡 

ではなく して、 我 をして 再び 神との 義 しき 關 係に 人ら しめんと する 恩惠の 手段で ある、 K に 5- りて は 

キリスト は愤 るべき 主で はなく、 基督 敎は 人を鞫 くた めの 律法で はない。 

我と 道 を 1M じくす る 者 は 誰ぞ、 福音 を 文字通りに 福音と して 受取る 者で ある、 罪人に 臨み し 放免 狀 

として 之 を拜受 する 者で ある、 キリストに おりて 何人 を も赦し 得る 者で ある、 其默 示に 接して 恐怖 を 
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感ぜす して 歡喜 を感 する 者で ある、 感謝の 人で ある、 歌の 人で ある、 心の底に 於て 溫，^ の 人で ある、 < 

恩恵の 福 昔と して 基督 敎を 解す る 人で ある、 理智の 人、 政治の 人、 儀禮の 人、 道義 のん は 我と 道 を 同 j 

じくす る 者で ない、 我 は キリ ストに 在りて 其 罪を赦 された る 人と 深き 兄弟 姊 妹の 關 係に 人らん と 欲す 一 

.  ちぎ  一 

る、 我が 名 は：； ：！^ れ である、 卽ち赦 された る 罪人で ある、 故に 我と 契り 合 ふ 人 も 亦是れ てなくて はなら 一 

ない。 (八 =0  一 

.  一 

平々 凡々 の 記  一 

-ー 

信仰の 實益  " 

(夏期の 讀物 として 多少の 値 あらん)  .  一 

某- 督信 者の 生涯 は 犠牲の 生涯で あると 云 ふ、 實に其 通りで ある、 十字架 は 彼の 附屬 物で ある、 彼 は" 

多くの 艱難 を歷て 神の 國に 至るべき ものである、 併しながら 彼の 生涯 は 唯單に 辛い 、 希 §r こ歡 喜と の 一 

作 はない、 窮乏の みの 生涯で はない、 否な、 其 正反對 が事實 である、 基督 信者に 人の 知らない 多くの： 

よん こ ひ  まこと  やど  frt 

歡喜が ある、 彼 は 生命の 屮 心に 於て 活ける 眞の祌 を 宿す 者で ある、 故に 彼 は歡ば ざらん と 欲する も s^; 

ない ので ある、 世の 人 は 此事を 知らない、 而 して 又 惡魔は 人の 基督 信者と なら ざらん がた めに、 此事" 

を ぼひ ぽ して、 唯、 信者の 生涯の 辛ら い 方面 をのみ 擧げて 之 を 唱道して 止まない ので ある〕  . 

成程、 キリスト を ：一:e じて 大厦 高樓に 住む こと は出來 まい、 山海の 珍味 を 擅 にす る こと は 出来まい； 

帝王の 殊 恩に 與り、 國 の舆^ を 博す る こと は^ 來 まい、 ^しそれ がた めに 信者の 生涯に 幸福がない； 


と 1 ぶふ こと は 出来ない、 キリストの III はれし が 如く 「我に 汝 等の 知らざる 貪 物 あり」 であって. 信者 

を 整 ふ の 腐 の 食物 は圃ゃ 丘の 產 する こと の 屮：： 來 る 物で はない、 而 して 其^ の 貧 物 は 神の 供へ 給 ひ 

し 聖き羔 であると 聞て 世の 人 は 何の 蔡 である 乎 勿論 解らない、 併し 之に 全世界の 常 を 以てする も購ふ 

能 はざる 生命の 能力の^ する こと は 一 たび 之 を 貧 ひし 者の 忘れん と 欲して 忘る 能 はざる 所で ある、 神 

との 平和 成り，、 之 (羔) に 由て 我が 義は完 うせられ、 今 は 唯 小兒の それの 如き 信賴の 生涯 を續 くれば 

足る との 確信が 起って、 此 せの 供す る 何物 も 以て 之に 代る に 足らす との 觀 念が 起り 來 るので ある、 キ 

リ ス トを 信じて 我等に 人の 稱 する 煩悶なる 者 は 消えて 其 跡 を 絶つ に 至る ので ある、 我等 はん：' は 我慢し 

よそ  まこ と As こと  ，± 

て 靜肅滿 足を裝 ふので はない、 我等 は實に 誠に 存在の 根抵 より 幸福の 人と 爲られ たので ある。 . 

而 して 此歡 喜と 滿 足と を 供せられ て、 我等の 靈魂 ばかりで はない、 我等の 肉體 までが 奮起 活動の 境 

に 人る ので ある、 我等の 心身 を 通じて 大 調和の 臨む ありて、 我等 は 朽る此 肉に 在りて 旣にー 稀の (5L 活 

を感 する ので ある、 我等の 攝取 する 食物 は 善く 消化し、 我等の 睡眠 は 安く、 飢餓と 失敗との 恐怖 は 絶 

えて、 我等 は 醒めて 樂 園に 遊ぶ が 如くに 感す るので ある、 單に 肉體の 醫師の 立場より 見る も、 之に 勝 

さりて 健全なる 衞生狀 態 はない ので ある、 信仰 は 素々 靈 魂の 事であって 肉體の 事で はない が、 然し、 

信仰 の 肉體に 及ぼす 感化 は 決し て 居住 貪 物 の 比で はない、 信仰 は 生命 を 其 根柢に 於 て 養 ふ 者で あ る , 

故に 信仰な くして 眞 正の 健康 はない、 而 して 乂、 信仰が あって 糧と 衣と 住との 缺乏は 補 はれて 猶ほ餘 

り あるので ある。 

ことわ V.J  しょ：  まこと  しょ-、 

諺に 曰 ふ、 生命 は 食に ありと、 寳に其 通りで ある、 併しながら 貪の みが 食で ない、 食 は 肉と 穀類と 

野菜に 限らない、 空 氣も 食で あれば 日光 も 食で ある、 而 して 又 平和なる 心 は 最善 最良の 貪で ある、 
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して キリス 卜が iS?? 等に 賜 ふ 「人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安」 は實 に百藥 の-ほで ある、 而 して 常に 此 

靈藥を 服し て 我等の 肉 體は健 かなら ざらん と 欲する も 得ない * 「我が 血は眞 の 飮^ 我が 肉は眞 の 貪 

物」 なりと キリス 卜 は 曰 ひ 給 ひしが、 實に其 通りで ある。 

而し て 乂靈の 食物に 止まらな い 、 祌は 我等の 信仰に 報 ゆるに 肉の 食物 をも以 てし 給 ふの で あ る * 「信 

仰の 生涯の if る 所 は娥死 なり」 と 謂 ふは大 なる 誤 ！S で あ る 、 余 は 朱だ贫 て 信仰の 故 を 以て 餓死 した 者 

の ある を^かない、 比點に 於て 余の 實驗は 昔時の 聖 詩人の それと 異ならない、 

r-  ,  ■  vr り. U の  ゲて 

我れ 昔し くして 今老 ひたれ ども， 義者 (神に 依賴む 者) の棄 てられ、 其 裔の糧 を 乞 ひ あるく を 

しこと なし 

と ある (詩篇 三 ト七篇 二 卜 五節)、 神 は 驚くべき 方法 を 以て 彼に 依頼む 者の 肉 體を養 ひ 給 ふ、 曠野に 

於ナる マ ナと の 奇跡 はケ も, 吋 ほ 信者の 間に 絶えない、 信仰、 時には 娥 死の 決心 を 以て 之 を 守らざる 

めつ に  ， >  一 

を 得すと 雖も、 然れ ども：^ 仰の 故に 娥死 する こと は 滅多に無い、 縱し义 萬 一 娥死 する ことか あると す 

る も、 歡 んで娥 死す る ことが 出來 る、 世には；；^；王の寵に與からんと欲して却て娥死した者がぁる、 富 

貴 を n 的に 營利 事業に 從事 して 窮乏に 終った 者 は 擧げ て ^ ふ ベから すで ある、 然 るに 祌を 信す るが 故 

に 時に 窮乏に 困し む 者 ある を て、 信仰の 必然的 結 2^ は 餓死な り と^ふ は、 是れ 信仰 を 避 けんがため 

に 設けら る k  ロ實 たるに 過ぎない、 沙翁釗 に 於け る 宰相 ゥ ル シ ー は 彼の 老年に 於て 歎じて 臼 ふた 

我れ 若し 我が 王に 事へ し 半分の 熟 心 を 以て 我が 祌に 事へ しなら ば、 祌は 我が 老年に 於て 我 を此悲 

境に^ き 給 は ざり しならん  . 

と、 ； S して 陋り ウル シ ー に 限らない、 此 世の 木 子 佳人に して 老年に 於け る 悲境 を 慮 り、 神に W ふる * 


の熟心を以て此世の^？；に事 へて ウル シ ，-の 痛恨 を 繰 返す 者 は 基 だ 多い ので ある、 娥 死の 危險は 不信の. 

生涯に 多くして、 信仰の 生涯に 勘ない、 此世を 平安に 送る 途 としても 信仰の 生涯 は 最も 安全なる 生 "f^ 

である。 

殊 に ！：^ 仰 の 生涯 の 其 終焉 に 近づく に循 つて 光輝の 益々 加 はるの 生涯で ある こと を 忘れて はならない、 

信仰の 生；^ のみ 眞の 悔恨な きの 生涯で ある、 世に 生れ 出し ¥ 斐 ある を 感じ、 意味 ある 生涯 を 送りし を 

感謝し、 永生の 希望 を懊て 逝く、 . 最も 成功せ る 政治家の 生涯 も、 藝術 家の 生涯 も、 學 者の 生；^ も、 富 

豪の 生： 炸も、 之に 較べて 見て 兒戲 である、 夢で ある、 年は老 ひ、 學は 古び、 藝は」 ISA へ、 富 は 消 ゆ、 唯 M 

より.；" の  よ/ ヽか ，* やき 

ホバ に 依頓む 心の み 夜の 到る と 同時に 愈々 光輝 を增 す、 此 せの 才子 は 信仰の 生 鹿 の 危險を へ て屮途 

にして 之を棄 去る、 彼等 は 己が 才に 欺かれて 航海の 途中に 於て、 巨ぎ を棄 去て 小舟に 乘移 るので ある 0_ 

世に は 又 信仰の 生涯 は 孤獨の 生涯で あると 云 ひて 之 を 避く る 者が ある、 賁の 信仰の 生涯 は 交際の 生" 

t あゆ 

涯 でない、 信仰の 生 1^ は獨り 神と 偕に 歩む の 生涯で ある、 故に 靜肅の 生涯で ある、 多く は 無 首の 生涯 

である、 信仰 は自 から 進んで 交際 を 求めない、. せ 人の 交際 を 求めない のみなら す 信者の 交際 を も 求め 

ない、 ；：：^ 仰 は 惟り 祌を 以て 滿足 する、 故に 眞の 信仰 は自 から 無敎會 主義で ある、 敎會に 人る を稱 して 

信仰に 人る とい ふは大 なる 間違で ある、 仰 は澳會 的に 之 を 養 ふこと は 出来ない、 祌の恩 惠は多 救の 

勢力 を 以て 之 を 奪取す る こと は 來な い、 多くの 場合に 於て 人 は 敎會に 入て 却て 神より 遠 かるので あ. 

る、 敎會 は；^ 仰 修養の 場所で はない、 信者の 交際 場裡 たる 今日の 敎會は 信仰の 抹殺 所で ある。 

併しながら 信仰 の 生涯 は 孤獨の 生涯 で な い 、 獨り祌 と 偕に 步む の 生涯で あ るが 故に- 同 じく： t と 偕... 
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に步 むお と 深き 霞 交に 入る の 生涯で ある、 園の 中に 日の 淸 涼き 時分、 獨り N ホバ と 偕に 歩む に 方て、 

信^は同じ^^;き逍^_|1を樂しむ他の§^き友に會合せざるを得なぃ (創世記 三^ 八 節)、 而 して 兹に 架き 

深き 交際が 始まる ので ある、 美 はしき 淸 涼き H デンの 園に 於て 祌に 在りて 結ばれし 友交、 ：：： 交際の 

種類 は 多く あると 雖も、 之に 優 さりて 美 はしき 樂 しき 交際 はない ので ある、 人 は 友誼 を 口にすれ ども 

信仰 の 友 読 を 知 ら すし て 未だ 友 は の 何たる 乎 を 知らないの である、 

ョ十 タン の 心 ダビ.、 テの 心に！： おびつ きて ョ ナ タン 己れ の 生命の 如く ダビデ を 愛せり 

とぁる其友誼は祌と偕に歩むにぁらでは結ぶ能はざる友；^说でぁる (撒 母-斗 前書 十八 車 一 節)、 

我 倚の 心 を キリス トの 愛に 

紫ぐ 其 索 は 祝すべき かな、 

V  *4 じ はり 

斯く槃 がれし 者の 交際 は、 

；大の それに さも 似たり。 

斯 かる 友人 を 一 人 持つ は 干 萬 人の 此 せの 友 を 持つ に 勝 さる、 境遇の 友で はない、 趣味の 灰で もない、 

政 友、 黨員、 敎會 員と 稱す るが 如き 只の 外面の 友で はない、 信仰の 友で ある、 祈禱の 友で ある、 靈魂 

の 最も 深き 所に 於て 相愛し 相 敬 ふの 友で ある、 此 身が 死んで 止む の 友誼で はない、 此 世が 失せて rm ゆ 

る 友誼で はない、 地に 始まって 天に 終 はる 友誼で ある、 骨肉の 關 係よりも 深き、 夫婦の 關 係よりも 聖 

き、 靈と靈 との 關係 である、 世に 贵 きもの は 多し と雖 もクリ ス チャン フレ ンドの 如くに 5iu きもの はな 

いので ある。 

而して斯かる友^？^を我岡に於てのみならす、 世界 萬闺、 到る 處に 於て 結び 得る を 知て、 信仰の 生涯 


の 最も 廣き 交際の 生 である こと を 知る ので ある、 キリストの 愛に 人類 阈籍の 差別 はない、 キリスト 

の 愛に 由ての み，： Z 人は黑 人の 友と 成り 得べ く、 東西 相 化して ー體と 成る ことが 出来る、 キリス 卜 を 離 

れ ての 世界 合同 萬阈 和親 は 夢見る 人の 夢で ある、 靈を 靈と繫 ぐの 能力 は キリス ト 特有の 能. „ 力 である。 

斯くて；^ 仰の 生涯 は 決して 孤獨 寂寥の 生涯で ない、 却て 不信の 生涯 こそ 最も 淋しき 生涯で ある、 祌 

を 離れて 眞^の 交際 はない、 不信者の 交際 は に 「突 合」 である， 遇然 の接觸 である、 或 ひ は- g を以 

て 給 ばれ、 或 ひ は 地位 を 以て 結ばれ、 或 ひ は 趣味 を 以て 結ばれ、 或 ひ は 情 性 を 以て 結ばる、 暫時 的の 

交際 で あ る 、 而 して 人が 人で ある 以上 は 彼 は靈魂 の 友 を 要求して 止まざる が 故に、 不信の 人 は 假令身 

を 六 又 際 場 W に 11 めて 世界 を 友と する が 如くに 見 ゆ る なれ ども. 實は廣 き-; 千 宙に獨 り 立 て g し 難き の 寂 

を 歎す る 最も 憐 むべ き孤獨 者で ある、 孤 獨 を 怖れて；；：； S 仰の 生 1^ を 避く る 者 は 娥死を 怖れて 畳 看 を 避 

くる 過 慮の 人と 稱 せざるを得ない。 

世に は义 信仰の 生涯 を 以て 迷；！ の 生 泥な りと 思 ふ 人が ある、 實に 信仰 は 理窟 一方の でない、 信仰 

は 詩歌 的であって 超 天然 的で ある、 知 曰識を 以て 悉く 說明 し^る もの は 信仰で はない、 併しながら 信仰 

は 迷お ではない、 信仰と 迷信との 問に は大 なる 差^が ある、 原 w に 添 はざる 結 5^ を；^ する こと は 迷信 

である、 W し 原因 相 應の結 ra^ を！ する こと は 迷^で ない、 バウ n はァグ リッパ 王に 吿げ て！！： ふた、 

祌、 死者 を 庭ら せ 給へ りと 云 ふと も 汝等何 ぞ；： じ 難しと する 乎 

と (： 仃俾： h 六韋八 節〕、 人が 死者 を楚 へらした りと 云 ふなら ば 迷お であら ふ、 然れ ども-火 地の 造 主に 

して 生 八 叩の 主なる 祌が 死者 を 庭 へらせ 給 へ りと；：： E する は 決して 迷！；；；^ でない、 神に 爲し能 はざる 事 はな 
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い、 神の 行と 見て 奇 は 奇蹟でなくなる ので ある、 世に 信仰 を 迷信 視 する 者 ある は祌を 度外視す るか 

ら である。 

而已な らす 信仰 は 道德的 であるに 反して 迷信 は 不道德 に あ ら ざ れ ば 無道 德で ある、 现 由の 無い 奇蹬 

を； する は 迷信で ある、 併しながら 现 由. の ある 奇蹟 は 之 を 信す る も 決して 迷信で ない、 單に 天然の 現 

象と して 兄て 所謂 「鹿 女 出生」 を 信す る こと は大 なる 迷：^ である、 併しながら 人類の 救濟 上、 其必 ig- 

ありし を覺 つて、 之 を する こと は 決して 迷！^ でない、 理の なき 奇蹟、 用の なき 奇廣、 之 を 信す る は 

迷信で ある、 现由ぁり必要ぁりし奇^0を信するは！一:^仰でぁる、 迷信と 信仰との 問に 明，：：： なる 蒂刖が あ 

る U 

而 して 事 實上、 信仰の 人 は 決して 迷信の 人で ない、 信仰の 人 は 常識の 人であって、 多くの場合に 於 

ては乂 博識 深慮の 人で ある、 今 口まで 大 祈；： 學者 又は 大科學 者に して 信仰の 人たり し 者 は 決して 齡 くな 

い、 一一 ュ ー トンの 信仰 は 最も 誠實 なる ものであった、 カント、 ライプ 一一 ッッも 亦 敬虔なる 信仰 家で あ 

つた、 實に 迷信 を 排除す る 者に して 眞 の：^ 仰の 如き はない、 迷^ を 根本的に 排除す る 者 は科學 でもな. 

く、  乂哲學 でもない、 厲 の 神と 其 不思議なる g^- 業 を する^ こそ 赏に 迷：^ を 其 根本に 於て 絶つ こと S 

出来る 者で ある。 C 八お」 

祌に 獻げょ 

汝の 財產を 神に 獻げ よ、 然 らば 祌は已 が 有と して 之 を 守り、 如何に 条亂 せる ものな りと 雖も 能く 之 


を整现 し、 w び 之 を汝に _^ ねて 己が (神の) ものと して 之 を 使用し 給 ふべ しリ 

汝の 身體を 神に 獻げ よ、 然 らば 祌は 己が ものと して 之 を 養 ひ、 疾病の 重きに 拘 はらす 能く 之 を 癒し- 

再び 之 を 汝に與 へて 己が (神の) ものと して 之 を 使用し 給 ふべ し。 

汝の靈 魂 を 神に 獻げ よ、 然 らば 神 は 己が ものと して 之を聖 め、 汝の罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く，：： 

くな し、 .^:び之を汝に還して己が (神の) ものと して 之 を 使 川し 給ぶべし。 

祌 に獻げ よ、 神の 有と せよ、 神 をして 自由に 其 能力 を 施さし めよ、 然 らば 困難と してお かれざる は 

なし、 疾病と して 癒されざる はなし、 罪と して 潔め られ ざる はなし。 

亂れし 其 儘、 おみし 其 俊、 汚れし 其 儘、 今 之 を 神に 獻げ よ、 而 して 神 をして 其 大能を 以て 汝に 代り 

て 翁现、 ュ E 癒、 救齊の ii- に當 らしめ よ。 C 九お) 

犠牲の 生涯 

基督 信者の 生： 雜は 犠牲の 生；^ である、 

汝 等の 身 を 祌の聖 意に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と なして 神に 獻げ よ、 是れ 當然の 祭な リ、 

と ある (羅馬 書 十二 章 一 節)、 而 して 犧牲は 之 を 「ィケ 一一へ」 と 训_ みて、 生けな がらに 獸を驁 として. 

神に 獻 ぐるの 意で ある、 「活ける 祭 物」 とは此 事で ある、 卽ち 犠牲の 生涯と は 人に 對 する 生涯で なく 

して 神に 對 する 生涯で ある、 人 を ^中に 措かす して、 我 は 全然 祌の 所有で あれば" 我 身と 我 所有と を 

盡く 神に 獻 ぐる は是れ 當然の 祭な りと 信じて 喜んで 此事を 決行す るの が、 それが 卽ち眞 正の 意味に 於 
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ての 權牲の 生涯で ある、 祌を 眼中に 措かす して 唯 他人の ためにの み盡す 生涯 は 之を稱 して 愤牲の 生涯 

とい ふ^^-は出來なぃ、 而 して 先づ 自身 を祌の 前に 獻 げざる 者に 他人に 對 して 美 はしき 權牲の 生涯 を 送 

れ やう 害がない、 犧牲は 字義の 通りに 生絷を 以て 始まるべき ものである、 先 づ祌を 祭り 自身 を き 生 

ける 祭 物と して 彼の 祭壤の 上に 獻げ て、 然る 後に 容易く 之 を 同胞の ために 捧げ 得る に 至る ので ある。 

斯 くの 如くに して 神 事 は 先にして 人 事 は 後で ある， 卽ち 信仰 は 先にして 道德は 後で ある、 先づ 

祌 と^らが すして 深く 淸く人 を 愛し 得 やう 害 はない 、宗教の 必要 は玆に 在る、 眞の宗 敎は祌 と 人との 

關係を 明かに し、 人 を 神の 前に 義 しき 者と なして、 其 結 5^ として 人 をして 人と 相 和らぐ を 得さし む、 

誠心 を 以て 祌を 祭らざる 生涯に 眞の 犠牲の 有り やう 苦がない 。(九月) 

愛 の 實 行 

愛 を. 頌 讚す るは容 H 勿く ある、 乍 併、 愛を赏 行す る は 困難く ある、 我が ^ なる 人 は 愛の 諸の ものに^ 

りて 贵 きを 知る、 併しながら 我 は 叉 神の 要求し 給 ふ 愛の 我れ 則ち 我 肉に }15 ら ざる を 知る、 我 は 勿論 或 

種の 愛の 我に 在る を 知る、 我が家 族 を 愛する の 愛、 貧者 を憐 み、 弱者 を，. 勞 るの 愛、 則ち 肉と 情と に 伴 

ふ 愛の 我に ある を 知る、 W しながら 敵 を 愛する の 愛. 萬 物に まさりて 祌を 愛する の 愛、 我 身 を 十字架 

に 釘 けても 人 を 救 はんと 欲する の 愛の 我が 衷に 在らざる を認 む、 我に 在る 愛 は 人の 愛であって 神の愛 

でない、 禽獣に も 在る 愛であって キリストに 於て 在った 愛で はない、 我 は キリストの 愛を頌 讚す る こ 

と は出來 るが、 之を實 行す る こと は 出来ない U 


併しながら 我 は ii;! じて キリ ス トを 我が 衷に 迎. へまつ る ことが 出来る、 而 して 彼れ 我が 衷 に.！ W り 給 ひ 

て 我 を 以て 彼の 愛を顯 はし 給 ふ、 我は自 から 愛 を 行 ふこと は出來 ない、 併しながら 信じて 愛の 器と な 

る ことが 出来る、 而 して 其 意味に 於て 我 も 亦 愛の 實 行者と 成る ことが 出来る、 我が 愛の 實 行者で はな 

い、 祌の 愛の 表顯 者で ある、 自分が 愛する ので はない、 神が 自分 を 以て 愛し 給 ふので ある、 而 かも 神 

は 其 愛 を 自分の 愛と し て 認め 給 ふので ある、 而し て 人 も 亦 其 愛 を 我より 出し 愛と し て 受取る ので ある、 

我が 爲 すべき 事 は 神の 遺 は し 給 ひし 其獨子 を；；；！ す る ことで ある、 爾 すれば^ 靈に 由り て 神の愛 我が 心 

に 灌漑れ、 我 は キリストの 愛 を 以て 祌をも 人 を も 愛し 得る に 至る ので ある。 羅馬書 五 章- 節。 (九") 

理解と 信仰 

* 督 敎を现 解った 人が ある、 基督 敎を： Ir^ する 人が ある、 某 督敎を 理解った 人、 必 しも 之 を；： E する 人 

ではない、 基督 敎を 信す る 人、 必 しも 之 を 理解った 人で はない、 基督 敎を頭 腦に納 る ことの 出來た 人、 

其 人が 之 を 理解った 人で ある、 基督 敎を 心に 受けた 人、 其 人が 之 を ：一：2 する 人で ある、 基督 敎を 理解つ 

た 人は现 解って 後に 之 を棄る ことがある、 基督 敎を 信す る 人 は 死す とも 之を棄 てない、 我等 傳道者 は 

基督 敎 をん に现 解ら しむる ことが 出来る、 併しながら 祌 のみ 惟り 茶： 督敎を 人に 信ぜし むる ことが 出來 

る、 人の 心に 信仰 を 起す こと は 神の 事であって 人の 業で ない、 信仰の 理解よりも 貴き は 之れ がた めで 

ある 0 

神學と 折！： 學、 比較 宗敎 と宗敎 哲學、 是れ智 な 人に 基督 敎を 理解ら しめんと する 手段で ある、 是等は 
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感 想  三 九 < 

甚だ 贵 きもの で あ る 、 併しながら 神 の §^靈が直に 人 の 心に 起す 信仰 の 如くに 贵ぃ 者で はない、 

其時ィ H ス答 へて 曰 ひける は、 天地の 主なる 父よ、 此事を 智者 達者に 隱 して 嬰 兒に顯 はし 給 ふ を 

謝す、 然り、 それ 此 くの 如き は聖』 2 に 適へ るな り。 太傳十 一 章廿 五、 卄六 節。 (九月〕 

樣々 の イエス 

我らが 未だ 宜 ベざる 外の ィヱ スを {"ー べんに、 或 ひ は 未だ 受けざる 外の 靈を 受けん に * 或 ひ は 未だ 

受けざる 外の 福音 を受 くる 時 は 云々。 ^林 多 後書 ト  一 ，§; 節。 

イエス は 一個で はない、 I- 々である、 天主 敎會 のィ H スは新 敎諸敎 會のィ H スと 異なり、 §ネ 公會の 

イエ スは 組合 敎會 のィ H スと 異なり、 長老 敎會 のィ H スは ユー 一 テリアン 敎會 のィヱ スと 異なる、 其 他 

浸 禮敎會 のィ H スが ある、 メ ソヂス ト敎 <v ゆ のィ H スが ある、 福 昔敎會 のィヱ スが ある、 同胞 敎き の ィ 

ヱスが ある、 基督 敎に六 百 有餘の 敎會が あり、 隨て六 百 有 餘のィ H スが ある、 パゥ 口の 時に 彼が 宣べ 

ざり し 「外の ィ H ス」 が ありし やうに、 今の 時に 余輩が せ： ベざる 「外の ィ H ス」 が ある、 名が ィ ェ ス 

であるが 故に、 基^ 敎會の 奉す るィ H ス は ii:! な じ 一 侗のィ H ス であると 思 ふの は大 なる 間違で ある、 

ィ H スを 信す ると 稱 する 人の 中に 南極が 北極と 異なる が 如くに 異なる 人が ある。 

余耀が 始めて ィ H スを 信す る や、 余 華 は 忍 ふた、 余？ はィ H スを 信す るが 故に ィ H スを^ する 者 は 

な 悉く 余輩 を 信す るな らんと、 然るに 余 は 多く の 辛ら き 經驗に 由て 其 決して 然ら ざる を 知る に 至 

つた、 聖公會 は 余 が聖公 會のィ H スを 信す るまで は < 水 輩 を il:! じない、 組合 敎會、 メソヂ スト 敎會、 


挺 老敎 き， 浸 t_ 敎會、 其 他の すべての 敎 會が告 な, うで ある、 余輩が 敎兪の 立場より 見て 「外の イエ 

ス」 を；^ する 問 は 余 は信賴 すべき 信者と して 彼等に 認められな いので ある。 

玆に 於て か 余輩 は 知る、 余 にも 亦 余輩の ィ H スの ある こと を、 而 して 此 イエスた る敎 きの イエス 

と 同じ 者に あらざる こと を、 イエス は ー簡 ではない、 様 々である、 而 して 余輩が 余輩の ィ H スを； 9 

れば とて 敎會は 之 を 拒む こと は 出来ない、 そは敎 S き は 各自 其獨 特のィ H スを 信す るからで ある U 

「5- ゾィ H ス」 が ある、 「外の 靈」 が ある、 「外の 福音」 が ある、 人 は 名に 由て 壤 まること は 屮-米 

. なレ li^ じ ィヱス を 信じ、 同じ 靈を 受け、 同じ i 曰 を 奉す る 者が 同志であって 同信の *® じある- 名よ 

實を現 はす 者で はない、 ィ H スを おする と稱 する 者必 しも 我が 兄弟 姉妹で はたい、 然り, ぷ 輩よ，' エマ、 

を 信す る 者の 中に 余葷と 全く 信仰 を 異にし、 我 を 厭 ひ 我 を 憎む 者の 在る こと を 忘れて はたらない、 バル 

れ 誠に 悲しむべき 事實 である、 乍然、 疑 ひなき isx 莨で ある、 而 して 此事實 を 知る に 由て-マ" 者よ 多くの 

失 tl- より 免 力る、 事が 出來、 又 寬容を 以てすべ ての 信者に 接する 事が 出来る。 

一個の イエス！ 而 かも 様々 のィ H ス！ 大 なる 逆說！ 而 かも 此逆說 が g ら すして ィ H スの寬 # 

を 我 有と なすこと が 出来ない。 (九 ガ〕  ； 

罪の^ 滌 

エホバ {ー£  く  * 率 来れ 我等 爭論 はん、 汝 等の 罪 は緋の 如くた る も 雪の 如く  C  くたり、？ jf の 如くお 

くと も 羊の 毛の 如くに ならん と (以赛 書 一章 十八 節)。 
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ほ 想  eI〇o 

エホバ は 我等 を (1^ 論に 招き 給 ふ、 彼 は 威力 を 以て 其 is= を 我等の ヒに强 ひ 給 はす、 我等の 道理に ー浙 

へ て 我等 を眞 现 に 導き 給 ふ。 

汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 雪の 如く，；：： くな り、 紅の 如く 赤く ある も 羊の 毛の 如くに ならん と。 

ひ Tf、 如，^. こして？ 烏 乎 如 W にして？ 

H ホバ は，： たま はす、 汝 等の 罪 は緋の 如くなる も 努力 銜 闘の 結 ST 自ら 淸^ 潔， ：！：、  IC の，：： きが 如く 

,:: くなる を 得べ しと、 彼は宣 ベた まへ り、 汝は 雪の 如く， n くな り、 晒された る 羊の 毛の 如くな らんと、 

「ならん」、 「せられん」 と、 ，：n くせら れん、 羊の 毛の 如くに せられん と、 而 して 又 如何にして？ 

彼 を仰瞻 てな り、 モ ー セが蛇 を 野に 舉 げしが 如くに、 人の子 は 十 半 架に 擧 げられ て、 彼 を 仰 瞻る者 

の 罪 を 癒し、 其緋の 如き 罪 を も 雪の 如くに，：： く 爲し給 ふ。 

而 して 此^| たる、 決して 迷信で はない、 魔術で はない、 事實 である、 最も 確實 なる 實驗 である、 我 

等 は 「滌 罪の 化學」 を 知らない、 十字架の 力 學的說 明 を 有たない、 然れ ども 罪の 重荷 を 取 除き、 其 汚 

辱 を 取 去る 者に して キリストの 十字架の 如き は 他に 無い の である。 

然り、 神の M に 在りて は 罪 は 旣に取 除かれた ので ある、 彼が キリスト を 通う してせ を附 たま ふ 時に. 

彼 は 其屮に 罪なる 者 を 見 留め 給 はない ので ある、 紅の 如き キリス 卜の 血に よりて 我等の 緋の 如き 罪 は 

旣に 雪の 如く，：：  くせられ たので ある、 我等 はケは 翻って キリ ス トを 通う して 祌を 仰ぎ まつれば 其 時 我 

等の 罪の 旣に彼 (キリスト) に 在りて 拭 去られし こと を發昆 する ので ある、 贖罪 は 未成の 事で はない. 

旣 成の^で ある、 淮殘る は 人の 神に 對 する 熊 度の 轉向 である、 神に 對 して 其 背 を 向けす して、 キリス 

い を 通う して 其 額 を {!: けて、 我等 は 祌の阪 屮旣に 我等の 罪の 無き こと を 知る ので ある。 


い In き. U  ちゆ つら 

H ホバ宜 たま はく、 率 来れ、 我等 (神と 我等) 爭論 はんと、 而 して 我等 は爭 論の 結果、 我等の 罪の 

重き こと、 自 から 努めて 之 を 除く 能 はざる こと、 其、 旣に キリストに 在りて 除かれし こと、 而 して 我 

さよ  しふ 

等 キリ ス 卜に 在りて 今日 直ちに、 潔く 汚な くして 神の 前に 立つ ことの 出来る こと を 悟る ので ある。 

す-一 クかな る もの 

罪、 罪 …… 罪の 知覺 のない 者 は 其れまで ぐ ある、 健 者に 翳師の 必要な きが 如くに 斯 かる 者に 履 罪 

の 必要 はない、 然し 罪の 知覺が 起って、 其 洗 維の 要求が 起り、 「せの 罪 を 任 ふ 神の の 要求が 起る 

ので ある、 而 して 聖き祌 と爭論 ひて 我等に 此知覺 と 要求と が 起らざる を 得ない ので ある。 

しろ？ ころも  いづこ 

長老の 一 人我に 曰 ひける は、 此白 衣 を 着た る 者 は 誰か、 且つ 何處 より 来りし 乎、 我れ 答へ ける 

は、 汝之を 知るべし、 彼れ 我に 曰 ひける は 彼等 は大 なる 艱難 を經て 来れり、 曾て 羔の 血に て 其 衣 

を 滌ひ之 を ，H く なせる 者な り (默示 錄七章 十三、 十四 節〕。 (九お〕 

目的の 進歩  . 

余 は 始めに 地理 撃 者と ならん と 欲した、 札 幌農學 校に 入りし 時の 余 は それであった。 

余 は 其 次ぎに 水產學 者と ならん と 欲した、 札 幌農學 校 を 出し 時の 余 は それであった。 

余 は 其 次ぎに 慈善家と ならん と 欲した、 米國に 渡りし 時の 余 は それであった。 

余 は 其 次ぎに 敎育 家と ならん と 欲した、 米國 より 歸 りし 時の 余 は それであった。 

余 は 其 次ぎに 社會 改良 家と ならん と 欲した、 朝 報 社に 入りし 時の 余 は それであった。 

余 は 其 次ぎに 聖書 學者 とならん と 欲した、 ルツ 子 を 葬りし までの 余 は それであった。 
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^  a  no  二 

余 は 今 は 何者に もな らんと 欲しない、 叉 何事 をも爲 さんと 欲しない、 唯 神の 遣 はし 耠 ひし 其 獨子を 

信ぜん と 欲する、 余が 今日 爲 さんと 欲する 事はィ H スが 人の 爲 すべき 事と して 示し 給 ひし If である、 

人々 ィ H スに曰 ひける は 我等 如何なる 事 を 行 さば 神の 業になる べき 乎と、 ィ H ス 答へ て 彼等に 曰 

ひける は 神の 遣 はし k 者 を 信す る こと、 是れ卽 ち 其 業な りと (約 翰 傳六章 什 八、 卄九 節)、 

余 は 神に 導かれて 終に 余の 爲 すべき 業に 達した と 思 ふ、 實にィ H スを 信す る こと 其 事が 最大の 事業で 

あって、 叉す ベての 事業で あると 思 ふ。 (九月) 

夭職發 見の 途 

己が 天職 を 知らん と 欲する 者 多し、 言 ふ、 我に して 若し 我が 天職 を 知る を 得ん 乎、 我 は 我が 全力 を 

注ぎて 之に 當 らんと。 

人よ、 汝は汝 の 天職 を 知る を 得るな り、 汝は 容易に 之を發 見す る を 得べ し。 

汝の 全力 を 注ぎて 汝が 今日 從事 しつ k ある 仕事に 當 るべ し， 然 らば 遠から すして 汝は汝 の 天職に 到 

達する を 得べ し、 汝の 天職 は： 大 よりの 聲 ありて 汝に 示されす、 汝は又 思考 を 凝らして 之れ を發 見す る 

能 はす、 汝の 天職 は汝が 今日 從事 しつ k ある 職業に 由って 汝に 示さる \ なり、 汝は 今や 汝の 天職に 達 

せんとして 其 途中に 在るな り- 何 ぞ勇氣 を 鼓舞して 進まざる、 何ぞ惰 想に 耽りて 天職 發見の 時期 をぎ 

滞せ しむる や、 智者 あり、 曰く 

凡て 汝の 手に 堪る こと は カを盡 して 之を爲 すべし 


と (傅 道 之 書 九 >l3f ト 節)、 此 外^に： 人職發 見の 途 あるな し、 平々 坦々 たる 途 たりと 雖も其 終點は J^JSltl 

の邑 なり、 感謝と 歡 喜との 京 城な り。 (， 十ガ) 

敎會 問題の 解決  . 

敎會 問題に 就て 苦慮す る 者 多し、 曰く、 我れ 何れの ，敎 會に屬 して 完全なる 滿足を 得ん 乎と。 

完全なる 敎會は 全世界に あるな し * 人 を 以て 成る 敎會は 人の 不完全な るが 如くす ベ て 不完全 な り 、 

天主 敎會も 完全なら す、 聖公 # も 完全なら す、 メソヂ スト 敎會、 バプテスト 敎會、 ル ー テル 敎< ！:、 力 

ルビン 敎會ー つと して 完全なる はなし、 完全なる 滿足を 敎會に 求めて 人 は 何人も 失望せ ざる を 得す。 

然れ ども 完全なる 滿足は 之 を 得る に 難から す、 主ィ H ス キリストに 於て 在り、 彼に 我が 靈魂を % ね、 

彼の 僕と なり、 肢 となりて 我 は 今日 直に 完全なる 滿足を 有する を 得るな り、 完全なる 滿足は 彼に 在り 

て 他に 在るな し、 彼の 名 に^りて 成る 凡ての 敎會も 一 として 之を與 ふる 能 はす。 

主 イエ スに 在りて 完全なる 滿足を 得て、 人 は 何れの 敎 會に屬 する も 可な り、 屬 せざる も 可な り、 靈 

なる キリ ス トは其 存在 を 敎會に 限り 給 はす、 彼 は 謙 下りた る 心 を 以て 彼に 依賴 むすべての 人の 靈 魂に 

宿り 給 ふ。 

敎會 問題の 解決 は 易し、 直に ィ H スに _來 よ、 而 して 彼の 中に 在りて 完全た る自， H と滿 足と を 得て、 

自由に 汝 の敎會 問題 を 解決せ よ。 (十月) 
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感 想  Eton 

死に 勝つ の 力 

む ね あて 

我 は 時々、 夜半 獨り靜 かに 双手 を 我が 胸に 當て言 ふ、 我れ 若し 今 死 するならば 我 は 平和に 死に 就く 

を 得べき 乎..」、 而 して 斯く獨 り 己に 問 ふて 我 は 未だ 曾て 一 囘も滿 足なる 答 を 得る 能 は ざり き。 

然れ ども 主 は 我に 敎 へて 言 ひ 給 ふ、 何故に 死に 就て 憂慮 ふや、 汝は今 死す るに あらす、 故に 死に， 胁 

あ 古  .；〕 も ひわ づら  .； "も ひわ づら 

つの 力 は 未だ 汝に與 へられざる なり、 明日の 事 を 憂慮 ふ 勿れ、 明日 は 明日の 事 を 憂慮へ、 一日の 苦勞 

は  一 R にて 足れり、 汝のカ は汝の rn の 數に循 はん、 汝が 死す る 時に 方て 死に 勝つ の 力 は 汝に加 へらる 

ベ しと U 

依て 知る、 死に 就く の 準備の、 忠實に 今日の 職に 從事 する ことなる を、 我 は 死 を懼る i を 要せす、 

我 も 亦 主の 恩惠 にぬりて 平和 を 以て 死に 就く を 得べ し" 

假令 我れ 死の 藤の 谷を步 むと も 禍害 を懼れ じ、 爾、 我と 階に、 在せば なり (詩篇 二十 三篇四 節)。 

二 個の 愛  . 

愛に ニッ ある、 愛せら れんと 欲して 愛する 愛が ある、 愛せん と 欲して 愛する 愛が ある 1 卽ち受 働 的 

の 愛が ある、 發働 的の が ある、 さう して 肉に 因る 此 # の 愛 はすべ て 前の 愛で ある、 情愛と いひ、 戀 


愛と いひ、 友愛と いひ、 な 相互 的の 愛であって、 愛せら る k にあら ざれば 喜ばす 叉繼 かざる 愛で あ 

る、 愛せら れんと 欲して 愛し、 愛せられて 喜び、 愛せられ すして 終に 冷却す るの 愛、 …… 是れは 肉の 

愛であって、 叉 人の 愛で ある U 

人の 愛に 對 して 神の愛が ある、 是は 愛せん と 欲して 愛 す るの 愛で ある、 愛 其 物に 歡 喜と 滿 足と を 有 

する 愛で ある、 愛せ ざれば 歇 まざる の 愛で ある、 愛の 返報 を 要求せ ざる 愛で ある、 愛せられざる も 冷 

却せ ざる 愛で ある、 活 きたる 發働 的の 愛であって、 憎惡を 以て 殺す ことの 出来ない 愛で ある、 卽ち愛 

する を 以て 生命と する 愛で ある、 愛して、 愛して、 愛して、 終に 惡 をして 存る能 はざる に 至らし むる 

愛で ある。 

キリストの 愛 は 神の愛で ある、 さう して 基督 者が 心に 懷 くべき 愛 も亦此 愛で ある、 永遠 涸る ことな 

き 愛の 泉と なること である、 神に 愛せら れんと 欲して 信者と なる に 非す、 人に 愛せら れんと 欲して 敎 

會に 人る に 非す、 愛せられ ざるに 愛し 得る の 能力 を 賜 はらんた めに ィヱス の 弟子と なり、 キリストの 

しもべ  一と 

僕と ならん と 欲する ので ある、 祌は キリスト を 以て 斯 かる 愛 を 我等に 賜 ふので ある、 實に 人の すべて 

思 ふ 所に 過る 愛で ある、 世は斯 かる 愛の ある こと を すら 知らない、 然 かも キリスト を 以てせに 臨み、 

今 も猶ほ 人の 中に 働ら く 所の 愛で ある。 e 十 U0 

聽 かる、 祈 禱と聽 かれざる 祈禱 

必す聽 かる &祈禱 が ある、 必 しも 聽 かれざる 祈禱が ある。 
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感 想  ™5 六 

我に 幸福 来れ かし、 不幸 來ら ざれ かしと 祈る も 其 祈禱は 必す聽 かる.^ と 限らない、 多くの場合に 於 

て 信者の 此 種の 祈禱は 神の 斥く る 所と なる ので ある。 

然れ ども 我に 潔き 心 を與へ 給へ、 我に 忠 難に 耐 ゆるの 能力 を 下し 給へ、 我に 我 敵の ために 祈る の 愛 

を與へ 袷へ と 祈りて、 其 祈禱は 必す聽 かるる ので ある。 

た *♦ らの  こら 

汝等惡 しき 者なる に 善き 賜物 を汝 等の 兒 輩に 予 ふる を 知る、 況して 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者 

に聖靈 を予へ ざらん 乎 

と ある (路加 俾十 一章 十三 節 〕、 聖父は 他の物 は 其 子の 祈 禱に應 じて 予へ給 はない 場合が ある、 乍然 * 

聖靈を 祈る 者に は 必す之 を 與へ給 ふとい ふ、 聖靈、 神の 心、 ィ H スキ リストの 精神、 敵を赦 すの 心、 

ち から  きょ  ャ.^  ヒ.ー4もの 

患難に 耐 ゆるの 能力、 祌を 看る に 足る の 潔き 心、 …… 我等 は 祈て 必す此 優れたる 賜物 を 得る ことが 出 

來 ると いふ。 

*t こ-.. -  もっと.. 0 よ；？ fe の 

祌は宠 に 愛で ある、 神 は必す 我等の 祈 禱に應 じて 最 善 を 予へ給 ふ、 彼が 時に 或 ひ は 我等に 拒絶し 

よ ，1-1.. 6 の 

給 ふ もの は 最善で はなく して、 第二、 叉 は 第三、 叉 は 第 四の 善 物で ある、 卽ち 我等に 予へ給 はすと も 

其れが ために 我等が 永久の 損失 を 感ぜざる 物で ある。 (十一月) 

キリスト を 信ぜず とも 

キリス 卜を信ぜすとも善き學者となる事が3^來る、 善き 專門 家と なる 事が 出来る、 善き 政治家と 成 

も て i や 

る蓽が 出来る、 交際 社會 に稱揚 さる- -紳土 淑女と 成る ことが 出來 る、 然り、 キリスト を 信ぜす とも I 


德 と 成る ことが 出来る、 慈善家と 成る ことが 出來 る、 世に 敬 はる-. 聖人 君子と なること が 來る、 

更 らに然 り、 或る 場合に 於て は キリスト を 信ぜす とも 基督 敎會の 監督と なること が出來 る、 其 牧師、 

傅 道師、 祌學 者と なる 事が 出来る、 此 せの 成功 立身 を 計る ために キリスト を 信す るの 必要 はない。 

然しながら キリ スト を 信ぜす して 神に 喜ばる. - 者と 成る 事 は 出来ない、 眞 正しき 意味に 於ての 基督 

信者と なる 事 は 出来ない、 卽ち キリストが 建^し 給 ひし 天國の 民と なる 事 は 出来ない、 神の 子と な. り 

て キリスト と共に 聖 父の 榮を承 機ぎ 得る^ となる こと は 出来ない、 基督 者 は 特別の 人 問で ある、 義人 

にして 義人なら す、 聖徒に して 聖徒なら す、 神の 奥義 を 解す るも必 すし も 神 學者叉 は 聖書 學 者なら す、 

世人 の 立場より 見て 到底 も 解す る ことの 出来な い 者で ある。 

キリスト を 信じ 得る は大學 者と なる よりも、 大政 治 家と なる よりも、 社會 の寵兒 となる よりも、 敎 

會の 監督 叉 は 長老 叉 は祌學 者と なる よりも、 遙 かに 幸 幅であって 叉遙 かに 大 なる 名 譽 である、 我 は 何 

者に 成り 得すと も 眞實に キリ ス トを 信じ 得る 者と 成りた く ある。 (十 一 月〕 

眞理 の證明 

眞理を 見る、 眞理の 結果 を 見ない、 眞理の 結果 は 之 を 受けし 人に 由て 異なる、 眞 理は必 しも 人 を 善 

くしない、 或 人 は 眞理に 接して 却て 前よりも 惡 くなる、 恰 かも 蠟は 日光に 接して 鎔け、 粘土 は 却て 堅 

くなる と 同然で ある、 キリストの 福音 は 國を救 はすして 却て 之 を滅 すか も 知れない、 乍然、 夫れ 故に 

福音 は眞理 でない と 云 ふこと は 屮ぃ來 ない、 福 昔が せ 界多數 の 人に 受けられな いとて、 夫れ 故に 福音 は 
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0 後  ™s 八 

祌の 眞理に 非す と 云 ふ は 出来ない、 是 に反して 縱し 一 人 も 之を受 くる 者な しとす る も 其の 眞理 たる 

は 依然として 明かで ある、 信者の 增 えし 事 は 信仰の 露理 たるの 證據に は 成らない、 多くの場合に 於て 

誤 護 こそ 社 會多數 の 歸依贊 成 を 博す る 者で ある、 眞现は 其 結果の 如何に 由ら すして 眞理 である、 眞理 

の 眞價は 社傳輋 者の 觀察を 以て は 解らない、 智慧 は 智慧の 子に 龍し とせら る、 眞理は 眞现の 子に 巾て 

のみ 眞理 なる を證明 せらる、 ので ある。 (十一 H0  . 

普通 道德 

普通 道 德とは 他で はない、 人 を 人と して 敬 ふこと である、 北ハ 人の 何たる 乎 は 問 ふ 所でない、 彼が 乞 

食で あら ふが、 囚徒で あら ふが、 彼 は 人で あるが 故に 貴く ある、 彼 は 神の 像に 象られて 造られた る 者 

である、 故に 人た るの 尊敬 を 要求す る 者で ある、 彼を賤 むの は 神を賤 むので ある、 彼 を 欺く の は 神 を 

欺く ので ある、 我 は 神に 對 する 誠實を 以て 何人に も對 さなければ ならない。 

斯く 解して 普通 道 德を行 ふ は 容易で ない、 單に盜 ます、 奪 はす、 虐げす と 言って 普通 道 德を行 ふた 

と は 言 ひ 得ない、 人を輕 く視、 低く 視、 彼の 靈 魂の 眞價を 認めす して、 彼に 對 して 普通の 道 德を行 ふ 

こと は 出来ない、 普通 道德 とは此 罪の せに 於て 普通に 行 はる、 道 德を謂 ふので はない、 人 を 人と して 

取扱 ふ 道 を 謂 ふので ある、 而 して 「じれが 利益 を 主 服と して 人に 對 する 者、 人の 裏に 在る 永遠の 價値を 

認めざる 者、 神 は 人類の 父であって、 人類 は 相互の 兄弟 姉妹で ある こと を 明白に 識認 せざる 者 は、 彼 

ふる. ts ひ 

の 外面の 擧動は 如何に 立派で あると も、 其 人 は 普通 道 德をさ へ も 行 ふことの 出来ない 者で ある。 


(十一月〕 

聖書に 所 謂 自 由 

聖書に 所謂 自由と は氣儘 勝手 を 謂 ふので ない 事 は 勿論、 政治的 自由 叉 は 智識 的 自由 を 謂 ふので もな 

い、 聖書の 書かれし 時代に 於て 今日 我等が 唱 ふるが 如き 自由なる 者 は 無かった、 人 は 何人も 己が 欲す 

る 俊に 神を拜 する の 自由 を 有すと 謂 ふが 如き は 近せ に 於て 始まった 事であって、 パゥ ゃョ ハ ネの時 

代に 於て 在った 事で はない、 彼等が 唱 へ し 自由 は 我等が 今日 唱ふ る 自由と は 全く 其 性質 を 異にし て 居 

つた。 

使徒 ヤコ ブは キリストの 福音 を 指して 「自由なる 全き 律法」 とい ふた、 自由なる 律法と は圓滿 なる 

角と い ふが 如き 不 釣合の 言辭 であるが、 然し 其 中に 深い 意味が 籠って 居る ので ある、 ャ コ ブに 取て 

は 自由と は 自由に 善 を 爲すを 得る の 自由であった、 罪の 奴隸 たらざる 事であった、 神よりの 智慧 を受 

け て 道德的 に 自由にな り、 すべての 誘惑 に 勝つ を 得て 自由に 神の 律法 を 守り 得 るに 至る 其 自由 で あ つ 

た、 卽ち病 者の 不自由に 對 する 壯 者の 自由であった、 精力、 內に 溢れて 自由に 且つ 容易く 善を實 行し 

得る の 自由であった、 而 して キリストの 福音 は斯 かる 律法で あるので ある、 自由に 入る の途を 示す が 

故に 律法なる に は 相違な しと 雖 ども、 然れ ども 一 たび 自由に 入りし 以上 は 律法の 制裁 を 要せざる 自由 

である、 自由に 善 を爲し 得る の 道で ある、 而 して キリストの 福音 は斯 かる 道、 卽ち 律法で あるので あ 

る。 雅各書 一 章廿 五節 U 
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使徒 バウ II は キリストの 再顯と 同時に 信者に 臨む 自由 を稱 して 「神の 子等の 榮の 自由」 とい ふて 居 

る、 El^ は 「敗壞 の 奴た る こと」 卽ち 束縛に 對 してい ふた 自由であって、 不滅の 自由 叉 は 永生の 自由と 

も稱 する ことが 出来る、 死 は 犬なる 束縛で ある、 人 は 生れながら にして 死 を 恐れて 生涯 繁 がる、 者で 

き. U  も  ほろぼ 

ある (希 伯 來書ニ 章 十五 節)、 而 して キリストの f に 臨り 給 ひし は 死の 權威を 有て る 者 卽ち惡 魔を滅 

いや はて ほろ， 5* 

すため であった と 云 ふ (同 十四 節)、 最後に 滅 さる &敵は 死なり と 云 ふ、 我等 は 死の 權 威より 全く 脫 

する を 得て 完全なる 眞 正の 自由に 入る ので ある。 羅馬書 八章廿 一 節。 

使徒 ョ ハネは キリ ストの 言と して 俾 へて いふた 

子 若し 汝 等に 自由 を與 へ たば 汝等實 に 自由なる べし 

と (約 翰 傳八章 三十 六 節)、 子 は祌の 子であって キリスト である、 キリストの 與 ふる 自由 は眞 實の自 

由で あると 云 ふ、 而 して 子の 與 ふる 自由 は 子た るの 自由で ある、 アバ 父と 龥 び まつりて 父なる 神に 近 

づき 得る 自由で ある、 希伯來 書に 謂 ゆる 「揮ら すして 恩寵の 座に 來る」 の 自由で ある (四 章 十六 節 )、 

全能 至聖の 神と 父子の 關 係に 人る を 得て、 すべての 祈 禱と懇 求と を 以て 彼の 膝下に 近づき 得る の 自由 

である、 律法の 供す る 自由で はない、 聖 子が 其 靈を 漉ぎ て與 ふるの 自由で ある、 故に 眞實の 自由で あ 

る、 實 質的の 自由で ある、 臣民が 憲法に 由て 得た る 自由で はない、 皇子が 生れながら にして 有つ 自由 

である、 身に 屬 いたる 自由で ある、 故に 何者 も 奪 ふ 能 はざる 自由で ある。 

キリストの 福音 は斯る 自由 を 人に 與 へんと しつ k あるので ある、 最大の 自由、 最高の 自由、 最も 確 

實 にして 最も 勢力 ある 自由、 宇宙 萬 物の 造 主の 心 を 動かし 得る の 自由、 彼の 子た るの 自由、 萬 有の 主 

たるの 自由 ：：•• 神 は 福音 を 以て 斯 かる 自由 を 人に 與 へんと し 給 ひつ \ あるので ある、 福音の 福音た る 


は 人に 斯 かる 自由 を與 ふるからで ある、 而 して 斯 かる 自由 を賦與 せられて 我等 は此 世の 不自由 叉は朿 

むとんちゃく 

縛 义は壓 制 を 意と せ ざるに 至る ので ある、 我等が 政治的 壓制叉 は 社會的 束縛 に 就て 至て 無頓着な る は 

全く 是れ がた めで ある、 我等 は大 なる 永遠の 自由 を 得 たれば 小なる 現世の 束縛に 意 を 留めない ので あ 

る、 肉に 勝ち、 罪に 勝ち、 死に 勝ち、 世と 天然と に 勝つ を 得て 我等 は、 

我等 を 愛め る 者に 賴り、 すべて 此 等に 勝ち得て 餘り あり 

である (羅馬 書 八 章 三十 七 節)。 (十 一 ガ) 

人 を 見 ざれ 

祌を 見よ 

今や 基督 敎國に 於ても 非 基督 敎圃に 於ても、 英國に 於ても 米國に 於ても、 日本に 於ても 支那に 於て 

も、 問題 は 人であって 神で はない、 彼 人 は 如何なる 人なる 乎、 此人は 如何なる 人なる 乎、 ル ー テル は 

如何なる 人な りし 乎、 バウ n は 如何なる 人な りし 乎、 然り、 ィ H ス キリスト も亦 如何なる 人な りし 乎 

と、 今の 人 は先づ 人の 惯値を 定め、 然る 後に 其 人の 唱 へし 眞理の 價値を 定めん とする、 而 して 彼等が 

§卞- む やうなる 滿 足なる 人に 見當ら すして 彼等 は 失望し、 終に 如何なる 眞理を も 信ぜざる に 至る、 然れ 

ども 全世界に 完全なる 人 は 唯一 人 を 除いて は 一人 も 無かった、 昔し 無かった、 今 も 無い、 後に も 無い 

であらう、 故に 若し 人の 價値を 定め ざれば 眞 理の價 値を定 むる 能 はすと 言 ふなら ば 彼等 は 到底 眞理を 

發見 する 能 はざる ので ある。 


乍然、 聖書 は麼 かに 我等に 示して 言 ふ、 人 を 見す して 神 を 見よ と、 聖書が 人に 就て 語る は； 卿に 就て 

V し  ある もの 

語らん がた めで ある、 聖書 は 成るべく 人 を 無視 せんとし、 祌 のみ を 有 者と 爲 さんと して 居る、 偉人 モ 

1 セに 就て さへ 其 死所に 就て すら 知らせない、 唯 一 言 

M ホバ彼 を 葬り 給へ り  _ 

と 言 ひて 其 他 を 語らない (申命記 三十 M 章)、 H リャの 終り も 判明らない、 ィザャ の 終り も 判明ら な 

い、 エレ ミヤの 終り も 刹 明らない、 パゥ 口の 終り も 判明らない、 ヨハネの 終り も 判明らない 、ベ テロ 

の 終り も 判明らない、 叉 馬 太傳を 何人が 書いた 乎、 其 事 も 判明らない、 希伯來 書の 著者に 就ても、 默 

示錄の 著者に 就ても 我等 は 確かに 何事 を も 知らない、 我等 はモ ー セ、 エレ ミヤ、 。ハウ 口、 ぺ テロ、 ョ 

ハネ等 其 他の 所謂 聖書 人物の 缺點に 於て 許 多 を 知らせられた、 乍然、 完全の 人と して 仰ぐべき 人 は、 

唯 一 人 を 除いて は 一 人 を も 示されな いので ある。 

而 して 完全なる 其 一人と は 人で は 無い と 示して 居る ので ある、 「神の 子」、 「神の 狀」、 「神の 榮の光 

0, その 質の 眞像」 と、 卽ち 完全なる 人 は 人で はない と 言 ふて 居る ので ある、 

汝 等の 師は 一 人、 卽ち キリス ト なり 

と (馬 太 傳什三 章 八 節)、 其 他 はすべ て師 として 仰ぐ に 足らす との 事で ある。 

然 らば 人に 就て 語る も 無益で ある、 バウ とバ ルナ バとは ルス テラの 人々 に 告げて 言 ふた 

我等 も亦汝 等と 同じ 心情の 人な り 

と (行 傅 十四 章 十五 節)、 卽ち 使徒 等 も 亦 我等と 異ならす 神の 前に は 罪人であって 民の 敬崇を 仰ぐ の 

價値 なき 者で あるとの 事で ある、 パゥ B すら 然り、 して 其 他の 者に 於て を や、 ル ー テルの 缺 點を擧 


げて彼 を 以て 起り し 新敎諸 敎會を 非難す る 天主 敎徒 も、 法王 等の 罪 惡を數 へて 天主 敎 徒の 不法 を唱ふ 

る 新教徒 も 同じく 聖書の 精神の 何たる か を 解せ ざる 者で ある、 問題 は 人で はない、 祌 である、 人 は 皆 

な 其 最善の 者と 雖も 罪人で ある、 人 を 辯 護す る も 無益で ある， 人 を 批難す る も 無益で ある、 人 は總體 

に惡 であると 可定 して 唯 神 を さへ 辯 護 すれば 宜 いので ある。 

故に 英人學 ぶべ からすで ある、 米人學 ぶべ からすで ある、 英國の 敎會、 叉 は 米國の 敎會- 叉 は獨逸 

の 敎會、 又は 佛國の 敎會、 叉 模範と 爲す 可から すで ある、 我等 は 神を學 ぶべき である、 聖書に 從 ふべ 

きで ある、 而 して 聖書に 從 つて 人に 就て 問 はすして 神に 就て 尊ぬべき である、 人 は 如 でも 直い、 ル 

1 テル は 如何であった らうが、 ゥ i レ. I が 如何であった らうが、 又 我等の 中 誰彼が ぎ. ぎで あらう が、 

其 事 は 探る も 無益で ある、 知るべき は 唯一 つで ある、 神で ある、 祌の聖 3 曰で ある、 神が 解って、 よ 解 

らす とも 可い、 而 して 祌が眞 正に 解つ て 人 は 解ら ざらん と 欲する も 解る ので ある。 

我等 は 此點に 就ても 英米 其 他の 宣敎師 等に 學ば すして 直に 主ィ H ス に學 ぶべき である。 (十 一 月) 

廣 くして 狭し 多くして 少し 

世界の 陛面は 五 干 二百 二十 五 萬 平方 哩、 其 內我國 の 面積 は 十五 萬 平方 哩、 我家の 面積 は 或 ひ は 干 坪、 

或 ひ は 百 坪、 或 ひ は 十 坪、 或 ひ は 一 坪 も 無き 者 あり、 而 して 最後に 我 有に 歸 する は 靑艸の 下」 の 半 坪に 

過ぎす、 せ界は 實に廣 くして 狹し。 

せ界の 人口 は 十五 億を算 す、 其 内我國 人と 稱 する 者 は 五 千 萬 人、 我 友 は 或 ひ は 百 人、 或 ひ は 十 人、 


或 ひ は 三人、 而 して 我 は 最後に 獨り 死の 河 を 渡らざる ベから す。 

せ界の 基督 信徒 は 凡そ 五 億 人、 其 內舊敎 徒 三 億 七 干 萬、 新敎徒 一億 三千 萬、 而 かも 我が 同信の 兄弟 

姉妹と 稱 すべき 者 は 或 ひ は 千 人、 或 ひ は 百 人 >  或 ひ は 十 人、 或 ひ は 五 人、 而 して 我 は 最後に 鞫 かれん 

がた めに 獨り キリストの 臺 前に 立たざる ベから す。 

黄き かな 此 I 界、 狹 きかな 此# 界、 多き かな 人 問、 徵 きかな 我 友、 然れ ども 我 は キリスト を 信じて 

萬 物 は 我 有な り、 曰く 

萬 物は汝 等の 所屬 なり ：•：. 汝等は キリス ト の所屬 なり、 キリスト は祌の 所属な り 

と (哥林 多 前書 三章廿 一 節 以下)。 (十二月〕 

年末の 感謝 

年末に 際し 余が 神に 對 ひて 感謝したい 事は澤 山に 有る、 然し 其內で 余が 最も 切に 謝したい 事 は 余 

の 今日までの 生涯が 余が 欲求 ひし 遇り でなかった 事で ある、 若し 余の 生涯が 余が 欲求 ひし 通りで あつ 

たなら ば 余 は 決して 今日 在る が 如き 者でなかった 寧 は 何より. も 明かで ある、 若し 余の 生涯が 余が 欲求 

ひし 通りであった ならば、 余 は 今頃 は 物質的に は遙 かに 富み、 社交的に は遙 かに 高く あつたで あら ふ、 

多分 博士の 號をも 有し、 高等官と か、 或 ひ は 蓮 好く ば 脚 任官と か 云 ふ 肩書 を もって 多少せ 問に 幅 を 利 

して 居った であら ふ、 然し 其 反 對に余 は 今日 在る が 如く 神と 親くなかった であら ふ、 叉 キリストの 心 

を 知る こと 至て 淺く、 聖書 は 解ら す、 唯經濟 であると か、 殖産で あると か、 外交で あると か、 膨脹で 


あると か 云 ふことの み を考へ K つ 語りて、 有耶無耶の 問に 極く 詰な く 口 を 送って 居った であら ふ、 社 

ま こと  ま 二 i に：？.., - 

交 的に 高く 且つ 廣く ありし が 故に 眞の 友人と て は 殆んど あるな く、 一  見して {是 に賑 かなる 生涯 を 送る 

やうであって、 實は 極く 寂 蓼 一い 孤獨の 生涯 を 送って 居った であら ふ、 若し 今日までの 余の 生涯が 余が 

た く ら  -フ  よろこ 

企 圖んだ 通りの 者であった ならば、 余の 享 くる 幸福 はせ 人の 羨む 幸福であって、 決して 不幸の 人を歡 

ばす る やうなる 幸福ではなかった であら ふ、 若し 神が 悉く 余の 氣俊 勝手なる 祈 禱を聽 納れ給 ひしなら 

ば、 余 は 高ぶりた る， 矜恤の 心なき 嫌 ふべき 憎むべき 者であった であら ふ、 而已 ならす 半 百歲を 越へ 

し 今日 今頃 は 人生に 關し旣 に 倦厭が 來て、 余 は 頻りに 隱退を 欲 ひ、 詩歌 天然 を 友と して 靜 かに 一生 を 

終らば やな どと 云 ふ意氣 地な き 思念に 襲 はれて； 5^5 つたで あら ふ。 

然れ ども 感謝すべき 哉、 嗚呼 實に 感謝すべき 哉、 神 は 悉く 余の 欲求 を 斥け、 余の 企 圖を壞 ち 給 ふた、 

彼 は 余の 欲 はざる 道に 余 を 伴 行き. 余の 求めざる 仕事 を 余に 授け 給 ふた、 余 は幾囘 となく 失望に 沈ん 

だ、 永の 年月、 獨り淚 の 谷 を 逃った、 然し 恩 惠の父 は 余 を 導きて 今日 あるに 至らし め 給 ふた、 

H ホバは 我 を 靑綠の 野に 臥させ、 憩 息の 水 濱に伴 ひ 給 ふ 

むち  おひ. U て.; J  ,o  おひ 

と は 余の 今日 を 歌 ふ 言葉で ある， 余の 聖 なる 牧者 は 鞭 を 以て 逐 立つ & 無理やりに 余 を 此靑き 牧場に 追 

一 )  、 ひ あ ら 

込み 給 ふた、 余 は 此事を 思 ふて 感謝 身に 溢れて 之 を 言 表 はすの 一一 一一 II 葉の 無き に 苦しむ。 

今日までが 斯うであった、 今後と も 同じで あら ふ、 余の 衷に 善き 業 を 始め 給 ひし 彼はィ H スキ リス 

卜の 日に 之 を 完成う する まで は 止み 給 はないで あら ふ、 彼 は 今後 摘 ほ幾囘 となく 余の 反逆 を 醫し給 ふ 

であら ふ、 彼 は 余の 罪人た るに 關 はらす、 其 恩 惠の故 を 以て 余 を 終に 救 ひ 給 ふで あら ふ、 余の 欲求に 

反し、 余の 敵と 批評家との 余に 關 はる 欲求に 反し、 余 を 善き 所に 伴 行き 給 ひて、 其處に 人の すべて ほ 


ふ 所に 過ぐ る 平和 を 下し て 余の 心 を歡ば し 給 ふで あら ふ。 (十二 „=o 


大正 三年 二 九 一四 年) 

經濟 上の 獨立  ， 

經濟 上の 獨立は 最上の 獨立 ではない、 其 上に 思想 上の 獨 立が ある、 信仰 上の 獨 立が ある、 我等 は經 

濟 上の 獨 立に 達し たれば とて、 敢て 安心すべき でない、 勿論 誇るべき でない。 

000  0-00000000000  0-0000  0O0000 

然れ ども 經濟 上の 獨立 はすべ ての 獨 立の 始めであって、 其 基礎で ある、 先 づ經濟 的に 獨 立なら すし 

て、 思想 的に も 信仰的に も眞 正の 意味に 於ての 獨 立に 達する こと は 出来ない、 經濟は 肉に 關 する 事で 

あるが、 然し 靈に 及ぼす 其 感化 は 甚だ 强大 である、 人が 肉で ある 間 は 彼 は經濟 的に 自由なら すして、 

其 他の 審に 於て 自. E なること は 出来ない。 

故にす ベて 自. m を 愛する 者 は先づ 第一 に 己が 經濟的 獨立を 計った、 哲學 者と して はス ピノ ー ザと シ 

ョ ペン ハウ H ル、 文學 者と して は H マ ソンと 力 ー ライル、 美術家と して はレ ム ブラ ゾ 卜、 彼等 は 自由 

を 愛した るが 故に 經濟 的に 獨 立であった、 哲學者 力 ン 卜の 如きで すら 普 露 西 政府より 傳給を 仰ぎし 結 

M、 幾囘，か彼の自^唱道を救げられし事は人，.め|^^知る所でぁる， 獨 立の. 無. S 所^ 自由 は.^^、 1^ し 


てす ベての 獨立は 經濟的 獨立を 以て 始まる ので ある。 

自由 基督教の 元祖 は 使徒 パ ゥ a である、 而 して 彼が 如何に 經濟的 獨立を 重んぜし 乎 は 聖書の 明かに 

示す 所で ある。 

？ な 

彼れ (パゥ 口) その 業 を 同じく する に 由り て 之 (アクラと プリ ス キラ) と 偕に 止まりて ェを 作し 

ぬ、 彼等の 職業 は 天幕 を 製る 事な り 

と ある (行傳 十八 章 三 節)、 バウ a は 又 H ぺソの 信者に 對し吿 ^の辭 として 述べて 曰 ふた、 

我が 此手は (己が 手 を 擧げて 曰 ふたので あら ふ) …… 、 我が 此手は 我れ 及び 我と 偕に 在りし 者の 

需用に 供 へ し 事は汝 等が 知る 所な り 

と (同 二十 章 三十 四 節)、 卽ち彼 は 彼の 手の 業 を 以て 彼れ 並に 彼と 偕に 在りし 者の 衣食の 料 を かせぎ 

つ 、彼の 傅 道に 從事 したとの ことで ある、 

何物 を も 人に 負 ふ 勿れ 

か きおく 

と は 彼の 主義であった (羅馬 書 十三 章 八 節)、 彼 は テサロ  -ケの 信者に 書 贈って 曰 ふた、 

あたへ  ゎづ ら 

我等 汝 等の 中に 在りて …… 他人の。 ハ ンを價 なしに 食す る ことなく、 人を累 はさ らんた めに 苦勞 

して 晝夜ェ を 作せ り 

と 0 アサ n 一一  ケ 後書 三 章 八 節)、 以て 彼の 傳道 法の 一 斑 を 窺 ふこと が 出来る、 バウ II は 信仰に 於て 優 

て 居った ばかりで はない、 又 常識に 於ても 優れて 居った、 彼は價 なしに 他人の パン を 食 ふて 自由の 一 1 

音を傳 ふることの 實際 的に 不可能 事で ある 事 を 知った、 故に 多くの 不便 を 忍びつ X 終生 經濟的 獨立を 

守った ので ある。 


而 して 惟り パゥ 口 に. il まらない、 今の 傅 道 師と雖 も經濟 的に 獨立 ならす して 自由の 主なる ィ エス キ 

お"^ づ 

リ ストの 福 昔に 忠實 なること は 出来ない、 天主 敎 のパ ンを貪 ふ 者は自 から 我意 を 曲げても 天主 敎會 

の 命に 從 はんとす る、 聖 公き の パン を 食 ふ 者ば 自 から 聖公會 の敎義 に據て 立たん とする、 メソヂ スト 

敎 會のパ ンを食 ふ 者 は メソ、 チ スト 主義に 傾き、 バ プチ スト 敎會 のパ ンを貪 ふ 者はバ プチ スト 主義 を 辯 

護す る、 是れ 人情の 然 らしむ る 所であって 實に 止む を 得ない 次第で ある、 殊に 金に 最高の 慣値を 置 

く米國 人の 補給 を 受けて 我等 は 彼等の 束縛 を 受け ざらん と 欲. る も 能 はすで ある。 

勿論 貰 ふので あって 盜 むので はない、 貰 ふ. の は 決して 罪で はない、 我等 は米圃 叉は英 ！；、 佈國叉 は 

露 國の宜 敎師の 補給 を受 くれば とて 決して 祌に對 して 罪 を 犯す ので はない、 彼等 は 喜んで 與 へんと す 

るので あれば (大抵の 場合に 於て は) 我等 も 亦 喜んで 之 を 受けて 道德 的に 何の 差 支 も 無い ので ある、 

故に 問題 は 罪で ある 罪で ない の 問題で はない、 利害の 問題で ある、 福 昔宣傳 のた め を 計っての 利害の 

題で ある、 

凡ての 物 我に 可から ざるな し、 然れど 凡ての 物 益 あるに 非す、 凡ての 物 我に 可らざる なし、 然れ 

ど 凡ての 物德を 建つ るに 非す 

00000O0  0O00OOO0000000O 

と パ ゥ 口 は 言 ふた (コ リン ト 前書 十 章廿三 節)、 經濟 上の 依賴は 我が 自由の 思想と 信仰と に 害 あり、 

OOOOO0OOO0O00  000000000  00000000000 

又 他に 信仰 を勸 むる に 害 あり、 故に 我 は 之 を： 魅くべき であると 言 ふので ある。 

SSf に經濟 上の 獨立 であると  一一 一一 I： ひて 之を實 行せ ざる 者は此 問題の 及ぼす 所の 如何に 深： ffi なる 乎 を 知ら 

ない 者で ある、 所謂 宗派の 害なる 者は詮 じつむれば 經濟的 依 賴の害 に歸 着す るので ある、 若し 傅道師 

が 各自 敎會 より 補給 を 仰がざる に 至れば 其 時に 宗派の 害の 大部分 は 全く 取 除かる X ので ある、 敎： 帥が 


興な りたる 敎 義を唱 ふるので はない、 敎會の 金が 彼等 をして 之を唱 へしむ るので ある、 是れ 明. a なる 

^^赏でぁる、 人 若し 余聚 の此霄 を 疑 は^ 大 膽に經 濟的獨 立を實 行して 其 55!- 偽 を實驗 すべきで ある。 

9轚攀，*誊曹攀嘗，，拳99  〇r-cc>〇ooooooooo〇〇oro(-oooo  ■ 

今や 敎義 を鬪 はす の 必要 はない、 敎 義を鬪 はす 前に 先 づ經濟 的獨立 を斷 行す ベ きで ある、 天主 敎會 

のパ ンを食 ふ 天主 敎會の 教師より 天主 敎會の 敎義に 就て 聽 くの 必要 はない、 聖公 會のパ ンを贫 ふ 者の 

聖公會 の 辯 護 は 一 顧の 價値 なきものと 見て 差 支 は 無い と 思 ふ、 其 他の 敎會の 敎義亦 悉く 然り である、 

縱令 自由 攻究 を檫榜 する ュ 一一 テリ ヤン 敎會の 主張と 雖も、 其パ ンを食 ふ 者より 之を聽 くも 全く 無益で 

ある。 

故に 余 暈 は 曰 ふ、 先 づ經濟 的に 獨立 せよ、 而 して 後に 眞理と 自由と に 就て 語る 所.^ れと、 甚だ 野卑 

なる 言の 如くに 聞 ゆれ ども、 胃の 腑の 獨立は 頭 腦と靈 魂と の 獨 立に 先 だ つべき である、 e: の腑 にして 

お 力 づ 

獨立 せん 乎、 頭 腦と靈 魂と は自 から 獨 立すべし、 避くべく 忌むべき は 胃の 腑の 束縛で ある。 

凡て 獨 立の 人 は 一 致す、 經濟 的に 獨 立して、 玆に 始めて 信徒の 眞の 一 致 和合 を 見る ことが 出來 るの 

である、 然し 乍ら、 其 事 を 行 はすして 百 千年 年 協議 を櫃 くると も爲の 一致 は 決して 来らない、 求む ベ 

く、 甚ふ ベ き は 經濟上 の 獨立 で あ る。 (一 月) 

聖書 之 研究で ある、 故に 不信者に 受けられない、 無敎會 主義で ある、 故に 宜敎師 ，-」 敎# とに 納れら 

れ ない、 右に も 受けられない、 左に も 受けられない、 然し 樂 しみ 其 中に 在りで ある、 主ィ H スは言 ひ 


感 想  H  二 0 

給 ふた、 

二人 三人 我が 名に 由り て 集れる 處には 我 も 亦 其 中に 在り 

と (sit 太傳 十八 章 二十 節)、 彼 は 叉 言 ひ 給 ふた、 

小さき 群よ 懼る」 勿れ、 汝 等の 父 は 喜びて 國を汝 等に 予へ給 ふ 

と (路加 傳 十一 一章 卅ー 一節)、 「一 一人 三人」 と 言 ひ 給 ひ、 「小さき 群」 と 言 ひ 給 ふて、 社 會と言 ひ 給 はな 

い、 天下 を 三分す ると 稱 する M 敎會と 言 ひ 給 はない、 預言者 ィザャ は 未來の 希望 を 少數の 殘黨の 上に 

置いた、 キリストの 聖 3 曰は此 世に 於て は 決して 多數を 以て 現 はれない、 此 世に 於て は 多 數は必 す 世俗 

の 意で ある、 故に 多數を 誇る は自 からせ 俗 的なる を證 明す るに 等しくなる、 德 孤なら すと 言 ふと も德 

多數 なりと は 言 はない、 「二人 三人」 あれば 足る、 力 ー ライル は 常に 一一 一一 n ふた 「讀 者よ、 我と 汝と」 と- 

Thou である、 である、 天下の 同志よ ではない、 滿 堂の 諸君よ ではない、 大敎會 ではない、 「小 

さき 群」 である、 主 イエ スは其 中に 在 まし 給 ふので ある。 

然れば 何 をか懼 れんで ある、 孤 獨{是 に 結構で ある、 少數 {& に樂 しく ある、 天下 は 之 を 三大敎 派の 一二 

分に 任せん、 然れ ども 靜 かなる 冬の 夕に 聖書 を讀み 終りて 後に、 一 人 一 人と 其 名 を 指して 我が 敎 友の 

ために 祈らむ。 ( 一 月) 

自 覺 

自覺は 自己の 發見 である、 而 して 普通の 場合に 於て 自覺 の發 見と 云 へば 自己の 價 値な きことの 發見ー 


で あ る 、 

善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉 (肉愁 的 自我) に 在らざる を 知る 

と は バウ n の 自己の 發 見の 結 茶であった (羅馬 書 七の 十八)、 人 は 何人も 自己 を發 見して 其 空 乏に驚 

かざる を 得ない、 才 なし、 智 なし、 能力な し、 善なる 者 我に 在るな しと は 彼が 自己に 就て 言 は ざらん 

と 欲する も 能 はざる 所で ある、 斯 くして 彼 は 神に 核らざる を 得ざる に 至る ので ある、 斯 くして 彼は塞 

に謙邏 になる ので ある、 自己 發 見の 必然的 結 raj- は 信仰と 謙 適と である。 

然し 乍ら、 自覺 は兹に 止まらない、 兹に 止まるべき でない、 自覺は 我れ 無一物の 發 見に 止まるべき 

で ない、 而 して 大抵の 場合に 於て は自覺 が是れ 以上に 達せざる が 故に 謙遞は 却て 自棄と なり 自信 缺 f 之 

に 終る ので ある、 自己の 無智 無能 を 認めて 夫れ 以上に 達せ ざれば 人 は 他人の 奴隸 となら ざらん と 欲す 

る も 得ない、 而 して 彼が 此^ 態に 在る 時に 彼 は 敎會の 僧侶の 乘 する 所と なる ので ある、 汝 何事 を も 知 

らす、 故に 神に 遣され たる 我に 聽く べしと 首 はれて、 自已空 乏の發 見者 は 之に 答 ふるの 言 がない ので 

ある、 玆に 於て か 彼 は 止む を 得す 新たに 光明 を 得ん がた めに 憎 侶に 聽き其 言 ふが 儘 を 信じ、 而 して 謙 

遜 (實は 卑屈) の 故 を 以て 神の 救扬に i ハり たりと 云 ひて 獨り自 から 喜ぶ ので ある、 危ぃ哉 自覺、 自 「し 

の發 見、 我が 荏 弱を覺 り、 無智と 無能と を 悟りし 時に 我 は 敎會の 僧侶て ふ靈 界の兀 麿の 摑み 去る 所と 

なる、 養め ざるべ けんやで ある。 

然し 乍ら、 自覺は 自己 空乏の 發毘に 4- まらない、 人 は 自己 を發 見して 其處に 祌の自 顯に與 かるので 

ある、 自覺 { が 乏の發 見 は祌靈 4- 實 のために 必要なる ので ある、 天然 は 空虚 を 嫌 ふと 云 ふ、 而 して 神 も 

亦天然と等く空^！の^在を許し給はなぃのでぁる、 神が 人に 謙虚 を 以て 迫り 給 ふ は 人が 神 を 以て 充た 


されん がた めで ある、 汚水の 排除 を 以て 迫り 給 ふ は 淸水を 以て 之に 代 へんが ためで ある、 排水され た 

る 池 は 永久に 乾燥 の狀 熊に 於て 在るべき ではない、 直に 淸 水の 注入 を 受けて 池 水澄々 たるの 景況 を呈 

すべきで ある。 

自己 發見は 天賦 天職の 自覺に 終るべき である、 我に 何の 善き 者 あるな しと、 我 は 其 事 を 知る を 得て 

神に 感謝す、 然れ ども 我に 神より 授けられし 才能 あり、 我れ 亦 我なら では 爲す能 はざる 一 の 事業の 我 

に 委ねられし を 信す、 祌は空 無と して 我 を 造り 給 はす、 我 は 個人と して 彼に 造られたり、 自覺 以前の 

我 は 我 を 我 有と 解して 誤れり、 我 有と しての 我 は 空 無な り、 無意義な り、 罪な り、 然れ ども 神の 所歸 

としての 我 は 決して 惯爐 なき 物に 非す、 然り、 神の 所屬 としての 我に 永久の 惯！！ g 在 て^す、 神の 所 馬 

たるの 我 は 人の 奴隸 たるべからざる 者な り、 神の 僕た る 我 は IE 侶の 誘導に 與 かるの 要な し、 我 は 我 主 

なる 神に 賴 りて 人に 對 して は絕對 的に 獨立 なりと、 自覺は 終に 此 確信に 達すべき である。 

如斯 くにして 神に 賴る 自覺 は謙遞 であって 同時に 又獨 立で ある、 自 から 己れ を卑 ふす ると 同時に 叉 

神に よりて 高く 揚げら る、 我 は 萬 事 を 知る と 言 はない、 然り、 我等の 知識 は 全から すであって 1 我が 

知識 は 宇宙の 一 小 隅に 限らる、 然れ ども 我が 知る を 得し 丈け の 知識 は是れ 神が 我に 示し 給 ひし 所に し 

て 我の 確 知す る 所で ある、 我 は 又 萬 事 を爲し 得る と は 一一 一一 II はない、 然れ ども 我に 有る 丈け の 能力 は是れ 

わけあた  0  0  よ り ち r ら  なさな-. 二 

祌が 我に 賦與へ 給 ひし 所に して 我の 確 有する 所で ある、 我 は 神に 對 して は 荏 弱き 能力な き嬰兒 である 

が、 然し 物と 人に 對 して は 一人の 成人で ある、 我 は 或 事 を 神に 示され、 或 察を爲 すべく 或 カを與 へら 

れ たる 者で ある、 我 は 眞理と 事業に 對 して 絕對 的に 嬰兒 ではない、 我 は 信じて 疑 はない、 我 は 敎會の 

赤子に あらざる こと を U 


如斯 くにして 我 は^ 侶の 誘 と 脅喝と を 排斥す る 事が 出来る、 彼等が 若し 使徒べ テ £1 の 言と して 

今生 まれし 嬰兒の 53- を 慕 ふ 如く 汝等心 を 養 ふ 眞の乳 を 慕 ふべ し、 之に 由り て汝等 生長て 救に 至ら. 

ん 

と 一一 H ひて 我に 臨むならば (彼 得 前書 二の 一 一)、 我 は 以弗所 書記 者の 一一 目を以 て 之に 答 ふるで あらう 

今より 後嬰兒 ならす、 人の 詭譎の 術の 誘惑の 巧に 蕩康 さる.. となく、 各 様の 敎の 風に 搖 動され 

す、 愛 を 以て 眞理を 行 ひ、 長て すべての 事 首なる キリストに 效ふ べし 

と (以弗 所 書 g: の 十四、 十五〕、 自覺が 確信に 終って 我は數 限りなき 信仰 箇條叉 は 祌學說 に蕩康 はさ. 

る、 ことなく、 愛と 謙 遲とを 以て 眞现を 行 ひ、 徐々 と 生長して すべての 1* に 於いて 主なる ィ H スキリ 

ストに 效ふ 者と なること が出來 るので ある"〕 (一力〕 

謎の 聖書 

世に 聖書 ほど 廣く 知れ渡り たる 書 はない、 同 待に 叉 聖書 ほど 人に 知られない 書 はない、 世に 聖書 ほ 

ど 人に 稱揚 さる \書 はない、 同時に 又 聖書 ほど 等閑に せらる.^ 書 はない、 聖書 は 最も 普通なる 書で あ 

る、 路傍の 雜艸の 如くに 又 河 端の 碟の 如くに 齊通 である、 然し 乍ら、 雜艸と 礫と を 解す る 者の いや 

うに、 聖書 を 解す る 者は斟 い、 せ 人と 敎會と は ベルグ ソン 研究、 オイケン 研究、 一一，.' チ H 研究、 マウ 

パ サン 研究に は 至って 熱心で あるが、 聖書 研究に は 甚だ 冷淡で ある、 彼等 は 「敎會 の 書」 として 之 を 

看、 「お 經」 として 之 を 5 おめ， 而 して 自身 は 其 中に 蔵れ たる 深き ぼ 〈现 に觸 れんと しない、 彼等 は 聖書. 


聖書と 謂 ひて 之を頒 讚す る、 然し 乍ら、 之を學 びて 其 教訓に 服從 せんとし ない。 

實に 公然の 祕密と は 聖書の こと を 謂 ふので ある、 何人も 之 を 手に する を 得て、 唯 僅かに 極く の 少数， 

者の み其敎 示に 與 かる ことが 出來 る、 聖書 は淺く 観られて 實は 奥の 知れない 書で ある、 凡甜視 せられ 

て 智識の 本源で ある、 聖書 は 其 主人公なる キリストと 等しく，. 匠 人の 棄 たる 石に して 屋の 隅の 首 石と な. 

れる 者で ある (路加 傳 二十 章 十七 節)。 (一月) 

超然 又 超然 

超然 义 超然。 

人 を 憎む からで はない、 f を 嫌 ふからで はない、 人 もせ も 神 を 離れて は 空の s であるから である、 

時の 面に 現 はれた る 泡沫であって 時 を經れ ば自づ から 消失す る 者で あるから である、 如斯 くにして 政. 

洽も {仝 である、 外交 も i 八. - である、 實業も 空で ある、 藝術も 空で ある、 世の 所謂 宗敎も 空で ある、 唯 神 

と キリストと 實に彼 を 信す る 者の み實 物で ある、 故に 實 物た らんと 欲し、 實物を 握らん と 欲して 我等. 

は 泡沫の 世に 在て 超然たら ざらん と 欲する も 能 はない ので ある。 

超然 又 超然、 詩と歌と！^靈に感じて作れる賦を以て互に相敎へ相勸め、 (哥羅 西 書 三 章 十六 節)、 世 

人に 語る に は 謎 を 以てし、 謎に あら ざれば 語らす (馬 太傳 十三 章 三十 四 節)、 以て 靜 かに 眞 面目に 祌 

の 命じ 給 ひし 已が 事業に 從 事す るので ある、 今 暫時せば 臨る 者必す 臨る ベ し C 希 伯 來瞥十 章 三十 七 節 y 

我等 永遠の 實を逐 ふ 者 は 狂人 を眞 似て 痴戲 を演 する こと は 出来ない、 故に 止む を 得す、 熱き 淚を 抑へ 


ながら キリ ストと 偕に 超然た らんと 欲する ので ある。 (一 月) 

近代 人 

彼に 多少の 智識 は ある (主に 狭き 專鬥的 智識で ある)、 多少の 理想 は ある、 彼 は 藝術を 愛し、 現世 

を 尊ぶ、 彼 は 所謂 「尊むべき 純士」 である、 然し 彼の 中心 は 自己で ある、 近代 人 は 自己中心の 人で あ 

る、 自己の 發達、 自己の 修養、 自己の 實 現と、 自己、 自己、 自己、 何事 も 自己で ある、 故に 近代 人 は 

實は 初代 人で ある、 原始の 人で ある、 猿猴が 始めて 人と 成りし 者で ある、 自我が 發 達して 今日に 至つ 

た 者で ある、 故に 基督 者で はない、 自我 を 十字架に 釘け て 己れ に 死んだ 者で はない、 キリストの 立場 

より 見て 所謂 「近代 人」 は純粹 の野蠻 人で ある、 唯 自己 發 達の 方面が 違った までぐ ある、 近代 人と は 

絹 精 を 戴き、 フ II ックコ ー トを 着け、 哲 學と藝 術と 社會 進歩と を說く 原始的 野蠻 人と 見て 多く 間違 

はない ので ある。 

-: 小  * 

彼 は 自己の 慾 望 を 去て 神の 聖 業に 參與 せんと 爲 ない、 却て 祌 をして 自己の 事業 を贊成 せしめん とす 

る、 近代 人 は キリストの 下僕で はない、 其 庇 保 者で ある、 彼 は 彼の 哲學 と藝 術と 社會 政策と を 以て キ 

リスト を 擁立ん とする、 卽ち彼 は キリストに 救 はれん とせす して キリスト を 救 はんとす る、 彼 は 想 ふ、 

キリスト は 彼の 辯 護な くして 現代に 於け る 其 神聖 を 維持す る 能 はすと、 所謂 「近代 人」 は 自己 を キリ 

スト 以上に 置て 彼 を 批評す る、 曰 ふ 「我れ 若し キリストの 下僕と なるならば 我 は 研究の 自由 を 失 ひ、 

大正 一一 一年  mlE 


我が 哲學は 滅び 我が 藝術は 死す」 と、 近代 人は墮 落せる アダムと 同じく、 自身 神と なら ざれば 止まな 

いので ある、 宠に彼 は アダムの 裔 である、 善 惡を識 るの 樹の實 を 食 ひて 目 開ら けて 祌の 如く 成りし 者 

である (創世記 一 U:;f を よ )o 

自 から キリ ストの 下僕た る 事 を 魔め て而 かも 基督 信者の 名 を 負 はんと 欲す、 曰く 我 も 亦 基督 信者な 

りと、 キリストの 十字架 は 之 を 避けん と 欲す、 而 かも 基督 信者の 名譽と 利益と は 之 を 受けん と 欲す、 

. 余輩 は 曰へ り、 近代 人 は 自己 屮 心の 野蠻人 なりと、 彼 は 自己 を 中心として キリストに 從 はすして 基督. 

信者た るの 利益に 與 からん と 欲する 者で ある。 ( 一 お」 

称 巧者 

り .f- うらの  やおもて 

余輩 は 多くの 此 世の 利 巧者 を 見た、 彼等 は 責任の 地. 位 を 避く る、 彼等 は 決して 責任の 矢面に立 たな 

い、 彼等 は 必す榍 の 後に 隱れて 弓 を 引く、 彼等 は 決して 確信 を 語らない、 叉 確信 を 有たん としない、 

然り、 確信 を 有たない、 有つ ことが 出來 ない、 彼等 は 能く 時に 從ひ、 すべての 機會と 境遇と を 利 川し 

て此 f の 競 爭場裡 に 立 て 能く 勝 を 制す る 。 

然し 利 巧者 は 永久の 勝 を 制する こと は出來 ない、 時に 從 ひし 彼等 は 終に 時の 呑む 所と なる、 確信な 

き 彼等 は舆 論と 同時に 世の 忘る \ 所 となる、 彼等 は 平安に 一生 を 接り て 永生 を 見逃した、 彼等 は 勿論 

永生 を 求めなかった- 或 ひ は 之に 達する の 希望 を 放棄した、 故に 永生に 達し 得すと も 彼等 は 恨まない. 


であら ふ、 彼等 は窗鬪 以て 永生 を 贏ち 得ん よりも 安らかに して 圓滿 なる 一 生 を 搾らんだ ので ある。 

利 巧者 は 天國に 入る こと は 出来ない、 ィヱス と バウ 口と は 彼等に 要らない、 彼等 は 俗人た る を 以て 

滿足 する、 彼等 は 天 國に攀 |。ー らんと しない、 彼等 は 3 曰く 此 # を 渡らん と 欲して 其 後の を考 へない、 

而 して 大抵の 場合に 於て は 彼等 は 彼等の 目的に 成功す る。 

羨む ベ きかな 利 巧者！ 羨む ベ からざる かな 利 巧者"" ( 一 =0 

死 す ベ き 時 

あ ♦*  VS ろ-つ  し； 3  - 

天が下の 萬の 事に 時 あり、 生まる. -に時 ぁリ、 死る に 時 あ リと云 ふ (傅 道 之 書三韋  一、 二 節)、 然 

らば 信者の 死す ベ き 時と は 如何なる 時で ある 乎。 

信者 は必 しも 長壽を 保つべき ではない、 死 は 彼に 取りて は祌 の呪詛 ではない、 彼に 死すべき 時が あ 

る、 其 時が 来れば 彼 は 感謝して 死すべき である。 

しもべ  とくしゅ え-ひむ 

信者 は 神の 僕で ある、 主人より 特殊の 要務 を 委ねられ たる 者で ある、 故に 彼は此 要務 を ra^ たす まで 

は 死すべき でない、 而 して 彼 は 其 時まで は 決して 死ない ので ある、 リビ ング ス トン の 曾 ひし 

我等 は 天職 を 終る まで は 不滅なる が 如し 

との 一一 一一 C は 信者の 確信で ある、 彼の 權 りし 疾病の 輕重を 問 ふに 及ばない、 彼に 猶ほ 天職の 完成せ ざる も 

のが あれば 彼 は 死ない ので ある、 然れ ども 彼が 若， し旣に 果たす べきの 事 を たし 了り しなら ば 彼 は 死 

ぬるので ある、 彼 は 長 壽の祈 求 を 以て 神に 迫りて はならない、 旣に 用な き 者は此 せに 存へ るの 必要 は： 


ない ので ある、 何ぞ 街に 地 を 塞がん やで ある (路加 傳 十三 章 七 節)、 僕 は 主人の 用 を 果せば 夫れ で 去 

つて 可い ので ある、 彼 は 心に 言 ふべき である、 我 は 長く 生きん こと を 欲せす、 我 は 唯 我 主の 用 を爲さ 

んと 欲すと。 

信者 は 神の 僕で あると 同時に 叉 神の愛 子で ある、 故に 祌は 彼が 成熟して 天 國の市 2^ たるの 資格 を 具 

ふるまで は 彼を此 *L より 召し 給 はない ので ある、 信者の 此 世に 在る は疵 なき 汚な き 者と なりて 主の it 

前に 立たん とする 其 準備 を爲 すがため である、 而 して 此 準備の 成る まで は 彼 はせ を 去らん こと を 欲せ 

す、 而 して 又 神 は 彼 をして せ を 去らし め 給 はない ので ある、 然れ ども 準備 旣に 成り、 彼の 新郎なる 羔 

を迎 ふるのぎ 飾 整 ひし 曉には 彼 は 何時 此せを 去りても 可い ので ある、 問題 は長壽 短命 の それで はない、 

_ 完備 不備の それで ある、 新 郞を迎 ふるの 準備な りて 新 嫁 は 一 刻 も 早く 彼の 懷に 赴きた く 欲 ふので ある。 

然 りと 雖も 信者 は 自身で 劃然と 彼の 死期 を定 むる こと は出來 ない、 彼 は 菜して 彼の 天職 を 成就し や 

否な や、 叉 彼 は して 天國に 入る の 準備 を 完成せ しゃ 否や を 確定す る こと は 出来ない、 然し 乍ら 彼 は 

祌は 愛な りと 信す る、 彼 は 今日までの 彼の 實驗に 於て、 彼の 生涯の 全く 愛なる 神の 攝理に 由て 型 成せ 

られし 者なる を 信す、 故に 彼 は 彼の 生涯の 結末に 於て 神が 彼 を 運命の 潮流に 委棄し 給 はざる を 信す、 

0CC-OOOO0C0O0GCOOOOO0OOOOOO 

卽ち、 彼 は 彼の 神が 死すべき 時に 彼 をして 死なし め 給 ふ 事 を 信す、 卽ち 恩惠の 手の 裡に 導かれ 來 りし 

彼 は 死すべき 時なら では 死せ す、 叉 彼の 死す る 時 は 彼の 死すべき 時で ある こと を 信す、 神に 依頼む 彼 

は 萬 事 を 彼に 任 かし 奉る ので ある、 ？ W して 人生の 最大 事なる 死に 於て を や、 彼の 生涯の 指導に 就て 

り 給 は ざり し 彼の 神 は、 彼の 生涯の 最大 事件なる 死の 時期 を擇 ぶに 於て 決して 誤り 給 はない ので ある" 

故に 信者 は 安心して 死に 對 すべきで ある、 必 しも 生 を 求めす 又必 しも 死 を 願 はす、 生く る も 主の た 


め、 死す る も 主の ためで ある、 死すべき 時に 死す るは大 なる 恩惠 である、 若し 徒らに 生 を 希 ふて 死す 

べき^に 死な ざれば 不幸 是 より 犬なる はない、 死すべき 時に 遇 ふの 死 は 光明に 入る の 門で ある、 死 は 

最大 の 不幸な りと 謂 ふ は 信者 の 謂 ふべき 事で はない、 彼 は 唯 死すべき 時に 死なん こと を 求 ふので ある、 

其 時よりも 早から す 其 時よりも 遲 からす。 (二  U0 

日本人と キリ ス ト 

日本人 は 言ひ來 つた、 我等 は 西洋人の 文物 は 何んでも 要る、 其 鐵道も 要る、 電信 も 要る， 電話 も耍 

る、 其 憲法 も 要る、 法律 も 要る、 經濟も 要る： 銀行 制度 も 要る、 其 ェ學も 要る、 鑛山學 も 要る、 水理 

術 も 要る、 其 文學も 要る、 美術 も 要る、 哲學も 要る、 皆ん な 要る、 然し 乍ら、 兹に 唯一 つ 要らない 者 

が ある、 其れ は 西洋の 宗敎 である、 耶蘇 は 要らない、 基督 敎は 要らない、 道德は 日本 道德で 充分で あ 

る、 耶蘇 は 國を賣 り、 忠孝に 逆 ふ宗敎 である、 故に 是れは 全然 排斥すべき 者で ある、 物質的 文明 は 之 

を 西洋より 學 ベよ、 然れ ども 精神的 文明 は 之 を 西洋に 敎 へよ、 精神の 一事に 於て は 日本 は遙 かに 西洋 

の 上に 居る、 故に， 何者に 成る とも 耶蘇 坊主に 成る 勿れ、 官吏、 鑛 山師、 政法學 者、 農學者 悉く 可な り、 

然れ ども 汝等 日本 國の 有望の 靑 年よ、 汝等は 耶蘇 坊主に 成る ベから す、 否な 斷 じて 成る ベから すと、 

n 本人 は 今日まで 斯く言 ひ來 つたので ある、 而 して 彼等の 政治家 は 此方 針に 由り て國を 治め、 彼等の 

敎 育は此 主義に 則りて 施された ので ある。 

然しながら 今日に 至りて は 如何、 耶蘇 は Ei^ して 要らない 乎、 道德は raK して 忠孝 丈で 充分で ある 乎、 

大正 三年  BH 一九 


感 想  £ 三 0 

in 本 國は國 家と して 叉國 民と して キリ ス トの； i 音 を 嫌 ひ、 すべ ての 機き を 利 川して 之 を 排斥し 來 つて 

大 なる 損害 を 感ぜざる 乎。 

曰 本人 今日の 家庭 は 如何に、 其 法律 を 重ん する の 心 は 如何に、 其 隣人 を 敬 ふの 精 祌は如 3： に、 其國 

「i- の 愤憬ャ る 现想は 如何に、 其 美術家 文學者 等の 獨创 力に 乏しき は 如何に、 其社會 組織に 固着 力 薄き 

は 如何に、 其大 詩人の 出ざる は 如何に、 其 忠孝 道德 すら 年毎に 廢 たれ 行く は 如何に、 其 他う 數へ 來れば 

闽 家 的幷に 社會的 主要 問題に して 日本人の 解決に 困し む 者何ぞ 多き や、 西洋文明の 精神的 根抵の キリ 

ストの 福 昔 にある は 世界の 奥 論 である、 然るに 日本人 は 西洋 文 明の 外殼を 採用す るに 汲々 として 其 核 

實は 全然 之 を 斥けた ので ある、 蒔かぬ 種 は 生えぬ、 日本人 は國 家と して 又國 おとして 生命の 主なる ィ 

エス キリス 卜 を嫌惡 排斥して 自己に 大 なる 損害 を 招いた ので ある。 

如斯 くにして： n 本人 は 神と 彼の 遣 はし 給 ひし キリスト を 斥けた、 然し 乍ら、 祌は u 木 人 を 棄て給 は 

たかった、 神は自 から 彼等の 巾の 或 者 を 招き 給 ひて 彼等の 屮に 在りて 彼の 誇 人と して 立た しめ 給 ふた、 

神の 恩ポ 0 に， E り：；： 本人 は 今や 全く キリ ス 卜 を識ら ない 國 ではない、 其牧 伯と の學者 等が 公然 神の 

子 を, 謗し つ、 M めり し 問に、 貧者 は 福音 を 聞き、 替者は 其心靈 の^を 問 かれた。 

今や 大 なる 試練 は 斯國に 臨みつ，^ ある、 生命の 主を拔 去りし 西洋文明 は 果して 斯阔を 救 ふに 足る 乎、 

來 らんと する 事實は 此問题 を 解決す ベ く ある、 _此 は 恐るべき 主の {# 判の 日で ある、 其 HI に 日本 國の 智 

と權 者と は 世界 凝視の 中に 神に 鞠 かる k ので ある、 而 して 其 日に 至りて 彼等が 今 日 ま で 無^物と し 

て視、 M 賊 として 窘 迫め、 世の 汚據 また 萬 物の 鹿お として 擯斥せ し 者が、 實に國 家に 據 りて 立つ 所の 

いしす ゑ  ぜんち-つ しぜん 

Ji^i 礎、 社 食の 生命、 善 中の 至善で ある 事に 初めて 氣が附 くで あら ふ、 而 して 其 日に 至りて 


いへ つく， t- すて  いへ すみ おやい し 

工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり 

との 聖書の 一一 一一 1: 葉が 文字通りに 資現 する であら ふ。 馬 太傳廿 一 窣四 十一 一節。 二月 十 四= 卅 g が 騒擾 を； gl む 

る = に 記す。 (三月〕 

のろ ひ  めぐみ 

^詛と 恩 0 

< -はィ H スを 余の 救 主として 認めて より 兹に 三十 六 年、 令 日まで 敎會の 敎師と 信者 等に 1 儿 |g はれし 

こと 其の 幾囘 なる を 知らす、 曰く 君 は 敎會に 入らざる が 故に 滅ぶ べしと、 曰く 君 は 贖罪の 敎義 (皮 等 

が唱 ふるが 如き) を 信ぜざる が 故に 滅ぶ べしと、 曰く 汝は神 癒の 奇跡 を 信ぜざる が 故に 威ぶべし と、 

曰く 汝は獨 立を唱 へて せ を 欺瞞す るが 故に 減ぶべし と、 曰く 滅ぶ べし、 滅ぶ べし、 減ぶべし と、 余が 

4 '日まで 敎會の 人 等に 滅亡 を 宣告せられ しこと 其幾囘 なる を 知らす。 

< ^は 神の 前に 立て 洵に 罪人な り、 故に 滅亡 を宜吿 せられて 余 は 之 を 担 否す る 能 はす、 然り、 ヘル. H 旣 

に 罪に おめら れし 者に して 神に 滅亡 を宣吿 せられし 者な り、 余 は此事 を自覺 せし が 故に 救 はれん と 欲 

して キリストの 許に 走りし 者な り、 余 は 敎會の 咒詛を 聞く 前に 旣 にあに の のぞなる 事 を發見 

せしめられし 者な り。 

ほろ • ゆ * 

舒カも 恩 惠の祌 は 今日まで < ^を滅 し 袷 は ざり し、 彼 は 恩寵に 恩寵 を 加 へ て 今日まで 余 を 55! き 給へ り、 

余 は 勿論 自己の 將來を 知らす、 然れ ども 過去より 推て 將來を 量りて 余 は 神が 終に 余 を 減し 仏， n ふと は 信 

ぜんと 欲する も 信す る 能 はす、 余に 罪 多き は 余の 自ら 知る 所な り、 人、 何人 か 罪の 子なら ざらん や、 


若し 余の 罪の 故に 神が 余 を 滅し給 ふと せん 乎、 余 は 今日までに 旣に滅 さるべ かりし なり、 然 かも 神 は 

人が 鞫 くが 如くに 鞫き給 はざる なり、 彼 は 余が 最も 遠く 彼より 離れし 時に 最も 强く余 を 愛し 給 へ り、 

いつは リ  あざむ 

神の愛に 虚僞 あるべ けんや、 彼 は 余 を 欺かん がた めに 余 を 愛し 給 はざる なり、 過去に 於け る 彼の 愛 は 

余 をして 最後に 於け る 彼の 矜恤を 信ぜ ざらん と 欲する も 能 は ざら しむ。 

； .1 ろ  いつ， 、しふ 

我等の 滅びざる は エホバ の 仁慈に 因る、 

< はれみ つ 

その 憐憫の 盡 きざる に 因る。 

余の 滅びざる も 余の 信仰の 正しき が 故に あらす、 余の 品性の 宗 全なる が 故に あらす、 H ホバの 仁慈に 

E: るな り、 その 憐 潤の 盡 きざる に 因るな り (耶 利米亞 哀歌 三 章 廿ニ節 )o 

故に 余 は 人の 咒ふ 所と なる も 恐れざる なり、 余 は 余の 信る 者の 誰なる 乎 を 知る. 而 して 彼 は 咒詛ふ 

者に 非す して 恩惠む 者な り、 活す 者に して、 滅す 者に あらざる 也。 (三月) 

つか ひ しほ ほの ，i  し も ゆ  しな やけ 

エホバ の 使者 棘の 裏の 火焰の 中に て モ ー セに現 はる、 彼れ 見る に 棘 は 火に 燃れ ども その 棘燬 すと 

(出 埃 及 記 三 章 二 節)、 玆に エホバ の 愛 は 標號を 以て モ ー セに瑰 はれたり、 愛 は火談 (光) なり、 棘 

之に 由り て 燃 ゆ、 然れ ども 愛 は 熱 火に 非す、 棘 之に 由り て燬 す、 愛 は 輝く も 熱せす、 光す も徵 かす、 

しんせつ  ひかり  まひる  が *、 や あけ ，"や-つじ /1-、フ 

愛 は 暗夜に 人 を 導く 「親切なる 光」 なり、 正午の 太陽に 非す、 輝く 曙の 明星な り (默示 錄廿ニ 章 十六 

節)、 汝の神 エホバ は 徴盡す 火な りと 云 ふと 同時に、 叉 我等の 滅びざる は H ホバの 愛 に 因り 其 憐憫 


つき  し a  ちゆ  し や 

の盡 ざるに 因る と 謂 ふ (哀歌 三 章卄ニ 節〕、 棘 は 火に 燃れ ども その 棘燬 けす と 云 ふ、 愛の 標號 にして 

i  び  くりん  まこと  てん  も ゆ 

之に 優 さりて 美 且つ 完 なる はなし、 キリストの 御 父なる 眞の 神の愛 を點 せられて、 我靈は 燃れ ども 燬 

あ， U ゝ まり  れつ：， 

けす、 人 も 亦 我に 接して 義の 太陽の 和 煦を受 くる も、 其 熱 火の 打つ 所と ならざる べし (詩篇 百 二十 一 

篇六 節)。 (三月) 

何のた めの 艱難 乎 

何のた めの 艱難で ある 乎。 

罪 を 罰せら ろ， - ための 艱難で はない、 愛なる 祌は 人の 罪 を 罰する ために 艱難 を 下し 給 はない、 然ら 

ば 何のた めの 艱難で ある 乎。 

自分の 罪 を 1? ふための 艱難で はない、 若し 艱難の 目的が 玆に 在りと すれば、 自分 は 終生 艱難 を繼綾 

くる も 其 目的 を 達し 得ない ので ある。 

亦 他人の 罪 を 躓 ふための 艱難で はたい、 我は燒 かる、 ために 我 身を與 ふると も 他人の 罪 を 贖 ふこと 

は 可能ない ので ある。  . 

然 らば 何のた めの 艱難で ある 乎、 

ィ H スを識 るた めの 艱難で ある、 彼と 共に 艱難み て、 彼の 生命の 頒與 にあ づ からん ための 艱難で あ 

る、 バウ 口 の 一一 一一 n 葉 を 以て 言 ふなら ば 

ふ,、 Co つ ち ，ゲ ら  さま し. ir か  产、 るし み あ-つか  い ^ 

是れ 彼れ 及び 彼の 復活の 能力 を識 り、 彼の 死の 狀に循 ひて 彼の 苦難に 與り、 如何にもして 死者の 
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間より 復活す る こと を 得ん が爲 めな り 

である (徘立 比 書 三 章 十、 十 一 節)、 是 故に 我はィ H スが其 身に 受け 給 ひし 艱難 を 悉く 我 身に 受 くる 

くるしみ 

必要が あるので ある、 ィヱ スは國 人に 棄 てられ 給 ふた、 我 も亦國 人に 棄られ て 彼の その 苦難に 與 かる 

ことが 可能る ので ある、 ィ H スは 友人の 寶る 所と なり 給 ふた、 我 も 亦 友の 賣る 所と りて 彼と その 艱 

難 を頒っ ことが 可能る ので ある、 ィ H スには 世人の 知らない 種々 の 艱難が 臨んだ、 而 して 神の 恩惠に 

由り 我に も 亦 同じ 艱難の 順序 を逐 ふて 臨む ありて 我 は 益 々 深く 彼を識 り、 同時に 又 彼の 復活の 能力 

(眞 生命) を識る ことが 可能る ので ある、 實にィ H ス を識 るは疆 なき 生命で ある (約 翰傳 十七 章 三 節)、 

而 して ィ H スを識 るた めに 必要なる 艱難 を受 くる こと は 彼の 生命 を受 くるた めに 必要で ある、 艱難 を 

o〇ooooooo〇c〇ooooooo〇  000000 〇 000 

ィ ェ スを識 るた めの 必要と 解して 艱難の 意味 は 明白になる ので ある。 

故に 艱難の 多き こと は 決して 歡 くべき ではない、 

そ は  くるしみ  な^さめ 

蓋 キリス 卜の 苦難 我等に 多く あるが 如く、 我等の 慰藉 も 亦 キリストに 由り て 多く あれば 也 

と ある (哥林 多 後書 一章 St 卽)、 せに は 艱難の 多き の 故 を 以て 「艱難の 問屋」 なりと て 嘲け る 敎會信 

者が ある、 然し 乍ら、 斯く言 ふ 人 は 未だ 艱難の 意義 を も 惯敏を も 知らないの である、 ィ H ス御 自身が 

やん.； * 八 •；.；；- ゥ とんや 

「艱難の 大 問屋」 であり 給 ふたので ある、 而 して 我等 は 艱難 を 多く 受 くれば 受 くる 程、 それ 丈け 近く 

ィ H スに 近寄り、 彼に 似る ことが 出來 るので ある、 艱難 を識ら ない 者はィ H ス を識ら ない 者で ある、 

故に パゥロ は 曰 ふた、 

よ わ き にづ かしめ ともし， せめ  なや ふ  あ  Ait^ しみ 

我 は キリスト のために 荏 弱と 凌辱と 空乏と 迫害と 患難と に 遭 ふを樂 とせり 

,、  ひか こんが うせさ  -?.u ひ 

と (哥林 多 後書 十二 章 十 節)、 實に 朽ちる 金よりも 贵く、 光る 金剛石よりも 値い と贵き 者 は 我等に 臨 


む 様々 の 艱難で ある。 (三 B0 

平民の 書と し て の 聖書 

聖書 は キリストの 誓な り 「 而 して キリスト は 平民な りし、 故に 聖書 は 平民の 書な り、 聖書 は 平民が 

大 平民に 就て 平民の ために 記き し 書な り、 然るに. 肘 侶 階級なる 者 起り て 聖書 を 平民の 手より 奪 ひ、 之 

に 自己に 便利なる 註解 を 加へ、 之 を 以て 平民の 上に 强 ひんと 爲せ しが 故に、 ル ー テル、 カル ビンの 如 

き大 改革者 起り て、 聖書 を 僧侶 (敎會 ) の 手より 取戾 し、 之 を 其 正當の 持主なる 平民に 渡したり、 而 

して 今に 至る も^ 侶 階級 は 其 跡を絕 たす、 ル ー テル、 カル ビンの 後幡 者の 中に すら 其跋属 を 見る が 故 

に、 祌は バウル、 リッチュル、 プ フライ デレル、 ホルツマン 等の 碩學を 送り、 其 厚利た る 頭腦を 以て 

新たに 聖書 を 研究せ しめ、 全然 之 を 僧侶 (敎會 ：) の 手より 奪 ひ、 1W たび 之 を 平民に ドし 給へ り、 第 十 

九 世紀の 最大 發 見の 一 は實に 平民の 書と しての 聖書な りき、 今や 大 平民 ナザ レのィ H スは其 聖書 を以 

に *.» ち  ，、るし 

て 直に 平民に 語り 給 ひつ， - あり、 吾等 何 を 苦んで 再た び 僧侶の 聲に 聞かん や、 今や 實に 僧侶 (敎 會〕 

の覊胖 より 脫 すべきの 時たり。 

つ ノ-バ - ド大學 S 書 學敎授 ヘン リ ー •  S  • ナッシュ 氏 近著 『高等 批評の 歴史』 を 請んで 感ずる 所 を 記す)。 

(三月〕 
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朝の 祈禱 

我が 父なる 神様、 今朝 も 亦 玆處に 貴 神の 前に 在る ことが 出来て 有難く 存じます、 今日 も 亦 私 は 種々 

の 困難き 問題に 遭遇す るので あら ふと m 心 ひます、 叉 多くの 罪 を 犯す ことで あら ふと 思 ひます、 叉 思 は 

ざる 災害の 我 身に 臨む や も 計られません、 私 は總の 人に 臨む 災害 を 私 獨り免 かる K こと は出來 ませ ん、 

貴 神は义 私が 貴 祌を信 すれば とて 私 をして 此 身の 患難より 免 かれしめ 給 はない と 信じます、 唯 祌樣、 

如何なる 災害が 私の 身に 臨みます とも 私に 貴 祌の愛 を 疑 ふの 心の 起り ません やうに、 叉 如何なる 不幸 

の 襲 ふ 所と なります ると も、 貴 神 を 忘れ、 貴 祌を棄 去る の 不幸の 私に 臨みません やうに 祈願 ひ 奉り ま 

す、 爾 うして 私 一人に 限りません、 私の 愛する 家族と 友人と を 同じ やうに 惠み給 はんこと を 祈 i ひた 

かみさま  い.. -i こゝ い. 、しど も ふ  -1.」 いは ひ  に1 しひ  あ な -" _  i  6 

てまつ ります、 神様、 私 は 今：^ に 私供の 身の 幸福 を 祈りません、 私供の 靈 魂の 貴 神に 在りて 護ら れん 

こと を 1^ り ま， 

此 切なる 祈禱 を主ィ H スの聖 名に 託り て聽 しめし 給へ、 ァ— メン。 -,, 四月〕 

頸  榮 

神の 榮光 を顯 はすと 云 ふ は 神の 榮光を 人に 認めて 貰 ふこと ではない、 祌は其 榮光を 人に 認めて 賞 ふ 

の 必要 はない、 人 は 叉； t の榮を 認め 得ない、 人 や 社會が 認める やうな 光 は 偽の 榮 光であって 眞正 


祌の榮 光を顯 はすと 云 ふ は 之 を 人の 前に 顯 はすこと に 非す して 天使の 前に 顯 はすこと である、 眞正 

の 榮光を 認め 得る 天使の 前に 顯 はすこと である、 神の 榮光は 人の 侮辱す る 所と なり、 社 # の 排斥す る 

所と なる が當然 である、 人の 榮光 とする 所 は祌の 恥辱と し 給 ふ 所で ある、 我等 ィ ヱスの 弟子た るお は 

人に k めら れて 神の 榮光 を顯 はすので はない、 社 會に賤 しめられ 敎會に 憎 まられ て 誠に 實に祌 の榮光 

を顯 はすので ある U 

,1J し り お  かこ ひの そと  そ 二  くろし， 6 

然れば 我等 も亦ィ H スの謝 誶を負 ひて 營 外に 出で、 其處に 彼と 共に 苦難 を 受け、 人の 前に 辱 かしめ 

られ ながら 天使の 前に 神の 榮光 を顯 はすべき である (希 伯 来書 十三 章 十二、 十三 節 )0  (四") 

神の 進行 


余 は 弱く ある、 然れ ども 余の 仕事す る 父なる 神 は强く ある、 余の 首は聽 かれたい、 然れ ども 祌の聖 一 

意 は 行 はれざる を 得ない、 人が 余の 言を聽 いて 神に 從 ふに 至る ので はない、 彼等 は 祌に從 ふべ く 餘傣； 

なく せられて 終に 余の 言に 耳 を 傾く るに 至る ので ある、 神 は 余 を 以て 進み 給 はない、 余の 前に 進み 給 一 

ふ、 彼 は 己に 反く 者 を 以て 彼の 聖意を 行 ひ 給 ひつ & ある、 彼 を 憎む 閥族と 彼 を 斥く る 政 黨とは 知らす 

識ら すの 間に 彼の 榮光 を顯 はしつ、 ある、 H ホバは ヨブに 問 ふて 曰 ひ 給 ふた、 

汝、 鈎 を もて 鱷を 釣いだ す こと を 得ん や、  ， j 

ひき  一 

其 舌 を 糸に 引かく る こと を 得ん や  ： 
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と (k プ百記 四十 一章 一節)、 神 は" 沟に鉤 もて 政治家の 齲 を 釣いだ し、 其 舌 を 糸に 引かけ て 彼の 聖意を 

地上に 行 ひ 給 ひつ i あるので ある、 我等 は 人が 神の. 在 を 認め ざれば とて 敢て 落膽 する に 及ばない， 

彼. H. 不信者 を 以てして 此世を 化して キリ ストの 國と 成し 給 ひつ 、ある、 政 變擾亂 是れ又 H ホバ の 進行 

の 曲で ある" 我等 は 之 を 耳に して 益々 ®^ 氣を 鼓して 悼ら すして キリ ストの 福音 を唱 ふべ きで ある" 

(四月し 

櫻の 歌 (其 一) 

ことし  はる  ，くら はな 

今年より 春し り そむる 樱花 

散る とい ふこと は^は ざら なん 

註 今年より 信仰の 春 を 知 初めし 靑年 男女よ、 汝等は 散る とい ふこと、 墮 落とい ふこと、 棄敎 とい ふ 

こと を 習 は ざらん こと を、 汝 等より 前に 信者と なりし 者に して、 少しく 此 世の 事業に 成功し、 世の 稱 

揚す 所と なれば 輙く 信仰 を棄 てし 者 は、 今日までに 其 幾人なる 乎 を 知らす、 願ふ汝 等より して、 信仰 

的に 散る とい ふこと は 其 跡 を 絶ん こと を、 歌人 紀莨 之が 樱の 若木に 寄せて 詠みし 此 名歌 は 余輩が 今日 

イエ スの敎 を 聽んと 欲して 來る 多くの 靑年 男女に 對 つて 言 はんと 欲する 所で ある。 (三月」 


もろともに 哀れと 思 へ 山 櫻 

花より 外に 知る 人 もな し 

歌と して は 完全 無缺 である、 然し 乍ら、 其 意は悲 あの 極で ある、 同情 を 求む る 人な きが 故に、 花に 

向って 同情 を 求めた ので ある。 

實に人 は 人 を 知る こと は 能ない、 人 は 各自 深く 自己に 省みて 他人の 窺 ふ 能 はざる 所が ある、 故に 此 

歌の 作者なる 大僧正 行 尊に 限らない、 人と いふ 人 は 何人も 大洋の 中に 孤立す る 島嶼の 如き もので あ 

つ て 深き 寂寞 を 感ぜ ざらん と 欲する も 能 はない ので ある。 

然し 乍ら 「花より 外に 知る 人 もな し」 は 哀れで ある、 花より 外に 憂愁 を訴 ふる 者 は 無き 乎、 我 を 知 

る もの は 花の みで ある 乎、 花 はまこと に 我 を 知る 乎、 斯く 歎じて 悲哀 美 は 其 中に 在る であらう， 而か 

も 生命の 主なる 神 を 知らざる 者の 美の 觀 念の 玆に 止まる を憐 まざる を 得ない、 何にも 理窟 を 以て 歌人 

を 貴む るので はない、 而 かも 和歌に 於ても、 漢詩に 於ても 其稱 ふる 美の 大抵 は 悲哀 美なる を悲 まざる 

を 得ない、 

年々 歳々 花 相 同じ 

年々 歳々 人 同じから す 

と 云 ふ、 祌は人 を 喜ばせん とて 花 を 造り 給 ひしに 人 は 之 を 見て 哀む、 而 して 神に のみ 知らるべき 心 を 

擁して、 神に 知られん と 欲せす して 花に 知られん と 欲す、 實に 「諸共に 哀れと 思」 ふべき は 神 を 知ら 

ざる 人の 心で ある。 

す C ひ  てんねんく. つん 

祌を 知り 其 救濟を 喜ぶ 者の 天然 觀は 左の 如き 者で ある、 

ナ si^ 三 年  EH 一一 九 


山と 岡と は聲を 放ちて 歌 ひ、 

野に 在る 樹は手 を 拍て應 えん。 

(以 赛亞書 五十 五 章 十二 節)。 (五月) 

人の 善と 神の 善 

今や 人に 善を爲 すと 云へば 彼の 境遇 を 善くす る 事で ある、 彼の 牧人 を增す 事で ある、 彼の 家庭 を 幸 

福に する 攀 である、 彼の 肉體を 健康に する 事で ある、 彼の 智識 を 進む る 事で ある、 一言 もて 之 を 言へ 

ば 彼の 社會に 於け る 地位 を 高む る 事で ある、 米國の 如きに 在りて は 今や 基督 信者まで が 「基督 敎 他な 

し、 人の 境遇 を 善く 爲る にあり」 と 言 ふに 至った。 • 

然しながら 祌は斯 くの 如くに して 人に 善 を 爲し給 はない ので ある、 東の 西より 遠き が 如く 神の 途は 

人の 途と違 ふので ある、 祌は 人に 善を爲 さんと 欲して 厦々 其 境遇 を惡 しく 爲し給 ふので ある、 彼め 收 

入 を 減じ 給 ふので ある、 時には 彼の 職 を 奪 ひ 給 ふので ある、 彼の 家庭 を 破 壞し給 ふので ある、 彼-に 疾 

病 を 降し 給 ふので ある、 彼の 敎 育の 途を 塞ぎ 給 ふので ある、 彼 をして * の 侮視む 所と ならしめ て 世の 

汚， k また 萬の 物の 塵 坂と 爲し給 ふので ある、 神 は 人に 善 を 爲し給 ふに 方て 今の 人が、 然り 今の 基督 信 

者が、 善の 正 反對と 見做す 事 を 爲し給 ふので ある。 

而 して 其 理由 は 明白で ある、 人 は 外の 貌を 見、 ヱ ホバは 心を視 たま ふからで ある (撒 母 耳 前書 十六 

章 七 節 y 人 は 外なる 人の 善 を 謀る に 祌は內 なる 人の 善 を 計り 給 ふからで ある、 彼 は 彼の 心の中に キ 


リストの 成らん こと を 欲し 給 ふからで ある (加 拉太書 ran 早 十九 節)、 彼 をして キリストの 死の 狀に等 一 

よみ. かへ り  し は/、 

からしめ て 亦其復 生に も 等しから しめんた めで ある (羅馬 書 六 章 五節)、 神が 人の 服より 視て屬 々甚 

だ 無慈悲に 見える の は 是れ がた めで ある、 彼 は 今の 基督 信者が 理想と する やうなる 善人 叉 は 慈善家で 

はない。 

ほどこ  .  一 

人の 施す 善 は 暫時 的であって、 神の 施し 給 ふ 善 は 永久 的で ある、 キリスト 我心の 中に 成りて 我 は 永 一 

久に幸 一 i なる 者と 成る ので ある。 

この 2 ゑ  ふる  みな あ. U  な 

是 故に 人 キリストに 在る 時 は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆 新ら しく 作るな り  一 

と ある (哥林 多 後書 五 章 十七 節/ 神より 此 創造の 恩 惠に與 りて、 我 は 宇宙 第一 人と 成る ので ある、 - 

社會に 於け る 地位 を 高められ たので はない、 -: 于宙に 於け る 地位 を 高く せられた ので ある、 我等 此事を 一 

よ わ き はづ かしめ i らしき せめな やみ あ  た のしみ 

知る が 故に バウ 口と 共に 「キリストの 爲 めに 懦弱と 凌辱と 空乏と 迫害と 患難に 遭 ふ」 を樂 とする ので 

ある (同 十二 章 十 節〕 0  (七月) 

. 友誼の 高 價  .： 

友誼 は 貴く ある、 友誼 は樂 しく ある、 故に 友誼 は高價 である、 而 して 友 誰の 價値は 友誼 其 物で ある、 

我等 は 時と 場合に 於て は 友誼 を 犠牲に 供す るの 覺 悟がなければ 之 を享け 之を樂 しむ こと は 出来ない、 

我がた めの 友誼で はない、 友の ための 友誼で ある、 故に 友の 永久の (靈 魂の) 利益 を ^ りて 時には 友 

に棄 てらる &の覺 悟 を 以て 彼のた めに 盡 さなければ ならたい、 彼の 怨恨 を？ m ひ、 彼の 憤怒 を 買 ひ、 U 
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の 擯斥 を 買 ふと 雖も、 彼のた めに 眞理を 語り、 彼の 永久の 利益 を 計らなければ ならない、 友誼 は 貴く 

ある、 友誼 は樂 しく ある、 然し 其代價 は- 甚だ 高く ある。 

人 は 利己主義 を 嫌 ふ、 然し 此罪 のせに 在りて は 取りて 最も 安全なる は 利己主義 である、 利己主義 は 

此 f の 律法で ある、 キリストの 愛の 律法と は 正反對 である、 而 して 利己主義に 由て 行 ふて 我等 は 甚だ 

安全なる ので ある、 慧き 利己主義に 友誼 犠牲の 苦る しき 經驗 はない、 友誼 は 之 を it- がた めに 保存 せん 

と 欲すれば 容易に 之 を 保存す る ことが 出來 る、 然し 斯く爲 して 友誼 は旣に 其根抵 より 破れた ので ある、 

友誼 は 到底 此 せで 報 ゐらる \ もので はない、 眞 正の 友誼 は 天國に 至て 始めて 實 得する ことが 出來、 又 

正格に 報ゐ らる& 者で ある。 (七月〕 

人なる 先生 

人 は 余 を 先生と 稱ぶ、 然り、 余 は 彼等の 或 者よりも 先き に 生れし 者であって、 其 意味に 於て 余 は 

正確に 彼等の 先生で ある、 然し 乍ら 其 他の 意味に 於て 余 は 彼等の 先生で はない、 余 は 彼等に i つて 余 

を 彼等の 生涯の 模範と 爲 よと 一一 一一 n ふこと は 出来ない、 余 は 彼等と 偕に 神の 道を迪 らんと 欲する 者た るに 

過ぎない、 余 は 彼等の 友人で ある、 兄弟で ある、 余はィ H スが 救濟の 君で ある 其 意味に 於て 人の 先生 

たる 者で はない。 

余 は 神の 器具と なりて 福音の 言葉 を宜る こと は 出来る、 然し 乍ら 神に 代りて 人 を 罪より 救 ふこと は 

Si 來 ない、 生命 は 神に のみ 在て 存す、 余 は 如何に 努 むる とも 生命 を 人に 供給す る こと は 出来ない、 言 


葉 を 代へ て 言へば、 余 は 如何に 努 むる とも 人 を 信者に 爲す こと は 屮ぃ來 ない、 彼に 罪の 悔改を 起す こと 

は 出来ない、 彼に 聖靈の 聖潔を 行 ふこと は屮 I 来ない、 勿論 彼の 罪 を 履 ひて 彼 をして 神の 前に 汚な き疵 

なき 者と 爲す こと は出來 ない、 余が 人の 先生と して 彼等の ために 爲し 得る 事 は 極めて 僅少で ある、 人 

は 余 を 先生と 稱 びて 余が 人と して 爲す能 はざる 事 を 余より 要求して はならない。 

人 は 直に 神に 由て 救 はれる ので ある、 「人よりに 非す、 叉 人に 由ら す、 ィ H スキ リストと 彼 を 死よ 

り楚 らし \ 父なる 神に 由る」 と 使徒 バウ 口 は 言 ふて 居る、 救濟の 貴き は是れ がた めで ある、 神が 直接 

に 人に 施し 給 ふ 事で あるから である、 然るに 此事を 忘れて 人なる 先生に 救って 貰 はんと 欲す. る は大な 

る 間違で ある、 人 は 何人も 神の 子で あれば 他の 人を經 すして 直に 父なる 神の 膝下に 到るべき である、 

神に" 祈 求むべき 事 を 人に 要求め て、 彼 は 失望せ ざらん と 欲する も 得ない、 靈 魂の 滿足は 之 を 神に 於て 

のみ 得る ことが 出来る、 之 を 人に 於て 得ん と 欲して、 縱令 バウ 口たり、 。ヘテロたり、 ヨハネた りと 雖 

も、 之に 應 する こと は 出来ない、 人物 崇拜は 信仰 上の 大 妨害で ある、 我等 は 人に 賴る を廢 めて 直に 神 

より 仁の  / 

に 依頼むべき である。 (七月) 

基督 的 生涯と は何ぞ 

基督 的 生涯と は キリス トを眞 似る 生涯 を 云 ふので はない、 基督 的 生涯と は 自分 は 死して キリストが 

自分の 衷に 在りて 行 ひ 給 ふ 生涯 を 云 ふので ある、 キリストの 生涯で ある、 キリスト である、 自分の 衷 

に 活き給 ふ キリ ス ト 御自身で ある。 


救: 
濟: 

の 

力ら 


人間に 可能る 事が ある、 人 問に 可能ない 事が ある、 人間に 可能る 事 は 人間が 自ら 進んで 爲 すべきで 

ある、 爲 さな いのは 怠慢であって 罪で ある、 然し 乍ら 人間に 可能ない 事 は 神に 爲 していた く 可き で 

ある、 可能ない 事を爲 さんと する は 潜 越であって 是れ又 罪で ある。 

人間に 可能ない 事の 一 ッは 彼が 自己 を 救 ふ 事で ある、 是れ 可能 さう に 見えて 實は 全く 彼の 能力 以外 
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此事は 明白で あるべき である、 而 かも 今や 基督 敎會. w に 於て すら 其 事 は 甚だ 漠然として 居る、 其：^ 

面に 於て、 叉 は 其 精神に 於て キリスト に似て 居る 者 はすべ て 基督 者と して 認めら る、 ので ある、 或る 

米 國宣敎 師が故 桂 公爵 を稱 して 基督 者な りと 云 ひしが 如き、 叉 近頃 或る 他の 米國 宣敎師 が大隈 伯を稱 

して 彼 は 「其 心に 於て は 基督 者な り」 と 云 ひし 如き は 其 類で ある、 若し 此 筆法 を 以て 論 するならば ン 

クラ テス も プラト ー も、 モ ハメット もゾ 口 ァス トル も、 孔子 も 孟子 も、 正 成 も 義貞も 皆な 基瞥 者と な 

るので ある、 然れ ども 斯 かる 論定の 背理 的なる は 言 はすして 明かで ある。 

すべて  クリスチャン 

凡の 善人 は 基督 者で はない、 基督 者 は單に キリストの 感化 を 受けた る 者で はない、 基督^ は 自分 は 

ふんしん  ぶ VI うの さ 

死んで キリストが 自分に 代て 活き給 ふ 者で ある、 卽ち キリストの 分身で ある、 キリスト は 葡萄 樹 であ 

ゥ リス 4,. ヤン そのえ-; - 

つて 基督 者 は 其 枝で ある、 二者の 間に 有機的の 關 係が 無くして 基督 者 は 無い ので ある、 キリストと 我 

れ との 間に 「彼れ 我れ に 在り、 我れ 彼れ に 在り」 と 云 ふ 二者 同 體の關 係が 成立して 我は眞 正の 意味に 

於ての 基督 者と なる ので ある。 (七月) 


の 事で ある、 ， 神と 離 絶せ し 人 問 は 自分で 自分 を 救 ふの 能力 を 失った、 彼に 理想 は存 つて 居る、 然し 理 

想 を 行 ふの 能力 は 失せた、 彼 は 自分で 自分 を 救 ふべき であると 信じて 居る、 而 して 道 德と稱 し 宗敎と 

稱 して 種々 の 方法 を 講じて 自分で 自分 を 救 はんとして 居る， 然し 可能ない ので ある、 人 問に 多くの i! 

想が あるが、 然し 彼が 自分で 自分 を 救 ふこと が 可能る と 思 ふ 程の 大なる 迷 想 はない ので ある、 人間 は 

天然に 打 勝つ ことが 可能る、 哲理 を發 見す る ことが 可能る、 制度 を 定め、 文物 を 進める 事 は 可能る、 

然し 自分で 自分 を 救 ふこと は 可能ない、 せに 憐れむ ベ き 者と て實は 人間の 如き はない ので ある。 

玆に 於て か 天啓の 必要が あるので ある、 人^の 救 濟に關 し 神が 設け 給 ひし 法の &め 示の 必要が 

あるので ある、 祌は キリ ス トを 以て 人間の 爲す ことの 可能ない 救 濟の途 を 備へ給 ふたので ある、 卽ち 

イエ ス キリストが 人間の 救濟 であるの である、 人間の側ょり見て信仰を以 て彼に依賴むょり^3に救は 

る - -の途 はない ので ある、 

汝等は 神に 由り て キリス トイ H スに 在り、 イエ スは祌 に 立ら れて汝 等の 智 また 義 また 1^ また 贖〃 

なり 給へ り 

と ある は此 事で ある (哥林 多 前 一 の 三十 ：}、 ィ H ス キリストに 在りて 神 は 完全に 人間 を 救ひ哈 ふたの 

である， 叉 人間 は 彼に 在りての み 完全に 救 はる.. ので ある、 是れ大 なる 奥義で ある、 是れ 道義 的の ュ 

ダャ 人に は礙 きの 石、 哲理 的の ギリシャ 人に は 愚かなる 思想で ある、 然し 之に 由て 救， 濟 を實驗 せし 者 

に はまこと に 祌の大 能 叉 神の 智慧 (哲學 ) である (同 廿三節 )o 

救 はるる と は 何んで ある 乎、 首 ふまで も なく 罪より 救 はる X 事で ある、 罪は汝 等に-王たら ざるに 至 

るべ しとの パゥ n の 言 辭の實 現 を 我 身に 於て 實見 する 事で ある (羅馬 書 六の 十四/ 自分で ti, く 自分 

づ 3 ョ部  gs 五 


0 想  六 

を Ms- し 得る に 至る 事で ある、 理想が 單に 理想と して 存ら すに、 其 實現を 見る に 至る ことで ある (縱 

令 幾 部分な りと も)、 慾より 完全に 離れ 得る ことで ある、 人の 名譽を 求めす して、 神の 嘉納 を 以て 無 

上の 滿足 を感 する 事で ある、 眞 正しき 意味に 於て 神の 子と なる 事で ある、 生き甲斐の ある 生涯に 入る 

ことで ある、 一 言 もて 之 を 言へば 生命 を 獲る ことで ある、 而 して ィ H スの 十字架の みが 此 最上の 恩賜 

を 我等に 與 ふるので ある、 實に 不思議で ある、 然し 事實 である、 人間が 實驗し 得る 事の. 中で 最も 確實 

なる 事實 である。 

兹に 於て か 智者と 學 者と は 言 ふので ある、 人 問 は 何故に 自己の 學究と 修養と 努力と に 由て 其 想に 

達し 得ざる 乎、 何故に ィ H スの 十字架と 稱す るが 如き 自己の 努力に 何等の 關係 なき 事に 由て 理想の 實 

現 を 見る ので ある 乎と. 何故か、 說 明は附 かないの である、 然れ ども 事 實は蔽 ふべ からすで ある、 過 

去 千 九 百年 問の 人類の 實驗が 「天の下の 人の 中に 我等の 依賴 みて 救 はるべき 他の 名 を 賜 はざる 也」 と 

の 使徒べ テ C の 言 を 立 證し來 つたので ある。 

, ^せの 道惠ニ 在りて は 人間 は 自分 で 自分 を 救 ふ 能 はすと 言 ふ は 犬なる 異端 である、 之に 反して 基督 

敎に 在りて は 人 問 は 自分で 自分 を 救 ひ 能 ふと 首 ふ は 犬なる 異端で ある、 兩 者の 間に 氷炭 相容れ ざるの 

gig が ある、 道德は 自分の 力 を 1 み、 基督 敎は祌 の 力に 賴る、 而 して 基督 敎が此 せの 信用 を 得ん と 欲 

y.^t^^^r¥^.^^^^,  B$B.^^^^^^^^, 基督 敎は 最高 道德 なりと 稱 する 者 は 

^  一 i の 意義 を i? る 者で ある、 基督 敎は純 i 曰で ある、 人間の 救 齊に關 して は 祌の絕 對的大 能に 

併せて 人間の 絕對的 無能 を唱 ふる 者で ある。 


然り、 人間 は 山 を 動かす ことが 出来る、 陸を變 じて 海と なす 事が 出来る、 然し ら * 彼 は 自分で rtc 

分の 靈魂を 救 ふ 事 は 出来ない、 全能の 祌 のみが 彼の 靈魂を 救 ふ 事が 出来る、 而 して 神 は キリスト を以 

て 此奇践 を 行 ひ 給 ふので ある。 (八 no 

夏の 午後 

『敎 へられし 所の 確實』 

ひろす ぎ 

是は 炎熱 灼 くが 如 き 夏 の 午後、 或 る 舊き 友人 の 訪問 を 受け て 彼に 余の 今 H の 信 仰狀態 を 打 明かさん として 

述べ し 所で ある。 

余 は 基督 敎を 信じて より 今年で 三十 六 年に 成る、 然し 乍ら 未だ 全く 基督 敎が 解った と 云 ふこと は 出 

來 ない、 基督 敎に 今猶ほ 未決の 問題が 多く ある、 キリスト は 何人で ある 乎、 聖書 は 如何にして 成りし 

乎、 約 翰傳は 菜して 使徒 ョ ハネの 著作で ある 乎、 聖書 は 如何なる 意味に 於て 神の 言葉で ある 乎、 聰罪 

は單に ユダヤ E 心 想と しての み 見るべき である 乎、 其 他 基督 敎の 諸問題に して 學 者の 異議な き 一 致 を 見 

る 能 はざる 者は擧 げて數 ふべ からすで ある、 此 時に 方り 余が 據て 以て 信仰の 基礎と すべき 者 は 有る 耶 

無い 耶、 又 若し 有る とすれば、 其 は 何んで ある 耶， 其 事を定 むる の は 最も 大切で ある、 余 は 或 時 は 思 

ふ、 余が 三十 六 年間の 基督 敎の 研究に 由て 贏ち 得し 所 は 何物で ある 乎と、 余 は 之 を 思 ふて 讀書 研究の 

勞 多くして 功斟 きこと を 歎ぜざる を 得ない、 數 年に 涉る 研究の 結果と して 余の 作り上げし 學說は 他の 

-rv ち こに  ？づ  こ^  たて  くづ  つ ，-  . 

研究者の 一撃に 遭 ふて 打壞 され、 築いて は 毀 たれ、 建て は 崩され、 希望と 失望と を續 けて 今日に 至り 

大正 三年  Is 七 


感 想  四 raA 

し を S へば 自分ながら 無益の 勞を憐 まざる を 得ない、 然し 乍ら、 余 は 正直なる 研究の 決して 無益で な 

かった 事 を 信ぜざる を 得ない ので ある、 余の 半生の 研究 は 余に 何に か 一 つ 永遠の 眞理を 供した であら 

"と 思 ふ、 余 は 無益に 數百干 冊の 書物 を旙讀 したので はない と 思 ふ、 余の 作りし 學說は 悉く 夢で あつ 

て、 余の 築きし 敎義は 悉く 幻で ありし とする も、 余 は 研 學の苦 業 を 重ねつ k ありし 問に 何に か 一 つ 永 

遠 的の、 宇宙 的の、 - 萬 有の 基礎と して 見る に 足るべき 眞理を 獲得した ので は あるまい 乎と 思 ふ。 

而 して 斯 かる 眞理の 一 は 確かに 神 は 愛で あると 云 ふ 事で ある、 此事 たる 言 ふに 至て 容易く して 信す 

るに 甚だ 難く ある、 神が 愛でない 證據 として 擧 ぐるに 足る の 事實は 決して 尠 くない、 天然 を 見ても、 

歷史を 調べ て も、 余 一 個の 生涯の 實驗 に照らして 見ても 神 は 愛に 非す と唱 へ て 差 支の 無い 事實は 無い 

ではない、 然し 乍ら 天然と 人生との 研究 を鑌 ければ 繼 くる 程 神 は 愛に 非す との 提議 を 維持す る 事の 

S 々困難なる を覺 るので ある、 萬 物の 赴く 所 は 愛、 萬 物の 竟る所 は 愛、 萬 物 を 支配す る 所の 法則 は 愛 

…… 天然と 人生との 研究の 結果 は 終に 玆 所に 歸 着せざる を 得ない ので ある" 

祌は 愛で ある、 而 して 愛の 行爲 は犧牲 である、 愛 は 犠牲と して 現 はれざる を 得ない、 而 して 神は最 

高の 愛で あるが 故に 彼 は 最大の 犠牲 を 拂ひ給 ふ、 彼 は 人類の 罪 惡に對 する に 義罰を 以てし 給 はない、 

御自身 其 罪を复 ひて 彼等に 代て 苦しみ 給 ふ、 彼 は 如何なる 方法に 由て 人類の 罪 を 負 ひ 給 ひし 乎、 其 事 

は！： 明らない として、 神が 愛で ある 以上 は、 彼 は 何 かの 手段に 由り て、 御自身 我等の 罪 を 負 ひ、 我等 

に 代て 苦しみ 給 ひて 我等の 科 を 除き 給 ふと は 是れ亦 神に 關 する 思想と して 動かすべからざる 者と して 

認めざる を 得ない。 

祌は 愛で ある >  其行爲 は權牲 である、 余の 信仰 を 煎 詰 むれば 淺る所 は是れ に過ぎない であら ふ、 然 


し 乍ら 是れ實 に 莫大なる 殘 物で ある、 是れ 丈け 残れば 實は 他の物 は 要らない ので ある、 是れ萬 卷の書 

を讀 破して 求む るの 惯値 ある 眞理 である、 余の^ 生の 硏學の 結 5^ として 是れ 丈け が 判明り しなら ば 余 

の 勞苦は 充分に 償 はれた と 言 はざる を 得ない、 我等 は 死んで 我等の 愛讀 した 書籍 を 背负 ふて 彼 所に 往 

くので はない、 我等の 把持せ し 學說の して 永久の 眞理 である 乎、 是れ 何人も 斷言 する ことの 出来る 

事で ない、 我等 はた 一  価 か 叉 は 一 一 俩の大 眞现を 心 裡に牧 めて 此 世の 土産と して 彼 所に 往 くので ある、 

も 亦 幸に して 少しく 文字 を 解す る を 得、 少しく^ 雪の 功 を 積む を 得、 光明 欲し さに 泣く を 5^ て、 是 

れ丈 けの 眞理を 余の 有と 做す を 得しなら ば、 余 は 余の 研究の 結果 を 充分に 牧め 得たり と 云 ふて 差つ. f{ へが 

ないだら ふと 思 ふ。 

一 、 祌は 在る。 

一 、 其祌は 愛で ある，。 

一 、 愛の 行爲は 犠牲で ある。 

他の 事 は 悉く 過誤で あっても、 此事 だけ は眞现 である、 宗敎 學の 諸問題 は 悉く 不明に 終る とも 此事 

だけ は確實 である、 余 は 此事を の 信仰と して 維持す る亊が 出来る、 是れ 余の 「敎 へられし 所の iiii 

である (路加 傳 一 章 §： 節 〕、 今日 余の 所有す る 書籍が 悉く 燒 失しても 此事 だけ は 余と 共に 殘る であら 

ふ、 縦し 近せ の 書學 者の 研究の 結果と して 聖書の 天啓 說が 悉く 打壤 さる、 とも 此事 だけ は 聖書が 余 

に敎 へて 吳れし 無限の 廣理 として 永遠に 余 を 離れまい と 信す る、 而 して 余 は 他の 事を^へ ざる も 此_3|- 

は 之を唱 へざる を 得ない、 余の 傳 道なる 者は資 は此單 純なる 眞理 の宣傳 に過ぎないの である、 永生と 

云 ひ、 天 國と云 ひ， 救 濟と云 ひ、 此眞 现の實 現に 過ぎない ので ある。 
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然 らば 人 は 言 ふで あら ふ、 是れ單 純なる 眞现 なり、 誰か 之に 對 して 與議を 挾む 者 あらん やと。 

然り、 之に 對 して 異議 を 挾む 者 は 無い 乎 も 知らない、 然し 乍ら、 之 を^ じて 之 を 行 ふ 者 は ない、 

祌が 在る と 信じ て 之に I ゐて實 行し て 此 虚偽の せ界 に大 革命が 起らざる を 得な いので ある、 

汝、 神 は 唯一 なりと 信す、 如此 信す る は 善し、 悪魔も亦如此；！：^じて戰慄り 

と 使徒 ヤコ ブは霄 ふた、 神 は 在りと 信じて 行 ふ 事、 其 事が 眞の 信仰で ある、 我等 は 信仰 問 题と稱 して 

種々 の 込 人た る 問題に 沒 頭し、 冥想し、 お 嘆す る を 以て 信仰的 生 冊 を. 送る と稱 する を廢 めて、 簡單に 

して 明瞭なる 此眞 现の實 現に 努 むるならば、 我等の：^^仰は更らに明瞭となるに加 へ て 更に 深遠になる 

であら ふ、 今や 余の 生酒 も旣に 子午線 を 過ぎて、 陰影の 少しく 傾く に 到りし 頃、 余 は 益々 信仰の 單純 

を 求めて 止まない の である。 

今や 全世界 は 修羅の巷と 化しつ k ある、 然し 神 は 愛で ある、 萬 事 悉く 善に 終らざる を 得ない。 (；八 =o 

意力の 統 一 

凡て 自 から 相 爭ふ國 は 亡び、 凡て 自 から 相 爭ふ邑 や 家 は 立つ ベから ずと ある (馬 太傳十 1 一. せい 汁 五節) 

勢力 を 殺ぎ 能力 を滅 する 者に して、 自己の 分離の 如き はない、 國 は外寇 に. m て衰 へす して， 5： 亂に 由て 

亡ぶ、 合一 は 勢力で あり、 分離は2^^£ぉでぁる、 勢力 增 進の 秘訣 は 合一 の 一事に 在る リ 

國が爾 うで ある、 邑が 雨う である、 家が 雨う である、 而 して 叉 人が 雨う である、 若し 人に して 其：. K 

賦の 勢力 を 統一す る を 得ん 乎、 其 勢力に 當る ベから ざる 者が ある、 意志； tSI と 云 ふ は 意力の 不足 を 云 


ふので はない、 其 散 亂を云 ふので ある、 其 統一 の 無き を 云 ふので ある、 自己 分離の！ fSSK として 意力 を 

干 々 に 分たざる を 得ざる が 故に、 有り 餘 るの 意力 を 有しながら 意志薄弱 を 歎ぜざる を 得ない の である。 

人生 は複雜 である、 其 關係は 多種多様 である、 人 は 神より 人より、 自己より 社會 より、 〔7 ぶより、 義 

務責任 を 要求 せらる k ので ある、 彼 は 君に 對 して は忠 ならざる ベから す、 父母に 對 して は 求なら ざる 

ベから す、 國 家に 對 して は 誠なら ざるべ からす、 友人に 對 して 信なら ざるべ からす、 而 して 自己と 祌 

明と を 欺く ベから す、 忠 ならん と 欲すれば 孝たら す、 孝な らんと 欲すれば 忠 ならす、 ； t を歡ば せんと 

欲すれば 人に 喜ばれす、 人に 喜ばれん と 欲すれば 神に 逆 ふ 者と なる、 「若し 我れ 人の 心 を 31: ん こと を 

求 は si ャ リストの 僕に 非ざる べし」 と バウ 口 は 言 ふた、 祌に事 へん 乎、 人に 服 はん 乎、 又 自己の 良心 

に叛ぃ て までも^ 父の 命に 從 はん 乎、 人 生 に 難 多 し と 雖 も 、 義務の 衝突より 來る 自己 分離の 苦痛の 

如き はない、 人 は 二人の 主に 事 ふること 能 はすと ある も、 實 際の 彼 は 二人なら で、 數人义 は數十 人の 

主に 同時に 事 へんと しつ i あるので ある、 斯くて 彼の 勢力 は 分 たれざる を 得ない ので ある、 意志；. 傅 弱 

は 當然の 結 菜で ある、 彼 は マ ルタの如くに饗應の_5^-多くして心紛擾れ何事をも完全に爲し得なぃので 

ある (路加 傳十章 四十 一 節)。 

然 らば 如何に せん 乎、 如何にして 意力の 統一 を 計らん 乎、 如何にして 勢力の 散亂を 防がん 乎、 如 M 

にして 意志； t 弱 を 歎ぜざる に 到らん 乎- 此 問題 を 解決す る を 得て、 人生の 最大 問題 を 解決す る を 得る 

ので ある、 意力の 統一、 問題 は是れ である * 其 實際的 解決 如何に？ 

然り キリス 卜で ある、 人 は 自己に 死し、 キリストに 生きて 其す ベての 義務 を 完全に 果たし 得る ので 

ある、 キリス 卜に 在りて 生活して 彼 は 祌に歡 ばれ、 他人と 自己と を 欺く ことなく、 眞 正の 意味に 於て 

大正 三年  SEJ 


感 想  EK  二 

國を 愛し、 忠 たり 孝たり 信たり 友た るに 於て 愆ら ない ので ある、 彼 は 心を盡 し、 精神 を し、 意 を 

龜 して 神の 遣し 給へ る 其 獨子を 愛して、 彼が 人た るの 義務 を 蜜して 慰らない ので ある、 彼れ 牵を 要求 

されん 乎、 彼 は キリスト を 仰ぐべき である、 彼れ 忠を 要求 されん 乎， 彼 は キリスト を 仰ぐべき である 

彼れ 愛國を 要求 されん 乎、 彼 は キリスト を 仰ぐべき である、 彼れ 純情の 友誼 を 要求 されん 乎、 彼はキ 

リスト を 仰ぐ ベ きで ある、 然れば キリスト は 彼に り、 彼 をして 彼の 應す ベ きす ベ て の 要求に 完全 に 

應 する を 得しめ 給 ふ、 汝等我 を 仰ぎ 瞻ょ、 然 らば 救 はれん と は 此事を 謂 ふので ある、 キリスト は 萬 全 

の 主で ある、 人 は 意力 を 彼に 注して、 全力 を 以て 萬 事に 當る ことが 出來 るので ある。 (九") 

富 源の 價値 

富 源、 富 源と 言 ふ、 我が 秋 田 縣には 一 日 一 萬 石 を 噴出す る 石油 礦が あると 云 ひ、 阿： g: 利 加に は直徑 

五 哩に涉 る 結晶 曹達の 池が ありて 全 *t 界の 曹達の 需要 を充 たす に 足る と 云 ひ、 南米 ボリ ビヤの 錫礦は 

れ亦 全せ 界の 錫の 需要に 應 じて 猶ほ餘 り あると 云 ふ 1 其 他 アラスカの 富、 濠 斯太刺 利 iSi の 富， 擧げ 

て數 ふべ からすで あると 云 ふ。 

然し 乍ら 人に は 何人に も 全世界の 富 源 を 以てする も 自己 を 慰む る 能 はざる 時が 來 るので ある、 其 時 

に は 曹達 湖 採掘の 權利を 有する も 何の 用 も 無い ので ある、 其 時には 一 人で 南米 大陸の 富 源を專 有する 

も 何の". 化 も 無い ので ある、 彼の 靈 魂が 肉體を 離れ、 獨り 全能者と 相對 して 立たざる を 得ざる 時に、 ァ 

ラス 力の 金 藏も濠 斯太刺 利 W 儿の羊 群 も 彼に 一 纏の 希 § お を も 供へ ない ので ある、 其 時には、 聖書の 一 句 


せきく ゎラ  せき-ご  いや. Mr- 

は ボリ ビヤの 錫鎮 よりも 贵く、 キリス 卜の 一言、 パゥ 口の 隻語 は 南阿の 金剛石 礦 よりも 愈梭 りて 电 U  く 

あるので ある、 

母の 其 子 を 慰む る 如く 我れ H ホバも 亦 汝等を 慰めん (以赛 亜 書 六十 六 章 十三 節)。 

お ：H ひ  ひそ  おく  r<  いは. i 

N ホバは 患難の 日に 其 天蓋の 屮に我 を 潜ませ、 その 幕屋の 奥に 我を藏 し、 巌の 上に 我 を 堅く 立た 

しめ 給 ふ (詩篇 二十 七篇 五節)。 

さけ ビニ ろ な や ふ  い と .U すけ 

祌は 我等の 避 所、 息 難の 時の 最近き 助な り (同 四 十六 篇ー) 節〕。 

我が 心と 我が身と は衰 ふ、 然れ ど祌は 我が 心の 磐、 我が 永遠の 嗣業 なり (同 七十 三篇 二十 六 節，)。 

汝、 水の 中 を 過る 時、 我れ 汝と 偕に 在らん、 河の 屮を 過ぐ る 時、 水汝の 上に 溢れ じ. 汝ナ、 の 中 を 

往く時 焚る K ことなく、 火焰 もまた 燃つ かじ (以賽 fsj 書 四十 三 章 二 節)。 

ほ V  な さめ 

頌 美べき かな 神、 卽ち 我等の 主ィ H ス キリス トの 父、 慈悲の 父、 すべての 慰安 を 賜 ふの 神、 祌 

は 我等の 諸の 患難の 中に 我等 を 慰め 給 ふ、 "だ 我等 をして 祌の 我等 を 慰め 給 ふ 其 慰安 を 以て、 また 

0 の 息 難に 居る 者 を 慰む る こと を 得し めんた め 也 (哥林 多 後書 一 章 三 節 四 節)。 

人の 生 に は、 縱令三 井の 生涯な りと 雖も、 又は 岩 崎の 生涯な りと 雖も、 。ック フヱラ ー も、 f ル 

ドも、 口： 卜 シルト も、 以上の 聖書の 一句 を 心 解し 得ん がた めに は 其 全 財 產を拋 つも 惜 からすと 思 ふ 

時が あるので ある、 今や 國 家が 其 陸軍 を 動かし、 海軍 を 送りて 據 得せん とする 大陸の 富 源 を 以て 一 人 

の 乞丐 を 慰む るに 足らぬ 時が あるので ある、 此事を 思 ふて 此 せの 政治、 其 經濟、 軍備、 殖 魔の 如 3： に 

慣 ^ なき 者で ある 乎が 判明る ので ある。 

然り、 祌の言 辭も亦 確かに 大 なる 富 源で ある、 之をォ フルの 金に 較 ぶる も 愈 優りて 貴き 財で ある、 
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富： 源、 常 源と 叫びて 其 獲得 を國 家の 最大 幸福と 思ふ此 世の 智者 等 は 自己の 靈 魂の 要求に 顧みて 玆に 一 

考 すべきで ある。 (十月) 

宣敎師 と 余輩 

余輩 は撣ら すして 曰 ふ 余輩 は 宜敎師 を 好まない と、 彼等の 屮に 多くの 良き 人が ある、 然し 余輩 は 二 

三の 人 を 除いて は 朱 だ 彼等の に 廣き人 を 見た がない、 卽ち 正直なる 信仰と あれば， 報の 信仰な りと 

雖も 心の. M,、」M より 之 を 尊敬す る 人 を 見た 攀 がない、 宜敎師 と 云 へば 大抵 は キリ ストの 基督 敎の 宣教師 

ではなく して、 或る 敎會卽 ち敎派 の 宜敎師 で あ る 、 彼等 は 各自 己が 所属 の 敎會 より 遣られ て 其 俸給 を 

受けて 我等の 問に宜 敎 する ものである 故に 彼等が 自づ から 眞理 のた め を 思 ふよりも 己が 敎會 のた め を 

m 心 ひ、 我等 を 之に 引き 人 れんと 努 むる は 人情と して 敢て 怪しむ に 足りない、 彼等に 取りて は 人が 罪 を 

悔いて 基督 爵 者と なること は 左程に 欣 ぶべき ことで はない、 彼等に 取りて 最も 大切なる 事 ま 我等が 基 

つ 0000OOOOO0O  /=  5 

督ぉ 者と なりて 彼等の 敎會に 入る 事で ある。 

余輩 は 勿 41 自. m を 重ん する、 而 して 自分の 自. m を 重す る 者 は 他人の 自由 を も 重す るので ある、 然る 

に 余輩の 遭遇せ し. K 敎師の 多數は 自由の 此 A  .  B  .  C を さへ 知らないの である、 余輩 は 幾 间 か 余 蒙の 

面前に 於て 余輩の 信仰 を 嘲る {且敎 師を兒 た。 

故にお 筆 は 明，；！ に 言 ふ、 余 は 終生 宜敎師 の 仲 il に 入ら ざらん と 欲する- 而 して 余輩の 子供 も 亦 之 

を 彼等の 手に ねざらん と 欲する、 余輩に 若し 一 一十 人の子が あると する も 余輩 は 其 一 人 をも宜 敎師學 


校に 送ら ざらん と 欲する、 余輩 は 自由なる キリストの 福音の 爲に 宣教師に 射 し此 態度 を 取 る の で あ る 

(十 U0 

幸 福 

幸福と は 何で ある 乎。 

さ.. は ひ  よ  くら ゐ のぼ 

幸； i と は 美き 妻を迎 へ て 幸 幅なる 家庭 を 作る ことで はない、 叉 は 高き 位に 昇りて 人の 名 # を 博す る 

さな さ 

ことで はない、 叉 は 巨 萬の 富を蓄 へて 安逸の 生涯 を 送る ことで はない、 叉 は 廣く學 海 に掉 して 宇-: S の 

露 现を樂 む ことで はない、 叉 は 修養 を 積ん で 俯仰 天地に 恥ざる 君子と なること ではない。 

幸福と は 我が 罪を赦 さる、 ことで ある。  . 

其 不法 を赦 され 其 罪を蔽 はる --者 は 福な り、 

主が 罪 を 負 はし 給 はざる 人 は， 1 なり、 

と (羅 -it 書 の 七、 八。 詩篇 三十 二の 一)、 人、 其 罪を赦 されて 神と 彼との 11 に^する 隔絶が 取 除か 

れ、 神の 恩惠は 何等の 故障な くして 彼に 臨む に 至る ので ある。 

而 して 祌は斯 かる 絶大の 恩ます どィ H ス キリス 卜の 十字架に 於て 供へ 給 ふたので ある、 而 して 人 はた 

だ 之 を；^ する に 由て 其 恩惠を 彼の 有と なすこと が出來 るので ある、 人が 人と して 有つ ことの 出来る：？ 取 

大 の 特權は 最も 簡單な る 方法に 由て 之 を 得る ことが 出來 るので ある、 此 事を覺 りて 人 は 何人も バウ 3 

，こ 共 に 叫ば ざ る を 得 ない ので ある、 
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その 言盡 されぬ 神の 賜物に 就て 我れ 神に 感謝す る 也 

と (哥林 多 後書 九 章 十五 節 )o  (十二 ガ) 

過去の 完 全 

す  す  なしと！ t  す. -、 ひ 

基督 敎は旣 に 濟んだ 事で ある、 未だ 齊 まざる 事で はない、 成就ら れ たる 救 齊 である、 追求すべき 理 

想で はない、 我れ 旣に 世に 勝てり と 主 は 言 ひ 給 ふた (約 翰傳 十六 堂 三十 三 節)、 事竟リ ぬと は 彼の 敏 

後の 一 百 葉であった (同 十九 章 三十 節)、 人の爲すべ き_3^-は彼が旣に爲し給ふたのでぁる、 今や 人の 爲 

すべき こと は 神の 遣 はし 給 ひし 者 を 信す る ことで ある (同 六 章 一 ート九 節)、 理想 を 追求す ると 稱 して 

完全 を 遠き 未來に 期すべき ではない、 理想 は旣に 人なる ィ H ス キリ ス トに 由て 實 行せられ たので ある、 

而 して 我等 信仰 を 以て 彼の 行 績を我 有と なして 今時 此所 に 完全に 救 はる k ので ある、 若し f にか k る 

事 は 無い と 云 ふなら ば宗敎 なる もの は 無い ので ある、 宗敎 は道德 ではない、 道徳 は 完全 を 未来に 期す 

るに 對 して 宗敎は 之 を 過去に 求む るので ある、 而 して 基督 敎は 人類の 完全 をナザ レのィ H スの 人格 並 

によ  . '、わくと く 

に 行爲に 於て 提示し、 人 をして 之に 賴 りて 己が 完全 を瘦 得せし む、 パゥ B は 人の 義と せらる.. は 信仰 

に 由る、 律法の 行爲に 由らず と 言 ひて 宗敎 上の 此原现 を 述べた ので ある (羅馬 書 三 章卄八 節)、 「養 

とせら る、」 と は 神の 前に 完全なる 者と して 認めら る、 ことで ある、 而 して H; 化れ 信仰に 由る との 事で 

ある、 卽ち 信仰に 巾り てィ H スの 完全 を 我が 完全と なすとの _ ^である、 「律法の 行爲 に. S らす」 と は 

道 is- 的 行爲に 由ら すと 云 ふと 同じで ある、 若し 此 事が 背理 であると 云 ふ ならば 宗敎は 北：：； 现 で あるので 


ある、 而 して 多くの 所 IS 近代 人 は 言 ふ 「宗敎 は 背理で ある、 人 を 敕ふ者 は 宗敎に 非す して 道德 であ 

る」 と。 

モ ー セ 野に 蛇を擧 げし 如く 人の子 も擧 げらるべし、 すべて 之 を 信す る 者に 亡る こと 無くして、 永 

生 を、 受けし めんが 爲 なり (約 翰 傳三章 十 ra、 十五 節)。 

ィ H ス答 へて n ひける は …… 我れ 若し 地より 舉 げられ なば 萬 民 を 引きて 我に 就ら せん (同 十一 一章 

三十 一 一節 y: 

汝等我 を 仰 瞻ょ然 らば 救 はれん (以 賽亞書 四十 五 章卄ー 一節)。 . 

若し 基督 敎の 提供す る 人類の 救 齊がィ H スの 十字架に 於て 無いならば、 其 他何處 にも 無い ので ある、 

若し 基督 敎は 人類が 進歩の 極、 化！ -に 到達し 得る 理想で あると 云 ふなら ば 基督 敎は幅 昔で はない ので あ 

る、 洵 にパゥ 口の 言 ひしが 如く 若し 義と せらる. f こと 律法 (道 德) に 由るならば キリストの 死 は街然 

なる 業な りで ある (加 拉太書 一 一章 廿 一 節)、 現代の 人が 道德 以下に 落ちし 結 として 道德 を强說 して、 

仰の 道なる 宗敎を 解せ ざる は 歎す ベ き 事で ある。 (十二月) 


大 正 三 年  EIE 七 
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誤錯の 恐 怖 

無用な り 

尺 は M 人 も誤錯 (あやまり〕 を 恐れる、 彼 は 一 囘も踐 外す ことなくして 安全に 人生の 行路 を 渡らん と 

欲する。 

然し 乍ら 紛雜 せる 此 世に 在りて 誤錯は 全然 免 がれない ことで ある、 而 して 又 誤 錯は敢 て 恐る k に 足 

りたい ので ある、 誤 鉗の 無い 生涯と て はない、 而 して 誤錯に 陷，. りつ k も 淸淨き 高貴き 生涯 を 送る こと 

が出來 るので ある リ 

誤錯は 手段の 事で ある、 方法の， 事で ある、 行爲の 事で ある、 精神の 事で ない、 意志の ことで ない、 

信仰の^5^.」なぃ、 誤錯は f= 慧と能 力の 不足より 起る 事で ある、 祌 ならぬ 人に 誤 錯は免 がれない。 

誤 は 止む を 得ない、 誤錯は 恐る、 に 足りない、 祌に 導かれて 誤錯は 決して 誤錯に 終らない、 我等 

二  1^、 に. S りて 自己 を 知り 又 祌を識 る-誤 錯に. E りて 得し 智識の み赏に 貴き 智識で ある、 神 は 誤錯の 

は を 以て 我等 を 罰し 給 はない、 彼の 求め 給 ふ もの は悔 ひし 碎 けたる 心で ある、 人 は 信 S: に. m て 救 はる 


るの である、 卽ち 其^ 心の 傾向に 由て 救 はる \ ので ある、 外面に 現 はる 、行爲 に 由て 救 はる 、 のでな 

い、 祌に對 する £ しき 信仰 を 以て 行 はん 乎 •. 誤錯は 却て 益 をな すに 至る ので ある、 凡の 事 は 神の 旨に 

依りて 召された る 神 を 愛する 者の ために 悉く 動きて 益 をな すと 我等 は 知れり とパ ゥ a の言ひしは此^^^- 

をー百ふたのでぁる  (羅^ 書 八の 二十 八) い 

せん/ ヽきょ ラ/、 

誤 錯は敢 て 恐る- -に 足りない、 誤錯を 恐れて 人生 は戰々 兢々 として 薄氷 を踐 むが 如き 者で ある、 然 

し 乍ら 誤 錯は祌 を識り 人生 を 知る ための 必要 手段の 一 である を 知りて、 我等 は 雄々 しく 大膽に 人生の 

C わつ ほ  クリスチャン 

大路 を澗 歩す る ことが 出來 るので ある、 基督 者 は圓滿 なる 君子で はない、 神 を 信じて 世と 鬪ふ 戰士で 

ある、 バウ & の 如き、 ル ー テルの 如き、 缺點 多くして 多くの 誤 錯に陷 りし 人が キリストに 最も 近き 人 

でありし こと を 知て、 吾等 は 吾等が 陷り 0^ き 人生の 誤錯に 就て 多く 心 を 配らざる に 至る ので あるつ 

資に祌 に 導かる、 者に 取りて は 罪 其 物が 恩惠 である、 我等 は 罪 を 犯して 却て より 深く 神の愛に 接す 

るので ある、 罪の 增 す 所に は恩惠 もい ゃ嗜 せりと ある、 罪の 苦き 杯も壞 罪の 奇跡に 由り て 甘き 感謝の 

露と 化する ので ある、 我等の 心の中に 善き ェを 始め 給 ひし 者 は 之 を主ィ エス キリス 卜の 口までに 全う 

し 給 は ざれば.^. み 給 はない ので ある、 我等 は 安心して 彼の 救濟に If るべき である。 羅馬書 五 章 二十 節-" 

<、 一 3 

愛 女の 墓に 葬る  彼女の 父 記す 

今より 丁度 三 埋 常時に 書いた ものである、 之 を 讀んで 或 人 は 笑 ふで あら ふ、 然し 或る 他の 人 は 何 か M やぶ 

大正 四 年  四 五 九 
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所が あるで あ ら ふ， 余 は 笑 ふ 人の 嘲笑 を^み ず 玆に余 の 同情者 のた め に 之 を揭ぐ る こと、 した。 

余 は 余に 残りし すべての 野心 を ルツ 子の 亡軀 と共に 彼女の 墓に 葬った、 余 は 其れ 以前に 旣に 大抵の 

心 は 之 を 葬った 積り である、 政治的 野心、 文學的 野心、 科學的 野心、 社會的 野心 は 業に 已に之 を 葬 

り 去った つもりで ある、 然し 余に まだ 野心が 残って， 店った、 宗敎的 野心、 架 書 的 野心、 傅 道 的 野心、 

善行 的 野心と も稱 すべき 者が 殘 つて-. 5 つた、 日本 國に 使徒 時代の 純潔 無 5i? の 基督 敎を 供し^ れんと か、 

最も 完全 な る 日本 譯聖 一書 を 後せ に 遣さん とか、 更ら に 大善を 行 つて 多くの 人 を 救 はんと か 云 ふ 野心 は 

まだ 確かに 余の 心に 殘 つて 居った、 余 は ® からす 是 等の 野心に 由て 余の 心を惱 まされた、 余に 此 世の 

野心 は 無かった つもりで あつたが、 然し 余 は 決して 全く 幸 幅なる 者ではなかった。 

然し ルツ 子の 永眠に 由て 余の 心に 淺 りし 是 等の 野心 は 全然 取 去られた、 余 は 全く 無 野心の 者と 成つ 

た、 余の 野心の 腰の： CM は 折られた、 余 は 野心家の 立場より 見て 無我 無心の 者と なった、 何の 意 I 湫 なき 

者と なった、 而 してた だ 自己 を 神の 前に 投 出した、 余 は 彼に 一一 目 ふた、 

主よ、 私 を 如何 やうに なりと 貴 神の 欲する が 儘に 爲し 給へ、 私に 今 は 何を爲 したいと 云 ふ 心 は あ 

りません、 私 は 何を爲 して 可い のか^ 明りません、 故に 私 は 今、 自己 を 貴 神の ii に 差 出します、 

如何な りと 御隨 意に 私 を 使って 下さい 

と、 余 は 今 は 意志的に は 水母の 如き 者と なった、 余 は 今 神に 使 はれん と 欲する より 他に 意志 もな けれ 

ば 野心 もない、 計畫 もなければ 大圖 もない、 余の 友人の 或 者 は 今後に 於け る 余の 事業の 大發展 を 語る 

* てんな き f  よ： は- ソ 

と雖 も、 余には其麼希望もなければ欲$1^1もなぃ、 余 は 余の 愛 女と 共に 墓に 葬 むられ しゃう に感 する、 

而 して 此感 たる 決して 惡ぃ感 ではない と 信す る、 是は 確かに 神が 彼女の 永眠 を 以て 余に 下し 給 ひし：！^ 


も 貴重なる 感 であると 信す る、 余 は 今に 至って 始めて パゥ n の 左の 一一 一一 II の 深き 意味 を厲 正に 解し 得る に 

至った やうに 感 する、  . 

今 我れ 肉體に 在りて 生く る は 我 を 愛して 我が 爲 めに 己 を 拾し 者 卽ち祌 の 子 を 信す るに 由て 生く る 

なり (加拉 太 書 一 一章 二十 節)、 

ほん. I ズ.'  ふ 二、 ろ かな  、 ，^  、  *  ノ 

今より 後、 余の 身より 何に か 少しな りと 眞實に 神の 聖旨に 叶 ふ 事業が 出る ので あると m 化 ふ (一月) 

人の 貴 尊 

-は 人類と して 貴く ある- 人種と して 贵く ある、 國：^ として 贲く ある、 家族と して 贵く ある、 側 人 

こ じ. 3 

として 貴く ある、 帝王と して贵 く ある， 乞食と して 贵く ある、 代 數式を 以て 現 はさん^ 

A  ？  Co 

1 A  =  00 

である、 故に 無限 的に 贵 重なる 人の ために 盡 さんと 欲して 一 國の 大臣と なる も 一 人の 傅輔 となる も 共 

職責の 輕 重に 於て 些少 も 差違 はない、 己が 生みし 兒女を 育る 母 は 一 國の敎 化 を 主宰る 文部大臣 だけ 其 

れ 丈け 重要なる 地位に 在る 者で ある、 一 人の 白痴 童お は 一 人 叉は數 人の 大敎育 家の 全 精力 を 注いで 之 

ま 二と  よろこび 

を敎 育す る 丈け の 充分の 價 値が あるので ある、 實に 一 人の 罪人の 悔改 むる 時に 天に 於て 犬なる 歡喜ぁ 

"一一ろ 

りと 云 ふ は 決して 過言で はない ので ある、 無限 的に 惯 値 ある 一 人の 罪人が 滅びす して 救 はれし 時に、 
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大 宇宙 が破壤 されす し て 完成され し 時に 於け るが 如き 歡 喜が 祌と" 大使との ii におる の で あ る 。 

然り、 主 イエスキリスト を 信じて 村 吏と なる は總现 大臣と なる 火、 け 其れ丈け 貴く ある、 小學 校の 敎 

師 となる は大學 校の 敎授 となる 丈け 其れ丈け 贵く ある、 幼稚 网の^ 姆 となる は 女子大 學の 講^と なる 

丈け 其れ丈 け 貴く ある、 生蕃 人の 他道師 とな る は 大敎會 の 大 監^と な る . ^け 其 れ丈 け 贵くぁ る , 然 り 

ナザレの ィ H ス の^^子となりて我等は此世と此せの敎會とが大なりと稱する者を棄て小なりと稱する 

者に 就かん とする、 我等 は 勿論 小成に 〈ちせ. < と はしない、 我等 は 至 美た る 服を荡 ふべき である pt 林 

多お ％1 十一 一の 卅 一 )、 然れ ども 知 2 者を愧 しめんと てせ のミ 愚なる 者 を 選び、 强者 を愧 しめんと て 世の 弱 

お を 選び 給ふ聖 父の 心に 傚 ひて (同一 の廿 七)、 此 せの 小と 弱と に 於て 彼の 大と强 と を 全うする 事 を 

以 て歡 とする。 (一 一 =0 

信者の K 僞 

信者 は先づ 第一 に 自己の ために 基督 敎を 信す る 者で ある、 自己の 罪の 赦 されん がた めに. 自 已の靈 

魂の 救 はれん がた めに、 自 巳が 神の 前に 翁と せられん がた めに キリストの 福 昔 を 信す る 者で ある、 噴 

我れ 困苦る 者なる 哉、 此 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は 誰 そやとの 叫 號の餘 を 揚げた ことのな い^は？ 個 

の 基督 信者で はない a 雜 Hit 書 七章卄 w 節)、 社 會救濟 のために、 國 (永 經綸 のために、 衆生 濟 度の ため 

に 基督 敎を； 1;^ じた 者 は i^iz な 虚偽の 信者で ある、 斯 かる 人に は 基 将敎は 解らない、 隨 つて 彼等 は斯敎 を 

以て 社會 又は 國 〔豕乂 は 衆生 を 救 ふこと は 出来ない、 然 かも 余輩の 出會 ひし 所謂 基^ 信者に， L て、 U 仰 


の 基礎 を 自己の 靈魂 の 深き 經驗 の 上に © かたい 者 は：^ して 尠 くないの で ある、 敎會の 敎師 にして 其の 

政治的 野心 を 基督教に 移した までの 人 は 決して くないの である、 基督 敎界の 名士に して 社會 改良に 

熱心なる の 外、 自己の 靈 魂の 救 濟に關 して は 未だ 曾て 苦 11 の 經驗を 嘗めた ことのない 人 は 決して 齡く 

ない ので ある、 外國ま 教師に して、 ジョン . バン ヤンの 所謂 「惡 魔との 經驗を 有たざる 者」 は 決して 

くないの である。 

* 督敎 は先づ 第一 に 俯 人的で ある、 然る 後に 國. 冢的叉 は社會 的で ある、 國. 冢の 衰退 を 愛へ、 社會の 

敗 を 歎きて、 基督 信者と なりし 者 は、 其 人 は 如何にせ 力なる 人で あるに もせよ、 彼 は 甚だ 疑 はしき 

者で ある、 大抵の 場合に 於て は斯 かる 人 は キリストと は緣の 甚だ 遠い 人であって、 基督 信者 を 以て 

自 から 稱 すべから ざる 人で ある。 (二月〕 

基督 敎の 眞 價 

若し 基督 敎が 何物 か で あ る ならば、 其れ は 之 を 信す る 者に 取り て 凡 の 物に り て贵 いもので なく て 

はならない、 故に キリスト は 言 ひ 給 ふたので ある、 

我よりも 其 父母 を 愛する 者 は 我に 協 はざる 者な り、 我よりも 其 子女 を 愛する 者 は 我に 協 はざる 者 

なり、 其の 十字架 を 住 ひて 我に 從 はざる 者 は 我に 協 はざる 者な り、 

と (馬 太傳 十の 三 七、 三 八/ キリストと 彼の 一 i 昔と は 之 を 信す る 者に 取りて は 父母よりも 貴き もの 

である ^子よりも 貴き 者で ある、 然り 生命よりも 貴き ものである、 故に 勿論 自分の 職業よりも、 專 

大正 e: 年  5 ハー 一 I 


J  想  ra 六 四 

門よりも、 地位よりも、 名譽 よりも 貴き ものである、 若し 基督 敎が 何物 かであるなら ば、 共れ は 之 を 

信す る 者 こ， 取りて は、 此 世に 有りと 有らゆる 凡の 物よりも 贵き 者で あるべき である。 

然れ ども 事赏は 如何に？ ゲ 時の 所謂 基督 信者に 取り キリストと 彼の 福音と は 何物よりも 貴き 者で あ 

ろ 乎、 キリストの ための 自分で ある 乎、 自分の ための キリスト である 乎、 幸福なる 家庭 を 作る ための 

基督 敎、 高潔なる 思想 を 得る ための 基督 敎、 社會の 信用 を 博す るた めの 基督 敎、 自分 本， の 基督 敎、 

自分の 商賫 の. ための 基督 敎、 自分の 專鬥を 助く るた めの 基督 敎、 自分の 地位 を 高め 且つ 固める ための 

基督 敎 …… 今時の 所謂 基督 敎、 敎會の 基督 敎、 外國宜 敎師に 由て 傳 へられし 基督 敎は斯 かる 基督 5^ で 

なき 乎、 余輩 は 「である」 と 答 ふるより 他に i 一一 n 辭 を^たない ので ある。 

*1 に 多くの 基督 信者 は あると 云 ふ、 然るに キリストの 聖名 は微々 として 揚ら ない ので ある、 而 して 

其 理由 は 知る に 難くない ので ある、 基督 信者と 稱 する 者が キリストの 利用者であって、 彼の 奴 僕で な 

いからで ある、 自分に 利益で ある 時に のみ 彼の 変名 を唱 へて、 少しな りと 自分に 不利益で ある 時には 

謹で ロを噤 みて 語らす、 常に 沈默の 得策 を唱へ 十字架 を 避けん とする からで ある、 言 ふまで もな く斯 

か る 基督 信者 に 由て キリストの 聖名は 少しも 揚ら ない ので ある、 其 正 反對に キリストの  一 i 昔 は 彼等に 

.E て 掛からす 瀆 さる、 ので ある、 キリスト は 彼等に 對 つて 言 ひ 給 ふので ある、 

汝等も 亦 何故に 去らざる 

と (約 翰 傳六章 六十 セ節改 譯)、 主 は 御自身の ために は 彼等が 彼を棄 去らん こと を 却て み 給 ふので 

ある。 (二月〕 


アブ ラハ ムは惟 一 人 H ホバ の 命に. E り ハ ラ ンの地 を 出た、 共 ー姿サ ライと 甥 口 ト とが 彼に 伴 ひしと 雖 

も 彼等 は 勿論 彼の 友と 稱 すべき 者ではなかった、 汝の國 を 出で 汝の 親族に 別れ 汝の 父の 家 を 離れて 我 

が汝に 示さん 其 地に 至るべし と は エホバ の 彼に 對 する 言であった、 此聖 言に 接して アブ ラ ハ ム は 飄然 

獨り 起て 知らざる 國 へと 旅立した ので ある (創世記 第 十一 一章)。 

モ， セは淮 一 人 エジプト を 去りて ミデ アンの 地に 遁れ (出 埃 及 記 第一 一章)、 惟一 人聖 山に 登りて 祌 

に 律法 を 授かり (同 第 十九 章 y 而 して 終に 惟一 人 ネボの 山に 登り ピ スガ の嶺に 到り、 其處に 獨りモ 

アブの 地に 死んだ (中 命 記 第三 十四 章〕。 

サム ソン は 惟一 人 ペリ シテ 人の 間に 下り、 驢馬の 腮骨を 以て 彼等 一 千 人を擊 殺した (士師 記 第 十五 

章)、 彼 は 又 惟 一人 イスラ H ル の 敵に 執 へられ、 ダゴ ン の 殿に 牽 かれし 時に、 異能を 現 はし 一 擧に敵 

の 群 伯を纖 して、 故 國に數 十 年に 涉る 自由と 平和と を 供へ た (同 十六 章 ぃ0 

ダビデ は 惟一 人 イスラ H ルの 勁敵 ガテ のゴ リア テに對 し、 礫 一 胸 を 以て E 人を拉 ぎ、 玆に 味方の 全 

軍 を 以てする も 討つ 能 はざる 敵 を 侵して、 敵國 をして W び 故 國を观 ふこと 能 は ざら しめた (撒 母 耳 前 

書 第 十七 章)。  . 

ェ リャは 惟 一人 カルメル の 巔にバ ァ ル の預ーーーーII者gI百人と信仰の露偽を(^l^ひ、 天より 火 を 招き 海より 

もろ/,^  45  ii*- ひ， すべての ひと 

雨 を 起して、 エホバ の^！；！の祌に勝りて惟ー の 神なる こと を 衆人に 示した (列 王 記 略 上 第 十八 章 )o 
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新約 時代に 至りて ヨハネ は 惟一 人 ヨルダン 河の 邊に 起て 民に 改悔の パプ テス マ を 施した、 バウ 口 は 

惟 一 人 十一 一 使徒 を 離れて 歐亞の 問に 十字架の 一 i 昔を傳 へた、 而 して 我等の 救 主 イエスキリスト は 惟 一 

人 全人 類の 罪 を 己が 身に 任 ひ 給 ひて 十字架の 苦痛 を， め 給 ふた。 

如斯 くにして 神の 人 はすべ て 惟一 人、 人の 援助 を藉る ことなくして 犬なる 事を爲 した、 彼等 は 信仰 

〇 0  0 

に 由り、 惟 一 人に て  ■ 

ぼ國を 服し、 義を行 ひ、 約束の 物 を 獲、 獅子の ロを箝 み- 火勢 を 消し、 劍の刃 を 避れ、 荏 弱より 

して 剛强 せられ、 戰爭に 於て 勇ましく 異邦人の 陣を 退かせたり (希 伯 来書 十一 章 世 三、 卅四 節)。 

彼等 は 祌の能 を 己に 仰ぐ の 外、 人の 援助 を 求む るの 必要 を 感じなかった、 彼等 は 現 時の 人が 爲 すが 如 

くに、 然り、 ぎ 時の 基督 信者が 爲 すが 如くに、 多數の 勢力に 由り て 事を爲 さんと は爲 なかった、 彼等 

は 祈 禱を爲 した、 『運動』 を爲 なかった、 彼等 は 一 人で 動いた、 多數 と共に 群 動し なかった、 彼等 は 

惟 一 人 神に 賴 りて 全せ 界 よりも 强 くなる こと を 知つ て 居った。 (三月〕 

不信者と 其 生涯  , 

不信者 はまこと に 不信者で ある、 彼等 は 神 を 信ぜざる のみなら す 人 を も 信じない、 自分 を も 信じな 

い、 彼等 は交雜 なき 善意の ある こと を 信じない、 彼等 は 善の 背後に 必す愁 が 隱れて あると 信す る、 故 

に 注意して 善に 近 よら ざらん とする、 彼等 は 報 賞 を 要求せ ざる 愛の ある こと を 聞く も 決して 之 を 信じ 

ない ので ある、 彼等 は 疑の 眼 を 以てすべ ての 人と 物と を 見る、 彼等 は 人 はすべ て 偽善者で あると 思 ふ、 


故に 人の 言辭の 有の 像 を ii^ ぜ すして 必す其 裏 を 信す る、 彼等の 生 は 懐疑の 生涯で ある、 友 を 疑 ひ、 

妻 を 疑 ひ、 夫 を 疑 ひ、 隣人 を 疑 ひ、 自分 を 疑 ひ、 以て 一 生 を 終る ので ある * 祌を 信ぜざる の 結 * が 彼 

等 をして 玆に 至らし むる ので ある、 人 は 神 を 信じての み 人と 自己と を 信じ 得る に 至る ので ある、 信任 

の 無い 所 は 地獄で ある、 而 して 不信者 はすべ ての 人と 物と を 疑って、 此樂 しかるべき 生涯 を 地獄の 生 

涯 となし つ .1 あるので ある。 (四月) 

變 化の 辯 明 

舊 友に 吿ぐ 

余 は 余で はない、 余 は 今尙ほ 生きて 居る、 然 かも：：： に 日に 死つ、 ある、 而 して 余 以外の 或 者が 日に 

* フち 

日に 余の 衷に 在りて 生長し つ i ある、 彼 は 必ず 盛に なリ、 我 は 必ず 衰ふ べしで ある (約 翰俾 三せ 十三 わ 

節)、 而 して 余が 全く 死して 彼が 全く 生く るに 至て 余 は 永生に 人る ので ある、 直に 我が 外なる 人 は # 

る丄 とも 內 なる 人 は 日に日に 新たな りで ある (哥林 多 後書 四 章 十六 節)、 余 は 今 は 外なる 人であって、 

彼は內 なる 人で ある、 舊き 余が 新たに なった ので はない、 奮き 余 は 日に日に 壞 れつ k あるので ある、 . 

新人が，^ の衷 に人來 つて 余 を 征服し っ& あるので ある、 新人 は 天より 降れる 神の 子 イエ ス キリストで 

ある、 彼に 征服せられ、 占領 せられし 者、 其 者を稱 して 基督 者と 云 ふので ある、 自由 を 失って 自由 を 

得し 者、 獨立を 失って 獨立を 得し 者で ある。 

余 は ではない 或る 他の 者に 祉服 せられし 者で ある、 故に 余 は 余の. 自由 獨立を 失 ひしと 同時に 余の 
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總を 失った ので ある、 余 は 余の 趣味 を 失って 彼の 趣味が 今や 余の 趣味と なりつ、 ある * 余 は 余の 友人 

を 失って 彼の 友人がん r や 余の 友人と なりつ、 ある、 余 は 余の 人生の 目的 を 失って 彼の 目的が 今や 余の 

目的と なりつ、 ある、 彼に 征服 せられて 余の 此 せに 於け る關係 はすべ て ー變 した、 余の 緣戚も 友人 も 

蔡業も 野心 も 悉く ー變 した、 人 は 余の 變化を 怪しむ も寇に 止む を 得ない ので ある、 余 は 欲んで 變 つた 

ので はない、 變ら しめられ たので ある、 人 あり 若し 變 化の 故 を 以て 余を責 むるならば、 其 人 は 余を責 

めすして、 余の 征服者 を责 むべき である。 

に 止む を 得ない ので ある、 余の 幼き 時に 余 は 自ら 帶し、 余の 意に 任 かして 遊行いた ので ある、 然 

るに 彼の 捕 ふる 所と なりてより は 彼 は 余 を 束り 余の 欲せざる 所に 余 を 曳き往 くので ある (約 翰傳廿 一 

堂 十八 節)、 「嗚呼 禍 ひなる 哉」 とも 一一 一一 口 ふこと が 出来る、 同時に 叉 「嗚呼 福 ひなる 哉」 とも 言 ふこと 

が 出来る、 基督 信者と は斯 かる 者を稱 ふので ある、 キリス 卜の 縛る 所と なりて 彼に 曳き 廻され ざる 者 

は 彼の 屬 ではない ので ある。 

鳴 呼 余の 奮き 友よ、 余の 變化を 免せ よ、 君 等の 舊き 友なる 余 は旣に 死して 今 は， 機に 其 微かなる 残骸 

を留 むる ので ある、 彼の 形 體は今 尙ほ存 し、 彼の 情 性 は 昔に 變ら ざれ ども、 而 かも 彼の 生命の 根本 は 

變 つたので ある、 彼 は 今、 昔に 還らん と 欲して 能 はない ので ある、 君 等 は 再び 彼 を 召還さん と 欲して 

能 はない ので ある、 而 して 君 等が 若し 苒び彼 を 友と 爲 さんと 欲するならば 君 等 自身が 彼 を 征服せ し强 

き 服 者に 祉服 せらるべき である、 余 は 今 君 等の 所に 歸る こと は 出来ない、 君 等 は 宜しく 余の 所に 來 

るべき である、 余 は 君 等に 偏狂 を 以て 笑 はる k を 厭 はない、 却て 君 等が！ g 狂 を 以て 此 世と 此 世の 敎會 

との 笑 ふ 所と ならざる を 悲しむ、 余 は 1^? 等が 余と 同行 を 拒むならば 君 等 を 離れて 獨り往 かんの みで あ 


る， 余 は 君 等と 交際 を續 けんがた めに 社 會と稱 する が 如き、 叉は敎 會と稱 する が 如き r 虚榮の 市」 に 

永く 留まる こと は 出来ない d  C 五月」 

不 深切なる 敎師 

〇〇 伯 〇〇 伯と いひて 或る 有名なる 政治家の 家に 出入す る 基督 敎の敎 師が澤 山 ある、 余輩 は 曾て 其 

一 人なる 〇〇〇〇 君に 問 ふて 言 ふた 「君 は屢々 怕の 家を訪 はる & なれ ども 曾て 一 囘 たりと も 伯に 罪の 

悔 改 を勸 めし こと あり や」 と、 . 時に 君 は 答へ て 曰く 「未だ 無し」 と、 余輩 は 更らに 君に 問 ふて 曰 ふ 

た、 「君 は 55 に對 して 甚だ 不 深切なら す や、 君は此 せの 事業に 就て 多く 伯の 贄成を 仰ぎながら 伯に 罪 

とま， 判と 悔改に 就て 說 いて 彼の 永遠の 幸， 幅 を 計らざる は是れ 伯に 對 する 犬なる 不 深切なら す や」 と、 

時に 其敎 師は默 して 余輩に 對 して 答 ふる 所が 無った、 「％ ：れ 熟考の 上 答 ふる 所 あるべし」 と 言 ひて 余 

の 許 を 去りし も、 數 年後の 今日 未だ 彼より 此 事に 關 する 何等の 返答に 接しない、 余輩 は 伯の 家に 出 

人す る を 以て 犬なる 名譽と 信す る 多くの 基督 敎會の 敎師の 中に、 一 人たり とも 心より 伯の 靈魂を 愛し、 

撣ら すして 伯 を キリ ス ト の謙遍 なる 弟子の 一 人と 爲 さんと して 試む る 者の あらん こと を笔 む。 (五月) 
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信仰の 缺乏 

歎く に 足らす 

信仰が 足らぬ と て 义は 無い とて 歎く 信者が 多く ある、 然し 斯 かる 信者 は 基督 敎の 信仰の 何で ある 乎 

を 知らないの である、 基督 敎の 信仰 は 確信で あると か、 信 力で あると か 云 ふ 自分の 力で はない ので あ 

0  0  よ  V-  せい  しょ，.、 

る、 基督 敎の 信仰 は信敏 である、 自分 以外の 或 者に 賴る ことで ある、 彼の 義、 彼の 聖、 彼の 贖 を 仰い 

で 以て 我が 有と なすこと である、 故に 我が 信仰 は 有て はならない ので ある、 我が 信仰 は 無い 方が 宜ぃ 

ので ある、 我 は 無 一 物 無能力に なりて 彼に 依ての み 生きん と 欲して 我 は眞の 信仰の 生涯に 人る ので あ 

る、 故に 我に 信仰の 無い の を 歎くべき ではない、 無い の を 却て 喜ぶべき である、 無い から 止む を 得す 

.U よ  .*f こと  . 

賴 るので ある、 而 して 頓て眞 の 信仰 を 得る ので ある、 信仰の 此 秘訣 を 識て 我等 は 信仰の 缺乏を すら 歎 

かざる に 至る ので ある。 (五月) 

善惡の 大小 

惡 人に 大小が あり、 善人に も 亦 大小が ある、 小なる 惡 人は惡 人なる が 故に 惡人 としてせ に 認めら る 

る 者で ある、 大 なる 惡 人は惡 人なる に 善人と して 此 せと 敎會 とに 認めら る、 者で ある、 其の 如く、 小 

-f^ る 善人 は 善人なる が 故に 善人と してせ に 認めら る i 者で ある、 大 なる 善人 は 善人なる に此 せと 敎會 


とに 惡人 として g めら る、 者で ある、 而 して 我等の 主ィ H ス キリストが 第 四 種の 人であって 其 模範で 

ありし こと は 言 はすして 明かで ある、 而 して 又 彼の 忠實 なる 弟子 は總て 「犬なる 善人」 の 階級に 屬す 

べき 者なる は 是れ又 言 はすして 明かで ある、 主 は 曰 ひ 給 ふた、 

弟子 は 其師の 如く、 僕 は 其 主人の 如くならば 足りぬべし * 人 若し 主人 を 呼びて ベル ゼ ブル (惡魔 

の 王) と 云へば 沉 して 其 家の 者 を や 

と (馬 太傳 十章廿 五節〕、 願 ふ 我等 小な りと 雖も 亦ィ H スの 弟子 を 以て 稱 せらる \ 者、 我等の 師ィ H 

ス キリストに i ひて 此 せと 敎會 とに 亂臣、 國贼 >  異端、 偽善者と 呼ばる と 典の 善人た らんこと を。 

(六月) . 

自由 福音の 解 

何故に 自由 福音と 稱ふ？  ,  „  t 

人の 之 を 信す る も 信ぜざる も 彼の 自由なる が 故に 爾か稱 ふに 非す、 叉 之 を 信す る 者 をして 自由 氣俊 

の たらしむ るが g に 爾か稱 ふに 非す、 叉 自由 研究と 稱 して 拘束せられ ざる 學究に 由て 其眞理 を發見 

し 得る が 故に 雨か稱 ふに 非す。  ， ， 

f  "?rM^?^c  7  。  c  O  o  o  o  o  c  o  o  。、  o  >  。  。，，s,,s^.。-,f^。Nl。-A,^^^-4  0A  ^い、 ^ 

自由 福音と 稱ふは 敎會、 敎職、 敎 義と稱 する が 如き 人の 定めし 權 威に 對 しての 自 f^^^f ゆ.^.^。 4 

申 き， き ，俵 文と 規則と に對 

OO00000000 

しての 自由 を稱 ふなり。 
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福 昔 は 素より 神の 善き 聖 意より 出し 者な り、 然り >  福音 は 善なる 神の 聖意其 物な り、 故に 之に か 

るの 途 として 唯 人の 善意 あるの み、 神の 善意 之 を 恩 惠と稱 ひ、 人の 善意 之 を 信仰と 稱ふ、 祌の 恩惠に 

對す るに 人の 信仰 を 以てす、 福音の 要求 は 之に 他なら す、 敎會、 敎職、 敎義、 律法、 信條 等に 由ら す.. 

唯 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 碎 けたる 悔 ひし 心 を 以て 聖父を 慕 ふ、 神と 人との 問に 直通の 途を備 へし 

者、 之 をば 稱 して 自由 福音と いふなり、 監督、 牧師、 宣教師 等の 干渉 を 受けざる が 故に 自由た るな り、 

儀式、 教則、 信條 等の 拘束 を 受けざる が 故に 自由た るな り、 律法、 道義、 戒律 等に 由らざる が 故に 自 

由た るな り、 人よりに 非す 叉 人に 由ら す 直に ィ H ス キリス トと彼 を 死より 廳 らし、 父なる 神に 由る が 

故に 自由た るな り、 單に 信仰の 途な るが 故に 自由た るな り、 自己 獻納 の途 なる が 故に 自由た るな り、 

他人 を經 ざる 父子 接近の 途な るが 故に 自由た るな り、 人と 制度と 敎權と を 全然 排斥して 直に 神の 懐に 

入る の途 なる が 故に 自由た るな り J 

自由の 福 昔な り、 故に 萬 民の 福音な り、 單に 信仰 を 以て 神の 恩 惠に應 ぜんと 欲す、 之に 人種、 階級、 

學派、 敎 派の 別 あるべからざる は 勿論な り、 人 は 何人も、 信仰に 由り、 今日 直に、 修養に 由ら す、 行 

爲に 由ら す、 儀式に 由ら す、 敎會敎 職 等の 援助 を藉 りすして、 神の 聖 召に 應 じて 直に 彼の 救 濟に與 か 

る を 得るな り。 

貴き 哉 自由の 福音、 讚むべき 哉 此幅昔 を 賜 ひし 祌！ 「此の 言盡 されぬ 神の. 賜物に よりて 我れ 祌に感 

謝する 也」 である (哥林 多 後書. K の 十五 )o  (六月」 


愛す ベ き 一一 一人の 靑年 の 今年 帝 M 大舉を 卒業 し た れ ば 彼等 を 祝 せんとて 晩餐 を 共に し * 其 席 に 於て； りし 所の 

一節。 

僕の 信仰 は 至て 簡短 である、 是は十 語 以下 を 以て 言 表 はすこと が 出来る、 神、 愛、 恩惠、 信仰 …… 

神 は 愛で ある、 故に 罪人に 對す るに 恩惠を 以てし 給 ふ、 而 して 人 は 信仰 を 以て 此恩惠 を 己が j| として 

享受す る ことが 出来る …… 僕の 信仰 は是れ 丈け である、 君 等が 猶ほー 一十 年 叉 は 三十 年 僕の 說敎 を聽か 

ふが、 君 等 は 同事の 繰 返を聽 くまで ある、 問題の 方面 は 違 ふで あら ふ； 其 例證は 異なる であら ふ、 

や" し 乍ら 主題 は 同一 である- 同事 を 何時も 方法 を 異にして 語る まで ある、 祌の恩 惠に對 する 人の 言 

仰、 恩惠と 信仰、 僕の 宗敎 も哲 學も是 れで盡 きて 居る ので ある。 

若し 全 宇宙に 愛より 大 なる 者が あるならば 僕の 信仰 は 立たない ので ある、 若し 人生に 信仰より 貴い 

者が あるならば 僕の 宗敎は 壌れ て 了 ふので ある、 然し 乍ら 僕は斯 かる 者の 無 い こと を 信す る ので ある、 

僕 は 宇宙 は 愛 を 中心とし て 成立す る 者で あ る と 信す るので ある、 而し て 己 を 宇宙 の 此.： ^心點 に is 一き、 

之と 調和し、 之 を達觀 せんと 欲すれば 信仰に 依る より 他に 途は 無-いと 信す るので ある、 而 して 基督教 

は斯 くの 如くに して 宇宙 を觀、 斯の 如くに して 人生 を 解す るが 故に、 僕に 取りて 最も 貴い ので ある、 

君 等の 能く 知る 通り 僕 は 敎會、 僧侶、 監督、 牧師、 宣教師 等はャ ひで ある- 僕 は 所謂 宗敎 として 基 

督敎を 信す るので はない、 僕 は敎會 の宗敎 としての 基督教 を 心の奥底より 嫌 ふ、 若し 僕の 好 惡を謂 ふ 

ナ 「ぶ^ 年  S 七-二 


感 想  SI 七 四 

な らば . 僕 は 敎會の 汚濁に 染ま ざらん がた めに 基督 敎を棄 たく 欲 ふ 者で ある。 

然し 乍ら 聖書に 現 はれた る 神性 觀と 人生 觀、 是れ 僕に 取りて は 無上に 貴い 者で ある、 僕 は 何物 を棄 

て も 之を棄 つる こと は出來 ない、 其單 純に して 深遠なる 眞理、 十 語 以下 を 以て 言 表 はすことの 出來る 

眞现、 僕 は 死す とも 之 を棄る こと は 出来ない、 之 を 信じ 之 を 語る-こと は 僕の 生命で ある、 僕 は 今日 ま 

で 三十 五 年間 之 を 說き來 つた、 僕 は 死ぬ るまで 之 を說く 決心で ある、 君 等が 今日まで 之を聽 いて れ 

て 僕 は 深く 君 等に 感謝す る、 僕 は 更らに 他の 人々 に、 殊に 他の 青年 等に、 僕の 此說敎 を繼續 くるで あ 

らう、 神の愛に 對 する 諸君の 信仰 を 以てせよ と、 僕 は 斯く說 いて、 宇宙が 僕に 共鳴し、 人類が 僕に 贊 

同す る やうに 感 する ので ある。 

スチュ I ヂンヴ  ボ I ィズ  のこ 

僕 は 君 等が いつまでも 此簡 短なる 信仰 を 保 たれ、 いつまでも 學 生と して 又 si- 童と して 存 らんこと 

を 望まざる を 得ない、 人 を 早老せ しむる 者 は複雜 なる 信仰で ある、 我等は單純なる信仰を^^ぃ て永久 

に小兒 である 事が 出来る。 (六月) 

空 の 空 

傳道之 書 第 一 章 

く- フ , ？ノ  すべ  ♦* こと  くう  から 

傳道者 曰く 空の 空、 空の 空なる 哉、 都て 空な リと、 實に此 世の 事 はすべ て 空で ある、 財貨 も 空で あ 

る、 智識 も i 仝で ある、 名 譽も空 である、 最も 成功 多き 生涯 を 送りし 人と 雖も 一度 は 必す此 歎 聲を發 せ 

ざる を 得ない ので ある、 財貨 は 腐れ 智識 は 古び、 名 譽は損 はる、 「浪 t 化の 事 は 夢の せの 中」、 豊太翻 


の榮 華の 一生 も、 伊藤博文 公の 幸運の 連 續も其 終る 所 は 空で ある。 

空の 空、 空の 空なる 哉、 すべて 空な り、 此事を 思 ふて 3: 人 も 世 を 厭 はぬ 者 は 無い ので ある、 一一 ュ ー 

トンの 引力 說も今 は 疑 はれ、 ス ペン サ ー の 進化 哲學も 今 は 顧ら れす、 日本 國の 博士 も 其 數殆ん どで に 

達して 博士た る必 すし も學 海の 權威 たらざる に 至 つ た、 傳道者 は 曰 ふた、 

我 は 多くの 智識 を 得たり、 我心 は 智慧と 智識と を 多く 得たり、 我れ 心を盡 くして 智慧 を 知らん と 

し、 狂妄と 愚癡を 知らん とせし が、 是も亦 風 を 捕 ふる 如くなる を 知れり 

と (十六、 十七 節)、 富者た らんと 欲する 事の みが 狂 妄と癡 愚で はない、 學 者た らんと 欲する 者 も 同 

じで ある、 政治家た らんと 欲する 者 も 同じで ある、 此 せの 1$ にして 一 つと して 永久に 心 靈を滿 足さす 

る 者 は 無い、 有る と 思 ふ は 迷信で ある、 人は惡 魔に. 冴 かされて、 影を遂 ひつ k せ を 渡る ので ある。 

然り、 富貴 は 空で ある、 學識は 空で ある、 位階 勳章 悉く 空で ある、 美術 は 空で ある、 藝術は 空で あ 

る、 事業の ための 事業と 云 ひ， 學 問の ための 學 問と 云 ひ、 藝 術の ための 藝 術と 云 ふ、 其 事業と 學 問と 

藝 術と は 悉く 空で ある、 是等は 人が 死 せんとす る 時に 彼の 靈 魂に 滿 足を與 ふること が屮 I 來 ない。 

然 らば 人生 は絕對 的に 失望すべき であるか、 世 は 全然 之 を 厭 ふべき である 乎、 然ら すで ある、 萬 物 

悉く 空で あるが、 唯 一 つ 空で 無い 者が ある、 キリストと 其 十字架で ある、 アイザック. ヮッ トが歌 ひ 

し 如く 

In  the  Cross  of  Christ  I  glory. 

Towering,  o  er  the  wrecks  of  Time. 

時の 殘壞の 上に 錄 ゆる 


感 想  tl 七 六 

キリ ストの 十字架に 我 は 誇らめ 

である、 玆に 永久の， 寳が ある、 永久の 智慧が ある、 永久の 榮 光が ある、 之に 搬 はりて 人 は 其 永久性の 

分與 に與ら ざる を 得ない ので ある、 而 して 此 事た る 迷信で はない、 敎 會の强 うる 敎義 ではない、 過去 

一 千 九 百年 問の 人類の 實驗 である。 聖書に  . 

つま づ くいし  さ. ぐるい は  に つか 

視ょ 我れ 躓 石 また 礎 磐をシ オンに 置かん、 凡て 之 を 信す る 者 は 辱 しめられ じ 

と ある は是れ である (羅馬 書 九， の 量 三/ 此 世が 見て 以て 躓 石 卽ち大 疑問と なす 者、 其れが 萬せ 動 

がざる 磐であって 之に 信頼す る 者 は 最後の 寐 判の 曰に 於て 辱 しめられす 卽ち耻 辱 を 取らす との 事で あ 

〇 C-  0  0  0  0  0  0 ゥ C  0  0  0  0  0  0 〇 0  0  0  0 〇 0  0 ふ/ ふ i---T-  -U よ 

る、 シ オンに 植えられし ィ H スキ リストと 彼の 十字架の み 不朽 不動であって、 彼に 信賴 りての み 永生 

は 有る ので ある、 人が 空 を脫 がれん と 欲して 唯此 一 途 あるの みで ある。 

空の 空、 空の 空なる 哉、 ^て 空な り、 然れ ども 唯一 つ 空で ない 者が ある、 唯一 つ 永久に 實在 する 者 

が ある、 愛の神が ある、 ィ H ス キリスト は 神の 體 現であって、 十字架 は 其 愛の 表號 である、 神の愛、 

イエス キリ ストの 十字架、 …… 萬 物 は 敗 壞に歸 する 時に 是れ のみ は^るの である。 (七お〕 

「生の 哲學」 と 十字架の 福音 

(病中の 三 並 良 君の 暗示に 因る) 

現 令 流行の 哲學は 所謂 「生の 哲學」 である、 曰く 生、 生、 生と、 曰く 活動と、 曰く 牧 得と、 曰く 他 

おの せい じょち やう  9  9  9  9  9  いひ あら 

人の 物 を 奪て 己が 生 を 助長せ よと、 而 して 此 主義 を あからさまに 言 表 はして 撣ら ない 者が 一一 ィ— チェ 


哲學 である、 而 して 其實 現が 目下の 歐洲 大戰举 である。  . 一 

二 ィーチ *^哲學は其本國の獨逸國民の歡び且っ迎ふる所でぁるばかりではなぃ、 英國民 も 米 國民も •！ 

然り、 日本人 も、 すべて 進取 膨張 を 標榜す る國 民は此 主義に 據て 立つ ので ある、 他人 叉 は他國 を犧牲 i 

に 供して 自己 又は 自國の 膨張 を 計る こと は 今 は罪惡 として 認められない、 否な、 斯く する は 生の 要求 

で あって 義務で あると 此 種の 哲學者 は 言 ふので ある リ 

而 して 惟り せ 人と 政 黨と國 家と に 限らない、 信者 も 敎會も 今や 「せの 哲學」 に據て 働く ので ある、 一 

彼等が 大舉傳 道を稱 して キヤ ム ペイン (eampaigll 戰役的 運動の 意) とい ふ は 之に 因る ので ある、 彼 . 

等の 見る 所 を 以てすれば 俾道は 他人の 領域 を 侵す ことで ある、 佛 敎を仆 して 基督 敎を 起す ことで ある、 一 

舊敎の 信者 を 捕 へ て 新敎の 信者と なすこと である、 他 敎會の 信者 を 奪て 自敎會 の 信者と なすこと であ _ 

る、 俾道は 信仰的 侵略で ある、 獨 逸が 白 耳 i に 侵入せ しゃう に、 他宗 敎他敎 會に俊 入して 其權威 を^ 二 

ち、 其 信者 を 奪 ひ、 以て 我が 宗敎 我が 敎會の 勢力 擴張を 計る ことで ある、 敎會 は-一 ィ ー チェの 名 を 嫌 一 

ふと 雖 も其從 事す る傳 道に 於て 一一 ィ ー チ ヱ哲 學に则 りつ \ あるので ある。 

現 <fr 流行の 哲學は 「生の 哲學」 である、 然し 乍ら キリストの 福 昔 は 一名 之 を 十字架の； i 音と 稱 して 

「死の 哲學」 である、 曰く、 

汝等 キリス トイ H スの心 を 以て 心と すべし、 彼 は 神の 本體 にて いませし かど も自 から 其の 神と 匹 

十て が. むなし  しもべ ケに 一ち  I 

く ある 所の こと を棄 難き こと X 思 はす、 反て 己を虚 うし、 僕の 貌を とりて 人の 如く なれり、 而し 

て旣に 人の 如き 狀態 にて 現 はれ 給 ひたれば 己れ を卑 うして 死に 至る まで， 順 ひ， 十字架の 死 を さ へ 

受 くるに 至れり 


ぼ 想  K 七 八 

と (W 立 比 書 二 章 五— 八 節： r 是れ 生の 主張で はない、 死の 唱道で ある、 奪れ よ、 滿 ちょとの 敎 では 

ない >  與 へよ、 虛 うせよ との 敎 である、 「汝 を訟 へて 裏 衣 を 取らん とする 者に は 外衣 を も 亦 とらせよ 

::: 汝に 求む る 者に は與 へ、 借らん とする 者 を 斥く る 勿れ」 とはィ H スの 明白なる 敎訓 である、 敎會 

が 信仰の 證明 として 何物よりも 重く 視る 所の 其 バプテ ス マ の 式なる 者 は 死の 標 象に 他なら ない ので あ 

る、 

イエス キリ ストに 合ん とて バプテ ス マ を 受けし 者 は 其 死に 合 はんとて 之 を 受けし なること を汝等 

知らざる 乎 

ヽ ，.，，  ！•，.   0  0  0-00000000  0  000  0-00000000 むべ 

と ある C 羅馬書 六 章 三 節」、 誠に キリス 卜の 幅 音 は-一 ィ ー チ. 1 哲學の 正反對 である、 宜 なり、 1 一 ィ ー 

チ ヱ が 基督 敎を 罵りて 「奴 隸の 道德」 と 曰 ひし は。 

而 して 平和と 滿 足と 愛と 幸福と は 「生の 哲學」 に 於て 非す して 十字架の 福音に 於て あるので ある、 

生 は 生 を 獲ん と 欲して 得らる、 者で はない- 生 は 生を棄 ての み 得らる. 1 者で ある、 卽ち キリストの 言 

ひ 給 ひしが 如し、 

凡そ 其 生命 を 救 けんとす る 者 は 之 を 失 ひ、 若し 其 生命 を 失 はん 者 は 之 を 保存つ を 得べ し 

と (路加 傳 十七 章 三十 三 節)、 死 は 生に 入る ための 唯一 の 門で ある、 我等 日々 に 生きん と 欲すれば パ 

ゥ 口の 如くに 日々 に 死る の 必要が あるので ある、 現今の 「生の 哲學」 は 其 根本に 於て 誤って 居る、 第 

二十世紀の 不安と 困苦と、 其 「有史 以來の 最大 戰爭」 は此 誤りた る 哲擧の 結 菜に 他なら ない ので ある。 

生きん と 欲する 乎、 死せ よ、 奪らん と 欲する 乎、 與 へよ、 人に 主た らんと 欲する 乎、 其 僕と なりて 役 

へよ、 競 (辛 は 相互に 善を爲 さんと 欲する 時に のみ 行へ よ、 他國を 侵す 國家は 亡ぶべし、 他宗 を 詬る宗 


敎は衰 ふべ し、 之を稱 して 「キリストの 律法」 とい ふ (加 拉太書 六 ¥ 一 節)、 然るに 嗚呼 今の 基督 敎 

國は！ 其獨逸 は！ 其英國 は！ プ ッ シュ、 プ ッ シ ュ (前へ、 前へ) と 云 ひて 物質の 牧得を 人生 唯 一 の 目 

. ^ひっする 其米國 は！ 而 して 是等僞 はりの 基督 敎國に I はんとす る 日本 は！ 彼等 は 「生の 哲學」 に據り 

て 自力ら 死 を 招きつ & あるので ある、 而 して 基督 敎會 と稱 する 者まで が 今や 此誤 りたる 哲學に 由て I 

みつ k あるので ある。 

「生の 哲舉」 に對 する 十字架の 幅 音 …… 我等の 今日 唱 ふべき 者は此 福音で ある (哥 if 多 前書 二 章 二 

節)。 (七お〕 

我が 信仰 の 友 

源 信と 法 然と 親鸞 

我が 信仰の 友 は 惟り 獨 逸の ル ー テルに 限らない、 英 國のゥ H スレ ー に i- まらない、 米 國のム ー、. ティ 

I を 以て 遠， きない： と 我 I の 源 信 僧都、 法然 上人、 親鸞 上人 も 亦 我が 善き 信仰の 友で ある、 

世の 住 憂き は 厭 ふ 便りな り、 信心 淺 けれども 本願 深き 故に 往生 疑 ひなし、 妄念 は 本来 凡夫の 地體 

なれば 妄念の 外に 心 はなき なり、 臨終の 時までに 一向 妄念の 凡夫に て 有るな りと S ふて 念 ゆすれ 

ば淨 土に 參る べし 

と 言 ひ、 また 

浦 やましい かなる 空の 月 なれば 

四 七 九 


感 ¥w  ra 八 o 

• こ、 ろの ま.^ に 西へ 行 くら む 

との 1 首に 其 本 懷を言 表 はせ し 源 信 は 確かに 我が 信仰の 兄弟で ある、 彼の 言 を 聖書の 言に 譯 して、 之 

を 我が 信仰の 表白と なすこと が 出来る U 

有名なる 法然 上人の 一枚 起請文 は 古今東西 を 問 はす、 すべて 信仰に 由る 救濟を 信す る 者の 取て 以て 

信仰告白 文と なすに 足る 者で ある、 曰く 

念佛を 信ぜん 人 はたと ひ 一代の 法 を 能々 學す とも、 一文 不知の 愚鈍の 身に なして、 尼 入道の 無智 

の ともがらに 同して、 智者の ふるまい を爲 すして 只 一 かう に念佛 すべ し 

と、 是れ 

智者 安くに ある、 學者 安くに ある.、 此 せの 論者 安くに ある、 神は此 *1 の 智慧 をして 愚かなら しむ 

るに 非す や、 せ 人 は 己の 智慧 を恃 みて 神 を 知らす、 是れ 神の 智慧に 適へ るな り、 是 故に 神 は傳迸 

(キリ ス 卜の 福 昔) の si かなる を 以て 信， f る 者 を 救 ふ を 善しと 爲し 給へ り 

と ある 聖書の 言に 類す る 者で ある (哥林 多 前書 一 章卄、 廿 一 節)、 若し 法然 をして 今日に 在らし めば 

彼 は 禁じ 難き の 渴仰を 以て 新約聖書 を迎 へたで あら ふ。 

誰か 信仰の 自由 を 愛する 者に して 親 驚 上人 を 愛せざる 者 あらん やで ある、 彼 は 常に ni ふた 「親鸞 は 

弟子 一 人 も 有た す」 と、 其 故 如何と なれば 

如来の 敎法を 十 方 衆生に 說聞 しむる 時、 たぐ 如来の， 御 代官 を 巾し つるば かりたり、 更らに 親鸞め 

づ らしき 法を廣 めす、 如来の 敎法を 我 も 信じ 他に も敎へ 聞かしむ るば かりなり、 共 ほか M を敎へ 

て 弟子と いはん ぞ 


故に 彼 は 彼の 弟子 を 呼ぶ に， 靴 同朋 御 同行の 敬稱を 以てした との 事で ある、 「弟子」 の稱 たる、 "一疋れ 

墮 落せる 寺院と 敎< ^との 用ゐる 所であって、 バウ ：！ であれ、 親 驚で あれ、 眞に借 仰の 何で ある 乎 を 知 

りし 人の 譚んで S ゐざ りし 辭 である、 「我 はた 如來の 御代 {に を屮 しつる ばかりな り」 との 親！？ の 言 

に比べて  ， 

我等 刀 门 されて キリ ストの 使者と たれり …… 我等 キリ ストに 代りて 汝 等が 神に 和らがん こと を汝等 

に 求 ふ 

との 使徒 バウ Q の 言 を讀ん で、 我等 は 一 一 者が 各自 其 救 主に 對し同 一 の 態度に 出し 者なる こと を 認め ざ 

る を 得ない。 

言 辭を 共に する 者が 我が 信仰の 友で はない、 信仰の 目的物に 對し 心の 態度 を 同う する 者、 其 者が 我 

が 信仰の 友で ある、. 神と 稱び、 キリストと 唱へ、 天 國 と 云 ふ 者に して、 我が；^ 仰の 敵が 齡 くない、 之 

に反して 彌 陀と稱 ひ、 如 來と唱 へ、 淨 土と 云 ふ 者の 中に、 我 は 我が 信仰の 友， を 見る ので ある、 我 は 勿 

論 今に 至て 我が キリス トの幅 昔 を 去て 佛敎 に歸 せんと はしない、 然れ ども 我 は * 督 信者なる の 故を以 

て、 神が 我國に 遣り 給 ひし 多くの 信仰の 戰士を 認め ざらん と 欲する も 能 はす、 我 は 日本人で ある、 故 

に 情に 於て はル ー テル、 ウェス レ 1* ム I, ティ ー に對 する よりも、 源 信、 法然、 親 驚に 對 しょり 近く 

感 する は 止む を 得ない、 我 は 彼等が 彌陀を 慕 ひし 其 心 を 以て 我主ィ H ス キリス 卜 を 慕 ふ 者で ある。 

夏 ころも ひと へ に 西 を 思 ふかな 

うらなく 彌陀を 賴む身 なれば 

大正 四 年  ，  HA 1 


感 想  EK  二 

の 源 信 $5 都の 一 首 は、 移して 以て 我が キリス トを 頼む の 心 を 歌 ふに 足る、 我 は 我が 國 人の 屮に斯 くも 

」te ^かしき 信仰 を 抱きし 人の 多く 有りし こと を歡び ぼつ 感謝 せざるを得ない。 (七月) 

寧 ろ 儒者に 傚 ふべ し 

我等 キリ ストの 福 昔を此 國に傳 ふるに 方て 必 しも 外 國宜敎 師に傚 ふに 及ばない、 卽ち敎 會の雇 ふ 所 

となり、 其 給 を 仰ぎ、 監督と なリ、 牧師と なり、 傳道師 となりて、 信者 を 作りて 之 を 己が 敎<; ^に收 

容し 以て 其 隆盛 を 計る に 及ばない、 是れ 泰西の 所謂 基督 敎國に 於て 行 はる Km にして、 其 遣りし ，K 敎 

師に 由て 我國に 輸入 せられし 方法な りと 雖も、 我等 盧 接に キリ ストの 弟子た る 者は必 しも 是等 宣敎師 

の 迹を趁 ひ 其の 取る 方法に 傚 ふに 及ばない、 福 昔 は 神の 眞现 である、 手段で はない、 方法で はない、 

自. m なるべき 眞现は 一 定の 方法に 由り ての み 傅 へらるべき 者で はない。 

東洋に ii 者なる 者が あった、 今 も猶ほ 全く 其 後 を 絶たない、 彼 は士の 一種で ある、 道 を 以て 立つ 者 

である、 彼 は 人民の 敎師 である、 故に 不 獨立 である、 IE 侶に 寺院 あり、 神主に 祌社 ありし も、 儒 者 

ほん， ん あんち  あんえい 

に 彼の 書齋の ほかに 彼の 本尊 を 安置す る 所はなかった * 儒者の 模範 は 孔子であった， 晏 嬰せ て 彼に 就 

て. 曰 ふた 

夫. れ 儒者 は 滑稽に して 法に 軌ふ 可ら す、 ^傲に して 自 から 順へ り、 以て 下と 爲す ベから す 

と、 恰 かも チヱ ルシ ー の 哲人 トマス. 力 ー ライル を 見る が 如しで ある、 孔子 は 王公 を敎 へて 彼等 を 恐 

れ なかった、 「. 魯を 去り、 齊に 斥けられ、 宋 衞に逐 はれ、 陳奏の 間に M めら る」 と 云 ふ、 II 者た る孔 


子 は 身 を 諸侯に 资 りて 德を i? へなかった、 「天、 我に 德を 生り」 と CI ひて 彼 は 己が 財産の 何で ある 乎 

を 笑って居った、 德を 天に 受けし 者 は 富者の 上の 富者で ある- 帝王の 上の 帝王で ある、 而 して 儒者と 

は 素より 斯 かる 者であった。 

而 して 我國 にも 亦 35； ハ Jli なる 者が あった、 石 川 丈 山、 中 江 藤樹、 山 崎 闇齋- $： 藤仁齋 等、 呰な 自由 獨 

立の 人民の 敎師 であった、 身 は 貧に 在りな が ら 諸侯 の 招聘 を 受け て 「侯 道 を 問 は んと 欲き ば^ち 先づ 

來り るべ し」 と 答へ た 闇齋は 誠に 教師ら しき 教師であった、 肥後侯祿^；-石を以て招きしと雖も之を 

辭し 京都の 堀川に 私 熟-を 閒き、 天下の 學生を 築め、 生涯 處士を 以て 終りし 仁 齋はサ クソン 大公の 保護 

の 下に ヴィ テンべ ルグ 大學に 神學を 講ぜし ル ー テル 以上の 獨 立の 士 であった、 湖西の ト =r 吋に 一 村 夫 

子と して 光 を 天下に 放ちし 藤樹 は、 两 走東奔 に： n も 亦 足らす、 旅程の 長き を傳道 社會に 報告して 其 賞 

讚に 與 からん とする、 今の所 謂， 一 i 昔 十： をして 漸 死せ しむる に 足る ではない 乎。 

11 者 は 儒敎を 以て 立った、 其 經典は 所謂 四書 五經 であった、 彼等 は 之 を 以て 身 を 修め 國を 治めん と 

した、 活 くして 彼等 も 亦 書籍の 人であった、 寺院 を 造らす、 祭壇 を 飾らす、 唯經 書に のみ 賴り、 之 を 

以て：^ を 救 はんとした. 而 して 彼等 は 彼等 相 慮に 其 事業に 於て 成功した ので ある。 

キリストの 一 i 昔 を 以て 立ち、 聖， 書の 研究に 身 を 委ね- 其の 傳播を 以て 業と する 我等 も 亦 書籍の 人で 

あって、 ill 者と 階級 を 同う する 者で はない 乎、 然 らば 我等 は 何故に 儒者に 傚 ひて 我等の E 的 を 達する 

こと l-f 來 ない 乎、 儒者 は 東洋人の 教師で ある、 而 して 東洋人に キリストの： i 昔 を傳 へんと 欲する 我 

等 は ii 昔 的 儒者と して 立つべき ではない 乎、 我等 は 仁齋の 堀川 費に 傚 ひ、 敎會に 由らざる 自立の 聖書 

學校を 起すべき ではない 乎、 我等 は 藤 樹に傚 ひ、 敎會、 俾道會 社 等の 給を受 くる ことなくして 純 乎 


感 想  EKe: 

仁 よ 

たる 獨 立の 村落 俾道 者た るべき ではない 乎、 我等！^：書に在りてキリ ストに賴る者、 何故に 此 世の 權者 

△ 厶厶 △  △ 厶 A 厶 A  A 厶厶 A  A  A  A  A  A  A ム /1 プル 厶 厶厶 

に對し 闇齋の 如くに 毅然たり 得ざる 乎、 誠に 儒者に 傚 ふは宜 教師に 傚 ふよりも 遙 かに 高貴で ある、 我 

等基督！！：：^ 者と成り たれば とて 西洋人と 成る の 必要 はない、 傳道 者と なりたれば とて 宜敎師 に 眞似 る に 

及ばない、 我等 は 11 者が 經 書に 依て 立ちし が 如くに 聚 書に 依て 立つべき である、 ^者が 寺院と 神社と 

に賴ら ざり しが 如くに 我等 も 亦 敎會に 頼る ベから すで ある、 儒者 は 其 書齋に 籠りて： 大 ドを敎 へた、 我 

等 は 何故に 我等の 聖 なる 密室 (sanctum) に 籠りて 聖書と 祈 禱とを 以て 國民を 導き 得ない ので ある 乎、 

米 闘の ビル . サン， デ，' は米國 人の 敎師 として 適切で あら ふ、 其 モット 博士 は 米國靑 年の 敎導 者と して 

お 力で あら ふ、 乍然 我等 日本人 は 彼等に 傚 ふに 及ばない、 我等 は聖 めら れ たる 儒者と して、 仁 齋藤樹 

の 迹を踐 み、 剛毅、 獨立、 能く 空 乏に堪 へ、 富豪の 門に 出入せ す、 權 者の 按を藉 りす、 自 から 信者 を 

作らん とせす して 人の 我が 信仰 を 求めて 我に 來るを 待ち、 士 としての 品性 を 維持し つ k 神の 榮 光を顯 

はすべき である。 

. ,x 教師と 云 へば 如何にも 尊く ある、 然れ ども 彼等の 素を尋 ぬれば 彼等の 多く は 教師た るの 素養 無き 

者で ある、 或 ひ は 商店の 賣子 である、 或 ひ は 製造 場の 職工で ある、 或 ひ は 農園の 耕 手で ある、 彼等が 

tt 仰 を 起せし が 故に 敎會の 按手； f を 受けて 東洋人の 敎師 として 彼等の 間に 遣られた ので ある、 彼等の 

信仰た る ゃ輕ん すべきで ない、 人 は 人と して 贵き 者なる が 故に 我等 は 彼等の 素性に 由て 彼等の 慎 値 を 

めない、 我等 は 公卿 某が 儒者 林羅 山を詬 りし やうに， 「今や 匹夫に して 師道の 尊き に 居る」 と 曰 は 

ない、 〈I 康は 彼れ 羅山を 辯 護して 「匹夫に して 道を唱 ふ、 實 に嘉尙 すべし」 と 云 ふた さう である、 然 


し 乍ら、 敎 g たるに、 殊に 日本人の 敎師 たるに、 敎師 たるの 品格が 必要で ある。 ,1:4 「高貴なる 英 

族」 と雖も 其賣子 根性 を 放棄せ すして 我等の 敎： 帥と なること は屮 I 來 ない、 我等 は 幸に して 多くの 高貴 

なる 敎師を 有った、 惺离、 羅山、 蕃山、 益 軒 等、 皆な 德を 以て 立つ さ士. であった、 基督 敎の 敎師 たる 者 

w 少く とも：：： 几 等 碩儒に 劣らざる 者でなくて はならない、 先づ畳 富なる 運動費 を 蹄へ、 政權. の赞戎 を 得. 

然る 後に 大擧傳 道に 從事 する 宣教師と 彼等の 隨從 者は遙 かに 儒者に 劣る 敎師 であって、 日本人の 師道 

として 仰ぐ の價恤 なき 者と 言 はざる を 得ない。 

信仰の 性質 は 之 を 源 信、 法然、 親鷺 と共にし、 傳 道の 方法 は 之 を 仁齋、 藤樹、 ハ化， 軒 等に 習 ひ、 以て 

外 K 人に 核る ことなくして. 此 W に 在りて キリスト を 信じて 彼の 福 昔 を 傅 ふべき である。 (七 ガ〕 

信者の 護衞 

我 は 獨り此 世に 在り ズせ界 を 相手に 戰 ふので はない、 神が 我と 偕に g し、 キリス 卜が 我に. IT ひ 給 ふ 

のみなら す、 萬の 僚 軍 は 我 を繞圍 し、 我に 應援 し、 我と 偕に 戰 ふので ある、 我 は Is^ の slg^ に i 

1..,^, て 我の 前に 置かれた る 信仰の 馳 場を趨 るので ある (希 们來書 十二 章 一節)、 預言者 エリ シャ せて 

單獨 大敵と 相對 して 立つ、 彼の 從者之 を 見て 怖る、 彼れ 聲を勵 まして 曰く、 「懼 る，， 勿れ、 我等と 皆 

に 在る 者 は 彼等と 偕に 在る 者よりも 多し」 と、 而 して 

エリ シャ 祈りて 「願く ば H ホバ 彼の 眼 を 開きて 見させ 給へ」 と 言 ひければ、 H ホバ その 從 者の 眼 

大正 0 年  c<:,d 
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感 想  SI 八 六 

を 11 き 給へ り、 彼れ 卽ち 見る に 火の 馬と 火の車 山に 盈て エリ シャの 四面に 在り 

と ある (列 王 紀略下 六 章 十五 節以 F)、 祌の人 H リシ ャに 於て 然り、 我等に 於ても 亦然ら ざらん や， 

信 眼 一た び 間け て 我等の 即圍を 見る を 得ん 乎、 天使の 大軍 火の 馬に 乘り、 火の車 を驅 りて 我等と 偕に 

戰ふを 毘ん、 主ィ H ス 難に 臨みて 其 弟子に 告げて 曰 ひ 給 はく 

我れ 今 我 父に 請 ふて 十一 一軍 餘の 天使 を受 くる こと 能 はすと 汝等思 ふ 乎 

と (馬 太傳： b 六 章 五三 節)、 信者 は大 軍の 護衛の 下に 戰陣に 臨む 者なる を 忘れて はならない" (七") 

ジョン • ハツ スを懷 ふ 

千 四百 十五 年 七 H 六 n、 卽ち今 を 去る こと 五 百年 前、 ホへ ミヤ 國の 愛國 者に して 宗敎 改革者なる ジ 

> よ  やきころ 

ヨン. ハツ スは 彼の 淨き 信仰と 進步 せる 思想の 故 を 以て 當 時の 政〕 おと 敎 V.!ST との 焚 殺す 所と なった、 彼 

. れ 死 に 臨 ，<  で 刑^- に 吿げ て n ふ た、 

汝等 ケ此ハ ッ スを 殺す を 得べ し、 然れ ども 我が 後に 干 百の ハ ッ ス起 りて 我が 事業 を 成就べ く、 而 

し て 汝等は 彼等 を 殺す 能 は ざ る ベ し 

，こ、 而 して 彼の 預言 は 文字通りに 的中し、 許 多の ハ ッ スは 起り て 政府と 敎會と は 其 暴虐の 爪牙 を 折ら 

れ、 世 は ハツ スを 祟め て、 彼 を 死に 附 せし 帝王と 監督と を賤視 むに 至った。 

而 して ハツ ス はん マ猶ほ 起らざる ベから す、 而 して ハ ッ スは今^ほ政」时と敎食との^3心む所たるなり、 

而 して 世 は 常に 政府と 敎會 とに 與 して ハツ スを 斥く るな り、 而 かも ハツ スは 起て 止まざる なり、 起て 


よ 千 百の ハ ッス！ (七お) 

癒されし 者に 吿 げし 辭 

生と 死と 何れ か 祝すべき である 乎と 問 ひま すれば 勿論 普通の 人情と して 生 を 祝し 死 を 呪 ふの は 一一 一一" ふ 

まで もありません。 然し 乍ら^ 督 信者の 立場から 言 ひま すれば 必. f しも うと は 限らない の であり ま 

す、 而 して 斯 かる 場合に 立ちし 使徒 パ ゥ & は 左の 如くに 言 ふたので あります、 

我が 生る は キリストの 爲 なり、 而 して 死る は 我が ハ化 なり、 然れど 肉體に 在りて 生る こと 若し 我が 

働きの を 結ぶ 根 木と なるべくば，. M を 選ぶべき か 我れ 之 を 知す、 我れ 此の 二の 問に 介 まれたり、 

我が 願 ふ 所 はせ を 逝り て キリスト と共に 在らん ことなり、 是れ 最も 美き 事な り、 然れど 我が 肉體 

に 止まる は汝 等の ために 更らに 必要な り * 

と (啡立 比 書 一 章 一  節)、 ち。 ハウ „1 は 言 ふたので あります、 ^と 死と 其 何 を 選らんで 可き 

や 我れ 知らす、 i 右し 我 をして 我 自身の 願 を 言 はし むるならば 我 は 死 を 願 ふなり、 然れ ども 生 は 更らに 

此世 に^まり て キリ ストの ために 働ら くた めに 必要な り、 キリ ス トに 在りて 汝等 信者の ために 盡 さん 

がた めに 我れ 辆ほ此 世に 止めら る k も辭 する 所に あらす との 事で ありました。 

^ち 永生？ 確認 を 賜 へられし 者に 取りまして は 死 は 生に 勝 さるの 恩惠 であります、 是れ 最も 美き 事 

なりと バウ &は 一一 r ひました、 然し 信者 は自 から 生 を 3 心み て 死 を 急ぎません、 死の 恩 惠は大 なりで あり 

ます。 是れ 「キリスト と共に 在る こと」 であります、 然し 乍ら 生に は 生の 恩 惠が伴 ふて 居ます、 架き 
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勞 働であります、 主の 名に 由り て 善事 を爲す ことであります、 生命の 言 を 傅 ふること であります、 灭 

國の 倉庫に 救 はれた る靈魂 を牧穫 する ことであります、 生は此 故に 貴い のであります、 神 は 彼 を 愛す 

る 者に 唯單に 生を樂 まんた めに 之 を 賜へ 給 ひません、 之に. m て此ー ら きせに 在りて 光の 事業 を爲 さん 

がた めに 賜へ 給 ひます、 生 は恩惠 であります、 責任の 伴 ふたる 恩惠 であります、 肉の 生命 を樂 まんた 

めの 生でば ありません、 失 はれた る 靈魂を 救 はんため の 生であります。 

斯 かる. ff^ 第で ありま すれば 信者 は 世人の 所謂 「病氣 全快 祝 ひ」 を爲 しません、 祝 ひではありません 

感謝であります、 感謝ではありません、 祈禱 であります、 W び 賜 へられた る 健康 を 濫用せ すして 之 を 

聖用 せんがた めの 祈禱 であります、 神 は 疾病 を 癒して 其 架 榮を顯 はし 給 ひました、 私供 は 祌の聖 意に 

副 ひまつり て- 史らに 紫 榮を顯 はすべき であります、 生く る も 主の ためであります、 玆に 新たに 賜 へら 

れ たる 生 を 全くに に獻げ まつりて 之 を 全然 主の ために 用 ふべき であります。 (七月〕 

み/、 に  きた  たま 

『爾國 を 臨ら せ 給へ』 

『爾國 を 臨ら せ 給へ』 と は 我等に 由り て 爾國を 臨ら せ 給へ と 云 ふこと ではない、 信者 又は 敎會 又は 

基督 敎國 の努ハ に. E りて 天國を 地上に 實 現し 給へ と 云 ふこと ではない、 人類の 進歩に 伴 ふ 所謂 基^教 

文明の 完成に. E り 此地を 化して 天國と 成し 給へ と 云 ふこと ではない、 『爾國 を 臨ら せ 給へ』 と は、 雨 

ffl の 臨らん こと をと 云 ふこと である、 人の 努力 を 待た すして 天國の 地上に 臨まん こと をと 云 ふ ことで 

>r よ i ち  はなよめ  はな； J 二  .f*  一 5  -リ  るな へと、 Q 

ある、 卽ち& もき 城なる エルサレム、 新；^ がその 新 郞を迎 へんた めに 修飾た るが 如く 備整 ひて 神の 所 を 


出て 天より 降らん こと をとの 事で ある、 卽ち 『爾國 を 臨ら せ 給へ』 と 祈る は、 『中： イエ スょ來 り 給へ』 

と 祈る と 同じで ある、 敎會が 其傳道 的大蓮 動に 由て 天國の 降臨 を援 けんと 欲する は大 なる 誤謬で ある。 

『雨 W を 臨ら せ 給へ』、 人類 は 其 努力に 由り て 永久 的なる 何等の 善 を も 爲し得 ざれば、 雨 御自身 御 

降臨 ましまして 我等の 間に 聖， 國を 建設し 給へ、 人類 は 文明と 稱 して、 唯 肉の 快 樂の增 進 をのみ 是れ努 

め； lis れば、 願く は. 爾 I れ と 火と 煙と を 以て 臨み 給 ひて、 其汚據 を燒拂 ひ、 此地を 化して キリストの 國 

と 成し 給へ、 此 MS 政治と 其 軍備、 其文藝 と宗敎 との、 造物主の 榮 光を揚 ぐる 者に 非す して 被 造 物の 

？ i 榮を 計る^ たれば、 類く ば 神よ、 人類の？？ に 降り 給 ひて、 御自身 其 統率の 任に 當り 給へ と、 是れキ 

リ ス トの眞 の 僕の 曰 夜 祈る 所で ある。 

而 して 祌は彼 を 愛する 者の 此 切なる 祈 禱に應 へ 給 ひて 今や 著く 臨り 給 ひつ k あるので ある、 欧洲の 

大亂 なる^ は 之 を 其 一面より 見れば 大慘 事で ある、 然し 乍ら 他面より 見れば 祌の 降臨で ある、 今や 所 

IS 基督 敎國 の 偽 はりの 文明と 偽 は り の 宗敎 とが 毀れ て、 之に 代りて 神の 治 f が 臨り つ k あるので ある、 

英wが獨逸にw^り、 獨 逸が 英國に 優る との 問題で はない、 英も獨 も 露 も 棒も澳 も^も 皆な 神の am 理を 

いつはり  よこし **  な 

n? へて 虛僞 となし、 造物主よりも 受造物 を 祟め しが 故に、 神 は 彼等が 邪 僻なる、， P を 懐きて 行す まじき 

和. 立の 殺戮 を 行す に かし 給 ふので ある (羅馬 書 一章 廿五— 廿八 節)、 歐 洲大戰 (学 は 所謂 基督 敎國の 

大. 港 判で ある、 人間 本位の 文明の 崩壞 であって、 同時に 又 神の 聖國の 降臨で ある、 4- や 祌の怒 を 盛る 

かな まり  ゃ> つく 

七の 金 椀は倾 けられて 地の文 明 を燬盡 しつ、 ある、 之に 次いで 臨る 者が 新ら しき エルサレム の實 現で 

ある、 神 はたし かに 其 僕の 祈 禱を聽 き 給 ひつ、 ある、 聖國 はたし かに 臨り つ k ある、 神 は 今や 歐羅巴 

文明と 稱 する バ ベルの 塔 を 毀ち 給 ひ-つ \、 其聖、 國を 以て 此 疲れたる 踏 荒された る 地球に 臨り 給 ひつ \ 
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ひ 給 ふたので ある、 我 は 人と して 彼の 施し 給 ひし 救齊の 圈內に 在る ので ある、 彼 は 亦 我が 罪人たり し 

時、 我がた めに 死た まふた ので ある、 我が 罪 は 我れ が 彼の 救 濟に與 かるため の 障害と はならない ので 

ある， 實に我 はん：' 彼の 救濟 の圈： M: より 遁 れんと 欲して 遁る、 ことが 出来ない ので ある、 神 は 今や キリ 

ストに 在りて 全人 類と 之に 添えて 全 宇宙 を 己に 和が しめ 給 ひて 我 を 救 はれし 宇宙の 中に 置き 給 ふので 

ある、 我 はん/や 旣に救 はれし 人類の 一員と して 旣に贘 はれし 宇宙に 棲息す るので ある、 實に 詩人の 歌 

； :> し 力 如く 

1" つ 二  なん ぢ  M"  .1.！  »-*  ** な  、， づ 二  ^  7  .y  つ J* 

我れ 何處 に：：：： きて 爾の 靈を 離れん や、 我れ 何 處に往 きて 爾の聖 前を遁 れんや、 我れ 天に 昇る と 

力.，' -一， こ、 i ふ  ケし 二い. **  b  7 . ミ c; 'つお？ 

も爾彼 51- におし、 我れ 我が 榻を陰 府に設 くると も、 視ょ爾 彼處に 在す、 我れ 曙の 翼 を かりて 海の 

はて  ，.- し-一  みて  み y のて 

涯に if むと も、 彼處 にて 尙ほ 雨の 聖手我 を 導き、 汝の 右手 我 を 保ち 給 はん (詩篇 百 三十 九篇 七— 

十 節 〕。 

今や 我 を逐. ふ 者は恚 怒の 神で はない、 恩惠の 神で ある、 旣に喷 はれし 宇宙に 接 息す る 我 は 離れん と 

欲して 愛の^ 祌の 聖靈を 離る k ことが 出來 ない ので ある、 遁 れんと 欲して 救 濟の聖 祌の聖 前を遁 る. - 

ことが 出 來 ない. ので ある、 神 は 今や 其 愛 を 以て 我 を 捕虜と なし 給 ふたので ある、 此事を 聞き、 此事を 

覺 りて 我は復 父パゥ & の 言 を 繰 返さ る を 得ない ので ある。 

そ は 或 ひ は 死、 或 ひ は 生、 或 ひ は 天使、 或 ひ は 執政. 或 ひは權 能、 或 ひ は 今 在る 者、 或 ひ は 後 在 

つく られ しらの 

らん 者、 成 ひ は 高き、 或 ひ は 深き、 また 他の 受造物 は、 我等 を 我主ィ H ス キリストに 由れ る祌の 

愛より 絶ら する こと 能 はざる を 我 は 信す 

と (羅馬 書 八 章 三十 八、 三十 九 節) G  (九 =o 


神を識 るの 途= 苦痛 

人生の 目的 は 神を識 るに ある、 而 して 神と は 他の 者で はない イエスキリスト である、 祌は キリス 卜 

を識 るに 由て 識る ことが 出來 るので ある、 永生と は卽 ち是れ なり、 獨 一の 眞の 神なる 雨と 其 遣 はし. - 

イエスキリスト を識る ことなりと ある (約 翰 傳卜七 章 一二 節)、 而 して キリスト を識 るの 途は キリスト 

とぎに 苦しむ にある、 その 死の 狀に循 ひて 彼の 苦に 與 りと ある は此 事で ある (W 立 比 書 三 章 十，)、 

我等 は 苦めば 苦む 丈け キリスト を 深く 識る ことが 出來 るので ある、 兹に 於て か 苦痛の 慣 値が 領解る の 

である、 苦み て キリスト を識 り、 キリスト を識 りて 神を識 り、 而 して 神 を識る こと H!^ れ- 水生で ある、 

實に 人生の 幸！ i にして 苦痛に 優 さる 者 はない ので ある、 他の 宇宙に 於て はい ざ. S らす、 我等の 棲息す 

る 此.： 千 に 於 て は 十字架の 途を 除いて 他 に 神 を識り 永生 に 到る の途 はない ので あ る 。 

苦痛 は 天罰で あると 云 ふ 者 は 誰で ある 乎、 前世の 報，. であると 云 ふ 者 は 誰で ある 乎、 我等 信者に 取り 

て は 苦痛 は 最大の 恩惠 である、 キリスト を識 るの 唯一 の途 である、 彼と 同情 を 交す の 唯一 の 方法で あ 

る、 苦痛の 階段 を迪 りて こそ 我等 は 父の 圃に 入る 事が 出來 るので ある、 然れば 來れょ 苦痛、 我は汝 

を歡迎 せんで ある。 (九 H-)  ； 
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如何にし て 救 はる 、 乎 

自分で 救 はれ んと 欲して 救 はる k ので はない、 努力 奮闘し て 道德 的に 完全なる 者と 成り て 救 はる、 

0O0000OO0O0O0000000000OO0  つ， 、り J し 

ので はない、 旣に救 はれた る 者で ある ま を自覺 して 救 はる、 ので ある、 萬 物の 造 主にして 人類の 父な 

る a- の 神 は 我等が 自分で 自分 を 救 ふまで 待ち 給 ふが 如き 神で はない、 彼は我等の^！きを知り給ふ、 我 

等が 自分の 努力 を 以てして 自分 を 救 ふ 能 はざる 事 を 知り 給 ふ、 故に我等の尙ほ^！かりし時に我等の努 

力に 先 だち て 我等 を 救 ひ 給 ふたので ある、 而 して 我等 は 今 は 我等の ために 施されし 其 救^ を 覺認れ ば、 

それで 救 はる、 ので ある、 救濟の 恩惠は 旣に備 へられて、 我等の 前 に © かる K ので ある、 我等 は 今 そ 

れを； 受 すれば、 それで 我等 は 救 はる、 ので ある、 旣に救 はれて あるのに 救 はれん と 欲して 悶 ゆる 人 

間の 憐れ さよ、 而 して； i 昔と は 其 昔 信で ある、 

汝 等の 神 雷 ひ 給 はく、 慰めよ、 汝等 我が 民 を 慰 さめよ、 懇に 彼等に 語り、 之に t- はり せげ よ、 そ 

の 服役の 期旣に 終り、 その 科 既に 赦 され、 その 諸の 罪の 故に M ホバの \f ^より 受けし 所 は 倍して 報 

ゐられ たり 

との 昔 信で ある (以賽亜書§!ト^{«0、 旣に である、 旣に である、 當 さに ではない、 救 一 めの 恩 惠は當 さ 

に 臨みつ k あるので はない、 キリストの 死と 復活と 昇天と に 由り て旣に 臨んだ ので ある、 幅 昔 は旣に 

遂られ たる 救濟の 提供で ある、 道德的 完全 を條 件と し て 賦與 せられん とする 救^の 約^で はない、 

キリ ストの 福音 はバ プ テス マの ョハ ネの說 敎とは 共 根本 を 異にする、 キリスト は 我等 を 呼びて 「g: の 


V る：  、  二と， では 

裔ょ」 と は 稱ひ給 はない、 彼 は 我等の 悔改に 先 だち て 我等 を 救 ひ 給 ふた、 彼が 十字架の 上に 「事 党り 

ぬ」 と 言 ひ 給 ひし 時に 我等 は 業に 旣に救 はれた ので ある、 此事を 知らす して 福 昔 は 福音でなくなる の 

である。 r 九： ：：) 

我が 信仰の 祖先 • 

日本に も大 なる 信仰 家が 在った、 法然の 如き 親鸞の 如き 正さに 其 人であった、 彼等が 佛敎 徒で あつ 

たの は、 彼等の 時代に 佛敎を 除いて 他に 宗敎 がなかった 故で ある、 吾等 は 彼等が 佛敎 徒な りしとの 故 

を 以 て 彼等 を 輕視す ベ きで ない。  . 

仰の 何たる 乎 を 知りし ことに 於て 彼等 は^ 今の 歐 米の 基督 信者より も遙か に 深く あ つ た、 彼等が 

彌 陀に賴 りし 心 は、 以て 基督 者が キリストに 賴 るべき 心の 模範と なすこと が 出来る、 彼等 は 絶 對的他 

力 を 信じた、 則ち 恩惠の 無限の 能力 を 信じた、 彼等 は 全然 自己の 篛 (xelf-l.igllteousness) を排 して 彌 

陀の 無限の 慈悲に 頼った リ 

本願 を 信ぜ に は 他の 善 も 要に あらす、 念佛 (信 賴) に まさるべき 善な き ゆえに 惡を もお そる ベ 

からす、 彌陀の 本願 を妨 たぐる ほどの 惡 なきが ゆ ゑに。 

親 驚の 此の 信仰に 勝 さる：！：^ 仰 は あるべ からすで ある、 ル ー テル は 之 を M いて 害んだ であら ふ、 「ァ ー 

メン、 實に然 り」 と 彼 は 言 ふたで あら ふ、 而 して 今の 歐 米の 基督 信者 は斯 くまで 大膽に 一一 H ひ斷 るの 勇 

氣を 持たない ので ある、 彼等 は 祌を餘 りに 恩惠 ある 者と 見る の 結 Ei^ として 人が 憚から すして 惡を爲 す 

人 正 四 年  .  ra 九 E 


ぼ  想  •  九 六 

に 至らん こと を 恐れる ので ある、 乍然、 是れ 無益の 心配で ある こと は 人類の 信仰 史の證 明す る 所で あ 

る、 神の 恩惠が 人の 罪惡に 勝っての み 露 の 救濟は あるので ある、 親鸞 は 此大膽 の 一 W を 放 つて 信仰の 奥 

義を 語った ので ある" 

ほ本國 に 旣 に此 信仰が 在った、 我等 は 信仰 の 事に 關 して は 必 しも 之 を 歐米人 に學 ぶの 必要 はない、 

.rij" 等 は 法然の 『携擇 ejy に 於て、 親鸞の 『歎 異鈔』 に 於て、 义は覺 如の 著な りと して 傅 へらる k 『安 

心 決定 鈔』 に 於て、 深き 贵き 信仰の 原理 を 見る ので ある。 

斯く言 ひて 我等 は 寺院 化せる、 化石せ る、 「死者 を 葬る 死者」 と 化せる 我國 八/日の 佛敎 に歸依 せん 

と 欲する ので はない、 我等 は 今や 此國に 於て 佛敎を 見す して 佛敎の 死骸 を 見る ので ある、 然し 乍ら 死 

骸の殘 存るは 其內に 曾て 一度 は 澄 # "たる 生命の 働いて ^5 たる 何よりも 良き 證據 である、 歷史は 其れ 自 

身 を 繰 返す と 云 ふ、 冋 じ 生命 を 供して じ 活動 を 起し 得ない 现由 はない、 法然親 驚の 信仰に 蹶起せ し 

n 木 w::^ は 今と 雖も M 一  の： 一:S 仰に 覺醍 しない 现. e はない、 而か も- m らに 剛健なる、 -史ら に 刺戟的なる、 

更ら に合现 的なる、 而 して 明らかに 歷史. 的なる 仰 を 以てして 彼等が 奮起 勃 躍し ない 理由 はない。 

然り、 信仰なる 哉、 而 して U 本人 は 七 ハ牛 前の 往昔より 旣に 此の 贵き； 一；5 仰 を 有った ので ある。 (九 H0 

イエスに 賴る 

余の 國人 は相舉 つて 余は亂 ぉ國賊 なりと 云 ひて 余 を 攻めた、 余 は 其 時に ィ H スに賴 つた。 

余の 竹 肉 は 相 揃 ふて 八ホ は親不 求な りと 云 ひて 余をレ おめた、 余 は 其 待に ィ H スに賴 つた。 


余の 弟子 は 相 合して 余 は 偽善者な りと 云 ひて 余 を 社 會に訴 へた、 余 は 其 時に ィヱ スに賴 つた。 

敎會と 宣敎師 と は 余 は 狂人な り、 異端な り、 信仰の 破壤 者な りと 云 ひて 余に 就て 言 ひふら した、 余 

は 其 時に ィ H スに 頼った。 

かくれ^4し、4  によ  なん 

イエス は 余の 兄弟で ある * 余の 辯 護 者で ある、 余の 隱場處 である、 彼に 賴 つて 余 は 何と 謂 はれても 

何で あっても 宜 いので ある、 余を義 とする 者 は 余の 言行で はない、 义 余の iii 格で はない、 余を義 とす 

0  P  0  0  -  0  0  0  しょ. フ にて.； つ  よ 

る 者 は 彼で ある、 「我等の 義 なる ィ H ス」 を 彼と 稱し 奉る、 故に 彼に 賴る余 を 打つ手 は 彼 を 打つ ので 

ふせ  こよ 

ある- 彼 は 余に 代って 余 を 防ぎ 給 ふ、 何故か 余 は 知ら ざれ ども、 彼 は 余 をして 彼に 親ら しめて、 余 を 

彼の 分身と して 极ひ給 ふので ある。 

余 は イエスに 賴 つて 令 日に 至った、 余 は爹 時まで も 彼に 賴る であらう、 然り、 此 世の 人が 余 を攻む 

る 時に 止まらす、 神の 臺 前に * 判 かる、 時に も 余 は 亦 彼に 頼る であらう。 (十月) 

恩 惠 と 罪 

余に 一 つ 爲す能 はざる 事が ある、 余 は 神の愛の 抱擁より 免 かる &事能 はすで ある、 彼に 救 はれし 人 

類の 一員と して 生れ、 彼に 贖 はれし {H 由に 樓 息して 余 は 彼の 救 拯の圈 外に 出ん と 欲する も 能 はすで あ 

る 0 

然 らば 余 は 勝 乎に 罪 を 犯す であらう ォ、 然り、 若し 犯した くば 犯す であらう、 然れ ども 余 は 今 は 罪 

を 犯した くないので ある、 而 して 祌 の恩惠 を 知れば 知る 程、 罪に 對 する 余の 慾 念， は 減少して、 余 は 益 
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:s 罪 を 嫌 厭 ふに 至る ので ある、 道義に 强ゐ られ、 社會の 制裁 を 恐れ、 律法の 威權に 服して 罪 を 犯さな 

いので はない、 罪が 厭に なりし が 故に 之 を 犯さない ので ある、 而 して キリスト は 我が 衷に 宿り 給 ひて 

我 をして 罪に 對 する 此 厭味 を 起さし め 給 ふので ある、 罪 を 魔め て 救扬に 入る ので はない、 救 はれて. 

^ち祌 の 施し 給 ひし 救拯を 認めて、 罪 を 犯さ る やうに 成る ので ある、 道德は 一時的の ものである、 

神の 救 拯を認 むる に 至る までの 工夫に 過ぎない、 而 して 救拯を 認めて 後に 道德は 不要に 歸す るので あ 

る〕 

然 らば 我等 3： を 言 はんや、 恩の 增 さんため に 罪に- .5 るべき 乎、 非ら す、 我等 罪に 死し 者なる に、 

何で 尙ほ 其屮に 於て 生きん 乎 (羅馬 書 六 章 一 、 一 一節) 

高 價 なる 基督 敎 

基督 敎に 高價 なると 安價 なるとが ある。 

先 づ安慣 なる 者に 就て 言 はん 乎、 外 11 宣敎 師に附 き、 其 補給 を 仰ぎながら 祌學 校に 人り、 祌學昏 を 

讀 みて 學び し 基督教、 是 れ安價 なる 基督 敎 である、 縱し 之に 神學 博士の 稱號が 伴 ふと 雖も、 以て 靈 

魂 を 救 ひ、 神と 人との 間に 立ちて 永遠に 二者の 合一 を 計る ことの 出來 ない、 淺 薄なる 無能の 基督 敎で 

ある。 

,、 るし  い，、 たび  いく  t び 

信仰 獲得の ために 劬み、 多く 憂へ、 多く 泣き、 幾 囘か神 を 恨み、 彼 を 疑 ひ、 幾囘か H リ H リラ マサ 

パクター 一 の聲を 揚げ、 血と 淚とを 以て 得し 基督 敎、 れ高惯 なる 基督 敎 である、 斯 かる 基督 敎は之 を 


神學 校に 瘦る こと は 出来ない、 之に 敎會の 名譽と 保護と は 伴 はない、 其 反 對に囊 々監督、 宜 敎師、 牧 

師、 偉道師 等の 嘲弄、 迫害、 擯斥す る 所と なる、 然れ ども 人の 靈魂を 救 ふ 上に 於て カ强 く、 キリスト 

くるしみ  や 

の 苦痛の 足らざる 所 を 補 ふて、 世に 仲保の 職 を 全うして 休む 時な し、 然り、 貧と 饑と 孤獨と 侮辱と は 

高惯 なる 某 督敎に 伴 ふ、 實に然 り、 苦痛 を 以て 購 ふより 他に 權る途 なきが 故に 高價 たるな り。 

願 ふ 我 も 亦 敎會と 宣敎師 と祌學 校と 祌學 書との 與 ふる 能 はざる 高價 なる 眞珠の 如き 基督 敎の 所有者 

たらん こと を。 (十 =0 

舊式耶 新式 耶 

〇 余 の 聖書 研究 は デリッチ、 ゴ ー デ ー 等に 傲 ふ 者であって 舊式 である、 新式に 改めよ と 注意して 吳 

れる 人が ある、 注意 は 良に 有難く ある、 然し 今 直に 採用す る こと は 出来ない。 

〇 余輩 とても 所謂 新式の 聖書 研究 を 全然 省みない ではない、 余攀の 小なる 書齋 にも 亦獨 のフホ ン ゾ 

1.、 テン、 英の キャノン ドライバ ー、 米の ジョ ー ジ スチ I ブンス 等の 著書 を 留めない ではない、 余 

wf も 亦 ま 輩 不相應 の 金と 時 問と を此 極の 研究に 費した 者で ある、 而 かも 余輩 は 其 中に 人の 靈魂を 養 ふ 

に 足る 生命の パン を 看 出し 得ない ので ある、 敎會を 嫌 ふ 余輩の ことなれば、 敎會の 嫌 ふ 所た る 所謂 高 

等 批評 は 余輩の 歡迎 すべき 普の 者 なれ ども、 而 かも 此 一 事に 對 して は 余輩 は 敎會と 態度 を 共に する 者 

である、 所謂 新式の 聖書 研究 は 希望 を充 たさ る 沙漠の 溪川 である、 テマの 隊 旅客 之 を 望みて 愧恥を 

取り、 彼處に 至りて その 面を赧 くす である (約 百 記 六 章 十五 節 以下)、 所謂 新式の 聖書 研究 は 文法で 
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ある、 哲學 である、 歷史 である、 然れ ども 信仰で ない、 彼等 は 宗敎を 智識と して 解 せんと 欲する が 故 

に 全く 宗敎を 過誤る ので ある、 言 まで もな く 宗敎は 信仰で ある、 信仰 を 根柢と して 立た すして 宗敎は 

^解らない、 宗敎の 書た る 聖書 は 解らない。 

〇 此點に 於て デ リッチと ゴ 1 デ ー と は遙に 新式の 聖書 學 者に 優 ると m 心 ふ、 髑髀 山上に 植 ゑら れし 十字 

架の } ^に 於て 讀む にあら ざれば 以赛亞 書 第五 十三 章 は 解ら な い と 言 ひし. デリッチ は 確か に以賽 "亞： 書 解 

釋の解 鍵 を 握った 人で あると 思 ふ、 ヨブの 患難 を キリ ス トの忠 難の 象徵 として 見し 彼 は 約 k "記の 中心 

的 眞理を 握 つた 人であって 彼より 此 書の 大 註解 の 出た の は敢て 怪しむ に 足りない ので ある、 ゴ ー デ ー 

に 於ても 同じで ある、 彼の 研究の 舊ぃ事 は 余輩と 雖も よく 知って 居る、 然れ ども 彼 は 大聖 書擧 者で あ 

りしと 同時に 亦 深き 實驗の 人であった、 彼 は 講堂と 書齋 とに 於て 聖書 を學ぶ 前に 深く 親しく キリス ト 

を實驗 した 人であった、 故に 彼の 聖書 研究 は總て 悉く 生きて 居る ので ある、 ウレ ー デゃフ ホン ゾ ー 

、デン を 讀んで 余輩 は 知識 的に 多く 得る 所がない ではない が、 然し 信仰的に は 3： の 得る 所がない ので あ 

る、 余輩 は 未だ ゴ ー, デ ー の 羅馬書 註解に 優 さる 此 書の 註解 を 知らないの である、 英阈 人が 誇りと する 

サン デ ー、 へ ッ ドラム 二 氏 共著の 羅馬書 註解と 雖も靈 的 生命の 供給者と して は遙 かに ゴ—、 デ ー (彼 は 

瑞西 人で ある) の 著書に 及ばない の である、 而 して 信仰の 書た る 架 書 は 信仰 を以 てせ すして は鮮 解ら 

ない ので ある、 信仰 は 聖書 研究の 第一 要素で ある、 而 して 深き 信仰に 博き 學問を 加へ たる デリッチ、 

,  めった  しし §•、 

ゴ ー デ— 兩 氏の 如き 聖 書 學者は 減 多に 世に出な いので ある、 余輩が 一 一氏に 私淑す る は 全く 是れ がた め 

である、 二 氏の 學 問が 舊 式なる からで はない、 二 氏に 於て 信仰と 學問 とが 善く 配合した からで ある、 

余輩 は 所 細 S 新式の 聖書 學 者の 屮にー 一氏の 如くに 均齊 的なる 者の ある を 知らない、 若し あろなら ば 示さ. 


れんこと を 乞ふコ 

〇 今や 我國に 於て 計りで ない、 西洋 諸國に 於ても、 信仰 智識 雨つな がら 片輪 的で ある、 智識の ない 信 

仰と、 信仰の ない 智識、 宗敎界 は是等 二種 を 以て 充 たされて 居る、 信仰 は 無學を 誇り、 學問は 信仰 を 

めくら つんぶ 

嘲け る. 如斯 くにして 宗敎界 は 富と 聾との 奥 合で ある、 此 時に 方て 余輩 は， デリッチ、 ゴ ー, デ ー 二 氏の 

如き 調和せ る學 者、 均齊 せる iiil^ 者の 出現 を §卞^ んで 止まない ので ある、 舊 でも 可い、 新で も 可い、 要は 

信仰と 智識との 調和で ある、 深く 信じて 博く 知る の 調和で ある、 而 して 祌はそ のおめ 給 ひし 時期に 於 

て 新式の デリッチ 氏と 新式の ゴ ー デ ー 氏と を續々 と產 出し 給 ふで あらう、 而 して 余輩 は 其 中の 幾人 か 

が 我 日本より 屮 Z ん こと を 祈って 止まない の である。 (十 

義人と 患 難 

.u*.* しき ひと  ^>  P  すく ひい ！；1 

義 人 は忠難 多し、 然れど M ホバは 皆な その 中より 救出し 給 ふ (詩 三十 四篇 十九 節〕。 

義人 世の 所謂 義人で はない、 神の 義人で ある、 祌に義 とせられし 者で ある、 祌と義 しき 關 係に 於 

て 在る^ である、 信仰の 人で ある、 眞 正の 意味に 於ての 基督 信者で ある。 

忠難 人に 臨む すべての 患難で ある、 肉體の 疾病で ある、 事業の 失敗で ある、 肉親の 叛逆で ある、 

世の 誤解で ある、 敎會 の嫌惡 である、 而 して 之に 加へ て 信者 獨特の 患難が ある、 信仰の ための 迫害で 

ある、 悪魔の 襲撃で ある、 疑問の 装 出で ある、 神が 見えなくなる 事で ある、 患難と 云 ふ 患難 は 悉く 信 

者に 臨む と 云 ふ 事で ある。 

大正 四 年.  五 〇1 


感 五 o  二 

多し 人 は 基督 信者と なりて 患難が 無くなる と 云 ふので はない、 又 患難が 減す ると 云 ふので はない" 

却て 增 すと 云 ふので ある、 「患難 多し」 と 云 ふ、 特に 多し と 云 ふので ある * せに は 基督 敎を 信ぜし が 

故に 商賣に 成功して 財産 を 作りたり と 曰 ふ 者が ある、 學問を 修めて 聲名を 博したり と 曰 ふ 者が ある、 

幸福なる 家庭、 社會 と敎會 との 名譽は 基督 敎の 信仰に 伴 ふと は 余輩が 屢々 敎會の 說敎に 於 て^いた 所 

である、 然し 乍ら 眞の 基督 敎は斯 かる 結 菜 を持來 さない、 キリスト を 知る ことに 由て 人の ま 難 は增す 

ので ある、 共れ は 其の 害で ある、 人 は 天と地と 兩 所に 於て 財 を 積む こと は 出来ない、 天 國の冠 冕に は 

必す 棘が 伴 ふので ある、 基督 信者 は キリストの 一部分で ある、 而 して キリスト は 患難の 人であった、 

忠難を 知らす して キリスト を 知る ことが 出来ない、 而 して キリ ス トを 知て 彼に 臨みし すべ ての 患難が 

臨まざる を 得ない ので ある、 基督 信者た るの 確 證は敎 きの パプ テス マを受 くる ことで はない、 其 聖餐 

000  OOOO0O0OO0O0OO  *  ノー- 

式に 與 かる ことで はない、 キリストと 苦難 を 偕に する ことで ある 此 明白なる 證據が ありて 縱 令大. 

敎會 の 大 監督と 雖も其 人 の 眞の 信者た る こ と を 否む ことが 出來な い の で あ る (加 拉太書 六 章 十七 節 

考 r 

救 5i じ 給へ り 義人に 患難 多し、 彼 は 神 を 信ぜし が 故にお^ 難 を 免 かる k 能 はす、 患難 は 信仰に 伴 ふ. 

て來 る、 信& の進步 と共に 增 加す、 患難の 伴 はざる 信仰 は 虚偽の 信仰で ある、 然れ ども 「M ホバは 其. 

のす ベての 忠 難より 救出し 給 ふ」 と 云 ふ、 忠難は 信者に 臨み 彼の 身 を 去らす と雖 も、 彼の 靈 魂に 危害 

を與 ふるに 至らす、 「救出し 給 ふ」 とは此 事で ある、 忠難は 信者 を 神より 絕ら する こと 能 はす、 彼の 

生命 (靈 魂の) を 奪 ふ 能 はすと 云 ふ 事で ある、 ヨブの 場合の 如き は是れ である、 パゥ II の 場合の 如き 

も 亦是れ である、 忠難 はいくら 多く、 いくら 强く とも 我等 を 我主ィ H ス キリストに 賴れる 神の愛より： 一 


絶ら する こと 能 はすと 云 ふ 事で ある (羅馬 書 八 章 末節)、 患難ょり救出し給ふと云ふは^5.^難を逐壤ひ 

給 ふと 云 ふこと ではない、 患難 は 依然として 存 すれ ども 其 靈的惡 結果 を 信者 の靈 魂に 及ぼさし め 給 は 

すと 云 ふこと である。 

而 して 若し 此事 を保證 さる、 ならば 我等 は 如何なる 患難 を も 恐れない ので ある、 我等の 恐る、 者 は 

身 を 殺す と共に 靈魂 を 殺す 者で ある、 而 して 如何なる 忠 難と 雖も 信者 の 靈魂 を 殺す 能 はすと 聞いて 我 

等 は 安心す るので ある、 而 して 此 事た る 單に 神の 約束に 止まらな いので ある、 是れ 信者の 實驗 である 

信者 はまこと に此 事の 事實 なる を 知る ので ある、 信者 は 患難に 由て 益々 深く 神 を 知る ので ある、 5 偷々 

多く 光明の 頒與 にあ づ かるので ある、 神 は 確かに 彼に 頼る 者 をす ベての 患難より 救 ひ 出し 給 ふので あ 

る G  (十月) 

質 問  ， 

問 如何にして キリスト を 我心に 迎 へて、 其處 に確實 なる 內的 生命 を 膂むを 得る 乎。 

答 先づ 第一 に 新約聖書、 殊に 四 福音書 を 讀み其 中に 示された る キリストの 姿 を 成るべく 丈け 明確に 

我心に 刻むべき である、 而 して 彼の 感化に. S り 我 品性の 益々 彼の それに 似る に循 ひて、 彼に 臨みし 

種々 の 患難 は 順を逐 ふて 我に も 亦 臨み 來 るので ある、 其 時 我 は 彼の 精祌を 以て 之に 當リ、 愛と 從順 

の祕 訣を覺 り、 以て 聖書の 示す 所 を實驗 的に 了 得せん と努 むる ので ある、 如斯 くにして、 聖書に 學 

びし 所 を 人生に 實驗 して、 キリスト は 益々 我內に 在りて 增大し 給 はざる を 得ない ので ある、 聖書に 
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此 ies- を稱 して 「汝等 益々 我等の 主なる 救主ィ H ス キリ スト を 知らん ことと 益々 その 恩惠を 知る こと 

を務 むべ し」 と 謂 ふ (彼 得 後書 三 章ト八 節)， 「キリスト を 知る」 と は 彼と 知己の 交際に 入る ことで 

ある、 つ 聖書に 於て 彼に 就て 知り、 然る 後に 人生の 實驗に 於て 彼と 實行を 偕に して 「益々 その 恩 

惠を 知」 り、 ハ鈦々 深く 彼と 友誼 的關 係に 人る ので ある、 基督 敎は 哲擧 でもなければ 义神祕 術で もた 

い、 某： 督敎は 明，：；： たる 人生の 實驗 である， 聖書の 言 を實行 せんと 務めて キリスト は 益々 深く 知らる 

、ので ある、 途は 至て 簡短 である、 唯 之 を 行 ふに 11^ 氣と 忍耐と を 要する ので ある。 (十 H0 

根本 問題 

英國架 公 會に屬 する 或る 信者 は 言 ふ 『聖書 之 研究』 の 說く所 は 我が 敎會 の說く 所な りと、 羅馬 天主 

敎 會に屬 する 或る 信者 は 言 ふ 『聖書 之 硏究』 の 說く所 は 我が 敎會 の說く 所な りと、 露 國正敎 會に屬 す 

る 或る 信者 は 言 ふ 『聖書 之 研究』 の 說く所 は 我が 敎會 の說く 所な りと、 北歐ル ー テル 敎會 に屬 する 或 

ろ 信者 は 言 ふ 『gA, 書 之 研究』 の 說く所 は 我が 敎# の說く 所な りと、 米國バ プチ ス卜敎 會に歸 する 或る 

信者 は 言 ふ 『聖書 之 研究』 の 說く所 は 我が 敎會 の說く 所な りと、 其 他 メソヂ スト 敎會父 はフレ ンド敎 

會 又は 「日 木 某 敎會」 に屬 する 或る 信者に して 同一 の 一一 一一 ロを發 せし 者 ある を 余輩 は 知れり、 而 して 父 

淨土宗 の 或 る 敬^す ベ き！： 侶 は 厘々 余攀に 告げて 言 へ り 『聖書 之 研究』 の 說く所 は 正さ しく 是れ 法然 

上人の 說き給 ひし 所な りと、 又 本願 寺 派の 或る^ 侶は此 誌の 忠實 なる 讀者 にして、 曾て 余輩に 書 S3 り 

て 11 へり 『^書 之 研究』 の 說く所 は 親 驚 上人の 説き 給 ひし 所な りと、 斯くて 此誌は 多 派 多 宗の迎 ふる 


所と なりて 其發 行を繼 絞け て 八 ：- 日に 至れり。 

依て 知る 余 衆の 說く 所の 信仰の 根 木に 關 はる 所なる こと を， 信仰 を 其 根 木に 探索め て 怫敎基 赞敎の 

寿-^ あるな し、 ：，i- 統 異端の tl: 分 あるな し、 八.； は 信仰 を 語らん と 欲す、 敎 義を說 かんと 欲せす、 而し 

てす ベ て深く：！：^じ聖く行はんと欲する人と：：^弟姉妹の關係に入らんと欲す。 (十 一 お」 

救 はる  >  と は 

救 はる、 と は 救 はれない^ である、 他人 を 救 ひ 得て {H 分 を 救 ひ 得ない 事で ある、 1^ 迫で ある、 孤 獨 

である、 社^に 排斥せられ、 敎< ^に 嫌悪 せらる、 事で ある、 祭 IH- と 監^と、 パリ サイ.. < ^と敎 會信^ と 

に ト{モ 架に 釘 けらる、 事で ある、 ィ H スと遝 命 を 共に する 事で ある、 エリ H リラ マサ バ クタ-一の 驟を 

發 し な が ら 死 に 就 く 事 で ぁ る 、 斯く て 救 は る 、 と は 恐 ろ し い で ぁ る - ^i:;; し： いら 人た るの 榮 1^ の 絶. m 

である。 (十  一 =0 

思 ふ 所に 過ぐ る 平安 . 

啡立比 書 g! 章 七 節 

我 は 个は何 をも爲 さすと も 善い ので ある、 神 は 其 子を遗 りて 彼 をして 我に て 我が 爲 すべき 事 をす 

ベて 爲 さしめ 袷 ふたので ある、 我は今は遗られし者と彼の我に代て爲し給ひし^^とを信すれば、 其れ 
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で 救 はる」 ので ある、 我 は 其 事 を 思 ふて 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安が あるので ある U 

我 は 今 は旣に 死んだ 者で ある、 而 して 死んで 尙ほ 生く る 者で ある、 我 は 死んで 我れ 以外の 或 者が 我 

に 代て 我が 衷に 生き 給 ふので ある、 我 は 憂慮 ふに 及ばない ので ある、 又 能力の 不足 を 歎す るに & ばな 

いので ある、 大能者 は 我が 衷に 在りて 謀り、 我 を 以て 働き 給 ふので ある、 我 は 其 事 を 思 ふて 人の すべ 

--O00O0O00OO00OOO0 

て ふ 所に 過ぐ る 平安が ある ので ある。 

彼 を 信じて 我に 今や 律法 は 無い ので ある、 規則 は 要らない ので ある、 奮鬪 努力の 必要 は 無い ので あ 

る、 我が 思 ふま.^ が 律法で ある、 我が 行 ふま k が 規則に 適合 ふので ある、 我 は 居ながら にして 鬪ひ且 

つ 勝ちつ k あるので ある、 我 は 我が 全部 を 彼に 引渡した ので ある、 而 して 彼 は 喜んで 之 を 引受け 給 ふ 

OOOOO0CC-O0-OCOOOOC-OOOO 

たので ある、 我 は 此事を 思 ふて 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安が あるので ある。 (十二月) 

クリスチャン は 何で ある 乎 

クリスチャン は敎會 者で はない、 彼 は 敎義に 署名し、 敎則を 守り、 敎權 に服從 し、 其 保護の 下に 宗 

敎的 生涯 を 接る 者で はない。 

O0OOOOOO0OOOC0  きょ 

クリスチャン は道德 家で はない、 彼 は 己れ に 省み、 奮勵 努力、 以て 自 から 潔う し、 淸淨 潔. ni にして 

天地に 恥ざる の 生涯 を途る 者で はない。 

クリスチャン は哲學 者で はない、 彼 は 天地の 妙理を 究め、 人生の 意義 を 明かに し、 宇宙と 和合して 

阆滿 無缺の 生涯 を 送る 者で はない" 


ooc-oooooo  o しらべ o  o  o  - ひち 

クリスチャン は 基督の 僕で ある、 己れ に 死して 基督が 彼に 代て 彼の 衷に 生き 給 ふ 者で ある、 如斯く 

にして クリスチャン は 規則の 人で はない、 意志の 人で はない、 叉 思惟の 人で はない、 情の 人で ある、 

而 かも 聖 めら れ たる 情の 人で ある、 故に 彼 は敎會 者に は氣 儘の 人の 如くに 見える、 道德 家に は 非 倫の 

人の 如くに 見える、 哲學 者に は 無學の 人の 如くに 見える、 然し 乍ら 彼 は 自由の 人で あると 同時に 又 束 

縛の 人で ある、 意志の 人で あると 同時に 又 情の 人で ある、 學究の 人で あると 同時に 又 歌の 人で ある、 

クリス チヤ ンは 活ける 基督が 其衷に 在りて 働ら き 給 ふ 者た るより 他の 者で はない ので ある。 (十二月) 


大正 五 年 二 九 一 六 年) 

. 二 個の 信仰 

信仰に 一 ーッ ある、 イエス キリス トの 信仰 (Faith  of  Jesus  Christ) とィ H ス キリ ストに 於け る 信仰 

(Faitla  in  Jesus  Christ) との 二つ ある、 ィ H スキ リストの 信仰と は 神と 義に對 して 彼が 懷き 給ひレ 

问 き 信仰で ある、 ィ H ス キリストに 於け る 信仰と は 彼が 我等の ために 成就げ 給 ひし 救拯 を信受 する の 

信仰で ある、 前者 はィ H スの 信仰に 傚 ふ 信仰であって、 後者 はィ H スの履 を 信す るの 信仰で ある、 而 

して 人 は 此等ー 一個の 信仰 を 懷くを 得て 救 はる \ ので ある。 

大正 五 年  五 0 七 


感 想  五 〇 八 

然れ ども 罪人た る 我等に 取りて はィ H ス に 於け る 信仰 は 前であって ィ H ス の 信仰 は 後で ある、 我等 

はィ H スの 贖罪 を信受 する の 結 * として、 我等の 罪 を 取 除かれ、 而 して 後に 始めて ィ H スが懷 きし 信 

仰 を懷き 得る に H 十； るので ある、 罪に 沈みし 我等に 生れながら にして イエスの 信仰 は 無い ので ある- 我 

等 は 彼に 贖 はれ、 彼より 信仰の 靈を 受けて、 彼が 信ぜし が 如くに 信じ 得る に 至る ので ある、 人の 義と ■ 

せらる. -は 信仰に 由る 律法の 行に 由らず (羅馬 書 三の 卄八/ 然 り- 人の 義 とせら る、 はィ H ス キリ 

ス トの 信仰に 出る、 而 かも ィ H ス キリ ス 卜 の；！^ 仰に 達せん がた めに ィ ェ ス キリ ス トを 信ぜざる ベから 

す、 イエス キリス 卜に 於け る 信仰 ありて 始めて ィ H ス キリス 卜の 信仰が あるので ある、 人 は キリスト 

の 十字架に 由ら すして、 直に キリス トの 如くに 成る こと は 出来ない。 (一 月) 

イエス を 信ず  . 

余はィ H スを 信す る、 余 は 彼 を 詮索し ない、 余 は 今日 直に 彼に 傚 ひて 彼の 如くに 完全. に 成り 得ない 

とて 悲まな い、 < ^は 彼 を 信す る、 情 的 叉は理 的に 彼 を 信じ 得ない 場合に は 意 的に 信す る、 信す る、 然 

り、 信す る、 ィ H スを 究めん としない、 叉學 ばんと しない、 信す る、 信じ 難き に 至る 時 は 我意 志 を 鼓 

舞して 信す る。 

余はィ H スを 信す る、 阿 彌陀佛 を 信じない、 モ ハメット を 信じない、 一一 イチ ヱ を 信じない、 イエス 

を 信す る、 余 は 健に ィ H スの 信者であって 基督 信者で ある、 ィ H スは 余の 總體を 要求す る、 而 して 余 

は 之 を 彼に 獻げ て惜 まない、 余はィ H スを 信じて 彼に 自己 を 信し 奉る、 余 は 余の 景慕 する 他人に 就て 


^う 言 ふこと は 出来ない、 余 は 力 ー ライル を 信じ、 ヮ ー ヅヮス を 信じ、 グラッドストン を 一一 一 t すると 言 

ふこと は出來 ない、 併し乍ら 滿 腔の 誠實を 吐露して 余はィ H スを 信す ると 言 ふこと が 出来る。 

余 は 信す る點に 於て は 多くの 佛敎徒 叉 は囘々 敎 徒と 信仰 を. g にす る、 ^し 乍ら 和 ^ ハ、 を 信す る S に 

於て は 余 は 全く 彼等と 信仰 を 異にする、 余はィ H スを 信す る 者で ある、 彼 を 余の 宗教 的崇拜 物と して 

ぐ 者で ある、 斯くて 余 は 一 方に 於て は 祈！： 學 的に 彼 を 解し 倫理的に 彼に 學 ばんと す. る 所， 人と 彼 

れィ H ス に對 する 態度 を 異にし、 又 他方に 於て は 彼 を 萬 全の 主として 崇めざる すべての 言 卬 家と 一一 一一 G 卬 

の 方向 を 異にする。 

が-; り 余はィ H スを 信す る、 彼に 賴る、 彼に 鎚る、 彼 を 感じ 得すと も 彼 を 信す る、 彼 を 摔し导 すと 

も 彼 を 信す る、 主よ 我 は 信ず、 我が 信な きを 助け 給へ (馬 可傳 九章廿 四 節 )o  (一  ガ〕 

1,6  な し 

1 ま 禱の梦 ira^ 

汝 等の すべ て 我 名に 託り て 父に 求 ふ 所の もの を 彼 をして 汝 等に 賜 はらせん がた めに 我れ 汝等を 立たり。 (約 

傳 十五 章 十六 節〕。 

0 ゅ"？卜が我!-、のぼ禱を取次ぎ給ふと云ふは單に之をきー〔乂に艇5^し給ふと云ふ事でなぃ、. 之を|;^11 

ゆの 祈禱 として 聖 父に 捧げ 給 ふと 云 ふ 事で ある、 斯くて キリスト のきん g お を 受けて、 賤 しき 我等の^ 

禱は樂 子の 祈禱 として 聖 父の 膝下に 達する ので ある、 而 して 聖父は 聖子を 愛する 其 愛 を 以て g へ、 ゆ g 

に 我等 を 惠み給 ふので ある、 斯くて 我等の！ L めき 祈禱は キリストの！ 由り て i げられ しが 故に 强く 

*  ^  =  ^  五 〇 九 
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ち ゝ あはれ み - ひった  二. U へ  ひ  あ-二  ち- r- けい *.」 よく 

せられ、 强く聖 父の 慈 仁に 想へ、 强き應 答 を 彼より 惹 くので ある、 恰 かも 發信 局の 弱き 電流が 仲繼局 

の强き 電流に 增大 せられ、 强き 電流と して 受信 局に 達し、 而 して 之に 應 する 強き 返電 が W び 發信 局に 

けが  くちびる 

達する が 如しで ある、 我等の 祈禱 にして 直に 聖 父に 達する 者な らん 乎、 據れ たる 脣の 民の 中に 住みて 

^れ たる 脊の 者なる 我等の 祈禱 であれば. 天の 聖座を 動かす の 力なく、 極めて 微弱なる 祈禱 なる が 故 

に微！ I ぬなる 應答を 招く に過ぎないの である、 義 者の 祈 禱はカ ある 者な りと 云へば、 罪人なる 我が 祈禱 

は f ^おくして 義 者なる キリストの 祈 禱は强 く あるので ある、 而 して キリストの 御 執 成 (取次) に 由り て 

我が 祈 禱は義 者の 祈禱， ^して 聖 父に 達し、 玆 に.： 于 {巾 を 動かし 得る の 心 を 動かし 得て 大事 を 成就る ので 

ある (雅各 書 五 章 十六 節 )o  (一月) 

靜 かなる 信仰 

事業、 事業と 云 ふ、 然り、 信者の 事業 はィ H スで ある、 彼に 在りて 信者の 爲 すべき 事業 は 旣に爲 さ 

れ たので ある、 事竟 りぬ (成りぬ) と 彼が 言 ひ 給 ひし 時に、 信者の 爲 すべき 事 は 彼に 在りて 旣に 成つ 

たので ある (約 翰傳 十九 章 三十 節)。 

聖め、 聖 めと 云 ふ、 然り、 ィ H スが 信者の 聖め である、 イエス は 神に 立ら れて汝 等の 義 また 聖 また 

贖と なり 給 ヘリと ある (哥林 多 前書 一 の 三十)、 又 我れ 彼等 (信者) のために 自己 を聖 むと ある (約 

さよ  . 、るし， ひ 

翰 傅 十七の 十九)、 叉 イエス は 己の 血 を もて (己が) 民を聖 めんがた めに 苦 を 受けたり と ある (希 伯 

來書 十三の 十二〕、 斯くて 信者 は 旣にィ H スに 1 て聖 めら れ たので ある、 故に 彼れ 以外に 於て 聖め 

mnnlllsv'   1 i I —   —  1 i 


を 求む るの 必要 はない ので ある。 

J  わがもの  きょ  ぁづか 

信 W を 以て ィ H ス の 事業 を 我 有と する 事、 信仰 を 以て ィ H スの聖 めに 與る 事、 其 事が 信者の 事業で 

ある、 敢て騷 ぐに 及ばす. 敢て婉 くに 及ばない、 靜 かにして 待望 まば 汝等 能力 を 獲べ しで ある、 智慧 

と 能力の 蓄積 は 一切 キリス 卜に 藏れ あるので ある、 此事を 知る のが 求道で ある、 此^！を傳ふるのが傳 

道で ある、 而 して 此事を 知て 之に 由て 行 ふの が 信仰で ある、 靜閑 にして 强大、 恰 かも 氷河の 徐に 動き 

て 山嶽 を粉碎 する が 如しで ある、 車 業に 憬れ、 成功 を 急ぎ、 喇叭と 太鼓 を 加へ て駿 立る 現代の 信仰の 

如き、 余輩 は 之 を 信仰と 稱 ふること は出來 ない。 (一 =o 

望の 理 S 

ゆ ろ； よ し 

亦汝 等の 衷に 在る (永生 獲得の 希〕 望の 綠 5  (理由) を 問 ふ 人に は 答を爲 さん こと を 懷 に へよ (彼 得 前書 一一 1 

章 十五 節)。 

余 は 人で ある、 余はィ H スを 信す る、 余の 救扬の 希望の 理由 は 此の 二 個で ある。 

余 は 基赞； 1^ 者で ない 乎 も 知れない、 余 は 確かに 敎會 員で はない、 余 は 監督の 敎權を 認めない、 余 は 

敎會の 信 條に從 はない、 若し 敎會 員た る ことが 基督 信者た るの 必耍條 件で あるならば 余 は 確かに 基督 

信者で はない。 

然れ ども 余 は 人で ある、 敎會は 余の 人た る こと をる むこと は出來 ない、 而 して 「神 は 其 獨子を 賜 ふ 

ほどに 世 (全人 類 を 云 ふ) を 愛し 給へ り」 と あれば- f 一  個の 人と して 此 愛に：^ れな いので ある、 


而 して 义 「凡て 彼 を 信す る 者 は 亡ぶ る ことなくして 永生 を受 くべ し」 と あれば、 余 も 彼 を 信じて 永生 

據 得の 權 利に 與る ことが 出來 るので ある、 一 個の 人に して 信す るの 心 あれば 其れで 救 はる」 の资 格が 

ると は 聖書の 明かに 示す 所で ある、 余の 信仰 を 敎會に 認められす とも 余 は 安心して 余の 靈魂を 神に 

任 かし 奉る ことが 出來 る。 (一 月〕 

世界の 主  • 

世界 政治と 云 ひ 世界 勢力と 云 ふ、 而 して國 家の 目的 は 世界の 主たるに ありと 云 ふ、 然れ ども 何ぞ知 

らん、 悪魔が せ界の 主たる こと を、 

悪魔 ィ H スを 最高き 山に 携へ 行き、 世界の 諸國 とその 榮 華と を 彼に 示して 曰 ひける は、 汝 もし ^ 

伏して 我を拜 せば 我れ 是等を 悉く ル= な 汝に與 ふべ し 

と (馬 太傳 §： の 八、 九〕、 世界 は惡 魔に 屬し、 世界に 主た らんと 欲せば 俯伏して 惡 魔を拜 せざる ベ か 

らす. 國家 にして 世界に 主た らんと 欲し、 敎會 にして *t 界的 勢力た らんと 欲せば、 悪魔の 此 要求に 應 

ぜ ざるべ からす、 世に！： 際 的戰爭 ある はせ 界に 主た らんと 欲する 國家 多き に 因る、 基督 信者が 世に 勝 

つと 云 ふ は f 界を 征服して 之 を 己が 有と なすとの 意に 非す、 せ 界に對 する 野心 を 放棄して、 之 を 我 主 

たらしめ ざる を 謂 ふなり、 世界 は 是れ棄 つべき 者な り、 璲 べき 者に 非す、 キリス 卜の 心 を 有する 者の 

立場より 足て、 世界に 主た らんと 欲する は 賤しむべき 野心な り、 恥づ べき 欲求な り、 キリストの 僕た 

らんと 欲する 者 は 先づ此 野心、 此 欲求 を絕 たざる ベから す。 (一月) 


〇 基督 信者 は 自分で 基督 を 信じた 者で はない、 基督 を 信仰すべく 祌 に餘满 なくせられ た^で ある、 而 

して 其！^ 仰の 結 5^ として 神と 基督との 宿る 所と なった 者で ある、 某将； ^おは 自分で はない、 自分 以外 

の 或 者の 占領す る 所と なった 者で ある、 最早 我れ 生ける に 非ず、 基督せ に 在りて 生ける 也で ある、 基 

1^:^^ が 自分に 歸り、 自分の 主義 信仰 を 主張す るに 至った 時に、 彼 は 確に 1^ 小の 不； £ 者 になった ので あ 

る 0 

〇 蔡を爲 すので はない、 旣に爲 されし 事を傳 ふるので ある、 而 して 旣に爲 されし 事を傳 ふれば 察は自 

づ  .-itc こ  ，：1 とづれ  S の ひ や はら 

然と 成る ので ある、 幅 昔で ある- 喜ばしき 音で ある、 神、 キリストに 在りて 世 を 己と 和が しめ 給 ひし 

と 云 ふ 其 Is^ を傳 ふるので ある、 而 して 其 寧 を 傳へ之 を 信す る を 得ば、 それで 事 は 成る ので ある、 ち 

世 は 救 はる、 ので ある。 ニーお) 

安 心 と 平 厳 

安心 は 苦痛の ない ことで ある、 心配の ない ことで ある、 奮鬪 のない ことで ある、 努力の ない ことで 

ある、 無爲の 生涯に 人る ことで ある、 卽ち 生涯と 稱 すべから ざる 生涯に 入る ことで ある。 

安心 を 疲る途 は 一 にして 足りない、 佛 法が 其 一 である、 儒 敎が其 一 一で ある、 所謂 「修養」 が 其 三で 


ある、 靜座 法が 其 ra である、 安心 を瘦 るに 必す しも キリストの 福音 は 要らない、 基督教に 由ら すして 

安心 を 獲た 人 は 世に 夥多 25 る。 

キリスト は 人に 安心 を 與へ給 はない、 平 康を與 へ 給 ふ、 我れ 平 康を汝 等に 遺す、 我が 平 康を汝 等に 

予.5^と彼は言ひ給ふた (約 翰傳十 ra の廿 七)、 而 して キリストの 予へ給 ふ 平 康とは 世の 所謂 安心と は 

異ぅ、 平康の 中に ゲスセ マネの 苦鬪が ある、 カル バリ ー 山上の H リ H リラ マサ バ クタ-一の 叫 號が ある" 

人の すべ て 思 ふ 所に 過る 平 康を與 へられた りと 稱 する パ ゥ a は 

我れ 是 等の 希望 を旣に 得たり と 言 ふに 非す、 亦旣に 完成せられ たりと 言 ふに 非す、 或 ひ は 得る こ 

と あらんと て 之 を 追求む、 …… 卽ち 後に 在る もの を 忘れ 前に 在る もの を 望み、 褒美 を 得ん とて 檫 

的に 向 ひて 進むな り 

と 言 ふた (啡立 比 書 三の 十二 以下)、 卽ち平 康は得 脱で はない、 完成で はない、 充 たされた る 希 §1- で 

はない、 现 想の 追求で ある、 無窮の 進歩で ある。 而 して 之に 伴 ふに 耐へ 難き 苦痛が ある、 絶えざる 蜜 

まこと や ふ, ？ 

闘が ある、 眞の 平康は 十字架 を 負 はすして 獲られる 者で はない。 

平康は 苦痛の 削除で はない、 平康は 神の 前に 義 とせら る k 事で ある、 神の 心 を 賜 はりて 彼と 和らぐ 

ことで ある、 而 して 神と 皆に 歡び又 偕に 苦しむ ことで ある、 平康は 安心と 異なり、 苦痛と 心配と 心の 

よろこび 

奮闘との 絶える ことで はない、 祌の義 を 以て 充 たさる i 雍 である、 之に 言 ひ盡 されぬ 歡 喜が ある、 ^ 

時に 又 一 百 ひ 鍵され ぬ 悲痛が ある、 キリ ストの 平 康を賜 はりて 人 は 草庵に 隱れ てせ を 避けん としない * 

ちが  .V  J 

正義の 利劍を 執りて 罪 惡と戰 はんとす る、 安心と 平 康とは 名 は 似て ゐて實 は 全く 異ぅ、 安心 は 消極的 

である、 平康は 積極的で ある、 安心 は 苦痛の 消滅で ある、 平 康は歡 喜の 充實 である、 釋迦 にも 孔子に 


も 安心 はあった が平康 はなかった、 「ィ H ス 己の 手に 聖 父の 萬 物 を 賜 ひし こと を 知り」 とい ふ 自覺に 

合せて 「我心 甚く 憂へ て 死ぬ るば かり 也」 とい ふ 苦痛が 神の 子の 懷き給 ひし 平康 であった、 而 して ィ 

ェ スが 「我が 平 康を汝 等に 予ふ」 と 言 ひ 給 ひし 平康 は是れ である、 祌の 子の 平康と は實に 如斯き 者で 

ある。 

基督 者の 平康、 希伯來 語の salom、 希臘 語の eil.?ncN 英語の peace、 是れ實 に 深い 廣ぃ 美く しい 

意味 を 含む 詞 である、 此事を 解せ すして 基督 敎に 於て 怫敎に 謂 ゆる 安心、 11 敎の薦 むる 修養 を 求めん 

と 欲する 者 は 木に 緣 りて 魚 を 求む る 者の 類で ある、 基督 敎は 安心 を與 へたい、 十字架の 伴 ふ 平 康を與 

ふる、 世の 所謂 求道者 は 深く 玆に 注意すべき である、 ィ H スは言 ひ 給 ふた、 

地に 平安 を 出さん 爲に 我れ 來れ りと 思 ふ 勿れ 平安 を 出さん とに 非す 刃 を 出さん 爲 なり。 (二月) 

救拯の 信仰 

我等 は 信仰に 由て 救 はれる ので ある、 叉 信仰に 於て 救 はれる ので ある、 我等 は 今 救 はれる ので はな 

い、 後に 救 はれる と 信す るので ある、 卽ち 信仰に 於て 救れ るので ある、 旣に救 はれた ので はない、 救 

はれる と 信す るので ある、 卽ち 救扬は 約束の ことであって 現實 のこと ではない、 故に 我等 は祌を 信じ 

義を 信す る 其 信仰 を 以て 自身の 救扬を 信すべき である、 「信ぜよ 然 らば 救 はるべし」 と ある は此 事で 

ある、 祌の 善と 視た まふ 時に 必す救 はるべし と 信ぜよ、 然 らば 其 時に 到りて 必す救 はるべし と 云 ふこ 

とで ある、 此事を 知らないで、 救扬の 事實を 現今 我 身に 於て 實驗 せんと 焦 思り、 之 を實驗 する を 得 ざ 


れば 信ぜざる は、 是れ 神の 約束 を輕 蔑に する 事であって、 不信の 罪の 中に 算 へらるべき 事で ある、 神 

は キリス. トに 在りて 旣に世 を 贖 ひ 給 ふたので ある、 而 して 我等 は此 聰 を 信す る を 得て 旣に救 はるべ 

き 特權を 授けられ たので ある、 我等の 救扬の 確證は 十字架 上の ィ H スに 於て 在る ので ある、 而 して 此 

信仰と 此確證 と ありて 我等 は 他に 我等の 救 はるべき 證據を 要求め ない ので ある、 我等 は 自己に 省みて 

0- ほ き アダム の 残る を 見て 我等に 約束 せられし 救 扬を疑 ふて はならない、 我等の 品性の 進歩 は亦以 

て 我等の 救 はるべき 確證と 見做す に 足りない、 「我 を仰瞻 よ、 然 らば 救 はるべし」 と 祌は約 來し給 ふ 

- たので ある、 故に 我等 は 彼 を 仰瞻て 我等の 善行の 擧 る舉ら ざるに 關 せす、 我等の 身心の 潔 めら れし潔 

めら れざ りしに 關 せす、 神 を 信じ 其 約束 を 信じて 我等の 救拯を 信すべき である。 

「我等が 救 を 得る は 望に 由れ り」 との バウ u の 言 は 此事を 謂 ふたので ある、 救 は 希 tll- の 市に 屬 すと 

の 意で ある、 今兹に 救 はれる ので はない、 救は希§ポとして^^するのでぁる、 而 かも 神の 約^に 基づく 

希望で あるが 故に 最も 確實 なる 希望で ある、 旣に充 たされし 希 と 見て 可き 希望で ある、 救 は 信す ベ 

き 待ち望むべき 祌 の恩惠 である (羅馬 書 八の 仆四) 0  (二月) 

終に 彼 を棄て る 

〇國のためにキリ ス トを；^^じたる者は終に彼を^^てる。 

〇 社會 人類の ために キリ ス トを： じたる 者 は 終に 彼を檠 てる。 

〇 敎勢擴 張 を 思 立ちて キリスト を 信じた る 者 は 終に 彼を棄 てる。 


〇 キリストの 人格に 惊愫れ て 彼 を 信じた る 者 は 終に 彼を棄 てる。 

〇 美き E 心 想 を 得ん とて キリ スト を 信じた る 者 は 終に 彼を棄 てる。 

〇 忠難 苦痛 を 慰められん ために キリ ス トを 信じた る 者 は 終に 彼を棄 てる U 

〇 然れ ども 己が 罪 を 示され、 其 苦痛に 耐へ すして、 「鳴 呼 我れ 困苦る 人なる 哉」 の 聲を發 し、 キリス 

卜の 十字架に 於て 神の 前に 義 とせら る k の 唯一 の 途を發 見し、 其歡 喜に 耐へ すして 彼 を 信じた る 者 は、 

斯 かる 者 は 縦し.； 于宙は 消失す ると も. 水 遠より 永遠にまで 彼を棄 てない。 (三：； O 

幸 乎 不幸 乎 

の 生涯 は 幸であった 乎 不幸であった 乎 余 は 知らない， 唯 知る 余は此 生涯に 於て 余の 靈 魂の 救 主な 

る主ィ H ス キリスト を 知る を 得し こと を、 而 して 此攀を 知る を 得て 余の 生涯の 目的 は 達せられ たので 

ある、 而 して 人生の 此 目的が 達せられて 幸 乎 不幸 乎 は 問題に ならない ので ある、 君恩 身に 餘り， 人 

身 を 極む と 雖も此 目的が 達せられ すして 人 は 生れて 生れざる と 同然で ある、 之に 反して Igf. の 問に 一 

生 を 終る も此 目的が 達せられて、 生れし 甲斐が あつたの である、 人生の 問題 は 幸 乎 不幸 乎で はない- 

成功 乎 失敗 乎で はない、 キリス- トを識 る を 得し 乎 否やで ある、 彼 を 識るを 得、 彼と 惜に 苦しむ を 得、 

而 して 兎にも角にも 死た る 者の 更生る こと を 得て、 不幸 も 苦痛 も 皆な 悉く 赏 は^て 餘り あるので ある、 

よみ A  りち 力ら  ，、るし ふ  よ- V- く 

1 「瓜と 其 更生の 能力 を 知る」 ための 苦難と 敗衄 であった こと を 知りて、 最も 不幸な りし 一生 も ー篇の 

讚美歌と 化する ので ある。 (三月) 


最 も 善 き 事. = 信 仰 

最も 善き 事 は 3： 事も爲 さすして 唯主ィ H スに信 親る 事で ある、 其 次に 善き 事 は 彼の 聖 意に 適 ふ 或る 

善事 を爲す ことで ある、 最も 善き 蔡は 信仰であって、 其 次に 善き 事 は 事業で ある、 勞 働と 信敏 との 二 

人の 姉妹の 中で、 II:- 賴の マリヤ は勞 働の マルタに 優りて より 善き 業 を 撰びたり との 事で ある (路加 傳 

十 章 四十 二 節)、 神 は 祭 物 を 嘉し給 はす、 燔祭を も 悅び給 はす、 神の 要求め 給 ふ 祭 物は碎 けたる 悔ゅ 

.ui しひ 

る靈 魂な りと は此 事で ある (詩篇 五十一 篇 十六、 十七 節 〕、 而 して 此褰を 知らないで 事業 事業と 叫び、 

事 戴 を 爲す亊 が 信仰で ある 乎の 如くに 思 ふは大 なる 問 違で ある、 信者に 取りて は 事業 は大 なる； 樂で 

ある、 善き 遊戲 である、 善き 時 問の 消费法 である、 乍然、 生命で はない、 最も 善き もので はない、 信 

仰の 奥義で はない、 「凡て 主の 名 を <1 求む る 者 は 救 はるべし」 と ある、 玆に 人の すべて 思 ふ 所に 過る 

信者の 平康が あるので ある。 (三 =o 

信仰の 恩惠 

我が 祈 求む る 物を予 へらる、 事、 是れ ® に 恩 窓 である、 乍 然恩惠 は 之に 止まらない、 我が 祈 求む る 

^を 約束 せられて 而 して 其 約朿を 信じ 得 るの 心を予 へらる \ こと、 是れ亦 S に恩惠 である、 然 りより 

, ，  あ-つ ァ 

高き より 犬なる 恩 惠 である、 而 して 愛なる 神 は 多くの場合に 於て 我等 をして 予/ らる \ の恩惠 に爽ら 


しめ 給 はすして、 彼の 約朿を 信じ 得る の 恩 惠に與 うらし め 給 ふ、 卽ち善 物 を 予へ給 はすして 强 き；！：：^ 仰 を 

予へ給 ふ、 實に神 も 亦 人の 如く 我等の 請求に 應 じて 現金 を 以て 支 拂ひ給 はすして、 多くの場合に 於て 

は 證文叉 は 約束手形 を 以てし 給 ふ、 而 して 信仰 は 神の 振出し 給 ふ 約束手形 を^ はすして 受 くる ことで 

ある、 然るに 鳴 呼、 信な き 此世は 人の 手形 は 疑 はすして 之 を 受けて、 神の 手形 は 之 を 受けん と， t ない 

ので ある、 卽ち 休徵と m お 能と を 求めて、 約束 を 信ぜん としない ので ある、 主よ 我が 信な きを 憐み給 

へ 。 U 一一 月) 

信仰の 實質 

希 伯 来書 第 十 一 章を讀 みて 

信す るので ある、 然り、 信す るので ある、 祌を 信す るので ある、 彼の 愛 を 信す るので ある、 皮の ふ紀 

極 を 信す るので ある、 復活 を 信す るので ある、 永生 を 信す るので ある、 窮り なく 存っ 所の 天 國を霄 す 

るので ある、 信す るので ある、 然り、 1::^ する ので ある、 信す るに 足る 充分の 證據が あるが 故に 信す る 

ので はない、 充分の 證據 があって 信す るの は 信仰で はない、 所見で ある (哥林 多 後書 五 章 七 節)、 「そ 

れ 信仰 は む 所 を 疑 はす (確認し) 未だ 見ざる 所 を憑據 とする もの 也 (確信す る こと 也)」 と ある 

(希 怕來書 十 一 章 一 節)、 また 「見ゅる所の§ー^!はぱ1-に非すそは旣に見る所のものは如，^で尙ほ之を望 

まん や」 と ある (羅馬 書 八 章 廿 四 節)、 見えざる もの をば S むの が 希望で ある、 信じ 難き こと を 信す る 

のが 信仰で ある、 希望に 反して み 信仰に 反して 信す、 是れが 希望で ある、 また 信仰で ある、 故に ョ 

大正 五 年  五 一 九 


感想  五 二 〇  一 

ブは言 ふたので ある 「縱令 彼れ 我 を 殺す とも 我 は 彼に 信賴 まん」 と (約 百 記 十三 章 十五 節)、 祌我 を-一 

殺し 給 ふと も 我 は 彼の 愛なる を 信ぜん と、 是れが 露の 信仰で ある、 恩惠 を實驗 せし が 故に 信す るに 非】 

す、 神なる が 故に 彼の 善と 愛と を 信す るので ある、 子が 親 を 信す るの 信 を 以て、 妻が 夫 を 信す るの 信 一 

を 以て、 友が 友 を 信す るの 信 を 以て、 祌を 信じ、 彼の 言葉 を 信じ、 彼の 約束 を 信じ、 永遠に 變ら ざる 一 

彼の 善意 を 信す るので ある、 所謂 「基督 敎證據 論」 を 聞かさる、 まで もない、 {千{£ に顯 はれたり と 云 一 

ふ 神の愛 を 示さる、 まで もない、 唯 單に彼 を 信じ 彼に 信賴み 以てすべ ての 事 を 行.^ ので ある、 實に信 一 

仰 は感覺 のこと ではない、 道现 のこと ではない、 靈能 のこと である、 信す るが 故に 信す るので ある、 ： 

信ぜざる を 得ざる が 故に 信す るので ある、 而 して 世に 勝つ の カは此 信仰で ある、 學 術よりも 哲现 より i 

も 確： 莨なる は此 信仰で ある、 是は 祌の聲 である *  -:.H.ra の吿 知で ある、 我が 靈 魂の 本能 性で ある、 に. 

世 は： M ると も存る 者で ある、 智者の 智慧が 悉くぎ 偽と なりて 現 はる \ 時に 最後 の眞现 として 贲現 する 一 

者で ある。  一 

0000000  00  OOOOO0-O  j 

信す るので ある、 然り、 1!^ する ので ある。 (三 H0  j 

忘 恩 的 基 督 敎  一 

恩惠に 慣れ めき 者に して 基督 信者の 如き はない、 彼等 は 恩惠を 施されて 祌と 恩人と に 感謝せ すして 一 

猶ほ其 上に 更らに 多く を 要求す る、 而 IJ ならす 多くの場合に 於て は 事は玆 に. i: まらす して、 彼等 は 恩 < 

惠の きを 怒り、 神 を 築て 恩人 を 逆き 去る。  丄 


レ. o ベ  し b*  すべて 

i^; 督信 者は佼 として 惡 しく ある、 婢 として 惡 しく ある、 書生と して 惡 しく ある、 忠魔を 要する 凡の 

賤 人と して惡 しく ある、 彼等 は 神の愛 を 自己に 受 くる 愛に 解して 他者に 與 ふる 愛に 釋 かない、 斯くて 

彼等 は 事業の 安； からん こと を ：娑 求し、 勞働時 問の 短 からん こと を 要求し、 又 上 F の 差 刖の無 からん 

こと を. 要求す る。 

祈 求ふ此 言を述 ぶる 余翠 自身が 余輩の 上下に 對 して 此藤 ふべき 忘恩の 罪に 陷 ざらん こと を 。(三 „^  ) 

罪の 處分 

〇 罪 は 之 を 見 留めざる ベから す、 然れ ども、 之 を 見 詰む ベから す、 罪 を 見 めすして 人 は 之 を 脫る能 

はす、 之 を 見詰めて 其の 捕 ふる 所と なる、 罪 を 見 留めす して 其 中に 死す る 者 多し、 罪 を 見詰めて 其の 

殺す 所と なる 者少 からす、 悔 改は悔 なき 救 を 得しむ るの 悔改 ならざる ベから す、 死に 至らし むる の悔 

改な るべ からす (讲林 多 後書 七 章 十 節)。 

〇 罪 は 之 を a- 留めざる ベから す、 而 して 直に キリス 卜の 十字架 を 見詰めざる ベから す、 彼 は 釘を以 て 

我等の 罪 を 其 十字架に 釘け 給へ り (哥羅 西 書 二 章 十 ra 節)、 キリストの 十字架 を 見詰めて 罪 は 罪と し 

て： t せす して、 恩惠と 化して 我等の 心に 臨む，。 

〇 キリストの 十字架、 罪 は 其 處に見 留められ、 罰せられ. 赦 され、 恩 化せられたり、 我等 之 を 仰瞻て 

罪 は 其 苦を脫 して 恩惠の 蜜と 化して 我等 を歡 ばす、 天が下に 罪を滿 足に 處分 する 者に して キリ ストの 

十字架の 如き は あらざる 也" S3 


感 想  五 ニニ 

五月の 春  ， 

〇 「五月の 春の 一 曰に 愈り て 樂き者 や ある」 と は 人 n 1 エルの 一 句で あるが、 實 に新綠 滴た るる 八/ 

n 此 頃の 樂 しさ は 之 を 紙に も 筆に も 書き 盡す こと は 出来ない、 花 は 散りて 醉客は 去り、 樹ドは 獨り詩 

人の 占領す る 所と なる、 雲 報 は聲を 揚げて 昇天 を 試み、 班 鳩 は 林 問に 佳锅を 招く * 木瓜の 花翠 岸に 朱 

點を 施し、 深淵 流れ 急に して 我 思想 淸し、 此時 帽を脫 して 天 を 仰いで 叫べば、 我聲の 直に^ 座に 達す 

るの 感 あり、 人は會 堂の 改築 を 語る も、 我は此 所に 在りて 手に て 造られざる 窮 なく 存っ 所の 神殿 を 得 

たり、 年に 一 囘 五月の 赛の 我等 を 見舞 ふて 我等の 祈禱を 助く る あり、 會堂 我に 在りて 何 か あらん * 我 

は 今 摘 ほ 無敎會 信者であって 宇 {.ra の 敎會の 一員で ある。  , 

〇 偉大なる は 矢張り 哲學者 力 ント である、 十八 世紀 以後 今日に 至る まで 彼よりも 大 なる 人 は f に 出な 

かった と E 心 ふ、 彼の 思想 は 革命的であった、 然れど 彼の 生涯 は 野草の それの 如くに 平穏無事であった、 

宇，； 5 的 感化 を 世に 及ぼせし 彼 は 終生 彼の 誕生の 地より 三十 哩 以外に 出し こと 無しと 云 ふ、 「我 上に 星 

天の 輝く あり、 我攻に 道義の 宿る あり」 と、 -:.He と 道義、 此 二つ ありて 彼 は 他に 求む る 所がなかった、 

思 ひ 見る ケ ー 一一 ヒス ブル グ 城外、 ライム 樹の 繁れる 所、 小形 粗服の 老 書生、 毎 R 午後 g 時 三十 分を吿 

ぐる や、 杖 を， ：！ 人いて 其 瘦姿を 現 はせ し を、 彼の 形 は 見すぼらし くあった、 然し 彼の 心 は 全-:. HH を 懐い 

た、 偉大なる 哉 彼！ (五 =0 


救濟の 確信 

我に 德行は 無い、 然れ ども 信仰 は 有る (神の 恩惠に 因りて)、 我に 聰^ は 無い、 然れ ども 信仰 は 有 

る (祌の 恩惠に 因りて)、 然り 我に 信す るの 信仰 は 無い、 然れ ども 信し 奉る の 信仰 は 有る (祌 の恩惠 

に 因りて)、 而 して 此 信仰、 此信賴 が 有る が 故に 我に 德 行なく、 聰明な く、 叉 焚かる，. -爲に 我が身 を 

予 ふる ほどなる 信仰な しと 雖も、 我 は 神に 接 けられ、 愛せられ、 竟に救 はるべし と 確に 信す るので あ 

る、 而 して 若し 信賴 が救濟 唯一 の條 件で ないならば 我 は 確かに 救 はれない ので ある、 然り 我れ のみな 

らす、 世に 救 はるべき 者と て は 一人 もない ので ある、 然れ ども 神が キリストに. e りて 信賴 を救濟 唯一 

の條 件と して 定め 給 ひしが 故に、 罪人の 首なる 我 も 亦 救 はるべき 資格 を 得た のであって、 叉 人と いふ 

人に して 此资 格に 與り 得ない 者と て は 一人 もない こと を 知る ので ある、 信賴 が救濟 唯一 の條 件と 成つ 

た 時に 萬 人 救齊の 希望が 人類の 間に 臨んだ ので ある。 (六月) 

神の 事業 

人 は 如何に 努力す る も 神の 事業 を 成す こと は 出来ない、 祌 のみ 能く 祌の 事業 を 成し 給 ふ、 人 は唯祌 

の 命に 從ふ のみで ある、 神の 命に 從 つて 語り 祌の 命に 從 つて 倒く のみで ある. 而 して 事業 は祌に 由て 

自 から 成る ので ある、 モ ー セとァ II ン とが イスラ H ルの 子孫 を 埃 及より 救出した ので はない、 彼等 は 


感 想  五 i 

唯 神の 命 を 埃 及王パ ：！ に傳 へたに 過ぎなかった、 而して神は其大能の聖手を仲べて其選2^^を救出し給 

ふたりで ある、 共 他ィザ ャの預 首、 バウ P の 傅 道^な 其 通りであった、 彼等 は 唯 神の 命に 從 つて 行 f 

し ら ぺ 

したので ある、 而 して 大 なる 事 紫 は 彼等に S て 成った ので ある、 神の 僕に 事業の M 畫 なる 者 は 刎；レ ゾ- 

である、 彼 は 唯 語る ので ある、 唯 働く ので ある、 多くの場合に 於て 人の 面 を懼れ すして 語る ので ある、 

社會の ど排 して 働く ので ある、 而 して 彼の 想 は ざり し 大事 業 は 彼の „s き 行動に 出て 成る ので ある、 

要る もの は 知慧と 先見と ではない、 信仰と とで ある、 弱き 彼 は 神の 器具と なりて 大 なる 業を爲 

すので ある。 (六月) 

0 と 門 

神 は キリス 卜に 在りて 人に 臨み 給 ふ、 而 して 人 は キリストに 在りて 神に 到る、 キリスト は！：： ひ 給 ふ 

た 我 は 道な りと (約 翰 傅 十 ra 章 六 節)、 實に彼 は 神が. H て 以て 人に 臨み 人が 由て 以て 神に 到る の 道で 

ある、 キリストに. m ら すして 神と 人との 間に 露の 交通 はない ので ある、 キリスト は 义曰ひ 給 ふた 我 は 

門な リと (同 十 章 七 節)、 實に 彼は大 なる 牧者が 其 羊を迎 へ、 羊が 其 牧者に 從 はんとして 此 世の 喷野 

を 去て 1  大の羊 欄に と 入る の 門で ある、 キリストが 道で ある、 キリストが^ である、 彼に 由ら すして、 

义彼を 通らす して 人 は 何人も 祌に 到り： 人國に 人る こと は出來 ない、 而 して 彼のみ が 道であって 彼のみ 

が 門で ある、 世に 彼に 代 はるべき 道と 門と は 無い ので ある、 敎會 も祌に 到る の 道で はない、 祌學、 敎 

0.  ！！；-仰筒條等^^れも：大國に入るの門ではなぃ、 子 (キリ トス) 若し 汝 等に 自由 を與 へな ば汝等 誠に 


自由なる べしと 彼 は CI ひ 給 ふた (同 八 章卅六 節)、 我等 は聖 子に 由て 聖 父に 到る ので ある、 敎會、 敎 

義、 敎職等 は 我等に 取り 3： の 必要 もない ので ある。 (六月) 

慰めら る 、 の 途 

慰めら れんと 欲する 者 は 慰められない、 慰めん と 欲する 者の み 慰めら る、 助けら れんと 欲する 者 は 

助けられない、 助けん と 欲する 者の み 助けら る、 敎 へられん と 欲する 者は敎 へられない、 敎 へんと 欲 

する 者の み敎 へらる、 主の日 ひ 給へ るが 如し、 卽ち汝 等 人に 與 へよ、 然 らば 汝 等も與 へらるべし .：••• 

汝 等が 人に 量る 所の 其 量器 を 以て 汝等は 人に 量らる べしと (路加 俾六章 三十 八 節)、 自己の 弱き をの 

み悲 み、 -H 己の 不足 をのみ 教ち、 自己の 痛み をのみ 感じて 唯 偏， に 人に 慰めら れんと 欲し 助けら れんと 

欲し 導かれん と 欲する 者 は 何時まで 待つ も 慰め られす 助けら れす 導か れな いので ある、 慰めら れんと 

欲する か、 自 から 進んで 自己よりも 不幸なる 人 を 慰めよ、 助けら れんと 欲する か、 自己よりも 弱き 人 

を 助けよ、 敎 へられん と 欲する か、 自己よりも 愚かなる 者を敎 へよ、 づ與 ふるに 非 ざれば る 能 は 

t 人 は 量る 其 器 を 以て 量らるべし、 世に 「我 を 慰めよ 助けよ 敎 へよ」 と 叫んで.^ まざる 信者 多き 

は實に 歎すべき 事で ある" (六 00 


0  五 二 六 

嘲笑の 福 

〇 キリ ストの 救 扬に與 かる 事 は 容易い やうで 困難く ある、 其 途は單 純で ある、 信仰の 途是れ である、 

然し 乍ら 道 は窄く ある、 而 して 其鬥は 小さく ある、 「そ は 人 は 心に 信じて 義 とせられ 口に 言 表して 救 

はる \な り」 と ある (.羅 馬 書 十 章 十 節)、 而 して 心に 信す る は 比較的に 容易く ある、 困難 は 口に 表白 

はす 事で ある、 此奸惡 のせに 在りて キリスト を 嫌 ひ 信仰 を 嘲け る 人 等の 前に 立ちて 撣 からすして 「我 

は キリストの 屬 なり」 と 言 ふこと、 其 事 は 甚だ 困 数く ある、 而 して 之を稱 して 口に 表白す と 云 ひ、 而 

して 此 事に 由り て 人 は 救 はる、 ので あると 云 ふ、 實に 信仰 は單に 思想で はない、 實行 である、 實 行と 

いひて 信仰に 對 する 行 爲 ではない、 勇 行 を 以てする 信仰の 表白で ある、 此實 行が 伴 はすして 信仰 はお 

扬の现 .m とならな いので ある、 「我 は 彼 を 信す 死す とも 信す」 と 首 ひて 信仰 は眞の 信仰と なりて 我靈 

魂 を 救 ふので ある。 

〇 此 世は佝 時まで も 不信の せで ある、 此 世が キリ ス トと其 弟子と を歡迎 する 時 は 永久に 来らない ので 

ある、 眞の 信仰 はせ 界 何れの 國に 到る も 藐視ら れ义嘲 けらる、 ので ある、 世の 嘲笑 を 冒さす して 人 は 

何人も 此 世に 在りて キリ ストの 忠實 なる 僕た る 能 はすで ある、 玆に 於て か眞の 信者た らんと 欲して 人 

の 前に ィ H スを認 はすの 必要が あるので ある、 彼 は 曰 ひ 給 ふた、 

凡そ 人の 前に 我を識 ると 言 はん 者 を 我 も 亦； 大 に.^ ます 我 父の 前に 之を識 ると 言 はん、 また 人の 前 

に 我 を識ら すと 言 はん 者 を 我 も 亦 天に おす 我 父の 前に 之 を識ら すと 言 ふ ベ し 


と CiT 太 傳十章 册ニ、 三 節〕、 ィ H スの 定め 給 ひし 此 法則 は M 時の 代 M れの國 に 於ても 變ら ない ので 

ある、 此 世が 試練の せた るの 现由 は玆に 在る ので ある、 我等 は 世に 北 H かすして は キリス 卜の 屬 たる こ 

と 能 はすで ある、 是れ實 に 辛ら い 事で ある、 然し 乍ら 免が る、 こと 能 はざる 事で ある、 「我等 は 多く 

の 艱難 を經て 我等が 祌の國 に 至る」 ので ある (行傳 十四 章廿ニ 節)。 

〇而 して 信者に 取りて は キリスト のために 世に 幾らる k こと、 其 事が 最大の 名譽 である、 是れ パゥロ 

の 所謂 「ィ ェ スの印 記」 であって、 是れ ありて 我 は 確に せの 屬に 非す して 彼れ ィ H ス の齓 なること を 

識 るので ある (加 拉太書 六 章 十七 節)、 今の 敎會の 信仰が 偽の 信仰で ある 何よりも 好き證 據は 之に 世 

の迫害の加はらなぃ^^でぁる、 敎會 はせ と 調和 を 計りて キリスト を 離れつ k あるので ある、 眞 の敎會 

チヤ ー チ： -リ タン J- 

は 交戰 的敎會 である、 此 世に 對 して 常に 交戰的 態度 に 立つ 者で ある、 I とは兩 立し 得ざる 者で ある、 

然るに 今の 敎會 は斯る 者で はない、 *t と 手を携 へて 信者 を 迫む る 者で ある、 世の 如く あり 世の 如く 

行 ふ を 以て 誇る 者で ある、 故に 眞の 信者の 敵で ある、 斯 かる 敎 會に關 して 默示錄 記者 は 曰 ふたので あ 

る 「我 尺よ 汝等 その 中 を 出べ し」 と (十八 章 四 節 )o 

〇 使徒べ テ は 初代の 信者 を 慰めて 曰 ふた 

若し 汝等 キリストの 名の 爲に 識れ なば 福な り、 そ は 榮の靈 卽ち祌 の靈汝 等の 上に 止まれば 也、 キ 

リ ス トは 彼等に lil され 汝 等に 崇めら る、 也、 

と (彼 得^ 書 四 章 十 ra 節)、 我 主の 名 を 人の 前に 表白 はし 彼等の 識る 所と なりて 我 は 聖霊の 恩賜に 與 

るので ある、 聖靈 はたぐ 耐 願て 得らる、 者で はない、 主の 聖名を n に^, 日 はして 其 f 奥行の 報 賞と して 

神より 賜 はる 者で ある、 「榮の 靈卽ち 神の 靈汝 等の 上に 止まる」 と 云 ふ、 何等の 名 譽ぞ、 何等の 利益 
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ぞ， 我が 得る 所 は 失 ふ 所に 優に 愈る ので ある、 世 を 失 ふて 祌を 得る ので ある、 然れば 世よ 我 を 識れょ 

而 して 我 をして 富める 者と 爲 らしめ よ。 

〇 「キリスト は 彼等に ii され 汝 等に 崇めら る k 也」 と、 *t は 我等 を 幾て キリスト を 誦すので ある- 而 

して我等は世 に讓られてキリ ス トを？^：-^むるのでぁる、 世の 罪と 信者の 德 とは懸 りて 此 一 事に 在る ので 

ある、 我等が せに 幾らる、 時に 世 は. 港 判 かれ 我等 は榮 光に 入る ので ある、 我等 爭 でか 此 好機 を 逸すべ 

そ しり  于 こ ひ  そ と 

けんやで ある、 而 して 斯 かる 恩 惠の 我等 を俟っ あれば 「我等 も 亦 彼の， 誶を負 ひて 營 (此世 ) の 外に 

出で 彼 (ィ H ス) の 許に 柱くべき なり」 である (X 布， m 来書 十三 章 十三 節)。 (六月) 

自己の 發見 

自己 は 之を發 a^, す べきで ある、 然れ ども 發 見され たる 其 儘 の 自己 は贵む べき 者に あ ら すし て卑む ベ 

き 者で ある、 自己 は 自己中心 である、 故に 罪の 自己で ある、 自己 は 之を發 見して 之 を祌に 獻げて 貴む 

ベ き 者と なる ので ある、 自覺と 云 ひ 自己 發 見と 云 ふ は 完全 に 達する 途 程に 過ぎ な い 、 自己 を發 見し-て 

* 畢れ りと 做す は 其の 何のた めなる を 知らないの である、 自己 を發 見し、 其の 祌を 離れた る倚賴 なき 

罪の 自己なる を發 見し、 自己に 恥ぢ 自己 を 悔い、. 其 罪の ま k なる 自己 を 神に 獻げて 彼の 納 くる 所と な 

りて 自己 發 見の 目的 は 達せられ たので ある、 自己 發見を 哲學的 行爲の 如くに 見做す は大 なる §1 違で あ 

る、 自己 發見は 祈：： 學 的行爲 ではない、 宗敎 的悔改 である、 自己の 造 主にして 其 所有者なる 祌に對 する 

自己の 立場 を發 見し、 彼に 知らる k 如く 自己 を 知る に 至る 事、 其攀が 露の 自覺 である， の 自己の 發 


aj- である (哥林 多 前書 十三 章 十二 節) o  ( 七 no 

くわ げき  け 二 あい 

過激と 狭隘 

敎會 者が 嫌 ふ 者に して 過激なる 者の 如き はない、 彼等 は 何物よりも 平穏なる を 愛す、 然れ ども 焉ん 

ぞ 知らん や 基督 敎其 者が 過激なる 宗敎 なること を、 ィ H スは曰 ひ 給へ り 「地に 泰平 を 出さん ために 我 

れ來れ りと 思 ふ 勿れ、 泰平 を 出さん とに 非す、 刃 を 出さん ために 来れり」 と、 基督教 は 妥協 を 許さ ゾ 

る宗敎 である、 「是々 否々 といへ、 此 より 過る は惡 より 出るな り」 と敎 ふる、 凡の 人に 良 からん と 欲 

し、 時には 大膽に 「否」 と 言 ひ 得ざる 者 は 基督 信者で はない ので ある (馬 太 傳十章 節)" 

敎會 者が 避く る 者に して 狹 隙なる 者の 如き はない、 彼等 は 何物よりも、 ぉ宏 なる を 好む、 然れ ども 焉 

ぞ 知らん ゃ基餐 敎は窄 き宗敎 なること を、 ィ H スは曰 ひ 給へ り 「窄き 門より 人れ よ、 沈淪に 至る 路は 

ひろ  二  いのち  せ **  ** れ 

澗く其 鬥は大 なり、 此 より 入る 者 多し、 生命に 至. る 路は窄 く 其 門 は 小な り、 其路を 得る 者 少なり」 と、 

せま  つろ  えら  みづ  ほ ろ び 

敎會 者は窄 きを 避けて 濶 きを 擇 みて 自 から 沈 倫に 至りつ k あるので ある (馬 太 傳七章 十三、 十 ral 節)。 

(七お) 

神の 存在の 證據 

神 は^る、 有らねば ならぬ、 若し 神がない とすれば 宇 {ぬ は泥沌 である、 少く とも 無 生の 機械で ある、 
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然れ ども 我に さへ 生命が ある、 靈 魂が ある、 而 して 此 小なる 不完全なる 我に さへ 靈 魂が あるなら ば況 

し て 宇 {巾 に 於て を や で ある、 祌は 宇宙の 靈魂 である、 宇宙なる 大物 體が ありて 其屮に 之に 相 應し之 を 

充赏 する 靈魂 のない 理由 はない、 而 して 若し 宇 {巾 に祌 がない とするならば 我 は 如何にして 成りし 乎、 

其 事が 大 問題で ある、 原因な くして 結果の あり やう 害 はない、 生命の 無い 所に 生命 は 出で ない， 靈魂 

の 無い 千- W に 靈魂 の屮 I で やう^がない、 故に 我が 有る と 云 ふ審、 其^が 祌が 有る と 云 ふ 最も 確なる 證 

據 である、 ィ H スも 亦此； i 法 を 以て 神が 愛なる こと を證 明し 給 ふた、 「汝 等惡 しき 者 (罪に 汚れた る 

不究 全なる 者) ながら 善 物 を 其 子に 予 ふる を 知る、 況して 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 善 物 を予へ 

ざらん 乎」 と (馬 太 傳七章 十 一 節/ 我に さ へ 愛 あり、 宇 の靈 なる 神に 愛な から ざらん 乎、 我が 靈 

的 存在が 神の 存在の 最も 善き 證據で ある。 (八月〕 

奇蹟の 存續 

老 博士 デリッチ 口く 「某 督 敎は聰 罪 的で ある 而 して 乂奇踏 的で ある」 と、 實に奇 g0 を 否 {ii- して 基督 

敎 はない ので ある、 而 して 基督 敎は其 古い 歷史に 於ての み奇接 的であった ので はない、 今日 尙ほ 我等 

の に 在て 奇蹑 的で あるので ある、 基 蝥敎は 今 ロ尙ほ 其の 奇踏 的た るの 性質 を變 へない、 M ホバは 今 

日 尙ほ能 ある 手 を もて 我等 を此 罪の 世より i ポ 1;^ き 出し 給 ふので ある、 此事を 忘れて 愛 心の 在る 所に 基督 

敎 ありと 稱し、 神の 能 (奇 蹄) を 仰がす して 人の 手段 方法に. E て 基督 敎を I め 靈魂を 救 はんと 欲す、 

現 今 の 敎 會 の 基 督 敎 に 見 る ベ き ^s!^ 業 の 擧 ら ざ る は 之 が た め で ぁ る 、 基 督 敎 は 道 德 で は な い 喂 罪 で ぁ る 、 


教理で はない 奇蹑 である、 說 伏せられて 信す るので はない、 祌の强 き 手に 捕 へられて 其從 者と なる の 

である、 「此類 は 祈 禱と斷 食と に 由る に 非れば 成る ことなし」 と ある、 人の 取る 手段と して は 唯 熟き 

祈禱が 有る のみで ある、 而 して 我等の 祈 禱に應 へて 神の 奇踌が 施されて 玆に S 典の 傅 道が 行 はれ 眞の信 

者が 起る ので ある (馬 太傳 十七 章廿 一 節)。 (八 Bo 

意 志 の 宗 敎 

基督 敎は 理論の 宗敎 ではない、 又 感情の 宗敎 ではない、 意志の 宗敎 である、 而 かも 事を爲 さんと す 

る 意志 の 宗敎 ではない、 神 を 信ぜん とする 意志 の 宗敎 である、 信者 は 意志 を祌を 信ぜ んが ために 使 ふ 

のであって 事を爲 さんが 爲 めに 使 はない ので ある、 而し て 如斯く にして 起り し 信仰 の 結果と し て 事業 

は自 から 信者に 由り て舉 り、 彼の 感情 は 高まり 叉 潔め られ、 彼の 頭腦は 鋭利に 叉 明晰になる ので ある、 

0  00O000000O00OCOCDCO00O0C  まこ L-  うつ 

信者 は 其 意志の 全力 を盡 して 神 を 信ぜん とする ので ある、 而 して 强く 腐に 彼 を 信じ 得て 彼 は 山 を も 移 

し 得る に 至る ので ある、 意志 を 信仰に 注がす し. て 事業に 傾けて 事業 は擧ら す、 信仰 は 勿論 起らない の 

である。 

お の れ むなし 

自 已を虚 うして 神 を 以て 充 たされん と努 む、 己が 善行 を擧 げんと せす して 祌の 恩惠 を信受 せんと 力 

む、 信者の 努力 は 兹に 有る、 此 努力に 成功して 彼 は 凡の 事に 於て 成功す るので ある、 意志と 努力と を 

玆に 注がす して、 他の 事に 注いで 失敗と 失望と は 彼 を 待つ ので ある。 (八月〕 
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榮辱を 共に す 

キリストと 信者と は同體 である、 二者 は 榮辱を 共に する、 君 辱し めら るれば 臣も亦 辱 しめらる と は 

信者の 場合に 於ても 同じで ある、 彼 は 言 ひ 給 ふた、 

世 もし 汝等 を惡む 時は汝 等よりも 先に 我を惡 むと 知れ …… 人 もし 我を窘 迫ば 汝等 をも窘 迫べ し、 

我 言 を 守 らば 汝 等の 言 を も 守る ベ し 

と (約 翰傳 十五 章 十八、 廿 節)、 我を棄 つる 者 は 主 キリスト をも棄 つ、 然り、 我を棄 つる 前に 彼 を 菜 

つるので ある、 人 は キリスト を极 ふが 如くに 我 をも极 ふので ある、 名譽此 上な しで ある、 彼の 受 くる 

鞭 を 我 も 受け、 彼の 戴く 冠 を 我 も 戴く、 我に して キリスト を惡む 者に 愛せられん 乎、 不幸 此上 なしで 

ある- 我等 は 時には 人が キリスト を棄 去る の 責任 を 負 はせられ て大に 心に 串〕 ふること ありと 雖も、 而 

かも 先づ キリスト を棄 ざる 者の 我 をも棄 ざる を 見て、 我 は 心に 大 なる 平 康を覺 ゆるので ある、 我れ キ 

リ ストに 在り キリ ス ト 我に 在りて 汚れた る 我 は聖き 彼と 榮辱を 共に する ので ある、 *t に 之に 愈る の榮 

光 あらん や 0  (八月〕 

貧 富 の 道 

余が 若し 全せ 界の 持主と なると も 余 は 依然として 貧者で ある、 そ は 余の 所有 はすべ て 神の 所有で あ 


つて、 彼の 許可た くして < ^は 一 塊の 土 を すら 余の 欲 ふが 儘に 使 ふこと は 出来ない からで ある。 

余が 若し 無了义 となると も 余 は 依然として 富者で ある、 そ は 余 は祌の 子供の 一人であって、 萬 物 は 

彼の 所有であって 又 余の 所有で あるから である、 「萬 物は汝 等の 霉、 汝等は キリス 卜の 露、 キリスト 

もの 

は 祌の屬 なり」 と あるが 如しで ある (哥林 多 前書 三の 廿 一 、 廿三 )o 

常に 貧しく して 常に 富む のが 信者の 生涯で ある、 我に 我が 所有と 稱 すべき 一 物な きが 故に 常に 貧し 

つ,、 りね し  まこと  . 

く ある、 萬 物の 造 主にして 其 支持者なる 貭 の祌を 父と して 有つ が 故に 常に 富む ので ある、 故に バウ 口 

は 曰 ふたので ある 「我れ 貧賤に 居る の 道 を 知り 叉 富裕に 居る の 道 を 知る、 萬 事に 於て 飽 くこと にも 

t る ことに も、 せ E むこと にも 亦 乏しき ことに も 熟達せ り」 と f 啡立比 書 章 十二 節)。 (八") 

光阴の 明日 

余 は 遠き 未来の 事 を 知らない、 来年の 事 を 知らない、 来月の 事 を 知らない、 111^1  §IJ.J4^,J、 

余が 一 日の 業 を 終る ゃ祌は 余に 明， 口 に 余が 明日 爲 すべき こと を 示し 給 ふ、 如斯 くにして 余 は 未だ 卞 * 

の 如何なる 者なる 乎 を 知らない、 余 は 其の 確かに 在る こと を 知る に 止まる、 然れ ども ヘルの 今 I に 於け 

る 最後の 日に 於て、 余の 明日 は此 せに 於て あらす して、 來 *1 に 於て 在らん とする 時. 其 時に 祌は 余に 

明かに 來世を 示し 給 ふので あると 信す る、 神 は 余の 此 # に 於け る 最後の 一 日まで 余に 來 *1 を 示し 給 -ュ 

ない、 然れ ども 其 ョ 到れば、 彼が 今日 余に 明日 を 示し 給 ふやう に 必す來 世 を 現 はし 給 ふと 信す る、 斯 

くて 余 は ルツ 子と 同じく 何の 臆する 所な く、 「モ ー 往 きます」 の 一 言 を 遣して 天の 御園に 樂 しき 明 in 
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を迎 ふるので あると 信す る、 然り祌 は 日に日に 余 を 導き 給 ふ、 而 して 暗黑は 曰に 日に 余の 前より 排據 

はれて、 光明 は 日に ョに 余の 前に 現 はれ 來 るので ある、 當日當 時には 余 は暗黑 へと 飛込む ので はない、 

光明へ と濶步 する ので ある。 C 八お) 

儒者に 學 ぶ ベ し 

我等 キリ ストの 福音 は 之 を 彼等 外國 宣敎師 より 學ぶも 可な りで ある (彼等が 眞の； i 昔 を 傅 ふる 場合 

に は)、 然れ ども 福 昔 を我國 人に 傳 ふる 方法 は 之を宜 敎 師に學 ばす して 寧ろ 我國の 儒者 叉 は 高 僻に 學 

ぶべき である、 生活の 獨立を 維持して 年 五十八に 至る ま で 貧 生活に 安ん ぜし 伊藤 仁齋 はん；' の 多くの 宣 

敎師に 愈る の 人物であった、 身 は 江 都に 在りて 賃 居す るの 際、 諸侯の 招聘す る 所と なる も 應ぜす 「侯 

欲 レ問レ 道 則先來 見」 と 曰 ひて 毅然として 自ら 守り、 諸侯 をして 禮を盡 して 其 貧 居を訪 はしめ し 山崎閱 

I： 小 は 優に 今の 基督 敎の 敎師に 愈る 數 等の 敎師で あった、 道 を 傅 へんと 欲する 我等に 仁 齋阁齋 等の 獨立 

と威權 とが 無くて はならない。 (八月) 

人格と. 信仰 

今や 少壯き 思想家と 神學 者に して 下の 如くに 言 ふ 者が 斟 くない、 曰く 「余 は 彼の 人格 を 愛する、 然 

れ共 彼の 信仰 は 到底 之 を 納る& 事 は出來 ない」 と、 而 して 斯 かる 人 は 大抵 は キリストの 神性 を 否お し、 


喷 罪の 如き は 「パゥ &の聩 罪 説」 と稱 して 之 を 一 笑に 附 する を 常と する、 彼等 は 言 ふので ある、 - 人格 

は 人格で ある、 信仰 は 信仰で ある、 人 は 其 信仰 を 以て 其 人格 を 度る こと は屮 I 來 ない、 多くの 善き 人に 

して 馬鹿らしき 信仰 を 懐い て： ii5 る 者が あると。 

然れ ども 余輩 彼等の 所謂 r 舊 式の クリスチャン」 は是等 現代 人士の 立場 を 解す るに ^だ 苦しむ ので 

ある" 余輩 は 人の 人格と 信仰と を训 物にして 見る ことが 屮 I 來な いので ある、 人の 人格の 大部分 は 其 信 

仰の 結 rai- であって 其 信仰 を 離れて 共 人格 はない ので ある、 ィ H スは 人に 非す 神な りと 信す る は こ. 神 

學說 として 面. R 半分に 信す るので はない、 れが 信仰で ある 以上 は 生命の 根抵 である、 ィ H スの神 ±i 

と 之 を 信す る 者の 人格との 問に は 最も 根本的の 關 係が あるので ある- 聰 罪の 如き も 同じで ある、 余眾 

は 之 を晴罪 說と唱 へて 道樂 的に 信す るので はない、 聰罪は 余輩の 靈的 生命の 血で ある 又 肉で ある、 之 

を 取 除いて 余輩の 信仰 は 其根抵 より 壞れ るので ある、 余 J!^ の 罪 は キリストの 十字架 上の 死に 由て 旣に 

取 除れ たりと いて、 余輩の 心に 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安が 臨んだ ので ある、 若し 其の 事がず 

う で いと 云 ふなら ば 幅 昔 は 福音 で なくなりて 余輩 は 素の 不信者 になる ので ある、 其 他 の 育 仰 に 於て 

も 亦 同じで ある、 < ^輩 は 信仰 を 如何で も 可い 問題と して 取扱 はない ので ある、 信仰が 言 仰で ある 上 

は是れ 人格の * 礎で ある、 人 は 終に は 彼が 信す るが 如くに 成る ので ある、 樹は果 を 以て 知らる とは此 

寧で ある。 (九月」 


大正 五 年 
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希 望の 生涯 

5 しろ 

我 は 後 を 見ない、 前 を 見る、 過去 を 顧みない、 未來を 望む、 前へ 前へ と 翁り なく 進む、 惟 この 一事 

を努 む、 卽ち後に在るものを忘れ前に在るものをは_^み、 神が キリス 卜に 由り て 上へ 召して 賜 ふ 所の 褒 

美 を 得ん とて 標 目に 向 ひて 進む (徘立 比 書 三の 十 M)。 

我 は 下 を 見ない、 上 を 見る、 地を視 ない、 天 を 仰ぐ >  我 は 星 を視る 者で ある、 我國は 天に 在る、 我 

は 我 救主ィ H ス キリストの 其處 より 降り 臨る を 待つ (同 三 章 一 一十 節)。 

我 は 人 を 見ない、 祌を 足る、 我 は 人の 批； t に 耳 を 傾けない、 我 は 我 霊魂 を義を 以て 购き給 ふ 我 造 主 

4* 力 

に 託せ 奉る (彼 得 前書 二 章廿三 節)。 

我 は 自己に 省ない、 イエス を 仰ぎ 瞻る、 自已に 生きん としない、 我 を 愛して 我が 爲に 已を捨 し者卽 

ち 神の 子 を 信す るに 由て 生きん とする (加 拉太書 一 一章 一 一十 節)。 

.UI びび LJ やどれろ もい  みや 二  ふや こ 

我は此 世に 在りて 旅客 义 寄寓 者な り、 此 世に 在りて 恆に存 つべき 城 a なし、 惟來 らんと する 城邑を 

求む (希 伯 来書 十三 章 十 ra 節)。 (十お) 

. 歡 喜 の 極 

悲痛 の 極と は 愛す る 者と 別れ て 終に W び 之と 相會ふ こと 能 はざる ことで ある、 死训は 普通 の 事で あ 


るが、 之れ ありて 人生に 實は歡 喜 も 興味 も 無い ので ある。 

之と 相對し て 歡喜 の 極と は 永久に れ たりと W 心 ひし 愛人と W び 相會す る の 機會が あるとの で あ る - 

之れ ある を 知りて 人生に 悲哀 は 絶え、 人の 流す 涕は 悉く 拭 ひとら る、 ので ある" 

； ぶろ-:; -5  い ゆち , 、ちざる こと  あ？ ら ケ 

而 して 「キリスト 死 を廢し 福音 を 以て： tll 命と 不朽と を 明 著に せり」 と ありて 此希 が 我等に 供 せら 

れ たので ある (提 後一 の 十)、 「生きて 存れる 我等 は 彼等 旣に 寢れる 者と 偕に 雲に 携 へられ 空中に 於て 

主に 遇ぶべし、 斯くて 我等 は いつまでも 主と 偕に 在るべし」 と ありて 死別 は 苦 別でなくなる ので ある 

(撒 前 ra: の 十七： r 歡ば しきもの にして 信者の (5- 活の希 ^llj! の 如き はない、 世 は 信者 を 嘲け りつ、 も 死 

の 把握の 中に 苦しむ ので ある、 之に 反して 信者 は 世に 嘲け られつ 、も 死の 束縛 を脫 して 祌の 子の 自由 

を享樂 むの である。 「十月.) 

完全なる 人生 

人生 は 短く ある、 而 かも 完全で ある、 其 物自體 として は 完全で ない、 然れ ども 完全なる 生涯に 達す 

る 準備と して は 最も 完全 である、 大學 校と して は 完全で な い 、 然れ ども 之に 人る ため の 豫備 校と して 

は 完全で ある、 其歡 喜と 悲哀、 成功と 失敗、 會 合と 離^、 和親と 敵對、 熱き 涙と 耐え 難き 苦痛、 是れ 

告 我等 を 完成す るた めに 必要で ある、 現世の ための 現世に 非す、 來 世の ための 現世なる こと を 示され 

て、 我等 は 現世に 生れ 來り しこと を 悔いす、 又 生涯の 短き こと を悲 まない、 我等 は 詩人 ゲ ー テに傚 ひ 

て 「此歡 喜と 悲哀と は 何の 爲 なる 乎」 と 一一 =11 ひて" 歎かない、 我等に 臨みし 歡 喜と 悲哀と は 悉く 其 目的 を 

大正 五 年  五一 一一 七 
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達した、 我等 は 之に 由り て 幾分な りと も祌を 知り 得た、 幾分な りと も キリストの 滿 足れる 程度にまで 

達した (以弗 所 書 の 十三)、 我等 は 過去 を 顧みて 悔恨 はない、 唯 感謝 あるの みで ある、 ォ の 事：^ i 

きて ハ；^ ：を爲 した、 此 短き 人生 は i§ りなき キリストの 國に 我等 を 導き 入れる ために 無くて ならぬ 者で あ 

る。 (十 刀〕 

信仰と 待望. 

我れ 聖き 者と なりて キリス トが 我心に 降り 給 ふので はない、 彼れ 我が 汚れた る 心に 降りて 我 を聖き 

者と 爲し給 ふので ある、 其の 如く、 せが 光明の 域に 達して キリストの-神 臨が あるので はない、 彼れ 暗 

黑の 世に 臨み；^ ひて 光明が 世に 滿 つるので ある、 キリスト を 我心に 請く 者 は 我 信仰で ある、 *1 に坡の 

再臨 を a: す 者 は 信者の 待望で ある、 法律の 行爲に 由り て 聖靈は 降らない、 信徒の 活動に 巾て キリスト 

は ー冉び 世に 臨り 給 はない、 「t\ii 國を 臨ら せ 給へ」、 「主 イエスよ 來り 給へ」、 信仰に 山り 此祈禱 が. il. く 

fas 國の 民より 揚がる 時に 人の子 は 祌の榮 光 を 以て 世に 臨り 給 ふので ある、 ^國 平和 會議は 開かれ、 平 

和 協會は 孰れの 國 にも 設けられ、 政治家と 宗敎 家と は. C 十を圍 みて 平和 を議 する も 世界の 平和 は 來らな 

いので ある、 M ホバは 地の 極まで も戰 爭を廢 めしめ 弓 を 折り 戈 を 斷ち戰 車 を.^ にて 焚き 給 ふ (詩篇 四 

十六)、 然り 人に 非す H ホバ である、 彼が 臨り 給 ひての み 此事は 成る ので ある。 (十お ソ 


世に は 拙き 余輩の 如き 者の 非 を 擧げて 余輩の 信す る 基督 敎の 撲滅 を 計る 者が ある、 愚かなる 人 等な 

る 哉、 彼等 は： E 故に 岩に 生 ふる 松 を 研 倒して 岩の 撲滅 を 計らざる、 松 は 岩に. m て 生 ふるので ある、 岩 

は 松に 由て 立つ ので はない、 故に 松 を 研 倒す も-おは 壤れ ない ので ある、 其 如く 余輩 t 滅すも 基督 敎は 

滅びない、 世々 の 岩なる 基督 敎は 今日 有て 明日 ある を 知らざる 余輩 其信賴 者と 運命 を 共に する 者で は 

ない， 然り 余輩と 雖も亦 岡く 此 5!^ に 頼る 間 は 人の 攻撃に 會 ふて 斃れ ない、 基督 敎を 撲滅 せんと 計る 者 

は自から撲滅せられざらん；；^-に注意すべ きでぁる、 「此 石の 上に 墜る者 は 壞れ、 此石、 上に 墜れば 其 

もの 粉碎 さるべし」 と ある C 馬 太傳廿 一章 四十 節)、 而 して 今日まで 基督教の 撲滅 を 計りて 自身 粉 

碎 されし 者の、 外國に 於ても 我 岡に 於ても 其 幾人なる 乎 を 知らないの である、 「此石 (*1 々の igf たる 

某 督敎) 上に 继れば 其 もの (基督教の 撲滅 者) は 粉：： t さるべし」 とのこと である、 注意せ よで ある。 

(， 十月) 

希望の 種 蒔 

善を爲 すに 倦む こと 勿れ、 そ は 若し 倦む ことなくば 我等 時に 至りて 種 取る ベければ 也 (加 拉太書 

六 章 九 節)。 

大正 五 年  i 一九 
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〇 道義 學者は 我等に 敎 へて！：！ ふ、 善 は 善で ある、 世が 之 を 認めざる も、 人が 之に 報いざる も 善 は 善で 

ある、 故に 人た る 者 は 報 賞 如何に 目 を 注がす して 唯 單らに 善を爲 すべきで ある、 「善 を爲 すに 倦む こ 

と 勿れ」 其れ 以上 を 語る に 及ばない、 是れ カントの 所謂 絕對的 命令で ある、 故に 人 は 之に 何等の 條忭 

をも附 する ことなく 之に 服從 すべきで あると。 

〇 然れ ども 人 は 善の 報 を 要求す るので ある、 善き 報 を窗さ る 善 を 善と して 認めない ので ある、 勿論 

其 報た る余錢 的た る を 要さない、 或 ひ は 又 現世 的た るに 及ばない、 然れ ども 或る 確 寅なる 報 を 要求す 

るので ある、 而 して 確 實 なる 報の 提供せられ ざる 所に 善 は實際 的に 行 はれない ので ある、 少く とも 成 孤 

に 行 はれない の である、 縱令カ ントの 如き 賢^たり と雖も 報，. の 伴 はざる 善 を 行 ふに 方て 犬なる^ 力 を 

1^ する ので ある、 絶對的 命令で ある、 愛の 勸誘 ではない、 善 を罩に 善と 要求され て 善行 は 重荷と して 

臨む ので ある。 

〇 故に パ ゥ 口 は 善 を 行 ふべき の 理由 を 述べた ので ある、 「そ は 若し！^ むこと なくば 我等 時に 至りて 極 

取る ベければ 也」 と 彼 は 言 ふた、 是れ カントの 一一 一一 I： ひ 得ざる 所で ある、 是れ 絶對的 命令で はない、 善の 

必然的 結 を說 いて 善行 を 容易なら しめんと したので ある、 善 は 報いら るべ し、 必す 報いら るべ し、 

故に 善を爲 すに 倦む こと 勿れと パ ゥ n は 一一 一一 口 ふたので ある J 

〇 善 は 報いら るべ し、 然れ どもぎ 時？ 勿論 今 直にで はない、 义此 世に 於て はない、 「時に 至りて」 

である- 而 して i^: 督 者の 時 は 勿論 此世を 以て 靈 きないの である、 彼に 無限の 未来が あるので ある、 彼 

は此 世が 終りて 後に 更らに 善き 世の 開始る こと を 信す るので ある、 彼 は 其 世に 希び S を 紫いで 生く るの 

.  しみ  ？び  fa す ひ i5. か  3 す 

である、 其 世は此 世と 異なり 蜜く はす 綉 くさらす 盗人 穿ちて 竊 まざる 所の 世で ある、 而 して 彼 は 其 所 


に 彼の 財を蓄 へんと する ので ある， 「時 至らば」 である、 「後 如何、 ^だ顯 はれす、 其顯は 比ん 時に 

は 我等 神に 肖ん 事 を 知る」 と ある 其 時で ある (約 翰 第 一 書 三 章 一 一節)、 其 時に 我等が 爲 せし 善 は 悉く 

報いら る k ので ある、 バウ a は 更らに 明確と 言 ふたので ある 「蓋 我等 必す倚 キリス トの秦 前に 出で 善 

にもぁれ-^^1|にもぁれ各自身に居りて爲し、所の ことに 循ひ其 報を受 くべ ければ 也」 と (哥林 多 後書 五 

車 十 節)。 

〇 我等の 爲す善 は 報いら る- 而 かも 此 世に 於て はない、 「彼の 時」 に 於て 報いら る、 故に 金銀 土地 

家屋 動.； i„ 十等此 世の 物 を 以て^ はない、 復活 體を 以て、 義の冕 を 以て、 殊に 我等の 勞 苦に 由り て 救 はれ 

し 靈魂を 以て、 我等の 善行 は必す 確實に 報いら る、 來 * あり、 復活 あり、 永生 ある を 知りて 善行 は此 

惡 しき 世に 在りても. S を 撃つ が 如き 事で たくた るので ある、 我等 は 希望 を 以て 蒔く， 「そ は 若し む 

事な くば 時に 至りて 穫取 るべ ければ 也」 である。 (十 H0 

良心の 無 き 國 民 

〇 旅行. 冢 の 語 る 所 を 聞く に 支那 は 良心の 無き 四 億の 民の 成す 國 で あると、 若し 果し て 爾 う で あ る とす 

れば 支那の 將來に 希 ひ 1- は 全然 無い、 縦し 其 屮に大 魏山許 多 あり、 又 其 他の物 產に 富む と雖 も， 縱し叉 

忠孝 の 道 は 民の 間に 高唱 せらる、 と雖 も、 良心が なくし て 如何なる 闺も立 たない ので ある。 良心が な 

くして 共和政治 は 愚かの こと、 如何なる 政治 も 行 はれない ので ある、 良心が なくして 國は旣 に 亡びた 

ので ある、 國. 冢の財 產目錄 中、 民の 良心 は 最上 位 を 占むべき ものである、 憐む べし 忠孝 道德の 起源 地 

大卞」 £ 年  • 力 -5.ニ 
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なる 支那 は此 絶望的 狀 態に 於て 在る とのこと で あ る G 

〇 隣邦 支那の 此狀態 を M い て 余輩 は 戰傈す る、 然し 乍ら 翻りて 思 ふ 我 日本 も 亦此狀 態に 向て 進行し つ 

つ あるので は あるまい 乎、 若し 良心の 缺乏と 云 ふが 少しく 過 言 であるならば、 少く とも 誠實の 缺乏は 

我國 今日の 最も 奢る しき 狀態 では あるまい 乎、 而 して 誠實の 缺乏 はやが て 良心の 缺乏 となる ので ある、 

誠實 の 缺乏は 良心の 痲摔 の 最も 確かなる 徵候 である、 而 して 痲痺が 充進 すれば 死滅と なる ので ある、 

我國 今日の 狀熊 たる 具眼 者の 眼 を 以て 見れば 實に 危險狀 態と 稱 せざるを得ない。 

〇^^心は如何にせば之を維持するを得る乎、 萎靡せ る 良心 は 如何にせば 之 を，： 仪活 する を 得る 乎、 忠孝 

道德が 良心 を 活かす ことの W 來 ない こと は 支那 其 物が； f 取 も 宜き證 明 者で ある、 其 理由 は 明白で ある、 

道德は 人の 道であって 良心 は 神の 生命で あるから である、 神が 人に 命じ 人が 神に 應 ふる 所に 良心が あ 

るので ある、 良心 は 人の 神覺 である、 人 を 離れて 人が 獨り 神と 相對 して 立つ 時に 良心が あるので ある、 

神が 見えすな り 人が 自己と 社/ とのみ 相對 する に 至る 時に 良心 は 失する ので ある、 社會道 德と稱 して 

神拔 きの 道 德が唱 へらる、 所に 良心 は 蒸 靡して 誠實は 減退し 終に 良心 其 物まで が 消滅す るに 至る ので 

ある。 

〇 支那の 献態は れ である、 天 を 祭り、 鬼神の 德 たる それ 盛なる 哉と 謂 ひて 神 を 敬 ひ 彼 を 慕 ひしゃう 

に 見え たれ ども、 其 敬神の 念た る餘 りに 微弱に して 以て 民の 良心 を 維持す るに 足りなかった ので ある、 

孔孟の 敎は惡 しき 敎には 非す と雖も 以て 民の 良心 を 旺盛たら しむる に 足りない ので ある、 支那 人は孔 

孟 以上の 聖人 を 知ら ざり しが 故に 終に 「1 祌」 の 勢力に 打 勝つ こと 能 はすして 其 良心 を 失 ふに 至った 

ので ある： 良心 は 活ける 祌が 人に 點じ給 ひし 輝きで ある、 故に 間斷 なき 神との 接觸に 由り ての み 維持 


せ ら る 、者で ある、 而 して 此接觸 なかり しに 由り 天稟の 资質 い とも 裕か なりし 支那 人 も 終に 八， rn の 憐 

むべき 狀 熊に 立ち至つ たので ある。 

〇 支那 は 4- む を 得ない として、 我 日.^ は誠資 減退に 表 はれた る 良心の 萎靡 を 癒し、 慈に 朿洋 全體 に，； 31 

くひ i*  か， や ご 

みつ， k あ る 良心 絶滅 の 災厄 を 1^4- なければ ならない、 而し て 其途た る 他に 無い、 r 祌の榮 の 光輝 その 

質の 眞像」 なる ィ H ス キリス トを 生命の 主として 迎 ふること である、 r 此 生，、 叩 は 人の 光な り」 と あり 

て 彼が 良心の 淵源で ある、 彼の 輝き 涉る 所に 良心 は 復活す る、 千 九 たや に涉る 人類の 歷史は 此事を 

證 明して 餘 りが ある、 良心の 喪失に 勝 さる 國の 損失 はない、 取て 返しの つかぬ 損失と は此 事で ある、 

福 昔宜 傅の ことたる 決して 細事で はない、 重大問題 である、 問题 である、 貴に s.!}^ の M ハ 亡に il- は 

る 重大問題 である、 其 故 如何と なれば キリストの 福 昔の みが 健全に して 鋭敏なる 良心 を國 民に 供す る 

からで ある、 何れの 國； も キリス 卜の 福音 を 斥けて 良心的に 自殺し つ、 あるので ある、 斯 かるが 故に 

熱烈の 愛 國心は 熱烈の 傳 道心 を 惹起 せざるを得ないの である。 (十 《0 

_ 敎會と 余輩 

敎會と 宜敎師 と は余鞏 をして 彼等の 事業 を 助けし むる、 然し 乍ら 彼等 は 決して 余輩の 事業 を 助けな 

い、 义 助け 得ない、 余輩 も 亦 余 の 業に 就て 彼等に 助け を 求めない- 其 现由は 明瞭で あると 思 ふ、 

彼等 は 世に 傲 ふに 余 は 世に 傚 はない からで ある、 彼等が 余輩 を 用ゐん とする は 余輩の 信仰 を 求めん 

として はない、 余輩が 神に 賜 はりし 信仰の 故に. E りて 此 せに 1^ する 多少の 勢力 を ffl ゐん として あ 
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る、 敎 會と宜 敎師 とが 余輩の カを藉 らんと する 精 f は 彼等が 此 I の 政治家 叉 は實業 家の 勢力 を藉 らん 

とする 精神と 少しも 異ならない、 彼等 は 互に 人の 榮を 受けて 神より 出る 榮を 求めざる 者で ある (約 翰 

傳 五の 四 gl)、 故に 勢力の 有る 人に は： E 人に も賴 りて 其 援助 を藉 らんと する、 彼等 は 信仰 を 信仰と し 

て 1:^ する の 鑑識 を 有たない、 唯 勢力の ある 信仰 をのみ 仰ぐ、 敎會 と. 冗 敎師と は 純然たる 此 世の 子供 

である、  輩 幾 囘か此 事に 關し 彼等に 欺かれて 終に 此言 を發 せざる を 得ざる に 至りし を悲 む。 (十 一 月) 

逆境と 生命 

境遇 境遇と 云 ふ、 境遇 を 善く すれば 人 は 善くなる、 人 を 善くす るの 途は其 境遇 を 改善す るに あると 

是れ社 Z 倉 主義 まの 唱 ふる 所であって • 又 現 時の 敎<& 者の 多数の 唱 ふる 所で ある、 現代人 は 其 基督 信者 

なると 否と に關 はらす i^z 外より を 改めん とする 者で ある、 人 問 を 境遇の 子供と 見て、 政；！ 5、 經濟、 

殖 產、 工業 等、 卽ち 衣食住の 改善に 由て 之 を 紳士 淑女と 成さん と 試みつ k ある 者で ある C 

然るに 聖書 は 境遇 の 改善に 就て は 語らな いので ある、 若し 語る とすれば 極く 些少 を 語る の で あ る、 

。ハウ 口 は 悼ら すし て 言 ふたので ある * 

兄^？ょ汝等召されし時に在りし所の分 (地位) に. まりて 神と 偕に ：5 るべ し 

と (：Hj? 林 多 前 七の 廿 四)、 卽 ち奴隸 も.： HI 主の 者 も 其 地位 を變 へる に 及ばない、 各自 其 儘 に^して 神と 

偕に 居るべし との _sl- である、 聖書 は 肉の 事に 閥して 至て 冷淡で ある 而已 ならす 人 の 靈魂 の發 達の ため 

に は 順境よりも 反て 逆境 を贵 ぶので ある、 キリス トは 明かに 言 ひ 給 ふた、 


生命 を與 ふる 者は靈 なり、 肉 は 益な し、 我が 汝 等に 曰 ひし 言 は靈 なり 生命な り 

と (約 翰俾 六の 六 ニー〕、 人の 生命 は 其 肉に 於て 非す、 故に 其 衣食住に 於て 非す、 靈に 於て 在り、 而し 

て靈に 生命 を與 ふる 者 は キリス トが 語り 給 ひし 言で あると 云 ふ、 依て 知る キリス 卜の 人生 觀の 現代人 

の それと 全く 異なる こと を、 循 つて 祌が人 を 救 ひ 給 ふの 途は 現代人の それと は 全く 違う ので ある、 神 

は 其 愛する 者 を 救 はんとす るに 方て 反て 其 境遇 を惡 しく 爲し給 ふので ある、 ョ ブを救 はんとす るに 方 

て 彼の 產を 毀ち、 彼の 家庭 を破壞 し、 而 して 更らに 其 上に 彼の 健康 を 奪 ひ、 彼 をして 悲境の 極に 陷ら 

しめ 給 ふた、 神 は 預言者 ホゼァ をして 言 はしめ 給 ふた  ， ， 

我れ 彼 を 誘 ひて 曠野に 導き出し、 其處 にて 彼の 心 を 慰めん 

r  (何 西 阿 書 二の 十四)、 卽ち神 は 其 愛子の 心 を 慰めん 爲には 彼 を 誘 ひて 逆境の 曠野に 導き出し 其處 

にて 彼の-斗に 慰安 を > ^き 給 ふとの ことで ある、 モ ー セの メデア ンの 地に 遁れ し、 H リ ャがホ レブの 山 

に 籠りし、 。ハウ 口が ァラ ビヤに 獨り 三年 間 を 過せ し 等 皆 其 類で ある、 境遇 を 善くされ てぐ はたい、 惡 

しき 境遇に 逐ひ やられて 我等 は 神 の 聲を 聞き 眞 の 生命 を 授かる ので ある。 

「我が 汝 等に 語りし 言 辭は靈 なり 生命な り」 と ある、 キリストの 言 を 眞實に 味へば 其れが 眞の 生命 

であって、 其れに 凡の 逆境に 打 勝つ の 力が ある、 生命の 生命た る 所以 は 外界 を 化して 自己の ものと な 

すに ある、 眞の 生命 は 反て 逆境 を樂 しむ、 - ぼける 魚 は 流に 逆 ひて 游ぎ 死せ る 魚 は 流に 從て 下る、 人 は 

境遇 を 善く せられん と 欲せす して 生命 を 賜 はらん こと を 求 ふべき である、 向上 を 境遇の 改善に 待て 彼 

は 反って 墮 落す るので ある、 最大の 慈善 は 衣食住の 改善で はない、 神の 一一 一一 n 辭の 供給で ある、 人 を 外よ 

り 善く せんとす るに 非す して、 內 より 改めん とする に 在る、 人 を眞の 神に 紹介して 彼 をして 「神と 偕 
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に 居」 りて、 自己に 勝て 境遇に 勝た しむる に 在る。 (十 一 月) 

十字架の 信仰 

キリスト 我 を 救 はんがた めに 十字. 架に 擧 げられ、 其の 流せし 血に て 我を聰 ひ、 其の 死に ゆりて 我 罪 

を 取 除き 給へ りと、 是れ 福音の 根 本義で ある、 聖書 は 明かに 此 事を俾 ふる も 其の 說明を 供へ ない、 M 

故に 祌の子 は 我がた めに 死なざる ベから ざる 乎、 何故に 彼の 血 は 我 を 潔む る 乎、 故に ト字 架に 釘け 

られし 彼 を仰瞻 るに 由て 我 罪 は 取 除かる k 乎、 其 說明を 我等に 供へ ない、 唯 首 ふ、 高調して 一一- n ふ 「信 

ぜょ然 らば 救 はるべし」 と、 斯くて 聖書 は 我等に 信仰 を 迫る に 於て 敎き に似て 信條 的で ある。 

古 ,、 ひ  みづか  あに  さ- ソ しょうて つが-.、 

. 我 は 十字架の 救濟に 就て 自ら 或る 說明を 供へ る 事が 出来る、 我に  一 il の 所謂 救 扬哲學 なる 者がない 

ではない、 然れ ども 是等は 以て 我を滿 足せし めて 我 をして 我が 全身 全 靈を擧 げて之 を主ィ H ス に *^ ね 

しむる に 足りない、 我が 救 拯哲學 は 以て 我が^ 仰 を 起す に： ：4- りない、 十字架 は 今 猶ほ單 に 權威を 以て 

我に 信仰 を 迫る ので ある。 

信ぜん 乎、 信ぜ ざらん 乎、 說明を 待たん 乎、 我 は 終に G ぜ ざるべし、 玆に 於て か 我 は 意 を 決して 斷 

然 信す るので ある、 祌の 首なる が 故に 信す るので ある、 外より は 聖書の 促 迫す る 所と なり、 衷 より は 

心の 推進す る 所と なりて 信す るので ある- 而 して 見よ 罪の 宽荷は 卸ろ されて 我 は 新たに 生れし の感 

が あるので ある、 實に 見て 信じた ので はない、 見すして！！：^じたの である、 而 して じて 見る ことが 出 

來 たので ある。 


然り；^^でぁる、 信で ある、 基督 敎は 其始が 信であって 其 終が 信で ある、 共點に 於て 科學ゃ 哲學と 全 

ち V\ 

く 違う、 ^^じて！；；^ぜしが如くに見ぇ、 信ぜし が 如くに 成る ので ある、 祈 ：！ 學 と科學 とに.;^ りて は 之を稱 

して 迷： ITS と 云 ひ、 幻想と 云 ふ、 然れ ども 宗教に 在りて は 信な くして 祌を 見る こと は W 來な いので ある- 

然り 信で ある、 である、 或 時 は道现 に反して 信じ、 &ti| に反して SIf- む、 而 して； 一：；2 と &.^ とに 於て 平廢 

を 求む るので ある、 而 して 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る平康 は如斯 くにして 瘦ら る、 ので ある、 祌 キリ 

ストに 在りて 人の 罪 を 取 除き 給へ りと 云 ふ、 我 は此事 を；^ する、 ！；；^じて疑はなぃ、 而 しても はや 我 罪 

に 就て 心を惱 まさない、 罪の 餘勢は 今猶ほ 我に 存 るので ある、 然れ ども 我 罪 其 物 は旣に キリストに 在 

りて 取 除かれた ので ある、 其の 意味に 於て 聖ョ ハネの  一一 一一！： は眞 である 「我等の 罪 を 除かん がた めに 主の 

00  0  0〇0〇000〇00  0-OOOOOOOCO 

現 はれ 給 ひし こと は汝 等の 知る 所な り …… 凡そ 彼に 居る 者 は 罪 を 犯さす …： 亦 罪 を 犯す 一一と 能 はす」 

と (約 翰 第一 書 三 章)、 我がために十字架に舉げられ給ひしキリストを：^するに由て我罪の根木は絕 

たれた ので ある。 

舊き 英語の 讚美歌に 曰 ふ、  • 

J.esus  lo.ves  this  I  know. 

For  tlie  Bilble  tells  me  so. 

イエス は 我 を 愛す 我 は 其 事 を 知る 

そ は §A 書 は爾か 我に 吿 ぐれば なり 

と， 然り 聖書が 我に 爾か吿 ぐるが 故に 我 は 信す るので ある、 我に 滿 足なる 說 明が あるが 故で はない、 

科學 と哲學 との 保證が あるが 故で はない、 「天地 は廢 れん 然れど 我 言 は驟れ じ」 とィ H スの言 ひ 給 ひ 
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し 言 を 記す 所の 聖書が 我に 告げる が 故に 信す るので ある、 是れ 確に 嬰兒 らしき 信仰で ある、 然れ ども 

嬰兒の 如くに 成ら ざれば 祌の國 に 入る ことが 出來 ない ので ある、 學に問 ひ 自己に 省み、 數 多の 證據 

を 示され ざれば 信ぜす と 云 ふ は 嬰 兒の爲 す 所ではない、 父の 一一 目なる が 故に 信す る、 聖書が 吿 ぐるが 故 

に 信す る、 "；疋 れ嬰兒 の 信仰であって 祌の 喜び 給 ふ 信仰で ある。 . 

而 して 聖書 は 世界 最高の 權威 である、 聖書 は 年々 に 變る人 問の 哲學の 如き 者で はない、 聖書に 賴る 

は 萬 古の 磐に 頓 るので ある、 人間の 哲 學は餘 りに 淺薄 である、 我が 實驗 も當 にならない、 唯 神の 首な 

る 聖書の み 頼る に 足る、 人生の 事 實は餘 りに 深く ある、 而 して 信仰 は祌の 召に 應 する 人生 奥底の 聲で 

ある、 其說 明し 得難き は 之れ が 故で ある、 深遠に して 量るべからざる ものなる が 故で ある、 而 して 神 

の 子 の 血が 我 罪 を 取 除きたり と 云 ふ 其 事實は 今の 我等 人間の 了解 力 を 以てし て は 到底 了解し 得ざる こ 

とで ある、 故にん. 'は 唯 之 を 信す るので ある、 而 して 信じて 救 はる k ので ある、 然れ ども. 水久に 佳言す 

るので は あるまい、 今 は 鏡に 照す が 如く 昏然に 見る と雖も 我が 知らる、 如く 之 を 知り 得る の 時が 來る 

であらう、 信仰の 美と 快樂と は兹に 在る ので ある、 見ざる に 信じて 見る 時を俟 つの 快樂 である、 此快 

樂を稱 して 希望と 云 ふ、 一種の 冒險 である、 然れ ども 最も 樂 しき 冒險 である、 神の. 言と 信じ 我 全身 全 

霊 を 之に 委ね 而 して 我が 此 信仰の 實現を 待つ ので ある、 如何なる 感 激と雖 ども 之に 勝る もの はない 

ので ある。 

我 は 信す 神の 子の ト字 架上の 死に 由て 我 罪の 取 除かれし こと を、 而 して 罪 は 死の 刺で あれば 罪 を 除 

かれて 死 は 我に 在りて 旣に 能な き 者と なりし こと を、 ィ H スを 信じて 我 は 死す とも 死せ す、 時 到りて 

我 は 復活し、 彼と 共に 生く る こと を、 キリストの 十字架 は 我に 永久の 福祉 を獮す 者で ある、 我 は 之に 


由り て 罪より 暧 はれて 永生に 入る の 特權を 授けら る、 我 は 自己に 省みて 此事を 信す る こと は 出来ない、 

然れ ども 聖書が 爾か 我に 吿 ぐるが 故に 我 は 大膽に 之 を 信す る、 神よ 我が 信な きを 助け 給へ。 (十一お) 

ilH 仰と 了解 

で 解って 信す るので はない、 信じて 了解る ので ある、 了解って 信す るの は 信仰で はない、 信ぜざる 

を 得ざる が 故に 信す る、 其 事が 信仰で ある、 ィ H ス其 弟子 トマスに 曰 ひ 給 ひける は 「汝 われ を 見し に 

由て nil す、 見す して 信す る 者 は 一照な り」 と、 而 して 了解る の は 見る ので ある、 了解って 信す るの は 見 

て 信す るので ある、 而 して 了解ら すして 信じ 得る 者が 福なる 者で ある、 神と 其聖 業と に關 する 事は是 

れ 到底 人間に 了解る 事で ない、 了解る の を 待て 人 は 到底 神 を 信す る ことが 出来ない、 故に 信す るので 

ある、 神の 聖 語なる が 故に 疑 はすして 唯 信す るので ある、 是れ 決して 迷信で はない、 子が 父の 言 を 疑 

i さ  り か 

はすして：！：^するのは決して迷信ではなぃ、 是れ當 に 信すべき ことで ある、 了解ら ざれば とて 父の 一一 C と 

ち V.  ケ わんめ-.  > 二  .1 

雖も遲 疑して 之 を 信ぜざる の は是れ 頑迷で ある、 「キリス トイ H ス 罪人 を 救 はんため に 世に 臨れ り、 

是れ 信すべく 亦 疑 はすして 納 くべ き 言な り」 と ある (提摩 太 前書 一 章 十五 節 〕。 (十 一 月.) 

今年の 秋 

r  一  ん声、 わ  もくせい  r: に. 0 

〇 「コスモ ス 開き、 茶 梅^き、 木 厚 匂 ひ、 菊花 薰る、 燈 前夜 にして 筆勢 急な り、 知る 天啓 豊 にして 
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秋 附 なる を」 (『所感』 四 三 六 參照— 編者〕 と 歌 ひし は 今より 九 年 前であった、 其 時 未だ 電氣燈 なく 又 

瓦斯 燈 なく、 舊き 石油^に 對 して 此 感を發 した、 其 時 我 { 鬼 は 今日の 如くに 三人に 非す して s: 人で あつ 

た、 我心 を歡 ばす に淸き 少女の 讚美歌が あった、 年々 歳々 花 は 同じ けれども 年々 歳々 人 は 同じくない „ 

〇 然れ どもん/年の 秋 も 亦恩惠 の 秋で ある. 空 天 は 澄 渡りて 星の 輝き 明かなる が 如くに、 天國の 光の 

いよく  - ひつ  ハっぇ  ニゝ  つね も  みやこ  みやこ 

愈々 明かに 我 吸に 映る を覺 ゆ、 「我等 此 所に 在りて 恆に存 つべき 城邑 なし、 惟來 らんと する 城 邑を求 

む」 との 感は此 秋に 到りて 乂 4 々强く ある、 斯く 一一：；：： ひて 我等 は _斯 せを蔽 ふので はない、 其 反 對に彼 世が 

も V.J やか  ど つ  よ  しふ ねん 

益々 鮮明に 成る に 及んで 此せは 益々 樂 しくなる ので ある、 此世 は何麼 でも 好い と 知って 執念 は絕 え、 

氣が 緩々 する ので ある、 何事 も 急ぐ に 及ばない、 父の 閥に 在りて 窮 りなく 其 中に 勤し み 其 奥義 を 探る 

ので ある、 故に 秋が 來 りたれば とて 训に 淋しくな いのは 勿論， 殊更に 秋の-犬 然を樂 まんと 欲する の 心 

も 起らない、 n 々の 生涯が 天！： である、 小なる 我 庭が 樂園 である、 架 書 一冊が 盡 きざる 生命の 泉で あ 

る、 ^みても 讀 みても. 敝き す、 八，'：：：：： 始 めて 之 を やにせ しゃう に感 する、 何故なる か を 知らす と 雖も感 

淚の我 眼 を 浸す を覺 ゆ" 

〇 「後い かん 未だ 顯れす 其 現 はれん 時には 必す祌 に 肖ん 事 を 知る」 (約 翰 第一 書 三 章)、 「神の 己 を 愛 

する 者の 爲に備 へ 給 ひし もの は： n 未だ 見す 环 未だ 聞かす 人の 心 未だ 念 はざる 也」 (哥林 多 前書 一 一章)、 

「我れ 知る 我 を 噴 ふ^は 活く、 後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立たん、 我が 此皮此 身 朽果ん 後、 我れ 肉 を 

離れて 我 神 を 兒ん」 (約 -re: 記— 凡 い)、 斯 かる 一 hn 葉に 憬れ て此 秋を迎 へて 此秋を 送る、 今日まで 臨り し 

幾多の 秋の 中で 今年の 秋 は 殊に 樂 しき 秋で ある。 

箒 川岸 を 彩 る 紅葉より 


はるかに 勝る 聖書なる かな 

友人の 祈禱  * 

< ^に 一 人の 友が ある、 彼 は 米！： 人で ある、 彼 は 今や 余が 米國 人の 中に 有する 唯 一 の 信仰 5 友で ある、 

彼の 最近の 書翰に 由れば 彼 は 過る 三十 年間、 曾て  一 I^"<!^sf-§lli ォ广 ^いひ. 1/ な レと云 ふ、 彼 

は 彼の 敎 きが 遣りし 宣敎師 等が <^ に 就て 「彼 は 狂せ りュ 二 テリ ヤンたり」 と 云 ひて 余 を 彼等の 敎會に 

訴 へし 時に、 彼等の 言に 彼の 耳を貸さなかった、 彼 は 余が 今や 米國 人の 基督 敎を嫌 ふこと を 能く 知つ 

て 居る、 而 かも 彼 は 余の 衷心 を 疑 はない、 彼が 余 を 愛する の は 自分の 爲 めでな いのは 勿論の こと、 自 

國の ためで もな く、 亦 自分の 敎會 のた めで もない、 彼 は キリストの 爲に余 を 愛し、 余の 完全に 救 は ，丄 

ん こと、、 余 を 以て 多くの 余の 國 人の 救 はれん こと を 祈った ので ある、 三十 年 一  曰 をお さ る IW 

もち  さ - よ ひ 

禱！ 斯 かる 祈禱を たる 余 は 福なる 者で ある、 過る 三十 年間に 余 は樣々 の 危險に 遭遇した、 身の 

險、 ，^;:の危險、 靈の危 險は蹯 を 接して 余に 臨んだ、 而かも其4.^もが余を幾すことがー船なかった、 或 者 

一う，  ,ゝ は マて 

力 余 を 支えた、 余に 關 する 余の 敵の 企 圖は失 耽に 終った、 殊に 余の 最初に 得し 單 純なる 福音 的 信仰 は 

維持 せられた、 如何なる 懐疑 思想 も 之 を壞っ 事が 能なかった、 是れ 何に 由る ので あらう 乎、 余 は 自分 

で き  - 

で 其 說明を 得る ことが 能ない、 然れ ども 今に 至て 知る 余の 友人の 間斷 なき 祈禱が 其大 理由で ありし こ 

と を、 彼の 祈禱が 余の 身と 靈とを 護り しが 故に 惡魔は 余に 勝つ ことが 能なかった ので ある、 故に 余 は 

余の 友に 返書して 言 ふた 「若し 來 らんと する 犬なる 勘定日に 於て-彼 は 商人で あるが 故に 余 は 故意に 

大正 五 年  五 五一， 


球" *"  五 五一 一 

此 文字 を用ゐ た) …… 若し 來 らんと する 最後 の 勘定日に 於て 何に か 善業が 余の 貸 ト.^ ィに 記入せ ら る 

ならば 君 は 其の 中の 犬なる 分 前に 與 るべき である」 と、 確に 天の 帳簿に 於て は 余の 事業の 大部分 は 彼 

の 事業と して 記入され るので ある、 余 は ヨシ ユアの 如く 戰 線に 立ち、 彼はモ ー セの 如くに ii の 上に 立 

て 祈りて 我等の 戰は 勝った ので ある (出 埃 及 記 十七 章)、 彼 は 何人で ある 乎、 其 事 は 余 か 彼 か 二者の 

中の 一 人が 眠った 後に 判明す るで あらう。 (十二月) 

信仰の 祕訣 

A  * た  ひ..」  あ., i よ  つき 

彌陀 たのむ 人 は 雨 夜の 月 なれ や 

雲 晴れね ども 西 へ こそ 行け 

是 は佛敎 信者の 歌で ある、 然し 乍ら 深き 信仰の 實驗を 語る 言葉で ある、 福音 的 基督教の 實驗も 亦 之 

に異ら ない ので ある、 救 主に 賴む人 は 其 信賴に 由て 救 はる \ の である、 問題の 解決 を 待つ の 必要 はな 

いので ある、 又 心の 洗 游を認 むる に 及ばない ので ある、 信賴其 ものが 救く 扬の 唯一 の 條件叉 Bi 由 叉 根 爆 

であるよ ので ある、 信 すれば 救 はる、 無智 其 傲、 罪 其 儘に て 救 はる、 而 して 信す るの 結果と して 迷 霧 は 

徐々 に 舞れ、 罪 は徐々 に 除かる，^ ので ある- 先づ 第一 に 信仰、 第二に 信仰- 第三に 信仰、 而 して 終り 

まで：^ 仰、 而 して 信仰が 進む に循 ひて 知識 も 進み、 行爲も 改まる ので ある、 ffll し 信仰 は 無 學と罪 行と， 

を 顧みない ので ある、 唯 上 を 仰いで 進む ので ある、 此 秘訣が 解って 始めて 基督 敎が 解かる ので ある- 

信仰的 態度の 一 事に 於て は 福音 的 基督 敎と淨 土 門の 佛敎と は 其授を 一 にす るので ある。 (十二月) 


大正 六 年 二 九 一七 年) 

聖書の 缺點 

或る 敎會 信者が 余輩の 家を訪 ふた、 彼 は 組合 敎會の 信者であった、 余輩が 聖書の 偉大 を唱 ふるや 彼 

は 質問の 矢 を 放って 曰 ふた 「聖書に も 缺點が あるではありません 乎」 と、 余輩 は 驚いた、 苟も 基督 信 

者た る 者が 聖書の 名 を 聞いて 此 質問が 先づ其 心に 浮ぶ と は、 余輩 は 彼に 答へ て 曰 ふた 「有る 乎 も 知れ 

ません、 然し 乍ら 私供 は 聖書の 放つ 光が 餘 りに 犬なる が 故に 其缺點 に氣附 かないので あります、 恰か 

も 望遠鏡 を 以て 撿べ ますれば 太陽に 多くの 缺點の ある こと を 見 留めます るが、 其 耀 の餘 りに 眩き が 

故に 其 缺點に 注意 を拂 はたい と 同然であります」 と、 今や 敎會に 於て 聖書 研究と 云 へば 先づ其 缺點を 

指摘して 然る 後に 其 倫理的 價 値を定 むる を 常と する、 之 を 研究 的 態度と 云 ふならん も、 斯 かる 態度 を 

以てして は 如何なる 書物と 雖も 解らない、 同情 は解釋 第一 の鎗 である、 同情が 無くして、 美點に 憶れ 

すして 如何なる 書物と 雖も 解らない、 殊に 神の 書物なる 聖書 は 解らない。 (一",> 


大正 六 年  五 五三 
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基督教の 重心 點 

某： 督敎の 重心 點は 其道德 ではない、 基督 敎の 重心 點は其 奇蹟で ある、 殊に 奇蹟 的 人格なる キリス ト 

である、 彼の 奇踵的 出生で ある、 彼の 奇廣的 生涯で ある、 彼の 死して 後の 復活で ある、 復活 後の 昇天 

である、 神の 子の 受肉、 其 変 行、 (仅 活、 昇天、 而 して 来るべき 再臨、 基督教の 重心 點は是 で 在る、 其 

道德 なる 者 は 之に 根據 したる 道德 である、 其 慰安 と 歡 喜 と 希 §1^.! と は 之 を 信 す る よ り 來 る 慰 安 と 歡 喜 と 

希$ひ」 である、 某督敎 より 其 奇践を 除い て 剩す所 は 零で ある、 祌 御自身が 人の？？ に 臨み 給 ふたので あ 

る、 天が 地に 接觸 したので ある、 生が 果して 死に 勝った ので ある、 其 事實と 事蹟と が 基督 敎 である、 

單に 高遠なる 现想 ではない、 m に 純潔なる 道德 ではない、 單に 偉大なる 社會的 勢力で はない、 基督教 

は 奇^で ある、 超自然的 莨 叉 勢力で ある、 祌が 人と して 生れ、 罪 を 除き、 死を滅 し、 永生 を 賜へ り 

で き 

との 事で ある、 奇 接なら ざる 基督 敎は之 を 基督 敎 として 認 むる こと は 能ない。 (一月) 

信者 は： E 人と 雖も傳 道 を 志願すべき である、 恰も 國 難に 際して 國民は 何人と 雖も 出陣 を 志願す ベ き 

であると 同然で ある、 此 時に 際して 51 陣を 志願せ ざる 者 は 非阈； iJ! を 以て 稱 はる. 其 如く 此 暗き 世に 在 

りて 自身 天よりの 光に 接しながら 傳道を 志願せ ざる 者 は 偽 信者 を 以て 稱 へ らる 、とも 辯 解の 辭が 無い 


ので ある、 勿論：^^者の傳道志願が悉く祌に採用せらる 'と は 限らない、 恰も 國 ni:- の 出征 志願が 悉く 皇 

帝の 採用す る 所と ならない と M 然で ある、 神 若し 善しと 視た まひて 我 を傳道 以外の 業に 就かし め 給 は 

ん乎、 我 は 化む を 得す 彼の 聖 3" に從 ふので ある、 然れ ども 我が 第一 の 志望 は 傅 道で あるべき である、 

信仰の 劍を 取って； i 昔の 戰 線に 立たん ことで ある、 キリストの 受け 給 ひし 詬誶を 身に 受けながら 生命 

の 語を傳 へん - ^ と である、 祌 が 禁じ 給 は ざ る 限り は；^ 者 は 何人と 雖も爭 て 傳道師 たる ベ きで ある、 此 

精祌 ありて！：^ は 維持 せらる、 此 精神 ありて 福音 は宜揚 せらる、 然れ ども 鳴 呼 事實は 如何、 キリス 卜 

は f れき給 ふ。 (一 》0 

命と 仰 

^に 運命なる 者が ある、 善き 運命の 人が ある、 惡 しき 運命の 人が ある、 而 して 人 は 信仰に 由て 其 運 

命を變 へる こと は 能ない、 信仰 は 運命 を變 へる 者で はない、 之 を 支配す る 者で ある、 人 は祌を 信じて 

0 し き 運 ん叩 に 勝 て 之 を 善用す る ことが 能る、 义 善き 運ん 叩に 生れて 其 誘惑に 勝つ ことが 能る、 凡の 事 は 

神 の 旨に 依りて 召され 神 を 愛する 者 の 爲に 悉く 働きて 益 をな すと あるが 如しで ある (羅馬 書 八 t い： b 八 

節). 而 して^なる 人の 刺^ を考 へ て惡 しき 運命 は 善き 蓮べ 叩に 愈り て 善く ある、 患難 は 忍耐 を 生じ、 

忍耐 は 練達 を 生じ 練達 は 希望 を 生ずと あるが 如しで ある (同 五 章 三 節)、 汝 善き 運命 を 以て 生れし 乎、 

神 を 信じ て 彼に 感謝し 、 共の 彼のた めに 善用 せられん こと を 祈れよ、 汝惡 しき 述べ 叩 を 以て 生れし 乎、 

祌を じ て 之 を 意と す る 勿れ、 そ は汝は 彼に 依り て汝の 惡蓮 に 勝ち得 て餘り あれば 3、 人の 幸 不幸 は 

大 正 六 年  五 五 五 


感  想  五 五六 

其 運命に 於て ない、 其 信仰に 於て 有る、 祌を 信す る を 得し 者、 其 人が 幸！ i である、 信じ 得 ざり し 者、 

其 人が 不幸で ある。 二") 

vt^ カ才ム H" 

我が 才能 は？ 我が 才能 は信頓 である、 我に 文才 はない、 德才 はない、 勿論 世才 はない、 才能と い 

ふ 才能 は 何にもない、 信仰の 才能す らもない、 唯 神の 恩惠を 信頼す るの 才能が あるの みで ある、 是れ 

才能と 稱 すべから ざる 才能で ある、 才能の 最も 下等なる 者で ある、 小兒の 才能で ある、 暗愚 此 ま、、 

不德此 ま k、 無學此 ま， -祌の 恩惠に 依頼む の 才能で ある、 而 して 愛の神 は 人 を 救 はんとて 此最 下等の 

才能 を 必要 條件 として 定め 給 ふたので あると 思 ふ、 それで あるから 余 も 救 はる- - ので ある、 それで あ 

るから 救 はるべからざる 人と て は 一人 もない 害 である、 唯 余の 愚か さに、 余 は 度々 信賴 以上の 才能 を 

求めて、 之 を 余の 衷に着 出し 得すして 悲 むので ある、 小 兒に冇 り 得る 才能、 父に 緒り 母 を 慕 ふの 才能、 

是れが 余に 有り得ない 害 はない、 而 して 此 原始的 才能と も稱 すべき 者 ありて、 余 は 神の 子と 成る を 得 

て、 萬 物 を 余の 有と なす 事が 出來 るので ある。 (一月) 

新年の 辭 

〇 玆に叉 希 の 新年 を迎 へて 感謝す る、 是 れ叉歡 喜と 感謝と 恩惠の 一年た るべき は 確かで ある、 一王が 一 


我等に 在りて 働き 給 ふので ある、 我等 自身が 働く ので はない、 主が 我等に 在りて、 我等 を 以て 我等 を 

通う して 働き 給 ふ、 其處に 我等の 確實 なる 希望 は存 する の で ある、 我等 は 自分の 無智 無能 を 充分に 示 

された、 自分に 就り て は 萬 事が 失敗で ある、 乍然 信仰 を 以て 彼に 賴り 彼の 器と 成て 我等のお T 無力 • 

然り罪 其 物 ま でが 彼の 聖旨 を遂 る 上に 於て 敢て 妨害 を爲 さない ので ある、 此 信仰 あ るが 故に 我等 は大 

勇氣を 以て 舊年を 去て 新年に 入る ことが 屮 I 來 るので ある。 

〇 主 は 去年 我等に 善き 研究の 題目 を 賜 ふた、 傳道之 書と 出 埃 及 記と は 我等の 全 注意 を拂 ふて. M 餘りぁ 

る 好 題目であった、 彼 は 叉 今年 も 善き 聖語を 賜 ふで あらう、 我等 は大 題目 を 賜 はらん こと を 祈る ので 

ある、 超 時 問 的、 超自然的、 超 人間的 大 問題の 我等に 提供 せられん こと を 求む るので ある、 而 して 感 

謝す ベ き 事に は 舊新兩 約 六 十六 卷の 書 は 孰 も斯か る 問題 を 提供して 我等の 觀 察と 研究と を 促す の で あ 

る、 聖書の 研究に 從 事して 百年の 生涯 は餘 りに 短く ある、 恰 かも 大 天然に 對す るが 如く 神の 聖書に 對 

して 研究の 題目 は 無限で ある、 其 一書が 靈的 知識の 無盡藏 である、 其 一節が 値い と 高き 眞珠 である、 

我等 聖書 を學 ベば 學ぶ 程此 世の 智識が ッ マラなくなる、 政治、 經濟、 航產、 工業と 云 ひて 一 時 は 我等 

の 全 注意 を 奪 ひし 諸問題が 何やら 小學 童子の 頭 腦を惱 す 小に して 少なる 問題で あるかの やう 思 はる k 

に 至る、 n: だれ 皆な 實は 什麼 でも 宜ぃ 問題で ある、 永遠に 生く ベ き 靈魂を 有する 人間の 究む ベ き 問題 は 

實は 唯一 つで ある、 而 して 此 唯一 の 問題に 就て 聖書 は 語る ので ある。 

よみ 

〇 蓮月尼 は 七十 七 歳の 春を迎 へ て 詠て 云 ふた 

しぬ もよ ししなぬ もよ ろし 叉 一 つ 

どうで もよ し の は 來にナ り 
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と、 ヘル 輩 は 下の句 を 詠變て 3 ふ  - 

すべてが よしの 卷は來 にけ り。 (一 ガ)  一 

祈禱の 快樂 

祈禱は 義務で はない 快樂 である、 神と 交際る 事で ある、 父と 語る 事で ある、 我が 凡の 祈 求 を 以て 彼 

に 近づく 事で ある、 之に 優る の 快樂の 他に 有り やう 苦 はない、 而 して 他者の 爲に 祈る は 自己が 爲に祈 

るよりも 樂 しく ある、 先づ 第一 に 祌の爲 に 祈る、 彼の 榮 光の 揚 らん 事 を 祈る、 次ぎに 友ん の爲に 祈る、 > 

全國 並に 全せ 界に 散在す る 我が 敎 友の 爲に 祈る、 彼等の 平康 らん 事、 祌 より 離れ ざらん 事 を 祈る、 其 

次ぎに せ界萬 民の 爲に 祈る、 平和の 彼等に 臨まん 事、 暗き 此 せが 化して キリストの 光の 國と 成らん 事 

を 祈る、 而 して 最後に 我 敵の 爲に 祈る、 我を究 迫め し 者、 我が 失敗 を 希 ふ 者、 我 を悄み 我の 在ら ざら 

ん事を 欲する 者の 爲に 祈る、 祈禱の 快樂は 自己の 利ハ妯 より 離る、 丈け 其れ丈け 犬なる を覺 ゆ、 祈禱に 

快 樂を覺 えざる は 自己の 利益 をのみ 維れ 神に 訴 ふるに 因る、 神の 心 を 以てする にあら ざれば 樂 んで祌 

と 交際る 事 は 能ない、 神 は 愛で ある、 其 愛 を 以て 彼に 近づく 時に 祈禱は 最大の 快樂 たらざる を 得ない。 一 

(二 刀〕 " 

傳^ 界の 曙光 


敎會 又は 傳道食 社に 慵 はれて 傳 道に 從 事し 来れる 傳道師 にして 傳 道を廢 して 實 業界 义は 政治 界に人 

る 者 甚だ 多き 今 日此 時に 當り 敎會又 は 外 國.〕 n- 敎師 等より 何等 の 恩 港义は 誘導に 與 かる ことなくして 自 

から 擇んで 有利の 地位 を棄て 福音の 宣傳 に從事 せんと 欲する 者の 綾々 として 現 はれつ k ある は 我國の 

慶事 にして 深く 祌 に 感謝す ベ きこと である、 斯く して こ そ 共 L 替敎 は 始めて 日本人の 仰と 成 るので あ 

る、 我國に 於け る 今日までの 基督 敎傳道 は 主として 外國 宣教師の 援助の 下に 行 はれし 者であって 眞の 

傅 道と 稱 する こと は 能ない、 眞劍の 傳道は 八，' より 始まる ので ある、 官吏 は 其 官職 を拋 ち、 軍人 は其帶 

劍を脫 し、 文士 は 其 筆 を 投じて キリストの 幅 音 を 邦人の 間に 唱 逝す るに 至て 我 日本 國も又 キリ ストの 

國 となる ので ある、 今より 後惠 心、 法然、 親 鷲の 如き 英 物の ほ 本の 基 将敎界 に 現 はる i 時 を俟っ こと 

が 能る、 過去 五十 年間の 日本の 傳道 は眾に 序幕に 過ぎない、 眞傳道 は 今からで ある、 然り、 今からで 

ある。 (二月) 

主 を 崇 め よ . 

敎會を 棄るも 可な り、 監督 又は 牧師 叉 は 傳道師 に 背く も 可な り、 然れ ども キリストに 背く • 勿れ、 彼 

の 前に 汝の 冠を脫 せよ、 彼の 前に 汝の すべて を獻げ よ、 汝の 哲學と 思想と 自由と、 然り汝 の 意志 其 物 

まで を獻げ よ、 人の 奴隸 たる は 卑屈で ある 恥辱で ある、 然れ ども キリストの 奴隸 たる は 高貴で ある 榮 

譽 である、 自由 は 之 を 彼に 獻げ て眞に 自由なる ものと たり、 生命 は 之 を 彼に 獻げ て眞に 生ける 者と な 

る、 「二十 四 人の 長老 寶 位に 坐す る 者 (彼れ 聖 なる キリスト) の 前に 伏し、 此の世々 窮 なく 生ける 者 
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感 想  五六 〇 

おのれ かんむり  なん ぢ さ か え .U1 ふとき けん ゐ 

を拜し 己の 冠 を其寶 座の 前に 投げ出し 臼 ひける は、 主よ 爾は榮 光と 尊貴と 權 威を受 くべき 者な り、 雨 

は 萬 物 を 造り 萬 物は聖 意に 由て 有ち つ 造られたり」 と ある (默 示錄 ra 章 十、 十一 節 ：}、 キリスト は 

萬 物の 主で ある、 人類の 王で ある、 科 學と哲 學の權 威で ある、 彼 はすべ ての 人 を 照す 眞の 光で ある 

(約 翰傳 一章 九 節)、 彼に 背きて 靈 魂が 救 はれない 計りで ない、 思想 も藝術 も、 權 威と 云 ふ 權威は 終 

に 盡く其 權威を 失 ふので ある。 (二  H0  . 

自 由 意 志に 就て 

自由意志 は 有る 乎 無い 乎と は 哲學上 並に 祌學 上の 大 問題で ある、 思索 學の 立場に 立ちて 有る とも 斷 

一一 一一 I： する ことが 能す 又 無しと も斷 首す る こと は 能ない、 然し 乍ら 人生の 實 際より 觀 察して 余輩 は 次の 如 

くに 言 ふこと が 能る、 卽ち 自由意志 は 有る、 然し 乍ら 其活 働の iHil 域た る や 甚だ 狹く ある、 恰 かも 干 里 

の 道 を 行かん と 欲して 汽車に 乘 るが 如き ものである、 汽車に 足 を 運び 身 を 之に 委 ぬる は 自由意志に 由 

る、 而 して 其れ 以上 は 自己の 能力で はない、 汽車が 我を牽 きて 千里の 彼方に 我 を 送る ので ある、 我 を 

運びし 者 は 我で はない 汽車で ある、 我 は 安樂に 長き 旅程 を 終り たれば とて 我が 能力 を 誇る こと は 能な 

い、 然し 乍ら 汽車に 我 身 を 委ねし 者 は 我で ある、 我に して 若し 此 最初の 歩武 を 取らないならば 汽車 は 

我 を 千里の 外にまで 運ぶ ことが 能ない ので ある、 我 を 救 ふ もの は 神の 能。 力で ある、 而 して 我 を 神の ム 匕： i 

力に， 委 ぬる 者 は 我が 信仰で ある、 我 は 救 はれん がた めに 信す る 丈け の 自由意志 を 要する ので ある。 

(二月〕 


キリス.；！. ら 若し 我等の 衷に 在りて 第一位 を 占む る 者に 非 ざれば 彼 は 何でもない 者で ある、 神の 子に 

して 人類の 首なる 彼 は 人類の 衷に 在りて 第一位 以下に 置かる \ こと を 許し 給 はない ので ある、 彼 は 明 

に：：： ひ 給うた 「我よりも 父 又は 母 を 愛する 者 は 我に 協 はざる 者な り、 我ょりも^?;-^は"|^を愛する者 

は 我に 協 はざる 者 也」 と (馬 太 傳十章 三 七 節〕、 キリスト は 神の 子であって 神で ある、 故に 父母 以上 

である、 子女 以上で ある、 然 り社會 以上で ある、 家庭 以上で ある、 事業 以上で ある、 專門 以上で ある、 

キリスト 4 爲の 生命で ある、 生命の 爲の キリスト ではない、 然るに 事實は 如何に？ キリスト. H 眉 家の 

ために 社會 のために 敎會 のために 家庭の ために 事業の ために 專門 のために 使 はれつ，.， あって、 人は是 

等の もの を 以て 彼に 仕 へんと しないの である、 今や 人の キリストに 来る は 彼 を 使 はん 爲 であって 皮 こ， 

仕 〈ん爲 あ は f い、 不信者 は 勿論の こ，^、 自ら 基督 信者と 稱 する 者まで が 彼に 第二 位义は 第三 位を與 

へ て敢て 怪と爲 ない ので ある。 (二月. } 

欲しき もの 

欲しき もの は 拾 萬 圓の敎 f^flf はない、 之を充 たす ための 貴族と 富者と 政治家と 實業 家と より 成る 

者で はない、 斯 かる 者 は 古 草鞋 又は 鐵渣 にも 等しき 者で ある、 無い は 有る に ii る 者で ある、 欲しき 


想  五六 二 

. も の は眞现 で ある、 單 純なる 幅 音 である、 僅少の 文字 を 以て 言 表 はす ことの 出來 る 神の 眞现 である、 

ひ *.» わた  ひ/ わ. U  Kt-bJ 

我が 全 性に 響き 涉り而 して 又 やがて は 全宇帘 に 響き 涉る單 純なる 眞现 である、 我は斯 かる 眞 哩 の 恩 SB 

ぁづケ ：  あき- 5t  二  あ il ひ  ，ひ いだ 

に與 らんこと を 希 ふ、 「天國 は 好き 眞珠を 求めん とする 商人の 如し、 一 ッの値 高き 眞珠を 看 出さば そ 

らち もの 

の 所有 を 盡く賨 りて 之 を 買 ふなり」 と ある (馬 太傳 十三 章 四 五、 HI 六 節)、 我 は 其 商人で ある、 其眞 

もちもの 

珠を 求む る 者で ある、 若し 之 を看屮 I さば 我 は 我が 所有 を 盡く賣 りて 之 を 買 はんと 欲す、 然り單 純なる 

眞琐、 聖書の 一節、 キリストの 一 言、 而 して 之 を 見る の 眼、 解す るの 心、 是 はすべ ての 哲學 すべての 

祌學、 全 國叉は 全せ 界、 總理 大臣の 椅子、 大 監督の 地位よりも 優に 貴き ものである、 而 して 神 は 彼 を 

愛する 者に 其 祈 禱に應 へて 之 を 與へ給 ふ。 (二"」 

第 貳百號 

第 貳百號 に 達した、 月刊 雜 誌の 二百 號 である、 十六 年と 七ケ 2： の 年月で ある、 其 問に 月 は 二  と 四 

1： 滿 ちて 又 絶け た、 其 間に 愛する 者 は 逝いた、 多くの 友人 を 得て 叉 多くの 友人 を 失った、 言 ひ盡 され 

なしみ  よろこび  す ベ て  、 t 

ぬ 悲哀が あった、 叉 一一 一一 n ひ盡 されぬ 歡 喜があった、 而 かも 一切が 恩惠 であった、 全能者 は 我と 偕に 在し 

給うた、 我 は 善き 戰を 闘ひ馳 るべき 途程を 走り 信仰の 道 を 守る ことが 能た、 實に 一 切が 感謝で ある、 

我 は 叉 鼓に 預言者 サ ム H ル に 傚 ひ 一 の 石 を 立て 之 を H ベ ネゼル と 名け て 言 ふ 「H ホバ 是 まで 我等 を 助 

け 給へ り」 と (撒 母 耳 前書 七 章 十二 節)、 我は獨 りで 是 まで 來 たので はない、 ヱ ホバ是 まで 我 を 助け 

給うた ので ある、 故に 榮光 はすべ て 彼に 歸し 奉る ので ある、 我 は 文筆 を 嫌 ふ、 說敎を 嫌 ふ、 すべて 宗 


？  とり 一一 

敎 家の 業 を 嫌 ふ、 然るに H ホバ 我 を俘囚 にし 我 をして 我が 爲すを 欲せざる 事を爲 さしめ 給うた ので あ 

る、 造られし 者 は 造りし 者に 向て 爾 何故に 我 を如此 造りし やと 云 ふこと は 能ない、 故に 我 は 沈 默を守 

りて 心に 「聖意 をして 成らし め 給へ」 と 言 ふま で^ある。 

十六 年と 七 ヶ月 は 短き 人の 一 生に 取りて は 短き 年月で はない、 而 して 我が 生涯に 在りて は 其が 其の 

最も 善き 部分で あつたので ある、 我 は 我が 生涯の 最も 善き 部分 を 聖書の 研究に 獻 げたので ある、 人が 

富 を 作りつ k ありし に、 爵位に 誇りつ i ありし 間に、 政治に 奔走し つ.^ ありし 間に、 天然 を 探りつ 

つ ありし 間に、 我 は 獨り靜 に 二三の 友 を 伴侶と して 聖書の 研究と 其 知識の 頒布に 從 事した ので ある、 

而 して 我 は如此 して 我が 生涯の 最も 善き 部分 を 消費せ しこと を 少しも 悲 まない ので ある、 悲しまない 

のみなら す 非常に 喜び 且つ 感謝す るので ある、 そ は 我は此 業に 從 事して 神と 共に 働き 永遠の 家 を 築く 

ことに 與 りたり と 信す るからで ある、 我 は 幸に して 愚に して 政界に 乘 出す ことが 能なかった- 我 は 幸 

にして 菲才に して 美文 藝 術に 携 はる ことが 能なかった、 我 は 幸に して 家 貧に して、 叉 政府 叉 は 敎會の 

獎勵 援助に 與る能 はすして 科 學叉は 祌學の 研究に 從事 する ことが 能なかった、 聖書 研究 は 我に 殘 りし 

唯一 の 事業であった、 而 して 視ょ我 は 最も 福なる 業 を 授けられ たので ある、 聖父は 善き 嗣業を 我に 授 

け 給うた ので ある、 我 は 今日に 至り 之 を 何人の 嗣業 とも 交換す る こと を 好まない、 總理 大臣の 椅子 も 

大學 敎授の 椅子 も 我が 今日 占む る 聖書 研究の 獨 立の 椅子に 較べ て價 値の 甚だ 低き 者で あると 我 は 信ぜ 

ざる を 得ない ので ある、 我 は 大日 本帝國 の總理 大臣た るよりも、 亦 大英國 々敎 會の大 監督た るよりも、 

ち \ 

聖 父が 我に 授け 給 ひ し 此 位地 此 事業 此 責任 を遙 かに 貴く 遙か に 重き 者な りと 信す るので ある。 

然れ ども 過去 は 過去で ある、 我 は 我に 臨みし 恩 惠の此 高處に 立て 後 を 顧みて 過去の 恩惠の 沈思 默考 
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に 耽らん と 欲しない、 我 は 猶ほ前 を 望み 見る、 恩惠の 大洋 は 我が 前に 横た はる、 我 は 今日まで 僅かに 

貴き 眞珠 二三 粒 を 拾 ふたに 過ぎない、 我が 事業 は 今からで ある、 寶 玉の 山 は 今 乎に 人った ばかりで あ 

る、 今より 之が 採掘に 從 事し、 奥義より 奥義へ と 我が 探求の 領域 を擴 張し 終に シ オンに 至りて 面と 面 

あよ  まふ  う く  か *^  力 

を^して 彼に 見え まつらん と 欲す、 如此て 號數を 以て 算へ 得る 事業 を 以て 滿足 すべきで ない、 數 なし 

义窮 なし、 永久に 存っ 所の 彼れ、 我が 目的 は それで ある、 我は窮 りなく 彼に 對ひ前 へ^へと 進み 行く 

ので ある、 上 を 瞻て前 を？」 1 む、 眞の 生命 は 無限の 前進より 他の 者で はない ので ある" 

然り 我が 事業で はない、 神の 事業で ある、 彼が 我に 在りて 我 を 以て 爲し給 ふ 事業で ある、 更に 然り 

彼が 我 を 離れて 自 から 旣に 遂行た まひし 事業で ある、 卽 ち髑體 山上に 於け る 彼の 聖 子の 犠牲で ある、 

而 して 我が 事業 は 此聖業 を 信す る ことで ある、 雜誌 ではない、 傳道 ではない、 信仰で ある、 雜誌は 無 

つ ふ  しま  よ  つ ふ 

くても 可い ので ある、 其れ は ー號で 潰れて 了っても 可かった ので ある、 今 遣れても. 巾い ので ある、 我 

こ  か  こひつじ 

が 永久の 感謝 は 此の 事業 彼の 事業の 成功で はない、 祌の主^が我が罪のために其身を^て給ひし^*でぁ 

る、 榮光窮 りなく 彼に 在らん こと をで ある。 (三月) 

基督 敎 道 德 

おの れ 

己の 欲せざる 所 之 を 人に 施す 勿れと 云 ふが 儒 敎道德 であって、 己の 欲する 所 之 をん に 施すべし、 凡 

て 人に 爲ら れんと する 事 は 汝等も 亦 人に も 其 如く 爲ょ (馬 太 傳七章 十二 節) と 云 ふが 基督 敎道德 であ 

ると 一一 一一 II ふ 者が ある、 然し 是は 基督 敎道德 ではない、 モ ー ゼ 敎道德 である、 故に キリスト は 一一 一一 C ひ 給 ふた 


ので ある 「是は 律法と 預言者なる 也」 と (同 節」、 舊約 聖書 道 德を總 括せ る もの、 其絕 ほに 達せる も 

の、 其れが 此の所 謂 黄金 则 である 〔 然し 乍ら 基督 敎道德 は遙に 其れ 以上で ある、 凡て 人に 爲ら れん 

こと を 人に 爲 して 信者 は キリストの 律法 を果 したので はない、 キリ スト は 其 弟子より 其れ 以上 を 要求 

し 給 ふので ある。 

基督 敎道德 は 左 の 聖 語に 顯 はれて 居 る ， 

汝等祌 に 傚 ふべ し (以弗 所 書 五 章 一 節〕。 

天に 在す 汝 等の 父の i 元 全きが 如く 汝等も 完全く すべし (馬 太 傳五章 四十 八 節)。 

キリ ストに 在りて 祌汝等 を 赦し給 へ る 如く 汝等も 互に 赦 すべし (以弗 所 書 §: 章 卅ー 一節/ 

夫れ 至上 者 は 恩 を 忘る、 者 及び 惡を爲 す 者にまで 慈愛 を 施し 給へ り、 是 故に 汝 等の 父の 憐憫の 如 

く 憐憫 を爲 すべし (路加 傳六章 三十 五、 三十 六 節)。 

神 我等 を 愛し 給へば 我等 も 亦 互に 相愛すべし (約 翰 第 一 書 四 章 十 一 節)。 

神に 傲 ふべ し、 神が 我等 を 愛し 給 ふが 如く 我等 互に 相愛すべし、 神が 我等の 罪 を 赦し給 ひしが 如く 我 

等 互の 罪を赦 すべし、 神の 完全き が 如く 汝等 完全く すべし と、 卽ち 模範 を 神に 取るべし 人に 取る ベ か 

ら すと、 是れが 基督 敎道德 である、 實に 高い 行 ふに 難い 道德 である"  、 

然 らば 我等 は 言 ふで あらう 乎、 是れ 弱き 我等の 到底 行 ふ 能 はざる 道德 である、 キリ スト は斯る 道徳 

を 我等より 要求して 不可能 を 要求し 給 ふので あると * 雨で はない， キリストの 律法 は 高く ある、 然れ 

ども 彼 は 之に 達する の 道と 能力と を 供へ 給うた、 彼 は 我等の 荏 弱 を 識り給 ふ、 故に 能力 を與へ 給うて 

彼の 完全き 律法 を 行 ふこと を 得しめ 給 ふ、 彼 は 無慈悲なる 主人で はない、 彼の 要求に は必す 之に 相應 
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する 援助が 伴 ふので ある、 

我等が 荏 弱 を 體恤る こと 能 はざる 祭司の 長 は 我等に 有るな し、 彼 はすべ ての 事に 於て 我等の 如く 

Hi れ たれ ど 罪 を 犯さぐ りき、 是 故に 我等 恤 を 受け 機に 合 ふ 援助と なる 恩惠を 受けん 爲 に撣ら 

すして 恩寵の 座に 来るべし  ， 

と ある (希 伯 来書 四 章 十五、 十六 節)、 此 恩寵と 援助と ありて 我等 はすべ て 彼の 要求に 應 する 蔡が能 

る， 「人 もし 汝の 右の 頰を批 ば 亦 他の 頰を も轉 して 之に 向けよ」 と 云 ふ、 是れ 生来の 人に は 到底 行 ふ 

能 はざる 道德 である、 然れ ども 萬 物 を 己に 服 はせ 得る 能力 を 有し 給 ふ 神に 依りて は 行 ふに 至て 容 い 

誡命 である、 我等 彼の 能力 を 仰いで 文字通りに 此 律法に 服從 する ことが 能る、 基督 敎道德 は 人の 道德" 

ではない 神の 道德 である、 神に 傲 ふの 道で ある、 故に 祌の 能力 を 仰ぎ 之に 依りて 行 ふことの 能る 道德： 

である、 崇高に して 行 ふに 至難の 道德 である、 然れ ども 祌は 我等に 告げて 言 ひ 給う ので ある 「馏 る- -I 

勿れ 我れ 汝 と共に 在りて 汝を 助く」 と。 G 一月)  一 

老ハ やの 歡 喜 ■  1 

一 

若 を 喜び 老を厳 ふ は 普通の 人情で ある、 然れ ども 信仰の 生涯 を 送りて 老は 決して 厭 ふべき 者で はな！ 

い、 老境に 入りて 思想 は 益々 明晰 を 加へ、 播 きし 種の 成熟して 實を 結ぶ を 見る、 人生の 問題 は徐々 に： 

解決 せられて 學生 時代に 教師より 數學 上の 大難 題 を 提供 せられて 深 思 熟考の 結 ra^ 其 解答 を 探り 當 てし 

時に 於け るが 如き 歡 喜と 滿 足と が ある、 加 之 河の 彼方より 昔樂の 響きの 徐々 として 我 耳に 響く あり- 


太陽の 西 山に 春く を 見て は 光の 國の榮 光 を 思 ひやる、 時には 過去 を 顧みて 我が 生涯に 神の 恩 惠の顯 著 

しかりし を 思 ひ、 感淚 頻を傳 はりて 感謝の 祈禱に 咽ぶ ことがある、 實に 信者の 生涯に 在りて は 老年 は 

共 最も 善き 部分で ある、 靑年 時代に 苦學 し、 中年 時代に 苦闘し、 老年 時代に 感謝の 牧 穫を樂 しむ、 誰 

か 言 ふ 信者の 生涯に 興味な しと、 祌は彼 を 愛する 者に 最善の 物 を 最後に 與へ給 ふ、 世人の 悲む 時に 信 

者 は 喜ぶ の である、 人生 の 夕^ の 暗くな らんと す る 時に 信者 は 希望 の 星の 耀 きに 無限の 宇宙の 彼の 罔： 

前に 開展 する を 見る ので ある。 (三月) 

安全なる 孤立 

〇 人 は 無くても 可い、 友 は 無くても 可い、 然し 神が 無くて は 堪えられない、 一一 イチ H の 如き 剛勇 多能 

の 人で さへ 神 無くして は 終に れた、 神 在りて 始めて 獨り 立つ ことが 能る ので ある、 神の 無い 元氣は 

畢竟 空元氣 たるに 過ぎない、 走れ ども 疲れす 歩め ども 倦まざる べしと 云 ふ 永久 的の 精力 は 神 を 友と し- 

て のみより 來 る。 

〇 神が 無くて は 堪えられない、 然し 乍ら 神 丈け では 足りない、 キリストが 無くて は 足りない、 キリス 

トに 由り て 認めざる 祌は 遠い 微かなる 祌 である、 キリス トを 友と して 我等 は 最も 親密に 神に 接する こ- 

とが 能る ので ある、  「夫れ 神の 充足れ る德 は形體 をな して 盡く キリスト」 に 住めり と ある (コ 口 サイ 

1 一章 九 節)， キリス トを我 有と なして 我 は 最も 有效 的に 祌を 我が 味方と なす 事が 能る ので ある。 

〇 神と キリス トと ありて 我 は 全世界 全 敎會を 敵と して 有ても 可い、 キリストに 在りて 神に 接して 我れ. 

大正 六 年  五六 七 


感 相 5  五六 A 

いける みづ  .0 きいで  で > 

自身が 活 水の 泉と なりて 獨り 湧出て 永生に 至る 事が 能る。 (一一 一") 

昴 宿 と 參 宿 

汝昂 il? の 鏈索を 結び 得る や、 參 宿の 繁繩を 解き 得る や C ヨブ 記 三十 八 章 三十 一節) 

參宿は 冬の 星で ある、 彼れ 夜々 に 現 はる \ や、 花 は 失せ 鳥 は 去り、 森と 林と は 其 綠の衣 を搋れ 

池と 小川と は 氷に 鎖され、 野と 山と は皚々 たる 雪の 衣に 包まる、 參^5 天に 上りて 天然 は 氷雪の 桎梏 を 

掛けられ、 死 は 全地 を 支配して 何人も 其 繁繩を 解く 能 はす。 

昴 宿 は赛の 星で ある、 彼れ 東天に 現 はれて 花 は 開き 鳥は歸 る、 暖風 山野 を拂 ふて 萬 物 其氣息 を 受け 

て 蘇生す、 易 宿 蒼 空に 現 はれて 天然 は 花綵を 以て 飾られ、 死 は 去り 生は復 りて、 人 は 春を惜 みて Sn つか 

ら 永く 其溫情 の 鏈 索に 縛ら れんこと を 欲す。 

昴 宿の 鏈索は 之 を 結ばん と 欲する も 能 はす、 參 宿の. 繁繩は 之 を 解かん と 欲する も 得す * 舂と 生と は 

之 を 止めん と 欲する も 能 はす、 冬と 死と は 之を逐 はんと 欲する も 得す、 人生の 悲歎 は玆に 在り、 「汝 - 

昴 宿の 鏈索を 結び 得る や、 參 宿の 繁繩を 解き 得る や」 と 問 はれて、 智者 も學者 も、 權者も 王者 も、 皆 

な齊 しく 「得す 能 はす」 と 答へ ざる を 得ない の である。 

然れ ども 兹に 一人の 此事 を爲し 得る 者が ある、 ニダの 支 派より 屮 I たる 獅子 ダビデの 根、 輝く 曙の 明 

星 (默示 錄廿ニ 章 十六 節)、 せの 罪 を 任 ひし 神の 羔、 すべての 尊敬、 榮光、 讚美 を受 くべき 者、 彼の 

みは 能く a§ 宿の 鏈索を 結ぶ ことが 能き、 又參 宿の 繁繩を 解く ことが 能る、 彼れ 「起きよ」 と 言 ひ 給へ 


ば 死者 は 甦り、 彼れ 御自身に 無窮の 生命 あるが 故に 人 は 彼に 結ばれて 無窮に 生く る ことが 能る、 「我 

れ生 くれば 汝等も 生くべし」 と 彼 は 言 ひ 給 ふた、 「彼に 由り て 萬 物 は 造られたり、 天に 在る 者 地に 在 

る 者、 萬 物 彼に 由り て 造られたり」 と ある (哥羅 西 書 一 章 十六 節)、 Ei 宿 も 參宿も 彼に 由り て 造られ 

し 者で ある、 故に 彼 は 自由に 是を 結ぶ ことが 能き、 叉 彼 を 解く ことが 能る、 彼れ は實に 預言者 ァ モス 

の 言へ る 「s§ 宿 及び 參{ 伯 を 造り、 死の 薩を變 じて 朝と なす」 ことの 出來る 者で ある (亞麼 士書五 章 八 

節)、 而 うして 彼が 我等の 救 主であって 我等 彼 を 信す る 者 を 甦らし 給 ふと 云 ふので ある、 -ぉ 等の 復. 

活の 希望 は 彼に 於て 在る ので ある、 死の 紫繩を 解く の 能力 は 生來の 我等に 備 はりて 在る ので はない、 

又字宙 何者 も 此事を 我等に 爲し 得ない、 然れ ども 萬 物の 元始に して 其 長子た る 者、 死の 中より 首に 甦 

り 給 ひし 者、 彼 は 我等の ために 參 宿の 繁繩を 解いて 宿の 鏈索を 結ぶ ことが 出來. る、 頌 むべき かな 彼 


;i  く  ** し  つ な V- 

死の 參宿は 其 暴威 を逞 うし、 其 繁繩を 以て 一時 は 我等 を 縛る であらう、 然れ ども 參宿を 造りし 者が 

きた  つ ひ V.  つめ， a 

我等の 救 主で あるので ある、 彼れ W び 臨り 給 ふ 時に 其 繁繩を 解き、 我等 をして 其强き 冷き 把握の 手よ 

り脫 かれしめ 給 ふ、 其時參 宿の 死の 繫繩に 代りて 1§ 宿の 愛の 鏈索は 我等 を 結び、 我等 は 永久に 彼に 繁 

がれ 又 相 五に 繁 がる、 ので ある、 春陽 また 環來 りて 參 宿の 西 天に 消え去らん とし、 昴 宿の 東； 太に 輝く 

今日 此頃、 我等に 此 希び W なかる ベから やで ある。 (四月) 
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戰爭の 結果， 

獨 逸に 於け る 心理 學の權 威 バウ マン は 曰 ふた 「戰 (1^ は 人 を 一一 イチ H より 新約聖書に 驅逐れ り」 と * 

卽ち此 大戰举 に 由り て 彼の 國人は 一一 イチ H の 著書 を讀 むを廢 めて 再び 舊き 聖書 を讀 むに 至れり との 事 

である、 一一 イチ H 如何に 偉大な りと 雖も此 際に 人心 を 支持す るに 足りない、 人は斯 かる 時に 際して 鹿 

の 溪水を 喘ぎ 慕 ふが 如くに 活ける 神 を 慕 ふので ある、 此大 戰爭の 一大 原 W として 認めら る. - 一一 イチ ェ 

の 思想が 此戰爭 に 由て 信 川 を 失 ふに 至りし と は 奇異なる 現象で ある、 而 して 戰 (辛の みに 限らない、 人 

生の 峻厳なる 襄赏が 同一 の 結 * を持來 すので ある、 西洋の 諺に 曰 ふ 「人は莫迦として生くる^；；^が出來 

る、 然れ ども 莫迦と して 死ぬ る 事 は 出 米ない」 と、 神 も キリスト も ほ も 要ぬ と 云 ひて 此 莫迦の 社 # 

に 生く る 事が 出來 る、 然れ ども 之な くして 獨り祌 の 前に 立つ 事 は出來 ない、 人 はや はり 神の 子で ある，. 

死が 恐ろしき 形狀を 以て 彼に 臨む 時に 人の 哲學 を棄て 神の 聖書に 走る、 憐 むべ くして 愛すべき はや は 

り 人で ある。 (四 =0  , 

燧道を 過ぎて 

さゝこ こぼと け  トンネル 

久 振りに て 甲 信の 地に 遊び 笹子 小佛 等の 大隨道 を 通過して 死に 就て 思 ふ 所があった、 卽ち 死は汽 率. 

に乘 じて 隧道 を 過ぎる が 如き もので あらう、 眞 暗の 屮を 過^る こと 暫時に して 再び 光明の： 大地に 出る- 


ことで あらう、 而 かもより 狹き； 大地より より 廣き 天地に 出る ことで あらう、 若し 甲 州の 瘦 地が 現世で 

あるならば 關 東の 平野が 來 *1 であらう、 而 して 峽中を 去て 廣 原に 人る に 其 間に 死の 隨 道が あるので あ 

らう、 然り死 は 暫時の 暗黑 である、 人る 乎と 思へば 直に 出る ので ある、 峽 中に 峽 中の 快樂 なきに 非す、 

然れ ども 廣 原の 爽快ば 之 を 山 問に 求む ベから す、 我れ 暫時の 暗黑を 忍びて 死の 隨道を 過ぎて 彼 地に 至 

れば 宏大 莊 美なる 天地の ある ありて 其 中に 安住す る數 多の 聖 友の 我を迎 ふる 者が あるので ある、 死 は 

生命の 行詰りで はない、 新ら しきょり 大 なる 生命に 通す る 隧道で ある、 故に 恐るべき 者で はない、 歡 

ぶべき 者で ある、 之 を 通過して 彼方の 光明に 出し 時の 愉快 は 如何 計りで あらう、 此事を 思 ふて 我心 は 

躍 立ので ある。 (五月) 

文字の 排斥 

今や 宗敎と 云へば 哲學と 云 ふが 如く 思想で ある、 而 して 思想 は 文字で ある、 文字 は 書籍で ある、 故 

に 修養 は 主に 書を讀 むこと である、 傳道は 主に 書 を 作る ことで ある、 眞理は 主に 書 を 以て 傅 へらる と 

思 はる.^ からで ある、 然し 乍ら 宗敎は 思想で はない、 靈的 生命で ある、 故に 文字 を 以て 傳 へらる、 者 

ではない、 信仰で あり 希望で あり 愛で ある 宗敎 は靈的 努力 を 以て 傳へ らる i 者で ある、 「人 若し 彼. 

(神) の聖 意に 從 はんと 欲せば 此敎の 神より 出づ るか 又 我れ 己に 由り て 言 ふなる 乎 を 知るべし」 と あ 

るが 如しで ある (約 翰 傳七章 十七 節)、 まへ て會 得る ので はない、 行って 見て 1: 明るので ある、 人 を 

離れ、 せを棄 て、 身 を 忘れて 見て 神が 判明る ので ある、 然るに 今時の 人の 如くせ を棄て 得す 敎會を 離 
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れ 得すして 萬卷の 書を讀 むと も 基督 敎の ABC すら 會 得らない ので ある。 (五月〕 

基督 傅の 探求 

善き 基督 傳を 示せと 言 ふ、 然り 基督 傳は 無數 である、 ルナンの 基督 傳 あり、 スト ラウスの 基督 傳ぁ 

り * カイ ムの 基督 傳 あり、 ファラ ー の 基督 傳 あり、 其 他數へ 来れば 日 も 亦 足りない ので ある、 各々 共 

長所と 短所と が ある、 傳記 として 最も 完全に 近き は カイ ムの それで あらう、 近世に 於け る 最大の 基督 

傅は獨 逸に 於て に 非す、 英 瞬に 於て に 非す、 勿論 米國に 於て に 非す 小なる 山 問の 瑞 西に 於て 成った の 

である、 カイ ム の 見た る キリスト は 最大の 人で ある、 歷 史家の 立場より 見て ナザ レの イエ ス 以上の 人 

物を此 世に 於て 見る 事 は 出来ない ので ある、 カイ ムは 大歷 史家で あり、 又哲學 者で ある、 而 して 其 箏 

を獻 げてィ H スを 最大 人物と して 畫 いたので ある、 歷 史的 大著 作と して 多分 當 分の 間 カイ ムの 基督 傅 

W 上の 者 はせ に 出ないで あらう。 

然し 乍ら カイ ムを讀 みたら ばと て キリスト は 解らない、 然り、 カイ ムを 讀んで キリストが 却て 解ら 

なくなる ので ある、 而 して M じ 事が ルナンに 就ても スト ラウスに 就ても 言 ふこと が出來 る、 余 擎は近 

世 の 基督 傅 にして 余輩 をして 滿 足せし め 得る 者に 未だ 見當ら ない ので ある。 

最も 善き 基督 傳を 示せと；  一 =11 ふ、 然り つ ある、 共 第二 は 馬太傳 である、 第二 は 馬可傳 である、 第三 

は 路加 傅で ある、 第 は 約 翰 傅で ある、 最も 簡潔に して 最も 完全、 其 中に ィ H ス キリストの 人格と 神 

性と が 躍如して 居る、 怖 は 其 主人公 を S 方面より 見た る 者， 人が キリストに 就て 知り 得る 限り は是 


等の 著に. m て 一 w ひ盡 さる、 汝實に キリス 卜に 就て 知らん と 欲する 乎、 是 等の 四 著 を 請むべし、 繰 返 

〇 0  C  C 一つ C  0  C  C  0  C-  0  0  0  0  0  0  0  0  C 

して 何 囘も讀 むべ し、 幾年 も繼 綾して 讀む べし、 而 して 其^に 不可解の 所 あらば 汝の生 迎の實 驗が汝 

に 其 善き 註解 を 供す るまで 待つべし、 ルナンの 傳 ふる キリスト： ^偽の キリスト である、 カイ ム、 ファ 

ラ ー 又 頼る に 足らす、 唯 四 幅 昔 書の み眞の キリスト を傳 ふ、 我等 は 之 等 以外に 基督 傳を 求む るの 必. 耍 

を 見ない。 (五月)  * 

彼等と 我 等 

〇 彼等 は愛國 心なき を 以て 我等 を責 む、 然れ ども 彼等 は 自分の 利】 〈見の ために は 常に 國 (豕を 利用し、 時 

に は 國家を 欺き もす る、 博士 ジョン ソン 曰く 「愛 國は惡 人の 最後の 隱 場所な り」 と、 叉哲學 者スぺ ン 

サ ー は 曰く 「利己心 を擴大 せし 者 之 を愛國 心と 云 ふ」 と。 

〇 彼等 は 我等より 正直 を 要求す る、 而 して 我等 は 喜んで 其 要求に 應 ぜんとす る.， 然るに 彼等 は 我等が 

彼等に對してのみ1^|直にして彼等の相乎に對しては正直ならざらん^9|-を欲す、 主人に 對 して は 正直な 

れ然れ ど 顧客に 對 して は 正直なる 勿れと 云 ふ、 斯くて 彼等の 稱 する-正直なる 者 は 其愛國 心と 同じく 自 

分 本位の 正直であって 正直と は稱 すべから ざる 者で ある。 

〇 彼等 は 正義 を頌揚 する、 其の 他人に 對 して 勵行 せられん こと を 主張す る、 然し 其の.： H 分に 對 して 勵 

行 せらる k や 「過激」 を 絶叫して 止まない、 彼等 は 他人に 對 して は 嚴 なれと 云 ひ、 自分に 對 して は寬 

なれと 云 ふ。 
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〇 國家を 利用し 正義 を 利用す る 彼等 は 神 を 利用し 怫を 利用す る、 彼等に 取りて は宗敎 も亦處 せの 一方 

便に 過ぎない、 斯くて 彼等と 我等と は 根本 を 異にする、 故に 萬 事に 於て 衝突 を 免れない ので ある。 

(五 UO 

哲 學 と 宗 敎 + 

哲學 をして 宗敎の 代用 を爲 さし めんと 欲する 人が ある、 然れ ども 哲學は 宗教の 代用 を爲す こと は SJ 

來 ない、 哲學は 人生の 說明 である、 人生 其 物で はない、 宗敎は 生命 其 物で ある、 生命の 最も 高い 者で 

ある、 「我 は 生命な り」 と イエス は 一一 目 ふた、 是れソ クラ テ スも プラト ー も ス ピノ ー ザ も カン トも 一一 一一 c ひ 

得 ざり し 所で ある、 ィ H スは 生命 を 供した、 折：！ 學者は 生命の 說明を 供した、 兩 者の 問に 名と 實 との 相 

遠が ある、 哲學 若し 宗敎の 代用 を爲し 得べ くば 生理 學は 食物の 代用 を爲し 得る ので ある、 然れ ども 人 

は 食物が 如何にして 消化 さるる 乎、 其 說明を 開いて 養 はる、 ので はない、 食物 を 食して 養 はる k ので 

ある、 折：： 學に 高遠なる ものが ある、 深邃 なる ものが ある、 然れ ども 其 中に 生命の パン はない、 而 して 

キリスト は 天より 降れる 生る パンで ある、 人 若し 此 パン を 食ら はば 窮 なく 生くべし と 云 ふ (ヨハネ 俾 

六 章 五十一 節)、 而 して 總て大 なる 哲學者 は 此箏を 認めた、 哲學 をして 宗敎の 代用 を爲 さし めんと す 

る は 小哲學 者の 爲す 所で ある。 (六月〕 


神の 有無 

神 は 有りと 云 ひ 叉祌は 無しと 云 ふ、 而 して 有る と 云 ふ 設據も 無ければ 叉 無い と 云 ふ 證據も 無い ので 

ある、 神 は 有る と 信す る 者 は 1^ ると 信じて 宇宙 萬 物 を解釋 し、 神 は 無しと 信す る 者 は 無しと 信じて 其 

人生 觀を 作る ので ある、 世に 神の 存在 を 論理的に 說 服せられ て 信者と 成りし 者 は 一 人 も 無い ので ある、 

信仰 は 論理の 事で はない、 意志の 事で ある、 信ぜざる を 得ざる が 故に 信じ、 信す る を 得ざる が 故に 信 

じない ので ある、 理學の 泰斗に して 英國 のケ ルビン 卿の 如く 叉 マ クスゥ ヱ ルの 如くに 熱心に 祌を 信じ 

たる 者が ある、 獨 逸の ヘッケルの 如く、 日本の 加 藤弘之 氏の 如く 無 祌を唱 へて 得々 たる 者が ある、 若 

し 議論の 强弱を 以て 謂 ふなら ば有祌 無神傻 劣な しで ある、 然れ ども 信仰の 力 は 遙に懷 疑の それに 優る、 

力，' ライル 曰く 「此 せに 於て 爲 されし 大事 業 はすべ て 信仰の 力に 由る」 と、 學者 は敎窒 叉 は 書 齋に在 

りて 無 祌を唱 ふる 事が 出来る、 然れ ども 平民 は 人生の 事 實に當 りて 祌の實 在 を 認めざる を 得ない ので 

ある。 (六 no 

最 善 か 最 惡 か 

つ ** づ  され 

十字架の 幅 音 は ユダヤ人に は 礙く者 ギリシャ 人に は 愚かなる 者、 然ど 召された る 者に は 神の 大能ま 

た 智慧な りと 云 ふ (コ リント 前書 一章 二十 三、 二十 rag). 然り 「召された る 者に は」 である、 「信 
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する 者に は」 である、 信者に 取りて は 十字架の 幅 昔に 優りて 善き 者 あるな く、 不信者に 取りて は 之に 

優りて 惡き者 はない ので ある、 一一 イチ H が 基督 敎を 以て 「世界中 最惡 物」 と稱 したの は 能く 不信；！ の 

心 を 富 ふたので ある， 實に 信ぜざる 者に 取りて は キリストの 福音よりも 悪き 者 はない ので ある、 信す 

る 乎、 信ぜざる 乎、 此 一事に. m て 福音の 眞價 がお まるので ある、 信す る 者に は 最善の 物、 信ぜざる 者 

に は 最惡の 物、 キリストに 服 ふ 乎、 彼に 敵す る 乎、 信す る 者 は 主として 彼に へ、 信ぜざる 者 は 敵と 

して 彼に 抗ふ、 而 して 信仰 は 求めて 得べ からす、 强 ゐて傳 ふべ からす、 「父 もし 引か ざれば 人よ く 我 

に 就るな し」 と キリスト は 言 ひ 給 ふた (ョ ハネ傳 六 章 s: 十 M 節)、 神に. S ら すして 基督 敎は 解らない、 

こぼ  で， 

而 して 神に 召されて 哲學も 科學も 我が 信仰 を 毀つ 事 は 能ない。 (六 ao 

眞理 の證明 

暗黑 のせ を 化して 光明の 世と なす 事 は 出来ない、 暗黑は 全地 を 蔽ひ萬 暗 は 諸 2^ を蔽 ふと 云 ふは^ ゲ 

の 時 を 指して 云 ふので ある (以賽 -fi 書 六十 章 二 節〕、 此 時に 方て 光明の 子た る 信者と 雖も此 せ を 化し 

て 光明の 世と 成す こと は 出来ない、 然 り、. 光の 主なる ィ H スさ へ も 自己 を 暗黑の 乎に 附し給 ふたので 

ある， 然れ ども 我等 は 暗 黑の裡 に 在りて 光明の 證明 者た る ことが 出来る、 暗黑は 何れの ほ I！ におす ると 

けんせき  つかさ  くろ-か- よしら あ.？ 'がよ か 3 

も 之 を 譴責す る ことが 出来る、 此 せの 王 等と その 牧 伯と 祭司と 民 等との 前に 堅き 城、 鐵の 柱、 銅， の牆 

となりて 罪 を 罪と し、 科 を 科と して 之を钆 明す る ことが 屮： 來る、 神の 我等に 命じ 給 ふ 所 は 社會の 改良 

ではない、 正義の 證明 である、 ィ H ス御 自身が 忠信なる 眞 理の證 者であった (默示 錄三章 十 g! 節〕、 


而 して 初代の 信者 はィ H ス の證 及び 神の 道の ために 首 斬れた る 者であった (同一 一十 章 w 節〕、 暗黑を 

瓖 はんと 欲して 我等の 事業 は 失敗に 終らざる を 得ない、 然れ ども 光明の 證明 者と して 苦み て 我等 は 多 

少世を 照らす 事が 出来る。 (六 月)  . 

精神と 身體 

精神が ありて 身體が あるので ある、 身體は 精神の 物的 表現で ある、 恰 かも 人體 ありて 之 を 包む の 衣 

服 あり、 服装 は 之 を 作る 人の 精神の 表現なる が 如しで ある、 其 如く 血氣 ありて 肉體が あり 聖靈 ありて 

靈體が あるので ある、 人の 精神が 一 變 して 其 服装 も 一 變す るが 如く、 彼 は 新たなる 生命 を 受けて 新た 

なる 體を與 へらる &の である、 基督 者 復活の 說明は 此邊に 在る ので ある、 彼 は 聖靈の 恩賜に If りて 彼 

の 生命が ー變 したので ある、 彼の 舊き 肉體は W て 彼の 精神 を 表現す る 能 はざる に 至った ので ある、 

r 聖靈 の 初めて 結 ベ る實を 有る 我等 は 自ら 心 の 中 に 歎き 我等の 身體 の 救 はれん こと を俟 つ」 との パゥ 

n の 言 は 信者の 此狀態 を 言 ふたので あると 思 ふ、 卽ち 新ら しき 精神 は 舊き身 體に堪 へ 難くな りて 新ら 

しき 身 體を與 へ ら れんと 欲する 其 切望の 情 を 述べた る 言で あると 思 ふ、 而 して 此希 は 無 S でない の 

である、 新ら しき 精神 を與 へられて 之に 相當 する 新ら しき 身 體を與 へられない 理由 はない ので ある、 

精神の 在る 所に は必す 之に 相當 する 身體が ある、 「聖霊の 結べる 實」 卽ち 聖靈に て 新たに 生命 を受 

けて 其 生命 はやが て 其れ 相當の 身體を 以て 現 はれざる を 得ない ので ある、 是が卽 ち靈體 である、 復活 

體 である、 故に 信者 は 復活の 希望 を懷 きて 故な き 希望 を懷 くので はない、 彼 は旣に 新生 を 受けた ので 
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ある、 故に 其 當然の 結 として 之に 相當 したる 身 體の陚 與を俟 望む ので ある、 「我等 此 幕屋に 居りて 

歎き 天より 賜 ふ 我等が 屋を 衣の 如く 着ん こと を 深く 欲へ り」 と ある は此 希望 を 云 ふたので ある (コリ 

ント 後書 五 章 二 節 y 如斯 くにして 復活と 云 ひて 此舊き 肉體が 蘇生す る 事で はない、 是れ 信者の 最も 

OO0CO00OOO00OO00O0O00O0OOOPPOO-- 

欲 はざる 事で ある、 復活 は 新たなる 生命に 相當 する 新たなる 身體を 以て 活 くる 事で ある 而 して 是れ 

信者に 取りて は 空 望で はない ので ある、 「彼 (神) 靈 (新生) を 其 質 C 豫證) として 我等に 賜へ り」 

と あれば 我等 信者 は 其當然 の 結 として 臨る ベ き 復活 卽ち靈 體の賦 與を俟 望む ので ある。 (六月〕 

眞 の バ プ テス マ 

敎會は 言 ふ 水の バプ テズ マ を 受けざる 者 は 基督 信者に 非す と、 余輩 は 首 ふ 水火の パプ テズ マ 卽ちキ 

リ ス 卜の 聖 名の 爲に 迫害の パプ テズ マ を 受けざる 者 は 基督 信者に 非す と、 而 して S 惡の此 世に 在りて 

誠實に キリ スト を 信じて 或 種の 迫害 は 避く ベから すで ある、 迫害 を 受けざる 者 は 基督 信者に 非す と 云 

ひて 誤らない ので ある、 而 して 世に は 水の バプテ ズマを 受けて 迫害 を 受けざる 所謂 信者が 澤山 ，i5 るの 

である、 之に 反して 水の バプテ ズマを 担み しも キリ ストの i ぬ 名の 爲に 堪え難き 迫害 を 受けし 彼の 後從 

者が 徵 くないの である、 而 して 余輩 は 信じて 疑 はない ので ある、 ；大國 に 人る の 機會は 前者よりも 後者 

に 逸に 多い こと を、 縱し义 水の バ プ テズ マ に 救扬の 力が あると する も. それ はバ プ テズ マ 式 其 物に あ. 

るに 非す して、 之 を 受けし に 由り て 身に 迫害 を 招く に 至る 其 事に 於て あるので ある、 式が 靈魂を 救 ひ 

やう 苦 はない、 靈 魂の 苦鬪を 通う して 臨む 祌の 恩惠 のみ 救扬の 能力で あるので ある。 (六月) 


rw はすべ ての * を 記 慮し 給 ふ、 宇宙の 大 より 細胞の 小に 至る まで 彼の 記憶に 留まらない 者 はない、 

££^^££^^,  彼 は 一一 H ひ 給 ふた 「我れ 彼等の 不義 を赦 しそ 

の 罪 を また 思 (記憶) はざる べし」 と (耶利 米 亜記 卅 一 章 ira 節)、 又 言 ひ 給 ふた 「我れ 彼等の 不義 

を 恤み其 罪と 惡とを 意に 記め ざるべし」 と (ベ 布 伯來書 八 章む 二 節)、 祌は其 子の ト字 架に 於て 人類の 

罪 を 拭 ひ 去り 給 ふたので ある、 驚くべき 恩惠 とは此 事で ある、 神 は 其 記憶 以外に 人類の 罪 を 撒し 給 ふ 

たので ある 、神 は 我等の 眞實の 友人が 我等の 惡 事に 就て 閜く 事を肯 はざる が 如くに 我等の 罪 を 思ひ屮 I 

し 給 はざる ので ある、 彼 は 人類の 罪 を 取 去り 給 ひしに 留ま らす之 を 忘れ 給 ふたの で あ る 、 然れ ども 健 

忘の ために 忘れ 給 ふたので はない、 其 子の.. 功の ために 忘れ 給 ふたので ある、 キリス トイ H ス其 十字架 

み,、 ら -CJ 

を 以て 神と 人との 間に 立ち 給 ひて 人の 罪 は 罪と して 神の 聖 座に 達しない ので ある、 故に 人 も 亦 自己の 

罪 を 去りて 今日 直に 父なる 神に 歸 るべき である。 r 七お」 

進化と 自顯 

結 ra^ に對 して 原 w あ り 結果 は 原因に 超越す る 能 はすと は 思想 上 の 自明 现 である、 然るに 天然 を 観る 

に 大然に 在りて は 結果 は 原囚に 超越して ゐ るので ある、 天然 は 物 は を以 て 始まる として 生命 は 物質に 
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超越して ゐる、 其の 巧妙なる ことに 於て は雜 草の 極 一 粒 は 全地と 其 岩石の 總とを 合せた ものに 超越し 

てゐ る、 同じく 人間の 小兒 一人 は 其 智能 を 具備す る ことに 於て は 動植物 全體 よりも 遙に 上に 居る、 更 

らに又 基督 者の 最微者 は 人類 全體 よりも 遙に靈 妙なる 者で ある、 依て 知る； 大然は 常に 自己 を 超越し つ 

つ ある を、 卽ち 結果 は 常に 原因 を 超越し っ& ある を、 是れ 天然が 自存 的 物體に 非ざる 證據に 非す して 

何ぞ、 天然に 在りて 天然 以上の 或 者が 顯 はれつ & あるので ある、 天然 は自 から 進化し つ i あるので は 

ない、 祌が 天然 を 通して 御自身 を顯 はし 耠 ひっつ あるので ある、 天然の 進化に 終局が ある、 然れ ども 

神の 自顯は 無窮で ある、 故に 神が 死者 を 甦らし 給 ふと 聞く も 我等 は敢て 驚かない ので ある" (七お) 

妨 害 を 恐 れ ず 

人 は 何人と 雖も自 から 信者に 成らん と 欲して 成る ことが 出来ない、 信仰の 妨害 は餘 りに 多く ある、 

社會の 妨害が ある、 國 家の 妨害が ある、 肉親の 妨害が ある、 我 身の 妨害が ある、 せと 肉と は 神 を！^ み 

福 昔 を 斥く る 其 心より して 總の 手段 方法 を盡 して 人の 信仰に 入る を妨 ぐるので ある、 而 して 之に 加 へ 

て 敎會、 神學 者、 監督、 牧師、 傅道師 等の 妨害が ある、 彼等 は キリストの 聖名 を. k へながら 多くの if; 

名 に 背く 行 爲を以 てして 人が 信仰に 入る の礙 となる ので ある、 高潔の 人 は 彼等 所謂 敎 役者 の 爲す所 を 

見て 到底 彼等の 奉す る 基督 敎を 信す る こと は 出来ない ので ある、 然し 乍ら 祌 にぎ まれし 者 は から： 一き 

者に 成ら ざらん と 欲する も 能 はない ので ある、 彼 は總の 妨害 を排 して 信者に 成る ので ある、 彼 は 11. 一一" 者 

に 成るべく 神に 餘儀 なくせら る \ の である、 彼 は 世に 背き、 自己に 背き、 肉親に 背き、 敎會を 斥けて 


しも..，、 しもめ 

キリ ス トに 到り 其 僕婢 に 成る の である、 全 宇宙 も 彼が 信者に 成る こと を妨 ぐる こと は 出来ない の で 

ある、 世に 眞の 信者に して 自 から 欲んで 信者に 成った 者 は 一人 もない、 信者 は 神に 新たに 造られた る 

すゑ ものし  5 つ は 

者で ある、 彼は陶 人が 其 心の ま- -に器 を 作る が 如くに 信者に 作られた る 者で ある、 何故なる 乎 彼 は そ 

の 理由 を 知らない、 然れ ども 彼 は 生れながら にし て 肉の 子な りし に拘 はらす 今 は靈と 眞實を 以て 神 を. 

拜し 得る に 至った ので ある、 而 して 彼 は 自己に 省て 其 奇跡に 驚かざる を 得ない ので ある、 彼 は 今は智 

者學 者が 信ぜん と 欲して 信す る を 得ざる 事 を 信じ 得る に 至った ので ある、 r 是れ M ホバ の 成た ま へ る 

所に して 我等の 目にあ やしと する 所な り」 である (詩篇 百 十八 篇ニ 十三 節、 何にも 基督 敎證據 論の 

問題で はない、 信すべく 餘儀 なく せられて 信じた ので ある、 基督 敎に對 し 反 證は幾 干で も擧 ぐる 事が 

出來 る、 若し 神が 我衷に 新たなる 心 を 創造り 給 ふに 非す ば 敎會の 神學者 等が 總掛に 成りて 我を說 伏せ 

ん とする も 能 はない ので ある、 信者に 成るべく 定められ たる 者 は 成る、 おめら れ ざる 者 は 成らない、 

我等 は 安心して 可な りで ある。 (七月) 

當 然 の 窮乏 

狐 は 穴 あり 天空の 鳥は巢 あり 然れど 人の子 は 枕す る 所な し (馬 太 八の 二十)、 弟子 は 其師の 如く 僕 

は 其 主の 如くならば 足りぬべし、 若し 人 主 を 呼びて ペルゼ ブルと 云 は 況して 其 家の 者 を や (同一 〇 

の 二 五〕、 我等 は 多くの 艱難 を歷て 我等が 神の 國に 至るべき 也 (行傳 十 i: の 二 トニ)、 キリストの 此 

世に 於け る 生涯 は 不遇 艱難 迫害の 生涯であった、 せ は 彼 を 置く に堪 へなかった、 故に 彼 を 斥け， 困し め、 
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而 して 終に 彼 を 殺した、 而 して 斯の 如くに キリスト を 扱 ひし 世 は今猶 依然として 舊の 世で ある、 悪魔 

は 其 主で ある、 暗 黑は其 勢力で ある、 今の せ も 亦 昔の 世と 齊 しく キリスト を 置く に堪 へない ので ある. 

キリス 卜に して 今 再び 現 はれ 給 はん 乎、 世 は 擧て彼 を 排斥し. 彼 を 逐ひ彼 を 窘め、 彼 を 殺さす して は 

止まない ので ある、 某督敎 W と 基督 敎會と は 彼を崇 むる と稱 すれ ども 實は彼 を 憎む ので ある、 彼等 は 

自己の 影像に キリス 卜の 名を附 して 之を挥 する に 止まり、 眞 正の キリス トは 彼等の 心の奥底より 之 を 

「お 嫌 ふので ある、 ^が 世で ある 間 は 人の子 は 枕す る 所がない ので ある、 而 して 凡て 彼の 眞 正の 弟子 は 

彼と 问 じく 不遇、 1^ 乏、 艱苦の 生涯 を 送らざる を 得ない ので ある、 信者 は奸 惡の此 世に 在りて 之と 安 

協せ すして 平和の 生涯 を 送り 得ない ので ある、 羔は 世の 始 より 殺されて 今に 到る ので ある、 世對主 ^ の 

戰(.^は櫃續して八マ猶止まなぃのでぁる、 然るに 視ょ、 所謂 基督 敎國に 在りて は 皇帝 は キリストの 御 父 

なる 眞の 神の 聖 名に 託り て 其 位に 卽く ので ある、 而 して 基督 敎會 の 監督 は 帝王 の 宮殿に 等しき 監督 館 

に 住して 信徒の 上に 敎權を 揮 ふので ある， キリ ストに 枕す る 所な き此 せに 在りて 彼の 弟子 を 以て 自か 

ら任 する 者が 冠 を 戴き 錦を纊 ふので ある、 暗黑が 勢力た る此 世に 在りて 勢力 を 揮 ふ 者 は 暗黑の 子供で 

あって 光明の 子供で あるべき 害 はない、 然 る に事實 如何と 問 ふ に 光明の 子供な りと 稱 する 者が 暗黑 の 

此 せに 在りて 勢力 を 揮 ひ 叉 揮 はんと 欲する ので ある、 今時の 某： 督敎會 なる 者が 總 て，. 偽の 敎會 である 最 

も 明. C なる 證據は 彼等が 此 せに 在りて 勢力 を渴！ 11^, する 事に 於て ある、 我 倚の 國は 天に 在りで ある、 信 

者が 勢力 を 揮 ふべき 所 は 彼處に 在る ので ある、 i 處に 彼等 は 諸 邦の IN ど 治む る 權威を 賜 はり、 主と 偕 

に 鐵の杖 を もて 諸 邦の 民を牧 るので ある (默 示錄 二の 二十 六、 ニト 七)、 然れ ども 我 倚 此處に 在りて 

恆に 保つべき 城邑 なし 惟來 らんと する 城邑を 求む である (希 伯來書 十三の 十 ray 此處 にて は 不遇、 


, ノ：  こゝ  し tv ベ  . ^？. 

彼處 にて は 得意、 此處 にて は 窮乏、 彼處 にて は 富裕、 此處 にて は 僕、 彼處 にて は 王、 聖書が 瞭に 示す 

信者の 生涯 は是 である、 神 は 今の 世を惡 魔に 服 はせ て來 らんと する せ を キリ ス トに服 はせ 給 ふたので 

ある (希 伯 來書ニ 章 五節 參考 )、 此 せに 在りて 信者に 患難 多き は當然 である、 此 *1 に 在りて 信者 は 衣 

食 あらば 之 を もて 足れり とすべし である (提摩 太 前書 六の 八)、 信者に 不 似合なる ものにして 此 世に 

在て 滿 足れる 生活 を營 むが 如き はない、 壯宏 なる 監督 館、 高價 なる 敎會 堂、 位階と 勳章、 避暑地の 刖 

莊 (； m 言 者ァ モスの 所謂 「复の 家」 亜 麼士書 三 章 十五 節)、 是等は 皆な 此 せに 在りて は ペルゼ ブルと 

呼ばれ、 枕す る 所な かりし ナザレの ィ H スの 弟子に 有り得べ からざる 者で ある。 (八 H0 

聖書の 育兒法 

愛 は 怒る 叉 叱る、 怒らざる 愛： の 愛で ある、 少 くと も淺き 愛で ある、 子 を 持てる 親 は 育兒の 道と 

して 左に イスラ H ルの 智者 の 言 を 聞く ベ し、 

鞭 を 加へ ざる 者 は その子 を 憎むな り、 子 を 愛する 者 は 時に 之 を 懲戒む (箴言 十三 章廿 ra: 節 )o 

子 を懲す こと を爲 ざる 勿れ、 鞭 を もて 彼 を 打つ とも 死ぬ こと あら じ、 もし 鞭 を もて 彼 を 打た ば そ 

.U し ひ よ み 

の 靈魂を 陰 "肘より 救 ふこと を 得ん (同 廿三章 十三、 十 S1 節)。 

鞭と 詰責と は 智慧 を與 ふ、 任意に なし 置かれた る 子 は その 母 を 辱 かしむ (同 卄九章 十五 節)。 

主 は その 愛する 者を懲 しめ 叉す ベて 其納る 所の 子 を 鞭て り、 誰か 父の 懲 しめざる 子 あらん や、 衆 

の 人の 受 くる 懲戒 もし 汝 等に 無くば 汝等は 私 子に して 實 子に 非す (希 伯來書 十一 一章 六 I 八 節)。 
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斯か る 聖書の 明 調 あるに 關 はらす 多くの 親 は 愛 を 誤解し、 鞭 を惜み 叉 は 之 を 恐れて 其 愛子の 靈魂を 陰 

"おに 下， すので ある * 實に鞭 を 加へ ざる 親 は 其 子 を 愛する に 非す して 之 を 憎む ので ある。 (九月) 

忠 難の 配布 

人々 に 臨む 忠難は 種々 様々 である、 而 して 各自に 臨む 忠難は 其 人に 取り 必要 缺く ベから ざる 患難で 

ある、 彼 を 潔め 彼を鍊 へ、 彼 をして 神の 前に 立ちて 完全なる 者と 成らし むる ために 是非共 臨まねば な 

らぬ忠 難で ある、 如斯 くにして 或 人 は 家庭の 患難 を 要し、 或 人 は 疾病の 患難 を耍 し、 或 人 は失戀 のま 

難 を 要し、 或 人 は 貧困の 忠難を 要し、 或 人 は 失敗 落魄の 忠難を 要する ので ある、 人 各自の 惱む 疾病に 

循ひ 特殊の 藥を 要す るが 如くに 各自の 缺點を 補 ふために 特殊の 患難 を 要す るので ある、 患難 は 前世 の 

報で はない、 來 せの 準備で ある、 刑罰で はない、 恩惠 である、 我 は 我に 臨む 特殊の 忠 難に 由り て樂し 

き 神の 國に 入るべく 磨かれ、 また 飾られ、 完成う せらる るので ある、 然れば 人 は 何人も 彼に 臨みし 患 

難 を 感謝して 受 くべき である、 是れ 無意味に 彼に 臨んだ ので はない、 臨む の 必要 ありて 臨んだ ので あ 

る、 我等 をして 暫く 苦難 を 受けし 後に キリストに 在る 窮 なき 榮に 入ら しめん 爲に 臨んだ ので ある (彼 

得 前書 五 章 十 節)。 (九 =o 

活 神の 要求 


イスラ H ルの 詩人 は 曰 ふた 「我靈 魂は渴 ける 如くに 祌を慕 ふ、 ，.活 神 をぞ慕 ふ」 と (詩篇 四十 一 ー篇ー 一 

節)、 我 は 我が 生命の 中心に 於て 磯渴 くが 如くに 祌を慕 ふ、 活祌 をぞ慕 ふと、 實に 我が 慕 ふ 所の 者 は 

{•H 由の 眞理 ではない、 人生の 理想で はない、 完全なる 哲學 ではない、 5 お 高なる 神學 ではない、 祌 であ 

3  ®  ©  ®  ©  £  ®  ちから 

る、 活ける 祌 である、 愛 を 以て 我を勵 まし、 能 を 以て 我 を 助け 得る 祌 である、 イサクが 其 父 アブ ラハ 

ムに對 せし が 如くに 「父よ」 と呼掛 くれば 答へ て 「子よ 我れ 此に 在り」 と E ひ 給 ふ 活ける 父なる 神で 

ある (創せ 記 廿ニ章 七 g)、 我 は 哲學的 眞理に 厭 果た、 聖書の 文字 的 解 釋に倦 疲れた、 我 は、 神 を 慕 

ふ、 活ける 神 をぞ慕 ふ、 而 して 感謝す 斯る 神の 在し 給 ふ 事 を、 而 して 乂 彼の 我が 叫 號の聲 を 聽き浪 ふ 

事 を、 今や 人 は 人の 敲 であり、 基督 敎せ界 は ニ箇の 陣營に 分れ、 一 は 他の 纖滅を 計りつ、 ある、 斯る 

時に 際して 「人の 援助 はさし」 である (詩篇 六十 篇十 一 節)、 帝王 も 法王 も、 政府 も敎 會も賴 むに 足 

らす、 只管に 活ける 祌をぞ 慕 ふ。 (九月) 

全 信の 道 

信じて 救 はれて、 救 はれて 自 から 己 を 潔くす るので はない、 信じて 救 はれて 信じて 潔く せらる k の 

である、 信仰 を 以て 始まって 信仰 を 以て 終る ので ある、 キリスト は 我等の 義 (救) また 架 (潔) であ 

はんしんはんぎ. v..-  ザん しん； 3y ゃク 

ると 云 ふ (哥林 多 前書 一章 三 〇 節)、 基督 者の 信仰生活 は 半 信 半 行で はない、 全 信 無 行で ある、 我が 

惠信 僧都 は此 信仰 狀態を 歌 ふて 曰 ふた 

夏衣 ひと へ に 西 を 慕 ふかな 

7N  2 六 年  五 A 五 


感 想  .  E 八 六 

裏な く 彌陀に 賴る身 なれば  ， 

と、 我等の 信仰の 目標 は キリスト である、 彼に 在りて 善と 德 との 蓄積 はすべ て 蔵れ あるので ある、 彼 

を 仰いで 悔改 起り、 彼 を 仰いで 善行 成り、 彼 を 仰いで 完成 せらる-の である、 信仰の 道 は 一筋で ある、 

故に 單純 である、 

人の 義 とせら る k は 律法の 行に 由る に 非す、 キリス トを 信す るに 由り て義 とせら れんが 爲にィ H 

ス キリス 卜 を 信す、 蓋 律法の 行に 由り て義 とせら る、 者なければ 也 (加 拉太書 二 章 卜 六 節) . 

眞 正の 基督 敎は キリスト 萬 能 主義で ある、 彼 を 離れて 普通 道 德其物 さへ も 無い ので ある。 (十お) 

愛する の 至福 

人 は 我 を 愛して 吳れ すと も 可い、 我 は キリストに 在りて 人 を 愛する ことが 出来る、 而 して 愛する の 

快樂は 優に 愛せら る k の 快樂に 優る、 神が 我等に 賜 ふ 最大の 賓賜は 彼の 聖靈 である、 而し て此靈 は特 

に 愛す る の 靈 である、 此靈を 受け て 人 を 愛す る を 得て 我等 は 人と して 達し 得る 最大の 幸福 に 達する の 

である、 我等 は 欲んで 人に 愛せら る \ こと は 來 ない、 然れ ども 己が 欲む がま.^ に 人 を 愛する ことが 

出来る、 愛 は 全く 我が 自由の 中に 在る、 而 して 此 愛する の 自由が 最大 幸 ii である、 而 して 此 幸福が 基 

督 者の 有で あるので ある、 與 ふる は受 くるよりも 幸福で ある、 愛する は 愛せら る、 よりも 幸福で ある、 

神 は 其 日 を 善 者に も惡 者に も 照らし、 雨を義 者に も 不義 者に も 降せ 給 ふて 此 福 なる 狀 態に 於て 在り 

給 ふので ある、 人に 愛せら る&を 以て 幸； i となす 者が 不信者で ある、 愛する を 以て 幸福と なす 者が 信 


ゥ リス チャン 

者で ある、 基督 者 は祌の 子であって 己 を 憎む 者まで を 愛して 彼の 特性 を 表 はすので ある。 (十 H0 

古 き 福 音 

キリスト は 我が 爲に、 我に 代りて 死た まへ り、 祌は 彼に 在りて 我が 罪 を赦し 給へ り、 而 して 我が 救 

よみが へ 

はれし 證據 として 彼 は 彼 (キリスト) を趙 らし 給へ りと、 是れ 新約聖書の 明白に 示す 15 であって 福音 

の眞髓 である、 我 は キリストに 眞 似て 聖徒と なる ので はない ノ我は 努力して 我が 救 濟を瘦 得する めで 

はない、 我 は 神に 鎚 りて 我が 救 濟を哀 求す るので はない、 我が 受 くべき 罰 は旣に 受けられ、 我が 科 は 

tK.T の, 

旣に赦 され、 我 死 は 旣に取 除かれて 永生 は旣に 我がた めに 備 へられた ので ある、 他力 怫敎の 言 を 以て 

曰 ふなら ば 「願 行 は 菩薩のと ころに はげみて 感果 はわれら がと ころに 成す」 るので ある (安心 決定)、 

ら ど  あがな 

是れ 天然の 法則に 戾 り-て 愛の 奇跡で ある、 我等 は 旣に贖 はれた るせ 界に 在る ので ある、 而 して 信 すれ 

ば 其 時、 其 贖、 其 救 を 我 有と なすこと が 33 來る ので ある、 バウ 口、 ル ー テル、 親鸞 等 をして 起た し 

めし 者 は 此簡單 にして 深遠なる 眞理 である、 「キリス ト我 罪の 爲に 解され 又 我が 義と 爲られ しがた め 

に 甦 へらされたり」 と ある 。(十月) 

ュ ダ と 我等 

我等 はすべ て カリオ テ 人ュダ である、 我等 は 彼と 共に 我等の 師 にして 主なる ィ H ス キリスト を賣り 
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叉資 りつ k ある 者で ある、 ュダは 我等 を 代表して 祌の子 を 其 敵に 附 したに 過ぎない ので ある、 然し 乍 

ら其事 は ュダの 大罪 を輕滅 しないの である、 祌の子 を 十字架に 釘け し 罪 は 人類 全 體の擔 ふべき 者で あ 

つて 又 罪に 生れし 人た る 者の 各自の 擔 ふべき 者で ある、 ュ ダがィ H スを賣 つたので ある、 我 も 亦此罪 

を 犯した ので ある、 ュダ 憎むべし である、 我 も 亦 憎むべし である、 ュダは 我等の 中の 一人な りと 云 ひ 

て 彼 を 庇うて はならない、 我等 はュ ダに對 する 嚴格を 以て 自己に 對 しなければ ならない、 我 は ュダと 

じく 罪人の 首で ある、 而 かも 神の 恩 惠は之 をし も 救 ふて 餘り あるので ある。 C 十 一 お〕 

信仰と 行爲 

人の 救 はる-^ は 行爲に 由ら す 信仰に 由る、 然れ ども 信仰 は 行爲に 由て 强く せらる、 信仰 を强 くす る 

者に して 行爲の 如き はない、 信仰 は單に 福音 を聽 いた 丈け では 强く ならない、 讀書叉 聖書の 研究、 必 

しも 信仰 を强 くす るの 途 でない、 信仰 を强 くす る 唯一 の途は 信じて 之 を 行 ふ 事で ある、 救 はる k ため 

の 信仰で ある、 信仰 を 強く する ための 行爲 である、 行爲は 救拯に 直接の 關係 はない、 然れ ども 間接の 

關 係が ある、 而 して 行爲を 救拯の 近因と 見す して 遠因と 見て 一方に 於て は 行爲を 誇る の危險 より、 他 

方に 於て は 行爲を 怠る の危險 より 免 かる k 事が 出来る、 信仰 は 感情に 非す、 學識に 非す、 實驗 である、 

神と 相識る の實驗 である、 故に 彼に 傚 ふて 愛し、 彼の 爲に戰 ひ、 彼と 共に 苦み て 獲ら る&者 である、 

信仰の 善き 戰鬪 を經て 得し 信仰に 由り て 我等 は 救 はる. >  の である、 人 は 信仰に 由り て 救 はれ、 信仰 は 

行爲 に. E りて 支えら^ 且つ 强く せらる、 行爲 なくして 信仰 は 終に 滅て了 ふの. である (雅各 書 二 章 十八 


節)。 (十二 》oi 


大正 七 年 二 九 一八 年： 


一 九 一 八 年 を迎ふ 

兹に 紀元の 第 千 九 百 十八 年を迎 へて 神に 感謝す る、 此年を 去る 滿 w 十 年 前、 余 は 齢.：' ヒ歳 にして 台 

めて キリストの 福 昔に 接し、 其 時 余 は 神に 誓 ふて 言 ふた、  で 

神様 私 は 今 貴 神と 貴 神の 獨 子なる ィ H ス キリスト を 信じます、 而 して 獨り之 を：；^ する のみなら 

す 之 を 曰 本 全 國に傳 へます、 然し 私 は外國 人に は g りません、 私 は 日本人と して 我國 を！^ 矿ピ 

れ來 ります 

と、 此 誓は爲 すに 易く して 守る に 難く あった、 一方に 於て は 信仰 を 維持す るに 難く あった、 外 こ は 骨 

肉の 反對 あり 社 會の壓 迫 あり、 內には 思想の 懷疑 ありて 幾 あか 信仰 を拋棄 して 不信の 敵軍に 降參 せ， レ 

とした、 而 して 他の 一方に 在りて は 邦人の 我 信仰に 對 する 同情 至て 薄く、 宣敎師 と 彼等の 敎 會にド ら 

すして 福 昔を此 國に傳 ふること は 不可能 事の 如くに 思 はる、 時が あった、 然れ ども 神 は 力 を 令 こ與へ 

た 鬼に も 角に も 余 は 今日まで 余の 靑年 時代の 信仰 を 維持す る 事が 出来た、 余 は 猶幅音 を 信す る、 
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寧ろ 舊 式の 基督 敎を 信す る、 余の 孤立 は 余を驅 て偏理 主義の 信仰に 逐 ひやらなかった、 余 は乂 外國宣 

敎師 並に 彼等の 敎會の 補給 を受 くる ことなくして 余の 傅 道を續 くる ことが 出来た、 斯くて 祌は の 誓 

を 受け 給 ふた、 而 して 叉 余の 祈 求に 應 じて 或る 程度まで 余 をして 余の 靑年 時代の 理想 を實 行す る こと 

を 得しめ 給 ふた、 今や 同信の 友 は 海の 內 外に 散在し、 余の 理想 は 彼等に 由て 實顯 されつ」 ある、 夢 は 

旣 に事實 となりて 現 はれた、 勿論 我れ 旣に 得たり と： K ふに 非す、 亦旣に 完成う せられた りと 云 ふに 非 

す、 或 ひ は 取る こと あらんと てた f 之 を 追求む るので ある (酔 立 比 書 三 章 十二 節)、 然し 乍ら 後 を 

^0 て途は 度々 險 しくあった、 夜 は 度々 暗く あった、 而 して 幾度 か 獨り寂 專に堪 へなかった、 然し 夜 

は旣に 明けた、 是 より 恩 惠の光 は 加 はりて 晝の 正午に 達する ので あらう、 囘頓 すれば 明治の 第 十 年、 

秋將 さに 暮れん とする 頃、 札幌 郊外、 藻 岩山の 麓に 獨り首 を 低れ て 余の 若き 心に 祌に誓 を 立てし 日 は 

實に 福 なる 日であった、 神 は 永久に 其 日 を 祝し 給 はん。 (一 =0 

愛の 濫費 

しんせつ  あ；： あ. U  、ヶ  &ふ 

愛と 深切と は必 しも 人 を 善に 感化し ない、 或る 場合に は 彼 を惡に 感化す る、 恰 かも 暖き 日光が 蝶 は 

之を軟 ぐるも^ 土 は 之 を 硬く すると 同じで ある、 同じ 濕 潤の 雨 は 麥をも 生長せ しめ 亦 稗 子 を も 生長せ 

しむる が 如くに 愛 は 善人 を 善 化して 惡 人を惡 化する、 實に 危險な る 事に して 愛を惡 人に 施す が 如き は 

ない、 故に 主ィ H スは首 ひ 給 ふたので ある 「犬に 聖 物を與 ふる 勿れ、 又 豚の 前に 眞珠 を投與 ふる 勿れ、 

恐く は 足に て踐 み、 振り 反りて 汝 等を嗨 みやぶらん」 と (馬 太 傳七章 六 節)、 愛 は 人の 惡を思 は ざれ 


ば惡 人たり と 雖も其 亡ぶ る を 欲まない、 然れ ども 愛の 濫費 はない 事で はない、 主ィ ヱ ス さへ も 其 愛 を 

以て ュダを 救 ひ 得なかった ので ある、 人の 救 はれざる は 愛の 不足に. m る 場合 も あらう、 然れ ども 祌の 

愛 を 以てする も 救 ひ 得ない 場合が あるので ある， 亡 恩と 叛逆と は惡 魔の 特性で ある、 彼と 彼の 眷屬と 

は 愛に 接して 反て 之 を 怒る ので ある、 其 高ぶりの 心の 挫かれし を 憤りて^ ある， 愼 むべ き は 愛の 濫費 

である。 ( 1 月) 

武士道と 基督教 

我等 は 人生の 大抵の 問題 は 武士道 を 以て 解決す る、 正直なる 事、 高潔なる 事、 寛大なる 事、 約^ を 

守る 事、 借金せ ざる 事、 逃げる 敵を逐 はざる 事、 人の 窮境に 陷るを 見て 喜ばざる 事、 是 等の 事に 就て 

基督 敎を煩 はすの 必要 はない、 我等 は 祖先 傳來の 武士道に 依り 是 等の 問題 を 解決して 誤らない ので あ 

る、 然れ ども 祌の義 に 就き、 未来の 審判に 就き、 而 して 之に 對 する 道に 就き 武士道 は敎 ふる 所が 無い 

而 して 是 等の 重要なる 問題に 逢 著して 我等 は 基督 敎の敎 示 を 仰がざる を 得ない ので ある、 基督 信者た 

る 事 は 日本 武士 以下の 者た る 事で はない、 先 づ上杉 謙 信たり、 加賀の 千代たり て 然る 後に 更に 其 上に 

信望 愛の 美質 を 加 へらる &事 である、 模範的 猶太 人たり しョ ハネゃ パゥ" が 模範的 基督 者た る を 得た 

ので ある、 武士道 を棄、 又は 之を輕 する 者が 基督の 善き 弟子で あり やう 答が 無い、 神が 日本人より 特 

別に 要求め 給 ふ 者 は 武士の 靈 魂に キリ ス トを 宿らせ まつりし 者で ある。 (一月〕 
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〇 

ィ H スを 神の 子と して、 & けん 乎 接け ざらん 乎、 彼 を 接け て 救 はれん 乎、 斥けて 亡びん 乎、 人類の 最 

大 問題 は 今 猶是れ である、 國 家に 取り 個人に 取り 之に 勝る の 重要 問題 はない ので ある、 聖 詩人 は此事 

に 就て 述べて fB ふた 

子に 接吻せ よ 恐 は 彼れ 怒 を 放ち 汝等途 に 亡ん、 

そ の.. 忿恚は 速 に 燃 ゆべ ければ なり、 

すべて 彼に 依頼む 者 は 福な り、  ..i., 

しるし  こざ ま - 

と (詩篇 ニ篇 十二 節)、 接吻 は 服 從敬崇 の 表で ある、 子卽ち 神の 子ィ H スの MITIS に 跪き 彼 を 主と し崇 

め まつりて のみ 眞 個の 幸福 は 有る ので ある、 而 して 子 を 斥く るの 結 架 は實に 恐る ベ きもの である、 

「彼れ 怒 を 發し汝 等途に 亡びん」 と ある、 今 囘の歐 洲大戰 亂が其 最も 顯 著き 實例 である、 自 から 基督 

敎 國と唱 ふる 歐洲の 諸 國は或 ひ は 表面に ィ H スを 嘲笑し、 或 ひ は隱然 彼に 叛ぃ たので ある、 彼等 は 

斷， 昔の 異邦人と 等しく 「神の 眞を 易て，. 偽と なし 造物主よりも 受造物 を 崇め まつりて 之に 事 ふ」 るので 

ある、 Euli 一に 神の 忿恚は 速に 燃えて 此 せの 創始より 曾て 有りし ことなき 此大慘 劇が 彼等の 上に 臨んだ 

ので ある、 而 して ィ H スの 誰た る 乎 を 知て 彼 を 斥く るの 罪の 重大なる 事が 解明る ので ある、 イエスが 

若し 偉人の 一 人で あるならば 夫れ ま で^ある、 然し 乍ら 彼れ 若し して ョ ハネゃ バウ a  唱 へし 如き 

者な らん 乎、 ィ H スを 斥く る は 最大の 不敬罪で ある、 造物主の 尊嚴を 冒し 宇宙の 帝 成 を漬す 罪で ある _ 


之に 當 るの 刑罰 は 只 滅亡 あるの みで ある、 而 して 忍耐に 富み 給 ふ祌は 時に 其 怒 を 放ち 給 ふて 子の 尊 

厳 を 維持し 給 ふので ある、 「如 此く 我等 主の 長るべき を 知る が 故に 人に 勸む」 と， ハウ 口 は 一 百 ふた (哥 

林 多 後書 五窜 十一 節)、 イエ スの 神性 を 論す る は 祌學的 輿 味に 驅られ て はない * 人生の 實際的 最大 

,  こ 1- ほ  かたち 

問題の 解決 を援 けんがため である、 ィ H ス raK して &ゴス (道) である 乎、 r 兒る こし を 得ざる 神の 狀」 

である 乎、 若し 然 あら ざれば 可し、 然し 若し 然 あらん 乎！ 鳴 呼 我 同胞よ、 汝等 は國家 問題の 眞 髓はィ 

H スの 神性 問題な りと 聞て 更らに 愚者の 嘲笑 を績 けんとす る 乎、 せに K 面目なる 問題に して ィ H スの 

祌性 問題の 如き はない。 二  =0 

一 月 十二 日 

一 日 は 永遠の 一 瞬 である、 一 人 は 人類の 一 滴で ある、 然れ ども 生の 父と 母と に 取りて は 一 人の子 

は 全人 類 だけ 貴く、 之 を 失 ひし 日 は 永遠に 忘る、 こと は 出来ない、 ：： だれ 我が 子で あり 叉 我が 日で ある、 

明治 十五 年  一 2： 十一 一 n は 我等に 取て は斯 日で ある、 斯日 我等の 愛する 一 人の 少女 は 我等 を 去りて 我 

等の；. K 地 はー變 した、 斯日聖 國の門 は 我等の ために かれた、 斯日 我等の 心 は 抉 剔れ て 其 傷 n より 天 

バ— ム  ； .1? こ. **  この ひ  もち おや 

の 安 慰劑は 我等の 靈 魂に 注入れ た、 斯日 我等の 同情 は擴大 せられて 全せ 界の子 を 有し 親の 心 を 知る こ 

とが 出来た、 然り la- に 逸んで 斯日 我等 は 其 獨子を 與へ給 ふ ほどに 世の 人 を 愛し 給へ りと 云 ふ：. K の 父の 

御 心 を 幾分な りと 測り 知る ことが 出來た * 斯 口 は 辛ら き： n であった、 同時に 乂 最も 惠 まれた る 口で あ 

つた， 斯日 彼女が 地に 死して 天に 生れし と 同時に 我等 も 亦 彼女の 跡を逐 ふて 稍 少しく- 大の 人と 成る 事 
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が 出来た、 船 日あって 以來 我等の 斯 世との 關 係が 一 層 揮くな つた、 我等 は 永遠に 一 月 十二 日 を 忘れな 

い e  二月) 

信仰と 希望 

キリスト を 信じて 彼と 共に 重き 十字架 を擔 はざる を 得ない、 十字架の 伴 はざる 基督 敎は僞 の 基督 敎 

である、 而 して 患難 多き 眞の 基督 敎を 信じて 基, 賞 は 今 f に 於て は 確固き 希望で ある、 來 せに 於て は 

i 恥た き 生命で ある、 而 して 希望 は羞 を來ら せす と ありて 神が 信仰の 報 賞と して 賜 ふ 希望 は 最も 確. 賈な 

る 賜物で ある、 實に今 世に 在りて は 希望 は 生命で ある、 X 布 ありて 生く るの 甲斐 あり、 希 s_ 亡め りて 働 

く 動機 あり、 希び！ i." ありて 思想の 統一 あり、 希望 ありて 光明 ありで ある、 人世 何物 か 希 なき 生涯に 勝 

りて 憐 むべき 者 あらん や、 希望 は 生命の 無限 的 延長 义增大 である、 我れ 死す るに 非す 生きて M ホバの 

事跡 を 一 百 表さん (詩篇 百 十八の 十七)、 此 希望 を懷か しめら れんが 爲には 忠難は 厭 ふべき に 非す、 0 

原 道 長、 ^藤 博 文の 榮達を 以てする も、 此 X 布^ を懷 かすして 墓に 下らん 乎、 人 は 生れざる に 若 かすで 

ある、 神を信するの報賞は令せにぁりては7-字架に伴ふ確實の希^11^1でぁる、 而 して 来世 に^りて は！^ 

りなき 生命で ある。 0 一月〕 


忠雞は 忍耐 を 生じ * 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希望 を 生じ、 希望 は 愛 を 生す (口 マ 書 ft 章 三 —五節)、 

我れ 我が 救扬 を確證 せられて 人 を 愛せ ざらん と 欲する も 能 はす、 我 は 永生 を 約束せられ て 太 だ 富める 

者と なりて 自 から 他に 施さん と 欲す るの 心 を 生す、 衣 貪 足り て 禮節を 知る と 云 ふ、 永生 を 約束 せられ 

て 滿足を 知り、 其 結 3if として 愛 を 行 ふ、 愛 は 生命の 充溢で ある、 百 歳に 充 たざる 生命の ほかに 生命と 

稱 すべき 生命 を 有せす して 人 誰か 能く 他 を 愛し 得ん や、 我れ 無窮の 生命 を確證 せられて 我 は大膽 にな 

り、 宽大 になり. 仁慈た る を 得る ので ある、 愛 は 之 を 義務と して 說 いて 起ら す、 生命 を 約^せられ て 

ほろ ぶ  いのち ，、ち  も.？，；'. ァ 

生す、 キリス ト 死を廢 し： i 昔 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 著明に して 彼 を 信す る 者の 心の中に 火なる 愛 

あきらか 

を 起し 給 ふたので ある (テ モテ 後書 一 章 十 節)、 所謂 「倫理的 福音」 と稱 して 永生 を 著明に せす して 

愛 を勸む る 者 は 人に 不可能 を 說く者 で あ る 、 我等に 希び" 1 を 供 へ よ、 然 らば 我等 は勸め ら れ すして 愛す 

べし、 實に 希^ は 愛の 母で ある。 (二 UO 

再臨 號 

し いろ/ ヽ  ^-t 

〇 此號は 終に キリスト W 臨號 となって 了った、 人は此 事に 就て 種々 と 批評 を 下す であらう、 然し 構 は 

ない、 余 は キリスト を 信じて 滿 四十 年後の 今日 此事を 信じ 得る に 至りし 事 を 神に 感謝す る、 之に 由て 

架 書 は 解し き 骨の 折れざる 書と 成った、 其 事 丈け が 旣に大 なる 恩惠 である、 余が 再臨 を 信じ 得る と 

否と は 別問題と して、 之 を 書の 屮 心的 眞理 として 認む るに 由て、 聖書が 首尾一貫 する 書と 成る こと 

は 疑 ふに 餘 地な き事實 である、 余 は 聖書 研究者の 一 人と して 長年 月の 間 有名なる ドクトル . マイヤ— 
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の 註解 書 を 用ゐ來 つた、 彼 は 聖書 解釋の 王と 稱 せらる る 人であって、 マイヤ ー を讀 ますして 聖書の 解 

釋を 語る 可ら すと 一一： 一 C はる、 程の 人で ある、 然し 乍ら 彼の 新約聖書の 解釋は 大冊 ニト卷 より 成り、 文體 

は 簡潔に して 重苦しく、 之を讀 むこと は 余に 取り (何人に 取りても 然 りと 信す) 斟 からざる 苦痛で あ 

つた、 然るに 何ぞ 計らん、 聖書の 中心的 眞 现を發 見して より、 彼れ ドクトル • マイヤ— の 註解 書 も 亦 

解し： き 味 ふべき 書と 成った、 而 して 驚く 勿れ、 此老 聖書 學者、 感情 はすべ ての 形態に 於て 之 を， ：11 心 嫌 

ひ、 論理と 歷史と 言語 學 とに 由り て 聖書の 意味 を 抽き屮 I さんと せし 此學者 も 亦 彼の 聖書 學 者の 立場よ 

り 見て キリ ストの W 臨 を 使徒 等の 信仰の 中心として 認めざる を 得なかった ので ある、 此點に 於て マ ィ 

ャ ー はゴ ー ヂ ー 以上で ある、 前者に 後者の 信仰の 熱情な しと 雖も N に 代へ て學究 的確 信が ある、 ドク 

トル. マイヤ ー は 約 翰 俾第十 闪 章 三 節に 於て 確に キリストの； 冉臨を 認める、 羅 ijit 書 第 八 章.：' 六 節—： h 

五節に 於て 亦然 りで ある、 余 は 彼の 註解 書を藏 する 三十 餘年 にして 今日 始めて 之 を樂讀 する ことが 出 

來た、 此事 たる 余に 取り 多大の 恩惠 である、 余 は キリス 卜の -s 臨と 稱す るが 如き 感情 を 高め き 問題 

に 就て 之 を 感情.；^ より 學 ばんと 欲しない、 マイヤ ー 义は デリ ッ チの 如き 冷靜 にして 學 究の範 圍 を脫せ 

ざる 人より 學 ばんと 欲する、 而 して 賴 るべき は 世界 第一流の 學者 である、 彼等 は 大抵の 場合に 於て 余 

輩 を 眞现に 導いて 誤らない ので ある。 

〇 キリスト 再臨の 信仰 は 余の 無敎會 主義 を 徹底せ しむ、 此 せに 勢力 を 得し 敎會 は總て キリ ストの. 冉臨 

を 排斥す、 羅馬 天主 敎會を 始めと して、 英國^^公會、 メソヂ スト 敎會 、バ プチ スト 敎會、 組合 敎 會、. 

長老 日 基 敎會、 悉く 此 信仰 を蔑观 する、 而 して 其 理由 は 明，：；： である、 再臨の 信仰 は 現世 的 敎會の 根柢 

を絶斷 るからで ある、 信仰の 起る や W 臨の 信仰が 熾であった、 信仰の 衰 ふるや 此 信仰 も亦衰 ふ、 ゥェ 


ス レ ー 启身 は. 町 臨の 高唱 者であった、 然るに 今の メ ソヂス ト敎 會は此 信仰 を 嘲け り 笑 ふので ある、 キ 

リ ストの- $ 臨 を 信じて 我等 は 根本的に 敎會と 異なる に 至る、 而 して 此 事た る 余 自身に 取り 犬なる 幸 幅 

である、 余 は 今日まで 敎會と 信仰 を 共に して (大體 に 於て) 行動 を 異にした、 是れ 余に 取り 犬なる^ 

であった、 乍然 今日より は；^ 仰 行動 雨ながら を 異にする を 得て 余の 立場 は 明. C になった ので ある、 

敎&に 嫌 はれ 惡 まれ 斥けられて 余の 救扬は 完成 せらる.^ ので ある、 ハ レルャ 。(二月〕 

完全なる 救 

もの  こゝろ  . た*>- もの  仁 *> -こゝ ろ 

物が ある、 心が ある、 唯 物ば かりで はない、 唯 心ば かりで はない、 宇宙 は 物と 心と である、 理想と 

から"！  た As しひ 

して は 一 元 論で あるが 實際 として は 二元論で ある、 體が ある、 靈が ある、 人 は 體と靈 とで ある、 體の 

み を 救 はれて 人 は 救 はれない、 靈 のみ を 救 はれて 彼 は 救 はれない、 體と靈 と 二つながら 救 はれて 彼 は 

(兀 全に 救 はる、 ので ある、 信者 は 聖靈に 由て 此 世に 在りて 其 靈を救 はれ、 -再來 の キリストに 由て、 來 

世に 於て 其 體を救 はる、 斯 くして 靈と體 と 二つながら 救 はれて 彼 は 完全に 救 はる、 ので ある、 バウ „1 

み  もて  みづか  ゆ 

は此眞 理を傳 へて 言 ふた r 聖靈の 初めて 結べる 實を 有る 我等 も 亦 自ら 心の中に 歎きて (神の) 子と 成 

らんこと、 卽ち 我等の 身 體の救 はれん 事を俟 つ」 と (n マ 書 八 章 二十 三 節)、 身體の 復活 は靈 魂の 救 

を 完成う する ために 必要で ある、 人 は 靈と體 とで あれば、 新ら しき 靈に合 ふ 新ら しき 體を與 へ られて 

始めて 完全なる 人卽ち 神の 子と 成る ことが 出來 るので ある、 キリス トの 再来と 信者の 復活と ありて 救 

は 完成 せらる 、 の である。 (三月) 
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再来の 意 義 

「冉 來」 と 云 ふ 文字 は 人 を 誤り：：^ く ある、 原語に 之 を p,asusia と 云 ふ、 臨在の 意で ある、 英語の 

presence である、 来らん C 未來) ではない、 來 りつ、 あり (現在) である、 イエ スは 今來 りつ、 ある 

ので ある、 而 して 最後に 明，： M に 人と して 來り給 ふので ある、 來 ると 云ひ顯 はると 云 ふ、 隱れ たる 者の 

顯 はる、 の 意で ある、 進化と 云 ふと 多く 異ならない、 英語に 進化 を evolution と 云 ふは棬 込まれた る 

^の 開展 する の 意で ある、 キリ ス トは 復活し 昇天して 人の E より 隱れ給 ひて より 再び 其榮光 化された 

る 身 |i を 以て 世に 臨み 給 ひつ k あるので ある、 而 して 時充 つれば 其 自顯は 極度に 達して 彼が 天に 昇り 

給 ひし 其 狀態を 以て-おび 地に 顯 はれ 給 ふので ある (使徒 行傳 一章 十一 節)、 故に 再來は キリストの 自 

顯 であると 同時に 义 地の 進化で ある、 地が 彼を迎 ふるに 足る 者と 爲 されて 彼 は 之に 臨み 給 ふので ある、 

萬 物の 完成 は 神の 造化の IE 的であって 叉 我等 人類の 理想で ある、 而 して W 來は此 目的の 成就、 此 理想 

の實 現に 外なら ない ので ある。 (三月) 

^人と 神人 

H ホバょ 聖手を もて 我 を 人より 援， 出し 給へ 

お r  '7 

己が 享 くべ き 者を此 世に て享け 


^  r  .b  このはら 

汝の 財貨に て此 腹を充 たさる- - 

此世 のん より 我 を按屮 I し 給へ 

彼等 は 多くの 子に 飽きたり 

つな-ご のこ 

その 富 を 嬰兒に 遺す。 

然れど 我は義 にあり て 聖額を 見ん 

目 覺る時 容光を もて 飽 足る こと を 得ん。 

(詩篇 十七 篇十 i:、 ト 五節) 

〇 玆に 世の 人と 祌の 人と、 不信者と 信者と が 明，：：： に 判^さる、 せの 人は此 せに 於て 享 くべき 物 は 悉く 

しから . 、ら ，3  よ S もの  は ら 

之を享 け、 財貨 も 位階 も缺 くる 所な く、 肉に 屬 ける 善 物 を 以て 其 腹を充 たし、 己れ 一代に 榮 華に 誇る 

あ.！；' あ り1 i  な,. 一  のこ  i こと 

のみなら す 多くの 子孫 を 設けて その 有 餘る富 を 左右 を辨ひ 得ざる 嬰兒 にまで 遣す、 彼は赏 にせの 幸運 

あ yr ニー  i こ i 

兒 である、 君に 寵 せられ、 人に 崇められ、 富贵 に飽 足りて 墓に 下る、 彼 は實に 人に 羨まる、 人世の 成 

功 者で ある、 「汝の 財貨に て 其 腹を充 たさる」 と ありて 實に祌 御自身の 愛子で あるかの 如くに nj- ゆる。 

〇 然れ ども 神の 人 は 全然 之と 異る、 彼は此 せに 在りて 其享 くべき 物を享 けない、 彼 は 貧しく ある、 ,0 

しく ある、 彼に 子寶 ii く、 叉 之に 讓 るべき 遣產 あるな し、 若し H ホバが 彼に 賜 ひし 此 せの 财&: を 以て 

稱 はん 乎 * 彼 は 祌に棄 てられた る 者、 預言者 の 所謂 見 る ベ き 美 はしき 容 なし 慕 ふべ き^ 色な し で あ る 、 

世人の 立場より て 神の 人 は 無き に 等しき 者で ある。 

〇 然れ ども 祌の 人に せの 人に 無き 者が ある、 彼に 位階. なくし て 王者に 近づく の 資格な しと 雖も義 に 在 
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りて 神の 聖 額を拜 する の 特權が ある、 彼の 衣 は 金襴 を 打ちた る 禮 服で はない、 神の 賜 ひたる 義の 衣で 

ある、 彼 は 之に 身 を 纏 ふて 王の 王なる 祌の臺 前に 立ち 其 架 額を祥 する の 特權を 有する ので ある， 而し 

これ  め r-  ，"かにち  あきた  め .r- 

て 事は此 に. まらない、 彼 は目覺 むる 時に 祌の容 光 を もて 飽 足る こと を 得る と 云 ふ、 目覺 むる と は 言 

ふまで もな く 墓の 中に 寢り て 後に 復活す る を 云 ふ、 彼 は 死後に 活 して 飽 足る までに 神の 聖姿 を拜し 

まつる ので ある、 赏に 榮譽の 極、 幸 幅の 至で ある、 此特 權と榮 光と ありて 彼 は 他に 何物 を も 要め ない 

ので ある、 彼 はん/ 暫 らく，々 の 艱難に 遇 ふて 憂へ ざる を 得すと 雖も 却って 喜び を爲 すので ある (ぺ テ 

口前 書 一章 六 節)、 彼の 寶は 神、 彼の 衣 は義、 彼の 特權は 神の 聖 額を拜 する の それ、 一た び 墓に F り、 

其 中に 寢る こと 暫時に して 復 たび 覺 めて 寢覺め 澄し く容 光に 飽足 るの 光榮は 彼の 有で ある、 彼と 此と、 

世の 尺と、 祌の 人と、 信ぜざる 者と 信す る 者と、 其 問に 大壤 の； な-が ある、 人：' 世に ありて 榮 ゆる 者、 來 

世 にれ りて 輝く 者、 地上の 成功者と： 大 上の 光 榮者、 ぁ丄須 者よ 汝は 二者^ を擇 まんと する 乎。 

〇舊 約 書 は 復活 を說 かすと 云 ふ は 誤りで ある、 玆に 「口 覺 むる 時」 と ある は 明かに 其れで ある、 

4» か .U  ひか 

「容 光」 と ある は 「其 容貌 變り其 面 日の 如く 輝き 其 衣 は，：：： く 光れり」 と ある は 新約の 語 を 以て 解釋す 

べき 者で ある (マ タイ ig- 卜 七 章 二 節)、 復活 體を 以て W び顯 はれ 給ふ榮 光の 主を拜 する の 意で ある = 

(三カ) 

夢と 謎 

〇 我ら 何事 を爲 すに も 新聞紙の 記事に 載せられ、 敎會の 1^ 判に 擧 げらる V やうな 事を爲 して はなら な 


V 最も 高き 事、 最も 深き 事、 取 も 尊き 事 は 社き と敎會 との 其 a; 惯を 認め 得ざる 事で あるが 故に、 我 

ら社會 に？^ 1 めら れ、 敎會に 容れら る k 時には、 低き 賤 しき 事を爲 しつ k ありと 心に.：； i! むべき である〕 

而 して 天の 事 を； fig りて 地 の 事 を 語らす、 靈 の 事 を 語り て 肉 の 事を ；^li らす、 來 せに 就て 語りて 現世に 就 

て 語らざる 問 は 社 會と敎 會とは 我ら を顿 みす、 我らの 爲す ことに 何等の 注意 をも拂 はない、 是れ 我ら 

G 幸； i であって、 我ら は 彼等に 認められ すして 靜 かに はつ 有效 的に 我らの^ 在 を 緩け る 事が 出來 る、 

願 ふ 我ら 永. t< に 無慣爐 物と して： i 在 せんこと を、 迷信家 視 せらる、 こと 誠に 善く ある、 狂人 极 ひせら 

る k こと 誠に 幸 ひで ある、 世に 惠 まれた る こと k て 政治家、 宗敎 家、 新聞記者 等に 誤解 せらる るに Si 

る 事 は 無い、 眞理の 眞珠は 海の 底に 在る、 我ら はき 時まで も 夢 を 語るべき である。 謎を：^lsるべきでぁ 

る、 我ら は に 世人の 解し 得ざる 事 を 語って 獨 りぎ：： び 义少數 の 「暗 黑 の寶」 を 探る 者を歡 ばすべき で 

ある。 

〇 哲學 は。 ハン を 燒く能 はす、 然れ ども 祌と 自由と 永 牛； と を 供す と 云 ふ、 哲學然 り、 況んゃ 宗敎を や、 

然れ ども 現 時の 宗敎 は哲學 にも 及ばない の である、 現 時の 宗敎 問題と 云 へ ば祌 でも 自由で も 永生で も 

ない、 社會 問題で ある、 慈善 問題で ある、 聯合 軍 慰問々 題で ある (其 事 其れ 自身 は 勿論 善き 事 なれ ど 

も)、 「ほ覺 むる 時 容光を もて 飽 足る 事 を 得ん」 との 詩人の 希望 を述 ぶ る も 宗敎， iM は 之に 注意し な い 、 

慰問 使が 白 殿に 於て 大統 IS に延 見され たりと M けば 其れが 宗 敎的大 問題と たるの である、 現 時の 

宗敎、 殊に 基督 敎の 標準の 玆に 在る を 知る が 故に、 余輩 は 夢と 謎と を 語りて 甚だ 安全で あるので あ 

る、 キリストの W 來、 萬 物の 復與、 身體の 救、 …… 新聞記者 等 は 其 文字の 意義 さへ 解らない、 政治.； 

と宗敎 家と は餘 事に 忙 はしく して 斯 かる 問題に 傾く る 斗 を 有たない、 玆に 於て か 余 蒙 は 益々 安全で あ 

大正 七 年  六 〇| 


感 お  六 〇 二 

る 0  (三月」. 

贖罪と 再臨 

贖罪と 再臨との 間に 密接なる 關 係が ある、 W 臨 は 贖罪の 結果で あると 云 ふ 事が 出来る、 主 は 御自身 

が 履 ひ 給 ひし 者 の. 救 を 完成 せんがた めに. 冉び 臨り 給 ふので ある、 而 して 信者 は 主に 聰 はれ し 其 結 2^ の 

身に 於 て實現 されん がた めに 彼の 再臨 を.. _ ユーむ ので ある、. 「人 もし 潔ら すば 主に 見 ゆる こ と を 得ざる 

也」 と ある (y 布 怕來書 十二-せ +十 ra: 節)、 誠に 其 通りで ある、 然れ ども 如何にして 潔 かる こと を 得ん 乎- 

えろ ぼ 

キリ ストの 贖罪に. m てで ある、 彼れ 其 身に 於て 我等に 代りて 罪 を 減し 給 ひしが 故に 我等 は 潔 かる こと 

-Q ふぎみ 

を 得る ので ある、 我等の 義 また 聖 (潔) また 贖 は 彼に 於て 在る ので ある、 我等 は 彼 を 仰 瞻て救 はる、 

ので ある、 之 を 除いて 他に 救 はるべき 途 はない ので ある、 然り潔 めら るべき、 又 潔 かるべき 途 はない 

ので ある、 余輩 は. 冉臨 を高唱 して 晴罪を 忘却した ので はない、 否な 否な 決して 雨う ではない、 贖罪の 

必然の 結 ra^ を說 かんがた めに W 臨 を高唱 する ので ある、 キリストの 贖罪 は聖 靈の內 在に 始まつ て身體 

の 救に 終るべき 者で ある、 然り履 罪の 結 ra^ は 人類の 改造 を 以て 盡 くる もので はない、 宇 苗 萬 物の 復興 

にまで 及ぶ 者で ある、 キリス 卜 は 其 十字架の 死 を 以て 人類 を 牘ひ給 ひしと 同時に 萬 物 を 噴 ひ 給 ふたの 

である、 「そ は 父す ベ ての 德を もて 彼に 滿 しめ 其 十字架の，^ に 由り て： 牛 和 をな し、 萬 物卽ち 地に 在る 

- - .  .  おのれ やにら  みこ ゝ ろかな 

者 犬に 在る 者 をして 彼に 由り て 己と 和が しむる 事 は是れ 其の 聖旨に 適 ふこと なれば 3」 と あるが 如し 

である (哥羅 西 書 一章 十九 節)、 主 は. ゆ 臨に 由て 彼が 十字架 上に 於て 遂げ 給 ひし 犬なる 救の 果を牧 め 


ん とし 給 ひつ. - あるので ある、 再臨な くして 贖罪 は 半 成の 業で ある、 主 は 我等の 心の中に 始め 給 ひし 

よき わざ i つに 5  きに  きょか  ま， ひ 

善ェを 完成 せんがた めに； 冉び 臨り 給 ふので ある、 「人 もし 潔ら すば 神に 見 ゆる こと を 得ざる 也」、 然 

り 「人 もし キリストの 贖罪に 與ら すば 再臨の 彼を迎 ふること を 得ざる 也」 である、 贖罪で ある、 然り 

賸罪 である、 贖罪の 結 2^ たる 再臨で ある、 說 くべき は此ニ 大敎義 である、 平信徒の 心に 訴 ふる 者に し 

て 之よりも 强 くして 且つ 深き 者 は 無い の である。 (四月) 

何の 恥辱 ぞ 

今の 時代に 於て 基督. 冉 臨を說 くが 如き は 恥辱な りと 云 ふ 者が ある、 或 ひは然 らん、 然れ ども 外 圃 宜 

敎師の 給す るパ ンを食 ひながら 祌 學を講 する は 恥辱に あらざる 乎、 政治家の 尻尾に 附 いて 社 會 運動に 

從 事す る は 恥辱 にあらざる 乎、 富豪 の 家に 屮 I 入し て會堂 建築費 の 寄附 を 乞 ふ は 恥辱に あらざる 乎、 恥 

いろ  <I<3<:<!A<:<3A 厶 AA 厶 △<"< -ん <1 厶 <;<3<:<"<:<J<IA 

辱に 種々 ある、 而 して： 俗化の 恥辱 は 迷信の 恥.；^ t よりも 遙 かに 大 である、 迷信 は憐 むべ し、 然れど 

も 俗化 は 憎むべし、 然るに 迷信 を 憐む者 は 俗化 を 憤り 得ない ので ある、 然り 自身 俗化より 脫し 得ない 

ので ある、 其 機關雜 誌に 賣藥と 化粧 ni との 廣吿を 揭げて 恥と せざる 者が (サで 他人の 迷信 を怜 むの 资格 

あらん や、 余輩 は 批評 を歡迎 す、 攻 搫を辭 せす、 唯，^ 輩の 敵の 勇者な らんこと を 要求す る.. 外 國官： 敎 

師のパ ンを貪 ふ 者に 獨立 信者の 心 は 解らない、 政治.； 紛 ひの 宗敎 家に 基督. 冉臨は 勿論、 信仰の 第 はす 

ベて 解らない、 先づ 第一 に恥づ べき こと は 俗化と 屈辱の パ ンを食 ふ 事と である、 萬 事 は 悉く 其 後で あ 

るリ (五 H0 
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判決 的 問題 

信す る 乎 信ぜざる 乎、 受 くる 乎 斥く る 乎、 玆に大 問題 は提 中ぃ せられた ので ある、 ィ H スは其 生命 を 

賭して 御自身の. 冉臨を 主張し 給 ふたので ある、 「我れ 汝 等に 告げん 此のち 人の子 大權の 右に 坐し 天の 

雲に 乘 りて (雲の上に) 來るを 見るべし」 と (馬 太 傳仆六 章 六十 三 節 以下、 路加 傳卄ニ 章 六 卜 九節參 

考/ 之 を 迷信と して 排斥 せん 乎、 猶太- 亞的 思想と して 説明し 去らん 乎、 或は 將 さに 現 はるべき 事實 

として 信受 せん 乎、 人はィ ヱ ス の此 唱道に 對 して 三者 孰れに か 其 態度 を 決 ^ せざる ベ からすで ある、 

題は餘 りに 明，： n にして 應答は 暖昧を 許さない ので ある、 而 して 斯 かる 明白なる 問題に 對 して 妥協 は 

不可能で ある， 信す る 乎 信ぜざる 乎、 眞玴は 安 協せ す 刺 明す、 或 ひは此 問題の ために 敎會は 分離し、 

親友 相 分れ、 肉 相 離る. -に 至る や も 知れす、 然れ ども. む を 得ない ので ある、 斯 くして 信者 は 惰眠 

より g さわ- お 俗判训 して 福音 は 其 眞光を 放つ に 至る であらう、 敢て問 ふ、 汝は此 問題に 對 して 如 3: 

に 答 ふるや、 是か^^か、 我に 聞かせよ、 明白に 聞かせよ。 (五月〕  , 

智識と 信仰 

智 1^ は 信仰の 代用 を爲 さない、 人の 救 はる \ は 信仰に 由る、 智識に. H ら ない、 然れ ども 智識 は贵き 

勿 —である、 輕ん すべから すで ある、 智識の 有る は 優 かに 無き に 勝 さる、 智識 を 誇る は罪惡 である、 然 


れ ども 無知 3 は 名 春 ではない 寧ろ 恥辱で ある、 智能 は祌が 人類に 賜 ひし 犬なる 賜物で ある * 我等 は 之 を 

き善く之 を用 ゐ て 祌の 善き 器具た るべき である、 智識 を以 てして 我等 はよ り 深く よ り廣く 祌を識 る 

ことが 出来る、 智識 は 信仰の 最善の 證明 者で ある- 廣き 智識の 上に 立ちた る！^ 仰 は 容》? に 毀れ ない、 

^^：なる：^仰は^^書、 天然、 歷史の 上に 鼎立す る. 知 3 識は 殊に 迷信 を 排斥す るた めに 有效 である、 キ 

リ スト. 冉來の 如き 迷信 を 醸し 易き 信仰 を 維持す る 上に 於て 健全なる 智識 は 特に 必- =§j- である *  {.Ha は祌 

の 愛より 出た る 智識の 作で ある、 之 を 解す るに 愛と 智識と が 必要で ある、 故に n ふ 「汝等 勤めて； 一；1 仰 

に德を 加へ 德に 智識 を 加 ふべ し」 と (彼 得 後書 一 章 五節)、 世に謙遜なる智識に35^さりて美はしき者 

はない。 (五お〕 

嘲 笑 者 

嘲笑 者が ある、 不信者の 中に ある は 勿論、 者の 中に ある、 祌舉 者、 敎師、 傳道帥 等の 屮 にある、 

然し 其 事 は 敢て怪 むに 足りない、 逮書は 明かに 其 事に 就て 示して！ る、 彼 得 後書 三 章 三 節以ド に：：： く 

汝 等先づ 第」 に 此事を 知るべし、 終末の 日 至らば 嘲笑 者出來 りて 言 はん 「主の 約^し 給 ひしと 云 

ふ 其 臨る 事何處 におる や、 列 祖の寢 しょり 以來萬 物 は？ 1 閥の 始 より 其 儘繼續 して 今ョに 至る に 非 

す や」 と、 …… 然れ ども 汝等 我が 愛する 者は此 一 事 を 知らざる ベから す、 卽ち 主に 在りて は 一 日 

は 千年の 如く * 千年 は  一 口の 如くなる 事 を、 主が その 約束し 給 ひし 所を爲 すに 遲きは 或 人が 遲し 

と 思 ふが 如くに 非す、 一人の 亡ぶ る を も 欲み 給 はす- んの 悔改に 至らん こと を 欲み て 我等 を. 水 
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く 忍び 給 ふ 也、 …… 然れ ども 我等 は 其 約束に 順 ひて 新しき 天と 新しき 地 を^み 待つ >  義其屮 に 在 

と、 嘲笑者は言ふ萬物は其進化を繼緩して今^！に；^！-り、 而 して 永久に 之を繼 綾すべし、 せの 終末と 稱 

する 事の 如き * 凡ルれ 進化の 现に： Si し 到底 有るべからざる 事な りと、 然れ ども 我等 信者 は爾ぅ 信じない 

ので ある、 我等 は 世の 進化 を 信ぜす して 祌の 約束 を 信す るので ある、 而 して 神の 約束 は 神の.： 于宙觀 に 

基く 者で あ つ て 必す 事赏と なり て實 現す る 者で あ る、 世 は 進化し ない 、 世 は 依然と し て 原始 の 世で あ 

は .V  や ふ れ -つ や-；, つ 1  みち のこ 

る、 罪の 世で ある、 其 足 は 血 を 流さん が 爲に疾 く、 殘 害と 苦難 は 其途に 遣れり とい ふ 世で ある、 斯か 

るせ は 審判と 復興と に 由ての み 救 はる 、 ので ある、 而 して 斯 かる 救 は 世に 臨みつ & あるので ある、 然 

れ ども 希 §ー1 は 延期され^ く ある、 延期 さる、 ので はない、 希 § ェの餘 りに 切なる が 故に 其實 現の 延期 さ 

る、 が 如くに 兌 ゆるので ある、 無 性 をお し 給 ふ 神の 立場より 見て 干 年 は  一 口の 如くで ある、 神に 時 

はない、 時の 觀念は 有限 性の 人に のみ 有る 者で ある、 人より 見て 千年 は 長し と雖も 神より 見て 干 年 は 

一 瞬 問で ある、 神 は 「我れ 速に 來 らん」 と 一一 H ひ 給 ひて 二 干 年を經 過す るも^ 來り給 はすと 雖も彼 は 其 

そじ 

約束に 反き 給 ふたので はない、 神より 見ての 「速 か」 である，、 神より 見ての 「近し」 である、 「時の 

子供」 なる 人より ての 「近し」 ではない、 而 して 子 は 父の 心 を 以て 萬^に 對 すべきで あれば、 我等 

召されて 祌の 子た るの 素質 を 賜 はりし 者 は 亦 彼の 心を以 て 世 の 終末 を 待 つ ベ き で ある、 年 決し て 遲 

からす、 萬 年 亦 耐え 難き に 非す、 主 は必す 臨り 給 ふ、 速 かに 臨り 給 ふ、 想 ふよりも 速 かに 臨り 給 ふ、 

故 に 嘲笑. 者 の 我等の 待望 を 嘲け るに 拘は らす 我等 は歡ん で 待 む ので ある、 小 兒が其 慈 父 の 長途の 旅 

行より 歸り來 る を 待び S むが 如くに、 我等の 長兄に して 救 主なる ィ H ス キリストの 彼が 一 たび 共 血 を以. 


て 贖 ひ 給 ひ し此 地に t び 歸り來 り 給 ふ を 待^む ので ある、 而 して 此 世に 在りて は 此待ぼ こそ 我等の 生 

ベ § である- 此 つ：： 卞」 -1 ありて 我等 は 凡ての 苦難に 勝ち * 墓に 臨んで 失^ しないので ある、 「我等 は 其 約束 

に順ひ新しき天と新しき地をば-^！み待っ、 義其 中に 在り」、 我等 信者 は 神の 約束に 信賴 する、 新 天 新地 

が 政治家 輩の 絵 輪に 由り て實 現し やうと は m ャは ない" ( 五お.〕 

(番 判と 公 義と 平和 

判が ありて 公義が あり 公義が ありて 平和が あるので ある、 公義の 無き 所に 平和な く、 審判の 行 は 

れ ざる 所に 公義 は 無い、 而 して 審判 は 善惡の 刺^で ある、 善が 公的に 赏 せられ 惡が 公的に 罰せら る. - 

isM、、」 ある、 衷 なる 善人が 光明 を 被せられ、 衷 なる 惡 人が 幽暗に 驅逐る k 事で ある、 而 して 此顯 明なる 

-1^ 判が 行 はれて 眞の 公義が 行 はれ、 其 結 として 眞の 平和が 臨む ので ある、 而 して.：^ 判 は 痛き 事、 其 

一 面より yn』 無慈悲なる 事で ある、 然れ ども * 判 を 排除して 平和 は 無い、 所謂 現代 道德は 審判 を嫌惡 

し 之 を 排斥す るが 故に 其 要求して 止まざる 公義と 平和と を 得る 事が 能ない ので ある、 之に 反して 神の 

子等 は 審判 を 恐れす 反って 之 を歡迎 する、 彼等 は 言 ふ .  ： 

M ホバ の. 器 1： は眞實 にして 悉く 正し、 是を 黄金に 較る も、 多の 純 精 金に 較る もい や 優りて 慕 ふべ 

し， 是を 蜜に 較る も.、" 蜂の 巢の滴 瀝に較 る もい や 優りて せし、 

と (詩篇 第 十九 篇九、 十 節)、 叉 言 ふ 

我れ 憐憫と 審判と を 謳 はん、 エホバ よ 我れ 爾を 讚歌 はん、 
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と (同 百 一 篇 一 節)、 又 一 W ふ 

H ホバ は雜 判の 祌に まし ませり、 之を俟 むお は 福な り、 

と (以賽_=0|書ーー；十^!;:十十八節)、 如斯 くにして 神の-維 判 は 慕 ふべき 者、 味 ふべき 者、 讚美すべき 者、 祝 

幅す ベ き 者で ある、 祌の 嚴 正なる * 判を歷 すし て 地に も 人に も 眞の幸 幅 は 永久に 臨まない ので ある。 

然るに 此 世に 於て 完全なる 賺判は 行 はれない、 善人 は 悉く 賞め られ すして 惡人は 悉く 罰せられない 

「世 の 歷史は 其 審判で ある」 と 云 ふと 雖も、 歷史 の. ま 判た る や 茶 だ 疎漏た る を 免 かれない、 神が キ 

リスト を 以てせ を赛 判き 給 ふまで は 露の 審判 は 行 はれない、 隨て 露の 平和 は 人の 問に 臨まない、 黄金 

時代 は 最後の 大{ さ 判を歷 て 後に 來る、 故に 信者 は に 祈て 言 ふので ある 「主よ 來り 給へ、 地と 人と を 

-嫉 判き 給へ、 而 して 永久の 平和 を與へ 給へ」 と。 つ 五 =0 

信ずる 者と 信ぜざる 者 

終 に .冉 臨 を 信 す る に -t^- る 信 仰 が ぁ る 、 到 底 之 を ：t£ す る 能 は ざ る ii:^ 仰 が ぁ る 、 搏 臨 の 敎 義 は 人 の t," 仰 

を 試む る爲の 敲も ft- き 試驗石 である。 

國 家社會 人類 のために i^. 督敎を 信ぜし 者 は 基督. 冉臨を 聞 て 怒て 之 を 斥く る、 全せ 界 が-維 判 かると 云 

やけつ  もえ，、 づ 

ふので ある、 文明が 詛 はる k と 云 ふので ある、 地 は 焚 盡き天 は 燃 毀れ ると 云 ふので ある、 國. お 人類の 

爲に 斯敎を 信ぜし 者が あで 斯る 敎義を 信す る を 得ん や、 是れ 彼等に 取り 確に 亡國 的敎现 である。 非 基 

督敎的 迷妄 である、 社 會を詛 ひ- 义明を 蔑視す る 此敎義 が 彼等に 痛撃せ られ其 排斥す る 所と なる は敢て 


怪しむ に 足りない の である。 

架なる 祌を 悔れ、 自己の 罪惡 に戰慄 し、 「幢 我れ 困苦る 人なる 哉、 此の 死の， I ばよ リ我を 救 はん I ォは 

誰ぞ や」 と 叫び、 我が 罪の 爲に 十字架に 釘 けられ 給 ひし 神の 子 を て 「是れ 我等の 主ィ H ス キリス 

トな るが 故に 神に 感謝す」 と 言 ひて 福音 を 信ぜし 者 は 基督 再臨と 聞いて 歡喜 措く 能 はす 全身 全 靈を投 

じて 之 を信受 する ので ある、 彼等に 取りて は是れ に 幅 昔で ある、 是れ なくして. 1 昔 は 福音に 非す、 

眞现 の此似 高き 珠、 之 を見屮 Z さば その 所有 を 盡く寶 りて 之 を 買 ふので ある (馬 太 a- 卜； 二 章： y 六 節 )o 

國家社 會の敗 類 を 歎き 之を濟 はんと 欲して 基督 敎を 信ぜし 者 は 基督 ー冉 臨 を 聞いて 然之を 非 斥 , 排^ 

嘲笑す、 己が 罪 を 歎き 滅びん とする 己が 靈魂を 救 はれん と 欲して キリス 卜の 十字架に g りし 者よ 其； も 

臨 を 聞， >  てぎ かぎ 郞を迎 ふるの 熱心 を 以て 之 を歡迎 す、 之 を 斥く るも迎 ふる も 各自の 素質 こ 因る、 

政治的 基督 信者、 哲學的 基督：^ 者、 言語 學的： 書舉 者、 社會的 某-督^ 者、 是れ等 は 基督. 冉臨を 立 〔ばす、 

之 を 聞いて 或 ひ は 嘲け り 或 ひ は 憤 ふる 者で ある、 之に 反して 心靈的 基督 信者、 架 書 的 基督 看 者、 ュ が 

罪 を 前に： 社 會の罪 を 後に する 基督 信者、 是等は 基督： 冉臨を 聞いて 感謝と 歡 喜と に堪 へない ので ある。 

信仰 は 前にして 議論 は 後で ある、 人 は已 が； ぜんと 欲する 如くに：^ する ので ある、 1:^ くる も：^ する 

も 其 人の 信仰に 闪る、 研究の 結 * に 闪 るに 非す、 己が 靈 魂の 欲せざる 者 を li^ け、 其の 欲する 者 を；；： -受 

す 之 を^ 妄と 1^ する は 之 を 要求せ ざるに W る、 之を眞 现と稱 する は 之 を渴^ して 止まざる に 因る、 

】！ ^會の 罪 力 已カ罪 か、 社會^ 正 か、 自己 悔改 か、 二者 孰れ か 東く して 孰れ を 鍋に すべき 乎、 此 問題 

を 解決して 基督. 冉臨 問題 は 容易に 解決 せらる i ので ある。 

斷 かるが 故に カル ビン 主義の 信仰 は 基督 W 臨 を 信す るに 易く、 ュ -1 テリ ヤン 主義の 信仰 は 到底 之 を 

大正.. V- 年 

六 〇 九 


受 くる 事 は 出来ない、 して アル £ 一一  ヤン 主義の 信仰 を 懐く メソヂ スト 敎徒は 比 絞 的に 罪の 感 « 鈍き 

が 故に 此 問題に 對 して 甚だ 冷淡で ある、 概してーーーーロへば基督：巩臨の511仰は似人的：^£仰の燃る^に榮ぇ、 

敎會の 信仰の 社會 的に 傾く 時に 衰ふ、 所謂 近代 人が 此 信仰 を 忌 嫌 ふ は 彼等の 不眞 面目なる 心的 狀 態が 

彼等 をして 之 を 要求せ しめない からで ある。 (五 

世界と 共に 醒めよ 

余 i も 亦 言 ふ 「世界と 共に 醒めよ」 と、 世界 は獨 逸の 主義の 非 人道的 非 基督 敎 的なる を覺れ り、 

故に舉りて其撲滅に從^5^-しっ 、あり、 其れと 同時に 世界 は亦獨 逸の 自由 祌學の 非 や 書 的に して 基督 敎 

の 根本 を 毀ち；^ 仰 道 德を其 根底より 覆へ す：^ なる を覺 りつ k ある。 近世の 獨逸神 學と獨 逸 政策と は關 

係の 無き 者で はない、 Like  priests,  like  people  (此 宗敎 {| ありて 此國 i: あり) である、 歷 史的に 聖 

書 を 研究す る と 稱し て 其 根本 雜 を 破壞す る に 至 りし 獨逸自 .E 神 學の罪 は 決して 輕 からすで ある、 世界 

の 基督 信徒た る 者は此 時に 方り 獨逸： 車國 主義 を排 lit すると 時に 乂非 書 的に して 非 基督 敎 的なる 近 

世の 獨逸 批評 的祌 學を排 lit すべきで ある。 

斯く  一一 一一  I： ひて 余鞏は 獨逸國 2:^ を惡み 其の 眾 純なる 靈的 信仰に 反對 する 者で はない、 信仰の 事に 於て 

輩は獨 逸人に 負 ふ 所が 多く ある、 敬神； 敎の 念に 於て 獨 逸人 は 優 かに 英米人 以上で あると 信す る、 然 

れ ども 近せ の 獨 逸祌學 なる も の は れ害 物と 稱 せ ざ る を な い、 而 して 是れ亦 多く の 獨 逸人 の 悲ん で 

まざる 所の 者で ある、 余輩 は アド ルフ • ハ ー ナック の 自由 祌學 あるに 對 して ヘルマン. ク レ ー メ. -i 


の ； i 昔 的 祌學ぁ る を 忘れて はならない、 -惡む ベ き は 心に 於 て は 基督 敎を 信ぜん と 欲す る も 頭 腦に於 て 

は 之 を 信す る 能 はすと 公言し て 渾か ら ざ る 獨逸祌 學校出 の 祌 學者等 の 態度 である、 而 して 此神學 は^ 

米の 宗敎界 を 毒し 而 して 我 日本 國の 基督 敎會を も しつ 、あるので ある、 所謂 獨逸 祌學 他な し、 ^書 

を 以て 宇宙人 生 を解釋 せんと 爲 さすして、 人の 智識と 哲學と を 以て 聖書 を解釋 する 者で ある、 ^書 本 

位 か、 哲學木 位 か、 近世 獨逸 祌學は 明かに 哲學 本位で ある、 人の 立場より 神 を； t する 者で ある、 架 書 

よりも 文明 を 軍： ん する 者で ある、 而 して 聖書の 立場より 見て 是れ大 なる 異端なる 事 は 言 はすして 明か 

である。 

而 して 基督の. 冉臨を 嘲け る シカゴ 大學の 神學は 明かに 獨 逸祌學 である、 而 して ェ ー ル大學 の 神學、 

ハ ー バ ー ド大學 の 祌學、 ボストン 大學 の祌學 等、 M だれ 亦 多く は獨 逸祌學 である、 而 して 是 等の 米國神 

學校を 通う して 獨逸神 學は我 日本に 流 込み、 今や 公然と 福 昔 主義 を 標榜す る我國 の ^!;5敎 會 に 於 て 昭 へ 

られつ、 あ る 、 ^輩 li 音 的 露 理 のために 之 を 憤慨 せざる を 得す で あ る 。 

世界と 共に 醒めよ、 然 りせ 界 と共に 獨逸 祌學を 排斥せ よ、 単純なる 聖書 的 基 餐敎に 還れよ、 生意氣 

に 科 學的叉 は 折；： 學的 基督 敎を唱 へて 一 i 昔の 眞现を 毀つ 勿れ、 何故に 教師と 信者と にべ 布&. i と 平和と 活^ 

なきや、 何故に 高價 なる 會堂 のみ 建築され て 其 内に 樂靈が 漲らざる か、 獨逸祌 學の屮 毒で ある、 聖書 

を 批評 的に 見る の 結 rai- として 其 偉大なる 眞理が 見えすな つたから である、 醒めよ、 醒めよ、 聖書 を 文 

字 通りに 信ぜよ、 奇跡 を 信ぜよ、 役活を 信ぜよ、 昇天 を 信ぜよ、 W 來を 信ぜよ、 ^日時の 獨 逸人の 如く 

に 書 の 一一 一一 口 のま k を 信ぜよ、 世界と 共に 醒め て 近世 獨逸 の 軍國 主義に 反對す ると Zi: 時に 近世 獨逸 の 神 

學に 反對 せよ。 (五お) 


曰 は歷史 であり、 實驗 であり、 預言で ある、 卽ち傳 道 之 書 第 四 章 十二 節に 一一 目へ るが 如く 三 條の繩 

である、 故に 容易く 斷 ことが 出来ない、 聖書 は 過去に 根ざし * 現在に 働ら き- 未來を^！ェむ、 永遠の 書 

なる 聖書 は 昔 あり、 今 あり、 後 あらん 者で ある。 

*  すゑ 

試に 馬 太俾 一 章 一 節 を 以て 例證 せん 乎、 「ァ ブラ ハ ム の裔 にして ダビデの 裔 なる ィ H ス キリ ス ト」 

すゑ 

と ある、 共 中に 歷史が あり、 實驗が あり、 預言が ある、 ィ H スが アブラハムの 裔 にして 义 ダビデの 裔 

であると は 明白なる 歷史 である、 而 して 其歷 史的 事實の 中に 深き 心靈的 敎訓が ある、 イエ スはァ ブラ 

ハ ム の 信仰と ダビデの 罪と を 身に 體 して 生れ 給 ひし 者で ある、 イエス の 身に 在りて 信仰 は 罪に 勝ちて 

て 彼 を 信す る 者の 救拯は 完成う せられた ので ある、 而 して 又ァ ブラ ハ ム はすべ て 信す る 者の 父で あ 

すゑ 

り ダビデ は 選民の 王で ある、 而 して 其裔 なる ィ H ス はやが て萬國 のおの 屮 より 凡て 信す る 者 を 集めて 

§ ネ画 を建チ はし 給 ひ、 其 上に ダビ テの 如くに 王と なりて 神のお を 治め 給 ふので ある、 如斯 くにして 新約 

聖書^ 頭 第一 の簡堪 なる 言辭の 中に 歷史、 實驗、 預言の 明，： n なる 三 様の 意味が あるので ある、 是れ特 

に 注意すべき 事で ある。 

所 1£ 高等 批評 は i^ll 曰 を 主として 歷 史的に 研究す るが 故に 其靈的 意義 を見遁 し： く、 其 預言 的 指示に 

注意し ない、 共反對 に §^ー書を靈 的 に の み 解釋し て 其歷史 と 預言 と を 顧ざる 者 は 樓閣を 雲上に 築く の危 

險に 居る 者 で あ る、 而 して 又 聖書の 預言 にの み 熱中し て 歷史と 實驗と を輕ん する 者 は 常識 の 軌道 を脫 


して 迷信に 陷 いり：；？ く ある、 神の 書なる 書を學 ぶに 方て 愼 むべき は齪 察の 一 方に のみ せ ざらん is?- 

である、 永遠の 磐なる 聖書 は 歷史、 實驗、 預言の 鼎 足の 上に 立つ 者で ある、 三者 其 ーを缺 いて 聖書の 

解釋は 偏頗なら ざる を 得ない、 イスラエル の 智者 コ ー へ レス E  く 「三 條の繩 は容ゃ 易く 斷れ ざる 也」 と、 

書 は 過去の 歷史、 現在の 實驗、 未来の Kf; 口なる； 二 條の綱 を 以て 樣られ たる 繩 である、 其 永久に I れ 

ざる は 其れが 爲 である。 (六月.) 

ホ エル ホメ  ノス  . 

ホ H ルホメ ノスと は希臘 語で ある、 「奥-の 來 りつ k ある 者」 との 意で ある、 連續 いて 來 りつ，， あ 

る^との 意で ある、 終末に 及ば ざれば 来らざる 者で はない、 今 旣に來 りつ、 ある 者で ある、 然れ ばと 

て 際限た く來 りよつ X ある 者で はない、 時 到れば 御自身 來り給 ふて 審判 を 行 ひ 救扬を 完成し 給 ふ 者で あ 

る、 W 來とは 終末に 至ら ざれば 來り給 はすとの 意で はない、 然れ ばと て徐々 として 來 りて 止み 給 はす 

との 意で はない、 今靈を 以て 來り給 ひつ i ある 者 は 終に 體を 以て 現れ 給 ふとの 意で ある、 一 冉來の 中に 

靈的 臨在 は 含まれて ある、 恰 かも 復活の 中に 靈魂 不滅が 含まれて あると； じで ある、 -ゅ お" 

長した るお である、 而して再來の終局が永遠の臨在卽ち^^臨でぁる。 

Arc- の t 

キリスト は 預言者 等の 待望み しホ H ルホメ ノスで ある (来るべき 者、 馬太傳 十一 章 三 節 を 見よ)、 

彼 は旣に 一度び 來り給 ふた、 彼 は 再度び 來り給 ふ、 彼 は 聖靈に 由り て 今旣に 信者の 衷に g り 給 ふ、 而 

して 末の n に 於て 其 榮光體 を 以て 現然に 地上に 現 はれ 給 ふ、 故に 曰 ふ 「今 J^l ありて 来る 者 (ホ H 


ル ふメノ ス) 來 らん」 と (希 伯 来書 十 章 三 七 節)、 来りつ、 ある ^来らん との 意で ある、 W 來 信者 は 

靈的 臨在 を 担む 者で はない、 之 を確實 に 實驗す るが 故に 其必 然 の 結 架た るべき 具 體的顯 現 を 待 む 者 

である。 

使徒 パゥ 口、 ピリ ピに 於け る 信者に 書 を 贈りて n く 「汝 等の 心の中に 善き H を 始めし 者、 之 を主ィ 

H ス キリストの 日までに 全うすべ しと 我れ 深く！^ す」 と (胖立 比 書 一 章 六 節/ 祌は 聖靈を 以て 今旣 

に 其 善き ェを 我等の 中に 行 ひ 給 ひつ 、ある * 而 して 之 をィ ェ ス キリス トの顯 はれ 給 ふ 時に 至て 全うし 

給 ふので ある、 再臨 は 救扬の 結末で ある、 之な くして 我等の 救扬は 完成せられ ない ので ある、 ホ ェ 

ルホメ ノスで ある、 來 りつ k ある 者で ある、 故に 最後に 完全に 顯 はれ 給 ふ 者で ある、 我等 は 或 人の 加 

く 現.！： H を高唱 する の餘 りに 未來を 忘却 しないの である * 否な、 未来の 完全に 現在の 不完全 を 慰め、 祌 

キリストに ありて 上へ 召し 給 ふ 標準に 向 ひて 進む ので ある (同 三 章ト ra 節 )o  (六月〕 

猶太 亞的 思想な りとの 說 

〇 キリ ス ト 再臨 は. 辦太亞 ： 的 思想な り甚 督敎的 思想に 非す、 故に 基督 信者 は 之 を 信す るに 及ばす と 言 ふ 

者が ある、 然し * して 雨う である 乎、 若 し 猶 太 .si 系 統 の 信 者 に 由 て へ ら れ し が 故 に 猶 太 亞 的 思 想 で 

あると 一一 in ふなら ば 某 督敎其 物が 素 々 猶太 -亞 人 よ り 出た る 者で あるが 故に 猶太 亞的 思想 である、 猶太 亞 

的 思想た る必 しも 露 现に 非す との 證據 にならない、 多くの 尊き 眞现は 猶太 亜人より 出た ので ある、 K 

ホ. パ と 云 ひ， キリスト (受脊 者) と 云 ひせな 猶太 ：„w 的 思想で ある、 天地の 盡 きざる 巾に 律法の 一 點 1 


書， も 遂げつ くさす して 廢る ことなしと ィ ヱ スの言 ひ 給 ひし 律法 は 猶太 亞 人の 尊崇す る 律法で ある、 故 

に 若し^ 太- 4^: 的 思想なる が 故に 之を排 ると 云 ふなら ば 荼！^ 敎其物 を 排斥せ ざる を 4 ない" 

〇 おし 乍ら キリス 卜の 再臨 は 單に祸 太- 5：: 的 思想と しての み 之 を觀る こと は屮 I 來 ない、 之. HffiL こお 太 亜 

人に して 着敎 I じたる 11 ではない、 匸 sii^sl まきき まお £ よ や 

「メに > ^己れ の 榮光を もて 諸々 の 聚使を 率 ゐ來る 時 は その 榮 光の 位に 坐し 云々」 と 言 ひし 者よ^の 人 

では はくして ィ H ス御 自身であった (マ タイ 傳廿五 章 三十 一節)、 學 者と 長老の 集れる 中に 立ちて,， た 

司の 長の 問に 答へ て 「我れ 汝 等に， ic げん、 此のち 人の子 大權の 右に 坐し： 太の 雲に 乘 りて (雲の上 こン 

來る を汝等 見るべし」 と 言 ひて 彼等の 憤怒 を 買 ひ 死刑 を宜吿 せられし 者 は 是れ义 ィヱス 御自身で あつ 

た (同 廿ン章 六 g 節 以下)、 ィ H スは W 臨を唱 へない、 猶太 亞人 たりし 彼の 弟子 等が 彼に 就て 叉 は 皮 

に 代りて 之 を へたので あ る と の說は 福音書 全體を i^l つに あ ら ざれば 維持す る ことの 出來な ぃ說 であ. 

る、 新約^書 は 明 ほに キリストの 再臨 をィ H スの 確信 又 使徒 等の 信仰と して 我等に 傳 へる、 故に 新約 

si 曰 を 改作せ ざる 限パキ チ， ストの 再臨 は 其 明示す る (勘く とも〕 重要なる &1不 へと して 之 を 受取らざる 

を 得ない、 iSI 示 文 學の權 威なる カノン ，チヤ ー ルスの 如きす らィ H ス御 自身が 自己の 再臨 を s じ，、 -n ひ 

しこと を^へ て 揮らない ので ある 0  (六月〕 

平信徒の 大 奮起 - 

現代的 神學者 等の 戲譃不 虔に對 し、 書の 威權を 維持し、 純 輻昔的 信仰 を 高 "曰す る 者よ 米國こ 在り 


て は 辦護士 上りの フィリップ. マウ a 1 、英國 に 在りて は |1 視總監 士^  ロバ ー 卜. アン ダ ー ソン、 獨 

逸に.；^ りて は 近頃せ を 去りし 學校 教師の F  • ベ テックス である、 孰れ も 平信徒であって、 特^に 神學 

を 修めた る 者で はなく、 叉 敎會に 何等の 敎職を 執る 者で はない、 然るに 二：^ 孰れ も 其！； の 牧師 祌爭者 

等を相乎にして加\^書其俊の共--督敎を高唱しっ V ある は實に 奇異なる 現象で ある、 今より 一 一 vll 七 百年 前- 

牧者 ァ モスが ユダヤの 曠野より 出て 聖 都の 祭司 等に エホバ の 言を傳 へし 以來、 神 は 常に 其聖 3= を 平信 

徒に 傅へ 給 ひて 聖職に 在る 者の 異端 を 正し 給 ふので ある、 ィ H ス御 自身が 平信徒で あり、 彼 は 乂其侦 

徒 等 を 平： irs 徒の 問より 選び 給 ふた、 幅 昔 は 素 々平；！^ 徒の 仰で ある、 其れが 監督、 牧師、 祌學者 等 所 

IS 敎 職の 乎に 渡る 時に 福音 は 噴 落せ ざる を 得ない、 其 時に 當 りて 平信徒が 奮起 し て 福 音 の 純潔 を 復活 

せんとす る は 當然の 事で ある、 余輩 は 我國に 於ても 此事 あらん 事 を 欲 ひ、 叉此事 あらんと しつ、 ある 

事 を： ：w^」 屮 心より 歡喜 する 者で ある 。(六： •  j 

死の 覺悟 

人 は 何人も 死を覺 1^ せざる ベから すと 云 ふ、 然れ ども 某： 督信者 は 死 を覺恬 する の 必要 はたい ので あ 

いのち i  65  .V 

る、 そ は 彼に 死 は 無い からで ある、 「キリ ス 卜 死を廢 ぼし 福 昔 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 著明に せり」 

と ある 「テ モテ 後一 章 十 節)、 信者 は 罪に 死して 死に 死した ので ある、 卽ち死 は 彼に 主たら ざるに 至， 

つたので ある (口 マ 書 六 章 九 節)、 故に 彼 は 死を覺 悟す るの 必要な きのみ ならす 死に 就て 思 ふに 及ば 

たいので ある、 死 は 信者に は 無き ものである、 彼に 暫時の 寢 眠が ある、 然る 後に 復活が ある、 携舉が 


ある- 斯くて 後 彼 は 永久に 主と 偕に 在る ので ある、 諸の 宗敎は 死に 就て 語る こと^だ 多き に比べて ilt 

か いむ  くど 

银敎 のみ は；^ 者の 死に 就て 語る 事 殆んど 皆無で ある、 新約聖書 は キリストの 死に 就て は？ 一祥い 程 語る、 

まこと  もて  i ろ J-* 

然れ ども；；^ 者の 死に 就て は 語らない、 實に キリストの 死せ る は 「死の 權威を 有る 者 卽ち惡 魔 を 減： し 死 

を 畏れて 生 5^ 繫 がる、 者 を 放たん 爲 なり」 と錄 されて ある (ヒ ブライ 書 二 章 十 S: 節)、 基督 信者 は：：^ 

に 勝てる 者で ある、 「死よ 汝の刺 は 安に 在る や、 陰 府ょ汝 の 勝 は 一女に 在る や」 と 一一-; n ひ るお である 

(コ リン トぉ書十五章五！^^節)、 故に 彼 は 小 兒が死 を 知らす して 遊戯す るが 如くに 死 を 忘れて 活動す 

ベ き 者で ある、 彼 は 何時 彼の 救 主が 再び 臨り 給 ふて 此身此 儘榮光 化されて H  ノ ク の 如くに 舉 げらる i 

こ t, ん、、 \ ねぶ  な はり  ；i ちま ** ヒ ゝ.. 、ま 

や も 知らない 者で ある、 「我等 盡く 寝る に は 非す * 我等^末のラッ。ハ.^^1っん時忽ち瞬^に化せん」 

と ある (同 五 一節〕、 米國 書 學者ス コ ー フ ィ ド氏は 齢 七十 を 越えて 未だ 曾て  一 II も 死に 就て 考 

へしこと なしと 云 ふ、 信者 は旣 に、 水生 を 賜 はりた る 者で ある、 故に 死に 就て 考 ふるの 必要な き 者で あ 

る、 ：；；： 者が 死に 就て 考へ ほつ 語る 時 は 確かに 彼の 信仰の 墮落 である、 强 健なる 信仰 は强 健なる 身體 -C 

均しく 死に 就て 考 へない、 而 して 若し 4- む を 得すして 死に 就て 語る 場合に は榮 光に 入る の 門と して 語 

かんむ， り  ii*-* し r 、は； 

る、 「我が 世 を 去る 時 近づけり …… 今より 後義の 冕 我が 爲に備 へ あり、 主卽ち 正き * 判 を 爲す者 そ 

の：：： に 至りて 之 を 我に 賜 ふ、 惟 我れ のみなら す 凡て 彼の 顯 現る を甚ふ 者に も 賜 ふ」 と、 是れ バウ 口の 

最後の IH である、 「死」 なる 文字 さ へ 其^にない (テ モ テ 後書 四 章 六 以下い。 (七月〕 


再臨の 有無 

キリ ス 卜 は 再臨し 給 はすと 云 ふ、 然れ ども 給 ふ も 給 はざる も. 議論の 問題に 非す して 事實の 問題で あ 

る、 「今 暫くせば 來 るべき 者 必す來 らん」 と ある (ヒ ブライ 書 十 章 三 七 節)、 來 る來ら ざるの 問題で 

ある、 其 時に 到ら ざれば 解決し 得ざる 問題で ある、 而 して 或 者 は iii 書が 明かに 來 ると 示す が 故に 來る 

と 信す、 或る 他の 者 は 聖書の 明示す るに 關ら す來 ると 信す るの 理由な きが 故に 信ぜす と 云 ふ、 信仰 は 

冒險の ー稱 である、 或 ひ は 當るゃ も 知れす 當ら ざる や も 知れない、 「然ば 主の 来らん 時まで 時 未だ 至 

ら ざる 問 はま 制する 勿れ」 である (コ リント 前書 §1 章 五節/ 迷妄なる 乎、 非科學 的なる 乎、 非合理 

的なる 乎の 利 斷は其 時まで 待つべし、 伍し 禍 なる 哉 主の 實に來 り 給 はん 時には！ 其 時 彼 を 待 SI- まざ 

る 者 は 「ュ ホバが 起て 地 を 震動 ひ 給 ふ 時、 彼等 は 5 石の 隙に 行き、 又は 峻き 山峽に 人り て、 其 IfMi と ^ 

接の 光輝 を 避く」 るで あらう- (ィ ザャ書 ニ章廿 一節)、 之に 反して 彼の 顯 現る を 慕 ふ 者に は 「義の r: 

屮 Z て界 らん、 その 翼に は醫す 能を備 へ.. ん、 汝等 は. { やより 出し 精の 如く 氣 I ん」 と あるが 如くで あらう 

( マ ラ キ書 w 章 一 一節)。 (： 七お： > 

敎會と 信仰 

昔 は 敎會は 信， に 由て 立った.、 人の 屬 する 敎會に 由て 其 信仰 を 判お する ことが 出来た、 今や 然ら fv, 


で あ る , 个 ゃ何人も何 を；；：^す る も 彼の 選む 3： れ の 敎會 に 入りて 其 < ^員た り 牧師た る ことが 屮 I 來 る * 例 

へば 「^書の 天啓た る や 論語の： 人 啓た ると 其 性質に 於て 異なる 所 はない」 と 公 雷して メ ソヂス ト敎會 

に 在りて 其 勢力 ある 敎師 たる ことが 出来る、 又 「使徒 等は當 時の 時代 思想に 囚 はれし 爲か、 主 イエス 

の 眞意を 誤解して； 55 つた 故に、 今の 時代に 於て 我等が 其 様な 間違った 思想 を 受ける 必要 はない」 と唱 

へ て 公會に 在りて 權威 ある 祌學 の敎 帥た る ことが 出来る、 今や 敎會は 其 信者より 特殊の 信仰 を 要求 

しない、 唯人會 式の 水の バプ テス マと.？ りなき 出金と を 要求す る、 其 他 は 如： E なる 信仰 を 懐く とも 監 

督は其 異端 を 責めす、 年 會は其 誤 謹 を 矯めん としない、 聚書を 辯 護し 信仰の 純正 を 守らん とする が 如 

き は 今や 敎會 の 職務と す る 所でない、 社會に 勢力 を 得 て 文明の 進歩に 貢 獻す る を 得ば 信仰 の 如何の. S 

き は敎 きの 顧みる 所でない 0  ft;::-) 

再臨と 闇黑 

キリス ト の- 冉臨は 之を說 くべ し、 然れ ども 世の 腐 耽と 敎會 の墮 落と は 之を責 むべ からすと 云 ひて お 

に 注文す る 者が ある、 余^も 亦 此を爲 して 渠を爲 さ ざらん と 欲す、 然れ ども 主の 余輩に 此事を 許し 

給 はざる を 如何せん、 W 臨 は 單に美 はしき 敎義 ではない、 是 は救扬 であると 同時に. である、 { 称 判 

の 必要が あれば こそ 再臨の 必要が あるので ある、 而 して 罪 惡の 無い 所に {t 判 はない、 而 して 翁 判の 無 

い 所に： 冉臨は 無い、 收 せる：^ の ある 所に * 判 の 鷲 は 集まる ので ある、 然るに ：M 收 は 之 を 語る 勿れと 

云 ふ、 れ冉臨 は 之 を說く 勿れと 云 ふに 均しく ある、 世に.：^ 判くべき の 罪惡 なきに 大 { 称 判者 の來臨 を. 


感 想  六 二 〇 

說 くの 必要げ 處に 在る や、 嗚呼余攀も亦腐肽と墮落とに就ては：^^sらざらん こと を 欲 ふ、 然れ ども SES. 一？ 

を 離れて 光明 を 語る 能 はざる を 如何せん、 今や 敎會の 墮落は たし、 何人も 能く 其 事 を 知る、 余輩 も 

亦 之を認 むる が 故に： 冉 臨の 光 を 以て 自己 を 慰め、 叉 幾分な りと 闇 黑を排 せんと 欲する ので ある。 

.  (七月) 

再臨と 聖 靈 

某赞の 具體的 -冉 臨 を 待つ に 及ばす、 彼の 高き 潔き 靈に 接すれば 足る と 言 ふ 者が ある、 或は 然 ら ん 、 

然 れ ども. 冉臨を ます して 高き 潔き 靈 に 接する こ とが 屮：； 來る 乎、 其れが 問題で ある、 「凡そ 祌に 由れ 

る此 びに (基督： 冉 臨のば S) を^く 者 は 其の (神の) 潔き が 如く 自己 を 潔くす」 と ある (約 翰 第一 書 三 章 

一：； 節)、 W 臨の 希^ を 懐いて 淸 潔の 靈に 接する ことが 出來 るので ある、 神に 由て 起る 此 X 布 は it^ 望と 

して 終らない、 必すゃ 善き 菜 を 結んで 信者 をして 聖靈を 自己の 靈に 招かし むる に 至る、 論より は證據 

？ かん 

である * 此希§-^-の 旺なる所に|_?,靈は溢る k の である、 之に 反して 此 希ば を 排斥す る 所に 其 獲ん と 欲す 

る 高き 潔き 某 督の黧 は 降らない、 「それ 有る 者は予 へられて 猶ほ餘 り あり、 有たぬ 者 は その 有る 物 を 

も 奪る k3」 と あるが 如し- ；冉 臨の 希 を懷 きて 高潔の 靈は予 へられて 猶ほ餘 り あり、 此希 §ぁ を 有た 

もて  とら  り くつ 

すして その 有る 靈をも 奪る、 信仰 は 理屈で はない 實驗 である、 信者 は 實驗に 由て 再臨の 希^に 伴 ふて 

^靈の 降臨 ある を 知る ので ある。 (八 =0 


去ん ぬる 五月、  < 水 輩が Q 本 東京に 於て 余鞏の 微力 を 以て 基督 W 臨を唱 へつ、 ありし 問に、 米國 

費 に 於て は # 界に未 だせて 有し ことなき 聖書 研究の 大會は 同じく 基督 再臨 を高唱 せんがた めに 

かれた、 之に 集 ひし 数 萬の 信徒 はル 2 な 此の 信仰 を以 つて 燃 ゆる 者であった、 其の 高 壇に 立ちて 熱 辯 を 

採 ひし 者 は 彼 國&: 指の 宗敎 家であった、 基 鲁.冉 臨 はすべ ての 方面より 攻究され た、 其 間に 熱狂と 認め 

ら るべき 言說は 少しもなかった、 總 てが 冷靜 であって、 靜肅 であって、 敬虔の 念 を 以て 溢れた、 長^ 

敎會の チャプマン 氏、 バ プチ スト 敎會の マイヤ ルス 氏、 ム ー ヂ ー 聖書 學院 のグレ ー 氏、 外科 醫學 の肚 

的權 成た るジ ョ ン ス ホプキン ス 大學敎 授ケリ ー 博士、  Hii- 等が 此會の 指導者で あつ.^、 而 して 何ん も 

彼等 を 目して 迷妄の 人と 稱 する こと は屮 Z 來 ない、 < ^鞏は 勿論 彼等に 獎 めら れ 彼等に 眞^て 起った ので 

はない、 然し 乍ら 彼等の 唱道と 余 Js^ の それと 全然 一 致す る を 見て 同 一 の 架靈の 同時に^ SI. 兩洋に 於て 

働き 給 ひつ、 ある を .li めざる を 得ない。 「八月〕 

まく もの  かる もの 

播 者と 稷者 

基督 W 臨の 信仰 は 余棄が 始めて 此國に 於いて 唱 へたので はない、 余 華に 先 だち て余楚 に 優る 多くの 

- ei^ が此 信仰 を 此國： 1 ^の 問に 傳 へたので ある、 ガ I ヂナ ー 女史. は 東京 女子 學院に 於て、 ッ リス ッ ラム 


史は 大阪プ I ル女學 校に 於て、 其 生： 此の 熱血 を 注いで 此 K 现を 彼等の 學生 問に 傳 へた、 海 漁 K の 

使徒と 稱 へられし カピ テン • ピッケル 氏 も 亦此； 仰 を？ P へながら 幾れ た、 故 尾 鐵三郞 氏 も 亦 始終 一 

^此 S 仰 のために 盡 した、 如斯く にして 余輩 は 己の 勞せ ざり し 所 を 獲ん と て 遣され たので ある、 他の 

/、 々勞 せし により 余輩 は其勞 したる ra;^ を 受けつ 、ある， 實に彼 は播き 比は瘦 ると 云 へる ょ眞哩 である、 

斯くて 播 者と 瘦 者と は 共に 同じ 主に 在りて 喜ぶ ので ある (約 翰傳 g: 章 三 五 ■— 三 八 節)、 唯一 事 余輩の 

彼等に 勝りて 幅 なる あり、 卽ち 彼等 は 平 穩に此 信仰 を { 一 H. 傅へ 得しと 雖も 余輩 は然ら す、 迷妄、 亡國 

的、 非合理的、 非 某督敎 的の 排謗は 余輩に 浴ら れて 彼等に： 汗 がれなかった、 余輩 は それえ け 彼等より 

も； i である。 (： 八 3 

身體の 救^ 

人格 は 靈と體 とで ある、 靈 のみで はない、 乂體 のみで はない、 靈が體 に 伴 ふて 完全なる 人格が ある 

ので ある、 其 如く 靈 のみ を 救 はれて 救扬は 完全から す、 靈 と共に 體が救 はれて 完全き t 扬が あるので 

ある、 故に frl の 救扬を 高調せ し バウ 口 は 又 「子と 成らん こと 卽ち 我等の 身 體の救 はれん こと を俟 つ」 

と 言.^ た、 身體の 救拯は 小事で はない 大事で ある、 身 體が救 はれす して 救， ぎ は 半途に して 終る ので あ 

る、 而 して 神 は キリ ス 卜に 由り て 信者に 新ら しき 靈に 適する 新ら しき 身 體を與 へ 給 ふて 其の 救 極を完 

成し 給 ふので ある、 而 して 靈の救 拯は今 行 はれて 身體の 救扬は キリストの 再臨の 時に 行 はる、 ので あ 

る、 「愛する 者よ 我等 今 神の 子たり、 後い かん 未だ 露 はれす、 其の 現 はれん 時には 必す祌 に 肖ん こと 


を 知る」 と あるが 如し、 我等 今朽 つべき 此身體 を 有ち て祌に 肖ん と 欲する も 能 はや、 萬 物 を 己に 服 は 

せ 得る 能 を 有し 給 ふ 者に 此 卑しき 體 を其榮 光の 體に 象ら しめられて 我等 は 始めて 神の 子 卽ち祌 に 肖た 

る 者と なる ので ある。 (八 ガ) 

舌 の 害 毒 

(英文 を W て 記された る 古き 手帳より」 

〇 舌 は.^ さきもの なれ ども 誇る こと 大 なり、 視ょ 小さき ナ、 いかに 大 なる 林 を 燃す を、 舌 は 火な り、 惡 

のせ 界 なり、 舌 は 肢體の 中に ありて 全體を 汚し、 叉 全せ 界を 燃すな り、 舌の 火 は 地獄より 燃 一 k づ、 … 

…舌 は 抑へ 難き 惡 にして 死毒の 充る もの 也 (ャ コブ書 三 章 五節 以下)。 

.〇 完全なる 人と は 誰ぞ、 能く 舌 を 支配し、 言に 愆 なくして 全體に 1: を S き 得る 者な りと 使徒 ヤコ ブは 

曰 ふ、 信者 は 福 昔の 奥義 を究 むる と稱 して 信仰の 此 第一義 を 忘れて はならない、 祌、 天國、 "£、 晴 

扉、 復活、 W 臨、 孰れも^ なま 要なる 敎義 である、 然れ ども 已が, in を 支配し 得すして 彼の 信仰 は 其 第 

」 義 に 於て 缺 けて 居る ので ある、 舌 を 慎む 事 は 小事で はない、 又^^事ではなぃ、 彼の 舌より 平和、 寛 

容、 柔順、 矜恤 のせ 露が 流れ出る に 至って 彼 は 完全 人た る を 得る に 至 7、 ので ある。 

〇 希臘の 折：！ 人 ピサ ゴ ラス は 曰 ふた 「舌より 受 くる 傷 は劍 より 受 くる 傷よりも 惡 し- そ は 劍は體 を つ 

くるに 止まれ ども 舌 は靈を 傷つけ、 又 魂 を 傷つ くれば 也」 と、 實に舌 を 以て 人 を 殺した 實例は 幾 isi も 

ある、 劍と 銃の みが 人 を 殺す 機械で はな.；^、 舌 も 亦^るべき 殺人 具で ある、 「汝 殺す 勿れ」 と は 軍人 
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のみに 對 つて 發 せられた 誡 ではない、 牧師 * 傅 道師、 神學 者、 すべ て多く^^3を使用する者に對っ て殊 

更に 發 せられし 祌の誡 である リ 

0 彼斯の 哲人に して 雅 典に 折：： 人ソ 口 ンを訪 ひし アナ カル シスの 一 W に H  く、 「人に 倘 はる 器官に してや：！ 

よりも 善き 者な し、 叉 舌よりも 惡き 者な し、 之 を 善く 用ゐて 之よりも 有益なる は 無し、 之を惡 く用ゐ 

て 之よりも 有害なる は 無し」 と、 實にィ ザ ャの豫 一一 K も バウ 口の 傳道も を W ゐ ての 事であった， 亦バ 

ラ ム の咒， 詛も ュダの 叛逆 も 舌 を用ゐ ての 事であった、 幅 音の 美 はしき は 舌 を 以て 宜 ベら れ、 膽の 苦き 

も 亦 舌 を 以て 傳 へらる、 信者 は 「；^ に 詩と 歌と 靈に 憑り て 作れる 賦とを 以て 語り合 ひ」 其 他 は 成る ベ 

く 語らざる を 可し とす (ヱべ ソ書五 章 一 九 節)。 

0 羅 馬の 哲人 カト， 曰く 「"！ fin 人 は 他人の If" を 支配す る 能 はす、 然れ ども 己 を 潔う して 彼等の 4n をして 

々こな  よろ ひ 

吾人 を 害 は ざら しむる を 得べ し」 と、 舌の 害た るゃ大 なり、 然れ ども 之 を 防ぐ に 足る の 甲 あり、 i も-潔 

い と 2+  やじり  みつ  きょ  に,. 一 

是れ なり、 ！^：潔を射通すの辦は無ぃ、 我れ 自 から 潔くして _ ^母 舌 も 我が 淸淨を 濁す こと は 出来ない、 人 

は 人な り 我 は 我な りで ある、 我 は メセク に iS りケ ダル の 幕屋の 傍に： ti- むと 雖も iSf 詐の古 は 神に 賴る我 

が まき 靈を 傷く る こ とが 出来な い 。 

〇 英國 の哲學 者べ， コン ni く 「誹謗 さる & ことに 由て 人 は 善くもなら す惡 くも 成らす、 せ は 之が ため 

むと 

に 多少 我等 を， 誤， 解す る こと ある も 我等 自身 は 依然として 素の 我等な り、 然れ ども 誹 誘す る こと は然ら 

ひと  , «  ひさ そし 

す、 人 を 誹謗す る ことに 由て 我等 自身 墮 落して ょり惡 しきお となる」 と、 誠に 懼 るべき こと は 他に 誹 

つ と ろし 

らる kis^ に 非す して 他 を 誇る 事で ある。 C 八お)  . 


余 擎は福 昔 を 信じた ので はない、 信ぜ しめられ たので ある、 自ら 求めて 神の 子の 受肉、 其 奇跡的 生 

涯、 其 肉體の 復活、 其 昇天、 其 搏來を 信じ 得た ので はない、 信ぜ しめられ たので ある、 而 して 信ぜし 

めら れて 共眞现 なる を 隨り之 を 世に 傳 へて 揮らない ので ある、 余輩 は 生れながら にして 罪人で ある 不 

信者で ある、 余輩が 信者た る を 得し は 神の 恩惠に 由る ので ある、 余輩 は 祌に强 ひられて 信者た る を 得、 

强 ひられて 信仰 を 維持し、 强 ひられて 終に 救 はる、 ので ある、 余輩 は 基督 信者に 非す と 云 ふ 者 は 余 

に 就て 3m 實を 語る の である、 余輩 は 自ら 擇んで キリス トの 弟子と なりし が 如き 値 ある 者で はない、 

余 _i ^は祌 の 器具で ある、 手 を 仲べ て 人 (祌) 余聚を 束り 意に 欲 はざる 所に 曳き 行かる る 者で ある (約 

翰傅廿 一 章 十八 t:^/ キリストの 奴隸 である、 其 器具で ある、 憐 むべき 惠 まれた る 者で ある、 余輩 は 

名譽 ある 所謂 基督 信者で はない、 余輩 を 神の 手に 委ねよ、 彼 は 善き やうに 余 聚を處 分し 給 ふで あらう。 

(九月) 

. 再臨と 贖罪 

W 臨 を 信ぜざる 者 は 第一 にュ 一一 テリ ヤン 敎徒 である、 第二に ュ _ー テリ ヤン 敎會を g し 組合 敎會 信者 

である、 第三に ァ ルメー 一  ヤン 主義の メソヂ スト 敎會 信者で ある、 孰れ も 信仰よりも 行爲に 重き を 置く 
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信者で ある、 祌の子 十字架 上の 死に 信者の 義と聖 と 頌とを 認めざる 者で ある、 彼等が 自己に 賴る こと 

多ければ 多き 丈け、 斯世を 意ん すれば まんす る 丈け、 キリストの W 臨 を 忌 嫌 ふので ある、 再臨の 信仰 

は晴 罪の 信仰と 密接なる 關係を 有し、 後者 を信受 せす して 前者 を 了 得する こと は 出来ない、 「噫 我れ 

闲 苦る 人なる 哉、 この 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と 叫びて 十字架に 鎚 りし パゥロ は 「是れ 我 

等の 主ィ H ス キリストな るに. H て 神に 感謝す」 と 言 ひて 主の W 臨 を 待望んだ ので ある (羅 馬 寄 七 章 二 

TOT  二 五節)、 罪の 强き 自覺と 之に 伴 ふ 十字架の 救濟 を實驗 せす して キリス 卜の 再臨 は 解らない、 玆 

に 於て か 余輩 は 十字架 上の 贖罪 を實驗 せざる 彼等と W 臨 問題 を 以て 爭 ふの 全然 無益なる を 知る ので あ 

る。 (九月〕 

信仰と 實 行 

信仰 は现 論で はない 實行 であ る 、 若し 理論 の 上より 見るならば 賸罪は 最も 不道德 なる 敎義 であ る . 

人の 救 はる k は 善行に R るに 非す 信仰に. m ると 云 ふ、 善行 を妨 ぐる 敎義 にして 之に 勝る 者 他に あると 

は 思へ ない、 然るに 事 赏は奴 M と 問 ふに、 善行 を 生す る敎義 にして 贖罪に 勝る 者 は 亦 他 にないの であ 

る、 己が 義を 己が 行 ふ 善行に 於て 見す して 之 を 神が 己に 代りて 爲し給 ひし 善行に 於て 求めて 其 人は義 

を 行 ふに 最も 奥^ に し て 人 を 愛す る に 最も 莨なる 者と 成る ので ある， 其 如く 人 は 其 努力 に 由て I を 

革む る 能 はす、 キリス ト 再び 現 はれ 給 ふ 時に 此せは 化して 祌の國 と 成る ので あるとの 信仰 は 一 見して 

凡の 改革 事業 を妨 ぐる 敎義 なる が 如くに 思 はれる、 然し 乍ら 事實 如何と 問 ふに 其 正 反對が 貫で ある、 


世 を 革む る 精神 にして 神 子 再臨の 希 に 勝りて 有力なる 者 はない ので ある、 道 德を說 く 者 必 しも 道德 

を 行 ふ 人に 非す >  道德を 超越せ る 信仰に 依りての み 高き 道 德を實 行す る 事が 出來 る、 頌罪 再臨 共に 道 

德 家の 眼に は 危險視 せらる k 敎義 である、 然れ ども 恐る k 勿れ、 此 せの 道德家 等に 危險視 せらる 、"疋 

等の 敎義 こそ 實に人 を 救 ひ 世 を 革む るの 眞理 なれ、 神の 智慧 は 人の 吸に 愚と 見 ゆる 場合 多し、 再臨の 

敎義の 如き はたし かに 其 一 つで ある。 (十月) 

人と 眞理 

人 は 人で ある、 眞理 は眞理 である、 眞理の 惯値は 之を傳 ふる 人の 價 値に 由て 變ら ない、 神 は 時々 尊 

からざる 人 を 以て 貴き 眞现を 傅へ 給 ふ、 カャ。 ハは 祭司の 長に して ィ H スの 敵で あつたが 神 は 彼 を 以て 

イエ スに 就て 「一 人民の 爲に 死ぬ る は 益な り」 との 犬なる 眞现を 語らし め 給 ふた (ョ ハネ傳 十八 章 十 

四 節)、 神の 眼より 見て 力 ャパは 卑しき 人で あつたが 彼が ィ H スに 就て 語りし 言 は 永久の 眞现 である、 

叉バ ラ ム は 異敎の 預言者な りしと 雖も H ホバ は 彼 を 以て イス ラ H ルの を， 祝し 給 ふた (民 數紀略 一 一十 

三 章 九 節)、 バ ラ ム の 不信 は イス ラ H ル の榮ぇ ある 將來に 就て 大 なる 眞理を 言す る 妨害と ならな か 

つた、 若し 人の 價値を 云 はん 乎、 ダビデ は 犬なる 罪 を 犯した る 人であった、 然るに 神 は 詩篇に 於て 彼 

をして 深き 貴き 眞现を 語らし め 給 ふた、 ソ 口 モ ンの生涯に派ふべき15^-が多かった、 然れ ども 其れが 爲 

に 彼に 由て 書かれし と 傅 へらる、 箴言と 傳道之 書と は 永久 的 惯値を 失 はない 、 若し 神の 眞理を 語る 者 

は 神が 聖く あるが 如く 聖く あらねば ならぬ と 云 ふなら ば 何人が 神の 言 を 語り 得 やう 乎、 「誰か 之に 耐 


へん や」 である、 人 は 皆な 汚れた る脣の 者で ある、 己れ に 顧みて 我れ こそ は 神の 眞理 を傳 ふるに 足る 

者 なれと 言 ひ 得る 者 は 一 人 も あるな しで ある、 我等 は 人に 由て 神の 一一 一一 II を 聞くべし である、 其 人の 如何 

しもべ r  、& 

は 我等の 問 ふ を 要せす、 祌は 御自身の 僕 を 糊き 給 ふ、 人 は 人で ある、 眞理 は眞理 である、 我等 は 人の 

露 價は神 をして 箱 かしめ、 祌が彼 を 以て 我等に 傳 へ んと 欲し 給 ふその 眞现に 謹んで 耳 を 傾くべき であ 

る。 (十月) 

祈禱の 題目 

我等 は 自分の 爲に 祈る、 自分の 家族の 爲に 祈る、 自分の 親友の 爲に 祈る、 自分の 事業の 爲に 祈る、 

是れ 自然 性の 然 らしむ る 所であって 敢 て咎む べきで はない、 然し 乍ら 祈禱の 題目 は 自分 を以 て盡 きな 

い、 然り 自分 を 以て 盡 きて はならない、 基督 者の 祈禱は 世界の §1 き 丈け 其れ丈け 廣 くなくて はなら な 

い、 バウ a は敎 へて 言 ふた 「我れ 殊に 勸む、 萬 人の 爲に 龥吿、 祈禱、 懇求、 感謝せ よ」 と (テ モテ前 

書 二 章 一節)、 然り 基督 者 は 全せ 界の爲 に、 全人 類の 爲に 祈るべき である、 全世界より 戰 爭の絕 えん 

爲に、 全人 類に 平和の 臨まん ために、 人の 世が 化して キリストの 國と 成らん 爲に 祈るべき である、 基 

督者は 亦 特に 其 敵の 爲に 祈るべき である、 我 を惡み 我が 失敗と 恥辱と 死と を 欲 ふ 者の 爲に 祈るべき で 

ある、 又 多くの 墮落 信者の 爲に 祈るべき である、 一た び 救主ィ H ス キリスト を 信す るに 因りて 世の 汚 

を脫 A ながら 今復 之に 累 されて 聖き誡 命を棄 てし 人 等の ために 深き 熟き 愛 を 以て 祈るべき である、 而 

して 斯の 如くに して 我等の 祈 禱の展 域を擴 張して 我等 も 亦 其れ丈け 自己 を擴 張す るので ある、 廣く愛 


して 廣く 祈る に 止まらす 廣く 祈りて 廣く 愛すべき である、 我等 は 全世界 全人 類の. 救 拯幸幅 を 我等 日 々 

の 祈禱の 題目と なして 自身 萬 人と 共に 救 はる、 の资格 を 作る ベ きで ある。 (十月」 

信者の 生涯 

信者 の 生 泥 は 始めに 惡 くして 終りに 善く ある、 始めに 忠難 多くし て 終りに 祝 福 多く あ る、 始めに 無 


意味なる が 如くに 見えて 終りに 意味 明白で ある、 人 は先づ 旨酒 を 出して 終りに 魯酒を 職む る 其 反對に 

神 は 先 づ魯洒 を 出して 終りに 旨酒 を 勸め給 ふ (ョ ハネ傳 二 章 十 節)、 義 者の 途は 旭日の. 如く 愈々 光輝 

を增 して 晝の 正午に 至る (箴 一一 1  一口 ra 章 十八 節)、 神に 義と せられし 信者の 生涯 は 其 終りに 近けば 近く 程 

f 輝が 增し加 へらる、 斯る人 は 水流の ほとりに 植 ゑし 樹の 如く 期に 至りて 其實を 結び、 其 葉 も 亦！； む 

ことなし、 其爲す 所皆榮 えんと あるが 如し (詩篇 第一 篇)、 神 を 信す る 生涯の 其 美 はしき 結 * は 之 を 

其 終りに 至て 見る ことが 出来る、 不信者の 生涯に 其 得意 時代が ある、 雄心 勃々 たる 期が ある、 然れど 

も 其 終り は空乏 である、 悲哀で ある、 風の 吹. き 去る 粃糠 である、 花 きて 實ら ざる 棣棠 花の 如き 生涯 

である、 信仰の 生涯 決して 不幸の 生涯で はない、 耐 忍びて 其 終り を 待ちて 其 最も 幸 ひなる 又 设も惠 ま 

れ たる 生涯なる 事 を曉 るので ある。 (十月) 
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眞 正の 合同 

ねつ ま 

合同が ある 叉 合同が ある、 氷結 も 合同 なれば 鎔解 も 合同で ある、 熱が 冷し が 故の 合同が ある、 f おが 

加 はりし が 故の 合同が ある、 新たに 信仰 を 得ん と 欲する が爲の 合同が あ， る、 旣に 信仰 を 得しが 故に 自 

から 成る 合同が ある、 合同 其 物は必 しも 善き もので はない、 政略の ための 合同、 能率 を增 さんがた め 

の 合同 * 社き 的 勢力た らんが 爲の 合同、 是れ皆 低き 惡 しき 合同で ある、 愛に 勵 まされての 合同、 同一 

の 聖靈 に 動かされて 努めす して 自 から 成りし 合同、 合同 旣に 内に 熟して 外に 發 表す るに 過ぎざる 合同- 

其れが 高き 善き 眞 の 合同 である、 聖靈 の 春風 信者 の 心 を 吹いて 離隔の 堅 氷 は 解けて 平和の 海と 成る 、 

之に 反して 愛 心零點 以下に 落下して 氷塊 を 打 接して 一 團と爲 す を 得べ しと 雖も、 成りし 者 は 北洋に 浮 

ぶ 氷山、 斷面 輝々 として 近づくべからざる 者で ある、 我等 は 愛の 和煦の 解く 所と なりて ー體と 成る の 

時を俟 つ、 政略 的 必要に 餘儀 なく せられて 機械的に 合同 せんと 爲 ない。 (十月) - 

人の 性 

基督 敎の 立場より 見て 人の 性 は 善な りと 云 ふ は 異端で ある、 人の 性は惡 である、 人の 心 はすべ ての 

物よりも 偽 はる 者に して 甚だ 惡し、 誰か 之 を 知る を 得ん やと あるが 如し ( H レミ ャ書 十七 章 九 節)、 

人の 性は惡 し、 然れ ども 光に へ g じて 暗より 照 出しめ たる 祌は此 性 を 化して 善に 成し 給 ふので ある、 而 


して 是れ單 に 教義で はない、 事赏 である、 ィ H スキ リストに 在る 神の 榮光を 知る の 光を與 へられし 者 

は智 己が 生れながら にして 暗黑の 子で ありし こと を曉 るので ある (コ リント 後書 ra 章 六 節)、 人の 裏 

に 光が ありて 其 光が 增 して 終に 光明の 世界 を 出現す るので はない、 光、 上より 臨みて 暗き 世 を 化して 

光明の 世と なすので ある、 救拯は 進化 的で ない、 奇跡的で ある、 敎 へられて 光の 子と なる ので はない- 

新たに 造られて 祌の 子と なりて 輝く ので ある、 基督 敎の 立場より 見て 祌 がその 聖言を 以て 爲し 給ふ聖 

靈の顿 きに. H る ほかに 人を眞 個の 善人と 成す 途 はない の である。 (十月) 

再臨の 高唱 

臨を說 く 勿れ 聖書 を 講じ 十字架の 福 昔を說 くべ しと 云 ひて 輩に 勸吿 して？ 1K れる 者が ある、 然れ 

ども 余輩 は 其 勸吿に 從ふ事 は 出来ない、 再臨 は 聖書の 中心的 眞理 である、 之を說 かすして 聖書 を說く 

こと は出來 ない、 殊に 搏臨は 今の 敎會に 嫌 はる k 敎義 である、 之を^^ぃて敎會に嫌はる K の利益がぁ 

る、 今や 純潔なる 信仰 を 維持 せんとす るに 方て 今の 敎會に 愛せら る」 が 如き 危險 はない、 「凡の 人汝 

等を譽 めな ば 汝等禍 ひなる 哉」 である、 俗化せ る 今の 敎會に 嫌 はれて こそ 我等に 救拯は 臨む なれで あ 

る、 神の 眞理は 人に 嫌 はる、 基督 W 臨が 神の 眞理 たる 何よりも 善き 證據は 今の 敎會の 多 數に嫌 はる" 

事で ある、 余輩 之を說 かざる ベ けんやで ある、 之を說 くが 故に 敎會 合同より 除外 せらる， 幸福 此 上な 

しで ある、 余輩 は 今 は 如何しても 再臨の 唱道 を 止む こと は 來 ない、 益々 之 を高唱 して 余輩の 立場 を 

明かに せんと 欲する、 信じ 難き 此信 §:、 之 を 信す る を 得し を 感謝し、 之 を 說くを 以て 無上の 榮譽 なり 


とき n する。 (十： To 

再臨 信者 

再臨 信者 は 平信徒の 內に 多くして 敎 役者 ひ 間に く ある、 外 W 人の 內 におて は 外 國に派 遺せられ し 

宣教師の 間に 多くして 故 國に留 りて 敎會を 牧し祌 學を講 する 人の 間に 勘く ある、 卽ち實 務に當 りて 活 

動す る 人の 內に 多くして 書齋に 在りて 思考す る 人の 間に 徵く ある、 長老 敎會、 バ プチ スト 敎會、 ル ー 

テル 敎會等 信仰 本位の 敎會 の內に 多くして、 救せ 軍、 メソヂ スト 敎會 等社會 事業に 熱中す る ffl 體の間 

に！！ く ある、 要するに W 臨の 信仰 は 思索的なら すして 實際的 信仰で ある、 哲學 的なら すして 書 的 信 

仰で ある、 現せ 的なら すして 來せ的 信仰で ある， クロム ゥ H ルゃ チン チヱ ン ドル フの 如き 質の 人の 信 

する 信仰で ある、 所謂 現代人に は 到底 解し 得ざる 信仰で ある、 まことに 基督 再臨 を 信す る 特別の 利益 

は 之に 由て 全然 現代人の 群 を脫し 得る に 在る。 (十月) 

再臨と 聖書 

再臨 問題 は 聖書 問題で ある、 聖書 全部 を 神の 一一 一一 C なりと 信じて 基督 搏臨を 信ぜざる を 得ない、 叉： 冉臨 

を 拒否して gli 書の 大部分 を 担 否 せざるを得ない、 聖書 は して 神の 言 である 乎、 或 ひ は 神の 言 は 聖 寄 

の 巾に 在りて、 聖書 是れ 神の 言に 非す と 謂 ふ 乎、 問題 は玆に 在る ので ある、 而 して 再臨 信者 は 聖書 全 


部 神 言 說を 執り w 臨反對 信者 は 聖書 部分 祌言說 を 主張す る， W 臨の 信仰と 書 無 謬說， 是れ 同一 の 信 

仰の 兩面 に過ぎない、 一 を 信す る 者 は 他 を も 信じ、 一 を排 する 者 は 他 をも排 す、 歐洲に 在りて はべ ン 

ゲル、 ガウス ン、 ゴ ー デ ー 等の 諸大 〔象の ：冉 臨 を 信ぜし と共に 聖書 無 護說を 固持せ しに 對し、 現代 isll 

學者 の 多數 の W 臨と 共に 聖書 無 護 說を排 し 且つ 嘲け る あり、 聖書 全部 は 神の 言と し て 之 を 信受す ベ き 

乎、 或 ひ は 其.？： に 多くの 猶太 的 迷妄 あり 時代 的 迷 想 あり 故に 之を排 して 其 內に埋 れる眞 理の眞 珠を探 

るべき 乎、 問題 は玆に 在る、 是れ實 に 信仰の 關ケ 原で ある、 此か彼 か、 其 間に 妥協 は 不可能で ある、 

余輩 は 再臨 問題が 此 究極 問題 を 喚起し、 信者各自が東西孰れかに其去就^^決せざるを得ざるに至りし 

こと を 神に 感謝す る。 (■ 十") 

イエスの 政治 觀と IS 濟觀 

イエスの 政治 觀とは 何ぞ、 臼く 「カイ ザ ルの物 は カイ ザ ルに歸 し (納め) また 神の 物 は 祌に歸 すべ 

し」 と (マ タイ 仆ニ章 什一 節)、 彼の 經濟觀 と は 何ぞ、 曰く 「何 を 貧 ひ 何 を飮み 3： を 衣ん とて 思ひ烦 

ふ 勿れ …… 汝等先 づ祌の 國と其 義とを 求めよ 然 らば 此 等の もの は皆汝 等に 加 へらるべし」 と (同 六 章 

こ ゝ ろ  .U ん しん  ，  もちもの ， ゆたか 

三 一 節 以下)、 又 曰く 「戒心して 貪 心を愼 めよ、 それ 人の 生命 は 所有の 饒な るに は 因らざる なり」 と 

(ルカ 傳 十二 章 十五 節)、 バウ n 亦 之に 加へ て 曰 ふた 「財 を 慕 ふ は 諸の 惡 事の 根な り、 或 人 之 を 慕 ひ 

迷 ひて 信仰の 道 を 離れ 多くの 苦痛 を もて 自 から 己 を 刺り」 と (テ モテ 前書 六 章 十 節)、 猶ほ此 外に 路 

加 傅 ト六章 九 節、 同 十一 一章 十六 節 以下：： h 一  節まで を 見るべし、 イエス の 經濟觀 は 之 を 知る に^から す、 
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ちと 

現代の 經濟學 なる 者 は 悉く ィ H スの敎 示に 戾る、 ィ H スは 生お 競爭 を說 かす、 富國强兵を：^^sらす、 彼 

は 明かに 「人の 生命 は 其 所有の 饒な るに 因らす」 と 言 ひて 富の 多少に 由り て國と 人との 價 値を定 むる 

お 代の 社會 組織に 反對 す、 イエ スの 敎訓其 儘を恪 守して 現代の W 家 も 敎會も 直に 毀れ て 了 ふので ある 

(十月 サ 三日 日誌— 本 全集 『日記 上』 二十 五 K— 參考 )。 (十 一 月〕 


大正 八 年 二 九 一九 年) ， 

ィヱ ス の自證 ， 

しろし  を はり 

主ィヱ ス橄麼 山に 坐し 給へ る 時 弟子 来りて 「雨の 來る 兆と せの 末の 兆 は 如何なる ぞゃ」 と 彼に 問 ひ 

まつりし に、 彼れ 詳細に 之に 答へ て 語 を 結んで 言 ひ 給 はく 

其 時人の 子の 兆 天に 現 はる、 また 地上に ある 諸 族 は 哭き哀 み、 且つ 人の子の 權 威と 犬なる 榮光を 

もて 天の 雲に 乘り來 る を 見ん …… 我れ 汝 等に 告げん 此 等の 事- 盡 く 成る まで 此せ は騣 ざるべし、 

天地 は 廢ん然 れど我 言 は廢じ 

と (馬 太 傳廿四 章、 馬可傳 十三 章、 路加 俾卄 一 章)、 天地 は 魔 せん、 然れ ども 我 言 は 魔せ じ， 我が 此 

首 は廢 せじ、 人の子の 權 威と 大 なる 榮光を 以て 天の 雲に 乘り來 る を 見ん との 此 一一 目ば 天地 は廢 ると も錢 


せじとの 事で ある、 實に 著しき 言で ある、 ィ H スの 倫理的 敎 訓は廢 せじとの 事で はたい、 再臨に 關す 

る 彼の 豫言は 天地 は廢 ると も踐 せじとの 事で ある、 ィ H スは 熱心に 驅れて 前後 を 忘れて 斯る 極端の 言 

を發 したので あらう 乎、 若し 爾ぅ であるならば 彼 も 亦 誤り 易き 人の 一人であって 彼の 言に 絕 對的價 

はない、 殊に 天地 は廢ん 云々 の 如き は 誇大 も亦甚 しからす やと 言 はざる を 得ない、 冷靜ィ H スの 如き 

者が 己に 信す る 所な くし て斯る 言 を發 しゃ う 害 は な い 、 言 は 隱喩 でもな けれ ば 誇張 でもない、 事實有 

の饞 である、 天地 は錢 せん 然れど 我 言 は踐 せじ、 馬 太傳ー 一十 四 章 は 一 字 一 句 文字通りに 事實 となりて 

現 はるべし、 其 重き こと 天地 も 之に 比ぶ ベから すと 云 ふ、 嗚呼 ィ H スの 弟子と 稱 する 者 は 菜して 能く 

彼の 一一 一一 C を 信す る 乎、 彼等に 取りて 聖書の 言 は 果して 天地よりも 重く ある 乎、 ィ H スが： 大地 を 指して 誓 

ひ 給 ひし 首、 之 を 時 if 思想 叉 は 猶太 思想な りと 稱 して 削除して 可なる 乎、 若し 可な りと するならば ィ 

二 スの言 はすべ て盡く 信す るに 足りない ので ある、 然 らば 聖書 は讀 むに 及ばす、 イエ ス は敎師 として 

仰ぐ に 足りない、 「天地 は廢 せん 然れど 我 一一 一一 ロは廢 せじ」、 是， れィ H スの 再臨に 關 する 彼れ 御自身の 證 

詞 である を 知て、 再臨 を 疑 ふ 事の 基督 信者に 取り (井 易なら ざる 151- である 事が 1： 明る、 キリストの 明白 

な る 一一 一一 c に 由る W 臨 はたし かに 基督 敎 の 巾 心的 眞理 である。 (二 月) 

稀 有の 信仰 

「人の子 臨らん 時 信 を 世に：： んゃ」 と ある (路加 傳 十八 章 八 節)、 此 場合に 於て 「信」 と は 神の^ 

在 を 信す る 信で はない、 叉 は 正義の 力 を 信す る 信で はない、 キリストの 再び 臨らん 時に も此 種の 信仰 
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は 人の 間に 盛に 恢 かる &に 相違ない、 然 らば 其 時 其 有無 を さ へ 疑 はる k 所の 信仰 は 如何なる 信仰で あ 

る 乎、 一一 一一 C ふまで もない 「彼れ 臨り 給 はん」 と 云 ふ 其 事に 關る 信仰で ある、 其 信仰 は 益々 減 返して 殆ん 

ど 其 跡 を 認め 難き に 至る であらう との 事で ある、 人の子 臨る こと 遲 ければ 干 年 待つ も 來らす 一 一,^ 年 待 

つも 来らす、 列祖 のつ 1 りしより 以來 すべての 物 開 闘の 始と變 る こと 無ければ、 彼が； 冉び 臨る と 云 ふが 

如き は絶對 的に あるな しと 信す る 者 益々 多き を 加へ、 主が 實際 臨り 給 ふ 時には 彼 を 待望む 者 は寥々 と 

して 數 ふるに 足ら ざらん と 云 ふ 事で ある、 依て 知る 再臨の 信仰の 守る に 甚だ 難き こと を、 其少數 なる 

は 主の 豫め 吿げ給 ひし 所で ある、 是れ 神の 特^の 能力に ^ るに あら ざれば 信受 する を 得す 叉闽守 する 

を 得ざる 信仰で ある、 人の子 初めて 臨り し 時も爾 うであった、 「へ ロヂ王 之 を 聞きて 痛む 又 H ルサレ 

ムの民 も皆然 り」 と ある (馬 太 傳ニ章 三 節)、 聖 都の 市民 は 誰 一 人と して 彼 を 待望む 者はなかった、 

唯 老いた る、 ンメ オンと、 同 じく 八十 四 歳の 鼓なる ァ ン ナ とのみ が 彼 を 迎へ彼 を 見て 歡ん だので ある、 

實に 彼れ 己が ；}!^ の 間に 臨り 給 ひて 其 內に信 を 見た まはなかった ので ある、 初 臨の 時に 爾 うであった、 

再臨の 時に 面う であらう、 極めて 少数者の みが 彼を迎 へまつ るので あらう、 初 臨の 時に 民の 學者ゃ 祭 

司 等の 中に 一 人と して 神の 子を迎 へまつ りし 者が 無 かりし やうに、 W 臨の 時に も 敎會の 牧沛祌 學者等 

の 中に 一 人と して 彼の 降臨 を 待 焦る &者 はないで あらう、 H ルサ レム 全都が 祌子 降誕と 聞て 愕き if へ 

しゃう に 倫敦、 華 盛頓、 巴 里、 東京 は 痛み 哭み、 其 牧師 等 は 聖書の 語 を 引いて 王 や 大統領の 質問に 答 

ふるの 外に、 他に 之に 應 する の途を 知らない であらう、 「人の子 來 らん 時に 信 を f に 見ん や」、 然り 

今や 旣に其 信を壞 ちつ ある 敎 法師 等が ある、 況して 其 時に 於て を や、 我等此信仰の盛ならざるを^^ 

て 怪しむべき でない。 (二月) 


もと /\ 

余の 信仰 は 素々 日本 流の 敬神 愛國を 以て 始 つた 者で ある、 それが 余をィ H ス キリス 卜の 御 父なる 眞 

の 神に 導いた ので ある、 其 神に 事 へんと して 余に 贖罪の 信仰が 起った ので ある、 而 して 晴 罪の 信仰が 

余 に 基督 再臨 の 信仰 を 喚起した ので ある、 斯くて 余の 信仰 は 素々 日本的で あつ て . 猶太 的であって 預言 

的で あるので ある、 故に 余の 信仰に 抵觸 する 者に して 羅馬 的敎會 主義と 希臘的 純理 主義との 如き はな 

いので ある、 敎會 者と 祌學 者- パリ サイの 人と 學者 …… 余の 信仰の 素質に 合 はざる 者と して 彼等の 如 

き はない、 余 は 日本人と して 率直 を 愛して 廻り 遠い 議論 を 嫌 ふ、 余 は 猶太の 言 者の 流 を 汲んで パリ 

サイの 儀禮と サド カイの 智略と を 嫌 ふ、 余 は 單純を 愛して 複雑に 耐 へない、 基督の 十字架に 余の 義と 

聖と靖 と を 認め、 彼の 搏 臨の 時に 其 實現を 期待す る、 十字架の 信、 再臨の 而 して 此の 信と 望と よ 

り 生す る 愛、 是が 余の 信仰で ある。 (三月) 

完 全 き 救 

余は義 とせら る k 事と 潔 めら る、 事との 間に 1^ 训を認 むる 事が 出來 ない、 余に 取りて 二者 共に 信じ 

て 救 はる k 事の 內に 含まる るので ある、 余が キリ ストの 十字架 を 仰瞻る 時に 余は義 とせられて 又 潔め 

られ たりと 信す るので ある、 「ィ ェ スは祌 に 立ら れて汝 等の 智慧 また 義 また 聖 また 贖と なり 給へ り」 
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と あるが 如し C コ リント 前書 一章 三十 節)、 神が キリストの 十字架 を 以て 施し 給 ふ 救 は 完全の 救で あ 

る、 其の^に 義が あり 聖が あり 噴が あり、 すべての 智慧と 知識と が ある、 故に 十字架 を 仰ぐ に 由て 信 

者の 救 は 完成 せらる、 ので ある、 我等 義 とせら れんと 欲する 乎、 十字架 を 仰ぐ ので ある、 聖 めら れん 

と 欲する 乎、 十字架 を 仰ぐ ので ある、 暖 はれん と 欲する 乎、 十字架 を 仰ぐ ので ある * 最も 有效 的に 神 

と 人と に 事 へんと 欲する 乎、 十字架 を 仰ぐ ので ある、 復活に 就き W 臨に 就き 完き 知識 を 得ん と 欲する 

乎、 十字架 を 仰ぐ ので ある、 恩 惠は樣 々なれ ども 之に 與る途 は 一 である 余の 信仰 は 十字架 萬 能の 信仰 

である、 而 して 是れ 聖書 的 信仰で あると 思 ふ。 (四月) 

十字架の 信仰 

余 は 著述家で はない、 說敎師 ではない、 文學 者で はない、 哲學 者で はない、 科學 者で はない、 敎育 

{ズ ぶで はない、 慈善家で はない、 然り 義人で はない、 善人で はない、 勿論 聖人で はない、 世に 認めら る 

べき：^ 者で もない、 余 は クリスチャン である、 キリストに 依賴む 者で ある、 彼の 十字架 を 仰ぐ より 他 

に 何の 藝も能 も 才も德 もない 者で ある、 「我れ キリス 卜と 偕に 十字架に 釘 けられたり、 最早 我れ 生け 

るに 非す、 キリスト 我れ に 在りて 生けるな り、 4 マ 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を 

松し 者、 卽ち祌 の 子 を 信す るに 由り て 生けるな り」、 バウ 0 の此 一一 目 は 一 言 一 句 盡 く 余の 言で ある、 

余 は 幾 囘此霄 を 繰返しても 盡 きないの である、 余の 生： C を 顧て 余 は 誇るべく 賴 むべき 一 の 事業 を も 有 

ない、 唯 # る は キリストの 十字架 を 仰ぐ 余の 信仰で ある、 是れ のみが 余の 義 であり 聖 であり 噴で ある、 


然り<^-の有する凡の凡でぁる、 此の 信仰の みが 余の 取得で ある、 之れ なくして 世に 余 ほど 憐れなる 者 

はない ので ある。 (四月) 

二種の 信者 

信者 を 全 信者と 半 信者と に 15!; 別す る 事が 屮 I 來る、 全 信者と は 全部 を 祌に獻 げたる 者で ある、 其 十字 

架 を 負 ひて キリストに 從ふ 者で ある、 故に 人 を 恐れす せ を 憚らす、 命に 至らん とて 小さき 門より 人り 

窄き路 を 歩む 者で ある、 而 して 半 信者と は 全部 を 神に 獻げ 得す、 アナ-一 ャ とサッ ビラの 如く 其 幾分 を 

?i して 之 を 己が 儘に 使用す る 者で ある (行 倚 五 章)、 人の 面 を 恐れ 世の 批 詐を撣 り、 半ば キリス 卜に 

從 ひて 半ば 世に 傚 ふ 者で ある、 所謂 基督 敎的 文明の 恩 澤に與 らんと 欲して キリ ストの 十字架 は 之 を 避 

いひ あら 

けんと 欲する 者で ある、 心に キリスト を；^ すると 稱 して 门に 之れ を認 はす 事 を 憚る 者で ある、 而 して 

救 はる.^ 者 は！！ しと あるが 如くに 全 信者 は it く ある、 沈 倫に 至る 路 は^と あるが 如くに 半 信者 は 多く 

ある、 敎會 信者 は 大抵 は 半 信者で ある、 而 して 敎會を 嫌 ふ 信者の 內 にも 半 信者 は掛 くない、 地位 も 名 

譽も 富贵も 幸福 も、 然り 止む を 5£ ざる 場合に は 生命 其 物 を も、 魏土 ii する^に 非 ハば全 信者と なり て 

钟の國 に 人る 富 は 出来ない。 (四 HO 
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人種的 無差別 

神の 眼の 前に 人種的 差別 は 無い、 「神 はすべ ての 民 を 一 の 血より 造り 悉く 地の 全面に 住ませ IS かじめ 

其 時と 住む 所の 界とを 定め 給へ り」 と ある (行 傳ト七 章 二十 六 節)、 人類の 始祖 は 一つ 籠であって 諸 民 

諸； il 皆な 兄弟 姉妹で ある、 然るに 力 インが 其 弟 アベル を 殺せし に 始まり 人 は 神に 1^ きし 其 結 菜と して 

相互の 敵と なり 玆に 種族 的 叉 民族的 叉 人種的 差別、 競爭、 嫉視が 始 つたので ある、 而 して 人種的 差^ 

の 原因の 兹に 在る を 知って 之 を 取 除く 事の 容易で ない 事が 判明る、 之 は 政治的 運動 または 外交的 手-;^ 

に 由て 撤廢 する 事 は 出来ない、 神に 對 する 反逆 を 以て 始まりし 差^ は此 反逆 を 癒されて のみ 取 除く 亊 

が 出来る、 卽ち 人種的 蒂別は キリストの 福 昔に 由ての み撒廢 する 事が 來る、 人が 祌と， 称ぐ 時に 彼 は 

萬 人と 和ぐ ので ある、 使徒 パゥ& の 曰へ るが 如し、 

斯る者 (基督 者) の 中には ユダヤ人 また ギリシャ 人、 或 ひ は 奴 隸或ひ は 自主、 或 ひ は 男 或 ひ は 女 

の <R ちな し、 蓋 汝等皆 キリストに 在りて 一 なれば 也 (ガラ テャ書 三 章 二十 八 節 〕。 

此の 如きに 至りて は ギリシャ 人と ユダヤ人、 或 ひ は割禮 ある 者と 割禮 なき 者、 或 ひ は 夷狄 或 ひ は 

ス クテャ 人、 或 ひ は 奴 隸或ひ は 自主 の^なし、 夫れ キリスト は 萬 物の 上に 在り、 叉 萬 物の 巾に 在 

り (コ 口 サイ 書 三 章 十 一 節)。 

玆に 今より 千 九^ 年 前に 人種的 差別が 全然 撤廢 せられた 责 例が 示された ので ある、 バプ テス マ を 受け 

て キリストに 入り、 キリスト を 衣た る 者、 彼に 由り て 新 人と なれる 者、 彼等の 間に は ギリシャ 人と 


ユダヤ人、 夷狄と ス クテャ 人の 盖別は 無かった ので ある、 彼等 は 皆 キリストに 在りて 一 なりと 云 ふ、 

一 であった、 勿論 同等であった、 然れ ども 其れに は 深き 理. S があった、 彼等 は 皆 キリストに 在りて 一 

であった ので ある、 キリストに 在りての み 人種的 差^ は 消； I する ので ある、 キリストに 在りて 人の 神 

に對 する 反逆 は 完全に 癒され、 隨 つて 相互の il に^する すべての 隔離 は 取 除かる、 ので ある、 キリス 

卜に 在りての み 四海 は眞に 兄弟と なる ので ある、 天の下に 此の ほか 训に救 あるな しで ある、 キリスト 

を 外にし て^に 人種的 差^ 撤 魔の 途 あるな しで ある、 血 は 水よりも 濃し と 云 ふが、 靈は 血よりも 濃い 

ので ある、 人 キリストに 在りて 新たに 造られて 彼 は 民族 人種 を 超越して 神の 子と 成る ので ある、 余 は 

口 本 在留の 支那 人に して 近頃 キリスト を， 信す るに 至りし 者が 余に 吿 ぐる を 聞いた、 「日 支 親善と 云 ふ 

も キリ ストに 由ら すして 眞の 親善 あるな し、 余 は 彼に 救 はれて 始めて 口 支 親善の 祕訣 の那邊 に^する 

か を 知れり」 と、 實に 至言と 謂つべし である、 朿西 兩洋の 間に 存在す る 障壁 を 取 除く の 困難 は 至大で 

や はらぎ 

ある、 而 かも 不可能で はない、 「彼 (キリスト) は 我等 (束 E1 兩洋の 民) の 和な り、 二者 を 一とな し 

5 ら， 一!  へだて かき こぶ  おのれ つら  やに- h 

冤 仇と なる 隔の離 を 毀ち 給へ り、 彼れ 二者 を 己に 聯ね、 之 を 一 の 新しき 人に 造りて 和が しめ、 叉 十字 

架 を 以て 冤 仇を滅 し、 叉 之れ を 以て 二者 をー體 となして 神と 和が しめ 給へ り」 と あるが 如しで ある 

(エペ ソ書ニ 章 一 四— 一 六 節〕、 キリストの 福 昔に 由ての み 人種的 差別 は 完全に = ^つ 根本的に 撒廢せ 

ら る。 (四月〕 
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其 日 其 時 

基督 再臨の 信仰 を 辱 かしむ る 者に して 再臨の 時期 を定 むる 者の 如き はない、 主 キリスト は 弟子 等に 

明かに 告げて 言 ひ 給 ふた 「其 日 其 時 を 知る 者 は 唯 我 父の み、 天の 使者 も 誰も 知る 者な し」 と (マ タイ 

傳廿四 章 三 六 節)、 而 して 天の 使者の 知らざる 事 を 人が 知らん と 欲する ので ある、 潜越此 上な しで あ 

る、 然 かも 多くの 人が W 臨の n を 知らん と 欲し、 之 を 計算し 之 を 公表した ので ある、 ゥ イリヤ ム • ホ 

イス トン は ヨセフ ハ ス 全集の 英譯 者と して 又 大數學 者と して 有名なる 人で あるが、 彼 は 紀元 一 七三 六 

年 十一月 十二 日に せの 終末 あるべし と 公表し、 爲に 倫敦の 市民に 大 驚愕 を 起さし めた、 而 して 勿論 其 

事な かりし が爲 めに 再臨の 敎義 に對し 世の 犬なる 嘲笑 を 招いた、 有名なる 聖書 學 者べ ン ゲル も 亦此辜 

に 關し大 なる 誤錯を 演じ、 彼 も 亦 一八 三 七 年に キリストの 再臨 あるべし と 計算し、 而 して 其の 事な か 

りしが 爲に 彼の 名著 『新約聖書 指南』 は 久しき 間 其 慣値を 認められなかった、 モル モン 宗の 始祖 ョセ 

フ . ス ミツ スも 「其 日 共 時」 をお めて 恥 を 取り、 力 ー ライルの 友人に して 信仰的 大 天才と 認められし 

エド ヮ— ド . ァ ー ビ ングも 亦 一 八 一 ー五年に再臨ぁるべしと唱道して彼の正^！^を疑はれた、 近頃に 至り 

バ ク スタ ー なる 人 あり 『紐 育 基督 敎 ヘラルド』 紙上に 一九 一 七 年 九月 十七 日に 再臨 あるべし と豫 言し 

て 恥辱 を 繰返し、 又 「牧師」 ラッセル 幾囘か 再臨 を豫 言して 當ら すせ の指彈 する 所と なった、 資に再 

臨 信^の 愼 むべき 攀 とて W 臨の 日と 時と を 指定す る 事の 如き はない、 再臨の 信仰の 貴き は 其 時日の 定 

まらざる にある、 恰 かも 死の 時日の {1  丈らざる が 如しで ある、 何時 來り給 ふか 知らざる が 故に 信者 は 腿 


に i して nrl^ むので ある、 再臨の 時日 を 知る は 害 ありて 益がない、 搏臨 信仰の 害 は 主として 此に 在る 

ので ある、 其 時日 を 知りて (知る と稱 して) 徒らに 騷ぐ、 再臨 は 固き 信念で ある、 時の 遲 速の 如き 其 

關 する 所でない、 主 は必す 臨り 給 ふ、 其 事 を 約束され て 他に 問 ふの 必要が 無い ので ある、 其 約束が 我 

等 を 潔め、 我等 を 高め、 我等に 感謝と 歡 喜と 希 の盡 ざる 生涯 を 供す るので ある。 (四月) 

時感ニ 三 

, ゝ  しはく 

〇 「余 は 斯る， を 信す る 能 はす」 とは所謂近代人が聖書の明^！：に傳ふる敎義に對して 展 發 する 言で 

ある、 余輩 は I る 人 等に 答へ て 曰 ふ 「信す る 事の 能な いのは 君の 不幸で ある、 眞理は 君の 反 對に遇 ひ 

たれば とて 誤謬と はならない、 余輩 は 君 を 信す るより は 寧ろ 聖書 を 信す る」 と、 自食 心の 强き 者と て 

近代 人の 如き はない。 

なか i 

〇 メソヂ スト 敎會の 或る 若き 神學 者に して 近顷歸 朝せ し 者 基督 ー冉 臨の 信仰に 就て 余輩の 仲 問の 一 人に 

告げて 曰 ふた 「そんな 事 を 信す る 者 は 米國の 識者 中に 一 人 も 無い」 と、 余輩 は 之に 答へ て 曰 ふ 「宜し 

ハ、 米 國人は 今日まで 數 多の 誤 護 を 我等 日本人に 傳 へた、 米國 人の 信ぜざる 事必 しも 眞现に 非す と 云 

た A  A  A  AAAAAAAAAAAAAAAAA  AAA  A  A  A  J"  -  A.  A  .51、 <J 、- <3 ト， 5  <=4 ひ 

ふこと. H s:^ 來な い 、 否 な 1  一一 一 n 仰 的 に 最も 淺簿 なる 米國 人が 信ぜ ざる 第 は甸て 眞理 に 近し と 云 ふ 寒 力 來 

A  C  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  ,0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 や.； 0  C  0  0  C で、 ：9、  0  32:,  0  -P  0  0  0 

る、 否 余輩 は 却て 彼等の 不信 を 憐み時 を 待て 彼等の 問に 宣敎師 を 遣りて 彼等の^ 妄を 開くて あらう」 

と、 然し 乍ら 米國の 識者 中 基督 w 臨 を 信す る 者 一人 も 無しと 云 ふ は 犬なる 虚偽で ある、 余 摩の 知る 範 

圍に 於ても 之 を 信す る 識者 は 決して Si くない、 要は 人に" 賴ら ざるに 在る、 米 國人豈 恐る.^ に 足らん や- 
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〇 基督 w 臨 を 迷妄 視 する 敎^ の 狀態を 見る に 其 祌學校 は 少しも 板 はす 其 生徒の 數は敎 師の數 よりも！！ 

く， 其俾 道心た る や 甚だ 微 にして 神學 者に して 傅 道に 從事 せす して 實 業界に 入る 者も尠 くない、 樹 

は 其實を 以て 知らる である。 (四 月) 

應 じ 難 き 注 文 

敎會 側の 注文に 曰く、 「力— ライルの 如く 男猛 なれ、 同時に フランシスの 如く 柔和 なれ、 而 してお 

の 一身に 二者の 美 點を實 現して 完全なる 人となりて 福 昔の 爲に盡 す 所 あれ」 と、 親切なる 勸告 である， 

然し 乍ら 應 する に^だ 難き 勸吿 である * 力 ー ライルの 如くに 成る は 難く ある、 亦 フランシスの 如くな 

る も 難く ある、 而 して 一 一 者の 長所 を 一 身に 收 むる は 是れ難 中の 最 難事で ある、 縱 し亦此 不可能 事を實 

現し 得る とする も 其 結 たる や 愛すべき 者に 非す して 嫌 ふべき 者で ある、 男 は 5?^ として 敬すべし、 女 

は 女と して 愛すべし、 ER 女兩 性的 人物に 至て は 人の 之 を 唾棄す る あるの み、 余輩 若し 敎會则 の 注文 を 

納れカ ー ライルに フラン シ ス を ねたる 人と ならん 乎、 先づ第 一 に 余輩 を 唾棄す る 者は此 注文 を發せ 

し敎會 なるべし、 福音と 預ー 一一 ほと は眞 理の兩 面で ある、 義憤な き 所に 眞理 はない、 然り、 愤 怒の 伴 は-ざ 

る 愛 は 偽りの 愛で ある、 余輩 は 恐る 敎會 不振の 一 因は餘 りに 完全 を 要求す るの 結果 何物 を も ざるに 

ある 事 を。 (五月 ソ 


神 は 愛な りと は 聖書の 敎 ふる 所で ある (約 翰 第一 書 第 ra 章 八 節)、 神は義 なりと は 亦 聖書の 示す 所 

である (同 二 章卄九 節)、 祌は 愛で ある、 故に 憐み給 ふ、 赦し給 ふ、 惠み給 ふ、 神は義 である. 故に 

怒り 給 ふ、 責め 給 ふ、 罰し 給 ふ、 神 は 美に 在りて 愛し 給 ふ、 愛の 故に 怒り 又 箱き 給 ふ、 神の愛 を 離れ 

て 其義は 無き が 如く、 祌の義 を 離れて 其 愛 は 無い、 聖 なる 哉、 聖 なる 哉、 聖 なる 哉、 萬 軍の 主 エホバ 

と； 大使 等の 欹ふを 預言者 ィザャ は 聞いた (ィザ ャ書六 章)、 聖 なる 神 は 不義に 耐へ給 はたい、 故に 彼 

は 時に 燒廳す 火 を 以てせに 臨み 給 ふ、 祌の 愛、 然り 神の愛 は キリストが 繩を 以て 鞭 を 作り 商人 等を逐 

^して 祌の殿 を 潔め 給 ひし 時に 顯 はれた、 「禍 ひなる 哉汝等 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ」 と 七 度 

繰返して 耐へ 難き 悲憤 を 發し給 ひし 時に 現 はれた、 愛に. E りて 怒る こと は 罪で はな.^、 祌は 愛なる が 

故に 其 愛を顯 はさんが 爲に 時に 義の爲 に 怒り 給 ふ、 愛よ 愛よ と 言 ひて 神の 義と其 義憤と を 避けん と 欲 

する 者 は 美の 極なる 祌の愛 其 物に 與 かる 能 はざる 者で ある。 (五月) 

福 音 と 豫 一一 目 

神の愛 を傳 ふる 者、 其れが 福音で ある、 神の 義を傅 ふる 者、 其れが 預言で ある、 而 して 預言 は 前に 

して 幅 昔 は 後であった、 前に 預言の 準備が あって 後に 福音の 宜傅 があった、 H リャは 先に 來る べしで 
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ある (馬 太傳 十七 章 十 節)、 彼れ 來 りて 萬 事 を 改めて 然る 後に キリスト は 臨り 給 ふたので ある、 賁に 

何れの 時代に 於ても- M 首 者の 準備 的 S3 現な くして キリストの 臨在はなかった、 先に サボ ナ ラ現は 

れて 後に ル ー テルが 屮 I たので ある、 ノックス 出て 蘇 格 蘭に 道德的 大掃除 を 行 ひしが 故に 彼國が 長き 年 

月 の 間 全世界 に 純 福音 を 供す る 其の 淵源と し て存 したので ある、 預言者 の 出ざる 所に キリストの 福 昔 

は榮 えない、 平和、 平和と 叫びて 預言者の ロを箝 して 神の 聖靈は 時まで 待つ も 降らない ので ある、 

何故に 敎勢は 振 はざる 乎、 何故に 熱心 は 起らざる 乎， 罪の 現 はれん こと を 恐れて 預言者の 出現 を妨ぐ 

るからで ある、 「エリヤ は 先に 来るべし」 である、 彼れ 來 りて 先 づ罪を 罪と して 現 はして 後に 罪の 赦 

St か いちじ 

しの 福 昔 は豊に 著る しく 降る ので ある。 (五月〕 

敎 會と豫 一一 目 

腐敗せ る 敎會の 特徴 は .m 言 研究 を 嫌 ふに ある、 彼等 は 神の 裁判 を 恐る、 故に 裁判 を 高調す る 預言 を 

ば ユダヤ人の 時代 思想な り、 迷妄な り、 非 基督 敎的 なりと 稱 して 之 を 避けん とする、 腐敗せ る 敎會に 

ヨハネの 默示錄 は 不用の 書で ある、 隨て 不可解の 書で ある、 テサロ 一一  ケ前 後書 は バウ B の 終末 觀を俾 

ふる 書と して バウ 口 研究の 好 資料た るの 外、 贲際 的に 川な き 書で ある、 馬太傳 二十 ra 章の 如き、 路加 

傳廿 一章の 如き ィ H スの ユダヤ 的 思想 を. 鋭 ふの 外、 是れ亦 信仰の 養成 上、 實際 的に 有らす もがな の 書 

である、 腐收 せる 敎會 は- M 敗せ る 本願 寺の 如く 神の 慈悲に 就て 聞かん と 欲して 神の 公義に 就て 知る を 

好まない、 腐^せる 敎會 が社會 業に 汲々 たる は 之に 由て 己が 腐敗 を 忘れん が爲 である、 彼等 は不； IH 


者に 對て悔 改を勸 むる も自 から 悔改 むる の 心 を 有たない、 預言 硏究を 怠り 之 を 嫌 ふ 敎會を 探り 見よ、 

必すゃ 其 內 に 多くの 耐へ 難き 腐敗の 堆積す る を 見ん、 預言 は 敎會の 健， 不健を 試す 爲の 最良の 試驗石 

である。 (五お〕 

安全の 地位 

自分で 揮んで 從 したる 傅 道で ない、 神に 餘儀 なく せられて 就いた 此職 である、 故に 人 は 3： 人と 雖 

も 之 を 我より 奪 ふ 事 は 出来ない、 亦 我れ 自身と 雖も之 を 廢んと 欲して 廢る 事が 出来ない、 我れ 我が 職 

に忠實 にして 世界 は總掛 りと なりて 寸毫 たりと も 我 を 動かす 事が 出来ない、 「祌は 我等の 靈魂を 生存 

へしめ、 我等の 足の 動かさる &事を 許し 給 はす」 と あるが 如し (詩篇 六十 六篇九 節)、 祌 のおめ 給 ひ 

し 地位に 立ちて 我に 競爭者 あるな し 所謂 運 励の 必要 あるな し、 r 汝 (祌) に 選ばれ 汝に 近づけられて 

お ほに は tt  5 いは  t  二と 

大 庭に 住 ふ 者 は 福 ひなり」 と あるが 如し (同 六 五篇四 節〕、 實に 神に 選ばれて 我 は 狹き競 爭場裡 に 働 

く 者に 非す、 ^き大 庭に 住 ふ 者で ある、 斯くて 他に 對 して 寛大で あり 得る、 敵に 對 して 忍容 であり 得 

る、 大 なる 平安 は 我心の 底に 宿り、 巨 浪我身 を 掩ふも 我 衷に平 穩の隱 所が ある、 祌に擇 ばれ 彼に 遣 さ 

れ たので ある、 人 は 我 を 如何と もす る 事が 屮：： 來 ない、 然り祌 の 据ゑ給 ひし 磐に 當る者 は 陶工の 器具の 

みづ  おの  つちく に 

如くに 自 から 己が 身 を 打 体く であらう。 (六月) 
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排斥と 說敎 

敎會の 監督 牧師 長老 等 は 能く 余輩 を 排斥す る 事が 出來 た、 然し 乍ら 余 華に 代て^ 書 を 講じ； 幅 音を說 

く 事が 出來 ない、 彼等の.^ に數 多の 祌學 博士 あるに 非す や、 然るに 其 一人たり と 雖も余 _ ^の 去りし 高 

壇に 登り て 余輩が 爲 せし 丈け の 事 をす ら爲し 得る 者が な い 、 是れ 確に 彼等が 祌に 棄られ し 說據 で は な 

い 乎、 排斥運動 は 誰に も屮 I 來る、 然り 排斥運動の 達人 は惡 魔で ある、 然れ ども 祌に 愛せら る K 者の み 

が 能く 有效 的に 連 緩 し て 福音 の 眞理 を講 する 事が 屮： 來る、 心に Isil を 宿す にあら ざれ ば 感謝と 歡 喜と 

滿 足と を 以て §め 一書 を 速 綾 的に 講 する 事が 出来ない、 噫 余輩の 排斥 者よ、 汝等河 故に 余輩の 去りし 高 壇 

を充 たす 能 はざる 乎、 汝 等の 福 昔 は 何 所に 在る や、 國民は 神の 言 を 聞く の 饑饉に 苦しみつ 、あるに 非 

す や、 排斥運動 のみが 汝 等の 能事なる や、 噫 我等 は汝 等の 口より sr つる 生命の 言 を 待ちつ. - ある、 汝 

等 之 を 有せざる 乎、 然 らば 汝 等の 職 を 去れよ、 噫バ アルの 預 、言 者 等よ、 我等 は汝 等の 奮起 を俟 ちつ & 

ある。 (六月) 

排斥と 宣揚 

ためし 

歷 て 以來来 だ 曾て 有力 敎會の 排斥に 遇 はすして 新 宗敎の 興りし 例 ある を閱 かない、 猶太 敎の排 

斥に 遇 ふて 基督 敎與 り、 天主 敎の棑 斥に 遭 ふて プロテスタント 敎與 り、 英國々 敎會の 排\1^ に 遇 ふて メ 


ソヂ スト 敎、 バ プチ スト 敎 等の 新 信仰が 興った、 其 他 我國に 在りても 淨土宗 日蓮 宗 等の 興りし も皆然 

ら ざる はなし、 而 して 余輩 幸に して 我 國ん： '日の 組合 敎會、 メソヂ スト 敎會、 日 敎會 等の 排斥に 遇 ふ 

て 自身、 ^言 仰 出現の 榮 譽に與 りつ k あるに 非す やとの 感を懷 かすん ば あらす、 微弱なる 是 等の 諸？.^ 

會、 之 を 有力 敎會 と稱 する の だ不當 なる を 知る と雖 も、 彼等の 排斥 も 亦 多少 新 信仰の 與起を 按けざ 

るに 非す、 是 等の 諸 敎會も 亦 神の 聖 手の， ^にせして 或る 種の 善事 を爲 しつ i ある、 彼等 は 光 を 排斥し 

て 光の 官- „f を援 けつ i ある、 「光 は 暗に 照り 暗 は 之 を曉ら ざり き」 と ある (約 翰 偉一 章 五節/ 或は 

一一 一一 「—ふ 「隨ら ざり き」 は 「爾 へ ざり き」 と譯 すべし と、 然り暗 は 光 を 抑 へんと 欲して 却て 之 を 揚げつ. - 

あるので ある。 (六月) 

敎職 心理 . 

基督 敎靑 年會 の 高 壇 は 素 K 基督 敎 をます る爲に 設けられ たる 者で ある、 然るに 今や 其の 基督 敎 の 爲 

に^ ゐら る.，^ 極めて 稀に して、 藝 術の 爲に、 政談の 爲に、 殖産の 爲に、 然り 時には 佛 敎の爲 に、 神 

せ 一の 爲に用 ゐらる k を 常と す る 、 基督 敎靑 年會 に 於て 基督 敎は fig くし て 基督 敎以 外の 者が 强く ある、 

而 して 其 聖壇が 常に 汚されつ k あるに 關 はらす 監督 牧師 祌學 博士 等が 之に 對 して 未だ 曾て 一 囘も 非難 

の 聲を擧 げし こと ある を 聞かす、 然るに 偶々 余 が 之 を 利^して、 一年 有半に 亙りて 速 緩 的に 其の上 

より 聖書 を 講 する や、 彼等 は 異口同音 「蜂の を 突きた るが 如」 くに 余輩 を 排斥し、 余輩が 終に 之 を 

去らざる を 得ざる に 至て 彼等 は 始めて 平安 を 得たり、 奇異なる は 是等敎 職 輩の 心理 狀態 である、 彼等 
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が 嫌 ふ 者に して 他人に 由て 俾 へらる.^ 基 哲敎の 如き はない、 基^^敎靑年會の高境の尺八^£瑠璃の演奏 

<"<1<1<<:<:<1厶<1<1<:厶<1<1<3<3厶厶<"<-<3厶<3<3<3  <"厶<1<3<1<1<  △△<"<:△△  △<:<:△<"  厶 

の 爲に用 ゐらる k 事 を 担まざる 牧師 監督 等 は 余輩が 之 を 聖書 講演の 爲に用 ゐる事 を 担む ので ある， 奇 

なる 哉。 (六月) 

唯一の 信仰 

信仰 は 多種で はない、 唯一 である、 米國 人の 信仰 あるな し、 英國 人の 信仰 あるな し、 日本人の 信仰 

あるな し、 叉 商人の 信仰 あるな し、 勞働 者の 信仰 あるな し、 農家の 信仰 あるな し、 官吏の 信仰 あるな 

し. 華族の 信仰 あるな し、 平 1^ の 信仰 あ •  る なし、 信仰 は 唯一 である、 信仰 は 之を懷 くお の人秘 又は 職 

業义は 階級に 由て 與ら ない、 信仰の 貴き は 之が 爲 である、 信仰 は 唯一なる が 故に 之に 由て M 民 平等、 

§： 海 皆 兄弟た る を 得る ので ある、 然 らば 唯一 の 信仰と は 何で ある 乎、 余 は 之 を 加 拉太書 第二 章 二十 節 

に 於て 見る. 曰く 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり. 4^ 早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生ける 

なり， 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に 己れ を捨し 者、 卽ち祌 の 子 を 信 やる に 由 

りて 上 ナる J よ り 

是は 信仰で あるより は 寧ろ 資驗 である、 實驗 より 出る 信仰で ある、 此 信仰の 有る 者が 信者で ある、 此 

信仰の 無い 者 は 信者で ない、 信者 はすべ て此 信仰の 上に 立ち、 此 信仰に 由て 生く るので ある、 而 して 

此 信仰 は學 問に 由て 得らる 、者で ない、 聖靈 の 働きに 由り 神の 賜物と して 信者 の 心に 起る 者で ある、 


故に 貧富、 智愚、 上下の 差^な くす ベて 神の 擇み給 ひし 者の 心に 起る 者で ある、 而 して 信仰であって 

學說 でない、 「如何で も 可い 者」 でない、 信仰で あるが 故に 生命で ある、 故に 死 を 以て 守るべき 者で 

ある、 キリストと 彼の 十字架、 是れ なくして 基督教 は 無い、 基督 敎は 倫理で ない 道德 でない、 慈善で 

たい 社會 改良で ない、 政治で ない デ モ クラ シ ー でない、 キリ ス トと其十字架を基礎とする救.1と希&^| 

すべて  A こな ひ おの  いづ 

と歡 喜と である、 而 して 此 信仰が ありて 凡の 善き 行爲 が自づ から 湧出る ので ある、 此 信仰が ありて 學 

者 は 善き 學 者たり 得べ く、 勞働者 は 善き 勞働 者たり 得べ く、 各自 其 職に 在りて 最も 完全に 其 職務 を 架 

たし 得る ので ある， 實に。 ハウ 口 は 「我れ キリストと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外 は 何 を も 知る まじ 

と 意 を 定めたり」 と 言 ひて 萬 事 を言盡 したので ある。 (鐵道 ミツ シ ョ ン集會 に 於て 述べし 所の 大意) 

(六月) 

信じ 難き 信仰 

キリ ス トは W び 臨り 給 はない と 云 ふこと は 誰に でも 出來 る、 是れ 何等の 信仰 を も 要せす して 何人も 

言 ひ 得る 所で ある、 故に 不敬虔の 不信者、 不信仰の 敎/ 皆 信者 等 は 何の 揮る 所な くして キリスト 再臨の 

如き 到底 有るべからざる 事な りと 唱ふ、 然し 乍ら 難き は キリ ス ト 再び 臨り 給 ふと 言 ふこと である * 是 

れ强き 確信な くして 言 ふ 能 はざる 事で ある、 縱し 迷信で あると する も 心に 大に 期す る 所な くして 唱ふ 

る 能 はざる 事で ある、 「キリスト 再臨せ す」 と、 斯く唱 ふれば 安全で ある、 彼 は 容易に 臨り 給 はない、 

世 も 亦 再臨 を 信ぜす 之 を 望またい、 せの 信ぜざる 事 を 我 も 亦 信ぜす と 言 ふ、 如何なる 信仰的 弱 蟲と雖 

大 E  < 年  -  六 五 I 


感 想  六 五 二 

も 斯く唱 へて 何の 撣る所 はない ので ある、 善 蔡は遲 滞し = ^し、 宇 {巾 最大の 善事た る 基督 W 臨の 遲滯し 

a- き は 勿論で ある、 而して此遲滯し》^き善事の到來に11し失せなんとする信者の希&1^.:を維持するのが 

まちの， 

敎師の 職務で ある、 然るに 敎師自 から 進んで 主 は 臨り 給 はす 彼 を 待望む は 迷信な り W 臨の 希 51- の 如き 

は 之 を 抛棄す るに 如かす と 云 ふ、 斯 くして 敎師は 其 職務 を拋棄 する ので ある、 彼 は 自身 信仰的 努力に 

堪 ゆる 能 はす、 故に 自身 先づ 信仰 を 去りて 他に 亦 去らん こと を勸 むる ので ある、 信じ 難き を 信す るの 

が 信仰で ある、 み 漏き を むの が 希望で ある、 然るに信じ難きが故に信ぜすと言ひ§"^-み難きが故に 

§ポ ますと 云 ふ、 然 らば 信仰 も 希望 もあった ものに あらす、 玆に 至て 宗敎は 化して 政治と なり、 人 はた 

だ 見 ゆる 所に のみ 從 つて 歩めば それで 安全なる ので ある、 然し 乍ら 政治 は 宗敎の 用を爲 さない、 人の 

靈魂は 深き 强き 信仰 を 要求す る、 彼 は 信仰の 努力 を 喜ぶ、 信じ難きを信じ&.^|み難きをぱ^まんと欲する、 

アブラハム 祌を 信じければ 神 は 其 信仰 を義 とし 給へ りと 云 ふ、 キリストの W 臨、 信じ 難き は 勿論で あ 

る、 然し 乍ら 之 を 信じ 得て 感謝し、 §ー^!み得て聖潔の靈の我に宿りしを知るのでぁる、 迷信と 云 ふ、 然 

り、 信ぜざる 者の 立場より 見て すべての 信仰 は 迷信で ある、 我等 は 己れ に 「迷信」 の 護るべき ある を 

感謝すべき である。 (六月)  ， 

基督 者の 義 

クリスチャン  ど. 7 

「基督 者 他な し 義人な り」 と 云 ふ 者が ある、 卽 正義の 人で さへ あれば 其の 人 信仰 は怎 であらう とも 

其 人 は 共  1 赞者 であると 云 ふ、 卽ち： P 敎 信者た る 可な り， 佻敎 信者た る 可な り、 無神論者 たる 亦 可な リ、 


正義 を 愛し 之 を 行 ふ 者 は 凡て 基督 者で あると 云 ふ、 {是 に 道理ら しき 見方で ある、 世に 正義の 士に 非-ず 

して 自ら 基督 者な りと 稱 する 者 あるが 故に 斯 くの 如き 意見が 行 はる i の である、 然し 乍ら 義人 必 しも 

すべて 

基督 者で はない、 基督 者 は 勿論 義人で ある、 然し 凡の 義人 は 基督 者で はない、 基督 者 は 義人の 一種で 

ある、 自分の 義を行 ふ 者で はない、 祌の義 を 行 ふ 者で ある、 而 して 祌の義 は 正義 人道と 稱す るが 如き 

倫理 學上 の義 ではない、 彼が 遺 はし 給 ひし 御子 イエスキリスト である、 イエス は 神に 立ら れて 基督 者 

クリスチャン 

の義 となり 給 ふたので ある (コ リント 前書 一章 三十 節)、 故に 若し 基督 者に 義が あると すれば 夫れ は 

イエス を 信す るの 義 である、 是れ バウ 0 の 所謂 「神の 人を義 とし 給 ふ義」 であって 此 世に 儔な き義で 

ある、 而 して 信者に 在りて は 神の 此の 義を 信す る 事、 それが 彼 (信者) の義 である、 此を 措いて 他に 

クリスチャン 

某ー督 者の 義 あるな しで ある、 基督 者 は 義人で あると 云 ふはィ H ス キリス トと 彼の 十字架 を 信す ると 云 

ふ 事の 外に 無い ので ある、 然 らば 基督 者は此 せの 義人 以下の 義人で あるかと 云 ふに 決して さう ではな 

い、 自ら 義人た らんと 欲せす して 神に 義と せられし 基督 者 は 義務と して 義を行 ふ 者に 非す して 性質-こ 

して 義を 愛する 者で ある、 彼は聖 善の 靈に 由て 搏び 生れし 者で あるが 故に 義は 彼の 自然 性と 成る ので 

ある、 故に 彼 は 努めて 義を 求めざる も義は 自然 的に 彼より 流れ るので ある、 斯 くして 彼 は 道義の 範 

圍を脫 して 道義 以上の 動機に 因て 義を行 ふ 者と 成った ので ある、 故に 外より 彼 を 見て 普通の 義人と 多 

く 異なる 所な しと 雖も、 衷 より 彼 を 見て 彼 は 全然 別種の 義人で ある、 基督 者 は 神に 由て 生れし 者で あ 

つて 祌の 子で ある、 故に 祌の聖 きが 如く 聖く なりつ、 ある 者で ある、 基督 者 は 日に日に 神の 子 イエス 

キリスト を仰瞻 るに 由て 其 義を已 が 所有と 爲 しつ \ ある 者で ある。 (七月〕 

大正  <  年  六 五三 
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文學 者の 信仰 

當 にならぬ 者と て文學 者の 基督 敎の 信仰の 如き はない、 彼等 は 基督 敎に 接して 之 を歡迎 する、 之に 

愤憬 る、 其 美的 一 面 を視て 之に 引附 けられる、 然れ ども 一 朝其嚴 格なる 道德的 求に 會 ふや 之に 耐 へ 

.U ちま  すてさ  し i リベ 

得すして 忽ち 之を棄 去る を 常と する、 文學 者に して 忠實 なる キリストの 僕と して 其 一 生 を 終る 者は甚 

だ 稀で ある、 彼等 は 自由 を 愛する と稱 して 如何なる 律法に も耐 ゆる 能 はす、 正直 を責 ぶと 稱 して 如何 

なる 信仰 を も 懐く ことが 出来ない、 彼等 は 放縦の 人た らんと 欲し、 思想に 於ても 行爲に 於ても 何等の 

拘束 を も 受け ざらん と 欲す、 而 して 斯 かる 人 等に 基督 敎が 解らない の は 勿論で ある、 基督 敎は 愛の 宗 

敎 である、 義に 基く 愛の 宗敎 である、 故に 嚴 格なる 義の耍 求に 應ぜ すして 基督 敎の愛 を覺る こと は 出 

來 ない、 罪 を 罪と して 認め、 罪の 價は 死なり と 信じて、 自身 罪の 子た る 以上、 死の 刑罰 を價 ひする 者 

なる を 承認して のみ 初めて 基督 敎の 有難 さが 解る ので ある- 然れ ども 是れ 大抵の 文學 者の 爲す能 は ざ 

る 所で ある、 彼等 は 夫れ が爲 めに 基督 敎を 去て、 他に 彼等に 都合 好き 人生 祈 ：！ 學に 走る ので ある、 文學 

者 は 律法な き 福音、 條件 なき 愛 を 要求して 止まない ので ある、 故に 十字架 を 中心とする 基督 敎に耐 へ 

得ない ので あ る、 必竞 する に 文 學者は 思想 の 人であって 實 行の 人で ない、 好樂の 人であって 奮闘の 人 

でない、 筆 執る 人であって 槌ゃ 鶴嘴 や 鋤 を 手に する 人で ない、 故に 大工の 子なる ナザ レのィ H スの敎 

は 解せ んと 欲して 解し 得ない ので あ る 、 文學は 基督 敎を解 せんと 欲する 者の 揮む ベ き最惡 の途 である- 

は o か 

學もェ 學も现 學も農 學も然 り 亦法學 も、 人 を キリ ストの 福 昔に 導く 途 として 優に 文學 以上で ある、 


宗 敎は實 験で ある、 人生の 深き 事實 である、 宗敎は 行って、..， 闘って、 苦んで 信す る 事が m-I 來る、 考へ 

て， 夢み て、 樂 しみながら 解す る 事 は出來 ない、 文 學者は 批評家、 劇作家、 小說 家、 然り、 特^の 場 

合に 於て は 詩人と 成る 事が 出来る、 然れ ども 十字架 を 負 ふて キリストに 從 はんが 爲に は、 彼等 は餘り 

に1|5^|でぁる、 纖樊 である、 勇氣が 足りない。 (七月) 

祌 第 一 

基督 敎は 先づ第 一 に ディビ 一一 チ ー (神性) である、 然る 後に ヒ ュ， 'マー ーチ ー (人性) である、 先づ 

第一 に祌を 愛する 事で ある、 然る 後に 人 を 愛する 事で ある、 先づ 第一 に 神政で ある、 然る 後に 帝政 义 

は 政と 稱す るが 如き 此 せの 攻 治で ある、 基督 敎に 在りて は 神が 第一 にして 人が 第二で ある、 信者 は 

た， •  -？  すべて よきち 刀 

先づ 第一 に 神の 國と共 義 と を 求め、 然る 後に 其 結 菜と して 此教の 凡の 美 物 は 彼等に 加 へらる k ので 

ある、 此 順序 を 棘 倒して 基督 敎は 無い ので ある、 而 して 歐米 今日の 基督 敎は 此の 無に 等しき 基督 敎で 

ある、 卽ち人 本位の 基督 敎 である、 社交的 基督 敎と稱 して 先 づ人を ほして 然る 後に 神 を 愛せん とし、 

改良され たる 社會に 於て 祌の國 の 實現を 見ん と 欲する 基督 敎 である、 偽の 基督 敎 である、 故に 基督教 

の 目的 を 達し 得ざる 基 Sgs 敎 である、 先づ 第一 に祌、 神と 和らぎ、 祌に服 ひ、 祌を 愛して、 然る 後に 地 

上の 平和、 社會の 完全、 人類の 幸福 を 期待す る 事が 出来る、 我等 は此 大事に 關 して 欧米人に 傚 はす 

して 直に 聖書に 學 ぶべき である。 (九月) 

大正 八 年  六 五 五 
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神 人 交 通の 途 

神と 人との 關係は 直接の 關 係に 非す して 間接の 關係 である、 神の 子に して 人の 王なる ィ H ス キリス 

トを 通う しての 關係 である、 ィ H ス  一一 一一 c ひ 給 はく 「我 は途 なり 誠な り^ 命な り、 人 もし 我に. E ら ざれば 

父の 所に 往 くこと 能 はす」 と (ヨハネ 俾 十四 章 六 節〕、 神 は キリストに 在りて 人を迎 へ、 人 は キリス 

トに 在りて 神の 所に 往く、 祌人 交通の 途唯此 一途 あるの みで ある、 然るに f 代の 人 は 言 ふ 「是れ 神人 

交通の 途を 制限す る 者な り、 祌は宇 の廣 きが 如く 廣し、 人の 彼に 到らん と 欲す、 3 豆 キリスト 一 人に 

のみ 由らん や」 と、 是れ 或は 祈 1： 學 なるべし、 然れ ども 聖書の 基督 敎に 非す、 聖書の 基督教 は キリスト 

である、 彼 を 離れて 眞理も 生命 も 無い ので ある、 而 して キリスト は 個性で ある、 一人の 人で ある、 彼 

に 由り て 神 は 人に 臨み 人 は 神に 到る ので ある、 而 して キリストに 由らざる 神人 交通 はすべ て 失敗で あ 

る、 歐米 諸圃に 於て キリスト 拔の 「廣き 基督 敎」 の唱 へらる、 此 時に 際し、 我等は彼等歐束^-んに傚は 

すして 直に 聖書に 學 ぶべき である。 (九月) 

「先 づ經^ 的 慰安 を 供へ よ、 然 らば 心靈的 にも 亦 平安なる を 得べ し、 人 は 第一 に 肉に して 第二に 靈 

みつ  み；！  みち 

なり， 故に 肉に 足りす して 靈に充 る こと 能 はす、 肉の 要求 を充す は是れ 靈の耍 求に 應 する の途 なり」 


と、 以上 は社會 民主々 義 者の 叫びに して 又 現代人 全體の 叫びで ある、 而 して 基督 敎會も 亦 之に 和し， 

社會 運動 是れ 基督 敎 なりと 稱し、 所謂 「飮 食の 事に 仕 ふる」 を 主として 福音 宣傳を 輕んす (行 傳六章 

らさら か  >- くわ  VS ろ 二び 

二 節/ 然れ ども 聖書 は 明白に 示して 曰 ふ 「神の 國は飮 貪に 非す 唯義と 和と 聖靈に 由れ る歡樂 にあり」 

と („1 マ 書 十 g! 章 十七 節)、 「衣食 足りて 禮節を 知る」 と 云 ふ は儒敎 であると 同時に 父 純然たる 物質 

主義で ある、 「困苦 も 迫害 も 飢幾も 裸體も 我ら を 我主ィ H ス キリストに 賴る 神の愛より 絶す こと 能 は 

ざる を 我 は 信す」 と 云 ふの が 基督 敎 である (同 八 章 三 五節)、 聖書の 示す 所に 依れば 靈は 主にして 肉 

は屬 である、 人 は 靈に充 ちて 肉に 足る こと を 知る ので ある、 祌 より 出て 人の すべ て 思 ふ 所に 過る 聖靈 

よろ 二び  かなし,^  かち  あまり 

に 由れ る 歡樂は 人生の すべての 悲痛に 勝 得て 餘 あるので ある" (九月〕 

淸 秋雜感 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

〇 余 は 常に 思 ふ 余に 若し 一 一十 人の子 女 ありと する も 余 は 其 一 人 をも宣 敎師學 校に 送らざる べしと、 {Jl 

敎師は 信者 を 作らん とする、 故に 作り 得たい ので ある、 信者 を 作り 得ない のみなら す 最大の 偽善者 を 

作る ので ある、 自分 は 偽善者な りと 知りながら 偽善 を 行 ふ 者 は 其僞善 を悔改 むる 機會が ある、 然し 乍 

ら 自分 は 立派なる 信者で あると 思 ひながら 偽善 を僞 善と 知らす して 行 ふ 者が 其 偽善 を 認めて 排斥 せん 

とする に 至る は殆 んど& _A むべ からすで ある、 而 して 宣敎師 は 信者 を 作らす して 信者の 役者 を 作って 悔 

改 の機會 最も 勘き 第一 一種の 偽善者 を 作る ので ある、 斯 かる 信者 は 能く 歌 ひ 能く 祈り 能く 勸め 能く 泣く I 

然れ ども イエ ス キリストの 心に 至りて は、 彼等 は 其 初 步をも 知らないの である、 人の 心靈 上の 危險に 

.K 正 八^  六 五 七 
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して 之より 大 なる 者 はない、 バウ B の 所謂 「敬虔の 貌 あれ ど實は 敬虔の 德 を棄」 とは此 種の 心的 狀態 

を 指して 云 ふたので あると 思 ふ C テモテ 後書 三 章 五節)、 信仰の 貌 ありて 信仰の 實 なき 者、 信仰 を藝 

術と して 52! 得して 信仰 其 物を實 得せざる 者、 信仰 を 社 會の舞 臺に演 する 者、 信者の 役者、 是れ 宣敎師 

學 校の 作る 所謂 「信者」 である、 余 は 余の 子女が 斯 かる 基督 信者た らんより は 寧ろ 純然たる 不信者た 

らん is! を 欲する、 不信者 を 信者と なす 希 が ある、 乍然 信者の 役者 を眞 正の 信者と 成さん 事 は 殆ど 不 

可能で あると 云 ひて 差 支がない、 今日まで 最も 多く 余を惱 ました 者 は 無神論者 でもない 偶像 信者で も 

ない、 宣 敎師學 校に 在りて 「信者」 とせられし 「信者」 である、 彼等 は 信仰に 就て 萬 事 を 知って 居る、 

故に 何も 知らない、 彼等 は 余の 兄弟で あり 姉妹で あると 思 ふて 居る、 然れ ども 彼等 は 余の 最惡の 敵で 

ある、 余が 嫌 ひ 忌む 者に して 彼等の 如き はない、 余 は 彼等と 信仰の 根抵を 異にして 居る、 淘に 習慣 的 

に 基督 敎を學 びて 之 を異敎 徒に 傳 へんと す る外國 宣敎師 に 子弟 を 委託す るに 勝る 危險 はない、 是れ靈 

性の 破 壌で ある、 余 は 多くの 辛ら き 經驗を 嘗めし 結 ra^ として 此 不祥事 を 表白 せざるを得ない。 

〇 多くの 淺 薄なる 偽の 基督 敎に 接觸 して 余 は舊き 日本 道 德を慕 はざる を 得ない、 余 は 時には 叫ぶ ので 

ある I  would  rather  bs  a  lieatlien  tlian  Is  a  (余 は 寧ろ 基督 者た らんより は 寧ろ ヒ 

1 ズン たらん) と、 然し 乍ら 余 は 基督 信者と して 余の 生涯 を 終る であらう、 歐 米の 似而非なる 基督 信 

者に 傚 はすして キリス トと 彼の 直弟子に 從 ひて 單獨 にして 嚴 正なる 信仰の 道を迎 るで あらう、 哲人 キ 

ルケ ゴ I ルに傚 ひ 萬 止む を 得すん ば 余 一 人 丈け なりと も眞 正の 基督 者た らんとの 覺悟を 以て 余の 最善 

を 試む るで あらう、 偽らざる 日 木 道德の 上に 同き 基督 敎の 信仰 を 築く であらう、 日本 武士が キリス 卜 

の 僕と 成りし 者と なる であらう、 米國の 商人 ゃ勞働 者が 宣敎師 となりて 我 國に傳 へし 基督 敎を 信す る 


こと 無くして、 武士ら しき タル ソ の バウ 口が 傳 へし 武士 的 基督 敎の 誠實 なる 信者 たるべく 努力す るで 

あらう、 宣敎師 的 基督 者た る は 日本人と して 恥辱 此上 なしで ある。 (九月) 

秋 来る 

す V て よき こ i 

秋が 來た、 余輩の 活動が 始まる、 余輩の 反對 者の 活動 も 始まる、 萬 事が 善事で ある、 之に 由て 眞理 

は S 々閬明 せらる、 神の 榮光は 益々 揚る、 人 は 皆 不完全なる 者、 賴り にならぬ 者と 證 明せられ て 人々 

は 各自 神と 直接 關 係に 人るべく 餘儀 なくせら る k ので ある、 「凡の 人 を 偽と する も 祌を眞 とすべし」 

である、 縱し 余輩 自身が せ を 迷 はす 者、 基督 敎を 誤る 者と 見做さる i も 若し 神の 眞理が f に 受けら る 

るに 至らば 余輩の 滿足此 上な しで ある、 余輩 は 自分 を廣吿 する 爲に 働かたい 積り である、 福音 宣揚の 

爲 め犧牲 として 使 はる、 ならば 感謝 此上 なしで ある。 (九月〕 

信仰と 神學 

信仰 は 詩で ある、 歌で ある、 音樂 である、 思索で はない、 議論で はない、 然れ ばと て 思索し 難い 者 

ではない、 餘り 深く して 思索し 盡す こと 能 はざる 者で ある * 故に 信仰 は 之 を 表 はさんと 欲して 自ら 斷 

言す るので ある、 曰く 「我れ 信す」 と、 哲學は 之を稱 して 獨斷的 主張と 云 ふ、 然れ ども 信仰 は 自個を 

說明 せんと 欲して 能 はない ので ある、 信仰 は 生命 其 物の 聲 である- 故に 自 から 歌 ひ 且つ 躍る ので ある、 

大正 スノ年  -  六 五 九 
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其點に 於て ブラト ー も バウ II もァゥ ガス チ ンも 一 致して 居る、 彼等の 哲學叉 は 神 學と稱 する 者 は 近代 

人の それと は 全く 異なり 詩歌の 一 種であって 組織的 思惟の 結果で はない、 ル ー テル 曰く 「神學 は音樂 

の 一 種な り」 と、 完全の 調和、 無限の 歡喜、 宇宙と 人生と がー 團 となり、 理性と 靈性 とが 一 致して 躍 

り 喜ぶ 所に 本當の 神學が ある、 斯くて 基督 者 は 备自其 知識の 程度に 隨 ひ祌學 者で ある、 彼 は 自己 を祌 

の 獨子ィ H ス キリス 卜の 立場に 於て 見る が 故に 萬 事 萬 物 を 調和 的に 觐 るので ある、 「萬 物 彼に. おりて 

存っ こと を 得る 也， T  (十月) 

赦 さる、 時  . 

罪 は 罪 を 罪と 認 むる 時に 赦 される、 神が 罪に 對 して 加へ 給 ふ 刑罰 を 正 當と認 むる 時に 赦 される、 罪 

は 祌を怨 んで赦 されない、 彼の 慈愛 を 疑 ふて 赦 されない、 義の 神の 義を 認めて 赦 される、 祌は其 無限 

の 愛を以 てす る も 罪 を 罪と^ めざる 罪人 を 赦す事 は 出来な い、 ヨブ が 自己の 無辜 を 辯 護し つ k ありし 

間 は 艱難 は 彼より 去らなかった、 彼が 謙 下りて H ホバに 向 ひ 「我 は自 から 了 i 解ざる 事 を 言 ひ、 il^ から 

知らざる 抑り 難き 事 を 述べたり …… 是を もて 我れ 自 から 恨み、 塵 灰の 中に て悔 ゆ」 と 言 ひし 時に エホ 

バは ヨブの 艱難 を 解きて 彼れ を 舊に復 し 給 ふた (約 百 記 ral 二 章)、 人 は 如何に 義 しき 人な りと 雖も神 

に 逆 ふ 事 は 出来ない、 己が 罪 を 認めて 神の 赦免 を 求む る 迄で ある、 我 は 我が 罪の 爲に 罰され 亦 我が 父 

母 祖先 又社會 の 罪の 爲に 罰せら る、 我 は 神 を 恨む ベ きで ない、 正當の 刑罰と し て 之に 當る べきで ある、 

而 して 我に 此本當 の 悔恨の 心の 起り し 時に 祌は 其の 憐愍 を 現 はし 給 ふて 我が 罪を赦 し、 我心に の 


膏を 注ぎ 給 ふ。 (十月) 

満腔の 満足 

リ Q れ  かなし, A  よろこび 

詩人 ゲ ー テは 自己に 問 ふて 言 ふた 「我に 是 等の 悲痛と 歡 喜と ありし は 何の 爲め ぞ」 と、 而 して 彼 は 

斯く 自己に 問 ふて 自己に 答へ 得なかった、 人生の 悲痛と 失望と 煩悶と 是れ 何の 爲ぞ と、 人 は 何人も 人 

生の 終末に 近いて 此 問題の 解決に 茶く 困 めら る &の である、 而 して 此 問題に 對 して 滿 足なる 解決 を 有 

々リス チャン  いひ 

する 者 は 唯 基督 者 あるの みで ある、 「是れ キリスト を 知らん が爲 なり」 と 答へ て 彼は滿 腔の 感謝 を 言 

表して 除す 所がない ので ある、 人生の 此 悲痛、 此 失望、 此懷 疑、 身 を 研る、 が 如き 耐へ難 かりし すべ 

くるしみ  つ ケなひ  ： ろ 

ての 患 苦、 是れ 彼に 取りて は 意味な き 者ではなかった、 之に 充分の 報償が あった、 彼 は 無益に 苦しん 

つぐな  さかえ か やき  しつ 力 た 

だので はない、 彼が 得し 者 は 失 ひし 者 を 償 ひ 得て 餘り あるので ある、 彼 は 神の 榮の 光輝 その 質の 眞像 

なる キリス トイ H スを 知る 事が 出来た、 實に 彼れ キリ スト を 知る こと は 神 御自身 を 知る 事で ある、 故 

** こと いのち  くるしみ 

に 彼 を 知る こと は眞の 生命で ある (約 翰傳 十七 章 三 節)、 キリスト を 知らん が 爲の患 苦と a- へば 如何 

くるしみ  く. oljr^  *H こと 

なる 患 苦 も 息 苦で はない、 實に 此の 率に 關 する パ ゥ B の實驗 はすべ ての 基督 者の 實験 である。 

實に然 り、 我れ 我主ィ H ス キリスト を 知る 事 を 以て 最も 優れる 事と する が 故に 凡の もの を 損と な 

これら  おも 

す、 我れ 彼の 爲に 旣に此 等の もの を 損せし かど 之 を 糞土の 如く 意へ り、 是れ キリスト を 得て 信仰 

に 基き て 神より 出る 義、 卽ち 律法に 因れる 己が 義に 非す、 キリスト を 信す るに 因れる 所の 義を有 

よみ へり ちから  し^が  くるしみ ぁづか 

て キリストの. 中に 居り、 彼と 其 復活の 能力 を 知り、 その 死の 狀に循 ひて 彼の 患 苦に 與り、 鬼に も 


^  想  六な 二 

よみが 

角に も 死た る 者の より 甦へ る 事 を 得ん が爲 なり (畔立 比 書 三 章 八 節 以下〕。 

キリスト を 知る 爲の患 苦で ある、 彼の 息 苦に 與 りて 彼と 榮光を 共に する 爲の忠 苦で ある、 此 目的 を 達 

する を 得て すべ ての 忠苦は 損害に 非す して 利得で ある、 キリス トを 知る の歡 喜に. 比べ て 我が 失 ひし 此 

# のす ベての 歡喜、 すべての 滿足は 之 を 糞土と 稱 して 可なる 者で ある、 主ィ H ス キリスト は 人生 問題 

の 唯 一 の 解決で ある、 彼 を 知る を 得て 患 苦の 意味が 明瞭に 成る ので ある。 (十： =0 

唯 智 ぜ よ 

或る時 は無ハ に 一 日 を 送り て^だ 濟 なく 感 する、 其 時 「主よ 此 無益なる 僕 を憐み 袷へ」 と 叫ばざる 

を 得ない、 事業な しの 一 日 は 失 はれし 永遠の 一部分の 如くに 感ぜられる、 然し 乍，^ 雕 いて 思 ふ、 働く 

のみが 人生で はない、 勞 働に しがない、 人に は勞働 以上の 仕事が ある、 ^.£:&ll.f^4f~^^*、 

「今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を捨し 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由り て 生ける 

也」 である (ガラ テャ書 二 章 二十 節)、 而 して 我等が 置々 信す る 事 を 廢て唯 軍に 働かん とのみ 欲する 

が 故に 祌は 我等より 勞 働の 機會と 能力と 精神と を 奪 ひ 給 ひて 我等 をして 何事 を も 爲す能 は ざら しめ 洽 

ふので ある、 神 は 我等より 先づ 第一 に 信 賴の心 を 要求し 給 ふ、 依り 賴む事 は 倒く 事よりも 遙に 善き 事 

である、 此事を 知らす して 近代の 基督 敎は 事業 事業と 云 ひて 信者 を 急 立て 彼 を g らか して 終に 彼を不 

信に 降れる ので ある、 然し 乍ら 眞 正の 基督 敎は 仕事で はない、 信賴 である、 信者 は實は 何事 を も爲さ 

すと も 可い ので ある、 ィ H スは 我等に 代りて 萬 事 を 成就げ 給 ふたので ある、 而 して 信者の 爲 すべき 事 


ゾシャ ルサァ ビス  00000 

は先づ 第一 に 彼れ ィ H スを 信す る 事で ある、 基督 敎は 儀式で ない、 亦社會 奉仕で もない、 基督 敎はキ 

0OOOO0  00000  t  ,5  . 

リスト を 信す る 事で ある、 「神の 遣し. -者を 信す る は 其の (神の) ェ なり」 と あるが 如し (約 翰傳六 

章 二 九 節)、 此 信仰が あって ル— テル、 カル ビンの 新教 運動が 起った ので ある， 今や 事業 事業と 叫び 

て歐 米の 基督 敎は舊 き 天主教に 還りつ k あるので ある。 

然り唯 信ぜよ、 而 して 信仰 は 最大 事業で ある、 「我等 をして せに 勝た しむる 者 は 我等が 信な り」 で 

ふづか  おの  お 0 れ  ひき わ. U 

ある、 信 は 自ら 働かん と 欲せす して 自づ から 働かざる を 得 ざら しむ、 自己 を 神に 引渡して 彼 をして 我 

に 在りて 其 聖旨 を爲し 遂げ 奉らし む、 信仰 は靜 かなる 活動 法で ある >  祌が 宇宙 を 造り 給 ひし 方法で あ 

る、 近代 人の 所謂 プ 口 パガン ダ (新 間 政策〕 に 非す、 アジ テ ー ショ ン (社會 運動) に 非す、 靜に 待て 

神の 靈に 動かさる &途 である、 民主々 義、 せ界 改造の 叫ばる \ 今日、 我等 は 初代の 信仰に 立歸る 必要 

が ある。 (十二月〕 


大正 九 年 二 九 二 〇 年) 

美術と し ての 人生 

美術の 種類 は 一 にして 足りない、 翁畫も 美術で ある、 彫刻 も 美術で ある、 音樂も 美術で ある、 然し 
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乍ら 最大 最上の 美術 は 人生で ある、 最も 美 はしき 生涯、 それが 最大の 美術で ある、 義 しき、 勇ましき、 

謙遜り たる 生涯、 何物 か 之に 勝りた る 美術 あらん やで ある、 而 して 是れ 何人たり と 雖も 修め 得る 美術 

である、 西洋の 諺に 曰く  Beautiful  is  that  beautiful  does  (美 を爲す 事是れ 美な り) と、 敵 を 愛す 

る 事、 人に 舞して 寛大なる 事、 己に 足りて 他に 求めざる 事、 是 れ道德 である 許りで ない 美術で ある、 

而 してす ベての 美術 は 其 修養に 刻苦 を 要する と 同時に 其 結果た るゃ樂 しく あるが 如くに、 人生の 美術 

も 亦 行 ふに 難しと 雖も味 ふて 樂 しく ある、 然りィ H ス を 人生の 模型と して 有って 我等 何人も ラ フ ァ H 

ル、 ミカ H ルアン ゼロ ー、 ベ ー 卜 ー ベン 以上の 美術家た る 事が 出来る * 樂 しき 哉此 一生、 我等 努めて 

之 を 犬 籍畫、 大 彫刻、 大昔 樂 となす 事が 能る、 而 して 其 報酬と して 無窮き 生命に 入る 事が 能る。 (一月) 

神の 聖 意 

自分に 都合 好き 事が 祌の聖 意で はない、 大抵の 場合に 於て 神の 聖意は 自分に 都合 惡き 事で ある、 ィ 

H スは 十字架に 釘 けら； e ねばならなかった、 是れ 彼に， 取り 苦痛の 極であった、 故に 彼 は 祈て 言 ひ 給 ふ 

た 「我 父よ 若し 聖 意に 合 は f 此 杯 を 我より 離ち 給へ」 と、 然し 乍ら 彼に 關 はる 神の 聖 意の 十字架 こ 

つ みこ ゝろ まか  . 

ある を 覺り給 ふや、 彼 は 次いて 言 ひ 給 ふた 「聖 意に 任せ 給へ」 と、 パゥ n も亦自 から 好んで 專道 にな. 

事した ので はない、 「止む を 得ざる 也」 と 彼 は 言 ふた、 彼 は 神に 强られ て 止む を 得す 福音の 使者と 成 

つたので ある、 H レ ミヤが 預言者と なりし も然 であった、 モ ー セが 選民の 首領と なりし も然 であった、 

皆な 止む を 得ざる に 出た ので ある、 齊 しく 皆な 自分に 都合の 惡ぃ 苦い 事であった、 神の 聖意は 義務の 


命す る 所に 在る、 愁の 欲する 所に 無い、 「性來 のま k なる 人 は 神の 聖靈の 情 を 受けす」 と あるが 如し * 

肉 情に 由て 祌の聖 意 を 探る 事 は 能ない、 肉 情に 反く 所、 之 を 十字架に 釘け る 所、 其邊に 神の 聖意は あ 

る (哥林 多 前書 一 一章 十四 節)。 (一月」 

基督教と 幸福 

人生の 目的 は 幸福 を 獲る にある、 基督 敎は幸 幅を與 へる、 故に 基督 敎は 良き 宗敎 であると、 あの 如 

くに 基督 敎を傳 ふる 宜敎師 が ある、 叉斯の 如くに 之 を 信す る 信者が ある、 然し 乍ら 事實は 全く 彼等の 

唱道と 相反し、 爲 めに 彼等が 失望し 叉棄敎 する 場合が gl くない、 基督 敎は 幸福 を與 へない、 多くの 場 

合に 於て は 反て 之 を 破 壌す る、 キリスト は 決して 彼の 弟子 等に 幸福 を 約束し 給はなかった、 「イエス 

其 弟子に 曰 ひ 給 ひける は 若し 我に 從 はんと 欲する 者 は 己 を 棄て其 十字架 を 負 ひて 我に 從へ」 と (馬 太 

傳 十六 章 二 四 節： r 叉 「地に 泰平 を 出さん 爲に 我れ 来れり と 意 ふ 勿れ、 泰平 を 出さん とに 非す、 "1^ は を 

出さん 爲に 来れり …… 我よりも 父母 を 愛する 者 は 我に 協 はざる 者な り、 我よりも 子女 を 愛する 者 は 我 

に 協 はざる 者な り、 その 十字架 を 取りて 我に 從 はざる 者 も 我に 協 はざる 者な り」 と (同 十 章 三 g! 節以 

下)、 是れィ H スが彼 を 信す るの 條件 として 其 弟子 等に 要求し 給 ひし 所で ある、 眞の 信仰に 患難 は 伴 

ふ、 幸福 は隨 はない、 是れ 聖書の 明に 示す 所であって、 眞にィ H スに從 ひし 者の すべて 實験 せし 所で 

ある， 實に 人生の 目的 は 幸福 を 獲る に 非す、 神を識 るに ある、 幸福 は 有る も 可な り、 無く も 可な り、 

然れ ども 神 は識ら ざる 可ら すで ある、 神 さへ 識るを 得ば 幸， 幅の 有無 は 意と する に 足りない、 而 して 眞 
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實の 幸福 は 祌を識 るに ある、 神を識 りて 不幸 も 幸福で ある、 彼 を識ら すして 幸福 も 不幸で ある、 我等 

はィ H ス キリストの 御 父なる 眞の祌 を 識るを 得て 人 *1 を 超越して 其 幸 不幸 を 意に 介せ ざるに 至る、 祈 

とも い ** 

る 神 我と 偕に 在して 我 身 は 最大 不幸の 裡に 在りて 我靈は 最大 幸福 を樂 まん こと を、 祈る 我れ 信仰に 由 

りて 此 せの 幸福に 全然 無頓着なる 者と ならん 事 を、 信者 は 信仰 を 語るべき ものであって 幸 一 隔を談 すべ 

むさぼ  よく/ vf.' 

き 者で ない、 「貪 焚る 事 (幸福 を 欲求す る 事) に 就て は 互に 語る こと さへ 爲す 勿れ」 と は 使徒。 ハウ n 

いましめ  V6  く 

の， 誡 である (以弗 所 書 五 章 三 節〕、 基督 信者と して 欲 を 語る 事、 他人の 幸福 を 羨む 事、 自己の 不幸 

を 歎つ 事 はすべ て 恥辱で ある、 求むべき は 神で ある、 彼 を 示されて 我 は教大 幸， 幅 を 獲た ので ある。 

(二月〕 

宗教の 二種 ■ 

ぎ や *3 い  もと/ ヽ 

宗敎に 二種 ある、 二種 以上 はない、 行爲 本位の 宗教と 信仰 本位の 宗教と 是 である、 佛敎は 素々 行爲 

本位の 宗敎 である、 基督 敎は 本來 信仰 本位の 宗敎 である、 然し 乍ら 同じ 佛敎 の內 にも 禪宗の 如くに 純 

行爲の 宗敎が あ る に對 して 眞宗 の 如くに 純 信仰 の 宗敎が ある、 而 して 叉 基督 敎 に 在り て は羅馬 天主 敎 

TN  口-マ スク ン ト 

は行爲 本位の 宗敎 であるに 對 して 新 敎は 信仰 本位の 宗敎 である、 而 して 又 同じ 新 敎の內 にも ュ 一一 テ 

リ ヤン 敎の 如き 純 行爲の 宗敎が あるに 對 して カルビ ン敎の 如き 純 信仰 の 宗敎が ある、 縦し 又 行爲 本位 

とまで 行かざる も メソヂ スト 敎の 如くに 行爲 重心 の 宗敎が あ るに 對し て 信仰 本位と 稱す ベから ざる も 

ツウィングリ 敎の 如くに 信仰 重心の 宗敎が ある、 行爲 本位 か 信仰 本位 か、 行爲に 傾く か、 信仰に 傾む 


く 力 行爲を 目的と する か、 信仰 を 目的と する か、 宗敎 多し と 雖も其 種類 は 以上の 二種に la ぎない、 

而 して 余輩 は 一 一種 何れの 宗教 を 信す る 者なる かとい ふに、 言 ふまで もな く 信仰 本位の 宗敎を 信す る 者 

である、 余輩 は 本来 信仰 本位の 基督 敎を 信じ、 信仰 を 以て 起り しル ー テ， T カル ビンの 新敎を 信じ、 

而 して 叉 ュ 一一 テリ ヤン 敎に對 し、 英國々 敎に對 し、 英國々 敎の 一 派と して 起り し メソヂ スト 敎に對 し、 

歐洲に 於て は ガウ ソン、 ゴ ー デ ー 等に 由て 唱 へられ、 米國に 於て は 特に ジョナ サン . H ドヮ ー ドに由 

て 主張 せられし 信仰 中心の 宗敎を 信す る 者で ある、 斯く 一一 一一 II ひて 余 聚は眞 と 善と は 悉く 余輩の 側に あり 

て 偽と 惡とは 悉く 行爲 本位の 宗教に 在る と は 言 はない、 兩者各 長短 得失が ある、 而 して 兩者は 愛を以 

て 相互の 短所 を 補 ふべき である、 然し 乍ら 余輩の 傾向の 全然 信仰的なる は 明白で ある、 余輩 は 長い 祈 

禱の 必要 を 感じない、 祈禱は 一言に して 足る と 信す る、 余輩 は 奇跡の 余輩の 身に 於て 現れる 事 を 求め 

ない、 ィ H スを 信じ 得し 事 を 最大の 奇跡と 認める、 余輩 は 熟 信 其 物にさへ 信用 を 置かない、 余輩 は 唯 

十字 仰ぎ 瞻るを 以て 滿足 する、 余輩の 信仰 は マルタ 敎に 非す して マリヤ 敎 である、 主の 足下に 坐 

して 其 所に 至大の 平安 を 感得す る 者で ある (路加 傳十章 四十 二 節 )0  (二月〕 

水 と 靈 

聖靈は 神の 生命で ある、 而 してす ベての 生命 は 火で あると 同時に 又 水で ある、 卽ち血 を 以て 代表 4- 

らる、 者で ある、 血 は 水であって 熱で ある、 水火 相容れ ざるに 非す、 水火 相 合して 生命と なる ので あ 

る、 故に 神の 生命なる 聖靈は 時には 火と して 降り、 又 時には 水と して 臨む、 ペンテ コステ の 火と して 
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臨み (行 傳ニ章 三 節)、 又 ヘル モン 山の 露と して 降る (詩篇 百 三十 三 篇)、 ィ H スが 一一 コ. デモに 吿げ 

給 ひし 「人 は 水と 靈 とに 由り て 生れ ざれば 神の 國に 人る こと 能 はす」 との 深き 意義 は玆 に^するので 

は あるまい 乎 (約 翰 傳三章 五節)、 水 は 洗 ふ 水た るに 止まらす 活かす 水で ある、 休憩の 水 濱に伴 ひ 給 

たまし-) い 5  ^  .b  う る, i し  わ 

ふて 我が 靈魂 を囘 生し 給 ふと 云 ふ 其 水で ある (詩篇 廿三篇 )、 叉 研れ し 木が 水の 潤 霜に 會 へば 卽ち芽 

. か  r、 か き  '？ ろ ： ぶ し  かわ；，！ き し ひ 

を 發き枝 を 出して 若樹と 異ならす と 云 ふ 其 潤霑の 水で ある (ヨブ 記 十四 章 九 節)、 渴 ける 靈魂 は聖靈 

の此 水を飮 ませられて 生活て 神の 國に 入る ので ある、 而 して 此 水と 相 對 して 靈は靈 火で ある、 汚據を 

きつ"  ともしび  0  0  0  0  0 

燬盡す 聖壇の 火で ある、 心の 燈燭に 火を點 する 天の 火で ある、 血 は 流る、 生命で あると 云 ふ 其 生命で 

この， f> の  こと 

ある- 而 して 人 は 此靈と 彼 水と に 由り て 生きる にあら ざれば 祌の國 に 入る こと 能 はすと 云 ふ、 實に深 

ぃ眞理 である、 人に は 各自 具備り たる 性が ある、 水の性の 人が ある、 火の 性の 人が ある、 而 して 聖靈 

が 水の性の 人に 降る 時には 火と して 降り、 火の id の 人に 臨む 時には 水と して 臨む. 執 ^ せし むる の 必要 

しづ 

ある スカ ある、 叉鎮 むる の 必要 ある 人が ある、 而 して 祌は 各自の 必要に 應 じて 或 ひ は 火 を 降し 給 ふ、 

叉 或 ひ は 雨 を 降し 給 ふ、 叉 同一 の 人に 在りても 熱 を 要する の 場合 あり 又 潤 i 沾を 要する の 場な 口 あり、 而 

こ え 

して 祌は 凍た る 者に は 缓を賜 ひ、 渴 きたる 者に は 水 を 賜 ふ、 神の 賜物 は 干 差 萬刖 である、 我等 は 之 を 

一種 一類に 制限して はなら たい、 而 して 余輩 自身の 要求 は 火に 非す して 水で ある、 余輩 は 熱し 易き 者 

である、 故に 聖靈 y - 列 水に 浴して 靜寧 沈着た らんと 欲す、 而 してせ に は 亦 余輩と 性 を 同う して 要求 を 

共に する 者が ある、 余輩 は 彼等と 共に 休憩の 水 濱に伴 はれて 其 所に 心行く までに 天の 活水を 酌まん と 

欲す。 (三月) 


理想と 實 際 

〇 道 德は现 想で あると 同時に 實際 である、 理想 を實 際に 應 用せ しめんと 欲して 道德が あるので ある、 

道德は 數理の 如き 元理 ではない、 故に 公式 を 以て 表 はさるべき 者で ない、 道德は 時と 場合に 由って 違 

ふ、 小兒の 道德が ある、 靑 年の 道德が ある、 壯 年の 道 德が ある、 老年の 道德が ある、 其れと 同じ やう 

：^? ぼ」 ff あ r 黄人の 道德が ある、 お 人の 道德が ある、 ゅ，^£.^5^」^^^レー！^曰|む41,:;き|^§珍ぁも 

を 表 はした る 者、 其れが 道德 である、 同一 の 理想 をす ベての 場合に 於て 同様に 實 現せん と 欲して 道德 

は 行し^.^ ざるの みならす、 社會は 之が 爲に 終に 破壞 せらる、 15 き 神の も 神の 定め 給 ひし 天然の 法 

則に 循 ひて 之 を 行 は ざれば 祌の聖 3 曰を爲 さない。 

〇 「人 各々 其 妻 を 有つべし、 女 も 各々 其 夫 を 有つべし」 と 云 ふ は 理想で ある (哥林 多 前書 七 章 二 節)、 

人 は 何人に も此 理想に 從ひ 一 夫 一 婦を實 行すべく 努 むべき である、 然れ ども 此 理想 を 行 ひ 難き 時代が 

あった、 凡て 信す る 者の 父なる アブラハム は斯 かる 時代に 生れて 此 理想 を 實 行し 得なかった、 然れど 

も 止れ カ爲に 姦淫 罪 を 以て アブラハム を責 むる 者 は 無い、 ダビデの 場合 も 同じで ある、 彼が 他人の 妻 

を 奪 ひし は赦 すべから ざる 罪であった、 然し 乍ら 一 人 以上の 妻 を 有つ 事 はき 罪で なか 

つた。 

〇 如斯 くにして 道德 は相對 的で ある、 絕對 的で ない、 其 終極 は 一 であるが 之に 達する 途は 種々 樣々 で 

ある、 故に 我が 道德を 以て 他人 を 粋る 事 は 出来ない、 我が 爲 すべき 事必 すし も 他人の 爲 すべき 蔡 でな 
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い、 そ は 我と 彼と は 境遇 を 異にし、 遺傳を 異にし、 神の 賜 ひし 恩惠を 異にする からで ある、 我が 彼に 

就て 斷 言し 得る は 「彼れ 若し 我の 境遇に 在らば 我が 爲 すが 如くに 彼も爲 すべし である」 と 云 ふに 止ま 

る， 祌は 我の 境遇に 循 ひて 我 を { 称 判き 給 ふが 如くに、 彼の 境遇に 循 ひて 彼 を 審判き 給 ふ、 曰く 「凡そ 

律法な くして 罪 を 犯せる 人 は 律法な くして 亡び、 律法 ありて 罪 を 犯せる 人 は 律法に 照りて 審判 を受く 

べし」 と (羅馬 書 二 章 十二 節)、 神 は 公平で ある、 我等 も、 を 審判に 當 りて 神に 倣 ふて 公平でなくて 

はならない。 

〇 祌 の 律法 を 直にす ベ ての 人の 上に 行 はんとして 多くの 害毒が 生じた、 所謂 基督 敎國に 於 て 最も 厭 ふ 

べき 偽善の 普く 行 はる k は 全く 是が ためで ある、 未だ 野蠻 性を脫 却せ ざる 歐米 人の 上に 基督 敎道德 を 

實行 せんと 欲して 偽善の 跋扈 は 免 がれない ので ある. 基督 敎國 今日の 憐 むべき 社 會的狀 態 は 此誤讓 り 

たる 道 德觀の 結果で あると 一一 目 はざる を 得ない、 歐米人 は 基督 敎道德 を 施す に今猶 ほ道德 的に 餘 りに 幼 

稚 である、 彼等 は 今猶ほ 基督 敎に 導かるべき 程度に 於て 在る ので ある、 彼等の 境遇、 彼等の 情 性 は 基 

督敎 を距る 今猶 ほ 甚だ 遠く あ る 、 然 る に 基督 敎會 は 彼等 を 改善す るに 先 だち て 基督 敎道 德を以 て 直に 

彼等に 臨んだ ので ある、 無慈悲 此上 なしで ある、 歐米人 は 敎會に 無理 を强 ゐられ たので ある、 故に 前 

には大 偽善者と 化し、 後に は敎 會に叛 き、 無神論者 となり、 過激派と 化した ので ある、 歐洲を 今日の 

很亂狀 態に 陷 いれし 者 は 敎會其 者で あると 稱 へらる k も 辯 護の 辭に窮 する ので ある。 

〇 道德 は相對 的で ある、 故に 人 を 導く に 方て 自分 を 其 人の 立場に 置いて 彼 を 導くべき である、 公式に 

由ら す實 際に 由り、 彼の 能力め 範圍 に 於て 神の 律法 を實 現すべく 彼 を 助くべき である、 我等 は パリ 

サイの 人の 如くに 高き に 坐して 命令 を 下して はならない、 自 から 低き に 下り、 救 はんとす る 人の 立場 


に 立ち、 其 手 を 取り 其 足 を 運びて 彼 を 理想へ と 導くべき である、 而 して 是れ 我等の 救主ィ H スキ リス 

トの 取り 給 ひし 途 である、 彼はサ マリヤの 婦を 導く に 方て 彼女の 不倫 を 責め て 彼女 に 不可能 を 强ゐ給 

はなかった、 彼 は 彼女の 能力に 應 じて 彼女 を 生命の 泉へ と 誘 ひ 給 ふた、 ィ H スは 最大の 道德 家で あつ 

た、 故に 人に 應 じて 道 德を敎 へて 誤らなかった、 道德 はより 低き よりより 高き に 導く 道で ある、 之 を 

傅 ふるに 父の 威嚴と 母の 慈悲と を 要する、 我等 は 道德を 父の 嚴 命との み 解して はならない。 (四月) 

總て 善し 

こと 

他人 は 知らす、 信者に 取りて は、 少く とも 余 一人に 取りて は、 曾て 在りし 事 は 總て盡 く 在る 必要の 

；'. ； * しみ よろこび  や ひ 

在りし 事で ある、 悲哀 も歡喜 も、 疾病 も 健康 も、 損失 も 利得 も- 失敗 も 成功 も、 敵 も 味方 も、 死 も 生 

も、 身に 臨り し 事 はすべ て盡く 臨る 必要の ありし 事で ある、 其 一 を缺 いて 余 は 今日 ある を 得なかった 

まこと 

ので ある、 神に 導かれし 余の 生涯 は 全部 彼の 御 計畫に 由り て 行 はれし 生涯であった、 實 にパゥ II の 言 

ひしが 如くに 一 凡の 事 は 神の d3 に 依りて 召 かれた る祌を 愛する 者の 爲に 悉く 働きて 益 をな す を 我等 は 

知れり」 である、 去れば 何も 悔 るに 及ばない、 何も 悲 むに 及ばない、 何人も^ むに 及ばない、 余に 多 

な ±> き あ. U 

くの 哀哭 を 供へ し 人 も 余に 必要で あつたので ある、 病の 床に 費せ し 多くの 時日 も 余に 必要で あつたの 

である、 余 を 去りし 弟子、 余 を 裏切りし 友人、 彼等 も 亦 余に 必要で あつたの である * 余に 臨みし 神の 

すべての 恩 惠を總 計して 余 は 余の 生涯の 終りに 於て 言 ふで あらう、 「萬 事 萬 物 一 として 善から ざる は 

なし」 と。 ( 五月〕 

大正 九 年  .  六 七 1 


感想  .  六ち 一 

しん  ぎク ラ  - 

信と 行 

信 を 求めて 信と 共に 行を與 へられ、 行 を 求めて 信 を も 得す 亦 行 を も 得ない、 宗敎の 黄金時代 は 信が 

高唱 せられて 行に 無頓着なる 時代で ある、 其 時に 信 は 燃て 行は擧 る、 之に 反して 行が 絶叫 せられて 信 

が輕視 せらる \ 時に 信の 起らざる は 勿論、 行 も 亦擧ら ない、 信 は 本で ある、 行 は 末で ある、 信の 眞偽 

を 試す 者 は 行で ある、 然れ ども 行が 重く 視られ て 信が 輕く 視ら る、 時に、 信 は 失せて 同時に 叉 行 も 消 

ゆるので ある、 信、 信、 信で ある、 勿論自己を信する15^^ではなぃ、 奮勵して熱信に燃る^*ではなぃ、 

靜 かに 信すべき 者 を 信す る 事で ある、 玆に すべて 人の 思 ふ 所に 過る 平安が ある、 同時に 叉た 流れて 盡 

ちから  ** こと  つか は  ？ 

ざる 能力の 泉が ある、 實に 信が 最大の 行で ある、 「祌の 遣し &者を 信す る は其ェ (行」 なり」 と ある 

が 如し (約 翰 傳六章 二 九 節 7 絕對的 信賴、 自己の 信仰に すら 信らざる 信仰、 何 鹿まで も 信る 信仰、 

此 信仰が ありて 宇宙が 動く ので ある、 そ は 其 時に 我 は 神と 偕に 働き 知らす 識ら すの 間に 神の 動かす 所 

となる からで ある。 (五お」  , 

潔と 愛 

みむね  きょ 

「神の 3in は汝 等の 潔 からん 事な り」 と あり (テサ 口 一一  ケ 前書 四 章 三 節)、 「人 もし 潔から すば 祌を見 

る こと を 得ざる なり」 と ある C 希 伯來書 十二 章 十四 節)、 赏に其 通りで ある、 然し 乍ら 「婦の 産し 者 


いかで 淸 かるべき」 である (約 百 記 廿五章 四 節)、 淸潔は 欲 ふ 所 なれ ども 其途は 難いので ある、 而し 

て 其途は 唯一 である、 愛で ある、 神と 人と を 愛して 我等 は 潔から ざらん と 欲する も 得ない ので ある、 

愛 は 潔 を 行 ふ爲の 積極的 方法で ある、 博士 チ ャルマ ー ス の 所謂 expulsive  P5ver  of  new  fl£eecti§s 

(新ら しき 愛の 驅追 力) を 利用して のみ 潔 は 完全に 行 はる、 ので ある、 潔 は 貴し と雖も 消極的な るが 

故に 愛の 積極的な るに 及ばない、 「父の 我 を 愛し 給 ふ 如く 我れ 汝等を 愛す、 汝等 我が 愛に 居れ」 とィ 

クリスチャン 

ヱ スは言 ひ 給 ふた (約 翰傳 十五 章 九 節)、 基督 者の 淸 潔の 秘訣 は玆に 在る、 「我が 愛に 居れ」、 「我が 愛 

を汝 等の 間に 行へ よ」， 斯 くして 律法 は 完成せられ、 凡の 汚穢 は 除かれて 信者 は 雪の 如く，：： くせら る. 

愛に 因らざる 潔 は 不完全で ある、 愛の 泉なる キリストの 血の みが 凡の 罪より 我等 を 潔くす る。 (六月し 

信者 か 人 か 

ル ー テルが 言 ふたことが ある 「基督 信者た る 者 基督 信者に 非す」 と、 流石 はル ー テルの であって 

深く 玩味すべき 言で ある、 基督 信者 は 人の 靈 的に 最も 上進せ る 者、 祌の 子で あり、 人ら しき 人で ある、 

故に 彼 は 人た らんと する 以外に 何の 特權を も 亦 特徵を も 要求せ ざる 者で ある、 基督 信者 は キリ ストの 

如き 人で ある、 而 して キリスト は 人の子であった、 卽ち 「人」 THE  MAN であった、 人た らんが 爲に 

は ユダヤ人 なると、 サ マリヤ 人なる と、 割 禮を受 くると 受けざる と、 敎會に 入る と 入らざる と は 毫も 

失格の 理由と ならない ので ある。 The  Christian  is  God  AlmightHS  gentleman. 「基督 信者 は 全能 

なる 神の 認め 給 ふ 紳士な り」 と 云 ふ、 實に然 り、 此 意味に 於ての 純士 たり 得る 以上 は、 敎會 又は 宣敎 
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師 等に 信者と して 認められざる 事の 如き は 毫も 顧る に 足りない、 我ら は祌 の子ィ H スに傚 ひ、 基督 信 

oor-oooooc  みづか に びびと  やどれろ もの  力な. U  ふる. rij 

者なら ざる 基督 信者、 卽ち 地に 在りて は 自ら 賓旅 なり 寄 遇 者な りと 一一 目 ひて 天の 彼方に 家 鄕を尋 ぬる 者 

となるべき である。 (七月) 

イエスの 誡 

イエ ス にも 亦誡 があった、 彼 は 言 ひ 給 ふた 「若し 汝等我 を 愛するならば 我誡を 守るべし」 と (約 翰 

傳十 ra 章 十五 節)、 而 して 亦 其誡の 何たる 乎 を 述べて 言 ひ 給 ふた 「我が 汝等を 愛する 如く 汝等も 亦 五 

に 愛すべし 是れ 我が 誡 なり」 と (同 十五 章 十二 節)、 依て 知る イエ スの 誡の斯 せの 宗敎 家の 誠と 全然 

異なる 事 を、 斯 せの 宗敎 家は誡 めて 言 ふ 「汝 等此 事を爲 すべし 又 彼 事を爲 すべから す、 此 儀式に 列る 

べし 彼の 懷禮 に與 るべ し」 と、 然るに ィ H スは 判然と 言 ひ 給 ふた r 汝等 互に 相愛すべし 是れ 我が 誠な 

り」 と、 斯 して 斯 世の 宗敎家 等 は 重く 且つ 食 ひ 難き 荷 を 括りて 人の 肩に 負す るに 對 して、 ィ H スは唯 

一事 を 其 弟子より 要求し 給 ふ、 卽ち 「汝等 互に 相愛すべし」 との 事是れ である、 實に 使徒 ョ ハネ がー 一一 一口 

ひし 如く 「その 誡は 難から す」 である (約 翰 第一 書 五 章 三 節)、 愛する は 難くない、 樂 しく ある、 誡 

と 云へば 苦行 難 業 を 聯想せ しむる と雖 も、 ィ H スの誡 のみ は享樂 である、 彼 は汝等 互に 相愛す べしと 

誡 めて 律法の 誡を變 へ て 愛の 勸吿と 成し 給 ふた。 (七月) 


救 扱の 確證 

信者 は 何人も 救扬の 確證を 握らん と 欲す、 曰 ふ 「我が 救 はれし 確 證何處 に 在る 乎」 と、 而 して 或 者 

は 之 を强烈 なる 靈的 印象に 求め、 或 者 は 水の パプ テス マ 又は 敎. 會の 承認に 認む、 然れ 共是れ 孰れ も頓 

るに 足らざる 證據 である、 救 はれし 確證は 唯一 つで ある、 愛し 得る じある、 「我ら 兄弟 を 愛する に 

因りて 旣に死 を 出て 生に 入りし を 知る、 愛せざる 者 は 死の 中に 居る」 と ある (約 翰 第一 書 二 章 十四 

節〕、 愛する 乎、 其 人 は 確に 救 はれた ので ある、 愛せざる 乎、 其 人 は 未だ 救 はれない ので ある、 彼が 

バプ テス マ を 受けし 事 も、 リバイバルに 與 りし 事 も、 眩き ばかりの 天よりの 光明に 接せし 事 も、 彼が 

愛する に 至る まで は 確に 救 はれし 證據 にならない ので ある、 基督 者 は 何者で ある 乎、 此の 敎義、 彼の 

敎理を 信す る 者で はない、 愛する 者で ある、 愛し 得る 者で ある、 敵を赦 し、 - がが を 膝 かす、 iKIf き 

心 を 以て 彼 を 愛し 得る 者で ある、 信仰 ©條 も M も 要った もので ない、 4i"rJ^5411^^^\^^，\^iflJ^; 

る 者が 不信者で ある。 (七 力) 

基督 敎の 競爭者 

今や 基督 敎に代 はらんと し、 叉 は 基督 敎を 凌駕 せんとす る 主義 信仰が 數多唱 へらる、 日蓮 主義 あり、 

大本 敎 あり、 太靈道 あり、 -ー イチ H 主義 あり、 文化 主義 あり、 社會 民主々 義 あり、 孰れ も 基督 敎を排 
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し、 取て 之に 代 はらんと して 居る、 彼等 或 ひ は 其 目的 を 達する 乎 も 知れない、 併し乍ら 基督 敎は千 九 

百年 間に 涉る 世界的 歷史を 有す、 故に 取て 之に 代 はらんと 欲する 者 は 基督 敎 以上の 歷 史的 經驗を 有す 

る を 要す、 日蓮 主義 をして 倫 敦叉は 巴 里 又は 紐 育に 於て 叫ばし めよ、 大本 敎の 「お 筆先き」 を少 くと 

も 英佛獨 の三國 語に 翻譯 し、 以て 文明 人士の 批判に *^ ねし めよ- 一一 イチ H 主義 は 未だ 百年の 歷史， を 有 

せす、 故に 其 效カは 未だ 以て 之 を 基督 敎と 比較す る 能 はす、 其 他 文化 主義、 社會 民主々 義等 皆な 然り、 

彼等 は 基督 敎 に，；^ ベて 年齢に 於て 小兒 である、 人類 は 未だ 幼稚、 彼等 如き 者に 全然 信頼す る こと は 出 

来ない、 而 して < 輩の 實 見せし 所に 由れば 彼等の 生命 は 至て 短 かく ある、 余輩の 短き 生涯の 間に 幾多 

の 主義が 起て 叉 倒れ、 生れて 叉 死んだ ので ある、 中 江 兆民の 無 神 無靈魂 主義 は 彼の 著書と 同じく 一年 

有半 以上の 生命 を 有たなかった、 報 德宗は 大政 "おの 後援 ありし に拘 はらす 今や 人の 顧る 者 殆ど 無き に 

至った、 ウィルソン 大統領の 、デモ クラシ， -も 今や 人の 之 を ：！ にす る 者 さへ 無く、 せ界 改造 又はん 類 解 

放の 聲も亦 今や 將に 消えん として 居る、 日蓮 主義が 菜して せ界的 勢力たり 得る や、 未だ 試みられざる 

試驗 である、 時 は 最良の 試驗 石で ある、 人類 は 欺き 難き 裁刺官 である、 二 千年の 長き 間、 全人 類に 試 

驗 せられて、 主義と 信仰と は 其 眞價を 認めら る&の である、 而 して 余輩の 信す る 基督 敎は 此の 試驗を 

經 過した る 者で ある、 「それ 人 は旣に 草の 如く、 其榮は 凡て 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 然 

れど 主の 言 は窮 なく 存 つなり」 と 謂 はれし 其 言で ある、 e: 千年 前に アブ ラ ハ ム を 以て カル デャの ウル 

に 始まり、 せ界 歴史の 中心として 今日に 至りし 者で ある。 (七 H0 


善き サマリ ャ人 

ニゝ ひ，.，"  みづ から 

爱に 一 人の 敎 法師 あり. 自己 を義 とせんと てィ ェ ス に 曰 ひける は 「我が 隣人と は 誰なる 乎」 と， ィ ェ ス答 へ て 

曰 ひける は 「或 人工 ルサ レムより エリコ に 下る 時强 盗に 遇 へ り、 强盜 その 衣服 を剝 取て 之 を 打擲き 瀕死に なし 

て 去りぬ. 斯る 時に 或る 祭司 此路 より 下りし が 之 を 見過て 行けり， 叉 レビ 人 も此に 至り 進み 見て！： じく 過 行け 

り- 或る サマリ ャ人 旅して 此に來 り 之 を 見て 憫み、 近よ リて 油と 洒を其 傷に 沃ぎ 之を裹 みて 已が驢 £T に乘せ * 

旅館に 携往て 介抱せ リ， 次 H 出る 時 銀 二 枚 を 出し 館主に 予へ. 此人を 介抱せ よ、 費 ffl も し^さば 我れ 歸 る時汝 

に 償 ふべ しと 曰へ り- 然 れば此 三人の 內 誰か 强 盗に 遇 ひし 者の 隣人な りと 汝思 ふや」 と、 彼れ 曰 ひける は 其 人 

を憫 みたる 者な りと， ，ィ ヱ ス曰 ひける は r 汝も往 きて 其 如く 爲ょ」 と (路加 傳十章 二 九 1 三 七 節 ■)。 

〇 隣人と は 誰ぞ、 同志と は 誰ぞ、 兄弟と は 誰ぞ、 必 しも 同國人 ではない、 必 しも 宗教家で はない、 異 

邦 異教の 人な りと 雖も、 润む 人、 愛の 行爲に 出る 人、 其 人 は 隣人で あり、 同志で あり、 兄弟で ある、 

ユダヤ人 はサ マリヤ 人 を賤視 だ、 惡 鬼に 憑れ たる 民で あると 思 ふた、 然るに 主ィ H スは 彼の 理想の 善 

人 を 此の サ マリヤ 人の 內に視 たま ふたので ある、 善 は 何人に 依て 行 はれても 善で ある、 而 して 神 は 時 

みづ から  ； し  いやし 

時 自己 を 神の 前に 義 とする 所謂 宗教家 を 去り 給 ひ、 異敎 徒と して 賤視 めら るる 民の 心に 宿り 彼等 をし 

て 正敎徒 以上の 善行 を爲 さしめ 給 ふ。 

〇 使徒 ャ コブ 曰く 「人 善 を 行 ふ 事 を 知りて 之 を 行 はざる は 罪な り」 と (雅各 書 四 章 十七 節 7 義を見 

て爲 ざる は 勇な き 也で はない、 善 を 知て 之 を 行 はざる は 罪な りと 云 ふので ある、 祭司と レビ 人と は 善 
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と 知りつつ 之 を 見過した、 然るに 異 敎のサ マリヤ 人 は 善 を 行 ふの 镌會 を與 へられて 喜んで 之に 應 じた、 

主ィ H スは屬 する の敎會 なき 異邦 異敎の 民の 內に此 眞善を 認め 給 ふた、 責 きかな 主ィ H ス！、 彼は眞 

に異敎 徒の 辯 護 者、 無敎會 信者の 救 主で ある、 彼 は 「汝 も往 きて 其の 如く 爲ょ」 と 言 ふの 外、 何 を も 

命じ 給はなかった、 彼を喜ばし奉る事はた^-愛を行ふ事でぁる。 (八月) 

夏 と 冬 

夏 は 夏と して 善く ある、 冬 は 冬と して 善く ある、 春 は 春と して 善く ある、 秋 は 秋と して 善く ある、 

日本 は 日本と して 善く ある、 米國 は米國 として 善く ある、 英國 は英國 として 善く ある、 獨 逸は獨 逸と 

して 善く ある、 物の 善 惡は物 其 ものに 由て 極まらない、 之に 對 する 我等の 態度 如何に 由て 定まる、 神 

を 信じて 物と して 善なら ざる はなき に 至る、 神 を 信じて 夏の 暑さに 堪 ふる を 得べ し、 冬の 寒さに 堪ふ 

る を 得べ し、 英國 人の 氣俊 勝手に 堪 ふる を 得べ し、 英國 人の 自尊 傲慢に 堪 ふる を 得べ し， 祌を 信じ、 

永生 獲得の 權利 を賦與 せられて、 我等 はすべ ての 事 を 忍び、 すべての 人に 耐 ふること が 出来る。 

人生の 旅行 

人生 は 旅行で ある、 我等 各自 は 或る 目的地に 向って 旅行す るので ある、 而 して 我等 は 途中 多くの 人 

に 遭遇す る、 之を稱 して 旅 伴と 云 ふ、 或は 短き 距離の 間、 或は 遠き 距離の 間、 或は 目的地に 達する ま 


で、 我等 は 彼等と 同行す るので ある、 或は 車 を 共に し 或は 舟 を 共に す、 而 して 共に 在る 間 は 我等と 彼 

等と は 旅 伴であって 友人で ある、 我等 は 彼等に 對 し出來 得る 限りの 親切 を盡 さざる ベから す、 自己 を 

愛する が 如くに 彼等 を 愛せざる ベから す、 然れ ども 目的地 は 旅人 各自に 由て 異なる、 下ノ關 まで 行か 

んと 欲する 者 は 祌戶に 下車す る 者に 對 して 「汝も 亦 我と 同じく 下ノ關 まで 行かざる ベから す」 と 言 ふ 

こと は 出来ない、 然れ ども、 彼が 神戶に 達する まで は 我 は 彼に 對 して 爲し 得る 限りの 誠 實を盡 さざる 

ベから す、 同車 時間の 長短 は 我れ 之を定 むる 能 はす、 然れ ども 人、 我と 同車す る 間 は 我 は 彼に 對 して 

友人た るの 義務 を果 さざる ベから す、 人に ぎふて 復た 離れ、 友 を 作りて 亦 失 ふ、 人生の 悲歎 之よりも 

犬なる はなしと 雖も、 然し 是れ 我等 各自の 罪に あらす、 人生 其 物の 然 らしむ る 所で ある、 但 我等 は 人 

として、 殊に 基督 者と して、 我等が 人生の 旅行に 於て 遭遇す るすべ ての 人に 對し、 我等の 最善 を竭す 

ベく 努力せ ざるべ からす、 一年間の 友人に 對 しても 十 年間の 友人に 對す るが 如くに、 然り 終生の 友人 

に對 する が 如くに、 同一 の 好意 を 表し、 同一 の 誠 實を盡 さざる ベから す、 人生 は 旅行で ある、 善行 は 

クリスチャン 

義務で ある、 我と 舟 車 を 同う する 者に 對 して、 期間の 長短 を 問 ふ を 要せす、 基督 者 は 其 主の 如くに、 

善き サマリ ャ 人の 例に 傚 ひ、 報酬 を 無視し 友人 關 係の 永 綾 を 度外視して、 爲 すべきの 善を爲 さざる ベ 

からす、 人、 我と 共に 在る 問 は 我が 友人で ある、 我 は 彼に 對し 我が 最善 を竭 すの 義務 を 有す、 其 他の 

事 は 我が 關 する 所に 非す。 

師弟の 關 係に 就て 

余 は 人が!： 時まで も 余の 弟子と して 存 らんこと を 欲しない、 彼が 余より 學び 得る 丈け を學 びし 以上 
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は、 余より 離れ、 獨 立して 神の 器と して 働かん こと を 欲する、 是れ 余に 對 する 不信に 非す して 却て 義 

務 である、 余 は 余の 弟子 を 作らん が爲 に傳敎 する ので はない、 神の 器 を 作らん が爲に 彼に 役 はる k の 

である、 伍し 余 は 余 を 通う して 道に 入りし 者が 余 を 離る、 とも 余 を 敵視せ ざらん こと を 欲する、 余 も 

亦 一 時 は 彼等に 取りて 必要な りし 者で ある、 今や 用な きに 至りし とて 彼等に 敵視 せらる k の 理由 はな 

い、  < 水 も 亦 永久に 余の 弟子に 縛られない、 然り 縛られて はならない、 余 も 亦 r 此牢 にあらざる 別の 羊 

もて  ひき； n に 

を 有り」 である (約 翰 傳十章 十六 節； }、 「彼等 を も引來 らん」 が 爲に余 は 遣 はさる &の である、 永久 

の 師は惟 一 人で ある、 卽ちィ H ス キリスト である、 我等 は 彼の 爲に合 ひ 彼の 爲に 離る、 合 ふ も 彼の 爲 

である、 離る、 も 彼の 爲 である、 キリストの 敎に 「永久の 先生」 なる 者 はない、 使徒 パゥ n が 曰 ひし 

如くで ある、 「或は バウ 口 或は アポ a 或は ケパ ：••： 是は 皆な 汝 等の 屬 なり、 汝等は キリストの 屬、 キ 

リスト は 神の 屬な り」 と (哥林 多 前書 三 章 ニニ 節)、 而 して キス リトの 爲に合 ひ キリストの 爲に 離れ 

て 我等 は 何時か 復た 彼に 在りて 合 はざる を 得ない、 離れる の は 暫時で ある、 此 せに 於て ある、 ョル 

ダン 河の 彼岸、 光り輝く 讚美の 里に 於て、 師は 一 人にして弟子はすべて兄^^でぁれば、 我等 は 彼 虎に 

會 ふて 復た 離れす、 猫り て 再た び散ぜ ざるので ある。 (八 ガ) 

誤解の 恐 怖 

誤解せられ ざらん 事 は 不可能で ある、 此 * は 素より 誤解の *t である、 故に 如何なる 眞理、 如何なる 

人たり と雖も 誤解 せらる i が當然 である、 主ィ H ス キリストが 誤解 せられた、 バウ P が 誤解 せられた、 


ル ー テルが 誤解 せられた、 而 して 八， 尙 誤解せ られつ、 ある、 彼等 はせ 人に 出ての みならす 彼等の 弟子 

と稱 する 者 等に 由て 誤解 せられた、 叉今尙 誤解せ られつ.^ ある、 我等 縱し 完全の 人た る を 得、 完全の 

眞理 を宣傳 ふる を ると も 世の 誤解 を 免 かれない ので ある、 然れば 誤解 を 恐れす して 進むべき である、 

時 を 得る も 時 を 得ざる も 眞理と 信す る 事を大 膽に唱 へて 進むべき である、 社會の 誤解、 敎會の 誤解、 

信者の 誤解、 不信者の 誤解 …… 彼等 は 人で ある、 故に 正 當に人 を 解す る 事が 出来ない、 「我 を寐 判く 

者 は 主な り」 である (コ リント 前書 四 章 四 節)、 世に 愚人 多し と雖 もせの 誤解 を 恐る k 者の 如き 愚人 

はない、 而 かも 斯る 愚人 は 甚だ 多い ので ある、 我れ 自身が 動もすれば 斯る 人と 成る ので ある、 警む 

べきで ある。 (九 H0 

聖書 道樂 

聖書 研究 は 動もすれば 聖書 道 樂に變 じ く ある、 而 して 今日の 所謂 聖書 研究 は 多く は 聖書 道樂 であ 

る、 聖書の 文字 的 研究， 考古學 的 考證、 註解 書の 蒐集、 聖書 學者 優劣の 鬪議、 曰く ゴ ー デ ー、 曰く マ 

ィャ ー、 HI く. デリッチ、 曰く ランゲと、 然れ ども 聖書 は 此の 如くに して 識る ことの S 來る 書で はない、 

聖書 は 迫害の 血 を 以て 書かれた る 書で ある、 故に 迫害の 血 を 以てする にあら ざれば 解す る 事の 出來な 

い 書で ある. 書齋に 籠り、 字典と 文法 を 相手に 其 意義 を 探らん と 欲する も無效 である、 勿論 知識 有る 

は 知識 無き に 勝る と雖 も、 知識 は 實驗の 代用 を 爲す事 は 出来ない、 信仰の 爲に戰 はすして 聖書 は 解ら 

ない、 福音の 爲に 迫害ら る &事、 其 事が 聖書 最善の 註解で ある、 此 苦痛 を經 すして 註解 書 は 山 を爲す 
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とも 聖書 は 解らない、 聖書 道樂は 最も 惡 しき 道 樂 である、 是れ聖 物 を 弄ぶ の 類で ある、 故に 之に 適應 

する 神の 刑罰 を 免れない、 心靈的 傲慢が 其れで ある、 眞理を 解せ ざるに 解したり と 思 ふが 其れで ある。 

(九 U0 

イス カリオ テ のュダ 

彼はィ H スに 好く 肖た 人であった らう、 十二使徒 中 唯一 の ユダヤ 成育の 人であった から 殊に 聖書に 

明るく f 事に 通じ、 時には 實際 問題に 就て 其師 に忠吿 する 程であった (約 翰 傅 十二 章 四 節)、 使徒 等 

の內に まりて 彼に 對 する 彼等の 信用の 如何に 厚 かりし か は 彼に 彼等が 使徒 圑 共有の 金 囊を 託せし に 由 

て も 判明る、 彼は溫 であった、 篤實 であった、 同情心に 厚く あった、 故に 團中ィ H スを 除いて は 彼 

が 第一人者で あつたに 相違ない、 後に 至って こそ 彼等の. 2： の 一人 は 彼に 就て 「彼 は 貧者 を 顧 ふに 非す 

ねす びと 

竊者 なり」 と斷言 せし と雖 も、 それ は 彼の 叛逆の 事 實が現 はれて 後の 事であった (六 節)、 使徒 等 は 

最後まで 彼れ ュダを 信じた、 ィ エスが r 汝 等の 內 一人 我 を 資すな り」 と 言 ひ 給 ひし 時に 彼等 备自は 

「主よ 我なる 乎」 と 問 ふて、 よも や ュダが 其 人な りと は 信じ 得なかった、 實にィ H ス のみ 惟り ュダの 

何者なる を 知り 給 ふた、 而 して 彼れ 時に ュダ に關 する 彼の 意見 を 洩し給 ひしゃ、 ぺテ& も ヨハネ もァ 

ンデレ も 答へ て 曰 ふたで あらう 「師 よ、 酷な り、 彼 は 斯る惡 人に 非す」 と、 然れ ども 師の 見る 所は眞 

であって 弟子の 見る 所 は 間違って 居た、 ュダは 終に ィ H スを其 敵に 費した、 彼 は 赏に惡 魔 卽ち淪 亡の 

子であった、 ィ H スに 最も 好く 肖た る 彼 は イエスの 第一の 敵であった、 イス カリオ テの ュダが アンチ 


キリストであった、 僞 キリストであった、 キリス 卜に 肖て 彼と 相 併んで 其 榮光を 奪 はんとした- ュダ 

の 叛逆 は 彼の 失望に 起った ものである、 彼 は 弟子 等 を 欺き 得た、 然れ ども ィ H スを 欺き 得なかった， 

而 して ィ H スに 己が 本性 を 看破 せられて、 失望 憤怒の 極、 かの 怖るべき 行爲に 出た ので ある、 而 して 

ュダの 族 は 人 マ も尙絕 えない、 眞の 信仰の 在る 所に は 必すィ ス カリオ テの ュダが 居る、 而 して 彼 を 判別 

する の 困難 は 今 も 昔と 異ならない、 ュグは イエスに 最も 好く 肖た る 者で ある、 ィ H スと 優劣 を爭 ふて 

人 を 己に 引 寄る 者で ある、 「此 せは禍 なる 哉、 …… 礙く事 は 必す來 らん、 然 れい.；； 觀； id 來らす 者み ^ふ 

る 哉」 とィ H スの言 ひ 給 ひし は此 事に 就て である (馬 太傳 十八 章 七 節 )o  (九月) 

ベタ ニヤの マリヤ 

ィ ェ スは 詩人 テ -ー ソンの 所謂 「强き 神の 子」 であった、 故に 彼が 爲し 得ない 事 は 何もなかった、 彼 

は 五箇の パンと 二 尾の 魚と を もて 五 千 人 を 養 ひ 得た、 彼 は 生来なる 瞽者の 眼 を 開き 得た、 死せ るラザ 

P を復 し 得た、 海の 大風 を靜め 得た、 天地 萬 物 は 彼の 命に 從 つた、 き！ ひ， 1 

ソ 0:、q  P わ。 >  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  I  ^=3  ii 

い 事 力あった それ は 自己の 爲を 計る 事であった、 彼の 敵が 彼 を 嘲け りて 「人 を 救 ひて _3 が 身 を 救 ふ 

能 はす」 と 一一 目 ひし は事實 であった、 イエス は 人類 を 救 ひ 得し も 御自身 をば 救 ひ 得なかった、 而 して 亦 

彼の 周 園の 人 等 も 彼を犒 はんと は爲 なかった、 彼等 は 思 ふた、 ィ H スは强 き 神の 子で ある、 故に 人 を 

救 ふ 者であって 人に 救 はるべき 者で はない、 彼 は 人の 供す る 慰藉 を 要し 給 はない、 彼の 喜び 給 ふ 事 は 

人の助けられん^？？-でぁって、 御自身の 慰められん 事で はない と、 斯くて 世 全體は 勿論の 事、 彼の 弟子 
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等まで も 彼 御自身の 慰に 就て は 心 を 配らなかった、 然るに 玆に マリヤ 一人、 衆と 異なり イエス 御自身 

の 慰安に 就て 思慮 を 運ら した、 彼女 は其蓄 へし 價 高き 香膏を 携來 りて 之をィ H スの 首に 尠 いだ、 之 を 

見て 弟子 等 は 怒って 曾 ふた r 此糜費 は 何故 ぞゃ、 若し 之を賣 らば 多くの 金 を 得て 貧者に 施す こと を 得 

ん」 と、 斯くて 弟子 等 は何處 まで も 人の 事 を 思 ふて 師の事 を 思はなかった、 其 事に 就て 彼等 は 全然 マ 

リ ャと昆 る 所 を 異にした、 然るに ィ H スは マリヤの 此行爲 を 非常に 嬉しく 感じ 給 ふた、 故に 彼 は 一一 一一 "ひ 

i づ しさ ちの 

給 ふた 「彼女 は 我に 善事 を 行へ る 也、 貧者 は 常に 汝等 と共に 在り、 然れど 我 は 常に 汝等 と共に 在らす 

云々」 と、 玆に マリヤ 一人 は 世 を 慰む る ィヱス 御自身 を 慰めん とした、 貴き は婦の 心で ある、 公人と 

しての ィ H スを崇 むる 者 は 多かった、 然れ ども 私人と しての 彼 を 慰む る 者 は 甚だ 稀であった、 而 して 

ベタ 一一 ャの マリヤが 此少數 中の 第一 人 者であった、 彼女に 對 する 彼の 感 恩の 念 を 述べん とて ィ H スは 

言 ひ 給 ふた 「天； 卜 I： 處 にても 此 福音の 宣傳 へらる i 處には 此婦の 行し 事 も 亦 記念の 爲 に雷傳 へらる ベ 

し」 と， 名譽此 h なしで ある (馬 太傳ニ  0 '六 章 六— 十三 節)。 (九月) 

jl;!^ 仰と 迫害 

すべ  せめ 

凡て キリスト イエ ス に 在りて 神 を 敬 ひつ \ 世 を 渡らん と 志す 者は窘 (迫害〕 を受 くべ し (テ モ テ 後書 三 章 十二 

節〕。 

迫害と 云 へば 今の 信者 は 昔あった 事で 今 は 無い 事で あると 思 ふ、 然し 乍ら 世が 罪の 世で ある 間はキ 

リ ス トに 在りて 祌を敬 ひつ \ 世 を 渡らん と 志す 者 は 何人も 迫害 を 免 かれない ので ある、 迫害 は 基督 信 


者の 附隨 物で ある、 世の 迫害す る 所と なりて 彼は眞 正の 信者と 成りし 事を識 るので ある、 迫害 を 受け 

ざる 信仰 は僞 りの 信仰で ある、 社會 に歡迎 せられ、 貴顯 紳士の 後援に 與 る我圃 今日の 基督 敎 信者の 如 

き、 聖書の 此ー 一目に 照らして 見て 眞の 信者に あらざる 事 は 最も 明 C である、 眞心を 以て キリ ス ト をき 口 じ 

て 世の 迫害 を受 くるが 當然 である、 嗚呼 迫害な き 信仰、 其 傳道资 金 は 如何に 豊富なる とも、 其 聖書 知 

識は 如何に 深遠なる とも、 迫害 を 受けす して キリスト は 解ら す、 其 生命の 頒與 にあ づ かる 能 はす、 迫 

害 は 信仰の 實證、 其 向上 發 達の 必要 條件 である。 (十月〕 

財界 の 王 と 信者 

玆にソ ドム 王 アブラムに 一 W ひける は 人 は 我に 與 へ^は 汝に 取れと、 アブラム、 ソ ドムの 王に 一一 一一 II ひける は. 我れ 

天地の 主なる 至高き 祌 M ホ バを 指して 言 ふ、 一 本の 絲 にても 鞋帶 にても 凡て 汝の 所屬は 我れ 取らざる ベ し、 恐 

らく は汝 我れ アブ ラム を 富し めたり と 言 はん (創世記 十四 章廿 一 —廿三 節〕。 

ソ ドムの 王 は 財界の 王で ある、 アブラム は 神の 子で ある、 財界の 王 神の 子に 對 つて 物を與 へんと 言 

ひし 時に、 神の 子 は 斷然之 を 担 絶して 言 ふた 「一本の 絲 にても， 鞋帶 にても 凡て 汝の 所屬は 我れ 取ら ざ 

るべ し、 恐らく は汝 我れ 神の 子 アブラム を 富し めたり と 言 はん」 と、 祌の子 は 神 御自身 之に 給與し 給 

ふ、 彼 は 財界の 王より 何物 をも受 くるの 要な し、 アブラム、 ソ ドムの 王より 物 を 受けて 彼 は 彼の 神ェ 

ホバを 辱し むる ので ある、 神 は アブラム を 富ましめ て 喜び 又 誇りと なし 給 ふ、 然るに 神に 依らす して 

財界の 權 者に 頼む、 是れ神 を 辱し めて 財 祌を崇 むる に 等しき 行爲 である、 「汝等 神と 財 (マム モン n 
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財 神) とに 兼ね 事 ふること 能 はす」 との 教訓 は 亦 斯る事 をも敎 ふるので ある、 然るに の 基督 信者 は 

如何？ 殊に 米國 並に 米國 流の 基督 信者 は，.^ 何？ 彼等 は アブラムの 如くに ソ ドムの 王の 謖給を 拒み 

斥く る 乎、 否な 否な、 彼等 は 之 を歡迎 する、 歡迎 する のみなら す哀 求す る、 彼等 は 石油王、 鋼鐵 王、 

馬 鈴薯王 等の 寄附 を受 くる を 以て 犬なる 利益、 大 なる 名譽 なりと 信す る、 彼等 はソ ドムの 王 等に 富し 

めら れて 食堂 を 建築し、 傳 道を擴 張す る、 此 意味に 於て 彼等 は 決して アブラハムの 子で はない、 凡て 

信す る 者の 父なる アブラハム は 彼れ 猶ほ アブラムと 稱れし 頃、 斷然ソ ドムの 王の 饋給を 斥けた、 「汝 

等 もし アブ ラ ハ ム の 子なら ばァ ブラ ハ ム の 行 を 行 ふべ し」 とィ H ス は 一一 =11 ひ 給 ふた (約 翰 傳八章 三 九 

節)、 ソ ドムの 王の 寄附 を 斥けて こそ 眞に アブラハムの 子で ある、 財界の 王 等の 補給に 與 からすして 

こそ アブラハムに 臨みし 祌の 祝福 は 今 曰の 基督 信者に も 臨む ので ある、 神と 財 神、 H ホ バとソ ドムの 

王、 彼等 は 二者 其 一 を 選むべき である、 r 汝 等の 心を淨 くせよ 二心の 者よ」 と 使徒 ヤコ ブは 彼等に 言 

ふで あらう。 (十月) 

必ず 聽 かる 、祈禱 

汝等 若し 我に 居り 又 我 i 言汝 等に 居らば 汝 等の 凡て 欲 ふ 所 は 求に 從 ひて 與 へ ら るべ し (約 翰傳 十五 章 七 節)。 

我等が 凡て 求む る 所 は 彼より 受く， そ は 其 誡 を 守りて 其 悅び給 ふ 所 を 行へば 也 (約 翰 第一 書 三 章 二十 二 節〕。 

祈て 必す聽 かる、 祈禱が ある、 其れ は 神の 聖 3 曰の 成らん 事 を 祈る^ 禱 である、 神の 聖旨 は必す 成る 

其 聖旨 を 祈 求と して 我等の 捧 ぐる^ 禱は聽 かれざる はない、 玆に 於て か 人 は 言 ふ、 神の 聖旨 は必す 成 


ると ならば 人が 之 を 祈る の必耍 はない、 人 は 祈らす とも 祌は其 聖旨 を 成し 給 ふと、 爾 でない、 祌は人 

と共に 働かん こと を 欲 ひ 給 ふ、 彼 は 彼の 聖 3 曰 を 人の 欲求と して 成さん と 欲し 給 ふ、 父 は 子 を 措いて 獨 

り 自ら 事を爲 さんと 欲 はない、 子 をして 父の 事業に I, はらん 事 を 欲 ふ、 而 して 子と 榮光を 分たん 事 を 

欲 ふ、 天 父 も 亦 同じで ある、 彼 は 彼の 聖 3 曰が 人の！^ 禱 として 彼に 達し、 之 を 成して 人 をして 神と 榮光 

を 分たん こと を 欲し 給 ふ、 實に 愛の神と して 然も あるべき である、 故に 祈る は 我が 名譽 である、 神の 

聖 33 を 我が 祈禱 として 捧 ぐる を 得て 名譽此 上な しで ある、 而 して 我が 意の 神の 聖旨と 一 致し 我が 祈禱 

は 祌の御 計畫と 一 致して 成就せられ ざる を 得ない ので ある、 故に 信者 は 祈る ので ある、 先づ 第一 に 我 

が 意の 神の 聖 33 と 一 致せん 事 を 祈る ので ある、 而 して 神の 聖意を 我が 意と 成して 我が 祈 禱は必 す聽か 

る &祈禱 となる ので ある、 「爾國 を 来らせ 給へ、 爾 皆の 天に 成る 如く 地に も 成らし め 袷へ」 と 云 ふ 祈 

禱 である、 此祈禱 は 必す聽 かれる、 感謝で ある、 神が 日本 國を 化して 聖國と 爲し給 はん 事、 異端が： i 

びて 正敎が 興らん 事、 信者の 間に 伏在す る 凡て 惡 むべき 事、 凡て 忌み嫌 ふべき 事の 排除 せられん 事、 

聖書が 國 民の 經 典た るに 至らん 事、 信者が 互に 相愛して 神の 榮 光の 暗き 此 世に 揚 らん 事、 是 等の 事 を 

熱 信 以て 祈り 求めて 聽 かる i 事 は 必然で ある、 聽 かれな いのは 祈 求ない からで ある、 「我等が 凡て 求 

むる 所 は 彼よ く受 く」、 文字通りに 眞理 である、 然 らば 祈らん 哉、 然り 祈らん 哉。 (十月，) 

榮 化の 順 序 

汝等視 よ 我等 神の 子と 稱 へらる …… 愛する 者よ 我等 今 神の 子たり. 後 如何、 未だ 現 はれず. 然れ ど識る 彼れ 現 
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はれ 耠 はん 時に， 我等の 彼に $：： ん こと を (約 翰 第一 鲁三章  一、 二 節 )0 

.仞 めに 祌の 子と 稱 へられ、 次に 神の 子と 成され、 終に 神の 獨 子なる キリストに 肖た る 者と せらる、 

U 者榮 化の 順序 は是れ である、 初めに 罪人 其 儘に て、 我等た 信す るに 由り て 神の 子と して 极 はる、 

而 して 後に 聖霊に 潔 めら れて實 質的に 神の 子と 成され、 終に キリス ト 再び 現 はれ 給 ふ 時に 復活 昇天し 

て 今や 聖 父の 右に 坐し 給へ る 彼に 肖た る 者と せらる、 初めに 资格を 賜 はり、 次に 靈 性の 聖 化に 與り、 

終りに 靈體を 授かりて 救拯を 完成 せらる、 「義 また 聖 また 贖」 とパゥ a が唱 へしと 同じで ある、 二者 

の 問に：^ 仰の 要 點に關 して 相違 はない、 先づ 信仰に 由て 義 とせられ、 聖靈に 由て 潔め られ、 -冉 臨に. m 

て 復活せ しめらる と は 新約聖書 記者 通有の 敎義 である、 ョ ハネは 聖靈の 臨在 を唱 へて 基替の 再臨 を 信 

ぜ すと 言 ふ は，， 謂な き 事で ある (コ リン ト 前書 一 章 三十 節 )o  (十  一 Ho 

單獨の 幸福 

時 まさに 至らん， 今 至りぬ， 汝等 散りて 各々 その 屬 する 所に 往き、 た  >  我 を 一人 殘 さん. 然れど 我れ 獨り 在る 

に 非ず. 父 我と 惜に 在るな り (約 翰傳 十六 章 三 二 節)。 

イエス は單獨 であった、 故に 萬 人の 友であった、 彼が 若し 使徒 團の 師、 ヨハネ、 ぺ テロ、 アン. チレ 

等の 友であった ならば、 彼 は單獨 でなかった と 同時に、 又 人類の 友たり 得なかった、 彼 は少數 者の 友 

たり 得る には餘 りに 神 的であって、 又餘 りに 人類 的であった、 而 して ィ H スー 人に 限らない、 凡て 神 

と 人と に對 して 熱情に 燃えし 人 はィヱ スの 如くに 單獨 であった、 詩人 ダンテ は 中古 時代の 歐 洲文壤 に 


立て 惟の 一 人であった、 コ 口 ムゥ エル は 淋しき 人であった、 リン コル ンは 常に 自己の 孤獨を 歎じた、 

彼等 は 皆 一 階級 又は 一 敎派叉 は 一 黨派を 友と する には餘 りに 偉大であった、 故に 單獨 ならざる を 得な 

かった、 友 多き を 以て 誇る 人 は 幸福で ある、 然し 乍ら 友な きを 以て 歎く 人 は 更に 幸福で ある、 人 は 惟 

一 人と なって 萬 人 を 友と し 得る ので ある。 (十 一 月し 

直覺 と實驗 

イエ ス曰 ひける は 我が 爲す事 を汝今 知らず、 然れど 後 知るべし (約^ 傳 十三 章 七 節〕。 

約翰傳 並に 約 翰 書に 於て 「知る」 と 云 ふ 字に ニ箇 ある、 其 一 は アイド ー (eid5) であって、 他はギ 

ノス コー (g.in5sk5) である、 アイド ー は 直覺の 意であって ギ ノス コ，' は 知 覺の義 である、 自己の 靈 

又は 聖靈に 由て 知る のが アイド ー であって 經驗 叉た は 研究に 由て 知る のが ギ ノス コ ー である、 而 して 

ィ H スは爱 に 言 ひ 給 ふたので ある、 我が 爲す事 を汝今 知ら (アイド，"〕 す、 後 知る (ギノ ス n 1) ベ 

しと、 眞理を 今 直覺 する 能 はす、 後 經驗に 由り て 知るべし との 事で ある、 詩人 ゃ預 一一 一一 n 者の 言 を 凡人 は 

直覺 する 能 はす、 長き 經驗に 由り 漸くに して 知る ので ある、 弟子 は 直に 師の言 を 信す る 能 はす、 故に 

往々 にして 彼に 反抗して 强て自 說を行 はんとす る、 然れ ども 後に 至り 多くの 辛ら き 經驗に 由り て師の 

誤らざる を 知る ので ある、 先覺 者の 直覺を 聞きて 之に 躓かざる 者 は 福で ある。 
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平康と 患難 

我れ 此事を 語りし は汝等 をして 我に 在りて 平康を 得させん が爲 なり， 汝等世 に 在りて は 患難 を 受けん、 然れ ど 

權る V 勿れ 我れ 旣に 世に 勝てり (約 翰傳 十六 章 一一 一十三 節)。 

信者に 平康が ある、 患難が ある、 而 して 又 患難に 勝つ の 能力が ある、 彼の 平康は 「我に 在り」 と 云 

ひて ィ H スに 於て 在る、 ィ H スを 離れて 在る ので はない、 君子 は 自己 を 以て 足れり とすと 云 ふが、 信 

者 は 自己 を 以て 足れり とせす ィ H スを 以て 足れり とする、 平和と 云 ひ、 平安と 云 ひ、 平 康と云 ふ も、 

是れ 信者に 取りて はィ H スに 於ての みある 者で ある、 「汝等 我に 在りて 平康を 得ん」 である、 徒らに 

平和 平和と 云 ひて 平和 は 得られる 者で はない、 「凡て 勞れ たる 者 また 重き を 負へ る 者 は 我に 來れ、 我 

れ汝等 を 息ません …… 我に 學べ、 汝等 心に 平安 を據 べし」 と宣給 ひし 者に 於ての み眞の 平康は 在る の 

である (馬 太傳 十一 章、 廿八節 以下〕、 *1 に 平康を 求む る 者 多き も 之 を 獲ざる は、 之 を 獲べき 所に 於 

て 獲ない からで ある。 

信者に 平康が ある、 其れ は主ィ H スに 於て ある、 信者に 息 難がある、 其れ は此 *1 に 於て ある、 「汝 

等せ に 在りて は 患難 を 受けん」 と ある、 ィ H スに 在りて は 平康、 せに 在りて は 患難、 其れが 信者の 生 

涯 である、 「世 は 父 を識ら す是に 由り て 我等 を も識ら ざる 也」 と あるが 如し (約 翰 第 一 誉ニ章 一 節)、 

信者 は聖父 を識ら ざる 此 世に 在りて 患難 を 免 かる.^ 事 は 出 事ない、 患難の な いのは 信仰の ない 徵 候で 

ある、 自己中心の 世と 神 中心の 信者との 間に 調和の あり やう 害 はない、 然し 悲 むに 足りない ので ある" 


イエ スは旣 に 世に 勝ち 給 ふたので ある、 彼 は 世 をして 自己に 勝た しめて 世 を 審判き 給 ふたので ある、 

愛！ 其れが 此惡の 世に 勝つ 能力で ある、 自己 を 迫 窘める 世 を 愛して 之に 勝つ 事が 出來 るので ある， 

イエ スは 旣に此 能力 を 以てせに 勝ち 給 ふた、 彼 を 信す る 者 も 亦 彼の 如くに 同じ 能力、 卽ち愛 を 以て 此 

不信の せに 勝つ 事が 出来る、 故に 世に 在りて は 難 ありと 雖も、 ィ H スに 在りて は 永久の 平康が ある 

ので ある。 (十 一 月) 

信者の 靜養 

基督 信者 は靜養 すれば とて 唯 ブラ./ \ と 遊で は 居ない、 彼 は 勿論 身心の 活動 を 休止す る、 然し 乍ら 

それと 同時に 信仰の 活動 を 始める、 神 を 仰ぎ 瞻る、 彼に 依り 賴む、 心を靜 にして 依り 賴 みて 彼より 力 

の 給 與に與 らんと する、 而 して 斯く爲 して 微妙なる 力の ぎ處 よりかして 己れ に 加 へらる &を覺 ゆる、 

斯 かる 場合に 於て 基督 者が 己に 繰返して 誦ん する は 預言者 ィザャ の 左の 一一 一 E である。 

汝 t 立 かへ りて 靜 かにせば 救 を 獲 

平穩 にして 依り 賴 まば 力 を 得べ し (三十 章 十五 節)。 

H ホ バを俟 望む もの は 新たなる 力 を 得ん、 

また 鷲の 如く 翼 を 仲して 昇らん、 

走れ ども 疲れす 步め ども 倦ざる べし (ra 十 章 三 卜 一 節) 

信者に 取りて は 靜養は 人に 對 する 休止であって、 神に 對 する 活動で ある。 (十一 no 
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結婚の 神聖 

結婚 は 我が 爲め なりと 新しき 人 は 言 ふ、 結婚 は 我れ 以外の 者の 爲 なりと 舊き人 は 一一 一一 a ふ、 我が家の 爲 

なりと 舊き 日本人 は 一一： in ひ、 我が 神の 爲 なりと クリ ス チャン は 一一 y ふ、 クリ ス チヤ ン は結將 して 己が 戀を 

遂 ぐるに 非す * 祌の聖 3：! に從 ふので ある、 戀愛其 者 は 神聖に 非す、 神の 聖旨に 從 ふて 初めて 祌 聖 と 成 

る、 而 して 神と 義務と に從 ふて 成りし 結婚 は & 1 マ ン チックなら すと 雖も 鞏^であって 比較的に 幸 幅 

である、 阿弗利加 宣 敎師， デビ ッド. "ビング ス トン の 結婚の 如き、 緬甸宣 敎師 アド 一一 ラム . ジ ャドソ 

ンの 結婚の 如き は此 類であった、 彼等の 結婚の 動機 は 主として 「福音の 爲の 協力」 に 於て あった (啡 

立 比 書 一章 三 節)、 結婚 を 人生 固有の 權 利と 見る は 犬なる 誤謬で ある、 固有の 權利 ではない、 與 へら 

れ たる 特權 である， 戀愛も 一 度 は 之 を 神と 義務との 祭壇の 上に 捧げて 其の 聖 むる 所と なる ので ある、 

戀に 由て 成りし 家庭に 苦痛 多し、 幸福なる ホ ー ムは戀 の 産物に あらす して 義務の 成果で ある、 近代 人 

は 戀を過 重視して 自ら 擇んで ホ.' ムの幸 幅 を 斥けつ i ある。 (十二お) 

天然と 神 

太陽 は祌 ではない、 然し 乍ら 祌は 太陽 を 以て 我等 を 照らし 給 ひつ. - ある、 水 は 神で はない、 然し 乍 

ら祌は 水 を 以て 我等の 汚 竊を洗 ひ 給 ひつ k ある、 . ^は祌 ではない、 然し 乍ら 祌は火 を 以て 我等の 不潔 


を 燒盡し 給 ひつ、 ある、 天然 は祌 ではない、 然し 乍ら 祌は 天然 を 以て 我等 を 支へ、 我等 を 養 ひ、 我等 

を 護り、 我等 を敎へ 導き 給 ひつ. - ある、 斯 くして 我等 は 天然に 接し、 天然の 內に 生：； i して、 神に 接し、 

んふ IJ ころ 

神の 銜懷 の內に 生^しつ、 あるので ある、 宽に 我等 は 我等の 日常の 生活に 於て 「彼に 頼りて 生き 又 動 

き义 在る こと を 得る」 ので ある (行傳 十七 章 二八 節)、 我等 は 天然に 圍繞 せられて 地上に：： i 在 すれば 

とて 神と 離れて 在る ので はない、 神が モ ー セに言 ひ 給 ひしが 如くに、 我等が 立つ 此處は 聖き處 である 

(出 埃 及 記 三 章 五節)、 我等 は 地の 上に 住みて 神の 聖 殿に 居る ので ある、 信仰の 眼 を 以て 見れば 地 其 

.  もと ゐ  ふや こ 

物が 神の 造り 營 める 所の 基 ある 京 城で ある、 其 意味に 於て 我等 は 千年期の 到 來を俟 つに 及ばない、 新 

らしき M ルサ レムの 天より 降り 來るを むに 及ばない、 今時、 此 地の 上に 在りて 旣に 業に 神の 京 城に 

在る ので ある、 地 をして 天たら しめざる 者 は 地で はない、 我等の 裡に 宿る 罪で ある、 罪 を 除かれて 地 

其 物が 旣に 天で ある、 花の 野に. く は 神の 微笑で ある、 露の 朝日に 輝く は 父の 額で ある、 風の-技 を拂 

ふ は 彼の 嗡き である、 日毎の 糧は 彼の 肉で ある、 滴る ra^ 汁 は 彼の 血で ある、 エホバ は 其 殿に 在し 給 

ふ、 而 して 我等 も 亦 彼に 事へ て s^, 殿に 在りて 彼に 仕へ まつる ので ある。 (十二月〕 

永生の 意 義 

永 牛： 卽 ち^りな き 生命と は 語 その 者が 背理 を 含んで ゐる、 我等 知る 所に て は 生命 は 皆 暫時 的 瞬 問 的 

である、 世に 2. 取 も 脆き もの 叉 はかなき もの は 命で ある、 同時に 世に 最も 美 はしき もの は 命で ある- 又 

人 問の 實 生活 を 見よ、 最も 美 はしき ものた る 人命 は 最も 脆き もので はない か、 之に 對 して 限りなく 保 
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つもの は 無生物で ある、 3ぉ、 山、 鐵、 花 崗石等 謂 ゆる 金石の 類 は 不朽で ある、 然し 之 等 は 生命に 比し 

て價値 少ない ので ある こと 云 ふまで もない。 

金石 は 永久 的であって 生命 は 瞬時 的で ある、 これ 宇宙の 通理 である、 然るに 御自身 限りなき 生命た 

る祌 は、 この 限な き 生命 を 彼 を 信す る 者に 賦與 せんと 云 ふので ある、 美なる 生命た る 花 は 瞬時 的の も 

ので ある、 然るに 美 は しき 花が 限り なく 其 美と 色 澤とを 保 つに も 比す ベ き 恩 惠を祌 は 彼 を 信す る 者に 

與 へんと する ので ある、 自然界に 於て 生 ある 者 は必す 死し 生な きもの は 永く 保つ、 然るに 祌 はこの 法 

則 を 破りて 限りなく 保つ 生命 を 我等に 與 へんと す、 何もの か 之に 勝る 賜物が あらう か。 

永久 的 生命と は考へ 難き ことなる 故 永生と は 時間 的に 見る ベから すして 性質 的に 見るべき 思想で あ 

ると 近頃の 學者は 言 ふ、 卽ち 永生と は感覺 以上の 生命の ことにて 刖に 永久 的の 生命の 意に あらす と 云 

ふ、 卽ち 永生 問題より 「時」 の觀念 を排逐 せんとす るので ある、 これ 犬なる 誤 S である、 永生 は感覺 

以上の 生命た るに は 相違な けれど 叉 時間 的に 限りなき 生命た る こと も储 である、 祌 御自身 は 億々 萬 年 

の 存在 を繼續 する 星よりも 永く 存在す、 卽ち 限りなく^ 在し 而 して 同時に 生命で ある、 玆に 於て、 水生 

卽ち 限りなく 保 つ 生命なる も の が 萬 事 萬 物 中 の 最上 最美最 優 の ものた る を 知る ので ある、 そして 祌御 

自身 は それであって、 又 神が 彼 を 信す る 者に 賜 はる ものが それで ある、 永生と は斯 くの 如き 有難き 賜 

物で ある。 此 者が 彼 を 信す る ものに 與 へらる と 約束せられ たので ある。 (十二月) 

べッレ ヘムの 星 


べッレ ヘムの 星 は當時 特に 現 はれし 新星なる や、 或は 木星が 土星と 交會 して 輝きし 者なる や、 人；' に 

至て 確 知す る 能 はす、 然れ ども 信仰の 眼 を 以て 見て 凡の 星が べッレ ヘムの 星で ある、 今や 宵 空 を脤す 

rf  それ  もろく 

金星が 夫で ある、 隨天を 飾る 木星が 夫れ である、 參 宿が 夫で ある、 昴 宿が 夫で ある、 諸の 天 は 神の 榮 

光 を 現 はして 愛と 希望と を吿 ぐる 者で ある、 「かの 時には 晨星相 共に 歌 ひ、 祌の 子等 皆な 歡 びて 呼 は 

りぬ」 と 云 ふ (約 百 記 卅八章 七 節)、 べッ レ ヘム 郊外 歡 呼の 聲も亦 此聲に 非す して 何ぞ や。 (十二月〕 

年末の 辭 

年 は 去らん とす、 感謝で ある。 年は來 らんと す、 感謝で ある。 今年 も 亦 善き 事が あった、 感謝で あ 

る。 悪しき 事が あった、 感謝で ある。 萬 事 萬 物が 感謝で ある。 何故に 然る 乎？ 神の 聖 3 曰が 成った か 

ら である、 彼の 榮 光が 揚 つたから である。 我が 爲の 生涯で はない、 神の 爲の 一生で ある。 彼の 聖旨の 

成らん が 爲には 我 は 如何な つても 可い ので ある。 神 は 主人であって、 我 は 僕で ある。 僕 は 自分 は 如何 

なっても、 主人の 事業 さへ 擧れ ば、 夫れ で歡び 且つ 滿 足す るので ある。 神 は 年々 歳々 其 聖業を 進め 給 

みこ、 ろ  みさかえ 

ふ、 而 して 今年 も 亦 一年 丈け 聖旨 は 成り、 榮 光が 擧 つた、 故に 感謝で ある。 我が 不幸、 我が 損失の 如 

き、 問 ふべき でない。 ？ れんや 龄 からざる 幸福の 我が身に も 臨みし に 於て を や。 (十二月〕 
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大正 十 年 二 九 ニー  年) 

信仰の 新年 

年が 改まった、 信仰 も 亦た 改まらなければ ならない、 而 して 信仰の 新年 は 其 元始に 還る 事で ある、 

信仰の 元始 は 何で ある 乎、 我等 は 何 を 信じて 基督 者た る を 得た ので ある 乎、 社會 奉仕 か、 世界 改造 か、 

文化 運動 か、 否な 否な 然ら す、 俗 仰の 元始 は 十字架の 信仰で ある、 キリストの 十字架 を 仰ぎ 瞻て我 罪 

は赦 され 我 は 神と 和ぎ て 彼の 子た る を 得た ので ある。 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生ける 

なり、 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を捨し 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由り 

て 生けるな り (加 拉太書 一 一章 廿 節)。 

クリスチャン  はじめ  いし ずる； 

基督 者の 信仰の 元始、 其の 基礎 は是れ である、 此 信仰に 還りて 彼の 信仰 は 改まる ので ある、 倫理で は 

ない、 道德 ではない、 自省で はない、 修養で はない、 勿論 哲學 ではない、 社會 事業で はない、 キリス 

トの卜 字 架で ある、 凡の 恩惠、 凡の 幸福、 すべて 域むべき 事、 すべて 祝すべき こと は、 神の 子の 十字 

架の 上に 懸 るので ある。 ( 一 刀) 


義 の 宗 敎 

平和 は 貴むべく ある、 然し 乍ら 義に 由る 平和の み 食むべく ある、 愛 は 慕 ふべ く ある、 然し 乍ら 義に 

出る 愛の み 慕 ふべ く ある、 義に 由らざる 平和 は 平和に 非す、 篛に 由らざる 愛 は 愛でない、 基督 敎は 眾 

に 愛を敎 ふる 宗敎 ではない、 義を滿 足させる 愛の 宗敎 である、 其れが 故に 特に 責 いので ある、 神が ィ 

H スを 立て 信す る 者の 挽  1^ の 祭 物と し 給へ る は、 其 (神の) 義を彰 はさん 爲め、 卽ちィ ヱスを ：！：^ する 

者を義 とし 尙ほ 自ら 義 たらん が爲 なりと 云 ふ (羅馬 書 三 章廿六 節〕、 依て 知る 福 昔の 原因が 義 であつ 

て、 其方 法が 義、 其 結果が 義 である 事 を、 義を 以て 始まり 義を 以て 終る、 其れが キリストの 幅 昔で あ 

る、 之 を 十字架の 福音と 稱 する は 其れが 爲 である、 十字架 は 神の 義の 表彰で ある、 之に 由ら すして 神 

の 愛 は 臨まない、 近代 人 は義を 避けて 愛 を 解 せんとす るが 故に 眞の愛 を 解し 得ない、 凡て 深い 愛の 人 

は 强ぃ義 の 人であった、 基督 敎の神 は 燒盡す 火で ある、 故に 其 愛 は 宏遠 無量で ある、 怒らざる 罰せ ざ 

る 愛 は 偽りの 愛で ある。 (一月， > 

神人の 武器 

我等 は 肉に 在りて 行め ども 肉に 循 ひて 戰 はず， 夫れ 我等の 戰 の 器 は 肉に 馬す る 者に 非ず 營 SM を 破る ほど 祌に 

.E りて 能 あり (哥林 多 後書 十 章 三 節 四 節)。 
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〇 世に 一見して 基督 敎の 敎師 ほど 無援き 者 はない、 殊に 獨立傳 道師に 於て 然り である、 彼に 政府の 援 

助が 無い、 敎會の 同情が 無い、 社會の 尊敬が 無い、 彼に 金錢が 無い、 位階が 無い、 勢力が 無い、 權能 

が 無い、 之に 加へ て 彼 は 愛を說 かざる ベから す、 平等 を唱 へざる ベから す、 自由 平和 一致 を 主張せ ざ 

るべ からす、 彼れ 自身に 何物 も あるな く、 然 かも 與 ふるの 義務の み存 して 受 くるの 资格 なし、 f に與 

し：！：^ き 者に して 基督 敎の 敎師の 如き はない、 彼 は 嘲 けらる k も 怒る を 許されす、 打た る&も 打ち 反す 

能 はす、 無能、 無力、 無援、 …… 若し 世に 機ても、 蹴ても、 唾しても 差 支な く危險 なき 者が あると す 

れば、 夫れ は 基督 敎の 教師で ある、 殊に 獨立 傳道師 である、 彼 は實に 「せの 汚穢 また 萬の 物の 塵坊の 

の、 し  せめ  そし  す、 め 

如し」 である、 詈らる &時は 祝し、 窘ら る、 時 は 忍び、 誚らる k 時は勸 をな す 者で ある (哥林 多 前書 

四 章 十一 一、 十三 節/ 故にせ の 低き 卑しき 者 等 は 遠慮なく 彼 を 誚り詈 りて 安價の 快樂を 貪る ので ある。 

〇 然し 乍ら、 其 敎師、 其傳 道師、 其 福音 士 …… 政府と 敎會 と、 役人と 監督と、 官吏と 僧侶との 眼の 前 

に は 何等の 價値 なき 彼 も 亦 全然 無能力で はない ので ある、 彼 はせ 人 同様 肉に 在りて 行め ども f 人と 異 

なり 肉に 循 ひて 戰 はない ので ある、 彼に も 亦 戰鬪の 器が あって、 之 を 以て 彼 は 敵の 堅 壘をも 破る こと 

が出來 るので ある、 社 會と敎 會とは 彼を慢 りて 未だ 彼の 能力 を 知らないの である、 彼れ 若し 其 臂のカ 

を發 せば、 心の 艤れる 者 を 散らし、 權柄 ある 者 を 位より 下す 事が 出来る C 路加 傳 一章 五一、 五 二 節)、 

神に 遣され し 倚道師 はせ 人が 思 ふが 如くに 弱く はない、 彼 は 營壘を 破る ほど 祌に 由り て 力が 有る、 自 

分に は 無い、 祌に 由り て 有る、 彼 を 慢るは 神を慢 るに 等し、 實は せに 神の 人 ほど 强ぃ者 は 無い ので あ 

る 0 

〇祌 人の 武器 は M か？ 勿論 劍 ではない、 又劍を 以て 維持 せらる &政權 ではない、 司法 權 ではない、 


警察 權 ではない、 然れ ばと て此 世の 權威を 以て 保護 せらる & 監督、 僧侶、 神主 等の 所謂 敎權 ではない、 

政府 も敎會 も眞の 神人 を 保護し ない、 實に 「我等の 戰鬪の 器 は 肉に 屬 する 者に 非す」 である、 然 らば 

神人の 用 ふる 武器 は 何で ある 乎、 言 ふまで も 無い、 祈禱 である、 密室に 在りて、 小川の 畔に 於て、 野 

原の 眞 中に 於て、 森の 影に 於て、 獨り 神に 向って 叫ぶ 心の 祈 求で ある、 之 を 以て 彼 は 敵 を- 斃し、 營壘 

を 壌ち、 一人 以て 千 人に 當り 得る ので ある、 希伯來 書記 者の 言へ る 「彼等 信仰に 由り て 諸國を 服し、 

つぐ  ひの い？ "ズ〕 け  やい し： i は^がよ わき  つよ 

獅子の n を辩 み、 火勢 を滅 し、 劍の刃 を 避れ、 荏 弱より して 剛强 くせられ、 戰爭に 於て 男 ましく、 異 

邦人の 陣を 退かせたり」 と ある は此 能力 を 指して 言 ふたので ある (十一 章 三 三、 三 四 節)、 祈 禱と云 

へば 人 は 慈悲、 忍耐、 仁愛、 喜樂 とい ふが 如き 女性的 美德を 喚起す る爲の ものである とのみ 思へ ども、 

決して 爾 でない、 祈禱は 神人 唯一 の 武器で ある、 彼 は 之 を 以て 敵に 當 るので ある、 敵 壘を壞 つので あ 

る、 惡 人と 偽善者の ロを箝 むので ある、 異端の 陣を 退かす るので ある、 信者 は 耐禱を 男性的に 用ゐる 

ので ある、 而 して 「神に 由り て 能」 あるので ある。 

〇 イエ スは 劍を拔 いて 其 師の身 を 護らん とせし 弟子 等に 告げて 一 百 ひ 給 ふた 「我れ 今 十二 軍餘の 天使 を 

我 父に 請 ふて 受 くる こと 能 はすと 汝等思 ふ 乎」 と (馬 太 傳廿六 章 五三 節〕、 ィ H スは戰 ふて 勝ち得な 

かった ので はない、 神の 聖旨の 成らん が 爲に戰 ひ 給はなかった ので ある、 我等 彼の 僕に も 亦此權 能が 

無い ので はない、 唯 容易に 之 を 使用 しないの である、 せに 實は 神人の 祈禱 ほど 恐るべき 者 はない、 預 

言 者 H レ ミヤの 一 一一 目に 偽 預言者 、ノ ナ -ー ャは 斃れた (耶利 米 亜記 廿八 章參考 )、 。ハ ゥ 口 も 亦 止む を 得 ざ 

る 場合に 於て は 人の 靈を救 はんが 爲には 肉 體を滅 す 事 ありと 言 ふた (哥林 多 前書 五 章 五節)、 信者 は 

弱き者で はない、 强き 者で ある、 神に 由り て 宇宙の 權能を 揮 ふ 者で ある、 彼 を 侮る 者 は 犬なる 危險を 
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い.？ ど ほ.：： 

胃す 者で ある、 祌の 子は容 に 怒らない、 叉 自分の 爲に 怒らない、 然し 乍ら 其 忿恚は 恐るべき である- 

(詩篇 第二 篇八— 士 一節)。 (一月〕 

謙遜の 實 行 

汝等 もし 之 を 知りて 此の 如く 行 は  >  福 なり (約 翰 傅 十三 章 十七 節)。 

ィヱ ス 御自身が 弟子の 足 を 潘ひ給 ひて 謙遜 實 行の 實例を 示し 給 ひて 後に 發 せられし 言で ある、 謙遞 

の德の 如き 其 美 を 知る は容 である、 難き は 之 を 行 ふ 事で ある、 力 ー ライル は 言 ふた 「基督 敎は 特に 

謙遜 を敎 ふる 宗敎 なり」 と、 Christianity  is  the  religion  ot llumility. 而 して 何人も 此 定義に 反對 

しないの である、 然れ ども 嗚呼！ 世に 稀なる 者と て 基督 的 謙遜の 如き はない、 謙遲は 基督 敎會に 於 

て 無い、 基督 信者の 問に 無い、 ^に 基督 敎の敎 師の內 に 無い、 有る もの は謙遞 讚美の 辭 である、 人類 

の 理想と しての 基督 觀 である、 然れ ども 相互の 足 を 濯 ふの 謙遜 は …… 嗚呼 是の 在る 所に 敎會は 寂れな 

い、 信仰 は褰 へない、 傳 道心 は 盛で ある、 ィ H スの 謙遞を 知りて 而 して 之 を 行 ふ 者に のみ 神の 祝； i は 

降る ので ある、 汝等之 を 知りて 之 を 行 は 福 ひなり とィ H スは 弟子 等を誡 めて 言 ひ 給 ふた。 (二  H0 

決心と 祈禱 

水 戶藩祖 德川賴 房の 歌に R く  • 


幾度 か 思 ひお めて 變は るらん 

たの 

賴む まじき は 心なり けり 

と、 は く 耶利米 亜記 第 十七 章 第 九 節に 於け る 預言者 H レ ミヤの 言 を 註解す る もの である、 臼 く 

「心 は 萬 物よりも 偽 はる 者に して 甚だ 惡し、 誰か 之 を 知る を 得ん や」 と、 "ST に賴 むべ からざる は 己が 

心で や ある、 破れ 易き 者に して 己が 決心の 如き はない、 故に 預言者 は 更に 言を續 けて 言 ふ 「エホバよ 我 

を 翳し 給へ、 然 らば 我れ 醫ん、 我 を 救 ひ 袷へ、 然 らば 我れ 救 はれん、 爾は 我が 頌め 奉る 者な り」 と 

(第 十 K 節)、 人 は 自分の 決心 を 以て 基督 者と なる 事 は 出来ない、 祌の大 能に 由り 己が 心 を 改造 せら 

れて  一？？ i めて 神の 子と 成る ことが 出来る、 決心、 決心と 唱 へて 決心に 重き を 置く 傳道法 は 全然 排斥す 

べきで ある、 お 心で はない、 碎 けたる 悔し 心 を 以てする 祈禱 である、 自分の 何たる 乎 を 知る 者 は此謙 

遜、 此 自己 無能の 承認に 出ざる を 得ない。 (二 ガ〕 

• 聖 語 維 感 

多 欲の パク 口 

祌は汝 等 をして 常に 凡の 物に 足らざる 事な く 凡の 善事 を 多く 行 はし めんた めに 凡の を 多く 汝 等に 賜 

へ 得るな り (哥林 多 後書 九 章 八 節 )o 

下の 如くに 讀んで 意味 は ー警明 £ "になる、 「神 は 凡の 恩を汝 等に 賜へ 得るな り、 是れ汝 等 をして 凡 

の 善事 を 多く 行 はしめ ん爲 なり、 常に (凡の 時に) 凡の 物に 足りつ、」 と、 恩惠 能力 ムル 溢の 言と 稱 

^  ^  +  ^  七 〇ー 
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すべきで ある、 凡の 時に 凡の 物に 足りつ & 凡の 善事 を 行 はしめ ん爲に 凡の 恩 を 多く 賜 ふと 云 ふ、 慾 

U ま， 0  J 

の 深い バウ 口なる 哉、 然し 乍ら 自分の 爲の 恩賜で はない、 多く 賜 はりて 多く 施さん 爲の 多くの 恩賜 

である、 祌は恩 を 賜 ふ、 是れ 信者が 自 から 樂 しまん 爲に 非す、 他人に 對し 善事 を爲 さんため である、 

而 して 其 心 持 を 以て 恩 惠に與 かりて 信者 は 常に 凡の 物に 足りつ、 其 日の 生涯 を 送り 得る ので ある、 

最も 幸福 なる 生涯 は 恩惠 輸送 傳達 の 機關た らんと 欲する 生涯で ある。 

キリストの 愛 

我 を 愛して 我が 爲に己 を 捨し者 卽ち祌 の 子 を 信す るに 由り て 生ける 也 (加 拉太書 一 一章 廿節 )o 

神の 子、 彼 は 我 を 愛せし 者で ある、 我れ 彼 を 愛する 前に 我 を 愛せし 者で ある、 彼の 我に 對 する 愛 は 

我の 彼に 對 する 愛の 原因であって 其 結 架で はない、 而 して 彼の 愛 は單に 心に 匿れ たる 愛情で はない、 

彼 は 我が 爲に 御自身 を 捨て 給 ひし 者で ある、 人が 人の 爲に爲 し 得る 最上 最大 を 爲し給 ひし 者で あ 

る、 彼 は 我が 贖 主で ある、 生命の 泉で ある、 我 は 唯 彼 を 信す るに 由り て 生く るので ある。 

平和の 途 

H ホバ 若し 人の 途を 喜び 給 は 其の 人の 敵 を も 之と 和が しむべし (箴言 十六 章 七 節 )o 

人と 和らぐ の 最上の 途は、 然り 惟一 の途は 神と 和らぐ にある、 神と 和らぎて 我等 は 萬 人と 和らぐ の 

である、 而 して 神 を 措いて 人と 和らがん と 欲して、 和らぎ は 和らぎと ならない ので ある、 せに は 多 

くの 所謂 調停者が ある、 彼等 は 平和 を 愛する の餘 り、 論爭 者の 間に 人り て 唯 單らに 平和 を 計らん と 


する、 然るに 斯 かる 人 等の 仲裁に 由り て 成りし 平和 は 「平和な き 時に 平和 平和と 云 ふ」 平和で ある 

>r>l  ：  -  .  ：  r  ,  /  O  0OO00O00OO00O0000O000000000OO0O 

(耶和 米亞記 六 章 十四 節)、 最も 確實 なる 平和 は 敵 人相 互に H ホバ を 喜ばし 奉らん と 欲して 努力す る 

時に 成る、 H ホバ 若し 人の 行 ふ 所 を 善しと 認め 給 は i -、 彼れ 御自身が、 此 せの 小なる 調停者の 努力 

を俟 たす して、 其 人の 敵 を も 之と 和らがし め 給 ふ、 此事を 知らないで、 唯 平和 を 愛する と稱 して、 

平和なら ざる 平和 を 計る 淺 なる 平和 愛好者の 多き は 歎すべく して 又慨 すべき 事で ある。 

向上の 途 

汝等我 を 仰ぎ 瞻ょ然 らば 救 はれん (以賽 ：亞書 SI 十五 章廿ー 一節)。 

彼等 H ホバを 仰ぎ 瞻て 輝け り (詩篇 三十 四篇 五節)。 

エホバ を 仰ぎ 瞻て救 はる、 救 はれし 結果と して 其 面 輝く、 基督 敎は 何處々 々まで も 仰瞻敎 である、 

モ， I セ、 シ ナイ 山より 下りし 時、 彼， が H ホバと 言 ひしに 由り て 其 面 光を發 てりと 云 ふ (出 埃 及 記 三 

十四 章， y ッゥロ は 曰 ふ 「凡て 我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如く 主の 榮を 見、 榮に榮 いや 增 りて 其 

の 同じ 像に 化るな り」 と (哥林 多 後書 三 章 十八 節)、 信者に 取り 聖 化の 途、 向上の 途 とて 之 を 措て 

他に 無い ので ある、 主 を 仰ぎ 瞻 るので ある、 然 らば 我が 面が 輝く ので ある、 我は榮 光より 榮光 へと 

化り 行く ので ある、 然るに 主 を 仰ぎ 瞻す して 己に おみて 粉 骨 碎身ー 生 を 終る も 自己 以上の 者た る こ 

と 能 はすで ある。 
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不義の 財 

鷓 S| の 巳れ の 生まざる 卵 を 抱く が 如く 不義 を 以て， S を 遊る おあり、 共 人 は 命の 半に て 之 を 離れ、 共 終 

りに かなる：^ とならん (耶利 米 亜記 十七， 站ト 一 節、 

今や 何ん も 財 を 確ん と 欲す、 財是れ 幸福な りと 稱 して、 之 を 獲る を 以て 一 生の 目的と なす、 然れど 

も 預言者 ユレ ミヤ は 口 ふ、 彼等 は 己れ の 生まざる 卵 を 孵化す る 鵜鴣の 如く、 不義の 財 は 他 鳥の 雛の 

如くに 飛 去り、 其 終りに 愚者と ならん (馬鹿を見ん) と、 而 して 今の せに 鵜 媳 の 類何ぞ 多き や、 財、 

H  と、 而 して 之 を據て 終る 所 は 失ば HI である、 多くの場合に 於て 財 其 物が 雛の 如くに 飛 去り、 又 

縦し 己が 手に 留まる と雖 も、 其籣す 所の もの は 不滿と 失 tiK と 悲歎と である、 人生 蓄財 を 目的と して 

其 終極 は大懸 である、 然るに 今や 人は預 言 者 の 言 に 耳 を 傾けす、 國家 とし て も 個人と しても 財を璲 

るに 汲々 たり、 敢て獨 逸と 云 はす、 英國も 米國も 日本 も、 而 して 其內の すべての 智者 學者 も、 預言 

者の 眼 を 以て 視れば 皆な 暗愚 鵜 2| の 如き il^ である。 (二月) 

幸 福 の 途  ， 

自分々々 と 云 ふ 其 自分が 惡 いので ある、 夫が すべての 苦悶の 原因で ある、 然 りすべ ての 罪の 根本で 

ある、 自分が 淸淨 ならん と 欲し、 自分が 義人た らんと 欲し、 自分が 眞理に 徹底して 完全なる 人た らん 

と 欲す、 短悶と 苦痛と 失 と 落膽と は總て 其處に 在る ので ある、 幸福 は 自分 を 完成す るに 非す、 自分 


に 死す るに ある、 自分なる 者が 無くなって 苦悶 はすべ て 取 除かる、 ので ある、 然 らば 如 M にして 自分 

を 無くす る 事が 出来る 乎と 云 ふに、 自分で 自分に 死す る 事 は出來 ない、 自殺 は自 業であって 殘る所 は 

必竞 自分で ある、 自分に 死 せんと 欲せば 自分より 高き 者に 自分 を 託する の 唯 一途 あるの みで ある、 彼 

を 仰ぎ 瞻て我 は 救 はる、 ので ある、 卽ち彼 は 我が 衷に 入來 りて 我なる 者卽ち 自分 を驅逐 つて 我に 代つ 

-て 生き 給 ふので ある、 「最早 我れ 生る に 非す キリスト 我に 在りて 生るな り、 今 我れ 肉體に 在りて 生る 

は 我 を 愛して 我が 爲に 己れ を 捨し者 卽ち祌 の 子 を 信す るに 由り て 生る 也」 と パゥ& の 言 ひし は此 事で 

ある (加 拉太書 二 章 二十 節 )o  (四月) 

奉公の 途 

國に議 さんと 欲せば 必 しも 政治 叉 は 軍事に^ さはる の 要はない、 社 會に仕 へんと 欲せば 必 しも 社會事 

■ 業に 從 事す るの 要はない、 我に 賦與 せられし 能力に 應じ 我が 爲 すべき 事を忠 實に爲 せば 其れ 以上の 愛 

國 的行爲 はない、 又 社會的 事業 はない、 レム ブラント は 善き 線 を 描いて 和 蘭 國の名 をせ 界に 揚げた、 

ヮルヅ ヮスは 善き 詩 を 作りて 英 民族の 風儀 をー變 した、 奉公の 途は 一にして 足りない、 美術 も 昔樂も 

作詩 も 說敎も 忠實に 之を爲 せば 國を 興し 民 を 化する の 事業で ある、 必 しも 議會の 壇上に 登る に 及ばす、 

獨り 書齋に 籠りて 敎を 萬せ に垂る 事が 出來 る、 必 しも 慈善事業に 從 事す るに 及ばす、 敎 壇に 聖書 を講 

じて 慈善 以上の 大 慈善 を 施す 事が 出来る、 「凡て 汝の 手に 堪る事 は カを盡 して 之を爲 すべし」 である、 

我が 爲 すべく 此 世に 遣られし 事を忠 實に爲 して、 我 は國. ぼ を 益し 社會を 改め、 然り全 宇宙 を 動かす 事 
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が 屮ぃ來 る、 願ふ靜 にして、 運動 叉 は 宜傳の 手段 を 用 ひすして、 小に して 犬なる 愛國者 又は 改革者たら 

ん こと を =- (四月〕 

靈 なる 神 

祌は靈 なれば 之を拜 する 者 も 亦 靈と腐 を て 之を拜 すべき 也 (ョ ハネ傳 四 章 二十 四 節〕。 

.〇 祌は靈 である、 彼 は 物で ない、 故に 偶像 を 以て 表 はすべき 者で ない、 神 はまた 思想で ない、 理想で 

いひ あ. f は 

ない、 概念で ない、 故に 哲學的 術語 を 以て 言 表し 得べき 者で ない、 神は靈 である、 物で ない のみなら 

す 思想で ない、 手 を 以て 捫る能 はす、 又 頭腦を 以て 考へ 出す ことの 出來 ない 者で ある。 

0 神は靈 である、 故に 之を拜 する 者 は靈を 以てすべき である、 然り拜 すろ に 止まらす、 探る にも また 

了る にも 靈を 以てすべき 者で ある、 靈を 以てせす して 靈 なる 神 は 解らない、 神 を 科學的 研究の 目的物 

となす 事は屮 Z 来ない、 叉 哲學的 思索の 題！ =1 となす 事 は 出来ない、 祌は靈 的に のみ 之 を 探究す る 事が 出 

來る、 又靈 的に のみ 之を實 得する 事が 出来る、 靈 なる 神 は S に 人の 靈に觸 れ給ふ 者で ある、 人 は 又 其 

靈に 於ての み 直接に 神と 交 はる 率の 出来る 者で ある。 

〇 祌は靈 である、 故に 神 を 探る 者 は靈を 以てすべき である、 然るに 事實は 如何と 云 ふに 大抵の 人 は 神 

を 探り 之に 事 ふるに 靈を 以てしな いので ある、 或 人 は 萬 物 # 在の 理由と して 神の 存在 を假定 せんとし、 

或 人 は 思想の 論理的 結と して 神の 實在を 認めん とする、 而 して 如斯 くにして 探究せ し 神は靈 以外に 

在る 神であって、 赏に 冷めたい 味の 無い 祌 である、 然れ ども 眞の祌 は斯る 者に 非す、 直に 人の 靈に臨 


おの i ゝ  い づ C 

みて 之 を 動かし 給 ふ 者で ある、 「風 は 己が 儘に 吹く、 汝其聲 を 聞け ども 何處 より 來り何 處へ往 く を 知 

らす」 と 云 ふべき 者で ある、 神 は確實 なる 實在 者で ある、 然れ ども 靈 的に のみ 獲得し 得る 實在 者で あ 

る、 人に 若し 靈 なくば、 叉は靈 ありと 雖も其 倒き なくば、 彼 は 神 を 知る 能 はす、 循 つて 眞侗に 之を拜 

する 事 は出來 ない ので ある。 

〇 如何にして 靈 なる 神 を 知る 事が 中 Z 來る 乎、 如何にして 彼に 接する 事が 出来る 乎、 先づ 第一 に 祈る 事 

に 由て、 第二に 自己に 死す る 事に 由て、 第三に 不可能ながら も 全力 を盡 して 其 命令に 服從 せんとして、 

彼の 臨在に る 事が 出来る、 靈は 物質に 非す 叉 思想に 非す 叉 感情に 非す して 意志で ある、 意志の 働き 

に 由ら すして 神に 接する 能 はす- 叉 神の 臨在に 逢 ふて 先づ 第一 に强 めら る i もの は 我が 意志で ある、 

而 して 靈 なる 神が 我が 靈に 臨み 給 ひて 我 は 死して 祌は 我に 代て 生き 給 ふので ある、 祌靈 降臨の 場合に 

於ても 「死 は 勝に 呑るべし」 との 聖書の 言が 實 現せら る、 ので ある。 

〇靈 なる 神が 人の 靈に 臨んで 其 人 は 自主 獨立 自足の 人と 成る、 彼 は 己が 衷に 强大 なる 王國の 建設され 

しを覺 る、 彼 は 自己 以外に 何物 を も 求めざる に 至る、 彼 は名譽 又は 權カを 求めざる のみなら す 事業 を 

も 德行を も 求めない、 彼の 存在 其 事が 歡 喜と 成る、 彼 は 彼が 要求す る 萬 物 を 己が 衷に 有する に 至る、 

おの づ  くちびる  さゝ， ぐ  そ なへ もの 

讚美の 歌は自 から 彼の 脣を 破って 出る、 彼 は 祌に獻 るに 「讚美の 祭 物」 を 以てする、 彼れ 自身が 一個 

の 宇宙と 成る、 而 して 衷に 溢れる が 故に 自 から 外に 出ざる を 得ない、 彼の 手 は 動く、 彼の 財布の 扭は 

自づ から 緩む、 慈善 は 義務たら すして 歡喜 たるに 至る、 彼の 足 は 動く、 運動 は 外よりの 刺戟な くして 

始まる、 敎 會は自 から 成る、 諸て 我が 如く 成りし 者 は 我と 偕な り 我れ 又 彼等と 偕なる に 至る、 我等 は 

昝な 神に 在りて 兄弟たり 义 親友た るに 至る、 自己に 足る 者の み眞 個の 友人 を 得る ことが 出来る、 自己 
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の 不足 を 友人に 於て 求めん と 欲して 終に 其 友より 離れざる を 得ない、 我れ 足り 彼れ 亦 足りて 我等 は 永 

久の 友人たり 得る ので ある、 人 は 事業 を 以て 結合す る 能 はす、 信仰 箇條を 以て 結合す る 事 は 出来ない、 

靈 なる 祌を 以て 己が 靈を充 たされ、 彼 は充實 された る 人となりて、 すべての 充實 された る 人と 結合す 

るに 至る、 是 れ鞏间 にして 永久に 破れざる 結合で ある。 

〇 左れば 衷に 開かん 哉、 全能者 を 其 處に迎 へ 奉り、 何も 有たざる も 諸の もの を 有つ 者と なり、 我靈の 

衷に 永久の 王國を 築き、 其處に 神と 祌を 愛する 諸の 人と 偕に 生きん 哉、 我 は 人た るの 特權 として 靈を 

與 へられ たれば、 其 處に靈 なる 神の 宿る 所と なりて 神の 子と して 永久に 榮 えん 哉。 (五月) 

沈 默と絕 叫 

を s  こどらら みや  こ 

祭司の 長と 學者 たち …… 兒 輩の 殿に て 呼 はり ダビデの 裔 ホザナ よと 云 ふ を きて 怒 を 含み ィ ェ スに曰 ひける は 

彼等が 言 ふこと を 聞く や、 ィ H ス答 へて 曰 ひける は， 然 り嬰兒 哺乳 者の 口に 讚美 を備 へたり と錄 されし を 未だ 

請まざる 乎と (馬 太傳サ 一章 十五， 十六 節)。 

イエス 彼等 (パリ サイの 人 等) に 答へ ける は， 我れ 汝 等に 告げん、 此輩 もし 默 止な ぱ石 叫ぶべし と (路加 傳十 

九 章 四十 節、。 

〇 世に は 福音 は 信す る も 之 を 口に 語る 事 は出來 ない と 云 ふ 者が 多く ある、 彼等 は 說敎は 雄 辯學を 修め 

たる 說敎師 の爲す 事であって、 說敎師 以外の 信者 は 唯 沈默を 守って 居れば 可い ので あると 思 ふ、 故に 

大抵の 場合に 於て 信者の 集會に 於て 語る 者 は {ル つて 居る のであって、 其 餘の者 は 謹んで 沈默を 守り、 


唯 聞く のみ を 以て 其 本分な りと 見做して 居る。 

〇 勿論 沈 默は惡 い 事で はない、 瑞西人 の 諺に あるが 如く 「若し 雄 辯 は 銀で ある ならば 沈默 は 金で ある」、 

最も 責ぃ事 は n に 言 ふことの 出来ない 事で ある、 最も 嫌 ふべき 事の 一 つ は 確に 多 辯で ある、 殊に 祌聖 

なる 亊を 濫りに 語る に 至て は 語る 其 人の 不幸 此上 なしで ある、 淺 薄なる 信仰 は 小川の 淺瀨と 同じく 常 

に 囀って 止まない、 余輩が 最も 忌み嫌 ふ もの は 現代 米國 流の 多 辯 的 基督 敎 である、 余葷は 多くの場合. 

に 於て は 雄 辯よりも 沈默を 愛する 者で ある。 

〇 然し 乍ら 辯者必 しも 淺簿 であって 默者必 しも 深遠で ない、 語るべき 時が ある * 默 すべき 時が ある、 

而 して 語るべき 時に 語らざる は 怠慢で ある、 卑怯で ある、 不實 である、 然り 場合に 由り て は罪惡 であ 

る、 神が 語る が爲に 口と 舌と を 與へ給 ひし 以上 は、 語るべき 時に 語らざる は 義務の 怠慢で ある、 責任 

なまり  つ ち 

の拋棄 である. 人生 時には 語る は 金で あり 金剛石で あり、 默 する は紛 であり 土で ある 場合が！！ くない、 

而 して 斯 かる 場合 は キリストの 福音 を 信じ 之 を 守らん と 欲する 時に 殊に 多い ので ある。 

〇ィ H スは言 ひ 給 ふた 「凡そ 人の 前に 我を識 ると 言 はん 者 を 我 も 亦 天に 在す 我 父の 前に 之れ を識 ると 

いひ あ ら 

言 はん」 と (マ タイ 傳十章 三 二 節)、 。ハウ 口 は 言 ふた 「汝 若し 口にて 主ィ H スを認 はし 叉 心に て 神の 

彼 を 死より 甦らし &を 信ぜば 救 はるべし」 と (口 マ 書 十 章 九 節)、 「言 ふ」 と 云 ひ、 「認 はす」 と 云 

いひ あら 

ふ、 言語 を 以て： 3 に 出す 事で ある、 唯聽 くの みで はない、 叉 唯 心に 信す るの みで はない、 口に 言 表 は 

す 事で ある、 人 は主ィ H スを 人の 前に 言 表 はして 救 はる \ の である、 ィ H スも。 ハウ 口 も 絕對的 沈默の 

人ではなかった、 彼等 は 語るべき 時には 犬に 大膽に 語った、 基督 敎が 若し トラ ピスト 修道院 を 以て 代 

表せら る、 が 如き 沈默 の宗敎 であったならば 人類 は 決して 幾 同 か 之に 由て 救 はれなかった であらう。 
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〇 基督 敎の 說敎は 素々 能辯 術の 表現で はない、 是 は主ィ H スを言 表 はす 事で ある、 故に 眞の 信者に 取 

て は 止む を 得ない 事で ある、 彼 は 語らす に 居られな いので ある、 故に 止む を 得す 語る ので ある、 彼 は 

モ ー セの 如くに 「我 は 口の 人に あらす」 と 言 ひて 說敎 を辭 退す る 事 を 許されな いので ある、 彼 は 預言 

者 H レミ ャの 如くに、 エホバの 言の 彼の 心に 臨み たれば 默 する に堪へ すして 語る ので ある、 敎 會の牧 

師ゃ傳 道師の やうに、 官吏、 商人、 學者、 政治，： 豕 等に、 講壇の 上より 語る 爲に、 俸給 を 以て 雇 はれた 

るが 故に、 止む を 得す 語る ので はない、 神の 靈に充 たされ、 衷に 溢れる 恩 惠と歡 喜と に餘 儀な くせら 

れて 語る ので ある、 基督 敎の 說敎は 能辯 術の 一種で はない、 是は燃 ゆる 信仰の 表白で ある、 抑へ 難き 

クリスチャン 

神の 言 紫の 發表 である、 基督 者で ある、 故に 預言者の 一種で ある、 故に 語らざる を 得ない ので ある、 

さつ ベん fi.l へん  した くちびる 

訥辯も 雄 辯 もあった 者で はない、 舌 あり 朞 ありて 語らざる を 得ない ので ある、 故に 語る ので ある、 若 

.* さな-ご ちの み I ご  .^ ま  0 

し 人が 語らないならば 嬰 兒と啼 a 兒が 語る ので ある、 若し 人が 默 止るならば 木石が 語る ので ある、 キ 

O0OO0000OOOOOC0  0000 〇〇 

リ ストの 幅 昔 を 心に 受けて 沈默は 不可能で ある。 

〇 汝 語らん と 欲する 乎、 能辯 家と して 生れ 來 るに 及ばない、 又 能辯 術を修 むる に 及ばない、 心に 眞の 

福音 を 信ぜよ、 然 らば 能力 ある 一一 ー曰 は 汝の昏 を 破て 出で 来るべし。 (六 ガ) 

〇 

いひ あら 

詩人 コ レリ ッヂが 言 ふた 事が ある、 曰く 「詩 は 美 はしき 思想 を 美 はしき 言 を 以て 一一 一一 E 表 はした る もの 

である」 と、 まことに 美 はしき 思想 は自 から 美 はしき 一一 一一 口 を 以て 表 はる、 者で ある、 イエ スの 如き 美 は 


し き 思想 を以 て 充溢れ て 居た 人の 言 が |E 々句々 大 なる 詩で ありし ^511- は 當然 である、 其點 から 見て 聖書 

は 最大 詩集で ある、 ィ H ス、 パゥ 2、 ヨハネ、 ィ ザャ、 エレ ミヤ 等に 勝る 詩人 は 無い、 未だ ィザャ の 

預言 を 研究した 事の 無い 人 は 詩 を 語る の资 格な き 人で ある、 壯 美なる 言に して 神人の 一一 一一" の 如き はない 

(六月) 

人物と 傅 道 

人 は 言 ふ 人物で ある、 人物なくして世を救ふことは3^來なぃと、 然ら すと 余輩 は 言 ふ、 人物で はな 

い、 福音で ある、 祌の恩 惠の幅 昔で ある、 是れ さへ あれば、 此幅昔 さへ あれば * 人物な くと もせ を 救 

ひ 人 を 助く る 事が 出来る、 叉 此福昔 を 信じて 人物なら ざる 人 も 人物と なる 事が 出來 る、 人物と ならん 

と 欲する が 故に 人 は 人物と 成り 得ない ので ある、 先づ 人物なら ざらん と 欲し、 自分の 無惯値 い^なる 

を 悟り、 罪人の 首た る 事 を自覺 して、 キリストの 十字架に 敏 るに 至て、 人 は 何人も 眞實の 人物と 成り 

得る ので ある、 敎會は 人物 を 要求して 福 昔を說 かざる が 故に 人物が 屮 Z 來な いので ある、 人物 を 作る の 

唯一 の 道 は 人 を 悔改に 導く 十字架の 福音 を說く 事で ある、 此 事を爲 さないで 人物々々 と 叫んで 人物 は 

起らない、 然り 人物 は ら ない、 然り 人物 は 在り 過ぎる 程 在る、 願 ふ 無き に 等しき 者た るの 自覺 ある 

人々 の簇々 として 起らん こと を、 十字架 の 福音 を 信じ 之 を ふより 他に 智慧 も 能力 も 無き 人の 多く 起 

らん 事 を、 然 らばせ は 救 はれて 神の 榮光 は揚 らん。 (七 =0 


反抗 又 反抗， 自覺と 云 ひ 解放と 云 ひ 改造と 云 ふ、 皆な 權 威に 對 する 反抗に 外なら ない、 近代 人 は 反 

杭せ ざれば 偉大なら すと 思 ひ、 偉人 是れ 反抗の 人で あると 信す る、 然し 乍ら 反抗 は 決して 偉大なる 事 

ではない、 偉大なる 事 は服從 である、 威力に 屈服す るに 非す して、 自 から 進んで 正當 なる 權 威に 服 從 

して、 人 は 始めて 自己 を發 見し、 人生の 偉大と 貴 尊と を 知る ので ある、 悪魔 何者 ぞ、 神の 謀叛 人で あ 

つて 反抗 者で ある * キリスト 誰 人ぞ" 神の 僕であって 模範的 服從 者で ある、 彼 は 「己 を ■ 卑し、 死に 至 

この， ゆる 1  もろく  *4 さ 

るまで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり、 是 故に 神 は甚 しく 彼 を 崇めて 諸の 名に 越る 名 を 之に 

與へ 給へ り」 と 云 ふ (ピリ ピ書ー 一章 八、 九 節)， 一一 イチ H の 如く 反抗して 祌に 勝って 神 以上の 者たら 

んと 欲する ので はない、 神に 服從 して 神の 子と なる ので ある、 基督 者 は 近代 人と 全然 異なり、 自覺と 

解放と 改造と を 服從に 於て 求めて 反抗 に^て 得ん としない、 反抗 は惡 魔に 對 しての み 行 ふべき である 

(ヤコ プ書四 章 七 節)、 神と 神の 定め 給 ひし 權 威に 對 して は 惟服從 あるの みで ある。 (七お) 

囘 顧の 淚 

余 は 過去 六十 年 問の 生涯 を 顧みて 一 の 悲しき 事を感 する、 そ は 大體に 於て 余が 人に 愛せられ なかつ 

た 事で ある、 余 は 余の 骨肉に 嫌 はれ、 親類に 厭ら れ、 余が 卒業せ し內 外の 學 校に 顧みられす、 余が 事 


へし 政府に 嫌 はれ、 余が 關係 せし 敎會に 嫌 ばれ、 基督 敎諸團 體に嫌 はれ、 官吏に 嫌 はれ、 宣敎 師に捿 

はれ、 余 を 先生と 呼びし 多くの 弟子に 嫌 はれ、 殊に 俊才に 嫌 はれ、 甚だしき に 至て は 出入の 商人 職人 

にまで 嫌 はれた、 余に 何 か 厭ら しき 所が あるに 相違ない、 此事を 思 ふて 余 は 或 時 は 悲しくて 耐ら なく 

なる、 然れ ども 顧みて 思 ふ是れ 余に 取て 最も 善き 事であった、 余 は 人に 嫌 はれし が 故に 神にまで 追 ひ 一 

やられた ので ある、 余が 少しな りと も 神と キリ ス トと其 十字架と を 解す る を 得し は 其 一 面に 於て は 余 一 

が 人に 厭ら れ、 嫌 はれし に 由る、 人 は 余 を 嫌 ひて 余 をして 神に 愛せられ しめたの である、 「我 父 我 # 

我 を 捨る時 H ホバ我 を 迎へ給 ふ」 と ある (詩篇 二 七篇十 節)、 而 して 父と 母と に 限らない、 人と 云-,^: 

人、 制度と 云 ふ 制度、 社會、 政府、 敎會、 彼等が 我 を捨る 時、 H ホバは 我 を 迎へ給 ふので ある、 故に 一 

人の 一生の 幸福と て 人に 嫌 はるが 如き はない、 尺 は 人 を 嫌 ひて 彼が 祌に納 けらる k 特權を 奪 ふ 事 は屮： ：； 

來 ない、 而已 ならす 人 は 人 を 嫌 ひて 彼が 祌に迎 へらる \ 资格を 作りつ i あるので ある、 故に 余 は 今に 

於て 余 を 嫌 ひし 人 等 を 恨まない、 却て 厚く 彼等に 感謝す る、 余の 如き 薄 信の 者 は 人と 祌 とに 併せて 愛 

せられ 得ない、 余の 場合に 於て は 人に 嫌 はる \ は救靈 上の 必要であった、 余 は 人に 嫌 はれす して 神の 一 

愛に 人る 事が 出来なかった、 而 して 余 は 人に 嫌 はれて 初めて 祌の 慈悲なる 者の 何たる 乎を覺 つた、 余. 一 

は 新約聖書 を 請んで 神の 慈悲なる 1W に 接して 幾度 か 感謝の 淚を 流した (a マ 書 十二の 一 - ピリ ピ書 二. 一 

の 一 )、 是 れ希臘 語の oiktirmos である、 美 はしい 優しい 言で ある、 父が 其 子 を 憐む其 矜恤を 表 はす j 

雷で ある、 父なる 神の オイ クチ ル モス！ 鳴 呼 之 さへ あれば 他に 何物 も耍ら ない ので ある、 人の 愛、 人 一 

さ ♦* た ゆ  j 

の 同情、 人の 贄成、 是等は 却て 信仰の 妨害で ある、 而 して 人に 嫌 はれ 勝ちな りし 余 は 世に 最も 幸福な 一 

る 者の 一人で ある。 (三月 三十日 內村生 記す)。 (七月) 


眞 個の 平民 

余 は 今猶ほ 平民の 友で ある、 然れ ども 余の 云 ふ 平民 は 勿論 俗人で はない、 又は 民衆と 稱 せらる i 者. 

ではない、 貧民で はない、 勞働 階級で はない、 余が 辯 護し 自身 其 一人た らんと 欲する 平， は 人ら しき 

0  もちもの 

人で ある、 人と して 價値 ある 者で ある、 地位と か 爵位と か 所有と か 云 ふ もの を 全然 離れて 人た るの 價 

他 を 有する 者で ある、 余の 云 ふ 平：；：^ は靈 魂の 人で ある、 衷に 足りて 外に 求めざる 者で ある、 眞 側の 價 

俯 を 赤裸々 の靈 魂に 有して、 之 を 飾る に 位階 勳 章の 金箔 を 以てする の耍 なき 者で ある、 故に 偉人と 云 

ふ 偉人 は 凡て 平 K である、 平民の 首 は 勿論 ナザレの ィ H スで ある、 彼より 前き に雅 典の ソクラテス は 

大 平民であった、 而 して イエスの 弟子と して ダンテと ル ー テルと カル ビンと、 クロムウエルと ミルト 

ン と- ワシントンと リン コ ルンと グラッドストンと はすべ て大 平民であった、 彼等 は 偉人た るに S ぱ族 

ふに あ ひ 

の 列に 入る の 必要はなかった、 彼等に 取りて は學府 が贈與 する 學 位さへ も不 似合であった、 單の ミス 

トル . グラッドストン 又は ミス トル . リン コル ン であった、 神に 造られし 儘の 彼等であった、 故に 虫 

くあった、 人類の 校範 であった、 神の 貴族であった、 大勳位 公爵と 稱す るが 如き 人 問の 偽物で はな か 

つた 0 

斯 くして 平お は 決して 多數 ではない、 少數 である、 民衆 は 決して 平民で はない、 眞倘の 平民の 夥 き 

は 貴族の 齢き よりも 掛ぃ、 而 して 民衆が 平民で ない と 同時に、 稀に は贵 族の にも 眞倾の 平！ i!^ が ：；^ る、 

而 して 又 貴族 を 恨み 之に 反抗す る 所謂 平民 も 其 大多数 は 生れな がらの 贵族 である、 名 春に 惊憬れ 利欲 


に牽 かる &者は 名 は 平民た る も實は 貴族で ある、 此事 たる 我 國の歷 おに 於て 薩長の 平民 輩が 一朝 自か 

ら 貴族と なりし や 最も 惡 しき 贵族 階級 を 作りし 事 實に徵 し 見て 明かで ある、 人た るの 名譽 以外に 何等 
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の 名 譽をも 求めざる 者、 靈 魂の 深き 所に 神に 接する の特權 以外に 何等の 特權 にも 與 らんと 欲せざる 者、 

其者が眞個の平1£^でぁる、 而 して 余は斯 かる 人 等の 友た らんと 欲し、 叉自 から も 其 一人と ならん と 欲 

する 者で ある。 (七月) 

新生 命 - 

新しき 生命と 云 ふ は 新しき 年と 云 ふが 如くに 舊 くより ありし 生命が 新たに 始めら ると 云ふ箏 ではな 

い、 新しき 生命と は此 世に 無い 生命が 新たに 人に 臨む 事で ある、 卽ち 植生 又は 動 生 叉 は 人生と は 全然 

其 性質 を 異にする 生命が 信者に 臨む 事で ある、 「我等の 生命なる キリスト」 と ある は 卽ち此 生命で あ 

る (コ サイ 書 三 章 四 節)、 此 生命 は其發 達に 生存 競 爭を耍 しないので ある、 此 生命 は 他の 生命と 異 

なり 僂き 者に あ ら すし て 宇宙 は 失する も 失せざる 者 で ある、 植物 又 は 動物が 進化し て 成った 物で はな 

い、 又野蠻 人の 生命の 文明 化した 者で はない、 是は 直に 神より 降りて 彼 を 信す る 者に 臨む 特種の 生命 

である、 基督 者 は 所謂 基督 敎的 文化に 接して 成った 產物 ではない、 彼 は 神の 新たに 造り 給へ る 者 …… 

キリス トイ ヱスを 以て 造り 給へ る 者で ある (エペ ソ書ニ 章 十 (：§)、 若し 全 宇宙に 特训 造化なる 事が あ 

るなら ば 我等 は其實 例を眞 正の 基督^に 於て 見る ので ある-. キリスト は 生命 以外の 生命で ある、 心现 

學^ や 社 會學者 の 探知し 得 ざ る 異種 特刖 の 生命で ある。 (八 H0 

大正 十 年  七 一 五 


信者の 事業 

事業、 事業と 云 ふ、 然れ ども 基督 者に は攀業 はない、 彼に 殖産 事業 叉 は 改造 事業 等がない のみなら. 

や， 社會 事業 も傳道 事業 もない、 然り 彼に 唯一 つの 事業が ある、 それ は 神の 遣 はし 給へ る 者 を 信す る 

事で ある (ョ ハネ傳 六 章 二 九 節)、 其 他の 事業に 對 して 彼 は 無頓着で ある、 無關 係で ある、 然 らば 彼 

は 無爲に 一 生 を 送る 乎と 云 ふに 決して さう では 無い、 「我 父 は 今に 至る 迄 働き 給 ふ 我 も 亦 働くな り」 

と ありて- 我は勵 かざる に 働か しめらる \ の である (同 五 章 十七 節)、 活ける 神の 靈我衷 に 在りて 録 
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きて 我 は 其 機械と なりて 動く ので ある、 死者に 事業 はない、 キリストと 偕に 十字架に 釘 けられし 者に 

|^^^業のぁりゃぅ：^"はなぃ、 若し あると すれば 彼の 死 體の衷 に 在りて 顿く或 他物の 靈 である、 斯 くして 

信者に 事業の 心配 はない、 其計畫 はない、 其實 行の 努力 はない、 唯 信じて 命ぜら る&が 儘に 動く、 故 

に 安心で ある、 平和で ある、 事業に 焦心らない、 競爭 しない、 失肷に 失望し ない、 疲れない、 限りな 

く 働く- 嗚呼 厭 ふべき は 近代 人の 事業 熱で ある。 (八月) 

信仰 維持の 價 ig 

日本 國の 如き 不信 闽に 於て は 基督 敎の 信仰 を 維持す る 事 だけが 傳道 的に 見て 一 大事 業で ある、 別に 

敎會を 起す に 及ばない、 多数の 信者 を 作る に 及ばない、 宗敎的 大著 述を爲 すに 及ばない、 一度び 受け 


し 信仰 を： 敢に 頑强に 守り 通す 事 丈け が大 なる 傳道 事業で ある、 日本 國に 於て 純 幅 昔 を 信じ 通う す 事 

は 至難の 業で ある、 其 事 は 一 たび 信仰に 入りし 者に して 干 人 は 我らの 左に 仆れ、 萬 人 ji 我らの 右に 敝 S 

れ しに 由て 判明る (詩篇 九 ー篇七 節)、 殊に 敎會 又は 外國宜 敎師 等外 來の 援助に 賴る 事な くして 基督 

敎の 信仰 を 守り 通う す 事 は 至難の 業で ある、 而 して 此 事を爲 し 得て 我ら は 大事 を爲し 得し 事に 就て 神 

に 感謝すべき である、 或は 三十 年、 或は gl 十 年、 或は 五十 年、 此社會 の 冷淡、 嘲笑、 反 對の屮 に 我 信 

仰 を 維持す る を 得て 我 は 善き 傅 道を爲 すべく 許された ので ある、 敢て 他に 傳道 事業 を 企つ るの 必要 は 

ない、 內に對 して は 明白に、 外に 對 して は 獨 立に、 一生 信仰 を 守り 通う して、 我ら は 其れ.；，^ けにて 善 

き 傳道師 たり 得た ので ある。 (八月) 

金錢 以外の 勢力 

ぺ テロ  EI ひける は、 金と 銀と は 我に 有るな し， 惟 我に 有る もの を 汝に與 ふ、 ナザレの イエスキリストの 名に よ 

りて 起て 歩むべし と (使徒 行 傳三章 六 節)。 

〇 「金と 銀と は 我に 有るな し」、 斯く曰 ひし ぺテ n は 貧者であった、 若し 彼 をして 今日の 日本 叉 は 米 

國に 於て 在らし めしなら ば、 彼 は 無能 無力、 社會 にも 敎會 にも 全然 顧みられざる 人であった であらう、 

土地、 家屋、 公债證 書、 有價 證券、 そんな 物 は 彼に は 無かった、 彼 は 寄附 金を爲 して 敎會 叉は靑 年.^ 

又は 慈善 團體を 喜ばす こと は 出来なかった、 「金と 銀と は 我に 有るな し」 と、 是れカ ー ネギ —又は ハ 

イン ッ、 古河 又は 三菱の 發し 得る 言で はない、 彼 をして 今日に 於て 在らし めば- 牧師 も 監督 も 神學搏 


士も 彼に 何の 干 與る所 はないで あらう。 

〇 「惟 我に 有る もの を 汝に與 ふ」、 使徒 ぺテ a に 金と 銀と はなかった、 然し 乍ら 彼 は 何も 有たざる 者 

ではなかった、 彼 は 「或 物」 を 有って 居た、 是れ 勿論 商 學士と 經濟學 者と が 評價し 得る 物で はな かつ 

た、 然し 乍ら 或る 一種の 價値を 有する ものであった、 金銀の みが 世の 富で はない、 健康 も 富で あれば 

思想 も 富で ある、 知識も富でぁれば；！：^仰も富でぁる、 共點に 於て ぺ テロ は 詩人 又は 哲學 者と 彼が 有せ 

し 富の 種類 を 同う して、 今日の 米 國人叉 は 口 本人と は 全然 富の 標準 を 異にした、 金銀 は 無くと も 人 は 

富^たり 得 べしと は 今人の 解す るに 甚だ 困し む 所で ある。 

〇 「ナザ レのィ H スキリ ストの 名に よりて 起て 行むべし」、 ベ テ a の 富は是 であった、 卽ちナ ザ レ の 

イエスキリストであった、 是が 彼の 有せし 惟一 の，， 寶、 貴き 財産、 叉 頼るべき 生命の 磐であった、 彼 は 

大金 を 投じて 慈善 病院 を 立て 得なかった， 然れ ども 信仰の 一言 を 以て 跛 者 をして 起つ こと を 得しめ た. 

彼 は ハイン ッも 古河 も爲し 得ざる こと を爲し 得た、 其の 爲 せし 事業の 功績より 見て ぺ テロ は 富者 以上 

の 有力者であった。 

〇 「ぺテ n 曰 ひける は 金と 銀と は 我に 有るな し 惟 我に 有る もの を 汝に與 ふ、 ナザレの イエス 云々」 と、 

實に然 りで ある、 善を爲 すに 必 しも 金と 銀と は 要らない、 寄附 金 を 仰がす とも 犬なる 善事 を爲す こと 

が 出来る、 心にナザ レ のィ H スを宿して我等は跛^^<;をして起たしむる事が出來る、 死 を 慰む る 事が 出 

來る、 貧 を 癒す 事が 出来る、 宴婦の 額面に 感謝の 微笑 を 起す 事が 出来る、 世に は ナザレの ィ H スを有 

する のみに して、 金銀 は 無くと も爲し 得る の 善事 は 幾許で も 在る、 H ホバ は 預言者 ィザャ を 以て  一一 一一 c ひ 

給 ふた、 


喧 汝等渴 ける 者よ， 悉く 水に 來れ、 金な き 者も來 るべ し …… 來れ、 金な く惯 なくして 葡萄酒と 乳 

と を 買へ、 何故に 糧 にも あらざる 者の 爲に金 を 出し、 飽 くこと を 得ざる 物の 爲に勞 する や、 我に 

聽 從へ、 去らば 汝等美 物 を 食 ふ を 得、 脂 を もて 汝 等の 靈 魂を樂 まする を 得ん 

と (ィザ ャ書五 五 章 一 節 以下)、 f に は 金銀な くして 買 ふことの 出 來る美 物が ある、 神と キリストと 

永生と は 金な くして 我が 有と する ことが 出来る、 ィ H スは言 ひ 給 ふた 「汝 等朽 つる 糧 のために 働かす 

して 永生に 至る 糧 すな はち 人の子の 與 ふる 糧 のために 働くべし」 と (ョ ハネ傳 六 章 二 七 節)。 (八月〕 

力の 宗敎  . 

若し 基 齊敎が 思想であるなら ば、 善き 頭腦 と共に 金と 時と を 有する 人 は 3： 人と 雖も之 を 了解して 善 

き 基督 者た る 事が 出来る、 而 して 多くの 人 は、 殊に 大抵の 近代 人 は、 基督 敎を 如斯 くに 解して、 偏に 

研 讚 練磨 の 功 を 積んで 之 を 會 得し て自 から 深遠 な る 基督 者た らんと 欲する、 然れ ども 幸に して 基督 敎 

は 思想で ない、 故に 之 は神學 書と 註解 書を讀 破して 了解し 得らる、 者で ない、 基督 敎は人 をして 救拯 

に 至らし むる 神の 能力で ある、 故に 神より 直に 賜 はる 者であって、 人より 進んで 獲得す る 事の 出來る 

者で ない、 基督 敎は 祌學 でない、 聖書 知識で ない、 信仰で あり、 聖靈の 能力で ある、 神の 最大の 奢 賜 

である、 故に 切に 祈り 求むべき 者、 又 謙遜り て 恩賜に 接すべき 者で ある、 基督 敎に 在りて は、 知識 は 

縱令 聖書 知識たり と雖 も、 祌 より 直に 降る 眞の 生命の 代用 をな さない、 無學は 勿論 擇 むべき でない、 

然れ ども 基督 敎は 書籍に 於て 求む る も 之 を 獲る を 得ない、 心の 貧き 者卽ち 知識に 賴 まざる 者 は 幅な り、 
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天 國は共 人の 有 なれば 也。 (九お) 

信者の 可能性 

問題 は 多く ある、 其 解決 は 難く ある、 弱き 我、 我れ で 之に 當るを 得ん や、 然れ ども 我が 之に 當る 

ので はない、 全能 全智の 神が 之に 當り給 ふ， ので ある、 而して我はた^-自己を彼に委ね奉り、 彼 をして 

我 を 以て 働かし め まつれば、 我に 由り て 大事 も 容易に 成る ので ある、 神 は 預言者 ゼ カリヤ を 以て ゼル 

バベルに 告げて 曰 ひ 給 はく、 

萬 軍の H ホバ宣 ふ、 是は權 勢に 由ら す權 力に 由ら す、 我が 靈に 由るな り。 

ゼル バベルの 前に 當れる 大山よ、 汝は 何者 ぞ、 汝は 平地と ならん。 

と (撒 加 利 亞書四 章 六、 七 節)、 實に其 通りで ある、 政權に 由り 武力に 由り て 何事 も出來 ない、 然れ 

ども 祌の靈 に 由り て爲 し？ 付ざる 事 はない、 神の愛 兒の 前に は 大山 も 平地と なる、 社會 問題 何者 ぞ、 勞 

働 問題 何者 ぞ、 太平洋 問題 何者 ぞ、 首相と 大統領と が 腦漿を 絞りて 爲す能 はざる 事 を、 祌の兒 等は聖 

霊の 力に 由て 爲す ことが 出来る、 世界人 類 唯一 の 希望 は兹に 在る、 神の 靈の 働きに 在る" (九月) 

不快なる 日本の 社會 

日本の 天然 は 美しく ある、 其 社 會は惡 しく ある、 居 心の 惡ぃ 社會 とて 日本の 社會の 如き はない、 其 


點に 於て 米 國の社 會と雖 も， 優に 日本の それに 勝る、 何故に 然る 乎と 云 ふに. I^^-6;6bl^.s.^cHj5i 

と 味方と が^ 然しない からで ある、 日本の 社會に 在りて は 誰が 敵 か、 誰が 味方 か 少しも tf 明 b ない、 敵 

と 5- ふ. << が 却て 味方で ある 場合が あり、 味方で あると 思 ふ 人が 敵で ある 場合が： K だ 多い、 日卞人 はた 

と 交 はるに 敵 味方 を擇 ばない、 甲と乙と が爭 つて 居る 場合に 甲と も 交 はり、 乙 を も 友と する、 彼等 は 

せ,く爲さざる_5^^を狹隘と稱し、 何人よりも 獲る 丈け の 物 を 得ん と 欲する、 而 して 其 結果た る や 友誼 は 

其 根抵に 於て 毒され、 人 は 人と 交 はるに 方て 何人 を も信賴 する 能 はざる に 至る、 敵 4^ 方 を 判明に する 

は 友誼 を葷 固に する 爲に 必要で ある、 人 は 其 友の 敵 を 友と して 彼と 純粹の 交際に 入る こと は 出来ない、 

一人の 眞の友 を 獲ん と 欲すれば、 數 人の 友を棄 てざる を 得ざる 場合が ある、 總の友 を 保：：；： せんと 欲す 

れば、 一人の 友 を も 獲る こと は 出来ない、 友 は 貴 S 品で ある、 高き 代 價を拂 は ざれば 之を購 ふこと が 

出來 ない、 然るに 成るべく 多くの 友 を 獲ん と 欲して 却て 一 人の 眞の友 を も 得る 能 はす、 日 木 人 は 友！^ 

の此 秘訣 を 解せ ざるが 故に 彼等の に眞の 深い 堅い 友誼 は 成立 しないの である、 SIS 親王の 名歌に 臼 

く 「謝訪 の i や 氷 を 渡る 人の せ も、 神し 守らば 危 からめ や」 と、 實に 能く 日本人の 心中 を 歌 ふた 歌で 

ある、 日本人の 社 會は氷 を 以て 張 詰めた る； 詠訪 湖の 如き 者で ある、 之 を 渡る 者 は 何時 信賴の 友に)^ I- 

られて 苦痛の 深淵に 陷る かわからない、 故に 日本人 は 何ん に對 しても 不斷の 注意 を 怠らす、 火 を 見れ 

ば.^ 事と 思 ふが 如くに、 人 を 見れば 敵と 思 ひ、 之に 對 して 堅 岡なる 防衛の 城壁 を 築く ので ある、 而し 

て.^ 斯きは 不信者め 間に 止まらす、 所謂 基督 信者と 稱 する 者の 問に 於ても 同然で ある、 唯 神の 守護に 

^ りての み是等 「偽り 兄弟の 難」 を 免 かる &事を 得る ので ある (哥林 多 後書 十 一 章卄六 節、 提摩太 後 

ま曰§： 章 十四、 十五 節 等參考 )。 (九月) 
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過去の 囘想 

今 を 去る こと 二十 一年 前、 聖書の 研究 は 甚だ 不人 望であった、 其 時日 本 國屮之 を 表題と して 雜誌を 

發行 せんとす る 者 は 一人 も 無かった、 其 時に 當 つて 『聖書 之 研究』 を發 行す る は 無謀に 近き 危險 なる 

^<膽 なる 企 計であった、 然し 神の 恩惠に 由り 余輩 は 共 事を爲 した、 而 して 十数 年の 長き 間、 余輩に ik 

似る 者 は 一 人 もなかった、 「コ ス モス 開き、 山茶花 唤き、 木犀 香 ひ * 菊花 薰り、 燈 前夜 靜 にして 筆勢 

急な り、 知る 天啓 豊かに して 秋酣 なる を」、 斯くて 角 害の 操 林に 於て、 柏木の 麥 圃の屮 に、 單獨此 仕 

事を續 けた、 實に偸 快なる 年月であった、 然し 時勢 は變 つた * 今や 聖書 研究が 世の 歡迎 を受 くる 時と 

なった、 而 して 何人も 聖書 雜誌 を發 行して 讀者を 得る に 難から ざるに 至った、 余輩 は 時勢の 此變化 を 

喜ぶ、 兎に も 6: にも 聖書が 日本人の 書と なりつ i ある を 見て 神に 感謝す る、 然し 乍ら 其れと 同時に 亦 

柱 時の 快感の 失せし を 歎す る、 今や 聖書 研究が 一種の 流行と 成りつ i ある を 見て、 之を糙 綾す るの 

^s?^ らしくな きを 感 する、 時には m 心 ふ、 聖書 研究が 世の 歡迎 を受 くるの 今日、 余輩 は 此業を 去て、 他 

に 氣と獨 立と を 要求す る 事業に 就くべき ではない 乎と、 ^も 山中の 仙境 を 俗人に 發 見せら X- て、 化ハ 

所 を 逃 去る の 必要が 起り しゃう に感 する、 余輩 は 此國に 於け る 聖書 研究の 開拓者、 其先驅 者た るの 名 

譽 に與 かった- 然れ ども 荒蕪旣 に 開けて 開拓者 は 永く 其 地に 留まるべき ではない、 彼 は 更に 進んで 更 

に 新しき 未懇の 地を柘 くべ きで ある、 福音の 爲に 希臘羅 馬を柘 きし パ ゥ n は 更に 西の方 西班牙 指して 

： .  O0O00 ゥ 0000  0  00000000  0  0  0  D  ゥっ つつ  nnrt  D  D  D  r-nr- 

進んだ、 鳴 呼 余輩の 到るべき 西班牙 は 何處に 在る や、 北の 梅.^、  t 一  14、  i ^ひ 


o  o^^  ooooooooo-ooooooooooo  一 

しろ 余輩 は 人の 未だ ら ざる 所に 往 かんこと を 欲する、 然れ ども 猶ほ暫 らく 羅 馬に 止まれと 云 ふが 神 一 

の 聖旨なら ば， 余輩 また 何 を か 一一 一一 II はん、 唯 聖旨 をして 成らし め 給へ と 答へ まつる のみで ある、 然， I ど j 

も近顷 聖書 研究の 故 を 以て 稍々 世の 歡迎 する 所と なる を 見て、 余輩に 不安の 念の 禁じ 難き 者 ある は薛 

はらざる 事實 である。 (十月)  . 

洋行 熱  一 

洋行 叉 洋行、 今日の 如くに 洋行が 流行す る 時 は 未だ 曾て 無かった、 何の 爲の 洋行 か？ 勿論 新 知 識 一 

を 得て 先づ 第一 に 自分が 偉くな り、 第二に 自分に 由り て國が 偉くな らんが 爲 である、 然れ ども 放て E5- 一 

ふ、 歐 米の 新 知識 は 人と 國とを 偉く する 乎？ 洋行して 偉くな つた 人 は 何處に 居る 乎？ 日本 國は四 一 1 

洋 文明の 輸入に 由て 果して 偉大なる 國 になった 乎？ 甚だ 疑 はしき 次第で ある、 歐 米の 新 知識 は 人 を 一 

大爲我 主義者 u.l.eat  egdist) となす の 外に 何の 效 ra^ ある を 知らない、 西洋文明 は 日本 國を歐 米， 一 

同様 大物 欲國 となした 外に 何の 善事 をも爲 さなかった、 所謂 「洋行 歸り」 の 人 を 見よ、 彼等の 大多数 一 

は 劇烈なる 自己中心 主義者で ある、 彼等 は 自己 を 國に獻 げんと する 人に 非す して、 國 をして 自己に お 一 

へし めんと 欲する 人で ある、 彼等 は 洋行して 「自己 を發 見したり」 と稱 して、 實は國 を. ilpl、 民に m 一 

きし 人 等で ある、 人生 最大の 據物は 洋行して 疲らる &物 ではない、 正義で ある、 憐偶 である、 謙 遞でー 

ある- 是等は 紐 育、 倫敦、 巴 里 等に 於て 得る に 最も 難き 物で ある、 人生； £< の Ife は 洋行 チ 1 すして、 - 

此 菊と 樱の國 に 於て 獲る に 難くない、 然 り眞摯 敬虔なる 點に 於て は 日本 國は歐 米 諸 國に優 さる も 劣ら 一 


ない、 何故に 此國に 止まって 直に 天の 神に 接し 其 指導と 默 示に 與ら ざる、 何故に 神の 援助に 由り 西洋 

00000  厶 △<:<"△△△ 厶厶厶 <： A  A  A  A  A  A  A 

文明 以上の 文明 を 作らざる、 洋行 可な り、 西洋人 を敎 化せん 爲に 洋行す る は 可な り、 宣敎師 となりて 

彼等に 眞の 福音 を俾 へん 爲に 洋行す る は 可な り、 然れ ども 今日の 如くに 彼等に 敎 へられん 爲に 洋行す 

るの 必要 は 何 慮に 在る 耶？ 視ょ 米國の 宗敎界 を、 暗黑 極まる と は 米國の 宗敎界 である、 今や 宗敎の 

事に 於て 口木 人 は米國 人に 學ぶ 必要 は 少しもない、 寧ろ 我等より 行いて 彼等に 眞の福 昔 を說く ベ き で 

ある、 米國 人に 敎 へられて 日本人 は 彼等と 共に 亡びざる を 得ない、 洋行せ よ、 然り 洋行せ よ、 宣教師 

としてな らば 洋行せ よ、 然れ ども 彼等に 敎 へ ら れん 爲には 洋行す る も ハ：^ する 所 甚だ 齢ないで あらう、 

<1<厶<1<3<1厶<:厶<5.1厶厶<1<"<:<"<1<:<<1 

殊に 傳道金 募集の 爲の 洋行 は 恥辱の 絶頂で ある。 (十月) 

戀 愛の 自. H に 就て 

戀愛は 自由で ある、 然れ ども 神の 聖旨の 內に 在りての み 自由で ある、 第一 に 神の 聖旨、 次に 我が 意 

志， 而 して 我が 意志と しての 戀愛、 此 順序に 從 はすして 愛 もなければ 自、 由 もない、 戀愛は 其 物 自身の 

爲に^ 立す る 能 はす、 戀 愛の 爲 にす る戀愛 は必す 自滅す る、 神の 聖 意の 範圍に 於て 行 はれて 戀 愛は榮 

へ 又 逢く 又 永 核す る、 我が 爲に他 を 愛する に 非す、 神の 爲に、 福 昔の 爲に、 國の爲 に、 人類の 爲に I 

食 者の 爲に、 異邦の 爲に、 一 人の 男が 一 人の 女を戀 ひ、 又 一 人の 女が 一 人の 男 を 愛する 時に、 そこに 

聖き 美しき 堅き 戀 愛が ある、 戀愛は 義務に 由て 聖 化せら る k を 要す、 義務の 無き 所に 賴 むべき 戀愛は 

ない、 樂 まんが 爲の戀 愛で はない、 義務 を 某さん が 爲の戀 愛で ある、 而 して 義務の 支持す る 所と なり 


て 戀愛は 永久に 衰 へす 其 幸福 は 歳と 共に 加 はる、 戀愛を 義務の 外に 求めて 人 は實は 嫌顿を 求めつ" あ 

る、 腐蝕し 易き ものにして 戀 愛の 如き はない、 而 して 義務 は戀 愛の 新鮮 を 維持す る爲の 唯一 の 防腐 劑 

である。 (十一月 J 

似而非なる 基督教 

宗敎が 流行す る 今日、 多くの 基督 敎 ならざる 信仰が 基督 敎 として 唱 へられつ" ある、 人 は 思 ふ 愛と 

信と 51- と、 神と 靈 魂と 天 國とを 説けば それが 基督 敎 であると、 然ら すで ある、 眞の 基督 敎は義 の祌を 

5^^き、 罪に 沈める 人類 を 認め、 義人な し 一人 もな しと 敎へ、 キリストと 其の 十字架 上の 死にの み. S る 

罪の 赦し を唱 へ、 聖靈の 降臨、 キリストの 再臨、 死者の 復活、 萬 物の 復與 を說 く、 基督 敎は 信す るに 

i:^ だ闲 難なる 宗敎 である. 人 は 新たに 生れ ざれば 神の 國に 人る 能 はす、 彼 は 自己の 罪人の 首た るを認 

むる にあら ざれば キリストの 弟子た る ことが 屮 I 來 ない、 基督 信者た る は 容易の 事で ない、 文學 者はキ 

リ ス トを 巳が 现 想と 仰いだ のみで 基督 信者た る 事が 出来ない、 多くの 偽の 基督 敎の唱 へ らる、 今 曰 信 

者 は 靈を辨 へる の 必要が ある、 使徒 ョ ハネは 曰 ふた 「愛する 者よ 凡ての 靈を 信す る 勿れ、 其靈 神より 

出る や 否 を 試むべし、 多の 僞預 一一 一一 E 者 世に 入れり」 と、 而 して 今日は 其 時で ある (約 翰 第一 書 章 一節 ) 

(十 一 月) 


大正 十 年  、  七 二 五 


聖 召の 祝 福 

せに 幸福なる 事 はぎ lie あるが、 神に まれて 福音の 使者と なされし 事に 優る 幸福 はない、 是れ自 か 

ら 望んで 與 へられ、 観んで 得らる k 幸福で ない、 神の 善き 聖 意に 由り、 特に 彼の 聖召を 蒙りし 者に の 

み 賜 はる 幸福で ある、 人 は 誰も 自 から 擇んで 傳道師 となる 事 は 出来ない、 事は餘 りに 困難で ある、 此 

世 全體の 反對が ある、 骨肉 近親の 反對が ある、 自分自身の 反對が ある、 生れな がらの 人 は 何人も キリ 

ストの 福 昔 を 好まない、 故に 人 は 神に 餘儀 なくせら る k にあら ざれば 眞の 傳道師 となる 事 は出來 ない- 

此 事を稱 して 聖 召と 云 ふ、 聖召 は單に 心に 響く 神の 聲 ではない、 我 を 捕へ、 我 を 縛り、 我を餘 機な く 

し 給 ふ 神の である、 故に 聖召 は內 的で あると 共に 亦 外的で ある、 ぺ テロの roj- 召 は 善き 例で ある、 

ィ ェ ス 彼に 「我に 從へ」 と 曰 ひ 給 ひければ 彼 は 網 を棄て イエ スに從 へりと 云 ふ (馬 太 傳四章 十九、 

節)、 是 ±. 命令の 辭を W 、てして 彼の 心に 降りし 聖召 である、 ィ H ス また 彼に 曰 ひ 給 ひける は 「誠に 實 

->-0  ,3 ド 二  /•  i  **  V  ある  お、..  くゝこ，ろぅ*：^ 

に 汝に吿 げん、 汝」 r^.- き時自 から 帶し 意に 任せて 遊行き ぬ， 老ては 手 を 仲べ 人汝を 束り 意に 欲 はざる 

所に S?i らん …… 我に 從へ」 と (約 翰傅廿 一章 十八、 十九 節/ 是は 威力 を 以てして 彼の 身に 臨みし 

召で ある、 聖召は 命令と して 心に 臨み、 威力と して 身に 加 はるので ある、 神 は 身の 內 外より 其擇び 

給 ひし 僕" を 召し また 之 を 使 ひ 給 ふ、 召され また 使役 せらる、 是が聖 召で ある、 決して 樂 しき 喜ばしき 

事で はない、 止む を 得ざる 事で ある、 乍 併斯く 召され 斯く 縛られて こそ 聖 召の 祝福 は 降る なれ、 避け 

んと 欲して 避く るムぜ はす、 至上 者に 追 やられて 止む を 得す 幅昔宣 傅に 從 事す るので ある、 內 なる 聲に 


追 立ら れ、 外なる 境遇に 餘儀 なくせられ、 奴隸の 如くに 使役 せらる、 而 して 人生 最大の 幸福 は 其 内に. 一 

在る ので ある、 若し 我れ 一 i 昔 を宜傳 へす ば禍 ひなる 哉 (哥林 多 前書 九 章 十六 節)、 若し 我れ 福 昔 を 宣.： 

傅せ すして 政治に 入り、 實 業に 從 事し、 文 藝を樂 しみ、 外交に 盡 すなら ば禍 ひなる 哉、 實に 傅道師 は 一 

俺 道の 外に 何事 を も 爲す能 はざる 者で ある、 他なる ィ H スは我 を 束り 意に 欲 はざる 所に 我 を曳き 行き-: 

給 ふ、 而 して 其 處に 至上の 祝福 を 注ぎ 給 ふ、 實に 矛盾せ る 生涯と て 聖召を 蒙れる 傳道師 の 生涯の 如き 一 

はない、 奴隸 束縛の 生涯で ある、 同時に 亦 最も 惠 まれた る 最も 福 ひ；, る 生涯で ある、 他 も 嫌 ひ 自分 も： 

嫌 ふ 神の 事業に 追 ひやら る&の である。 是れ 自ら 好んで 爲す 事の 出来る 事で はない。 全能者に 餘 儀な.！ 

くせられ て 止む を 得す 行 ふ 事で ある、 預言者 M レミ ャは 叫んで 曰 ふた、  一 

H ホバょ 汝我を 勸め給 ひて 我其勸 めに 從 へり、 汝我を 捕へ て 我に 勝ち 給へ り、 我れ 日々 に 人の ilKI 

ひとなり、 人 皆な 我 を 嘲け りぬ …… 是を もて 我れ 重ねて エホバ の 事を宣 ベす 又 其 名 を もて 語ら じ 一 

と 言へ り-、 然れど エホバ の 言 我心に ありて 火の 我 骨の 中に 閉 籠りて 燃 ゆるが 如く なれば 忍耐に 疲， 一 

て堪 へ 難し (耶利 米 亞記ー 一十 章 七 I 九 節)  一 

と、 # は 神の 言 を 厭 ひ、 預言者 又 之 を宣俾 ふるに 苦しむ、 然れ ども 神 は 彼の 沈默を 許し 給 はす * 

を 彼に 送りて、 彼 をして 沈 默に堪 へ ざら しめ 給 ふ、 玆に 於て か眞の 預言者と 傳道師 とのせ に 甚だ 稀な" 

る 理由が 判明る ので ある、 傅 道 は 他の 職業の 如くに 人が 自 から 選擇ぶ 職業で はない、 叉敎會 と監赞 と-一 

みづ  一 

は 人 を 雇 ふて 彼 を 傳道師 となす 事 は 出来ない、 自 から 傳道師 たる 能 はす、 人 を 傳道師 となす 能 はす、 一 

倚 給 も、 敎權 も、 舉識 も、 志望 も 人 を 俾道師 となす こと は 出来ない、 唯 全能者の 聖 意より 出た る聖 召： 

に 由り ての み此 iSl 職に 就く 事が 中 H 來る、 召されし 者の 榮光此 上な しで ある、 然れ ども 之に 伴 ふ 損失 i- 
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患難、 孤 獨と寂 翁 一、 是れ亦 無類で ある、 ィ H スは聖 召の 祝福に つき？^ 子等に 吿げて 曰 ひ 給 ふた , ■ 

誠に 汝 等に 告げん、 我と 福音の 爲に 家宅 或は 兄弟 或は 姉妹 或は 父 或は 母 或は 妻 或は 兒女 或は W 畑. - 

を棄る 者は此 世に て 百倍 を 受けざる 者な し …… 迫害と 共に 受け、 又 後の世に は窮 りなき 生命 を受ー 

けん (馬 可傳 十章廿 九、 三十 節)  1 

と、 ：s^^i^\^^ils!、  |i ゆか^^ …… 榮 光の 極で ある、 Kb の 頃 上で ある、 故に 謂 ふ 

「ィ -ス キリストの 僕 (奴 隸) パ ゥロ 召されて 使徒と なり 神の 福 昔の 爲に 選ばる」 と、 人と して 最大 J 

の 恩惠を 蒙り、 最上の 榮 光に 浴せ し 使徒 パゥロ は 召されて 奴 僕と なった 者で ある。 (十一 ガ) 一 

他人 本位  . 一 

人類の 有する すべての 言辭の 中で 最も 大 なる 者の 一 は 「他人」 と 言 ふ言辭 である、 他人と は 親類 以. 一 

外の 者との 意義で はない、 义 我に 何等の 關係 なき 者との ことで もない、 他人と は 我れ 以外の 者の 總稱ー 

である、 其 意味に 於て 祌も 他人で ある、 キリスト も 他人で ある、 我 妻 も 子 も 他人で ある、 我れ 以外の 

人 はすべ て 也 人で ある- 而 して 他人で あるが 故に 貴く ある、 神 御自身が 御 自分の 爲を忍 ひ 給 はすして 

彼に 取りて は 他人なる 世人の 爲を思 ひて 之 を 救 はんが 爲には 其 獨子を さへ 惜み 給はなかった、 而 して 一 

神の i お を 以て 心と なし 給 ひし キリ ス トは他 を 救 ひて 自己 を 救 ひ 能はなかった (馬 可傳 十五 章 三 一. 一 

人の 人た る惯彼 は祌に 似る にある、 而 して 祌は 無私 無我の 者で 在り 給 ふ、 御自身の 全部 を 州に 一 

與 へて ME み 給 はざる 者で ある、 「主 は 我等の 爲 にゲ： 命を捐 たま へ り 凡.！ に 由り て 愛と いふ 事 を 知りた. 


我等 また 兄弟の 爲に 生命 を捐 べし」 と ある は 神の 何たる 乎に 對 して 人の 義務 を敎 へたる 言辭 である 

(約 翰 第 一 書 三 章 十六 節)、 人 は 自分の 事 を 忘れて 他人の 事 を 思 ふだけ それ 丈け 神に 似て 偉大で ある 

ので ある、 偉人 他な し 無我 有 他の 人で ある、 而 してす ベての 幸福 は 自分 を 忘れて 他の 爲を思 ふに ある、 

自覺と 云 ひ、 自己 修養と 云 ひ、 自巳發 展と云 ひ 盡く禍 患の 基で ある、 故に 我等 幸 幅な らんと 欲する 乎、 

先 づ^ 1 に 他人の 爲に 祈るべき である、 己が 爲に 祈らす して 他人の 爲に 祈る 時に 禱は聖 くして 力が 

ある、 殊に 我 を 惡み嫌 ふ 者の 爲に 祈りて 我 は 最も 神ら しく ある、 而 して 我が 計畫、 我が 努力 をして す 

ベて 他人の 爲 めなら しめよ、 其 時に 良策 は 出て 盡 きす、 成功 は確實 である、 使徒 バウ ロは敎 へて 曰 ふ 

「各自 己が 事 を 顧す 己が 事 を 超越して 他人の 事を頓 るべ し」 と (監督 ライ トフ ー トの脾 立 比 書 二 章 四 

節の 解說に 依る)、 基督 者の 幸福、 其 義務、 其 努力 は玆に 在る、 自國の 爲を思 はすして 他 國の爲 を 思 

ふて 兹に 始めて 文字通りの 基督 敎國が ある、 而 して 斯 かる 國は 未だ 骨て 在った 事 はない、 人 も 亦 同じ 

である、 他人 本位の 人の み眞 個の 基督 者で ある。 (十二月〕 

憐憫の 神  - 

あ ふ さ. S き 

使徒 ャ コブは 預言者 ミカの 言 を 引いて 曰 ふ 「憐澗 は 審判に 勝つな り」 と (雅各 書 一 一章 十三 節)、 審 

判 は 人 を 罪に 定 むる の權 であり、 憐偶は 罪 を赦し 恩惠を 施す の 心で ある、 而し 此の 心 は 彼の 權に 勝つ 

とい ふ、 卽ち憐 澗は寐 判よりも 强 しとい ふ、 實に 感謝すべき 事で ある、 神に 在りて は 善人に 在る が 如 

くに 蕃^く は 難く して 憐憫 は 易く あり、 神の 能力 は 最も 强く赦 し 且つ 惠む 時に 現 はる、 彼 は 罰せざる 
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を 得すと 雖も、 罰する は 最も 難く ある、 神の 祌 たる は 最も 明かに 赦し 且つ 惠む 時に 現 はる、 

その，. 怒 は 暫時に して 

その 惠は 生命と 共に 永し、 

夜 は 夜もすがら 泣き 悲む とも 

朝に は 喜び 歌 はん 

と あるが 如し (詩篇 三十 篇 五節)、 怒 は 神の 性質に 合 はない •、 故に 彼 は 一 刻 も 早く 赦 さんと 欲し 給 ふ， 

彼 は 怒る に遲 くして 赦 すに 早く ある、 神の 能力 も 智慧 も 最も 著る しく 惠む 時に 現 はる * 彼 は 叉 預言者 

を 以て ィ スラ H ルの 民に 吿げて 曰 ひ 給 ふた 

•  すて 

我 はしばし 汝を棄 たれ ども 

大 なる 憐 偶を以 て汝を 集めん、 

い？ ど i り  うくし 

我が 忿恚 あふれて 暫く 我 面 を 汝に隱 たれ ど 

i こしへ めぐみ 

永遠 の 恩惠 を 以て 汝を憐 まん 

と (以賽 亜 書 五十 SI 章 七、 八 節)、 忿恚は 暫時、 恩惠は 永遠、 …… 神の 途は 常に 斯の 如し、 イス ラエ 

ルの 民に 對 して 然り、 全人 類に 對 して 然り、 一個人に 對 して 叉 然り、 愛せん 事 を 愛し 給 ふ 神 は 斯くぁ 

ら ざる を 得ない ので ある、 神と 人との 異なる 點は 主として 兹 にある、 人 は 怒る に强 くして 赦 すに 弱く 

そが  も ら 

あるに、 神 は 其 反對に 怒る 時に 其 能力 は- 训れ、 赦し 叉惠む 時に 其 熱心 は 充分に 發露 はる、 而 して 斯か 

る 神が 萬 物 を 統治し 給 ふが 故に、 宇宙の 完成、 人類の 救濟、 死者の 復活、 永生の 賦與、 天 園の 建設 は， 

確赏 であるの である、 エホバの 神 ありて キリストの 福 昔な かるべ からす、 神が 己 を 愛する 者の 爲に^ 


へ 給 ひし もの は 目 未だ 見す 耳 未だ 聞かす 人の 心 未だ 念 はざる なりと 聞いて 少しも 不思議 はない ので あ 

る (哥林 多 前書 二 章 九 節 を 見よ)。 (十二月) 

怒って は 惡ぃ乎 

〇 基督 信者 は 怒って はならない、 怒る 者 は 基督 信者で ない、 殊に 基督 敎の 敎師に 於て 然り である、 彼 

は 凡ての 襄を赦 し、 凡ての 事 を 忍ばねば ならぬ、 怒る の は 彼の 信仰が 足りない からで あると は、 余輩 

が 此國に 於て 大抵の 基督 信者と 自 から 稱 する 人 等より 聞く 所で ある、 而 して 他人が 余輩に 明 {1 なる 無 

禮 又は 侮辱 を 加 ふるに 際し、 余輩が 彼等に 對 して 憤怒 を發 する 場合が あれば、 人 は 怒る 余輩 を 責めて、 

余輩に 侮辱 を 加へ し 者 を 責めない、 彼等 は 思 ふので ある、 基督 信者、 殊に 基督 敎の 敎師が 怒る は、 彼 

が 他 を 侮辱す る 丈け、 然り 其れ 以上に 惡 しく あると。 

〇此 思想た る 彼等が 精く 聖書 を 研究して より 起った 思想で はない、 是は 彼等 自身が 基督 敎に 就て 抱く 

思想 であって 基督 敎其 物が 彼等に 傳 へし 思想で はない、 是は 多分 日本の 社會に 深く 浸潤す る佛敎 E 心 想 

より 起った ものであると 思 はれる、 日本人の 宗敎的 理想 は 阿彌陀 である、 而 して 阿 彌陀は 絕對的 慈悲 

であって 之に 憤怒 ゃ忿恚 はない、 阿彌陀 はすべ て 慈悲で ある、 彼 は 罪人 を憐 む、 之 を 怒らない、 赦す 

は 彼の 特徵 であって、 責 むる は 彼の 質で ない、 阿 彌陀は 泣き、 宥め、 憐む、 赦す、 彼 は 無限大の 慈母 

である、 如何なる 罪人 も 罪の 身 其 儘に て 阿 彌陀の 懐に 入る ことが 出来る、 而 して 日本人 は 思 ふので あ 

る、 キリス 卜 は 阿彌陀 以上の 者で ある、 故に 彼が 怒り 給 はな いのは 勿論で ある、 而 して 基督 信者に し. 


て 怒る 者の 如き は 未だ キリス 卜の 心 を 知らないの である、 基督 信者 は 完全の 人で ある、 而 して 完全の 

人 は 怒らない、 怒る は罪惡 である、 怒る 人 は 基督教の 敎師 たる 资格を 有たない と、 是れ 余輩の 知る 大 

抵の 日本人が 其の 基督 信者た ると 否と に關 せす 心に 抱く 思想で ある。 

〇 併し乍ら 聖書 を讀ん で 見る と、 以上の 思想の 問 違って 居る 事が 明 に 示さる、 ので ある、 哥林多 前 

書 第 十三 章、 パゥ U の 愛の 讚美の 辭の 一節に 曰く 「愛 は輕々 しく 怒らす」 と、 玆に愛 は 怒らない と は 

記いて ない、 輕々 しく 怒らない と 書いて ある、 卽ち 怒る 事 は絶對 的に 禁止され てない ので ある、 又以 

弗 所 書 四 章 二十 六 節に 曰く 「怒りて 罪 を 犯す 勿れ、 怒りて 日の 人る までに 至る こと 勿れ」 と、 卽ち、 

怒るべき 時に 怒る は 可な り、 然れ ども 惡意を 以て 怒る 勿れ、 執念深く 何時までも 怒る 勿れとの ことで 

ある、 此處 にも 亦絕對 的に 怒る 勿れと は 書い てない ので ある。 

〇 而 して ィ H スの御 生 -J^ に 於て 彼が 怒り 給 ひし 事 は 聖書の 數ケ 所に 錄 して ある、 彼が 神殿 を 潔め 給 ひ 

し 時に、 ？ ^子等が 小兒の 彼に 來 らんと する を 妨げし 時に、 殊に 「嗟 干禍 ひなる 哉學 者と パリ サイの 人 

よ」 と 七た び 繰返して 敎會 の神學 者と 宗敎 家と を^ ひ 給 ひし 時に、 イエ スは 確かに 强く 怒り 給 ふたの 

である、， 聖書に ナザレの ィ H スの傳 を讀で 見て、 彼 は 決して 日本人の 理想と する 阿彌陀 様でなかった 

事が！^ 明る、 ィ H スのー 面 はたし かに 峻嚴 なる W 言 者であった、 彼に 淚 があった、 然れ ども 淚 と共に 

鞭が あった、 彼 は 神の 恙 であった と共に ュダの 族の 獅子であった、 愛すべく 叉 恐るべき 神の 子で あつ 

た。 

〇 余 鞏は今 玆にィ H ス 以外の 聖書 人物に 就て 語らない、 彼等が 決して 怒らざる 人でなかった 事 は 聖書 

を讀む 者の よく 知る 所で ある、 而 して 聖書 を 離れて 基督 敎歷史 に 現 はれた る 大人物の 生涯に. 就て る 


も、 彼等 は 孰れ も 基督 的 人物であって、 阿 彌陀的 人物ではなかった、 彼等 は 孰れ も 怒り 得る 人物で あ 

つた、 又 怒った ことの ある 人物であった、 企 輩の 記憶に して 誤らす んば聖 フラン シス さへ 怒った 事が 

ある、 彼は然 かも 彼の 父 を 怒った ので ある、 而も 彼の 父が 彼の 傳 道に 入る を 妨げん とした 時に 怒った 

の である、 柔和なる ワシントン さへ 幾 囘も怒 つた、 コ ロム ゥ エル、 ミルトン 等ィ エスの 心 をよ く 解し 

た 人が，：：： 熱 的に 怒った 事 は 云 ふまで もない、 ヮルヅ ヮスの 詩に 多くの 忿怒の 破裂が ある * 余輩 は 余輩 

の 先生たり し故シ イリ ー 先生が 其學生 に對し 甚く 怒り 給 ひし こと を覺 えて 居る、 余輩の 知 る 範圍 に 於 

て 最も 聖き且 最も 高き 基督 信者 は 孰れ もよ く 怒る 人であった、 彼等が 露 はせ し 愛の 故の みで はない、 

彼等が時に發せし激烈なる怒りの故に余輩は彼等を愛し》:^敬ふのでぁる。 

〇 言 ふまで もな く 基督 信者 は輕々 しく 怒らない、 又 怒って 罪 を 犯さ る やうに 努 むる、 然し 乍ら 怒ら 

ない ので はない、 彼 は聖く 怒るべく 彼の 神に 許される ので ある、 パゥロ は 曰 ふた 「誰か 礙 きて 我心 熱 

/.、 よ い，？， は 

せ ざらん や」 と (コリ ント 後書 十 一 章 二十 九 節)、 「心 熱す」 ると は此 場合に 於て は聖く 憤る の 意味 

であると 思 ふ、 ダビ.， テの 歌に 曰く 「H ホバょ 我れ 汝を惡 む 者を惡 むに あらす や」 と (詩篇 百 卅九篇 二 

十一 節)、 玆 にも 亦た しかに 信者の 聖 憤が ある、 「主 は 其の 愛する 者を懲 しめ 又す ベて 其の 納る 所の 

子 を 鞭て り」 と ある (ヒ ブライ 書 十二 章 六 節〕、 眞の 愛に 怒が 伴 ふ、 怒らざる は 偽りの 愛に あら ざれ 
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ば淺き 愛で ある、 神が 屡々 其 民 を 怒り 給 ふ は 彼が 深く 强く 彼等 を 愛し 給 ふからで ある。 (十二月〕 
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大正 十 一 年 二 九 こ 一一 年 一 

信者の 義 

聖書の 明. E に敎 ふる 所に 隨 へば、 神に 由り 義は 信者に 歸 せらる、 (impute) のであって 吹 込まる i 

(infuse) ので はない、 卽ち 我等 は 義人と 成りて 救 はる i ので はなく して、 罪人なる に 信仰の 故 を 以て 

義人と して 扱 はる \の である、 而 して 義人と して 极 はる \ の 結 菜と して、 自 から 努めざる に 自然と 義 

人たり 得る ので ある、 故に 信者 は 自己に 顧みない ので ある、 我が 罪の ために 卜 字 架に 釘 けられ 給 ひし 

神の 子 を 仰ぎ 瞻 るので ある、 自分に 罪の 殘るを 見て 失望せ す、 イエスに 在りて 我 罪の 完全に 除かれし 

を 知りて 歡 ぶので ある、 何事 も キリストと 其 十字架で ある、 信者の 善事 はすべ て兹に 在る ので ある、 

彼 は 自己に 省みて 「善なる 者 は 我 卽ち我 肉に 居らざる を 知る」 と 云 ひ (口 マ 書 七 章 十八 節)、 キリス 

トを 仰いで 「それ 神の 充足る 德は 悉く 形體 をな して キリストに 住めり」 と 云 ふ (コ 口 サイ 書 二 章 九 節)、 

信者の 生涯 は戰々 兢々 として 簿氷を 踏む が 如き 生涯で はない、 「主我 を 助く る 者 なれば 恐怖な し、 人 

我に： 1： をか爲 さん」 と 云 ひて 進む 生涯で ある、 祝福の 極と は此 事で ある。 (一月〕 


最も 貴き 知識 

知識々々 と 云 ふ、 沟に 知； i は贵く ある、 然れ ども 信仰 は 知識よりも 贵く ある、 而 して 神 は 信仰より 

も贵く ある、 祌 を實驗 的に 知りし 知識、 それが 信仰で ある、 而 して 此 知識 卽ち 信仰 は 3： 物よりも 贵く 

ある、 此 知識、 卽ち祌 を實驗 的に 知る 知識 ありて 他に 何物 も 要らない、 富 も 要らない、 位 も 要らない、 

知識 も 要らない、 然れ ども 此 知識 卽ち 信仰 ありて 我 は 萬 事 を 知った ので ある、 又 萬 物 を 有する ので あ 

r 、かん 

る、 而 して 此 知識 卽ち 信仰 ありて 知識欲 は 熾に 起り、 榮 光と 贵 尊と は 神の 定め 給 ひし 時に 求めす して 

我に 臨み 來 るので ある、 先 づ祌を 求めよ 然 らば 萬 物 は 汝に與 へらるべし、 祌を 知る の 知識 を 有して 哲 

學、 科學、 文學 等の 知識 は 有る も 可な り、 無き も 不可なら すで ある、 神 を 知らざる 者 は 知識 を 求めて 

焦慮って 止まない、 彼等 は飽 くな きの 知識 愁を 有して、 或は 知識に 誇り， 或は 無智に 失望す る、 信者 

は然ら す、 彼 は祌に 於て 萬 物 を if する が 故に、 飽 くこと を 知りつ k 知識より 知識へ と 進む ので ある。 

(一 月) 

二種の 宗敎  . 

宗敎に 二種 ある、 唯 二種 あるの みで ある、 卽ち 自力 宗と 他力 宗と 是れ である、 儒敎、 神道、 囘々 敎 * 

摘 太敎、 皆な 自力 宗 である、 而 して 淨土 門の 佛敎は 他力 宗 であるが、 絕對的 他力 宗 でない、 信仰 を 救 
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扬 の 陈件 とし て. 耍求 する 宗敎は 未だ 絕對的 他力 宗と稱 する 事 は 出来な い 、 信仰 其 物 ま で を 利 の 恩賜と 

00  0-DOOOOOOOOOOOOCOCOOOOO  , ： 

して 観る に 至って 宗敎 は 絕對的 他力 宗と なる ので ある 而 して キリストの 一席 音 は 斯 力 る -き敎 て ある 

卽ち 絶對的 他力 宗 である、 曰く 「汝 等の 信す る は 神の 大 能の 感動に 由るな り」 と (H ぺソ書 一 章 十九 

節〕、 信者の 信仰 其 物が 祌の 恩賜で ある、 故に 誇る の餘 地が 寸毫 ない ので ある、 唯 祈る ので ある、 祈 

り 求む るので ある、 而 して 其 祈る 心 を さへ 祈り 求めて 之を與 へられて 神に 感謝す るので ある、 造られ 

し 人 は 造りし 祌に對 して 絕對的 服 從に屮 I るより 他に 取る ベ き 態度 はたい の である、 信仰の 道 はつ まる 

所 祈り 求む るの 道に 外なら ない ので ある。 (一月) 

隨 時雜感 

日本人の 宗 敎 熱 

n 本人 は 今や 宗敎の 必要 を 認める、 彼等 は宗敎 なくして 國家は 立た す、 { 尿 庭は齊 はす、 身 は 修まら 

みづ 

ざる を 知る に 至った、 然れ ども 彼等 は自 から 宗敎 傳播の 任に 當 らんと 欲しない、 彼等 自身 は 政治、 經 

濟、 工業、 科學、 文藝等 IF 利 的 事業に 就き、 宗敎は 或る 他の 人 をして 之を說 かし めんと 欲する、 彼等 

は 自身 宗敎 傅播の 犠牲 を拂 ふに は 餘 りに 怜悧 である、 彼等 は 「余 は 到底 他を敎 ふるの 任に 堪 へす」 と 

1  一一 E ひて 謙遞 する も、 實は其 任に 當 るの 勇氣 なく、 之を擔 ふの 誠實 なく、 之を果 すの 確信がない ので あ 

る、 口 本人 は 日本 國の敎 化 は 之 を外國 人に 委ねて 顧みす、 自身 は經^ 的に 安全に して、 名眷を 博す る 

に 易き 位地に 居る、 實に 賤しむべき は 日本の 知識階級 である、 日本 國に干 五 百 入の 博士 は 有る が 其 I 


人 だも傳 道の 責任に 當 らんと しない、 其 他 無數の 學士に 至て は 何れも 自己中心の 小人で ある、 彼等 は 

何れも 腐儒の 類で ある、 自身 は 十字架 を擔 ふの 苦難 を 避けて、 裕に 宗敎の 利益に 與 からん と 欲する 者 

である。 (十月 二十 六日 記 )o 

平 和 會議と 其の 效果 

人類 最初の 平和 會議は バベルに 於て 開かれた、 而 して 其 結果 は 所謂 バベルの 混亂 であった、 彼等 は 

シナル の 野に M 大の 平和 塔 を 築いて 諸民譜 族の 平和 一 致 を 計らん と 欲して 其，. 11 は 全然 失敗に 終った。 

人類 最後の 平和 會議は 佛國巴 里に 於て 開かれた、 而 して 其の 結果 はバ ベルの 混亂 以上の 全世界の 混 

亂 である、 之に 臨みし 大統領 ゥ ヰルソ ン の 十四 ケ條 なる もの は 巷 年なら すして 人の 忘る.^ 所と なり、 

今や ヨリ 大 なる 混亂を 未發に 防がん が 爲に華 盛 頓會議 を 開く の 必要が 起った、 巴 里會議 も亦バ ベル 會 

議 同様、 其 目的と する 所 は 全然 失敗に 終った ので ある。 

巴 里 會議の 前に 二 囘に涉 りへ ー グ 平和 會議が 開かれた、 力 —ネギ ー は 之に 平和 宮を 寄附して 世界の 

論爭 はすべ て 其內に 判決 せらるべく 期待 せられた、 然るに 文明 國全體 の 期待 は襄 切られて せ界 大戰爭 

は 平和 會議の 未だ 終了せ ざる 間に 突發 した、 へ ー グの 平和 宮は 今や 第二の バ ベ ル の 塔と して 二十世紀 

文明の 虚偽なる を 表明し つ k ある。 

而 して 今や 最後の 平和 會議は 米國華 盛頓に 於て 開かれん としつ & ある、 其 結果 如何？、 バベル 會議 

以來 すべての 平和 會議が 失敗に 終りし やうに、 此會議 も 亦 失敗に 終る 虞 なきや、 甚だ 心細き 次第で あ 

る、 平和 は 願 はしく ある、 平和 を 願 はざる 者と て は 一 人 もない、 然るに 平和 は 得られす して 平和 會議 
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が 常に 失敗に 終る 其 理由 は 知る に 難くない ので ある、 平和 を 他人 叉 は 他國に 待つ が 故に 平和が 得られ 

ない ので ある、 戰 ハサ は 最大の 惡事 である、 故に 他 國の戰 (辛 を廢 する を 待た すして 自 から 進んで 之を廢 

すべきで ある、 から 劍を 鞘に 牧 めすして 他に 兵器の 放棄 を 要求す るも效 果なき は 明白で ある、 戰爭 

は 相談の 結果 廢 する 能 はす、 先づ自 から 獨り 之を廢 すべきで ある、 然れ ども 是れ 肉の 人と 國 との 爲し 

得る 所に 非す、 靈の 人と 國 とのみ 爲す ことの 出来る 事で ある、 畢竟す るに 平和 は 政治家 叉 は 外交官の 

會議に 由て は來ら ない、 熱烈なる 預言者の 說敎に 伴 ふ 聖靈の 降臨に 由ての み來 る。 (十一月 五日 記)。 

自 己 I 修 養に 就て 

自己 修養 は 甚だ 大切で ある. 我等 は 之 を 怠って はならない、 自己 も 亦 神の 賜物で あれば * 我等 はす 

ベての 機會を 利用し、 之 を 磨き、 其 發達を 計らねば ならぬ、 然し 乍ら 忘れて はならぬ 事 は 自己 は 自己 

である 自己 も 亦 神の 賜物であって、 其 所有 權は 神に 屬 する、 かるが 故に 自己の 爲に 

する 自己 修簽 は必す 失敗に 終る、 自己 修養 最後の 到着 點は自 巳より 解脫し 自己 以外の 或 者の 爲に 生く 

る 事で ある、 近代 人の 模範た る 詩人 ゲ ー テは 自己 修養の 爲に 其の 悲しき 一生 を 終った、 彼の 表白に 由 

れば、 彼 は 一生の 間に 三 週間 以上の 幸福なる 日 を 持たなかった と 云 ふ、 詩人 ミルトン は遙 かに ゲ ー テ 

以上であった， 彼れ 自己 修養の 爲に 伊太利に 遊ぶ や、 遊學 半ばに して 故國に 內亂の 起る を 聞き、 奮然 

あ を棄て 國に歸 り、 自由と ：！^ 仰の 爲 めに 戰 つた、 ミルトンに 取りて は 國は自 巳よりも 貴く あった、 義 

務は學 問よりも 重く あった、 彼 は函と 同胞と 信仰と 自由との 爲 めに は 詩と 文と 哲學 と學 科と を棄 つる 

事 を 少しも 惜 まなかった、 ミルトンが 學識に 於て はゲ ー テの 如くに 博から ざり しも、 其 精神と 人格と 


信 
仰 

の 

能: 
力ら 


人の 救 はる k は 信仰に 因る 行爲に 因らす と 云 ふ、 誠に 有難い 事で ある、 感情に 因らす、 論定に 因ら 

す、 所謂 救 はれたり と 云ふ赏 験に 因らす、 唯 信仰に 因る、 祌を 信じ、 彼の 愛と 憐愁を 信じ、 彼 は 不義 

者を義 とし 給 ふ 事 を 信じ、 死者 を 復活ら し 給 ふ 事 を 信す、 信す るので ある、 然り 信す るので ある、 さ 

-?  O0O0O0  00  000 

ぅ感 する から 信す るので もなければ、 さう 刹った から 1! きする ので もな ハ、 唯 一!  一一  n する ので ある、 信じて 

する ので ある、 感覺に 反し、 理論に 反し、 信じ 難き 事 を 信じて 信す るので ある、 是が 信仰で ある、 

本當の 信仰で ある、 祌が 信ぜよ と 命じ 給 ふが 故に 信す るので ある、 信す るに 最も 困難なる 事 は 神が 罪 

を赦し 不義 者を義 とし 給 ふと 云 ふ 事で ある、 神が 宇宙 を 覆へ し 給 ふと 云 ふ 事 は 信す る 事が 出來 るが、 

彼が 罪人なる 我が 罪 を 赦し義 者と して 我 を 受納れ 給 ふと 云 ふ 事 は 信す る _s ^が 出来ない、 然 かも 彼 は斯 

く 信ぜよ と 我に 命じ 給 ふ、 而 して 我は大 膽に瞭 面な く斯く 信す るので ある、 而 して 神 は 此大膽 なる 信 

仰の 故に 我 を 救 ひ 給 ふとの 事で ある、 而 して 此事を 信じ 得て 他に 信じ 得ざる 事 は 何もな きに 至る ので 

ある、 祌は 不義なる 我を義 とし 給 ふと、 然 らば 死者の 復活 も 可能で ある、 萬 物の 復興、 宇宙の 改造 も 
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に於て遙かに^^りたる理由は玆に在る、 二者 同じく 自己 修養 を 貴びし も、 獨 逸人なる ゲ ー テは 自己の 

爲に する 自己 修養 を 遂げ 英國 人なる ミ ル ト ンは 神と 國 との 爲 にす る 自己 修養 を 試みた、 獨 逸文 學が全 

體に人 を 自己中心 主義に 誘 ひ、 英文 學が 奉公 主義に 導く 理由の 一端 を玆に 見る 事が 出來 ると 思 ふ。 

(十一月 九日 記 )o  (一月) 
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可能で ある、 然れ ど是れ 信ぜす して は 判らない 事で ある、 折 I： 學も 倫理 も 此事を 我に 首肯せ しむる 事 は 

出来ない、 唯祌を 信す る 信仰の み 之 を信受 せし むる 事が 出来る、 故に 我 は 信す るで あらう、 我 は 我が 

感情に 訴 へぬ であらう、 我 は 我が 推理に 賴ら ぬで あらう、 我 は 唯 神と 其 言 を 信す るで あらう、 然り我 

は 己に 省みない であらう、 己れ に 省みて 人 は 何人も 救 はるべ き 何の 理由 をも發 見す る 事が 出来ない、 

B トの 妻が 背後 を 撮 向きて 滅びし やうに 人 は 己に 省みて 死ぬ ので ある、 キリス トと其 十字架 を 仰瞻る 

ので ある、 彼の 流し 給へ る 血に 由て 我 を 救 ひ 給 ふと 云 ふ 神の 聖言を 信す るので ある、 其 時に 我に 希望 

と勇氣 が 起り、 實 質的に も 潔くな りし 事を覺 ゆるので ある、 信仰で ある、 然り 信仰で ある、 信仰な く 

ば 神を悅 ばす 事 能 はすで ある (希 伯 来書 十 一 章 六 節 〕。 (二月〕 

信仰の 吿白 

余の 義 とせら る&は 信仰に 因る、 潔 めら る&は 信仰に 因る、 最後に 救 はる i は 信仰に 因る、 余は義 

とせられて 信す るので はない、 潔め られて 信す るので はない、 救 はれて 信す るので はない、 凡ての 場 

合に 於て 信仰 は 前にして 恩惠は 後で ある、 信仰に 因て 義 とせられ、 潔め られ、 救 はる、 ので ある、 先 

づ 義人と なり 先づ 聖者と なり 先 づ天國 の 民と なりて 信す るので ない、 神の 御 約束 を 信じ、 不義の 身此 

儘 を 以て、 不淨の 心 此儘を 以て、 た 信す るに 由て 救 はる &の である。 (二月〕 


イエ ス曰ひ 給 ひける は r 汝等 世に 在りて は 息 難 を 受けん、 然れ ど懼る i 勿れ、 我れ 旣 にせに 勝てり」 

と (ョ ハネ傳 十六 章卅三 節)、 我等せ を 見て 悲憤慷慨に 堪 へない、 自己に 省みて 漸愧 不安に 堪えない、 

然れ ども ィ H スを 仰ぎ見て 感謝 歡 喜に 堪えない、 彼れ ィ H スに 在りて 我が 救扬を 含める 萬 物の 完成 は 

旣に實 行され たからで ある、 我等 は 神の 子に 旣に 征服 せられし 世に 在る のであって、 我等が 受 くる 患 

難と 云 ふ も實は 致命の 傷に もがく 怪獸が 我等に 負 はする 擦傷に 過ぎない ので ある、 華 府會議 に 於て は 

世界の 平和 は 僅に 十 年間、 而 かも 危險 極まる 條 件の 下に 約束され たに 過ぎない が、 三位の 神の 會議に 

於て はせ の 基の 置かれし 時より 屠られ 給 ひし 羔に 由て 永遠の 平和 は 業に 旣に 確定され たので ある、 故 

に 我等 は祌 の； iil なる ィ H ス キリストに 在りて 喜ぶ ので ある、 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 は 彼に 於 

て 在る ので ある、 「我れ 平安 を汝 等に 遺す、 我が 平安 を汝 等に 予ふ、 我が 予 ふる 所の 平安 はせ の予ふ 

る 所の 者の 如きに 非す」 と 彼が 言 ひ 給 ひしが 如くで ある (同 十四 章廿七 節)。 (二月〕 

，現代 日本人 の 宗敎熱 

〇 日本画に 宗教の 必要なし、 殊に 基督 敎の 必要なしと 唱へ來 つた 日本人 は、 今や 頻りに 宗敎を 要求し 

て 止ます、 宗敎 硏究は 今や 日本人の 流行と なり、 何人も 宗敎を 語り、 何人も 宗敎を 漁る に 至った、 之 
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を 三十 年 前の 狀態 に比べ 見て 隔世の 感 なき 能 はすで ある、 變り 》 ^き は 人 問で あるが、 殊に 變り 易き は 

日本人で ある、 日本人の 間に 在りて は、 三十 年 を經過 すれば 國贼 も愛國 者と なれば、 逆臣 も 忠臣と な 

る 0 

〇 日本人 は 今や 頻りに 宗敎を 要求す る、 然し 乍ら 彼等が 宗敎を 要求す る は 美術 愛玩 者が 美術 を 要求す 

ると 同様で ある、 彼等 は宗 敎の眞 味を嘗 ふに は餘 りに 淺薄 である、 彼等 は悔 改めて 狭き門より 天國に 

入らん としない、 唯 自分 は 宗敎の 外に 立ち、 之 を 批評し 之 を 愛玩し 遙に之 を んで其 美容に 愤憬ん と 

する、 現代 日本人の 宗敎 熱なる 者 は 之れ 以上に 達しない ので ある、 故に 宗敎熱 は 幾千 昂 つても 實際道 

もと  も と 

德は 少しも 高まらな いので ある、 社會は 依然として 故の 社會 である、 國民は 依然として 舊の阈 民で あ 

る、 西洋 諸國に 於て 見る やうな リバイバル 運動 は 日本に 於て は 起らない ので ある、 夫 は 其 害で ある、 

厶厶厶<1<1厶厶厶厶<1<3<1厶<1<1<1厶厶<3厶<"厶<1厶<:厶厶厶 5  み 

日本人の 宗敎 熱は宗 敎道樂 であって 宗敎 欲求で ないから である、 樹は其 菜 を 以て 知らる である、 文學 

の 一 種と して 玩弄ば る k 現代 日本人の 宗教が 一 人の ム —デ ー 又は ス ボル ジ オン を 生まな いのは 當然で 

ある， 西洋 譜國に 於て は 信仰 復興の 結果と して 馬 や 犬の 性質まで が 改まる と 聞いた が、 日本に 於け る 

宗教 流行の 結果と して 何等の 道德的 改革の 起った 事 を 聞かない、 是れ現 時の 宗敎 熱の 浮虚輕 薄、 取る 

に 足りない 者で ある 何よりも 確かなる 證據 である。 

〇 眞 個の 宗敎の 特徵は 强き罪 念 を 喚起し、 衷心の 悔改を 促す にある、 自己の 罪人た るを覺 らしめ ざる 

宗敎は 偽 はりの 宗敎 である、 「噫 我れ 惱 める 人なる 哉、 此 罪の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 との 叫 

び を 起す 宗敎 のみが 眞 個の 宗敎 である、 宗敎は 思想 問題に 非す、 哲學 問题に 非す、 社會 問題に 非す、 

正義 問題であって、 先づ 第一 に 自分の 問題で ある、 自分 を 確實に 罪より 救って 吳れる 宗敎、 其れが 露 


個の 宗敎 である、 故に 眞 個の 宗教 は 悟る に 苦しい 者であって、 讀 んで樂 しい 者で ない、 二十せ 紀の今 

曰と 雖も、 天國に 入る の 途は唯 十字架 あるの みで ある。 (三月) 

死ぬ る は 益 

胖立比 書 一章 廿 一節 を 原文の 儘に 譯 すれば 下の 如くになる、 「我が 生ける は キリスト、 死ぬ る は 益 

なり」 と、 生ける は キリストの 肢體 としてせ の 罪の 爲に 苦しむ 事、 我 身 を 以て 彼のぎ 難の 缺 けたる 所 

を 補ふ審 である (哥羅 西 書 一章：： b 四 節)、 卽ち 我が 生ける は キリストと 偕に 十字架に 釘 けらる i 事、 

卽ち履 罪の キリストの 一部分た る雍 である、 故に 死ぬ る は 益で ある、 得で ある、 死して 初めて 平安に 

入る と 云 ふの が此 一節の 意味で あると 思 ふ、 「我が 生ける は キリスト」、 小なる キリスト として 此罪 

のせに 立つ 事、 キリストに 臨みし すべての 忠 難を此 身に 受 くる 事、 名譽 である、 然し 樂 しき 事で はな 

とく  みづ  いそ 

い、 故に 死ぬ る は 得で ある、 然し 自 から 死 を 急がない、 意味の 深い 言葉で ある。 (三月) 

信仰と 寛容 

人に 信仰がなくて はなり ません、 信仰 は 彼の 生命であります、 是は死 を 以て 守るべき 者であります、 

彼に 取りて は絕對 的眞理 であります、 彼 は 何を讓 つても 信仰 丈け は 讓る事 は出來 ません。 

人に 信仰と 共に 寬容 がなくて はなり ません、 寬容は 他の 信仰 を容 すの 心であります、 他に 臨む に自 
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分の 信仰 を 以てし、 「貴方 は 私が 信す るが 如くに 信じなければ ならない」 と 曾 はない 事であります、 

他の 信仰 を 尊敬して のみ、 自分の 信仰 を 岡く 守る 事が 出ます、 寬容は 「己れ 他に 航 れんと する 事 は、 

亦 他に も 其 如く 施よ」 との キリストの 訓誡 を、 信仰の 事に 於て 行 ふ 事であります。 

寬容は 無頓着ではありません、 我が 信仰と 異なる 信仰の 美 點を認 むる 事であります、 「汝 等す ベて 

の 事 をして、 己が 寬容 なる 事 を 知らし めよ」 と 首 ひし バウ 口 は 言 ひました、 「兄弟よ！？ i りに；？^ れ是を 

言 はん、 凡そ 眞實 なる 事、 凡そ 敬 ふべき 事、 凡そ 公義き 事、 凡そ 淸 潔き Isr 凡そ 愛すべき 事、 凡そ 善 

き稱 ある 事、 凡そ 何なる 德、 何なる 譽 にても 汝等之 を 思 ふべ し」 と (ピリ ピ書四 章〕、 佛敎 でも、 天 

主敎 でも、 ュ -ー テリ ヤン 敎 でも、 其 中に 善き 事が あれば 之 を 認め、 之 を 敬 ひ- 之 を 尊むべし との 事で 

あります、 此心は 決して 世に 所謂 「大風 DC 敷」 ではありません、 眞理を 愛し、 我が 信仰 を樂 しむより 

屮 r つる 美德 であります、 愛 は斯の 如くに して 働く 者であります、 寛容に 缺 けたる 人の 育 &は如 TH- に 善 

き 信仰で あっても、 之に 耳 を 傾ける 必要はありません。 

自分の 信仰 を 以て 他に 迫り、 「貴方 は斯く 信じなければ ならぬ」 とか、 r 斯く 信すべき 暂 である」 と 

か 云 ふが 如き は、 ィ H ス 様の 心 を 知らない 心で あると 思 ひます、 信者 はすべ て 自分の ill 邛を S. く J 十り、 

他の 信仰 を 尊敬し、 せが 自分の 信仰 を受 くるまで 謙遜して、 忍耐して 待つべき であります。 (一二 3 

忿恚の 時 

今や 世 は 非常の 速度 を 以て 變 りつ k ある、 人類 は 今や 最大 最後の 革命に 取掛 りつ.， ある やうに 見え 


る、 f の 識者と 稱 する 者が 神の _t ^在と 基督 敎の 眞理に 就て 疑を懷 きし は 遠き 過去の 事に 屬し、 彼等 は 

今や 道德の 基礎に すら 信賴 せざる に 至った、 彼等 は 問題 を 設けて 言 ふ 「何故に 殺して は惡ぃ 乎」、 「何 

故に 姦淫して は惡ぃ 乎」、 「何故に 詐僞 りて は惡ぃ 乎」 と、 斯くて 今やせ に カントの 所謂 「無上 命 法」 

は 其 跡 を 結たん としつ、 ある、 今や 眞理は 成功に 由て 證 明せられ、 而 して 成功と は 最も 容= ^に 最も 多 

くの 快樂を 獲る を 云 ふ、 祌の聲 と 云 ふが 如き、 良心の 命令と 云 ふが 如き は眞 面目に 考 へられ ざるに 至 

つた、 斯くて 今や 宗敎 のみなら す 道 德を說 くさへ 無益で ある、 此は 實に墮 落の 絕下 である、 預言者 ィ 

ザ ャが言 へる 如く 「禍 ひなる 哉、 彼等 は 惡を稱 て 善と し、 善 を 稱て惡 とし、 暗 を もて 光と し、 光 を も 

て 暗と する 者な りで」 ある (以 賽亞書 五章廿 節)、 道德其 物が 嘲 けられて 正義 は 其 立場 を 失 はんとし 

つつ ある、 玆に 於て か 神が 再び シ ナイの-ぼより 轟き 給 ふ 必要が 迫った ので ある、 「汝 殺す 勿れ」、 r 汝 

姦姹 する 勿れ」、 「汝 隣人 を 貪る 勿れ」 と、 說明 ではない、 思索で はない、 至上 權を 以て 臨む 命令で あ 

る、 戰爭と 破滅 を 以て 臨む 神の 審判で ある、 而 して 斯 かる 審判 は旣に 臨んだ、 而 して 今猶ほ 臨みつ & 

ある、 而 して 此 時に 際して 我等 神 を 長る、 者の 爲 すべき 事 は 彼が 預霄者 を 以て 傳 へしめ 給 ひし 言で あ 

る、 曰く 「我 民よ 往け、 汝の窒 に 入り 其 背後の 戶を閉 て，. 忿恚の 過 行く まで 暫時 隱る べし、 視ょ H ホバ 

は その 處を 出て 地に 住む 者の 不義 を ssi し 給 はん」 と (以賽 亜 書廿六 章卄、 仆 一節 〕。 广四 =o 

破る 者 破らる 

人が 神の 律法 を 破る と 云 ふ、 乍 併 神の 律法 は 人に 破らるべき 者で ない、 人 は 神の 律法 を 破りて 自か 
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おのれ  みづ 

ら己を 破る ので ある、 恰も 人 は 磐に 當て を碎 くに 非す して 自 から 己 を 傷け るが 如くで ある、 祌の律 j 

法 は 堅牢 不壞 にして 巖の 如くに 永久に 屹 立す、 沟に 感謝すべき 事で ある、 故に 思想の 變遷は 少しも 恐- 

る  k  に 足りない、  變 つたの は 人であって 神で ない、 我れ 神と 偕に 在って 我は存 つてせ は 消える のでち 一 

る、 人が 神の 律法 を 破る と 云 ふ、 神 は 曰 ひ 給 ふ 「若し 我が 律法 を 破り 我が 誡命を 守らす ば、 我れ g を 

tj 力  むち  VS こし. *4  一 

もて 彼等の 愆 をた し、 鞭をもてその邪曲をた^-すべし」 と (詩篇 八十 九篇卅 一 、 卅三 節)、 縱令破 一 

る 者が 英國 人で あらう と、 佛國 人で あらう と、 米國 人で あらう と、 神 は 少しも 人 を 偏？ W たま はない、 

世界の 輿論と 稱 へて 我等 は 少しも 之 を 揮る に 及ばない、 我等 はた 神の 律法に 服 ひ其誡 Ml を 守るべき 

である。 (四 

職責の 完成  一 

彼 は 彼たり 我 は 我たり と 云 ふ、 まことに 冷淡 薄情の 言で ある やうに 聞 ゆる、 ^も 力 インが せハ弟 アベ _ 

あに  ** もりて  一 

ルに 就て 「我れ 知らす 我れ 豈我 弟の 守 者な らん や」 と 雷 ひしが 如くで ある、 乍 併 其 內に叉 深い 意味が 

ある、 人に は 各自に 其 獨特の 責任が ある、 彼 は 其 責任 を 架す に 方て 他 を 顧る に 及ばない ので ある、 人 

は 何 を 爲すも 亦爲さ も 我 は 我職資 を充 たすべき である、 ぺ テロが ヨハネに 就て 「主よ 脉：： ^いかに」 一 

とィ H スに HI ひし 時に、 彼 は 答へ て 言 ひ 給 ふた r 汝に 何の 干與 あり や、 汝は 我に 從へ」 と (ョ ハネ傳 

廿 一章 廿ー、 二 節)、 此 場合に 於て ヨハネ は ヨハネたり、 ベ テロ はべ テロたり である、 先づ 自己の 職， 

責を盡 すべきで ある、 信者 各自に 對 して 主 は 曰 ひ 給 ふ 「汝は 我に 從へ」 と、 人生 最大の 事業 は 自分の： 


職責 を 完成す る^で ある。 (sr 月) 

善惡 の判斷 

今の 人 は その 日本人な ると 米國 人なる と、 信者なる と 不信者な ると を 問 はす 罪 を 犯して 不 未かった 

と 云 ひて 惡 かった と 云 はない、 彼等 は 罪の 罪た るを認 むる 能 はすして 只 僅かに 其不結 架に 終りし を 歎 

する、 彼等 は實利 主義者であって 行爲其 物の 眞價を 探らす して 其 結果 如 にの み 注意す る、 彼等に 取 

森4  \リ  あ •、  ，レ U 

り 旨く行く 事 は 善であって 不味く 行く 事は惡 である、 く 行く 以上 は 彼等 は何麼 無禮、 何麼 卑劣 を爲 

しても 揮らない、 而 して 斯 る道德 的 不能が 基督 敎の 名の 下に 外國 殊に 米國 宣教師に 由て 我 國に楡 人 さ 

れしは 悲歎の 極で ある， 善惡 を行爲 目前の 結 raK に 由て 判训 する は 道德の 根本的 破壞 である、 雲 も佛 

敎も 基督 敎 もあった もので はない、 直感的に 善 惡を刹 別す る 鋭敏なる 良心な くして 福音 を聽 くも 無益 

である、 余輩 は 全力 を 擧げて 商寶 根性 を 以て 宣傳 せらる k 米國 流の 基督 敎 に反對 せざるを得ない。 

(四 ガ) 

責 任 觀 念 

〇 大抵の A は 責任 を 嫌 ひます、 彼等 は 成るべく 責任 を 避け、 自分 を 氣樂の 地位に 置かん と 努めます、 

責任と は 厭な 者、 自由と 發達を 妨げ、 身體の 健康 を 害する 者で あると 思 ひ、 成るべく 之 を 避け、 又 避 
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け 難き 場合に は 成るべく 其の 輕 からん 事 を 欲します、 殊に 信仰 上の 責任 は 人の 最も 嫌 ふ 者で ありまし 

て、 自 から 進んで 俾 道の 任に 當り、 惱 める 霊魂に 永遠の 平安 を與 へんと 欲する 事の 如き は、 近代 人の 

最も 忌 嫌 ふ 所でありまして、 彼等 は 如何なる 仕事に 從 事しても、 報酬 少 くして (時には 皆無に して) 

責任の 無限なる 傳道 は絕對 的に 御免 を 蒙らん と 言 ひます。  . 

〇 乍 ^責任 は惡ぃ 事ではありません、 責任の 人に 於け る は 底荷の 船に 於け るが 如くであります、 底荷 

なくして 船 は 波に 搖れて 落着ざる やうに、 人 も 責任な くして 重味が ありません、 責任 は 人を眞 面目 

にします、 大人ら しくし ます、 神と 人と に對し 敬虔の 態度 を 取.^ しめます、 責任 は 決して 苦痛で あり 

ません、 人生の 眞の 幸福 は 責任 を擔 はすして 之 を 樂む事 は 出来ません、 責任に 當ら すして 自分の 衷に 

在る 能力の 程度 を 知る 事が 出来ません * 自分 は 如何程 强ぃ 者で ある 乎 は、 責任 を 負 はされ て 始めて 知 

るので あります、 殊に 責任 は 健康 を 害する 者でありません、 喜んで 責任に 當る 時に、 心に 勇氣が 生じ 

ます 様に、 新たに 身 體に生 氣が加 はりて 一種 一 百 ひ 難き 快感 を覺 えます、 常に 病弱に 苦しむ 者 は 責任 を 

恐れて、 氣儘 勝手の 生涯 を途る 者であります、 殊に 傳道 上の 責任 は 感謝して 當 るべき であります、 永 

遠 の 福音 を委 ねられて 初めて 自分に 永遠 の 生命の 臨みし を 感じます、 此 責任 に 當ら すし て 福音 の 眞侗 

の 價値は 解りません、 如斯 くにして 人生 實は 責任 程贵き 者はありません、 責任 を 避く る は 愚の 極で あ 

ります、 偉人と は 別人でありません、 喜んで 重き 責任 を擔 ふた 者であります。 我等 感謝して 責任に 當 

つて、 他 を 益す ると 同時に 自身の 最大 幸福 を 計るべき であります。 (四月) 


基督 者の 徵章 

〇 「ィ H ス曰 ひける は ：•：• 汝等 もし 互に 相愛せば 之に 由り て 人々 汝 等の 我が 弟子なる こと を 知るべし」 

，ノリス チャン  0  0  0  0  0  0  0 

(約 翰傳 十三 章 三十 五節)、 我等が 基督 者たり、 ィ H スの 弟子た る證據 は兹に 在る、 キリストが 我等 

を 愛し 給 ひし 愛 を 以て 互に 相愛す る こと、 是が 基督 者 各自が 身に 佩る 歡章 である、 之に 由て せ 人 は 我 

等が ィ H スの 弟子た る こと を 知る ので ある、 バプ テス マ を 受けて 敎 會に屬 したる 事 は 基督 者た るの 證 

據 にならない、 叉 一定の 敎義を 信奉し たれば とて、 それで 基督 者で あると は 判定ない、 叉傳 道に 熱心 

であれば とて、 其 事 を 以て ィ H ス の 眞實の 弟子た る實證 となす 事 は 出来ない、 バプテ ス マ も、 敎義 も、 

傳道 も、 愛 以外の 動機に 由り て 之を受 くる 事が 出來、 又 之に 從事 する 事が 出来る、 誤らざる 基将 者た 

るの 證據は 彼が 眞に人 を 愛する 事に ある、 愛する 人が 基督 者で ある、 愛せざる 者 は 基督 者で ない、 縱 

令 其 人が 敎會の 監督で あらう が、 祌學 博士で あらう が、 牧師で あらう が、 傳道師 であらう が、 愛せ ざ 

る 者 は 基督 者で ない、 縱 し敎會 と其會 員と は是 等の 人々 を 基督 者と 認 むる とも、 祌と 人々 卽ち 世人 は 

彼等 をィ H ス の 弟子と して 受けない、 此 一 事に 就て は 神と 世人と が 一 致す る、 神と せ 人と は 儀式で あ 

ると か、 敎理 であると か、 宣傳 であると か 云 ふ 事に 目 を 留めないで、 世界最大の 者た る 愛と 其 表 顧と 

に 注意す るので ある。 

〇 勿論 愛と 謂 ふて 何人に も 直ぐ 判る 者で はない、 眞の愛 は 時には 愛でない やうに 見 ゆる 場合が ある、 

然るに も關 はらす 愛 はや はり 愛で ある、 愛 は 他の 最善 を 謀る、 愛 は 自分 本位 を 恥と する、 愛 は 復轉的 
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でない、 愛 は 謙遜で ある、 愛 は 他の 權利を 侵害し ない、 然れ ばと て 遠慮の 籬を 築いて 我れ 不關焉 の 態 

度に 出で ない、 愛 は 自分の 事に 於け るが 如くに 他の 事に 熱心で ある、 「人の子の 來 りし は 人 を 役 ふ爲 

に は 非す、 反て 人に 役 はれ 义 多くの 人に 代りて 生命 を予 へ、 その 贖と ならん 爲 なり」 と ある 其 精神の 

賓 現に 努力す る。 

〇 斯く言 ひて 勿論、 敎會も 敎義も 傳道も 要らない と 言 ふので はない、 是等は 愛 を 起す 爲に 要る、 愛 は 

目的であって 是等は 手段で ある、 我等 は 完全に 愛し 得る に 至って 信仰の 目的 を 達した ので ある、 而し 

て 愛の 試 驗石は 敵で ある、 心より 敵 を 愛し、 其 善 を圖り 得る に 至て 愛 は 完成 せらる ので ある、 聖靈下 

賜の 結 ra^ も玆に 至ら ざれば 眞正 でない、 神 は 愛であって、 聖 靈は此 愛の 祌の靈 である、 此靈の 宿る 所 

となりて 愛 は 必然的に 起らざる を 得ない。 (六月) 

簡 短なる 傳道 

傳道は 神の 言なる 聖書 を說く 事であって 最も 簡 短なる 事で ある、 故に 我等 傳 道に 從事 せんと 欲して 

敎會に 入り、 宣教師に 附屬 して， 其 補助 給養 を 仰ぐ の 必要 はない、 我等 は 平信徒と して 有.！^ なる 傳道 

に從 事す る 事が 屮： 来る、 然り 最も 有力なる 傳道は 職業的 偉 道 師の傳 道に 非す して、 唯の 平信徒の 傳道 

である、 我等 は バウ 口が 斯 かる 傳道者 …… 平信徒た る 傳道者 …… であった 事 を 忘れて はならない、 其 

事 は テサ& 1 一 ケ 後書 三 章 八 節 以下 を 讀んで 見れば 判明る、 

また 人の パ ンを I？ なしに 食す る ことなく、 唯 人を累 はせ ざらん 爲に勞 と 苦 をな して 晝夜ェ を 作せ 


り、 是れ 我等 權威 なきが 故に 非す、 た^ 自己 を模楷 とし、 汝等 をして 傚 はしめ ん爲 なり、 我等 汝 

等の 中に 在りし 時、 人 もし ェを 作す こと を 欲ます ば 貪す ベから すと 汝 等に 命じたり 

と、 「ェ を 作す」 事、 普通の 勞 働に 從 事して 普通の 生活 を營む 事、 傳 道の 根本 は玆に 在る、 此 事を爲 

さすして 本 當の傳 道 を 爲す事 は 出来ない、 傳 道が 職業と なった 事が 傅道廢 額の 主なる 原因で ある、 敎 

會叉は 宜敎師 に 認めら る、 の 必要 は 少しもない、 我等 はェを 作しながら 神の 言なる 聖書 を敎 へて、 有 

力なる 傳 道を爲 しつ k あるので ある。 (六月) 

神 の 一一 一 曰 

天より 雨降り 雪 落ちて 復其處 に歸ら す、 

地 を IS して 物 を 生えし め萌を 出さし め、 

捲く 者に 種 を 供へ 食 ふ 者に 糧を給 ふ、  ， 

其 如く 我 口より §1 る 言 は 空く は 我に 歸ら す、 . 

我が 喜ぶ 所 を 成し 我が 命じ 遣りし 事を果 すべし と 

H ホバ 言 ひ 給 ふ (以 賽亞書 五十 五 章 十、 十 一 節)。 

〇 人の  一一 一一 C は 無效に 終る 場合が 多い、 大 政治家の 宣 言と 雖も實 行せられ ざるが 常で ある、 人の 一一 目 は 文字 

通りに 言の葉で ある、 至て 輕ぃ 力の 無い 頼る に 足らざる 者で ある、 神の 一一 目 は然ら す、 夫 は 力 其 物で あ 

る、 rH ホバ言 ひ 給へば 成れり」 と ある (詩篇 三十 三篇九 節)、 彼は爲 さんと 欲せ ざれば 一 H ひ 給 はす 
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一一 一一 口 ひ 給へば 必す 成る、 斯くて 神の 言 はすべ て 成就 さるべき 豫首 である、 彼の 言に して 旣に 成りし 者 あ 

り、 今 成りつ k ある 者 あり、 而 して 後に 成るべき 者が ある、 而 して 空 首と て は 一言 もない、 實に 感謝 

である。 

我 は H ホバ なり、 我れ 我が 言 を 出さん、 我が 言 ふ 所 は必す 成らん (以西 結 書 十二 章廿 五節)。 

我れ 語り たれば 必す 来らすべし、 我れ 謀り たれば 必す爲 すべし (以赛 亜 書 四十 六 章 十一 節)。 

大政 治 家の 宣言 は 無 效に歸 して 世 は 益 々暗黒に 陷 りつ k ある、 人類 は 今や 其の 歸 適する 所 を 知らす 五 

里 霧中に 迷 ひつ k ある、 若し 我等 を 導く に 祌の首 がない とならば 不安 此上 なしで ある。 

然るに 神 は 其 言 を 傅へ しめて 言 ひ 給 ふた r 視ょ我 は、 然り我 は 汝等を 救 はん」 と、 玆に 磐よりも 堅 

き祌の 約束が ある、 天地 は 失する も 我が 語りし 一一 一一 E は 失せ じと {且 ひし イエスの 言が ある、 信頼すべき 者 

はん， 摘 ほ 神の 言 を 載せ たる 古い 舊ぃ 聖書で ある。 (七月〕 

べッレ ヘムの 星 

みそらに きらめく 千よ ろ づの星 は 

御 神の みいつ を うた ひまつれ ど 

すく ひの たよりと つみびとの あ ふぐ 

ひかり は ひとつの ベ ッレ ヘムの 星 

そら  い ,、 ら  ありさま 

〇{ 仝に 輝く 星の 數に 限りありません、 然し 乍ら 星の 數は 幾許 あっても、 其 狀態は 如何に 變 つても、 星 


は 星であって 人の 心 を 慰む るに 足りません、 星の 事 を 知れば 知る ほど 宇宙 は 恐ろしい 所と なり、 隨て 

人生の 無聊 を感 する こと 益々 大 であります、 無限の 距離と 無限の 時間、 其 事 を 知って 人 は 唯 自分の 小 

を 知る 丈け であります、 天 然を究 むる と稱 して 星の 事 を 幾許 知った 所で 其 結果 は 悲歎と 失 とのみ で 

あります。 

〇 然るに 玆に 一 つの 希望の 星が あります、 それ はべ ッレ ヘム の 星であります、 「我 は ダビデの 根 また 

其 苗裔な り、 我 は 輝く 曙の 明星な り」 と 言 ひ 給 ひしせ を 照らす 眞の 光であります (默示 錄廿ニ 章 十六 

節)、 彼れ 在して 我等に 眞の 平安が あります、 彼れ 在して 星が 示す 所の 宇宙が 恐ろしくない 所と なり 

ます、 彼れ 在して 無限の 宇宙が 神の 殿と なります、 彼れ 在して 罪人 も 子供と なりて； 大然の 庭に 樂 しく 

遊ぶ 事が 出来ます、 べッレ ヘムの 星 は 他の すべての 星に 意義 を 供し ます、 彼 は 人生 を聖 むる と 同時に 

宇宙 を 潔め ます、 キリスト は 人類の 首であって 宇宙の 中心であります、 彼に 由て 觀て星 も 花 も 鳥 も 意 

義 ある 者と なり、 互に 相關聯 して 一つの 聖， き 目的 を 達する 者と なります、 べッレ ヘムの 星 を 除いて 星 

も 天然 も 解りません。 (八 

文化 生活と 基督 敎 

〇 文化 生活 は 基督 敎 でない、 文化 生活の 目的 は 最も 有效 的に 現世 を樂 しむに あるに 對 して、 基督 敎の 

目的 は キリスト を 以て 與 へられた る 神の 生命 を享 くるに ある、 二者の 間に 肉と 靈と、 犬と 地との 差刖 

が ある、 文化 生活 は 基督 敎 以前より 在った もの、 又 基督 敎 以外に 於て 亦 在り 得る 者で ある、 異敎の 希 
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臘に 於て、 间々 敎の 亜拉比 亜に 於て、 叉實際 的に 基督 敎を棄 てた る獨 逸に 於て 文化 生活 は 盛に 行 はれ 

た、 文化 生活と 基督 敎とは 同 一 の 者で ない のみなら す 互に 相反 對 する 者で ある、 「シ オンよ、 我れ H 

ホバ汝 の 子等 を 振起して ギリシャ を 攻めし めん」 と ある は 此反對 性 を 示した る 言で ある (撒 加 利 亜 書 

九 章 十三 節、 英譯の Thy  sons,  c  Zion,  agaiust  thy  sons,  O  Greece を參考 せよ〕、 基督 敎はシ 

オンの 子、 文化 生活 は ギリシャの 子で ある * 而 して 神 は 時々 前者 を 振起して 後者 を 攻めし め 給 ふので 

あ る。 

〇 基督 敎を 文明の 精神と して 我國に 紹介せ し 米國直 敎師は 大害を 此國に 遣した ので ある、 文明 は 

異.， 敎 的であって 基督 敎と其 根本 を 異にする、 今や 文化 生活 を唱 ふる 者 は、 多く は 基督 敎を棄 てし 者、 

或は 其 福音 的 眞理を 解せ ざる 者で ある、 基督教が 現せ 化する 時に 文化 生活と なる、 我國の 基督 敎が其 

一例で ある、 而 して 獨 逸に 於て 其 基督 敎が獨 逸文 化 Kultur に 化せし 時に 國も敎 も 亡びし 如く、 現 f 

中心の 所謂 文化 生活 は 肉と 靈と兩 つながら を滅す 者で ある。 (八月〕 

傳道師 の 不足 

ィ H ス其 弟子 等に 告げて 曰 ひ 給 ひました 「牧稼 は 多く 働く 者 は 少し、 故に その 稼 主に 働く 者 を牧稼 

所に 遣らん こと を 求むべし」 と (路加 俾十章 二 節)、 是は赏 に我國 今日の 場合に 最も 適切なる 言葉で 

あります、 日本人 はん：' や 眞實の 信仰 を 求めて 止みません、 而 して 國.； も社會 も先づ 第一 に本當 の宗敎 

を 要求し ます、 然るに 之に 應 する 者 は 殆んど 無い と 云 ふても 可い 程 it ない ので ありお す、 日本人、 殊 


に敎育 ある 日本の 靑年 は、 自身 宗敎の 必要 を唱 へながら 自 から 其 傳播の 仵に當 らんと しません、 而し 

て 彼等の 父兄 も 亦 其 子弟が 宗敎 事業に 人る こと を 好みません、 彼等 は 政治、 經濟、 殖産、 工業 等此世 

の 名譽と 自己の 利益 を 博す るに 足る 事業に は爭っ て 就かん と 欲します けれども * 自 から 十字架 を擔ふ 

てィヱ スの 足跡に 隨 はんと 欲する 者の 如き は 彼等の 內 に殆ん ど見當 りません、 今や 我！： に千餘 の外國 

宜敎師 が 居ます、 而 して 彼等の 多數は 孰れ も大學 卒業の 靑年 男女であります、 彼等 は 其 生涯 を HI 本國 

敎 化の 爲に 費さん とて 此國に 来て 居る のであります、 之に 對 して 我國の 大學 卒業生の 幾人が 同胞 敎化 

の爲に 其 心 身を投じ て 居ます 乎、 之 では 日本人 は自 から 選らんで 精神的に 外國 人の 奴隸 とな りで あ 

るので はありません 乎、 日本人の 恥辱 此上 なしであります。 (九 =0 

バウ 口と 神學者 

〇 人，' や バウ 口 排斥 は 基督 敎界の 流行で ある。 英國に I . シン ガ ー なる 學者 があって、 近頃 『ィ エスと 

バウ „1 の 競 (学 的 哲學』 なる 書 を 著 はし、 新約聖書に 思想の 二 大潮 流が あり、 互に 反對の 方向に 流る、 

ィ ェ ス の 思想と パ ゥ 51 の それと は 互に 相反し、 而し て 吾人 は 前者 を 取て 後者 を捨っ べしと 論じて 居る。 

叉 米國ク & 1 ザ I 神學 校の 敎授 にして へ ンリ， ' . C  • ヴ ヱ ッダ， 'なる 學 者が あり、 其 人 は 『基督 敎の 

根 木義』 なる 書 を 著 はし、 其內に 「今日までの 基督教 は バウ 11 に從 つて 來た、 然し 今後の 基督 敎はィ 

H ス に從 はねば ならぬ」 と 論じて 居る。 此の 他に 问 一 の 事 を 論じて 居る 書 は 山に 在る。 

〇 是 等の 歐 米の 祌风 if 者に 對 して パ ゥ & 自身 は 左の 如くに 答 ふるので ある。 
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我等に もせよ * 天よりの 使者に もせよ、 若し 我等が 曾て 汝 等に 傳 へし 所に 逆 ふ if 音を汝 等に 傳ふ 

る もの あらば 其 人は詛 はれし 者な り。 我等 旣に言 ひしが 今 また 重ねて その 如く 首 はん、 若し 汝等 

が 受けし 所に 逆 ふ 福 昔を汝 等に 傳 ふるもの あらば 其の 人は詛 はれし 者な り。 …… 兄弟よ 我れ 汝等 

に告 ぐ、 我れ 曾て 汝 等に 傅へ し 所の 福音 は 人より 出で しに 非す、 そ は 我れ 之 を 人より 受けす、 亦 

敎 へられす、 惟、 ィ H スキ リストの 啓示に 由り て 受け たれば 也 (加 拉太書 二 章)。 

〇 パゥ& を 信すべき 乎、 近代の 歐米神 學者を 信すべき 乎、 我等 日本の 基督 者 はニ途 孰れ か を 選ばねば 

ならぬ。 而 して 余 自身 は バウ 口 を 信じて 是等神 學者を 信ぜ ざらん と 欲する 者で ある。 。ハウ a は 明， n に 

一一 一一 I： ふ 「我が 傅へ し 福 昔に 逆 ふ 者は詛 はれし 者な り」 と。 パゥ n の 福 昔はィ H スの 福音に 非す と 言 ふ 者- 

二者 は 互に 相反す と 言 ふ 者 は 勿論 此名稱 に當る 者で ある。 卽ち詛 はれし 者で ある。 詛 はれし 歐 米の 神 

學者、 殊に 米國の 神學者 …… 我等 は 彼等より 福 昔 を 聞く の 必要 はない。 實に 「福音に 非る 福音」 を 彼 

等に 受けて 我等の 靈魂は 餓死す るので ある。 (十月〕 

進化論と 基督教 

進化論と 基督 敎とは 互に 相反す、 一 を 信じて 他 を 排斥 せざるを得ないと 唱 ふる 者が あると 聞いて 余 

輩 は 驚かざる を 得ない。 それ は 今より 二百 年 前に、 民主々 義と 基督 敎とは 互に 相反す と 言 ひて 爭 ひし 

者 ありし と 同然で ある。 勿論 進化論者の 內に 無神論者の ある を 疑 はない。 然し 乍ら 進化論 は必 すし も 

ほろび  W. 

無神論 的に 解釋 すべき 者で ない。 民主々 義が 勝利 を 得て 基督 敎が滅 ざり し而 u ならす、 反て 勢力 を增 


した 如くに、 進化論が 識者 全體の 採用す る 所と なりたれば とて 基督 敎は 11 れ ない。 否な、 觀 やうに 依 

て は 進化論 採用の 爲に 基督 敎は 益々 其 基礎 を 固く すると 言 ふこと が 出来る。 玆に 面白き 歷 史的 事實が 

ある。 ダ ー ウィンが 初めて 彼の 『種の 原始』 を 公け にし、 非難 攻擊が 四方に 起り し 時に、 初めて 彼の 

提唱に 贊成を 表せし 者 は 誰であった 乎と 云 ふに、 英國當 時 第一流の 外科 醫 にして、 すべての 學 術に 達 

せりと 稱 せられし ジ ョナ サン. ハッチンソン であった。 而 して 此大學 者 は 有名なる 友會 信者であって、 

信仰と 學 術と を 以てせに 稱 せられし 人であった。 ダ ー ウィンが 英國の 學界に 於て 初めて 獲し 彼の 自然 

淘汰 論の 贊成 ヘアぶ は此 基督 敎的 大然 學まハ ッ チン ソンで あつたと 云 ふ。 以て 進化論が 其 原理に 於て 基督 

敎の根 本義に 反する 者に 非る 事が 判明る。 進化 は 神が 萬 物 を 造り 之 を 支持し 給ふ途 であると 見れば 夫 

れ まで ある。 聖書 は 造化の 結果に 就て 述ぶ るので あって、 其 手段 方法に 就て 論す るので はない。 

「エホバ 神、 土 を 以て 野の 諸の 獸と天 さの 諸の 鳥 を 造り 給へ り」 との 創せ 記の 記事 は 少しも 進化論に 

牴觸 しない。 生物 は 皆 塵より 出て 塵に 歸る。 如何にして 生命が 塵 を 攝て現 はれし 乎、 其 順序 方法 を究 

むる のが 生物 學 である。 進化論 は 造化 說 明の 一 に過ぎない。 而 して 造化の 原因と 目的と に 就て 敎 ふる 

某 督敎は 其說明 如何に 由て 動かない。 進化論 は 今日の 所、 其 大體に 於て 眞理 である やうに 思 はれる。 

然し 乍ら 基督 敎は 進化論に 依る も 依らざる も眞理 である。 八：' や 二者の 反對を 論すべき 時で ない。 眞理 

は K 〈理 として 其 實現を 計るべき である。 (十 一 月) 
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幸福なる 生誕 節 

今年 も 亦 聖日 毎に 一 囘も 休む ことなく 神の 聖言を 說くを 得て 幸福で ある。 今年 も 亦 無事に 月毎に 此 

誌を讀 者に 頒っ まが 出来て 幸福で ある。 今年 も 亦 少数の 友と 離れた が、 於 多くの 新しき 友を與 へられ 

て 幸福で ある。 人生の 戰 場に 立ちて 部分的の 敗北 は 免れない が全體 的の 勝利 を惠 まれて 幸 幅で ある。 

然し 乍ら 幸福 中の 最大 幸福 は 更に 深く 主 イエ ス キリスト を 識るを 得た 事で ある。 神の 子が 苦難の 人、 

孤獨の 人であって、 すべての 人 を 離れて 神の 義を行 ひ 給うた 事 を 知る を 得て 我が 幸福 は其絕 頂に 達し 

たと 云 ふ 事が 出来る。 幸 一 i は 多くの 人に 愛せら るる 事に 非す、 却て すべての 人に 嫌 はれ、 惡 まれ、 棄 

わか  さか づき 

られ、 獨 りト字 架に 就く 事で ある 事が 解って 我が 幸福の は 溢る k ので ある。 然 らば 去れよ 世よ。 我 

主ィ H スは獨 り 始めて 獨り 終り 給うた。 我 も 亦獨り 始めし が 故に 獨り 終る であらう。 此 事が 解って 我 

は 他の 事に 於て 惠 まる k も惠 まれざる も、 唯 獨りィ H ス と共に 在る 151- が屮 Z 來て幸 幅で ある。 (十二月) 

. 羅 馬 書 と 福 音 書 

羅馬書 を 去て； i 昔 書に 入る。 恰 かも 人造の 大公 園 を 去て 天然の 大 森林に 入る が 如くに 感 する 。。ハウ 

B 偉大な りと 雖も 奮闘 努力の 人で ある。 ィ H スは 神の 子に して 天性の 聖者で ある。 羅馬書 を 讀んで 蒸 

溜 水を飮 むが 如くに 感 する。 福音書 を 學んで 3 石 間に 迸る 淸泉を 汲む の 爽快 を覺 ゆ。 ィ H スに 議論 はな 


い、 香 蒸が ある。 神學 はない、 抗し 難き 感化が ある。 何故なる 乎 を 知らす、 福 昔 書に ィ H スの言 1 了に 

就て 請んで 我は自 から 彼に 同化 せらる k を覺 ゆ。 不思議なる 人で ある、 不思議なる 書で ある。 之を稱 

して イン スピ レ ー ショ ンと云 ふより 他に 言 ひ 様がない ので ある。 信仰 箇條 を設議 する が 如き は 抑々 末 

である。 何故に 然る 乎。 然るが 故に 然るので ある。 福音書に ィ H スに 接して 我はィ H スの 如くに 戎 る。 

兹に 至て 敎會、 儀式、 祌學、 信仰 箇條は 全然 無用に 歸し、 鷲が 日光に 牽 かれて" 翼 を 張りて 天 を 指して 

昇る が 如くに、 我 も 亦 地と 自己と を 忘れて 純淸の 天へ と 引上げら る、 を 覺ゅ。 (十二月) 

基督 者た るの 證 據  • 

ル ー テル 曰く 「基督 者た る 者 基督 者に 非す」 と。 基督 者と 稱 ばる \ 者、 基督 者な りと 思 はる &者は 

基督 者で ない。 ィ H ス 御自身が 當 時の 宗敎 家に は惡 魔の 王と 呼ばれ 給うた。 後世に 於て 亦 然り。 イエ 

ス の 本當の 弟子 は 常に 敎會 と社會 とに 亂臣 賊子と 呼ばる、 者の 內に 在った。 詩人 ミルト ン の 如きが 其 

好例で ある。 彼の 在せ 當 時の 人の 內で 彼れ 程 深く ィ H スを 解した 人 は 無かった。 然れ ども 英國々 敎會 

(聖 公會) は 勿論の 事、 基督 敎界 全體は 彼が ィ H スの 敬虔の 弟子た る 事 を 認めなかった。 而 して 今日 

そし J 

に 至る も 猶も彼 はァリ ヤン 信者で あつたとの 識は彼 を 去らない。 敎會は 今 口 に 至る も 彼 は 信仰の 大敎 

師 なりと 認めない。 然れ ども 其 事 其れ 自身が 彼が 本當の 基督 者で ある 何よりも 好き 證據 である。 ィ H 

スは曰 ひ 給うた 「弟子 は師 より 優らす。 僕 は 主より 優らざる 也 。弟子 は 其師の 如く 獎. は 其 主の 如くな 

あるじ 

らば 足りぬ ベ. し。 若し 人 主 を 呼びて ペルゼ ブルと 言 は 況して 其 家の 者 を や」 と (馬 太 十 章 廿四、 仆 
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五)。 ベル ザ ブル、 惡 魔の 王と 呼ばれ 給 ひし ィ H スの 弟子 は惡 魔と 呼ばる、 が當然 である。 人に 聖人 一 

よ、 祌學 博士よ と 呼ばる、 者はィ H ス の 弟子で ない。 ィ H スは 「敎會 の 首長」 でありと 云 ひて、 羅馬 

i ちが ひ 

天主 敎會、 英國聖 公會、 米圃 組合 敎會叉 は メソヂ スト 敎會の 首長な りと 思 ふ は、 之よりも 大 なる 間違 

△  A 厶厶  <1<1<:<3厶< "厶 厶 厶厶厶 AA 厶 厶厶  <-な<:<<< "厶厶 A<3A<3<IAA<" 

はない。 ィ H スが今 若し 世に 現 はれ 給うたならば 前と 同じく 諸敎 参に 惡 魔の 王と 呼ばれ 給 ふ は 何より 一 

も確實 である。 弟子 は 其師の 如くなら ざるべ からす。 ィ H スは當 時の 政府に は 亂臣と 目せられ、 敎會 

には惡 魔の 王と 呼ばれ 彼れ 死に 就き 給 ふや 彼の 弟子 さ へ 一 人と して 彼の 味方と なりて 彼と 運命 を 共に 

する 者はなかった。 ィ H スは斯 かる 人であった。 其 弟子た る 者 はすべ て 彼と 運命 を 共に する 者で なけ 

れ ばなら ない。 政府と 敎會と 弟子にまで 棄ら れて惡 人の， 首と して 死に 附 されし 者、 其 人が 基督 者の 模 

範 である。 斯くてせ に 幸福なる 事と て 人に ィ H ス の 如くに 极 はる、 が 如き 事 はない。 斯くて こそ 我 は 一 

「身に ィ H スの印 記 を 佩び」 て、 死して 彼と 共に パラダイスに 在る 事が 出來 るので ある。 (十二月) 一 

一 

平和の 途  、一 

世に 平和 を 計る 程滿ら ない 箏 はない。 平和 は 計って 成る 者で ない。 叉 平和 を 計って 成った 例 はない _ 

恰も 米國 前大統領 ウィル ソ ン 氏が 世界の 平和 を 計って 反て せ 界に大 擾亂の 種 を 作った と 同じで ある。 一 

4- き.^ 計らん と 欲せば 義を行 ふに 如かす。 平和 を 來す爲 の 最善 唯一 の途は 明白なる 正義 を 行 ふ 事で あ 一 

る。 然 らば 平和 は自 から 來る。 正義の 結ぶ 果に あらざる 平和 は 偽 はりの 平和で ある。 戰爭 よりも 遙に 1 

惡ぃ 平和で ある。 斯 かる 平和 を 求む る 時に 家 は紊れ 品性 は墮 落し、 國は 亡ぶ。 眞に 平和 を 愛する 者 は！ 


宜しく 嚴 正なる 正義の 支持者 又戰士 となり、 すべ ての 情 實を排 して 其 實現を 計る ベ きで ある。 

(十二月) 

愛と 義 

愛、 愛と 雷 ひて 愛の み を 高調して 愛 は 冷える。 愛 は 正義の 無き 所に 榮 えない。 正義の 無き 愛 は 日光 

の 無き 濕^ の 如し。 徵を 生じて 萬 物 を 腐， おせし む。 若し 神が 愛の みであって、 同時に 亦 光で あり 義で 

あり 給はないなら ば、 宇宙 は疾に 滅び 失せた ので ある。 誠に 若し 基督 敎が 愛の み を 說く敎 であるなら 

ば 之に 勝 さりて 惡 しき 者 は 又とせ に 無い ので ある。 イエス 敎 へて 曰 ひ 給 はく 「汝等 心の中に 鹽を 有つ 

べし、 乂 互に 睦み 和らぐべし」 と。 知るべし 辛き 正義の 鹽の 無き 所に 眞の 和睦の 無き 事 を。 愛の 甘味 

のみ 要求 せられて： 止義の 鹽の缺 くる 所に、 愛 は 平和の 果を 結ばない ので ある (馬 可 傳九章 五十 節〕。 

(十二月) 

罪の 赦し 

人の 罪 は 之を赦 すべきで ある。 然れ ども 義に 依らす して 眞の赦 し は 無い。 約 翰 第 一 書 一 章 九 節 に 曰 

いむ あ-,.. -  ♦*  二- -,  た,， "し  .V--V て 

く 「我等 もし 己の 罪を認 はさば 神 は信實 にして 正義き 者 なれば 必す 我等の 罪 を赦し IS の 不義より 我等 

を 潔むべし」 と。 正義と 罪の 赦 しと は 離るべからざる 者で ある。 祌は義 に 依て 赦し給 ふが 故に 彼の 赦 
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し は確實 である。 神 は 憐愍の 神で あると 云 ひて 彼 を單に 愛情の 神と 見る は大 なる 誤りで ある。 神 は 第 

一 に義の 神で ある。 義に 由て 赦し、 義に 由て 惠み給 ふ 神で ある。 そして 我等 彼の 僕 も 亦 人の 罪 を赦す 

に 方て 義に 由て 赦 すべきで ある。 是れ が眞の 愛で ある。 (十二月) 

基督 者と 傳道 

ル ー テルが 一一 一一 tl ひし 通り 基督 者た る 者 は 基督 者で ない。 其れと 同じ様に 傳道師 たる 者 は 傳道師 でない _ 

人た る 者が 基督 者であって 基督 者た. る 者が 傳道師 である。 先づ 第一 に 人 たれよ、 さらば 汝は 基督 者た 

り 得る。 而 して 亦 俾道師 たり 得る。 傳道師 でなくても 可い、 基督 者 たれば 可な り。 基督 者で なくても 

可い、 人 たれば 足る である。 キリストに 由り 神に 罪を赦 された る實驗 なくして、 傳道師 たる も 全く 無 

意味で ある。 傳道師 たらす ば 信仰 を 維持し 得ない やうな 者 は 未だ 本 當に福 昔 を 味 はった 者で ない。 キ 

リストと 共に 在る 丈け で 最大の 滿足を 感じ 得ない やうな 者 は、 傳道師 たる も 人 一 人 を 本 當に救 ふ 事 は 

屮：； 來 ない。 (十二月〕 
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神の 義 

、 ,  なれ  おそれ 

W 時說 いても 害な くして 益 ある 者 は 神の 義 である。 恩 惠を說 けば 恩 惠に狎 るの 虞が ある U 愛 を說け 

ば 愛に 1 れ るの 危險が ある (神の愛と 雖 も亦然 り)。 奇 婕を說 けば 迷信に 陷り し。 再臨 を 高調 すれ 

ば 多くの 再臨 狂 を 生す" 然れ ども 神の 義に 至て は 常に 健全であって 恆に 合理的で ある。 勿論 愛 も恩惠 

も 奇蹬も 再臨 も 時には 之を說 かなければ ならない。 然れ ども 其內 何れな りと 雖も、 特に 之 を 高調して 

之に 害の 伴 はざる はない。 之に 比べて 義は 日光 叉 は 空 氣叉は 穀類の 如き 者で ある。 常に 之に 浴し、 之 

を 吸 ひ、 之 を 食して 害な くして 益が ある。 而已 ならす 義の 無き 所に 愛 は 行 はれす、 恩惠は 降らす、 奇 

踪も亦 現 はれない。 故に 奇蹟 は 時々 之 を 説き、 愛と 恩 惠とは 刻々 之を唱 ふべ しと 雖も、 常に 唱道して 

怠るべからざる は義 である 。今日の 基 «1 敎會が 不健全に して 居る に堪へ 難き 理由 は 全く 玆に 在る ので 

ある。 卽ち 其內に 憐愁と 敎義と 熱心と 祌 學が說 かれて、 神の 公義が 說 かれす 叉 I, 仃 はれない からで ある _ 

義 の 意 義 

淺 薄なる 基督 信者 は 云 ふ 「義は 人の 罪を發 いて 彼 を 審判く 事で ある」 と。 決して 然ら すで ある。 義 

し  よさ こ と 

は 人の 神と 人と に對 する 義き關 係で ある。 此關 係に 於て 在らす して 善事 は 何事 も 行 はれない ので ある- 
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神 は 人の 罪を赦 すに 義に 由て 赦し給 ふ。 人を惠 むに も 亦義に 由て 惠み給 ふ。 彼 は 義の祌 であって、 義 

に 由ら すして は 何事 も 爲し給 はない。 祌の僕 も 亦 さう である。 彼 も 亦 其 主に 似て 義に 由ら すして 何事 

をも爲 さない。 神 も 神の 人 も 唯は赦 さす、 唯は惠 まない。 誠に 唯赦 し唯惠 むは 最大の 不義 叉 最大の 無 

慈悲で ある。 義の 要求す る赦 しの 條件は 罪の 悔改 である。 惠 みの 條件は 信頼で ある。 絡對 的の 愛と 稱 

して 悔 改めざる に赦 し、 信ぜざる に惠 むは 愛に 非す 叉 恩惠に 非す である。 キリス 卜の 愛と 阿 彌陀の 慈 

悲とは 此點に 於て 全然 異なる。 キリストに r 恙の 怒」 が ある。 卽ち 罪に 對 する 深き 嫌惡が ある。 此怒 

は 罪人の 悔改に 由ての み 宥めら る。 そして 其 後に 完全なる 赦 しと 遠大なる 恩惠が 降る ので ある。 (一 月) 

個 人 主 義 

近 5:： 人 は 極端なる 侗人 主義者で ある。 彼 は先づ 第一 に 自分の 事 を 思 ふ。 其 次に 自分の 關係 者の 事 を 

思 ふ。 我が 華と 彼の 事 (大抵の 場合 は 彼女の 事)。 其 他の 事 を 思 はない。 世界の 事 を 思 はない。 國の 

事 を 思 はない。 神の 事 を 思 ふと 云 ふ は實は 自分と 自分の 愛する 者との 幸福 を 思 ふに 過ぎない ので ある 

近代 人はモ ー セ にあった やうな 自分 は 滅びても 國 人の 救 はれん 事 を 欲 ふと 云 ふが 如き 心、 キリ スト や 

バウ C1 にあった やうな 祌の義 が 成らん が 爲には 十字架の 死 を さ へ 敢て受 くると 云 ふやうな 心 は 毛頭な 

い。 言 を 代へ て 云へば、 近代 人に 全然 缺乏 する 者 は 本當の 意味に 於ての 公的 精祌 である。 彼等 は 宇宙 

は 滅びても 一人の 罪人の 救 はれん 事 を 欲し、 之を稱 して 無限の 愛と いふ" 誠に 個人 は 貴く ある。 然れ 

ども 神と 其 聖旨 (法則) と は 個人よりも 貴く ある。 そして 個人が 聖 3 曰に 逆 ふ 場合に 於て は 個人 を滅 し- 


て 旨 を 維持し 給 ふ。 個人 は 神の 爲 であって 神 は 個人の 爲 でない。 近代 人 は此事 を覺ら ざるべ からす。 

a 月」 

傳道 成功の 祕訣 

傳道 成功の 祕訣 とて 训 にない。 神の 御言なる 聖書 を說 くこと である。 さう すれば 傅 道の 功 は 必す擧 

る。 さう しないで 幾ら 大擧傳 道、 倍加 運動、 社會 事業と 焦心る とも 傳 道の 效果を る こと は 出来ない。 

神が 預言者 ィザャ を 以て 曰 ひ 給うた 通りで ある 「我が 口より 出る 言 は 空しく は 我に 還らす。 我が 喜ぶ 

所 を 成し、 我が 命じ 遣りし 事 を 架さん」 と (以 賽亞書 五十 五 章 十 一 節)。 御言 其 物が 大 なる 力で ある n 

人の 雄 辯 叉 は 技工 を 加 へす して 靈魂を 活かし 之 を 永遠の 道へ と 導く。 汝敎會 を 起し 之 を 盛に せんと 欲 

する 乎？ 聖書 を 解して 之を說 くべ し。 聖書 は 敎會を 起し 之 を 盛に する であらう。 英國 人の 讓に 曰く 

--Let  v-s luiild  railroads  and  raill.oads  .will  Iniild  tlie  country  " (我等 をして 鐵道を 作らし めよ、 

然 らば 鐵 道は國 を 作る であらう) と。 其 如く 「我等 をして 聖書 を說 かしめ よ、 然 らば 聖書 は敎 會を與 

すで あらう」。 先づ 深く 聖書 を 究め、 然る 後に 生命 を睹し て 之を說 けば 個人 も 社 會も國 家 も 人類 も 救 

はる &は 必然で ある。 只憾 む唯此 事の み 行 はれざる 事 を。 (一月) 
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平凡の 道 

平凡に 上等なる と 下等なる とが ある。 下等なる 平凡 は 凡俗と 萬 事 を 共に する 事で ある。 其 中に 遏敢 

なると 高貴なる 事な く、 何事 も 凡俗が 爲 すが 如くに 行 ふ。 是れ 決して 譽 むべき 事で ない。 然れ ども 平 

凡に 亦 上等なる 者が ある。 それ は 天然 自然の 道 を 取る 事で ある。 此 意味に 於て 神の 爲し給 ふ 事 はすべ 

て 平凡で ある。 祌は 容易に 奇 を 行 ひ 給 はない。 四季の 循環、 草木の 生長 等 すべてが 平凡で ある。 我 

等 も 亦 祌に傚 ひて 行 ふべき である。 人 は 基督 者と 成り たれば とて 異様の 人と 成った ので はない。 當前 

の 人と 成った ので ある。 故に 當 前の 人と して 行 ふべき である。 「人の パン を慣 なしに 貪す る 事な く、 

唯 人を累 はせ ざらん 爲に勞 苦して 晝夜 働け り」 と 一一 H ひし バウ a は 平凡 のんで あった (テサ 口 一一  ケ 後書 

三 章 八 節〕。 偉人 はすべ て 平凡の 人であった。 英國の ジョン ブライト、 米國の リン コル ン、 我 國の西 

鄕 隆盛 等告然 りで ある。 我等 も 亦 努めて 偉大なる 凡人た るべき である。 (一月) 

普 通の 生涯 

-,, ふ っパ  ひ ょきもの. あしき .0 の  t>- し  t,- し 

善 物 はすべ て 普通の 物で ある。 「夫れ 天の 父 は 其 日 を 善 者に も惡 者に も 照らし、 雨 を義き 者に も義 

からざる 者に も 降らせ 給へ り」 と あるが 如し (馬 太 傳五章 四 節〕。 日と 雨と は 無くて はならぬ もの、 

故に 最も 善き 物で ある。 そして 神 は 之 を 何人に も 與へ給 ふ。 富者 叉 は 貴族 叉は學 者に あら ざ. d ば 獲ら 


れぬ者 は 決して 善き もので はない。 何人に も 容易く 獲ら る k 者が 最も 價値 ある 者で ある。 十字架の 福 

音の 貴き は是 がた めで ある。 是は 獲る に 最も 容易く、 叉 何人も 獲る 靠の 出来る ものである。 善 者も惡 

者 も、 義者も 不義 者 も 唯 信す るに 由て 己が 有と する 事の 出來る ものである。 人生 は 不公平で あると 云 

ふ 者 は 誰 乎。 人生 最も 贵 きもの は 唯 仰ぎ 瞻る ことに 由て 獲ら る。 金と 銀と 資 石と、 博位と風^-位と愤位 

と は、 得難き が 故に 責 からす。 日と 雨と 永生と は 得 易き が 故に 尊し。 故に 普通なる 者 を 求めよ。 普通 

の 人た らんこと を 努めよ。 平民と して 神 を 信じて 普通の 生涯 を營 む。 之に 優る の 特權叉 幸 幅 他に 在る 

なしで ある。 r 二月) 

二種の 進化論 

進化論に 二種 ある。 無祌的 進化論と 有祌的 進化論と 是れ である。 無祌的 進化論 は 天地 は 其れ 自身に 

て、 より 大 なる 能力と 智慧の 指導な くして、 無限に 進化す ると 云 ふので ある。 之に 對 して 有 神 的 進化 

論 は 云 ふ、 天然に 其れ 自身 を發 達する の 能力 はない。 天然 自體が 自働體 でな くして 受働體 である。 進 

化 は 神が 萬 物 を 造 り 給ふ途 であると "そして ダ ー ウィン 自身が 無 神 的 進化論者で なくして 有 神 的 進化 

論者であった。 『種の 起源』 の 最後の 一首が 此 事を證 して 餘り ある。 彼 は 造物主に 由て 生命が 數茵叉 

は 一 筒の 極 類に 吹 入され、 それが 進化して 千殊萬 態の 生物と 成った ので あると 言 ひ、 其 故 を 以て 造 物 

主の 餘德を 讚へ て 居る。 叉ダ— ウィンと 殆んど 同時に 自然淘汰 を唱 へし ワラ スは 或點に 於て はダ ー ゥ 

イン 以 h の學 者であって、 確に 彼れ 以上の 信 神 家で ある。 其 他米國 第一 の 植物 學者 アサ • グレ ー、 進 

大 lij 十二 年  fcAfc 


感 想  七 六 八 

化 哲學者 ジョン • フィスク、 地質 學者ル コ ント等 は 孰れ も 進化論者であって 熱心なる 基督 者であった ( 

余の 見る 所 を 以てすれば スぺ ンサ ー 自身が 決して 非 基督 的 唯物論 者で はない。 彼が 熱烈なる 非戰 論者 

であり、 現代文明の 咒詛 者で ありし を 見ても、 彼の 信仰の 何たり し 乎 を 推測す る 事が 出来る。 其 他 有 一 

力なる 進化論者 にして 敬虔 ある 有神論 者たり し 者 は枚擧 する に遑 がない。 唯 不幸に して ダ ー ウィン の 一 

弟子に して 彼の 敬虔な き 者が 多かった。 英國に 在りて は ハックス レ ー が 阈敎會 の 壓迫を 憤りて 其 敎義ー 

に對抗 して 進化 說を唱 へ、 獨 逸に 在りて は ヘッケルが 明白に 無 神 的 進化論 を 叫んだ。 而 して 眞の神 を 一 

嫌ふ此 世の 人 等 は 有神論よりも 無神論に 對 しょり 多く 环を 傾く るが 故に、 後者の 聲は 前者の 聲 よりも 一 

より 高く 聞こえる ので ある。 若し 讀 者が 『科學 大系』 の 著者 ァ ー サ ー • トムソ ンの 著書に 由て 進化論； 

を學 ぶなら ば、 彼等 は 近代 進化論の 何なる 乎と 共に、 神の^ 在 を 認めつ k も 深き 進化論者たり 得る の 

道を敎 へらる k であらう。 進化論 を 納れて 基督 敎を棄 つるの 必要 は 少しもない。 0 一  =0 

滿六 十二 歳の 感 

〇 私 は文久 元年 ( 一 八 六 一 年) 一 一月の 生れでありまして、 今年 は滿 六十 一 一歳になります。 人生の 半ば； 

以上 を旣に 過ぎた のでありまして、 今や 其 夕方に 近づいて 來 たのであります。 祌は此 h:® ほ 幾年 私 を 一 

此 f に 置て 使 ひ 給 ふか 私 は 勿論 知りません。 然し 乍ら 彼が 私に 歸ひ 「汝の 筆 を棄、 汝の昏 を閉て 我が 一 

ちと  - 

許に 來れ」 との 命令 を 降し 給 ふ 時は餘 りに 遠く は あるまい と 思 ひます。  ； 

〇 然 らば 六十 一 一歳の 今日 私 は 如何 感 する 乎と 人に 問 はれますならば 私 は大體 左の 如くに 答へ る だら う 一 


と E え ひます o 

私 は # に 生れて 米た 事 を 少しも 悔いません。 又 基督 信者に 成った 事 を 少しも 悲 みません" 私の 生涯 

は其大 1? に 於て 惠 まれた る 生涯で ありました。 祌は 私に 私 相 應の忠 難 を 下し 給 ひました が、 其， い 

も私に無くてたらぬ.；^^難でぁりまして、 私 は 其のす ベての 故に 神に 感謝し ます。 殊に 此 不信 圃に 生れ 

て來 て， ィ H スキ リストの 幅 昔 を 信す る 事が 出來、 之 を 三 卜 年の 長き 間、 私の 同胞に 俾 ふる^の 出來 

た 事 は、 赏に 光榮の 至りで ありま 十。 私. が此 事を爲 したの は、 政 "肘に 命ぜられ、 或は 敎 Z 誇に？ 5? まし 一」 

したので はなく、 唯 私 以上の 「或 者」 に强 ひられて 爲 したので あると 思へば、 感謝 は 一 暦 深く あり 

ます。 if , は 私の 生 _ 独に 臨みし 神の 恩 惠の數 々を 想 ひて 感謝の 淚に 咽ば ざ る を 得 ま 4,- ん。 然し.：. F ら 私の 

生涯の 誇 は 私が 爲す事 を 許された る 少しば かりの； 業ではありません〕 や S 

ります。 私 は 十字架の 深き 意味 を 少しな りと 解ら せられて 實に 感謝 措く 能 はすであります。 其 ：9,!； を m し 

ふて 私 は 或 時 は 日本人 中 私 程 幸 幅なる 者 は あるまい 乎と 3 心 ひます。 m が .^.ii  J をキ： ^人生の すべての i な 

痛 ひど 惯ふを 31： ベく、 叉是れ さへ あれば 恐れす して 死の 河 を 渡る 事が 出来る と 信じます。 私 は 勿論 自分 

i=&,^ 者で あり、 又は 聖人で あると は E 心 ひません。 私の 信頼 は 私の 德 で，^ -i. 仃 |j も ありませ， し〕 私の-一 re 

仰で あ ひます。 神の 子が 私に 代って 受けて 下さった 十字架 上の 死、 其れが 私の！， セ I- であります。 そし 

I ^"なを 念 ふ 時に、 墓の 暗う 里 一 > 私の 眼の 前より 取 去られます。 私 は 西 山に 太陽が 11  つく 所に、 黄金の 光の 

を 見る やうに、 墓の 彼方に 新ら しき H ルサ レムの 榮光を 認めます。 私 は 或 時 は 力 ナリヤ 烏の 聲が 

彼阈の 歌で はない 乎と 思 ひます。： 愛する 者との： 冉會が 待 たれます。 然 らば 此 食の 事 を 忘れる 4. と 云 ふ 

に：^ して さう でありません。 彼國の 夢が 覺 むる や 否や、 直に また 命ぜられし 此 世の 仕事に 就きます。 
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六十 一 一歳の 春を迎 へ て 私 は 決して 失望の 人ではありません。 詩と 歌と 科學と 哲學と はま だ澤 山に 私に 

^つて 居ります。 今日の 所隱 居す るの 心 は 少しも 起り ません。 唯 服 ゃ齒が 段々 と 弱り 行く の を 見て、 

世人 の 言 ふ 老境に 自分 も 入った の 乎と 氣が附 くの みであります。 其 ほか 全 體の氣 分に 於て は靑年 時代 

と 少しも 變 りません。 

〇 私 は 今 は 政治 や 社會ゃ 交際に は 少しも 與味を 有ち ません。 其れ は 一 に は 私の 性質が 然 らしむ るの 乎 

も 知れません。 然し 其 他に 深い 理由が 有る と 信じます。 此 せの 事 はすべ て 表面の 事であって、 其れ は 

|ii は 如何 成っても 可い 事であります。 人生 萬 事 は實は 政治 や 外交 ゃ社會 運動に 由て 定まりません。 祌 

と 人との 關係 如何に 由て 定まります。 そして 私の 此 意見に 襄 書して 〔4<れ る 者 は、 今日まで 此 世に 現 は 

れ しすべ ての 大預言 者、 大 詩人、 大 折；： 學者、 大と稱 せらる」 すべての 人で あると 信じます。 私 は 偉人 

を 以て 代表され たる 人類の 輿論に 從 つて 歩まう として 居ます。 故に 今 H の 新聞記者 や 政治家 又は 宗敎 

ひとり  さ t- 

家 等の 言に は 少しも： 斗 を 傾けません。 私 は單獨 であり ますが、 然し 少しも 淋しく はありません。 n ：々 

の 仕事が 最大の 喜びであります。 敎會其 他の 此 世の W 體には 少しも 關係 しません が、 「世界の 市民」 

の 一 人と して 祌 とも 人類と もに 事 へ て 甚だ 偸 快であります。 (三 Ho 

簡 短なる 大福 音 

時々 思 ふ、 最も 感謝すべき 事は此 {:Hs はや はりず 一義の 行 はる 、宇宙で あると 云 ふ 事で ある。 正 養 は 

やはり 宇宙 を 支配す る 最も 根本的の 法則であって、 正義に 據ら すして 永久 的の 事 は 何も 無 ハと云 ふ。 - 


實は 世に 此んな 嬉しい、 偸 快な、 慰安に 富める li 音 は 無い ので ある。 正義 は 必す行 はると。 然 らば 俗 

物が 跋凰 して 政 權が其 掌中に 歸 したれば とて 少しも 驚き 叉 は 憂 ふるに 及ばない。 又は 陋劣なる 人が & 

を 山と 積み たれば とて 少しも 悲み 义は愤 るに 足りない。 正義 は，： 千宙の 法則で ある。 故に 日の 照る 毎に 

正義 は實 現し、 風の 吹く 毎に 正義 は進涉 す。 唯 恐るべき は 不義に 依りて 勢力 を 揮 ひ、 不義に 依りて 財 

を 積む 事で ある。 神 を 信す るまで もない。 宇宙が 正義の 機關 であると 信じて 我等 は 躍り 喜ばざる を 5^ 

ない。 そしてせ に 最も 愚かなる 者 は此簡 短なる 原始的 信仰 を懷き 得ざる 者で ある。 實に 有難い 事で あ 

る。 正義 は 必す行 はると。 我等 は 唯 忍んで 待ば 可い ので ある。 此宇宙 はや はり 希 に 充てる 宇宙で あ 

る。 (四月) 

〇 

架 書は讀 まざる ベから す、 然れ ども 聖書の み讀 むべ からす。 聖書と 共に 哲學、 科學、 文學、 歷史を 

讀む べし。 聖書の み讀 みて 聖書 狂と なる の 虞 あり。 此は 最惡の 精神病で ある。 (五月) 

傳道囘 避の 辯疏 (其 一) 

〇 自分 は訥 辯で あるから _a 接傳 道に 加 はる 事 は 出来ない と 云 ふの が 最も 普通で ある。 然し 乍ら 說敎义 

は 演說に 雄 辯 を 揮 ふの が傳 道で はない。 斯く言 ひて 傳道を 雄 辯 家に 一 住する の は、 幅 昔 を に 言葉の 
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事と 認む るので あって、 福 音の 低 評と 稱 せざるを得ない。 幅 昔 は 人 を 救 ひに 至らし むる の 能力で ある。 

そして 傳道 は此 能力の 證明 である。 故に 如何に 納 辯の 人と 雖も 此の 證明 を爲し 得ない 人 はない 害で あ 

る。 そして 多くの 訥 辯の 人が 信仰の 熱心に 溢れて 自己の 訥 辯に 打 勝ちて、 有力の 說敎 者と なった ので 

ある。 ^名なる 米 國の大 說敎師 フィリップ • ブルックスの 如きが 其ば 取 も 好き 實例 である。 而已 ならす 

熱心 を 以て 語る 時に 5^ 辯 其 物が 犬なる 雄 辯で ある。 語り 得ざる に 語る 時に 一一 一一 n 葉に 大 なる 力が ある。 本 

當の 基督 者 は 何を爲 さなく とも 主の 恩惠を 語らん と 欲する。 若し 自分が 啞 者であるなら ば手眞 似を以 

て 語らん と 欲する。 訥辯雄 辯 は 問 ふに 及ばない。 唯 語り 得ば 足りる ので ある。 神は容 0?  く納辯 を^す 

つヶ  f ふ おふし  つれき た  ものい 

事が 出来る。 r 爱に 鬼に 憑れ たる 瞽の 瘠なる 者をィ H ス に携來 りければ 之を醫 して 言 ひ 見 ゆる やう 

に爲 せり」 と ある (馬 太 十二の 廿ー 一)。 況して 納辯を や。 (五 》0 

傳道囘 避の 辯疏 (其 二) 

〇 自分 は傳 道す る 事 は 出来な い、 夫れ 故に 金 を 儲け て 金 を 寄附し て 傳道 を 助ける であらう と は 多く の 

日本 基督 信者の 言 ふ 所で ある。 誠に 殊勝なる 申出であって 傅 道 者の 意を强 うする が 如くに 見 ゆる 者で 

ある。 然し 乍ら 事實 如何にと 云 ふに、 如此き 約束 を爲 した 人で 之 を 履行した 者の 在る を 知らない。 多 

くの 場合に 於て 彼等 は 金 を 儲け 得ない。 そして 儲け 得し 少數の 場合に 於て 惜げ なく 之を傳 道の 爲に寄 

附 した 者 の^る を 知らない。 彼等 は 儲け 得 ざれば 失望の 人となり、 ！ i け 得ば 享樂の 人と 成りて、 傅 道 

の 爲には 何等かの 哩 由を附 して 容： B?- に 又は 決して 寄附し ない。 せに 當 にならぬ ものと て、 成功 を條件 


に す る某督 信者 の 傳道金 寄附の 約束の 如き はない。 傳道は 今爲す ベ き で ある" 寄附 も 亦 力に 應 じて 今 

CTi- べきで ある。 將來の 成功 を 期しての 約束 は爲さ る を 可とする。 余 自身の 場合に 於ても、 斯 かる 

約^ を爲 した 灰 人 は 決して 斟 くなかった。 然し 乍ら 其 一 人 だに 其 作りし 產を拋 築て < ^の 傳道を 助く る 

者 は 無かった。 多分 他の 俾道師 の 場合に 於ても 同じで あると 思 ふ。 傳道は 金が 無くと も 出来る。 傅 道 

の^^仵に代ふるに成功後の寄附金約束を以てすべからすでぁる。 (五 H0 

傳道囘 避の 辯疏 (其 三) 

〇 傳道は 大切で あるが 信者と 云 ふ 信者が 悉く 傳 道に 從 事す るなら ば、 世に 傅道師 以外の 某： 督 信者 な き 

に 至る。 信者 はせ しくす ベての 方面に 於て 活動すべし。 傳 道に のみ 熱中して 他の 事業 を 怠る ベから す 

と。 斯く云 ひて 多くの 敎育 ある 日本の 基督 信者 は傳 道に らす叉 傳道を 去って、 實業 又は 經濟 又は 政 

治 又は 法律に 人った。 そして 彼等 は 國の爲 に、 叉 基督 敎の爲 に 善き 事を爲 したと 思うた。 . 

9 てして 其 結 菜 は 如何にと 見る に、 有爲の 人に して 傳 道に 入る 者 は 殆んど 無き に 至った。 傳道師 と-一 ム 

へば 世の ャクザ 物、 普通 敎育 すら 受け 得 ざり し 者、 ，n 痴に 近き 無能 人物、 そして 有爲の 人物 は 政治 乂 

は經^ 父は賁 業へ と 入った ので ある。 信者 は 悉く 傳 道に 入って はならない と唱 へしが 故に、 有 爲の信 

者 は 一 んも俾 道に 入ら なくなった。 そして 傳 道に 從 事して 居った 者まで が傳 道を棄 て&此 世の 事業へ 

と 走った。 是が 日本 今日の 傳道界 の實況 である。 信者 は 悉く 傳道師 になって はならない と は、 此 世の 

小才 子の 言 ふ 車であって、 神と 祌の 人との 雷 ふこと ではない。 實に祌 の人モ ー セは 曰うた 「エホバ の 
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民の 皆な (すべてが〕 預言者と ならん こと を、 叉 エホバ の その 靈を 之に 降し 給 はんこと を 願 ふ」 と 

(民數 紀略ト 一 章廿九 節〕。 H ホパ の 民の 皆が、 卽ち 基督 信者の すべてが 俾道師 とならん 事 こそ 願 は 

しけれ。 其 一 人 もが 政治家 叉 は 經濟學 者 叉 は實業 家と ならす ばと て、 せ は 損害を被らな いので ある。 

傳道師 はいくら 在っても 足りない ので ある。 試に 思へ、 若しん？' 日 我國に 在る と 云 ふ 三十 萬 人の 基督 信 

者が 悉く 神の 聖 語の 傅 達者で あると するならば、 是は 此國に 取り 不幸の 事であった らう 乎。 決して 爾 

うでない。 其 反對に 最も 幸福の 事で あつたに 相違ない。 若し 三十 萬 人の 日本の 基督 信者が 熱心に 傳道 

に從 事し 来ったならば、 日本の 實業叉 は 政治 叉 は 經濟、 其 他 國家社 會全體 が 今日の 如き 憐 むべき 腐肷 

の 情 態に 於て 無かった であらう。 國を誤 まる 者に して 此 せの 智者の 如き はない。 信者 は，； しく 世に 入 

つて 世 を 救 ふべ しと 唱 へし 彼等 は、 自身 世 を 救 ひ 得 ざり しのみ ならす、 又 他が 世 を 救 ふの 邪魔 を爲し 

た。 凡の 有爲の 基督 信者が 率先して 傳 道に 入って、 國も救 はれ、 敎 會も榮 ゆるので ある。 日本の 基督 

敎界 に餘り 多くの 此 世の 智者 worldly  wise  men の 在る 事 は 最も 歎すべき である。 彼等 は 十字架 敎の 

使者た る を 避けて、 文學 博士、 法學 博士、 理學 博士 叉 はェ學 博士と 成りて 自身 を も 國へ豕 を も 救 ひ 得な 

かった ので ある。 (六月)  , . 

狂氣 と正氣 

〇 自分 は 絕對的 眞理を 握る 者で ある。 故に 縱ひ 全せ 界が 自分に 反對 すると も 自分 は 動かない。 自分 は 

他の 說を 聞く の 必要がない。 自分の 意見、 是れ 宇宙の 眞理 である。 *t は 自分の 意見に 從 ふべき である。 


自分 は 世の 制裁 は 如何なる 形に 於ても 之 を 受けない" 此 事を稱 して 絕對的 自由と 云 ふ。 そして 自分 は 

此 自由 を 保有す る 者であって、 人 は 自分に 就て 如何に 2 心 ふと も， 自分 は 世界の アウト クラット (獨裁 

^主) であると。 斯う ふの が狂氣 である。 而 して 斯 かる 思想 を 懐いて 精神」 ぉ院に 治療 を 受けつ ト. め 

る 者 は 許 多 ある。 

〇 自分 は 眞理の 一 部分 を 示されて 祌に 感謝す る。 自分 は 口に 日に 少し づ&眞 理を敎 へらる。， 自分が 知 

る 所 は 僅少であって、 知らざる 所 は 無限で ある。 自分 は 知識の 嬰兒 である" 暗夜に ありて 光 欲し さに 

泣く 赤子で ある。 自分 は 神に 導かれん と 欲す、 人に 敎 へられん と 欲す。 人類 全體の 實驗は 最も 貴き 敎 

訓 であれば、 自分 は 之に 從 つて 歩まん と 欲す。 自分 は 自分の 無智 無 學を吿 ，：：： する。 祌ょ、 自分の 暗愚 

を憐み 給へ、 そして 貴 神の 完全なる 智慧へ と 導き 給へ と。 斯 かる 心の 狀 態に 於て 在る のが 正氣 である。 

そして ソクラテス でも、 一一 ュ ー トンで も、 テ 一一 ソンで も、 すべて 人類の 大敎師 として 仰がる る 人 は 終 

りまで 心の 此狀 態に 於て 在った 者で ある。 

〇 然るに 神 を 離れて 氣狂 ひたる 多數の 人達 は 狂人の 始終 一 霣 して 徹底的なる を 嘆美し、 彼 を崇拜 し、 

彼に 傚って 生き 叉 死なん と 欲す。 彼等 は 自己 を 信す るの 厚き を 以て 最上の 性格な りと 信じ、 自己 を 疑 

ひ. 容易に 確信に 達せざる を 以て、 誠 實缺乏 の 徴候な りと 思 ふ。 自分 は 狂人なら すと 確信す るが 狂人 

たるの 確證 である。 自分 は 狂人なら ざる 乎 を 疑 ふが 精神的 健康の 誤りな き徵 候で ある。 人類の 經驗を 

蹂躪して 惲ら す、 神の 首に 叛 いて 恐れす、 眞理は 初めて 自分 を 以て *L に 臨み、 新時代 は 自分 を 以て 始 

まると 思 ふ は、 此は 狂氣の 最も 甚 しき 者で ある。 人 は 凡て 眞理 に忠實 ならざる ベから す。 然れ ども 人 

たる を 知て 眞理 の^ 有 を 以て 自ら 任じて はならない。 (八 U0 
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棄敎 者の 申 分 

OH 本の 社會に 基督教の 棄敎者 は 甚だ 多い。 多くの 文士、 政治家、 贲業 家、 高等官 史等 は、 一度 はべ 

プ テス マ を 受けて 敎會に 人り、 或 ひ は！ に 進んで 俾 道に 從 事し、 縱 し叉敎 Z まに 人らざる も  >  基督 信者 

たる を 自認して、 此腐收 せる 社會に 在りて、 比較的に 髙き淸 き 生涯 を 送った 者で ある。 然るに 一朝 基 

督敎の 仰が 彼等の 身 を 世に 處す るに 方て 妨害なる 乎、 或は 要な きを 知る や、 何の 惜氣 もな く 之を棄 

去り、 今 は..^  者た るを悲 まざる は 勿論、 却て 誇りと する ので ある。 斯 かる 日本の 「紳士」 時には 

「淑. i -」 はいくら でも 有る。 余輩 は敢て 彼等 を-!^^ かんとし ない。 彼等に は 彼等が； 一:! 仰を棄 去った 相 

當の 由が あるので あって、 之 を 聞き、 之に 就いて 考 ふる は、 余輩 未だ 信仰 を棄 ざる 者に 取り 大 なる 

利^が あるので ある、 余 軍 は 本誌に 餘， 曰の 有る限り、 棄敎 者が 信仰と 余輩と を 菜 去る に 際し、 ベ. - 輩に 

P1 せし 一一 H を！： 錄 せんと 欲する。 M れ にしろ、 日本に 在りて は、 キリストの 幅 昔 は 多 數の所 lill 者に 由 

て 否 決 さ れ し は 實 で ぁ る 。 口 木 に 於 て は 某 督 敎 を 爽 つ る は 少 し も 不 名 眷 で な い J 其 反 對 に 之 に .i; ま 

る は 無 sn! である。 余輩 は 反って 棄敎者 等に 扉 判 かる &者 である U  (八月) 

災 後餘感 

〇大 なる 地震 は 東京、 橫濱、 橫頌賀 等の 地 を 震うた。 之に 由て 多くの 人 は 死し， くの 產は 失せた リ 


人 は ありし が 故に、 多くの 人 は 罪. を悔 ひて 神 を； する に 至る であらう と 。然しへ， - はさうよ i 

恩 はない。 人 は 恐怖に 由て 罪 を 悔いす 又祌を 信じない。 人に 悔改を 起す 者 は 恐怖に 非す 愛で ある。 L 

も 吹かす、 地 も 震へ す、 ： 大地 離に して 我れ 獨り祌 と相對 しち 時に、 我が 心の 耳に、 S ゲ 彼の. なる 一 

Is を 聞いて、 我 は 已の罪 を恥ぢ て、 彼の 赦免 を 乞 ふので ある。 地震に 由て 出来し 信者 は、 地震の 記 i 一 

の， t ら ぐ.^ に 消失す る 信者で ある。 傳道は に爲 すべき 事であって、 今、 特別に 爲 すべき 事で な 

い。 地震 も 雷 も 人 を 信者に 爲 さない。 人 を 信者に 爲す者 は、 唯 神より 出る 聖靈 のみで ある。 

〇 地震 は： 者 を 作らない、 然し 地震に 由て 信者が 顯 はれた。 凡て 震 はるべき 物と、 燒 かるべき 物と を- 

而 して 震わ は^ざる 燒 かれざる 池が： ti= つて、 兹に； 大災が 審判の 功 を 奏した ので ある。 金 は 金、 

は 銀、 鉛 は 鈴、 禾 は禾 稿と， 之 を 試す 者 は 地震と 火事と であった。 祌は 特^に 金 を 守り、 flk を f?: 

き 給 はな か £ れ。 金と £1 と を 一 緒に 燒き 袷うた。 そして 金 から 残り、 禾 稿は自 から 燒 けた。 燒ー 

かる-事が 災禍ではなかった。 燒 かれて 殘ら ざる 事が 災禍であった。 祌は i 薪す 火で あると 云 ふが、 一 

祌のゾ を 以てしても 燒盡す 事の 屮 I 來な ふ-者ぶ ある。 それ は 純金の 信仰で ある。 己が 罪 を 認めて、 キリ 

ス 卜の ト字 架に 神の 完全なる 赦免 を 看 出す^ 譎 なき 信仰で ある U 此 信仰の 試 驗に耐 へて、 最後の - 

の 火 も 之 を 燒盡す こと は出來 ない。 恐ろしかった、 悲慘 であると 不信者 は 云 ふ。 幸 ひで ある、 感謝す 一 

ると 者 は 云 ふ。 そして 罙は 个此 二つの 聲を M きつ k ある。 

七十 年に 一度 起る 大地震 は んだ。 今より 後 六十 九 年間 恩 惠の年 は 緩く であらう。 ； t-i^ は、 $ け て乂 

癒し 給 ふ 恩 惠の主 を 讚美し つ \ 彼の 御 離に 於け る 直： ばし き！^. 編に い であらう。 (十一月〕 ； 
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傳道師 の 慈善 

0C0OCC-0OOOO0OO きょ 0  000  OO0OO00OOOOO 

俾道師 が爲し 得る 最大の 慈善 は 潔き、 正しき、 獨 立の 福音 を說く 事で ある。 使徒 行傳 一二 章 六 節に 使 

徒べ テロが：！： へ るが 如く 「金と 銀と は 我に 有るな し、 唯 我に 有る もの を 汝に予 ふ。 ナザレの ィ H スの 

名に 依り 起ちて 歩め」 である。 蓖の 福音 を 以て 萎た る靈魂 をして 起ちて 牛〉 ましむ、 其 事が 俾道： 帥の 職 

分で ある。 衣食 を 給し、 生活の 缺乏を 補 ふ 事は大 なる 贵き 事業で あるが、 然し 是は祌 が 傳道師 に 命じ 

VI び あつ  二，"，.！， S 

給 ふ 事業で はない。 同 六 章 二 節に 「十二使徒 等、 弟子 等 を 召集め て 曰 ひける は、 我等 神の 道 (福 昔) 

を棄て 飲食の 事 (慈善事業) に 仕 ふる は 宜しから す」 と あるが 如し。 慈善事業 を 爲す人 は 別に 在る。 

傅道師 は 福音 を傳 ふるに 忠實叉 勤勉た る ベ き で あ る 。 若し 傳道師 が 慈善事業 を 行 ふべ しとなら ば、 そ 

△  △△AAAAAAAA  厶 △<△△<:△< 厶 △△△△△△ 

れは 消極的であって 積極的で ない。 卽ち 彼れ 自身が 成るべく 他人、 殊に 信者の 重荷に なら ざらん 事で 

ある。 若し 傳道師 が 何人よりも 補助 を 交く る ことなくして 傳 道に 從 事し 得るならば、 是れ 彼が 爲し得 

る 最大 最上の 慈善で ある。 然るに 此 事を爲 さすして、 自分 は 他人 叉 は 敎會の 補給 を 受けて、 而 して 他 

人に 生活の 物资を 施す と雖 も、 此は 他人の 手より 取りて 又 之 を 他人に 渡す に過ぎない。 世に 不 似合の 

事と て 被 給傳道 帥の 慈善事業の 如き はない。 傅 道師は 慈善 を爲 さすと も 可い。 唯 慈善に 與ら ざらん 事 

を努む べきで ある。 彼の 說く幅 昔 の 純潔なら んが爲 に 彼 は 宜しく 生活の 絕對的 獨立を 守 る ベ しで ある。 

そして 此 事が 彼が 世に 爲し 得る 最大の 慈善事業 である。 人はパ ン のみに て 生く る 者に 非す、 神の 口よ 

り 出る 凡ての 一一 一一 c に 由て 生く るので ある = 潔き、 眞の 神の 言 を 世に 給す る 者 は 最大の 慈善家で ある。 そ 


して 此资 各を權 んが爲 に、 傳道師 は 宜しく 生活の 獨立を 計るべき である。 そして 若し 完全に 獨 立し 賴 

ざる 暴 合に は、 部分的に なりと も獨 立すべき である。 他人に 施さす と雖も 自分に 施すべき である。 そ 

して 潔き 福 昔 は 之を惜 みなく 多量に 施すべき である。 縱し 之が 爲に 物質的の 社會 と敎會 とが 彼 を 如^ 

こ- t すると も、 彼 は 少しも 心配す るに 及ばない。 (十二月) 
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〇 大政 台 家と か- た宗 敎.； ^とか、 大敎育 家と か、 大事 業.^ とか、 犬の 字の 附 くやうな 者に 自分 は 少し 

も 成りたくない、 唯 i^gb 人に 成りたい。 人生 を樂 し：；^、 仕事 を 喜び、 生きて 居る 事 を 以て 最大 特树 

と 見 故す、 1 んの 人間に 成りたい 。そして 基督 者と は畢 立る 所、 斯 かる 者で あると ふ 

0 事業と 云 ひ、 議と云 ひ、 如 H にも 蔬の 事で ある やうに 大. 抵の人 は 思 ふ。 勿樊 切で あるに 相違 

ない、 然し 最も 大切の 事で ない。 人生 實は 何を爲 しても 左程 差違 はない ので ある。 人 は 事業で な，" 

/、よ 意志で ある、 精神で ある、 靈 魂の 狀 態で ある。 彼の 價値は 何 を 目的に 生く る 乎に 於て 在つ， てれ、 や 

を爲 して 生く る 乎に 於て ない。 自分の 爲に 生く る 乎、 自分^ 上 又は 以外の の爲に 生く る 乎 夫に 由 
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て 彼の 價爐 はお まるので ある。 如何な つても 可い、 何を爲 しても 可い、 唯 「彼」 の聖 意の 我に 在りて： 

成らん： を、 唯 「彼等」 が 我に. S て 祝福 せられん 事 をと、 常に さう 思 ふて こそ 我に 心 _配 も 苦 12 もない 一 

のであって、 人生の 幸福 は實は 「他」 の 一字に 於て あるので ある。 

〇 人生に 賨は 「我」 と稱 する 奴 ほど 惡ぃ奴 はない ので ある" 「我」 の 目的、 「我」 の现 想、 「我」 の 一 

幸福、 「我」 の 業、 我を禍 ひする 者 は 此奴で ある。 んは 「我」 と稱 して 自己 を 顧る 時に 其 目 は 盲み. 

. 、 も  そや r  つけ  あ， 〔  クす 

其 心 は 狂 ふので ある。 彼 は 「我」 を 敵と して 見、 其奴 を 十字架に 釘る 時に、 其 目は瞭 かに、 其、 も は康ー 

く あるので ある。 人 は 長生 術 を 講じて 未だ それ を發 見し ない。 然し 長生の 術 も 永生の 途も兹 に 在る の 一 

であって、 つて 簡短 明瞭で ある。 己が 衷に 在る 「我」 と 云 ふ 蛇 を 殺せよ、 然 らば 今日^に 凡ての 攀 

問題 を 解決す る を 得て、 幸福 快活の 人と 成る 事が 出來 る。 口 本の 諺に 「身 を棄 てこ そ 浮ぶ 瀨も あれ」 

と 云 ふ 事が ある。 身と は 「我」 である、 自己で ある、 人生の dead  weight  (死に 至らし むる ffi 荷」 - 

こや. 「 古て しま 

である、 此奴 を 棄て了 ふて、 我 身は輕 くな り、 永久の -nil 出と. 無窮の 幸福と は 我 有と なる ので ある〕 

C キリストの 十字架、 之 を 仰ぎ 瞻て救 はる。 何故？  ：e 故 なれば、 神が 其 慮に 我 を 毒す る 「我」 なる 

蛇 を 釘に て 打つ け 給うた からで ある。 「モ ー セ 野に 蛇を擧 げし 如く 人の子 も擧 げらるべし、 凡て 之 を 一 

信す る 者に 亡る こと 無くして 窮 りなき 生命 を 受けし めんが 爲 なり」 と あるが 如し (ョ ハネ傳 三 十四 一 

節)。 自己の 擴張 自己の 完成と 稱 して、 自己に のみ 意 を 注ぎつ、 ある は 自分で 揮んで 精神的 自滅 を 計 一 

りつ k あるので ある 0  (一月)  ， 


文化の 基礎 

文化の 共 礎 は 何で ある 乎。 政治で ある 乎、 經濟 である 乎、 文學 である 乎、 藝術 である チ〕 さう でな 

いと 思 ふ。 是等は 文化の 諸方 面であって、 其 基礎で ない。 文化の 基礎 は 文化 を 生む 者でなくて はなら 

ぬ。 樹 があって ra^ が あるので ある。 文化 は果 であって 之 を 結ぶ 樹 ではない。 

文化の 某 礎 は 宗敎 である。 宗敎 は 見えざる 祌に對 する 人の 靈魂 の 態度で ある。 そして 人の 爲す 凡て 

の 事は此 態度に. e て 定まる ので ある。 希獵 人の 神の 見方に 由て 希 職 文明が 起った ので ある。 基督 敎の 

仰があって 基督 敎 文明が 生れた ので ある。 其 他 埃 及 文明、 バビロン 文明、 ペルシャ 文明、 印度 文明、 

支那 文明、 口 本文 明、 一として 然ら ざる はなし。 深い 强ぃ 宗教の 無い 所に 大 文化の 起った, はない。 

無祌 論と 物質主義 は 何 を 作り 得ても 文明 丈け は產じ 得ない。 

故に， 文明と 稱 すべから ざる 文明で ある。 是れは 何時 壞る、 乎 知れざる、 砂の 上に 立てられ たる 〔豕の 

如き、 危險 極まる 文明で ある。 永久性 を 有せざる；： 3 本 今 n の 文明 は 潰 倒に 瀕して 居る。 土毫 を据 すし 

て 建た る 家で ある。 今にして 土臺を 据えなければ ならぬ ので ある。 困難 は玆に 在る。 所謂 維新の 元老 

は 自身 無 宗教の 人 等で ありし が 故に、 信仰の 基礎の 上に 新 社き を 作り なかった ので ある〕 ( \  S 
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個人主義と 自己主義 

〇 大抵の 人 は 個人主義と 自己主義と を 泥 同す る。 然し 二者 は 全然^の 者で ある。 前者 は 尊い 者で あつ 

て、 後者 は 卑しい 者で ある。 余輩 は 似ん 主義 は 尊 奉す るが、 自己主義 は 全然 之 を 排斥す る。 

〇 個人主義 は 倘人を 尊 軍： する。 自分 を 尊重す ると 同時に 亦 他人 を も 尊重す る。 人が 自分 を 尊 甫： せんこ 

と を 要求す るが 如くに、 自分 も 亦 他人 を 尊重す る。 自分の 權利 是れ亦 他人の 權利 である。 他人の 權利 

の 侵害 せらる k 事 は 我が 權 利の 侵害 せらる k 事で ある。 故に 他人が 虐待 せらる i 時に 自分が 虐待 せら 

る k が 如く 感 する。 E; 正の 個人主義に 自他の；^ 別 はない。 個人" ベ ル ソン = それが 尊い ので ある。 自 

分の 個人性 を 主張す る 其 熱心 を 以て 凡の 人の 個人性 を 主張す る。 個人主義 は 基督 信者と して 之 を 保持 

して 決して 恥 かしき 者で ない。 

〇 自己主義 は 全く 之と 異なる。 自己主義 は 自己本位 である。 凡て を 他人より 要求して 他人の 要求に は 

成るべく 應ぜ ざらん とする。 自分に 絕對的 自由 を 要求しながら、 他人の 自由 は 之 を 顧みない。 自分、 

自分、 ：•：• 自分が 全 宇 苗の， 5： で 3 取 も 大切なる 者で ある。 宇宙 は 自分 一人の 所有で あるかの 如くに 働く  _ 

何物 も 自分 を 束縛す る こと を 許さない。 然 かも 自分が 他人 を 束縛す る こと は惡 事で あると 思 はない り 

自己の 發達を 計る 事、 自己 を 完成す る 事、 自己 を擴 張して 全世界 をして 自己に 服從 せし むる 事、 夫れ 

が 自己主義の 傾向であって、 又 其 最後の 目的で ある。 

〇 一一 =11 ふまで もな く 基督教と 自己主義と は兩々 相納れ ざる 者で ある、 自己主義 は惡 魔の 精神で ある。 祌 


ならざる に祌 として 自分 を 萬 物の 屮 心に 置き、 之 を 統御 せんとす る 心の 狀 態で ある。 ^人 主義の 自分 

を 社/きの 一員と して 見て、 萬 人と 共に 自巳を 達成 せんとす ると は 全く 其 根本の 精祌を 異にする。 個 入 

主義 は 尊重すべし また 採用すべし、 自己主義 は 全力 を 擧げて 之 を 排斥すべき である。 (三月) 

地位の 満足 

〇 人に は 各自に 天職が ある。 之 を 知りて 之に 就く は當 人に 取り、 社 會全體 に 取り、 最も 幸福なる 事で 

ある。 人生の 成功と は實は 他の 事で はない、 自分の 天職 を 知って、 之を實 行す る 事で ある U 若し 教育 

が 完全に 功 を 奏するならば、 人 は 悉く 己が 天職 を 知って、 失敗の 生涯と て は 一 もないで あらう。 當人 

は 勿論、 父兄、 敎師其 他靑年 指導の 任に 當る者 は、 子弟の 天職 發 見の 爲に其 全 注意 を拂 はねば ならぬ。 

聖書の 言 を 以て 曰 ふなら ば 「我等 各人に キリストの 賜 ふ 所の 量に 循 ひて 恩 を 賜 ふなり」 とのこと であ 

る (H ぺソ書 四 章 七 節)。 玆に 恩と 云 ふ は ギフト 卽ち 天賦の 才能で ある。 神 は 一人と して 特殊の 才能 

を 具 へ ざる 者 をせ に 遣 はし 給 はない。 

〇 然るに 事實 如何と 云 ふに、 人の 天職 を發 見す る は 最も 困難で ある。 縦し 又 之を發 見したり とする も、 

之を實 行す る は 是れ亦 困難で ある。 そして 大抵の 場合に 於て は 天職 は發 見せられす、 义實 行せられ す 

して、 人 は 己が 欲せす 叉 己に 適せざる 事を爲 しつつ 其 一生 を 終る ので ある。 人生に 悲慘事 多し と雖も 

才能の 浪費 又は 濫用の 如き はない。 多分 多くの ラ フ ハ H ル 又は 應擧は 一 枚の 畫を 書かす して 其 一 生 を 

終る ので あらう。 多くの 百合 花が 其 香 を 認められ すして、 岩 問に 枯果 つるが 如くに、 多くの 天才 は已 
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を發 する 能 はすして、 空 しく 消失す るので あらう。 

〇 然 らば 我等 失. ば べき 乎 と^ふに 決して 爾ぅ ではない。 第 一 に 記憶すべき は 神の 聖 業の 決して 無效 

に 終 ら ざ る 琪 で ぁ る 。 今 世ば か り が 人 せ で な い 。 祌 が 其聖業を 悉く赏現 し 給 ふ 時 が 必す來 る と i^- 書は 

敎 ゆる U  r 祌の 諸子の 顯 はる、 事」 とは此 事で ある (ロマ 書 八 章ト九 節)。 冷酷なる 世 は 我等の 天 す 

を蔽 ふて 却て 喜ぶ と雖 も、 神は斯 かる 事 を 決して 許し 給 はない。 祌は 各人 を 其の { 化め 給 ひし 職に 就か 

しめす ば 止み 給 はない。 天 國卽ち 神の！； の 美 はし さと 慕 はし さの 一 面 はたし かに 玆に 在る。 我等 は 我 

等の； 大 職の i 莨 現 をば マ： ん でへ ブライ 書の 記者の 言を藉 りて E ふ 「我等 此處 (此 せ〕 に 在りて te に存 つべ 

き 城〕 0  (社 會) なし、 惟來 らんと する 城邑を 求む，」 と (十三 章 卜 四 節)。 此 不完全 極まる 社 * 义は國 

{农 に 在りて 我が 天賦の 才能の 完全なる 發揚を めば こそ 不平 も あれ 澳惱も あるので ある 。此所 は？ § の 

世、 神の^ 5h の 滅多に 行 はれざる 所、 偽^子、 偽善者、 偽 天才が 跌 横行す る 所で あると 知 わば、 我 

等 所 を 得 ざれば とて、 叉 自己の 發展を 遂げ 得 ざれば とて 深く 悲 まない。 我等の 國は 他に 在る。 之を筌 

んで 喜ぶ ので ある〕 

〇此_* を 心に 留めて コ リン 卜 前書 七 章 一 ート I- 廿 g; 節に 於け るパゥ n の 言 を 讀んで 其 意味が 克く 判明る。 

各人 その 召されし 時に 在りし 所の 分 (職) に 止まるべし。 汝奴隸 にて 召されし 乎、 思 ひ ふ 勿れ、 

然れ どもし 釋 さる、 事 を 得ば 寧ろ 之を受 くべ し。 兄弟よ 各人 召されし 時に 在りし 分に 止まりて 神 

と智に 居る べし。 

卽ち 各人 其 職に^る べし、 强 ひて 之を轉 ぜんとす る 勿れ、 惟 「神と 偕に sl5 るべ し」 との 事で ある。 此 

は 如： E にも 命說の やう に^える が 決して 雨う ではない。 此 せの 3： たる 乎 を 知りて 之に 處 する の途を 


示した る 言で ある。 此世は 理想の 行 はれ 難き 所、 不公平 は 其特徵 である" 故に 敢て 運命の 發展を 求め 

ない。 若し 他人に 讓 るべき あれば 喜んで 之を讓 る。 惟神と 偕に 在る。 そして 彼が 我を顯 はし 給 ふ 時 を 

待つ。 彼 は 時には 我を此 f に 於て 顯 はし 給 ふ。 其 場合に は 「寧ろ 之を受 くべ し」 である。 然れ ども 彼 

は 彼の 聖！； に 於て 必す 我を顯 はし 給 ふ。 我れ 其 事 を 思 ふて 敢て此 世に 於て 顯 はれん こと を 欲しない。 

我は此 世に 於て は 我が 置かれし 地位に 滿足 する。 此 *i に 於て は 神 を 知り 彼と 偕に 居る 丈け で 充分で あ 

る。 其 他の 事 は 来世まで 待つ、 キリストが 顯 はれて 我 を 我が 定められし 地位に 置き 給 ふ 時まで 待つ。 

附言 此 態度に 心 を 置いて 我等 は 現せに 於ても 最大の 成功 を 遂げ 得る ので ある。 H ピクテ ー トス は 

奴隸 であった が、 彼 は性來 の哲學 者で ありし が 故に、 奴隸 でありながら 大眞理 を 世界に 傳 へた。 彼 

に比べて セネ カはネ &1 大帝の 敎師 でありながら、 不平 不滿の に 其 一生 を 送り、 終に 自殺して 其 

00O000  0  0000  00O0OOO0O000O0 

身 を 終らざる を 得なかった。 自己 を 完成す る 上に 於て、 平安の 心 ほど 大切なる 者 はない。 性 來の藝 

術 家 は 俗務に 從 事しながら 藝術 家た る 事が 出来る。 所謂 レ ー マ ンと稱 して 宗敎學 を 修めざる 者の 內 

に、 最も 尊敬すべき 信仰 家 ある も 亦- 同一 の理に 由る ので ある。 此 f は 一 たび 之 を棄て i 然る 後に 

之 を 我 有と なす 事が 出来る。 

〇 惟 避くべき は懶惰 である。 我が 天職 を 得 ざれば とて 無爲に 年月 を 送って はならない。 何事 をも爲 

さゾる は惡事 を. 爲 すなり と 西洋の 諺 は 云 ふ。 「人 もし ェを 作す こと を 欲せす ば 食す ベから す」 と は 

パゥ& の 主義であった (テサ a  -ー  ケ 後書 三 章 十 節〕。 (三月〕 
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決心 を 促す 

0 神が 神で ある 以上 は 彼 は 第 一 であらねば なりません" 第 一 以下に 位ゐ する 者 は 神でありません。 人 

が 若し 神 を 信す ると 稱 して 彼 を 自分の 思想 叉 は 蛾 業の 下に 置きますならば、 其 人 は 祌を瀆 すの 罪 を 犯 

す 者であります。 然るに 事實 如何と 云 ふに、 多くの 人々 は 神 を 自分の 生活の 便利の 爲に 信じます、 自 

分の 修養の 爲 とか、 思想 養の 爲 とか、 苦痛 ー殳 除の 爲 とか 稱 して、 神に 仕 ふるので なくして、 神 を 使 

ふて S に惡ぃ 事を爲 して 居る と 思 ひません。 私供の 所に 聖書 を 研究し に來る 人々 の 内に も壞々 斯 かる 

人を發 a します。 彼等が 非常に 宗教に 熱心で あると 思へば、 其 熱心 は實は 自分の 事業の 爲の 熱心で あ 

りまして、 或は 社會 事業と か、 敎育 事業と か 云 ふ 事に 基督 敎を 研究して ^51 く 事が、 凡ての 方面より 見 

て 便利で ある と 信す るから、 熱心に 其 研究に 從 事す るの を 見受けます。 叉 學者は 其 各自の 專 門に 資せ 

んが爲 に. 藝術家 は 信仰の 美 を 探らん が爲 に、 幾年 も 熱心に 聖書 を 研究し ます。 然し 斯 かる 人達に 聖 

ま E の 本當の 意味の 解らない の は 勿論であります。 彼等 は 自分で は 解りません が、 基督 信者で はなく し 

て キリストの 敵であります。 キリストの 臺 前に 自分の E 心 想 も、 職業 も. 門 も、 藝術 も、 然り 自分 全 

體を 捧げ 得ない 者 は 彼の 弟子ではありません U 私は斯 かる 人達が 自分に 目覺 めて 直に 其 去就 を 決せん 

事 を 促します。 (三 no 


日本人 は淺ぃ 民で ある。 彼等 は 喜ぶ に淺く ある、 怒る に淺く ある。 彼等 は 唯 我を張る に强く あるの 

みで ある。 忌々 しい こと は 彼等が 怒る 時の 主なる 動機であって、 彼等 は 深く 靜に 怒る ことが 出来ない- 

まことに 彼等の 或 者 は 永久に 深遠に 怒る ことの 如何に 正しい 神ら しい 事で ある 乎 を さ へ 知らない。 故 

に 彼等の 反對は 恐ろしくない。 彼等が 怒りし 時には、 怒らして 置けば 其れで 宜 いので ある。 電氣 鰻 が 

其 貯蓄せ る 電氣を 放散 すれば、 其 後 は 無害に 成る が 如くに、 日本人 は 怒る 丈け 怒れば、 其 後 は 平穏の 

人と 成る ので ある。 若し 外國 人が 日本人の 此 心理 を 知る に 至らば、 彼等 は 日本人 を极 ふの 途を 知って 

彼等 を 少しも 恐れなくなる であらう。 此點に 於て 日本の 社會 主義者 も 無 政〕 时 論者 も 恐る 用に足りない， 

抵抗せ すして 放任して 置けば 彼等の 熱心 は 暫時に して 醒める ので ある。 曰 本人 は 牡羊と 同じく 唯 正面 

より 反抗す る 時に のみ 强く ある。 後方より 情實を 以て 押す 時 は 御す る こと 至って 容易で ある。 而 して 

ぷ 尹  よろこび かなしみ いかり 

此は實 に 歎 かしい 事で ある。 ee  prcfundis と稱 へて 深淵の 底より 5|E 出る 喜と 悲と 怒との なき 民 は 

淺ぃ 小なる 民で ある。 彼等の 屮 より 偉大と 稱 すべき 何物 も 起らない。 深く 怒らざる 者に キリスト は 勿 

,f 冊の こと、 エレ ミヤ も ダンテ も ミル トン もヮ ルヅヮ スも 解らない。 而 して 人 を 深く する 者に して 聖書 

の敎の 如き はない。 イスラ H ルの 民が モ ー セ 及び 其 他の 預言者 等に 由て 深く せられた るが 如くに、 彼 

等の 言 を牧 むる 聖書が 基督 敎國の L 戍を 深く したので ある。 歐米 人より ィ スラ H ル 人の 感化 を 取 除いて 

彼等 も 亦 日本人 同様に 淺ぃ 民で ある。 「深遠、 深遠に 應ふ」 と 彼等の 詩人 は 歌うた (詩篇 四十 ニ篇七 
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節)。 人 は 何人も M ホバ の祌に 深く して 戴く まで は淺ぃ 民で ある。 歐洲に -ー イチ H の やうな 基督 敎に 

激烈に 反對 する 田 籍ゃ冢 の 起った 理由 は兹に 在る ので ある。 彼等 は 基督 敎に 由て 深く せられて、 其 深み 

を 以て 基督 敎を 嘲け り 叉 攻撃す るので ある。 東洋の 儒敎ゃ 佛敎を 以てして は 到底 深い 人間 を 作る こと 

が 出来ない。 (四月〕 

傳 道の 可否  ， 

〇 人の 爲を思 ふて 傳道 は爲す 可き である 乎、 爲す 可から すで ある 乎、 判明し ない。 傳 道に 由て 信者に 

成る 者 は 甚だ 少ない、 而 して 其 少数者の 內で、 信仰 を 持 緩す る 者 は 更に 少ない。 多數は 信ぜす、 信ぜ 

し 者の 內の 多數 は背敎 する。 此事を 忍 ふて 傳 道の 熱心 は 全く 絕ぇ、 傳道 は爲す 可から すとの 結論に 達 

せざるを得ない。 然し 乍ら 傳道は 人の 爲 ではない、 神の 爲 である。 神が 傳 道せ よと 命じ 給 ふが 故に 爲 

すので あって、 人 や 社 會ゃ國 {豕 の 爲に爲 すので はない。 福音 は 或 人 を 救 ひ、 或 人を滅 す。 そ は 止む を 

； 二ろ  いひ さから ひ  しるし 

得ない 事で ある。 「此 嬰兒は イスラ H ルの 多くの 人の 額び 且つ 興らん 事と 誹 駁を 受けん 其號に 立ら 

る」 と老 ひたる シメ オン はィ H スの母 マリヤに 告げて 曰うた (路加 二 章 三 四〕。 卽ちィ ェ スに 由て 多 

の 人が 與っ たのみ ならす 叉 類び たので ある。 そして 眞理と 其體現 者と は斯く あるが 當然 である。 故に 

バウ P も 自己 を 神に 獻 げらる k キリ ストの 馨 しき 香に 譬 へ て 曰うた 

沈淪 者の 爲には 死の 香に て 彼等 を 死に 至らし む、 然れ ども 救 はる、 者の 爲には 生の 香に して 彼等 

を 生に 至らし む 


と。 福音に 由て 救 はる、 人が あり、 滅 ぶる 人が ある。 其 事 は 何も 傳 道の 善惡に 由る ので はない。 福 昔 

の 性質が 然 らしむ るので ある。 (四月〕 

師道 の S 到 

日本人に して 自 から 人の 弟子な りと 稱 しながら 其 人に 向 ひて 「我に 斯く敎 へよ」 と 命す る 者が 齢く 

ない。 彼等 は 斯く爲 して 自 から 師の師 となりし 事に 氣附 かない。 師 たり 弟た る は 彼等の 自由で ある、 

然れ ども 弟た る 以上、 師に敎 へられん と 欲し、 師に敎 へんと 欲して はならない。 彼等 はまた 師の師 た 

らんと 欲する 時 は、 先づ 明白に 己が もはや 弟たら ざる 事を吿 白し、 然る 後に 先き に師 として 仰ぎし 人 

を敎 ふべき である。 然るに 此 事を爲 さすして、 自分 は 依然として 責任 輕き 弟の 地位に 居り、 责任熏 き 

師を誨 へ 且つ 指揮 せんと 欲す。 此は 不義で あるよりも 寧ろ 卑怯で ある。 殊に 「君 面 を 冒して 諫む」 と 

云 ふが 如き 奮き 東洋 道德 は、 彼等が 近代 人た る 名に 對 しても、 今日 直に 拋棄 すべきで ある。 今の せに 

勘當 もなければ 破門 もない。 唯 紳士 道 あるの みで ある。 就る も 去る も 彼等の 自由で ある。 舯士 的に 就 

り、 紳士的に 去れば、 それで 萬 事は濟 むので ある。 (四月) 

，ゆきつ ** り  ； i すけ 

行 詰と 救拯 

There  is  wideness  in  God-S  mercy, 
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lake  tlie  wldffiness  of  the  sea. 

祌の惠 みは 廣 きかな、 

海の 廣 きが 如く 廣し。 

ゆ さ つ t. り 

〇 神に 行 詰 はない。 行 詰 は 人の 事であって、 神の^で はない。 神が 時々 人 をして 行 詰らし め 給 ふ は 人 

が 彼 (神) に 依りて 新たに 運侖 を^かん 爲 である。 「神 は 凡ての 人を憐 まんた めに 凡ての 人 を 不順 

(反逆) の 巾に 取 籠め 給へ り」 と あるが 如し (n マ 書 十一 章 三 二 節 )o 人が 自分で 自分 を援け 得る と 

E 心 ふ 間 は、 次第 次第に 窮境へ と逐 詰めら る。 然れ ども 一 たび 自分に 助けな き 事 を 悟り、 上 を 仰いで 神 

の 助 を 祈り 求 むれば、 恩 惠の道 は 彼の 前に 開けて、 彼 は 無限の 神の 園に、 無限の 自由 を樂 しむに 至る 

「此 苦しむ 者 叫び たれば エホバ 之を聽 き、 その 凡ての 患難より 救 ひ 出し 給へ り」 と あるが 如し (詩篇 

三十 ra: 篇六 節)。 

〇 人に 於て 然り、 國に 於て 亦然 りで ある。 日本の 今日の 如き， 實に 八方 塞り である。 全せ 界は： n 木 人 

に對 して 其鬥を 閉ぢ， 友邦 米國 すら も 排日 を 其の 國是 となす に 至った。 そして 外に 發展 の途を 閉ぢら 

れし 日本人 は、 內に 風紀 紊れ、 精神 萎靡し、 愛心衰 へ、 同胞 相 苦しめて 些少の 快樂を 貪る に 至った。 

此狀 態に して 繼 續 すれば 五十 年を經 すして 亡國 は確實 である。 然し 乍ら 失望す るに 及ばない。 日本人 

も 亦 神の 造り 給 ひし 民で ある。 求む るに 途を 以てすれば 大恩 惠は 彼等に も 亦 加 はるので ある。 神が 日 

OOOOO0-00OO0  OOOOOOOOOOOOOO  0OOOOOOOOOOOO0.  に. >  け 

木 人の 途を 塞ぎ 給 ひし は、 彼等 をして 祌を 求めて 更らに 偉大なる 國 民たら しめん 爲 である。 神の 救拯 

の 聖手は 今猶ほ 緩まない。 日本 を 救 ふの 道 は 幾らでも ある。 我等 祌を 信す る 者 は R 本 今日の 翁 境に 彼 

の 愛の 指導 を認 むる。 此は曙 を 知らす 眞暗黑 である。 日本 を眞 の祌國 となす 時が 近いた ので ある。 祌 


に 倚りて 排：： 1 何 か あらん。 紅海の 岸に 立る モ ー セ、 ダンバ 戰 (命 前の コ ロム ゥ H ルが想 屮：； さる。 祌は近 

き 將來に 於て 日本に 於て 犬に 聖榮を 揚げ 給う であらう。 (五月) 

獨 立の 途 

〇 獨 立に 達する 第一 の途は 神に 倚 賴む攀 である" 人 は 弱き 自己に 賴 りて 立たん と 欲する も 能 はす、 惟 

全能者に 賴 りての み 立つ ことが 出來 るので ある〕 我れ 獨り 立つ に 非す、 神に 支ら れて 立つ ので ある。 

それが 本 當の獨 立で ある。 ミルトン も、 ク ：！ ムゥ エル も、 ピュ ー リ タン 祖先 等 も、 ゆ "な 此途を 取りて 

3_ 肷も强 なる 獨 立に 達した ので ある。 獨立は 自由と 共に 神の 賜物で ある。 神に 賴る 心なく して 獨 立 は 

られ ない。 又 祌に賴 りて 人 は， 自 から 他に 賴ら すして 獨り 立つ に 至る。 畢竞 る所獨 立の 有無 は 信仰 有 

無の 問題で ある。 

〇 第二 は 自己に 賴る 事で ある。 人 は 他に 倚 賴む間 は 自分の 强さを 知らない。 我 は 弱し 弱し と 云 ふ 者 は 

何時までも 弱く ある。 人 は 弱く あるが 彼が 思 ふ 程 弱く はない。 彼 は 自己に 賴 つて 見て、 神が 彼に 與へ 

袷 ひし 能力の 强 さを覺 るので ある。 纖 き 婦人 も 夫に 死別れ て、 獨 りで 家 を 支え、 子女 を敎 育す るの 

である。 神は獨 りで 立つ 能 はざる やうに 人 を 造り 給はなかった。 獨立は 自己 能力の 識認 叉試驗 である Q 

自己に 賴 りて 見よ、 自己の 如何に 强き乎 を 悟らん。 股 を 外に 注ぐ を廢 めて 衷に 注ぎ 見よ、 其處 に寶貨 

の 山の 在る を 知らん。 

〇 第三 は 人 を 信す る 事で ある。 人 は 信賴を 以て 接すれば 信賴を 以て 應 する。 人 を 疑って 其 赞同を 得る 
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こと は 出来ない。 彼に 援助 を 乞 ふので はない、 眞理と 公義の 爲 に正當 なる 共力 を 要求す るので ある。 

そして 社 會も國 家 も 終に 此 要求に 應す るに 至る。 信賴は 信賴を 生む。 人の 我 を 信ぜざる は 多く は 我の 

彼 を 信ぜざる に 因る。 勿論 信賴は 忍耐 を 要す。 我れ 今日 彼 を 信じて 彼 は 直に 我 を 信ぜす。 然れ ども 我 

れ 忍耐 を以 つて 永く 彼 を 信じて 彼 は 終に 我 を 信す るに 至る。 日本人 は異敎 徒な りとの 故 を 以て、 彼等 

に信賴 せす して、 彼等 は 基督 信者た る 我等 を 信じない。 彼等 も 我等 も 同じ 日本人で ある。 宗敎の 異な 

る 故を以 つて 我等 は 彼等 を 疑うて はならない。 我等 はパゥ 口に 傚 ひ、 「眞 理を顯 はして 神の 前に 己 を 

衆の 人の 良心に 質す」 べきで ある (哥後 s: の 二)。 獨立は 衆人の 公認に 在る。 我れ 神の 眞理を 以て 世 

に 臨んで せ は 終に 我 を 公認 せざるを得ない。 此 忍耐と 誠實と ありて、 我 は 異敎の 人の 内に 在りて、 我 

が 獨立を 獲得 維持す る 事が 出来る。 

〇 獨 立に 節儉が 必要で ある。 傳 道に 装飾 は 要ない。 聖書と 信す るの 心と あれば 充分で ある。 「衣食 あ 

れば 足れり とすべし」 である。 獨 立の 祕訣は 簡易 生活に 在る。 大事 業を爲 さんと 欲する が 故に 獨 立が. 

困難い ので ある。 (八月) 

救の 範園  ， 

〇 救と 云へば 大抵の 信者 は 人の 靈 魂の 救に 限る と 思 ふ。 靈 魂の 貴い 事 は 言 ふまで もない。 然し 乍ら 神 

の 御^より 見て 救は靈 魂に 限らない。 神の 救の 御 計 畫の內 に は國家 あり、 人類 あり、 世界 あり、 宇宙 

ありで ある。 神 は 萬 有の 救の 一部分と して 我等に 靈 魂の 救 を 命じ 給 ふので ある。 そして 神と 偕に 働く 


我等 は 更らに 進んで 國家、 人類、 世界の 救に 從 事す るので ある。 基督 者た るの 幸福 又特權 は玆に 在る 

ので ある。 言 あり 曰く 「我 は クリスチャン である。 故に 人と 天然と に關 する 事に して 我の 關係 せざる 

事 はない」 と。 此 見地より 見て 人せ の 萬 事 萬 物 悉く 神聖で ある。 政治 は國 家の 救に 關 する 事なる が 故 

に 神聖で ある。 農業 工業 は 地球の 改造 完成に 關 する 事なる が 故に 神聖で ある。 其 他 商業 法律 醫術ー と 

して 然ら ざるな しで ある。 世界と 人類と は 傳道師 に 由て 丈け では 救 はれない。 凡ての 基督 者が 傅 道^ 

と 同じ 精神 を 以て、 各自の 命ぜられし 職に 從 事して、 祌の御 計 畫に合 ふ 救が 行 はる k ので ある〕 然り" 

眞の傳 道師は 個人と 社 會と國 家と 人類と せ界と 宇宙の 救 を 以て 其 目的と する 者で ある。 

〇 そして 此が 聖書の 救 拯 觀 である は 凡て 聖書に 親しみし 者の 克く 知る 所で ある。 聖書の 明かに 示す 

所に 依れば、 神が 人 を 救 ひ 給 ふ は 人の 爲に人 を 救 ふので はない。 人 を 以て 世界 を 救 ひ、 世界 を 以て 萬. 

物 を 完成し 給 はんが 爲 である。 造化 は 人 を 以て 一 先づ其 終り を吿 げしが 如くに、 其 完成 は 人の 榮化を 

待 て 實 現す るので ある。 個人の 救と 萬 物の 完成との 間に 緻密なる 關係 ある 事 は舊約 の 預言 書 並 に 新約 

の羅馬 書、 哥羅西 書、 默示錄 等の 明かに 示す 所で ある。 故に 深く 聖書に 親しみし 基督 者 は 凡て 廣ぃ章 

味に 於ての 傳道師 であった。 靈魂を 愛する と共に 國を 愛し、 人類 を 愛し、 天然 を 愛し、 宇宙 萬 物の i 设 

興 榮化を 待 §1 む 者であった。 「靈 魂の 牧種」 と稱 して 傳道 を憫 人の 救に 限る もの は 未だ 深く 聖書 を究 

めた る 人で ない と 言 はざる を 得ない。 

〇 余輩の 知る 範圍に 於て 聖書 以外に 於て 最も 高遠なる 傳道 觀を懷 きし 者はク &ムゥ H ルの 外交 書記官 

たりし 詩人 ミ ル トンで あると 思 ふ。 彼に 於て 余輩 は 基督 者 又 預言者 又 神聖なる 政治家 叉 偉大なる 傳道. 

師を 見る ので ある。 ヮルヅ ヮスは 「ミルトンよ 今日の 英 國は汝 の- 冉現を 要す」 と 歌うた が、 余輩 も 亦 
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「今日の n; 本 も亦然 り」 と 和 せざるを得ない。 今日の 基督 敎界に 必要なる は 聖書 研究と 共に ミルトン 

研究で ある。 ミルトン は廣 い、 深い、 熱い。 彼に 傚うて 淺薄狹 L 酣冷 淡なる 事 は 出来ない。 (八月) 


言 葉 の 宗 敎 


〇 英國前 總理大 HJU イド . ジ ョ —ジが 曰うた r 議會 政治 は 言葉の 政治で ある」 と。 卽ち 語る こと 多く 

して 爲す こと 歡 き 政治で あるとの 意で ある。 其 如く、 ル ー テル、 カル ビン を 以て 始められ、 歐 米に擴 

まり、 其 遣りし 宣敎師 に 依て 我 國に傳 へ ら れしプ Q テス タン 卜 主義の 基督 敎も亦 之 を 「言葉の 宗敎」 

と稱 する ことが 出來 る。 之 も 亦 語る こと 多くして 爲す こと！！ なき 宗敎 である。 若し 羅馬 天主 敎が 儀式 

の宗敎 であるならば、 新敎 卽ちプ n テス タント 敎は 議論の 宗敎 である。 議論， 議論、 議論で ある。 議 

論に 由 て^れ、 議論に 由て 合 ふ。 議論 を 以て 攻め、 議論 を 以て 守る。 議論 を 以てせす して は 3： 事 も 行 

はれす。 然り 大抵の 事 は 議論 を 以て 終り、 實行を 見ない ので ある。 新敎に 在りて は、 首 葉 れ 信仰、 

言葉 是れ傳 道、 一一 一一 c 葉是れ 事業で ある。 我等 はプ a テス タント 敎 徒の 築會に 臨んで 言葉の 海に 浴す るの 

である。 

〇プ a テス タント 敎に敎 派 多き は 主として 之が 爲 である。 首 葉 は淺く ある、 誤解され 易く ある。 精密 

に 言葉 を以 て 言 表 は さる、 眞理 はない。 眞理 は事赏 で ある、 故に 行っての み 之 を 識るこ とが 出来る。 

キリ スト は祌 なりとの 展理の 如き、 之 を 言 薬 を 以て 證明 する こと は 出来ない、 然し キリ スト を 實驗し 

た 者 はすべ て識 るので ある、 彼 は 人に あらざる 事 を。 而 して 實驗を 重ねて 終に 彼 を 「我が 主、 我が 神」 


と 稱びま つり 得る に 至る ので ある。 物理 學の 眞理で すら 實驗に 由ら すし て 之 を 知り 义證 明す る 事 は 出 

來 ない。 して 眞理の 最高 位 を 占む る 信仰 上の 眞现に 於て を や。 先づ 信じて 然る 後に 語る。 其 場合に 

於て 言葉 は Si くして 足る。 一一 K 葉 多き は 信仰 a- きを 證明 する。 言葉が 事實の 表現なる 場合に 一 致 は 容易 

に 得らる k の である。 

〇 曰く、 說敎， E く 演說、 曰く 講演、 曰く 著述、 曰く 雜誌， 是等は 皆な 言葉の 事業で ある" 時と 場合 

に 依り 必要なる 事業で ある。 然れ ども 最も 確. M なる ■* 最も 貴重なる 事業で ない。 祌の 最も 悅び給 ふ 事 

業 は 語る こと 叉 は 書く ことで ない、 行 ふ 事で ある。 眞理を 信じ、 せの 反對と 誹謗と を 冒し、 獨り靜 か 

に 之 を 行 ふ 事で ある。 眞理 は如斯 くにして 自 tu に證 明せられ、 他に 推奨 せらる、 ので ある。 信仰の 男 

者 は 「皆な 信仰の 實 行に 由り て 證明を 得たり」 と ある (へ ブライ 書 十 一 章 三十 九 節〕。 言葉の 宗敎は 

實行 の 宗敎と 化 さねば ならぬ。 美 はしき 言葉と 思想と を 以て 祌を崇 むる に 非す し て、 美 はし き； 男 まし 

き 行爲を 以て 彼に 让 へまつ るに 至って、 信者の ii に眞の 平和と 一 致と が 臨む ので ある U  (， 九 》0 

来世 期待の 能力 

若し キリストに 由れ る 我等の 望た 、い- 此 f のみなら ば 凡ての 人 の 中に て 最も 憐む ベ き 者な り ( コ リ 

ント 前書 十五 章 十九 節)。 

〇 宗敎と 云 ふ宗敎 で來世 存在の 希望 を 供せ ざる 者 はない。 来せの 無い 宗敎は 神の 無い 宗敎と 同じで あ 

つて >  宗 敎と稱 すべから ざる 者で ある。 明確と 神と 來 世と を 示して こそ 宗敎 は宗敎 であるの であって. 
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來 I を 不問に 附 する 乎、 或は 現世 を 高調す るの 結 架と して、 來せ は微に 之を認 むる が 如き 宗敎 は、 Iff 

際 的に 宗敎の 州を爲 さない ので ある。 宗敎の HI 的は此 せに 勝つ にある。 而 して 明確と 来世 を 握る に 非 一 

すして、 此 目的 を 達する こと は 出来ない。 來せ觀 に 微弱なる 宗敎 は、 味 を 失 ひたる 鹽 と同樣 に、 此贡ー 

に 於て 何の 用 もない 者で ある。  一 

〇 此 明，： n なる 理由 あるに 拘 はらす、 近代 人の 稱 ふる 基督 敎に來 せの 希望の 無い 事、 縱し 有る とする も- i 

甚だ 微弱なる に 驚かざる を 5^ ない。 近代 人 は 萬々 止む を 得ざる 場合に 至ら ざれば 來世を 語らない。 彼 一 

等の 宗敎 なる もの は、 政治、 法律、 經濟と 等しく 全然 現せ 的で ある。 社會 改良の？ If の宗敎 である。 .< 一 

物 養成の 爲 の宗敎 である。 自己と 人類との 幸福 を增 進す る爲 の宗敎 である。 墓の 彼方に 光の 國を認 む 

ると 云 ふが 如き、 肉 を 離れて 主に 見え まつる と 云 ふが 如き、 愛する 者との 死後 再 會を樂 しむと 云 ふが 一 

如き は、 彼等 は 詩に 於て 之 を讀み 昔樂に 於て 之 を 聞く を 好む と雖 も、 之 を 信仰の 大 問題と なし、 努力 一 

の 大目 的と なすが 如き は、 彼等 近代 人 は 努め. て 避け、 避く る を 以て 科學 的な り、 文化的な りと 稱 して- 

喜ぶ ので ある。 實に 不思議なる 者に して 近代 人の 宗敎の 如き はない。 然るに 何れの 大敎會 も 今や 喜ん， 

で此宗 敎を迎 へ、 來世拔 きの 基督 敎を 以て、 最も 進歩せ る、 最も 科學 的なる 信仰な りと 見做す ので も 一 

る 0  一 

〇 然し 乍ら 人が 人で ある 問 は、 明白なる 來 せの 希望 を 供せ ざる 宗敎を 以て 滿 足しない。 彼等 は斯 かる： 

宗 敎を敎 ふる 敎師に 向って ヨブの 言 を 以て 臼 ふ、 「汝等 は 皆な 人 を 慰めん として 却って 人 を 煩 はす 者 

なり」 と (ヨブ 記 十六 章 二 節)" 堅き 来せの 希望 を 供せ ざる 宗敎 にして 根本的に 人格 を 高め、 社會 を-; 

改めた 例 はない。 基督 敎が此 事に 就て 殊に 勢力の ありし 理由 は玆に 在る。 「キリスト 死を廢 ぼし、 轔ー 


音 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 著明に せり」 と ある (テ モ テ 後書 一 章 十 節 )o 此事實 ありて こそ 福 昔 は 

一 i 音で あるので ある。 (九月) 

敎派絕 滅の途 

〇* 督信者 は 凡て キリストに 在りて 兄弟 姉妹た るべき 害の 者であります。 然るに 激烈なる 競爭、 排斥、 

分爭、 爭鬪を 經て來 りし 歐米 人の 宣敎を 受けて 信仰に 人り し 我國の 基督 信者 は 彼等の 感化 を 受けて、 

彼等に 肖て 分爭、 妒忌、 仇 恨の 人となりました。 是れ 最も 悲 むべき 事でありまして、 我等の 不幸、 基 

督敎其 物の 不名 譽此 上な しであります。 私 は 日本に 於て 敎 派の 弊害 を 絡つ 最も 良き 途は、 敎派を 傅へ 

て 今 尙ほ之 を 維持す る歐 米の 敎會 と絕 つに あると 信す る 者であります が、 然し 此 意見 は 敎會 問に 在り 

て は 到底 行 はれ 得ない 事 を 認めます。 依て 我等 日本の 基督 信者に して、 歐 米の 信者に 傚 はす、 實に主 

に 在りて 兄弟 姉妹た らんと 欲する 者 は、 日本人 特有の 信義 公明 を 重んじ、 何事 を爲 すに も 私し を 去り 

て 公に 就き、 凡て 陰險 なる を 避け、 人の 惡し きを 思 はす、 善き を 念 ひ、 キリストの 爲、 國の爲 となら 

ば、 凡ての 情 實に打 勝ち、 一 圑 となりて 動く の 精神 を 養 ひたく あります、 祈り 求む る 所 は、 日本に 在 

りて、 西洋に 起り し 基督 敎の敎 派 を絕滅 せん 事であります。 日本の 基督 敎界は 西洋の それと は 全く 異 

なり、 地上の 天國 であって 欲しく あります。 而 して 斯く あらんが 爲に は、 我等 は 善良なる 基督 信者た 

る 前に 先づ 善良なる 日本人と 成り、 日本人と して 恥づ べき 事は汰 して 之 を爲さ 1- る やう 相互に 努めた 

くあります。 (九月) 
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自由の 解 

〇 ノ ー パリスと 云ふ獨 逸の 靑年 文士の 一一 一一 口に 「哲 學はパ ンを燒 く 能 はす、 然れ ども 自由と 神と 不死の 生 

八 叩 を 供す」 と 云 ふの が ある。 哲學が ra^ して 是等 三者 を 供し 得る 乎 は 疑問で あるが、 然し 是等 三者が 人 

類の 最大 追求 物で ある こと は 明で ある。 「自由と 神と 不死の 生命」、 その 3： たる 乎、 之 を 得る の途如 

何、 此 問題に 答 ふるのが 哲學 最後の 目的で ある。 

〇 自由と は 3： か。 自由 は 勿論 氣儘 勝手で ない。 氣俊の人は^3由の人に非すして、 其 反對に 束縛の 人で 

ある。 彼 は 己が 氣ま& の 外 は：^ も爲し 得ない ので ある。 善と 知りても 善 を 行 ひ 得す、 義務に 會ふ とも 

義務 を 果たし 得ない ので ある。 只 自分の 欲する がま、 を爲し 得る のであって、 赤子と 同じく 所謂 「境 

遇の 子供」 である。 此 意味に 於て 野巒人 はすべ て 自由の 人で ある。 彼等 は 天然の 子供であって、 己が 

欲する ま k を 行 ふ。 然れ ども 彼等 は 自^の 人で ない こと は 何人も 知る 所で ある。 ィ H ス は此 事に 就て 

曰 ひ 給うた 「凡て 惡を行 ふ 者は惡 の奴隸 なり」 と (ョ ハネ傳 八 章 三 ra 節〕。 己が 思 ふ 事 は 何んでも 行 

ふ 者 は獸と 多く 異なる 所 はない。 イエ スは叉 曰 ひ 給うた 「子 は 父の 行 ふ 事 を 見て 行 ふの 外 は 何事 を も 

行 ふこと 能 はす」 と (同 五 章 十九 節 )。 此 意味に 於て ィ H ス 御自身が 最も 不自由なる 人であった。 

〇 自由 は 叉單に 自己 以外に 何等の 束縛 を も 受けない と 云 ふ 消極的 境遇で ない。 此 世の 所謂 自由が 斯か 

る 種類の 自由で ある こと は 明で ある。 政治 上の 自由 は外國 又は 貴族 叉 は 富豪 等の 壓迫 又は 制裁 を 受け 

ざる 事で あり、 思想 上の 自由 は敎會 又は 學閥、 叉 は 古典 等の 規範に 從 はざる ことで ある。 故に 此 せの 


自由 は 結 極 前述の 氣儘 勝手に 終る ので ある。 昔の イスラ ヱルの 無政府 時代 を 記した る 言に 曰く 「此ゅ 

に は イスラ ヱ ルに 王な かりければ、 人々 己の 目に 是と見 ゆる こと を 行へ り」 と (士師 記 十七 章 六 節〉。 

C 眞の 自由 は 消極的 狀 態に 非す して 積極的 能力で ある。 何 をも爲 し 得る 狀態叉 能力で ない。 或る 

を爲 さすして、 或る 他の 事を爲 すの 能力で ある。 善惡を 判別して、 惡を 避けて 善 を 行 ふ 能力で ある。 

〇 眞の自 .m は 第一 に發 意で ある。 境遇 上の 必然の 結 栗と して 起る 者 は 自由で ない。 自由が 自由で ある 

以上、 すべての 境遇に 超越した る 者でなくて はならない。 卽ち unccnditiolml (無 境遇) でなくて は 

ならない。 純なる 意志の 純なる 發 意でなくて はならない。 斯 かる 者 は 有り得る 乎と 多くの 學者は 問 ふ- 

然し 乍ら 若し 有り得ない とするならば 自由 は 無い の である。 そして 此 意味に 於ての 自由な くして 義務 

も 責任 も 道德も 無い ので ある。 眞の 自由 を 否 する 時に 人 は 人でなくなる ので ある。 造化の 初に 於て 

「祌、 光 あれと 言 ひ 給 ひければ 光 ありき」 と ある 時に 眞の 自由が あつたの である。 

〇眞 の 自由 は 第二に 正しき 選擇 である。 或 物 は 之 を 取り、 或 物 は 之を捨 つ。 そして 選 擇を行 ふに 靈性 

本来の 標準に 從ふ。 生物 各々 が 其 本来の 性に 從 ひて 外物の 取捨 を 行 ふて、 其 成長 發達 を遂 ぐるが 如く 

に、 靈的 生物なる 人間 も 亦、 同様の 取捨 選 掙を行 ふて 其 生存の 目的 を 達する ので ある。 靈的 生命 達成 

の 途、 之 を稱し て 自由と 云 ふとい ひて 問 違な いと m 心 ふ。 

〇 眞の 自由 は 第三に 善き 意志 を 行 ふ 能力で ある。 自由 は 理想に 非す、 境遇に 非す、 能力で ある。 此世 

の 事に 於ても 實 力の 無い 所に 眞の 自由 はない。 法律 はいくら 完全で も、 實 力の 無い 所に 自由 は 行 はれ 

ない。 I  can  do  that  which  is  right  (我 は 正しき 事 を 爲し能 ふ： >、 其 事が 眞の 自由で ある。 依て 知 

る 自由 は 外に 於て する より は 内に 於て 求む 可き である こと を。 自由 はまこと に 積極的 能力 (positive 
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power) である o 

〇 故に 眞の 自由 は 神より 來る。 「子 若し 汝 等に 自由 を與 へな ば汝等 誠に 自由 を 得べ し」 と ある 如し (ョ 

ハネ傳 八 章 三 六 節)。 神が 其子ィ H ス キリスト を 通して 人 叉は國 家に 與へ給 ふ 時に 本當の 自由が ある 

ので ある。 英國 人の 自由が 他の 諸國の それに 較べて 健全 鞏阁 なる は是が 故で ある。 (九月〕 

〇 

〇 進化 說に 二種 ある、 無祌的 進化 說と有 神 的 進化 說と である。 天地 萬 物 は 惟り 自 から 進化して 行く と 

云 ふの が 前者であって、 神 は 進化の 順序 法則に 從 ひ て 萬 物 を 造り 完成し 給 ふと 唱 ふるの が 後者で ある。 

故に 進化 說は 絕對 的に 無祌 的で あると 云 ふの は 間遠で ある。 神の 御 存在と 御 活動と を 堅く 信す る 立場 

に 立ちて 進化 說を 維持す る 事が 出來 る。 

〇 進化 說の 唱道 者が 悉く 無神論者 であると 云 ふの も 亦 間違で ある。 ダ I ウィン 自身が 決して 無神論者 

でなかった。 亦 彼と 同時に 自然淘汰 説 を唱 へた ワラ スは 老年の 今日に 至る も尙ほ 敬虔なる 有神論 者で 

ある。 ハク スレ ー とスぺ ンサ ー と は 敎會の 敵であった 事 は 確かで あるが、 神と キリストとの 敵で なか 

つた 事 も 亦 確かで ある。 彼等が 國敎會 が 勢力 を 揮 ふ 英國に 生れす して、 信仰 自由の 日本に 生れし なら 

ば、 殊更に 基督 敎 (實は 敎會) に反對 せす して 濟ん だので あ. ると 信す る。 米國に 於け る 進化 說の 泰斗 

ジョン . フィスク は 熱 信なる 基督 信者であった。 叉 其 撃究の 程度に 於て 少しも グ— ウィンに 劣ら ざり 

し、 是れ亦 米 國の學 者たり し アサ. グレ ー も 亦 篤信の 基督 信者であった。 進化論者 はすべ て 無神論者 


おりと は淺簿 なる 米國 近代の 宗敎 家の 言 ふ 所であって、 我等 は 彼等の 言に 耳 を 傾く るに 及ばない。 . 

〇 進化 說に 理論 上 多くの 缺點 ある は 進化論者 自身の 充分に 認 むる 所で ある。 若し 理論の 上から 言 ふな 

らば 有神論に も 缺點は 免 かれない ので ある。 進化論と 云 ひ 有神論と 云 ひ、 人の 觀 たる 天地 萬 物の 見方 

であって、 之に 缺點 ある は 止む を 得ない ので ある。 然れ ども 人が 人た る 間 は 彼 は 萬 物の 說明を 試す し 

て は 止まない ので ある、 そして 進化 說も 亦斯 かる 試みの 一 である。 或は 當る乎 も 知れす、 當ら ざる 乎 

も 知れす、 然れ ども 最も 良き 說明を 試む る は 理知の 性 を 具へ たる 人に 許された る特權 である。 進化論 

を 全般的に 不信な り 無神論な りと 稱 して 排斥す る 者 は 學問其 物 を 排斥す る 者と 稱 せざるを得ない。 

〇 大體に 於て 英國の 信者 は 米國の 信者よりも 此點に 於て 大に優 さって 居る。 英國 ヴィク トリ ャ學 # の 

年報 五十 三 冊 を 手に して 見て、 余 は 英國の 基督 信者が 克く 進化論 を 寛容す るに 驚かざる を 得ない。 英 

國 基督 敎界の 識者 は 今や 進化論 を 基督 敎の 敵と して は 見ない。 其 缺點を 指摘す るに 禱路 せす と雖 も、 

其 論點の 採るべき を 取って 渾ら ない" 我等 日本の 信者 は 此點に 於ても 亦、 英國 人に 傲うて、 米國 人に 

從 うて はならない。 (十 H0 
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大正 十四 年 二 九 二 五 年) 

近代 人の 神 

■〇 余輩の 見る 所に 依れば、 近代 人が 神 を 信す ると 稱す るの は、 大抵の 場合 は 神 を 信す るので はなく し 

て 自己 を 信す るので ある。 彼等 は 神の 名を藉 りて 自己の 意見 を 押 通さん とする ので ある。 故に 自己の 

意见に 反せざる 限り は 神 を 信す と稱 する が、 一朝 祌の聖 ^1:1 が 自己の 意見と 合 はざる を 示さる.^ や、 彼 

等は愤 然として 起って 神に 反く 乎、 然ら ざれば 神の 敎を =£げ て 自己の 意見に 適合せ しめんと する。 

〇 近頃、 或る i; 敎師學 ぼに 於て 近代 式の 高等 敎育を 受けた る 或る 若き 婦人が、 共爲す 所が 悉；； ^基督 敎 

の 神と 其 聖書の 敎 ゆる 所に 反く 事 を 示さる k や、 彼女ば 答へ て E うた、 「若し 然 ならば 私 は 他に 神 を 

求めます、 叉 聖書 以外に 聖書 を 作ります。 私 は 私の 爲す所 を盡く 是認して 吳れる 神と 聖書と を發 せ 

十して は 止みません」 と。 言 は^だ 嬌激 なりと 雖も 近代 人の 心理 狀態を 表明して 誤らざる 者で ある。 

自己 を 是認して 吳れる 神と 聖書、 凡.！ が 近代 人 最大の 要求 物で ある。 

0近代人他.^-レ、 自己 を 神と して 仰ぐ 者で ある。 道德の 襟 準 を 自己に 求む る 者で ある。 極端の 主觀主 

義者 であるつ 神 を 自己の 上に 認め、 道 を 自己の 外に 求む る は 彼等の 爲し 得ない 所で ある。 神に 自己 を 


碎 いて 戴く とか、 自己 を 殺して 神の 聖旨に 服 ふと 云 ふが 如き は、 近代 人が 決して 爲さ る、 叉 爲し得 

ない 事で ある。 然し 乍ら 神 は 近代 人と 雖も 己が 自由にす る 事の 出来る 者で ない。 神は大 我と 稱 して 大 

なる 我で はない。 我れ 以外の、 我れ 以上の、 我に 絕對的 服從を 要求す る 者で ある。 人 は 祌に對 して 土 

塊の 陶 人に 對す るが 如き 者であって、 我より 彼に 要求 を 以て 臨む 事の 出来る 者で ない。 今や 多くの 求 

道者叉は信者と稱する者が神の命令者でぁって服從者でなぃ事は慨すべき_5^-でぁる。 余輩 傳道者 は 近 

代人の 此 横暴 を 許さない。 彼等が 他に 神と 聖書 を 求む る は 彼等の 勝手で ある" 彼等 は 唯 神 は 彼等の 玩 

真に 非ざる 事 を 知る ベ きで ある。 ( 一 月) 

, 批評と 信仰 

〇 自分 は 或る人 等が 思 ふやうな る 根本的 惡人 である 乎 も 知らない。 若し さうならば 彼等の 惡評 は適當 

であって、 自分の 不幸 此上 なしで ある。 然し 若し 自分が 善人であった とする も、 惡評は 免 かれない の 

である。 そ は眞の 善人が 惡人 として 极 はる- -は此 *1 の 常例で あるから である。 「凡ての 人汝等 を譽な 

ば 汝等禍 ひなる 哉」 とィ H スは曰 ひ 給うた。 鬼の 王べ ルゼ ブルと 稱 ばれ 給 ひし 者の 弟子が 惡し ざまに 

人に 評せら る k は 當然の 事で ある。 惡人 なれば 惡 しく 云 はれ、 善人なる も惡 しく 云 はる。 人 は 何人も 

此 せに 於て 惡評は 到底 免 かれない ので ある。 

〇 然れ ども 何 ぞ 恐れんで ある。 クリスチャン は 自分で ない。 彼 は 善なる にせよ 惡 なる にせよ、 自分 は 

旣に 死んだ 者で ある。 「我れ キリスト と共に 十字架に 釘 けられたり。 もはや 我れ 生ける に 非す、 キリ 

大正 十四 年  八 0 三 


スト ^ef に 在りて 生けるな り、 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を 拾し 者、 卽ち 神の 

子 を 信す るに 由り て 生けるな り」 と ある。 此が 文字通りに クリスチャンの 生涯で ある (加 拉太書 二 章 

二十 節〕。 「神の 子 を 信す るに 由り て 生く」。 信仰が 彼の 生命で ある 。道德 でも、 品性で も、 人格で 

もない、 信仰で ある。 信仰が あれば 信者で ある。 信仰が 無ければ 他に 何物が あっても 信者で ない。 信 

者を鞫 くに 信仰 を 以てせす して、 信仰 以外の もの を 以てする は、 誤った る鞫 きと 稱 せざるを得ない。 

〇 自分 は 度々 思 ふ、 ル ー テル、 カル ビンの プロテスタント (新 敎) 運動 は 失敗で あつたと。 そして 其 

事 を 思 ふて プ ri テス タント 主義まで を 疑 はざる を 得なくなる。 然し 乍ら 新 敎 主義が 間違って 居る の 

ではない。 其 名のみ が存 して、 其實は 消えて 了った ので ある。 獨逸も 米國も 新敎國 であると 云 ふが、 

實は 夫で ない ので ある。 道德ゃ 人格に 由て 生きす 信仰に 由て 生く と 云 ふ點に 於て、 獨逸 も米國 も新敎 

國 でない ので ある。 彼等 は實は 彼等が 棄し 元の 羅馬 天主 敎に 還った ので ある。 卽ち 主の 十字架 を 仰が 

すして、 己に^る の 「此 世の 小學」 に 還った ので ある。 今の 米 國宣敎 師の傳 ふる 基督 敎は 其實 質に 於 

て 概ね 舊ぃ羅 馬： 大主敎 である。 彼等 は 完全なる 人 を 要求す る、 故に 自己 を 鞫き亦 他人 を 箱く ので ある- 

本 當の新 敎徒は 完全 を 人に 求めす， キリストに 於て 發見 する。 故に 自己 を鞫 かす 他人 をも鞫 かないの 

である。 新敎 徒が 自他 を鞲き 始めし 時に、 彼れ 獨特の 信仰 を棄 たので ある。 望ましき は宗敎 改革 初代 

の 純 信仰で ある。 C 一  月〕 

新年 を迎ふ 


〇 大正 十 ra 年 は 如何なる 年で ある 乎、 我等 は 勿論 其 事 を 知らない。 唯 一 事 は 確かで ある。 其れが 世人 

の 所謂 善き 年で あらう が惡き 年で あらう が、 我等 主 を 信す る 者に 取りて は 引績き 恩惠の 年で ある 事 は 

確かで ある。 我等に 自分の 計畫 はない。 自分で 自分の 事業 を 進めようと は爲 ない。 自分 は 全部 之 を 主 

に 御 引渡し 申し、 彼の 御 心の 儘に 動かん とする。 故に 安心で ある。 怖い 人 も 物 もない。 我が 敵 は 主が 

破って 下さる。 我が 障害 は 主が 除いて 下さる。 全能の 主が 我が 弱き 信仰に 應じ、 其 聖靈を 以て 我が 衷 

に 降り、 我に 代りて 信者た るの 生涯 を 營んで 下さる。 實に 有難い 事で ある。 

〇 今年 七月 を 以て 本誌 は 其 第三 百號に 達する 害で ある。 我等 は 其 時に 至りて 又设 H ベネ ゼルを 歌 ふで 

あらう。 「H ホバ是 まで 我等 を 助け 給へ りと 云 ひて 其 名 を H ベネ ゼル (助けの 石) と 呼ぶ」 と ある 

(サム H ル 前書 七 章 十二 節)。 敵 は 5： 外に 多かった、 而 して 今尙 絶えない。 然るに 神 は 我等に 代りて 

悉く 彼等 を擊 退し 給うた。 戰鬪は 彼に 在りて 全勝 利であった。 神は活 きて 働き 給 ふ。 我等 は 其 事 を 疑 

ふ 事 は 出来ない。 故に 人なる 援助 を 求む るの 必要 は 無い。 又ぃか、.-はしき\1^段を取るの必要は毫も無 

い、 唯 前に 置かれし 榮光を んで 勇進す るの みで ある。 永い 年月 我等 を 導き 給 ひし 主が 最後に 我等 を 

棄給ふ 害 はない。 (一月 ソ 

近代 人と 基督 信者 

〇 「自己に 覺 めよ」 と 近代 人 は 云 ふ。 而 して 彼等 は 自己に 覺 めて 何を發 見せし やと 問 ふに. 自己の 價 

値 ある 事、 自己に 權利 ある 事、 自己の 自由なる 事、 無限に 發展 して 宇宙 を 我 有と する の 資格 ある 事 を 
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想  八 〇 六 

發 nj- したりと 答 ふ。 

〇 基督 信者 も 亦 自己に 覺め たる 者で ある。 然れ ども 彼 は 近代 人の 如くに 覺め たる 者で はない。 基督 信 

者 は 自己に 覺 めて 自己の 罪人なる を發 見す る。 彼 はパゥ 口と 共に 曰 ふ 「善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉 (生 

れ ながらの 我〕 に 在らざる を 知る」 と。 基督 信者に 取り 自己に 覺 むる は 悲しき 事であった、 然れ ども 

其 悲しみに 追 はれて 彼 は キリストに 走った、 そして 自己に 於て に 非す して、 キリス 卜に 於て、 滿 足と- 

歡 喜と を發 ns- した。 

〇斯 くして 似て 非なる 者に して 近代 人と 基督 信者との 如き はない。 近代 人 は 自己主張 者で あるに 對し 

て 基督 信^ は自 已拋棄 者で ある。 自己に 生ん とする 者と 自己に 死 せんとす る 者と である。 二者 は 全然 

刖人 である。 (二.^) 

偉人た るの 途 

まちが ひ 

〇 偉人と は 大事 を爲す 人で あると 思 ふは大 なる 間違で ある。 偉人と は 小事に 忠實 なる 人で ある。 小事 

に忠實 なる が 故に 其 小事が 積り て 彼 をして 大 ならしむ るので ある U 小人 他な し、 虚偽の 人で ある。 萬 

を 誤魔化す 人で ある。 何事 を も 完全に 爲 さんと 欲して 其 事 を 努めざる 人で ある。 故に 彼 は 生涯 を 費 

して 一 事 を も 成就し 得ない ので ある。 

〇 偉人た らんと 欲する 乎？ 甚だ 容易で ある。 凡て 汝の 手に 來る雍 は カを盡 くして 之を爲 すべし であ 

る (俾道 之 書 九 章 十 節)。 誠實其 事が 偉大で ある。 誠實を 以て 萬 事に 営て 何人も 偉大たら ざらん と 一 


する も 得ない。 世に 未だ 曾て 誠實 ならす して 偉大な りし 人の 在った 事 はない。 (二月) 

基督 敎會 の 現狀 

〇 余輩 は 基督 敎會 なる 者 は 在る と 信す る。 其れ は キリスト を 信す る 者が 自 妙め (と 作る 團體 であって、 人 

は キリスト を 信ぜし 時に、 自然と 敎會 員と 成った ので ある。 r 斯る 者の 中には ユダヤ人 また ギリシャ 

人、 或は 奴隸 或は 自主、 或は 男 或は 女の^な し、 そ は汝等 皆な キリス トイ H ス に 在りて 一 (一人) な 

れば 也」 と あるが 如し (加 拉太窨 三 章 一 一八 節 )o 全世界の 信者 は- 唯 キリ ス トを 信す るが 故に、 一 體 

卽ち 一 人で あると 云 ふ。 此 意味に 於ての 敎會の 實在は 余輩と 雖も 否定す る 事 は^ 來 ない。 

〇 そして 基督 敎會と は 如何なる 者で ある 乎と 云 ふに、 內に對 しても 外に 對 しても キリ ス トの心 を 以て 

行 ふ 者で ある。 卽ち 自分の iss- を 後に して 他人の 事 を 先にし、 凡て 他人に 爲ら れんと 欲 ふこと は 自分よ 

り 進んで 他人に 爲 さんと する 者で ある。 基督 敎會の 精神 は 明かに、 キリストが 其 弟子に 授け 給 ひし 敎 

訓に 於て 現 はる。 

異邦人の 王 は 其 民 を 支配す、 叉 其 上に 權を秉 る 者 は 恩 を 施す 者と 稱 へらる。 然れ ども 汝等は 1 此 

すべから す。 汝 等の 內大 なる 者 は 幼 者の 如く、 首た る 者 は 役 ふる 者の 如くなる べし (路加 傅 i 二 

章廿 五、 六 節) 

と。 相互に 對し、 他人に 對し、 他敎會 に對し 僕の 態度に 出る 者、 其れが 基督 敎會 である。 そして 此精 

神の 無き 所に 基督 敎會は 無い ので ある。 
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〇 今 在る 夥の 基督 敎會 なる 者の 斯 かる 敎會で 無い 事 は敎會 自身と 雖も疑 ふ 事 は 出 來 ない。 今の 敎會 は，. 

異邦人の 王の 如くに 民衆 又は 他 敎會を 支配 せんとす る。 此 せの 國 家に 傚 ひ、 他宗 敎 又は 他 敎會を 幾し 

て 其 上に 權を揮 はんとす る。 其傳 道なる 者 は 奉仕で はなく して 勢力 擴張 である。 今や 敎會は 弱き を 恥 

ぢて强 きを 誇る。 人の 首た らんと 欲して、 其 役者た らんと 欲しない。 敎會 相互が 「彼等の 屮 にて 長た 

る 者 は 誰なる 乎と 云 ひて 互に 相爭 ふ」。 斯くて 何れの 點 より 見る も， 今の 敎會は 基督 敎會 と稱 する 资 

格な き 者で ある。 

〇 英國 マン チ H スタ ー 大學總 長 L  • P  . ジャック ス 曰く 「今や 基督 信者の 心は敎 職より 離れたり」 と。 

卽ち眞 の 基督 信者 は 敎會の 外に 出たり と。 敎會が 敎會で なくなり しが 故に 信者 は 其 外に 出た ので ある。 

キリスト は 依然として 在し 給 ふ、 基督 信者 は 依然として 絕 えない。 然れ ども 敎會が 異邦人の 王に 傚 ふ 

に 至りし が 故に キリス トと 信者と は 其內を 去った ので ある。 然れ ども 敎會は 消えて 消えない ので ある。 

二人 三人 主の 名に 託り て 集まる 所に、 其 處に主 は 在して 新ら しき 眞の 敎會が 起り っ& ある。 感謝す ベ 

きで ある。 (五月) 

今 昔 の 感 

〇 私 は 今より 四十 八 年 前、 明治の 十 一 年に 基督 信者に 成った。 其 時 日本中に 信者 は 僅かに 五 干 人で あ 

つた。 基督 敎は 國， 全 體に嫌 はれた。 故に 信仰 を 維持す る は 容易の 事でなかった。 縱し 私の 如き 信仰 

の 事に 於て は外國 人に は賴ら じ、 日本の 敎化は 日本人 自身 之に 當る べしと 堅く 心に 誓 ひし 者に 取ても. 


我國に 於て 基督 敎を 信す る は 身 を 最も 不利益なる 地位に 置く 事であった。 口 本人 は 善い 加減の 信仰 は. 

許して 吳れ たけれ ども、 一 生 懸命の 信仰 は 許して 吳れ なかった。 彼等 は 言うた 「信す るなら ば 心の. s 

i』 內證 に言ぜ よ、 公け に 明白に 信す る 勿れ、 殊に 此國を 化して 基督 敎國と 成さん と 欲する が 如き 之 

を 國賊的 行爲と 見做さ^る を 得す」 と。 

〇 そし て 如 此き狀 態が 長の 間 緩 い た ので ある。 基督 敎は 日本 國に 必要な き 者と して 認められた の で あ 

る。 故に基督敎は^：敎卽ち外國宣敎師の宗敎として取极はれたのでぁる。 此 間に 在って 基督 敎の 信仰、 

殊に 外國 人に 頼らざる 信仰 を 維持し、 維持す るに 止まらす、 進んで 其宣 傳に從 事す る は 容易の 事で な 

かった。 り 今より 同 顧 すれば 殆んど 不可能の 事であった。 而 かも 此の 最も 困難なる 時代 を 兎に も 角 

にも 無事に 通過す る を 得し は大能 者の 能力に 依る と 言 ふ 外 はない。 其の 長き 問 に 千 人 は 我 右に 幾れ 萬 

人 は 我 左に IS れた。 然れ ども 禍災 は我靈 魂に 及ばなかった 事 を 思 ふて 私 は ダビデと 共に 叫ばざる を 得 

ない 「主 エホバよ、 我 は 誰、 我が家 は 何 なれば 雨此 くまで 我 を 導き 給 ひしゃ」 と (撒 母 耳 後書 七 章 十 

八 節：，。 此は 神の 特別の 恩惠に 依る に あら ざれば 爲す能 はざる 事であった。 

〇 然るに 時代 は 一 變 した。 日本 國は 今や 嫌々 ながら 基督 敎を迎 へんと しつ & ある" 基督 信者た るの 故 

を 以て 世に 排斥 せらる- -時 は旣に 過去った。 然し 乍ら 振囘 りて 思 ふ 今日までが 信仰の 黄金時代 であり 

し 事 を。 世に 嫌がらる & 間に する が 信仰の 華で ある。 今や 冬 は 去って 春が 來 りて 花 は 珍ら しくな く 

もちつ こ 

くも 亦 難くない。 思へば 私 は 善き 時に 信仰 を 起し、 善き 時代に 之 を持續 けたので ある。 斯んな 時代 

は復と 再び 此國に 臨まない であらう。 私 は 今に 至り 信仰の 故 を 以て 私 を 苦しめた 人達に 感謝せ ざる を 

得ない。 木 誌 も 亦 次號に 於て 其 百年の M 分の 一 の存綾 期間 を經て 第三 百 號に逹 せんとして、 私に 同一 
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感 ®  八 一 〇 
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の感を 深から しむる ので ある。 「日本 國を キリストへ、 然 かも 外國 人の 手 を藉ら すして 日本人 自身- 

の 手と；  贫カを 以てして」  との 私の 靑年 時代の 祈願が 幾分な りと 應 はせられ て 感謝で ある。 (六月) 

〇 

〇 多くの 人々 は宗敎 事業に 於け る 金 錢的獨 立 を 小事で あると 思 ふ" 然し 決して 小事で ない。 金 錢的獨 

立な くして 實は 思想 的 叉 は 信仰的 獨立 はない。 余葷は 自分の 意地 を 張らん と 欲して 獨立を 維持した の 

ではない。 祌 より 聖き 啓示に 接して 之 を 人に 頒 たん 爲に、 多くの 苦痛 を 忍んで、 金錢 的に は絕 對的獨 

立を資 行した ので ある U 高き 深き 愛の 爲の獨 立で あると 思 ふ。 (七 =0 

傳 道と 政治家 

〇 世に Eg か なる 事は澤 山に あるが、 日本 今日の 政 治 家 や 又は 政府 の 役人に 賴 つて 基督 敎 の 傅播を 計ら 

んと 欲する が 如き、 そんな Eg かなる 事 はない。 彼等 は惡 人で ない として、 純の 純なる 俗人で ある。 

ち 純然たる 此 *1 の 人で ある。 若し 彼等が 俗人でないなら ば 彼等 は 政治家に も 役人に もなら ない ので あ 

る。 故に 若し # に 基督 敎が 解らない 者が あるならば、 それ は是 等の 政治家 又は 役人で ある。 神の 事、 

天國の 事、 靈 魂の 事、 是 等の 重大問題に 關し 彼等 は 何の 了解 を も 有せす、 叉 趣味 を も 持たない ので あ 

る。 斯 かる 者の 贊成叉 は 獎勵を 得て キリストの 幅 昔の 傳播を 計らん と 欲す、 福音に 取り 斯んな 恥辱 は 


マム モン  V ゝ *4 り  - 

ない ので ある〕 叉 斯んな 失敗 はない ので ある。 神と 財 神と 何の 關係 なきが 如くに、 基督 敎と曰 本 今 EG 

の 政治家 乂は 役人と 何の 關係 なしで ある。  一 

〇 余 辈は斯 く 云 ひ て是 等の 人 等 を^み 嫌 ふ ので はない。 彼等 は 彼等と し て だ 有用な るので あって、 

彼等に 依る にあら ざれば 此俗 f 界を 支配す る 事 は出來 ない。 然れ ども 神の 國の幅 昔に 關 して は 彼等 は 1 

全然 無知 H 無能 で ある 。神の 智慧に 關し て は 彼等 は 純然た る小兒 で ある。 斯 かる 者に 就いて 福 昔 の 

計る は、 小兒に 就いて 政治の 事 を 謀る と 同じで ある。 論より 證據 である。 政治 〔豕 又は 役人の 援助 を 9. 一 

いで 成した 基督 敎の傳 道に して 成功した 例 は 一 つもない。 それ は 其 害で ある。 灭 の 祌が之 を 祝福し 翰 

はない からで ある。 聖 靈は斯 かる 何 T 道の 上に 降らない。 其 失敗 は 的確で ある。 

〇然るに^9!?實如何と云ふに、 我！； に 於て 多くの 基督 敎の傳 道 者 等が 此 愚かなる 途を 取った、 そして 今， 

ほ 取りつつ ある。 彼等 は 政治家に 赞 成される 事が 傳道 上大 なる ies- であると 思 ふ。 彼等 は 政治家 は此 1 

世の 事に 於て 權カ 者で あるが 故に、 祌の S の 事に 於ても 亦權カ 者で あると 思 ふ。 然し 事 寳は其 正 反對. 

である。 神の 國の 事に 就て 無能なる 者と て、 是 等の 政治家 又は 役人の 如き はない。 il-i^T^^lip 

悔改を 要する 者で ある 。傅 道の 首途に 方て 先 づ傳道 を 施すべき は是 等の 政 治 家 叉 役人で ある U 然るに. 

彼等 を 救 はんとせ すして 彼等に 助けら れんと 欲す。 まことに 政治家 を俾 道に 利用す る は 彼等に 對 し不」 

親切 此上 なしで ある。 彼等は s^i な る 事業 に 利 用 せ ら る  を 見 て 、 自分が 神の 前に 罪人なる を覺ら すし 

て 一 生 を 終る ので ある。 未來 のせ 界に 於て 彼等 は 彼等 を 利用せ し 傳道師 に對し 永久に 憤 怨を懷 いて. 4 

まぬ であらう。 (八月)  一 
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感 想  <  ニー 

安心と 勝利 

〇 基督 敎は 安心 を 得る の 道で あると 思 ふは大 なる 間違で ある。 基督 敎は 安心 を 得る の 道で ない、 せと 

鬪 つて 之に 勝つ 道で ある" 之 を 十字架の 道と 稱す るに 由て 其 事が 判る。 人 若し 安心 を 欲するならば 彼 

は 基督 敎に 來ら すして 宜しく 佛敎に 柱くべし である。 佛敎は 世 を 避く るの 道を敎 へる、 故に 之に 安心 

が ある。 基督 敎は 然ら す、 基督 敎 はせ を 邀へ、 之と 鬪ひ、 之 を 征服して、 祌の義 に 化せん とする、 故 

に 苦 戰奮鬪 を 免 がれない。 基督 敎は世 を 諦めない、 之 を 化して 神の 國と爲 し 能 ふと 信す る。 基督 敎に 

安心 を 求めて 失望す る は當然 である。 ィ H ス 御自身が 明かに 宣告し 給うた ではない 乎、 「我に 從 はん 

と 欲する 者 は 己れ を棄、 其 十字架 を 負 ひて 我に 從へ」 と。 血 を も 淚をも 流さす して、 唯 安全に； 大國に 

人る の 道 を 探る 者 は、 之 を 基督 敎に 求む 可ら す。 

〇 勿論 信者 は 自分の 力で 世に 勝つ ので はない、 神の 御 力に 由て 勝つ ので ある。 然れ ども 神 は 自分 を 離 

れて戰 ひ 給 はす、 自分 を 以て 鬪ひ給 ふ。 信者 は單に 勝利の 目撃者に 非す して、 其常蔡 者で ある。 彼 は 

自己 を 完成す る爲 に、 叉 神の 能力 を顯 はす 爲に戰 場に 立た しめらる。 故に 人 は 基督 信者と 成りて 戰を 

辭 して はならない、 然り辭 する 事が 出来ない。 そ は 彼 は 神に 與 して、 神に 逆 ふせの 敵と なった 者で あ 

るからで ある。 

〇 信者の 忠難は 信仰と 同時に 始まる。 そして 信仰が 進めば 進む 程 息 難 は 激烈に 成る。 然れ ども 歡喜其 

內に 在りで ある。 神の 靈が 其衷に 働く からで ある。 せに 勝つ 機 會が與 へられて 凱旋 近き に 在る からで 


ある。 一一 § 者に 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 ありと 云 ふは此 信仰の 平安で ある。 無爲 泰平の 平安で ない、 

ゆ こ？ り、 せと^^？って勝っことが出來ると信する信仰 (確信) の 平安で ある。 へ ブライ 語の サ til ム 

(平 康) は ii! の 意で あると 云 ふ。 强健 にして 敵に 勝ち得べ しと 信す る 確信より 起る 安、 七で ある。 一 免 

者が 戰に 臨んで 懊く 安心で ある。 懦 者が 己が 煩悶 を 癒されん と 欲して 追求す る 安心で ない。 (九月) 

私 は 上 州 人て ある 

〇r.H よ. 上 州、 である。 故に 腹の 中に 在る こと を 隠す ことが 出来ない。 上 州 人に 秘密 はない、 祕密は 有 

り 得ない。 其點に 於て 上 州 人 は 他の 日本人、 殊に 屮國 人な どと は 全く 異ふ。 

〇 然し 私の場合に 於て、 私 は 上 州 人で ある 上に 基督 信者で ある、 故に 基督 信者と しての 深い 信仰 上の 

經驗 をぎ す。 そして 比の 經験は 口外した くも 餘 りに 深く、 餘 りに 聖 くして 口外す る ことが 出來 ない— 

叉 ：！ 外した 所で 此 世の 人 等に は 少しも 解らない。 故に さすがの 上 州 人で も此事 だけ は 口外す る ことが 

出来ない。 私 は 私の 信仰の 事に 就て は 止む を 得す 沈默を 守る。 然し 稀れ に は 私の 信仰 を 解し 得る 者に 

！^^ふ。 そして 斯 かる 人に は 私の 信仰 を紀 ます 語る。 然し 斯 かる 人 は 甚だ 稀れ である〕 故に 私の 信仰 

を 語る 機會は 甚だ！！ く ある" 故に 信仰の 事に 就て は 大抵の 場合 は 沈默を 守る。 實にゼ 難い 事で ある。 

語りた くも 語る ことの 出来ない 事 を 有つ と は實に 有難い 事で ある ゥ 

,0上ゼ人ま日本人の內で》^«^も劣等なる者でぁる。 然るに 神の 恩惠に 由て 私 は 少しく 神の 、深い 事 を 矢る 

を 得て 感 i である。 s.^^^lss, 


を 窺 ひ 知る ことが 出來 ない。 (十月) 

境遇と 信仰 

0 私 は 度々 自分 を 顧みて 世に 私 程 淋しい 者の 無い 事 を 知る。 私 は 日本人で ある けれども 日本人の 内 は 

私 を 解って 吳れる 者 は殆ん どない。 叉 基督 信者で ある けれども、 敎會 殊に 敎 職の 中に 一 人の 親友 を 有 

たない。 其 事 を 思 ふて 私 は 時には 自分 は 人に 棄られ 神に 呪 はれた る 者で はない 乎と 思 ふ。 私 は 私の 境 

遇に 於て 私が 特に 神に 惠 まれた る 者で あるとの 證據を 一 つも 見る ことが 出来ない。 r# の汚據 また 萬 

の 物の 塵 坂の 如し」 との バウ 口 の 言 其 儘で ある (コ リント 前書 gh4 十三 節)。 

〇 然れ ども 何故 私 は キリストの 十字架 を 慕 ふので ある 乎。 何故 神と 聖書と を棄 てない ので ある 乎。 天 

の 神が 其の 量り 知られざる 御 欲 召に 由って 其の 御 器の 一 として 私 を豫め 定め 給うた からで はない 乎。 

私 は 私の 過去 m 十八 年 問の 信仰の 生涯 を 顧みて、 私が 神に 呪 はれた る 者で あると は 如何ても 思 ふ 事が 

oooot^ooo  000  OO00OO0  0-0000  0  00000000  みつ 

出來 ない。 私が 神の 屬 たるの 證據は 私の 境遇に 於 て 在らす し て 私の 信仰に 於て 在る。 r 聖靈自 から 我 

等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た るを證 す」 である (口 マ 書 八 章 十六 節)。 (十月) 

自分の 爲 に 辯ず 

C 人 は 私を稱 して、 厳しい 人、 怖い 先生な りと 云 ふ。 私 は 彼等が 私 を如此 くに 見る を 非常に 悲しむ。 


そ は 私 は 彼等が 思 ふが 如き 怖い 嚴 しい 人で ないから である。 私 は 天性 嚴 しい 人で ある 乎 も 知らない。 ， 

然し 乍ら 其 厳しみ は 神に 由て 微塵に 打 挫かれた ので ある。 私 は 神に 私の 罪を赦 して 戴く ために、 人の 

凡ての 罪を赦 すべく 餘儀 なく せられた。 そして 此經驗 を 持った 者 は 人に 對 して 嚴 酷な らんと 欲する も 

能 はない。 私 は 私の 心の 裡に 於て キリストに 優しくせられた。 「傷める^ を 折る ことなく *  れる 麻. ■ 

を爐す ことなし」 と は、 凡て 神に 其 我 を 挫かれた る 者の 特質で ある。  一 

あ ナノ- 1 一 

〇 然 らば 何故に 私 は 或る 場合に 於て は 人に 對 して 嚴 しく ある 乎と 云 ふに、 それ は 私が 自分 を 神に^ 渡 

した 結 として 彼が 私 を 占領し、 私の 裡に 在りて 働き 給 ふからで ある。 神 は 不義 を 許容し 給 はない、 

故に 私 は 彼に 制せられて 私が 不義と 信す る 事に 反對 する ので ある。 是れ 私自身と して は 非常に 辛ら い 

事で ある。 私 は 人を責 むる 時に、 自分が 責めら る、 よりも 遙 かに 辛ら く ある。 然し 止む を 得ない ので： 

ある。 私 は 神に 代って 責めざる を 得ない ので ある。 まことに 辛ら い 職務で ある。 然し 神に 負 はせられ 

たる 職務であって 避けん と 欲して 避く る 事が 出来ない。 私 は 度々 思 ふ、 私が 若し 不義 を 見遁す ことが 一 

出來 たなら ば 如 M に 幸福で あらう と。 然れ ども 神 は 私に 此事を 許し 給 はない。 誠に 私の 喜ぶ ことにし 

て 正義 を 正義と して 認 むる ことの 如き はない。 譽 むる は樂 しく ある、 责 むる は 辛ら く ある。 そして 私 

は 度々 賞 讚 の 幸福に 與るを 得て 神と 偕に 喜ぶ 者で ある。 

0 人を責 むる 私 は 勿論より 嚴 しく 私自身 を 責める。 私 は 或る時 は 幾日も 幾日も 連續 的に 私自身 を 責め 

て赦 さない。 ^は 一 度 人を責 むる に對 して 十 度 自身 を責 むる と 思 ふ。 私 は 亦 最も 辛ら く 私自身に 當る 

積り である。 そして 私が 私の 罪 を 認めて 神の 御 赦免 を 乞 ふ 時に、 彼 は 直に 私を赦 して 下さる が 故に、 ： 

人が 其 罪 を 認めて 悔改を 表する 時に、 私 は 直に 彼を赦 し、 彼 を 慰め、 彼を勞 はり、 彼の 友と なりて、 一 


彼と 苦難 を頒 たんと する。 私の 怒と 詰責と は 私の 惡 意より 出る ので はない と 信す る。 私の 祌が 怒る に 

邋 く > 赦 すに 早く あるが 故に、 私 は 彼に 傚 ひ 奉らん とする。 私 を 怖い 嚴 しい 人と 思 ふ 人 は 未だ 深く 祌 

を 知らない 人で あると 思 ふ。 キリス 卜の 御 父なる 眞の祌 は、 最も 優 さしい 方で あるが 故に、 不義に 對 

して は 燒盡す 火で あり 給 ふので ある。 私も亦 彼の 如くに 優 さしい 嚴 しい 人で あらねば ならぬ。 (十 一 月) 

晩秋 所感 

〇 今年 は 善き クリス マ スと靜 かなる 年末 を 持ちた くあります。 それが 爲には 成るべく 肉に 係 はる 事 を 

滅 じて 靈に係 はる 事を增 したくあります。 此 世の 習慣なる 物品の 贈答 を廢し (小 兒は训 )、 全き 心の 

休み を 持ちた くあります。 今年と 云 ふ 今年 こそ、 ベ ッレ ヘム の靜 けさ を 我家に 於て 實驗 したく ありま 

す。 友人 諸君の 御 贊成を 願 ひます。 

0 此 せの 人た ち は 己が 意見 を 押 通す を 以て 勝利で あると 思 ひます。 然し 乍ら 基督 信者 は 成るべく 人の 

意見 を 通う して 上げた く 欲 ひます。 信者 は 負ける を 勝つ と稱 し、 勝つ を 負ける と唱 へます。 最大の 幸 

一 i は 人に 負けた と 言 はれながら 心に 少しも 不快 を 感ぜざる 事であります。 秋の 夕、 w 邊寂 として 聲な 

き 時に、 我心に 永久の 平靜の 宿る を覺 ゆるに 優 さるの 幸福はありません。 「何人に 對 しても 惡 意を懷 

かす、 凡ての 人に 對 して 善意 を 表す」 と 云 ふ 心の 狀 態に 於て 在る ことが 地上の 天國 であります。 

〇 世に 幸福 は數々 あります が、 神が 活 きて 在し 給 ふ 事 を 信す る を 得しに 勝 さる 幸福はありません。 彼 

れ在 すが 故に 萬 事 は 働いて 益を爲 します。 唯賴 つて、 祈って、 待って ゐ さへ すれば 可い のであります。 


やれで 戰は 全勝 利に 終る のであります。 r 此 故に 汝 等の 確信 を 投雍る 勿れ」 とあります (へ ブル 書 十 

^！：：ぃ：-ー五節)。 天然と 人 問と を 越 へ て祌が 支配し 給 ふとの 確； 一:^ を 投棄て はなり ません。 (ト 一 月」 

私の 趣味に 就て 

〇 世に 趣味の 無い 者と て 私の 如き 者 は 有るまい。 私に 趣味と 云 ふ 趣味 は： E もない。 转樂の 趣味がない." 

^畫、 彫刻、 #宽 の 趣味がない。 文藝の 趣味が 無い。 野球、 ^球、 其 他の 競技の 趣味がない。 私の 學 

生 時代に 於て 私の 同窓が 私に 與 へた 名の 一 は 「不意 氣」 であった。 「不意 氣 なる 無趣味の 村」 と 

云 ふが 彼等が 私 を稱ぶ 時の 名であった。 

〇 然し 乍ら 無趣味なる 私に も 亦 或る 租 の 趣味が ある。 そ れは 趣味と 稱す ベ か ら ざ る 趣味 であるが、 然 

し 私自身に 取りて は 趣味なる を 失 はない。 私の 趣味 第一 は勞敏 である。 私は遊ぶ事が大嫌ひで^く^^^ 

が 大好きで ある。 必 しも 高 壇に 立つ とか、 ぺ ンを 執る とか 云 ふ敎 師の從 事すべき 勞 倒に 限らない。 庭 

除、 溝 淡 ひ、 塵埃 燒き、 悉く 可な りで ある。 地球の 表面 を 少しな りと 綺麗に する 事、 F 女 下男の 仕 

まを少しなりと輕滅する^?^ 犬馬の 勞を惜 まざる 事、 私 は 何れも 大好きで ある。 人生に 快樂 多し と雖 

も、 有益なる 勞働を 了へ た 後の 快 樂に擾 さるもの はない。 此快樂 ありて 昔樂 劇場に-斗 目 を 喜ばす の必 

要は 少しもない。 働く 丈け で 私に 取り 人生 は 至って 幸福で ある。 

〇 第二に 私に 研究の 趣味が ある。 私 は 深い 露 理を 探る 事を好む。 私 は 折：： 學を 好み. 科學を 好み、 宗敎 

を 好む。 天文、 地现、 歷史、 動物、 械物、 言！ fii 學、 人類 學、 悉く 可な リ である。 私 は 小^と 劇作の 外 


は 何でも 讀む。 そして 讚んで 之に 無限の 興味 を感 する。 私 は文學 者と 政治家との 外は柯 にで も 成りた 

. く ある。 眞理は 何れの 方面に 探る も 面. n く ある。 フィクション (小 說、 演劇の 類) は 悉く つまらなく 

ある。 フ ハク 卜 (歷 史、 科學の 類) は 悉く 面白く ある。 そして 人生と 天然の 事實に 接して 私 は 毎日 偸 

快に 日 を途る 者で ある。 
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〇 第二 一に 私に 趣味と 云 ふよりも 寧ろ 道 樂と稱 すべき ものが ある。 それ は 人類 救濟 の道樂 である。 世界 

傳道 である。 貧 救助で ある。 斯く云 ひて 私 は 勿論 慈善家 を氣 取る ので はない。 是は 自分の ために 爲 

. す 事であって 他人の ために 爲す 事で なきが 故に、 私 は 其た めに、 神よりも 人よりも 賞 讚に 與る资 格が 

ない。 然し 乍ら 貴 際の 所、 自分に 何等の 利害 關 係の 無き 者の 爲に盡 す は 最も 樂 しく ある。 それが 爲に 

自分が 何やら 自分で なくなり、 循 つて 此 世の 利 慾愛愁 より 悉く 離れて、 此 せから して 天國の 福祉に 與 

る 事が 屮 I 来る。 私は善行としての慈善を誇る^^-は出來なぃ、 然し 乍ら 道樂 としての 慈善 は 常に 少し づ 

っ樂 しみつつ ある 事 を吿. E する。 (十二 Ho 

クリスマスの 朝 

〇 此日 全せ 界に 散在す る 多數の 友人 を t ひます。 彼等 は 口 本 各地 は 勿論、 支那、 印度、 英國、 獨逸、 

佛國、 端 丙に 在ります。 南米と 北米と に 在ります、 やな 洲と 馬來 半島と に 在ります。 私供の せ 界は狹 い 

やうで 廣 くあります。 無敎會 信者で ある 丈け 敎 派の^ なく、 天主 敎の 信者より クヱ， '力-派の 人まで 

が 私供 を 其 友人の 內に算 へて 吳れ ます。 クリス マ スが 到る 毎に 私供の 心 は 世界的に 义 人類 的に. M 張し 


〇 今年 も 亦 多くの 心配の あった 歳で ありました。 隨 分と 厭な 事が ありました。 然し 乍ら 不相變 す 進歩 

の 歳で ありました。 雜誌 は遂々 三百 號に 達しました。 日曜日 毎の 聖書 硏究會 は 整理せられ て、 今 はま 

京 第一 の宗敎 的集會 であると 稱 はれて 居ます。 又 永年の 問 私供に 對 して 懷 かれし 此 せの 誤解 は 解けて、 _ 

今や 思 ひ 掛けない 所に 於て まで 私供の 信仰が 迎 へらる k に 至りました。 進歩 發展 の點に 於て、 大正 十 

四 年 は 私供に 取り 特刖 大書すべき 歳であります。 此 日本 國に 於て、 キリストの 卜 字 架の 福音 を懷 いて、 

社 會に潤 步し得 やうと は 私供 は 夢にも 想 ひませんでした。 「我 服 は 驚くべき 物を視 たり」 と 言 ふより 

外ありません。 

〇 玆に 私供の 幸福 を 思 ふと 同時に、 獨り 不幸に 泣く 此 世の 多くの 人達に 對し 私供の 同情 を 寄せます。 一 

私供 は 彼等の 淚を拭 ふ爲に 最大の 努力 を續 けたく 思 ひます。 クリス マ ス 到る 毎に 私供の 心 は 感謝と 悲 一 

哀 とに 溢れます。 r 十；： 月)  一 
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大正 十五 年 二 九 二 六 年) 

私の 愛國 心に 就て 

〇 私に 愛國 心が 有る と 思 ふ。 私 は 幾囘も 思うた、 日本人に して 愛國 心の 無い 者 はない、 私が 有って 居 

る 丈！ b の 愛 國心は 日本人た る 者 は 誰でも 有って 居る と。 然るに 事實は 私の 此 想像 を 裏切った。 私 は 今 

口までに 私が 有って 居る 丈け の 愛 國心を 有たない 日本人に 澤 山に 會 うた。 殊に 敎育 ある nl 本人に して 

其 官立 學 校に 學び 卒業して 後に 官祿に 由て 生活す る 人 等に して、 日本 阈を思 ふ 事 至って 蹄く、 其 利益 

と 幸福との 事に 就て 謀る も應ぜ ざる 者を澤 山に 見た。 私 は 今日に 至って、 私 は 口木 人中 決して 愛阈心 

の 不足す る 者で ない 事を發 見した。 然り 或る時 は、 日本人 中に 私 丈け 日本 を 愛する 者の 他に 在る 耶を 

疑 は せらる 、 ことがある。 

〇 私 は 宵 年 時 if に 於て 常に 私の 外 國の灰 人に 告げて 曰うた、 私に 愛する 一 一個の J が ある、 其 一は イエ 

いづれ 

ス (Jesmo であって、 其 他の 者 は 日本 (Japan) であると」 イエスと 日本と を 較べて 見て、 私 は 孰 を 

より 多く 愛する か、 私に は 解らない。 其 ：2： の 一 を缺 けば 私に は 生きて 居る 甲斐が なくなる。 私の 一 生 

は 一 一 者に 仕 へ ん との 熟 心に 勵 されて 今日に 至った 者で ある。 私 は 何故に 然る か を 知らない。 日本 は 決 


して ィ H スが私 を 愛して =JK れ たやう に 愛して？. 犬れ なかった。 それに 係 はらす 私 は 今 尙日木 を 愛する" 

止む に 4:- まれぬ 愛と は 愛で あらう。 

〇 私が：：： 本 を 愛す る 愛は齊 通此 W に 行 はる &國 を 愛す る 愛で はない。 私の 愛 國心は isf 國！^ 教を 以て 現 

はれない。 所謂 國利 民； 1 は 多くの場合に 於て 私の 愛國の 心に 訴 へない。 日本 を 世界 第一 の國と 成さん 

と 欲す るの が 私の 祈願で あるが、 然し 乍ら 武力 を 以て 世界 を 統御し 金力 を 以て 之 を 支配 せんと 欲する 
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が 如き-: g 願 は 私の 心に 起らない。 私 は 日本 を 正義に 於て 世界 第一 の國と 成さん と 欲する。 「義 は國を 

高く し、 罪 は 民 を -fe^ かしむ」 と あるが 如くに、 私 は 日本が 義を 以て 起ち、 義を 以てせ 界を率 ゐん事 を 

欲する。 如斯 くにして 私の 愛！； 心はィ ザャ、 H レ ミヤ、 エゼキエル、 イエス 、バウ 口、 ダンテ、 ミル 

ト ン 等に 由て 養 はれた 愛國 心で ある。 今日の 日本に 有 振れた 愛國 心で はない が、 然し 最も 高い 又 最も 

强 い 愛國心 で あると 思 ふ。 日本の 爲に 日本 を 愛する に 非す して 義の 爲に 日本 を 愛する の で あると 言 ふ 

ならば 多くの n 本人 は 怒り 或は 笑 ふで あらう。 然し 乍ら 此愛國 心の みが 永久に 國を 益し せ界 を)：^ す る 

愛^心で あると；^ する。 私 は愛國 的行爲 として 傳 道に 從 事す る。 私 は ミルトンが 英國を 救 はんと 欲し 

たやうな 心 持 を 以て 日本 を 救 はんと 欲する。 (一 月) 

偉大 性の 養成 

on 本人 程 自國の 眞價を 知らざる 國民は 無い と 思 ふ。 彼等 は 彼等の 問に 法然 上人 や 一 一宮 金 次郞の 如き 

せ界的 偉ん の.； りし 事に 永らく^ 附か すして、 余輩の 如き 者 をして 彼等の 偉大 さ を 世界に 向 つ て 紹介 


せしめた。 ：n 本人 は 西洋人が 認めて 吳れ るまで は 自己の 偉大 さ を 認めない。 現に 北齋の 如き 美術家 は 

日本に 於て より は 西洋に 於て より 多くの 敬荡者 を 有する。 日本人の 多數 は今猶 彼れ 北齋が レ ム ブラ ン 

ト、 デュ ー レル 等と 對 比すべき 世界的 大 美術家な りし こと を 知らない。 同胞 相互 を輕 蔑す る國 3!^ にし 

て 多分 日 木. の 如き は あるまい。 其點に 於て 日本人 は克く 昔の ユダヤ人 に似て 居る。 バウ 口 をして 

「我 は 八，' より 汝等を 去りて 異邦人に 適ん」 と 一一 =11 はしめ しが 如くに、 日本人 は 多くの 有爲 なる 同胞 をし 

て、 故國に 愛想 を盡 かして 其 面 を外國 人に 向けし むる。 

〇 其れに は 深い 理由が ある。 日本人 は 未だ 偉大と 云 ふ 事を敎 へられな いので ある。 故に 偶々 偉大なる 

者が 其內に 起っても 之を認 むる iEH- が屮 Z 来ない。 實に 情ない 次第で ある。 今日の 口 本人 を 相手に して 居 

れば人 は 段々 と 小さくなる 計りで ある。 願 ふ 日本人 各自が 偉大 性の 源なる 神の 首に 到り、 深く 之に 飮 

みて 自 から 偉大 性 を 養 ひ、 偉人 を 認め、 偉人 を 友と し、 思 ふ 事、 爲す 事、 凡て 偉大 性を帶 びる に 至ら 

ん こと を。 我等 日本人 は、 昔の！ { 布臘、 今の 丁抹の 如く 小國 たりと 雖も 偉大 國 たり 得る こと を 忘れて は 

ならない。 (一月〕 

命令と 實行 

〇 世に 不思議なる 事が ある。 洒を飮 む 勿れ、 酒 を沾る 勿れ、 酒 を 造く る 勿れと 厳格に 命す る 佛敎の 信 

者の 間に 在りて は 飮酒も 造^も 盛に 行 はれ、 其^ 侶まで が飮 酒に 耽けりて 恥と しない。 然るに 飲酒の 

ことに 就て は 特^に 禁止 を 命す るに 非す、 時には 「饭に 水を飮 むこと 勿れ、 少しく 葡萄酒 を 用 ふべ し」 


と 云 ふ が 如き 敎を傳 ふる 基督 敎 の 信者 の 間に 在りて は 禁酒 は 全 體に行 はれ、 之 を 國家的 法令 を以 て ：w 

行す るを昆 る。 嚴 格に禁 する 宗敎に 在って は 禁酒が 行 はれす して、 禁酒に 就て 多く 語らざる 宗敎に 在 

りて は 反って 其れが 實行 さると は實に 不思議で ある。 其れ は 抑々 如何い ふ譯 である 乎。 

〇 其 理由 は 探る に 難くない と 思 ふ。 基督 敎は罪 を 其 根本に 於て 征服 せんとす るに 對し、 他の 宗敎 にあ 

りて は 僅かに 其 發露を 防止せ ん とする に 止まる からで ある。 酒 を飮む 勿れ と 命じた 丈け で飮！ g は i- ま 

ない。 心を聖 めて 飮酒を 厭 ふに 至らし めて 禁酒 は自 から 行 はる \ の である。 禁酒 を 八 叩 じた 丈け で 禁酒 

は 行 はれない。 人の.？： に聖 きば マ； を 起し、 惡 しき 愁を 絶ちて、 罪惡は 自づと 止む ので ある。 酒 を 飲む 勿 

れ、 沾る 勿れ、 造る 勿れと 如何に 厳格に 命す ると も、 飲酒の 慾 を 除かざる 間 は 禁酒が 徹底的に 行 はれ 

やう 害がない。 

〇 そして 事 は 禁酒に 止まらない、 忠孝 又 愛 國又其 他の ことに 於ても 同じで ある。 基督 敎の 聖書に 忠愛 

を說 くこと 甚だ しと 云 ひて 之 を攻擊 する 者 ありと 雖も、 命令の 乏しき は必 しも 其實 行の 貧弱なる を 

か t びす 

證明 しない。 之 を 愛國の 事に 就て 見る も、 愛國を i„„ - しく 說く國 が 愛國の 精神に 燃 ゆる 國 でない。 愛國 

は餘り 多く 說 かざる も 神と 人と に對 する 義務 を 高調し、 「義 は國を 高く し、 罪 は 11^ を 辱 かしむ」 と敎 

ゆる 敎は、 殊更ら に 愛 國を說 かすして、 反って 多くの 熱烈なる 愛 國者を 起す ので ある (箴言 十 K 章 三 

ra: 節)。 愛國は 人の 自然の 情で あるが 故に、 人 を 其 根本に 於て sil めて 彼は眞 の愛國 者と 成ら ざらん と 

欲する も 得ない。 君に 對 して 忠、 父母に 對 して 孝なる も 亦 同じで ある。 先づ 人た る 者に 對 して 露の 尊 

敬 の 念 が 起 ら す し て 、 高 遠 に し て 合 理 的 な る 忠 ^fJJ- は 行 は れ な い 。 君 と 父 母 と を 歡 ば す 爲 の 忠 孝 で な い 0 

彼等の 永遠の 利益 幸福 を 計る 爲の 忠牵 である。 故に 多くの場合に 於て 眞の 忠孝が 不忠 不孝 Q 如くに 見 


ゆるので ある。 儒敎は 忠^に 於て 敎 ふる 事 多くして 基督 敎は斟 きが 故に、 忠 にダ， 子 は 基督 敎に 出て 起 

らすと 言 ふ は、 人生 を 極めて 淺く 見る 者の 一一 一一 n である。 (二月) 

大小の 祈禱 

0 祈禱は 大小に 關 はらす 凡べ て聽 かれる。 其大 なる 者が 先き に！！ かれて 小なる 者が 後に！！ かれる。 世 

界ん 類に 關 はる 祈禱が 第一に 聽 かれ、 其 次ぎに 國家社 會に關 はる 祈； t か聽 かれ、 終りに 我 〔みと 我 身と 

に關 はる 祈 禱が聽 かれる。 其れ は 其の 譯 である。 小は大 の. 2： に 含まる，^ からで ある。 it- づ；^ が 來て然 

る 後に 花が ゆ、 くので ある、 花が、 か、 いて 春が 來 るので はない。 先づ 神の 國が 世界に 臨んで 祌 を：^ する 我 

が榮 光が 顯 はる \ の である。 我れ 獨り 福祉に 與 りて 國.； ^人類が 惠 まる 、ので はない。 自身 は：. 取 後に 恩 

惠に與 かるが 順當 である。 故に 信者 は先づ 第一 に 世 3^ 人類の 爲に、 第二に 社ノ 嚏の 爲に、 は 取 後に 自 

〈ん氷 a: 身 の爲に 祈るべき である。 

〇 そして 我れ 自身の 經 験に 由る も 祈禱は 此顺.  ぱに從 ひて^ かれた" 世界の 事 は 別と して 我國の 事に 關 

し， 我が 祈 一  1 以上が 聽 かれた。 五 わ 年を經 ざる ：！： に キリストの 幅 昔が 八 r-E の 如くに 斯 くも 廣く义 熱心 

に H 本人に 受けられ やうと は 夢想 だ もしなかった。 我^ は 我 肉が 慕に F ら ざる 前に 此の 國に 於て 祌の 

大 なる聖 業を昆 た。 之 を 見せ しめられし 以上 は 我 身 は 如何に 終っても， > "い。 然るに 我 身にまで 福祉の 

春が 臨んだ。 大 感謝で ある。 (三月〕 


〇 世に 不用 人間が ある、 それ は 「坊ちゃん」 である、 「お嬢さん」 である、 「奥さん」 である、 「日 一 

那様」 である。 彼等 は 上品で ある 外に 何の 價：； g も 取 所 もない 者で ある。 彼等の 一 人 を 上品に なし 置か 

んが に 多く のん は^ 働し、 多くの 子供と 婦人と は其受 べき 人生の 必需 物 を 奪 はる k ので ある。 國 〔氷 

の 勢力 を 減じ、 社 會の進 步を妨 ぐる 者に して 是等 上流 の不川 人間の 如き はない。 

〇 「坊ちゃん」 と 「お嬢さん」 と 「奥さん」 と rs: 那様」 と は 唯 侍から る、 事 を 知って 奉仕す る こと 

を 知らない。 彼等 は 一 物 を生產 せす して、 唯 他人の 勞 働に 由て 生：； i する。 彼等 は 遊ぶ ことの 外、 

を も爲し 得ない。 趣味と 云 ひ、 藝 術と 云へば 立派に 閒 ゆれ ども- 實は 働かす して 遊ぶ 事で ある。 彼等 

は 品の 好き 遊び人であって、 其實 質に 於て は 博徒、 浮浪 人と 少しも 異ならない。 彼等 無き と雖 も社會 

は 少しも 損失 を 感じない。 彼等 は實 に：！^ 在の 理由な き 者で ある。 

〇 祌を信 じて 尙ほ 不用 人 11 たる は 彼 を 清す 者で あると 云 ひて， ャ J^- 支ない。 「人 もし 働く こと を 欲せす ば 

食す ベから す」 である (テサ C 一一  ケ 後書 二 章 十 節 )o  3： んも然 りで ある。 華族のお 孃 さん も， 富豪の 

坊ちゃん も 「勵 くこと を 欲せす ば 食す ベから す」 である。 彼等が 娥死 すれば とて 國 〔尿 も悲 ます、 社會 

も惜 まない。 彼等 は 床 問の 置物と 同然、 社會 の贅澤 物た るに 過ぎない。 兄る に 少しく 美 はしき 外に、 

何の 惯使 もな き 者で ある。 祌の子 御自身が 曰 ひ 給うた、 「我 父 は 八，' に 至る まで 働き 給 ふ、 我 も 亦 働く 

なり」 と (ョ ハネ傳 五 章 十七 節 )o 神 は 造 主であって 働く 者で ある。 其 子た る 者が 働かす して 可なら 


んゃ。 自身 は 働かす して 依然として 懶 族の 一人であって、 其 人が 神の 子た る 基督 信者で あり 得 やう ii 

がない。 西洋の 諺に 曰く 「何も 爲さ る は 惡を爲 すなり」 と。 華族、 豪族、 其 他 上流 社き の 人た る を 

以て 誇りと なす 人達 は 惡を爲 すの 族た る を 忘れて はならない。 此く言 ふ は社會 主義で もなければ 過激 

思想で もない、 當然 の眞理 である。 働かざる 者 は 終に 其 存在の 理由 を 失 ひて 亡びる ので ある U 

〇 神 は 自然淘汰の 法則に 由て 懶 族の 彼等 を 滅し給 ふ。 王統が 絶え、 豪族が 失する は 之が 爲 である。 働 

かざる が 故に 健康 は衰 へ、 精神 は 疲れて， 働く 者の 取って 代る 所と なる。 せに 不幸なる 事と て 懶惰の 

如き はない。 义 無慈悲なる 事と て 子女 を 不用 人間と して 育つ る 事の 如き は 無い。 然るに 罪の 世の 悲し 

さに >  多數 のん が 働く を 下品と 思 ひ、 働かざる を 上品と 信す るので ある。 嗚呼。 (三月し 

知識と 信仰 

〇 近代 人 は 信仰 を 知識の 上に 築かん と 欲す。 其 事 其れ 自身が 背理 的で ある。 故に 失敗に 終る は 當然で 

ある。 知識 を 以て 解し 得ない から 信す るので ある、 解し 得る 事 を 信す るの 必要 は 毫もない。 バウ 口が 

m ひし 通りで ある 「我等が 救 を 得る は 望に 由る、 然れど 望 を 見ば 笔， なし、 旣に 見る 所の 者 は 何 ぞ尙ほ 

之を筌 まん や」 と。 旣に 知る 所の 者 は 何 ぞ之を 信ぜん やで ある。 

〇 人 は 神に 非す、 故に 彼が 解し 得ない 事が 澤 山に 在る。 故に 彼 は 信す るので ある。 信ぜざる 者 は 人に 

非す 祌 である。 そして 自己 を 祌に擬 する 人 は 知り 得る 丈け も 知り 得ない ので ある。 人 は 信じて 知識の 

新 領土 を 開かる k ので ある。 信じて 新たに 能力 を 加 へられ、 信じて 自己 を 某 礎 づけら る。 近代 人が 信 


仰 を 拒んで 知識に 走りて 何の 得る 所な くして 迷 ふ は 怪しむ に 足りない。 故に 信す ベ きで ある。 最も 恐 

るべき は 無知の 迷信に 非す 識者の 疑惑で ある。 近代 人 を 見よ。 (四月) 

藝 術と 宗敎  一 

〇 藝術は 宗敎に 非す、 宗 敎は藝 術に 非ら す、 藝術は 宗敎の 代 用 を爲 さない。 勿論 藝 術と 宗敎 との 間に 

類似 點 なきに す。 二者 同じく 感情的であって 同時に 亦脫俗 的で ある。 故に 多くの 人 は 宗敎に 於て 求 

むべき もの を藝 術に 於て 探る、 そして 藝 術の 祕密に 達して 宗敎の 奥 殿に 入りたり と 思 ふ。  一 

〇.i<; し 乍ら 藝 術と 宗教と は 全然 其 本領 を 異にする。 藝 術の 本領 は 美であって 宗敎の 本領 は義 である。 

藝術は 感情 をつ 宗敎は 良心 を 支配す る。 藝術は 自然 的 人間的であって、 宗敎は 超自然的 神 的で ある" 

宗^ こ铰 ベて 藝術 は淺 く、 藝術 に比べて 宗敎 はつ i く ある。 藝術は 技藝の 部類に 屬し、 宗敎は 道德の 基. 一 

礎で ある。  . 1 

〇 論より 證據 である、 宗敎に 深き 者 は 大體に 於て 藝 術に 淺く ある。 せ界 第一 の 宗彰が J 國民 なりし ュグ； 

ャ人は 決して 藝 術的國 民でなかった。 之に 反して ギリシャ 人は藝 術に 於 V- 秀し 丈け それ 丈け 義の 宗敎ュ 

に 於て 劣って ゐた。 國 民の 宗 敎的復 與は必 しも 藝術的 (m 興と 伴 はない。 而已 ならす 多くの場合に 於て へ 

宗敎的 熱心 は ィコノ クラ ズム卽 ち 藝術破 壌 を 惹起した。 多くの場合に 於て 宗敎 は藝 術の 敵と して 起つ- 

ヒ、 そして 多くの場合に 於て 藝術 は眞 信仰の 妨害物で ある。 ピ ュ —リク ン黨は 全 體に藝 術を賤 めた ： 

ク ェ 1- 力 ー 派 は その 禮拜に 於て 藝 術の 使 州 を 許さなかった。  一 

一一 七  . 
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〇 而 して 又、 藝 術の 盛なる 時 は宗敎 の」 If!^ へる 時であった。 人が 美の 祌を拜 する 時 は義の 神より 遠 かる 

時であった。 藝 術の 人の 必 しも 義の 人で な い^は 世に 能く 知れ渡り たる 事 實 である。 藝 術の 人は感 ii^ 

f い 人で あり く、 隨 つて 自己本位の 人、 過度に 主觀 的の 人、 自己 を 支配し 得ざる 人で あり く ある。 

所謂 大卞の 人 は M よりも^ 縛 を 憎む。 彼等 は祌を 讚美 せんとす るも祌 に服從 せんとし ない。 大體に 於 

て 藝術 家と 宗教，： M と は 其 生 れっきの 素質 を 異にす る リ  > .: 

〇 模範的 宗敎 家はィ ザャ、 M レ ミヤ、 ヱゼキ H ル、 。ハウ 口、 ヨハネで ある。 彼等 は 何んで あっても 藝 

術 でなかった。 火； 太 才のゲ ー テには 藝術は 解っても 宗敎は 解らなかった。 時には ハ ン デル、 ハイド 

ン， メ ン、、 テル ゾ— ンと云 ふが 如き 信仰的 大藝術 {| が 無かった ではない。 然れ ども 彼等の 場合に 於て は 

彼等 は 信仰 を iy きにして 藝術を 後に した。 彼等 は 藝術を 宗敎の 侍女と して 使った。 彼等の 藝 術の 偉大 

なりし 理由 は 其處に 在った。 それ は 義は美 以上であって、 美 は 義に事 ふべき 者で あるから である。 

妥協す る 勿れ 

〇 平和、 平和と in へて 此 世と 妥協 をのみ 維れ 努 むる 所に^ 靈は 降らす、 隨 て幅音 は榮 えない。 我等 は 

殊 に (予鬪 を 好む に あ ら ざれ ども、 多く の 場合に 於て 眞现 を 守る 爲 にハ. ^闘 はおれな い 。 血淚を 流す こ 

となく して 個. < ^も 社會も (敎會 は 勿論の 事」 善く はならない。 否と 言 ふべき 場合に は 凡ての 苦痛 を 忍 

んで 否と 言 はざる ベから す。 時には 友と 離れざる ベから す、 骨肉と 絕 たざる ベから す。 安全 を 第一 と 


して、 平和 をのみ 維れ 求めて、 反って 安全 も 平和 も 得られない。 「此世 或は 此 世に 在る 物 を 愛する 勿 

れ、 人 もし 此世を 愛せば 父 を 愛する の 愛 その 衷に 在るな し」 である。 此 世の 評判と 名 譽と報 貰と を 担 

否す るに あら ざれば、 キリス トの御 父なる 眞の 神と 深交に 入る こと は出來 ない。 今日の 敎 きに 生 八 叩な 

く. 隨 つて 活 ti- なく、 進步 なく、 希^な く， 慕 ふべき 何物 も 無き は、 平和、 平和と 唱 へて、 此 せとの 

安 協 をのみ 維れ 努む るからで あると 思 ふ。 (五月〕 

罪の 赦し 

〇赦 す、 赦す、 赦 す-〕 人が 私に 對 して 犯した 凡ての 罪を赦 す" それ は 私が 彼等の 不義 不信 不正 を 憤ら 

いからで はない、 亦 彼等 を 貴め て 貴め 得ない からでない。 祌 が^に 赦 せと 命じ 給 ふからで ある。 私 

が 弱くして 彼等に 抵抗し 得ない からでない、 神が 私に 赦し 得る 能力 を 賜うた からで ある。 私が 容 H 勿く 

赦 すが 故に 人が 私 を 馬鹿にする を 私 は克く 知って ゐる、 然し 構 はない。 私は赦 して 私の 神の 命 に^う 

たのであって、 それ 丈け で滿 足で ある。 私 は 私の 敵を赦 して 私の 心に 平和が ある、 义 私の 生涯 は 平和 

である。 私の 内 も康く ある * 私の 外 も康く ある。 罪の 赦 しなく して 内外の 平和 はない。 人の 罪 を赦す 

は心靈 健全の 必要 條忭 である。 大抵の 不安 は 罪 を赦す ことに 由て 取 除かる、 ^悶の 大部分 は 赦し得 ざ 

る 心の 狀態 である。 斷 然と 勇氣を 鼓して 人が 己に 對 して 犯した 罪 を 全部 赦 して 何人も 卽」¥ に歡 喜、 滿 

足の 人と 成る ことが 屮 I 來る。 赦 罪の 效果 も亦大 ならす やで ある。 

〇 故す は樂 しく ある、 歡ば しく ある、 美しく ある。 然し 赦す は容 でない。 赦 しの 反對は 憎みで ある。 
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そして 憎み は 心の 疾病で ある。 惡 魔に 由て 憎みの 毒素 を 注射され て此 疾病が 起った ので ある。 そして 

人 は 自己の 努力 を以 つて 此 毒素 を 排泄す る ことが 出来ない。 自己 以上の 者に 病毒 を 除いて 頂かな けれ 

ばなら ない。 卽 ち先づ 自己の 罪 を 祌に赦 して. m かなければ ならない。 而 して 後に 人の 罪 を赦す ことが 

出来る。 そして 祌は キリスト を以 つて 私の 罪を赦 して 下さった。 其 事が 判明って 私 は 人の 罪 を 赦すこ 

とが 出来る やうに 成った。 私に 罪の 赦 しの 奇 積が 行 はれて、 私 は 之 を 人に 行 ひ 得る に 至った" 罪の 赦 

しは簡 iaf の やうであって 簡單 でない。 私が 容县に 人の 罪 を赦し 得る に 至る までに は、 私の 靈 魂の 贖罪 

の 大手 術が 行 はる、 の 必要が あった。 

〇 萬國の 民が 相 lir; の 罪 を赦し 得る に 至る まで は 世界の 平和 は 来らない。 平和 會議は 何！： 度 を 重ぬ る も 

國 ni^ に 罪 を赦す の 心が 起ら すして 戰爭は 止まない。 獨と怫 と は 遣 傳的讓 ： 敵で あ る と 信じ て兩 者の 間に 

戰 爭の絕 ゆる 希ば 1- はない。 神が 無條 件に 我等の 罪を赦 して 下さった やうに、 我等 も 亦無條 件に 相互の 

あらそ ひ  厶 A 厶 AAAAA 厶厶 △ 厶厶厶 C00000 

罪 を赦し 得る まで は 我等の 問に 爭闘は 絶えない。 平和の 幸福 欲し さの 罪の 赦 しでない、 祌に對 する 義 

務實 行の 爲に する それで ある。 そして 此 神聖なる 義務 を實 行して 凡ての 幸 福 は 身の 内外に 臨む ので あ 

る。 然り、 赦す、 赦すは 私が 信者たり 亦 人た るの 最大の 義務で ある。 (五 00 

信者と 廣吿 

〇 信者 は 人に 知られん と 欲しない、 故に 廣告を 避ける。 彼 は 神の 聖業 を爲 すに 方って 廣吿の 必要 を感 

じない。 神が 彼に 代って 廣吿 して 下さる。 多くの場合に 於て 神 は 我等の 敵 をして 我等と 我等の 事業 を 


廣吿 せしめ 給 ふ。 彼等 をして 我等 を 憎み、 我等 を 攻撃せ しめて、 我等 を廣く 世に 知らし め 給 ふ。 故に 

我等より 進んで、 高惯 なる 廣吿 料を拂 ひて、 自己と 自己の 事業と を廣吿 する 必要 は 少しもない。 殊に 

此 世の n ！々 の 罪惡史 たる 新聞紙に 神の 進 業 を廣吿 する は 甚だ 畏れ 多い 事で ある。 米國 人が すが 如く 

に 「廣 告傳 道」 と稱 して、 新聞紙の 廣吿を 利用して 福 昔を擴 めんと する が 如き は 大に愼 むべき である。 

祌は 御自身が 豫め 定め 給 ひし 者 は、 廣吿に 由ら すして 救拯に 導き 給 ふ。 廣吿は 商人の 爲す 事であって 

信者の 爲 すべき 事で ない。 新聞 廣吿は 勿論の こと、 立 礼、 寅 傳 ビラ 等、 凡て 之を傳 道に 用 ひて はなら 

ない。 信者の 廣告は 唯祈禱 である。 (六月) 

虚偽の 世 

〇 如何に 見ても 此せは 善い 樂 しい 所ではない。 縦し 我れ 一人が 思 ふ 存分に 成功し、 互 萬の 富 を 作り、 

最高の 位階 勳草を 授かり たれば とて、 我が 周 圍に許 多の 失敗 者义は 貧者 ある を 見て、 我が 成功 は 少し 

も樂 しくない。 富 も 譽も萬 人と 共に 樂 しむに あら ざれば 樂 しくない。 此 *L は 少数が 樂 しんで 多 數が苦 

しむ 所で あるが 故に、 その 苦界なる こと は 明らかで ある。 此の 明白なる 事 を 知りながら、 此世 以外に 

希び 1- を繁 がすして、 唯此 世の 成功に 焦せ る 人の 多き を 見て、 此 # の 旣に呪 はれた る惡 しきせなる 事が 

刺 明る。  ，  、 ， 

〇 ベ ー ト ー ベン 此せを 呪 ひながら 死に 就く や、 測に 待り し 者 歎じて 曰く 「彼 は 虚偽の 世 を 去りて 眞實 

の 世に 往 けり」 と。 彼れ 大作 曲 家に 取り 此せ は實に 虚偽の せであった。 此は 彼の 大昔 樂を聽 かせる 價 
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侦 の 全然 無き 世であった u 彼 は 世を敎 へんと 欲せし に、 せ は 彼に. E て樂 まんと 欲した" 彼 は 大來の 曲 

を傳 へしに、 世 はた^に 之 を 玩弄んだ。 然り、 虚偽の せで ある。 大作 品、 大發明 を盡く 玩弄し、 惡^ 

しつ、 ある。 飛行機 も ラジオ も、 或は 人 を 殺す 爲に、 或は 靈魂を 滅す爲 に 使 はれつ i あるつ 我等 は此 

世 其 物に 對し 永久の 戰 (サを 《一 吿 せざるを得ない。 

〇 故に 一 百 ふ 「此世 或 ひは此 世に 在る もの を 愛する 勿れ、 ん もし 此世を 愛せば 父 を 愛する の 愛 その 衷に 

るな し」 と (ョ ハネ 第一 書 二， 早 十五 節)。 此 世の 聞え 义は 見え を 愛して 神の に與る こと は 出来な 

い。 此 世の 忠臣 は 神の 國賊 である。 此 せの 人 は 神の 惡人 である。 此 せの 成功者 は 神の 失敗 者で ある- 

使徒 ヤコ ブが 曰へ るが 如し 

等 世 を 友と する は 神に 敵す るなる を 知らざる 乎、 世の 友と ならん 事 を 欲 ふ 者 は 神の 敵な り 

と (雅各 書 sl^fg: 節)。 此 明..：！： なる 神の 敎示を 忘れて * 今の某督！；：^者と稱する者が、 唯單 へに 世の 好 

意に 投 ぜんと 欲し、 其 稱讚を 得て 悅び、 其排斥に遭ふて悲しむはーー-ー！：：^！^同斷とーー：ー：！はざるを得なぃ。 基督 

； 者に 取りて せに 嫌 はる k 以上の 名譽 はない。 世の 政治家、 宗敎. ：|、 政」 时、 敎 きのせ 力 者に 蛇^の 如 

くに ® はれて、 彼は自 から 神の 子で ある こと を 知る ので ある。 

〇 虚偽の 世で ある、 之と 斷 ちて 神の 靈は 降る ので ある" 世 を 友と する 所に キリ ス トの； i 昔の 繁榮を 

nj^ る こと は 出来ない。 せ を 友と する 者 は 神の 敵で ある。 强ぃ言 業で ある、 然し 大 なる 眞理 である。 世 

と斷 絶す るまで は 基督 信者の 榮光は 現 はれない ので ある。 (六月〕 . 


祈禱と 十字架 

〇 唯 祈る 丈け では 人 を も 家 を も 國をも 救 ふ 第 は 出来ない。 我等 は 祈る と共に 十字架 を 食 はなければ な 

ら ない。 血 を 流す ことなくして 救 ひ ある ことなし。 唯 心 丈け では 足りない、 血が 要る、 血の 淚が耍 る 0 

自他の 幸福 は 之 を 顧みす して、 唯 神の 義の行 はれん こと を 欲して、 身 を 十字架に 釘け て 救は來 るので 

ある。 實に 辛ら い 事で ある。 然し 神の 聖 意であって 天然の 法則で ある。 之 を 除いて 他に 人 を 救 ふの 途 

はない。 

〇 祈禱、 說敎、 宣傳、 廣吿 …… 人 は 言葉 を 以て 救 ふ 事が 出來 ると 云 ふの が 基督 敎會の 普通の 道で ある。 

然し 乍ら キリストで すら 其 御言 紫 丈け で 人 を 救 ひ 得なかった。 彼 は 其 御言 葉に 印す るに 十字架 上の 鮮 

血 を 以てし 給うた。 沉 して 我等に 於て を や。 痛い、 辛ら い、 苦しい、 然し 是れが 救 ひの 力で ある。 我 

等 は 唯 祈禱と 言葉の 散布に 由て 人が 救 ひ 得らる &と思 ふて はならない。 血 を 流して 苦しまなければ な 

ら ない。 (七月) 

正義と 人 

〇 正義 は 正義で ある。 人 を 善くす る爲の 正義に 非す、 正義の 爲の 正義で ある。 正義 は 宇宙の 道で ある。 

人が 之に 服從 すれば 善くなる、 反對 すれば 惡 しくなる。 正義が 人 を 活かす 場合が ある. 人 を 殺す 場合 
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が ある。 正義 は必 しも 人 を 助けない。 正義が 人 を滅す 場合が 澤山 にある。 故に 人 を 善く 爲 さない、 助 

けない とて 正義 を責 むる 事 は 屮ぃ 来ない。 正義 は 人に 遠慮し ない。 正義 は嚴 格に 其れ 自身 を 守る" 人 本 

位の 正義 は 正義に 非す、 正義 本位の 正義で ある。 神す らも 義に 由て 人 を 惠み給 ふ。 正義 を 離れて 何事 

も 爲し給 はない。 然り 神と 雖も 正義 を 離れて 何事 を も 爲す能 はす、 ？ 仇して 人に 於て を や。 「そ は 我等 

眞理に 逆ら ひて 能力な し、 眞理に 順 ひて 能力 あれば 也」 とパゥ 口が 曰うた 通りで ある (コ リント 後書 

十三の 八)。 此 場合に 於て 「眞 理」 は 「正義」 と 讀んで 間違な し。 我等 は 眞理に 順 ひて 行 ふより 他に 

途 がない。 

〇 そして 近代 人 は 此點に 於て 全然 違って 居る。 彼等 は 正義 を も 亦 人の 爲に利 W せんとす る" 彼等 は 

人 を 幸福に 爲す 者が 正義であって、 人 を 助けす 福 ひせざる 者 は 正義で ない と 思 ふ" 彼等 は 唯 人の 爲の 

み を 思 ふて、 神の 爲义 正義の 爲を思 はない。 そして 斯 くも 「人情 的」 なる 近代 人が 其 正義 を 以て 人 を 

善くな し 得る 乎と 問 ふに 決して 然ら すで ある。 彼等 は 唯 「正義の 殘酷 性」 を責 むる のみであって、 少 

しも 正義 を 行 ひ 得す、 勿論 人 を 善くな す 事が 出来ない。 資に然 り 彼等に 正義なる 者 はない ので ある。 

彼等の 所謂 正義 は 溢 人が 其 愛人の 爲に 注ぐ 弱い 淚 たるに 過ぎない。 忽ちに して 碎け、 忽ちに して 泡 ゆ 

る 名のみ の 正義で ある。 町人の 正義で ある、 武士の 正義で ない。 正義 は 性的で ある、 女性的で ない。 

人 を 犠牲に 供しても 其れ 自身 を完 うせんと する 正義が 有る に 非れば、 人 を 救 ふ 事 は出來 ない。 .：M を も 

國をも 建つ る ことが 出来ない。 

〇 德川家 光の 乳母 春 日の 局 は 基督 信者ではなかった が 能く 正義の 何たる 乎 を 解す る 女であった" 彼女 

は 死に 臨んで 將 軍に 乞 ふて 曰うた、 「殿下よ、 私の 一 子に して 罪の 爲に 八丈島に 流されて ゐる 者を赦 


す 勿れ、 若し 彼 を 赦し給 は 天下 は 治まりません」 と。 誠に 日本 婦人ら しき 言で ある。 天下の 公法 は 

我が 子の 生命よりも 重し と 云 ふので ある。 正義に 戾 りて 國 家の 幸福な しと 云 ふ。 此 はん：'！ II の 英米 流の 

基餐 信者の 到底 解し 得ない 正義の 觀念 である。 そして 春 E 局の 心 は 預言者 等の 心であった。 彼等 は 神 

の 正義が 立たん が爲に は、 彼等の 愛する 國の 滅亡 を 預言して 憚らなかった。 偉なる 哉。 r 七お」 

祌學の 解 

〇 神學が ある、 祌學が ある。 パ ンを 獲る 爲の 神學が ある。 宗敎を 弄ぶ 爲の 神學が ある。 哲學の 一種な 

る 神學が ある。 此は 孰れ も 我等に w なき 學問 である。 夫れ が 故に 我等 は 時々 思 ふ、 神 學は無 S の學問 

であると。 

〇 然れ ども 眞 の祌學 はそんな も の でない。 祌學は 敎會に 入 る 爲の學 問で ない 、 叉 思索的に 神 を 探らん 

とする 研究で ない。 斯 かる 神學は 無いで はない。 キリ スト 以前に ギリ シャの 哲學者 は 神學を 攻究した。 

然れ ども 基督 敎の 神學は 全然 それと 異なる。 此は 神が 選民 を以 て 御自身 を 人類に 顯 はし 給 ひし 其事實 

と 人に 伴 ふ敎訓 とを究 むる 爲の學 ra: である。 言葉 を替 へて 云へば、 神の 備え 給 ひし 人類 救扬の 道に 關 

はる 學問 である。 故に 最上の 學問 である。 最も 歷 はしき 學問 である。 天文 學に 昔樂を 加へ たるが 如き 

舉問 である。 故に 最大の 天ォ を賦與 せられた る 者に あら ざれば 其 研究者た る 能 は ざ る 學問 である。 

(八月) 
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基督 信者の 金錢 問題 

〇 金錢 問題 は 小 問題で ある、 亦大 問題で ある。 我が身の 幸福に 關 はる 問題と 見れば いと 小さき 問題で 

ある。 此 は；^ 仰の 一 言を以 つて 解決し 得る 問題で ある。  . 

汝等 金錢を 愛する ことなく、 有る もの を以 つて 足れり とせよ、 そ は 主み づ から 「我れ 汝を 去らす 

更に 汝を棄 じ」 と m ひ 給 ひたれば 也 (y 布 伯來書 十三 章 五節 )o 

神 御自身が 我等に すべ て 無くて ならぬ 物 を 供へ 給 ふ。 故に 我等 は 生活の 事に 關 する 凡ての 憂慮 を 去り 

て、 彼が 我等に 命じ 給ふ聖 業に 安心して 從 事すべき である。 

〇 然れ ども 金錢 問題に 他の 方面が ある。 義務 責任の 問題と しての 方面が ある。 r 汝等何 を も 人に ft ふ 

勿れ」 と ある (a マ 書 十三 章 八 節)。 そして 食债は 大抵の 場合に 於て 金錢 の負债 である。 巿民 として、 

家長と して、 侗人 として 金錢 上の 責任 を擔 はざる ベから す。 其のた めに 金錢は 必要で ある。 金 錢は叉 

人 を惠み 助く る爲に 必要で ある。 自他の 向上 を 計る 爲に 必要で ある。 獨立を 維持して 自由 を樂 しむ 爲 

に 必要で ある。 如此 くに 見て 金錢は 決して 賤 しむ べき もので ない。 

〇 力 ー ラ ィルが f て 一一 一一 II うた 事が ある、 「我等が 金錢を 必要と する は 俗人に 辱 か しめられ ざらん が爲な 

り」 と。 赏に其 通りで ある。 俗人が 喜ぶ 事に して 義人 を 辱 かしむ るが 如き 事 はない。 そして 義人が 金 

錢 上の 義務 を 菜た す 能 はすして 苦しむ 時に、 俗人 は 彼 を 辱 かしめ て、 其 最大の 快樂を 貪る ので ある。 

俗人と 爭 ふに 方て 最良の 武器 は金錢 である。 狂犬 は 肉片 を 以て 容易く 之 を 御し 得る が 如くに、 俗人 は 


金錢を 以て 容易に 之 を 征服す る ことが 出来る。 俗人の 欲する もの は金錢 である。 之に 食 はすに 金錢を 

以てすれば、 彼の 憤怒 は靜 まり、 彼の 欲 は 完全に 充 たさる、 ので ある。 

〇 此效カ を 有する 金錢、 俗人 を 制御し 得る 金錢、 義人に 自由 を 供し 得る 金錢、 福 昔の 傳播 を贊け 得る 

佘錢、 我等 は 之 を 尊重せ すして 可な らん や。 勤 勞と節 儉とは 之が 爲に 必要で ある。 殊に 義人に 取りて 

は 余 錢を 獲る の 機 會は夥 くして 之を與 ふるの 機會は 多い。 故に 彼 は 人 一 倍に 金錢の 空費 を 慎まな けれ 

ばなら な い 。 吝嗇家な りと の 世評 を 恐れ て 必要な きに 浪費し て はならない。 祌 の 賜 ひし 金錢で あ る 、 

故に 祌の爲 に 使用すべき 財貨で ある。 貴重で ある。 祌聖 である。 修 時か臺 前に 出て 使用 報吿を 要求せ 

らる \ 金錢 である。 

〇 國の 亡る も 人の 滅るも 滅亡 は 常に 金錢 問題と して 現 はる。 「謙遜と H ホバ を 畏る. - 事との 報 は i 田と 

尊貴と 生命と なり」 と は 動かすべからざる 全般的 眞理 である。 (八 U0 

基督 信者と 日本人 

〇 今や 珍ら しき 者 は 基督 信者で ない、 日本人で ある。 基督 信者 はいくら でも ある、 無い 者. b? 日本人で 

ある。 正直なる、 忠實 なる、 義理 を 重 じ、 道 を 行って 誤らざる 曰 本 特有の 女で ある C そして 是 あり 

て眞の 基督 信者が 有る ので ある。 眞の 日本人な くして 日本に. 於て 眞の 基督 信者がない。 ナタナ H ルは 

「眞の イスラ H ル人 にして 其 心に 詭譎 なき 者」 であった。 。ハウ 口 は 「へ ブル 人中のへ ブル 人」 であつ 

た。 故に 眞の 基督 信者で あり 得た。 生 粹の獨 逸人た るル ー テルが 獨 逸が 產 せし 最大 最善の 基督 信者で 
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あった。 其國を 愛し、 其國の 特性 を帶 びざる 者に して 善き 基督 信者と 成った 例 はない。 非 日本的の 日 

木 人 に し て 善 き 眞 の 基督 信者 であり 得 やう 害がない。 日本人た るの 道 を 知らざる 日本人が いかで キリ 

ストの 眞の 弟子で あり 得 やう U  S 本人た る を 嫌 ひ、 米國人 や， 英國 人に 眞 似ん と 欲する 日本人 は 日本 國 

の 反逆者であって キリストの 敵で ある。 (九") 

人の 大小  • 

〇 人間と して 見た る 人 問 ほど 適ない 者 はない。 彼 は 利 慾の 動物で ある。 野心の 惡魔 である。 彼の 爲す 

-は 凡て 自己の 爲 である。 彼 は 憎むべき、 呪 ふべき、 滅亡に 定められ たる 者で あるつ 

〇 そして 人の 敵の a たる 人 は 凡 て 如靳き 者で ある。 羅馬 天主 敎會 の 見た る ル ー テル は 如斯き 者で あ る。 

彼に M の 善き 所はなかった。 彼 は 野心と 憎 惡に驅 られて 彼の 所 1;^ 宗教改革 を 行 うた。 彼 は に 嫌 ふ ベ 

き 者- 斥くべき 者、 地獄の 子と して 呪 ふべき 者で ある。 英國聖 公會の 見た るコ ロム ゥ H ル、 其 他敎會 

の 見た る 無敎會 信者 も 亦 同じで ある。 

〇 然し 乍ら 人 は 人と して 價値ぁ るので はない。 祌の 器と し て 貴 いので ある。 人 は實は 自分 の 爲 さんと 

欲する 事 を爲し 得る 者で ない。 欲せざる 事を爲 すべく 餘儀 なくせら る k 者で ある。 世に 改革 を 計 霰し 

て 之を實 行した 人と て は 一 人 もない。 改革 は 彼に 押しつけられた のであって、 彼 はおむ を 得す 其 任に 

當 つたので ある。 自ら 進んで 成った！ K 一一 一一 C 者な く、 また 自 から 擇んで 成った の 俾道師 はない。 な 或 

る 他の 勢力に 强 ひられて 成った 者で ある。 」 孰れ も 神の 器で ある。 自分の 計畫せ ざり し 事、 自分の 能力 


以上の 事を爲 した 者で ある。 此 一華 を 知らす して 歷史を 正當に 解す る 事 は 出来ない。 

〇 故に 人の 事業 を 見た 丈け で 其 人の 大小 は 判らない。 大 事業家 必 しも 大人物で ない。 多くの場合に 於 

て 小人 物が 大事 業を爲 した。 思 ひ 掛けない 人が 思 ひ 掛けない 事を爲 す。 此事を 知らないで 人の 人物 を 

批評す るが 故に 多くの 誤解に 陷ゐ るので ある。 神が 彼 を 以て 大事 業を爲 したので ある。 讚むべき は祌 

O000C0000O00OO0OOO0000O00O00  0  0  0  0  0  0  0 

であって 彼で ない。 そして 人に 於て 讚むべき は 彼が 喜んで 自己 を 神の 器と して 獻げ、 共 命に 服役した 

事で ある。 器の 後 劣 大小の 問題で ない、 其服從 拒否の それで ある。 ル ー テル もコ ロム ゥ H ルも 其服從 

に 於て^ 大 であった。 そして 我等 も 亦 自己 を 神の 器と し て 差 出し て 小に して 大事 を爲し 5£ るので ある ( 

(九 W0 

集 會の益 

〇 ィ H スは曰 ひ 給うた、 「二人 三人 我が 名に 因て 集れる 鹿に、 我 も 亦 其 中に 在るな り」 と (lit 太傳十 

八章卄 節し。 是はィ H スは 大集會 よりも 小 集會を 好み 給 ふと 云 ふ 事で はない、 單獨 よりも 色 衆 を 愛し 

給 ふと 云ふ審 である。 獨り 祈りて 聽 かれざる に 非す と雖 も、 衆人 心 を 合 はせ て 祈る 時に 祌は 殊更に 其 

ね が ひ うけ：，  めで  つか-、 

新 求 を 受納れ 給 ふ。 是れ聲 の 多き が 故に 非す、 一 致 圑結を 愛た まふが 故で ある。 神に W ふるに 愛を以 

てす る 必要 が ある。 祌に 對 する 愛 を 以ての みな らす 相互 に對 する 愛 を 以てする 必要が ある。 兄弟 相愛 

する の 愛 は、 んが祌 に獻げ 得る 最大 最善の 供物で ある。 二人 三人 相 和らぎて 祈る 時に、 ィ H スは 和氣 

露々 たる を 喜びて 其 巾に 在し 給 ふ。 そして 和らぐ 者が 多ければ 多き 程、 其 菜 會の座 を 喜び 給 ふ。 そし 
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て 論より 證據 である。 大衆 心 を 合 はせ 愛に 燃えて 神に 近づき まつる 時に、 我等 は獨り 在りて 到底 接す 

る 能 はざる 恩 惠に與 るを覺 ゆるので ある。 (十月) 

宗敎の 本 領 

〇 宗敎の 本領 は 人生の 苦痛 を 慰む るに 在る。 最大の 苦痛た る 死 を 慰む るに 在る。 若し 宗敎 にして 苦痛 

を 慰む る 能 はす、 死に 勝つ 能 は ざらん 乎、 宗敎は 無き に 若 かす、 傳道は 之を廢 する に 若 かす。 科學は 

生活 を 改善す る 事が 屮： 来る。 藝術は 苦痛 を輕滅 する 事が 出来る。 哲學に 苦痛 を 忘る k の 力が ある。 然 

れ ども 三者 孰れ も 死に 勝つ の 能 はない。 死の 前に 立ちて 哲學は 疑 ひ、 科 學は默 し、 藝術は 唯 泣く のみ 

ひと ほん^- フ 

である。 惟り 眞 正の 宗敎 のみ 之 を 慰めて 曰 ふ、 「泣く 勿れ、 信ぜよ、 死の 後に 眞の 生命 あり、 祌は其 

子 を 以て その 生命 を備へ 給へ り」 と。 宗敎に 依らす して 死が 完全に 慰められし 例な し。 而 して 又、 宗 

敎に 依て 死に 勝ちて 天に 凱旋せ し 例 甚だ 多し。 

ほろぼ  いのち くち  あきらか 

〇 「キリスト 死 を滅し * 福 昔 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 明 著に せり」 と ある (テ モテ 後書 一章 十 節〕。 

ほろぼ 

彼 は 復活して 死 を廢し 給うた ので ある。 そして その 復活 生命 を 彼 を 信す る 者に 賜 ひて 彼等 をして 彼と 

偕に 生く るの 途 を^き 給うた。 「我れ 生 くれば 汝等も 生くべし」 と 彼 は その 弟子 等に 告げ 給うた (ョ 

きょ .17 

ハ ネ傳 十四 章 十九 節 )o 彼と 偕に 生く と は單に 彼の 如き 聖き義 しき 生涯に 入るべし と 云 ふこと ではな 

い。 彼が 共の 死せ る 肉體を 以て 輕り給 ひしが 如くに、 我等 も 亦 甦るべし と 云 ふこと である。 そして 

「凡そ 神に 由る 此希望 を 懷く者 は 其の 潔き が 如く 自己 を 潔くす」 とあって、 復活の 希 を 確實に 懐く 


ことが 出来て 信者ら しき 潔き 生涯 を途り 得る に 至る ので ある (ヨハネ 一 書 三 章 三 節 )o 復活の 希 §1- の 

如き、 有る も 可な り、 無き も 亦 可な り、 唯 潔き 義 しき 生涯 を 送り 得れば 足る と 言 ふ 者の 如き は、 未だ 

復 活の 能力 を實驗 した のな き 者で ある。 

い.？  *.* て i ろ .丄 

〇 キリスト は 死に 勝ち 給うた。 死 を 無き ものと 爲し 給うた。 「最後に 滅 さる.^ 敵 は 死なり」。 そして 

敵 は旣に 致命傷 を 負 ひて 絕滅の 期 を 待ちつ X ある。 我等 は キリストと 偕に 死して、 彼と 偕に 彼の 如く 

に 趣らん としつ、 ある。 此希^1111を傳ふる者が福音でぁる、 眞 の宗敎 である。 (十月) 

老年の 祝福 

〇 老 は老毫 ではない 老熟で ある。 爾 あらねば ならぬ。 永く 神に 導かれし 實驗 である。 信者 は 之 を以っ 

て 神に 事へ 人に 仕へ ねばならぬ。 之に 優 さるの 幸福 はない。 故に 老は 成るべく 長 からん こと を 欲す。 

老年の 一 年は壯 年の 十 年、 靑 年の 二十 年に 當る。 生命 長ければ 恥 多し と は 不信者の 曰 ふ 事であって 信 

者の 曰 ふべき 事で ない。 「汝の 能力 は汝の 齢に 循 はん」 と H ホバ はモ ー セを以 つて 言 ひ 給うた (中 命 

記 三十 三 章 二十 五節)。 能力の 不足 を 歎す るに 及ばす、 祌は キリスト を 以て 需 むる 者に 之 を 下し 給 ふ。 

「モ ー セは その 死た る 時 百 二十歳な りしが 其眼朦 ます その 氣カ は衰へ ざり き」 と ある (同 三十 四 章 七 

節)。 重責 任 を 負 ひて 其 一生涯 を 送りし モ ー セに 於て すら 然 りであった、 況んゃ 我等 凡 信徒に 於て を 

や 0  , 

〇 然り 永久に 若 やぐ 途は恆 に 神に 役 はる \ に 在る。 自己の 爲に 働く 時に 人 は 早く 老衰す る。 igl に 神と 
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に 働き、 其聖 3:; を爲 さんと 努めて 靑 年の 若さ を 維持す る 事が 出來 る。 リビ ング スト ンが 曰うた こと 

が ある、 「恆 に祌の 爲に大 を 懐き、 大事 を計晝 せよ」 と。 まことに 然り である。 15!: 々たる 自己の 名 

譽ゃ 利益の 爲に 働いて 人 は 老衰せ ざらん と 欲する も 能 はすで ある。 (十 一 月) 

孟 子 を讀む 

〇 近頃に 至り、 嘗て は 少年 時代に 暗 翻して ゐた 孟子 を 取 出し、 毎日 少し づ k 之を讀 みて 大に 感じ 又 益 

せらる k 所が ある。 一 一千 二百 年 前の 東洋に 斯んな 高い 敎 があった 乎と 思へば 實に 不思議に 堪 へない。 

卷頭第 一に 曰 ふ 「王 何ぞ必 しも 利 を 曰 はん、 亦 仁義 ある 而已 矣」 と。 此 場合 「亦」 と 言 はすして 「唯」 

と 言 ふて 貰 ひたかった が、 然し 利よりも 仁義 を 貴んだ 所 はたし かに 偉大で ある。 更に 進んで riv めく も 

義を 後に して 利 を 先にす る こと を爲 ば、 奪 はすん ば饕 かす」 と 言 ふが 如き は 事實其 儘で ある。 觅にま 

た、 仁 道 を 施して r 然 かして 王たら ざる 者 は 未だ 之れ あらざる なり」 と 曰へ るが 如き.. 「先 づ天國 と 

其 義 と を 求めよ、 然 らば 是 等の もの 皆な 汝 等に 加 へらるべし」 との キリストの 言に 及ばす と 雖も遠 

からざる を 見る。 殊に 自分の 一 生 を 通う し、 忠 難に 際して 幾た びか 自分 を 慰めて 吳れた 言 は、 吿子章 

句 下に ある 左の 首で ある。  _ 

天將に 大任 を是 人に 降さん とする や、 必す先 づ其心 志 を 苦しめ、 其 筋骨 を勞 し、 其 體膚を 1 し、 

其 を 〈41 乏 にし、 行 ひ爲す 所に 拂亂 し、 心 を 動かし 性 を 忍びて、 其 能 はざる 所 を 曾 益す る以 所な 


自分の 生み の 父が 幾た びか 孟子の 此言を 引 い て 自分 を 慰め て „4< れた。 今 之 を讀ん で 父の 一一-一 n を 聞く が 如 

くに 感 する。 昔の 支那 や R 本に 贵き敎 のあった を 感謝す る。 (： 十 一 力) 

活ける キリスト 二) 

〇 キリスト は活 きて ゐ給 ふ、 活 きて 萬 物 を 宰り給 ふ。 彼は窮 りなく 神の 右に 坐し、 その 敵 を足臺 とな 

さん 時 を 待ち 給 ふ (X 布 伯 來書十 章 十二、 十三 節 )o 「主なる 祌曰ひ 給 ふ、 我 は アル。 ハ也 オメガ 也、 始 

なり 終な り、 今 あり 昔 あり 後 ある 全能の 者な り」 と ある 其 主たり 神た る 者が 我等の 主 イエ ス キリスト 

である (默 示錄 一章 八 節)。 

〇 死んだ 人が どうして 生きて 居られる 乎と 人 は 問 ふで あらう。 叉 人で ありし 者が いかで 祌 であり 得る 

乎と。 之 を理學 的に 說 明す るは闲 難で ある、 然れ ども 事實 なる を 如何せん。 キリスト は 世界 を 宰り給 

ふ、 彼 は徐々 として 彼の 敵 を足熹 となし 給 ひつ- - ある。 彼に 從ふ者 は 興り、 彼に 逆 ふ 者 は 亡びつ、 あ 

る。 彼の 聖名を 漬す事 は 決して 小事で ない。 「活ける 祌の 手に 陷 いる は 長るべき 事な り」 と あるが 如 

くに、 活ける キリスト をない がしろ にす る 事 は 最も 謹むべき 事で ある。 「子に 口つ けせよ、 恐く は 彼 

れ怒を 放ち、 汝等途 に 亡びん- その 忿恚は 速に 燃 ゆべ ければ 也。 凡て 彼に 依 賴む者 は 福 ひなり」 と あ 

る は、 決して 駄言 でない (詩篇 ニ篇 十二 節)。 

〇 之 を 我國の 史に 於て る も歷然 たる ものが ある。 今より 五十 年 前に 、基督教の 禁制 は法镇 として 

は 撒 魔 さ れ しと 雖も (撒 魔 其 物が 基督 敎 の 大勝 利 で あった)、 基督教 は a 本に 於て 禁制 同様 の 狀熊 に 
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於て 在った。 國民 全體が 基督 敎を 嫌うた。 殊に 有司の 職に 在る 者が 之 を 嫌うた。 神道 it 敎が 崇められ 

し 時に 基督 敎は賤 しめられた。 家に 「耶蘇」 の入來 りし は 其 家の 大 不幸な りと 思 はれた。 基督 信者た 

る 事 は 日蔭の 身た る ^であった。 叉 基督 敎を 人に 俾 ふる は 容易の 寧でなかった。 又 極めて 少數 のみが 

之 を 求めた。 基督 敎に對 して 五十 年 前の 日本 國は 今日の 幅 井 縣叉は 廣島縣 が 取る 態度 を 取った。 「ャ 

ソ」 の 一 首 を 以て 人 は 之を頓 みす、 彼等 は 猫 犬を极 ふが 如くに ィ H ス の 名を极 うた。 

〇 然るに 今日は 如何？ 基督 敎は 今や 日本に 於て 旣に 一 大勢 力で ある。 其 敎會は 俗化し、 其 信者 は 三十 

萬に 充 すと 雖も、 キリストの 聖名は 識者に 尊敬せられ、 有司 また 之 を 如何と もす る 事が 出来ない。 今 

や 外 國宜敎 師の勸 誘 を 待す して 許 多の 日本人 は自 から 進んで ィ H ス の 弟子と 成りつ k ある。 未来の 日 

本人 は 十字架の 御 旗の 下に 働かん としつ . ^ある。 此はィ H スが 生きて ゐる 確かなる 證據の 一で ある。 

時勢が 然 らしめ たと 云 ふ 乎。 然り、 誰が 此 時勢 を 作った ので ある 乎。 日本 國の 輿論に 逆行して 時勢 は 

ィ ェ スの聖 名.^ して 3 おめら れ しめた。 彼が 生きて 在し 給 ふが 故で ない 乎。 (十  一 S 

活ける キリスト (二)  、 

〇 今より 千 六 百 六十 年 程 前に、 束 羅馬帝 國にジ ユリアンと 稱 する-：: HI 帝が あった。 彼 は 有名なる コンス 

クン チン 大帝の 後 を 承け て 帝位に 卽 いたが、 信仰の 事に 就て は 大帝の 反對 に屮： で、 基督 敎を棄 て 奮き 

羅 馬の 宗 敎に歸 つた。 故に 後世の 歷 史家 は 彼 を 「背教者の ジ ユリアン」 と稱ん だ。 彼 は 英邁の 资を有 

する 統治者で ありし が 故に、 基督 敎を 帝國 内より 根絶 せんと 計った。 そして 其 計 畫が略 ぼ 成功して 彼 


が 甚だ 得意 然 たりし 時に、 彼 は 東の 方、 ペルシャ 帝國を 征服 せんとして 遠征の 途に 上りし に、 敵の 一 

兵卒の 投 ぜし投 槍に 當 りて 馬より 落ちた。 そして 將 さに 瞑目 せんとす る や、 聲を 放て 言うた との こと 

である、 曰く 「ガリ ラャ 人よ、 汝は 終に 我に 勝てり」 と。 彼 は 凡ての 敵に 勝つ を 得たり しも、 ガ リラ 

ャ 人の ィ H スに 勝ち得なかった。 ィ H スに對 して は 皇帝 ジ ユリアン も 敗北 を 自認して 死んだ。 

〇 そして 惟り ジ ュ リア ンに 止まらない、 今日まで ガ リラ ャ人ィ H ス に反對 して 勝った 者 は 一 人 もない。 

敎會 に反對 し、 法王、 監督、 共 他、 人の 作りし 敎 職に 反 對 して 勝った 者 は 幾人 も あるが、 神の 獨子ィ 

H ス キリストに 反對 して 勝った 者 は 一 人 もない。 政ュ m 家然 り、 學者然 り、 社會 運動家 然り である。 -ー 

イチ H の やうな 大哲學 者と 雖も、 ィヱ スを 篤り 嘲け つて、 自身 は 最も 憐 むべき 最期 を 遂げた。 超人 一一 

イチ H も 到底 祌の 子ィ H ス に は 敵はなかった。 

〇 我國に 於ても 今日まで 多くの 背敎 者、 多くの ィ H スの 嘲弄 者が 起った。 明治の 初年に 河津祐 之と 云 

ふ當 時の 近代 人が 在って 頻りに ィ H スと 耶蘇 敎を 攻擊 し， 廣く我 画人の 注意 を惹 いた。 然るに 河津祐 

之の 名 は 1^ く旣に 忘れられて、 ィ H スの聲 名 は 朝日の 如くに 隆々 と 昇りつ、 ある。 河津祐 之の 後に 東 

京帝國 大學總 長文 學 博士 加 藤弘 之が 起った。 彼は當 代の 日本に 於け る 最大 最高の 知識 的權 威であった 0 

此大學 者が 『我が 國體と 基督 敎』 と 題す る 著書 を以 つて イエス を 罵りつ くした ので ある。 攻擎 に會ふ 

て 基督 敎は 我國に 在りて は 一 日も^ 在し 得ない やうに 見えた。 然るに 事實は 如何？ 加藤弘 之の 名 も 亦 

忘れられん として、 其 著書の 如き、 求む るに 最も 困難なる に對 し、 日本人に して 今や ィ H ス キリスト 

の 名 を 知らざる 者 は 殆んど 無く、 聖書 は 日本人の 國 民的讀 物と なりつ i ある。 其 他、 ィヱス を 篤り し 

人と して は 中 江 兆民、 其 弟子 幸德 秋水、 近く は文學 博士 井上哲次郎 氏の 如きが あった。 彼等 は 孰れ も 
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A づ 

自 から 亡びて、 ィ H スは國 民の 敎主 となりつ 、ある。 (十二月) 

歳暮の 感謝 

〇 歳は將 さに 暮れん とする。 『^書 之 研究』 の 第二 十六 年で あり、 我が 生 冊の 第 六十 六华 であり、 信 

仰 生活の 第 四 十九 年で ある。 何れも 苦難に 始まりし が、 歡 喜と 感謝と 希望に 終りつ ト ある。 ィ H スと 

苦難 を 共に せし が 故に、 彼と 榮光を 共に しつ. - ある。 彼れ 生き 給へば 我 も 生き、 彼れ 勝ち 給へば 我 も 

亦 勝ちつ-' ある。 此んな 有難い 事 はない。 せに は 榮光を 以て 其 生涯 を 始め 恥辱 を 以て 之 を 終りつ \ あ 

る 者 多き に對 し、 我 は 其 反對の 生涯 を 送りつ k ある。 何たる 幸福 ぞ。 そして Tlie  best  is  not  yet  (最 

善 は 未だし) である。 最善 最美 は此 後に 來る。 生. の 終り は 新ら しき 生涯の 始めであって、 人が 夜の 

なけ  あ. 

到來を 歎きつ 、ある 時に、 我 は 神の 恩 に^り 曉を 待ちつ 、あるので ある。 

〇 主ィ H スは曰 ひ 給うた、 「汝等 世に 在りて は 苦難 を 受けん、 然 れど懼 る、 勿れ、 我れ 旣に 世に 勝て 

り」 と (ョ ハネ傅 十六 章 三十 三 節)。 ィ H スは 最後の 勝利者で ある。 彼と 蓮 命 を 共に して 最後の 勝利 

は 何よりも 確實 である。 見よ 彼の 敵 は 亡びつ、 ある、 そして 彼の 敵 は 我が 敵で ある。 我れ 手 を 下さ 

るに 我が 敵 は 亡びつ 、ある。 神 は 自然の 成 行を以 つて ィ ヱ スと 運命 を 共に する 者を義 とし 給 ひつ 、あ 

る。 ハレルヤ、 主 を 讚美せ よ。 天然 も歷. も、 人世 日 々のお 來事も 彼の 逢 名 を 揚げつ、 ある。 感謝， 

感謝。 C 十二月， } 
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善 者 は 唯一 

〇1 が 偉ら い i が 偉ら いと 云 ひて 少しも 恐る. -に 足りない。 いくら 偉ら いと 云 ひて 人 は 人た るに 過ぎ 

な,。 生れて 百年 足らす して 死んで 土に 化する 者で ある。 斯 かる 者が 偉ら い 害がない。 故に 云 ふ 「汝 

等 鼻より おの 屮 Z 人す る 人に 倚る こと を. i^. めよ、 斯 かる 者 は 何ぞ數 ふるに 足らん」 と (ィザ ャ書ニ 章 二 

トニ 節 )o 我等 は 我等の 一生の 間に 「偉人」 ビス マ ー クの 事業の 微塵に 毀れ る を 見た ではない 乎 

「韋 人」 伊藤博文 公の 事業に して 今 口 見る に 足るべき もの は M 處に 在る 乎。 「浪花の 事 は 夢の 世の 巾」 

と は韋人 秀吉の 最後の 感想であった。 昨日の 富豪 は 今日の 貧者で ある。 K 萬の 富 を 積んで、 手に 3： 物 

を も 持た すして 裸う にて 地下に 下る。 そんな 者が 何んで 偉ら い 乎。 

〇 人 がさう である、 國も亦 さう である。 米 國が强 いとて 少しも 恐る、 に 足りない。 前に はバビ 口 ンカ 

あった、 H ジプト があった、 B1 マが あった、 スペイン があった、 何れも 一時 は 今日の 米阈の 如き^ 

い 富んだ る國 であった。 それが 告んな 驕奢と 高慢との 爲に 亡びて 了った。 今 口の 米 國も亦 同じ 现 由の 

故に、 同じ やうに 亡びて 了 ふ 兆候が 充分に 見える。 我等 は 我等の 生涯の 內に 露西亜 帝國、 獨逸 帝國、 
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填 太 利 帝 國の三 大帝 國が 一 時に 亡び 去る の を 目撃した。 更に 亦英 帝國、 米 共和 國の 亡ぶ る を 目撃し 得 

ない とも^らない。 彼等 は大 なりと 稱 する も 素 々神よりも 自己に 賴み、 靈 よりも 肉に 倚る 國 である。 

斯 かる 國が 長く 存續せ ざるべし と は 聖書が 明かに 示す 所で ある。 我等が 基督 信者で ある 以上、 北米 合 

衆國の 如き 肉的 文明 國が 神の 恩惠の 下に 長く 榮ぇ やうと は 如何しても 信す る 事 は 出来ない。 米國 如何 

に强大 なりと 雖も 神に は 及ばない (勿論)。 それ故に 神 を 信す る 我等 は 少しも 米國 又は 米 國人を 恐れ 

ない。 

〇 恐るべき 者 は 唯一 人、 天地の 造 主に まします 父なる 祌、 そして 彼 を 地上に 代表す る主ィ H ス キリス 

卜、 其 他の 者 はすべ て氣息 である、 塵埃で ある。 彼等の 政策 も 經綸も 事業 も 皆ん な 小兒の i たづら で 

ある。 斯 かる 者 を 恐れ、 崇め、 讚た ゆる 必要 は 少しもない。 故に 我等 若し 偉ら からん と 欲すれば ィ H 

スの 如くに 偉ら からざる にある。 人 を 役 はす 人に 役 はれ、 人に 代りて 生命 を與 ふるに ある (馬 太廿章 

八 節)。 卽ち 今の 社 會ゃ敎 會には 存在 を さへ 認 め ら れ すし て 死す るも滿 足し 得る 生涯 を 送る に 在る。 

赏 につまらない 人の 世で ある。 つまる 者 は、 眞の價 値 ある 者 は 惟神の 國 である。 其 正義の みは 求む る 

の價 値が ある 。其 他 は 如何で も 可い。 (一月) 

國家的 重大問題 

歐米 基督 敎會の 外國傳 道なる 者 は 凡て 失政に 終った。 彼等 はマダ ガス カルに 傳 道して 傳道上 成功 を 

擧 げしと 雖も、 國共物 は 獨立を 失 ひ、 佛國 の屬國 となり、 其國 性を發 揮し 得すして ゐる。 米 國人は 


布 哇に傳 道して 之 を 基督 敎 化せし と 同時に 之 を 己が 屬國 となし、 今や 布哇に 於け る 大地 主の 多 數は彼 

地 に 傅 道せ し { 且敎師 の 子孫で あると 云 ふ。 阿弗利加 傅 道 は 凡 て 失敗に 終った と は 是れ亦 公平な る 觀察. 

家の 承認す る 所で ある („- ビ ン ソン 氏 著 『基督 敎傳 道史』 阿弗利加の 部の 結論 を 見よ)。 其 他 歐米基 

督敎會 が 派遣せ る 傳道を 受けて、 獨立を 維持し、 新たなる 基督 敎國 として 人類の 進歩に 貢獻 しつ k あ 

る國 は： E 處に 在る 乎。 勿論 今 口の 宣敎師 が異敎 W を 奪 ふ 爲に來 るに あらざる を 知る と雖 も、 彼等の 傅 

道の 結果が 國民 性の 衰退、 獨 立の 喪失に 到る 事は歷 史上の 事實 として 疑 ふ 事 は 出来ない。 そして 151- は 

我 日本に 取り 重大問題 である。 愛の 贈物 を受 くると 稱 して、 平然として 歐米寅 敎師の 傳道を 受けつ X 

ある 日本人 は 國{ 糸 的 民族的 大危險 を 冒しつ k ある 事 を 忘れて はならない。 印度、 マグ ガス カルに 臨ん 

だ 不幸に 日本 は陷ら ない 理由 はない。 故に 言 ふ、 キリスト を 受けよ。 宣敎 師を受 くる 勿れと。 今日 ま 

では 止む を 得すと 雖も、 今より 後 は 外圃究 敎師に 巾ら すして 日本人 自 から 直に キリ ス トを受 けよ。 

.  (一お) 

_ 平和の 實現 

〇 人と 人と 相對 する 時に 平和 はない。 固と 國 と相對 する 時に 平和の 有り やう 害がない。 そ は 人 は 各自 

其 天性 を 異にし、 隨 つて 求む る 所 を 異にする からで ある。 完全なる 平和 は 唯一 つ 神に 於て 在る。 人が 

神 を 仰ぎ 瞻る 時に 彼 は 自己に 死して 祌に活 くるに 至る。 其 時 彼の 個性 は壓 服され て、 祌が 彼に 在りて 

生く るに 至る。 そして 凡ての 人が 自己に 死し 祌に活 くるに 至って 玆に 同一 の祌が 凡ての 人 を 支配して、 
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完全なる 平和が 自づ から 彼等の 間に 現 はる、 に 至る。 此途を 除いて 他に 完全なる 平和 實 現の 途 はない。 

〇 世に は 何れの 社き にも 「政治. 冢」 在りて 平和 實 現の 種々 の 方法 を講 する。 國際 聯盟 會議が 平和 實現 

の爲の 最大 機關 である。 然れ ども 世界最大の 政治家 を 網羅す る此會 議と雖 も、 神に 在りて 結ばれざる 

國と國 との 平和 を { 莨 現す る 事は屮 Z 米ない。 人 は 生れながら にして は 人の 敵で ある。 愛の神に 在りての 

み 彼 は 相互に 完全に 平和の 繁 ぎに 人る 事が 屮 I 來る。 親と 子と、 夫と 婦と、 兄と、 弟と、 姑と 嫁と、 近い 

者 も、 遠い 者 も 神に 在りて 然り 彼に 在りての み、 完全に 一 體と 成る^が 出来る。 (二月) 

十字架の 福音 

〇 「十字架の 福 昔」 と 云 ふ 事に 色々 の 意味が あるが、 其の 最も 明， 2 なる もの は 「負けて 勝つ」 と 云 ふ 

事で ある。 此 罪の 世に 於て 惡は 非常に 强く ある、 之 を 亡さん と 欲して 亡す 事 は 屮：： 來 ない、 そして 惡を 

亡す の 唯 一 の 途は惡 をして 惡を行 はしめ て 之に 自殺 を 遂げし むる にある。 其 事 を 事實を 以て 最も 明 白 

に 示した ものが キリストの 十字架で ある。 十字架に 赠 罪の 能力が あると 云 ふは此 根本的 眞现に 由る の 

である。 キリスト は 人に 惡を 亡す の祕 訣を敎 へんが 爲に 御躬自 から 十字架の 道 を踐み 給うた ので ある。 

〇 「汝、 惡に抗 する 勿れ」 と 敎へ給 ひ、 叉 「我れ 今 十二 軍餘の 天使 を 我 父に 請 ふて 受 くる こと 能 はす 

と 汝等思 ふや、 若し 然 かせば 此く あるべき 事 を 錄し& 聖書に 如何に 應 はんや」 と 曰 ひて 劍を 以てする 

ぺテ a の 抵抗 を 誡め給 ひし ィ H スは惡 に 勝つ 唯一 の 道 を敎へ 給うた ので ある。 彼 は惡魔 をして 思 ふ^ 

分に 其 忿怒 を 彼の 身に 對し發 せしめ 給 ふて、 彼れ 惡魔を 永久に 滅す途 を關き 給うた ので ある。 此簡短 


明瞭なる 道 を 解せ すして 基督 敎は 解らない ので ある。 

〇 然るに 基督 敎國と 基督 敎會と 基督 信者と は： «督敎 に 就 て 色々 の を 知って 此事 丈け を 知らな い の で 

ある。 彼等 は 世人 同様に 勝つ にある と 思 ひ、 勝って 勝たん と 欲する ので ある。 故に 彼等 は 永久に 勝ち 

得すし て 今 摘 ほ 戰(.；^ を 幟續す る。 政府 は 勿論の こと 敎 X ゆまで が 其 敵 を 斃 すが 之に 勝つ 途 である と 信す 

るので ある。 彼等 は 未だ 十字架の 幅 昔 を 解 しないの である。 惡に抗 せす して 惡を 減す の途を 知らない 

ので ある。 

〇 我等 は 場所 を 敵に 譲りて 如何にも 肷 北した やうに 見える。 然し 敗北した ので はない、 勝收を 神に^ 

ねたので ある。 そして 神 は 彼が 善しと 視た まふ 時に、 ：： 戕も 公平に 又 最も 明白に、 事 實を以 つて n いて 

下さる ので ある。 勝つべき であるならば 神が 我等に 代り 立派に 勝って 下さる ので ある。 

彼れ 罪 を 犯さす 叉 その 口に 詬譎 なかり き。 彼れ 篤ら れて篤 しらす、 苦しめられて 激しき 言 を 出さ 

す、 只義を 以て 箱く 者に 之 を 託せたり (彼 得 前書 第二 章卄三 節) 

と ある は此 事で ある。 そして-源 刺が 明白に 行 はる. - までに、 神 は it 靈を 遣りて 彼に 成敗 を 託ぬ る 者 を 

慰め 給 ふ。 人に は收北 者と して 嘲 けらる k 問に、 神に は善且 忠なる 者と して 聖靈を 以て 印 せらる。 聖 

靈を受 くる 唯 一 の途は キリ ス トに傚ひて敗者の地位に立っ！；^-でぁる。 (二 UO 

宗教の 本領 

おの 

〇 宗教の 本領 は祌 である、 靈魂 である、 永生で ある、 故に 自づ から 個人的 ならざる を 得ない。 信者に 
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取りて は 社 #、 國家、 世界と 云 ふが 如き は 第二の 問題で ある。 第一 の 問 题は祌 と 自分との 關 係で ある。 

如何にして 自分 は 神の 前に 義 しからん 乎。 宗敎に 解決して 貰 ひたいの は此 問題で ある。 人が 宗敎を 求 

める の は 之が 爲 である。 此 問題が 解決 せられて、 他の 凡ての 問題 は自 から 解決 を 見る ので ある。 ピリ 

ピの 獄吏 はパゥ „1 とシ ラスの 前に 俯伏し、 問 ふて 曰く 「11;; よ、 我れ 救 はれん 爲に 何を爲 すべき 乎」 と 一 

「彼等 答へ て 曰 ひける は、 主ィ H ス キリスト を 信ぜよ、 然 らば 汝 及び 汝の 家族 は 救 はるべし」 と (行 

傅 十六 章 三 〇、 三 一節)。 兹に 問題と 其 解決と が ある。 是れ ありて 人の 凡て 思 ふ 所に 過る 平安が 我等 

各自の 心に 臨む ので ある。 

〇 人類の 歷史に 於て 信仰 旺盛 時代 は 此の 個人的 信仰の 旺盛なる 時代であった。 「噫 神よ、 鹿の 溪水を 

慕 ひ 喘ぐ が 如く、 我が 靈魂は 汝を慕 ひ 喘ぐな り」 と 云 ふが 信仰的 生涯の 發 端であった、 。ハウ „1 も、 ァ 

ゥ ガス チン も、 ル ー テル も、 カル ビン も、 コ II ムゥ H ルも此 叫び を以 つて 眞理 探究の 途に 就いた。 そ 

して 人なる キリス トイ H スに 於て 眞の 神を發 見して、 彼等 は先づ 平和の 人、 滿 足の 人、 感謝の 人、 歡 

喜の 人、 希望の 人、 然り 愛の 人と 成った ので ある。 彼等が 爲 した 此 世の 事業 は、 彼等の 此發 見に 較べ 

て 見て 數 ふるに 足らなかった。 

我れ 主 キリス トイ H スを識 る を. 以て 最も 益れ る 事と する が 故に 凡ての もの (此 せの 名 譽特權 等) 

を 損と なす。 我れ 彼れ の爲に 旣に此 等の 凡ての もの を 損せし かど 之 を 糞土の 如く 思 へ り (ピリ ピ 

書 三 章 八 節) 

とは此 事に 關 する パ ゥ B の 述懐で ある。 

〇 近代 人は此 -に關 し 全然 誤って 居る。 彼等 は 宗敎の 本領 を靈魂 以外に 於て 求めん とする。 彼等 は此 


世 を 善くす る 事が 宗敎 第一 の 目的で あると m 心 ふ。 敎曾を 起して 社會に 宗敎の 勢力 を 張る 事、 勞^ 運動 

に 加 はって 下級 民の 生活 狀熊を 改善す る 審業、 其 他廊淸 運動、 禁酒 運動、 靑年會 事業 等 数 限りない の 

である。 是等は 勿論 惡ぃ 事で ない、 善い 事で ある、 乍然ら 宗敎の 本領で ない。 故に 信仰の 代用 を爲す 

ことが 出來 ない。 然れ ども 不信の f は 神 を 求む るの 熱誠な きが 故に、 爲 すに 比較的に 容 なる 社へ £； 事 

業 を 以て 信仰に 代 へんと する。 余輩が 殊更に 米國 主義 を 嫌 ふ は 之が ためで ある。 米國に 在りて 基督 敎 

は 最も 著しく 外 化した。 そして 其惡 風が 日本に 傅 はりて、 信仰 事業 兩 ながら を 毒し つ、 ある. - (二  =o 

科學と 宗 敎 

〇 科學に 無限の 進歩が あるが、 宗敎に 進歩 はない。 宗敎は 神の 性 袼の現 はれであって、 此現 はれ は 一 

度 あれば 夫れ が 最後で ある。 故に 宗敎に 在りて は 改革 はいつ でも 原始に 還る 事で ある。 新ら しき 宗敎 

はいつ でも 僞 はりの 宗敎 である。 科學と 哲學に 由て 築き上げられし 宗敎の 如き は 顧る に 足りない。 信 

すべく 親るべき は 聖徒に 一 たび 傳 へられし 信仰の 道で ある (ュダ 書 三 節)。 而 して 探り 求むべき は此 

道で ある。 此 道に 探り 営り て 死せ る 魂 は 復活し、 光明 は 世に 臨む ので ある。 ル ー テルの 宗敎 改革 は 

斯る歸 還であった、 原始の 信仰に 還る 事であった。 共 他の 眞の リバイバル (信仰 (仪 興) も 凡て 是 であ 

つた、 卽ち 神の愛の 現 はれなる 主ィ H スに 還る 事であった。 (三 月〕 
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政治と 宗敎 

〇 政治 は 宗敎の 干涉を 欲せす、 宗敎は 政治の 保護 監督 を 忌む。 宗敎は 政治 を 離れ、 獨り自 から^ 在し、 

發 達し、 成功す る。 フランクリンが 曰うた ことがある、 「政府の 保護 あるに あら ざれば^ 在す る 能 は 

ざる 宗敎は 保^す るの 必要な き宗敎 なれば、 之 を 放任して 廢 滅に歸 せし むる に 如かす」 と。 赏に 明言 

である。 自杯 性の 强き 者に して 眞の 宗敎の 如き はない。 此は 保護 ありて 却て 衰へ、 迫害 せられて 却て 

昌 ふる 者で ある。 宗敎繁 榮の爲 に 計りて、 之に 政府の 保護 を 加 ふるが 如き 劣 策 はない。 宗敎が 若し 政 

治より 要求む る 所が あれば、 それ は 自由で ある、 公平で ある、 不義 非 倫を嬌 むる 以外に 全然 千 涉せざ 

る 事で ある" 日本 は 今日まで 宗敎 家の， 樂 園と 稱 はれた、 如何なる 宗敎家 も 拘束 せらる k ことなく 敎理 

宜 傳に從 事し 得た からで ある" 基督 敎に 多少の 迫害が 加 へられた が、 それ は斯敎 の爲に 最も 善き 事で 

あった。 此狀 態の 永續 せん 事 を 祈る。 r 三： ：0 

傳 道と 職業 

〇 所謂 傳道 事業の みが 傳道 でない。 祌を 信じて 爲す 凡ての 事業が 傅 道で ある。 神 を 信じて 爲す 農業が 

俾道 である、 祌を 信じて 爲す 工業が 傅 道で ある、 神 を 信じて 爲す 商業が 傳道 である。 然り神 を 信じて 

爲 せば 政：！ H も 亦罪惡 ならす して 或る 極の 俾道 である。 傅 道 を 行 はんと 欲して 與 へられし 職業 を 去りて 


專鬥俾 道師と 成る 必要 は 少しもない。 バウ 口 は H うた 「兄弟よ * 汝等 各自 その 召されし 時に 在りし 所 

の 分に 止まって 神と 偕に 居るべし」 と (コ リント 前書 七 章 二十 g: 節)。 職業 は 何でも 可い、 神と 偕に 

居り て 人 は 何人も 祌 の 光 を 放ち て 俾道師 なら ざ る を 得な い 。 

〇 そして 最も 善き 傅 道は此 世の 生計に 從 事して 行 はれる。 アクラと プ リス キラと は 終生 天幕 製造業 を 

離れなかった、 然れ ども コ リントに、 H ぺソ に、 ロマに、 到る 所に 善き 俾道 を爲 した。 而 して 亦、 パ 

ゥロ 彼れ 自身が 今日 所謂 傳道師 でありし 乎、 犬なる 疑問で ある。 彼 は 終りまで 天幕製造人 として 知ら 

れ たので あらう。 俾迅は キリストの 僕と しての 彼の 當然の 義務であった、 彼 は 特に 傅 道專務 として 之 

に從 事した ので はない と E 心 ふ。 キリスト は 大工、 ぺテ ：！ は 漁夫、 彼等 は 孰れ も 其の 職業に 於て は 苦 通 

の 人であった。 喻靈に 於て 祌と 偕に 居りし が 故に、 自 から 善 且大 なる 傳道師 であった ので ある。 而し 

て 今日と 雖も鼓 も有效 なる 俾道 はた f の 信者に 由って 行 はる。 敎會が 行った 最大の 過誤 は 俾迸師 階級 

を 作った 事で ある。 傳道は 生計と して 之に 從 事して 全く 其の 效 * を 失 ふ ものである。 祌と 偕に 居る 普 

通の 人 問、 それが 眞の 信者、 眞の 傳道師 である。 

〇 勿論 眞の 信者 は俾 道せ すに は 居られない。 「我れ 若し： i 音 を 偉へ すば 禍 なる 哉」 と 曰 ふ 者 は バウ 口 

一人に 限らない。 然れ ども 是れ 彼の 分に 止まりて 彼が 能く 爲し 得た る 所で ある。 福音 はもと 是れ行 ふ 

べき ものであって、 語るべき もので ない。 祌に强 いられて 止む を 得ざる 場合の 外 は、 信者 は 幅 昔 をし 

て 彼に 在りて 果を 結ばし めて、 祌の 榮を顯 はすべき である。 日と 月と 星と は 「語らす 一一 一一 n はす 其 聲閱ぇ 

ざるに 其 響 は 全地に 普し」 と 云 ふ。 我等 も 亦 福音の 器と なり、 或は 地 を 耕し、 或は 物 を 作り、 或は 產 

を鬻 いで 其宣俾 者た る 事が 出来る" 傅 逝に 直接なる と 間接なる とが ある、 そして 其 永久 的效 * に 至つ 
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て は 間接な るは遙 に 直接な るに 勝 さる。 祖 し 世に 關 係す る こと 密接なる が 故に 後者 の 前者より も 神 の 

恩惠を 要する こと 更に 大 なる を 知る。 世に在りて•M徒たるは世を離れて敎師たる以上の難i5^-でぁる。 

(三 =o 

苦痛の 必要 

〇 人生に 苦痛 は 絶ない、 苦痛 は 最期まで ある。 然し 乍ら 苦痛 は 人生に 必耍缺 くべ からざる ものである。 

苦痛な くして 人生に 意味がない。 苦痛 は 第一 に 人 をして 此世を 厥 はしむ。 苦痛な くして 靈魂は 塵に 著 

て 土と 共に 消 ゆる。 

〇 第一 一に 苦痛に 由て 天 を 求む るの 希望が 起る。 地 を 離れて 天に 引上げら れんと 欲する 欲が 湧き 来る。 

苦痛 は 靈眼を 鋭く する。 此 世の© 霧を赏 きて 天の 故鄕を 透視す るの 視力 を與 へる。 苦痛に 由っての み 

天國の 市民た る资 格が 作らる。 

〇 第三に 苦痛に 由ら すして キリ スト は鮮ら ない。 彼と 苦痛 を 共に せす して 彼の 歡 喜に 人る こと は 出 來 

ない。 人生、 實は 苦痛よりも 貴き もの はない。 歡迎 すべき もの は實に 苦痛で ある。 (四 =o 

信仰の 土臺 

〇祌が私の病を癒し給ひたればとて私は其事を以って彼の_^^在の證據と爲さなぃ。 彼 は 私 を 癒し 給 は 


ない 乎 も 知れない、 然れ ども 私 は 彼 を 信じて 疑 はない。 「彼れ 我 を 殺す とも 我 は 彼に 依 節まん」 であ 

る (ヨブ 記 十三 章 十五 節)。 神 を識る 上に 於て 肉體に 臨みし 恩惠に 由る は大 なる 危險 である。 如斯く 

にして 起り し 信仰 はぎ 時 さる &か 弊らない。 

〇 神の 存在の 證據は 聖書に 在る、 而 かも 其 一節 一句に 於て 無い、 其 全體に 於て 在る、 聖書 を 莨 通す る 

眞理に 於て 在る。 深く 精し く 聖書 を 學んで 神の 智慧と 能力と 愛と は 瞭然と なる。 そして 聖書 を證 明す 

るに 全 宇宙が ある。 遊星と 星と が ある、 亦 地上の 萬 物が ある。 天文と 地理と、 之に 加 ふるに 哲學と 

詩歌と、 偉人の 傳 記と 人類の 歷史 とが 明かに 神に 就いて 證明 する。 信仰 は 之 を 個人の 狹き經 験の 上に 

建す して、 宇 苗 人類の 廣ぃ 深い 土臺の 上に 築くべき である。 (四月) 

自. ffl の贵尊 

〇 繰返して 曰 ふ、 自分が 爲 さんと 欲する 事が 成る のでない、 神が 自分 を以 つて 爲 さんと 欲し 給 ふ 事が 

成る ので ある。 自分が 言 はんと 欲する 事 を 一一 ーーロ ふ のでない、 神 が 自分 を 通し て 言 はんと 欲し 給 ふ 事 を 言 

ふので ある。 基督 信者と しての 自分 は 祌の器 ハ であって、 自分が 欲 ふ 事 を爲す ことが 出来す、 自分が 

一一 一一 n はんと 欲する 事 を 言 ふ 事が 出来ない。 故に 他人が 自分に 何 を 註文しても 自分 は 欲んで 之に 應 する 事 

が 出来ない。 其 意味に 於て 自分 は 融通の 利かぬ 者で ある。 神の 命に 從 ふの 外 は、 何人の 註文に も應す 

る 事が 出來 ない。 自分 は 時には 斯 かる 制裁の 下に m はかれし 事 を 悲しむ。 然し 止む を 得ない、 自分 も 亦 

多くの 聖徒と 共に 神に 捕 へられて、 其奴^と 成った 者で ある。 「聖徒」 と 云 ふは此 ことで ある。 ！^：人 
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と 云 ふ 事で はない、 聖 用に 供せられ たる 器具と 云 ふ 事で ある。 多分 自分の 如き は 一九 碟で あらう、 木片 

であらう、 然し 聖 殿の 用具た る を 疑 はない。 

〇自分が敎會に入る15^-の出來なぃのは是が爲でぁる。 監督の 命で あれば とて、 神の 命に あらざる 以上 

は 之に 從ふ 事が 山 I 來 ないから である。 敎會の 決議なる もの も 亦 多くの場合に 於て 神の 命に 逆ら ひし こ 

と は 歷史の 明かに 證明 する 所で ある" 故に 多くの場合に 於て 敎會の 決議に 從ふ は 神に 逆 ふ 事で ある。 

自分 は 祌の奴 僕と して 自分 の 身 を斯か る 拘束の 下に 置く 事 は 出来な い 。 自分 は宜 敎師 牧師 の 命令 に 從 

ふ 事の 出来ない 場合が 澤 山に 有る と 信す る。 自分 は 敎會に 入りて 一 一人の 主に 事 ふる 苦境に 自分 を 置く 

ので あると 思 ふ。 

〇 自由の 贵き は玆に 在る。 自由 は 自分勝手 を爲 すが 爲に贵 いので はない、 人の 拘束 を 受けす して 祌の 

命に 從 ふが 爲に贵 く ある。 基督 信者 は 何時でも 祌の八 叩に 從ひ 得る やう 準備して 置かねば ならぬ。 祌命 

1 下、 直に 之に 應す るの 用意が 必要で ある。 故に 彼 は 政府と か敎會 とか 云 ふ ものとの 關係を 成るべく 

簿 くして、 祌命 はた 5- 維れ 從 ふの 自由 を 保留して 置かねば ならぬ。 自由と は 素々 神に 從 ふの 自 e であ 

る。 自由の 進歩と 云 ふは此 自由の 進歩で ある。 神 は 其 子が 御自身に 從 はんとす る 其 自由の 束縛 を 許し 

給 はない。 凡ての 自由 は竞る 所、 祌に仕 ふる 自. H を以 つて 目的と する。 祌、 モ ー セを 以て パ 口に 言 は 

しめ 給 ひける は、 「我 を 去らし めよ、 彼等 をして 嚒 野に 於て、 我 を 祭る こと を 得せし めよ」 と (出 

埃 及 記 五 章 一節) U 神 は 今 も 猶ほ此 世の 凡ての 王 等に 命じて 曰 ひ 給 ひつ. - ある、 「我： li- をして 自由に 

我に 仕へ しめよ」 と。 { '四月〕 


〇 金が 有って 信仰の ない 人 は 不幸の 人で ある。 共 人 は 遠から すして、 何も 有って ゐ なかった 事 を 知る 

であらう。 

〇 位が あって 信仰の 無い 人 は 不幸の 人で ある。 其 人 は唯榮 華の 夢 を a て ゐた事 を覺る だら う。 

〇 知識が 有っても 信仰の 無い 人 は 不幸の 人で ある。 其 人 は 知る の價 値な き 事 を 知つ. たに 止まり、 知る 

の H 値 ある 事 は 何も 知らす して 一 生 を 送りし 事に 氣の附 く 時が 到る であらう。 

〇 神 を 有って 市 I 物 を 有ち、 キリストと， を 難 を 共に して 彼 と共に^り なき 榮 光に 與り、 神と 其 遣 はし 給 

ひし 者 を 知る 事が 眞の 知識で ある。 其 他 は 凡て 風で ある、 夢で ある、 空の 空なる ものである。 凡ての 

ね， S 

人が 早く 此事を 知らん 事 を 欲 ふ。 广 五月」 

歷史と 審判 

〇 言 あり 曰く 世界の 暨史は 其 審判な りと。 まことに 然り である。 新聞紙に 現 はる、 日々 の 出來攀 が、 

神が せに 行 ひ 給 ふ.： * 判で ある。 刺は顯 現で ある、 隱れ たる ものが 現 はる k 事で ある。 主 キリストが 

曰 ひ 給 ひしが 如し、 掩 はれて 現 はれざる 者な く、 隱れて 知られざる 者な しと。 善 は 善と して 現 はれ、 

惡は惡 として 現 はる。 實を播 きし 者 は 菜を牧 め、 虛を播 きし 者 は 風を穫 る。 如何なる 1« 謀 も 永久に. 惡 
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を 善と して 掩ふ能 はす、 如何なる 權カも 永久に 善を惡 として 封す る 能 はす。 外 は 終に 內に應 する に 至 

る。 政變、 戰爭、 恐慌、 悉く 顯 現であって、 歷史 である。 レべレ ー シ ヨンで ある。 默示 である。 人 は 

默すも 神が 事實を 以て 示し 給 ふこと である。 斯 くして 神の * 判 は 来せ を 待た すして 現世に 於て 行 はる。 

我等 は 近頃 此 意味に 於ての 多くの 默 示に 接した。 神の 大 なる * 判 を 見せ しめられた。 活ける 神の 手に 

陷るは 恐るべき 哉で ある。 (五お〕 

畫 然 たる IhM 

〇 今や 敎會と 我等との 問に 劃然たる 一?!； 別の ある 事が 明. G になった。 我等 は 聖書— 殊に バウ n— に 順 ひ 

人 を 神に 和らがし めんと 爲 しつ k あるに、 敎會は ひたすら 此せを 善く 爲 さんと 試みつ k ある。 我等に 

取りて は 人 もせ も 凡て 祌の爲 であるに 對 して、 敎會に 取りて は 凡てが 人間 並に 社 會の爲 である。 言葉 

を替 へて 言へば、 我等 は 神 本位で あるに、 敎會は 人 本位で ある。 人 も 社會も 如何にな らうと も 惟神の 

正義の 成らん こと を 欲する と、 萬 _5sfje5: 物 (神 を も 含む) を社會 人類 幸福 增 進の 爲に 用ゐん とすると、 

其 間に 劃然たる 训が ある。 敎會は 外國— 殊に 米國 —に 在りて 今や 大 なる 社會 改良 團と化 したので あ 

る。 彼等に 取り 社會 人類 を 善くな す もの、 其 幸福 を增す もの、 其 ものが 善き ものであるり 人 を 不快に 

なす もの、 其 苦痛 を增す もの、 其 もの は惡 しきもの である。 そして 神 も キリスト も 基督 敎も 此檩 準に 

順 ひて 價値附 けらる k ので ある。 そして 日本の 基督 敎會 も、 亦 極めて 小 部分 を 除く の 外 は、 西洋人、 

殊に 米國 人の 此 見方 を： 茶れ て、 キリストの 福音 を社會 人類の 幸幅增 進の 用具と して 使 ふに 至った ので 


ある。 

〇 然し 是れ 決して 聖書の 見方で ない 事 は敎會 自身と 雖も 認めざる を 得ざる 所で ある。 聖書 は 徹頭徹尾 

祌木 位で ある。 神の 榮光を 現 はさん 爲の宇 {£ 萬 物で ある。 人類 は 如何に 成らう が、 せ は縱し 消え去ら 

うが、 祌 の御榮 さへ 揚れば 可い と 云 ふの が 預言者と 使徒の 精祌 である。 彼等の 眼屮 世界 あるな し 人類 

あるな し、 唯 祌の聖 名の 崇められん 事 を 彼等 は 祈り 求めた ので ある。 故に 彼等の 爲 せし 叉 一一 目 ひし 事の 

內に、 近代 人の 吸に 無慈悲に、 又 非社會 的に 見 ゆる 節が 多く あるので ある。 然るに 彼等 神の 人 等 は 其 

_6^-には少しも頓着しなかった。 彼等 は 唯 ひたすらに 神の 言 を 述べた、 殊に 神の 義を 述べた。 彼等 は祌 

を 信す る事餘 りに 篤く し て 人類 の 幸福 を 顧る の 暇がな かつ た。 彼等 は祌の 宜傳 者で あって 人の 辯 護 者 

でなかった。 エレ ミヤ も、 H ゼキ H ルも、 默示錄 に 現 はれた る 使徒 ヨハネ も、 時には 無慈悲の と 出 心 

はる k 程の 人であった。 

〇 そして 我等 小な りと 雖も是 等の 預言者 叉 使徒 等の 跡に 從 はんと 欲する 者で ある。 我等と 雖も 勿論 人 

類と 其 幸福と を 思 はざる に は 非す。 然れ ども 我等 は 人類 最上 最大の 幸福の、 自己 を 無き ものと 見て 之 

を 神に 捧 ぐるに あると 信す る。 人類の 幸福に 京き を 置く ii は 幸福 は 火して 来らな ハ。 人 頃 は. g びで も 

神の 正義の 成らん 事 を 欲する 時に 眞の 幸福 は 人類に 臨む ので ある。 广五 H0 

〇 

〇 此世は 不平 不滿、 昆る事 聞く 事 何 一 つと して 善き はない。 大 商會大 銀行の 破綻、 政黨の 解體、 官吏 
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政治 {| の濱 職、 まことに 此 せからの 地獄で ある。 然れ ども 此暗黑 の裡に 在りて、 只 一 つ 光り輝く 讚美 

の 里が ある。 クリスチャンの 心の 裡には 絶えす 永久の 春が 見舞 ふ。 此毋の 富 も 位 も 知識 も與 ふること 

能 はざる 歡 喜と 平和と は キリ ス トの 罪の 贈 ひの 一 i 昔に 由り て 貧しき 人の 心に 臨む。 神 はまこと に活き 

て 在し 給 ふ。 感謝の 極みで ある。 C 五 ao 

信仰の 働き 

〇 我等 は 世界 を 善く 成さん としない、 祌を 信じて 彼に 事 へんと する。 さう すれば 神 は 我等 を 使 ひ 給 ひ 

て、 „ 取 も 善き 時に 最も 善き 方法に. m りて 我等 を以 つて 世界 を 善く 成し 給 ふ。 イエ ス {ー< ひける は 「我 父 

は 今に 至る まで 摘き 給 ふ、 我 も 亦 働くな り」 と (約 翰 傅 五 章 十七 節)。 父 は 旣に强 く 倒き 給 ひつ k あ 

る、 我等 身 を 彼に 委ね まつりて 彼と 偕に 卿かざる を 得ない。 此は靜 かなる 效果 ある 働きで ある、 過失 

の 無い 必す 成功す る 倒き である。 廣吿 運動の 必要な き 働きで ある。 騷立 つる 必要 は 少しも 無い。 太お 

が 輝く のみに て 地上の 物を發 達せし むる が 如くに、 我等 も 亦 身に 父の 榮光を 放つ のみに て惡 しきせ 

界を 善く 成す ことが 出来る。 (六お) 

ヱ ルサ レム 會議 

〇 聞く 聖都 H ルサ レムに 基督 信者の 世界 大食が 開かれて、 我國 よりも 代表が 出席して、 基督教の 世界 


征服が 議 せられる と。 惡ぃ 事で は あるまい。 然し キリストがん：' *  ^^ ルサ レ ム に在し給はざるは言ふま 

でもない。 彼 は旣に 昇天して 父の 右に 座し、 今 は |ま| を以 つて 信す る 者の 靈に 宿り 給 ふ。 聖地 は秕政 

千 九 百年の 結 として 荒 て 今猶ほ 惡徒橫 行の 所たり と 聞く。 往 いて キリ ストの 聖 姿に 接する 機會は 

ない。 如かす 家に 留まりて 彼と 偕に 幅 音を說 かんに は。 若し 强 いて 彼の 聖 額を拜 せんと 欲するならば. 

支那 .3: 地に 入りて 醫 療に從 事し、 或は シ ュ ワイツ H ル 博士と 共に、 赤道 直下の 阿弗利加に 黑 人の 友と 

ならん に は。 H ルサ レム 會 議と稱 して 劇的 會議に 列なる 要な し。 ruM ルサ レムよ、 預言者 を 殺し 汝 

に 造 さる &者を 石に て 撃つ 者よ」 と 主は宣 へり。 信仰 衰 落せる 敎會の M ルサ レム 會議も 亦 一 場の 宗敎 

到と して 終ら ざれば 幸で ある。 (六月〕 

誰が 義者 誰が 惡者 

〇 誰が 義人であって 誰が 惡人 である 乎？ 社 會ゃ敎 まが 義人と 稱 する 人が 義人に あらす、 惡 人と す 

ococot 一  0  00OO0OC1OO0  OO0OO0O0OOCOOC 

る 者が 惡人 にあら す。 神が 義人と 認め 給 ふ 者が 義人であって、 惡 人と 認め 給 ふ 者が 惡人 である。 一て し 

て祌は 如何にして 人の 義人た る を 認め 給 ふ 乎と 言 ふに、 彼に 聖靈を 降し 給 ふて f ある。 聖靈を 以て 印 

せられて 人 は 神の 義人と なり、 聖靈を 以て 印せられ ざる 者 は、 社會ゃ 敎會が 如何に 譽め立 やうが、 其 

人 は 神の 義人で ない ので ある。 ヤコ ブが 義人であって、 H サ ゥが惡 人で あつたと 云 ふが 如き、 此檫準 

を 以てお むる より 他に 途 がない。 

〇 然 らば 樂靈を 受けた る 證據は 何處に 在る 乎と 云 ふに、 聖靈を 受けた る 者の み 之 を 知る と 云 ふより 他 
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に途 がない。 其 第 一 は自 巳が 罪人なる を 認めさせられ たる 事で ある。 第一 一は キリ ストの 噴 ひに 由る 罪 

の赦し を自覺 せしめられ たる 事で ある。 第三 は 神と キリス トと 永生と に關 する 眞理を 認識す る 事が 出 

來た ♦ である。 第 ffl は此 世に 死す る を 得て (设活 の 希^に 生く る 事で ある。 第五 は 凡ての 人 を 愛し 得る 

事で ある。 殊に 敵の 爲に 祈り 得る 事で ある。 第 六は盡 きざる 能力 を 賜 はる 事で ある、 走れ ども 疲れす 

歩め ども 倦まざる べしと 云ふ狀 態に 在る 事で ある。 其他此 類で ある。 此 世の 人の 入る 能 はざる 恩惠的 

狀 態に 入る 事で ある。 此狀 態に 在りて 我等 は 祌に義 とせられし 事、 卽ち 神の 義人と 成りし 事 を 知る の 

である。 

〇此 く 首うた 所で 此 せの 人 は 承知し ない。 然れ ども 事 實は然 りで ある。 若し 敎會が 誠に 神の 敎會 であ 

るなら ば、 敎會の 判 斷に訴 ふれば 人の 善 惡が刺 明るべき 害で あるが、 今日の 敎會の 如き 俗人 跌扈の 社 

< ^に 在りて は 人の 信仰的 判^ は 絕對に 不可能で ある。 玆に 於て か 聖霊の 自證を 除いて は、 人の 善惡の 

裁判 は 之 を 未来の 神. の 裁 刺 か、 然ら ざれば 現 f に 於て は 「時」 の 裁判に 託ぬ るより 他に 方法がない。 

然し 乍ら 自己 一人と して は、 バウ 口が 羅馬書 八 章 十六 節に 曰へ るが 如くに r 聖 靈みづ から 我等の 靈と 

偕に 我等が 神の 子た る を 誇す」 と 云 ふより， 他に 途 がない。 

〇此 く 一一 目へば 人 は 言 ふで あらう、 「汝は 自己 を義 とする 者、 故に 汝の證 明 は 信す るに 足らす」 と。 之 

に對 して 信者 は 答へ て 曰 ふ 「或は 然 らん、 然れ ども 此 一事 を 知る、 信者 は 神に 知られて 自己 を 知る、 

然れ ども 他人 を 知らす、 故に 他人 を 鞠 かす、 然り、 箱く 能 はざる 也」 と。 コ ン ボル ショ ン、 再生、 靈 

的 新造 化の 實驗 を經し 者に あら ざれば 神の 義人の 誰なる 乎 を 知る 事 は 出来ない。 (六月) 


我等の 味方 

〇？^^ 信 f に 生きん と 欲する 者に 二人の 味方が あります。 其 第- 1 は 神でありまして * 第二 は 時で あり 

ます。 世は舉 つて 私供に 反對 し、 私共の 一一 in ふ 事 は 悉く 之 を 斥け、 凡ての 惡名を 私供に 附 けて、 私ルを 

無き 者と して 葬らん とします るが、 祌は その 定め 給 ひし 時に 於て、 其聖 it を赏： ひして、 世人の 前に 私 

ぉを義 とし、 彼が； 供の 味方であって、 世人の 敵で ある 事 を 明かに 示し 給 ひます。 其 時 「智者お くに 

ある、 學者 安くに ある、 此 世の 論者 安くに ある」 でありまして、 祌は 事の 成 行を以 つて、 彼等の 5g を 

衆人の 前に 嚼 露し 給 ふので あります。 私 佻 は 覿面の を^んで はなり ません、 時の 到る を：^:: たなけ 

れば なりません。 或は 十 年、 或は 二十 年、 或は 三む 年、 長ければ 長い 程、 蕃判は 深刻で 激烈で ありま 

す。 正義 も 罪惡も 熟する に 時が か k ります。 そして 熟し 切って ra^ は 落ちざる を 得ません。 ^ ^^- 

とであります。 祌は 無窮の 存在者- タイム、 時 は その 聖3 ほの 實現 者であります。 神 は 其 僕 タイム を 使 

ひて 私供 彼に 依賴む 者を義 とし 給 ひます。 「掩 はれて 顯 はれざる はなし」 であります。 そして 時 は 世 

評の 判決 を 破棄して、 神の 裁判 を 言 渡す、 公平無私の 判事であります。 (六：：^) 

永久 的 前 進 

〇 基赞 信者 は 後を兒 ない、 前 を la る。 彼 は 最善 を 過去に 探らたい、 未来に 求む 
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挺 を 古人に 求めん が爲 でない、 永遠の 生命の 起源 を 尋ねん が爲 である。 彼が 港 望む 神の W は 最後に 來 

る 者で ある。 それまで は 凡てが 準備で ある * 屮途 である、 故に 不完全た る を 免れない。 歴史的 イエス 

と雖も 完成され たる キリスト でない。 「我等の 國は 天に 在り、 我等 は 救 主卽ち イエス 午 リストの 其處. 

より 來るを 待つ」 と 云 ふの が 基督 信者の 生涯で ある。 故に 彼は自 から 现想 家で ある、 夢み る 者で ある。 

過去 現在 を 以て は滿 足す る 能 はざる 者で ある。 永久の 靑年 である、 前へ 前へ と 進む 者で ある。 墓 や 石 

,e を 嫌 ふて 天國の 歌に 醉ふ 者で ある (徘立 比 書 三 章卄節 )o  (七月〕 

キリストと 偉人  • 

〇ィ H スキ リスト を 知った 以上、 其 他の 人 を 知る の 必要が なくなる。 シィザ ー、 ナボレ オン、 秀吉、 

隆盛、 偉ら いに は相逮 ない が、 キリストに 較べて 小の 小なる お、 預言者の 所謂 「鼻より 息の 出 人す る 

人、 M ぞ數 ふるに 足らん や」 である。 其他ル ー テル、 コ ロム ゥ エル、 ヮ シン トン 等、 キリ ス ト の精祌 

を 受けた 丈け の. 惯 値であって、 其 他 は 顧 るに 足りない。 釋迦、 孔子、 ソクラテスに 就ても 亦然 りで あ 

る。 キリストに 較べて、 太陽に」 4 ベた る 叉 は 金星 叉 は 木星に 過ぎない、 同日の 談 にあら すと 言 ふま 

で？. ある。 キリスト を 知らざる まで は 彼等 孰れ も 偉ら く 見えた、 然し 彼 を 知って 後 は 彼等 は 唯 人た る 

者の 何人も 土より 出て 土に 歸る 者た るを證 明す るに 過ぎない。 信者 は 彼等より 永久 的に 價値 ある 者の 

何物 も學 ばない。 まことに 彼れ 自身が 曰 ひ 給 ひしが 如し 「汝 等の 師は 一人、 卽ち キリスト なり」 であ 

る (馬 太 傅 サ三章 八 節)。 偉人せ-;^ 拜に 耽る は 未だ キリスト を 知らない 問で ある。 彼 を 知った 以上、 偶 


像 3 ぉ拜の 一種た る 偉人 崇拜 は卽 座に 止む ので ある。 キリスト を 知った 以上- 秀吉 隆盛 は 勿論の こと、 

釋迦 孔子まで が 瑕 だらけの 人と して 見える ので ある。 (七 》0 

競 爭 の 愚 

〇 世に 愚かなる 事と て 競爭の 如き はない。 競 ハサ は 人を仆 して 自分 も亦仆 れる途 である。 巳れ 達せん と 

欲せば 人 を も 達すで ある。 人を援 けて こそ 自分 も 立つ ので ある。 故に 自分より 進んで 競 せざる は 勿 

論の こと、 人より 競爭を 仕掛けら るれば 自分 は 之 を 避けて 他に 轉す べきで ある。 宇宙 は廣 し、 他人と 

同一 物を爭 ふの 必要なし。 彼の 欲する もの は 喜んで 之 を 彼に 讓り、 自分 は 他に 祌の恩 惠に與 るべき で 

ある。 生存競争 は 人類 を 除く 他の 生物に 倒く 所の 法則で ある。 神の 像に 象りて 造られた る 人類 は此法 

則の 外に 在りて 發達 進化す る。 競 爭に從 事して 人は獸 類に 退化した ので ある。 

〇 殊に 見 苦る しき 事と て クリスチャンが 競 爭に從 事す る 事の 如き はない。 主 キリスト は 敵に 所 を讓り 

て 之に 勝ち 給 ふた。 故に 競爭に 由て 勝たん として、 信者 は あからさまに 主の 敎に逆 ふので ある。 殊に 

傅 道の 競爭に 至って は 主の 最も 嫌 ひ 給 ふ 所で ある。 之に 從事 する 者に 對 ひて 主 は DI ひ 給 ふに 相違ない 

「汝 等の 心 如何なる 乎を自 から 知らざる 也」 と (路加 傳九章 五十 五節 )o 謙遜の 道た る キリストの 幅 

音 を 競爭に 巾て 擴 めんと す、 せに 是れ 以上の 矛盾の あり やう がない。 (七月〕 


昭和 二 年  <  六 七 


感 想  .  八 六 八 

知られ ざるの 幸 福 

〇 人生 求むべからざる 事 は 有名な らん 事で ある。 身の 不幸に して 有名に 成る _ ^の 如き はない。 幸福 は 

人に 知られざる 事で ある。 人に 知られる と は 大抵 は 誤って 知られる 事であって、 友 を 得る やうに！！ え 

て 實は敵 を 作る 事で ある。 r 汝の庵 を 谷に 作れよ」 である。 汝の城 を 山の 上に 築く 勿れで ある U  に 

自分の 慣値を 認められざる を 悲しむ 人 多し と雖 も、 世に 物の 眞價を 判^す るの 能力 は 無い U 世 は自： U 

に 誤 ふ 者、 便宜なる 者の 惯値 を認 むる のであって、 自己に 反して 義を 主張す る 者 は 之 を 十字架に 釘け 

るが 常で ある。 其點に 於て 社會も 敎會も 何の 異なる 所 はない。 不幸なる 事と て I に 認めら る k 事の 如 

き はない。 華族に 列 せらる \ 事、 神學 博士に せらる & 事.， 何れも 大 なる 不幸で ある。 最も 幸なる 事 は 

世に 知られざる ^である、 其 次ぎに 善き 事は惡 しく 知らる k 事で ある。 亂臣贼 子、 異端の 徒と して 知 

らる& 事で ある。 縱 また 不幸に してせ に 知らる 、 に 至る も 知られざる 者の 如くに， 日々 を 送るべき であ 

る。 そして 信仰の 生涯 は斯 かる 生涯で ある。 贵き 生涯で あるに 拘 はらす、 世に 其の 貴 さ を 認められ ざ 

る 生涯で ある。 世と 惯 値の 襟 準 を 全く 異にする が 故で ある。 (七お」 

夏休み を 前にして 

〇夏 休暇が 來 ました、 私供 は 善く 之 を用ゐ ねばな りません。 休む と は 遊ぶ 事ではありません。 多くの 


遊 び は 身 體を疲 か らして 之 を 休めません 。 ：f 取 も 善き 休み は轉氣 に 由て 得 ら れ ます。 仕事 を變 へる 事で 

あります、 研究の 題目 を變 へる 事であります。 舊き 友人 を 訪れて 舊 交を溫 むる も 亦 善き 休みと なり ま 

す。 然し 乍ら 最も 完全なる 休み は 頭腦ゃ 筋肉の 休みに 非す して、 靈 魂の 休みであります。 祌の 懐に ひ  1 

る；5^-でぁります。 彼の 備え 給 ひし 救 ひに 入る 事であります。 信賴の 平安 を 味 ふ 事であります。 知識欲 

充實の 欲 を 去りて、 祌の 光に 照らさる、 事であります。 此は實 に 根本的 休養であります。 宗教の 安樂 

は玆に 在る のでありまして、 之 を 得る が 爲に必 しも 山に 入り海に 行く の必 はありません。 ん， ゃ宗敎 

と 言へば 自己 研磨と か、 社會 改良と か稱 して、 甚だ 骨の 折れる 事業の 如くに 思 はる、 時に 際して、 私 

供は舊 い. 眞の 宗敎を 尋ね、 之に 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 を 求むべき であります。 若し 適宜に 之 

を行 へばは取も完全なる休みが^^書 一 册を以 つて 得らるべき 苦であります。 蠍座の 諸 星が 赤き アン タラ 

ス 星を屮 心に 南天 高く 旙 まる 頃、 罪の 我 身に 顧みて、 神れ 恩 惠の窮 りなき を默 想して、 眞の 深き 平安 

が：^ 人に も 得らるべき 害であります。 休養に も 種々 あります が、 信仰的 休養が、 最も 完全なる、 效 

ある 休養であります。 (七月) 

神の 在る 證據 

〇 神 は 在る とも 言へ る、 無い とも 言へ る。 在る と 言 ふ 議論 も 建ら れる、 無い と 一一 S ふ 議論 も 立ら れる。 

若し 議論 を以 つて 爭 ふなら ば、 祌の 在る 無し を 決する は 容易で ない。 然し 人生の 實驗 として 神の 在る 

事 を 疑 ふ 事 は出來 ない。 

昭和 二 年  < 六 九 
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0OC0O0000  oooooooo^  ？  COOOOOOO 

〇 世に 正義が 行 はれる、 其 事が 神が 在る 3: よりも 善き 證據 である。 隱れ たるに て顯 はれざる は 無し、 

實に 不思議の せ界 である。 不義が 正義の 如くに して 行 はる i は實に 束の 間 であって、 不義の 不義た る 

ぢ. さ 

は 直に 顯 はれる。 或は 二十 年、 或は 三十 年、 長く して 百年、 問題 は 大抵 片附 いて 了 ふ。 五十 年と 云へ 

ば 長い やうで あるが 神の 御 眼より 見れば 瞬 問 である、 人類の 歷史 より 見る も殆ん ど 朝 額 の 露の 乾ぬ 間 

を 待たぬ 時間で ある。 其 問 にィ H スはィ H ス、 ュダは ュダ として 顯 はる \ ので ある。 此 世の 如何なる 

勢力 を以 つてす る も 不義 を 永久に 正義と して 維持す る 事が 出来ない。 權謀、 術數、 威嚇、 到らざる な 

しと 雖も、 大宇宙 は 終に 不義 を 不義と して 正義 を 正義と して 顯 はすので ある。 宇宙 は 元 來義を 行ふ爲 

の機關 である、 故に 祌の 造り 耠 ひし 宇宙と 稱 する が當然 である。 二と 二 を 合すれば SI であるが 如くに- 

此 宇宙に 在りて は 正義 は必す 起ち、 不義 は必す 幾れ るので ある。 其 立場から 見て 據き 日々 の 新聞紙 も 

亦 神の 聖書で ある。 祌は 日に日に. 審判 を此 世に 行 ひ 給 ふ、 そして 新聞紙 は 新聞 を賣 りて 金 を 儲けん と 

して、 不知 不識の 間に 神の 此御 審判 を傳 ふるので ある" 

〇 縦し 震災 は 天然の 出來 であって 神の 審判に あらす と 云 ひ 得る も、 近頃 我國を 見舞 ひし 財界の 大暴 

風 は、 之 を單に 自然の 成 行と 見る こと は 出来ない。 此 はたし かに 人の 起した 暴風であって、 不義の 結 

菜と 云 ふが 當然 である。 虛が虚 を 生んで 大 暴風 を 起した ので ある。 そして ij^ に 正しき * 判が 一部分 行 

はれて、 我等 は それ 丈け 神の 實在を 認め、 正義の 實カを 信じ 得た ので ある。 聖 a! マリヤの 讚美歌に 云 

ふが 如し。 

祌は 其臂の カを發 はし 心の 驕れる 者 を 散らし 給 ふ 

權 柄の ある 者 を 位より 下し 卑賤 者 を 擧げ給 ふ 


5 ゑ  よ/ rib の むなし 

飢 たる 者 を 美食に 飽せ 富める 者 を 空く 返らせ 給 ふ 

と (路加 傅 一 章 五十 一 —五十 三 節)。 時 到れば 愛國 者と して 崇められし 文學 博士 貴族院 議員 を 位より.. 

下し、 1; 石よりも しと 思 はれし 華族 銀行 を 閉鎖せ しめて 富める 者を飢 しめ 給 ふ。 一一 m あり 闩く 「世界. 

の 歷史は 其の 判決 錄 なり」 と。 萬 人の 斑 判は齩 正に 目前に 行 はれつ k ある" 之 を 示されて 我等 は 神の 

實在を 信ぜす に は 居られない。 (八 刀) 

弟子 を 持つ の 不幸 

原稿 箱の底より 4i;. の舊 いぬ 槁が現 はれた。 棄 つるに 忍びず、 玆に之 を 載す る 事に した。 

〇 余 は 余の 生涯に 於て 朱 だ 背て 一 囘も 人に 向って 「汝來 りて 余の 弟子と なるべし」 と 云 ひて 彼 を 余の. 

もと  みづ  もと 

許に 招いた 事 はない 積り である。 然るに 多くの 人々 は自 から 余 を 其 先生と 稱 して 余の 許に 来った。 而： 

して 彼等が 適當の 禮を盡 して 余に 來 りし 以上 は、 余 は 彼等の 來るを 妨げなかった。 其れと 同時に 余 は 

しチ、  0  0  0 

S 々彼等に 忠告して 曰うた、 「余 は 諸君の 友人であって 師 でない。 余の 宗敎 に. 在りて は師は 唯一 人キ 

リストで ある。 我等 は 皆 兄弟で ある」 と。 余 は 彼等が 余 を 先生と 呼ぶ を 許した の は 先輩に 對 する 敬語 

としてに 過ぎない。 余 は 彼等に 余の 師 なる キリスト を 紹介 せんと 努めた。 余 自身が 彼等の 師^たり 校： 

範 たりと は 決して 唱 へなかった。 

〇 然るに 事實は 如何と 云 ふに、 余の 此 忠告、 此 努力 は 百 中九ト 九、 或は 干 中 九 百九ト 九の 場合に 於て. 

は 裏切ら れ たので ある。 余 を 先生と 稱て來 りし 者 は 大抵の 場合に 於て は 余に 於 て 各自 の 懷く现 想 の 實，. 
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現 を 想像して 來 たので ある。 彼等の 多く は 余の！ 1^ 仰の 3： 物なる 乎、 其 事 を さへ 深く 究 むる なくして、 

啦 余の 行爲 又は m 心 想の 一 面に 愤憬れ て 浅慮に も 一 目 散に 走り 米って 彼等の 现 想の 像と して 余に 鎚り 

ついた ので ある。 實に 余の 不幸、 彼等の 不幸、 物の 譬 へやうな しで ある。 

〇斯かる次第でぁれば彼等の^に余に失ば"^;して余を絕れ去った者は殆んど無數でぁる。 彼等 は 余の 許 

に來り て 久しく キリ ス トの幅 昔 を 聞いて、 余 を 去る と 同時に キリ ストと 其 幅 昔 を 去り、 今や 福 昔の 一： 小 

す 所と は 正 反對の 生-独 を 送って 居る 者が 龄 くない。 余の 痛心 失^、 是 れ叉譬 ふるに 物な しで ある。 

〇 然し 乍ら 事の 兹に 至らざる 者に して 余 を 解せ すして、 余に 其 理想の 實現を 求めつ k ある 者 は 今猶ほ 

依然として 絶えない ので ある。 近代 人の 惡習 として、 彼 は師を 求る に 方て 之に 敎 へられん とせす して、 

之に u が现 想の 寳現を 迫る ので ある。 彼等 は 己が 心に 畫 きし 理想 を 其の 選びし 師に 移し、 其 實現を 見 

ればケ び、 見 ざれば 愤 るので ある。 其精祌 たる や、 北海道の 漁夫が 石 地藏に 向って 大漁 を 要求し、 漁 

继 多ければ 供養 を 盛に して 之 をせ. -め 、勘ければ 石 を 投じて 5M るのと 少しも 異ら ない ので ある。 師が敎 

へ んと 欲する が 如く 敎 へ ら れんと 欲する の ではない、 自分が 敎 へ ら れんと 欲する が 如くに 敎 へ ら れん 

と 欲する ので ある。 近代 人 を 弟子と して^つ の 危險は 鼓に 在る ので ある。 彼等 は 先生と して 仰ぐ 人に 

向って 曰 ふので ある。 「先生、 貴方 は 斯う 信じ 乂敎 ふべき であります。 貴方の 信仰 は斯く あるべき：^ 

であります」 と。 彼等 は 己が 信仰 を 以て 同 难に對 する に 止まらす 之 を 以て 其師に 迫る ので ある。 如斯 

くにして M 物よりも 極 制 を 厭 ふ 彼等 自身が 大 なる 壓制. 〔糸で ある。 而 して 彼等の 思想の 受納ら れ ざる を 

て 取る や、 彼等は失§-^;し、 憤り、 篤り、 其師を 呼ぶ に 偽善； ！！<; を 以てし、 彼 を 去り、 彼に 反き、 弟子 

は變 じて 敵と 化し、 全然 絶交 的狀 態に 入る ので ある。 而 して 余 自身の.： K 驗に 於て 今 n までに 此階^ を 


經 過して 余に 來り、 叉 久しから すして 个、 を 去りし 者 は 枚擧す るに 違な し で あ る 。 

〇 是れ 最も 悲しむ ベ き^ 實で ある。 勿論^！き人間 の 爲す事 であれば 其 責任 は 之 を盡く 弟子と 稱 する 人 

人に 歸 する 事 は 出来ない。 師と 呼ばる &人 にも 亦 多くの 不注意、 多くの 缺 點の責 むべき ある は 言 ふま 

でもない。 然し 乍ら 是れ 多くの場合に 於て は 避く るに 難くない 災禍で ある。 他人の 事 は^として 余 in 

身の 場合に 於て、 若し 自分と I とが 左の 數 項に 注意したならば、 誤りた る 師弟の 關 係より 來る 多くの 

悲歎と 失 tn! と を 避く る 事が 5£來 やうと 思 ふ。 

0000000O0000000OC0O000000 

〇 第一 に 余 は 自身に 人. の師 たるの 资格を 具へ ない 者で ある。 人に は 各自 大與の 特長が あるので あって • 

統率の 資を 具へ たる 者が あり、 一騎 打の 技に 優れたる 者が ある。 而 して 余に 若し 技量が あると するな 

らば、 それ は 一騎 敵に 當 るの それであって 大 Ssf に將 として 天下 を爭 ふの それで はない。 余 は勞働 者で 

ある、 世の所謂指導^！^ではなぃ。 日本の 基督 敎界を 三分して 其 一 に莉 たらん と 欲する が 如き 欲？」 W は 未 

だ 曾て 一 囘も 余の 心に 萌した る 事 はない。 其證據 に 余 は 殆んど 四十 年の 長き 間、 基督 敎の宣 傅に 從^ 

したが、 未だ 一個の 敎會を 起し 得す、 一人の 弟子ら しき 弟子 を 作り 得なかった ので ある。 余に 統治の 

才能 無き 事 は 余と 共に 倒き し 者の 能く 知る 所で ある。 最近 柏木 兄弟 劃の 如き、 成る や 否や 直に 解散せ 

し を 見ても、 余に 統率の 才能の 皆無なる 事を證 し 得て 餘り あるので ある。 余 は 自身 働く 事が 屮 Z 來る、 

然し 乍ら： fii- 子 を 作る 事が 出来ない。 縱 し出來 たと する も 之 を 保せ し 得ない。 是れ 事赏を 以て 證 明され 

たる 余の 性格の 缺點 であって、 今に 至て 此缺點 を 拙 ふ 能 はす、 叉 强て補 はんとして 努む るの 必 はな 

いので ある。 グ ラッド スト ー ンは 統率の 才に長 じ、 力 ー ライル は獨り 働く の 力に 富んだ。 兩者 共に 新 

くの 如くに 神に 造られた のであって、 一 一 者 強て 其 地位 を替 へんと 欲して 却て 禍害 を 自他に 招く ので あ 
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〇 故に 余 は 弟子 を 作らん と 欲して 不可能 を 企て、 人 は 余の 弟子な らんと 欲して 愚を演 する ので ある。 

余の 如き は 如何なる 場合に 於ても 如何なる 人と も 師弟の 關 係に 入るべからざる 者で ある。 此事を 忘れ 

て師と 呼ばれて 喜び、 弟子と 稱 へられて 安 ぜし事 ある は雙 方に 取り 慚愧の 至りと 云 ふべき である。 力 

1 ライルに もべ ー ト I ベンに も 弟子と 稱 すべき 者 は 一人 も 無った やうに、 余 も 亦 彼等の 跡に 從ひ、 一 

人の 弟子な くして せ を 去るべき である。 弟子 を 作る の 資格な き 者が 弟子 を 作り 得 ざり しとて 少しも 恥 

辱で はない。 彼に は 亦 彼の 天分が ある。 彼 はた 獨り 倒いて 神と 人と に 仕 ふる 事が 出来る。 願 ふ 人よ > 

殊に 靑 年よ、 殊更ら に 文士よ、 理想家よ、 切に 願 ふ 再び 師審 せんとて 余の 許に 來る 勿れ。 斯く爲 して 

汝は自 から 傷け、 余の 晚 年に 悲歎の 上に 更ら に堪へ 難き 悲歎 を 重ぬ るので ある。 

0000000O0O000OO000000000OO00O0000O  々リ 

〇 第一 一に 余 は 人が 余の 與へ 得る 物の 何で ある 乎 を 能く 知って 貰 ひたいの である。 人 も 知る 如く 余 は 基. 

督者 である、 而 かも 舊 式の 基督 者で ある。 故に 余の 與へ 得る 者 は 判然して 居る ので ある。 余に 與 ふべ 

き哲學 はない、 社會觀 はない、 新 思想 はない。 余 は舊ぃ 古い 十字架の 福 昔 を說く 者で ある。 故に 是れ. 

以外の 物 を 余に 於て 求む る 者 は 失望 せざるを得ないの である。 余に 勿論 多少の 學問は あらう、 熱心 は 

あらう、 誠資は あらう。 然れ ども I だれ 皆な 福昔證 明の 爲の ものであって、 十字架 贈 罪の 福 昔 を 離れて. 

余に 有る もの は 無き と 同然で ある。 余の 有する 少 許りの 知識 ゃ誠實 ゃ愛國 心に 情 I れ て 余の 許 に來 り- 

し 者が、  其 獲ん と 欲する もの を 得る 能 は ざり し は、 此事を 知らないから である。 余 を 通う し キリスト 

の 福音 を 看 出せし 者 は 永く 余の 友人と して し、 年 を 經るも 余 を 去らない。 十字架の 幅 昔 以外の もの 

ひか  もと  お そ 

に 牽れて 余の 許に 來 りし 者 は、 遞 かれ 早 かれ 余 を 離れ、 余と は 全然 關 係の 無き 者と なった。 而 して 斯- 


く 成る は當然 である。 キリストの 詬誶を 負 ひて 巿の 門の 外に 苦難 を受 くる 者に 非す して、 余の 友人た 

り敎 たり 得ざる は 火を睹 るよりも 明かで ある。 

〇 余 は 叉 基督 者で あると 同時に 日本人で ある。 而 かも 舊 式の 日本人で ある。 小身 者な りと 雖も 武士の 

家に 生れ、 日本 武士の 名 を 汚 ざらん と 今 も 猶ほ努 むる 者で ある。 若し 基督教が 日本 武士の 现想 を實現 

する 者で あるとの 事が 解らなかったならば 余 は 決して 基督 者に 成らなかった であらう。 「然 り、 然り、 

否 な、 否な、 此 より 過る は惡 より 出るな り」 と 云 ひ (馬 太傳五 章册七 節)、 「蓋 我が 誇る 所 を 人に 虚く 

せられん より は 寧ろ 死る は 我に 善事 なれば 也」 と 云 ふ (コ リント 前書 九 章 十五 節 )o 是れ 化された 

る 武士道であって、 余は此 道に 歩まん として 努 むる 者で ある。 故に 基督 者で あると 雖も、 英米 流の 基 

督 者た る 事 は 出來な いので ある。 余 は祌は 愛な りと 云 ひて 如何なる 罪惡を も無條 件に て赦 せと 云 ふ 所 

謂 町人 道德を 採用す る 事 は 出来ない ので ある。 余 は 大抵の 事 は §\1： 書 や 基督 敎 に 問 ふまで もな く 日本人 

の 道德に 依て 決する。 先づ嚴 格なる 日本人で あり 得ない 者 は 基督 信者た る 能 はすで ある。 (八ガ 1 

夏の 夜の 默想 

〇 人生の？^ 題 は是れ である、 卽ち、 キリスト 一人が 正しくし てせ 全體が 誤って ゐる 乎、 或は 其反對 に、 

世 全體が 正しくして キリス 卜 一人が 間違って ゐる 乎、 それで ある。 キリスト かせ か、 eitlier,  or で 

ある。 そして タリ ス チヤ ンとは キリス 卜 一 人と 偕に せ 全 體に對 して 立つ 者で ある。 政治家、 新聞記者- 

敎育 家、 宗敎 家、 彼等 全 體を向 ふに 週 はして、 キリスト 一人と 共に 彼等に 對 して 立つ 者で ある。 恐ろ 
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しく 孤獨 である、 然し 止む を 得ない。 若し 信者が 輿論の 後援 を 得、 社 會全體 の luIE を 博す るなら ば、 

其 事が 彼が 信者で ない 最も 明かなる 證據 である。 「凡ての 人 もし 汝を譽 めな ば汝禍 なる 哉」 である 

(路加 傳六章 二十 六 節)。 文字通りの 孤 獨を覺 悟せ すして 基督 信者た る攀は 出来ない。 キリスト は 全 

世界 を 相手に し、 その 殺す 所と なりて、 之 を 征服し 給うた ので ある。 使徒 ヤコ ブの 言は眞 である (雅 

各 書 ra 章 四 節)、 .§ ち  • 

汝等世 を 友と する は 神に 敵す るなる を 知らざる 乎、 せの 友と ならん 事 を 欲 ふ 者 は 神の 敵な り。 

某督 信者に 相應 しからざる 者と て 人 § 一 おの 如き はない。 「人ば }- を 欲 ふ 者 は祌の 敵な り」 と 請んで 人は不 

m わ 議に思 ふで あらう。 然し 眞の 基督 敎は斯 かる 者で ある。 最も 不人^なる 者で ある。 世 全 體に嫌 はれ 

て 十字架に 釘 けられねば ならぬ 者で ある。 然るに 今の 信者 敎會は 如何？ (八 

新 秋の 期待 

〇 西洋文明 根本の 精神 は 個人主義 である。 彼等の 所謂 個人主義 は 個人 中心 主義で ある。 政治 は. g 人權 

利の 擁護の 爲 なりと 云 ひ、 宗敎は 個人 靈 魂の 救 濟の爲 なりと 云 ふ。 人生の 目的 は 個人 幸福の 增 進の 爲 

なりと 云 ひ、 個人の 一 i 利 を 顧みす して 制度 文物の^ 在の 理由な しと 思 ふ。 神の 在る も 「我」 を惠 まん 

ため、 彼が 萬 物 を 造りし も 「我」 を 福せ ん爲 なりと 彼等 は 思 ふ。 彼等 は 自己 を 中心として 萬 物を毘 る。 

自 已是れ 小宇宙な りと 唱へ、 大宇宙 は此 小宇宙の 周圍 を囘轉 すると m 心 ふ。 

〇 西洋文明が 凡ての 點に於 て破壞 的なる は是 れが爲 である。 倘人 中心 主義 は 分立 主義であって 之に 則 


りて 競 (._ -戰 (il- は 免 かれない" 國は 國と举 ひ、 敎會は 敎會と 競 ふ、 是れ 西洋文明の 自然の 趨勢で ある。 

文明の 進歩と 共に 人生 をして 益々 悲慘 ならしむ る は 是が爲 である。 故に 西洋文明が 其 終極に 連す る 時 

は 世界が 破滅す る 時で ある。 そして 我等 は 日に日に 進歩と 共に 破滅 を目擎 しつ V ある。 

〇 然し 乍ら 斯く あらねば ならぬ 必 II- はない ので ある。 世界人 類 を 破滅に 導きつ k ある 主義 文明 を 維持 

保存す る 必要 はない。 そして 祌は斯 かる 文明 を 呪 ひて 之に 代る に 彼が 定め 給 ひし^の 文明 を 以てし 給 

ふ。 卽ち其§^子を以て据ぇ給ひし天國の道でぁる。 卽ち 自己 を 無き ものと して 神の 聖意を 成就 せんと 

する 途 である。 此 途に循 へば 自分 は 如 M なっても 可い ので ある。 自 已、 自家、 自國、 自敎 き、 是れ 

な聖 意を爲 すため に 有用であって、 其 他に の 用 無き ものである。 自己 を 殺す が眞 に： S;H くるの 途 であ 

る。 他 を 殺して 自分が 生く るので ない、 其 正反對 が眞理 である。  • 

〇 世に 誤謬 多し と雖も HI 洋 文明 是れ 基督 敎 文明と 云 ふが 如き はない。 東の 两 より 遠 かるが 如くに 西洋 

文明 は 基督教より 遠 かる。 一 は 他の 者の 正反銜 である。 其 根本の 精神に 至って は 東洋 文明 は遙 かに 基 

督敎に 近く ある。 犠牲 謙讓 の 精神に 至て は 東洋人 は遙 かに ！€: 洋人 以上で ある。 東洋人 勿 論完 全 人 で な 

い、 彼 を 練磨 完成す る 必要 は大 にある。 然れども人生の根本義に就て東洋人は西^^人に學ぶ必.§11{はな 

い。 ィ H ス御 自身が 東洋人であった。 アブラハム、 モ ー セ、 ィザャ は 凡て 東洋人であった。 我等 現代 

の ^3-洋人 は 西洋人 に 由る ことなく 直に 是等 の 模範的 東洋人 に敎 へらるべき である。 兹 に- 乂 明の 改造、 

世界の 革新が 萌しつ. -1 ある。 西洋文明の 沒落を 耳に する 今日、 我等 は 神が 細 ：=Ci 人に 授け 給 ひし 書 

に 出る 東洋人の 勃興 を 期待し つ i ある。 (九 =0 
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歷 史的 宗敎に 就て 

〇 基督 敎は歷 史的 宗敎 である、 卽ち 曾て 有った 事 を 信す る宗敎 である。 人が 考へ屮 I した 事 を 信す る宗 

敎 でない。 其點に 於て 佛敎と 基督 敎 との 問に 根本的 相違が ある。 佛敎は 釋：^ 無 牟怫ー 人の 思想 敎訓に 

始 つて ゐ るが、 基督 敎は アブラハム 以來 キリストまで、 少く とも s:.^ 年 問の 生ける 歷史に 根ざして ゐ 

るリ 生ける 祌は 言葉 を 以てする よりも 亊實を 以て 敎へ給 ふ。 理想 を說 かすして 實例を 示し 給 ふ。 アブ 

ラ ハ ム の傳 記が 凡て 神に 導かる- 1 者の 生涯の 模範で ある。 人類 は イスラ H ルの 民が 救 はれし やうに 救 

はるべし との 事で ある。 斯くて 神 は 地理と 歷史を 以て 書 を 書き 給うた ので ある。 それが 故に 聖書 は 

貴く、 世界 無二の 書で あるので ある。  . 

〇 せに は 聖書の 改造 を唱 ふる 人が ある。 斯 かる 人 は 書 を單に 倫理 道德の 書と 見る ので ある。 然れど 

も 基督 敎の聚 書 はそんな 書で はない。 此は 主として 救拯の 實 の記錄 である。 之 を 造る には少 くと も 

M 干 年 か、 つたので ある。 聖書 を 新たに 造らん と 欲するならば、 類の 歷史を 新たに 行り 直さねば な 

らぬ。 そんな 人の 有り やう 害 はない。 聖書の 作り直しと 云 ふ は 痴人の 夢と 言 ふより 他に 言 ひ 方がない。 

(九月) 

讀書界 の 變遷： 


-〇 改造 社に 由て 始められし 所謂 『一 圆 文學』 の發 行に 由り 曰 本の 讀書界 は 一 變せ られ しの 觀が ある。 

之に 由て 曰 本の 文學は 衆 化されし と 同時に 資本 化された。 ぇ學は 純然たる 事業と 化した、 商 賣と成 

つた。 最も 善き 思想 を 最も 廉く、 最も 多くの 人に 供給す る 事に 成った。 此條 件に 卟 はぬ 書籍 は 凡てぶ 1< 

れ なくなった。 资本 〔允と 提携して 著者 は榮 え、 提携せ すして 娥 えざる を 得ざる に 至った。 八，' より 三ト 

年 前に は、 薩長藩閥政府に阿りて忠君愛國を唱 へすして著者は成功を§1^む能はざりしが如くに、 今 は 

餐 本家と 共同せ すして 彼 は 餓死 を 決心せ ざる を 得ざる に 至った。 變 れば變 るせ の 中で あると 云 ひ 得 や 

う。 亦永夂 に變ら ざるせ の 中と も 云 ひ 得る。 其 目的と する 所 は 成功に 在る、 金 を 得る に 在る。 唯 金 を 

待ん と 欲する 手段 方法が 變 つたの みで ある、 其 目的 は變ら ない。 忠君 愛 國文學 も 一圓 文學 も、 其 根本 

の 精神に 至って は 寸毫異 なる 所 はない。 

0 然 らば 我等 は 如 3： せん 乎？ せが 變ら ざるが 如くに 我等 も 亦變ら ざるの みで ある。 我等が 忠君 愛國 

丈學に 雷同せ ざり しが 如くに、 一 圓文學 にも 雷同せ ざらん のみで ある。 是れも 一時、 彼 も 一 時で ある „ 

「夫れ 此 世の 狀態は 過 逝くな り」 である。 我等 は ミルトン、 ダンテ、 ヮ ー ヅヮ スに學 び、 昨日 も 今 口 

も 何時 ま で も 變らざ る 著者 の 生涯 を 送らん と 欲する。 C 九 =0 

舊 約と 仰 

C} ，約が 解ら すして 新約 は 解らない、 舊約は 新約の 基礎で ある。 解剖 生理の 基礎 醫學 を經 すして 醫學 

が 解らない やうに * 舊 約を經 すして 新約 は 解らない。 そして 基督教が 新約聖書の 中に 在る は 言 ふまで 
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もない。 舊約 聖書の 研究な しの 基督 敎は 基礎な しの 基督 敎 である、 土臺 なしの 信仰で ある、 深から す. 

強から す、 何時-: 朋る、 か 知れない 信仰で ある。  - 

Q 舊 約^書 は ユダヤ人の 書で あって 基 # 信者に は 必要なしと 言 ふ 者が あ る 。 此は 驚く 計り の 無學と 

稱 せざる を 3： ない。 キリス 卜 は柯ん と， 冗た まひし 乎。 「汝等 書に 翁な き 生 <f& ありと m 心 ひて 之 を^ぶ、 

此 書 は 我に 就て 證 する 者な り」 とせた まひし に 非す や (ョ ハネ傳 五 章 一一； 九 節 )_= 此 所に 云 ふ 「i,fj!u 

と は舊約 §2 曰 を 指して 云 ふので ある。 奮 約 t 一書 全部が キリ ストに 就て 證 すると 云 ふ U 此舊約§^書が基 

脊：^ 者に 必. 要な しと 云 ふが 如き は、 新約 g 力 書 其 物 を 蔑す る 言で ある。 新約 は舊 約の 連繽 である、 恰か 

も 書翰 は 福 昔 書の 連 緩なる が 如し。 馬 太 傳を舊 約 進 書と 離して 讀んで 意味 を爲 さない。 「アブ ラ ハ ム 

の裔 にして ダビデの 裔 なる イエスキリスト」 と 云 ふ。 舊約を 知らす して 此卷頭 第一 の 言葉が 解らない。 

〇 而已 ならす、 舊約 を以っ て 練られ 又 鍛えられ すして 新約の 恩 惠に與 り 得ない。 先づシ ナイ 山 s-wiw 

に傈 えす して、 獨艘 ヶ岡の 罪の 赦 しの 福 昔に 接し 得ない。 慈父で ある 天父 は 同時に 嚴父 であり i;i ふ。 

いつ： しみ おご そか 

「神の f 慈と 嚴肅 なると を觀 よ」 と ある (羅馬 書 卜 一 章 一 一一 一節)。 祌 に此兩 面が ある。 舊約は 主と し 

て 神の 嚴肅を 示し、 新約 は 主として 彼の 仁慈 を傳 ふ。 燬盡 すナ、 としての 祌を 知って 初めてぎ りなく 赦 

す 父 を識る が出來 る。 舊約は 新約の 前提であって 新約 は舊 約の 歸結 である。 舊 約に 根ざさす して 新 

約 は 砂の 上に 建ら れ たる { まじ ある。 

〇 世の 信仰の 衰落を 歎く 者 は 深く兹 に 顧みざる ベから す。 舊約 聖書 を以 つ て 養 はれざる 信仰が 脆く し 

て 弱き は怪 むに 足りない。 儘 約 を 以て 信者 を 養 はすして、 其 信仰 薄き を責 むる は、 責 むる 者の 罪で あ 

る U 我國に 在りて は 漢學の 素養が 幾分な り と舊約 の 代用 を爲 した。 然 れ ども 漢學 の 殆ん ど 忘 れられ し 


八.' 日、 舊 約に 由り て 信仰の 某 礎 を 築く は 目下の 急務で ある。 「§^書は皆な祌の啓示にして敎謝と譴責 

と 矯正と 义人 をして 義を學 ばし むる に 益 あり」 と ある (テ モテ 後書 三 章 十六 節)。 架 書 は 皆な である。 

六十 六卷 悉く、 神に とせられて 其 救 扬に與 る爲に 必要で ある。 (十 一 月) 

進歩の 聲 

〇 世界 は 進歩す る、 其 事 は 實 である。 退歩す るが 如くに 見 ゆる こと ありと 雖も、 そ は 進ルの 一 現象 

た る に 過ぎな い 。 牧 縮は膨 腿の 準備で ある 。神 の 造り 給 ひし {HE に 於 て 永久 的 退歩 收縮 のおり やう 华〕 

がない。 祌は 生命の 源で ある。 彼れ 御自身が 永遠の 生命で ある。 そして 生命 は 成長で ある、 永遠の 生 

命 は 無限の 成長でなくて はならない。 其 生命の 源なる 神の 造り 給 ひしせ 界が 終に 取 返すべからざる 衰 

返に 陷 りたり と は 信ぜん と 欲して 信す る 事が 出来ない。 何が何でも 進歩 は確實 である。 架窨 と- 大 然と 

我が 衷 なる 藁 魂と は此 事を證 明す る。 ； i 昔 何物 ぞ、 永久的進歩の音^^でぁる。 異端 M 物ぞ * 進歩 巾 あ. 

の 唱道で ある。 人は眞 现を覺 つて 樂觀. 冢 たらざる も 得す。 パ トモ ス， の 見者 は n: く 「臆する 者 信ぜ 

ざる 者 は 火と 硫黄の 燃る 池に て 其 報を受 くべ し」 と (默 示錄卄 一 章 八 節)。 臆する 者、 溜る、 者、 神 

と 造化との 眞善眞 美 を 信ぜざる 者 は、 今旣に 失望の 火と 落膽の 池に 其 報 を 受けつ i ある U 

〇 全世界が 今や 不安 極まる 狀 態に 於て 在る は _$實 である。 第二の せ 界戰ー 31- は 何時 始まる 乎 判明らない。 

支那に 戰亂は 絶えす、 日本の 々の 出来^に 寒心すべき 者が 多い。 然し 乍ら是 れ あるが 故に 我等 は 失 

はおし ない。 壞 るべき 者が 壞 れつ、 あるに 過ぎない。 秋の 木の葉が 散る と 同然で ある。 蕭條の 秋 は淸新 

昭和 二 年  < 八 一 


感 恕  八 八 二 

の 春の 前兆で ある。 神の 子を迎 へんが 爲に 大掃除が 世界に 行 はれつ k あるので ある。 視ょ摱 亂の內 に 

刷新の 行 はれつ k ある を。 支那 は 傲慢 無禮の 米英 人を逐 ひて 支那 人 自身の 有と なりつ & ある。 日本に 

於ても 薩閥懶 族 は 秋風と 共に 湖 落して 民人の 裔起を 促しつ k ある。 神 は 民人 を 愛し 給 ふ。 ナザレの ィ 

H スが其 代表者で ある。 祌は 世界 をィ H スと其 弟子と に 與へ給 ひつ、 ある。 それが 進歩で ある。 敎會 

と敎 職と 敎會 員と ではない、 大工の 子なる ィ H スと其 弟子と である。 謙遜り て 何物 を も 自己の 求め ざ 

る 彼等の 手に 神の 造り 給 ひし 世界 は歸 りつ、 ある。 それが 進歩で ある。 そして 年が 去り 年が 來る 毎に 

此 進歩が 確 實に行 はれつ、 ある。 ， 

〇 夫れ 故に 喜べよ： 大と 地よ、 手 を拍て 歌へ よ。 N ホバは 世界 を 完成し 給 ひつ. - ある。 造化 最終の 目的 

を 達せん が爲に 無益なる 年と て は 一年 もなかった。 今年 も 亦 進歩の 年であった。 我等 は祌を 信す る、 

故に 翁り なき 進步を 信す る。 然か见 ゆる 乎 兄えざる 乎 を 問 はない、 唯 信す る。 然か 信じて 人生に 意味 

が 有り、 生く るの 5. 斐が あるから である。 (十二月〕 

祈, の特權 

〇 私に 金が 無くと も、 知識、 能辯、 健康が 無くと も、 私 は 國の爲 に、 同胞の 爲に、 人類の 爲に大 なる 

事 を爲す 事が 出來 る。 私 は 祈る 事が 出來 る。 祈 禱を以 つて 祌の心 を 動かし、 彼の 恩惠 を此惱 める 地上 

に 呼 求む る 事が 出来る。 祈禱は 神が 人と しての 私に、 殊に クリスチャン としての 私に 賜 はりし 最大の 

特權 である U 私 は 之を刖 ひすして 可から う 乎。 私 は 度々 私に 此特權 の賦與 せられ し^を 忘れる" 私 は 


實は 勢力 者なる に、 其 勢力 を 用 ひすして、 常に 貧弱 を 歎く。 化ん と 愚かなる 私で はない 乎。 

〇 人は窮 すれば 人に 親む。 人の 援助 を 得て 窮地 を脫 せんとす る。 そして 人の 援助の 絶えし 時に 行 |5 り 

おのれ 

たりと 云 ふ。 彼 は 己に 祈禱 の特權 ある を 忘れる からで ある。 何が 無くと も 祈る 心 は 有る。 是れ さへ あ 

れば 我に 萬 物 ありで ある。 そして 我が 祈 禱に應 へて 一 たび 聖靈の 我に 降る あらん 乎、 我は强 き^と 成 

りて、 冇り餘 る 能力 を以 つて 亦 他人 を も 助く る 事が 出 來る。 祈禱の 哲理 を 解せ すと 雖も祈 禱の寶 力 を 

知る。 我 は； 5^ き 人で ある、 然れ ども 祈禱の 人で ある、 故に 强く せられ、 又 人を强 くす る 事が 屮 Z 來る。 

大 なる 哉 祈禱の 特權。 (十二月) 
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愛國と 信仰 

〇 日本 は 私の 國 である、 善く あると も惡く あると も 私の 國 である。 神が 私に 賜 ひし 國 である。. 私の 國 

とて R 本 を 除いて 他に は 無い。 故に 若し 善く あれ ば^は 之 を 更に 善き 圃と なさねば ならぬ。 若し 惡く 

あれば 之 を 善き 國と なさねば ならぬ。 惡 いと 云 ふて 私 は 日本 を棄る こと は 出来ない。 私 は 如何なる 1 

オ な 

由 ありと 雖も 私の 國を 貶す こと は 出来ない。 私 は 基督 信者で あるが 故に、 基督 敎國の 米 國ゃ英 國を譽 
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めて * 非 基督 敎國の 日本 を^すならば、 私 は 日本人で ない のみなら す 亦 基督 信者で もない ので ある。 

〇 そして 日本 は 決して 惡ぃ國 でない。 凡ての 點 より 見て、 日本 は 最も 善い 固の 一 である。 其 地 现學上 

の 地位が 善く ある。 其 歷史が 善く ある。 其國 土の 小なる 割合に 物産が 畳 富で ある。 其 陸 は狹 いけれ ど 

も 其 海 は^く ある。 に 海 を 合せて 日本の 物 產は其 民 を 養 ふに 充分で ある。 方法 其-せ-し きを 得ば、 日 

本人 は n 本國 丈け で 充足す る 生涯 を營む 事が 屮 I 来る。 

〇 然し 乍ら 日本の 美點 は其國 土に 於て よりも 其國 民に 於て ある。 祌は R 本人に 特殊の 靈魂を 賜うた。 

日本人 は 信義 を 重ん する、 禮節を 尊ぶ。 日本人 は 利益 を 離れて 正義 を 追求む。 日本人が 堪え 得ぬ 事 は 

他人に 迷惑 を 掛けながら 自分 獨り 安逸に 在る 事で ある。 日本人 は 情に 厚い。 客 を 大切に する。 殊に 外 

« の 客 を 大切に する。 日本人 は 自分の 主張 を枉げ てまで も 外来の 客の 感情 を 害 は ざらん と努 む" 此溫 

情、 此 高誼 は米歐 人に 於て 見る 能 はざる 所で ある。 殊に 禮 節の 點に 於て は、 日本人に 比べて 米 國人は 

野蠻 人で ある。 政治 哲學者 ヮルタ ー • ベジ ヨウ は 其 名著 『现學 と 政治』 に 於て 述べて：：： く 「禮 節は亞 

細亞に 於て 最も 善く、 歐羅 巴に 於て 少しく 善く、 亞米利 加に 於て 最も 惡し」 と。 米國 んは禮 節の 尊 さ 

を さへ 知らない。 若し 禮 儀が 文明の 襟 準であるなら ば、 米 國人は 純然たる 野蠻 人で ある。 

〇 日本人 は 日本人と して 祌の 子ィ H ス キリ スト を迎 ふるで あらう。 其溫 情と 禮 節と 信義と を 以て 彼 を 

戴く であらう。 其 信仰に 於て 日本人 は米歐 人に 傚 はぬ であらう。 日本人は其靈魂の指導を2^^慢なる米 

歐 人に ねぬ であらう。 最も 惡 しき 日本人 は米歐 化された る 日本人で ある。 純なる 《1 木 人 は 最も 善き 

基督 信者 を 作る。 信仰 は 信義と 禮 節の 上に 築かざる ベから す。 成功と 稱 して 勢力と 利 5:^ と 快 樂とを 追 

求す る 仰 は 信仰に 非す。 我等 は 基督 iliE 者と 成る 前に 先づ 日本人と 成る であらう。 然れば 最も 善き 基 


督； 育 者と 成り 得る であらう。 (一 月 

惟一 の 宗教 

それ 祌は 一 位な リ. 叉 神と 人との 間に 一 位の 中保 あり、 卽ち 人なる キリ スト イエ ス なりつ ァ モ テ 前書 二 章 五節) „ 

〇 基督 敎は 宗敎 である。 せ界 におる 多くの 宗敎 の內の 一 であって、 その 優れたる 宗敎 であるに は相逮 

ない が、 然し 獨特 無二の 宗敎 であると 云 ふ 事 は 出来ない。 此事を 担む は 如何にも 狭量で、 學者 らしく 

ないやう に 見える。  . 

〇 然し 乍ら 學者 らしく あ る こと は必 しも 眞理 で な い 。 眞理は 外見で もなければ 裝飾 でもな い 。 眞现 は 

事實 有の 儘で ある。 問題 は 基督教に 在る 者が 他の 宗敎 にも ある 乎 其れで ある。 例へば 佛敎 又は 儒敎又 

は 神道 は 基督 敎の 代用 を爲す ことが 屮 I 來る 乎。 敢て 他宗 を 裁る ので はない、 私 は正當 なる 問題と して 

之を揭 ぐるので ある。 

〇 私 は撣ら すして 曰 ふ、 基督 敎に キリ ストが 在る。 神と 人との 問に 中保と して 立つ ィ エス キリ ストが 

ある。 是は 他の 宗敎に 無い 者で ある。 中保と は實に 中保で ある。 單に祌 を 人に 紹介す る 者で はない" 

故に 大敎師 叉は大 預言者で ない。 祌と 人との 接觸點 である。 聖き 神が 罪の 人に 接し 給 ふ 所で ある U 卽 

みや 

ち祌が 人類の 爲に備 へ 給 ひし 殿であって、 此 殿に 於ての み祌は 人に 臨み、 人 は 神に 近づき まつる 事が 

許さる k ので ある。 卽ち 神人 兩性 を備へ 給へ る 人なる キリス トイ H ス である。 そして 祌が 一位で ある 

が 如くに 彼 も 亦 一 位で ある。 キリスト は 一 位 以上 は 無い ので ある、 叉 有り得な いので ある。 1：：1  ーも孔 
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つとめ はに  0O0OO0O0OOOO0000O0OOO 

子もモ ハメット も キリス 卜の 職 を 果す事 は 出来ない、 深く キリス 卜の 何たる 乎 を 究めて 見て 彼と 同じ 

O0OOO0OOO0OOOOC 

者 を 他の 宗敎 に 見 る 事が 出来な い 。 

〇 そし て 此は宗 敎學者 の 研究 を 待 つ て 解決す る 事の 出来る 敎義上 の 問題で ない、 何人に 取りて も赏際 

もて あそ 

上の 大 問題で ある。 宗敎 問題 を 弄ぶ 近代 人 はい ざ 知らす、 宗敎を 人生の 最大 問題と して 腐 劍に之 を 探 

り 求む る 者に 取りて キリ ス 卜の 有る と 無い と は 生と 死との 問題で ある。 逢なる 祌の 在る 事が 判明り、 

叉 自< 刀， の 罪人なる 事が 刺 明って、 如何にして 此神を 自分の 神と する 事が 出来る 乎と 云 ふ 最も 六ケ 敷い 

問題が 起る ので ある。 そして 此 il; 題に 對し 他の 宗敎 が與 ふる 解決法 は 千篇一律 である、 卽ち 「汝 先づ 

祌の 如く 成るべし、 然 らば 神 は 己が 僕と して 汝を受 くべ し」 と 云 ふので ある。 「人が 祌の 如き 者と 成 

らんと する の 道」 それが 世の 所謂 宗敎 である。 そして 多くの 人が、 然り 多くの 基督 信者と 自 から 稱す 

る 人まで が、 基 #敎 も 亦 さう 云ふ敎 であると 思 ふ。 

〇 然し 乍ら 實 際の 所、 人は自 から 努めて 神の 如くに 成り 得ない ので ある。 自分の 聖化を 待って 神に 到 

らんと する は- 百 ギ河淸 を 待つ が 如くであって、 其 目的 は 到底 達し 得られな いので ある。 玆に 於て 何 

か 罪の 我れ が 聖き祌 に 到る の 道が 無くて はならない、 然ら ざれば 我が 失 はる X の は 明確で ある。 そし 

て 神 は キリスト を 以て 此道を 備え 給うた ので ある。 祌は キリス トに 在りて 充分に 我等 人類の 罪 を 罰し、 

キリスト は" ri- 當の 罰と して 之 を 受け 給 ひしが 故に、 彼に 在りて 人類の 罪 は 完全に 赦 され、 神人 交通の 

道 は 開けて、 祌の 恩惠は 無礙に キリス 卜 を 通うて 人に 降る に 至った ので ある。 然し 人が 人で ある 以上、 

此の 恩惠は 無意識に 彼に 降る 者で ない。 人 は先づ キリスト を 信ぜねば ならぬ。 卽ち 彼の 苦しみ を 我が 

苦しみと して 認めねば ならぬ。 我 は 彼の 如くに 罰せられねば ならぬ、 そして 我 は 彼の 如くに 其 罰 を. 4i* 


當と 認めて 之に 當ら ねばならぬ。 然し 是れ： i き 汚れた る 我の 爲す能 は ざ る 所で あるが 故に、 我 は キリ 

スト を 以て 我 罪 1^ 認 はし、 其 罰に 當 るので ある。 是が キリストに 於け る！ 仰で ある。 そして 此 信仰の 

故 を 以て、 祌は キリストに 在りて 我を赦 し、 我 は キリストに 在りて 祌を アバ 父よ と 呼びて 彼に 近づき 

まつる 事が 出來 るので ある。 是 が^りな き 生命で ある。 人の 最大の 幸福 は如此 くにして 得らる i ので 

ある" 

〇 そして 此んな 明. R な、 確實な 救の 道 は 他の 宗敎に は 無い ので ある。 基督 敎は キリスト である。 キリ 

ストの 敎 ありての 基督 敎に 非す、 キリストなる 獨特の 性格と 行爲と ありての 基督教で ある。 基督教に 

他の 宗敎に 無い 者が ある" 其 意味に 於て 基督 敎は 宇宙 惟一 の宗敎 である。 (一 

藝 術と 救 ひ 

〇 今や 藝術萬 能 時代で ある" 何事 も藝 術で ある、 宗 敎道德 までが 藝術 化せら る。 藝 術を以 つてす る 世 

界 改造が 唱道せられ 叉計畫 せらる。 藝 術に 對 して は 社. 全體の 共鳴が あり 渴 仰が ある。 自分 も樂 しみ、 

人 をも樂 しまし めながら 人格の 向上、 人類の 改造が 行 はれ 得る と 云 ふ。 此んな 好い 事 はない。 故に 俳 

優が 最良の 傅道師 であり、 藝 人が 有力の 說敎師 であると 云 ふ。 神 學校を 起す に 及ばす、 俳優 學校 を設 

く ベ き で あ る 0 音 樂學校 と美 術學 校と ありて 師範 學校 は廢 する も 可な りで ある。 到る 所に W 立 劇場 を 

設けて、 寺院、 敎會 等に 代り、 民衆 敎 化の 任に 當 らしむべき である。 

〇 斯 かる 思考 を 懐いた 人 は 今日まで も 無いで はなかった。 然し 其 目的 を 達し 得なかった U 藝術は 理想 
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の^ 現で ある。 表現の 術であって 现想其 物で ない。 故に 现想 なき 者に も 或る 程度まで 之を眞 似る 事が 

出来る。 ハン デルの 信仰な き藝術 (¥ にも 或る 程度まで 「メッ シャ」 の譜を 奏する 事が 3^ 來る。 ハンデ 

ル、 ベ ー ト ー ベンた る 能 はすと 雖も、 或る 程度まで 彼等の 作曲 を演 する 事が 出來 る。 如斯 くして 藝術 

家 は 甚だ 自己 を 欺き 易く ある。 形 や 昔の 美に 捉 はれて 其 精神 を 逸し く ある。 藝 術へ 永に 劣等 のん 物 多 

き は n だが 爲 である。 彼等 は 偽 はりの 宗敎家 以上に 「，：： く りたる 慕に 似たり、 外 は 美 はしく 見 ゆれ ど 

も內は 骸骨と 樣々 の 汚 機に て充 つ」 である (マ タイ 傳卄三 章 廿七節 〕o 畢 党す るに 藝 術の 美 は 天才の 

美であって 意志の 美で ない。 美 は 美 なれ ども 劣等の 美で ある。 そして 多くの場合に 於て 道なぬ を 離れた 

る 美で ある。 故に 藝 術の 盛んなる 時代 は 大抵 は 道義の 衰 へたる 時代で ある。 我 國の奈 良 朝 時代、 元祿 

時代が 其赏例 である。 藝術を 主と し て 國の改 つ た 實例を 未だ， I" つて 聞いた 事 はない。 

〇 其 反對に 社へ K 民心の 徹底せ る 改革 は藝 術に 反對 せる 運動に 由って 起った。 一 時 英米 を 風靡せ しピ ュ 

1 リタ ン運 励が 其 善き 實例 である。 誠實の 熱する 時に 外観の 美 を 厳 ふ。 其 時人 は眞摯 たらん と 欲して 

*^美たらんと欲しなぃ。 想の 人 は 「我等が 見るべき 厘 はしき 容 なく、 美く しき 貌 はなく、 我等が 慕 

ふべ き^ 色な し」 である (ィ ザャ 書. k:: 十三 堂 一 一節)。 预 一一；  一口 者 全體、 ィ H ス 彼れ 自身、 。ハウ 口、 ル ー テ 

ル 孰れ も蕩 術の 人でなかった。 藝術は 勿論 惡 いもので ない。 然れ ども 藝 術に 由て 人 は 救 はれない。 然 

り 高い 道徳と 强ぃ 信仰と なくして 藝術は 起らない。 起った 都 術まで が衰 へる。 藝術 能 主義の 流行 は 

w{¥ 衰退の 兆候で ある。 U 一月) 


人間の 聲 

一- 一ぐ- ** 

〇 或る^ 人の 乎 紙に. その 弟の 死狀が 記いて あった." 

…… 午後 一 時 五分 頃でした。 私 だけに 來て くれと しました。 「； t さん 喜んで ト さい」 と； を ま 

して 言ました。 「私の 様な 者、 罪人の 首、 地獄の 眞ん 中に 往 くべき 私の 稼な 者 を も H ス樣に 依り 

て 救って いたぐ ける 事が 解りました。 半日 樂書を 護み 祈って ねました。 詩篇と a 1 マ 書 を ：：： ァ 

、有難い、 勿 體 ない、 H ス クリス 卜の 4- 字 架の 血に より 救って いた ける のです。 ^は かし、， 

事です がー 一ヶ月 床に つ い てゐて 死にた くないと 思 ふて ゐ ました。 地獄が 恐ろしくて、 恐ろしくて。 

然し 自分 は 地嶽に 落ちる 惯 しかない 者で あるし …… 今日 不思議に 村 先生の 研究/ゆで 伺う，. こ P 1 

マ 書の 三 章廿三 節だった と覺 えて ゐ ますが、 この 罪の ま. 13! の 功な くして 御 救に 與 かれる と 云 ふ 

事が 詩篇 を 請んで 祈って 居る 時に 光の 如くに 私の 魂に 解った のです。 ァ 、もう 精神の 苦痛が なく 

なりました。 すべて 神様の 御手に. « ねます。 只 る は 病苦 だけです。 人/まで 恥 かしい が 精神の 苦 

痛が 病苦より 大きかった のです。 もし 此病氣 が 御 ならば 善くなる 乎 も 知れません" 此 世の 醫術 

の 最上の 方に 0^ せて ド さい。 ァ 、何氣 なく 衞生會 館で；^ ふて ゐた 此の 神の 言葉が 先生の 御聲 その 

儘で 私の 胸に 響いた、 ァ 、有難い」 と 私の 手 を 握って 云 ふので した。 そして 「折が あったら ど-つ 

か 此の 何の 學問 もない 一 信徒が 救 ひの 確信 を與 へられた 事 を 先生に 巾 上げて {且 しく^ 15„- 巾ト -f 感 

謝して 下さい」 と 言 ひました 云々。 
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此は實 に 「人 問の 聲」 である。 此聲を 聞いて 自分 も 奮 ひ 起たざる を 得ない。 說 くべき は 十字架の 福音 

である。 斯うい ふ 結 菜 を持來 すからで ある。 敎會 の敎師 等に 何ん と 誹られ やうと、 縱令 一人な りと も 

自分の^ 書講： 浙を聽 いて、 斯う 云 ふ 様に 死んで れ たと 思 へば、 凡ての 苦勞 を^ ひ 得て 餘 りが ある。 

神學 博士 ゃ老 宜敎師 等に 「汝が 聖書 を 說くは 他の 宗派 を仆 して 汝の 宗派 を 建ん 爲 である」 と 言 はれて 

自分 はそんな 惡ぃ 事を爲 して ゐ るの 乎と 自分で 自分 を 疑 は しめらる、 こと ありと 雖も. 此 一 人の 平信 

徒が 自分の 說 きし 福 昔に 巾り て 安らかに 死に 就きし を 聞いて、 自分 はや はり 神の 御^ 命の 下に 働いて 

ゐる事 を 知りて 感謝に 堪 へない。 多分 他に も斯 かる 人が あるで あらう。 そして 遠から すして 靈 のせ 界 

に 於て 彼等に 會 うて 讚美 を 共に する であらう。 靈魂を 救 ふ 爲の傳 道で ある。 此 せの 勢力と 云 ふが 如き 

は 塵埃に 等しき 物で ある。 (二 W0 

顯榮 と^ 評 

〇 神の 榮 光を顯 はすと 云 ふ は t 間の 好評 を 博す ると 云 ふ 事で はない。 人に 誹られ、 敎會に 嫌 はれた 人 

で 祌の榮 光を顯 はした 人が 澤 山に 有る。 ク ri ムゥ H ルは 三：， H 年の 間 彼の 國 人に は 亂臣贼 子と 呼ばれ、 

英國々 敎會に は 偽善者の 模範と して 嫌 はれし も、 神が 歷 史家 力 ー ライル を 起して 彼れ ク n ムゥ H ルを 

辯 明せ しめし 以来、 彼 は 今や 英 民族が 產 せし 最大 偉人、 キリストの 僕の 最好 模範と して 全せ 界に 尊ば 

る、 に 至った。 今 世に 於て 社 會ゃ敎 會に譽 めら る &事は 小の 小なる 事で ある。 否な、 彼等に 誹らる & 

事が 名譽の 至りであって、 祌は 却って 彼等の 誹 誘に 由て 其榮 光を顯 はし 給 ふ。 神 は.： 于 {m 萬 物の 造 主で 


あって、 キリス 卜の 敎は 祌の敎 である。 此神を 信じ 此敎に 從ふ者 は 何で あっても 小人であって はなら 

ぬ。 然り 小人で あり 得ない。 「小なる 善人」 は惡 人と 見て 差 支ない。 小人の 牧師、 小人の 基督 信者が 

祌の 子供で あり やう 害がない。 我等 何人も ミルト ン的、 クロム ゥ H ル的 たるべき である。 三百 年 問 誤 

解の 墓に 葬られながら 靜に 祌の榮 光の 我等に 由て 顯 はれん こと を 待つ 者で あらねば ならぬ。 「民衆の 

聲是れ 神の 聲 なり」 と 言 ふは淺 薄なる 米國 人の 言 ふ 所で ある。 我等 は 彼等の 言に 耳 を 傾く る 必要 は少 

しもない。 祌は祌 である、 世界と 敎會と を 鞫き給 ふ 者で ある。 我等 は 人の 批評 は 少しも 意に 留めす、 

神 御自身が 我等 を 以て 其榮 光を顯 はし 給 ふ 時 を 信じて 待つべき である。 (四月) 

榮辱 五十 年 

〇 キリストに 在りて 滿 五十 年！ 樂し くもあった、 苦しく もあった、 思へば 嬉しく も ある、 悲しく も 

ある" 

〇 信仰生活の 苦しみ を 知らない 敎會の 宣敎師 並に 信者た ち は、 人が バブ テス マを受 くるに 會 へば 「お 

芽 3^ たう」 と 言 ひて 祝詞 を述 ぶ。 彼等 は 何 を 言 ふ 乎 を 知らないの である。 何故に 「同情 を 表します」 

と 言 はない の 乎。 ィ ェ スはゼ ベ ダイの 子等に 問 ふて 曰 ひ 給うた、 

汝等は 我が 飮 まんと する 杯を飮 み、 又 我が 受けん とする パプ テス マ を 受け 得る 乎 (馬 太 二十 章 二 

二 節) 

と。 パプ テス マ は 苦が き 杯で ある、 キリストの 榮 光に 入る の 第一歩で は あるが、 直接に 臨む もの は榮 
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光に あらす して 恥辱で ある。 十字架の 恥辱で ある U 此 せの 人 等 (敎會 の敎師 信者 達 を も 含む) に雕は 

れ、 嘲 けられ、 斥けら る、； 5^ である。 眞 のバプ テス マ を 受けて 來る もの は此 世の 善き 事に 非す して 惡 

しき^3?-でぁる。 不孝の 子と して 父母 肉親の 者に 嫌 はれ、 國賊 として 國 人に 斥けられ、 異端の 徒と して 

敎會 より 逐 はる。 人 を此處 まで 逐 ひやらざる バ ブ テス マ は 偽 はりの バ プ テ ス マ である。 まことに 苦が 

き 杯で ある。 之 を 思 ふて 之 を 我が 愛する 者に 授けん と 欲する 心 は 起らない。 私 は 五十 年 前に バプテ ス 

マ を 受けて 知らす して 十字架の 途に 就いた のであった。 顿 みて 萬 斛の淚 なき 能 はすで ある。 

〇 然し 乍ら 私 は 苦が き 杯 を キリストの 手より 受けた 事 を悔ゐ ない。 其內に IS りなき 生命が あった。 私 

は 十字架の キリ ストにまで バプテ ス マされ て、 其 處に盡 きざる 神の 生命の 泉に 達した。 i| の 苦味 は 5^ 

ち ひそ 

命の 甘味で ある。 深い 遠い 歡樂 である。 虚空の 彼方に 潜む 星の 光の 如き ものである。 口に は 言 ひ 得す、 

i せに は 表 はし 得ぬ 深い 深い 歡樂 である。 新約 S^J 曰 を 我 書と して 顧み 得る 歡樂 である。 ダンテ、 ミルト 

ン に 共鳴し 得る 特權 である。 我 罪の 爲に 祌に咒 はれ 給 ひし キリス 卜の 聖顏に 神 を拜し 得る 福祉で ある リ 

墙、 私 は パプ テス マ を 受けて キリストの 詬誶を 負 ひて 此 せの 園の 外に 出て 善き 事を爲 した (へ ブライ 

： るし み しゅ つ え ぢぷと 

書 十三 章 十一 一節)。 苦難 は 出 埃 及の 苦難であった、 叉 W び 俗惡の 世に 還ら ざらん が爲の 苦難であった リ 

C るし ふ 

神の！； に 生きん が 爲に此 せに 死 せんが 爲の 死の 苦難で ある。 福 ひなる 惠 まれた る 苦難であった。 

〇 然 れば此 記憶すべき 日に 於て 私 は H ベネ ゼル (助けの 石) を 建つ るで あらう、 そして サム H ルと共 

く- 0 しみ 

に 言 ふで あらう 「エホバ 是 まで 我 を 助け 給へ り」 と。 此 くして 私は此 不信 國に 在りて、 多くの 苦難に 

きひながら も、 基督 信者に 成りし 事 を 神に 感謝す る。 (六月〕 


獨立 五十 年 

〇 私 は 信仰の 始めより 獨立を 決心した。 井 &督敎 は 之 を 信す る も 外 國官： 敎師の 指揮の 下に 信ぜ じと 決心 

した。 殊に 外國 人の金 錢的拨 助 を 受けて 傅 道せ ざるべし と 決心した。 そして 五十 年後の 八：' 日に 至る ま 

で 大體に 於て 此 決心 を 實 行し 來 つた。 そして 日本人に して 基 将敎の 傳道を 助けて 吳れる 者 は 至って 少 

數 であるが 故に、 實 際の 所、 私 は 私自身に 賴 るより 外 他に 途が 無った、 饑餓に 瀕した 事 は 幾 3; も あつ 

た。 三度 餓死の 決心 を爲 した。 常に 思うた、 人の 援助 を 仰がす ば 傳道を 爲す能 はすと ならば 傳道を 止 

むる に 如かす と。 そして 娥死 もせす、 3： 人に も 頭 を 下げす して 鬼に も 角に も 信仰 を 維持して 八.' 日に 至 

ったis^fは感謝の至りでぁる。 獨立 は實に 私の 信仰の 基礎で ある。 獨 立に 由って 私 は 人生の 興味 を 知り 

祌の 有難 さ を 解し、 彼が 實 際に 活 きて ゐ まして 彼に 倚 賴む者 を 奇蹟 的に 助け 給 ふ 事 を寳驗 した。 獨立 

に 困難な きに 非す と雖 も依賴 よりも 遙 かに 安樂なる 事 を 知った。 旣{ えの 牧人 あるに 非す して、 廣き宇 

宙の 柯 處 からか 月々 援助が 來 ると 信じて 待つ ことの 快 樂は譬 ふるに 物な しであった。 今は娥 死線より 

遠 かりて 月末 毎 に 奇蹟 を 待 つの 必要な きに 至って 人生の 興味が それ 丈け 減じた 譯 で ある。 娥 死の 決 心 

は 今や 誇り 話と して 残る。 その 常時 は 隨分懂 かった。 私 は 私に 敎を 受けた 者の 誰も 私と！： じく 獨立を 

決心し 之を實 行して 祌の裕 かなる 恩 惠に與 らん 事 を勸吿 する。 (六 お) 
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幸福の 獲得 

〇 幸福 は 如何して 來 る乎丫 幸福 は 幸福 を斷 念して 來る。 苦痛と は 全たい 何で ある 乎？ 苦痛と は 幸福 を 

求めて 得られない 事で ある。 或は 幸福と 忍 ひし 物 を 失 ふ 事で ある。 故に 若し 幸福 を.^ めなければ 苦痛 

はない ので ある。 幸福： れ 苦痛の 因と 稱 する 事が 出来る。 「人生の 目的 は 幸福 を 得る にあり」 と敎へ 

た 人 は、 その 何人た る を 問 はす、 最大の 誤謬 を敎 へた 人であって、 憎むべき 偽 はりの 預言者で ある。 

凡ての 苦痛、 凡ての 不幸 は此 誤謬より 起った のであって、 界 人類 は此 誤謬 を 受 いれし が 故に 修羅の 

巷と 化した ので ある。 「人生の 貝 的 は 幸福 を 得る に 在り」 とよ！ とんでも 無い 間違で ある。 人 は隊で 

ない。 「豚の 目的 は 幸福 を 得る に 在り」 と： K ふて 間違で ない。 豚 は 善き 物 を 多く 食 ひ、 善き 子 を 多く 

產み、 善き 攔の內 に 長く 生きて、 其 生存の 目的 を 達する ので ある d 然し 人 は 豚と 異ふ。 彼の 目的 は靈 

性 を 養 ふに 在る。 忍耐、 慈愛、 良 善、 忠信、 溫柔、 搏 節と 云 ふが 如き 靈性 を據 るに 在る。 卽ち幸 幅 を 

棄て& 幸福なら ぬ 幸福 を錢 るに 在る。 ィ H スが敎 へ 給 ひしゃう に、 生命 を 喪 ふて 生命 を 獲る に 在る。 

此 世の 人 等が 追求む る 幸， 幅の 正 反射 を 獲ん とする におる。 故に 不幸 却って 幸福で あるので ある。 

〇 まことに カァ ライルが 言 ひしが 如くに 近代 文明 之 を 豚 文明と 稱 して 間違ない。 共 最大の 目的 は ！^大 

幸： i を 得て 最大限度に 之を樂 まんと する に 在る。 そして 其 目的 を 達し 得すして せ界擧 つて 悶え 苦しむ 

ので ある。 前せ 紀の 終りに 於て、 進化 說の 提唱者 アルフレッド. ワレス は 曰うた、 1 「過去 五 七 年間の 

凡ての 發明は 人類の 眞の 幸； i に 何の 貢獻 する 所がなかった」 と。 第 二十世紀に 入りても 此事は 少しも 


變ら ない。 幸 幅 を 增す爲 の 凡ての 發明は 不幸 不平 を 增す爲 の 因と 成った。 世界 始まって 以來、 今日 程 

苦痛の 多い 時代 はない。 幸福 を 增す爲 の 機械が 完備 すれば する 程 不幸が 增 して 来る。 

〇 玆 に 至 り て 我 等 は た び 古 き 預 言 者 の 聲 に 耳 を 傾 く る 必 要 が ぁ る 、 曰 く 

噫 汝等渴 ける 者よ、 水に 來れ。 金な き 者よ 來れ。 何故に IT にも あらざる 物の 爲に金 を 出す や、 飽 

くこと を 得ざる 物の 爲に勞 する や。 我れ M ホバ に聽從 へ、 去らば 汝等美 物 を 食 ふ を 得、 脂 を もて 

その 靈魂 を樂 まする を 得ん (ィ ザャ書 五十 五 章  一 、 二 節 )o 

幸福 は 幸福 を斷 念して 得らる。 故に 幸福 は 今、 此 處に此 儘に て 得らる。 幸； i を斷 念し、 身 を 捨て、 得 

らる。 M 故に 須悶 する 乎？。 (七月〕 

^5 仰の 岐路 

〇ィヱ スは 敎師 なる 乎. - 救 主なる 乎、 二者 孰れに 解す る 乎に 由て 信者の 信仰 は 定まる のであります。 

ィ H スを 敎師と 解して 決して 間違ではありません。 世に ィ H ス の 如き 教師はありません。 彼 を 模楷と 

し 彼に 效 はんとして 人の 一 生 は 改まる に 相違ありません。 

〇 然し 乍ら ィ H ス を敎師 として 仰ぐ 間 は 徹底せ る 信仰 は 起り ません。 如此 くにして 人 は 己に 就き 常に 

不滿足 を 感じます。 彼 は 支那の 聖人の 如くに 常に 戰々 兢々 として 薄氷 を踐 むが 如き 生涯 を 送ります。 

常に 己に 省みて 不滿 なき 能 はすであります。 常に 己が 不德を 歎きます、 世の 腐敗 を 悲しみます。 そし 

て 「し を も 世 を も 良くす る 事が 出來 すして 悶. えます。 ィヱ ス を敎師 として 仰いで 消極的 信者た る を 免れ， 
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ません。 ュ 一一 テリアン 主義の 信者に 道德 があって も 熱心が な いのは 是が爲 であります。 

〇 ィ H スを救 主と 仰ぐ 時に 信者の 信仰 は 一 變 します。 イエス の 降せ の nr 的 は 完全なる 生涯の 模楷を 一： 小 

すに お まらす して、 主として 罪 を 除く にあり ました。 彼 は 私の 罪 を 任 ふ 神の でありました。 神 は 彼 

に 在りて 私の 罪 を. 恭 判き、 彼の 功績に 由て 私 を 赦し給 ひました。 其 事が 解って 私の 全 生 •  能が ー變 する 

のであります。 私 は 今は赦 された る 罪人であって、 故の 罪んで はない のであります。 罪なる 刺の 痕は 

殘 ります が、 剌其物 は 已に拔 取られた のであります。 玆に 於て か惡を 避け 善を爲 すの が 前よりも 非常 

に樂 になる のであります。 罪の 覊雜を 解かれて 私 は 自由の 身と 成る のであります。 今まで 私の 衷 にお 

りて 罪の 壓迫の ドに窒 塞せ る 凡ての 才能が 解放され て、 私 は 5 心 ひしよりも 遙 かに 力 ある 智慧 ある 者で 

ある 事 を 悟る のであります。 私が 若し 醫者 であれば より 善き 醫 者と 成り、 商人で あれば より 善き 商人 

となり、 自分が 自分で ありながら 自分で なくなり、 救主ィ H スが 自分の 內 に來 りて 自分に 代って 働き 

給 ふを覺 ゆるので あります。 又ィ H スを救 主と 見て 聖書が 善く 解る のであります。 彼の 奇跡的 生： 炸に 

深き 意義 を 出す のであります。 奇なる 生れ 方、 復活、 昇天、 . お 臨と 聞いて 少しも 疑はなくなる ので 

あります。 

〇 ィ H スは敎 師か救 主 か、 人か祌 か、 信仰の 岐路 は兹に 在ります。 そして 問題の 屮 Z 發點は 我 罪の 處分 

OOC-GOOC-OOC* 「- 〇〇ooooo〇o〇o 

であります。 ィ H ス のみ 惟り 完全に 罪 を 除く の 能力 を 有します。 此 能力に 觸れて 私 は 救 はれ、 亦 人 を 

も 救 はんと 欲する 熱心が 起る のであります。 ィ H スを救 主として 知る は 幸福の 絕預 であります リ 

(七 ガ〕 


IK 地の 道と 祌の道 

〇 天地の 道 は 公明正大であって 人の 賤 むべき 道で あると 云 ふ。 まことに 然り である。 我等 は 各自 小な 

る 自己の 判斷に 由って 歩ます、 日月と 光り を 一 にし、 山河と 行 ひ を 共に すべきで ある。 天地 は 無私で 

ある、 公平で ある。 道 を 天地に 得て、 人 は 其 一 生 を 誤らない ので ある。 曰く； 大地 正大の 氣、 粹 然とし 

て 神州に 鍾 ると。 

0 然れ ども 天地の 道 は 最上の 道で ない。 天地 は 無私で あると 同時に 無情で ある。 公平で あると 同時に 

^.?淡でぁる。 天地 は 法則に 由て 動く、 愛を以 つて 働かない。 天地の 道に 則りて 人 は冷靜 で、 律法 的た 

る を 免 かれない。 殊に 生物 進化の 道に 則りて 彼 は 私利に 驅られ て 残酷に 成り 易く ある。 天然と 云 ひて 

ナ みれ  -かま V, へろ  くじゃく  うは ほふ 

美く しい 者 計りで ない。 蓮 も 天然で あれば 蝦 募 も 天然で ある。 孔^ も 天然で あれば 巨 蛇 も 天然で ある。 

こ 力 はて ふ  ほと ゝ >  二 * 

天然に 則りて 人 は 木 葉 蝶の 如く 偽善 を 装 ふこと も屮 I 来る、 杜鵃の 如くに 自分の 生んだ 子 を 焚て 之 を 他 

人 をして 育てし むる 事 も 出来る。 進化 說を 基礎と して 築 上げられし 一一 イチ H 哲學 はせ 界戰 • を 惹起す 

の 原因と なった。 天地の 道 も 之 を 解し やうに 由って は 破壞の 道、 殺伐の 道と 成る。 

〇 玆に 於て か 我等 は 天地の 道に 超越して 神の 道に 依る 必要が ある。 神の 道 は 法則の 道に 非す して 恩惠 

の 道で ある。 自分が 生きん と 欲する 道に 非す して、 自分 は 死して 他 を 救 はんと 欲する 道で ある。 天然 

に 愛の 現 はれな きに 非す と雖 も、 神の 道に 於け るが 如くに 愛 は 最大 勢力と して 働かない。 神の 道に 天 

然の 法則と して 到底 行 はれ 難い ものが ある。 
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惡に 敵す る 勿れ、 人汝の 右の 頰を批 ば 亦 他の 頰を も轉 らして 之に 向けよ。 汝を訟 へて 下 衣 を 取ら 

ん とする 者に は 外 服 を も 亦 取らせよ。 汝に 求む る 者に は予 へ、 借らん とする 者を卻 くる 勿れ (馬 

太傳五 章)  . 

と。 此は 神の 道であって 天然の 敎 ゆる 道で ない。 宇宙 廣し雖 も 其 內に斯 かる 敎を看 出す 事 は 出来ない" 

〇 依て 知る 人 は 天地に 學 ぶよりも 神に 學 ぶべき 事 を。 彼 は 天然の 子供で ある 以上に 神の 子で あらねば 

すみれ 

ならぬ。 月 や 星の 如くに 唯 規則正しい 計りで は 足りない、 キリス 卜の 如くに 愛に 燃えねば ならぬ。 堇 

や 雛菊の 如くに 唯 美しい 計りで は 足りない、 バウ tl の 如くに 愛の 故に 苦しまねば ならぬ。 我等 は 星雲 

說ゃ 進化論に 由って 我等の 人生 哲學を 作って はならぬ。 自 から 罪な きに 人の 罪 を 負 ひて 十字架の 死 を 

味 ひ 給 ひし 神の 子 を模揩 として 我等の 歩行 を 定めねば ならぬ。 人 は 天地の 產 たるに 止まらす、 ； 大地 を 

超越した る 神の 子で ある。 (八月〕 

效果に 無頓着なる 傳道 

〇 バウ ロはガ ラテャ 人に 書 贈って 云うた 「善 を 行 ふに 倦む 事 勿れ、 そは携 ますば 我等 時に 至りて 模取 

るべ ければ 也」 と (六 章 九 節)。 バウ 11 は 斯う 信じた 故に 斯う 書いた ので あらう 乎、 或は 斯う 云 は ざ 

ればガ ラテャ 人に 解らない か ら 斯う 書 いたので あらう 乎。 何れに しろ 前 句の 偉大なる に 較べて 後 句 は 

稍々 讓步 的た る を 失 はない。 人が 健全なる 精神的 狀 態に 於て 在る 時に、 彼 は 善を爲 すに 方って 其 結果 

を考 へない。 穫 取る も穩 取らざる も 善なる が 故に 之を爲 すので ある。 善を爲す|5^-が彼の義務でぁり、 


特 iil であり、 名譽 である。 彼 は 善行 を勵 ますに 收 穫を以 つて せらる \必 要はない。 善 を 爲す事 其 事が 

旣に大 なる 報 賞で ある。 彼 は 其れ 以上に 報 賞 を 求めない。 勿論 パゥ& は 克く此 事 を 知って ゐた。 然れ 

ども 此 世の 大抵の 人 等が、 基督 信者と 云 ふ 人まで が、 善の 結果 を 望ます して は、 或は 之 を a すして は 

善 を爲し 得ざる が 故に、 彼 は斯く 書いた ので あらう。 そして 私 は 思 ふ、 今日の 弊は餘 りに 道 德を其 結 

果に 於て 見ん と 欲する に 在る と。 是れ 純然たる 米國的 精神であって 信仰 道德を 下落せ しむる 者に して 

斯ん なに 惡ぃ事 は 無い。 傳 道の 牧穫を 見ん と 欲し、 それが 力強き 敎會と 多数の 信者と に 現 はれん 事 を 

待 ^1 る。 それ 一 じ は 傅 道の 實は 擧ら ない。 愛 は 眞理を 喜ぶ と パゥ& は 曰うた。 結 に 無頓着に して 忠赏 

に眞 理を說 く、 それが 本 當の傳 道で あると 私 は 信す る。 (八月) 

人生 最大の 獲物 

〇 神の 恩寵 を此 世の 幸福 叉 は 成功に 於て 見る 程 間違うた る 見方 はない。 さう 見る が 故に 我等 は 度々 神 

を 疑 ひ 彼 を 見失 はんとす るので ある 。神が 人に 賜 ふ 最大の 賜物 は 幸福 で は なくし て 聖靈 である。 聖靈 

に 由て 起る 善心で ある。 神と 人と を 愛し 得る 心で ある。 如何なる 境遇に 在る も滿 足す る 心で ある。 人 

の 凡て 思 ふ 所に 過る 平安で ある。 そして 是 等は祌 が聖靈 を 以て 直に 人に 賜 ふ 恩惠の 賜物であって、 身 

の 幸福 叉 は 事業の 成功 を 離れて、 然り 多くの場合に 於て は 之に 反して、 賜 ふ 賜物で ある。 幸！ i は 有り 

て も 可く、 無くても 可き ものである。 無くて ならぬ 物 は 善心で ある。 是れ さへ あれば 他 は 何が 無くと 

も 可い ので ある。 人生の 目的 は 善心 獲得に 在りと 云 ふて 可な りで ある。 
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〇 善き 心、 是れ のみ は 貧富 貴賤に 關 はらす 何人たり と 雖も懷 くこと が^ 來る。 是は 人生の 冕、 最大の 

寶 である。 是 のみ を 持って、 他の物 は 悉く 淺 して、 人 は 此せを 去りて 彼せ に 到る ので ある。 そして 人 

生 最大の 獲物た る 善心 を 得ん が 爲には 不幸 は 幸福に 優り、 失敗 は 成功に 勝 さる。 人に 蹂躪ら れて其 人 

の爲に 祝福 を 祈り 得る の 心 は、 人の 上に 立ちて 彼 を 睥睨す るに 勝 さるの 榮光 である。 失敗に 耐え 得る 

、いは 成 力に 誇る 心よりも 遙に 貴く ある。 善き 心 は 如何なる 場合に 於ても 得る ことが 出來 るが、 順境に 

於て よりも 逆境に 於て 得る ことが 遙に 容易で ある。 それ故に 我等 は バウ n と共に 曰 ふ 

然 かの みならす 患難 を も 喜ぶ、 そ は 患難 は 忍耐 を 生じ、 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希ば F.- を 生す と 

知れば なり。 希望 は 恥 を 来らせす、 我等に 賜 ひたる 聖靈 によりて 神の愛、 我等に 注げば なり 

と (羅馬 書 五 章 三、 四、 五節.)。 息難の結*として§^1靈に由り祌の愛我等に注ぐと云ふ。 福 ひなる 哉 

忠難！ 是れ あるに も拘 はらす 人 は 全 體に息 難 を 避けて 幸福 を 追求む。 彼等が 至上 善の 何たる 乎 を 知 

ら ないから である。 

〇 人生の 目的 は 善心 (愛) を璲 るに 在りと 解して 人生の 意味が 判明る。 「最も 大 なる 者 は 愛な り」 と 

云 ふ。 永生 他な し、 愛に 生く る 生涯で ある。 惡意 なき 生 ffi である。 自己 を 殺さん と 欲する 者の 爲に 祝 

福 を 祈り 得る 心で ある。 此心を 得て 人生 を 卒業した ので ある。 それまで は 何が あっても、 事業、 學 識- 

熟 心、 山 を 移す 程なる 信仰 ありと 雖も 卒業 は 未だしで ある。 曰 ふ r 大學の 道 は 明德を 明かに する に 在 

り ：：： 至善に 止まる におり」 と。 人生の nn 的と して 見る 所に 於て は、 11 敎 基督 敎 共に 異なる 所 はない- 

(九月〕 


近代 人 氣質ニ つ. 

〇 彼等 は 私に 相談 を 持 込む。 私 は惡ぃ 事は惡 いと 云 ふて 彼等に 答へ る。 彼等 は 怒る、 私 を 去る。 私 は 

止む を 得すして 彼等 を 放任して 置く。 後に 至りて 彼等 は 失敗す る。 彼等 は 世に 棄ら る。 終に 役た 私の 

許に 至る。 私の 同情と 援助 を 要求す る。 私が 若し 彼等の 要求 を 拒否 すれば 彼等 は 私 を 恨む" 私に 愛が 

無い と 云 ふて 世に 吹聽 する。 此んな 例が 隨分 多く あ る 。 

〇 人 あり 私 を 先生と 呼ぶ。 私 は 彼が 私の 敎を 受け て吳れ るので あると 思 ふて 喜ぶ。 然 るに さう で な い 

事が 判明る。 彼 は 私の 敎を 受けん とする のでな くして、 私 をして 彼の 主義、 主張に 贊 成せし めんと す 

るの だ。 彼 は 私 を 彼れ 自身の ダブル (映像) として 解した に過ぎない。 故に 私が 彼に 反對を 表すれば 

彼 は 驚いて 私の 誤 を 正さん とする。 彼 は實は 私の 敎師 であって 弟子でなかった の だ。 彼 は 私の 敎を彼 

が 欲する がま、 に 解し 來 つたの だ。 實に 迷惑 千 萬で ある。 然し 此んな 男 も 女 も 今の 時代に 隨分 多い。 

彼等 は 極端に 主觀 的なる が 故に 他 をして 自己 を敎 へしむ るの 力 を 有た たい。 彼等 は 自己 一 人で 眞理を 

斷定 せんとす る。 彼等が 人 を 先生と 呼ぶ が 不思議で ある。 實は 先生 を捉 へんと する ので ある。 (九月) 

言 葉 を 慎めよ 

〇 言葉 を 謹めよ， 言葉 は 決して 小事で ない。 上品なる 言葉 を 用 ひれば 上品に 成り、 下品なる 言 紫 を 用 
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ひれば 下品に 成る。 我等の 壤會に 於て 正當 なる 會費 を徵牧 すれば 或 人 等 は 言 ふ 「木 戶錢を 取る」 と。 

老若の- R 训を 明かに する 爲に 若者 をして 老 者の 前に 高 境に 立た しむれば 「前座 を 勤む る」 と 云 ふ。 斯 

くて 我等の 聖會は 寄席と 问視 せらる k に 至る。 斯くて 會の氣 風 は 段々 と墮 落し * 終に 弊害 -rn 出して 

牧 拾し 能 はざる に 至る。 まことに 使徒 ャ コブが E へ るが 如し、 

舌 は 小なる ものにして 誇る こと 大 なり、 視ょ微 なる 火い かに 大 なる 林 を 燃す を。 舌 は卽ち 火、 卽 

ち 悪の 世界な り …… 舌の 火 は 地獄より 燃え 出づ 

と (ヤコ ブ書三 章 五、 六 節 )o 潔む る も 一一 一一 n 葉で ある、 汚す も 言葉で ある。 多くの 人 は 言葉に 由り て 救 

はれて 天國に 入り、 更らに 多くの 人 は 言葉に 由り て 躓きて 地獄に 落ちた。 人の 口より 出る 一一 一一 n 葉の 如何 

に 重大なる 乎に 就いて ィ H スは敎 へて 曰 ひ 給うた、 

我れ 汝 等に 告げん、 凡て 人の 言 ふ 所の 虚き言 は 審判の 日に 之を訴 へざる を 得 じ、 そ は汝は その 曰 

ふ 言葉に 由て 義 とせられ、 叉 その 曰 ふ 言葉に 由て 罪 ありと せらる、 也 (マ タイ 俾 十二 章 三 六、 三 

七 節)  _ 

と。 誠に 「言葉 は 人な り」 である。 輕ぃ^ 息の やうに 思 はるる 一一 一一 II 葉 は 之を發 する 人の 人格 其 物で ある- 

〇 勿論 言葉 を愼 むと 云 ふて トラ ピ ス ト 派の 惜 侶の やうに 絕對的 沈默を 守る と 云ふ攀 でない。 一一 H 葉 は 心 

の 現 はれで あるが 故に、 衷に 敬虔が あれば 恩惠の 言葉と して 外に 現 はる &は 自然で ある。 言葉 を 慎む 

と稱し て 唯 言葉に の み 注意して 完全に 慎む こ と は 出来な い 。 然し 乍ら 衷も亦 外 の 感化 を受く る 事 齢く 

ない。 殊に 人 は 何人に も 生れな がらの 惡癖 あり、 生 立の 境遇に 由る 惡 しき 習慣 性 あれば、 之を嬌 めて 

靈 性の 向上 完成 を 計るべき である。 言 あり 曰く 「基督 信者 は 全能の 神に 屬 する 紳士な り」 と。 又 曰 ふ 


「彼 は 王の 子な り」 と。 紳士で あり 王の 子で ある クリスチャンに 低き 賤 しき 言葉が あって はならない" 

我等 は 時々 我等の 地位 を 忘れて 「王の 子」 たるに 應 はしからざる 一一 Is 葉を發 する ので ある、 神 を 崇め 人 

を 敬いて 我等の 言葉 は自づ から 莊重 ならざる を 得ない。 人 を呼捨 にす る 勿れ、 「君」 と 呼び 「さん」 

と稱 すべし。 ス ラング (鄙 語) を 用 ひる 勿れ、 普通の 言葉 を 用 ひよ。 聖人 を氣 取る の 必要なしと 維 も. 

故ら に米國 式の 平民 を氣 取りて 禮儀を 笑殺す るの 必要 は 無い。 我等 をして キリストに 化せられ たる 日 

本人たら しめよ。 (九月) 

宗教家の 利用に 就いて 

〇 今に 至って 宗敎の 必要 を 感じ、 宗敎を 思想 善導に 利用 せんとし、 宗敎 家の 功勞を 表彰 せんとす。 誤 

つて 改む るに 揮 かる 勿れと は 云 ふ もの &、 其 感覺の 鈍 さ 加減に は 呆れざる を 得ない。 若し 我等 宗敎事 

業に 從事 する 者が、 此んな 自己矛盾 を 行うたならば、 政府 や 社會は 我等 を 嘲け りて 止まない ので ある- 

六十 年 來宗敎 不必要 を 唱へ來 りし 我 國の權 力 者が、 今に 至りて 宗敎の 必要 を自覺 し、 之 を 利用 せんと 

する に 至って は、 其 無智 無能 を 全世界の 識者に 幾られ て も 返す 言葉 は 無い と 思 ふ。 斯 かる 矛盾 を 放て 

する 人物に 對 して 使徒 パ ゥ & は 一一 一一 n ふので ある。 

自ら 欺く 勿れ、 神 は 侮るべき 者に 非す、 そ は 人の 播く 所の もの は 亦 その 穫る 所と なれば なり 

と (ガラ テャ書 六 章 七 節)。 今日の 此 混亂狀 態は播 いた 種が 其果を 結んだ までぐ ある。 

〇 然れば 如何したら 宜しき 乎。 宗敎家 を 利用す る 前に 悔 改めよ。 男. らしく 其 過誤 を吿 白せ よ。 その 六 
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十 年来 取り 来りし 途の 全然 誤りし を 認めよ。 西洋に 於ても、 古い 日. 本に 於ても、 文明 は 凡て 宗敎 の產 

物であった。 然るに 生意氣 なる 明治 大正の 我國の 政治家 等 は、 日本に 於て 丈け は 宗敎は 文明に 必要な 

しと 云うた ので ある。 ^藤、 大隈、 山縣、 西鄕、 松 方の 諸 公 は 如何に 偉大な りしと 雖も、 天然の 法则 

に 勝つ 事 は 出来なかった。 彼等の 後繼者 は宗敎 家の 利用 を唱 ふるに 至った。 恥 かしいで はない 乎。 

(九月〕 

積極的 無敎會 主 義 

〇 無敎會 主義 は 私の 信仰で ある。 私が 無敎會 信者で ある は、 或 人が メソヂ スト 敎會 信者で あり、 或 人 

が バプテスト 敎會 信者で あり、 或 人が 聖公會 信者で あり、 叉 或る 他の 人が 組合 敎會 信者で あると 同じ 

である。 是は 私の 便宜に 適 ひ、 私の 性質に 合 ひ、 私の 信仰 を 助く る 主義で あるから である。 私 は 凡て 

の 人が 私の 如くに 無敎會 信者 であらね ばなら ぬと 信じない。 私の 無敎會 主義が 私 を 救 ふので あると は 

思 はない。 私 は敎會 問题は 基督 敎の 根本 問題で あると は 信じない。 私 は 人に 私の 無敎會 信者で ある^ 

を容 して 貰 ひたい やうに、 私 は 人が 其 欲する 敎會に 入る 察を容 す。 私 は 人が 私の 無敎會 信者た る 事 を 

攻撃す るまで は、 其 人に 對し 攻撃の 矢 を 放たない。. 私 は 「私 は 無敎會 信者で ある」 と 幾囘も 明言した 

然し 未だ 曾って ー囘も 人に 向って 「汝、 我と 同じく 無敎會 信者 たれ」 と勸吿 したる 事 はない 積り であ 

る。 「汝、 人に 爲ら れんと 欲する が 如くに 亦 人に も爲 よ」 である。 私 は 何よりも プ „1 セラ イチ ズム 

(人 を 己が 宗旨に 引 人れ る 事) を 嫌 ふ 者で あるから、 自身 此 最大の 罪 惡を行 は ざらん と 欲する。 


〇 而已 ならす 私 は 敎會を 助く る に禱路 しない。 勿論 其 敎會が 私の 無敎會 主義 を 尊まして 吳れる 事 を 要 

求す る。 私 は 何れの 敎會 にも 長所 美點の 有る 事 を 知る、 故に 其 長所に 循 つて 之 を 助けん と 欲する。 そ 

して 普通の 紳士と して 敎會に 行いて 私の 無敎會 主義 を唱 へない。 私 は 敎會の 信仰と 私の それとの 問に 

^する 共通の 信仰に 就て 語る。 それ 故 私 は 縱令羅 馬力 トリ ク敎會 なりと 雖も其 事業 を 助く る 事が 出來 

る- そして 實 際に 助けた 事が ある 積り である。 其 他 メソヂ スト 敎會、 バ プチ スト 敎會、 日本 基督 敎會. 

聖 公會、 組合 敎 會.. ホ， I リネス 敎會 等然ら ざる はなしで あると 信す る 。神の愛 を說 くに 敎會無 敎會、 
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信者 不信者の 训 はない。 私が 唯不 まに 堪 へな いのは、 私に 敎會を 助けさせる 監督、 {ー且 敎師、 牧師、 傳 

道師 等が 極めて 少數を 除く の 外 は、 私 を 助けん と 欲せざる のみなら す、 彼等の 多數が 常に 疑の 眼を以 

つて 私と 私の 仕事と を 見る 事で ある。 私は此 根性 を 敎會的 根性と 稱し、 之を賤 しめ、 憤らざる を 得な 

い。 私 は 彼等に 助けて 貰 ひたい からさう 云 ふので はない、 人間の 道と して 彼等より 之 を 要求す るので 

ある。 私が 彼等に 對 する 眞 實に對 し、 私に 對 する 彼等の 眞實を 要求す るので ある。 基督 敎は 武士道 以 

下で あつ て はならない。 然るに 敎會の 爲す所 は往々 にして 武士道 以下で ある。 私 は それが 故に 置々 敎 

會に對 して 憤慨 を發 する ので ある。 (十月〕 

世人と 神人 

詩篇 第 十七 篇 十四、 十五 節 

M ホバょ 聖手を もて 我 を 人より 拯 出し 給へ 

招 和 三年  *?ai 


感 想  九 0六 

彼等 は 彼等 の 享く べき 物を此 せに て 享け 

汝 の财寶 にて 其 腹を充 たさる。 

彼等 は 多くの 子に て飽 足り 

其 富 を 彼等の 幼兒に 遺す。 

然れど 我 は義に 在りて 進 額 を視、 

目覺 むる 時 聖容を もて 飽 足る 事 を 得ん。 

〇 玆に 世人と 祌 人との 善き 對 照が ある。 せ 人と は此 世に 於て、 此 せの 物 を もて 惠 まる &者 である。 神 

より 享 くべき 物を此 f にて 享け、 神の 供へ 給 ひし 财寶 时產を もて 其 腹を充 たされ、 多くの 子 を 生みて、 

其 遣產を 彼等に 頒っ。 此 せに 於て 誠に 神に _ ^心 まれた る 者であって、 人に も 羨まれ、 自己 も 亦 幸 遝を壽 

く 者で ある。 故 松 方 老公の 如きが 斯 かる 人であった" 決して 惡 人ではなかった。 所謂 「お 芽出度き 人」 

であった。 明治 大正の n 本人が 羨んで 止まざる 人であった。 

〇 然し 乍ら 祌の人 は 全く 異なる。 松 方 老公の 如き、 彼 を 世の 幸運 兒と稱 ふ 事 は 屮ぃ來 るが 神の 人と 云 ふ 

事 は 出来ない。 神人の 特權は 神の 聖額 を拜し 得る に 在る、 而 かも 「義に 在りて」 と ありて 神に 義 とせ 

られ 義の祌 を仰瞻 得る にある。 而 して 目 覺る時 神の 聖容を もて 其 心に 飽 足る を 得ん と 云 ふ。 「目 覺る 

時」 と は 死して 後 復活す る 時 を 云 ふので ある。 其 時 直に 榮 光の 主 を拜 する を 得て 其 心に 飽き 足る を 得 

ん との；； ホ である。 此 世に 在りて は義に 在りて 神の 逢 顏を拜 する を 得. 來せ にて は目覺 めて 直に 主の 聖 

容に 接し 得る と 云 ふ。 神人の 特 權は是 である。 *L 人の：： n より 見て 何の 價： ig なきものと 思 はる。 二者 孰 

れを擇 ぶ ベ き 乎、 今 決定 む べきで ある。 


〇K お 安全、 商資繁 u 曰と 云 ふ、 是れ亦 神の 賜物と 稱 せざる を 得す。 多く 財産 を 作り 多く 子 を 生み、 之 

を 彼等に 遣して 世 を 逝る、 之 を 幸福の 生 賴と稱 して 不可な し。 然し 乍ら 神の 恩惠は 之に て盡 きない。 

神の 治め 給ふ此 宇宙に 名譽 財産 以上の 幸福が ある、 卽ち 祌の聖 額を拜 し、 其 聖容に 接し 得る の 祝福が 

ある。 世人 は 之を稱 して 夢で ある、 迷信で あると 云 ふ。 然れ ども ダンテ、 ミルトン 等、 人生の 深 事 を 

透察せ 丄 人に 訊ね 見よ、 彼等 は 孰れ も 世人の 見解の 當ら すして、 聖 詩人の 此 言の 深遠の 眞现 なる を吿 

げる であらう。 基督 信者と 成りし 事 は 決して 損失に 非す。 せ 人の 享 くる 幸福 は 之 を享け ざり しも、 他 

に^の 幸福に 與る 事が 出來 た。 世人と 神人と は 各自 其 住む せ界を 異にする ので ある。 (十 一月) 

我が 奉仕の 途 

〇 我等 は 如何にして 國に盡 し、 陛下に 仕へ 奉らん 乎、 我等が 陛下と 國 とに 對し盡 し 得る 最善の 途は、 

一人な りと も 多く、 正直に して 勤勉、 衷に 充足り て 自己 以外に 何の 求む る 所な き 眞實の 民 を 作る にあ 

ると 信す る。 そして 我等 は 一 生 を 通う して 此 事業 を 綾け 来った。 そして 我等の 努力 は 空しから すして、 

隱れ たる 所に 多少の 效 ei< を擧げ 得た 積り である 。敢 てせ の 賞 讚 を 博 せんと 欲する に 非す。 玆に此 時に 

際し 我が 奉仕の 途を 明かに する 次第で ある。 (十一月〕 


昭和 三年  九 0 七 
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感 想  九 〇<; 

廣 吿を 謹む 

〇 無敎會 は敎會 より 種々 と批； t せらる \ が (多く は惡 評) 然し 唯一 つ 敎會が 盛んに 爲 して 無 敎會 が滅 

多に 爲 さない 事が ある。 それ は廣吿 である。 米國 あたりで は 敎會の 自己 廣吿は 非常に 振った もので あ 

つて、 普通の 新聞 廣吿、 立 看板 は 勿論の こと、 敎會に 由って は 大風 船 玉 を 揚げて 聽衆を 招く 者が あり、 

更に 叉 進んで 花火 を打揚 ぐる 者 も あると 云 ふ。 實に 驚き入り たる 次第で ある。 然し 米 國の敎 き は斯か 

る 手段 方法 を以 つて 少しも 惡事 なりと は 思 はす、 人に 善 を 施す の途 として 彼等 は 盛んに 之 を W ひ、 猶 

ほ 更らに 新 工夫 を 凝し っ& あると 云 ふ。 そして 何事に 於ても 米國 人に 傚 ふ 日本の 新敎諸 敎會は 廣吿を 

以 つ て 基督 敎傅播 の 必要 手段と 見做し、 有りと 凡ゆる 此 せの 方法 を以 つて 人 を敎會 に引附 けんとして 

ゐる。 

〇 然し 乍 ら 無 敎會は 成る ベ く廣吿 せ ざらん と努 む。 無敎會 は傳 道の 途 として 單に眞 理の閬 明に 依る。 

眞现其 物 の 牽引力に 賴む。 「語らす 言 はす 其聲 聞え ざ るに 其 響き は 全地に 普し」 と 云 ふ 其 不思議 の 力 

に賴む U 天父の 招き 給 ふ 者 は 招かす して 必す 我に 來 ると 信す る。 故に 廣吿 する 必要 はなく、 寧ろ 廣吿 

を 忌み嫌 ふ。 無 敎會は 廣吿ゃ 昔樂ゃ 社交に 力 を 費さない。 全力 を； i 音の 理の閱 明に 注ぐ。 そして 實 

際の 結 ra^ を 見る にこの 方法が 遙 にかの 方法に 優 さる。 廣告は 反って 眞理の 探求者 を 斥けて、 靜 かなる 

研究 は 反って 彼等 を牽附 ける やうに 見える。 其點に 於て 無敎會 は敎會 よりも 慧く あると 思 ふ。 ョ ハネ 

傅 六 章 rara 節。 (十一月〕 


宇 宙は 善し 

0 宇宙 は 部分的に 惡く あるが 全般的に 善く ある。 我 身、 我家、 我 國に惡 い 事が あるが、 全世界、 全人 

類、 全 宇宙 は 日に日に、 年毎に 善く 成りつ & ある。 そして 全般的に 善き 宇 帘 に 在りて は、 部分的に 惡 

しき 事まで が 善き 事で あるに 相違ない。 卽ち 善の 完成に 资 する 爲の惡 であって、 惡を 成就す る 爲の惡 

でない に 相違ない。 斯く曰 ひて 勿論 惡は 善な りと 云 ふに 非す、 惡は 誠に 惡な るが 故に、 之に 打 勝って 

善 は 善と して 現 はる &の である。 故に 我等 は 喜ぶ ので ある。 我が身に 怎んな 不幸が 臨んでも 喜ぶ ので 

ある。 詩人 ホヰ ット マンと 共に 叫んで 曰 ふので ある、 
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地 は 善し、 星 は 善し、 其 附屬物 は 悉く 善し 

とつ 最後に は 政治家の 經綸 ならす して 神の 聖旨が 行 はる 、ので ある。 全地 は 化して 神の 國と 成る ので 

ある。 其 時までの 辛 棒で ある。 されば 榮 えよ 偽善、 跋息 せよ 不義 不德 である。 神の 造り 給 ひし 宇 {.£ は 

小人 輩の 策動 を 何の 顧慮す る ことなくして 開展 する。 故に 我等 は詐偽 多き 日々 の 新聞紙の 記事に 目 を 

注ぐ ことなく、 天に シリアス 星 叉 は オラ イオン 星座 を 仰ぎつ、、 靜 かに、 勝利の 讚美 を唱へ つ、 進む 

べきで ある。 (十二月〕 


昭和 一一 一年  九 0 九 


感想  .  九 1 o 

私の 弟子と は誰ぞ  . 

〇 私の 弟子と 稱 する 人で 私の 說く敎 を 全然 誤解して ゐる 人に 許 多 出^ ひます、 讀者 諸君が 充分に 斯か 

る 人達に 注意 せられん こと を 願 ひます。 凡ての 事 を 自分 流義 に解釋 する のが 近代 人の 特徴であります。 

彼等 は 孔子 も 釋迦も 基督 も 自己の 贊成 者な りと 思 ひ、 先哲に 從 はんと は爲 すして、 先 をして 自己の 

意見に 贊 成せし めます。 彼等に 眞现を 判別す るの 能力 甚だ 乏しく、 自己の 意見 是れ 眞理 なりと 思 ひま 

すが 故に、 彼等の 說く 所に 確信 あり、 始終 ー赏 して、 まことに 眞理 らしく 見えます。 然し 乍ら 世に 完 

全 無缺の 思想 程 疑 はしき 者はありません。 多くの 疑問 を存 すれば こそ 爲理 が眞理 であるので あります。 

000000  0  0 〇oooooooooc-ooooooo〇ooo 

私 は 多くの 人に 躓きの 石と る キリストの 福音 を說く 者であります。 宗敎 哲學を 一 圑と 成して 呑 込む 

やうな、 そんな 圓滑 にして 生命の 無い 敎を說 く 者でありません。 使徒 ョ ハネは 21 ひました 「誰か 僞は 

る 者ぞ、 ィ H スを謂 ひて キリスト とせざる 者なら す や、 父と 子と を 拒む 者 は卽ち キリストに 敵す る 者 

なり」 と (ヨハネ 第一 書 二 章廿ニ 節〕。 私 も 同じ 事 を 言 ひます。 明白に ィ H スを， 然りィ H スを のみ、 

キリストと 認めざる 者 は 私の 說く敎 を 解った 人ではありません。 私に 若し 弟子が あると すれば、 其 人 

は 私の 此 信仰 を 解って 吳れた 人であって、 ィ H スが、 卽ちィ H ス のみが 神の 遣 はし 給 ひし 唯一 の 救 主 

である 事が ハツ キリと 解った 人であります。 其 他の 人 は 私の 弟子で はなく、 勿論 信仰の 兄弟 又は 姉妹 

でありません。 (十二月) 


昭和 四 年 二 九 一 一九 年) 

新年の 辭 

〇 尺 生 何の 幸福 を 得すと も 神 を 知る 此頭腦 と、 キリ ス トを 信す る此 心と を與 へ られし 事 丈け で 充分で 

ある。 自分 は 其 他 に^に 何の 幸福を求めて はならない、 又 求む る 必要 はない。 叉 思 ふ 日本 圃 並に 日本 

人より 何の 報 賞に 與ら すと も、 此美 くしい 國に 六十 八 年 問 置いて 世！ 3- うた 丈け で 充分で ある。 此特權 を 

與 へられた 丈け で 自分 は 此！； また 國 人より 何の 報 賞 を 求めて はならない、 叉 求む るの 必要 はない。 神 

と キリストと を 知る を 得し 事、 日本人と して 日本 國に 一生 を 送りし 事、 それ 丈け で 充分で ある。 若し 

不足が あるならば キリ ス トの國 に 於て 充分に 補 はれる。 大 なる 感謝で ある。 

〇 そして 此麗は し の 宇宙よ！ 大は オラ イオン 星座より 細 ぃ絲で ブラ 下がって ゐる やうに 見える 大犬 

星より、 小 は 我が 寫 字く 原稿紙の 上 を 匍 ふ 糠 蜘蛛に 至る まで！ 愕 の物體 ならざる はない。 小宇宙より 

成る 大宇宙であって、 木の葉 一枚の 內に 知悉す 能 はざる 智慧が 籠って ゐる。 之 を祌の 園と 言 はん 乎、 

彼の 殿堂と 稱 せん 乎、 此んな 宇宙に 理性と 靈性を 授けられて 存在す ると 云 ふ 事、 それ 丈け で 人生の 幸 

福 は 有り 餘 ると 云 ふより 外 はない。 そして 此事は 詩で もなければ 歌で もない、 誰に も 解る 事實 である。 


此んな 宇宙に 七十 年 近く 住んで ゐ たと 云 ふ 丈け で 生れた 甲斐 は 充分に 有る。 然るに 其れ 以上に まだ 永 

遠の 來 せが 在る と 云 ふ。 其れで は 善 過ぎて 人生 其 物が 夢で はない 乎と 疑 はる。 喧、 無限の 愛よ、 無窮 

の 祝福よ！ (一お〕 

簡 短なる 私の 基督 敎 

〇 私が 說く 基督 敎は 六ケ 敷い 敎 であるから、 更らに 容易い 敎を說 いて 之に 達する の 途を備 へんと 言 ふ 

者 は 私と 私の 說く 基督教 を 誹謗す る 者で ある。 私 は 決して 六ケ 敷い 基督 敎を說 かない。 私 は キリスト 

の； i 昔を說 くので あって、 それ は簡 短の 極で ある。 「主ィ H ス キリスト を 信ぜよ 然 らば 汝 及び 汝の家 

族 も 救 はるべし」 と 云 ふので ある (行 傅 十六 章 三 一節)。 此 んな簡 短の 敎が 他に 何處に 在る 乎。 叉 曰 

ふ 「人 は 心に 信じて 義 とせられ、 口に 言 表 はして 救 はる」 と (口 マ 書 十 章 十 節 )0 そして 私 は 此簡短 

極まる 信仰の 道を說 くので ある。 然るに 私の 敎は 六ケ 敷い から、 何人に も 判る 容易い 道を說 いて 私の 

敎 にんる の 手引と なすと 云 ふ。 そんな 道の 有り やう 苦がない" キリストの 福音 以外の 敎は怎 んな敎 で 

も 解す るに 遙 かに 難いので ある。 -1 音 以外の 道 は 律法に あら ざれば 祈 " 學で ある。 行爲 にあら ざれば 理 

論で ある。 故に 容易く 見えて 實は 甚だ 六ケ 敷く ある。 私が 科學、 文學、 哲學、 語 學其他 私の 有する 凡 

ての 知識 を 用 ひて 私の 福音 を說明 せんとす るが 故に、 人 は 私の 敎を 六ケ 敷い ものと 思 ふ 乎 も 知れない 

がそれ は 最も 淺 蒲なる 見方で ある。 眞理は 深い 程簡 短で ある。 信仰の 道 は 最も 簡 短に 萬 物を說 明す る 

が 故に 神の 眞理 で あ る と 云 ふ の で ある。 一一 二， 'トン は 大學者 であつ て 彼 の 信仰 は幼兒 に も 判る 信仰 で 


あった。 私の 信仰 を六ケ 敷い 信仰と して 世に 紹介す る 人 は 私 を 侮辱す る 人で ある。 (二月) 

罪 と 完 全 

〇 或る 敎會 信者に 「君に は 罪の 苦悶 はない 乎」 と尋 たらば、 彼 は 左の 如くに 答へ た 

人間 は 弱い者で ある、 私 は 人 である、 故に 私 は 弱く ある、 私が 罪 を 犯す は當然 である 

と。 之を閱 いて 自分 は 思うた 「成程 さう 言へば ™f 窟は 立つ、 然し 此 人に キリストの 福音 を說 くこと は 

出来ない」 と。 

〇 然し 自分の 三段論法 は 少し 違 ふ、 自分 は 左の 如くに 言 ひたい。 

人間 は 完全 たるべく 祌に 命ぜら る、 自分 は 人間で ある、 故に 自分 は 完全なる べき 義務が ある。 自 

分 は 自分の 犯した る 罪の 責任 を 負 はねば ならぬ 

と。 せに 未だ 背て 罪 を 犯さ る 人 一人 も 無しと 雖 も、 其 事 は 自分が 甘んじて 罪 を 犯す の现 由と 成らな 

い。 ィ H スは 命じて 曰 ひ 給うた 「天に 在す 汝 等の 父の 完 きが 如くに 汝等 も完く 成るべし」 と。 完全 は 

我等 各自の 義務で ある。 若しせ に 未だ 曾て 完全なる 人 一 人 も ありし こと 無しと 雖も、 自分 は 完全 を 求 

めねば ならぬ。 キル ケゴ ー ドが曰 ひしが 如く 「若し 止むな くば 我れ 自身が 開 闘 以来の 初めての クリス 

チ ャ ン たらん」 である。 

〇 斯く言 ふ は 決して 無謀で もな く、 亦 傲慢で もない、 人た るの 義務で ある。 人 は 何人も 完全なる ベく 

全身の 努力 を 採 はねば ならぬ。 支那の 聖人 すら 曰うた 


天子より 以 つて 庶 人に 至る、 一 に是れ 皆な 身を修 むる を以 つて 本と 爲す 

と。 身を修 むと は 君子と 成る こと、 人ら しき 人、 完全の 人と 成る ことで ある。 噴水 は 其 源よりも 高く 

昇る こと 能 はす。 完全 を 目的と せざる 人の 生涯 は 知るべき のみで ある。 

〇 神 は 人に 自力で 完全に 成るべく 命じ 給うた のでない。 彼 は 我等に 凡ての 援助 を 與へ給 ふ。 彼 は先づ 

聖 子を以 つて 我等の 罪 を赦し 給うた。 然る 後に 聖靈を 降して 罪に 勝つ こと を 得しめ 給 ふ。 其 他 凡ての 

手段 方法 を以 つて 內 より 又 外より 我等の 完成 を 助け 給 ふ。 そして 「愛 は 律法 を 完成す」 であって、 

完全なる の途は 我等が 思 ふよりも 容易で ある。 

〇 人 問 は 弱い者、 罪 を 犯す 者、 不完全な るが 當然 であると 言 ひ 通す が 故に 益々 不完全に 成る ので ある。 

敎會は 人類の 全然 墮落 を唱へ つ k 撣ら すして 罪 を 犯し 來 つた。 神に 観り て 完全に 成らん と 欲して 努力 

する 事が 完全に 達する の 第一 步 である。 祌は 多分 此 神聖なる 努力 を 完全の 大部分と して 受けて F さる 

であらう〕 (三月〕 

敎 育の 目的 

敎 育の 目的 は 人 を 作る にある、 そして 人た るは學 者たり、 智者たり、 成功者た る 事で ない、 己に：；.^ 

りて 他に 求む るの 必要な く、  1^ 乏の內 に 在る も 感謝 滿 足の 生涯 を 緩け 得る 者で ある。 我が 文部省 は 其 

國民敎 育に 於て 斯 かる 人 を 作り 得し 乎。 善き 國民を 作らん と 欲して 善き 人 を 作り 得 ざり しが 故に、 善 

き « 民 を 作り 得なかった ので は あるまい 乎、 當局 諸彥の 熟考 を 乞 ふ。 (三 H0 


〇 敎會が 今日の 如くに 衰 へた 理由 は 許 多 あるが、 其內で 最も 目に 立つ もの は義の 無い 愛を說 いた こと 

である。 卽ち 正義の 鹽を 供へ すして 愛の 砂糖 を 給へ たからで ある。 ィ H スは其 弟子に 向 ひ 「汝等 は 地 

の鹽 なり」 と 言 ひ 給 ひしに 對 して、 敎きは 地の 藤たら すして * 然り據 たり 得すして、 其 砂糖であった 

ので ある。 甘い 甘い、 老婆の、 宣敎師 の 愛であった ので ある。 其 結 ra^ として 締り のない、 軟弱なる 體 

質と 成って、 な 日の 無能 を來 たした ので ある。 イエス はまた 敎 へて 一一 一一 II ひ 給うた 「汝等 心の 屮に盥 を 有 

つべ し、 而 して 互に 睦み 和ぐべし」 と C マ 力 傳九章 五十 節)。 信者 は 各自 その 心の中に 鹹 ぃ强ぃ 正義 

の 念 を 抱いて、 自己 を淨 め、 又 互に 相 親む 事が 出來 るので ある。 日木の基5^1敎會が此簡短明瞭なる眞 

理を 忘れて、 淺ぃ 宣敎師 流の 愛 を 受納れ、 怒らす、 憤らす、 不義 を 其 儘に 拖ひ隱 すが キリストの 愛な 

り と 思惟す るに 至った、 其 結果と して 今日の 悲む ベ き 衰退 を來た したので ある。 言 ふま で もない gi: を 

加へ ざれば 眞の 砂糖の サ味は 現 はれない。 嚴 格なる 正義の 行 はれざる 所に 眞の 愛は磡 かない" 今日の 

基督 敎會の 如くに 正義 は 凡て 殘酷 無慈悲と 见 はる k 所に 眞の 愛の 行 はれ やう 答がない" 然り鹽 である、 

鹹ぃ盥 である、 今日の 必要物 は是 である。 滅 い 正義の 鹽を缺 いて 我等 無敎會 信者 も亦倏 ちに して 嘔氣 

を條す 程に 甘い、 廐に 甘い 敎會 信者に 成り 了る ので ある。 (三お) 
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〇 幸福 を樂 しむ 爲の 人生に あらす、 完全に 達する 爲の 人生で ある。 完全に 達する を 得ば、 或は また 幾 

分な りと も 完全に 近づく を 得ば、 それで 人生の 目的 は 達せられ たので ある。 故に 幸福 可な り、 不幸 可 

なり、 此 目的に して 達せら るれば 可な りで ある。 そして 品性 を 磨く 爲に、 靈魂を 完成す る爲 に、 不幸 

は 幸福よりも 效 多く ある。 故に 不幸 は 幸福よりも 幸福で ある。 不幸 は 殊更に 求むべき ではない が、 

然れ ども その 身に 臨む や 之 を歡迎 すべきで ある。 玆に 於て か 使徒 ャ コ ブの 言の 意味深長なる を 知る、 

曰く 

我が 兄弟よ、 若し 汝等樣 々の 試 誘に 遇 は 之 を 喜ぶべき 事と すべし、 そは汝 等の 受 くる 信仰の 試 

みは 汝等 をして 忍耐 を 生ぜし むる と 知れば なり。 汝等 全く 且備 はりて 缺 くる 所な からん 爲に 忍耐 

をして 全く 働かし めよ (ヤコ ブ書 一章 二、 三、 四 節) 

と。 卽ち 不幸 艱難 信仰の 試み をして 汝等を 完成せ しめよ との 事で ある。 人生 最上の 得 達 は 神に 似る こ 

とで ある、 神の 子の 模型に 達する ことで ある。 使徒べ テ ：1 が 曰へ るが 如し (。へ テ a 前書 一 一章 一 一二、  二 

舊) 

彼れ (キリスト〕 罪 を 犯さす 又 その 口に 詭譎 なかり き、 彼れ 詣られ て詬ら す、 苦しめられて 激し 

き 言 を 出さす、 只 義を以 つて 鞫く 者に 自己 を 託せたり 

と。 人 は玆に 至って 救 はれた と稱 すべく、 人生の 最大 幸福 は 實に玆 に 在る ので ある。 


〇 近代 人の 模型た る藝 術家ゲ ー テは恆 に 歎じて 曰うた 「人生の 此歡 び、 此 悲しみ は 何の 爲 なる 乎」 と _ 

そして 彼 は 己に 問 ふて 己に 答へ 得なかった。 然れ ども 詩人なら す藝術 家なら ざる タリ ス チャン は此問 

に對し 明確なる 答 を 有って ゐる、 曰く 「天の 父が 完全き が 如くに 完全から ん爲 である」 と。 此歡 び、 

殊に 此 悲しみ は 此の 爲 である。 故に 淚の窄 は眞珠 よりも 貴い ので ある。 死の 苦しみにまで 特殊の 惯恢 

が あるので ある。 失 は 得意よりも 有利なる ので ある。 世に 憎まる & 事が 天に 迎 へらる &の途 と 成る 

ので ある。 今 代の 人が、 其 基督 敎會 までが、 成功 成功と 叫んで 成功 を 人生 最上の 得 達で あると 思 ふ は 

迷誤此 上な しで ある。 ィ H スの御 生涯が 大 失敗であった、 故に 大成功で あつたので ある。 故に 我等 も 

亦 バウ n と共に 曰 ふべき である  • 

之に 因りて 我れ キリ ストの 爲に 弱き と 凌辱と 签乏と 迫害と 患難と に 遇 ふを樂 しみと せり、 そ は 我 

れ 弱き 時に 强 ければ 也 (コ リント 後書 十二 章 十 節) 

と。 斯く 解して 人生の 意義 は 明，：： である。 (四月〕 

. 敎誨 としての 艱難 

誰か 彼の 如くに 敎誨を 垂れん や 

や. るもり  ci しみ 

神 は 艱難 者 を 艱難に よりて 救 ひ、 其 耳 を 困苦に 由り て 開き 給 ふ (ヨブ 記 三十 六 章廿ー 一節と 十五 節) 

〇 神 は 最善の 教師で ある、 彼 は 一一 一一 E 辭を以 つてす るよりも 事 實を以 つて 人 を 敎へ給 ふ。 そして 大抵の 人 

の 場合に 於て 艱難が 最善 の 敎誨で ある。 如何なる 言 辭を以 つてす る も 開く 能 は ざ る 耳 を も 困苦 を以 つ 


て 間き 給 ふ。 此 はまこと に 悲しむべき 事實 である、 苦しま ざるまで は 解らない と 云 ふの は 人の 心の 頑 

愚なる を 示す。 然れ ども 事實 なる を 如何せん。 詩人 は 曰うた 

我れ 苦しまざる 前に は 迷 ひ 出で ぬ 

，ひ) iii 

され ど 今 は 我れ 聖 一一 一一 c を 守る 

と (詩 百 十九 篇六七 節)。 义曰ふ 

汝の t 台 汝の杖 我 を 慰む 

しもと  をり 

と (同 廿三篇 四 節)。 共尹^！に於て人は牛叉は羊と異ならなぃ、 牧者の 笞に 由ら ざれば 行くべき ホに行 

かない。 憐 むべき は 人の子で ある、 彼に 理性 ありと 雖も、 人生の 大事に 關 して は 理性 は 彼の 役に立た 

むち  つ ゑ 

ない。 鞭で ある、 杖で ある、 之に 打 すくめられて 初めて ほを覺 まし、 耳 を 開く ので ある。 悧巧に 見え 

て 高ぶりた る 痴鈍なる 動物で ある。 眞理に 反抗す るを以 つて 獨立を 守り 主張 を 行 ふと 稱す。 故に 艱難 

終に 彼に 臨み、 彼 を 救 ひ、 彼の 目と 耳と を 開く ので ある。 

〇 然れ ども 我等 は 忘れて はならない、 艱難 は祌が 取り 給 ふ 最後の 手段なる 事 を。 彼 は先づ 預言者 を 遣 

りて 民 を 謀へ- 而 して 聽 かざる の 場合に 艱難と 困苦と を 送り 給 ふ。 艱難 は 救 ひで あると 同時に * 判で 

ある。 艱難 必 しも 救 ひと 成らす、 審判と なりて 人 を 死に 至らし む。 故に 曰 ふ 

然れば 言へ る こと あり、 若し 今日 (令 日と 云 ふ 令 日) その (神の) 聲を聽 かば (彼の) 怒 を惹き 

し 時の 如くに 汝 等の 心 を 剛愎に する 勿れ 

と。 (ヒ ブライ 書 三 章 十五 節) 私 は 近頃 頻りに 私の 聲を さへ 聽 かすして 艱難に 遭 ひて 苦しむ 者 を 見る。 

其 ：2： の 或 者 は 神に 還り 来る も、 或 者は絕 望の 淵に 陷ゐ りて 再び 起つ 能 はざる に 至る。 そして 私 は 虞る 


日本の 社 會全體 が 今や 神の 聲に耳 を 傾けざる の 結 架と して 此大 危機に 在る を。 我等 は 艱難の 到来 を 待 

つて はならない、 今 起って 父に 柱かねば ならぬ。 艱難 を 讚美すべき 時に 非す、 敎誨を 重んじ、 今悔改 

めて 救 はるべき 時で ある。 然れ ども 隨* 打た る& まで 醒めざる 人の 多き ことよ。 得意の 時の 冷淡、 失 

意の 時の 信仰、 祌は 呆れ 給 ふで あらう。 (四月〕 

無宗敎 無敎會 

〇 私の. 基督 敎は 宗敎 でない、 私の 集會 は敎會 でない。 さう 聞い て 多くの 人 は 不思議に 思 ふで あらう が、 

決して 不思議で ない。 イエ スの敎 は 決して 宗教でなかった。 彼が パリ サイの 徒と 鬪ひ給 ひし は 宗敎と 

闘 ひ 給うた ので ある。 天の 父が 完全き が 如くに 完全 からん とする がィ H スの敎 であって、 それ は此世 

の 所謂 宗敎と は 全然 質 を 異にする 者であった。 イエ スの敎 が 基督教と 云 ふ 宗敎と 成り、 彼の 弟子が 敎 

會と云 ふ 宗敎的 團體を 作りし 時に 鼓に 彼の 豫 期し 給 は ざり し 者が 現 はれて、 彼の 御 精神 は 全然 沒 却せ 

られ たので ある。 其證據 に は 後 #ィヱ スの御 精神 を 深く 汲みし 者 は 大抵 は 敎會の 外に 立ち >  イエスの 

如くに 敎會に 嫌 はれて、 彼の ^誶を 身に 負 ひて 門の 外に 苦しみ を 受けた (ヒ ブライ 書 十三 章 十二、 十 

三 節)。 ミルトン、 トルストイ、 キル ケゴ ー ドの 如きが その 善き 代表者で ある。 彼等 程 信仰の 篤い 人 

はなかった、 而 かも 彼等 程 敎會を 嫌 ひ、 又 敎會に 嫌 はれた 人はなかった。 そして小なる私も：.|^是等の 

信仰の 勇者と 歩み を 共に せんと 欲す るので ある。 私も亦 何卒 金襴 の 法衣 を 身に 着け る や う な 人 を 管長 

とも 監督と も 呼びたくない。 彼等と 席 を 共に して 金杯 銀杯の 下賜に 與 りたくない。 ナザレの 大工 其 儘 
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感想  九 二 〇 

の 生涯 を 送り、 政治家 ピラト や 監督 力 ャパに 神 を瀆す 者と して 或る 種の 十字架に 釘 けられて 一 生 を 終 

りたく 欲 ふ。 (四月) 

生く る は キリスト 

〇 バウ 口が 記いた 難解の 言の 一 はたし かに ピリ ビ書 一章 二十 一節で ある。 舊ぃ 日本 譯に 依れば 

我が 生ける は キリストの 爲め、 また 死ぬ る も 我が 益な り 

と あるが、 是は譯 者の 意譯 であって、 パゥ 口の 本意 を傳 へた もので ない。 改正 譯は 左の 如しで ある 

我に とりて、 生く る は キリスト なり、 死ぬ る もまた 〔i なり。 

キリストの 爲に 生く ると 云 ふ 丈け では 足りない、 生く る 事是れ キリスト なりと 云 ふので ある。 原語の 

文字 は 明お である、 唯 其 意味が 解し 難いので ある。 「我に 取りて は 生く る は キリス 卜」 と 云 ふので あ 

る。 「なり」 と 云 ふ辭も 略して あるので ある。 「生く る は キリスト」 簡潔の 極で ある。 其 意味 如何。 

原語に 在りて は 冠詞 を 加へ て 僅かに 三 語で ある。 

〇 「我に は 生く る は キリスト」。 生く る は キリストの 御 生涯 を 繰 返す 事、 キリス 卜の 如くに 生く る 事 

くるしみ 

主として 十字架の 生涯 を 送る 事で ある。 犠牲の 生涯で ある、 キリストの 苦難の 足らざる 所 を 補 ふの 生 

涯 である。 決して 樂 しい 生涯で ない は 云 ふまで もない。 故に 「死ぬ る は 我に 益な り」 である。 「死ぬ 

る も」 と 解して は 意味 を爲 さない。 生く る は 苦痛であって 損で ある、 死ぬ る は 苦痛 を脫 する ので 得で 

あると 云 ふので ある。 さう 解して ニニ 節より 二 五節までの 意味が 能く 判明る。 


〇 「我に 取りて は 生く る は キリスト」 實に 深い 言葉で ある。 今や 基督 信者まで が 人生の 目的 は 幸福 を 

樂 しむに 在りと 言 ひて 撣 からざる 時に 方り て、 バウ 口の 此 言葉の 如何に 其 趣き を 異にする 乎が 判明る- 

勿論 キリストの 御 生涯 は 苦難の みではなかった、 其內に 人の 知らざる 深い 喜樂 があった。 然し 乍ら 苦 

難が 其 基調であった 事 は 明白で ある。 そして 彼の 御 足の 跡に 從 ふて 生活した 者 は 凡て 十字架の 生涯 を 

送った。 彼等 は 各自 小 キリス 卜と して 一生 を 終った。 福音書に 記された る キリスト 傳は 多少に 拘 はら 

す 信者 各自の 傳記 である。 キリストと 喜びと 悲しみと を 共に する。 「我が 生く る は キリスト」 である- 

十字架 は 避け 得べ くもない。 

〇 事 實如此 しで あれば 我等 は キリ ス ト 以上に 樂 しい 生涯 を 送らん と 欲して はならない。 今日の 米國人 

全體の 如くに 幸福に 不幸 を 忘れん と 欲して はならない。 其 反對に 不幸の 內に眞 の 幸福 を 看 出さねば な 

らぬ。 死 を 生 以上に 幸福と 思 ふやうな 生涯 を 送らねば ならぬ。 (ヒ ブライ 書 十二 章 二 節參照 )o  (五月) 

, 基督 敎= ^待望 敎 

〇 福音 は 信望 愛で ある， 三者 其 一 を缺 いて 福音が 福音に 成らない。 然るに 事實 如何と 云 ふに、 大抵の 

所謂 福 昔 は 信と 愛と であって、 望が 缺 けて ゐる。 甚 しきに 至って は 愛の みの 福音が 唱 へらる。 近代 式 

の 淺き福 昔 は是れ である。 然れ ども 愛 は それ 自身に て 自己 を 維持す る 能 はす。 愛が 深き 堅き 愛た らん 

が 爲には 信に 立ち 望に 養 はる、 愛で あらねば ならぬ。 愛 も 亦 孤立して 美 はしき 思想と して 消えて 了 ふ 

愛 は 信と 望と 共同して のみ 貴き 愛の 果を 結ぶ ことが 出來 る。 


感 想 ■  . 二. 二 

〇 信に 就て は 玆に云 はす §1- に 就て 云 はん。 キリストの 敎に 於て は單に 漠然たる 望で ない。 善き 時來 

るべ. しと 云 ふが 如き 何人も 懐く^ でない。 確然た る 特^の 望で ある。 「キリスト は汝 等の 望む 所の 榮 

の §ー1 なり」 と 云 ひ 「コ n サイ 書 一 章 一 ート七 節)、 又 「汝 等の 望なる ィ H ス キリ ス ト」 と ある 其 、じあ 

る。 卽ち 死して 庭り、 今 は 天. に 在ます イエ ス キリス 卜が 搏び 人の^に 顯 はれて、 萬 物 は 革り、 世は眞 

正の 意味に 於て 改造され て、 水の 大洋 を掩 ふが 如くに、 祌を 知る の 知識 は 全地 を掩 ひて、 義が 徹底的 

に 人の 間に 行 はるべし と 云 ふ 其 望で ある。 此 望を懷 いて 信者 は 徹底的に fm- 氣附 けられ、 慰められ、 非 

現世 的に 成り、 喜び 忍んで 凡ての 串^ 難に 當る ことが 出來 るので ある。 聖書 は 此^の 光 を 受けて 書かれ 

た 書で あって、 此^ を 取 去 つ て 聖書 は 意味な き 書と 成る ので ある。 其 意味に 於 て 聖書 は始 より 終 ま で 

希 の 書で ある、 故に 預言の 書で ある。 創せ 記が 最初の 預言であって 默示錄 が 最後の 預霄 である。 我 

等の なる ィ ェ ス キリ ストが. 冉 現せん.， こする 其 望 を 述べた る 書で ある。 ！^^は此望を信する信でぁっ て、 

愛は此び！^-を懐ぃて起る愛でぁる。 バウ が禱 造せ る 一 首が 能く 信者の 此 態度 を 示す の である、 曰く 

APEKDECTJOMAI と。 體を 前に 曲げて 鶴首して待 つの 意で ある。 信者 は 信す る 者で あると 同時に 

待つ おで ある。 待^ 者で ある。 現在 を 以て 滿 足せす 未来 を 待望む 者で ある。 而 かも 唯 茫然と して 待つ 

に 非す、 祌の 約束に * りて 待つ 者で ある。 基督 敎は 待望 敎 である、 花嫁が 花婿の 來り迎 ふる を 待つ 敎 

である、 故に 赛を迎 ふるの 心を以 つ てす るに あら ざれば 其 眞意を 探る 能 はざる 敎 である。 敎義と 規則 

と 俄 禮とを 以 つて 固めた る羅馬 又は 英國 カトリ ク敎 であり 得ない、 又は 內紛 外爭の 常に 絶えざる プ I- 

テス タント 敎 であり 得ない。 卷の 曙、 小鳥の 囀る を 聞きながら、 昇る 日出 を 待つ 心地して、 聖き 城な 

る 新しき エルサレム の 祌の所 を 出て 天より 降る を 待望む 敎 である。 (六月〕 


傳 道の 動機 

〇 人が 傳道 すると 云へば、 大抵の 人 は、 敎會の 役者：^ に 信者まで が、 其 人 は 己が 弟子 を 作り、 勢力 を 

張り、 社 \ 皆に 雄飛 せんが 爲 にす るので あると 思 ふ。 故に 非難 攻撃 至らざる なしであって、 世に 所謂 成 

功せ る宗敎 家程澤 山の 激烈なる 敵 を 持つ 者 はない。 勿論 斯 かる 野心 的 宗教家な しと は 限るまい が、 然 

し本當 に 傅 道 に 成功した 者 は 決し て そんな 者で ない 事 は 確かで ある。 自か ら 政治 に 乘 出した 政治家 に 

碌な 政治家の ないやう に、 自 から 傳道を 始めた 傳道師 に 碌な 傳道師 はない。 本 當の傳 道師は 自分 は 厭 

で 堪らない が 神に 捕 へられて 止む を 得すい や い やながら 傳道師 に な つ た 者で ある。 タル ソの バウ 口が 

夫れ であった。 彼 は 其 事に 就て 告白して 曰-うた 

我れ 幅 昔を宣 傅 ふと 雖も 誇る ベ き 所な し、 巳む を 得ざる なり、 若し 我れ 福音 を宣傳 へ すば 實に 蝸 

ひなり  い 

と (コ リント 前書 九 章 十六 節 )o 「巳む を 得ざる なり」、 此 ために 强 ひられたり。 「禍 ひなり」、 若 

し 我れ 傅 道せ すば 祌我を 呪 ひて 我 を 罰し 給 はんとの 意で ある。 卽ちパ ゥロは 神に 徵發 せられて 已むを 

得す 傅 道に 從事 せりと 云 ふので ある。 傅道師 としての バウ 口 の價 値を滅 する やうで あるが 決して 然ら 

すで ある。 敎會ゃ 官： 敎師 に； 1 めら れて傳 道師に 成った のと は 全く 類 を 異にする。 バウ tl に對し 同情に 

堪 へない。 木.営の傳道師は凡て^^道すべく祌に强ひられ、 餘儀 なく せられた 者で ある。 H レミ ャ記ニ 

十 章 九 節 を 見よ。 (六月) 
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病 閑雜記 (一) 

生 破の 櫂 利と 義務 

〇 彼等 は 曰 ふ 「我に 生殖の 權 利を與 へよ」 と、 そして 彼等 は 之を與 へられて 之に 附屬 する 義務 を實行 

しない。 獨 逸人の 諺に 曰く 「何人も 子 を 生む 事が 出来る、 然し 乍ら 子 を 適 當に敎 育し 得る 者 は 滅多に 

ない」 と。 若し 生殖と 云 ふ 文字の 內に敎 育の 義務と 云 ふ 意義 を 含ませるならば (そして 含ませる が當 

然 である)、 生殖の 權利實 行 を 迫る 者 は 滅多に無い であらう。 大抵の 人 は 子 を 生み 放して 社會 をして 

其 氣附を 取らし め、 そして 社 會が思 ふやう に 己が 生みし 子の 氣附を 取ら ざれば とて、 その (社會 の) 

無情 無慈悲 を 憤って 止まない。 氣儘勝 乎なる 人よ 近代 人よ と 云 はざる を 得ない。 

信不 の區別 

O00OOOOOOOOOOO0OOOOOO0OO0C 

〇 信者と 不信者との 區训 は玆に 在る、 卽ち 信者 は 事物の 善き 方面 を 見る に對 して 不信者 は その 惡 しき 

方面 を 見る。 不信者に 誠實 無き にあら すと 雖も、 惡を摘 示し 之 を 矯めて 善 を 起さん とする 態度に 於て 

信者と 異なる。 信者 は 善 を獎勵 して 惡を 消さん とする。 愛を以 つてせ に 勝つ と 云 ふは此 事で ある。 愛 

の 洪水 を 起して せの 罪 を 洗 ひ 去らん とする。 それ故に 信者の 爲す事 は 常に 積極的で ある。 彼 は 改革者 

たらん よりも 慈善家た らんと する。 

〇 信者と 稱 して 勿論 敎會 信者 を 云 ふので ない。 人の 惡 しき 方面 を 見る 眼の 鋭 さに 於て^ は敎會 者に 勝 


さる 者 ある を 知らない。 多くの場合に 於て 敎會が 地上の 地獄 其 物で ある は 之が 爲 であると 思 ふ。 敎會 

程 人の 惡 評の 行 はる k 所 はない。 敎會は 善の 獎勵 者で なくして 惡 の摘發 者で ある。 惡魔は 幾度 か敎會 

の 法王 監督と して 地上に 現 はれた。 故に 信者 不信者 は敎 會無敎 會を以 つて 判別す る こと は 出来ない。 

信者 は 事物の 善き 方面 を 見る 人、 不信者 は其惡 しき 方面 を 見る 人、 信者 不信者 は如此 くにして 見^く 

ベ きで ある。 

〇 政 友會に は惡の 外に 何の 善き 所な き 者と 見る 民政 黨、 同じ やうに 民政 黨を 見る 政 友會、 共に 不信者 

の 好き 標本で ある。 己が 敎會 以外に 何の 讚むべき 貴むべき 所 を 見る 能 はざる 多くの 基督 敎 信者、 彼等 

は紛、 れ なき 不信者で ある。 祌は 人類の 救扬 完成に 就き 永久 的 希望 を 懷き給 ふ。 我等 は 特に 其 意味に 於 

て、 天に 在す 父の 完全き が 如くに 完全 かる べきで ある。 

〇 曾って 關 西の 或る 大宗 敎 家の 訪問 を 受けた ことがある。 私 は 東京の 或る 大宗 敎 家が 私に 爲し たこと 

に 就き 彼に 訴 ふる 所があった。 其 時 彼 (關 西の 大宗 敎家) は 私に 告げて 曰うた 

彼 (東京の 大宗 敎家) の 惡ぃ事 は 能く 判明って ゐる。 然し アンナ 者 を 信じた 君 も 亦 甚だ 惡ぃ。 僕 

は アンナ 者 は 信じない、 故に 騙された こと はない 云々 

と。 斯くて 私 は 大宗 敎家を 信じた 故に 他の 大宗 敎 家に 大いに 叱られた ので ある。 以 つて 明治 大正の 日 

本の 基督 敎界の 如何なる ものな りし 乎 を 知る ことが 出来る。 多分 元龜天 正の 戰國 時代 もこん な 者で あ 

つたら う。 昭和に 入って 日本の 基督 敎會 が頓に 衰微した の は 理由の ない 事で はない。 
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靈の辨 別  ， 

〇 基督 敎を學 ぶに 方って 靈の醉 ^は 最も 肝要で ある。 ョ ハ ネ第 一 書 四 章に 曰く 

愛する^よ、 凡の 靈を 信す る 勿れ、 その 靈 神より 出る や 否や を 試みよ。 多くの 僞 預言者 世に 屮 I た 

り 

と。 凡て 基督 敎と云 ふ 者 * 督敎に 非す、 凡て 基督 信者と 云 ふ 者 基督 信者に 非す、 その 眞偽 を辨 へよ と 

云 ふ の で あ る 。 そし て 眞 偽辨^ の 能力 は 聖靈 に 由る 特種の 賜物と し て 賜 はると 云 ふの が 聖書 の敎 ふる 

所で ある。 コ リント 前書 十二 章 十 節に 曰く 

或は C 同じ 靈に 由り て) 異能を 行 ひ、 或は 預言し、， 或は 靈を辨 へ、 或は 方言 を 言 ひ 云々 

と。 卽ち 初代に 於ても 今 代に 於け るが 如くに 種々 の靈が 祌の靈 として 官： 傅せられ たれば、 信者 は 神の 

靈を神 以外の 靈 より 辨別 せんが 爲に 聖 靈を 授かる の 必要が あるとの 事で ある。 

〇 日 木に 於ても 基督の 名が 忌み嫌 はる、 時代が あった。 其 時代に 基督 敎は 比較的に 純潔であった、 或 

種の 十字架 を擔 はすして 其 名 を 冒す ことが 出來 なかった。 然るに 悲しむべし 其 時代 は餘 りに 早く 過ぎ 

去った。 今や 基督 敎は三 大宗 敎の 一 として 認められ、 其 監督 牧師が 佛敎の 管長、 神道の 神主と 共に 其 

功勞を 賞せられ て 金杯 銀杯の 下賜に 與 ると 云ふ淺 ましき せと 成った。 其 結果と して 何人も 基督 信者た 

り 得べ く、 又 何人も 自已獨 特の敎 義を唱 ふるに 至った。 隨 つて 日本に 於ても 靈を辨 へる の 必要が 起つ 

た ので ある。 我等 昭和時代 の 日本の 基督 信者 も 亦 凡 の 靈を 信す る 能 はす、 そ の 靈 の 菜して 神 よ り屮ヮ 0 

や 否や を 試む るの 必要 あるに 至った ので ある。 悲しむべし 基督 敎の 事に 於て まで 日本 は 歐米諸 國と類 


を 同う する に 至った。 日本に 於け る 基督 敎的 黄金時代 は旣に 去った。 言 あり 曰く 

羅馬 皇帝 コン スタン チン 基督 敎を 公認せ し 時に 惡魔は 基督 敎會 に人來 り、 そして 干 五 百年 後の 今 

曰に 至る も、 敎會は 彼れ 惡魔 を； 逐 放す る 能 はす 

と。 日本に 於ても 曰 本 政」 .t. の 寛大なる 政^ に 由り、 百年なら すし て 惡魔は 公然と 基督 敎會 に 尺 f、 

多分 世の 終末まで 之 を 離れ 去らない であら- つ 。 

〇 今や 日本に 於て 基督教と 云へば 極めて 漠然たる 者で ある。 愛を唱 へ、 人類の 救 濟を說 き、 平和、 禁 

酒 靈的 生命、 地上に 於け る 神の 園の 建設 等 を 主張 すれば、 それで 基督 敎 として 通る ので ある。 故に 

基督 敎の 名を以 つて 「新しき 祌の發 見」 までが 唱 へられ- 宇宙の 改造、 新 天 新地の 出現 等が 基督 敎特 

有の 問題と して 极 はる。 私 は 日本に 於て 阿 彌陀の 名 を 基督に 變 へたに 過ぎない 基督教 を 見た。 其實質 

は賴 ふべき なき 淨土 眞宗 であつ. て、 名のみ の 基督教で ある、 其 他 如何に 見ても ィ H ス、 バウ 口の 基督 

敎 でない 者が、 基督教の 名を附 して 盛に 唱 へらる、 を 見た。 勿論 何れが 眞の 基督 敎 である 乎を定 むる 

は^だ 難い 審 であると する も、 基督教と 怫敎 との 間に 根本的の 相違 ある は 明かで ある。 其 如くに 羅馬 

カトリ ク 敎とプ ri テス タント 敎 との 問に、 アルミ 一一 ャ 系の メソヂ スト 敎と カル ビン 系の 組合、 バ プチ 

スト 敎 との 問に 同様の 根本的 相違が ある。 其 事を辨 へす して、 愛を說 くもの は 凡て 基督教、 基督教で 

さへ あれば、 加特カ プロテスタント 何の 選む 所 はない、 叉新敎 でさへ あれば メ ソヂス 卜、 聖 公會、 無 

敎會 何の 異なる 所 あるな しと 云 ふは廣 きが 如くに 見えて 實は淺 い 見方で ある。 兹に 至って 眞纽辨 

の 能力が 必要なる ので ある。 勿論 佛敎 悉く 誤謬に して 基督教 悉く 眞理 なりと 云 ふので ない、 叉羅 馬力 

トリ ク敎に 3： の 善き 1$ なしと 云 ふので ない。 メソヂ ス卜敎 悉く 世俗 敎 なりと 云 ふので ない。 然し 天然 
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物に 於け るが 如くに 宗敎に 於ても 事物 を辨训 する の 必要が ある。 其 爲の學 問、 其爲の 信仰で ある。 私 

は 私自身の 信仰が 唯一 の眞理 であって 他 は 悉く 異端で あると は 一一 目 はない。 然し 私 は佛敎 徒に 非す、 0 

馬力 トリ ク敎 徒に 非す、 メソヂ スト、 聖 公き、 末せ 之 福音、 其 他 近代 流行の 理 學敎、 米國 流の 社會奉 

什敎 等、 其 何れの 信者に も 非る 事を辨 へて 居る 接り である。 私 は 主義と して メソヂ スト、 聖公會 の 信 

者と 成る 事 は 出来ない。 單に 感情的に 之 を 嫌 ふので はない、 信仰の 根本 を 異にする ので ある。 

〇 まことに 信仰の 相違 は 止む を 得ない、 然し 乍ら 信仰の 混同 は 極力 之 を 避けねば ならぬ。 私 は カトリ 

ク、 聖 公會、 メソヂ スト を 忌む が 徹底的の 彼等に は 深甚の 敬意 を 表せざる を 得ない。 要は 辨 別に 在る" 

明白なる 識训 にある。 人の 知る 如く、 私自身 は佛敎 徒に 非す して 基督 信徒で ある、 羅馬 カトリ ク敎徒 

に 非す して プロテスタント 主義者で ある， 敎會 信者に 非す して 無敎會 信者で ある。 私 は 人が 此 明白な 

る ffli 由の ために 私 を 憎むならば 憎んで 貰 ひたい、 愛するならば 愛して 貰 ひたい。 敵に 愛せら る、 は 味 

方に twm まる k 以上の 不幸で ある。 希臘 語の diakrisis 英語の discernment,  clear  thinking 辨^、 

信仰 上斯ん なに 大切なる もの は 無い ので ある。 

弟子と 友人 

〇 私 は師は 一 人の 外に 持ちたくない、 私 は 彼等が 凡て 私の 友人であって 欲しい。 私 は 弟子 は 一 人 も 持 

ちたくない、 私 は 彼等が 凡て 私の ナん 人であって 欲しい。 最も 貴い 關係は 師弟の 關 係に 非す して 友人の 

それで ある。 キリスト 御自身 さへ 其 弟子 達 を 友と 呼び 給うた (ルカ 傳 十二 章 四 節、 ヨハネ 傳 十五 章 十 

四 節 )o 我等 キリストの 弟子 は 凡て 相互の 友で あらねば ならぬ。 友は對 等で ある、 援 け叉援 けらる、 


敎 へ又敎 へらる" 友 は 相互 を 愛して 其 內の誰 を も 主として 仰がない。 東洋 流の 師弟の 關係は 貴し と雖 

も 何時か は 消え 某つべき 者で ある。 永久に 消えざる 者 は 「キリストに 在る 友」 である。 

信者の 義と愛 

<D 愛する 事で はない、 愛せらる>-^:|-でぁる。 義 たる 事で はない、 義 とせら る、 事で ある。 神に 愛せら 

れ義 とせられて 自づ から 愛し 義 たり 得る に 至る ので ある。 愛たり 義 たり 外から 見れば 同じで あるが、 

內 から 見れば 全然 異ふ。 神の 義 (II マ 書 一章 十七 節) は 神より 出て 信者に 臨む 義 であって、 信者が 義 

務に强 ひられて 自 から 行ふ義 でない。 神の愛 も 亦 同じで ある。 信仰の 義と 愛と である。 神 を 仰いで 之 

を 受けて 他に 向って 反射す る義と 愛と である。 「神の 充足れ る德は 悉く 形體 をな して キリストに 住め 

り」 と錄 さる (コ II サイ 書 二 章 九 節 )o 憐愍と 露實 と、 義と 平和と. は キリストに 在りて 接吻した (詩 

篇八 十五 篇十 節)。 我等 は キリスト を 仰いで 同時に 義 たり 愛たり 得る ので ある。 義と 愛との 境 を 定め 

難し、 然れ ども キリストの 愛 は義に 基づく 愛で あり、 彼の 義は 愛を以 つて 働く 義 である。 基督 敎 道徳 

は 信者が 獨り行 ふ道德 でない、 信者の 信仰に 應 じて キリストが 彼に 在りて 行 ひ 給 ふ迸德 である。 信者 

は 讀んで 字の 如く 信す る 者で ある。 自分 は 空手で、 キリスト をして 其大 能を以 つて 己が 衷に 働かし む 

る 者で ある。 (六月) 
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病 閑雜記 (二) 

福音の 律法 化 
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〇 世に 恐ろし い 者と て 律法と し て. 見た る 基督 敎 の 如き はない。 い くら 盡 した 所で 不完全 であるの であ 

つて、 1. 元 全なる クリスチャンに は 成り 得ない ので ある。 「誰か 此の 任に 耐 へん や」 である (コ リント 

後書 二 章 十六 節)。 最善 を盡 して 「我 は 無益なる 僕な り、 爲 すべき 事を爲 したる のみ」 と 言 ふより 外 

はない ので ある (ルカ 傅 十七 章 十 節)。 斯んな 苦しい 敎の復 たと 他に 在り ゃぅ笞 がない。 そして 基督 

敎を 律法と 見 て 人に 其 實行を 迫り て 弊 寄 百 出、 止まる 所 を 知らす である。 多く の 宗敎戰 爭は此 誤 つ た 

る 見方より 起った。 基督 敎界が 地獄の やうな 所で ある は 同じ 譯 見に 因る ので ある。 敎と 云へば 侖 令で 

あると 思 ふ。 信者と 云 へ ば祖： 帥の 命令 を 其儘實 行す る 者、 實 行し 得ざる 者 は 凡て 偽 ii^^ であると 云 ふ 一 

それ故に 自己 を 除く 凡ての 信者が 偽 信者に 見え、 故に 批判 攻擊 が絕 えない ので ある。 斯くて 基督 敎"^ 

に 喧嘩の 絕 ゆる 時 はない。 ィ H スの 名を唱 ふる 敎會が パリ サイ 人の 敎會と 成った ので ある。 矛盾の 極 

である、 然し 其 原因 を 探ぐ るに 難くない。 

〇 基督 敎は 律法で ない。 斯んな 明， n な las- はない" 基督教 は 福音で ある、 神の 恩惠の 福音で ある、 罪の 

赦 しの 福音で ある。 斯んな 有難い 者は復 たと 他に 有り やう 害がない。 故に 基督 信者の 團體 たるべき 敎 

會程 115 心地の 好い 所の 有り やう 害がない u 此所は 罪が 摘發 され、 批判され、 追 _ おせらるべき 所に あら 

すして、 蔽ひ隱 され、 赦 され、 忘れら るべき 所で ある。 卽ち 敎會は 罪の 赦 しの 福音が 唱 へられ 實 


行 せらるべき 所で ある。 然るに 事實は 其反對 である。 基督 敎會は 大抵 は 罪の 審判の 行 はる ひ であ, 

冷酷な、 無慈悲な、 峻烈な 所で ある。 何故に 然る 乎、 基督 敎がモ ー セの 律法 以上の 律法と して 信ぜら 

る、 からで ある。 玆に 最も 善き 者が 其 見方の 誤りた るが 故に 最も 惡 しき 者と 化した ので ある。 福 昔と 

して 見た る 基督 敎は 最も 喜ばしき 者、 律法と して 見た る 基督 敎は 最も 厭 ふべき 者で ある。 哲學者 ニイ 

チ H の 有名なる 言た る 「基督 敎は 凡ての 物の 内で 最も 惡 しき 者な り」 と は 律法と して 見た る i«l 替敎に 

當 はむべき である。 我等が 敎會と 其 敎とを 厭 ふ は 是れが 故で ある。 是は 「パリ サイの^^」 である 

(ルカ 傳 十一 一章 一 節)。 キリストの 福音 を 律法 化した 者であって、 賁に此 んな惡 い 事 は 他 にないので 

ある。 

師は 一人 

〇ィ H ス其 弟子に 告げて 曰 ひ 給 ひける は 

汝 等の 師は 一 人 キリスト なり、 汝等は 皆な 兄弟な り (マ タイ 傳ニ 十三 章 八 節) 

と。 平凡に 似て 驚くべき 言で ある。 世に 多くの 君が ありて 之に 事 ふる 多くの 臣が ある。 其 如くに 多く 

の師が ありて 之に 從ふ 多くの 弟子が ある。 然るに 主ィ H スは師 たる 者 は 唯 一 人、 御自身で ある、 他 は 

皆な 兄弟 姉妹で あると 云 ひ 給うた。 玆に於 て か 基督教に 在りて は 師弟の 關係は 無き に 等しき 者と なつ 

たので ある。 

〇 師は 師範で ある、 模範で ある、 典型で ある、 故に 其 ー擧ー 動- 一言一句 は 悉く 拳々 服 牌すべき もの 

である。 之に 背く は 不信で ある、 罪惡 である。 師を 仰いで 之に 從ふ、 それが 人生の 凡て ある。 そし 
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て斯 かる 者が 實は 人間の 內に 在り やう 害がない。 人間の 內に 老若 智 愚の 差別 は あるが、 彼等の 間に 

「師」 卽ち 完全の あり やう 害がない。 故に 人 を 師と仰いで 何人も 失望 せざるを得ない、 又 人に 師と仰 

がる & 程の 不幸の 他に あり やう 害がない。 其點に 於て 如何なる 大敎 師と雖 も然ら ざる はなしで ある。 

バウ 口 然り、 ヨハネ 然り であり、 ル ー テル、 カル ビン、 ウェス レ ー 亦師 とする に 足らす、 亦師 として 

仰いで はならない ので ある。 聖書に 於て は師と 弟子との 間に 天地の 相違が ある。 キリスト は師、 弟子 

等 は 兄弟。 今 曰の 我等と 雖も キリ ストの 弟子であって、 ぺ テロ、 ョハ ネ、 バウ 口 等の 兄弟で ある。 我 

等 は キリス 卜に は 全部 服従す るが、 弟子 等 孰れに も 服從を 担み、 尊崇 を 奉らない。 バウ 口が 或 事に 於 

てべ テロに 從は ざり しゃう に、 我等 も 亦 或 事に 於て はべ テロ、 バウ 口に 從 はない。 斯く言 ふ は 決して 

剛頑 ではない、 主が 許し 給 ひし 信者の 特權 である。 信者 は斯 くあって こそ 主に 忠實 であり、 叉 相互 を 

敬愛し 拨 助し 得る ので ある。 

〇 然るに 151 い 人間 は キリ ストの 此明訓 に從ひ 得ない ので ある。 彼等 は キリスト 以外に 人な t^i を 要求 

する。 彼等 は 天に 見えざる 師を 有つ 外に、 地に 見 ゆる 師を 有たん と 欲する。 そして 此 事が 多くの 誤 謹- 

Jo と 

迷信、 禍害の 因と なる ので ある。 敎會の 腐敗 墮落は 常に 玆に 始まる。 キリスト は 明白に 

汝等は ラビ の 稱を受 くる 勿れ …… 地に 在る 者 を 父と 稱 ふる 勿れ …… 導師の 稱を受 くる 勿れ 

と 敎へ給 ひしに 拘 はらす、 敎會は 人に 神學 博士の 位 を 授け、 人をボ ー プ (法王 實は 父) と稱 び、 其 他 

監督、 長老、 牧師 等の 職 を 設けた ので ある。 是れ 人情の 止む を 得ざる に 始まりし と雖 も、 キリストの 

御 精神に 背き、 敎訓に 違 ふ 事であって、 其 結果が 常に 信仰の 腐敗 墮 落に 終る は 止む る 得ざる 次第で あ 


〇 在天の キリス トを 師と仰ぐ 外に、 地上に 師 たる 者な しと 云 ふ は 誠に 心細い 事の やうに 思 はる、 が 事 

實は 決して 然ら すで ある。 キリスト はまこと に 活ける 敎師 であって、 彼 は 決して 單 なる 理想 叉 は 面影 

でない。 彼 は 呼べば 應へ、 尋 ぬれば 會ひ、 門 を 叩けば 開き 給 ふ 者で ある。 彼 は 單に歷 史的 人物で ない、 

今生き て 働く 者で ある。 其れ故に 彼を師 として 持って 他に 師を 有つ の 必要がない ので ある。 キリス 卜 

を 孔子 や 湼獎の 雲に 隱れし 釋迦と 同じ 者の 如くに 思 ふが 故に 人なる 師を 求めた くなる ので ある。 彼 は 

「我 は 世の 末まで 常に 汝 等と 偕に 在るな り」 と 弟子 等に 告げて 彼が 永久の 師 たる 事 を證し 給うた ので 

ある。 

〇 而 して 叉 兄弟の 關係は 師弟の 關係 丈け それ 丈け 深く 且美 はしい 者で ある。 兄弟で あれば とて 狎れ 

い、 上下 無差別の 交際で ない。 兄弟 關 係と 米國 流の 民衆 關 係と は 全然 其 起原 を 異にする。 兄 „s に 愛が 

あり、 禮 儀が ある。 之に 對 して 民衆 は集團 であって 單の 塊で ある。 鑛石馨 で 云 ふ conglomerate 礫岩 

である。 キリスト は 弟子 を 呼んで 「汝等 は 兄弟な り」 と 云 ひて 「汝等 は敎會 員な り」 と 言 ひ 給うた の 

でない。 家族 主義の 我等 日本人 は 民主々 義の 米國人 以上に 兄弟の 何たる 乎 を 知って ゐる。 信者 はすべ 

て 兄弟で あると 云 ふ、 美 はしの 極で ある。 師と云 ひ 先生と 云 ひて 特刖に 神に 近 かい 聖者で あると 云 ふ 

のでない。 使徒た るバ ルナ バと パゥ 口と はル カオ 一一 ャ 人に 祌 として 极 はれし 時に 驚いて 衣 を 裂いて 曰 

うた 

我等 も亦汝 等と 同じ 情の 人な り 

と (行傳 十四 章 十五 節)。 大パゥ 0 先生ではなかった。 兄弟 ピ レモンより 援助 を 乞うた る 年老いた る 

パゥロ であった (ピ レ モ ン書 )o 彼 は 亦 我等の 老いた る 兄弟で ある。 其れ故に 貴く 叉 懐かしい ので あ 
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る。 キリスト は 我が 師、 バウ 口 は 我が 兄弟で ある" 彼れ 我 を 助け 我 も 亦 彼 を 助け 得る。 彼れ 我が 爲 

に 祈り くれし 如くに 我 も 亦 彼の 爲に 祈る。 彼の 喜び 叉 我が 名譽 である。 基督 信者に 取りて は師 はまこ 

とに 一 人、 其 他 はすべ て 兄弟で ある。 

最惡 として 觀 たる 甚督敎 

〇 哲學者 一一 イチ H は 多くの 顯 著しい 言を發 したが、 其內で 最も 顯 著しい 者 は 左の 言で ある。 

凡ての もの &內で 最も 惡ぃ者 は 基督 敎 である 

と。 實に 深い 言で ある、 狂者の 言と して 之 を 斥けて はならない。 基督 敎は 愛を說 くが 故に、 其 結 ra^ と 

して 多くの 人が 愛 を 施され、 依 賴心を 起し、 自主 獨立、 生存 競爭の 精神 を 失 ふが 故で ある。 卽ち 基督 

敎は人 を 弱くする、 故に 惡ぃ 者で あると 云 ふので ある。 其內に 多くの 事 實を以 つて 證 明され たる 深い 

眞理が ある。 耳 ある 者は聽 くべ しで ある。 

〇 まことに 愛する は 善くあって、 愛せら る k は惡 しく ある。 能動的の 愛 は 人 を 活かし、 受動的の 愛 は 

人 を 殺す。 愛すと 愛せら る k と は 同一 の 如くに 見えて 實は 正反對 である。 そして キリストが 愛 を說き 

給 ひし は 「愛する」 こと を說き 給うた のであって、 「愛せら る i」 こと を敎へ 給うた のでない。 其 事 

を/ 辨へ すして、 キリストの 愛 を 愛せら る、 ことに 解して、 活かす 爲の 福音 は 殺す 爲の 福音と なる ので 

ある。 多くの {且 敎師が 彼等の 善き 心より して 多くの 異教徒の 靈魂を 殺した 事 は 間違な き事實 である" 

支那に 於て、 印度に 於て、 日本に 於て、 多くの 米英 宣敎師 は如此 くにして 多くの 靈魂を 殺した。 卽ち 

多くの 依 賴漢、 多くの 怠惰 者、 多くの 所謂 ライス クリスチャン (米 乞 ふ 基督 信者) を 作った。 ハワイ 


I  一  si 

に 於て、 マダ ガス カルに 於て、 ビルマに 於て、 宣敎師 は 信者 の 愛國心 を壞ち て 亡國の を 作った。 彼 

等が 彼等の 善心より して 受動的の 愛を說 いて 信者 をして 之 を 行 はしめ たからで ある" そして 曰 本に 於 

て も 此害を 蒙った 者が 許 多 あると 信す る。 

0 愛 は 金と：：！ じで ある、 與 ふるに 善くして 與 へらる、 に惡 しく ある。 故に 與 へられし 場合に は 之 を 他 

に與へ て 其 危害より 免が るべき である。 叉與 ふるに 方って 與 へらる k 者の 利害 を 深く 考 ふべき である- 

多くの場合に 於て、 與 ふる は 我が 利益であって、 與 へらる k 者の 犬なる 損害で ある。 世に 實は 慈善 程 

六ケ 敷い 事 はない。 與 ふる 者と 與へ らる k 者と が 等しく 害 を 被らす して： li^ を 受けん とす。 大 慈善家と 

は 能く 此途 を辨 へた 人で ある。 

〇 言 ふまで もない、 人に は 愛する よりも 愛せられ ねばならぬ 場合が ある。 彼 は 祌に對 して は 永久に、 

父母に 對 して は ゆ ど 半生の 長き に涉 り、 愛せら る k の 態度に 居らねば ならぬ U 此 場合に 於て 愛 は 主と 

して 愛せら る i こと 卽ち 受動的の 愛で ある。 神と 父母との 愛 を 担む は 彼等に 對 する 叛逆で ある。 然し 

乍ら 彼等に 對 して 愛が 愛た らんが 爲に之 を 報 ゆるの 必要が ある。 全能の 父に 對 しても 時には 愛 を默げ 

ねばならぬ。 そして 此心を 肉體の 父母に 對 して 現 はすの が牵 道で ある。 そして 父母 以外の 人に 對 して 

も 同一 の 態度に 出ねば ならぬ 場合が ある。 然し 乍ら 人に 對 して は 全體に 「與 ふる は受 くるよりも 福 ひ 

なり」 である。 愛の 途は 愛する にあり て 愛せら る k にない。 愛せら る、 は危險 である、 過度に 愛せら 

る X は禍 ひで ある。 基督 敎の愛 を 愛せら る、 ことに 解して 人 は 死し 國は 亡ぶ。 其 意^に 於て 一一 イチ K 

は 實に大 なる 眞理を 語った U 

凡ての 者の 內に 基督教 は 最も 惡ぃ 者で ある 
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と。 ドクトル. ジョ ン ソンが 苦學 時代に、 人の 密かに 彼に 靴 一 足 を 惠む者 あり たれば- 怒って 之を棄 

たりと は 有名なる 逸話で ある。 何故に 感謝の 心を以 つて 慈善. 1 の 親切 を 受けなかった ので ある 乎。 自 

己 破壞を 怖れて ある、 獨立心 喪失 を 忌んで 5- ある。 彼 は 慈善家の 愛 を 斥けて 彼の 靈 魂の 保全 を 計つ 

たので ある。 我等 も 亦 若し 基督 敎 をして-一 イチ H が唱 へしが 如くに、 最惡の 者たら しめす して 其反鲥 

に 最善の 者たら しめんと 欲せば、 愛せら る \ 事を廢 めて 愛する 事を爲 すべきで ある。 外國宜 敎師の 補. 

助を斷 ちて 玆に 直に 獨 立の 幸福に 入るべき である。 此は 言 ふまで もな く 宣敎師 を 憎ん で に 非す、 福 背 

と靈魂 と 其獨立 と を 愛する が 故で ある。 

信仰の 冒險 

〇 信仰 は冒險 である、 惡く 云へば ァ テズッ ボウで ある。 必す 成る と 云 ふ 計算が 附 いての 事で ない、 其 

點に 於て 科 學と異 ふ。 科學は 實驗と 數學の 上に 立ちて 確實 である。 二と 二 を 合すれば 四 である、 酸素 

と 水素と を 化合 すれば 水と 成る。 其 內に冒 險性は 少しもない。 信仰に 科學の 此確實 性がない。 信仰 は 

非 計算 的であって 不確實 である、 而 かも 信じて 疑 はない ので ある。  _ 

信仰に 由り てァ ブラ ハ ム は讓受 くべき 地に 往 けとの 命 を 蒙り たれば 之に 遵ひ、 往く所 を 知らす し- 

て 出たり。  彼 また 信仰に 由り て 異邦に 在る が 如く 約束の 地に 寓り 同じ 約束 を 相 嗣げる イサク、 ャ 

コブ と共に 幕屋に 居れり、 そ は 神の 造營 める 所の 基 ある 京 城 を 望めば なり (ヒ ブライ 書 十一 章 八 

—十 節) U 

と ある。 之が 信仰の 模範で ある。 冒險 である、 然し 科學 以上に 成功した ので ある。 


〇 冒險の 無き 人生に 與 味なく、 信仰の 無き 生酒に 意義が 無い。 萬 事が 科學 化せられて、 何事 も 計算 的 

に豫知 せらる k に 至って、 人生 は 機械化 せられて 生く るの 甲斐な きに 至る。 そして 生命が 生命で ある 

問 は 其 科 學化は 永久に 行 はれない。 信仰 は 生命の 必然的 附隨 物で ある。 生命 其 物が 大 なる 冒 險 である Q 

死せ る 物質 界に 在て 存在 を 維持 せんとす るので ある、 此 宇宙に 生れ 出し 以上、 冒 險は免 かるべ からす、 

信仰 は廢 すべから す。 

〇 人生に 科學も 必要 なれば 信仰 も 必要で ある。 然れ ども 一 一 者 孰れ か.； い 必要なる 乎と 問 はる & ならば， 

私 は 「信仰な り」 と 答へ ざる を 得ない。 力 I ライルが 曾って 曰うた ことがある 「人類の 歷史に 於 C 言 

仰に 由ら すして 大事 業の 成り し^なし」 と。 實に然 りで あると 思 ふ。 大國 民と は 信仰の 民で あり、 大 

人物と は 信仰の 人であった。 エジプト、 バビロン は 其 文化 (科 學の應 用〕 を 以て 滅びて、 小なる ュダ 

ャは其 信仰に 由り て 第二 十せ 紀の 今日 も 其 族を以 つて *1 界的 勢力で ある。 科學 に亡國 性が あり、 信 

仰に 興國 性が ある。 其 最近の 例が 獨逸 である。 一 時 は 信仰の 民たり し獨 逸人が 信仰 を棄て 學信賴 の 

民と 成りし 時に、 せ界大 戰に禍 ひされて 今日の 慘 なる 狀 態に 陷 いった。 彼等の 科學的 計算 は 悉く g れ 

て 彼等 は 敗殘の 尺と 成り 了った。 そして 彼等が 賤視 して 止 まざりし 佛蘭西 人 は 物 力よりも 精 5 &  二 由つ 

て 勝った。 「祌は 偏らざる 者な り」 である。 神に 頼りし 時に 獨 逸人 は 勝ちて 佛蘭西 人 は 負けた。 同じ 

獨 逸人が 科學の となりて 信仰 を棄し 時に、 弱き 佛蘭西 人に 肷る 所と 成った。 世界 大戰も 亦 信 &身科 

學 の戰爭 であった。 そして 科學を 代表せ る獨 逸が 敗れて 信仰 を 代表せ る佛蘭 西が 勝った ので ある。 

〇 な：' や 科 學萬能 時代で ある。 信仰 は 迷信と 同視せられ 過去と 共に 葬り去られん として ゐる。 そして 醉. 

仰の 本 城た るべ き 基督 敎會 までが 信仰的た らんよりも 科學的 たらん として 努めて ゐる。 せ界 の， E, 症， は 
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今や 鼓に 在る。 科學 的の 敎會の 基督 敎は 基督 敎 たら ざらん として ゐる" 文明 國 はより 大 なる 自由 を-索 

求して より 賤 しき 物愁の 奴隸と 成りつ i ある。 科 學を以 つて 天然 を 征服して、 其 精神 を 天然に 征服せ 一 

られつ、 ある。 信仰 は冒險 である、 富 や 名譽を 得る 爲の 冒險 でない、 理想 を 行ふ爲 の冒險 である、 泉 一 

心に 響く 神の 聲に從 はんとす る冒險 である。 計算 的で ない 點に 於て 迷信に 似て ゐる、 然し 道義 的 倫理 一 

的なる が 故に 迷信に 墮 落しない。 信仰 は 宇宙 を 道理の 宇-おと 見、 人生 を 義を行 ふの 存在と 見る 見方で 一 

ある" 詩的で ある、 科 學的證 明 を 待たない、 利害 を 顧みない、 止む に 止まれぬ 靈 魂の 欲求で ある。 镇 

失と 窮乏と 死 を US して 進む。 まことに 科學其 物が 信仰に 由って 始まり 叉 維持 せらる \ ので ある。 一 

〇 胃 險性を 失 ひたる 近代の 敎會を 見よ、 何ん と 詰らない 所でない 乎。 敎師の 生活の 安全 は保證 され >  〕 

1^ 仰 は 知識の 證明 する 以上に 信す るに 及ばす、 社會 奉仕 を 其 第一 の 事業と して 社會に 迫害 せらる- -の： 

虞れ 少しもな く、 まことに 散文的な、 平凡な、 ず プ氣を 要せざる 詰らない 所でない 乎。 米國の靑年です_ 

ら冒險の無ぃ敎會に入るを好ますと云ふとの^？^-でぁる。 有 爲の士 が 敎會を 嫌 ふ 理由の 一 は玆に 在る と； 

E 心 ふ。 (七 巧)  一 

救拯の 完成 

〇 ブ ラト ー は 其 W 家 論に 於 て 述べて 曰く  I 

人 は獨り 立って 完全なる 能 はす、 國 家と 共 に 完全 な る を 得べ し、 完全なる 画家が ありて 完全な る 一 

人が ある。 叉國家 をして 完全なら しめんと 努力して 人 は 自身の 完全 を 計る ので ある。 道德を 離れ 一 


て 政治 を 論す る 事が 出来ない やうに、 政治 を 離れて 道德を 論す る 事 は 出来ない。 道 德は倘 人の 政 

治であって、 政治 は圑體 の道德 である。 云々 

〇 基督 敎も亦 之と 同様の 事 を 謂 ふ、 卽ち 

人 は獨り 離れて 個々^々 に 救 はる i ので はない、 人類と 共に 救 はる X ので ある。 人類の 救 扬が完 

成せら る& 時が 各個 人が 完全に 救 はる k 時であって 其 時まで 彼 は 未完 的に 救 はる k に過ぎない。 

人 は 人類の 救拯を 計って 自 から 救 はる。 俾道は 他人 を 救 ふと 共に 自己 を 救 ふの 途 であろ。 神が 特 

に 人 を 救扬に 定め 給 ふ は 彼を以 つて 人類 を 救 はんが 爲 である。 人類の 救扬を 離れて 侧 人の 救 扱な 

る 者 はない。 キリスト は间 より 人類の 救 主で ある、 そして 人類の 救 主たるの 資格 を 以て^ 人 を 救 

ひ 給 ふので ある。 云々 

〇 以上の 論法に 問 違 はない。 ギリシャ 哲學も 基督 敎も 人が 完全に 達し、 救扬に 入る の途を 共に する。 

唯 哲學は 完全 を 限られた る國 家に 求め、 基督 敎は 限りなき 人類と 萬 物と に 期す るの 差が ある 丈で あるり 

そして 人類の 救扬は 何時 何人に 由って 完成 せらる k 乎と 云 ふ に、 聖書 は 明かに 示して 曰 ふ 「神の 定め 

給 ひし 時に 於て、 祌御自 に 由って」 と。 時 は 所謂 H ホバの 日で ある、 人 は 所謂 其 立た まひし 人で ある 

(行 偉 十七 章 三十 一節〕。 祌は その 選み 給 ひし 人々 を以 つて 人類の 救扬を 進めし め、 終に 御自身 其完 

成 を 遂げ 給 ふので ある。 其 時 救扬に 定められし 者 は 凡て 完全に 救 はる、 ので ある。 アブラハム も， ダ 

ビ * テも、 ィザャ も、 H レミ ャも、 バウ 口 も、 ヨハネ も 其 時に 完全に 救 はる、 ので ある。 萬 物 完成の 日 

である、 人類 救扬の 日で ある、 又 我等 各自が 罪 を 完全に 潔め られて 神の 子と して 現 はる i 日で ある。 

そして 其 日 は 遠い 未來 でない、 エホバの 大 なる 日 は大述 度を以 つて 迫りつ & ある。 曙の 星、 神の 子等 
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と 偕に 歌 ふ此歡 喜の 日 は 近し。 我等 勤勞 ますして 奈何 せん。 神の 國 建設と 云 ふ は 弱き 憐れなる 人達が 

社會 運動に 從 事して 成る 事で はない、 我等の 小なる 努力に 完成 を吿 げんが 爲に祌 の 子 御自身が 干 萬の 

天使 を 率ゐて 地に 降りて 義を行 ひ 給 ふ 時に 成就す る聖 業で ある。 我等 は 此日を 望んで 終まで 働く ので 

ある。 (七 =^〕  ， 

武士道と 基督 敎 

〇 私 は 琵琶 歌 を 愛する、 其 『那 須與 市』 に 

一 筋の 矢に 百年の 命 を かける 武士の 意地 

と 云 ふの が ある、 又 『木 村 喜劍』 に 

武士に 對 する 武士の 禮 

と 云 ふの が ある。 其 他す ベて 此類 である。 其 殺伐の 詞は 好まない が、 其 日本 武士の 淸風 霽月の 心 を 歌 

うたる 所 は 今日 も 猶ほ强 く 私の 心を牽 く。 私 は 之 を 聞く たびに 思 ふ、 此心此 情 は 一 體何處 から 來 たの 

である 乎。 日本人に 是れ ある は、 其秦， 灣樺太 等す ベての 領土よりも 貴い、 彼れ 無く も 可な り、 是れ無 

かるべ からすと。 そして 日本に 於け るすべ ての 善き 事は此 武士の 道に 由って 成った ので ある。 慶應明 

ュ E の 維新 も、 其の 前の 凡ての 改革 も此 精神の 結 栗で ある。 そして 近頃に 成って 明白に なった 事 は、 我 

國に 於て 思 ひしよりも 早く キリ ストの 福 昔が 根を据 ゑし 理由 は、 武士が 俾 道の 任に 當 つたから である" 

所謂 熊本バ ンド、 橫濱バ ンド、 札幌バ ンド、 之に 加 はりし 者の 多数 は 武士の 子弟であった" 彼等 は 孰 


れも 武士の 魂 を キリストに 獻げて 日本の 敎化を 誓った ので ある。 そこに 朝日に 匂 ふ 山 櫻の 香が あった 

外國宣 敎師は 之 を 見て 驚いた ので ある、 彼等 は師は 到底 弟子に 及ばざる を 感じた ので ある。 (七月) 

信者な り 信者に あらず 

〇 私 は 不信者に 向って は 基督 信者で あると 云 ふが、 信者に 向って は 基督 信者で ない と 云 ふ。 甚だ 意地 

の 惡ぃ言 方で あるが 事實 であるから 止む を 得ない。 私 は 今猶ほ 日本人の 大多數 が 忌み嫌 ふ 所の ナザ レ 

のィ エス (彼等の 所謂 ャソ) の 弟子で ある。 私 は 彼等の 前に 此事を 表白して 恥と しない。 私 は 彼等が 

私の 救 主 を 嫌 ふやう に 私 を 嫌つ て 貰 ひたい。 そして 私 は 今日まで 幾度 もィ H スの 詬誶を 私の 身に 負 ふ 

事 を 最上の 光榮 として 受けた。 私が 若し 此 不信の 社會 又は 政府に 賞め られ叉 報いられるならば 私はィ 

ェ ス の 弟子で ない ので ある。 私も亦 バウ n と 偕に 少し は 身に 「イエス の 印 記 を 佩ぶ」 と 思 ふ。 不信^ 

に對 して は 私 は ハツ キリと ィ H ス の 弟子で あると 言 ふ。 

〇 然し 乍ら 信者に 對 して は 私 は 基督 信者に 非す と 云 ふ。 何故 なれば 今の 日本の 基督 信者の 大多數 は 外 

國傅來 の敎會 所屬の 人達であって、 私 は 其 人達と は 信仰の 立場 を 全然 異にして ゐ るからで ある。 私 は 

敎會が 何よりも 嫌 ふ 無敎會 信者で ある、 隨 つて 私は宣 敎師 の內に 一人の 友人 を 有たない、 又 有た うと 

も 欲せす、 有ち 得ない ので ある。 事 實私は 基督 敎 會，. ^は 沒交涉 であって、 彼等に 對し私 は 基督 信者な 

りと 稱 して 彼等に 全然 誤解 せらる，^ の 虞れ が ある。 或る 敎會で 私 を 稱んで 「ゲ へナの 子」 と 云 ふが 故 

に、 私 も 「ゲ へナの 子」 として 敎會に 近づか ざらん と 欲す。 是れ 彼等に 對し禮 儀で あり、 私自身に 取 
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り 安全で ある。 私 は 敎會が 何時までも 私 を 信者と して 認め ざらん こと を 欲す。 然し 敎會內 に 少数の 同 

志 友人 ある は 止む を 得ない。 (七月)  . 

信仰 第一 

信仰な くして 神を悅 ばす こと 能 はす (ヒ ブライ 誓 十 一 章 六 節)。 

〇 世に 信仰な き 基督 敎 ほど 詰らない 者 はない。 そして 今 n: の 所謂 基督 敎は 大抵 は それで ある、 卽ち信 

仰の 無き 基督 敎 である。 主ィ H スが 「汝等 休 徵を見 ざれば 信ぜざる べし」 と 曰 ひ 給 ひし 社會 事業 敎で 

ある。 米國 あたりで は 「宗敎 及び 社會 奉仕」 と稱 して、 宗敎卽 ち 基督 敎は 社會 事業の^ 名で ある 乎の 

如くに 思 はれて ゐる。 基督 敎 女 靑年會 の 如きが 其 好き 實例 であって、 之に 信仰の 見るべき もの はな 

く、 其 主なる 事業 は 肉と 此 せの 亊に關 して、 靑年 男女 を 指導 援助す る 事で ある。 今や 基督 敎會に 於て 

すら 社會 事業に 現 はれざる 信仰 は賤 しめられ、 信仰 は單 に社會 改善の 動力と して 徴發 せらる 、に 過ぎ 

ない。 

〇 社會 事業に あら ざれば 现 知的 說 明で ある。 今日の 所謂 基哲敎 神學は 信仰な くして 基督教 を 自己と 他 

人に 說明 せんとす る 努力で ある。 奇跡 は 信す るに 信仰 を 要する、 そして 近代 人 は 信ぜす して 基督 信者 

たらん と 欲する が 故に 兹に 近代 祌學の 必要が 起った ので ある。 所謂 「高等 批評」 なる 者 は 詮じ詰 むれ 

ば 玆に歸 する ので ある。 信ぜす して 信者た らんと 欲する 無理の 註文が 信仰な き 多くの 學 徒を此 途に逐 

ひやった ので ある。 彼等の 手に 由って.^ 兒の 信仰 を以 つ て讀 みて 解す る こと 最も nv? き 聖書が 博士 號疲 


V  .7 し  し？ 

得の ための 研究 资 料と 成った ので ある。 彼等 は實に ドクトル ニン ヨンソン がー 一一 E ひし 「牡牛より a を拽 

らんと 欲する 者」 であって、 不可能 を 行 ひつ，^ ある 者で ある。 彼等の 著書 百 千 冊を讀 破して 靈 魂に 得 

る 所 は 零で ある。 彼等 は 信仰 を以 つて 出發 しないから である、 所謂 批評 的 結論 をして 信仰の 代用 を爲 

さし めんと 欲する からで ある。 歐米人 自身が 曰 ふ 「今日の 祌學 校に 學んで 信仰 を^ざる 者 は 信仰の 

者で ある」 と。 實 際の 所、 今日の 基督 敎神學 校 程 信仰の 無き 所 はなく、 神 學生程 信仰の 無き 信者 は 無 

いので ある。 

〇 斯く言 ひて 我等 は 事業と 學究と を輕ん する のでたい。 信仰の 無い 基^ 敎を 斥く るので ある。 神の 御 

意 は 信仰に 由ら すして 行 ふ 能 はす、 神の 事 は 信仰に 由ら すして 知る 能 はすで ある 。宗教が 若し 信仰で 

ないならば 何でもない。 人に 知識と 活動と が 必要で あるが 如くに、 それ 以上に 露の 神と 其 御 能力と を 

信す る ことが 必要で ある。 信仰 * 信仰。 信仰、 信仰 第  一 0 他 は 其 次ぎで ある、 ィ H スが 何よりも 信仰 

を 愛で 給 ひしに 由り て此 事が 判明る。 「主よ 我が 信仰 を增し 加へ 給へ」 である。 (八 ガ) 

今日と 云 ふ 今 日 

こと. S  こと 

〇 英語に ウド • ハブ • ビンと 云 ふ詞が ある、 「あったならば」 との 意で ある。 此 うあった ならば さぞ 

幸 幅であった らうと 云 ひて 過去 を 顧み 現在 を 歎つ 心の 態度で ある。 彼う あって 欲しかった、 此ぅ あつ 

て 欲しかった と 言 ひて 過去の 瞑想に 耽ける を 云 ふ。 然し 是れ亦 空の 空であって Eg の 極で ある。 人生 は 

あったならば でない、 あるで ある。 WOULD  HAVE  BEEN でない、 Is である。 そして Is 
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は 夢で ない、 暝想 でない、 事實 である。 そして 祌は 事實の 神に ましまして、 事 實を以 つて 我等 を 助け 

給 ふ。 今 在る 此狀 態、 是が 自分に 取り 最善の 狀態 である。 此狀 態に 善處 して 自分 は 神が 自分の 爲に備 

へ 給 ひし 最善に 達する 事が 出來 るので ある。 祝 幅され たる 現狀、 其 辛ら きも 苦き も、 悲 きも 痛き も、 

凡てが 天國に 達する 途 である。 此 所を屮 ぃ發點 として、 現在と 云 ふ 堅き 岩の 上に 踏 張りて、 縱し殘 る は 

最後の 一 曰な りと 雖も、 祌を 信じて： ほ ましく 行 ひて、 我が is に- 大國の 門の 扉 は 開く ので ある。 基督 言 

者に 不 似合の ものと て囘 顧の 如き はない。 「後に ある 者 を 忘れ、 前に 在る 者 を 望み」 である。 今日と 

云 ふ 今日が 成功の 生涯の 首途 である。 (八 H0 

活 動 主 義 

〇 我 身に 不幸が 臨み たれば とて 之 を 歎き 又 苦慮す る は 愚の 極で ある、 苦慮し たれば とて 去る 者に あら 

す、 又 その 我 身に 臨みし 现由を 知らん と 欲する も 神 は 我等の 問に 答へ 給 はす。 如かす 不幸 は fl..!,^ レ 

0  0  0  0  0  0  ^-oooooooooooocooooo 

て 之 を 顧す、 直に 進んで 祌と 眞理と 人類の 爲に盡 さんに は" 然れば 苦慮 はおの づ から 去り、 愛 は， S は 

,  -  -  -  ：  ：  000000000000  0-000000  ODOOOOOOO 

りて、 歡 喜の 裡に 事業 は擧る べし。 問題が 解けて 然る 後に 赛 業に 就く のでない、 事業に 就いて ilii 

解ける ので ある。 是れが 哲學で 云 ふァク チビ ズム卽 ち 活動 主義で ある。 まことに 常識に ぎうた る 主義 

であって、 哲學 者なら ざる 何人も 採用すべき 主義で ある。 人生に 不可解の 事 は 幾く 許で も ある、 之 を 解 

決せん と 欲するならば 日 も 亦 足らす である。 そして 解決の 途は 他に ある、 不可解の ま- 1 に， 動いて 解^^ 

する にある。 自分の 不幸 を 取 去る の途は 他人の 不幸 を 取 去らん として 努 むる にある。 國 家の 爲を S3 ふ 


時に 自分の 憂苦 は 忘れて 了 ふ。 幸福で も 可い、 不幸で も 可い、 問題 は 自分で ない、 神と 其 子供達で あ 

る。 彼の 榮が舉 り、 彼等の 幸福が 增 せば それで 可い ので ある。 そして 爾ぅ思 ふ 時に 自分 も 何時の 間に 

か 幸； i の 人と 成って ゐ るので ある。 誠に 有難い 事で ある。 (九"〕 

幸福の 途 

〇 幸福なる は 至って 容易で ある、 心の中に 人 を 愛すれば 可い ので ある、 さう すれば 直に 幸福が 得られ 

る。 人に 愛せら る、 事 を 待つ に 及ばない、 愛せられざる 自分から 進んで 人 を 愛すれば、 其 時 直に 最大 

幸福が 得らる &の である。 與 ふる は 受 くるよりも！ i ひで ある、 愛する は 愛せら る-よりも 樂 しく ある。 

ィ H スは 十字架の 上に て已を 死に 附 せし 者 を 愛して 人生 最大の 幸福 を 味 ひ 給うた ので ある。 身の 不幸 

を 啷 ちて 人生 を 果無む 者は此 簡易なる 幸福 獲得の 途を學 ぶべき である。 

〇 キリストに 在りて 神に 愛せら る、 時に、 人に は 何人に も 愛せられた くなくなる、 唯 何人 を も 愛した 

くなる。 倫理 も道德 もあった もので ない、 さう 成る から 不思議で ある。 人 を 愛せん と 欲して 愛し 得す、 

人より 愛 を 要求す る も 無益で ある。 唯 「我 を 愛して 我が 爲に己 を捨し 者卽ち 神の 子」 を 仰ぎ 瞻る 時に、 

愛 は 我が 心に 溢れて、 我 も 亦 我が 主に 傚 ひて 人の 爲に已 を 拾ん と 欲 ふ。 之 を 信仰の 煉丹術と 稱 せん 乎. 

之 を 思 ふて 倫理 學ゃ宗 敎哲學 が 馬鹿らしく 成って 了 ふ。 愛する の途は 信す るに 在る、 斯 くして 愛する 

が 一 曆簡 0^ になる。 

o 私 は 未だ 曾って 此 I に 本 當に幸 11 なる 人 を 見た こと はない。 若し さう 云 ふ 人が あるならば， 其 人 は 
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私自身で あると 思 ふ。 私 は 位の高い人、 富の 多い 人、 智慧の 優れ. たる 人 を 見た、 然し 其 人が 幸！ i の 人 

でない 事 を 知った。 私が 見た 人と 云 ふ 人に は 皆な 夫れ々々 の 苦悶が あって、 彼等 は それ を 去らん と 欲 

して去る_8^-が出來なぃ。 *1 に 義人な し 一 人 も あるな しと あるが、 其 如くに 世に； 幅 者な し 一 人 もな しと 

言 ひ 得る。 人 は 凡て 他人の 幸福 を 羨む 者であって、 自分 は眞に 幸福な りと 信す る 者 は 一人 もない。 百 

萬 長者 も 富の 不足 を 歎き- 位 人身 を 極 むれば、 之を讓 るに 足る 子孫の 無き を 悲しむ。 s の 空なる 哉 凡 

て 空で ある。 然 らば 幸福なる 人と は 誰で ある 乎。 無位 無官、 身に 屬 ける 物と て 一 もな くと も 幸 一， ほな り 

得る 人で ある。 他に 較べて 幸福なる にあら すして、 自分 獨 りで 幸 幅な り 得る 人で ある。 そして； &は新 

かる 幸福 を 御 自分 を 信す る 者に 與へ給 ふ。 單獨の 幸福と 稱 して 單獨 なる が 故に 幸福なる ので はない、 

單獨で ゐても 幸福な り 得る ので ある。 世界の 帝王と 成り、 全せ 界の富 を 己が 有と なしても 此幸 一一 幅 は 得 

られ ない。 祌を 信じて 靈 に充實 して 人 は 此せを 離れて 富み 且榮 ゆる 事が 出來 る。 私 illl 身が 此 幸福に 與 

る ことが 出來 る。 何人も 與る ことが 出来る。 (十月〕 

宗敎の 本 0  . 

〇 宗敎 の 本領 は 人と 神との 關 係であります、 人と 人との 關 係でありません。 比點に 於て-. ホ敎は 確 と 

政治法^^經濟と異ひます" 人 は 人に 對 して 義務 責任が ある 計りで なく 其れ 以上に 神に 對 して 義務 責 

があります。 そして 神に 對 する 此 義務 責任 を 明かに する のが 宗敎の 本分であります。 两 洋の 諺に 言 ひ 

ます Be  rig.M  with  God  and  all  will  be  rigM  (祌 との 關係を 正しくせ よ、 然らズ 凡ての 關^ が 


しくなる べし j と。 宗教が 人事す ベての 基礎た るの 理由 は玆に 在ります。 

0 故に 眞の宗 敎家は 人事に 立 入りません、 それ は 彼の 本分で ないから であります。 羅 lit カトリ ク敎會 

に は 傲 悔聽聞 M なる 者が ありて 時 を 定めて 信者 各自の 人事 萬 端を聽 取り、 之に 對 して 相 〈"3 の 指導 を與 

へます。 然し 新 敎は此 制度に 反對 し、 人事の 祕密は 縱令敎 職と 雖も 之に 立 入らない まに 成って ゐ ます。 

そして 此點に 於て は 新敎が 正しくして 舊敎が 問 違って ゐ ると 私供 は 信じます。 然るに 新 敎の敎 師が往 

往 にして 此新敎 獨特の 主張 を棄 て、 カトリ ク 僧侶に 傚 ひ、 信者の 家庭 其 他の 祕密に 人り、 之 を 指導す 

る を 以て 教師の 任務で ある 乎の 如くに 思 ふ は實に 怪しからん 事であります。 信者の 人事 關涉に 由り て 

信者 も 敎師も 得る 所 は 何もありません。 本當の 信仰 を與 ふれば 其 信仰が 適 當に萬 事 を處理 します。 信 

者 も 敎師も 殊更ら に 注意すべき 事であります。 (十月)  . 

朝な朝な 

エホバ の 怒 はたに 暫 しにて 其惠は 生命と 共に 永し。 夜 は よもすがら 泣き 悲む とも 朝に は 喜び 歌 は 

ん (詩 三十 篇 五節)。 

いっくし ふ  あ？ i;- ふ 

我等の 尙ほ 亡びざる は M ホバの 仁慈に 由る、 其 憐憫の 盡 きざる に 因る。 是は朝 毎に 新たな り、 爾 

の 誠 實は大 なる 哉 (耶 利米亞 哀歌 三 章 ニニ、 一 一三 節)。 

0 恩惠は 日に日に 新たな り、 特に 朝に 朝に 新たな り。 最も 善き 思想 は 朝来り、 最も 美 はしき 歌 は 朝 湧 

出づ。 小鳥 は朝哏 ひ、 ィ H スは朝 復活し 給へ り。 まことに 地球 は 夜毎に 死し、 朝 毎に 甦る" 神 は 常時 
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我等と 偕に 在し 給 ふと 雖も、 特に 朝 我等に 敎へ給 ふ。 故に 特に 保存すべき は 朝の 思想で ある。 逸すべ 

からざる は 朝の 1^ である。 「朝 毎に 新たな り」。 然り舊 き 福音 も舊き 地球と 同じく 朝 毎に 新たな り。 

そして 我等の 豫喜は 復活の 朝に 其 極に 達する ので ある。 (十 一 月) 

ゆ vS$i  &感 

〇 我等の！^ に 敎職卽 ちレべ レ ンドは 一 人もゐ ない。 我等 はすべ て 平信徒 レイマン である。 我等 は神學 

校に 於て 基督 敎を學 ばない、 又 監督 叉 は 敎職圑 より 傳道 免許 を 受けない。 我等 は 人生の 戰 場に 於て 信 

仰 を 學んだ 積り である。 そして 之 を 自分と 他人と に 試みて その 眞理 なる を 知りし が 故に、 大膽 にも そ 

の官； 傅に 從事 する。 勿論 弟子 を 作り、 勢力 を扶殖 せんが 爲 でない。 我等 は 敎會を 作らない、 他人の 敎 

會を援 くる こと はする が 自分の 敎會を 作らない。 我等 は 眞理の 使徒と して 働く。 そして 眞理 をして 其 

れ. 自身の 氣附を 取らし むる。 我等 は敎 會と稱 する 牢を 作りて 其 內に人 を牧容 して 彼等 を 安全に 天國に 

途り屆 けんとし ない。 人 は 人であって 羊で ない。 獨立 たるべき 人 を 羊の 如くに 扱 ふが 抑々 間違の 始で 

ある。 

0 人 は 一一：  一 n ふ、 ル，' テル も カル ビン も 敎會を 作った、 我等 も 彼等に 傚 ふて 敎會を 作るべき であると。 我 

等は霄 ふ、 ル ー テルと カルビ ン とは羅 馬力 トリ ク敎 會に叛 きながら^に 新たに 敎會を 作りて 大 なる §1 

違を爲 したので あると。 彼等 は 敎會を 起すべき でなかった、 然 らば 福音 は 純潔に 護ら れて、 我等が 今 

rn 見る が 如き 信仰の， 泥亂は 無かった であらう。 惜む べし、 ル I テル、 カル ビンの 宗敎 改革 は 半 改革に 


終った 1,^ 等 は敎會 無しの 福音 を唱へ 得すして、 我等 後進に 解決すべき 難問題 を 遣した。 彼等の 改革 

は 蛇の 生殺しであった、 蛇 は 依然として 生きて ゐる。 羅馬 カトリ ク敎會 は 幾れ すして 其 勢力 は 益々 旺 

盛で ある。 そして 彼等の 作りし プロテスタント 敎會 は、 奮き 革" i に 新しき 酒 を 盛りし が 如き 者で あつ 

て、 今や まさに 張り裂けん として ゐ る。 我等 は 信仰の 根 本義に 就て はル ー テル、 カル ビンより 多く 學 

ぶ 所が ある、 然し 乍ら 敎會の 事に 就て は 彼等に 學 ばない >  然り、 學ん ではならない。 (十一月) 

貴君 は 何です 乎？ 

〇 或る 英國 の老宣 敎師は 私に 問 ふて 曰うた 「貴君 は ー體 何です 乎？」 と。 其 意 は 蓋し 「貴君 は 聖公會 

にも あらす、 長老 (日 墓) にも あらす、 メソヂ ストに も あらす、 組合に も あらす、 バ プチ ストに も あ 

らす、 プリマス にも あらす、 一 體 何です 乎」 と 云 ふので あった。 此 問に 對し私 は老宣 敎師を オッフェ 

ンド する (氣 持を惡 くさせる) のが 厭 だから、 唯 「私 は クリスチャン であると 思 ひます が、^ し 云々」 

と 答へ た。 今始 つた 事で はない が、 外來 何れの 敎會 にも 屬 せざる 日本 獨立 基督 信者の 立場 を、 外國の 

基督 信者、 殊に 宣教師に 說 明す る 事の 困難なる は 實に大 なりと 云 はざる を 得ない。 

〇 責君 はー體 何です 乎？ 然り、 人であります、 日本人であります、 自分 は キリストの 弟子で あると 

E え ふて ゐ ます 力、 敎會の 人達で 然ら すと 云 ふ 者 ある を 私 は 能く 知って ゐ ます。 或は 私 き n 者 \1J1 ハ乎 

も 知れません。 不信者で 地獄へ 行くべき 者で ある 乎 も 知れません。 然し 私に は 如何しても 歐米 何れの 

敎會 にも 屬 する 事 は 出来ません。 私 は唯ィ H スを 信じます、 出来ない 乍ら も 彼の i.^ に從 つて 生； せ 
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んと 欲します。 私 は 其 外に 敎會ゃ 宣教師 達に 基督 信者と して 扱って 貰 ひたき 意志 は 毛頭ありません リ 

「貴君 は 何です 乎？」 日本人です、 武士の 子です、 故に 賤 しい 事 は 出来ません、 外國 宣教師の 給與す 

るパ ンを食 ふて 生きて ゐる事 は 出来ません、 縱し 地獄へ 1^ ちても 出来ません。 (十 一 月) 

神の 國の 建設に 就て 

〇 神の M は 讀んで 字の 通り 神の 國 であって、 神が 建設し 袷 ふ 者で ある。 人 は 之 を 建設す る 能 はす、 人 

が 神に 代って 建設して 之 を 神に 獻げ まつる 者で ない。 聖書 は 明かに 此事を 示す。 聖書 は 一度 も 神は聖 

國の 建設 を 人に 委ね 給へ りと 記いて ゐ ない。 路加 傅 二十 二 章 二十 九 節に 「我 父の 我に 任し 給へ る 如く 

我 も亦汝 等に 國を 任す」 と ある は、 神の 國の 建設 を 任し 給へ りと 云 ふ 事で はない、 其 祝福に 與 るの 權 

利 を 授け 給へ りとの 意で ある。 任す は 指定で ある、 弟子 等に 任した ので はない、 聖國を 彼等の 讓受く 

ベ き 者と し て 指定し 給 へりとの 意で ある。 意義 は 前後 の關 係より 見て 明かで ある。 

〇 神の 國は 彼の 聖 意が 完全に 行 はる \所 である。 此 世が 此 儘に て 如此き 所と 成り 得 やう 害がない。 罪 

が 完全に 除かれ、 萬 物に 改造が 施されて、 此 世が 化して 祌の國 と 成る ので ある。 玆に 最後の 大 奇跡の 

行 はる k 必要が ある。 人の 努力 は 如 M に大 なる も 聖書に 所謂 萬 物の (促 興 を 行 ふに 足りない、 そして 是. 

れ なくして 神の 國は 臨まない ので ある。 

〇 如此 くにし て 神の 國は 天より 顯は る ベ き 者で あつ て 地より 起る ベ き 者で な い 。 

我れ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり …… 我れ i ち， き 城なる 新しき エルサレム の 備へ整 ひて 神の 所 を 3： 


て 天より 降る を 見たり C 默示錄 一 一十一 章 一、 一 一節) 

と あるが 神の 國 出現の 方法で ある。 人が 述動 努力に 由て 積 上げて 成る 者で ない、 新婦が 其 新 郞を迎 へ 

ん爲に 修飾る が 如くに、 完備して 天より 降りて 地に 臨む 者で ある。 人類 進化の 結 raK として ms- する 者- 

で ない、  神の 新ら しき 造化と して 新たに 地に 現 はる、 者で ある。 

〇 然 らば 信者 は 神の 國の 建設に 3： の寄與 すべき ものな き 乎と 云 ふに、 然ら すで ある。 信者 はバ パテ ス 

マの ヨハネの 如くに 神の 國の到 來を宣 傅し、 人 をして 之を迎 ふるの 準備 を爲 さしむべき である。 傳道. 

と は實は 主として 此事 である。 人を敎 化して 神の 子と 成す 事で はない、 神の 國の 到來 を宣傳 する 事で 

7 ナウ ンサ I 

ある。 「天國 は 近づけり 悔 改めよ」 と唱 ふるが 傅 道 成功の 祕訣 である。 傳道師 は聲明 者で ある、 敎謀. 

師 でない。 其 事 を 忘れし が 故に 基督 敎會 の 施す 傳道 の效果 が擧ら ない ので ある。 

〇 信者 はまた 行爲を 以て 神の 國の實 在を證 明すべき である。 キリスト 山上 之 垂訓 は 特に 其爲の もので. 

ある。 此は 神の 國に 於て 行 はるべき 道德 であって、 信者 は 今 之 を 行 ひて せに 神の 國の 何たる 乎 を 示す.. 

べきで ある。 基督 信者の 生涯 は 神の 國證 明の 爲の 生涯で ある。 (十二月) 
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基督 信者の 信仰 

〇 基督 信者 は 一 體何を 信す る 者で ある 乎。 若し 神と 靈 魂と 來 せとの 在る 事 を 信す る 者で あると 云 ふ 

らば、 ユダヤ 敎 信者、 モ ハメット 敎 信者、 又 見方に 依って は怫敎 信者と 何の 異なる 所 はない 。宗教と 

云 ふ宗敎 で、 祌、 靈魂、 來 # を唱 へざる 者 はない (名 は 異なれ ども )o 故に 基督 信者が 是等 以外に 刖 

に 特別に 信す る 者 を 有たないならば、 彼 は 其 根本 思想に 於て 他の 宗敎 信者と 何の 異なる 所 はない ので 

ある。 そして 近代の 宗敎 研究家 は此 立場より して 基督 敎を 宗敎の 一 と 見做し、 比 絞 宗敎學 なる 者 を 作 

りて 凡ての 宗敎 (勿論 基督 敎を 含む) を 比較し 評價 しつ \ ある。 

〇 然し 乍ら 基督 信者 は 一 種 特^の 信仰 を懷 くので ある。 其 信仰 を懷 くが 故に 彼は自 から クリスチャン 

と稱 し、 叉 同一 の 信仰 を懷く 者と 兄弟 的關 係に 入る ので ある。 それ は イエス は キリストな りとの IIEe- 

である。 歷 史的に ィ H ス として 現 はれし 者 はキ. リストと して 萬 物の 元始より 父なる 神と 榮光を 共に し、 

肉に 在りて 十字架に 釘 けられて 人類の 罪 を 贖 ひ、 死して， 甦り、 天に 昇り、 今や 父と 共に 在り、 父の 定 

め 給 ひし 時に 於て 再び 現 はれ、 人 を.：^ 判き、 世 を 改め、 萬 物 を 自己に 服 はせ 得る 能力 を以 つて 國 


を 地上に 建設す る 者- 卽ち 預言者 等に 由つ て 神が 預め 示し 給 ひし メシャ 、譯 すれば キリ ス ト C 受膏者 }• 

なりとの 信仰 を 懐く 者、 其 者が クリスチャン 基督 信者で ある。 斯く言 ひて 人 は 我等の 狹隘を 笑 ふで. yoT 一 

らうが、 狹隙 も廣大 もあった もので ない。 基督 信者 は 始めより 斯 かる 者であった 事 は 歷史が 明かに 一： 个 

す 所で ある リ 

〇 イエス は キリスト なり。 初代の 基督 信者 は此 信仰 を 表 はすに 相互の 間に合 詞 を用ゐ た。 それ は 希 職 一 

語の 魚と 云ふ詞 であった。 希臘 語で 魚 を ICHTHUS と 云 ふ、 之 を 四 つに 分解す る 事が 出来る I, 一 

CH,  TH,  US と 其 各自 を 花文字に 用 ゐれば 四つの 詞が 出来る。 

IES〇US  CHRISTOS  THHCXJ  UI〇S 

卽ち イエス は キリスト、 神の 子な りと 云 ふ 事で ある。 斯 くして 彼等 はィ クスス (魚) と 言 ひて 彼等の- 

信仰 を 言 表 はした ので ある。 或 時 は單に 魚の 形を畫 いて 彼の 信仰 を 表明した。 此 事が 後に は 迷信 化レ 

て 魚が 祌聖視 せらる X に 至り、 敎會境 內に大 池 を 掘りて 其 內に魚 を 飼育す るに 至った。 然し 迷信 を 離. 

れて 之に 由て 表明され し 信仰 は 明 ，111 であって 深遠で ある。 ィ H スは キリスト、 神の 子で ある。 基督 信」 

者の 信仰 は玆に 在る。 此 信仰な くして、 人 は 法王で も 監督で も 基督 信者で ない 。(一月) 

三 種の 宗敎 

〇 宗敎に 儀式 的なる と、 倫理的な ると、 信仰的な るとの 三種 類が ある。 儀式 的なる が 最も 低く、 倫理 

的なる が 其 上であって、 信仰的な るが 最も 高く ある。 そして 儀式 的が 普通で あるが 故に、 倫理的なる 
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が 最も 高く あると 思 はる、 が 常で ある。 今日の 基督 敎學 者が 基督 敎は 倫现 的宗敎 なりと 唱へ て 其 優秀. 

の宗敎 なる を 主張す るが 其 一例で ある。 然し 乍ら 倫理的な るが 儀式 的なる より 高き が 如くに、 信仰的， 

なる は 倫理的な るより 高く ある。 基督 敎は 最高 道德 でない、 贖罪 敎 である〕 キリストに 在りて 神が 人 

類の 罪 を滅し 給へ る 其 事赏を 示せる 宗敎 である。 「汝等 我に 傚へ、 然 らば 救 はれん」 と 云 ふ 宗敎 にあ 

らす。 「汝等 我 を仰瞻 よ、 然 らば 救 はれん」 と敎 ふる 宗敎 である。 信仰 第一 の宗敎 である、 道 德は其 

次ぎで ある〕 故に 基督 敎に 在りて は 倫理的なる は墮 落で ある。 基督 敎が 盛なる 時 は 信仰的に 盛なる 時 

である、 そして 其れが 倫理的に 盛なる 時 も 亦 信仰的に 盛なる 時で ある。 基督 敎が 倫理 を 目的と する 時 

に 信仰 は衰 へ、 倫理 も亦衰 へる ので ある。 

〇 現代人の 好む もの は 二つ ある、 其 一が 藝 術であって、 其 他の 者が 倫理で ある。 そして 基督 敎に 在り 

て、 藝術を 好む 者は羅 Hit 加 特利敎 に 行き、 倫理 を 愛する 者はプ a テス クント 敎に 行く。 加特利 敎は藝 

術 的せ ポ拜 であって、 プ 0 テス タン ト敎は 倫理的 願望で ある。 然れ ども； i 音 卽ち眞 の 基督 敎は キリスト 

と 彼が 十字架に 釘 けられし 事で ある。 基督 信者の 全部 は キリス 卜と 彼の 十字架に 於て ある，、 彼の 禮^^ 

も 首 itf 一 わ も 凡て 玆に 完成され たので ある。 唯 キリスト、 唯 十字架で ある、 そして 唯 之 を 信す る 事で ある- 

現代人 は その 單 純なる に堪 へない。 倫理 學者は 之 を 迷信と 同視す る。 然れ ども 信す る 者に は 是れ祌 の 

智慧 また 能力た る 也で ある。 

〇 人が 自 から 祌を求 むる 時に 彼 は藝術 的に 叉 は 倫理的に 彼に 近づかん とする。 然れ ども 神が 人 を 求め 

給 ふ 時に 人 は 信仰 を以 つて 神に 到る より 他に 途 がない。 信仰 は 神が 備え 給 ひし 救 拯の途 に 自己 を 信す 

事で ある。 信仰に 手段 方法 は 何もない、 唯 信ずで ある。 信仰 は 美く しき 俊 式で もなければ、 |胆 はしき 


i でもない。 皇の 罪に 目覺 め、 神の 恩 惠に牽 かれて 「起て 我 父に 注かん」 と 云ひ5 の ％ミ へき 

り 注く 事で ある。 神の 恩 惠に應 ずる 人の 信仰、 それが 眞の 基督 敎 である。 

〇 病床 中の 主筆 曰 ふ、 今度 私が 死んだ として、 私 は 私の 絡 筆と して 此端文 を 遣して 化と しない， 私 

が 生： t るなら ば此 信仰 を 繰 返す まで ある。 (二，, -) 

自 分 と 他 

01 は 自分 S る、 他人 は 他人 一、、」 ある、 寒 分 を 以て 他人 を 律して はならない、 他人 S 利 自由 皇 

んぜ ねばならぬ。 

〇 他人 は 他人で ある、 自分 は 自分で ある、 自分 は 他人 をして 自分 を撿 束せ しめて はならない。 自分 こ 

は 自分の^ il^- と 天職と が ある。 自分 は 他人 をして 自分の 本領 を 侵さし めて はならない。 自分 ま 自分が 

. ^人の 權利 1 由 を 尊重す るが 如くに、 他人 をして 自分の 權利 自由 を 尊重せ しめねば ならぬ。 

C 己れ 人に 爲ら れんと する 事 は 亦 人に も 其 如く 爲せ (ルカ 傳六章 三 一節)、 然り 1 己れ 人に 爲す 率よ 

亦 人 をして 之 を 己に 爲 さしめ よ。 自己 を 守る は 他人 を 守る 丈け それ 丈け 大切で ある 0 自己の 本分 を 守 

るに 方つ て 自分 は 全然 無抵抗 主義者た る 事は屮 U 来な い 。 

〇近t^<の惡むべきは、 彼等が 他人 をして 己が 自由 を 尊 直せし め、 他人の 自由 を 蹂躪して 悼らない 事 

である。 近代 人 は 非 紳士で ある、 非 淑女で ある、 ま。 彼等に 對 する 或 種の 抵？止 む を. 

得な、。 彼等 は 自己 を以 つて 他人に 臨む 者で ある。 時々 彼等に 抵抗し 彼等 を 排斥せ ねばならぬ (肖】 ポ 

昭和 五 年 

九 EE 


0 想  九 K 六 

に 於て 主筆)。 (二月〕  、| 

新 舊の別 

〇 內村 先生の 聖書 學は舊 いと 云 ふ。 誠に 然り。 內村 先生の 生物 學も 天文 學も舊 いと 云 ふ。 實に然 り。 

內村 先生の 基督 敎全 體が舊 いと 云 ふ。 誠に 實に然 り。 我が 基督 敎は第 十六せ 紀の 基督 敎 である、 然り、 

第一 世紀の 基督 敎 である、 眞に然 り、 紀元前 十 何せ 紀ァ ブラ ハ ム、 モ ー セの 基督 敎 である。 內村は 未だ 

曾って 新ら しき 近代 式の 基督 敎を說 くべ しと 宣言 せし ことなしと 思 ふ。 之 を 彼より 求めし は汝 の，" If 

にして 彼の 罪に あらす。 故に 今と 雖も遲 からす、 汝今 直に 彼 を 去れよ、 汝、 新ら しき を 求む る 近代 人 

よ。 汝が舊 きを 嫌 ふが 如くに 彼 も 亦 汝を嫌 ふ。 彼と 汝と 何の 干與 あるな し。 汝 知らす や、 永遠に 新ら 

しき 者 は 永遠に 舊 きこと を。 汝近 代人 自身が 信仰の 樹の よりも 知識の 樹の果 を 好みて 之 を 食 ひし ァ 

ダムと H バの 類なる を 知らす や。 我れ 今 汝と爭 はす、 汝今我 を 去れよ、 W び 我に 來る 勿れ。 又 汝の同 

類に 勸 めて 必す 我に 來ら ざら しめよ。 我は舊 し、 舊 きを 以て 誇り、 舊 きを 以 つて 感謝す。 我 は 舊き古 

き 福 昔、 卽ち イエ スと其 愛 を說く 者で ある。 新人 何物 ぞ、 神 を 求む る 者で ある。 舊人 何者 ぞ、 祌に求 

めら れて其 捕虜と なりし 者で ある。 二者の 問に 天地の 別が ある。 (三月) 

神の 最大の 賜物 


o 祌は 私に 信仰 を 賜った、 私 は 其 他に 何も 要らない。 能力 も 要らない、 然り 信仰 其 物が 能力で ある。 

幸； i も 要らない、 然り祌 を 信す る 事、 其 事が 最大の 幸福で ある。 此 せに 在りて 我等が 信仰 以上の 幸 幅 

を 求む るが 故に 我等 は 何事に 關 はらす 不幸 を感 する ので ある。 パゥ C は忠 難の 裡に 在りて 曰うた 「そ 

の 言 盡 されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す るな り」 と (コ リント 後書 九 章 十五 節〕。 玆に云 ふ 「言 

盡 されぬ 祌の 賜物」 と は 信仰の 目的物なる キリスト とも、 亦 之 を信受 する 信仰と も 解す る 事が 出来る 0 

是れ が變り 易き 我が 心的 狀態 又は 此 世の 幸福で ない 事 は 明. E である。 神の 最大の 賜物 は此 せの 何者 も 

之 を 奪 ふ 能 はざる もので あらねば ならぬ。 神の 子 キリストと 之 を信受 する 信仰、 是れが 「言 されぬ 

神の 賜物」 であらねば ならぬ。 イエ ス曰ひ 給 はく 「姦惡 なる せ は 休徵を 求む」 と (マ タイ 傳 十六 章 四 

節)。 休 徵は結 5^ である、 眼に 見 ゆる 信仰の 效 5^ である。 奇跡で ある。 數を以 つて 現 はし 得る 成镜で 

ある。 是れ ii:! な姦惡 なる せの 求む る 所の ものである。 信者の 求むべからざる ものである。 信 W よりも 

<3<:<3<:<:<"<1<:厶 厶厶厶 厶厶 A 

信仰の 效果を 求む る 者 は 不信者で ある。 

〇 人生に 實は 信仰 以上に 善き もの はない。 道德も 事業 も 其 貴 さは 信仰に 及ばない。 故に 信仰 を以 つて 

人生の 目的と 成すべき である。 信仰 以外の もの を 得る 爲の 手段と 爲 して はならない。 信仰 を 熱心 を 起 

す爲の 手段と 爲し * 事業 を爲 すため の 能力 を 起す 爲の 方法と 爲 して 信仰 は墮 落せざる を 得ない。 然る 

に事實 如何と 零ぬ るに、 世 は 信仰 を 手段と して 用 ひんと する 所謂 信者が 多くして、 信仰 を 目的と して 

之 を 得て 感謝し 滿足 する 眞の 信者 (文字通りの 信者) は 甚だ 龄 いので ある。 まことに 主が 言 ひ 給 ひし 

が 如くに、 「人の子 來 らん 時に 信 を 世に 見ん や」 である。 信者と 云 ふ 信者 は、 殆んど 共 凡てが、 信仰 

め 利用者で ある。 信仰 を以 つて 事を爲 さんと 欲する 人達で ある。 彼等 は祌を 利用し、 信仰 を 利用して 
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事業 を擧 げんと 欲する 者で ある。 信仰の 濫用 者で ある。 私が 殊に 米國 流の 基督 敎 信者 を 忌み嫌 ふ は 之 

が爲 である。 彼等が 殊更ら に 信仰の 利用者で あるから である。 彼等 は 信仰に 由て 病疾が 癒え、 國が富 

み幸 福が 增 すと 云 ふ。 斯 かる 人達 は 至上 善 を 信仰 以外に 求む る 者であって、 信仰の 破壞 者で ある。 

(四月し 

聖書 硏究の 目的 

〇 聖書 研究の 目的 はィ エス ，キリスト を 知らん が爲 である。 研究の 爲の 研究で ない、 ィ H スを 知らん 

が爲 である。 彼 を 知る は 生命で ある、 如何なる 勞苦 をも惜 ます 彼 を 知るべき である。 そして ィ H スを 

知る 爲に 書 全部 を 知る の 必要が ある。 新約の みならす 舊約を も 知る の 必要が ある。 ノア、 アブ ラハ 

ム、 イサク、 ヤコ ブ、 ヨセフ、 モ ー セを 知る の 必要が ある。 凡ての 士師と 凡ての 預言者 を 知る の 必要 

が ある。 大人物 は 一 朝 一 夕に して 知る 事の 出来る 者で ない、 一 生涯の 研究が 必要で ある。 それ故に 早 

く 聖書 研究 を 始めよ と 云 ふので ある。 小兒を 日曜 學 校に 送り、 ィ ヱ ス硏究の準備として^^魬1硏究を始 

めしめ よと 云 ふので ある。 人生 をして 意義 あらしむ る 者はィ H スを 知る 事で ある。 彼 を 知る と 知ら ざ 

るとの 差 は 生と 死との 差で ある。 聖書 を 生命の 書と 稱 する は 神が 人に 賜 ひし 生命の 因た る 其 獨子ィ ェ 

ス を 紹介す るからで ある。 古書 研究， の 爲 の 聖書 研究 でない。 人ら しく 今生 きんた めの 此 研究で ある。 

故に 敎 ふる 者 も 學ぶ者 も 燃 ゆる 熱心 を以 つて 之に 當ら ねばならぬ。 冷靜 なる 聖書 研究 は 有り得ない。 

そ は 「冷靜 なる 生命」 は 蛇の 生命で あるが、 人の 生命で ないから である。 (四月) 


最 高 道德に 非ず 

0 基督 敎は 最高 道德 であると 云 ふ。 そんな 者で はない。 若し そんな 者で あるならば 人類 を 救 ふに 方て 

用を爲 さない、 然り私 を 救 ふこと は 出来ない。 最高 道 德と云 ふ は 最高 山嶽と 云 ふと 同じで ある。 ヒ マ 

ラャ 山脈の H ベ レ スト 山 は 最高 山嶽で あるが 故に、 今日まで 何人も 之に 登った 者 はない。 若し 基督 敎 

が 最高 道德 であるならば 之に 達し 得る 者 は 一 人 も 無いで あらう。 基督 敎は 道德 でない、 罪人 を 救 ふ 道 

である、 故に 特^に 貴い ので ある。 唯 仰ぎ 瞻れば 救 はると 云 ふ 簡易 道で ある、 それ故に 何人 を も 救 ひ 

得る 道で ある。 今日の 祌學 者と 聖書 學 者と は 基督 敎を 哲學 化し、 倫理 化して 餘 りに 六 ケ 敷い 敎 となし 

て 了うた。 然し 基督教 は 素々 そんな 六ケ 敷い 敎で なかった。 初めて ガリ ラャの 漁夫 等に 說 かれし 敎で 

あ つ た。 是 が 哲學ゃ 倫理 であり やう 害がない。 

我 を 仰ぎ 瞻ょ然 らば 救 はれ ん 

と。 そして 今日と 雖も猶 ほ 此簡單 なる 敎に 由って、 歐洲 の， H 哲人 も、 阿弗利加の 黑ン坊 も 救 はれつ X 

あるので ある。 我等 は 今日 の 日本人 を 救 はんと 欲する に 方って 是れ 以外の 基督 敎を唱 ふるの 必要 はな 

い。 世 を 救 ふ 道 は舊ぃ 古い 福音で ある。 (四 月〕 
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孤立の 恐 怖 

0 靈 魂の 獨立を 主張す るの 餘り人 は 孤立に 成り はせ ぬ 乎。 人 は 社交的 動物で あるが 故に、 社會を 作り 

敎會に 入りて 始めて 其靈 性を完 うする 者で ある。 古い 諺に も 言へ るが 如くに、 「完全に 單獨 なる 者 は 

神に あら ざれば 獸 である」。 獨立も 程度に こそ 因れで あると。 私 は 今日まで 度 々宣教師に 一一 百 ひ 聞かさ 

れ たので ある。 

-〇 然し 若し さう であるならば 人 は 完全に 獨立 であり 得ない ので ある。 彼が 敎會に 入る の 必要が あると 

云 へ ば それ 丈け 彼 は敎會 の奴隸 とならねば ならぬ。 敎會が 多少に 拘 はらす 信者の 自 を 束縛す る 理由 

は玆に 在る。 是れ 勿論 善意に 出た る 束縛な りと 雖も、 束縛 は 束縛た る を 免 かれない。 然し 祌は 人に 完 

全なる 自由 を 約束し 給うた" ィ H スは言 ひ 給うた 「子 (御自身) 若し 汝 等に 自由 を與 へな ば汝等 誠に 

自由 を 得べ し」 と。 信者た るの 榮光特 權は玆 に 在る、 完全なる 自由 を 賜 はるに 在る。 爾 うして 完全な 

る 自由の 特徵 は祌と 偕に 獨り 在りて 獨 りで 滿 足す るに 在る。 

0 そして 言 ふまで もない、 神が 賜 ふ眞の 自由 は 人 を 自分勝手の 者と 爲 さない、 其 反 對に彼 を 愛の 器と 

なす。 彼は强 いられす して 自ら 愛 を 人に 施す。 伍し 機械的に 運動 を 起して 他 を 自己に 感化 せんとし な 

い。 彼 も 亦 その 主に 傚 ふて 小なる 義の 太陽と 成り、 光と 和 煦とを 放た すして は 止まない。 彼 は 宣教師 

の 如くに 傅 道の 熱心 を 起して 己が 信仰の 不足 を 補 はんとしない。 神 をして 己を充 たしめ て、 己 を 通う 

して 人 を 彼れ 御自身に 牽附 しめんと する。 玆に 自分 獨り獨 立す ると、 神と 偕に 獨立 するとの 間に 根本 


的の 相違が ある。 

〇 然し 說明 は說 明であって 事實 は事實 である。 名 は 基督 信者ではなかった が、 我が 中 江 藤樹は 最善の 

偉 道 者でなかった 乎。 彼 は 今より 三百 年 前、 西 近 江の 僻陬の 地に 在り 今で 云へば 小學敎 師を爲 しなが 

む、 全日 本 を 感化した ではない 乎。 彼 は 熊 澤蕃山 を、 而 して 蕃 山の 主人なる 新 太 郞少將 を 琵琶湖 西岸 

の，， ：パ 村なる 彼の 茅屋まで 牽附 けたで はない 乎。 そして 是等 二人の 弟子 を以 つて 全日 本 を 指導した で 

はない 乎。 支那の 聖人 さへ 曰うた 「德 孤なら す 必す隣 あり」 と。 我等が 人 を 牽附け 能 はざる は 我等の 

放つ 光が 弱い からで ある。 我等が 祌に充 たさる、 時人 は 自ら 我等の 許に 来る。 人 は 社交的 動物で ない、 

クリスチャン は敎會 員で ない。 彼 は 神の 子、 神と 其眞现 とを以 つて 滿 足し 得る 者で ある 0  ( 四ガ し 

斷片錄 

其 一 如何にして 世に 勝つ 乎 

〇 人 は 如何にして せに 勝ち得る 乎、 天然 を眞の 意味に 於て 征服し 得る 乎、 其途に 就て 敎 ふるもの はョ 

ハ ネ第 一 書 五 章 四、 五節で ある。 

ヌて 神に 由り て 生る &者 はせ に 勝つ、 我等 をして f に 勝た しむる 者 は 我等が 信な り。 

誰 力 能く 世に 勝たん、 ィ H スを祌 の 子と 信す る 者 て 非す や。 

〇 神の 子 はせ に 勝つ。 彼に 與 へられし 新たなる 能力に 由て 勝つ、 之 を 名 づけて 信と 稱す。 信 は 言？^ の 

、七で ある、 又此 心に 應 じて 神が 賜 ふ 能力で ある。 神の 子と せられし 信者 は その 信に 應 じて 神が 賜 ふき 
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に 由て せに 勝つ と 云 ふので あると 思 ふ。 

〇 信者 卽ち祌 の 子はィ H スを 神の 子と 信す る 者で ある。 ィ H スは 神の 子の 模型であって、 その 內に初 

めて 生れし 者で ある。 人 は 神の 子に せられて ィ H ス の 如くに せらる、 ので ある。 ィ ヱ ス の 御 生涯 は 信 

者の 生涯で ある。 信者 はィ H スの 如くに 苦しみ、 而 して 後に ィ H ス の 如に 榮光を 着せら る 、ので ある A 

ィ H スと 共に 十字架に 釘 けられ、 彼と 共に 死し、 彼と 共に (仅活 し、 彼と 共に 擧 げられ、 彼と 共に 再臨 

する。 卽ちィ H ス がせに 勝ち 給 ひしが 如くに 信者 は 世に 勝つ、 世に 勝た しめらる。 ィ H スを 神の 子と 

信す る 者 はせ に 勝つ と 云 ふは此 事で あると 云 ふ。 そして 天が下に 此信、 卽ちィ H スを 神の 子と 信す る 

信 を 措いて 他に せに 勝つ の途 はない ので ある。 此は 幾度と なく 試みられし 信仰の 磐で ある。 世の 所謂 

偉人 叉 は 天才 は 其 偉大 叉 は 才能 を以 つて 天然の 一隅 を 征服し 得し も、 天然 を 其 根本に 於て 征服し 得な 

かった。 彼等 は 外なる 天然に 勝ち得し も內 なる 天然に 勝ち得なかった、 卽ち 彼等 は 自己に 勝ち得な か 

つた。 天然 を その 霊界との 接 觸點に 於て 拉ぎ 得なかった。 故に 結 極 天然に 負けて 了った。 ゲ ー テ、 ナ 

ボ レオン、 其 他の 天才 英雄 然ら ざる はなしで ある。 之に 反して ィヱ スは其 身 を 十字架に 釘け て 肉と 情 

とを滅 し、 天然 を 其 前哨、 實は其 本 墨に 挫いて 天然 全體に 勝ち 給うた。 

其 二 猜疑の 民 

〇 多分 日本人 程 疑 ひ ぼい 民族 は 他に あるまい、 彼等 は 大抵の 事 は 其 裏に 解 せんとす る。 然 かも 黑ぃ裏 

に 解 せんとす る。 凡て 白く 見 ゆる 裏に 必す黑 が あると 思 ふ。 故に 彼等に 正直 を 語る は 甚だ 危險 である 

正直 は 偽善 か、 然ら ざれば 欺瞞に 解 せらる k からで ある。 勿論 猜疑 は 人類 全 體の惡 習で あるから 之 を 


以 つて 日本人 計り を責 むる 事 は出來 ない が、 然し 曰 本人の 猜疑心に 特に 甚 しき 者が あると 思 ふ。 此は 一 

抑々 何に 原因す るので あらう 乎。 

〇 其 第一 はたし かに 戰國 時代に 養 はれし 精神で ある。 TO: 隣 皆な 敵な りし 時に、 人 は 相互 を 信す るの 危 

險を 感ぜし は 少しも 不思議で ない。 織 田 は 武田を 疑 ひ、 武田は 德川を 疑 ひ、 寸刻 も油斷 は出來 なかつ 一 

たので ある。 數 百年の 間 此雰圍 氣の裡 に 在りし日 本人が 八：' 日の 如くに 疑 ひ ぼくな りし は敢て 怪しむ に 

足りない 0  . 

〇 其 第二 は 茶を飮 料と して 用ひ來 りし 事で あると 思 ふ。 茶と 珈琲と が 祌經を 鋭ら せ、 意志 を 薄弱なら 

しめ、 其の 常習的 使用者 をして 一種 祌經病 息 者たら しむる 事 は 今や 醫學 上より 見て爭 ひ 難き 事 實と成 

つた。 日本人 は 白米の 使用に 由って 神經を 弱らせ、 更に 濃 茶の 使用に 由って 之 を銳ら せて 今日の 如き； 

過敏 猜疑の 民と 成った ので あると 思 ふ。 勿論 神 を 信じて 靈 魂を强 健に する が 第一 であるが、 然し 之と 

同時に 戰國 時代の弊 風 を 去り、 茶 素の 害毒 を 除く に 努めねば ならぬ。 何れに しろ 我等 は 凡そ 事 疑 ふ を 

魔め て、 凡そ 事 信ずる 民と ならねば ならぬ。  _ 

其 三/結婚 問題の 困難 

〇 人生の 問題に して 結婚 程 困難なる はない、 然し 乍ら 若し 一 人の 男より 一 人の 女. が 出て、 一 一人 は 生ま 

る k 前より 旣に 定められ たる 夫婦であるなら ば、 何故. に 結婚 は 今日 我等が 目撃す るが 如き 難問題で あ 

る 乎。 其 理由 は^るに 難くない、 人が 生命の 樹の果 を 食 はすして、 知識の 樹の果 を 貪うた からで ある。 

信仰に. 依らす して 己が 判斷に 依る に 至った からで ある。 祌を 離れて 自ら 生きん とする からで ある、 其 一 
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れ故 に 己に { だめら れし 叉 は 女が 己が 隣に 座す る も、 之 を 己が 有と し て 見 分く る 能 は ざ るに 至った の 

である。 人が 祌の誡 命に 叛き 信仰 を棄て 智慧に 倚りし 結果と して 混 亂は社 會全體 に 起り しと 雖も、 其 

こ. ま 

の 最も しき は (豕 庭の 其い 礎を壞 つたので ある。 人は自 から 其 夫 又は 妻 を 選んで、 玆に 家庭 は其發 端に 

於て 亂 された ので ある。 「神の 定めた る 夫婦」 と は 敎會が 承認した 夫婦で ない、 祌 御自身が ー體 とし 

て SR 女に 造り 給 ひし 者で ある。 然 らば 今 如何せん. 人 は 結婚の # に 於ての みならす 凡ての 事に 於て 罪 

を 犯した ので あれば、 玆に悔 改めて 挽 囘を祌 に 願 はねば ならぬ。 神 は 信す る 者の 爲に 凡て を 善き に 計 

り；：； i ふ。 同時に 人 は その 忠 難の 现 由を敎 へられ、 覺ら ねばならぬ。 

其 四 善惡 共に 善し 

〇 善い 事 は 勿論 善い 事、 惡ぃ事 も 亦 善い 事、 神 を 信す る 者に 取りて は 事と して 善から ざる はなし。 神 

を 信じて 惡ぃ事 は 善くな り、 信ぜす して 善い 事も惡 くなる。 人生 之 を 善くす るも惡 くす る も 一 に 信不 

信に 由て 定まる。 それ は 其 害で ある。 宇宙人 生、 善なる 神の 御衡 きに 外なら ない" 「神 其 造り 給へ る 

凡ての 物を視 たま ひける に 甚だ 善 かりき」 と あるが 如し 〔創世記 一章 三十 一節)。 失敗、 疾病、 死 其 

物 も 神の 御 目に はすべ て 善い 事で ある。 そして 信仰 は 自己 を祌の 立場に 置く ことで あ. れば此 立場に 立 

ちて 見て 物と して 善から ざる はなしで ある。 ( 一 九 一 一九 年 十 一 月 十六 日〕。 (四 月〕 


絕對 的宗敎 

〇 宗敎 は絕對 的で ある、 相對 的で ない。 「汝 心を盡 し、 精 祌を盡 し、 意 を盡 して 主なる 汝の神 を 

すべし」 と 云 ふの が宗敎 である。 狹隘な らん 事 を 恐れ、 廣量 ならん 事 を 欲して、 右顧左^、 た 滿 

ならん 事 を 維れ 求む る 者 は宗敎 でない、 世界 大宗 敎の 一 なる 宗教の 如き は 顧る に 及ばない、 若し 絶對 

的宗 敎を發 見し 得すん ば 信ぜざる に 如かす。 比較的に 善き 宗敎は 信す るの 價 値な き宗敎 である。 斯く 

曰 ひて 他宗 は 悉く 之 を 排斥せ よと 云 ふに 非す。 寬容は 絕對的 宗敎の 特質で あらねば ならぬ。 他 は 他た 

リ我は 我たり である。 我 は 我 宗敎を 以て 充足れ る 者で ある。 他宗 を 以て 之 を 補 ふの 耍 なし。 此は 我に 

取り 比較 以外の 者で ある。 恰 かも 一 夫 一 婦の 規定の 如しで ある。 

〇 

宗^^  0  ^ 

大 —— は 大法 王 又は 大監 I 又は 大說敎 師叉は 大祌學 博士 又は 大聖 でた &ぃ。 大宗 は 神と 相 
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對 して 大 なる 者で ある、 アブラハム、 モ ー セ、 パゥ B、 バン ヤン 其他此 せと 敎會に 其 名 を 知られざる.、 

而 かも 神の 生命の 書に 其 名 を記錄 された る 者で ある。 眞の宗 敎は餘 りに 深く して 之 を 言語 叉 は 行 g に， 

表 はすこと 能 はす。 若し 之 を 表 はすに 所 ありと せば そ は 密室に 於て^ ある。 宗 敎に大 なる 人 は 祈.！ に 一 

大 なる 人で ある。 彼の 事業 は 彼が 跪いて 全能者と 角力し つ i ある 間に 遂げら る。 其處で 勝利者で あつ. 

て 何處に 在りても 勝利者で ある。 敎會を 含む 此せは 最後まで 眞の宗 敎を眞 に 承認す る 最後の 所で ある" 

他が 承認して 最後に 至る まで は 承認せ ざる 所で ある。 (未發 表〕 ... 

一 

〇 カル ビン 主義 は 偉大な， る 主義で ある、 之に 由て 地球の 表面. がー 變 した 事 は事實 である。 ^蘭 共和 國- 

北米 合 衆國、 コ ムゥ H ル 以後の 大英 國、 孰れ も カル ビン 主義の. 感化に 由て 起った 者で ある 事 を 疑 ふ 一 

事 は 出来ない。 長老 敎會、 組合 敎會、 バプテスト 敎會、 何れも カル ビン 主義の 產 である。 若し カルビ 

ン 主義が 無かった ならば、 過去 百年 間の せ 界歷史 より 偉大なる 人物と 偉大なる 事業との、 殆んど 半 

ば を 削 取す ばなる まい。  .： 

〇 私自身が 强く カル ビン 主義の 感化 を 受けた 者で ある。 私に キリストの 福音 を傳 へて 吳れた  一 二の 大ー 

敎師は カル ビン 主義に 生育った 人であった。 其 他 口 ー H ルの 詩、 カウ パ ー の 歌、 力 ー ライルの 歷史は 一 

凡て カル ビン 主義の 感化に 由て 成った ものである。 私に 若し 神學 があるなら ば * それ は カル ビン 神學ー 

である〕 私 は カルビ ン敎 會に屬 せす、 叉 それ 等の 敎會の 人達に 甚く 憎まる \ 者 であるが、 然し 私よ.？ ^_ー 


カル ビン 主義 を引拔 いて 殘る所 は 至って 微弱なる 信仰で あると 思 ふ。 Rock  of  Ages  cleft  for  nio 

「千代へ し 磐よ 我 を かこめ」 の 讚美歌が 私の 信仰 を 歌 ふ ものであって * 是れが カル ビン 主義の 3 與髓を 

歌うた ものである。 (* 發表) 

〇 

〇 パ ゥ B は 完全の 人であった と は 如何しても 思 はれない。 彼が 若し 今日の 宣敎師 的 敎< ^の 何れに なり 

と 現 はれたならば、 彼 は不遞 傲慢の 故を以 つて どれ 程 敎會者 流に 責められた ことで あらう。 敎會は 彼 

の 左の 言 を赦 すで あらう 乎 (コ リン ト 前書 九 章) 

然れど 我れ 是 等の 事 (幅 音に 由り て 生活す る 事、 卽 ち敎會 より 棒 給 を 仰ぐ の 類) は 一 を も ゐ. K 

そ は 我が 誇る 所 (生活 上の 絕對 的獨 立) を 人に 空しく せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 我に 善き 事な 

れば也 (依頼の パ ンを食 はんより は 我 は 寧ろ 死 を擇む 者な り )o  (未發 表) 

〇 

キリスト は 旣に來 り 給へ り、 彼 は 再び 来り 給 ふで あらう。 彼 は マリヤの 子と して 人の 問に 生れ 給へ り- 

彼 は 神の 子と して 人類 を 治め 玉 ふで あらう。 彼 は 今や 此 食に 在し 玉 はす、 然し それ は 暫時で ある、 彼 

は 直に 歸 りて 我等の 王たり 給 ふで あらう。 

追お より  九 六 七 


& 想  九 六 八 

視ょ暗 は 地を掩 ひ、 暗黑は 諸の 民 を 覆 はん、 然れ ども 汝の 上に は 主 照 出た まひて、 その 榮光汝 の 

上に 顯 はる ベ し 

と ある (ィ ザャ I 六 〇 の 二)、 彼 は 此地を 其 暗 I に 一 姿ね 玉 はす、 彼 は 其 上に 輝き 我一に 光 を 給 ふで あ 

らう。 今や 新しき タリ ス マス が來り つ 、ある、 そ は 新ら しき 星が ベ ッレ ヘム の 上空に 輝きし 時に 數倍 

優 さる 榮 光の タリ ス マ ス である。 神の 子 は 地 を 其 正統の 主人公と して 承嗣 がして 来り II I ^ある、 

此度は 罪 を I はん 爲に 非す 之を滅 さん 爲 I  べッレ ヘムの 星 は 義の太 I として 昇らん として ゐ 

る、 新ら しき クリスマスよ 樂 しき 哉！ (未發 表〕 


第 十三 卷 內容 年譜 

感 想 

* 印 は 『感想 十 年』 (大正， 三年 十二月 發 行) 所載の ものなる を 示す。 

明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) 

東京 燭立雜 誌廢刊 の眞因 誤解と 疑 察 怕 ろしい 世の中 r 角 整. ハ ム フレット 第一、 如何にして 基督 信徒た る を 得 

ん乎 再錄」 聖書 之 研究 第一 號 九 

公 開演 說の效 力 久しぶりの 日曜 聖書 之 研究 第二 號 十月 

クリスマス 聖書 之 研究 第四號 十二月 

明治 三十 四 年 二 九 〇 一 年) 

疑惑の 聲 犁書之 研究 第八號 四 

* 眞 正の 忠孝 * 今の 基督 信者 犁書之 研究 笫九號 五月 

信仰の 勝利 無敎會 第四號 六 * 國の爲 めに 祈る 敵と 味方 犁甞之 W 究 第一 〇號 六月 

* 孤燭 聖書 之 研究 笫 一一 號 七月 

* 燈下獨 想 傳道 犁書之 研究 第一 三號 九 力 

第 十三お 内容 年 #1?  九 六 九 


第 十三 卷內 年 fS  九. VO 

* 聖貧 楚 * 之 W 究 第一 四號 十月 

我等の 基督教 無敎會 第九號 十 一 月 

* クリスマス 雜感 * 我等の 確信 聖書 之 研究 第一 六號 十二月：  ： 

明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 

•  * 聖靈の 要求 glsl 之 研究 第一 七號 一月 

海濱 の祈禧 古歌と 信仰 曰 之 W 究第 一九 號 三月 

* 聖書 雜感 書 之 研究 第二 ー號 五月 

余の 聖書 萬 朝 報 六月 十四日、 十五 日、 十六 日 (よろ づ短言 再錄) * 最も 有益なる 學問 ^書 之 研究 第二 ニ號 

六月. 

* 晴空錄 sasw 究 第二 六號 十月 

抑愁 の祕訣 聖書 之 研究 第二 七號 十一月 歌に 就て 萬 朝 報 十一月 サ 四日、 サ 五日 よろ づ短 言再錄 

* 基督教 的ホ. 1 ム * 敎界 近時の 弊害 午後 七 時 聖書 之 研究 第二 九號 十二月  ， 

ra^ 治 三十 六 年 (一 九 〇 三年) ， 

* 神の 裁判 * 勞役 後の 感謝 蛮 書 之 研究 第三 ニ號 一月 

信仰の 意義 * 評判 的 基督教 聖書 之 研究 第三 四號 二月 

* 純傳 道の 必要 聖書 之 研究 笫四 0 號 五月  - 


敎 役者の 無情 之 研究 第 四ー號 六月 

三年 前の 今日 聖書 之 研究 笫四 ニ號 七月 

* 余の 感謝と 祈禱 * 奮起 を 促が す 見聞 二三 efia 之 研究 ffi^ 四三號 八月 

* 祈睛の 決心 犁 * 之 研究 第 四四號 九お  . 

* クリスマス 述悽 聖書 之 研究 第 四七號 十二月 

明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年) 

* 基督教と 基督 信徒 * 懷疑 犁甞之 W 究 第五 ニ號 五月 

* 完全なる キリスト * 曰 本人と 基督教 聖書 之 W 究 第五 五號 八 力 

* 必要なる もの 二つ 聖書 之 研究 第五 七號 十月 

歳末の 感謝と 祈蘑 聖書 之 研究 第五 九號 十二月 

明治 三十 八 年 二 九 〇 五 年) 

新年の 感 聖書 之 研究 第 六 〇 號 一 月 

神の 發見法 三 則 正當 なる 祈願 * 錢魔を 斥く るの 辭 新 希望 第 六四號 六月 

雨中 閑話 新 希望 笫六 五號 七月 

秋の 到来 * 余の 今日の 祈願 * 力と 眞理 * 眞 正の 宗教 * 愁の 上進 イエスの 友 八 新 希望 第 六七號 九 力 

* 秋冷 雜話 新 希望 笫六 八號 十月 

第 十三お 1 内容 年 九 七 I 


第 十一 一一 SSi 內容年 

晩秋 雜感 新 希望 第 六九號 十 一 月 

* 不法の 貯蓄 クリスマスの 新 決心 此 世の 費 新 希 Sir: 第 七 〇號 十二 力 

明治 三十 九 年 ( 一 九 〇 六 年) 

* 余の i 敎 新 希望 第 七 ー號 一月 

* 見神の 有無 新 希望 第 七三 號 一一 一月 

* 偉大なる 神 * 家庭 問題 新 希 3- 第 七四號 四 力 

* 最も 恐るべき 傲慢 犁書之 研究 第 七五號 五 力 

傳 道の 情念 ^書 之 研究 第 七六號 六月 

* キリストの 賜 * 神と 我と 聖書 之 W 究第 七八號 八月 

書齋と 實驗室 (宗敎 と現卅 再錄〕 * 夏 過ぎて 感 あり 塞 書 之 研究 第 七九號 九 力 

* 基督教と 兄弟 主義 *M ホバの 熱心 聖書 之 研究 第 八 〇 號 十 力 

* 畢生の 信仰 * 嬉しき 時 聖書 之 研究 第 八 ー號 十一 ガ 

* 善人が 悪人 を 懼る& 理由 敎 會に對 する 余輩の 態度 聖書 之 研究 第 八ニ號 十二 力 

* イエスキリスト を懍ふ 聖書 之 研究 第 八三號 一月 

明治 四十 年 (一 九 ，〇 七 年) 

* 平々 凡々 の理 聖書 之 研究 笫 八三號 一月 


七 


墮落 信者の 口 實と其 批評 智識と 眞理と 自由 病中の 感 聖書之研究第八四^^  二月 

* 信仰の 報 賞 * 余の 基督教 洗禮と 信仰 信仰の パラドックスと 其敎訓 書 之 研究 第 八五號 一一 1=^ 

最も 善き 聖書の 註解 * 忿怒の 祌 ウ キリストの 愛 聖書 之 研究 第 八八號 六 刀 

ゥ 罪の 人 綠蔭獨 語 聖書 之 W 究第 八九號 七月 

ウ 罪人の 友 * 愛の 進歩 一番 豪ら い 人 神 學墳談 記者の 感想 聖書 之 研究 第 九 〇號 八 力 

キリストの 囚人 祌 舉雜談 批評家に 吿ぐ 聖書 之 研究 第 九ニ號 十 力 

余が 兑 たる 今の 基督 敎會 聖書 之 研究 笫 九三號 十一 ガ 

* 子 を 失 はんとして 感 あり 聖書 之硏究 ils. 九 ra 號 十二月 

明治 四十 一 年 二 九 〇 八 年) 

* 敎會の 今昔 * 讀 むべき もの、 學 ぶべき もの、 爲 すべき こと * 囘 顧と 前進 新年と 新 事業 聖書 之 研究 第 九 五 

* 多 敷と 單獨 * キリストの 賜物 聖書 之 研究 第 九六號 二 

クリスチャンと クリスト 聖書 之 研究 第 九七號 三月 

常識と 信仰 §_^書之研究第九八號 四 刀 

都 曾 か 田舍か 書 之 研究 第 九九 號 五 力 

余輩の 弟子と は誰ぞ 祌學 博士 異端 聖書 之 研究 第一 〇 ニ號 九月 

ル.讀 史餘歷 (一) §^甞之研究第ー〇三號 十月 

第 十三 卷 内容 年 九 七 一一 I 


rs- 十三 卷內容 年 ii 

* 讀 史餘瀝 (二) 憐 潤の 交換 聖書 之 研究 第一 〇 四號 十一月 

稀 有の 事 聖書 之 研究 第一 〇 五號 十二月 

明治 四十 二 年 二 九 〇 九 年) 

* キリストの 僕た る 余 聖書 之 研究 第一 〇 七號 三月 

* 我が 矛盾 得 まほし きもの 聖書 之， W 究 第一 〇 八號 四月 

余の 耐えられぬ 事 (歡 喜と 希望 再錄) 聖書 之硏究 第一 一 〇 號 六月 

* 最も 辛ら き 事 聖書 之 研究 第一 一二 號 九月 

* 余輩 を 縛る 繩 聖書 之 研究 第一 一四 號 十一月 

年 を 終る の 記 聖書 之 研究 第一 ー五號 十二月 


明治 四十 三年 二 九 一 〇 年) 

* 春の 到来 * 世々 の 磐 * 信者 不信者 * 奮闘の 必要 聖書 之 研究 第一 一八 號 四月 

「我に 来れよ」 聖書 之 研究 笫 一二 〇 號 六月 

靈 肉の 充足 聖書 之 研究 第一 ニニ 號 八お 

落第生 を 慰む るの 辭 聖書 之 研究 第一 二三 號 九月 

聖 ヨハネの 觀 たる 神 余輩の 傳道 方針 聖書 之 研究 第二 一四 號 十月 

淸秋 極 語 聖甞之 硏究笫 一二 五號 十一月 


七 


クリスマスの 意義 聖書 之 研究 笫 一二 六號 十二月 

明治 四十 四 年 (一九 一一 年) 

敎會と は 如何なる 者で ある 乎 聖書 之 研究 第一 ニ七號 一月 

傳道は 何のた めなる 乎 滿 五十 歳に 成りての 感 聖書 之 研究 笫 一二 九號 三月 

世渡りの 闲難 聖書 之 研究 第一 三 0 號 五月 

地と 世 神を識 るの 途 聖書 之 研究 第二 一二 號 六月 

聽 かれし 祈 求 聖書 之 研究 第一 三ニ號 七月 

神に 助けら る、 事 祈 醻 の 人 我れ 病める 時に (復活と 來讲 再錄) 萬 全の キリスト 聖書 之 研究 第 

八月 

神の 國と 其義 今 世と 来世 補助と 援助 聖書に 依るべし 聖睿之 研究 第一 三四號 九月 

唯一の 書 日本に 於け る 基督教の 將來 聖書 之 研究 第一 三五號 十月 

基督教と 基督 信者 聖書 之硏究 第二 一一 六號 十一月 

明治 四十 五 年 (一九 一二 年) 

戰鬪の 人に あらず 聖書 之 研究 第一 三八號 一月 

宗派な き 宗教 聖書 之 研究 笫 一三 九號 二月 

信仰 は 個人的 關係 死因 聖書 之 研究 第一 四 〇 號 三月 

第 十三 卷內容 年 .la  九 七 S 


第 十一 一一 卷內！ せ 年 九 七 六 

二 ッの神 眞理の 證明者 = 時 博 さと 深さ 聖書 之 W 究第 一四 ー號 四月 

世に 勝つ と は 何ぞゃ 聖書 之 研究 第一 四ニ號 五月 

三角形と して 見た る 福音 キリストの 死の 貴き 所以 綠藤獨 語 聖書 之 研究 第一 四三號 六月 

(大 正 元年)  ， 

復活と 甦り サバチ ー ルの 信仰 マコ ー レ ー の 信仰 §^書之研究笫ー四五號 八月 

愛の 法則 神と 天然 恩惠の 内外 聖書 之 研究 第一 四六號 九月 

單獨の 勢力 自由の 偉大 柿の 教訓 ャソの 流行 明治と 大正 saB 之硏究 第一 四七號 十お 

三位の 神 變ら ざる キリスト 聖書 之 研究 第一 四八號 十一月 

大 正 二 年 二 九 一 三年) 

同情の 意義 不信 國の 缺乏 質問の 數々 塞 書 之 W 究 第一 五 〇 號 一月 

時の 問題 棄敎の 理由 余の 愛する パゥロ 〔一〕 犁書之 研究 第一 五一 號 二月 

余の 愛する パゥロ on 會堂 落成 を 祝す るの 辭 維 誌 成って 感 あり 之 研究 第一 五ニ號 三月 

眞理 の戲弄 余の 奮き 信仰 聖書 之 研究 第一 五三 號 四月 

死の 歡喜 イエスの 過激 預言の 實現 再び 奮き 信仰に 就て 信仰の 目的 聖鲁之 研究 第一 五四號 

死と 罪 (復活と 來 世- 冉錄〕 人世の 諸問題 余輩の 傳道万 針 余輩と 敎會 甞之 研究 第一 五五號 

歐亞の 領分 讀書 所感 全體の Jf,s  iiE 之 研究 第一 五六 號 七お 


救濟の 公平 小なる 救 濟と大 なる 救濟 人の 了解と 神の 裁判 人と 神 道の 異同 平々 凡々 の 記 聖書 之 研究 第 

一 五七號 八月 

神に 獻， けよ 犠牲の 生涯 愛の 實行 理解と 信仰 樣々 のィ H ス 罪の 洗滌 H 的の 進步 甞之 研究^ 一  五八 

號 九ガ 

天職 發 見の 途 敎會 問題の 解決 死に 勝つ の 力 (復活と 來世 再錄〕 二 個の 愛 聖書 之 研究 第一 五九號 十月 

聽 かる、 祈 fi と II かれざる 祈 躊 キリスト を 信ぜず とも 眞理の i„D 明 普通 道德 聖書に 所謂 自由 人 を 見 ざれ 

祌を よ 聖書 之 研究 第 一六 〇 號 十 一 

廣 くして 狭し 多くして 少し 年末の 感謝 聖書 之 研究 第一 六ー號 十二月 

大正 三年 二 九 一四 年) 

經濟 上の 獨立 孤 額と 少數 自覺 謎の 聖書 超然 又 超然 近代 人 利 巧者 聖書 之 研究 第一 六ニ號 一月 

死すべき 時 (復活と 來世 再錄) 聖書 之 W 究笫 一六 三號 二月 

E 本人と キリスト 呪詛 と恩惠 愛の 標號 何の だめの 艱難 乎 平民の 書と しての 聖書 聖書 之 研究 第二 ハ四號 

ニー  力 

朝の 祈 鏞 顯榮 神の 進行 聖書 之 研究 笫 一六 五號 四月  _ 

櫻の 歌 (其 一) (其 二〕 犁書之 研究 第一 六四號 第一 六六號 三月 五 

人の 善と 神の 善 友誼の 高價 人なる 先生 基督 的 生涯と は何ぞ 聖書 之 研究 笫ニ ハ八號 七月 

救濟の 能力 夏の 午後 聖書 之 研究 笫 一六 九號 八月  ， 

第 十三お 内容 年譜  九 七 七 


第 十三お 一 內容年 Si  九 七 

意力の 統一 聖霄之 研究 第一 七 0 號 九月 

富 源の 價値 宣教師と 余輩 聖書 之 研究 第一 七ー號 十ガ 

幸福 過去の 完全 聖書 之 研究 第一 七三 號 十二月 

大正 四 年 二 九 一 五 年) 

誤錯の 恐怖 愛 女の 墓に 葬る 聖書 之 研究 笫 一七 四號 一月 

入の 責尊 信者の 眞偽 基督教の 眞價 聖書 之 研究 笫 一七 五號 二 刀 

惟一 人 聖書 之 研究 第一 七六號 三月 

不信者と 其 生涯 聖書 之 研究 第一 七七號 四月 

變 化の 辯 明 不 深切なる 教師 信仰の 缺乏 聖書 之 研究 第一 七八號 五月 

善悪の 大小 自由 福音の 解 僕の 信仰 聖書 之 研究 第一 七九號 六月 

空の 空 「生の 哲學」 と 十字架の 福音 我が 信仰の 友 寧ろ 儒者に 傚 ふべ し 信者の 護衞 ジョン. ハツ スを懷 

ふ 癒されし 者に 告げし 辭 聖書 之 研究 第一 八 〇 號 七月 

『爾國 を 臨ら せ 給へ』 日本 紳士と 基督教 犁： 書 之 研究 第一 八ー號 八月 

キリストの 愛 神を識 るの 途= 苦痛 如何にして 救 はる 乎 我が 信仰の 祖先 聖； 書 之 研究 第一 八ニ號 九 

イエスに 親る 恩 惠と罪 高價 なる 基督教 舊式耶 新式 耶 義人と 患難 質問 聖書 之 研究 第一 八三號 十お 

根本 間 題 救 はる &とは 聖書 之 研究 第一 八四號 十一月 

田 3 ふ 所に 過ぐ る 平安 クリスチャン は 何で ある 乎 聖書 之 研究 第一 八五號 十二月 


大正 五 年 二 九 一六 年) 

二 個の 信仰 イエス を 信ず 祈 禱の執 成 靜 かなる 信仰 望の 理由 世界の 主 聖書 之 W 究第 一八 六號 一月 

繰返し 安心と 平康 救拯の 信仰 聖書 之硏究 第一 八七號 二月 

終に 彼を棄 てる 幸 乎 不幸 乎 最も 善き 事 = 信仰 信仰の 恩惠 信仰の 寶質 忘恩 的 基督教 聖書 之 研究 第一 八 

八號 三月 

罪の 處分 聖書 之 研究 第一 八九號 四月 

五月の 春 聖書 之 研究 第一 九 〇 號 五月 

救濟の 確信 神の 事業 道と 門 慰めら る、 の途 嘲笑の 福 聖書 之 研究 第一 九ー號 六月 

自己の 發見 過激と 狹 glsM 之 研究 第 一九二 號 七月  . 

神の 存在の 證據 奇蹟の 存續 意志の 宗教 榮辱を 共に す 貧富の 道 光明の 明白 儒者に 學ぶ べし ^書 之 研 

究第 一九 三號 八ガ 

人格と 信仰 聖書 之 研究 第一 九四號 九 力  ， 

希望の 生涯 歡 喜の 極 完全なる 人生 信仰と 待望 注意せ よ 希望の 種 蒔 良心の 無き 國民 聖書 之 研究 第一 

九五號 十月 

敎會と 余輩 逆境と 生命 十字架の 信仰 信仰と 了解 今年の 秋 聖書 之 研究 第一 九六號 十一月 

友人の 祈 禱 信仰の 祕訣 聖書 之 研究 第一 九七號 十二月 

一  5: 內. SLiL—  ■    (  


第 十三 Si 内容 年 IS  九 八 〇 

大 正 六 年 二 九 一七 年) 

聖書の 缺 點 基督教の 重心 點 傳道 志願 運命と 信仰 我が 才能 新年の 辭 聖書 之 研究 第一 九八號 一月， 

祈 鑄の 快樂 傳道界 の 曙光 主 を 崇めよ 自由意志に 就て キリスト 第一 欲しき もの St 書 之 研究 第一 九九 號 

二月 

第 1^ 百號 基督 敎道德 老年の 歡喜 安全なる 孤立 a; 書 之 研究 第二 〇〇 號 三月 

昴 宿と 參宿 戰爭の 結果 聖書 之 研究 第二 〇一 號 四月 

隨道を 過ぎて 文字の 排. 斥 基督 傳の 探求 彼等と 我等 聖書 之 研究 第二 〇 ニ號 五月 

哲學 と宗敎 神の 有無 最善 か 最惡か 眞理 の證明 精神と 身體 眞 のバプ テス マ 犁： 書 之 研究^ 二 〇！ 一一 號 六 

月 

忘 罪 進化と 自顯 妨害 を 恐れず 聖書 之 研究 第二 〇 四號 七月  • 

當然の 窮乏 聖書 之 W 究 第二 〇 五號 八お 

聖書の 育兒法 患難の 配布 活祌の 要求 書 之 研究 第二 0 六號 九月 

全 信の 道 愛する の 至福 古き 福音 之 研究 笫ニ 〇 七號 十ガ 

ュダと 我等 聖書 之 研究 第二 〇 八號 十一月 

信仰と 行爲 聖書 之 研究 第二 〇 九號 十二月 

^< 正 七 年 二 九 一八 年)  ん 


一九 一八 年 を迎ふ 愛の 濫費 武士道と 基督 敎 〇 一月 十二 日 Sf 書 之 研究 第二 一  〇 號 一月 

信仰と 希望 希望と 愛 再臨 號 聖書 之 研究 第二 一 ー號 二月 

完全なる 救 再來の 意義 世人と 神人 夢と 謎 架 書 之 W 究 第二  一二 號 三月 

贖罪と 再臨 架 書 之 研究 第二  二： ー號 四月 

何の 恥辱 ぞ 判決 的 問題 智識と 信仰 (基督 再臨 問題 講演 集 再錄〕 嘲笑 者 審判と 公義と 平和 信ずる 者と 信 

ぜ ざる 者 世界と 共に 醒めよ 聖書 之 研究 第二 一四 號 五お 

三 條の繩 ホ エル ホメ ノス 猶太 亞的 思想な りとの 說 平信徒の 大 奮起 来. 書 之 研究 第二 ー五號 六月 

死の 覺悟 再臨の 有無 敎會と 信仰 再臨と 闇黑 梨 書 之 研究 第二 一六 號 七月 

再臨と 聖靈 萬 國の靈 播 者と 獲 者 身體 の救拯 舌の 害毒 聖書 之 研究 第二 一七 號 八月 

神の 奴隸 再臨と 贖罪 聖書. 之 研究 第二 一八 號 九月 

信仰と 資行 人と 眞理 祈躊の 題目 (苦痛の 福 昔 再錄) 信者の 生涯 眞 正の 合同 人の 性 再臨の 高唱 再臨 

信者 再臨と 聖書 (基督 再臨 問題 講演 集： 冉錄) 聖書 之 研究 第二 一九 號 十月 

イエスの 政治 觀と 經濟觀 聖書 之 研究 第二 二 〇號 十一月 

大正 八 年 二 九 一九 年) 

イエスの 自證 稀 有の 信仰 聖書 之 研究 第二 二三 號 二月 

余の 信仰 聖書 之 研究 第二 ニ四號 三月 

完全き 救 十字架の 信仰 二種の 信者 人種的 無差別 其 日 其 時 時感 二三 聖書 之 研究 第二 ニ五號 四月 

第 十一 一一 卷 内容 年譜  九 <  1 


第 十一 一一 卷內容 年 九 八 二 

應じ 難き 注文 愛と 義 福音と 豫言 敎會 と豫言 聖書 之 研究 第二 ニ六號 五月 

安全の 地位 排斥と 說敎 排斥と 宣揚 教職 心理 唯一の 信仰 信じ 難き 信仰 聖書 之 W 究 第二 ニ七號 六月 

基督 者の 義 文學 者の 信仰 聖書 之 研究 第二 二八 號 七月 

神 第一 神人 交通の 途 靈 肉の 關係 淸 秋雜感 秋 来る 聖書 之 研究 笫 二三 〇 號 九月 

信仰と 神學 赦 さる \ 時 滿 腔の 滿足 要 書 之 研究 第二 三ー號 十月 

唯 信ぜよ 聖書 之 研究 第二 一一 一三 號 十二月 

大正 九 年 (一九二 〇 年) 

美術と しての 人生 神の 聖意 聖-書 之 研究 第二 三四號 一月 

基督教と 幸福 宗教の 二種 聖書 之 研究 笫 二三 五 號 二月 

水と 靈 聖書 之 研究 第二 三 六號. 三月 

理想と 實際 聖書 之 研究 第二 三七號 四月 

總て 善し 信と 行 聖書 之 研究 第二 三八號 五月 

潔と 愛 聖書 之 研究 笫 二三 九 號 六月 

信者 か 人 か イエスの 誡 救拯 の確證 基督教の 競爭者 聖書 之 研究 第二 四 〇號 七月 

善き サ マリヤ 人 夏期 雜感 §_-書 之 研究 第二 四ー號 八月 

誤解の 恐怖 曰道樂 イス カリオ テ のュダ ベタ ニヤの マリヤ 聖書 之 研究 第二 四ニ號 九月 

信仰と 迫害 財界の 王と 信者 必ず 聽 かる k 祈禱 聖書 之 研究 第二 四三號 十 力 


祭 化の 順序 單 観の 幸福 直覺 と實驗 平康と 患難 信者の 靜養 聖書 之 研究 第二 四四號 十一 

結婚の 神聖 天然と 祌 永生の 意義 べッレ ヘムの 星 年末の 辭 聖書 之 研究 第二 四五號 十二月 

大正 十 年 二 九 ニー  年) 

信仰の 新年 義の 宗教 神人の 武器 聖書 之 研究 第二 四六號 一月 

謙 適の 實行 決心と 祈 禱 聖 語雜感 聖書 之 研究 第二 四七號 二月 

幸福の 途 奉公の 途 聖書 之 研究 第二 四九號 四月 

靈 なる 神 聖書 之 研究 第二 五 〇 號 五月 

沈 默と絕 叫 〇 聖書 之 研究 第二 五一 號 六月 

人物と 傳道 反抗と 服從 囘 顴の淚 眞 個の 平民 聖書 之 研究 第二 五ニ號 七月 

新生 命 信者の 事業 信仰 維持の 價値 金錢 以外の 勢力 聖書 之硏究 第二 五一 一一 號 八月 

力の 宗教 信者の 可能性 不快なる 日本の 社會 聖書 之 研究 第二 五四號 九月 

過去の 囘想 洋行 熱 聖書 之 研究 第二 五五號 十月 

戀 愛の 自由に 就て 似而非なる 基督教 聖 召の 祝福 聖書 之 研究 第二 五六 號 十一月 

他人 本位 ^憫の 神 怒って は 惡ぃ乎 聖書 之 研究 笫ニ 五七號 十二月 

大正 十一 年 二 九 ニニ 年) 

信者の 義 最も 賣き 知識 二種の 宗教 隨 時雜感 聖書 之 研究 第二 五八 號 一月 

第 十三 卷内 i 谷年&  九 八 一一 I 


第 十三 卷內容 年譜  九 八 ra 

信仰の 能力 信仰の 告白 〇 聖書 之 研究 第二 五九號 二月 

現代 日本人の 宗教 熱 死ぬ る は 益 聖書 之 研究 第二 六 〇 號 三月 信仰と 寛容 靈交 i せハ號 三月 

忿恚の 時 破る 者 破らる 職責の 完成 善悪の 判斷 聖書 之 研究 第二 六ー號 四月 責任 觀念 靈交 第七猇 

四月 

基督 者の 徵章 簡 短なる 傳道 聖書 之 研究 第二 六三號 六月 

神の 言 eif 書 之 研究 第二 六四號 七月 

べッレ ヘムの 星 文化 生活と 基督教 聖書 之 研究 第二 六五號 八月 

傳道師 の 不足 聖書 之 研究 第二 六六號 九お 

バウ 口と 神學者 聖書 之 研究 第二 六七號 十月 

進化論と 其； 督敎 聖書 之 研究 第二 六八號 十一月 

幸福なる 生誕 節 羅馬 書と 福音書 基督 者た るの 證據 平和の 途 愛と 義 罪の 赦し 基督 者と 傳道 聖書 之 研 

究 第二 六 九號 十二月 

大正 十二 年 二 九 二三 年) 

神の 義 義の 意義 個人主義 傳道 成功の 祕訣 平凡の 道 聖書 之 研究 第二 七 〇 號 一月 

普通の 生涯 二種の 進化論 聖 * 之 W 究笫ニ 七ー號 二月 

滿六 十二 歳の 感 聖書 之 研究 第二 七ニ號 三月 

簡 短なる 大福 音 聖書 之 研究 第二 七三 號 四月 


〇 傳道囘 避の 辯疏 (其 一〕 (其 二) 聖書 之 研究 第二 七四號 五月 

傳道囘 避の 辯疏 (其 三〕 聖書 之 研究 第二 七五號 六月 

狂氣 と正氣 棄敎 者の 申 分 聖書 之 研究 第二 七七號 八月 

災 後餘感 聖書 之 研究 第二 八 〇 號 十一月 

傳道 肺の 慈善 聖書 之 研究 笫 二八 ー號 十二月 

大正 十三 年 二 九 二 四 年) 

年頭の 辭 聖書 之 研究 第二 八ニ號 一月 文化の 基礎 文化の 基礎 第五 號 一月 

個人主義と 自己主義 地位の 滿足 決心 を 促す 聖書 之 研究 第二 八四號 三月 

淺ぃ 日本人 傳 道の 可否 師道の 轉倒 聖書 之 研究 第二 八 五號. 四：^ 

行 詰と 救拯 聖書 之 研究 第二 八六號 五月 

顔 立の 途 聖書 之 研究 笫 二八 八號 七月 

救の 範圍 聖書 之 W 究 二八 九號 八月 

言葉の 宗教 来世 期待の 能力 教派 絶滅の 途 自由の 解 聖書 之 研究 第二 九 〇 號 九月 

〇 聖書 之 研究 笫ニ 九ー號 十月 

大正 十四 年 二 九 二 五 年) 

近代 人の 神 批評と 信仰 新年 を迎ふ 聖書 之 研究 第二 九四號 一月.  - 

第十三卷内{谷年^^  九  < 五 


第 十一 一一 卷內 i 谷 年 譜 

近代 人と 基督 信者 偉人た るの 途 聖書 之 研究 第二 九五號 二月 

基督 敎會 の現狀 聖書 之 研究 第二 九八號 五月 

今昔の 感 聖書 之 研究 第二 九九 號 六月 

〇 聖書 之 研究 第三 〇〇 號 七月  • . 

傳 道と 政治家 聖書 之 研究 第三 〇 ー號 八月 

安心と 勝利 聖書 之 研究 第三 〇 ニ號 九お 

私 は 上 州 人で ある 境遇と 信仰 聖書 之 研究 第三 〇 三號 十月 

自分の 爲に 辯ず 晩秋 所感 聖書 之 硏究笫 三 〇3 號 十一月 

私の 趣味に 就て クリスマスの 朝 聖書 之 研究 第三 〇 五號 十二 刀 

大正 十五 年 (一 九 二 六 年) 

私の 愛國 心に 就て 偉大 性の 養成 聖書 之 研究 第三 〇 六號 一お 

命令と 實行 gui 書 之 研究 第三 〇 七號 二お 

大小の 祈醻 不用 人間 聖書 之 W 究 第三 〇 八號 三月 

知識と 信仰 藝 術と 宗敎 聖書 之 W 究笫三 〇 九號 四月 

妥協す る 勿れ 罪の 赦し 聖書 之硏究 第三 一 〇 號 五月 

信者と 廣吿 虚偽の 世 聖書 之 研究 第三 一一 號 六お 

祈躊と 十字架 正義と 人 聖書 之 研究 第三  一二 號 七月 


h 

A 


祌學の 解 基督 信者の 金錢 問題 聖甞之 研究 第三 一三 號 八月 

基督 信者と 日本 入 人の 大小 聖書 之 研究 第三 一 四號 九月 

集 會の益 宗教の 本領 聖書 之 研究 第三 一 五號 十月 

老年の 祝福 孟子 を讀む 活ける キリスト (一) 聖書 之 研究 笫三 一六 號 十一 ガ 

活ける キリスト (二〕 歳暮の 感謝 聖書 之 研究 第三 一七 號 十二月 

昭和 二 年 二 九 二 七 年) 

善 者 は 唯一 國家的 重大問題 聖書 之 研究 第三 一八 號 一月 

平和の 實現 十字架の 福音 宗教の 本領 聖書 之 研究 第三 一九 號 二月  . 

科學 と宗敎 政治と 宗敎 傳 道と 職業 聖書 之 研究 第三 二 0 號 三月 

苦痛の 必要 信仰の 土臺 自由の 貴 尊 聖書 之 研究 第三 ニー 號 四ガ 

不幸の 人 歴史と 審判 劃然たる 區別 〇 聖書 之 研究 第三 ニニ 號 五ガ 

信仰の 働き H ルサ レム 會議 誰が 義者 誰が 惡者 我等の 味方 聖書 之 研究 第三 二三 號 六月 

永久 的 前進 キリストと 偉人 競 爭の愚 知られ ざるの 幸福 夏休み を 前にして g 一  之 研究 第三 二 SIS れ 七 力 

神の 在る i 弟子 を 持つ の 不幸 夏の 夜の 默想 聖書 之 W 究 第三 ニ五號 八 刀 

新 秋の 期待 歷 史的 宗教に 就て 讀書界 の變遷 聖書 之 W 究笫三 ニ六號 九月 

舊 約と 信仰 SIf 書 之 研究 第三 二八 號 十一月 

進 步の聲 祈 躊 の特權 聖書 之 研究 第一 一一 ニ九號 十二月 

第 十一 一一 内容 年譜  九八セ 
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昭和 三年 二 九 二八 年) 

愛國と 信仰 惟一の 宗教 聖書 之 研究 第三 三 〇 號 一月 

S 術と 救 ひ 人間の 聲 聖書 之 研究 第三 三ー號 二月 

顯榮と 世評 聖書 之 研究 第三 三三號 四月  . 

榮辱 五十 年 獨立 五十 年 聖書 之 研究 第三 三五號 六月 

幸福の 獲得 信仰の 岐路 聖書 之 研究 第三 一一 一六 號 七月 

天地の 道と 神の 道 效果に 無頓着なる 傳道 聖書 之 研究 第三 三七號 八月 

人生 最大の 獲物 近代 人氣質 二つ 言葉 を愼 めよ 宗教家の 利用に 就いて 聖書 之 研究 笫； 一一 三八號 九 H: 

積極的 無敎會 主義 聖書 之 研究 第三 三九號 十月 

世人と 神人 我が 奉仕の 途 廣吿を 謹む 聖書 之 研究 第三 四 〇 號 十一月 

宇宙 は 善し 私の 弟子と は誰ぞ 聖書 之 研究 第三 四ー號 十二月 

昭和 四 年 二 九 二 九， 年) 

新年の 辭 聖甞之 研究 第三 四ニ號 一月 

簡 短なる 私の 基督教 ^書 之 研究 第一 一一 四三號 二月 

罪と 完全 敎 育の H 的 磨と 砂糖 書 之 研究 第一 一一 四四號 一一 一月 

人生の 目的 教誨と しての 艱難 無宗敎 無敎會 聖書 之 研究 第三 四五號 四月 


生く る は キリスト 聖書 之 研究 第三 四六號 五月 

某； 督敎 = 待望 敎 傳道の 動機 病 關难記 (一) 聖書 之 研究 第三 四七號 六月 ， 

病 閑雜記 (二〕 救 挺の 完成 武士道と 基督教 信者な り 信者に あらず 聖書 之 研究 第三 四八號 七月 

信仰 第一 今日と 云 ふ 今日 聖書 之 研究 第三 四九號 八月 

活動 主義 聖書 之 研究 第三 五 〇 號 九月 

幸福の 途 宗教の 本領 聖書 之 研究 第三 五一 號. 十月 

朝な朝な 晩秋 所感 責君は 何です 乎？ 聖書 之 研究 第三 五ニ號 十一月 

神の 國の 建設に 就て 聖書 之 研究 笫三 五三 號 十二月 

昭和 五 年 二 九 三 〇 年)  . 

基督 信者の 信仰 聖書 之 研究 第三 五四號 一月 

三種の 宗敎 自分と 他人 聖書 之 研究 第三 五五號 二月 

新 奮の 別 聖書 之讲究 i§ 三 五六 號 三月 

神の 最大の 賜物 聖書 研究の 目的 最高 道德に 非ず 孤立の 恐怖 斷片錄 聖書 之 研究 第三 五七號 四月 

遺 稿より 

絕對的 宗教 内村鑑 三追惊 文集 昭和 六 年 三月  . 
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